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平沼撃一郎 F/り 代総長

1924(大正13)年 2

月11日 、大東文化学

院開院式。大本遠吉

会頭の祝辞。

倉に 凋 年に作詩、1932

年(昭和7)年の10周年記

念式典 で学院歌に制定
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大木遠古初代会頭

1923(大正 12,年 12月 11日 、東京・ん段の地に使舎を設置。12月

第一期入学選抜試験 を実施 し、翌年2月 に も募集。国庫補助金のこ

とと関東大震災とのからみで変則的なものとなる。
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入学式直後行われた明治神富、6月 初旬の伊勢神宮の参拝は本学院独特の行事 で、1941

(昭和16り 年ごろまで実施。旅費はすべて学院負担。写真は1925(大正 14)年 畝傍御陵。

1932(昭和7)年 、創立10周年の式典を挙行。初代理事長であ り

その後会政及び総長を歴任 した鵜沢総明博士が講演。
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日も歌いつがれる。
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漢籍・和装本でうまる図書館。学生服は1927

(1'冒和2)年に改定。和服に袴姿も少な くな

現在のJR中 央線・飯田橋駅。角帽は旧帝大

型。詰襟で紺サーンの上下服。

学生会の運動部では剣道・弓道・柔道が さかんに

行われ、教科「武科」 もあった。時局を反映 し、

後には射撃部 も。
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1941(昭和16,年 2月池袋

校今に移転。3月 式典を

行う。3年前から二部制

施行により学生数の増

加に伴い、‖庫補助が

年々減額された。時局

は緊 riし 、学徒戦時動

員体制か とられる。

臨書。今日の「書道」の名声が築かれる

高等科生は学

業に専念 とい

うことて、勤

労動員期間は

短縮 され た

が、本科生は

動員に明け暮

れ る 。 1945

(昭和20'年は

1lg和電工・中

島飛行場へ。

1人 また 1人

と学友は戦場
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九段の地より池袋移転後4年 月で東京大空

襲にあい校合は全焼。1945(1lζ和20'年
5月 から12月 まで、酒井忠正総長邸で授業

再開。写真右は同邸中庭 での繰 り上け率

業記念。国民学校初等科を除 〈授業は 1

年間の停止が決定されていた。

1946(昭和21'年 2月 、東京・高節区の校

合に移転 し、学業への灯を絶やすことは

なかった。下は青砥校合の正円。

1947(昭和

"'年
、以

文会が書画展を開催。

食料難時代にあっての

快挙 といえよう。前列

右から二人目が後の初

代学長・土屋久泰先生

進級試験。 諄 使用の

伝統は守られている。

夫‐剌
到
響
境
厳
”

青砥校合は国策会社の寮 と工場跡 で、

学察「志道寮」は1949(昭和24,年の

後期池袋校今移転時には廃止 される。
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1947(昭 和
"り

年3月 学

校教育法が制定・公布

され、2年後、「東京文

政大学」 として認可さ

れた後期池袋校合は、

敷地 20315坪 、建 坪

27釦け 、図書23,72猾

であった。1953(昭和

28,年、知恵のみを頼

りとする学祭 (体育卿

を開催し、30周年を迎

えて、新校歌「流れは

遠 し……」 を制定。

一
目
【、
「

1952昭和27)年 の臨時学生総 会

政治経済研究
=|`ま

解の講演会も開かれる。壇上は政

経・′il」賦 雄教授。水本惣太郎教授の名もみぇる。

1953(1'ζ和28)年 、新制大学第一

期事業生が巣立つ。証書には晴れ

て「大東文化大学」と。また、書道

は九段時代からの伝統でもあると

して、書道公開講座が開護 れる
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1%1(昭和36)年、創立40周年 を期 し

て「単科精鋭主義から多角精鋭主義に

転換すべ し」の多数意見から、振興計

画がたてられ、現在の板橋へ移転。大

東医学技術専門学校 (改称 )、 第一高等

学校の設立認可を得る。写真右は現2号

館でキャンパスは小砂利道だ。
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とはいえ、板橋キャンパスはひとたび風吹け

ば「大東サパ ク」。 ラグビー熱はさかん ′

70年安保前年の1969年

大東祭の講演に も熱気

か盛 り上かる。第4代学

長に佐伯極友氏か就fL

1967(昭 和42'年埼

玉・東松山市に東松山

校合を新築 し教養課程

を移設。今日は体育祭
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1973(11召和48'年、発展の一途 を

たどるこの期に、50周年式典 と記

念館の落成式を併せて挙行。そし

て本学の上史でもある『五〇年史コ

を刊行。大東浮沈にかかわる様々

な事件はあったが、推]`の原動力

となった ものは、建学の精神に他

ならず、新たな一歩が始まる。

1983(昭和58'年 は創立6θ周年。写真

集『軌跡」 を刊行。量的拡大から質的

向上への転換期 でもある。

6θ周年を記念 し

て、東松山校舎

から齢 校
.今

ま

での50k口間を学

生・教職員のす

べてが参加する

ウォーキングか

始まり、今日にひ

きつがれている
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序

大
東
文
化
大
学
は
平
成
五
年
九
月
二
〇
日
を
以
て
創
立
七
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
七
〇
年
の
歩
み
は
、
決
し
て
平
坦
な
も
の

で
は
な
く
、
本
学
も
世
の
中
の
推
移
と
共
に
、
幾
多
の
苦
難
に
直
面
し
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
、
卒
業
生
を
中
心
と
し
た
愛
校
心
に

燃
え
る
有
志
の
ご
尽
力
と
ご
協
力
と
に
よ
り
、
大
正

・
昭
和

・
平
成
と
二
つ
の
時
代
を
、
大
束
の
建
学
の
精
神
を
継
承
し
、
発
展
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

顧
み
れ
ば
大
正
の
末
期
、
政
界

・
財
界

・
文
化
界
の
中
に
、
欧
化
に
偏
し
た
わ
が
国
の
近
代
化
の
傾
向
を
憂
え
、
漢
学
を
主
と
す

る
東
洋
文
化
を
振
興
し
、
道
義
の
確
立
を
図
る
要
望
が
高
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
大
正

一
〇
年
、　
一
一
年
、　
一
二
年

の
連
続
三
回
の
議
会
に
お
い
て
、
「
漢
学
振
興
二
関
ス
ル
建
議

案
」
が
三
回
と
も
に
満
場

一
致
を
以
て
衆
議
院
を
通
過
し
、

大
木
遠
吉
氏
を
中
心
に
大
東
文
化
協
会
が
設
置
さ
れ
、
大
正

一
二
年
九
月
二
〇
日
東
京

・
九
段
の
地
に
、
国
費
に
よ
る
教

育
機
関
と
し
て
大
東
文
化
学
院
の
設
立
を
み
た
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
協
会
に
国
家
予
算
か
ら
多
額
の
補
助
金
が

支
給
さ
れ
、
そ
の
額
は
当
時
、
全
国
の
私
立
大
学
に
対
す
る



二

政
府
の
補
助
金
総
額
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
同
年
九
月

一
日
に
は
、
関
東
大
震
災
が
あ
り
、
混
乱
し
た
世
相
の
中
に
あ

つ
て
、
い
か
に
国
が
精
神
的
支
柱
と
し
て
、
儒
教
を
根
幹
と
し
た
漢
学
の
復
興
を
旗
印
と
し
た
本
学
院
を
重
視
し
て
い
た
か
が
分
か

る
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

大
木
遠
吉
初
代
会
頭
は
、
司
法
大
臣

・
鉄
道
大
臣
の
要
職
を
以
て
国
政
に
奔
走
さ
れ
、
そ
の
性
格
は
豪
放
に
し
て
快
活
、
緻
密
に

し
て
淡
自
、
よ
く
協
会
を
指
導
し
、
か
つ
偉
大
な
る
経
綸
は
、
大
束
の
歴
史
の
中
に
不
滅
の
光
を
放

つ
て
い
ま
す
。
〈
大
東
〉
の
語

は
、
古
く
は

『詩
経
』
に
見
え
、
東
ア
ジ
ア
即
ち
東
洋
の
美
称
で
あ
り
ま
す
。

本
学
院
の
使
命
は
、
学
殖
深
遠
な
将
来
の
碩
学
鴻
儒
を
育
て
る
こ
と
と
、
東
洋
文
化
の
精
神
を
体
得
し
治
国
の
業
に
与
か
る
国
士

の
養
成
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
碩
学
鴻
儒
を
目
指
す
人
々
は
教
育
界

・
学
界
に
、
国
士
を
志
す
人
々
は
政
界
そ
の
他
社

会
的
実
務
に
か
か
わ
る
分
野
に
進
出
し
、
活
躍
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
目
的
意
識
を
持

つ
た
学
院
は
、
卒
業
生
の
多
数
が
国
語

・
漢
文
の
教
育
界
に
大
き
な
地
位
を
占
め
る
、
異
色
あ
る
学

校
と
し
て
育
つ
て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
二
〇
年
四
月
に
は
、
東
京
大
空
襲
に
よ
り
校
舎
は
全
焼
す
る
な
ど
、
幾
多
の
苦
難

の
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
校
友
及
び
関
係
者
の
熱
意
と
不
屈
の
努
力
と
に
よ
り
、
新
校
舎
を
建
設
し
、
昭
和
二
四
年
四
月
新
制
大

学
と
し
て
復
興
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
三
六
年
八
月
板
橋
区
高
島
平
に
新
校
舎
を
建
設
し
全
学
移
転
、
昭
和
四
二
年

四
月
埼
玉
県
東
松
山
市
に
教
養
課
程
を
移
処
、
昭
和
六
二
年
五
月
に
は
東
松
山
キ
ヤ
ン
パ
ス
の
完
成
な
ど
、
本
学
は
ご
父
母
や
同
窓

を
は
じ
め
、
関
係
者
の
ご
協
力
と
ご
努
力
と
に
よ
り
、
飛
躍
的
に
発
展
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
世
界
は
今
、
米

・
ソ
超
大
国
が
支
配
す
る
冷
戦
構
造
が
終
結
し
、
新
し
い
世
界
秩
序
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦



後
驚
異
的
な
発
展
を
遂
げ
、
経
済
大
国
の
地
位
を
築
い
た
日
本
は
、
こ
の
新
し
い
世
界
秩
序
の
構
築
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
院
創
立
以
来

「
東
西
文
化
の
融
合
」
を
目
指
し
、
昭
和

一
三
年
に
は
本
科
に
東
亜
政
経
科
を
、
昭
和
四
七
年
に
は
外
国
語
学
部

を
、
昭
和
六

一
年
に
は
ア
ジ
ア
を
主
眼
と
し
た
国
際
関
係
学
部
を
設
け
る
な
ど
、
本
学
は
常
に
国
際
化
の
動
き
に
対
応
で
き
る
幅
広

い
視
野
を
持

つ
た
人
材
の
養
成
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
「
二

一
世
紀
は
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
の
時
代
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
新
し
い
世
紀
こ
そ
、
「
東
西
文
化
を
融
合
し
、
新
し
い
文
化
の
創
造
を
目
指
す
」
本
学
が
、
真
の
実
力
を
発
揮
す
る
時
で
あ
る

と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
学
は
現
在
、
大
学
院
三
研
究
科
六
専
攻
、
二
専
攻
科
、
五
学
部

一
三
学
科
、
別
科

（日
本
語
研
修
課
程
）
に

一
万
四
千
余
名
の

学
生
を
擁
す
る
文
科
系
総
合
大
学
と
し
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
創
立
七
〇
周
年
を

一
つ
の
節
日
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら

な
る
教
育

・
研
究
の
充
実

・
発
展
に
努
め
、
世
界
に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
大
き
く
飛
躍

・
発
展
し
て
行
き
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
本
学
創
立
七
〇
周
年
を
記
念
し
、
こ
こ
に
七
〇
年
史
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
創
設
以
来
の
先
輩
及

び
関
係
の
事
蹟
を
た
た
え
る
と
共
に
、
今
後
更
に
こ
の
建
学
の
理
想
を
継
承
し
、
真
理
と
正
義
を
愛
し
、
自
己
の
哲
学
を
も

つ
た
優

秀
な
人
材
を
育
成
し
、
日
本
及
び
世
界
の
文
化
の
創
造
に
寄
与
せ
ん
と
す
る
願
い
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
、
関
係
者
各
位
に
対
し
、
謹
ん
で
感
謝
の
意
を
表
し
、
刊
行
の
辞
と
致
し
ま
す
。

平
成
五
年
九
月
二
〇
日

学
校
法
人

大
東
文
化
学
園
理
事
長
　
坐
岬
，不

　

武̈
美
（



序

関
東
大
震
災
の
あ

つ
た
大
正

一
二
年
に
設
立
さ
れ
た
本
学
が
、
大
正

・
昭
和

・
平
成
と
つ
づ
く
激
動
の
時
代
に
幾
多
の
困
難
を
乗

り
越
え
、
こ
こ
に
創
立
七
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
慶
賀
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
本
学
の
古
稀
を
卒

業
生

・
在
校
生
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
本
学
関
係
者
と
と
も
に
お
祝
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
学
の
前
身
で
あ
る
大
東
文
化
学
院
は
大
正

一
二
年
、
東
京
九
段
の
地
に
、
「
漢
学
振
興
二
関
ス
ル
決
議
案
」
の
衆
議
院
通
過
に

も
と
づ
き
、
国
費
の
援
助
金
を
受
け
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
は
、
漢
学
を
中
心
と
し
た
東
洋
文
化
を
教
育

・
研
究
し
、
そ
の
振

興
を
図
る
と
と
も
に
、
東
西
文
化
の
融
合
の
上
に
新
し
い
文
化

の
創
造
を
目
指
す
こ
と
を
建
学
の
精
神
と
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
こ
の
伝
統
は
今
日
も
な
お
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

今
年
四
月
に
は
外
国
語
学
部
に
日
本
語
学
科
が
開
か
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
本
学
は
五
学
部

一
三
学
科
に

一
万
四
千
余
名
の
学

生
を
擁
す
る
文
科
系
総
合
大
学
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
学
院
に

お
い
て
も
同
じ
く
四
月
よ
り
、
経
済
学
研
究
科
に
経
営
学
専
攻

修
士
課
程
が
開
設
さ
れ
、
本
学
の
教
育

・
研
究
の
質
の
飛
躍
的

充
実
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

四



本
学
は
こ
の
七
〇
年
の
歴
史
を

一
つ
の
ス
テ
ツ
プ
に
し
て

一
層
の
飛
躍

・
発
展
を
期
す
る
と
と
も
に
、
世
界
の
檜
舞
台
で
活
躍
で

き
る
有
為
な
人
材
の
育
成
に
努
め
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
本
七
〇
年
史
の
発
行
に
尽
力
さ
れ
た
関
係
者
各
位
に
対
し
、
謹
ん
で
感
謝
の
意
を
表
し
て
、
刊
行
の
辞
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
五
年
九
月
二
〇
日

大
東
文
化
大
学
学
長
　
佐
藤
　
定
幸五



発
刊

に
あ
た

つ
て

学
園
史
を
ひ
も
と
く
ま
で
も
な
く
、
長
い
年
月
の
間
に
培
わ
れ
た
伝
統
と
遺
産
の
重
み
を
感
じ
る
。
と
く
に
、　
一
九
七
三
年
の
五

〇
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
時
に
編
纂
し
た
、
学
園
の
正
史

「
大
東
文
化
大
学
五
十
年
史
』
（
Ａ
５
判

。
一
一
三
二
頁
）
は
、
創
設
に

至
る
経
緯
を
は
じ
め
、
多
く
の
資
料
を
収
集
し
て
い
る
だ
け
に
、
そ
の
感
を

一
層
強
い
も
の
に
し
て
く
れ
る
。

正
史
と
は
い
え
、
時
を
経
る
と
と
も
に
、
例
え
ば

「
大
東
」
の
名
の
由
来
と
か
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
な
い
と
か
の
、
不
満
で

は
な
い
に
し
て
も
少
な
か
ら
ず
の
意
見
を
仄
聞
す
る
。
万
人
が
認
め
る
と
な
れ
ば
、
難
し
い
も
の
が
あ
る
よ
う
だ
。
そ
う
し
た
な
か

で
、
七
〇
周
年
を
迎
え
た
今
日
の
本
史
編
纂
に
お
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
声
が
噴
出
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
予
測
さ
れ
る
。
そ
れ
が

た
め
ば
か
り
で
は
な
い
が
、
二
年
前
に
創
立
七
〇
周
年
記
念
事
業
事
務
局
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
本
史
編
纂
委
員

一
〇
名
は
、

何
を
ど
う
採
り
上
げ
て
い
く
か
に
つ
い
て
種
々
の
協
議
を
重
ね
て
き
た
の
で
あ
る
。

本
史
で
は
お
よ
そ
三
つ
の
柱
で
構
成
す
る
こ
と
と
し
た
。　
一
つ
は
五
〇
年
の
経
緯
を
要
約
し
、
そ
の
後
の
二
〇
年
間
の
軌
跡
を
ま

と
め
る
、
い
わ
ば
史
料
篇
と
い
う
べ
き
も
の
。
二
つ
は
学
園
の
中
枢
で
あ
る
大
東
文
化
大
学
の
学
部

・
学
科
が
設
置
さ
れ
る
に
至
つ

た
経
緯
と
現
状
、
お
よ
び
明
日
に
向
け
て
の
使
命
と
展
望
を
記
述
し
、
さ
ら
に
大
学
院

・
各
研
究
所
お
よ
び
図
書
、
情
報
化
に
対
処

す
る
情
報
機
関
な
ど
の
充
実
度
を
示
し
た
本
史
の
主
題
と
す
る
展
望
篇
。
そ
し
て
文
科
系
総
合
大
学
と
し
て
の
、
学
園
の
組
織
現
況

を
ま
と
め
る
資
料
篇
の
三
つ
で
あ
る
。

幸
い
な
こ
と
に
、
各
学
部

・
学
科
、
関
連
部
署
か
ら
担
当
者
を
選
出
く
だ
さ
り
、
限
ら
れ
た
紙
幅
で
時
に
は
夏
季
休
暇
を
返
上
し



て
執
筆
さ
れ
た
各
位
の
お
陰
で
、
「
大
東
文
化
大
学
七
十
年
史
」
を
上
梓
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
改
め
て
心
よ
り
お
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

準
備
期
間
は
あ
つ
た
に
せ
よ
、
実
際
編
纂
す
る
と
な
る
と
時
間
に
追
わ
れ
、
委
員
会
と
し
て
も
、
こ
れ
が
完
璧
な
も
の
と
は
思
つ

て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
、
学
園
は
も
と
よ
り
教
職
員
が
力
を
合
わ
せ
、
Ｏ
Ｂ

・
父
兄
の
オ
ー
ル
大
東
人
に
よ
つ
て
、

一
八
歳
人
口
減
少
時
代
に
対
応
す
る
自
負
姿
勢
が
周
知
で
き
得
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

時
代
に
即
応
し
た
教
育
の
あ
り
方
は
と
ど
ま
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
本
史
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
歴
史
は
人
に
よ
つ
て
創
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
う
遠
く
な
い
新
た
な
節
目
に
向
か
つ
て
、　
一
歩
ず
つ
構
築
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
す
る
も

の
で
あ
る
。

一
九
九
三
年
九
月
二
〇
日

記
念
出
版
推
進
委
員
会七
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整
備
強
化

（第

一
次
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
七

０
　
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
計
画

・七
八

‥
・‥
‥
‥
‥
‥
‥
⊥ハ
一二

上
ハ
一二

・エハ
エハ

…
…
…
…
…
…
七
二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
七



②
　
学
園
内
郵
便
局
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

一

③
　
宮
鼻
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
二

０
　
学
園
運
営
の
基
本
方
針

の
樹
立

０
　
長
期
事
業
整
備
強
化
（第
二
次
）と
記
念
事
業
計
画

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
八
四

長
期
事
業
計
画
の
過
程

…

…
…
…
…
…
…
…
…
八
四

…
…
…
…
…
…
…
…
八
五

長
期
事
業
計
画
の
内
容

（抄
）

(八 )(七 )(六)(五 )(四 )

(8)(7)(6)(5)(4)(3)(2)(1)

東
松
山
校
舎
建
築
工
事
着
工

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
〇

創
立
六
〇
周
年
記
念
事
業
計
画

九

一

東
松
山
校
舎
整
備
第

一
期
工
事
完
成

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・…
九
四

東
松
山
新
校
舎
完
成

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
四

板
橋
校
舎
整
備
（第
二
次
）新

一
号
館
竣
工

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
五

長
期
事
業
計
画
の
終
期

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
五

学
院
発
祥
の
地
に
顕
彰
碑

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
国
北
京
外
国
語
学
院
と
の
交
流

一
〇
周
年
記
念
行
事

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・…
九
六

学
園
寄
附
行
為
変
更
認
可
申
請

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
七

宮
鼻
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
と
正
代
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
と
の
土
地
交
換

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
七

鵡
川
校
地
開
発
と
鵡
川
幼
稚
園

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・九
八

…
…
…
…
…
…
八
二

…
…
…
…
…
…
九
五



一
二

一
一　
本
学
発
展
の
軌
跡

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

九
九

「大
漢
和
辞
典
」
は
大
東
文
化
が
編
纂
し
た

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
三

第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

第

一
節

文

学

部

文
学
部

の
現
状
と
展
望

…
…
…
…

一
　

日
本
文
学
科

一
一
五

一
　

日
本
文
学
研
究
の
位
置
づ
け
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

五

一
一　
日
本
文
学
科
の
歩
み

三
　
教
員
構
成
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

一
八

四
　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
特
色
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
一
二

五
　
入
学
者
選
抜
の
特
色
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
三
二

六
　
卒
業
生
の
動
向
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
二
五

七
　
日
本
文
学
科
と
し
て
の
研
究
活
動

八
　
国
際
的
な
文
化
交
流

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…

一
二
八

…
…
…

二

一
一

三

二

一　
一
一上ハ

…
…
…

二

一
三

‥
‥
・‥
‥
‥
‥
一　
一　
エハ



九
　
開
か
れ
た
大
学
を
指
向
し
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
　
中
国
文
学
科

一
　

設
置

の
趣
旨

漢
字
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

漢
字
研
究
所
（案
）か
ら
大
東
文
化

ヘ

大
東
文
化
学
院
の
開
設
と
中
国
文
学
科
の
設
置

…
…
…
…
…
‥

教

育

方

針

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

五

漢

学

会

就

職

状

況

…

…

一ｏ
　
将
来
計
画
へ
の
展
望
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

四
　
特
色
あ
る
科
目
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…

ヽ七
　
展
　
　
望
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一　
英
米
文
学
科

…
…

一
　

設
置
の
趣
旨

…

(三 )(二 )(一 )

一
二
九

三
二
〇

三
二
二

三
二
二

三
二

二
五

三
七

二
九

四
二

四
五

五
四

五
六

五
八

六
〇

六
〇

一
三



［
　
設
立
の
経
緯

０
　
設
立
の
主
旨

０
　
そ
の
後
の
推
移
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

コ
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥

二
　
指
導
方
針

…
…
…
…

「
　
指
導

の
理
念

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

０
　
理
念
達
成
の
方
途
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
　
特
　
　
色
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

い
　
卒
業
論
文
は
必
修
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

⊃
　
コ
ー
カ
‐カ
レ
ツ
ジ
と
の
留
学
生
交
換
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

四
　
学
会

そ

の
他

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

［
　
大
東
英
文
学
会

０
　
留
学
生
問
題

五
　
就

職

問

題

‥
…

…
…

‥
…
…

…
…

…
…

…
…
…

…
……
…
…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

‥

六
　
将
来

の
展
望

…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

け
　
長
期
計
画
策
定
委
員
会
…
…
…

一
四

一
六
〇

一　
上ハ
一

一　
エハ
〓
一

一
七
三

一
七
三

一
七
三

一
七
五

一
七
六

一
七
七

一
七
九

一
七
九

一
八

一

一
八
二

一
八
五

一
八
六

一
八
七



四
　
教
育
学
科

…
…

一　
創
設
か
ら

一
九
八
〇
年
ご
ろ
ま
で

…
…

［
　
創
設

の
こ
ろ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二

九

一

一
一　
教
育
学
科
新
設
の
意
義
と
目
的

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
九
二

学
科

の
教
育
内
容
と
教
員
構
成

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
九
二

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
特
色

一
九
八

学
生
の
気
風

。
学
習
研
究
活
動

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
九
九

完
成
年
度
か
ら

一
九
八
〇
年
ご
ろ
ま
で
の
確
立
期

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
〇
〇

一
九
八
〇
年
か
ら
現
在
ま
で
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
〇
三

長
期
的
展
望

に
立

っ
た
教
育
学
科
改
革

の
動
き

…
二
〇
三

教
育
学
科

へ
の
社
会
的
要
請
の
変
化
と
学
生
の
生
活
と
意
識

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
〇
六

教
育
学
科
の
充
実
と
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
革
の
努
力

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

一
六

三
　
展

　

望
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

二
九

資
格
要
件

―
全
学

に
関
す
る
授
業
科
目

―

…
…
…
…
・…
…
。・・・・…
…
…
…
…
…
三

二
六

一　

中
等
教
育
教
員
養
成
の
教
職
課
程
…
…
…
…
…
…

…

(三 )(二 )(一 ) (六 )(五)(四 )(三)(
一
一　
図
書
館
学
講
座
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
三
四

…
二

九

一

一
九

一

一
五

一
一一
一エハ



三
　
社
会
教
育
主
事
講
座

…

第
二
節
　
経
済
学
部

…
…
…
…
…

経
済
学
部
の
現
状
と
展
望

…
…
…
…
…
…

一　

経
済
学
科

…
…
…

一　

経
済
学
科
創
設
の
こ
ろ

二
　
経
済
学
科
設
置
当
初
の

「
人
」
と

「授
業
科
目
」

…
…

三
　
離
陸
の
先
行
条
件
期

―
先
行
投
資
の
時
代
―

…
…
…
…

五
　
新
し
い
時
代
に
向
け
て

四
　
成
長
へ
の
足
掛
か
り
を
築
い
た

一
九
七
五
年
代
―
教
育

・
研
究
体
制
の
拡
充
―

…
…
二
六
九

二
　
経
営
学
科

‥
…
…
…
…
…
…
…
・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一　

経
営
学
科
創
設
の
こ
ろ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
一　
経
営
学
科
増
設
計
画
と
学
科
誕
生
ま
で
の
経
緯
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
　
設
置
当
初
の

「
人
」
と

「
授
業
科
目
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

四
　
離
陸
期
を
迎
え
た
創
設

一
〇
周
年
…
…
…
…
…

五
　
情
報
化
時
代
に
対
応
し
た
教
育
課
程
の
改
革

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
〇
二

一　ユハ

二
三
七

二
四

一

二
四

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

一五
〇

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
五
〇

…
…
土

五
五

‥
‥
‥
‥
二
一エハ
一
一

…
…
…
…
…

土

八
三

…
…
…
…
…
…
二
八
三

…
…
…
…
…
…
二
八
六

…
…
…
…
…
…
二
九
五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
七
四

…
…
二

九
九



六
　
一
九
八
五
年
代
へ
向
け
て
、
教
育

・
研
究
体
制
の
整
備

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
〇
六

七
　
飛
躍
、
次
な
る
時
代
に
向
け
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥三
一
二

第
三
節
　
外
国
語
学
部

‥
‥
・‥
‥
‥
‥
〓
一
一　
エハ

‐
‥
・‥
‥
‥
‥
〓
一
一　
上ハ

ー
…
…
二
二
一
九

外
国
語
学
部

の
現
状
と
展
望

…

…

一　

中
国
語
学
科

一
　

現
　
　
状
…
…
…

三

一
九

二
　
展

　

望
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
二
五

二
　
英
語
学
科

―
・―
・―
・…
。・・・…
…
。…
…
…
・…
。…
…
・・・…
・・―
・…
…
・―

…
…
…
…
三
四
〇

一
　

外
国
語
学
科
新
設

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
Ｆ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
四
〇

二
　
外
国
語
学
部
の
開
設

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
四
二

三
　
英
語
学
科

の
教
育
方
針

・
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

・
特
徴

…
三
四
四

四
　
大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
五
二

五
　
海
外
留
学
な

い
し
語
学
研
修
に
つ
い
て

…
…
…
二
五
三

六
　
英
語
学
科
の
近
年
の
就
職
状
況

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
五
八

七
　
将
来
へ
の
展
望
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
六
二

一
七



三
　
日
本
語
学
科

一
八

三
六
八

一
　

設
置
構
想
の
概
要

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
六
八

一
一　
設
置
申
請
の
準
備
経
緯

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
六
八

三
　
設
置
の
趣
旨

・
目
的

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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第

一
節
　
創
立
に
至
る
ま
で
の
経
緯

一
　

東
洋
文
化
振
興
提
唱
の
由
来

明
治
時
代
に
お
け
る
急
激
な
欧
米
文
化
の
移
入
に
よ
り
、
わ
が
国
の
思
想

・
経
済
界
に

一
大
変
革
を
も
た
ら
し
、
そ
の
た
め
遂
に
わ
が

国
の
伝
統
の
美
風
は
失
わ
れ
、
道
義
の
碩
廃
を
来
す
に
至
つ
た
。
さ
ら
に
大
正
初
期
に
お
け
る
第

一
次
世
界
大
戦
の
影
響
に
よ
り
、
物
質

文
明
謳
歌
の
気
風
が
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
浸
透
し
、
わ
が
国
の
前
途
は
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
も
の
が
あ
つ
た
。

こ
の
よ
う
な
須
勢
を
挽
回
し
、
国
家
を
あ
る
べ
き
姿
に
回
復
さ
せ
る
た
め
に
は
、
東
洋
文
化
を
振
興
し
、
道
義
の
涵
養
を
図
る
こ
と
が

焦
眉
の
緊
急
事
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
、
朝
野
の
有
識
者
た
ち
の
間
に
油
然
と
し
て
起
こ
つ
た
。
道
義
の
昂
揚
に
は
皇
道
に
醇
化
し
た
儒

教
、
す
な
わ
ち
漢
学
を
振
興
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
世
道
人
心
を
匡
救
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ

つ
た
。
こ
の
主
張
が
時
の
内
閣
を
動
か
し
、

遂
に
大
東
文
化
協
会

。
大
東
文
化
学
院
の
創
立
を
み
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

以
下
に
そ
の
経
緯
を
略
述
し
て
み
よ
う
。　
一
九

一
八

（大
正
七
）
年
、
原
内
閣
が
成
立
す
る
や
、
本
下
成
太
郎
氏
は
ま
ず
東
洋
学
芸
の

振
興
策
に
関
し
て
建
言
す
る
と
こ
ろ
が
あ

つ
た
。
す
な
わ
ち
わ
が
国
体
に
醇
化
し
た
儒
学
を
振
興
し
、
も
つ
て
日
本
精
神
を
昂
揚
す
る
こ

と
が
刻
下
の
急
務
で
あ
り
、
わ
が
国
百
年
の
大
計
で
あ
る
と
の
趣
旨
で
あ
つ
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
こ
の
運
動
は
次
第
に
貴
衆
両
院

議
員

・
学
者

・
実
業
家
の
間
に
拡
大
し
、　
一
九
二
〇

（大
正
九
）
年
に
は
当
時
衆
議
院
議
長
で
あ

っ
た
奥
繁
二
郎
氏
司
会
の
下
に
、
議
長

第

一
節
　
創
立
に
至
る
ま
で
の
経
緯

二
九



第

一
章
　
七
〇
年
の
歩
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

官
舎
で
の
集
会
と
な
り
、
継
続
努
力
の
結
果
、
遂
に
翌

一
九
二

一
年
、
衆
議
院
に

「漢
学
振
興
二
関
ス
ル
建
議
案
」
を
上
程
し
て
満
場

一

致
の
賛
同
を
得
る
に
至

つ
た
。
次
い
で

一
九
二
二

（大
正

一
一
）
年
、
第
四
五
議
会
、
翌

一
九
二
三
年
第
四
六
議
会
に
お
い
て
、
政
党
政

派
を
超
越
し
て
、
三
度
、
本
案
を
衆
議
院
全
会

一
致
の
下
に
協
賛
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
一　
第
四
四
議
会

（原
内
閣
）
に
お
け
る
漢
学
振
興
運
動

一
九
二

一

（大
正

一
〇
）
年
三
月

一
八
日
、
「
漢
学
振
興

二
関
ス
ル
建
議
案
」
が
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
た
。
建
議
案
の
内
容
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

漢
学

ハ
古
来
我
ガ
邦
ノ
文
化
二
貢
献
シ
国
民
思
想
ノ
涵
養
二
資
益
セ
シ
所
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
而
シ
テ
今
後
亦
之

二
待
ツ
所
少
シ
ト

セ
ズ
。
之
ガ
振
興
ノ
途
フ
講
ズ
ル
ハ
刻
下
ノ
急
務
ナ
リ
ト
ス
。
依
テ
政
府
ハ
之

二
関
シ
適
当
ノ
方
法
フ
施
サ
シ
ム
コ
ト
フ
望
ム
。
右

建
議
ス
。

・
・
・
・
…

。

ま
た
、
理
由
書
に
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

漢
学
ガ
古
来
我
ガ
邦
ノ
文
明
二
貢
献
シ
、
国
民
思
想
ノ
上
二
資
益
セ
シ
ョ
ト
ノ
大
ナ
ル
ハ
言
フ
要
セ
ザ
ル
所
ニ
シ
テ
、
今
後
亦
之
ニ

待
ツ
所
少
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
然
ル
二
一
タ
ビ
西
洋
文
芸
ノ
伝
来
ス
ル
ヤ
、
人
々
之

二
走
ル
ニ
急

ニ
シ
テ
漢
学

ハ
疎
ン
ゼ
ラ
レ
、

其
ノ
神
髄
フ
覗
フ
コ
ト
漸
ク
難
キ
ニ
至
ラ
ン
ト
ス
。
今
日
二
妙
テ
振
興
ノ
途
フ
講
ズ
ル
ハ
実
二
急
務
ナ
リ
。
是
レ
本
案
フ
提
出
ス
ル

所
以
ナ
リ
。

ま
た
、
二
月
二
四
日
、
戸
水
寛
人
博
士
は
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
な
説
明
演
説
を
行
つ
て
い
る
。

儒
教
が
応
神
天
皇
の

一
六
年
に
、
わ
が
国
に
渡
来
し
て
か
ら
今
日
ま
で
、　
一
、
六
〇
〇
年
に
及
び
、
こ
の
間
、
「
論
語
」
は
わ
が
国



民
精
神
の
修
養
書
と
な
り
、
孟
子
の
浩
然
の
気
も
ま
た
名
論
で
あ
り
、
「
易
経
」
は
実
に
立
派
な

一
元
哲
学
で
、
儒
教
は
確
固
と
し

た
哲
学
的
基
礎
が
あ
る
。
形
而
上
学
は
寧
ろ
わ
が
国
は
欧
州
に
先
進
し
、
こ
れ
ら
は
皆
、
漢
学
学
習
に
よ
つ
て
達
成
さ
れ
る
。
古
典

教
育
を
廃
止
す
れ
ば
、
人
は
皆
、
物
質
的
と
な
ろ
う
。
ま
た
漢
学
を
不
用
不
便
と
す
る
意
見
が
あ
る
が
、　
一
旦
こ
れ
を
覚
え
れ
ば
却

っ
て
容
易
と
な
り
、
例
え
ば
大
宝
令
か
ら
徳
川
以
前
の
法
制
を
知
り
う
る
し
、
日
本
の
古
代
文
学

・
歴
史
や
日
本
精
神
上
の
文
献
を

理
解
さ
せ
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
漢
文

・
漢
学
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
漢
文
は
日
支
親
善
の
う
え
に
役
だ
つ
。
故
に
漢

学
は
有
用
で
国
民
精
神
を
涵
養
す
る
う
え
か
ら
重
大
な
意
義
が
あ
る
。

次
い
で
、
佐
々
木
安
五
郎
氏
は
該
博
な
東
洋
学
の
知
識
を
傾
け
て
、
東
洋
文
化
の
貴
重
性
を
説
き
、
漢
字
の
使
用
は
国
勢
の
発
展
を
阻

害
し
な
い
と
い
う
趣
旨
の
賛
成
演
説
を
行
つ
た
。
か
く
し
て
、
二
四
日
委
員
会
付
託
、
二
五
日
委
員
会
可
決
、
二
六
日
議
院
は
満
場

一
致

を
も

つ
て
本
案
を
可
決
し
、
同
日
こ
れ
を
政
府
に
呈
出
し
た
。

三
　
第
四
五
議
会

（高
橋
内
閣
）
に
お
け
る
漢
学
振
興
運
動

第
四
四
議
会
に
お
い
て
、
「
漢
学
振
興
二
関
ス
ル
建
議
案
」
は
ま
だ
実
現
す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
の
で
、　
一
九
二
二

（大
正

一
一
）
年

二
月
七
日
、
再
び
本
建
議
案
を
第
四
五
議
会
に
提
出
し
て
政
府
に
そ
の
実
行
を
促
し
た
。
そ
の
建
議
案
は
次
の
こ
と
く
で
あ
る
。

本
院
ハ
サ
キ
ニ
全
院

一
致
フ
以
テ
漢
学
振
興
フ
刻
下
ノ
急
務
ト
シ
政
府

二
適
当
ナ
ル
方
法
フ
施
サ
レ
ン
コ
ト
フ
建
議
シ
タ
リ
。
此
ノ

趣
旨

二
基
キ
政
府

ハ
速

二
適
当
ノ
方
法
フ
講
ジ
其
ノ
施
設

二
著
手
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
フ
望
ム
。

か
く
し
て
、
山
本
悌
二
郎
氏
が
立

っ
て
建
議
案
の
趣
旨
を
説
明
し
、
次
い
で
副
島
義

一
博
士
が
賛
成
演
説
を
行

っ
た
。
そ
し
て
、
戸
水

寛
人
委
員
長
ほ
か

一
〇
名
の
委
員
が
選
挙
さ
れ
、
二
月

一
七

・
一
八
日
の
両
日
、
委
員
会
を
開
催
し
て
本
案
を
審
議
し
、
政
府
委
員
と
協

第

一
節
　
創
立
に
至
る
ま
で
の
経
緯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓
〓



第
二

章
　
七
〇
年

の
歩
み

三

二

議
し
た
。

委
員
会
で
は
、
漢
学
に
は
国
体
と
矛
盾
す
る
点
が
あ
る
と
い
う
意
見
に
対
し
、
漢
学
の
正
系
は
国
家
主
義
、
君
主
主
義
で
あ

つ
て
、
漢

学
と
い
つ
て
も
、
わ
が
国
の
漢
学
は
日
本
に
醇
化
し
た
漢
学
で
あ
り
、　
一
八
八
二

（明
治

一
五
）
年
の
勅
諭
、
教
育
勅
語
は
言
う
に
及
ば

ず
、
幼
学
綱
要
序
に
よ
つ
て
も
彙
倫
道
徳
は
漢
学
と
最
も
契
合
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
わ
が
国
民
の
同
化
力
は
大
な
る
も
の
が
あ

る
の
で
、
少
し
も
憂
う
る
に
足
り
な
い
と
説
い
た
。

ま
た
、
南
文
部
次
官
は
国
民
道
徳
は
漢
学
と

一
致
し
、
漢
学
が
盛
ん
と
な
れ
ば
国
民
道
徳
の
根
底
を
深
く
し
、
光
彩
を
発
揮
す
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
漢
字
制
限
は
普
通
教
育
上
便
利
の
た
め
に
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
答
え
、
国
民
性
に
同
化
し
た
漢
学
の
必
要
を
認
め
、
東
西
文

化
を
融
合
し
て
新
文
明
を
つ
く
る
こ
と
は
国
民
の
使
命
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

神
野
大
蔵
次
官
も
漢
学
の
最
も
深
い
味
は
道
徳
の
中
に
あ
る
と
し
て
、
思
想
の
健
全
を
期
す
る
た
め
、
本
案
に
賛
意
を
表
し
た
。
大
学

古
典
科
の
例
を
引
い
て
、
研
究
所
を
大
学
内
に
設
置
し
て
は
如
何
と
の
説
に
対
し
て
、
中
橋
文
部
大
臣
は
大
学
で
は
困
難
の
点
が
あ
り
、

他
に
設
け
る
よ
り
外
に
方
法
は
な
い
。
仏
教
各
派
に
は
己
に
研
究
所
が
あ
り
、
漢
学
に
も

一
機
関
の
設
置
を
要
す
る
と
答
え
た
。

木
下
委
員
は
大
学
設
立
の
準
備
と
し
て
、
東
洋
文
化
研
究
所
設
置
の
提
議
を
な
し
、
山
本
委
員
も
ま
た
こ
れ
に
賛
成
し
た
。

四
　
第
四
六
議
会

（加
藤
友
内
閣
）
に
お
け
る
漢
学
振
興
運
動

一
九
二
三

（大
正

一
二
）
年
二
月
六
日
、
三
度

「
漢
学
振
興
二
関
ス
ル
建
議
案
」
を
衆
議
院
に
提
出
し
た
。
そ
の
建
議
案
は
次
の
こ
と

く
で
あ
る
。

本
院

ハ
異
二
全
院

一
致
フ
以
テ
漢
学
振
興
フ
刻
下
ノ
急
務
ト
シ
政
府
二
適
当
ナ
ル
方
法
フ
施
サ
ム
コ
ト
フ
再
度
建
議
シ
タ
リ
。
此
ノ



趣
旨
二
基
キ
政
府
ハ
速
二
追
加
予
算
フ
提
出
シ
其
ノ
施
設
二
著
手
セ
ラ
レ
ム
コ
ト
フ
望
ム
。
右
建
議
ス
。

こ
れ
に
対
す
る
説
明
は
本
下
成
太
郎
氏
が
当
た
り
、
か
く
し
て
二
月
六
日
、
該
委
員
会
は
本
下
成
太
郎
委
員
長
ほ
か
八
名
の
委
員
に
よ

つ
て
開
会
さ
れ
た
。

委
員
会
で
は
、
鎌
田
文
部
大
臣
が
建
議
案
に
賛
成
し
、
漢
学
は
国
民
思
想
の
要
素
で
あ
り
、
わ
が
国
は
東
西
思
想
を
融
合
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
も
古
来
久
し
く
国
民
思
想
を
形
成
し
た
要
素
は
疎
か
に
す
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
た
。
山
田
永
俊
氏
は
支
那
語
を
中
等

学
校
の
必
須
科
日
と
す
べ
し
と
論
じ
、
吉
良
元
夫
氏
も
ま
た
漢
学
尊
重
を
吐
露
す
る
や
、
赤
司
次
官
も
文
部
省
は
漢
学
を
軽
視
し
て
い
な

い
、
古
典
研
究
は
重
要
で
あ
り
、
斯
道
奨
励
の
必
要
あ
り
と
答
え
た
。
本
下
委
員
長
が
大
東
文
化
協
会
に
対
し
補
助
金
支
出
を
要
請
し
、

本
議
会
に
こ
れ
が
追
加
予
算
の
提
出
を
希
望
す
る
と
、
政
府
委
員
も
こ
れ
を
承
諾
す
る
に
至
つ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
委
員
は
政
府
に
対
し
、　
一
〇
か
年
に

一
七
五
万
円
の
補
助
下
付
を
要
望
し
た
が
、
と
り
あ
え
ず

一
九
二
三

（大
正

一
二
）
年
度
追
加
予
算
案
で

一
五
万
円
補
助
案
を
提
出
す
る
に
至
っ
た
。

右
の
予
算
案
が
衆
議
院
を
通
過
し
て
、
貴
族
院
に
回
付
さ
れ
る
と
、
同
院
予
算
委
員
総
会
は
次
の
よ
う
な
意
思
表
示
を
な
し
た
。

欧
州
大
戦
後
世
局
ノ
推
運
ハ
懲
々
東
西
文
明
ノ
接
触
フ
促
シ
各
民
族
ノ
思
想
将

二
一
大
変
化
フ
見
ン
ト
ス
。
是
ノ
時
二
当
り
帝
国
々

民
フ
シ
テ
建
国
以
降
扶
植
培
養
セ
ル
固
有
ノ
文
化
フ
基
本
ト
シ
、
時
世
ノ
趨
勢

二
鑑
ミ
テ
益
々
之
ガ
発
達
大
成
二
晟
メ
以
テ
能
ク
世

界
ノ
文
明
二
貢
献
ス
ル
所
ア
ラ
シ
ム
ル
ハ
真
二
国
家
百
年
ノ
大
計
ノ
存
ス
ル
所

ニ
シ
テ
亦
古
来
君
子
国
ノ
称
ア
ル
我
帝
国
ノ
当
二
尽

ス
ベ
キ
ノ
天
職
タ
リ
。
然
ル
ニ
我
ガ
国
現
下
ノ
状
況
フ
顧
ミ
ル
ニ
東
洋
文
化
ノ
淵
源
ニ
シ
テ
夙
二
我
ガ
国
体

二
醇
化
シ
祖
宗
列
聖
ノ

遺
訓
タ
ル
皇
道
フ
輔
翼
セ
ル
漢
学
即
チ
儒
教
ハ
維
新
以
来
欧
米
ノ
文
物
フ
移
入
ス
ル
ノ
火
急
ナ
リ
シ
ガ
タ
メ
自
然
厭
倦
遺
棄
ノ
傾
向

フ
生
ゼ
シ
メ
シ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
不
幸
ニ
シ
テ
近
年
老
儒
碩
学
ノ
応
二
国
民
二
対
シ
テ
指
導
ノ
任

二
当
ル
ベ
キ
モ
ノ
次
第
二
凋
落
シ
テ
跡

フ
当
世
二
絶
タ
ン
ト
ス
。
夫
レ
然
り
今
二
及
ン
デ
大
イ

ニ
善
後
策
フ
講
ズ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
ン
バ
何
フ
以
テ
カ
国
民
フ
シ
テ
前
述
ノ
大
業

第

一
節
　
創
立
に
至
る
ま
で
の
経
緯

三

二
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四

フ
成
就
ス
ル
ノ
途
二
就
カ
シ
ム
ル
コ
ト
フ
得
ン
ヤ
。

か
く
し
て

一
九

一
八

（大
正
七
）
年
、
原
内
閣
に
東
洋
文
化
振
興
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
が
行
わ
れ
て
か
ら
六
か
年
に
わ
た
る
儒
学

振
興
の
運
動
は
、
こ
こ
に
至
つ
て
予
算
面
に
お
け
る
裏
づ
け
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

五
　
大
東
文
化
協
会

，
大
東
文
化
学
院
の
設
立
並
び
に
開
設

０
一　
大
東
文
化
協
会
の
設
立

衆
議
院
に
お
い
て
再
三
に
わ
た
り
、
「
漢
学
振
興
二
関
ス
ル
建
議
案
」
を
提
出
し
、
政
府
に
対
し
そ
の
実
現
を
促
し
た
が
、
な
か
な
か

決
定
ま
で
に
は
至
ら
な
か
つ
た
。
そ
こ
で
漢
学
振
興
に
関
す
る
推
進
団
体
を
民
間
に
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
み
た
有
識
者
た
ち
は
そ
の
団

体
を
組
織
し
、　
一
九
二
二

（大
正

一
一
）
年
四
月

一
日
を
第

一
回
と
し
、
同
年
の
間
に
五
回
の
協
議
会
を
開
催
し
、
側
面
的
に
政
府
に
実

現
方
を
促
し
た
。
協
議
会
の
出
席
者
の
顔
ぶ
れ
を
見
る
と
、
政
界
か
ら
は
近
衛
文
麿

・
犬
養
毅

・
古
島

一
雄

・
山
本
悌
二
郎

・
小
川
平
吉
、

学
界
か
ら
は
市
村
墳
次
郎

・
塩
谷
温

・
岡
田
正
之

・
牧
野
謙
次
郎

・
池
田
四
郎
次
郎

・
鵜
沢
総
明

・
内
田
周
平

・
黒
板
勝
美

二
二
島
復

・

川
田
瑞
穂

・
川
合
孝
太
郎

・
松
平
康
国
の
諸
氏
が
お
り
、
実
に
壮
観
そ
の
も
の
で
あ
る
。

以
上
数
回
に
わ
た
る
協
議
の
結
果
、
振
興
策
の
第

一
歩
と
し
て
漢
学
研
究
所
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
従
来
の
こ
の
種
の
団
体
を

一
丸

と
し
た

一
つ
の
母
体
を
つ
く
り
、
斯
学
の
発
展
の
計
画
を
た
て
た
。
会
名
は
東
洋
文
化
研
究
所
そ
の
他
の
意
見
が
出
た
が
、
最
後
に
大
東

文
化
協
会
と
命
名
し
、
実
行
委
員
を
挙
げ
て
政
府
と
交
渉
を
重
ね
、
着
々
と
建
議
の
実
現
を
期
し
た
の
で
あ
る
。



か
く
し
て

一
九
二
三

（大
正

一
二
）
年
二
月

一
一
日
、
紀
元
の
佳
節
を
卜
し
て
正
式
に
大
東
文
化
協
会
を
創
立
し
、
大
本
遠
吉
伯
を
推

し
て
会
頭
と
し
、
朝
野
の
名
士
が
こ
れ
に
加
盟
し
た
。
同
年
四
月
七
日
、
当
時
の
各
報
道
記
者
を
招
待
し
、
協
会
創
立
の
趣
旨
を
説
明
し
、

同
四
月

一
五
日
、
協
会
事
務
局
を
当
時
の
神
田
錦
町
三
丁
目

一
〇
番
地
の
東
京
工
科
学
校
内
に
設
け
た
。
衆
議
院
に
お
い
て
は
三
度
、

「
漢
学
振
興

二
関
ス
ル
建
議
案
」
を
全
会

一
致
で
可
決
し
、
政
府
も
ま
た
そ
の
趣
旨
を
容
れ
て
遂
に
大
東
文
化
協
会
補
助
金
を
計
上
し
、

議
会
の
協
賛
を

へ
た
の
で
、
こ
こ
に
多
年
の
宿
望
は
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の

「
東
京
日
日
新
聞
』
（現

『
毎
日
新
聞
』
）
は
二
月

一
三
日
の
記
事
に
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

大
東
文
化
協
会
発
会
式
挙
式

今
回
貴
衆
両
院
の
有
志
発
起
人
と
な
り
、
大
東
文
化
協
会
を
設
置
し
、　
一
一
日
夜
、
華
族
会
館
に
於
て
発
会
式
を
挙
行
し
た
が
、
本
会

創
設
の
目
的
は
東
亜
固
有
の
文
化
を
振
興
す
る
に
あ
る
が
、

④
　
我
が
皇
道
に
遵
ひ
国
体
に
醇
化
せ
る
儒
教
に
拠
り
て
国
民
道
義
の
扶
植
を
図
る
こ
と

０
　
本
邦
現
時
の
情
勢
に
鑑
み
漢
学
者
養
成
に
つ
き
応
急
の
手
段
を
講
じ
追

つ
て
大
学
を
設
立
す
る
こ
と

の
　
文
書

，
講
演
そ
の
他
の
方
法
に
依
り
て
前
項
の
目
的
の
達
成
に
努
め
時
宜
に
依
り
海
外
に
亘
り
斯
学
の
進
展
を
図
る
こ
と

０
　
高
等
教
育
に
お
け
る
漢
学
の
教
科
に
関
す
る
編
成
並
び
に
教
科
書
及
び
教
授
法
の
改
善
を
図
る
こ
と

③
　
前
諸
項
そ
の
緒
に
つ
く
を
侯

つ
て
更
に
東
亜
の
美
術
音
楽
等
の
維
持
発
達
を
図
る
事
業
に
着
手
す
る
こ
と

を
事
業
の
要
項
と
な
す
も
の
で
、
会
頭
以
下
役
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

▽
会
頭
　
伯
大
木
遠
吉
　
▽
副
会
頭
　
江
木
千
之

・
小
川
平
吉
　
▽
理
事
　
伯
松
平
頼
寿

・
子
八
条
隆
正

，
大
島
健

一
・
仲
小
路
廉

・

和
田
彦
次
郎

・
男
杉
渓
言
長

・
男
船
越
光
之
丞

・
北
条
時
敏

・
山
本
悌
二
郎

・
本
下
成
太
郎

・
下
岡
忠
治

・
小
久
保
喜
七

・
大
津
淳

一

郎

・
古
島

一
雄

・
副
島
義

一
・
市
村
墳
次
郎

・
江
木
衷

・
牧
野
謙
次
郎

・
内
田
周
平

・
三
島
毅

（復
）

・
藤
山
雷
太

第

一
節
　
創
立
に
至
る
ま
で
の
経
緯

二
五
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か
く
し
て
本
協
会
は
直
ち
に
斯
道
振
興
の
具
体
策
を
練
り
、
広
く
天
下
に
同
志
を
募

っ
た
。
そ
し
て
七
月

一
日
、
神
田
中
央
仏
教
会
館

に
お
い
て
大
講
演
会
を
開
催
し
、
副
島
義

一
・
江
木
衷

・
中
村
進
午

・
鵜
沢
総
明
諸
博
士
が
交
々
立

つ
て
斯
道
の
意
義
を
宣
明
し
、
本
会

の
生
誕
を
天
下
に
知
ら
し
め
た
。

次
い
で
九
月

一
日
、
土
地
お
よ
び
校
舎
を
買
収
し
、
さ
ら
に
同
月
二
〇
日
、
財
団
法
人
組
織
の
認
可
を
受
け
、
そ
れ
以
来
、
大
東
文
化

学
院
を
開
き
、
教
化

・
出
版

・
研
究

・
調
査
の
各
部
を
設
け
て
斯
道
の
普
及
発
展
に
努
め
た
。
そ
し
て
、
経
費
の
充
実
を
図
り
、
百
年
の

大
計
を
立
て
る
た
め
、
民
間
有
志
よ
り
寄
附
金
を
募

つ
て
計
画
を
進
め
た
が
、
関
東
大
震
災
に
遭
遇
し
、
本
計
画
が
挫
折
し
た
こ
と
は
実

に
遺
憾
に
堪
え
な
か
っ
た
。

０
一　
大
東
文
化
学
院
の
開
設
と

「大
東
」
の
由
来

協
会
規
約
第

一
条
の
二
に
、
「
本
邦
現
時
ノ
情
勢
二
鑑
ミ
儒
教
ノ
振
興
フ
図
り
及
ビ
東
洋
文
化
フ
中
心
ト
ス
ル
大
東
文
化
学
院
フ
設
立

維
持
ス
ル
コ
ト
」
と
あ
る
趣
旨
に
基
づ
き
、　
一
九
二
三

（大
正

一
二
）
年
四
月
二
四
日
、
学
院
設
立
の
た
め
の

「
学
院
綱
領
作
成
委
員
会
」

を
設
け
、
続
い
て
同
月
二
六
日
、
大
木
会
頭
は
自
ら
西
下
し
、
山
口
県
萩
の
明
倫
館
で
協
会
の
趣
旨
に
関
す
る
講
演
会
を
開
い
た
。
同
年

七
月

一
日
、
「
大
束
文
化
協
会
創
立
第

一
回
講
演
会
」
を
開
催
し
、
翌
八
月

一
一
日
、
東
京
会
館
で
協
会
会
員
総
会
を
開
催
、
協
会
を
財

団
法
人
組
織
に
変
更
の
件
と
、
大
東
文
化
学
院
創
立
の
件
が
提
案
承
認
さ
れ
た
。
同
月
二
二
日
、
法
人
組
織
お
よ
び
学
院
設
立
認
可
申
請

書
を
文
部
大
臣
に
提
出
し
、
越
え
て
九
月

一
日
、
麹
町
区
富
士
見
町
六
丁
目

一
六
番
地
の
元
法
政
大
学
の
敷
地
お
よ
び
校
舎
の
買
収
仮
契

約
を
行

つ
た
。
こ
の
日
奇
し
く
も
関
東
大
震
災
の
た
め
協
会
事
務
局
が
焼
失
し
た
の
で
、
同
月

一
五
日
、
仮
事
務
局
を
木
下
成
太
郎
氏
方

（麻
布
区
宮
村
町

一
〇
番
地
）
に
置
く
こ
と
に
な
つ
た
。



ま
た

一
方
、
本
院
学
則
制
定
に
つ
い
て
は
、
初
め
東
京
お
よ
び
京
都
帝
国
大
学
並
び
に
私
学
派
の
三
者
よ
り
学
院
綱
領
の
根
本
に
関
し

て
意
見
を
求
め
、
こ
れ
を
骨
子
と
し
て
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
東
京
帝
大
は
市
村
噴
次
郎
博
士
ら
が
こ
れ
を
代
表
し
、
京
都
帝
大
は

狩
野
直
喜
博
士

・
鈴
木
虎
雄
博
士

・
長
尾
槙
太
郎
博
士
ら
が
こ
れ
を
代
表
し
、
私
学
派
は
内
田
周
平
氏

・
松
平
康
国
氏

・
牧
野
謙
次
郎
氏

ら
が
こ
れ
を
代
表
し
て
そ
れ
ぞ
れ
答
申
書
を
提
出
し
た
。

か
く
し
て

一
九
二
三

（大
正

一
二
）
年
四
月
二
四
日
、
「
学
院
綱
領
並
学
則
編
制
委
員
会
」
を
設
け
、
同
月
二
二
日
、
こ
れ
を
付
し
て

大
東
文
化
学
院
設
立
認
可
申
請
書
を
文
部
大
臣
に
提
出
し
、
九
月
二
〇
日
、
財
団
法
人
並
び
に
大
東
文
化
学
院
の
設
立
認
可
を
得
た
の
で

あ
る
。
以
来
、
本
学
の
創
立
記
念
日
を

「
九
月
二
〇
日
」
と
す
る
の
は
、
こ
こ
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
当
時
の

「
学
院
綱
領
並

学
則
編
制
委
員
会
」
の
委
員
各
氏
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

委
員
長
　
　
大
本
遠
吉

委
　
員
　
　
江
木
千
之

・
平
沼
験

一
郎

・
平
沼
淑
郎

・
中
村
進
午

・
小
川
平
吉

・
鵜
沢
総
明

・
副
島
義

一
・
山
岡
万
之
助

次
い
で
学
院
開
校
の
た
め
、
九
月
二
五
日
、
協
会
副
会
頭
に
江
本
千
之

・
小
川
平
吉
、
学
院
総
長
に
平
沼
膜

一
郎
の
各
氏
が
就
任
し
、

さ
ら
に
同
年

一
二
月
に
は
高
等
科
お
よ
び
本
科
の
第

一
回
入
学
志
願
者
を
募
集
し
、
越
え
て

一
九
二
四
年

一
月

一
一
日
、
入
学
式
を
行
い
、

一
月
二
八
日
に
開
校
式
を
行
つ
た
。

用
地
お
よ
び
校
舎
も
買
収
し
、
ま
た
文
部
省
よ
り
の
設
立
認
可
も
得
、
学
生
も
確
保
し
た
の
で
、
こ
こ
に
い
よ
い
よ
開
院
式
が
同
年
二

月

一
一
日
、
盛
大
裡
に
挙
行
さ
れ
た
。
当
日
は
内
閣
総
理
大
臣
清
浦
奎
吾
子
爵
を
始
め
、
文
部
大
臣
江
木
千
之
、
東
京
府
知
事
宇
佐
見
勝

夫
氏
ら
の
祝
辞
を
受
け
、
華
々
し
い
門
出
を
飾

つ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「大
東
」
と
い
う
語
は
井
上
哲
次
郎
博
士
に
よ
る
と
、
「
西
洋
で
は
遠
東
ま
た
は
東
亜
細
亜
な
ど
と
い
つ
て
い
る
が
、
こ
れ

を
わ
が
国
で
は
極
東
な
ど
と
い
う
の
は
甚
だ
当
を
得
な
い
の
で
、
大
東
と
称
す
る
よ
う
に
な
つ
た
。
そ
の
範
囲
は
支
那

・
日
本

・
安
南

・

第
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み

三
八

満
州

・
朝
鮮
等
を

一
括
し
て
言
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
文
化
は
ど
う
い
う
成
分
を
有
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
先
ず
わ
が
神
道
を

第

一
と
し
、
儒
教

・
道
教
そ
の
他
諸
子
百
家
の
思
想
、
お
よ
び
仏
教
思
想
と
と
も
に
外
道
の
思
想
も
多
少
加
わ

つ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
相

合
し
て
東
洋
文
化
を
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
最
も
重
要
な
も
の
は
神

・
儒

・
仏
三
教
で
あ
る
」
（「
大
東
文
化
の
源
流
、

本
質
及
び
統

一
に
就
い
て
」
よ
り
要
約
）。

ま
た
、
三
宅
雪
嶺
博
士
は

「
大
東
」
と
い
う
語
の
出
典
は
、
「
詩
経
」
魯
頌

・
悶
宮
の

「
泰
山
巌
々
た
り
　
魯
邦
の
着
る
所
　
奄
に
亀

蒙
を
有
ち
　
遂
に
大
束
を
荒
ひ
、
海
邦
に
至
る
　
淮
夷
来
同
し
て
　
率
ゐ
従
は
ざ
る
こ
と
莫
き
は
　
魯
侯
の
功
な
り
」
で
あ
る
と
指
摘
さ

れ
、
「大
束
を
荒
ひ
」
と
い
う
の
が

「大
東
」
と
い
う
語
を
用
い
る
よ
う
に
な
つ
た
と
思
う
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
い
う
大
束
は

今
日
で
い
う
大
束
で
は
な
く
、
当
時
は
山
東
省
の
東
の
部
分
で
、
そ
の
東
の
端
を
大
東
と
い
つ
た
と
説
明
さ
れ
た
。
さ
ら
に
博
士
は
大
東

は
日
本
を
指
し
て
い
い
、
そ
れ
は
狭
い
意
味
で
い
う
の
で
、
広
い
意
味
で
は
少
な
く
と
も
見
器
か
ら
東
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
さ
れ
る

（「
大
束
の
意
義
」
よ
り
要
約
）。
因
に
両
博
士
の
見
解
は
、
い
ず
れ
も
大
東
文
化
学
院
創
立

一
〇
周
年
に
当
た
っ
て
行
わ
れ
た
講
演
の
中

で
披
涯
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。



第
二
節

九

段

時

代

は

じ

め

に

児
玉
花
外
作
詞
の
学
生
歌
の

一
節
に
、
「
理
想
の
月
の
照
る
清
く
、
桐
の
高
窓
青
年
の
」
と
あ
る
が
、
開
校
当
時
の
大
東
文
化
学
院
は
、

梧
桐
に
囲
ま
れ
た
古
色
蒼
然
た
る
校
舎
で
あ

つ
た
。
そ
し
て
、　
一
九
四

一

（昭
和

一
六
）
年
二
月
、
池
袋
に
移
転
す
る
ま
で
の

一
九
年
間
、

漢
学
の
伝
統
を
培
い
、
現
在
地
に
は
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
九
段
時
代
以
降
に
つ
き
、
同
窓
諸
氏
の
回
顧
談
に
基
づ
い
て
、

当
時
の
状
況
を
概
観
し
て
み
た
い
。

一
　

初
期
の
九
段
時
代

本
科
五
〇
名
、
高
等
科
十
数
名
が
入
学
試
験
に
合
格
し
て
、
翌

一
九
二
四

（大
正

一
三
）
年

一
月
に
開
校
の
運
び
と
な

つ
た
。
入
学
し

た
学
生
は
年
齢
も
身
な
り
も
ま
ち
ま
ち
で
、
北
海
道
の
三
八
歳
の
小
学
校
長
が
部
下
の
若
い
代
用
教
員
と

一
緒
に
入
学
し
た
り
、
婿
と
嫁

さ
ん
の
父
が
肩
を
並
べ
て
入
学
す
る
と
い
う
ク
ラ
ス
も
あ
つ
た
。
高
等
科
に
は
陸
軍
少
将
や
大
学
教
授
の
経
験
者
も
い
た
。
「
皇
道
に
遵

い
、
及
び
国
体
に
醇
化
せ
る
儒
教
に
拠
り
て
国
民
道
義
の
扶
植
を
図
る
こ
と
」
を
学
ぶ
学
院
創
立
の
目
的
を
は
つ
き
り
意
識
し
て
入
学
し

た
人
た
ち
で
あ
ろ
う
。

九
段
の
校
舎
は
九
月

一
日
、
大
震
災
の
日
に
買
い
入
れ
契
約
を
結
ん
だ
そ
う
で
あ
る
。
あ
の
辺
は
震
災
に
も
戦
災
に
も
焼
け
残
つ
た
の

第
二
節

九

段

時

代

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
九
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四

〇

で
あ
る
。
校
舎
は
本
造
ベ
ン
キ
塗
り
総
三
階
で
、
元
法
政
大
学
の
旧
校
舎
で
あ

つ
た
。
五
〇
名
の
本
科
生
が
四
室
に
分
か
れ
て
、　
一
組

一

三
―
四
名
が
当
時
の
大
先
生
方
を
囲
ん
で
の
授
業
で
あ
つ
た
か
ら
、
ず

い
ぶ
ん
と
恵
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
支
那
語
の
時
間
に
は
よ
く
当

て
ら
れ
て
閉
日
し
た
そ
う
で
あ
る
。
先
生
方
の
給
料
は
帝
大
並
み
と
い
わ
れ
、
学
生
は
ほ
と
ん
ど
が
給
費
生
で
あ

つ
た
か
ら
、
教
え
る
方

も
教
わ
る
方
も

一
生
懸
命
で
、
学
生
の
方
も
先
生
か
ら

「
帝
大
生
よ
り
よ
く
読
め
る
」
と
褒
め
ら
れ
た
。

多
額
な
国
の
補
助
が
あ

つ
た
の
で
そ
ん
な
教
育
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
科
生
は
月
額
二
五
円
～
二
五
円
、
高
等
科
生
は
五
〇
円
～

八
〇
円
が
支
給
さ
れ
、
教
科
書
も
タ
ダ
で
あ

つ
た
。
三
五
円
と
い
え
ば
小
学
校
の
代
用
教
員
の
月
給
と
同
じ
で
あ
つ
た
。
従

つ
て
、
入
試

の
履
歴
書
と
作
文
を
提
出
す
る
予
選
に
は
七
、
八
百
名
の
応
募
者
が
あ

つ
た
と
い
う
。
時
季
外
れ
の

一
月
に
開
校
し
た
の
も
、　
一
九
二
三

（大
正

一
二
）
年
度
に

一
五
万
円
の
補
助
が
つ
い
た
の
で
、
年
度
内
に
開
校
す
る
必
要
が
あ

つ
た
た
め
の
よ
う
で
あ
る
。
二
月

一
一
日
に

開
校
式
が
あ
り
、
学
生
も
列
席
し
て
生
ま
れ
て
初
め
て
の
ご
馳
走
に
あ
ず
か
つ
た
。
学
生
数
が
少
な
か
つ
た
恩
恵
に
浴
し
た
の
で
あ
つ
た
。

大
東
文
化
協
会
会
頭
の
大
木
遠
吉
氏
や
初
代
総
長
の
平
沼
膜

一
郎
氏
、
そ
の
ほ
か
名
だ
た
る
政
治
家

・
学
者
が
お
祝
い
の
挨
拶
を
さ
れ
た
。

な
に
し
ろ
震
災
後
で
、
靖
国
神
社
の
境
内
に
食
べ
物
の
屋
台
店
が
い
つ
も
並
ん
で
い
た
よ
う
な
、
ご
た
ご
た
し
た
環
境
で
あ

つ
た
こ
と

か
ら
、
た
だ
、
服
装
が
ま
ち
ま
ち
で
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
制
服

・
制
帽
を
作
ろ
う
と
い
う
相
談
は
あ
つ
た
。

入
学
後
に
全
員
が
伊
勢
参
宮
を
し
た
。
こ
の
行
事
は
あ
と
あ
と
ま
で
毎
年
行
わ
れ
た
。
こ
の
参
宮
に
も
背
広
に
中
折
れ
帽
あ
り
、
紋
つ

き
羽
織
に
袴
あ
り
、
詰
め
襟
あ
り
、
中
に
は
シ
ル
ク
ハ
ツ
ト
に
燕
尾
服
と
い
う
正
装
も
あ

つ
て
、
お
よ
そ
学
生
の
団
体
と
は
見
え
な
い
有

様
で
あ

つ
た
。
そ
こ
で
制
服
は
黒
の
詰
め
襟
と
き
め
、
帽
子
は
帝
大
型
と
早
稲
田
型
の
二
つ
を
検
討
し
て
、
線
の
柔
ら
か
い
菱
型
の
帝
大

型
に
し
た
。
校
章
は
井
上
君
と
い
う
の
が
東
文
の
二
字
を
図
案
化
し
て
提
案
し
た
が
、
東
が
車
に
間
違
わ
れ
そ
う
だ
と
い
う
意
見
が
で
て
、

筆
初
め
の

一
の
両
端
を
跳
ね
上
げ
た
現
在
の
校
章
に
落
ち
着
き
、
そ
れ
を
帽
章
と
ボ
タ
ン
に
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
制
服

・
制
帽
が
多
く
な

り
、
和
服
の
人
も
制
帽
を
か
ぶ
る
よ
う
に
な

つ
た
。
参
宮
と
同
じ
に
、
全
員
が
関
西
の
御
陵
を

一
週
間
が
か
り
で
巡
拝
し
た
が
、
当
時
、



「
大
地
は
微
笑
む
」
と
い
う
映
画
が
評
判
で
、
「
東
京
文
化
大
学
」
の
学
生
で
あ
る
主
人
公
は
娘
た
ち
の
あ
こ
が
れ
の
的
で
あ
つ
た
。

一
九
二
六

（大
正

一
五
）
年
、
井
上
哲
次
郎
総
長
の
改
革
方
針
を
め
ぐ

つ
て
、
反
対
派
の
教
授

・
助
教
授
十
数
名
が
学
院
を
去

つ
た
騒

ぎ
が
あ
っ
た
。
学
生
は
経
緯
を
知
ら
さ
れ
ず
、
ま
た
学
生
も
ほ
と
ん
ど
知
ろ
う
と
も
し
な
か
つ
た
と
い
う
の
が
実
情
だ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
数
名
の
学
生
が
総
長
の
方
針
に
あ
き
た
ら
ず
し
て
か
、
旧
教
授
を
慕

つ
て
か
、
自
ら
退
学
し
て
い
つ
た
。

退
学
組
は
す
ぐ
文
部
省
の
教
員
検
定
試
験
に
合
格
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

一
家
を
成
し
て
い
つ
た
の
は
見
事
で
あ

つ
た
。
井
上
総
長
も
そ
の

年
の
秋
に
筆
禍
事
件
で
辞
任
し
、
大
島
健

一
氏
が
総
長
事
務
取
り
扱
い
と
な

つ
た
。

一
一　
中
期
の
九
段
時
代

０
一　
大
陸
志
向
高
ま
る

一
九
二
九

（昭
和
四
）
年
当
時
、
官
学

。
私
学
の
教
授
間
で
起
き
た
学
内
改
革
の
騒
ぎ
が

一
応
終
息
し
、
協
会
会
頭
に
小
川
平
吉
、
学

院
総
長
に
大
津
淳

一
郎
の
両
氏
が
決
ま
り
、
再
建

へ
踏
み
出
し
た
。

学
内
改
革
に
つ
い
て
の
論
議
は
、
当
時
の
学
内
で
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
だ
い
ぶ
り
続
け
て
再
燃
の
恐
れ
が
あ

つ
た
か
ら
で
あ

る
。
従
つ
て
、
大
津
総
長
は
学
内
の
整
備
と
学
生
の
指
導
と
に
非
常
に
苦
心
さ
れ
、
五
月
に
は
学
生
を
正
会
員
、
教

・
職
員
を
名
誉
会
員

に
し
た
志
道
会
が
発
足
し
た
。
学
生
の
組
織
と
し
て
そ
れ
ま
で
同
学
会
と
い
う
の
が
あ

つ
た
が
、
高
等
科
に
は
年
配
者
が
多
く
、
本
科
生

は
若
い
。
組
織
も
不
備
だ
っ
た
し
、
活
動
ら
し
い
活
動
も
し
て
い
な
か
つ
た
の
で
、
同
学
会
は
あ
き
た
ら
な
い
と
い
う
声
が
起
こ
つ
て
い

第
二
節

九

段

時

代

四

一
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た
の
で
あ
る
。
前
年
か
ら
学
生
総
会
で
改
革
委
員
を
挙
げ
て
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

志
道
会
の
名
は
総
長
の
命
令
に
よ
つ
て
、
小
柳
司
気
太
先
生
が

「
諭
語
』
か
ら
選
ば
れ
、
庶
務

。
研
究

・
雑
誌

・
弁
論

・
剣
道

・
弓

道

・
柔
道

・
旅
行
の
各
部
に
分
か
れ
て
い
た
。　
一
九
二

一

（昭
和
六
）
年
に
な

つ
て
亜
細
亜
部
が
で
き
た
。
満
州
事
変
が
起
き
た
年
で
、

大
陸

へ
の
関
心
が
急
に
高
ま
り
、
剣
道
部
の
学
生
諸
君
な
ど
が
中
心
に
な

つ
て
組
織
し
、
勉
強
会
や
講
演
会
、
論
文
発
表
な
ど
を
熱
心
に

や
つ
た
。　
一
九
二
八

（昭
和

一
三
）
年
の
学
制
改
革
の
際
の
東
亜
政
経
科
は
、
学
生
の
組
織
で
あ
る
こ
の
亜
細
亜
部
が
母
体
に
な

つ
た
と

よ
υ
い
えヽ
卜
？
つ
。

当
時
、
大
陸
志
向
の
学
生
は
、
他
の
大
学

・
高
等
専
門
学
校
に
も
多
く
、
「
い
つ
ま
で
も
狭
い
日
本
に
住
む
よ
り
も
、
月
も
千
里
の
光

さ
す
、
黒
龍
江
に
禅
さ
し
て
、
た
ま
に
シ
ベ
リ
ア
の
そ
り
遊
び
」
と
い
う
よ
う
な
歌
が
愛
唱
さ
れ
た
。
大
体
、
学
生
の
大
陸
熱
は
、
旅
順

工
大
か
ら
大
束
の
教
務
主
任
と
な
つ
た
内
藤
維
文
先
生
と
か
、
満
州
帰
り
の
豪
傑
で
支
那
語
の
田
中
逸
平
講
師
の
感
化
、
満
州
国
官
吏
育

成
の
大
同
学
院
の
教
務
主
任
鳥
飼
健

（本
四
卒

・
剣
道
部
主
将
）
、
同
学
院

一
期
生
の
高
辻
長
吉

（本
五
卒

・
柔
道
部
主
将
）
ら
先
輩
の

影
響
が
大
き
か
つ
た
。

卒
業
生
が
大
陸

へ
渡
る
確
か
な
方
法
は
、
大
同
学
院

へ
入
る
か
、
外
務
省
の
留
学
生
に
な
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
。
留
学
生
は
年

に
二
、
三
名
し
か
採
用
し
な
い
の
に
、
中
に
い
つ
も
大
東
の
卒
業
生
が
入
つ
て
い
た
。
日
華
学
会
会
長
代
理
を
し
て
い
た
内
藤
先
生
の
推

挽
が
あ
つ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。

こ
の
前
後
か
ら
学
生
の
間
に
学
究
型
と
実
践
型
の
二
つ
の
流
れ
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
践
型
は
多
か
れ
少
な
か
れ
大
陸
雄
飛

の
夢
を
抱
い
て
い
た
人
た
ち
で
、
そ
れ
が
彼
ら
の
学
生
生
活
の
基
盤
に
な
つ
て
い
て
、
万
事
が
活
動
的
で
あ
つ
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
プ
ラ
タ
ッ
プ
と
か
、
イ
ン
ド
の
ボ
ー
ス
ら
の
民
族
独
立
運
動
の
志
士
を
学
校

へ
呼
ん
だ
り
、
学
生
の
主
催
で
上
野

精
養
軒
で
激
励
会
を
開
い
た
り
し
た
。
右
翼

（当
時
は
愛
国
団
体
）
的
な

一
面
も
あ

つ
た
が
、
そ
れ
が
時
代
の
主
流
で
あ
つ
た
か
ら
、
今



こ
そ
大
学
の
学
生
が
立
つ
べ
き
と
い
う
使
命
感
、
そ
れ
に
若
さ
が
学
生
を
実
践
型
に
駆
り
立
て
た
の
で
あ
る
。
大
津
総
長
は
こ
う
い
う
風

潮
を
快
く
思
わ
ず
、
学
生
の
独
走
を
心
配
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。　
一
九
三

一

（昭
和
六
）
年

一
一
月
に
、
愛
国
学
生
連
盟
主
催
の
学
生

愛
国
祭
が
代
々
本
原
で
開
か
れ
、
軍
装
し
た
学
生
が
多
数
こ
こ
に
集
合
し
た
。
騎
馬
の
連
絡
兵

（学
生
）
が
走
り
回
つ
た
り
、
大
し
た
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ヨ
ン
で
あ
つ
た
。
大
津
総
長
は
参
加
に
反
対
で
学
生
に
不
参
加
を
説
得
し
た
が
、
配
属
将
校
が
先
頭
に
立

っ
て
引
率
し

て
行
く
の
で
、
大
東
か
ら
も
多
数
の
学
生
が
参
加
し
た
。
こ
の
大
会
の
決
議
で
各
大
学

・
高
専
の
代
表
が
満
州
の
皇
軍
慰
間
に
行
く
こ
と

と
な

つ
た
が
、
大
東
か
ら
は

一
人
も
参
加
し
な
か
つ
た
。

と
こ
ろ
で
、
け
ん
か
学
校
と
ま
で
言
わ
れ
た
学
院
を
再
建
し
た
功
労
者
と
い
え
ば
、
大
津
総
長
と
小
川
会
頭
で
あ
ろ
う
。
国
か
ら
の
補

助
が
絶
た
れ
て
給
費
が
な
く
な
り
、　
一
九
二

一

（昭
和
六
）
年
度
か
ら
年
二
〇
円
、
翌
年
度
か
ら
は
六
〇
円
の
授
業
料
を
徴
収
さ
れ
る
こ

と
に
な
つ
た
。
そ
れ
ま
で
勉
強
し
た
い
け
れ
ど
金
が
な
い
と
い
う
者
が
多
か
つ
た
学
生
の
質
が
、
こ
の
と
き
か
ら
大
き
く
変
わ
つ
て
き
た
。

０
　
異
色
、
漢
詩
の
校
歌

当
時
の
学
生
に
は
、
画
家
と
し
て
既
に

一
家
を
な
し
て
い
た
人
、
満
州
で
小
学
校
の
教
員
を
し
て
い
た
人
も
お
り
、
あ
ら
た
め
て
大
東

で
漢
文

・
漢
詩
や
書
を
勉
強
し
よ
う
と
い
う
年
か
さ
の
人
も
い
た
。
若
い
仲
間
の
中
に
も
学
問

一
筋
で
、
指
に
万
年
筆
の
タ
コ
を
つ
く
る

ほ
ど
猛
勉
強
し
た

″
漢
文
の
ム
シ
″
が
い
て
、
何
人
か
は
諸
橋
轍
次
先
生
の
大
漢
和
辞
典
の
手
伝
い
に
行
つ
て
い
た
。
あ
の
辞
典
は
大
東

の
学
生
の
協
力
が
あ
つ
て
始
め
て
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
編
集
の
初
期
は
雑
司
ヶ
谷
の
諸
橋
先
生
の
お
宅
の
応
接
間
を
編
集
室
に
し
て
、

後
に
二
七
歳
で
国
学
院
大
学
助
教
授
に
な
ら
れ
た
川
又
武
氏

（本
五
卒
）
ら
高
等
科
の
先
輩
が
中
心
で
あ
っ
た
。
初
め
は
あ
の
よ
う
な
大

部
の
辞
典
の
計
画
で
は
な
か
つ
た
そ
う
だ
が
、
後
に
計
画
を
広
げ
た
の
で
、
人
手
が
い
る
よ
う
に
な
り
、
ス
タ
ツ
フ
の
新
旧
交
代
の
時
期

第
二
節
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も
あ

つ
て
、
大
東
文
化
学
院
か
ら
多
く
参
加
し
た
わ
け
で
あ
る
。
作
業
の
間
が
増
え
て
応
接
間
で
は
手
狭
に
な

つ
た
の
で
、
原
田
種
成

（高
九
卒
）

・
大
島
宇

一

（高
九
卒
）
氏
ら
が
先
に
立

つ
て
近
く
の
三
階
家
を
借
り
て
編
集
室
を
移
し
、
泊
ま
り
込
み
で
原
稿
を
処
理
す

る
よ
う
に
な
ら
た
。

一
語
の
出
典
を
探
す
た
め
に

一
つ
の
本
を
初
め
か
ら
め
く
る
と
い
う
よ
う
な
骨
の
折
れ
る
作
業
の
繰
り
返
し
で
、
い
つ
に
な

つ
た
ら
辞

典
が
で
き
る
の
か
見
当
が
つ
か
な
い
状
態
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
各
人
の
分
担
を
き
め
、
何
日
ま
で
に
ど
れ
だ
け
や
る
と
い
う
目

安
を
立
て
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
ノ
ル
マ
制
で
能
率
は
良
く
な
つ
た
が
、
各
人
の
仕
事
は
そ
れ
だ
け
忙
し
く
な
り
、
根
を
つ
め
す
ぎ
て
体

を
こ
わ
す
人
も
出
て
、
亡
く
な
つ
た
人
も
い
た
。
そ
れ
で
も
自
分
の
勉
強
に
な
り
、
原
稿

一
枚
い
く
ら
と
い
う
ア
ル
バ
イ
ト
を
兼
ね
て
い

て
、
月
に
四
、
五
〇
円
、
休
暇
中
は

一
〇
〇
円
に
な
る
月
も
あ

つ
た
の
で
、
不
況
の
そ
の
こ
ろ
と
し
て
は
ま
こ
と
に
有
り
難

い
収
入
源
と

な
つ
た
。
本
科
を
出
て
も
礫
な
就
職
日
は
な
く
、
高
等
科

へ
進
む
学
費
も
な
い
た
め
、
あ
さ
ら
め
て
郷
里
へ
帰

つ
て
小
学
校
の
代
用
教
員

を
し
て
い
た
者
が
呼
び
戻
さ
れ
て
、
編
纂
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
高
等
科

へ
通
つ
て
い
た
人
も
い
た
。

一
九
三
二

（昭
和
七
）
年
秋
に
は
、
学
院
創
立

一
〇
周
年
記
念
式
典
が
外
苑
の
日
本
青
年
会
館
で
開
か
れ
た
。
大
津
総
長
は
こ
の
年
の

一
月
に
亡
く
な
ら
れ
、
代
わ
つ
て
加
藤
政
之
助
氏
が
総
長
に
な
つ
た
。
来
賓
は
政
界

・
財
界
の
名
士
が
多
か
つ
た
。
翌
日
に
学
院
の
講
堂

で
校
旗
と
学
院
歌
の
披
露
式
が
あ
つ
た
。
校
旗
は
本
科
六
期
生
が
卒
業
記
念
に
寄
附
し
た
も
の
で
、
自
地
の
中
央
に
錦
繍
で
東
文
の
校
章

を
配
し
、
紫
の
総
ふ
ち
ど
り
を
施
し
た
重
々
し
い
も
の
で
あ
つ
た
。
学
院
歌
は
、

天
孫
肇
国
奉
天
猷
　
仁
徳
深
霧
瑞
穂
洲
　
　
　
天
孫
　
国
を
肇
め
て
　
天
猷
を
奉
ず
　
　
仁
徳
　
深
く
霧
す
　
瑞
穂
の
洲

儒
学
率
精
皇
道
美
　
君
臣
大
義
自
千
秋
　
　
　
儒
学
　
精
を
率
め
　
皇
道
美
し
　
　
君
臣
の
大
義
　
自
ら
千
秋

の
七
絶
で
、
漢
詩
の
校
歌
は
当
時
で
も
珍
し
い
も
の
で
あ
つ
た
。
国
分
青
圧
先
生
が

一
九
三
二
年
五
月
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

つ
た
。



０
　
蓑
田
演
説
を
中
止
さ
せ
た
加
藤
総
長

一
九
二
二

（昭
和
七
）
年
に
青
年
将
校
が
、
犬
養
首
相
を
射
殺
し
た
五

・
一
五
事
件
が
あ
つ
た
。
こ
れ
も
背
景
に
は
農
村
の
不
況
が
あ

つ
た
か
ら
で
、
「
島
の
娘
」
と
か

「暗
い
日
曜
日
」
「
サ
ー
カ
ス
の
歌
」
と
い
っ
た
物
悲
し
い
歌
が
は
や
つ
た
の
も
、
暗
い
世
相
の
反
映
だ

つ
た
と
い
え
よ
う
。

軍
部
は

「
非
常
時
」
の
声
を
か
け
、
教
授
や
講
師
の
中
に
も
右
翼
的
な
人
が
入
つ
て
き
て
、
教
壇
で
学
生
を
煽
動
す
る
よ
う
な
話
を
し

て
い
た
。
ほ
か
の
学
校
に
も
こ
う
し
た
傾
向
が
次
第
に
強
ま

つ
て
、
美
濃
部
達
吉
博
士
の
天
皇
機
関
説
に
対
す
る
排
撃
運
動
が
起
き
た
と

き
は
、
ほ
か
の
学
校
の
学
生
と

一
緒
に
な
つ
て
排
撃
運
動
に
加
わ
る
大
東
の
学
生
も
い
た
。

天
皇
機
関
説
攻
撃
の
口
火
を
切
つ
た
の
は
、
蓑
田
胸
喜
と
い
う
学
者
だ
が
、
こ
の
こ
ろ
学
院
で
は
こ
の
人
を
呼
ん
で
、
講
堂
で
講
演
会

を
開
い
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
蓑
田
氏
は
自
由
主
義
の
学
者
や
政
党
を
売
国
奴
の
よ
う
に
こ
き
お
ろ
し
た
が
、
そ
の
演
説
の
最
中
に
、
演
壇

近
く
に
い
た
加
藤
政
之
助
総
長
が
突
然
蓑
田
氏
に
向
か
つ
て

「
議
謗
は
や
め
た
ま
え
」
と
大
声
を
発
し
、
そ
れ
で
も
悪
口
を
や
め
な
い
の

で
、
総
長
は
と
う
と
う
激
怒
し
て
演
説
を
中
止
さ
せ
、
蓑
田
氏
は
壇
上
で
立
往
生
し
て
し
ま
つ
た
。
慶
応
大
学
出
身
で
民
政
党
の
長
老
だ

つ
た
総
長
に
は
、
軍
部
の
お
先
棒
を
か
つ
ぐ
雑
言
を
聞
く
に
堪
え
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
の
総
長
の
気
迫
は
大
し
た
も
の
で
、

蓑
田
氏
が
去

つ
た
あ
と
、
自
ら
反
駁
の
演
説
を
し
て
学
生
の
自
重
を
要
望
し
た
の
で
あ

つ
た
。

建
学
の
精
神
は

「皇
道
に
遵
い
国
体
に
醇
化
せ
る
儒
教
を
主
と
し
‥
…
」
と
な
つ
て
い
た
し
、
創
立
の
い
き
さ
つ
か
ら
み
て
も
国
粋
保

持
の
方
向
に
傾
斜
し
が
ち
だ

つ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
前
任
の
大
津
総
長
と
い
い
、
加
藤
総
長
と
い
い
、
共
に
大
束
の
学
生
が
時
の
勢
い
に

押
し
流
さ
れ
な
い
よ
う
、
非
常
に
苦
心
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
学
生
の
中
に
は
自
由
主
義
的
な
考
え
の
人
も
ひ
そ
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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一
九
三
三

（昭
和
八
）
年
の
夏
に
東
京
で
初
め
て
防
空
演
習
が
あ
つ
て
、
灯
火
管
制
を
通
じ
て

一
億

一
心
時
代

へ
引
き
込
ん
で
い
つ
た
。

学
生
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
剛
健
遠
足
、
行
く
先
は
神
社

・
仏
閣
か
軍
事
施
設
の
見
学
、
最
も
重
要
視
さ
れ
た
行
事
は
、
三
八

銃
の
射
撃
大
会

で
、
優
勝
し
た
者
に
は
褒
美
に
日
本
刀
が
授
与
さ
れ
た
。

一
九
二
六

（昭
和

一
一
）
年
、
近
衛
連
隊
な
ど
の
将
校
、
兵

一
、
四
〇
〇
名
が
斎
藤
内
大
臣
、
高
橋
蔵
相
、
渡
辺
陸
軍
教
育
総
監
を
射

殺
し
た
二

・
二
六
事
件
が
卒
業
試
験
の
直
前
に
起
き
た
。
そ
の
朝
は
大
雪
の
あ
と
で
、
卒
業
試
験
の
初
日
に
あ
た
り
、
雪
を
踏
ん
で
学
院

に
く
る
と
三
、
四
名
し
か
集
ま
ら
な
い
。
学
院
の
西
隣
の
山
階
宮
邸
の
表
間
は
兵
隊
が
固
め
て
い
た
。
何
事
が
起
き
た
の
か
分
か
ら
な
い

ま
ま
教
室
の
ス
ト
ー
プ
に
あ
た
つ
て
い
る
と
、
「兵
隊
が
五

・
一
五
事
件
の
大
き
い
の
を
や
つ
て
交
通
が
止
ま
つ
て
し
ま
つ
た
か
ら
試
験
は

延
期
」
と
い
う
こ
と
に
な

つ
た
。
靖
国
神
社
で
は
、
千
葉
県
佐
倉
の
連
隊
が
叉
銃
し
て
休
ん
で
い
た
。
鎮
圧
に
き
た
部
隊
で
あ

つ
た
が
、

そ
の
と
き
は
反
乱
軍
か
鎮
圧
軍
か
分
か
ら
ず
、
誰
の
目
に
も
大
変
な
事
件
だ
と
受
け
と
め
ら
れ
た
。
市
ヶ
谷
駅
前
に
は
機
関
銃
座
が
あ
つ

た
。
こ
れ
は
鎮
圧
部
隊
の
も
の
だ
つ
た
よ
う
だ
。
事
件
勃
発
の
朝
、
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
出
る
放
送
は
、
「帝
都
は

一
般
に
平
穏
な
り
」
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。
何
事
が
起
こ
つ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
容
易
な
ら
ざ
る
重
大
な
事
態
が
帝
都
に
発
生
し
て
い
る
と
い
う
想

像
は
、
国
民
を
し
て
不
安
に
か
き
立
て
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
大
雪
の
二
月
二
六
日
払
暁
の
出
来
事
で
あ
る
。

二
九
日
に
な
る
と
緊
急
命
令
が
出
て
反
乱
軍
討
伐
の
方
針
が
決
ま
り
、
「
兵
に
告
ぐ
、
原
隊
に
還
れ
、
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
」
と
い

う
降
伏
勧
告
が
繰
り
返
し
放
送
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
総
攻
撃
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
銃
弾
が
民
家
に
及
ぶ
か
も
知
れ
ぬ
と
ラ
ジ
オ
で
注
意

が
あ

つ
た
。
こ
の
事
件
で
反
乱
軍
が
本
拠
に
し
た
の
が
赤
坂
の
幸
楽
と
い
う
料
亭
で
あ
つ
た
が
、
事
件
が
収
ま
つ
て
か
ら

一
〇
日
ほ
ど
し

て
、
卒
業
謝
恩
会
を
こ
の
幸
楽
で
や
つ
た
の
で
あ
る
。

謝
恩
会
と
い
え
ば
、
教
授
陣
に
は
明
治
の
気
骨
を
今
に
残
す
先
生
方
が
ま
だ
何
人
か
お
ら
れ
た
。
小
柳
司
気
太

・
安
井
小
太
郎

・
那
智

佐
典

・
細
田
謙
蔵
ら
の
先
生
方
で
あ
る
。
高
等
科
に
は
ほ
か
に
も
立
派
な
先
生
が
何
人
も
お
ら
れ
た
。



三
　
後
期
の
九
段
時
代

０
一　
ボ
ロ
校
合
に
も
気
概
と
自
負
を
持
っ
て

一
九
三
七

（昭
和

一
二
）
年
は
、
七
月
に
日
支
事
変
が
勃
発
し
て
、
太
平
洋
戦
争

へ
傾
斜
し
て
い
つ
た
年
に
当
た
る
。

戦
争
の
規
模
が
拡
大
し
て
戦
死
者
が
数
を
増
す
に
つ
れ
て
、
学
校
に
近
い
靖
国
神
社
も
参
拝
人
で
賑
や
か
に
な
り
、
そ
の
動
き
か
ら
も

世
間
の
動
向
が
察
せ
ら
れ
た
。
こ
の
事
変
が
太
平
洋
戦
争
に
発
展
す
る
と
は
予
想
も
し
な
か
つ
た
し
、
ま
た
物
資
が
不
足
す
る
と
い
う
事

態
で
も
な
か
つ
た
の
で
、
学
生
生
活
は
ま
だ
ま
だ
の
ん
び
り
し
た
も
の
で
あ

つ
た
。

し
か
し
軍
事
教
練
は
盛
ん
で
あ

っ
た
。
編
上
靴
に
巻
脚
絆
、
三
八
銃
を
担
い
で
九
段
坂
か
ら
田
安
門
を
入
り
、
現
在
の
武
道
館

一
帯
に

あ

つ
た
近
衛
運
隊
の
営
庭
を
借
り
て
実
技
訓
練
に
汗
を
絞
つ
た
り
し
た
。
田
安
門
に
歩
哨
が
立
つ
て
い
て
、
「歩
調
と
れ
」
で
玉
砂
利
の
音

を
立
て
て
進
ん
で
い
く
と
、
数
名
の
歩
哨
が
捧
げ
銃
で
迎
え
て
く
れ
た
。
も
つ
と
も
、
こ
の
捧
げ
銃
は
角
帽
姿
の
学
生
に
対
す
る
も
の
で

は
な
く
、
引
率
の
配
属
将
校
の
中
佐
殿
に
対
す
る
敬
礼
で
あ
つ
た
。

一
九
二
七
、
三
八

（昭
和

一
二
、
三
）
年
は
国
民
精
神
総
動
員
令
が
実
施
さ
れ
、
防
空
演
習
も
始
ま
つ
て
、
国
民
に
対
す
る
軍
部
の
締

め
付
け
が

一
段
と
厳
し
く
な
つ
た
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
世
情
で
は
、
と
て
も
青
春
を
楽
し
む
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
で
は
な
か
つ

た
。経

済
的
に
余
裕
の
な
い
学
生
が
多
か
つ
た
か
ら
、
贅
沢
品
禁
止
令
が
出
て
も
、
別
に
痛
痒
を
感
じ
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。
当
時
は
既
に

第
二
節
　
九

段

時

代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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学
院
に
対
す
る
文
部
省
の
補
助
金
が
減
ら
さ
れ
て
、
奨
学
生
は

一
ク
ラ
ス
に
二
人
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
、
み
ん
な
小
遣
い
銭
に

は
苦
労
し
て
い
た
。
今
で
い
う
レ
ジ
ヤ
ー
の
よ
う
な
も
の
に
は
あ
ま
り
縁
が
な
か
つ
た
が
、
そ
れ
で
も
余
暇
に
は
映
画
を
見
た
り
、
人
生

や
哲
学
を
論
じ
合

つ
た
り
し
て
、
け
つ
こ
う
楽
し
い
も
の
で
あ

つ
た
。
こ
と
に
建
学
の
精
神
を
た
た
き
込
ま
れ
て
い
た
大
東
の
学
生
に
は
、

い
い
意
味
で
の
諭
客
が
多
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
塾
や
下
宿
で
も
夜
を
徹
し
て
よ
く
討
論
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

″非
常
時

″
を

自
分
た
ち
で
担

つ
て
い
く
と
い
う

一
種
の
時
代
的
な
気
負
い
が
あ
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
れ
は
卒
業
す
る
前
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
時
局
柄
、
長
髪
禁
上
の
お
触
れ
が
学
校
当
局
か
ら
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
不
満
の
声
が
あ

が
つ
て
、
学
生
の
代
表
が
教
頭
の
小
柳
司
気
太
先
生
や
学
生
監
と
交
渉
し
、
卒
業
学
年
だ
け
は
就
職
を
理
由
に
勘
弁
し
て
も
ら
つ
た
こ
と

が
あ
つ
た
。

年
に

一
度
か
三
度
、
富
士
の
裾
野
や
習
志
野
の
陸
軍
廠
舎
の
宿
泊
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

安
井
小
太
郎
先
生
は
既
に
お
年
で
足
も
ご
不
自
由
で
あ
つ
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
高
等
科
に
は
出
講
し
て
お
ら
れ
た
。
何
名
か
の
高
等

科
の
人
が
両
脇
か
ら
先
生
を
抱
え
て
教
室
へ
お
連
れ
す
る
の
を
み
て
、
胸
を
打
た
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
う
し
た
情
景
は
師
弟
同
行
の
大
東

の
姿
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
志
道
会
に
は
体
育
や
研
究
の
た
め
に

一
〇
以
上
の
部
が
あ

つ
て
、
学
生
は
全
員
そ
の
い
ず
れ
か
に
加

入
し
て
い
た
が
、
部
の
活
動
を
通
じ
て
顧
間
の
教
授
や
上
級
生
下
級
生
と
の
交
流
も
、
他
に
得
が
た
い
貴
重
な
も
の
で
あ

つ
た
。
学
生
の

数
が
少
な
か
つ
た
の
で
、
親
密
の
度
合
い
も
そ
れ
だ
け
深
か
つ
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
風
格
の
あ
る
お
も
し
ろ
い
先
生
も
お
ら
れ
た
。
金
子
元
臣
先
生
は

「
煙
草
が
な
く
ち
や
あ
ね
」
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
授
業
中
に

敷
島
だ

つ
た
か
朝
日
だ
つ
た
か
、
日
付
き
煙
草
を
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と
く
ゆ
ら
せ
て
万
葉
を
講
じ
て
お
ら
れ
た
。
学
生
も
心
得
た
も
の
で
、

授
業
前
に
灰
皿
を
先
生
の
机
の
上
に
用
意
し
て
お
く
と
い
う
あ
ん
ば
い
で
あ
つ
た
。
島
津
久
基
先
生
は
病
気
が
ち
で
、
よ
く
休
ま
れ
た
が
、

朗
詠
を
混
え
た
名
調
子
は
、
学
生
た
ち
を
ほ
れ
ば
れ
さ
せ
た
。
学
友
の
間
に
は
ひ
そ
か
に
島
津
ブ
シ
を
得
意
と
す
る
者
も
い
た
く
ら
い
で



あ

る

。
現
在
の
演
習
や
ゼ
ミ
に
相
当
す
る
輪
読
は
、
大
東
の
学
風
を
特
色
づ
け
る
重
要
な
も
の
で
あ
つ
た
が
、
図
書
室
に
あ
る
参
考
書
を
借
り

る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
そ
ん
な
と
き
は
予
習
の
た
め
に
よ
く
九
段
坂
下
の
大
橋
図
書
館

へ
行

つ
た
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
既
に

先
着
の
同
級
生
が
目
ざ
す
本
を
占
領
し
て
お
り
、
あ
く
の
を
待
つ
ほ
か
な
い
。
せ
つ
か
く
五
銭
払

つ
て
入
館
し
た
か
ら
に
は
、
空
し
く
帰

る
の
が
惜
し
く
て
ほ
か
の
本
を
読
む
。
そ
ん
な
こ
と
で
読
書
の
習
慣
が
身
に
つ
い
た
よ
う
で
あ
る
。

池
袋
校
舎
に
つ
い
て
は
、
卒
業
直
前
に
地
鎮
祭
も
や
り
、
着
工
の
準
備
は
す
で
に
整

つ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
九
段
校
舎
は
環
境
的
に

は
す
ば
ら
し
い
場
所
に
あ

つ
た
が
、
何
分
に
も
狭
い
敷
地
で
建
物
も
貧
弱
で
あ

つ
た
か
ら
、
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
中
に
も
、
「
松
下
閑
村
な
り
と
雖
も
…
…
」
と
い
つ
た
吉
田
松
陰
の
詩
に
み
え
る
気
概
と
自
負
と
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
に

持

つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
学
生
は
梧
桐
に
囲
ま
れ
た
あ
の
オ
ン
ボ
ロ
校
舎
に
限
り
な
い
愛
着
を
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、

学
院
当
局
と
し
て
も
時
代
の
要
請
に
応
え
て
、
次
の
ク
ラ
ス
か
ら
、
本
科
を
第

一
部
修
身
漢
文
科
、
第
二
部
国
語
漢
文
科
、
第
三
部
東
亜

政
経
科
に
学
則
を
変
更
し
て
、
実
業
界
や
大
陸
進
出
に
役
だ
つ
人
材
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
、
飛
躍
的
な
発
展
を
期
そ
う
と
し
て
い
た
矢

先
で
あ
る
か
ら
、
新
築
移
転
に
踏
み
切
つ
た
の
で
あ
る
。

０
一

「東
亜
政
経
科
」
を
新
設

戦
時
体
制
強
化
の
国
家
総
動
員
法
が
公
布
さ
れ
た
の
が

一
九
二
八

（昭
和

一
三
）
年
四
月

一
日
だ
が
、
藤
村
通
先
生

（本

一
五
卒
）
は

ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
に
入
学
さ
れ
た
。

「
国
民
政
府
を
相
手
と
せ
ず
」
と
い
う
近
衛
首
相
の
重
大
声
明
が
出
た
直
後
で
、
政
府
は
意
外
に
手
ご
わ
い
国
民
政
府
の
抵
抗
に
手
を

第
二
節

九

段

時

代

四
九
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〇

焼
い
て
い
た
時
期
だ
が
、
国
民
は
軍
部
の
景
気
の
い
い
掛
け
声
を
真
に
受
け
て
、
挙
国

一
致
の
気
勢
を
あ
げ
て
い
た
。
学
院
も
時
局
に
沿

つ
て
学
制
を
改
め
て
本
科
を
二
部
制
に
し
た
。
従
来
通
り
漢
学
を
主
体
と
す
る
第

一
部
修
身
漢
文
科
と
第
二
部
国
語
漢
文
科
に
加
え
て
、

大
陸
経
営
の
要
員
を
養
成
す
る
第
二
部
東
亜
政
経
科
を
設
け
た
。
当
時
、
政
経
科
の
新
設
に
つ
い
て
学
内
に

「
皇
道
に
遵
い
国
体
に
醇
化

せ
る
儒
教
を
…
…
と
い
う
建
学
の
精
神
に
沿
わ
な
い
」
と
い
う
異
論
が
あ
つ
て
、
申
請
ま
で
か
な
り
難
航
し
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
年
が

明
け
て
も
申
請
の
運
び
に
な
ら
ず
、
期
限
ぎ
り
ぎ
り
に
申
請
を
決
定
し
た
い
き
さ
つ
か
ら
み
て
も
、
お
お
よ
そ
そ
の
間
の
事
情
が
察
せ
ら

れ
る
。

学
院
側
の
先
生
方
の
反
対
を
押
し
切
つ
て
新
設
を
推
進
し
た
の
は
大
東
文
化
協
会
の
山
本
悌
二
郎
会
頭
で
、
山
本
氏
は
協
会
研
究
部
の

藤
沢
親
雄
氏
を
ブ
レ
ー
ン
に
し
て
い
た
が
、
そ
も
そ
も
山
本
氏
を
そ
の
気
に
さ
せ
た
の
は
、
「
報
知
新
聞
」
（当
時
は

一
般
紙
）
記
者
を
し

て
い
た
Ｏ
Ｂ
の
寺
島
隆
太
郎
氏

（本
七
卒
）
の
よ
う
で
あ

つ
た
。
「
銃
と
剣
の
時
期
は
も
う
過
ぎ
た
。
次
は
人
と
ペ
ン
の
力
で
大
陸
を
治

め
な
く
て
は
…
…
」
と
山
本
氏
を
説
い
た
の
だ
ろ
う
。
寺
島
氏
は
小
柄
な
体
服
な
が
ら
弁
舌
の
た
つ
人
で
、
後
に
郷
里
の
千
葉
県
か
ら
代

議
士
に
当
選
し
て
国
会
の
名
物
男
に
な
つ
た
が
、
惜
し
い
こ
と
に
早
く
亡
く
な
ら
れ
た
。
報
知
の
北
京
特
派
員
を
し
て
い
た
こ
ろ
、
む
こ

う
の
教
育
使
節
団
の
訪
日
の
お
膳
立
て
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、
も
つ
と
長
生
き
さ
れ
れ
ば
大
束
の
発
展
の
た
め
に
力
に
な

つ
て
く
れ
た
人

で
あ
る
。

政
経
科
の
性
格
が
大
束
の
伝
統
と
は
異
質
だ
と
い
う
こ
と
で
、
ほ
か
の
部

（
一
部

上

一部
）
の
学
生
た
ち
と
融
け
合
わ
な
い
と
い
う
よ

う
な
こ
と
は
な
く
、
同
期
生
間
で
は
仲
よ
く
や
つ
て
い
た
が
、
上
級
生
、
こ
と
に
高
等
科
生
の
中
に
は

「
余
計
な
者
が
入

つ
て
き
た
」
と

い
う
雰
囲
気
が
あ
つ
た
。
従
来
の
教
授
の
多
く
が
政
経
科
を
自
い
日
で
見
て
い
た
の
で
、
上
級
生
た
ち
も
先
生
方
の
影
響
を
受
け
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
二
部
合
同
授
業
で
は
、
小
柳
司
気
太
先
生
の

「
歴
代
詔
勅
集
」
の
講
義
が
あ
つ
た
ほ
か
は
、
漢
学
の
大
先
生
方
の
お
声
に

接
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
ず
、
漢
文
は
先
輩
の
加
藤
梅
四
郎

（高

一
卒
）

・
鈴
木
由
次
郎

（同
）

・
澤
田
総
清

（同
）

。
尾
崎
亘

（同
七



卒
）
各
教
授
が
担
当
さ
れ
た
。
政
治

・
経
済
は
主
に
東
京
商
大

（今
の

一
橋
大
）
の
先
生
が
出
講
さ
れ
、
中
山
伊
知
郎
博
士
に
も
教
わ
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
今
日
ま
で
大
束
の
教
壇
に
立

つ
て
い
る
先
生
に
国
松
久
弥
先
生

（経
済
学
部
）
が
お
ら
れ
た
。

そ
ん
な
状
況
の
中
で
政
経
科
は
定
員
が
五
〇
名
か
ら

一
〇
〇
名
、　
一
五
〇
名
と
年
ご
と
に
ふ
く
れ
上
が
っ
て
、
二
年
後
に
は
、
他
の
二

部
と
高
等
科
と
を
合
わ
せ
た
よ
り
も
多
く
な

つ
て
い
た
。

″
ま
ま

つ
子

″
が
育
ち
す
ぎ
た
た
め
に
学
院
当
局
に
波
風
が
立
ち
、
八
か
国
語

に
通
じ
て
い
た
藤
沢
親
雄
先
生
は
、
ロ
ー
マ
大
使
館
の
参
事
官
に
な
る
と
い
つ
て
学
院
を
や
め
、
斉
藤
明
先
生
も
教
壇
を
去
る
ハ
メ
に
追

い
込
ま
れ
た
。
斉
藤
先
生
に
つ
い
て
は
、
政
経
の
学
生
が
留
任
運
動
を
展
開
し
た
が
及
ば
な
か
つ
た
。
そ
れ
で
も
大
陸
の
情
勢
は
ま
す
ま

す
政
経
科
の
存
在
を
大
き
く
し
て
、　
一
五
期
生
が
卒
業
し
た
あ
と
、　
一
年
終
了
の
興
亜
専
修
科
を
増
設
し
な
け
れ
ば
時
局
の
要
請
に
追
い

つ
け
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
当
時
の
是
非
論
議
の
当
否
は
そ
れ
と
し
て
、
大
東
が
文
科
系
総
合
大
学
と
し
て
の
歩
を
進
め
て
い

る
今
か
ら
顧
み
る
と
、
こ
の
東
亜
政
経
科
が
今
日
の
大
束
の

一
つ
の
土
台
に
な
つ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

斉
藤
先
生
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
竹
林
の
七
賢
人
の
よ
う
な
風
格
を
も
ち
、
気
が
向
か
な
け
れ
ば
訪
間
者
に
会
わ
な
い
。
右
翼
的
学
者
と

い
わ
れ
た
が
、
偏
狭
な
国
粋
主
義
者
と
違

つ
て
視
野
が
広
く
、
欧
米
思
想
を
引
き
入
れ
た
合
理
的
な
日
本
思
想
を
樹
立
し
て
、
熱
の
こ
も

つ
た
講
義
で
学
生
を
魅
了
し
た
。
ピ
ア
ノ
を
弾
き
、
歌
も
う
た
う
風
流
人
で
も
あ
つ
た
。

志
道
会
の
亜
細
亜
部
が
政
経
科
の
母
体
だ
つ
た
と
い
う
人
も
い
る
。
政
経
科
に
は
鉄
血
難
に
赴
く
の
気
概
を
重
ん
じ
る
気
風
が
ほ
か
の

部
よ
り
強
か
つ
た
し
、
学
生
勤
労
奉
仕
隊

へ
参
加
し
て
ソ
満
国
境
の
塑
壕
掘
り
に
出
掛
け
た
者
も
い
た
。

池
袋
の
新
校
舎
が

一
九
四

一

（昭
和

一
六
）
年
春
に
ほ
と
ん
ど
出
来
上
が
り
、　
一
五
期
生
は
卒
業
式
だ
け
新
校
舎
で
行
つ
た
。　
一
七
年

間
に
及
ぶ
九
段
校
舎
時
代
が
終
わ
つ
て
、
い
よ
い
よ
第

一
次
池
袋
校
舎
時
代
に
移
る
わ
け
で
あ
る
。

第
二
節

九

段

時

代

五

一
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第
二
節
　
池
袋

。
青
砥
時
代

一
　

第

一
次
池
袋
時
代

０
　
卒
業
式
も
半
年
繰
り
上
げ

一
九
四

一

（昭
和

一
六
）
年
は
学
院
が
九
段
か
ら
池
袋

へ
移
つ
た
こ
と
、　
一
二
月
に
は
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
こ
と
な
ど
内
外
に
わ

た
っ
て
歴
史
的
な
年
で
あ

つ
た
。

池
袋
校
舎
は

一
九
四
五

（昭
和
二
〇
）
年
四
月

一
三
日
の
米
軍
機
焼
夷
弾
に
よ
る
空
襲
で
焼
失
し
た
の
で
、
わ
ず
か
四
年
の
短
命
で
あ

つ
た
。

新
校
舎
は
正
面
が
学
院
事
務
室
、
教
員
室
、
協
会
事
務
局
の
あ
る
木
造
モ
ル
タ
ル
三
階
建
て
で
、
そ
の
裏
に
食
堂
兼
用
の
ホ
ー
ル
と
コ

の
字
型
の
校
舎
が
連
な

つ
て
い
た
。
学
生
は
東
Ｌ
政
経
科
生
が
圧
倒
的
に
多
く
、　
一
、
二
部
の
学
生
は
頭
数
で
は
押
さ
れ
気
味
で
あ
つ
た
。

同
年

一
〇
月
に
は
大
学
、
高
等
専
門
学
校
の
修
業
年
限
の
短
縮
、
繰
り
上
げ
卒
業
が
始
ま
つ
た
。

一
九
四
三

（昭
和

一
八
）
年
九
月
に
は
、
理
工
系
学
生
以
外
の
学
徒
徴
兵
猶
予
制
限
は
停
止
さ
れ
、
徴
兵
年
齢
も
引
き
下
げ
ら
れ
て
学

徒
出
陣
が
相
次
い
だ
。



徴
兵
猶
予
と
い
う
の
は
、
学
生
は
満
二
〇
歳
に
な
つ
て
も
卒
業
ま
で
徴
兵
を
待

つ
て
く
れ
る
と
い
う
制
度
で
あ
っ
た
が
、
中
に
は
そ
の

手
続
き
を
し
て
い
な
い
学
生
も
い
た
。
そ
れ
ま
で
も
同
級
生
や
上
級
生
の
中
か
ら
歯
が
ぬ
け
る
よ
う
に
、
二
名
、
三
名
と
入
隊
す
る
者
が

い
た
。
本
科

一
八
期
生
は

一
九
四
三

（昭
和

一
八
）
年
九
月
に
繰
り
上
げ
卒
業
で
、
本
科
を
終
わ
つ
て
高
等
科

へ
進
む
者
も
い
た
が
、
九

月
末
に
猶
予
制
限
が
停
止
さ
れ
た
の
で
、　
一
〇
月
に
徴
兵
検
査
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。
赤
紙
令
状
が
き
て

一
二
月

一
日
が
第

一
回
学
徒

出
陣
で
、
そ
の
数
日
前
に
神
宮
外
苑
競
技
場
で
出
陣
式
が
あ
り
、
雨
の
中
で
東
条
首
相
の
閲
兵
を
う
け
た
。

０
一　
酒
井
総
長
邸
で
寺
子
屋
授
業

一
九
四
五

（昭
和
二
〇
）
年
、
本
科
二
〇
期
の
卒
業
式
は
三
か
月
繰
り
上
げ
で

一
二
月
と
な
つ
た
。
学
生
生
活
は
二
年
足
ら
ず
で
、
そ

れ
も
勤
労
奉
仕
の
た
め
の
時
間
が
多
く
、
授
業
を
受
け
た
の
は
正
味

一
年
半
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ

つ
た
。
初
め
の
半
年
は
ま
と
も
に
勉
強

で
き
た
が
、
あ
と
は
隔
月
に
授
業
と
勤
労
奉
仕
を
繰
り
返
し
、
「
学
徒
勤
労
令
」
が
出
て
か
ら
は
工
場
へ
行
く
日
の
ほ
う
が
多
く
な

つ
た
。

主
任
教
授
の
引
率
で
千
住
の
日
本
製
靴
や
向
島
の
鐘
ケ
淵
重
工
業
の
工
場

へ
行

つ
た
。
鐘
ケ
淵
で
は
紡
績
機
械
を
取
り
払

つ
て
兵
器
の
工

作
機
械
を
据
え
付
け
る
作
業
を
割
り
当
て
ら
れ
た
。

こ
の
当
時
は
、
軍
事
教
練
を
全
面
的
に
強
化
す
る
方
針
が
文
部
省
か
ら
示
さ
れ
て
、
池
袋
校
舎
の
中
庭
や
近
く
の
戸
山
ケ
原
で
絶
え
ず

突
撃
訓
練
や
肉
弾
攻
撃
訓
練
を
行
つ
た
。

や
が
て
徴
兵
猶
予
制
度
が
な
く
な
り
、
続
々
と
召
集
令
状
が
き
た
。
同
級
生
の
半
分
ぐ
ら
い
に
赤
紙
が
き
た
。

一
九
四
四

（昭
和

一
九
）
年
六
月
か
ら
残

つ
た
全
校
生
が
神
奈
川
県
の
浦
賀
ド
ツ
ク

ヘ
勤
労
動
員
さ
れ
た
。
工
員
の
寄
宿
舎
に
泊
ま
り

込
み
で
、
油
槽
船
や
戦
時
標
準
船
の
鋲
打
ち
が
仕
事
で
あ
つ
た
。

第
二
節
　
池
袋

・
青
砥
時
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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五
四

地
方
都
市
は
丸
焼
け
に
な

つ
て
も

「
軽
微
な
被
害
」
、
東
京
が

一
面
の
焼
け
野
原
に
な

つ
て
も

「
相
当
な
被
害
」
と
し
か
発
表
さ
れ
な

か
つ
た
し
、
う
つ
か
り
実
情
を
し
ゃ
べ
る
と
流
言
輩
語
で
警
察
や
憲
兵
に
捕
ま
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
情
報
管
制
の
時
期
で
あ
っ
た
。

一
九
四
五

（昭
和
二
〇
）
年
四
月

一
三
日
夜

一
一
時
か
ら

一
四
日
未
明
に
か
け
て
Ｂ
２９
、　
一
七
〇
機
が
来
襲
し
て
焼
夷
弾
を
投
下
し
、

こ
の
夜
皇
居
、
明
治
神
宮
な
ど
と
と
も
に
池
袋
校
舎
も
丸
焼
け
に
な

っ
た
。
当
時
学
院
の
用
務
員
を
し
て
い
た
磯
ケ
谷
さ
ん
の
話
に
よ
る

と
、
磯
ケ
谷
さ
ん
ら
職
員
二
人
と
防
空
要
員
の
学
生

一
〇
名
ぐ
ら
い
が
泊
ま
り
込
ん
で
い
た
が
、
焼
夷
弾
の
直
撃
を
受
け
た
た
め
重
要
書

類
を
防
空
壕

へ
移
し
て
逃
げ
出
す
の
が
精

一
杯
で
、
椎
名
町
駅
の
辺
り
か
ら
校
舎
が
燃
え
る
の
を
見

つ
め
て
い
る
よ
り
ほ
か
に
手
の
施
し

よ
う
が
な
か
つ
た
と
い
う
。
そ
の
重
要
書
類
も
壕
内
で
焼
失
し
、
無
事
だ
つ
た
の
は
も
う

一
人
の
職
員
が
身
に
つ
け
て
い
た

「
教
育
勅
語
」

だ
け
だ

つ
た
そ
う
で
あ
る
。
二
月

一
〇
日
、
四
月

一
三
、　
一
四
日
、
五
月
二
四
、
二
五
日
の
三
夜
の
空
襲
で
東
京
の
街
並
み
は
ほ
と
ん
ど

壊
滅
し
た
。
こ
の
空
襲
に
よ
る
東
京
の
犠
牲
者
は
二
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い
る
。

跡
形
も
な
か
つ
た
焼
け
跡
の
立
て
札
に
、
高
田
馬
場
に
近
い
酒
井
忠
正
総
長
の
邸
内
の
仮
校
舎
ま
で
の
案
内
図
が
書
い
て
あ
つ
た
。
酒

井
邸

一
帯
は
青
々
と
し
た
樹
木
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
大
き
な
応
接
間
と
、
別
棟
の
使
用
人
の
長
屋
を
四
室
に
区
切
つ
た
の
が
仮
校
舎
で
、

長
屋
の
ほ
う
は
畳
敷
き
で
あ
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
バ
ラ
ッ
ク
が
建
ち
は
じ
め
た
ば
か
り
の
当
時
と
し
て
、
雨
露
を
し
の
ぐ
に
十
分
な
だ
け
の

ス
ペ
ー
ス
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
学
生
に
と
つ
て
望
外
の
喜
び
で
あ
つ
た
。

当
時
の
服
装
は
学
生
服
、
国
民
服
、
軍
服
と
い
ろ
い
ろ
で
、
中
に
は
海
軍
の
将
校
服
姿
も
あ
つ
た
。
日
を
追
つ
て
復
学
す
る
人
が
増
え
、

「
お
互
い
よ
く
生
き
て
い
た
な
あ
」
と
喜
び
合

つ
た
が
、
生
死
の
ほ
ど
さ
え
わ
か
ら
な
い
同
級
生
も
何
人
か
い
て
、
学
生
数
は
三
分
の

一

ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
つ
た
。
先
生
方
も
ま
だ
揃
わ
ず
、
主
に
学
院
の
先
輩
の
山
本
正

一
先
生

（高

一
〇
卒
）
、
笠
井
輝
男
先
生

（高

一
〇

卒
）
、
猪
口
篤
志
先
生

（高

一
三
卒
）
、
藤
村
通
先
生

（本

一
五
卒
）
ら
の
若
い
先
生
方
の
指
導
で
、　
一
日
五
時
間
、
国
漢

・
経
済
の
授
業

を
受
け
た
。
明
日
は
ど
う
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
終
戦
直
後
の
社
会
的
混
乱
の
中
で
、
畳
に
座
つ
て
の
寺
子
屋
授
業
で
あ

つ
て
も
、
そ
こ



は
立
派
な
学
問
の
府
で
あ

つ
た
。
間
も
な
く
、
三
年
生
の
う
ち
、
ず

つ
と
学
校
に
残
留
し
て
い
た
学
生
が
繰
り
上
げ
卒
業
で
仮
校
舎
を
後

に
し
、
続
い
て
早
目
に
復
員
し
た
者
も

一
二
月
に
繰
り
上
げ
卒
業
と
な

つ
た
。
卒
業
式
は
二
部
合
わ
せ
て
三
〇
名
ぐ
ら
い
で
あ
つ
た
。

形
ば
か
り
の
卒
業
式
の
後
の
送
別
会
に
は
、
山
本
正

一
先
生
が
携
え
て
き
た
薬
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
ヤ
カ
ン
に
注
い
で
水
で
薄
め
、
誰
か

が
高
田
馬
場
の
ヤ
ミ
市

へ
走
つ
て
買

つ
て
き
た
ミ
カ
ン
の
汁
を
絞
り
込
ん
で
、
即
席
の
果
実
酒
で
杯
を
交
わ
し
て
別
れ
た
。
後
の
同
級
生

は
翌
年

一
月
、
葛
飾
区
の
青
砥
校
舎

へ
移

つ
て
か
ら
卒
業
し
た
の
で
、
本
科
二
〇
期
生
は
三
回
に
分
け
て
卒
業
式
を
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
も
総
数
五
〇
名
で
、
入
学
し
た
と
き
の
半
分
で
あ
る
。

酒
井
邸
の
三
か
月
は
短
い
期
間
で
あ
つ
た
が
、
学
生
た
ち
は
よ
う
や
く
オ
ア
シ
ス
に
た
ど
り
つ
い
た
旅
人
の
よ
う
に
、
先
生
の
講
義
の

一
言

一
句
が
、
渇
い
た
喉
を
通
る

一
滴

一
滴
の
清
水
の
よ
う
に
頭
の
中

へ
滲
み
こ
む
思
い
で
あ
つ
た
。

二
　
青

砥

時
代

酒
井
邸
の
仮
住
ま
い
校
舎
を
引
き
払

つ
て
葛
飾
区
青
砥
町
の
新
校
舎

へ
移

つ
た

一
九
四
六

（昭
和
二

一
）
年
か
ら
、
再
び
池
袋
校
舎

ヘ

戻
つ
た

一
九
四
九

（昭
和
二
四
）
年
ま
で
の
青
砥
時
代
は
、
戦
後
の
混
迷
と
困
窮
の
時
期
で
社
会
的
事
件
が
相
次
い
で
起
こ
り
、
人
心
も

荒
み
き
つ
て
、
行
く
末
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
有
様
で
あ

つ
た
。

一
九
四
五

（昭
和
二
〇
）
年
九
月
に
復
員
し
た
学
生
は
し
ば
ら
く
郷
里
に
い
て
、
イ
ン
フ
レ
や
新
円
切
り
替
え
で
学
資
の
不
安
は
あ
つ

た
も
の
の
、
も
う
い
ち
ど
学
問
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
翌
年
四
月
に
大
東
の
本
科

一
部

（当
時
は
東
洋
哲
学
科
と
も
呼
ん
で
い
た
）

に
入
学
し
、
移
つ
た
ば
か
り
の
青
砥
校
舎
の
寮

へ
入
つ
た
。
校
舎
は
中
川
の
堤
防
の
そ
ば
に
あ
つ
た
軍
需
工
場
の
建
物
に
ち
よ
つ
と
手
を

加
え
た
だ
け
の
も
の
で
、
作
業
場
跡
は
、
大
教
室

・
食
堂

，
図
書
館
に
、
二
棟
の
工
員
寮
は
、
階
下
を
普
通
教
室
、
三
階
を
学
生
の
寮
に

第
二
節
　
池
袋

・
青
砥
時
代

五

五
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五

六

あ
て
て
あ
つ
た
。　
一
〇
〇
な
い
し
三
〇
〇
坪
ほ
ど
の
広
場
は
校
庭
に
使
つ
て
い
た
。
校
門
を
入
つ
て
右
側
の
塀
に
沿
つ
て
、
九
段
校
舎
ゆ

か
り
の
梧
桐
が
そ
こ
に
も
数
本
茂
つ
て
い
た
。

志
道
寮
と
名
付
け
た
学
生
寮
は
、
二
〇
畳
間
が
南
寮
と
北
寮
に
そ
れ
ぞ
れ
四
寮
ず

つ
合
計
八
室
あ
つ
て
、　
一
室
に

一
〇
名
前
後
の
寮
生

た
ち
が
入
つ
て
い
た
。
全
校
で
四
〇
〇
名
ほ
ど
で
あ

っ
た
か
ら
、
三
割
ぐ
ら
い
の
学
生
が
寮
に
泊
ま

つ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
舎
監
の
吉

村
五
郎
先
生

（本
七
卒
）
を
は
じ
め
、
中
沢
希
男

・
笠
井
輝
男

（高

一
〇
卒
）

・
波
多
野
太
郎

（高
九
卒
）

・
藤
村
通

（本

一
五
卒
）
ら

若
手
の
各
先
生
方
も
ご
家
族
と
、
あ
る
い
は
お
ひ
と
り
で
別
棟
の
宿
舎
に
寝
泊
ま
り
し
て
お
ら
れ
た
。
後
に
総
長
に
な
ら
れ
た
土
屋
久
泰

先
生
も
千
駄
ヶ
谷
の
宿
舎
か
ら
越
し
て
こ
ら
れ
、
ま
た
、
用
務
員
の
磯
ケ
谷
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
夫
婦
も
住
ん
で
い
て
、
校
内
は
大

東
大
家
族
の
観
を
呈
し
て
い
た
。

授
業
は

一
、
二
部
合
同
で
五
〇
名
ぐ
ら
い
で
あ
つ
た
。
教
科
書
は
先
輩
か
ら
借
用
す
る
か
古
本
を
手
に
入
れ
る
し
か
方
法
が
な
く
、
焼

け
残

つ
た
神
田
の
書
店
街
の
山
本
書
店
や
内
山
書
店

へ
よ
く
通
つ
た
学
生
も
い
た
。
活
字
に
飢
え
て
い
た
人
た
ち
の
需
要
で
古
本
の
値
が

出
始
め
た
こ
ろ
で
あ

つ
た
の
で
、
和
綴
の
音
の
本
に
二
、
〇
〇
〇
円
以
上
の
値
の
つ
い
て
い
る
も
の
も
あ
つ
た
。
従

つ
て
学
生
が
使
う
教

科
書
の
体
裁
は
い
ろ
い
ろ
で
、
文
庫
本
で
間
に
合
わ
せ
て
い
る
学
生
も
あ
り
、
先
生
の
中
に
は
謄
写
印
刷
で
教
科
書
を
作

つ
て
使
わ
せ
て

く
れ
た
方
も
お
ら
れ
た
。
東
洋
哲
学
の
原
富
男
先
生
は
厳
し
い
方
で
、
学
生
が
返
り
点
や
送
り
仮
名
の
つ
い
た

『
漢
籍
国
字
解
』
本
な
ど

を
使

つ
て
い
た
り
す
る
と
、
大
東
生
た
る
者
が
そ
ん
な
本
を
使
つ
て
い
て
は
困
る
で
は
な
い
か
、
と
い
つ
て
お
し
か
り
に
な
ら
れ
た
。

寮
の
給
食
は
配
給
食
糧
だ
け
で
、
雑
炊
や
芋
粥
に
し
て
腹
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
の
が
や
つ
と
と
い
う
状
態
で
あ
つ
た
。
そ
れ
も
遅
配
が
ち

で
、
誰
も
が
栄
養
不
足
で
あ

つ
た
。
寮
の
辺
り
は
場
所
が
ら
蚊
が
多
く
、
そ
れ
も
大
き
く
て
退
し
い
奴
で
あ

つ
た
の
で
、
刺
さ
れ
る
と
あ

と
が
化
膿
し
て
な
か
な
か
治
ら
な
か
つ
た
の
も
、
栄
養
失
調
で
抵
抗
力
が
な
く
な
つ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
山
口
と
い
う
判
事
が
ヤ
ミ
物

資
を
拒
否
し
て
餓
死
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
は
皆
が
感
銘
を
受
け
た
が
、
学
生
た
ち
は
若
い
体
を
保
つ
た
め
に
懸
命
で
、
京
成
電
車
の



青
砥
駅
付
近
や
隣
の
立
石
町
の
ヤ
ミ
市
場
で

「栄
養
補
給
」
を
し
た
り
、
電
車
に
乗

つ
て
遠
く
千
葉
県
の
津
田
沼
近
在

へ
芋
の
買
い
出
し

に
行
つ
た
り
し
た
。
寮
に
は
後
に
自
炊
所
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
特
設
さ
れ
て
、
各
自
が
自
由
に
炊
事
が
で
き
る
仕
組
み
に
な

つ
た
。
調
味

料
は
塩
さ
え
手
に
入
ら
ず
、
郷
里
か
ら
も
つ
て
き
た
岩
塩
の
塊
を
削

つ
て
使
用
し
た
者
も
あ
つ
た
。

初
め
の

一
学
期
は
上
京
の
と
き
身
に
つ
け
て
き
た
三
、
〇
〇
〇
円
で
賄

つ
て
い
た
が
、
激
し
い
イ
ン
フ
レ
で
物
価
は
倍
々
式
に
値
上
が

り
し
、
例
え
ば
都
電
が
、
五
〇
銭
が

一
円
、
二
円
、
三
円
五
〇
銭
と
二
年
間
に
四
度
も
上
が
る
と
い
う
ふ
う
で
、　
一
か
月

一
、
〇
〇
〇
円

で
は
と
て
も
過
ご
せ
な
く
な
つ
た
。
学
資
か
せ
ぎ
の
た
め
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
流
行
し
、
志
道
寮
か
ら
も
紙
芝
居
や
ピ
ー
ナ
ツ
ツ
売
り
、
進

駐
軍
労
務
に
出
か
け
る
人
が
増
え
た
。
寮
は
寝
る
だ
け
で
、
昼
間
は
ア
ル
バ
イ
ト
に
か
か
り
き
り
と
い
う
専
門
家
も
現
れ
、
ま
た
当
時
の

社
会
党
の
闘
将
で
、
代
議
士
に
も
な

つ
た
島
上
善
五
郎
氏
の
息
子
さ
ん
が
二
部
に
い
て
、
良
く
社
会
主
義
的
な
演
説
を
行

つ
た
。
城
束
の

片
隅
の
大
東
に
も
時
代
の
波
が
打
ち
寄
せ
て
き
た
と
い
え
る
。
ま
た
女
子
学
生
も
ぽ
つ
ぽ
つ
入
学
し
て
い
た
。

楽
し
み
と
い
え
ば
、
中
川
の
堤
防
を
高
唱
し
な
が
ら
散
歩
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
都
心
は
焼
け
跡
と
青
物
市
場
の
雑
踏
だ
け
で
、
た
ま

た
ま
出
か
け
て
も
腹
が
減
る
だ
け
で
あ

つ
た
。
勉
強
す
る
以
外
に
時
間
を
つ
ぶ
す
方
法
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
つ
た
が
、
と
に
か
く
皆

が
よ
く
勉
強
し
た
。
当
時
は
電
力
不
足
と
故
障
で
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
停
電
が
あ
り
、
電
灯
が
消
え
る
と
寝
る
し
か
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
京

成
電
車
の
鉄
橋
の
側
の
踏
切
の
信
号
灯
の
明
か
り
の
下
で
、
本
を
開
い
て
勉
強
し
て
い
た
寮
生
も
い
た
。
こ
れ
こ
そ
昭
和
の
蛍
雪
の
図

―

‐
で
あ
る
。
当
時
の
大
束
の
学
生
は
お
お
か
た
が
こ
う
い
う
姿
勢
で
学
問
に
対
し
て
い
た
。

志
道
寮
の
生
活
は
初
め
か
ら
計
画
し
て
つ
く
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
や
む
を
得
な
い
事
情
と
必
要
が
重
な
つ
て
学
住
近
接
師
弟
同
屋

の
形
を
採

つ
た
―

と
い
う
よ
り
、
そ
ん
な
形
に
追
い
込
ま
れ
た
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。
け
れ
ど
も
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
の
物
質
的

困
窮
と
い
う

一
つ
の
極
限
状
況
の
中
で
、
学
生
同
士
、
学
生
と
教
師
が
年
齢

・
思
想

・
信
条

・
学
問
を
超
え
て
互
い
に
い
た
わ
り
合
い
、

学
問
を
研
鑽
し
合
い
、
そ
こ
か
ら
人
間
的
な
触
れ
合
い
の
尊
さ
と
真
の
学
問
追
究
の
あ
り
方
を
見
い
出
し
て
い
つ
た
。
昔
の
塾
は
こ
の
よ

第
二
節
　
池
袋

・
青
砥
時
代

五
七
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五
八

う
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
の
か
と
想
像
さ
れ
る
。
毎
年

一
回
秋
に
行

つ
た
寮
祭
は
各
部
屋
の
出
し
物
で
に
ぎ
わ
い
、
楽
し
い
も
の
で
あ

つ

た
。
物
質
的
に
は
貧
し
か
つ
た
が
、
精
神
的
に
は
満
ち
足
り
た
青
春
の
日
々
で
あ

つ
た
。
大
束
の
歴
史
の
中
で
も
、
恐
ら
く
当
時
の
大
東

生
の
生
涯
に
と
っ
て
も
、
特
異
な

一
時
期
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

三
　
第
二
次
池
袋
時
代

０
一　
幻
の
校
名

″文
政
大
学
″

一
九
四
九

（昭
和
二
四
）
年
の
学
制
改
革
で
高
等
専
門
学
校
の
大
東
文
化
学
院
は
廃
止
さ
れ
、
新
制
の
東
京
文
政
大
学
が
発
足
し
た
。

こ
れ
に
伴

つ
て
同
年
の

一
〇
月
に
は
青
砥
か
ら
池
袋
の
旧
校
舎
跡
地
の
新
校
舎

へ
移
転
し
た
が
、
「
大
東
文
化
」
の
名
を
付
け
る
の
も
遠

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
極
め
て
不
利
な
客
観
情
勢
の
中
で
、
大
学
の
許
可
を
取
り
付
け
、
財
政
難
を
押
し
て
校
舎
の
移
転
を
実

現
し
た
の
は
、
当
時
の
理
事
者
や
同
窓
の
先
輩
有
志
の
非
常
な
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

当
座
の
池
袋
校
舎
は
、
本
造
三
階
建
て
の

一
棟
だ
け
で
、
道
の
向
こ
う
に
あ
つ
た
池
袋
第
三
小
学
校
の
ほ
う
が
ず

つ
と
大
学
ら
し
い
建

物
で
あ

つ
た
。
新
制
大
学
ブ
ー
ム
で
入
学
志
望
者
も
進
学
校
の
選
択
基
準
に
迷
い
、
施
設
の
善
し
悪
し
を
目
安
に
す
る
者
も
多
か
つ
た
こ

と
も
あ

つ
て
、　
一
棟
し
か
な
い
東
京
文
政
大
学
の
志
望
者
は
学
院
時
代
よ
り
も
減

つ
て
し
ま
つ
た
。
二
期
生
の
う
ち
政
治
経
済
科
の
定
例

の
入
学
式
に
出
席
し
た
新
入
生
は

一
名
で
あ
っ
た
。
学
長
室
で
土
屋
久
泰
学
長
の
目
の
前
で
署
名
し
、
ひ
と
言
か
ふ
た
言
、
学
長
の
訓
示

が
あ
つ
て
そ
れ
で
終
わ
つ
た
。
日
文
科

・
中
文
科
の
入
学
式
も
二
、
四
名
ず

つ
で
あ
っ
た
。



し
か
し
、
学
院
卒
業
生
で
再
入
学
す
る
者
や
途
中
入
学
の
新
入
生
も
あ

つ
て
、
人
数
は
次
第
に
増
え
た
。
戦
後
社
会
の
転
換
期
ら
し
く

学
生
の
年
齢

・
経
歴
は
雑
多
で
、
小
学
校
の
教
員
を
や
め
て
出
直
す
者
や
、
外
地
の
捕
虜
収
容
所
か
ら
復
員
し
た
三
〇
歳
前
後
の
人
々
が

何
名
か
い
た
し
、
女
子
学
生
も
数
名
加
わ

つ
た
。
息
子
が
就
職
し
た
か
ら
教
員
を
や
め
て
勉
強
し
な
お
す
と
い
う
五
十
何
歳
か
の
者
も
い

た
。　
一
般
教
養
は

一
年
生
と
二
年
生
の
合
同
で
、
そ
れ
で
も
普
通

一
〇
名
か
ら
二
〇
名
ほ
ど
の
授
業
で
あ
つ
た
。

一
九
五
〇

（昭
和
二
五
）
年
は
朝
鮮
動
乱
が
起
き
て
ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
が
変
わ
り
、
レ
ツ
ド
‐
パ
ー
ジ
が
あ

つ
た
り
、　
一
九
五
二

（昭
和
二
七
）
年
に
は
皇
居
前
の
メ
ー
デ
ー
事
件
が
起
こ
つ
た
り
し
て
、
若
者
の
気
も
落
ち
着
か
な
か
つ
た
時
期
で
あ

つ
た
。
大
学
の
数
は

増
え
た
も
の
の
、
全
般
的
に
進
学
希
望
者
が
少
な
く
、
ま
し
て
国
体
護
持
の
旗
を
掲
げ
て
き
た
学
院
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
文
政
大
学
は
、

時
流
に
悼
さ
す
身
軽
さ
も
な
く
、
篤
志
寄
附
の
道
も
な
く
な

つ
て
、
財
政
的
に
は
窮
乏
の
底
に
あ
つ
た
。
学
生
を
増
や
す
た
め
に
夜
間
授

業
も
行
わ
れ
た
。

戦
後
に
は
何
度
か
経
営
上
の
危
機
が
あ
つ
た
が
、
財
政
的
な
ピ
ン
チ
は
こ
の
時
期
が
最
も
深
刻
だ
つ
た
よ
う
だ
。
そ
ん
な
中
で
新
校
舎

の
施
設
を
拡
充
し
て
い
つ
た
苦
労
は
並
大
抵
で
は
な
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
さ
ら
に
二
校
舎
が
増
築
さ
れ
、
コ
の
字
型
の
校
舎
に
な
つ
た
が
、
近
く
の
立
教
大
学
の
施
設
に
比
べ
る
と
程
遠
く
、
「
大
学
は

外
見
よ
り
内
容
だ
、
施
設
よ
り
実
力
だ
」
と
歯
を
食
い
し
ば
つ
た
こ
と
も
あ
つ
た
。
運
動
器
具
と
い
え
ば
卓
球
台
ぐ
ら
い
の
も
の
で
、
体

育
は
ス
キ
ー
や
ピ
ク
ニ
ツ
ク
に
出
掛
け
て
、
そ
れ
で
単
位
が
与
え
ら
れ
た
。
学
生
数
が
少
な
か
つ
た
の
で
、
九
段
時
代
を
思
わ
せ
る
よ
う

な
和
気
が
に
じ
み
出
て
い
た
。
当
時
教
務
課
長
を
し
て
お
ら
れ
た
藤
村
通
先
生

（本

一
五
卒
）、
学
生
課
長
の
渡
辺
幸
吉
先
生
は
兄
貴
の

よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
用
務
員
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
掃
除
の
二
人
の
お
ば
さ
ん
は
親
代
わ
り
で
、
お
ば
さ
ん
た
ち
は
服
の
ほ
こ
ろ

び
を
縫

っ
て
く
れ
た
り
、
学
生
も
そ
の
お
礼
に
、
故
郷
の
土
産
を
忘
れ
な
い
と
い
つ
た
温
か
い
親
し
み
の
あ
る
学
内
生
活
そ
の
も
の
で
あ

つ
た
。

第
二
節
　
池
袋

・
青
砥
時
代

五
九
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六
〇

一
九
五

一

（昭
和
二
六
）
年
に
、
校
名
が
東
京
文
政
大
学
か
ら
文
政
大
学
に
な
り
、　
一
九
五
三

（昭
和
二
八
）
年
に
大
東
文
化
大
学
に

な

つ
た
。
大
東
文
化
に
戻
す
に
つ
い
て
は
、
学
院
時
代
の
同
窓
生
や
在
校
生
、
特
に
学
院
を
卒
業
し
て
大
学

一
期
生
に
な

つ
た
Ｏ
Ｂ
に
強

い
要
望
が
あ
り
、　
一
期
生
の
卒
業
ま
ぎ
わ
に
校
名
変
更
の
許
可
が
あ

つ
た
。
従
つ
て

一
期
生
の
卒
業
証
書
も
大
東
文
化
大
学
に
な

つ
た
の

で
、
文
政
大
学
名
は
卒
業
証
書
に
な
か
つ
た
わ
け
で
あ
る
。

０
　
板
橋
校
舎
へ
の
移
転
前
後

池
袋
の
後
期
時
代
か
ら
板
橋
校
舎

へ
移
転
す
る
前
後
は
、
本
学
に
と

つ
て
、
社
会
的
な
つ
な
が
り
の
中
で
問
題
が
多
か
つ
た
時
期
で
あ

る
。当

時
は
文
政
学
部
だ
け
で
、
日
文

・
中
文

。
政
治
経
済
の
三
科
で
あ

つ
た
。　
一
般
の
大
学
に
女
子
学
生
が
目
立

つ
て
多
く
な
り
、
「
女

子
学
生
亡
国
諭
」
が
世
間
の
話
題
に
な
つ
た
時
期
で
あ
る
。
上
級
生
、
下
級
生
が
入
り
混
つ
て
の
授
業
も
あ
つ
て
、
人
間
関
係
を
生
む
の

に
有
意
義
な
機
会
で
あ

つ
た
。

漢
学
の
サ
ー
ク
ル
が
で
き
て
い
て
、
学
生
た
ち
は
無
窮
会

へ
よ
く
行

つ
て
塩
谷
温
先
生
の
お
話
を
伺

つ
た
。
猪
口
篤
志
先
生

（高

一
三

卒
）
の
熱
意
あ
ふ
れ
る
講
義
は
学
生
を
ひ
き
つ
け
、
国
文
の
授
業
で
は
銀
髪
鮮
や
か
な
風
貌
と
優
し
い
声
で

「
更
級
日
記
」
を
講
じ
ら
れ

た
佐
成
謙
太
郎
先
生
の
人
気
が
高
か
つ
た
。

書
道
は
、
教
授

・
先
輩

・
在
校
生
を
含
め
た

「書
道
学
会
」
が
発
足
し
、
全
国
的
な
展
覧
会
で
会
員
が
続
々
と
頭
角
を
現
し
た
。

ま
た
、
本
学
の
書
道
の
道
づ
く
り
は
、
日
本
文
学
科

・
中
国
文
学
科
を
中
心
に
、
そ
の
専
門
学
力
を
背
景
と
し
つ
つ
、
書
道
実
習
科
目

の
強
化
に
よ
る
高
等
学
校
書
道
教
員
志
望
学
生
の
実
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、　
一
九
五
六

（昭
和
三

一
）
年
度
か
ら
の
講
座
の
編
成
強
化



は
、
学
生
の
教
育
の
充
実
と
併
せ

「
ひ
ろ
く
大
学
教
育
の
問
戸
を
開
放
」
す
る
こ
と
と
な
り
、
本
学
特
有
の

「
書
道
公
開
講
座
」
を
開
設

発
展
す
る
に
至
つ
た
。

社
団
法
人

「
日
本
書
道
連
盟
」
と
の
共
催
で
、
書
道
界
屈
指
の
教
授
陣
で
網
羅
し
、
全
国
に
そ
の
名
を
轟
か
す
ま
で
に
な
つ
た
。
と
も

あ
れ
、
教
授
の
中
に
先
輩
が
お
り
、
親
し
み
を
込
め
て
教
え
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
幸
せ
で
あ
る
。

書
道
部
と
吟
詠
部
の
活
躍
は
学
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
た
。
書
道
部
に
は
学
生
の
半
数
近
く
が
所
属
し
て
い
て

「
学
生
書
道
連
盟
」

結
成
の
主
軸
に
な
つ
た
し
、
坂
本
通
先
生

（高

一
三
卒
）
を
師
と
す
る
吟
詠
部
は
、
各
種
の
企
画
で
大
束
の
名
を
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

女
子
部
員
も
大
勢
い
て
、
夏
休
み
に
は
毎
年
青
森

・
北
海
道

・
長
野
な
ど
に
合
宿
し
、
近
く
の
高
校
を
訪
問
し
て
親
交
を
深
め
、
学
生
募

集
に
も

一
役
担
う
に
至
つ
た
。

一
九
五
九

（昭
和
三
四
）
年
に
は
池
袋
か
ら
銀
座

。
新
宿

へ
の
地
下
鉄
丸
の
内
線
が
開
通
し
、
東
京
タ
ワ
ー
も
建
設
さ
れ
た
が
、　
一
方

で
は
伊
勢
湾
台
風
が
あ
り
、
水
俣
病
が
表
面
化
し
、
そ
し
て
六
〇
年
安
保
を
中
心
に
全
学
連
の
動
き
が
活
発
に
な
つ
た
。

さ
ら
に
翌
年
に
は
全
学
連
が
本
学

ヘ
テ
コ
入
れ
に
き
た
が
、
「
こ
の
期
に
中
立
な
ど
あ
り
得
な
い
」
と
い
う
外
部
の
罵
声
に
動
揺
す
る

学
生
も

一
部
に
あ
つ
て
、
岸
首
相
の
渡
米
阻
止
な
ど
の
デ
モ
に
出
か
け
た
者
も
多
少
い
た
。
し
か
し
彼
ら
も
学
園
の
雰
囲
気
を
承
知
し
た

の
か
、
学
内
で
他

へ
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
し
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

全
学
連
の
デ
モ
は
つ
い
に
千
余
人
の
死
傷
者
を
出
し
た
国
会
内
乱
入
事
件
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
が
、
こ
の
時
期
に
自
治
会
が
平
静
を

保

つ
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
激
し
い
学
生
運
動
の
中
で
大
東
独
自
の
穏
健
の
道
を
選
ば
せ
る
こ
と
に
な

つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
九
六

一

（昭
和
三
六
）
年
九
月
に
板
橋
校
舎
の
新
築
が
成

つ
て
池
袋
か
ら
移
転
し
、
大
学

一
〇
期
生
は
新
校
舎
で
初
の
卒
業
式
を
迎

え
た
。

池
袋
の
後
期
は
新
校
舎

へ
の
移
転
に
よ
つ
て
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
広
い
野
原
に
出
た
思
い
で
あ
つ
た
。
校
舎
移
転
に
つ
い
て
は
政

・
財

第
二
節
　
池
袋

・
青
砥
時
代

⊥ハ
　
一
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界
人
に
よ
る
強
力
な
後
援
会
が
組
織
さ
れ
、
金
子
昇
先
生

（本

一
一
卒
）
や
堀
田
太
郎
先
生

（本
七
卒
）
な
ど
学
内
の
先
輩
は
遠
大
な
計

画
を
抱
い
て
将
来
を
見
つ
め
、
学
生
に
夢
を
与
え
続
け
て
お
ら
れ
た
が
、
そ
の
第

一
歩
が
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
地
鎮
祭
に
は
学
生
代

表
も
参
列
し
た
。
曇
り
空
、
膚
を
刺
す
冷
た
い
風
の
日
で
あ

つ
た
。
畑
地
の

一
角
の
天
幕
の
中
で
、
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
玉
串
を

捧
げ
た
の
で
あ
る
。

最
初
の
校
舎
は
、
現
在
の

一
号
館
の
位
置
に
建
築
し
た
ス
チ
ー
ム
暖
房
の
き
い
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
四
階
建
て
の
新
校
舎
だ

け
で
あ
つ
た
が
、
快
適
で
出
席
率
は
目
に
見
え
て
よ
く
な
つ
た
。
暖
房
に
誘
わ
れ
て
つ
い
居
眠
り
す
る
者
も
い
た
。



第
四
節
　
板
橋

。
東
松
山
時
代

一
　

新
制
大
学
発
足
当
時

大
束
の
命
運
を
賭
け
る
新
制
大
学
昇
格
運
動
に
、
総
長
を
中
心
と
し
た
理
事

・
教
授

・
卒
業
生

・
在
校
生
が

一
丸
と
な

つ
て
努
力
し
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
当
時
の
総
長
は
鵜
沢
総
明

・
藤
塚
鄭

・
土
屋
久
泰
各
氏
の
三
代
に
ま
た
が
る
。
鵜
沢
総
長
は
東
京
裁
判
の
国

際
弁
護
団
副
団
長
に
就
任
の
た
め
、　
一
九
四
七

（昭
和
三
二
）
年

一
二
月
総
長
辞
任
、
後
任
と
し
て
藤
塚
鄭
博
士
が
就
任
し
た
が
、
翌

一

九
四
八
年

一
二
月
逝
去
さ
れ
、
代
わ

つ
て
当
時
理
事
長
で
あ
っ
た
土
屋
久
泰
氏
が
大
東
浮
沈
に
か
か
わ
る
重
大
時
機
に
総
長
に
就
任
さ
れ

た
。

０
　
基
盤
を
失
い
孤
立
無
援

学
院
は
創
立
当
初
よ
り
協
会
会
頭
に
は
政
界
の
巨
頭
が
就
任
し
、
こ
れ
を
た
す
け
る
副
会
頭

・
理
事

・
幹
事
に
は
同
じ
く
政
界
の
実
力

者
が
参
画
し
、
維
持
発
展
を
図

つ
て
き
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

一
九
四
二

（昭
和

一
七
）
年
、
当
時
副
会
頭
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
大
東

創
立
功
労
者
の
第

一
人
者
で
あ
る
木
下
成
太
郎
先
生
が
逝
去
さ
れ
、
ま
た
長
ら
く
副
会
頭

・
会
頭

・
総
長
の
要
職
に
あ

つ
た
酒
井
忠
正
伯

第
四
節
　
板
橋

・
東
松
山
時
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



第

一
章
　
七
〇
年
の
歩
み

六

四

爵
は

一
九
四
六

（昭
和
二

一
）
年
戦
犯
に
問
わ
れ
、
さ
ら
に
二
部
制
施
行
や
池
袋
校
舎

（前
期
）
建
設
時
の
功
労
者
で
あ

つ
た
宮
沢
裕
衆

議
院
議
員
も
終
戦
後
公
職
を
追
放
さ
れ
る
に
至
つ
て
政
界
か
ら
の
支
援
を
失
い
、
総
長
を
中
心
と
し
た
理
事

・
教
授

・
卒
業
生
の
尽
力
に

よ
つ
て
、
こ
の
難
関
を
切
り
抜
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
つ
た
。

敗
戦
に
よ
る
痛
手
は
、
儒
教
振
興
を
標
榜
し
た
建
学
精
神
で
あ
る
だ
け
に
、
当
時
の
国
情
と
し
て
国
庫
、
政
界
か
ら
の
援
助
を
も
断
た

れ
る
と
い
う
不
測
の
事
態
に
至
り
、
こ
の
苦
境
に
あ

つ
て
自
立
自
存
の
方
途
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
。
こ
の
間
に
処
し
て
奔

走
努
力
さ
れ
た
当
事
者
の
労
苦
は

一
通
り
で
な
か
つ
た
こ
と
と
感
謝
に
耐
え
な
い
。
当
時
の
状
況
を
時
枝
満
康
氏

（高
五
卒
、
当
時
理
事

と
し
て
昇
格
運
動
に
尽
力
）
は
次
の
よ
う
に
語
つ
て
い
る
。

「
昇
格
認
可
の
障
害
と
な

つ
た
の
は
、
①
大
束
の
校
名
は
避
け
た
い
、
②
校
舎
の
環
境
が
好
ま
し
く
な
い
、
③
図
書
館
設
備
が
な
い
」

の
三
点
で
あ
っ
た
。

「大
東
」
の
校
名
は
戦
時
色
払
拭
の
意
味
か
ら
も
、
こ
れ
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
青
砥
の
校
舎
は
も
と
も
と
工
場
の
少
年

工
訓
練
所
と
寄
宿
舎
で
あ
り
、
し
か
も
中
川
堤
防
下
に
あ
つ
て
、
立
地
条
件
も
環
境
も
良
好
で
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
図
書
館
は

昇
格
に
備
え
て
、
学
生
か
ら

一
名

一
、
五
〇
〇
円
の
寄
附
金
を
集
め
て
基
金
に
充
当
し
、
校
舎
隣
接
の
地
を
借
り
入
れ
て
建
設
に
着
手
し

た
が
、
た
ま
た
ま
カ
サ
リ
ン
台
風
の
襲
来

（
一
九
四
七

〈
昭
和
三
二
〉
年
九
月
）
に
よ
り
倒
壊
し
て
し
ま

つ
た
。
こ
の
よ
う
な
悪
条
件
の

た
め
、　
一
九
四
九

（昭
和
二
四
）
年
二
月
の
第

一
回
審
査
は
遂
に
認
可
保
留
と
い
う
悲
じ
む
べ
き
事
態
に
遭
遇
し
た
。

そ
こ
で
土
屋
理
事
長
を
中
心
と
し
て
、
佐
成

・
水
本

・
原

（富
男
）
の
各
氏
と
協
議
し
て
再
審
査
申
請
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
も
不
認
可
、
こ
の
こ
ろ
鵜
沢
総
明
先
生

（当
時
は
明
大
総
長
）
も
会
議
に
列
席
さ
れ
、
明
治
大
学
に
合
併
し
た
ら
ど
う
か
と
の
案
も
出

さ
れ
た
。
誰
も
が
大
学
に
昇
格
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
非
常
に
苦
慮
し
た
。
も
し
昇
格
不
可
能
な
ら
ば
、
制
度
上
、
専
門
学
校
と
し

て
の
存
続
は
不
可
能
で
あ
り
、
廃
校
以
外
に
方
法
は
な
い
、
か
と
言
つ
て
他
大
学

へ
の
合
併
は
忍
ぴ
が
た
い
。
そ
こ
で
同
郷
で
知
人
の
間



柄
で
あ
り
、
当
時
審
査
委
員
で
あ
っ
た
加
藤

一
夫
氏
に
懇
願
し
、
校
名
を

「
東
京
文
政
大
学
」
と
し
、
環
境
問
題
も
旧
池
袋
の
地
に
復
帰

し
、
諸
設
備
を
整
え
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
再
審
査
方
を
極
力
懇
請
し
た
。
こ
の
結
果
、
同
氏
の
計
ら
い
に
よ
り
辛
う
じ
て
同
年
四
月
、

認
可
さ
れ
る
に
至
つ
た
。

な
お
、
校
名
に
つ
い
て
は
、　
一
九
五
三

（昭
和
二
八
）
年
四
月
、
同
窓

・
在
校
生
の
強
い
要
望
に
よ
り
、
「
大
東
文
化
大
学
」
の
旧
名

に
復
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

一
方
同
窓
会
に
お
い
て
も
母
校
の
死
活
問
題
で
あ
る
だ
け
に
、　
一
大
協
力
運
動
を
展
開
し
た
。
ま
ず
大
学
昇
格
に
必
要
な
校
舎
建
設
の

た
め
の
寄
附
金
募
集
運
動
で
あ

つ
た
。
協
会
か
ら
募
金
趣
意
書
が
各
方
面
に
送
付
さ
れ
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
同
窓
会
で
も
全
国
同
窓
に
、

「
学
院
興
廃
の
岐
路
に
際
し
、
全
国
同
窓
諸
君
に
怒
ふ
」
と
い
う
檄
文
を
飛
ば
し
た
。
「
わ
れ
わ
れ
は
自
己
の
生
活
の

一
部
を
犠
牲
に
し
て

で
も
母
校
存
続
の
義
挙
に
参
画
し
、
率
先
し
て
基
金
を
納
め
る
べ
き
で
は
…
…
と
、　
一
口

一
、
〇
〇
〇
円
、
二
日
以
上
の
納
入
を
切
々
と

訴
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
檄
文
は

一
九
四
九

（昭
和
二
四
）
年

一
月
、
同
窓
会
有
志
代
表
、
岸
本
美
之
留

（本

一
卒
）

・
舞
田
正
達

（高

七
卒
）

・
坂
本
通

（高

一
三
卒
）
氏
ら
の
連
名
で
あ
っ
た
。

次
い
で
二
月
二
二
日
付
で
、
時
枝
会
長
の
名
で
、
「
重
ね
て
同
窓
会
会
員
諸
君
の
情
熱
に
想
ふ
」
と
い
う
第
二
弾
が
発
せ
ら
れ
た
。
そ

れ
は
、
昇
格
の
第

一
次
審
査
の
認
可
が
保
留
と
な

つ
て
、
い
よ
い
よ
存
亡
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
と
き
で
あ

つ
た
。
同
窓
会
と
し
て
は
、

総
会
を
開
い
て
次
の
項
目
を
決
議
し
た
。

①
　
学
院
は
あ
く
ま
で
も
存
続
さ
せ
る
こ
と

②
　
存
続
方
法
は
寄
附
行
為
に
よ
る
こ
と

③
　
同
窓
会
分
担
は

五
〇
万
円
と
す
る
こ
と

④
　
寄
附
行
為
と
並
行
し
て
学
院
並
び
に
同
窓
会
の
改
革
を
行
う
た
め
直
ち
に
小
委
員
会
を
設
け
る
こ
と

第
四
節
　
板
橋

・
東
松
山
時
代

六

五
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以
上

の
よ
う
な
熱
意

の
結
集
す
る
と
こ
ろ
、　
一
人
五
、
〇
〇
〇
円
か
ら
最
高
三
万
五
、
〇
〇
〇
円
を
醸
出
す
る
同
窓
並
び
に
各
方
面
有

志
が
陸
続
と
あ
ら
わ
れ
、
約

一
〇
〇
万
円
の
資
金
が
集
ま
り
、
校
舎
上
棟
式

に
間
に
合

い
、
建
設
資
金

の

一
部

に
あ
て
ら
れ
、
ほ

つ
と
胸

を
な

で
お
ろ
し
た

こ
と
で
あ
る
。

０
　
振
興
計
画
と
そ
の
経
過

一
九
四
五

（昭
和
二
〇
）
年
、
池
袋
校
舎
焼
失
以
来
、
青
砥

・
第
二
次
池
袋
時
代
を
経
て
大
東
文
化
存
亡
の
苦
難
の
時
代
は
し
ば
ら
く

続
い
た
。
大
束
の
命
運
を
賭
け
て
、
理
事

・
教
授

・
卒
業
生

・
在
校
生
が

一
丸
と
な

つ
て
努
力
し
て
き
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

一
九
五
九

（昭
和
三
四
）
年

一
一
月
、
学
生
募
集
対
策
、
並
び
に
就
職
対
策
等
の
強
化
を
図
る
目
的
で
、
大
学
事
務
局
に
新
た
に
外
務

課
が
設
け
ら
れ
、
堀
田
太
郎
常
任
理
事

（本
七
卒
）
に
よ
る
三
〇
〇
名
目
標
の
募
集
計
画
案
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
た
の
募
集
対
策
委
員
会

を
中
心
と
し
て
、
学
生
自
治
会
、
学
生
部
活
動
、
同
窓
会
支
部
活
動
に
重
点
を
お
き
、
と
り
あ
え
ず
事
務
局
職
員
を
左
記
の
よ
う
に
各
地

に
派
遣
、
都
道
府
県
下
の
各
高
校
を
巡
回
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

北
海
道

・
東
北

・
四
国
　
　
大
西
経
信
課
長

（本

一
六
卒
）

近
畿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
達
正
主
事

（大
三
卒
）

中
部

・
北
陸
　
　
　
　
　
　
荒
井
民
吉
主
事

（大
三
卒
）

東
海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
邦
宏
主
事

（大
四
卒
）

九
州

・
北
陸
　
　
　
　
　
　
下
田
博

一
主
事

（大
四
卒
）

東
京
都

・
関
東
　
　
　
　
　
金
子
　
昇
局
長

（本

一
一
卒
）



募
集
活
動
資
金
に
つ
い
て
は
、　
一
九
六
〇

（昭
和
三
五
）
年
四
月

一
〇
日
以
降
の
返
済
期
限
を
も
つ
て
富
士
銀
行
よ
り
五
〇
万
円
を
借

り
入
れ
、
こ
れ
に
あ
て
た
。

な
お
、
学
生
募
集
の
巡
回
に
は
、
各
高
等
学
校
の
教
員
採
用
情
報
の
収
集
と
併
せ
て
就
職
斡
旋
活
動
を
実
行
し
た
。
静
岡

・
熊
本

・
長

崎

・
千
葉

・
埼
玉
の
各
県
等
は
卒
業
生
の
教
職
従
事
者
が
多
い
県
で
あ
る
。

こ
こ
に
よ
う
や
く
、
学
生
数
も
あ
る
程
度
確
保
で
き
る
よ
う
に
な

つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
定
員
四
八
〇
名
の
少
数
精
鋭
主
義
で
は
、

と
て
も
将
来
の
大
発
展
は
期
し
が
た
い
。
そ
こ
で
学
科
精
鋭
主
義
か
ら
多
角
精
鋭
主
義
に
転
換
す
べ
し
と
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
る
に
至

り
、
創
立
四
〇
周
年
を
期
し
、　
一
九
六
〇
年
四
月
、
大
学
振
興
計
画
案
が
理
事
会
に
お
い
て
た
て
ら
れ
た
。

そ
も
そ
も
本
学
の
設
置
認
可
基
準
は
、
校
地

一
〇
、
〇
八
〇
坪
、
校
舎
二
、
〇

一
六
坪
、
図
書

一
二
、
〇
〇
〇
冊
等
で
あ
っ
て
、
将
来
、

学
生
数
を
増
強
す
る
と
す
れ
ば
、
さ
ら
に
土
地

・
建
物
を
拡
張
す
る
必
要
が
あ
る

（例
、
六
〇
〇
名
を
収
容
す
る
場
合
、
校
地

一
万
坪
、

校
舎

一
、
七
〇
〇
坪
不
足
）
。
文
部
省
の
認
可
を
受
け
て
以
来

一
〇
年
の
歳
月
を
経
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
の
工
事
計
画
は

一
向
に
進
捗
せ
ず
、
校
舎
が
三
分
の

一
の
み
を
完
成
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
を
表
に
示
せ
ば
次
の
通
り
と
な
る
。

校

全
口書

校

　
　
　

地

種

　

別

一
二
、
〇
〇
〇
冊

二
、
〇

一
六
坪

一
〇
、
〇
八
〇
坪

認

可

基

準

一
〇
、
六
九
〇
冊

六
九
六
坪

一
、
五
三

坪

現
　
　
在
　
　
数

一
、
二
三

〇
冊

一
、
三
二
〇
坪

八
、
五
四
九
坪

不
　
　
足
　
　
数

（備
考
）

学
生
寮
、
幼
稚
園
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

第
四
節
　
板
橋

・
東
松
山
時
代

六
七
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六
八

当
時
、
理
事
の
要
職
に
あ

つ
た
堀
田
太
郎
氏

（本
七
卒
）
の
言
に
よ
る
と
、
本
大
学
の
あ
り
方
を
い
く
ら
論
じ
て
い
て
も
、
終
戦
以
降

本
大
学
の
姿
は
、
経
営
の
方
策
と
財
政
措
置
と
を
並
行
し
て
考
え
な
い
限
り
空
理

・
空
論
に
終
わ
り
、
如
何
に
し
て
経
営
財
政
の
確
立
を

図
る
か
と
い
う
こ
と
が
目
下
の
急
務
で
あ
る
。
東
洋
の
学
問
思
想
を
背
景
と
し
た
新
し
い
大
学
の
あ
り
方
を
検
討
し
つ
つ
、
積
極
的
な
経

営
方
針
を
樹
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
一
般
的
な
糊
塗
で
は
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
不
可
避
の
要
請
を
並
行
し
な
が
ら
単

科
少
数
主
義
の
方
針
か
ら
多
角
的
精
鋭
主
義
の
方
針
に
切
り
換
え
る
時
期
に
到
達
し
て
い
る
も
の
と
思
う
。
大
量
学
生
を
収
容
す
る
だ
け

の
施
設
と
内
容
を
具
備
で
き
る
よ
う
計
画
す
べ
き
で
あ
る
。

文
部
省
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
大
学
の
設
置
基
準
は
、
校
地

一
万
坪
以
上
、
校
舎
二
、
〇
〇
〇
坪
以
上
と
い
う
条
件
が
あ
り
、
こ
の
条
件

を
整
備
し
え
な
い
場
合
は
大
学
た
る
資
格
を
云
々
さ
れ
る
よ
う
な
趨
勢
下
に
あ
る
。
こ
の
設
置
基
準
は
、
極
め
て
少
数
の
学
生
数
を
擁
す

る
大
学
と
雖
も
、
件
の
如
く
設
備
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
大
学
で
あ
る
以
上
、
学
生
数
お
よ
び
教
学
の
内
容
か
ら
し
て
当

然
こ
の
程
度
の
設
備
が
最
低
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

教
学
振
興
計
画
案
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
現
在

（池
袋
）
の
校
地

・
校
舎
設
備
と
し
て
は
噴
飯
も
の
に
属
す
る
と
こ
ろ
で
、
他
に
広
大
な

地
域
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。
設
置
基
準
に
示
さ
れ
た
校
地

・
校
舎
の
整
備
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
教
学
内
容
を
拡
充
し
、
多
数
の
学
生
を

収
容
し
得
る
設
備
を
整
え
る
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
便
利
な
所
、
し
か
も
東
京
中
心
地
に
近
い
所
を
条
件
と
し
て
、
資
金
の
裏
付
け
と
並

行
し
て
場
所
を
物
色
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
の
諮
問
機
関
で
あ
る
総
合
企
画
懇
談
会
を
中
心
と
し
て
、
大
学
当
局
、
同
窓
会
幹
事

お
よ
び
東
京
都
内
、
近
県
の
有
志
五
十
余
名
が
参
加
し
、
各
部
門
別
に
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
大
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
　
大
学
の
ほ
か
、
各
種
学
校
を
併
せ
経
営
す
る
た
め
、
法
人
名
を
大
東
文
化
学
園
と
改
称
す
る
。

②
　
大
学
設
置
基
準
に
示
さ
れ
た
校
地

・
校
舎
の
整
備
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
教
学
内
容
を
拡
充
し
、
多
数
の
学
生
を
収
容
し
う
る
整
備



を
整
え
る
。

③
　

一
九
六
〇

（昭
和
三
五
）
年
四
月
、
法
人
に
移
管
さ
れ
た
柔
道
整
復
師
養
成
所
を
大
東
柔
道
整
復
専
門
学
校
に
昇
格
さ
せ
、
さ
ら

に

一
九
六

一
年
度
に
は
衛
生
検
査
技
師
の
課
程
を
加
え
、
大
東
医
学
技
術
専
門
学
校
と
し
て
発
足
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
こ
と
。

④
　
附
属
高
校
を
設
置
す
る
こ
と
。

⑤
　
従
来
、
研
究
機
関
と
し
て
あ
ま
り
実
動
し
て
い
な
か
つ
た
大
東
文
化
研
究
所

（現
東
洋
研
究
所
）
を
再
検
討
し
、
名
実
と
も
に
大

学
の
研
究
調
査
機
関
た
り
う
る
よ
う
に
整
備
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
き
、
各
項
目
別
に
い
く
度
か
検
討
さ
れ
、　
一
九
六
〇
年
九
月
、
理
事
会
に
お
い
て
土
地
売
買
契
約
に
関
す

る
交
渉

一
切
の
権
限
、
お
よ
び
校
舎
建
築
等
に
か
か
わ
る

一
切
の
権
限
は
、
堀
田
常
任
理
事

（本
七
卒
）
に

一
任
さ
れ
、
大
学
の
命
脈
を

保
持
す
る
こ
と
を
期
待
し
、
い
よ
い
よ
再
建
策
の
着
手
に
踏
み
出
し
、
次
の
よ
う
な
実
施
の
段
階
に
入
つ
た
。

①
　
東
京
都
板
橋
区
志
村
西
台
町
に
七
、
二
〇
〇
坪
の
土
地

（現
在
の
板
橋
校
舎
校
地
）
を

一
九
六
〇
年

一
〇
月
に
購
入
し
、
同
年

一

一
月
か
ら
校
舎
の
新
築
に
着
手
し
た
。
そ
の
工
事
の
順
序
は
、
当
初
の
計
画
を

一
部
変
更
し
て
左
の
通
り
で
あ
る
。

第

一
期
工
事
　
　
四
、
四
五
二
ポ

（
一
九
六

一

〈
昭
和
三
六
〉
年

一
〇
月
完
成
）
―
上

号
館

・
管
理
棟

第
二
期
工
事
　
　
六
、
〇
五
八
ぽ

（
一
九
六

一
年
六
月
起
工
、　
一
九
六
三

〈
昭
和
三
八
〉
年
五
月
完
成

・
登
記
Ｙ
Ｉ
図
書
館

・
二
号

館

・
三
号
館

・
食
堂

・
道
場

第
二
期
工
事
　
　
一
九
六
二
年
度
着
工
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て
計
画
は
変
更
さ
れ
た

（第
二
期
工
事
は
第
二
期
に
繰

り
上
が
つ
た
―
理
事
会
報
告
資
料
に
よ
る
）
。

②
　
大
学
の
教
学
部
門
の
整
備
充
実
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
文
学
部
と
経
済
学
部
の
二
学
部
の
確
立
を
目
途
と
し
、
斯
界
の
有
力
教
授
の

招
致
を
進
め
、
九
月
二
〇
日
文
部
省
あ
て
認
可
申
請
の
手
続
き
を
完
了
し
た
。
文
学
部
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
本
学
の
伝
統
で
あ
る

第
四
節
　
板
橋

。
東
松
山
時
代

六

九
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七
〇

日
本
文
学

。
中
国
文
学
を
主
軸
と
し
、
国
語

。
漢
文

・
書
道
の
内
容
を
充
実
か
つ
振
興
す
る
こ
と
で
あ
り
、
経
済
学
部
は
従
来
の
政

経
科
の
教
学
方
針
を
伝
承
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
活
躍
す
る
卓
越
し
た
能
力
の
人
物
を
育
成
す
る
こ
と
に

努
め
る
。
こ
の
た
め
外
国
語
に
堪
能
な
語
学
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
指
導
に
力
点
を
お
い
て
い
る
。
英
語

・
中
国
語
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

・
タ
イ
語
を
さ
ら
に
増
設
し
、
社
会
の
要
望
に
応
え
て
い
る
。

③
　
附
属
高
校
は
、　
一
九
六
二

（昭
和
三
七
）
年
度
に
第

一
学
年
を
募
集
す
る
。

④
　
大
東
医
学
技
術
専
門
学
校
は

一
九
六

一

（昭
和
三
六
）
年
四
月
に
開
校
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
る
。

⑤
　
大
東
文
化
研
究
所
は
、
大
学
教
学
組
織
に
並
立
し
、
文
学
部
門

（日
本
文
学

・
中
国
文
学
）
と
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
政
治

・
経

済
の
研
究

・
調
査
の
二
部
門
に
分
け
て
進
め
る
。

０
　
後
援
会
の
設
立
と
職
員
の
努
力

以
上
の
よ
う
な
構
想
を
実
施
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
資
金
の
獲
得
が
先
決
問
題
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
政
財
界
の
有
力
者
に
呼
び

か
け
て
、
学
校
法
人
大
東
文
化
学
園
の
外
郭
と
し
て
後
援
会
を
組
織
し
、
建
設
資
金
の
調
達
を
は
か
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
し
、
異
常

な
熱
意
と
努
力
と
に
よ
り

一
九
六

一
年
七
月
、
つ
い
に
成
立
さ
れ
た
。

財
政
的
な
窮
乏
期
に
あ

つ
た
当
時
の
大
東
に
と
つ
て
は
、
ま
さ
に
夢
に
近
い
大
構
想
で
あ
つ
た
。

そ
の
第

一
段
階
で
あ
る
板
橋
移
転
や
学
部
増
強
の
当
初
に
あ
つ
て
は
幾
多
の
困
難
、
校
舎
建
築
に
際
し
て
は
資
金
面
の
困
難
を
生
じ
、

膠
着
状
態
に
ま
で
陥

つ
た
の
で
あ
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
障
害
を
克
服
し
な
が
ら
、
今
日
の
隆
盛
の
基
盤
を
確
立
し
た
。
こ
れ
ら
は

一
重
に
、

当
時
の
理
事
ら
を
中
心
と
す
る
首
脳
陣
を
は
じ
め
、
特
に
困
窮
に
耐
え
な
が
ら
の
献
身
的
な
職
員
の
努
力
の
賜
で
あ
る
。



①

学
部
増
設

終
戦
以
来
、
幾
多
の
困
難
の
中
で
、
関
係
者
の
献
身
的
な
努
力
が
実
り
、　
一
九
六
〇

（昭
和
二
五
）
年
ご
ろ
か
ら
よ
う
や
く
発
展
の
め

ど
が
つ
き
、　
一
九
六

一
年
九
月
、
旧
池
袋
校
地
か
ら
現
板
橋
区
高
島
平
の
地

へ
の
移
転
を
機
に
次
々
と
具
体
的
な
計
画
が
た
て
ら
れ
、
そ

れ
が
実
現

へ
と
移
さ
れ
て
い
つ
た
。

新
制
大
学
設
立
当
初
の
組
織
で
あ

つ
た
文
政
学
部

（日
本
文
学
専
攻

・
中
国
文
学
専
攻

・
政
治
経
済
学
専
攻
）
を
改
組
し
、
文
学
部

（日
本
文
学
科

・
中
国
文
学
科
）
お
よ
び
経
済
学
部

（経
済
学
科
）
を
設
立
す
る
こ
と
、
学
科
目
の
編
成
お
よ
び
教
授
陣
の
拡
充
強
化
を

は
か
る
こ
と
な
ど
の
検
討
が
な
さ
れ
、
認
可
申
請
の
結
果
、　
一
九
六
二

（昭
和
三
七
）
年

一
月
認
可
と
な
り
、
同
年
四
月
か
ら
文
学
部

・

経
済
学
部
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

ち
な
み
に
、　
一
九
六

一
年
度
収
支
予
算
書
に
よ
れ
ば
、
新
学
部
増
設
に
伴
う
図
書
購
入
費
の
累
計
は
、
当
時
の
大
学
の
総
収
入
の

一
割

相
当
の
費
用
と
な
つ
て
い
る
。

こ
の
文
政
学
部
を
文
学
部
と
経
済
学
部
と
に
分
離
し
て
認
可
申
請
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
認
可
の
前
年
、　
一
九
六
〇
年
九
月
に
申
請

を
行
う
べ
く
諸
準
備
を
進
め
て
折
衝
の
結
果
、
止
む
な
く

一
か
年
延
ば
す
こ
と
に
な
つ
た
。

そ
の
二
学
部
設
置
に
伴
う
必
要
な
図
書

・
雑
誌
に
つ
い
て
は
、
既
に
購
入
を
完
了
し
、
池
袋
校
舎
の
図
書
館
に
臨
時
の
書
庫
と
称
す
る

教
室
書
庫
を
設
け
て
、
池
袋
校
舎
最
後
の
年
を
送
る
こ
と
と
な

つ
た
。
大
学
の
蔵
書
と
な

つ
た
図
書
類
を
管
理
す
る
た
め
、
わ
ず
か
な
職

員
に
よ
る
週
二
日
の
宿
直
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
事
務
所
裏
の
三
畳
敷
部
屋
で
の
当
直
も
今
に
し
て
思
え
ば
今
昔
の
感
に
た
え
な
い
。

第
四
節
　
板
橋

・
東
松
山
時
代

七

一
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七
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二
　
板
橋

・
東
松
山
時
代

０
一　
学
部

・
学
科
の
増
設
と
整
備

一
九
六
六

（昭
和
四

一
）
年
七
月
、
理
事
会

・
評
議
員
会
が
開
か
れ
、
大
学
学
部

・
学
科
等
の
増
設
お
よ
び
学
生
定
員
の
変
更
、
並
び

に
こ
れ
に
伴
う
東
松
山

・
板
橋
開
発
に
つ
い
て
種
々
論
議
が
な
さ
れ
た
。

東
松
山
と
は
、　
一
九
六
五

（昭
和
四
〇
）
年
九
月
、
学
校
用
地
と
し
て
国
か
ら
払
い
下
げ
を
受
け
た
埼
玉
県
東
松
山
市
大
字
岩
殿
字
長

坂
の
元
国
有
林
野
三
四
、
四
五
九
坪

（同
年
九
月

一
四
日
保
存
登
記
完
了
）
の
広
大
な
校
地
の
こ
と
で
あ
る
。

①
　
学
部

・
学
科
等
の
増
設
計
画
案

①
　
学
生
定
員
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
変
更

（増
員
）
す
る
。

計

文
　
学
　
部

日
本
文
学
科

中
国
文
学
科

八

〇
四
〇

四
〇

入

学

定

員

現

在
三
二
〇

一
六
〇

一
六
〇

収

容

定

員

一
四
〇

一
〇
〇

四
〇

入

学

定

員

変
　
　
　
更
　
　
　
後

五
六
〇

四
〇
〇

一
六
〇

収

容

定

員

六

〇

六

〇○

入

学

定

員

増
　
　
　
員
　
　
　
数

二
四
〇

二
四
〇〇

収

容

定

員



合

　
　
計

計

経
済
学
部

経
済
学
科

経
営
学
科

二
八
〇

二
〇
〇

一
〇
〇

一
〇
〇

一
、　
一
二
〇

八
〇
〇

四
〇
〇

四
〇
〇

四
九
〇

二
五
〇

二
〇
〇

一
五
〇

一
、
九
六
〇

一
、
四
〇
〇

八
〇
〇

六

〇

〇

二

一
〇

一
五
〇

一
〇
〇

五
〇

六
〇
〇

四
〇
〇

二
〇
〇

八
四
〇

②
　
文
学
部
に
英
米
文
学
科
を
増
設
す
る
。

③
　
大
学
院
文
学
研
究
科
に
博
士
課
程
を
増
設
す
る
。

④
　
大
学
院
に
経
済
学
研
究
科
を
増
設
す
る
。

Ｏ
　
法
学
部
を
設
置
す
る
。

⑥
　
学
部

・
学
科
増
設
に
伴
い
、
教
員
の
補
充
を
す
る
。

①
　
学
部

・
学
科
増
設
に
伴
い
、
図
書
お
よ
び
学
術
雑
誌
を
補
充
す
る
。

②
　
東
松
山

・
板
橋
校
舎
開
発
計
画
案

学
部

。
学
科
の
増
設
計
画
を
実
施
す
る
に
あ
た
つ
て
、
校
地

・
校
舎
等

一
般
施
設
が
設
置
基
準
と
比
べ
て
不
足
し
て
く
る
の
で
、
こ

れ
を
さ
ら
に
整
備

・
充
実
さ
せ
る
。
な
お
、
学
生
定
員
の
約
二
倍
近
く
の
学
生
数
を
収
容
す
る
予
定
で
計
画
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
最
低

基
準
面
積
で
は
授
業
に
支
障
が
生
じ
る
の
で
、
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
。
な
お
、　
一
般
教
養
課
程

（主
と
し
て

一
、
二
年
）
を
東
松
山
、

専
門
教
育
課
程

（三
、
四
年
）
を
板
橋
で
、
そ
れ
ぞ
れ
授
業
を
行
う
。

③
　
そ
　
の
　
他

第
四
節
　
板
橋

・
東
松
山
時
代

七

三



第
一
章
　
七
〇
年
の
歩
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

そ
れ
に
伴
い
、
大
東
文
化
第

一
高
等
学
校
が
、　
一
九
四
二

（昭
和
三
七
）
年
四
月
か
ら
開
校
、
第

一
学
年
の
募
集
が
始
ま
り
、
大
東
医

学
技
術
専
門
学
校
と
併
せ
て
板
橋
校
舎
内
に
共
存
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

従

つ
て
、
板
橋
校
舎
の
敷
地
も
狭
院
と
な
つ
た
こ
と
か
ら
、　
一
九
六
七

（昭
和
四
二
）
年
四
月
に
隣
接
の
西
側
土
地
五
、
〇
〇
四
ぽ
を

買
収
し
て
、　
一
九
七
〇

（昭
和
四
五
）
年
二
月
新
校
舎
が
竣
工
し
て
、
高
等
学
校
の
移
転
と
な
つ
た
。

ま
た
、
板
橋
校
舎
正
門
側
の
南
面
に
首
都
高
速
道
路
の
建
設
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
本
学
校
地
の
割
愛
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
敷
地
は
更

に
狭
院
と
な

つ
た
の
で
、
公
団
側
と
折
衝
し
て

一
九
七

一
（昭
和
四
六
）
年
八
月
、
高
島
平
九
丁
目
に
学
校
用
地
と
し
て
売
買
交
換
の
う
え

取
得
し
た
。　
一
九
七
四

（昭
和
四
九
）
年
二
月
に
板
橋
校
舎
第
二
校
舎
が
竣
工
し
、
四
月
か
ら
大
東
医
学
技
術
専
門
学
校
の
移
転
と
な
つ
た
。

そ
の
間
、
大
学
で
は
学
科
の
増
設
、
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
開
設
と
並
行
し
て
、　
一
九
六
六

（昭
和
四

一
）
年
六
月
、
講
堂
兼

体
育
館
の
建
物
が
竣
工
し
、
更
に
、
学
科
の
増
設
、
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
の
開
設
と
な

つ
た
。

０
　
新
天
地
へ
の
活
路

板
橋
校
舎
は
、
池
袋
校
舎
よ
り
敷
地
、
建
物
共
に
数
十
倍
の
広
さ
と
な

つ
た
が
、
移
転
し
た
当
初
は
、　
一
号
館
と
本
部
の
建
物
の
ほ
か

は
ま
だ
校
舎
も
建
築
中
で
使
用
す
る
に
至
ら
ず
、
中
庭
に
は
建
築
用
の
材
料
が
放
置
し
て
あ
つ
て
、
構
内
は
雑
然
と
し
て
い
た
。

大
学
の
周
囲
に
は
民
家
も
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
く
、
高
島
平
団
地
や
地
下
鉄
の
あ
る
西
と
北
は

一
面
の
田
ん
ぼ
で
、
風
の
日
は
土
ぼ
こ

り
が
た
ち
、
誰
が
言
い
出
し
た
の
か
、　
″
大
東
砂
漠

″
の
名
が
つ
い
た
ほ
ど
で
あ
つ
た
。
中
庭

（グ
ラ
ウ
ン
ド
）
に
は
近
隣
の
残
土
を
も

ら
い
、
そ
れ
が
点
在
す
る
盛
り
土
と
な
つ
て
お
り
、
雨
の
日
は
校
門
の
前
や
庭
に
水
た
ま
り
が
で
き
て
泥
澤
る
の
で
、
学
生
自
治
会
を
中

心
に
学
生
諸
君
や
、
職
員
諸
氏
と
も
ど
も
勤
労
奉
仕
に
よ
つ
て
地
な
ら
し
を
行
い
、
特
に
学
校
前
の
梧
桐
寮
の
寮
生
た
ち
は
朝
早
く
、
寮



監
の
大
西
学
生
課
長

（本

一
六
卒
）
の
指
揮
で
砂
利
敷
き
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ

つ
た
。

板
橋
校
舎
は
な
ん
と
言
つ
て
も
敷
地
が
狭
院
で
あ
つ
た
の
で
、
将
来
の
発
展
に
備
え
て
、
国
有
地
で
あ

つ
た
埼
玉
県
東
松
山
の
新
天
地

に
活
路
を
求
め
た
の
が
東
松
山
校
舎
で
あ
る
。

一
九
六
七

（昭
和
四
二
）
年
四
月
に
東
松
山
校
舎
は
教
養
部
と
し
て
開
講
し
た
。
東
上
線
下
車
駅
の
高
坂
駅
は
田
舎
ふ
う
の
駅
舎
で
、

電
車
は
単
線
の
う
え
運
行
回
数
も
少
な
か
つ
た
。
当
駅
か
ら
は
東
武
バ
ス
を
利
用
す
る
ほ
か
は
な
く
、
踏
切
を
通
つ
て
岩
殿
の
校
舎
ま
で

は
歩
く
と
五
〇
分
近
く
要
す
る
ほ
ど
の
遠
距
離
の
小
高
い
丘
の
上
に
新
装
成
つ
た
ば
か
り
の
校
舎
が
、
緩
や
か
な
上
り
坂
の
左
手
に
あ
る
。

バ
ス
を
降
り
て
左
手
に
管
理
棟
が
あ
り
、
校
合
は
弓
な
り
に
左
に
回
り
な
が
ら
、
や
や
下
り
路
を
行
く
と
、
左
右
と
行
き
詰
ま
り
に
三
棟

あ
る
。
学
舎
は
春
夏
は
青
葉
に
、
秋
は
紅
葉
に
映
え
、
冬
季
は
楢

・
裸

・
榛
木
な
ど
が
葉
を
振
り
落
と
す
と
、
赤
松
の
緑
が
ひ
と
き
わ
目

に
つ
き
、
冬
枯
れ
の
光
景
は
殊
の
ほ
か
格
別
で
あ
る
。
校
舎
か
ら
緩
や
か
な
坂
道
を
上

つ
て
行
く
と
、
突
き
当
た
り
辺
り
に
物
見
山
が
あ

つ
て
、
桜
の
こ
ろ
は
見
物
客
で
に
ぎ
わ
う
。
右
方
に
坂
を
下

っ
て
分
け
入
る
と
、
札
所
で
も
あ
る
比
企
郡
の
か
の
名
所
の
岩
殿
観
音
堂
が

茂
み
の
中
に
鎮
座
ま
し
ま
す
。
民
家
も
林
間
に
散
見
し
、
鶏
犬
の
声
あ
い
聞
こ
ゆ
と
い
う
情
景
で
あ
る
。

こ
の
自
然
環
境
は
学
問
を
事
と
す
る
者
に
と

つ
て
、
こ
の
上
も
な
い
絶
好
の
場
で
あ
り
、
広
瀬
淡
窓
の
桂
林
荘
を
想
わ
せ
る
感
が
あ
る
。

東
上
線
高
坂
駅
と
東
松
山
校
舎
間
三
、
五
』
の
通
学
バ
ス
問
題
は
、
東
松
山
校
舎
開
設
以
来
の
懸
案
で
、
高
坂
駅
～
岩
殿
山
間
の
定
期

路
線
の
東
武
バ
ス
は
、
校
舎
開
設
と
と
も
に
通
学
バ
ス
を
増
発
し
た
が
、
学
生
の
通
学
の
実
情
に
は
そ
い
さ
れ
ず
、
長
く
不
便
が
続
い
た
。

ま
た
、　
一
九
六
八

（昭
和
四
三
）
年
、　
一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
に
続
い
て

一
九
七
三
年
七
月
の
料
金
改
定
で
、
同
区
間
は
三
た
び
値

上
げ
さ
れ
、
は
じ
め
二
〇
円
で
あ
つ
た
片
道
料
金
が
五
〇
円
と
な
り
、
学
生
の
負
担
は
ま
す
ま
す
加
重
と
な

つ
た
。
学
生
自
治
会
を
中
心

と
し
た
全
学
生
と
の
通
学
バ
ス
問
題
を
め
ぐ
る
団
体
交
渉
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

当
時
の
管
理
担
当
者
は
、
東
武
バ
ス
側
と
も
度
重
な
る
交
渉
を
続
け
た
が
、
同
社
は
路
線
を
縮
小
廃
上
の
方
向
で
あ
つ
た
の
で
、
学
園

第
四
節
　
板
橋

・
東
松
山
時
代

七

五



第

一
草
　
七
〇
年
の
歩
み

七
六

側
と
し
て
は
自
主
運
行
に
踏
み
き
つ
た
。
学
園
バ
ス
ニ
台
の
ほ
か
に
東
武
バ
ス
か
ら
中
古
バ
ス
六
台
を
格
安
に
譲
り
受
け
、
計
八
台
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
で
同
年
九
月

一
日
か
ら
ピ
ス
ト
ン
運
行
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
順
次
新
車
に
買
い
替
え
て
現
在
で
は
、　
一
〇
台
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
だ
け
で
な
く
、
東
武
バ
ス
を
も
借
り
切
つ
て
運
行
台
数
を
増
や
し
て
い
る
。

ま
た
池
袋
～
森
林
公
園
な
い
し
小
川
間
の
電
車
も
複
線
と
な
り
、
運
行
回
数
も
増
発
し
た
の
で
、
通
学

・
通
勤
も
便
利
と
な
り
、
加
え

て
高
坂
駅
西
日
側
の
都
市
開
発
事
業
の
完
了
に
伴
い
、
バ
ス
の
発
着
も
踏
切
を
通
ら
ず
、
時
間
も
短
縮
さ
れ
本
数
も
増
加
す
る
よ
う
に
な

つ
た
。

そ
の
旧
校
舎
の
反
対
側
に
広
大
な
敷
地
を
入
手
し
、
校
舎
を
八
号
棟
に
ま
で
増
築
拡
張
し
て
、
規
模
や
設
備
も
近
代
化
し
、
講
堂
、
図

書
館
、
体
育
館
、
運
動
場
、
屋
内
プ
ー
ル
な
ど
を
整
備
す
る
に
至
り
、
学
習
に
適
し
た
環
境
づ
く
り
に
、
当
事
者
が
渾
身
の
努
力
を
し
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
先
生
方
と
の
教
室
外
で
の
接
触
対
話
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
子
、
善
を
欲
す
れ
ば
、

民
善
な
り
、
君
子
の
徳
は
風
な
り
、
小
人
の
徳
は
草
な
り
」
と
い
う
孔
子
の
金
言
の
よ
う
に
、
師
の
感
化
力
が
風
の
こ
と
く
伝
播
し
て
そ

の
波
動
が
広
く
普
く
滲
透
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
東
松
山
校
舎
の
み
の
こ
と
で
は
な
く
、
板
橋
校
舎
と
と
も
に

一
体
の
も
の
と
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
事
務
局
職
員
の
方
々
の
そ

れ
ぞ
れ
の
職
域
を
通
し
て
、
日
々
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
あ
つ
て
、
始
め
て
全
体
と
し
て
教
育
効
果
を
挙
げ
る
要
因
と
な

つ
て
い

る
の
で
あ
る
。
職
員
の
方
々
の
学
生
に
対
す
る
言
動
の
行
き
届
い
た
親
切
な
配
慮
を
学
生
は
肌
で
感
じ
て
い
る
。
そ
う
し
た
情
景
を
よ
く

目
撃
す
る
こ
と
が
あ
る
。



第
五
節
　
近
二
〇
年
間
の
歩
み

一
　

長
期
事
業
計
画
と
設
備
強
化

０
一　
板
橋
校
舎
の
整
備
強
化

（第

一
次
）

大
学
進
学
率
の
向
上
並
び
に
近
い
将
来

一
八
歳
人
口
の
増
加
に
伴

つ
て
、
振
興
計
画
は
大
学
の
発
展
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
情
勢

と
な
り
、
こ
れ
が
当
面
の
重
要
課
題
と
な
つ
た
。

先
ず
、
今
日
ま
で
の
学
部

・
学
科
の
増
設
と
大
学
院
の
設
置
に
際
し
て
は
、
図
書
の
整
備
や
教
員
研
究
室
の
整
備
等
を
配
慮
す
る
こ
と

が
認
可
条
件
と
な

つ
て
い
る
た
め
に
、
研
究
図
書
の
充
実
と
建
物
の
整
備
が
不
可
欠
と
な
つ
た
。
校
地
に
つ
い
て
も
拡
充
の
必
要
性
に
迫

ら
れ
て
い
た
が
、
当
時
の
財
政
状
態
と
も
併
せ
、
大
学
周
辺
が

「東
京
都
市
計
画
板
橋
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
」
内
と
な
り
開
発
事
業

が
開
始
さ
れ
た
た
め
、
地
価
の
高
騰
に
つ
な
が
り
、
校
地
の
拡
張
は
容
易
な
ら
ぬ
状
況
と
な
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
土
地
の
確
保
は
、
学

園
発
展
の
基
礎
と
な
る
た
め
に
、
学
校
近
隣
の
土
地
を
探
し
歩
い
た
が
困
難
を
極
め
た
。
そ
こ
で
、
日
本
住
宅
公
団
か
ら
の
保
留
地
の
譲

り
受
け
に
着
目
し
、
調
査
折
衝
を
進
め
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
状
況
と
な
つ
た
。

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
度
に
文
学
部
教
育
学
科
を
増
設
す
る
こ
と
に
決
定
し
て
い
る
の
で
、
本
学
で
の
教
員
養
成

（幼

・
小

・

中

・
高
各
学
校
の
免
許
状
取
得
）
の
機
関
と
し
て
の

一
貫
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
本
学
で
の
幼
児
教
育
を
中
心
と
し
た
実
習

第
五
節
　
近
二
〇
年
間
の
歩
み

七

七



第
一
章
　
七
〇
年
の
歩
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

校
と
し
て
の
幼
稚
園
の
設
置
が
必
要
と
さ
れ
た
。
前
記
の
都
市
計
画
事
業
の
な
か
で
、
同
団
地
内
に
は
五
か
所
の
区
立
幼
稚
園
の
計
画
が

あ
つ
た
の
で
、
日
本
住
宅
公
団
お
よ
び
板
橋
区
役
所
と
の
折
衝
に
よ
つ
て
譲
渡
を
受
け
る
べ
く
交
渉
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、　
一
九
七

一

（昭
和
四
六
）
年
八
月
に
板
橋
区
高
島
平
三
丁
目
の
幼
稚
園
設
置
予
定
地
の
譲
渡
を
受
け
て
、
翌
年
四
月
か
ら
大
東
文
化
大
学
附
属
青
桐

幼
稚
園
と
し
て
開
園
し
た
。

一
方
、　
一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
九
月
二
〇
日
に
大
学
創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
同
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
記
念

館

（図
書
館
お
よ
び
教
員
研
究
室
を
含
む
）
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
の
建
築
資
金
の

一
部
は
学
内
外
か
ら
の
寄
附
金
に
よ
つ
て

賄
う
こ
と
に
な
り
、
記
念
募
金
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
募
金
の
開
始
と
な

つ
た
。

①
　
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
計
画

①
　
事
業
名
　
　
大
東
文
化
大
学
創
立
五
〇
周
年
記
念
館
建
設
工
事

②
　
工
　
事
　
　
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
地
下

一
階
、
地
上
六
階
、
塔
屋

一
階

延
床
面
積
　
　
七
、
四
二
九
、
〇
八
八
ポ

一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
三
月
着
工
　
　
一
九
七
三
年
九
月
竣
工
予
定

(4)(3)

工 工

費 期

内
訳
　
①
　
建
　
設

一
億
円

⑤
　
資
金
計
画
の
概
要

自
己
資
金

（積
立
準
備
金
）

寄

附

金

五
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
　
　
②

諸
設
備

（電
子
計
算
機
設
備
、
ラ
ン
グ
ー
ジ
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
設
備
等
）

二
億
円

一
億
六
、
八
〇
〇
万
円



借

入

金

（日
本
私
学
振
興
財
団
）
　

　

二
億
八
、
二
〇
〇
万
円

総
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
億
五
、
〇
〇
〇
万
円

▽
記
念
事
業
資
金
募
集
要
項

①
　
基
本
目
標
　
　
一
億
六
、
八
〇
〇
万
円

②
　
募
集
期
間
　
　
開
始
　
一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
三
月

終
了
　
一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
三
月

こ
の
よ
う
な
募
金
の
協
力
を
得
て
、　
一
九
七
三
年

一
〇
月

一
五
日
に
記
念
館
竣
工
の
運
び
と
な
り
、
落
成
式
を
兼
ね
て

一
〇
月
三
〇
日

に
創
立
五
〇
周
年
の
記
念
式
典
が
、
板
橋
校
舎
大
講
堂
で
挙
行
さ
れ
た
。
式
典
に
は
奥
野
文
部
大
臣
を
は
じ
め
来
賓
、
同
窓
会
員
、
父
兄

会
員
、
教
職
員
、
学
生
代
表
な
ど
二
千
余
名
を
迎
え
て
、
輝
か
し
い
半
世
紀
の
業
績
を
思
い
返
し
、
次
代

へ
の
発
展
の
誓
い
を
新
た
に
し

た
。板

橋
校
舎
の
図
書
館
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
数
日
後
の

一
二
月

一
八
日
午
後
、
三
笠
宮
さ
ま
が
ご
視
察
の
た
め
来
校
さ
れ
た
。
宮
さ
ま
は

古
代
オ
リ

エ
ン
ト
を
中
心
と
す
る
東
洋
史
を
専
攻
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
日
は
都
内
で
最
も
新
し
い
設
備
を
整
え
た
本
学
の
図
書
館
の
見

学
に
お
い
で
に
な
り
、
応
接
室
で
杉
村
館
長
、
神
立

・
水
越
両
常
務
理
事
ら
か
ら
概
要
の
説
明
を
お
聞
き
に
な

っ
て
か
ら
館
内
を
ご
覧
に

な

つ
た
。
途
中
、
研
究
室
で
会
合
中
の
女
子
学
生
に
お
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
案
内
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
を

「
い

た
だ
き
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
て
お
気
軽
に
手
に
と
ら
れ
る
な
ど
、
各
階
を
丹
念
に
回
ら
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、　
一
九
七
二
年

一
二
月
五
日
に
大
東
医
学
技
術
専
門
学
校
校
舎
の
隣
地
に
、
当
時
、
東
京
都
水
道
局
用
地
に
予
定
さ
れ
て
い

た
約

一
、
〇
〇
〇
坪
を
折
衝
の
う
え
同
公
団
か
ら
譲
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
医
学
技
術
専
門
学
校
用
地
お
よ
び
大
東
文
化
大
学

第

一
高
等
学
校
用
地
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。
し
か
し
医
学
技
術
専
門
学
校
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ
り
、　
一
九
七
九

（昭
和
五

第
五
節
　
近
二
〇
年
間
の
歩
み

七
九



第

〓
早
　
七
〇
年
の
歩
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇

三
）
年

一
二
月

一
二
日
医
学
技
術
専
門
学
校
女
子
寮

（鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
四
階
建
て
）
が
竣
工
し
た
。

こ
の
よ
う
な
初
期
段
階
で
の
整
備
の
な
か
で
、
学
部

・
学
科
お
よ
び
大
学
院
が
増
設
さ
れ
、
板
橋
校
舎
で
は
学
生
の
収
容
人
員
に
伴
う

施
設
の

一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。

特
に
、
教
室
の
確
保
に
は

「
首
都
圏
」
で
の

「
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
」
の
規
制
に
よ
つ
て
、
教
室
等

の
増
設
が
難
し
く
な
つ
た
。
従
つ
て
学
部

・
学
科
の
増
設
や
入
学
生
の
定
員
増
加
も
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
。

本
学
は
幸
い
に
、　
一
九
六
七

（昭
和
四
二
）
年
四
月
か
ら
東
松
山
校
舎
を
開
設
し
て
い
た
の
で
、　
一
般
教
養
課
程
で
の
教
室
等
に
は
余

裕
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
教
室
等
と
の
規
制
と
併
せ
て
、
今
次
ま
で
に
学
部

・
学
科
、
大
学
院
の
増
設
の
認
可
を
得
る
と
き

の
履
行
条
件
と
し
て
、
教
員
研
究
室
並
び
に
学
生
用
研
究
室

・
演
習
室
を
整
備
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
た
め
に
、
以
降
の
学
部

・

学
科
等
の
増
設
は
無
理
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。

当
時
と
し
て
は
、
思
い
き
つ
た
教
員

・
学
生
用
研
究
室
等
の
拡
充
設
置
を
試
み
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
、
狭
い
板
橋
校
舎
全
体
の
整

備
計
画
を
立
案
し
た
う
え
で
、
高
層
棟
の
研
究

・
管
理
棟
の
建
築
計
画
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

建
物
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
　
面
　
積
　
　
建
築
面
積
　
二
、
〇
〇
六

・
七
九
ぽ

延
床
面
積
　
一
五
、
五
四
八

・
五
五
ポ

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

地
下

一
階
、
地
上

一
〇
階
低
層
部
六
階
建
て

一
九
七
八

（昭
和
五
三
）
年
八
月
二
六
日
～

一
九
八
〇

二
四
億
五
、
〇
〇
〇
万
円

（昭
和
五
五
）
年
四
月
二
〇
日

6)(4)(3)(2

総 工 規 構
工
費 期 模 造



⑥
　
設
計
監
理

０
　
建
築
施
工

③
　
使
用
区
分

株
式
会
社
安
井
建
築
設
計
事
務
所

飛
島
建
設
株
式
会
社

研
究
室

（
四
階
～

一
〇
階
）
、
研
究
所

・
セ
ン
タ
ー

（
一
階
～
三
階
）
、
演
習
室

（
三
階
～
五
階
）
、
会
議
室

（六
階
）
、

医
務
室

（
一
階
）、
事
務
室

（地
下

一
階
～
地
上
三
階
）

こ
の
高
層
棟
の
建
築
計
画
と
並
行
し
て
、　
一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年
開
設
の
大
学
院
法
学
研
究
科
の
設
置
認
可
申
請
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
つ
た
が
、
板
橋
校
舎
で
は
、
高
層
の
建
築
は
無
理
が
あ
る
と
の

一
部
の
方
々
か
ら
の
意
見
も
あ

つ
た
。
し
か
し

一
方
で
は
、
建
築

許
可
申
請
書
の
手
続
き
も
順
調
に
進
み
、
幸
い
に
、
大
学
院
設
置
認
可
の
現
地
視
察
の
折
に
は
、
こ
の
建
築
許
可
申
請
書
の
受
付
証
明
書

を
も
つ
て
承
認
を
得
る
に
至
つ
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。

研
究

・
管
理
棟
の
建
物
は
、
池
袋
校
舎
か
ら
引

っ
越
し
て
き
た
と
き
の
第

一
期
工
事

（管
理
棟

・
図
書
館
、
柔
剣
道
場

・
食
堂
）
部
分

を
取
り
壊
し
、
建
て
替
え
る
計
画
で
あ
つ
た
が
、
建
築
規
制
等
で
困
難
を
極
め
た
。

し
か
し
、
種
々
の
規
制
等
を
検
討
し
た
結
果
、
高
速
道
路
寄
り
に
高
層
棟
を
建
築
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
旧

一
号

館
に
も
、
研
究

・
管
理
棟
並
み
の
高
さ
を
想
定
し
、　
一
〇
階
お
よ
び
六
階
と
し
て
建
築
に
取
り
か
か
つ
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
五
月

一
五
日
に
研
究

・
管
理
棟
が
竣
工
し
、
板
橋
校
舎
で
の
研
究
室

・
事
務
室
の
大
幅
な
整
備
充
実
を
み

る
に
至
つ
た
。

②
　
学
国
内
郵
便
局

学
園
内
郵
便
局
の
設
置
は
、
本
学
に
ク
ラ
ブ
活
動
の
郵
政
会
が
設
け
ら
れ
て
の
ち
、
芳
野
國
男
先
生
の
肝
入
り
で
、　
一
九
六
七

（昭
和

四
二
）
年
二
月
に
板
橋
校
舎
と
東
松
山
校
舎
と
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
大
学
、
教

・
職
員
、
学
生
並
び
に
近
隣
の
住
民
の

方
々
に
頗
る
好
評
で
あ

つ
た
。
板
橋
校
舎
で
は
、
当
初
は
三
号
館
の

一
室
を
貸
与
し
て
開
局
し
た
が
、
そ
の
の
ち
板
橋
校
舎
の
整
備
計
画

第
五
節
　
近
二
〇
年
間
の
歩
み

八

一



第

一
章
　
七
〇
年
の
歩
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

に
添
い
、
教
室
の
確
保
を
優
先
さ
せ
、
ま
た
利
用
状
況
か
ら
み
て
も
教
室
と
は
分
離
し
た
独
立
の
建
物
に
す
る
方
法
が
財
政
面
か
ら
見
て

も
よ
リ
ベ
タ
ー
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
校
地
東
側
の

一
角
に

一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
八
月
二
五
日
に
局
舎
を
竣
工
貸
与
し
、
移
転

開
局
し
た
。
こ
の
た
め
に
地
域
住
民
か
ら
よ
り

一
層
喜
ば
れ
て
い
る
。
大
学
で
の
学
内
郵
便
局
は
全
国
で
も
類
を
み
な
い
も
の
で
あ
る
。

③
　
宮
鼻
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

埼
玉
県
東
松
山
市
宮
鼻
字
湯
田
の
面
積
三
九
、
九
九
七

・
二
六
ポ
の
用
地
に
、　
一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年

一
二
月
七
日
に
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
竣
工
し
た
。
こ
の
用
地
は
、　
一
九
七
六

（昭
和
五

一
）
年
二
月
に
沖
田
嘉
典
氏
に
よ
る
、
私
学
振
興
財
団
か
ら
の
寄
贈
を
受
け

た
二
三
、
九
四
六

・
三
三
２ｍ
と
併
せ
て
、
本
学
が

一
六
、　
一
〇
八

・
九
二
ポ
を
購
入
し
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

他
方
で
は
、
こ
の
期
間
の
う
ち
に
、
板
橋
第
二
校
舎
の
建
設
、
盈
進
学
園
と
の
合
併
と
分
離
、
嬬
恋
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と
大
東
文

化
会
館
の
建
設
、
情
報
処
理
装
置
の
設
置
な
ど

一
層
の
充
実
と
整
備
を
図
り
、
発
展
の

一
途
を
た
ど
つ
た
。
こ
れ
ら
の
事
柄
は
別
の
項
目

で
記
述
す
る
。

０
　
学
園
運
営
の
基
本
方
針
の
樹
立

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
度
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
に
あ
る
程
度
の
施
設
面
で
の
充
実
を
み
た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
学
園
運
営
の

基
本
方
針
を
樹
立
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。

そ
の
内
容
は
、

①
　
長
期
教
育
計
画
、
長
期
財
政
計
画
の
樹
立

②
　
教
育

・
研
究
の
内
容
充
実
と
特
色
化
の
た
め
の
推
進



③
　
財
政
基
盤
の
確
立
と
財
政
運
営
の
永
続
的
安
定
へ
の
指
向

④
　
国
際
性
豊
か
な
学
園
へ
の
発
展

⑤
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
の
充
実

以
上
の
よ
う
な
基
本
方
針
の
も
と
に
、
次
の
よ
う
な
実
現
化
へ
の
財
政
措
置
が
行
わ
れ
た
。

④
　
大
学
研
究
研
修
費
の
大
幅
な
増
額

０
　
大
学
研
究
振
興
基
金
と
し
て
八
億
円
を
充
当
さ
せ
、
研
究
の
計
画
性
と
永
続
性
と
を
図
る

０
　
東
松
山
校
地
を
拡
充
す
る
た
め
、
用
地
買
収
の
た
め
の
予
算
六
億
円
を
計
上
す
る

０
　
体
育
振
興
基
金
と
し
て
三
億
円
を
充
当
さ
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
計
画
的
、
安
定
的
な
運
営
を
図
る
。
０

・
０
の
基
金
の
設
立
に

つ
い
て
は
、
毎
年
基
金
の
増
加
を
図
り
な
が
ら
固
定
化
す
る

③
　
本
学
園
が
国
際
交
流
や
海
外
研
修
を
高
め
る
こ
と
か
ら
、
予
算
の
増
額
を
図
る

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
中
国
の
北
京
外
国
語
学
院
と
の
相
互
交
流
協
定
を
締
結
す
る
運
び
と
な
つ
た
。

▽
大
東
文
化
大
学
と
中
国
北
京
外
国
語
学
院
の
相
互
交
流
に
関
す
る
協
定

大
東
文
化
大
学
と
北
京
外
国
語
学
院
は
友
好
協
力
の
精
神
に
基
づ
き
、
教
師
の
養
成
、
中
国
語
お
よ
び
日
本
語
教
育
等
の
分
野
に
わ

た
り
、
次
の
原
則
に
よ
つ
て
交
流
を
進
め
る
こ
と
に
同
意
す
る

（中
略
）。

０
　
夏
期
中
国
語
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

０
一　
研
修
教
員
と
研
究
生
の
交
換

０
　
専
門
家

（日
本
語

。
中
国
語
専
門
）
双
方
の
相
互
派
遣

①
一　
協
定
の
実
施

（協
定
満
期
後
の
継
続
を
含
む
）

第
五
節
　
近
二
〇
年
間
の
歩
み

八

三



第

一
章
　
七
〇
年
の
歩
み

以
上
の
よ
う
な
協
定
内
容

に
よ

つ
て
、

が
海
外
交
流

の
哨
矢
と
も
な

つ
た
。

０
一　
長
期
事
業
整
備
強
化

（第
二
次
）
と
記
念
事
業
計
画

一
九
六
七

（昭
和
四
二
）
年
四
月
に
東
松
山
校
舎
を
開
校
し
て
か
ら

一
五
年
有
余
の
歳
月
を
経
て
、
大
学
の
振
興
発
展
は
止
ど
ま
る
こ

と
な
く
続
い
て
い
た
が
、
さ
ら
に
国
際
関
係
学
部
の
増
設
と
既
存
学
部

・
学
科
の
収
容
定
員
の
増
加
計
画
に
伴
つ
て
、
本
大
学
の
校
地
は
、

在
学
生
の
実
人
員
に
照
ら
し
て
設
置
基
準
に
再
び
満
た
な
く
な
つ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
東
松
山
校
舎

・
校
地
の
拡
充
計
画
が
再
び
持
ち

上
が
り
、
財
政
面
で
の
長
期
財
政
計
画
と
併
せ
た
東
松
山
開
発
計
画
を
実
行
に
移
す
こ
と
に
な

つ
た
。

こ
の
東
松
山
校
舎
の
開
発
計
画
は
、
本
学
の
基
本
目
標
を
次
世
紀
に
向
け
て
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
教
学
施
設
面
に
お
け
る
基

盤
整
備
の

一
つ
と
な

つ
た
。

ゆ
　
長
期
事
業
計
画
の
過
程

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
度
の
学
園
運
営
の
基
本
方
針
は
、
「
長
期
事
業
計
画
」
お
よ
び

「
長
期
財
政
計
画
」
の
作
成
で
あ

つ
た
。

こ
の
作
業
は
向
こ
う

一
〇
か
年
に
わ
た
る
指
針
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
、
企
画
調
査
室
を
中
心
に
企
画
調
査
懇
談
会
が
設
置
さ
れ
て
、
計
画

の
立
案
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
れ
は
将
来
に
向
け
て
の
本
学
の
現
況
分
析
等
の
作
業
を
通
し
て
、
「
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
当
面
の
諸

問
題
」
「
板
橋
キ
ヤ
ン
パ
ス
当
面
の
諸
問
題
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
具
申
さ
れ
た
。

「
長
期
事
業
計
画
」
の
立
案
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
内
世
論
を
集
約

・
整
理
し
、
国
の

「高
等
教
育
の
計
画
的
整
備
に
つ
い
て
」

の
報
告
内
容
等
を
検
討
し
な
が
ら
、
本
学
の
現
状
分
析
等
の
作
業
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
を
多
面
的
に
再
検
討
し

「
長
期
事
業
計
画
の
骨
子

八
四

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
七
月

一
一
日
協
定
書
を
交
わ
し
た
。
本
学

に
あ

つ
て
は
こ
の
協
定



（案
）
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
、　
一
九
八
〇
年

一
二
月
二
二
日
、
「
長
期
事
業
計
画
概
要

（案
）
」
と
し
て
報
告
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、　
一
二
月
二
五
日
の
理
事
会
で
基
本
的
に
了
承
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
東
松
山
キ
ヤ
ン
パ
ス
開
発
構
想
書
が
策
定
さ

れ
、
翌

一
九
八

一
年
八
月
、
東
松
山
市
長
並
び
に
埼
玉
県
知
事
あ
て
に
、
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
拡
張
用
地
に
関
す
る
伺
い
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
学
園
の
振
興
発
展
の
た
め
管
理
運
営
組
織
の
改
善
の
全
学
組
織
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
編
成
さ
れ
た
。
学
園
の
長
期
事
業
計
画

に
つ
い
て
は
、
小
委
員
会
を
設
け
て
検
討
が
付
託
さ
れ
、
同
年

一
二
月
答
申
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
の
計
画
案

「
長
期
事
業
計
画
の
概
要

（案
）
」

。
「
学
園
振
興
発
展
計
画
特
別
委
員
会
答
申
」

・
「
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
開
発

計
画
基
本
構
想
書
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
比
較

・
検
討
し
、
次
の
よ
う
な

「
長
期
事
業
計
画

（案
）
」
と
し
て
提
案
さ
れ
た
。

②
　
長
期
事
業
計
画
の
内
容

（抄
）

１
　
計
画
の
期
間

一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
度
か
ら

一
九
九
〇

（昭
和
六
五
）
年
度
ま
で
の

一
〇
年
間
と
す
る
。

六
〇
周
年
を
迎
え
る

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
度
に
メ
イ
ン
‐プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
と
す
る
学
部
増
設
の
事
業
を
構
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
と
考
え
る
と
、
そ
の
前
提
と
な
る
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
発
計
画
に
つ
い
て
の
目
途
を
少
な
く
と
も
前
年
度
末
ま
で
に
立
て
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
土
地
買
収
と
開
発
行
為
許
可
申
請
の
作
業
を

一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年
度
末
ま
で
に
完
了
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
、
土
地
買
収

一
年
、
開
発
行
為
許
可
取
得

一
年
と
考
え
た
場
合
、
長
期
事
業
計
画
開
始
年
度
は

一
九
八

一
年
度
と
な
る
。
こ
れ
を
起

点
と
し

一
九
九
〇
年
度
ま
で
の

一
〇
か
年
間
に
計
画
表
の
通
り
、
関
連
諸
事
業
を
遂
行
す
る
こ
と
と
す
る
。

２
　
計
画
の
内
容

①
　
大
　
学

①
組
織
等
拡
充
計
画

第
五
節
　
近
二
〇
年
間
の
歩
み

八

五



第
一
章
　
七
〇
年
の
歩
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

④
　
学
生
定
員
変
更

（増
）
申
請

一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年
度
に
お
い
て
、
既
設
学
部

・
学
科
の
収
容
定
員
を
二
、
三
二
〇
名

（入
学
定
員
五
八
〇
名
）

増
加
さ
せ
る
た
め
に
認
可
申
請
を
行
う
。

定
員
増
認
可
後
に
お
い
て
は
、
新
設
学
部
開
設
予
定
の

一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年
度
ま
で
新
定
員
二
、
〇
三
〇
名
の

一
・
三
倍
、
二
、
六
二
九
名
を
入
学
者
数
と
す
る
。

０
　
学
部
設
置
認
可
申
請

国
際
政
治
経
済
学
部
の
設
置
認
可
申
請
手
続
き
を
行
う
。

１
　
設
置
の
趣
旨

建
学
の
精
神
の
具
現
化
を
通
し
て
特
色
あ
る
私
学
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
確
立
す
る
た
め
、
旧
東
亜
政
経
科
の
伝
統
を

受
け
継
ぐ
も
の
と
し
て
構
想
し
、
日
本
人
と
し
て
の
確
固
た
る
倫
理
観
、
価
値
観
を
持
ち
、
か
つ
豊
か
な
国
際
感
覚
と
教

養
と
を
備
え
、
国
際
社
会
で
活
躍
し
う
る
実
践
的
人
材
の
養
成
を
行
う
。

２
　
組
織

・
学
生
定
員

国
際
政
治
経
済
学
部
　
　
国
際
政
治
学
科
　
一
五
〇
名
　
　
国
際
経
済
学
科
　
二
〇
〇
名
　
　
計
　
三
五
〇
名

３
　
校
地

・
校
舎

・
設
備

キ
ヤ
ン
パ
ス
は
全
学
年
東
松
山
キ
ヤ
ン
パ
ス
と
す
る
。

校
舎
諸
施
設
は
長
期
事
業
計
画
に
基
づ
く
が
、
語
学
ラ
ボ
設
備
の
充
実
を
図
る
。

長
期
事
業
計
画
の
メ
イ
ン
‐プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
と
し
て
、
本
学
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
る

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
度

に
申
請
手
続
き
を
行
う
。
学
部
の
設
置
認
可
は
二
年
審
査
で
あ
る
か
ら
、　
一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年
度
が
開
設
予
定
年



度
と
な
る
。
次
に
新
設
学
部
の
学
生
定
員
を
含
み
、
五
学
部
組
織
と
な
つ
た
場
合
の
学
生
定
員
の
状
況
を
現
状
と
対
比
さ

せ
て
み
る
。
入
学
定
員
二
五
〇
名
、
収
容
定
員

一
、
四
〇
〇
名
の
増
加
と
な
り
開
設
予
定
年
度
で
あ
る

一
九
八
五
年
度
に

は
、
入
学
定
員
は
既
設
学
部
の
二
、
〇
三
〇
名
と
合
わ
せ
て
計
二
、
三
八
〇
名
と
な
る
。

新
学
部
の
設
置
に
関
し
て
は
、
当
初
国
際
政
治
経
済
学
部
と
し
て

一
九
八
三
年
度
申
請
の
予
定
で
計
画
さ
れ
た
が
、
学
内
外
の
諸
般

の
状
況
お
よ
び
諸
条
件
が
整
わ
ず
申
請
を
見
送
り
、　
一
九
八
四
年
度
は
教
員
組
織
を
整
備
し
、　
一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
度
開
設
を

目
途
に
、
国
際
関
係
学
部

（国
際
関
係
学
科

。
国
際
文
化
学
科
）
と
し
て
申
請
し
た
。

法
学
部

外国語学部 経済学部 文 学 部
学

　

部

法

律

学

科

小

　
計

中

国

語

学

科

英
　
語
　
学
　
科

小
　
計

経

済

学

科

経

営

学

科

小
　
計

日

本

文

学

科

中

国

文

学

科

英

米

文

学

科

教

育

学

科

学

　
　
　

科
現

行

二
〇
〇

（八
〇
〇
）

二
〇
〇

（八
〇
〇
）

八
〇

　

（三
二
〇
）

一
二
〇

（四
八
〇
）

五
〇
〇

（
二
、
〇
〇
〇
）

三
〇
〇

（
一
、
二
〇
〇
）

二
〇
〇

（八
〇
〇
）

五
五
〇

（
二
、
二
〇
〇
）

二
五
〇

（
一
、
○
○
○
）

一
〇
〇

（
四
〇
〇
）

一
〇
〇

（
四
〇
〇
）

一
〇
〇

（
四
〇
〇
）

入
学
定
員

（収
容
定
員
）

法
学
部

外国語学部 経済学部 文 学 部

学

　

部

法

律

学

科

小
　

計

中

国

語

学

科

英
　
語
　
学

科

小

　
計

経

済

学

科

経

営

学

科

小

　
計

日

本

文

学

科

中

国

文

学

科

英

米

文

学

科

教

育

学

科

学

　
　
　
科

五
学
部
組
織
と
し
た
場
合

三
〇
〇

（
一
、
二
〇
〇
）

三
〇
〇

（
一
、
二
〇
〇
）

一
二
〇

（
四
八
〇
）

一
八
〇

（七
二
〇
）

七
五
〇

（三
、
〇
〇
〇
）

四
五
〇

（
一
、
八
〇
〇
）

三
〇
〇

（
一
、
二
〇
〇
）

六
八
〇

（
二
、
七
二
〇
）

二
五
〇

（
一
、
○
○
○
）

一
五
〇

（六
〇
〇
）

一
三
〇

（五
二
〇
）

一
五
〇

（六
〇
〇
）

入

学
定
員

（収
容
定
員
）

第
五
節
　
近
二
〇
年
間
の
歩
み

八
七



計

一
、
四
五
〇

（五
、
八
〇
〇
）

計

国際政治

経済学部

小

　
　
　
計

国

際

経

済

学

科

国

際

政

治

学

科

二
、
三
八
〇

（九
、
五
二
〇
）

（
ｘ
一
・
一
”
一
〇
、
四
七
二
）

三
五
〇

（
一
、
四
〇
〇
）

二
〇
〇

（八
〇
〇
）

一
五
〇

（六
〇
〇
）

第

一
章
　
七
〇
年
の
歩
み

八
八

②
校
地

・
校
舎
等
の
施
設
の
拡
充
計
画

④
　
校
地
の
拡
張

東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
北
側
隣
接
丘
陵
地
帯
約

一
四
五
、
七
三
四
ポ

（約
四
、
四
万
坪
）
を
買
収
し
、
開
発
す
る
。

計

経国

済際

学政

部治

法
　
学
　
部

外
国
語
学
部

経

済

学

部

文
　
学
　
部

区

分

学
部

年

　
度

一
、
四
五
〇

（
五
、
八
〇
〇
）

二
〇
〇

（
八
〇
〇
）

二
〇
〇

（
八
〇
〇
）

五
〇

（
二
、
○

○○
○
）

五
五
〇

（
二
、
二
〇
〇
）

学
生
定
員 基

　
　
　

準
現

在

一
四
九

、
七

四

二

二
二
、
八
〇
六

二
二
、
八

〇
六

四
六
、
六

〇
八

五
七
、
五

二
二

�

校

　

　

地

一
六

〇
、

三
六
七

ｄ

板
橋二

三
、
五
四
四

東
松
山

一
三
六
、
八
二
三

校
　
　
　
地

現
　
　
有

二
、
〇
三
〇

（八
、
一
二
〇
）

三
〇
〇

⌒
一
、
二
〇
〇
）

三
〇
〇

、
二
〇
〇
）

七
五
〇

（
三
、
○
○
○
）

六
八
〇

⌒
二
、
七
二
〇
）

学
生
定
員

基

準

一
九
八
三
年
度

（定
員
増
）

一
九

七

、

三

四
〇

三
〇
、
七
三
八

三
〇

、
七

三
八

七

三
、

二
九

二

六

二
、四
七

二

“

校
　
　
　
地

≡
⌒九
、

三
八
〇

五
二
〇
）

三
五

〇

（
一
、

四
〇

〇

）

三
〇
〇

（
一
、
二
〇
〇
）

三

〇
〇

一
、

二
〇

〇

）

七
五
〇

（
三
、
〇
〇
〇
）

六
八
〇

（
二
、
七
二
〇
）

学
生
定
員

基

　
　

　

準

一
九
八
五
年
度

（学
部
増
）

二
三

二
、

〇
五

〇

三

四
、

七

一
〇

六

二
、
四
七
二
ポ

七
三
、
二
九

二

三

〇

、
七

三
八

三
〇
、
七
三
八

校

　
　
　

地



右
記
表
の
通
り
、
設
置
基
準
上
の
必
要
校
地
面
積
は
、　
一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
度

一
九
七
、
三
四
〇
耐
、　
一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年
度
の
段
階
に
お
い
て
は
二
三
二
、
〇
五
〇
耐
と
な
り
、
現
有
校
地
面
積

一
六
〇
、
三
六
七
ぽ
と
の
差
は
、
そ
れ

ぞ
れ
三
六
、
九
七
三
ｍ２
、
七

一
、
六
八
三
ｍ２
の
不
足
と
な
る
。
開
発
対
象
区
域
が
丘
陵
地
帯
で
あ
る
こ
と
を
考
え
、
有
効
利
用

面
積
比
を
約
五
〇
％
と
見
、
か
つ
対
象
区
域
周
辺
の
地
理
的
、
地
形
的
立
地
条
件
等
も
勘
案
の
う
え
、
拡
張
予
定
面
積
を

一
四

五
、
七
三
四
一２ｍ
と
し
た
。

③
　
校
舎
等
施
設
の
建
設

（東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

以
下
の
校
舎
等
諸
施
設
を
建
設
す
る
。

〔校
　
舎
〕

専
門
課
程
用
校
舎
と
し
て
人
文
系
校
舎
二
棟
、
社
会
系
校
舎
二
棟
を
建
設
す
る
。
規
模
は
五
、
〇
〇
〇
耐
二
棟
、
四
、

〇
〇
〇
″
二
棟
と
す
る
。
工
期
に
つ
い
て
は
、
二
期
に
分
割
、　
一
期

（
二
棟
）
工
事
の
完
了
を
新
学
部
開
設
予
定
年
度
で

あ
る

一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年
度
に
合
わ
せ
、　
一
九
八
五
年
二
月
と
し
、
二
期

（
二
棟
）
工
事
の
完
了
を

一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
二
月
と
す
る
。

東
松
山
キ
ヤ
ン
パ
ス
の
既
設
校
舎
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
教
養
課
程
用
校
舎
と
し
て
使
用
す
る
。

〔図
書
館

・
研
究
棟
〕

図
書
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
情
報
化
の
傾
向
に
対
応
し
て
高
度
な
情
報
処
理
機
能
を
有
し
か
つ
研
究

・
教
育

の
現
場
と
有
機
的
に
連
結
し
た
総
合
図
書
館
を
建
設
し
、
本
学
の
教
育
研
究
の
中
枢
的
役
割
を
担
い
う
る
も
の
と
す
る
。

規
模
に
つ
い
て
は
、
約
七
、
〇
〇
〇
ぽ
と
し
、
地
域
住
民
に
対
し
て
も
あ
る
程
度
開
か
れ
た
文
化
セ
ン
タ
ー
的
要
素
も

第
五
節
　
近
二
〇
年
間
の
歩
み

八

九



第

一
章
　
七
〇
年

の
歩
み

九

〇

加
味
す
る
。

〔学
生
ホ
ー
ル

・
食
堂
〕

将
来
の
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
学
生
数
を
約

一
万
名
と
し
た
場
合
、
か
な
り
の
規
模
で
学
生
の
福
利
厚
生
施
設

を
建
設
す
る
必
要
が
あ
る
。

食
堂
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
約
四
、
〇
〇
〇

ｍ２

（延
べ
三
、
〇
〇
〇
席
）、
学
生
ホ
ー
ル

（ホ
ー
ル

・
談
話
室

。
売

店

・
喫
茶

・
会
議
室

・
展
示
場
等
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
約
二
、
〇
〇
〇

ｍ２
を
見
込
む
。

〔総
合
体
育
館

・
陸
上
競
技
場
〕

現
在
の
体
育
館

・
武
道
館
を
取
り
壊
し
、
総
合
体
育
館
を
建
設
す
る
。
メ
イ
ン
‐
コ
ー
ト
は
、
バ
ス
ケ
ツ
ト
‐
コ
ー
ト
二

面
が
採
れ
る
広
さ
と
し
、
ほ
か
に
中

・
小
の
フ
ロ
ア
ー
を
設
け
る
ほ
か
、
各
種
格
闘
技
の
道
場

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場

・
集

会
室

・
会
議
室

・
研
修
室

。
ロ
ツ
カ
ー
ル
ー
ム

・
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
等
を
含
む
多
層
階
構
造
と
し
、
地
下
に
室
内
温
水
プ

ー
ル

（
二
五

ｍ
）
を
建
設
す
る
。
規
模
は
約
七
、
〇
〇
〇
ぽ
を
見
込
む
。

（板
橋
キ
ヤ
ン
パ
ス
）

〔
一
号
館
校
舎
の
取
り
扱
い
〕

現
段
階
で
は
計
画
年
度
を
定
め
な
い
が
、
こ
の
事
業
計
画
の
実
施
に
伴
い
、
学
生
定
員
増
お
よ
び
新
学
部
の
設
置
後
、

施
設
全
体
の
利
用
に
つ
き
教
育
計
画
全
体
の
見
直
し
と
の
関
連
に
お
い
て
検
討
す
る
。

③
　
東
松
山
校
舎
建
築
工
事
着
工

東
松
山
校
舎
で
長
期
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
、
同
校
舎
用
地
の
拡
張
の
た
め
、　
一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年

一
二
月
よ
り
翌
年

一
月
の

間
に
隣
接
地
七
七
、
七
五

一
。
三
二
ぽ
の
土
地
を
取
得
し
、　
一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
七
月

一
五
日
よ
り
拡
張
開
発
を
進
め
、
造
成
工



事
も
予
定
通
り
完
了
し
た
。
従

つ
て

一
九
八
四

（昭
和
五
九
）
年

一
〇
月
二
四
日
の
理
事
会
で
、
東
松
山
校
舎
の
建
築
工
事
を
第

一
期
、

第
二
期
、
第
二
期
と
そ
の
他
の
工
事
に
分
け
、
同
年

一
一
月
か
ら

一
九
九
〇

（昭
和
六
五
）
年
二
月
ま
で
の
間
に
完
了
さ
せ
る
よ
う
、
建

設
業
者
に
発
注
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

第

一
期
工
事

（
一
九
八
四

〈
昭
和
五
九
〉
年

一
一
月
か
ら

一
九
八
六

〈
昭
和
六

一
〉
年
二
月
ま
で
）

第
二
期
工
事

（
一
九
八
七

〈
昭
和
六
二
〉
年
二
月
か
ら

一
九
八
八

〈
昭
和
六
三
〉
年
九
月
ま
で
）

第
二
期
工
事

（
一
九
八
七
年
四
月
か
ら

一
九
八
八
年
九
月
ま
で
）

そ
の
他
工
事

（
一
九
八
四

〈
昭
和
五
九
〉
年

一
一
月
か
ら

一
九
九
〇

〈
昭
和
六
五
〉
年
三
月
ま
で
）

と
な

つ
て
い
る
。

束
松
山
校
舎
建
設
の
起
工
式
が
、　
一
九
八
四
年

一
一
月

一
二
日
午
前

一
〇
時
か
ら
同
校
舎
建
設
予
定
地
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

つ
て

二

一
世
紀
を
先
取
り
す
る
教
育

。
研
究
の
理
想
に
ふ
さ
わ
し
い
大
学
キ
ヤ
ン
パ
ス
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

④
　
創
立
六
〇
周
年
記
念
事
業
計
画

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
九
月
二
〇
日
に
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
記
念
事
業
委
員
会
の
設
置
に
よ
り
、
記
念
事
業
、

記
念
行
事
、
記
念
出
版
お
よ
び
記
念
募
金
関
係
の
各
分
科
会
が
設
け
ら
れ
て
各
種
の
検
討
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
実
施

計
画
と
な

つ
た
。

創
立
六
〇
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、　
一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年
三
月
二
〇
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
そ
の
内
容
が
決
定
さ
れ

た
。
そ
の
う
ち
の
記
念
募
金
事
業
寄
附
金
の
募
集
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

０
　
大
東
文
化
大
学
創
立
六
〇
周
年
記
念
事
業
に
伴
う
寄
附
金
の
募
集
に
つ
い
て

①
　
募
金
の
対
象
事
業
　
　
記
念
事
業
の
う
ち
の
東
松
山
開
発
計
画
の

一
環
と
し
て
建
築
予
定
の
図
書
館
建
築
事
業

第
五
節
　
近
二
〇
年
間
の
歩
み

九

一



第

一
章
　
七
〇
年
の
歩
み

②
　
募
金
予
定
額
　
　
　
　
七
億
円

③
　
募
金
期
間
　
　
一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年
度
～

一
九
八
四

（昭
和
五
九
）
年
度

（三
年
間
）

④
　
募
金

一
日
の
金
額
　
　
一
日
　
三
万
円

⑤
　
募
金
に
対
す
る
免
税
措
置
　
法
人

・
個
人
と
も
免
税
措
置
あ
り

⑥
　
募
金
の
対
象
　
　
同
窓
会
、
父
兄
、
教

・
職
員
、
そ
の
他
学
園
関
係
者

（法
人
を
含
む
）、　
一
般

▽
募
金
の
内
容
報
告

六
〇
周
年
記
念
募
金
額
　
　
七
億
二
、
八
五
二
万
五
、
八
〇
八
円

０
　
大
東
文
化
大
学
創
立
六
〇
周
年
記
念
行
事
日
程

①
　
創
立
六
〇
周
年
記
念
大
東
文
化
大
学
書
法
展

①
会
　
期
　
　
一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
八
月
四
日
～
八
月
二
〇
日

北
京
展
　
一
九
八
三
年
八
月
四
日
～
八
月

一
〇
日

上
海
展
　
一
九
八
三
年
八
月

一
四
日
～
八
月
二
〇
日

②
会
　
場
　
　
中
華
人
民
共
和
国

北
京
展
　
北
京
北
海
公
園
普
安
殿

上
海
展
　
上
海
青
年
宮

②
　
創
立
六
〇
周
年
記
念
講
演

①
日
　
時
　
　
一
九
八
三
年
九
月

一
〇
日

（土
）

午
前

一
〇
時
～

一
二
時

場
　
所
　
　
大
東
文
化
大
学
板
橋
校
舎
　
研
究

・
管
理
棟
六
階
　
大
会
議
室

九

二



演
　
題
　
　
口
を
し
て
鼻
の
如
く
に
せ
よ
―

こ
と
わ
ざ
に
よ
る
東
洋
文
化
事
問
い
―
―

講
演
者
　
　
ハ
ル
ト
ム
ー
ト

・
ロ
ー
タ
ー
ム
ン
ド
氏

（
フ
ラ
ン
ス
高
等
学
術
研
究
所
第
五
部
研
究
所
長
）

②
日
　
時
　
　
一
九
八
三
年
九
月
二
〇
日

（火
）

午
後
二
時
四
〇
分
～
四
時

場
　
所
　
　
ホ
テ
ル

・
セ
ン
チ

ユ
リ
ー
ハ
イ
ア
ッ
ト
　
桃
山
の
間

演
　
題
　
　
日
本
に
お
け
る
国
家
の
形
成
―

倭
人
の
国
か
ら
大
和
朝
廷

へ
―

講
演
者
　
　
江
上
波
夫
氏

（古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
長
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
学
術
会
議
会
員
）

③
　
創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典

・
祝
賀
会

式
　
典

日
　
時
　
　
一
九
八
三
年
九
月
二
〇
日

（火
）

午
後

一
時
～
二
時
三
〇
分

場
　
所
　
　
ホ
テ
ル

・
セ
ン
チ

ユ
リ
ー
ハ
イ
ア
ッ
ト

祝
賀
会

日
　
時
　
　
一
九
八
三
年
九
月
二
〇
日

（火
）

午
後
四
時
三
〇
分
～
七
時

場
　
所
　
　
ホ
テ
ル

・
セ
ン
チ

ユ
リ
ー
ハ
イ
ア
ッ
ト

大
東
文
化
大
学
創
立
六
〇
周
年
を
記
念
す
る
式
典
は
、
学
園
関
係
者
並
び
に
教
育
界

・
政
界
を
中
心
に

一
、
〇
〇
〇
余
名
の
出
席
を
え

て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

記
念
行
事
の

一
環
と
し
て
の
講
演
会
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
祝
賀
会
に
入
り
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
盛
会
の
う
ち
に
散
会
し
た
。

０
　
記
念
出
版
事
業

「中
国
語
大
辞
典
」
を
刊
行
す
る
こ
と
に
決
定
し
、　
一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年
四
月
か
ら
編
集
業
務
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

第
五
節
　
近
二
〇
年
間
の
歩
み

九

三



第

一
章
　
七
〇
年
の
歩
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

そ
の
ほ
か
、
「
中
国
学
記
念
論
文
集
』
Ａ
５
判
、
集
録
論
文
四
八
点
、　
一
、
一
二
六
頁
を
刊
行
し
た
。
並
び
に

「
エ
ッ
ク
ス
オ
リ
エ
ン
テ
』

の
続
刊
、
創
立
六
〇
周
年
記
念
写
真
集

「
軌
跡
」
Ａ
４
判
を
刊
行
し
た
。

③
　
東
松
山
校
舎
整
備
第

一
期
工
事
完
成

国
際
関
係
学
部
の
開
設
と
併
せ
て
、
東
松
山
校
舎
整
備
の
た
め
の
開
発
計
画
第

一
期
建
築
工
事
が
竣
工
し
た
。　
一
九
八
六

（昭
和
六

一
）

年
五
月
二
二
日
、
日
本
私
学
振
興
財
団

・
清
水
司
理
事
長
を
は
じ
め
、
来
賓
、
同
窓
会
員
、
父
兄
会
員
、
教

・
職
員
、
学
生
代
表
ら
約

一
、

六
〇
〇
名
を
迎
え
て
、
同
校
舎
記
念
講
堂
お
よ
び
総
合
体
育
館
で
式
典
を
挙
行
し
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。

⑥
　
東
松
山
新
校
舎
完
成

本
学
創
立
六
〇
周
年
記
念
事
業
の

一
環
で
あ
る
東
松
山
校
舎
の
開
発
事
業
は
、　
一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
七
月
か
ら
の
開
発
造
成
工

事
に
始
ま
り
、
足
か
け
六
か
年
の
歳
月
を
経
て
工
事
が
予
定
通
り
完
了
し
た
。

開
発
総
面
積
は
二
〇
七
、
〇
四
二

・
八
七
が
で
、
旧
校
舎
を
含
め
た
東
松
山
校
舎
の
総
面
積
は
二
八
三
、
二
六
二

・
八
七
耐
と
な

つ
た
。

東
松
山
校
舎
は
、　
一
九
六
七

（昭
和
四
二
）
年
に
開
設
さ
れ
て
以
来
、
教
養
課
程
キ
ヤ
ン
パ
ス
と
し
て
着
実
に
発
展
を
遂
げ
て
来
た
が
、

新
た
な
構
想
の
も
と
に
国
際
関
係
学
部
が
開
設
さ
れ
て
、
教
学
体
制
と
施
設
の
規
模
の
拡
大
充
実
と
を
果
た
す
こ
と
に
な
つ
た
。

設
備
の
面
に
お
い
て
も
、
特
に
、　
一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
進
め
て
き
た
電
子
計
算
機
シ
ス
テ
ム
の
レ
ベ
ル

ア
ツ
プ
作
業
が
、
同
年
の
九
月
末
に
、
板
橋
校
舎
の
新

一
号
館

へ
の
移
転
を
残
し
て
ほ
ぼ
完
了
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
板
橋

。
東
松
山
両
校
舎
に
そ
れ
ぞ
れ
大
型
汎
用
電
子
計
算
機
を
導
入
し
て
、
そ
れ
ら
を
高
速
デ
ジ
タ
ル
回
線

（
Ｎ

Ｔ
Ｔ
）
で
接
続
し
、
両
キ
ヤ
ン
パ
ス
の
シ
ス
テ
ム
の

一
元
化
を
図
つ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
機
能
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
研
究

・
教

育
、
図
書
館
業
務
、
お
よ
び
事
務
処
理
の
効
率
化
が
図
ら
れ
た
。

ま
た
、
そ
の
間
に
、　
一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
五
月
、
東
松
山
市
本
宿
二
丁
目
に
東
松
山
校
舎
通
学
バ
ス
発
着
用
地
と
し
て
土
地
三
、



〇
七
八
ポ
を
取
得
し
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
高
坂
駅
～
東
松
山
校
舎
間
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
降
場
所
と
し
て
通
学
の
便
利
を

一
層
高
め
る

こ
と
と
な
ら
た
。

０
　
板
橋
校
舎
整
備

（第
二
次
）
新

一
号
館
竣
工

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年

一
月
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
板
橋
校
舎

一
号
館
の
改
築
工
事
は
、
予
定
通
り

一
九
八
九

（平
成
元
）
年
三

月
二
〇
日
に
完
成
し
た
。
四
月
八
日
に
落
成
式
を
行

つ
た
。

新

一
号
館
の
改
築
は
、
板
橋
校
舎
整
備
充
実
計
画
の

一
環
で
あ
り
、
①
学
生
の
臨
時
定
員
増
に
よ
る
増
加
部
分
な
ど
を
考
慮
し
た

一
般

教
室
の
確
保
と
、
情
報
処
理
関
係
施
設
、
Ｌ

・
Ｌ
、
視
聴
覚
教
室
、
書
道
教
室
な
ど
を
含
む
特
殊
教
室
の
充
実
、
②
学
生
の
福
利
厚
生
施

設

・
設
備
の
充
実
、
③
研
究
室
の
整
備
充
実
な
ど
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。

建
物
は
鉄
骨
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
八
階
建
て
、
延
べ
床
面
積

一
一
、
〇
四
八

・
八
九
九
ぽ
で
あ
る
。

③
　
長
期
事
業
計
画
の
終
期

東
松
山
校
舎
開
発
整
備
計
画
の
ほ
ぼ
完
了
と
併
せ
て
、
板
橋
校
舎
新

一
号
館
の
竣
工
と
な
つ
た
。　
一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
に

「
長

期
事
業
計
画
」
が
図
ら
れ
て
か
ら

一
〇
年
間
に

一
連
の
整
備
充
実
は
目
標
通
り
の
完
成
に
至
つ
た
。

そ
の
間
に
、
さ
ら
に
施
設

・
設
備
の
拡
張
充
実
と
並
行
し
て
、
次
の
学
科
お
よ
び
大
学
院
等
の
増
設
、
入
学
定
員
の
変
更
、
第
二
次
、

第
二
次
の
臨
時
定
員
増
の
認
可
を
受
け
、
文
科
系
総
合
大
学
と
し
て
次
世
紀
に
向
け
て
の
よ
り

一
層
の
発
展
を
続
け
る
こ
と
に
な

つ
た
。

０
一
学
院
発
祥
の
地
に
顕
彰
碑

本
学
の
前
身
、
大
東
文
化
学
院
の
発
祥
の
地

（現
所
在
、
東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
一
―
一
一
―

一
〇
）
に
顕
彰
碑
が
設
置
さ
れ
る
こ

第
五
節
　
近
二
〇
年
間
の
歩
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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一
章
　
七
〇
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の
歩
み

と
に
な
り
、　
一
九
八
九

（平
成
元
）
年
五
月

一
八
日

（本
）
午
前

一
一
時
か
ら
除
幕
式
が
現
地
で
行
わ
れ
た
。

顕
彰
碑
に
は
、

九
六

大
東
文
化
大
学
発
祥
の
地

本
学
の
前
身
で
あ
る
大
東
文
化
学
院
は
、
大
正
十
年
の
貴
衆
両
院
に
よ
る

「漢
学
振
興
に
関
す
る
建
議
案
」
の
決
議
に
由
来

し
、
大
正
十
二
年
九
月
二
十
日
、
こ
の
地
に
設
立
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
二
十
四
年
四
月
、
新
制
大
学
の
認
可
を
得
、
現
在
の
大
東
文
化
大
学

（板
橋
区
高
島
平

Ｔ
Ｉ
九
―
上

）
と
し

て
発
展
し
来

つ
て
い
る
。

こ
こ
に
、
そ
の
歴
史
を
刻
し
、
建
学
の
志
を
新
た
に
す
る
。

平
成
元
年
四
月
吉
日

学
校
法
人
　
大
東
文
化
学
園

大
　
東
　
文
　
化
　
大
　
学

と
書
か
れ
て
い
る
。

０
一　
中
国
北
京
外
国
語
学
院
と
の
交
流

一
〇
周
年
記
念
行
事

本
学
と
北
京
外
国
語
学
院
と
の
交
流
協
定
締
結

一
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
北
京
外
国
語
学
院
の
祝
賀
式
典
に
招
か
れ
た
。
学
長
を
団
長

と
す
る
六
名
の
訪
間
団
が
慶
祝
行
事
に
参
加
し
た
。



併
せ
て
、
九
月
に
、
北
京
外
国
語
学
院
院
務
委
員
会
主
任
を
団
長
と
す
る
五
名
か
ら
な
る
同
学
院
代
表
団
が
、
同
年

一
〇
月
四
日
か
ら

〓
二
日
ま
で
の
日
程
で
来
日
さ
れ
た
。

こ
の

一
連
の
行
事
の
な
か
で
、
記
念
講
演
会
、
書
法
展
お
よ
び
双
方
か
ら
な
る
記
念
論
文
集
が
刊
行
さ
れ
た
。

ω
一　
学
園
寄
附
行
為
変
更
認
可
申
請

一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
以
降
懸
案
と
な

つ
て
い
た
学
園
寄
附
行
為
の
改
正
に
つ
い
て
は
、　
一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
七
月
設
置

の
寄
附
行
為
改
正
検
討
委
員
会
に
よ
り
、　
一
九
八
九

（平
成
元
）
年
七
月
寄
附
行
為
改
正
案
、
同
年
九
月
寄
附
行
為
施
行
細
則
制
定
案
に

つ
い
て
理
事
長
あ
て
答
申
が
あ
り
、
理
事
会

・
評
議
員
会
に
お
い
て
慎
重
審
議
が
な
さ
れ
て
き
た
。　
一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
九
月
開
催

の
理
事
会

・
評
議
員
会
に
お
い
て
寄
附
行
為
改
正
案
お
よ
び
同
施
行
細
則
制
定
案
を
承
認
決
議
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
直
ち
に
学
園
寄
附
行
為
変
更
認
可
中
請
に
つ
い
て
文
部
省
当
局
と
事
前
協
議
に
入
り
、
行
政
指
導
に
基
づ
く

一
部
修

正
を
学
園
の
所
定
の
手
続
き
を
経
て
行
つ
た
の
ち
、　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
二
月
八
日
付
申
請
書
受
理
、
同
年
二
月
六
日
付
文
部
大
臣

の
認
可
を
受
け
た
。

こ
の
寄
附
行
為
改
正
は
、
同
施
行
細
則
の
制
定
を
含
め
て
大
幅
な
改
正
と
な

つ
た
。

①
　
宮
鼻
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
と
正
代
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
と
の
土
地
交
換

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
一
二
月
一
六
日
開
催
の
理
事
会
で
、
宮
鼻
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
と
、
東
松
山
市
所
有
の
正
代
グ
ラ
ウ
ン

第
五
節
　
近
二
〇
年
間
の
歩
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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九

八

ド
用
地

（東
松
山
市
正
代
字
五
反
田

一
九
八
―

一
外
）
と
の
土
地
交
換
が
決
定
さ
れ
た
。
交
換
後
に
正
代
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
造
作
工
事
が
行

わ
れ
、　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
四
月

一
二
日
に
竣
工
し
た
。
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
関
係
者
に
よ
る
式
典
が
同
時
に
挙
行
さ
れ
た
。

正
代
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
総
面
積
四
四
、
九
九
七

・
七
三
ｍ２
の
な
か
に
緑
地
帯
を
相
当
設
け
た
施
設
で
、
陸
上
競
技
場
、
四
〇
〇
ｍ

ト
ラ
ッ
ク
、
五
コ
ー
ス
等
と
の
ほ
か
に
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ツ
ト
ボ
ー
ル
場
や
、
多
目
的
広
場
等
の
設
備
も
あ
り
、
陸
上
部
等
の
練
習
コ
ー

ス
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
に
、
北
海
道
勇
払
郡
鵡
川
町
か
ら
六
六
七
、
五

一
〇

ｍ２
の
土
地
贈
与
を
受
け
、
そ
の
ほ
か
に
同
じ
く
鵡
川

町
か
ら
二
九
七
、
四
二
五

ｍ２
、
個
人
か
ら
六
九
四
、
九
二
三

ｍ２
の
土
地
を
購
入
し
た
。
贈
与
を
受
け
る
際
、
鵡
川
町
と
の
契
約
で
校
地
と

し
て
開
発
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
が
、
苫
小
牧
工
業
開
発
計
画
等
の
延
長
の
た
め
、
校
地
の
開
発
は
延
期
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
後
、
鵡
川
町
か
ら
の
申
し
入
れ
等
も
あ
つ
て
、　
一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
度
中
に
幼
稚
園
お
よ
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
を
設
置
す
べ

く
審
議
が
重
ね
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、　
一
九
七
五
年
六
月
二
〇
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
鵡
川
幼
稚
園
の
設
置
を
承
認
し
、
北
海
道
知
事
あ
て
に
四
学
級
定
員

一

二
〇
名
、
園
舎
六
五
九

・
二
〇

ｍ２
の
規
模
と
す
る
計
画
書
を
提
出
、　
一
九
七
六

（昭
和
五

一
）
年
二
月
二
八
日
に
、
別
法
人
で
北
海
道
大

東
文
化
学
園
鵡
川
幼
稚
園
と
し
て
の
法
人
認
可
を
受
け
た
。

敷
地
は
同
町
の
中
心
地
で
役
場
近
く
に
あ
り
、
園
舎
の
建
築
は
本
学
園
か
ら
七
、
〇
〇
〇
万
円
の
寄
附
に
よ
り
賄
わ
れ
た
。

新
幼
稚
園
の
開
園
式
は
同
年
四
月

一
一
日
、
祝
賀
会
と
併
せ
て
現
地
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

ω

鵡む

川お
校
地
開
発
と
鵡
川
幼
稚
園



運
営
に
当
た
る
役
員
の
う
ち
理
事
長
は
、
代
々
本
学
園
理
事
長
の
兼
任
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
設
置
当
初
の
理
事
長
は
金
子
昇
氏

で
あ
つ
た
。

学
園
所
有
地
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
鵡
川
町
と
度
重
な
る
協
議
を
行

っ
て
き
た
が
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年

一
〇
月
二
八
日
の
理
事

会
に
お
い
て
、　
一
九
七

一

（昭
和
四
六
）
年

一
一
月

一
日
締
結
し
た
土
地
売
買
お
よ
び
贈
与
契
約
の
履
行
に
つ
い
て
、
両
当
事
者
は
双
方

協
議
の
上
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
と
な

つ
た
。

ま
た
、
隣
接
購
入
地
六
九
四
、
九
二
三

ｍ２
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て

一
九
九
二

（平
成
五
）
年
二
月

一
二
日
、
鵡
川
町
に
売
却
す
る
こ
と

に
な
ら
た
。

二
　
本
学
発
展
の
軌
跡

大
東
文
化
大
学
は

一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
九
月
二
〇
日
を
も
つ
て
創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
た
。
こ
の
年
以
降
、
現
在
に
至
る
二
〇

年
―
以
下
こ
の
期
間
を
近
二
〇
年
と
表
記
す
る
―

の
歴
史
を
記
述
す
る
こ
と
が
こ
の
節
の
主
題
と
な
る
。
そ
の
際
、
次
章
以
下
に
お
い
て

各
学
部

・
学
科
、
大
学
院
、
研
究
所
お
よ
び
諸
附
属
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
自
己
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
現
状
を
描
写
し
、
さ
ら
に
将
来

へ
の
展
望
を
も
画
い
て
い
る
こ
と
に
十
分
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
現
に
そ
の
歴
史
を
切
り
開
い
て
い
る
担
当
者
の
主
体

的
記
述
で
あ

つ
て
、
そ
の
持

つ
て
い
る
意
義
に
は
深
い
も
の
が
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
記
述
は
詳
細
に
及
ん
で
い
る
。
従
つ
て
、
こ
こ
で

は
重
複
を
避
け
つ
つ
、
当
該
期
間
に
お
け
る
本
学
の
歩
み
の
発
展
的
側
面
に
つ
い
て
視
点
を
絞
り
、
そ
の
方
向
性
の
特
色
を
窺
う
こ
と
に

と
ど
め
る
。

こ
の
近
二
〇
年
に
お
け
る
本
学
発
展
の
主
要
な
軌
跡
は
、
次
の
三
項
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
五
節
　
近
二
〇
年
間
の
歩
み

九
九



第

一
章
　
七
〇
年
の
歩
み

一
〇
〇

一
　

学
部

・
学
科
の
領
域
で
は
、
国
際
関
係
学
部
を
国
際
関
係
学
科
と
国
際
文
化
学
科
の
二
学
科
編
成
で
開
設

（
一
九
八
六

〈
昭
和
六

一
〉

年
）
し
た
。
ま
た
既
設
の
法
学
部
の
も
と
に
政
治
学
科
を
増
設

（
一
九
九

一

〈
平
成
三
〉
年
）
し
た
。

一
一　
大
学
院
の
領
域
で
は
、
既
設
の
文
学
研
究
科

・
日
本
文
学
専
攻
修
士

・
博
士
課
程
、
中
国
学
専
攻
修
士

・
博
士
課
程
、
経
済
学
研
究

科

・
経
済
学
専
攻
修
士
課
程
の
編
成
に
加
え
て
、
文
学
研
究
科
に
英
文
学
専
攻
修
士
課
程
を
増
設

（
一
九
七
八

〈
昭
和
五
三
〉
年
）
し
、

経
済
学
研
究
科
に
お
い
て
は
経
済
学
専
攻
博
士
課
程
を
増
設

（
一
九
七
八
年
）
、
こ
れ
を
改
組
し
て
博
士
前
期

・
後
期
課
程
と
し
た
。

現
在
さ
ら
に
経
営
学
専
攻
修
士
課
程
を
増
設
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
新
た
に
法
学
研
究
科

・
法
律
学
専
攻
修
士
課
程
を
開
設

（
一

九
七
七

〈
昭
和
五
二
〉
年
）
、
後
に
こ
れ
を
博
士
前
期

・
後
期
課
程

へ
と
発
展
的
に
改
組

（
一
九
九

一
年
）
し
た
。

三
　
研
究
所
の
領
域
で
は
、
唯

一
の
既
設
の
大
学
附
置
東
洋
研
究
所
に
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
法
人
直
結
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
書
道
文

化
セ
ン
タ
ー
を
大
学
附
置
書
道
研
究
所
に
改
組
し
、
研
究
機
関
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
た
。
こ
の
期
で
は
、
学
部
附
置
研
究
所
を

次
々
と
新
設
し
た
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
文
学
部
に
は
人
文
科
学
研
究
所

（
一
九
九
〇

〈
平
成
二
〉
年
）
、
経
済
学
部
に
は
経
済
研
究

所

（
一
九
八
七

〈
昭
和
六
二
〉
年
）

。
経
営
研
究
所

（
一
九
八

一

〈
昭
和
五
六
〉
年
）
、
外
国
語
学
部
に
は
語
学
教
育
研
究
所

（
一
九

八
三

〈
昭
和
五
八
〉
年
）
、
法
学
部
に
は
法
学
研
究
所

（
一
九
七
三

〈
昭
和
四
八
〉
年
）

・
国
際
比
較
政
治
研
究
所

（
一
九
九

一
年
）
、

国
際
関
係
学
部
に
は
現
代
ア
ジ
ア
研
究
所

（
一
九
九

一
年
）
と
、
実
に
七
研
究
所
を
擁
す
る
に
至
つ
て
い
る
。

こ
の
三
項
に
要
約
さ
れ
る
本
学
の
近
二
〇
年
の
発
展
は
、
そ
れ
以
前
の
二
〇
年
に
遡

つ
て
、
言
い
換
え
れ
ば

一
九
五
三

（昭
和
二
八
）

年
か
ら

一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
に
至
る
二
〇
年
―
―

以
下
こ
の
期
間
を
前
二
〇
年
と
表
記
す
る
―
―

の
歩
み
と
比
較
す
る
こ
と
に

よ
つ
て
そ
の
特
色
が

一
層
明
瞭
に
示
さ
れ
る
。

最
初
に
第

一
項
の
学
部

・
学
科
の
領
域
に
つ
い
て
比
較
す
る
。
前
二
〇
年
の
初
年

一
九
五
三

（昭
和
二
八
）
年
に
は
、
文
政
学
部
の
も

と
に
日
本
文
学
専
攻

・
中
国
文
学
専
攻

・
政
治
経
済
学
専
攻
が
編
成
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
こ
れ
は
本
学
が

一
九
四
九

（昭
和



二
四
）
年
に
新
制
大
学
と
し
て
再
編
し
た
時
点
か
ら
変
化
し
て
い
な
い
。
漸
く
、　
一
九
六
二

（昭
和
三
七
）
年
に
至
り
、
二
学
部
三
学
科

（文
学
部
、
日
本
文
学
科

・
中
国
文
学
科
、
経
済
学
部
、
経
済
学
科
）
の
組
織

へ
と
、
戦
後
の
苦
境
を
脱
し
て
発
展

へ
の
動
き
が
始
ま

つ

た
。
前
二
〇
年
と
の
接
点
で
あ
る

一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
に
お
け
る
四
学
部

・
九
学
科

（文
学
部
、
日
本
文
学
科

・
中
国
文
学
科

・

英
米
文
学
科

・
教
育
学
科
、
経
済
学
部
、
経
済
学
科

・
経
営
学
科
、
外
国
語
学
部
、
中
国
語
学
科

・
英
語
学
科
、
法
学
部
、
法
律
学
科
）

の
編
成

へ
と
発
展
し
た
の
は
わ
ず
か
に

一
〇
年
ほ
ど
の
間
の
こ
と
で
、
そ
の
急
成
長
ぶ
り
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
近

二
〇
年
の
期
間
に
増
設
さ
れ
た
の
は
前
掲
の
ご
と
く

一
学
部
三
学
科
に
と
ど
ま
つ
て
い
る
。　
一
九
七
三
年
を
境
に
に
わ
か
に
ブ
レ
ー
キ
が

か
か
つ
た
感
が
あ
り
、
発
展
の
傾
向
に
明
ら
か
な
相
違
が
み
ら
れ
る
。

こ
の

一
九
七
三
年
は
第

一
次
石
油
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
年
で
あ
り
、
あ
の
滑
稽
な
ト
イ
レ
ツ
ト
‐
ペ
ー
パ
ー
買
い
だ
め
の
パ
ニ
ツ
ク
状

況
は
記
憶
に
新
し
い
。
前
年
に
は
、
経
済
の
高
度
成
長
の
申
し
子
の
こ
と
く

「
日
本
列
島
改
造
論
」
を
引
っ
提
げ
て
、
田
中

（角
栄
）
内

閣
が
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
年
は
日
本
経
済
の
高
度
成
長
期
と
安
定
成
長
期
と
の
分
水
嶺
に
位
置
し
て
い
る
。
本
学
の
学
部

・
学
科
に
つ

い
て
も
、　
一
九
七
三
年
を
境
に
し
て
高
度
成
長
期
と
安
定
成
長
期
と
が
対
崎
す
る
構
図
が
画
け
る
の
は
興
味
深
い
。

こ
の
二
つ
の
期
間
に
お
け
る
発
展
へ
の
軌
跡
は
、
こ
れ
を
推
し
進
め
た
大
学
の
意
思

・
基
本
理
念
を
重
ね
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
よ
り

一
層
明
ら
か
な
も
の
と
な
ろ
う
。

本
学
の
創
立
は
前
節
ま
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
く
、　
一
九
二

一

（大
正

一
〇
）
年

（第
四
四
議
会
）
か
ら

一
九
二
三

（同

一
二
）

年

（第
四
六
議
会
）
に
わ
た
る
三
回
の
国
会
決
議
に
由
来
す
る
。
こ
の

一
連
の
決
議
の
背
後
に
あ
る
根
本
理
念
は
、
当
時
の
議
会
演
説
や

各
種
委
員
会
の
論
議
に
よ
つ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
論
議
を
総
合
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
論
旨
に
な
ろ
う
。

わ
が
国
は
明
治
維
新
以
来
欧
米
の
文
化
を
摂
取
す
る
こ
と
に
汲
々
と
し
て
き
た
が
、
今
日
は
模
倣
か
ら
創
造
へ
と
転
換
す
べ
き
時
期
に

至
つ
て
い
る
。
ま
た
わ
が
国
は
東
西
文
化
の
接
点
の
立
場
に
立

っ
て
お
り
、
東
洋
固
有
の
文
化
と
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
文
化
と
の
総
合
に
よ
る
文

第
五
節
　
近
二
〇
年
間
の
歩
み

一
〇

一



第

〓
亭
　
七
〇
年
の
歩
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

化
的
創
造
が
わ
が
国
の
世
界
史
的
使
命
と
い
え
る
。
し
か
し
、
東
洋
文
化
の
要
の

一
つ
で
あ
る
漢
学
は
明
治
以
来
次
第
に
研
究
が
等
閑
に

さ
れ
、
衰
退
の

一
途
を
た
ど
つ
て
い
る
。
従

つ
て
東
西
文
化
の
融
合
に
よ
る
文
化
的
創
造
を
図
る
た
め
の
焦
眉
の
急
務
は
漢
学
を
中
心
と

す
る
東
洋
学
術
の
研
究
と
い
う
点
に
あ
る
。

こ
の
基
本
理
念
の
実
践
的
現
れ
と
し
て
、
国
の
補
助
金
を
得
て
、
財
団
法
人
大
東
文
化
協
会
を
設
立
し
た
。
協
会
は
大
東
文
化
学
院
を

設
立
し
、
ま
た
協
会
の
組
織
の
中
に
東
洋
研
究
部
と
比
較
研
究
部
の
二
つ
を
設
け
た
。
大
東
文
化
学
院
に
つ
い
て
は
前
節
ま
で
に
詳
し
い
。

両
研
究
部
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
東
洋
研
究
部
は
、
東
西
文
化
の
融
合
に
よ
る
新
し
い
文
化
の
創
造
の
前
提
と
し
て
の
東
洋
学
術
研
究
の
機

関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
研
究
成
果
は

『
大
東
文
化
』
等
を
通
じ
て
広
く
発
表
さ
れ
た
。
比
較
研
究
部
は
東
西
文
化
の

総
合
を
め
ざ
し
た
研
究
部
門
と
し
て
設
置
さ
れ
、
そ
の
研
究
成
果
は
広
く
世
界
に
問
う
べ
く
、
英

・
仏

・
独
の
三
か
国
語
に
よ
る
研
究
誌

「
エ
ッ
ク
ス
オ
リ
エ
ン
テ
」
（国
Ｘ
Ｏ
″
同
Ｚ
↓
口
）
を
発
行
し
た
。

こ
の
よ
う
な
壮
大
な
根
本
理
念
を
源
流
と
す
る
大
東
文
化
大
学
が
、
そ
の
発
展
的
方
向
に
お
い
て
、
教
育

・
研
究
の
領
域
を
広
め
文
科

系
総
合
大
学
を
目
指
す
の
は
必
然
的
帰
結
で
あ
ろ
う
。
前
二
〇
年
に
お
け
る
学
部

・
学
科
の
急
速
な
増
設
は
、
こ
の
根
本
理
念
を
基
調
と

す
る
教
育

・
研
究
の
領
域
の
拡
大
を
意
味
す
る
も
の
と
把
え
ら
れ
る
。

続
く
近
二
〇
年
に
お
い
て
、
学
部

・
学
科
の
増
設
の
テ
ン
ポ
は
急
減
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
期
に
新
設
さ
れ
た
国
際
関
係
学
部

（国
際

関
係
学
科

・
国
際
文
化
学
科
）
は
、
前
述
の
根
本
理
念

「
東
西
文
化
の
融
合
」
を
直
裁
的
に
実
践
す
る
意
味
を
持

つ
て
お
り
、
ま
た
、
法

学
部
に
増
設
さ
れ
た
政
治
学
科
が
、
自
己
の
研
究
の
基
盤
と
し
て
国
際
比
較
政
治
研
究
所
を
附
置
し
た
こ
と
も
同
様
な
意
義
に
お
い
て
注

目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
従

つ
て
、
こ
の
期
に
お
け
る
学
部

・
学
科
の
増
設
は
、
そ
の
領
域
の
拡
大
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
根
本
理
念

の
質
的
深
化
と
把
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
第
二
項
に
示
し
た
大
学
院
の
領
域
に
つ
い
て
み
る
と
、
近
二
〇
年
に
お
け
る
増
設
は
前
二
〇
年
の
テ
ン
ポ
を
緩
め
て
は
い
な
い
。



む
し
ろ
速
め
て
さ
え
い
る
。
も
と
よ
り
、
大
学
院
は
既
設
の
学
部
を
基
盤
と
し
て
、
そ
の
上
に
高
度
な
学
術
お
よ
び
応
用
を
教
授

・
研
究

す
る
と
と
も
に
、
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
機
関
で
あ
り
、
大
学
院
の
増
設
は
そ
の
教
育

・
研
究
に
お
け
る
領
域
の

拡
大
よ
り
、
質
的
発
展
と
把
え
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

第
三
項
に
示
し
た
研
究
所
の
領
域
で
は
、
前
二
〇
年
に
お
い
て
大
学
附
置
研
究
所

・
東
洋
研
究
所
が
唯

一
存
在
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か

つ
た
が
、
近
二
〇
年
に
お
い
て
、
特
に
学
部
附
置
研
究
所
の
設
置
を
中
心
に
急
歩
の
発
展
を
み
て
い
る
。
こ
れ
が
学
部

・
学
科
の
研
究
基

盤
の
強
化
に
資
す
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
三
項
に
わ
た
る
考
察
を
総
合
す
れ
ば
、
前
二
〇
年
は
、
本
学
が
、
「
東
洋
学
術
の
研
究
」
と

「
東
西
文
化
の
融
合
」
と
い

う
基
本
理
念
の
も
と
に
教
育

・
研
究
の
領
域
を
急
速
に
拡
大
し
た
時
期
で
あ
り
、
近
二
〇
年
は
、
基
本
理
念
の
直
裁
的
、
質
的
深
化
の
時

期
で
あ

つ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
節
で
は
、
本
学
が
創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
た

一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
以
降
、
現
在
に
至
る
二
〇
年
間
に
お
け
る
発
展
の
特
色

を
示
す
こ
と
に
努
め
た
が
、
こ
こ
に
抽
出
し
た
特
色
の
具
体
的
歩
み
は
次
章
以
降
の
各
機
関
の
記
述
の
中
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

確
で
は

一
君
に

・
伊
藤

「
大
漢
和
辞
典
」
は
大
東
文
化
が
編
纂
し
た

一
〇
三



第
一
章
　
七
〇
年
の
歩
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

弥
太
郎

（本
二
卒
）

・
川
浦
玄
智

（高
六
卒
）

・
伊
阪
恵
光

（高
六
卒
）
の
先
輩
諸
氏
ば
か
り
で
あ

つ
た
。
渡
部
実

一

（高
六

卒
）
氏
は
自
宅
で
親
字
の
解
説
を
し
た
。

先
輩
た
ち
の
話
に
、
辞
典
は

一
九
二
八

（昭
和
三
）
年
か
ら
着
手
し
、
私
が
参
加
し
た
と
き
ま
で
に

「
原
本
」
が
作
ら
れ
、

そ
れ
を
原
稿
用
紙
に
清
書
す
る
こ
と
が
外
部
で
大
東
文
化
の
学
生
に
よ
つ
て
進
め
ら
れ
て
い
た
。

「
原
本
」
は
菊
四
倍
判
の
特
製
原
稿
用
紙
約
七
万
枚
。
そ
れ
に
既
刊
の
辞
書
を
貼
り
込
む
。
「
康
熙
字
典
』
の
部
首
と
排
列

に
従
い
、　
一
字
を

一
枚
に

『康
熙
字
典
」
「
中
華
大
字
典
』
『
辞
源
』
『
説
文
段
注
」
「説
文
通
訓
定
声
」
と
日
本
の
漢
和
字
典
の

「
大
字
典
」
「
字
源
」
「
詳
解
漢
和
字
典
」
を
貼
り
込
ん
だ
。

熟
語
は

「
辞
源
」
「
大
字
典
」
「字
源
」
「詳
解
漢
和
字
典
」
「
故
事
熟
語
大
辞
典
」
の
語
彙
を
五
十
音
順
に
間
隔
を
広
く
あ
け
、

同
じ
語
を
縦
に
並
べ
て
貼
り
込
ん
だ
。
そ
の
ほ
か
古
典
の
原
文
か
ら
大
量
に
語
彙
を
採
集
し
た
。
「
四
書
」
「
五
経
」
「
周
礼
」

「
儀
礼
」
「左
伝
』
『
史
記
』
『
漢
書
』
『
後
漢
書
」
「
三
国
志
」
な
ど
多
く
は
唐
本
を
用
い
た
が
、
「
国
訳
漢
文
大
成
」
に
あ
る
本

は

「
管
子
」
「
荀
子
」
「
韓
非
子
』
『
文
選
』
『
楚
辞
」
や

「
晋
唐
小
説
」
「
水
滸
伝
」
「
紅
楼
夢
」
「
元
曲
」
な
ど
の
戯
曲

・
小
説

類
も
巻
末
の
原
文
か
ら
語
彙
を
採
っ
た
。

資
料
蒐
集
の
大
東
文
化
の
学
生
は
、
「
周
礼
』
『
儀
礼
」
「
公
羊
伝
』
や

「
漢
書
」
「
後
漢
書
」
等
の
自
文
の
原
書
か
ら
語
彙
カ

ー
ド
を
採
取
し
て
い
た
の
に
、
高
等
師
範
の
学
生
だ
つ
た
小
林
信
明
氏
は
、
諸
橋
先
生
か
ら
少
年
漢
文
叢
書
の
返
り
点

・
送
り

仮
名
の
あ
る

「
論
語
」
「
孟
子
」
を
与
え
ら
れ
て
語
彙
を
採

つ
た
思
い
出
を

「
大
漢
和
」
縮
写
版
の
月
報
に
書
い
て
い
る
。
そ

れ
ほ
ど
学
力
の
差
が
あ

つ
た
か
ら
、
爾
後
の
原
稿
作
成
と
校
正
に
は
高
師

・
文
理
大
の
学
生

・
出
身
者
は
殆
ん
ど
携
わ
つ
て
い

な
い
。

語
彙
カ
ー
ド
は
、
原
本
に
朱
線
を
施
し
て
カ
ー
ド
に
記
入
し
総
数
は
四
〇
万
枚
に
達
し
た
。
そ
れ
を

『
康
熙
字
典
」
の
部
首



順

・
画
数
順

・
五
十
音
順
に
分
類
し
て
原
本
に
貼
り
込
ん
だ
。

原
本
に
貼
つ
て
あ
る

「
辞
源
』
の
熟
語
に
解
釈
を
施
し
、
日
本
の
既
刊
の
辞
書
の
解
説
や
引
用
文
に
手
を
加
え
、
採
取
し
た

カ
ー
ド
の
語
に
語
釈
と
引
用
文
を
書
き
加
え
る
こ
と
は
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。

以
上
の
作
業
に
は
前
記
諸
氏
の
ほ
か
大
石
新
太
郎

（高
五
卒
）

・
小
川
貫
道

（高
四
卒
）

・
真
下
保
爾

（本
二
卒
）

・
真
田

但
馬

（高

一
一
卒
）

・
津
下
正
章

（高

一
〇
卒
）

・
渡
部
正
宜

（本
二
卒
）

・
高
辻
長
吉

（本
五
卒
）

・
池
田
末
利

（本
五
卒
）

の
諸
氏
が
携
わ
り
、
原
稿
の
清
書
に
は
宮
地
宗
忠

（本
七
卒
）

・
柄
沢
井

（本
九
卒
）
君
が
当
た
っ
た
。

一
九
二
〇

（昭
和
五
）
年
ご
ろ
に
は

「
原
本
」
が
完
成
し
、　
一
九
三
二

（昭
和
七
）
年
末
に
は

「
原
稿
」
の
清
書
も
完
了
し

た
。
し
か
し
後
か
ら
加
え
た
い
も
の
が
次
々
と
出
て

「
原
稿
」
に
加
え
た
。
「
中
国
人
名
大
辞
典
」
「
中
国
古
今
地
名
大
辞
典
』

を
訳
述
し
、
桂
湖
村
著

「
漢
籍
解
題
」
、
石
山
福
治
著

『
最
新
支
那
語
大
辞
典
」
、
東
川
徳
治
著

『
典
海
」
の
ほ
か

『
事
物
異
名

録
」
「
海
録
砕
事
」
を
補
い
、
仏
教
語
の
解
説
は

「仏
教
大
辞
典
」
を
用
い
た
。

私
た
ち
が
原
稿
に
手
を
加
え
て
完
成
原
稿
に
し
て
い
く
と
き
の
方
針
は
、
出
典

・
引
用
文
の
な
い
語
彙
は
入
れ
て
お
か
な
い

（現
代
中
国
語
は
別
）
、
あ
く
ま
で
も
出
典
を
探
し
求
め
篇
名
や
題
名
を
記
載
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

当
時
は
各
種
の
索
引

・
引
得
の
類
は
な
く
、
主
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は

「
侃
文
韻
府
」
と

『
騎
字
類
編
」
で
あ
る
。
前
者

は
語
彙
が
豊
富
で
あ
る
が
、
韻
字

（熟
語
の
下
の
字
）
で
排
列
し
て
あ
る
か
ら
検
出
す
る
の
に
苦
労
し
た

（頭
字
の
索
引
は
ま

だ
な
か
つ
た
）
。
求
め
る
語
句
の
出
典

・
引
用
文
が
得
ら
れ
る
と
、
切
り
の
よ
い
適
当
の
長
さ
に
し
て
原
稿
に
書
き
加
え
、
句

読
と
返
り
点
を
加
え
た
。
高
師

・
文
理
大
の
出
身
者
は
自
分
た
ち
に
は
と
て
も
出
来
な
い
と
い
つ
て
い
た
。

「
侃
文
韻
府
」
に
は
書
名
だ
け
で
篇
名

・
題
名
の
な
い
も
の
が
多
く
、
そ
れ
を
捜
し
出
す
の
に
大
変
な
労
力
を
費
や
し
た
。

出
典
捜
し
で
最
も
苦
労
し
た
の
は

『
最
新
支
那
語
大
辞
典
』
か
ら
補

つ
た
語
彙
で
あ
る
。
制
度
や
事
物
の
異
名
、
年
中
行
事
や

「
大
漢
和
辞
典
」
は
大
東
文
化
が
編
纂
し
た

一
〇
五



第

一
章
　
七
〇
年
の
歩
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

隠
語
な
ど
典
拠
が
あ
り
そ
う
な
も
の
が
多
く
、
「
淵
鑑
類
函
」
「
古
今
図
書
集
成
」
「
本
草
綱
目
』
『
明
律
」
「
大
清
会
典
』
等
の

大
部
の
本
を
捜
し
た
わ
け
で
あ
る
。

「
管
子
』
『
論
衡
」
や
李
自

・
杜
甫

・
自
居
易
の
詩
な
ど
は
、
い
か
に
分
量
が
多
く
と
も
、
そ
れ
に
あ
る
篇
名
や
題
名
を
捜

す
の
だ
か
ら
目
標
が
は
つ
き
り
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
は
何
か
に
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
想
だ
け
の
典
拠
捜
し
で
あ
る
。
実

に
た
い
へ
ん
な
努
力
を
払
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
。

原
稿
作
成
の
仕
事
を
し
て
夏
休
み
が
終
わ
つ
た
が
継
続
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。
当
時
、
高
等
科
は
土
曜
日
も
休
み
で
、
土
日

と
祝
祭
日
や
午
後
の
休
み
の
と
き
に
仕
事
が
で
き
た
。
し
か
し
、
尾
久
の
自
宅
か
ら
学
校
と
編
纂
室

へ
通
う
に
は
時
間
が
惜
し

い
の
で
、
諸
橋
宅
の
近
く
に
大
島
君
と
家
を
借
り
た
。
高
師
の
学
生
の
橋
本
武
君
も
同
居
し
、
山
形
か
ら
佐
々
木
新
二
郎
君
が

学
院
入
学
を
志
し
て
私
を
頼
つ
て
上
京
し
て
同
居
し
、
家
事
の

一
切
は
私
の
伯
母
に
し
て
も
ら
つ
た
。

一
九
二
四

（昭
和
九
）
年
四
月
、
私
た
ち
が
高
等
科
三
年
に
な

つ
た
と
き
、
編
集
計
画
を
立
て
直
し
、
従
来
の
日
給
や
時
間

給
を
や
め
、
原
稿

一
枚
い
く
ら
と
い
う
単
価
を
決
め
、　
一
九
二
五

（昭
和

一
〇
）
年
二
月
末
ま
で
に
原
稿
を
完
成
す
る
計
画
と

な
つ
た
。
原
稿
の

一
枚
と
は
原
本
を
清
書
し
た
原
稿
の
枚
数
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
人
名
や
地
名
を
は
じ
め
中
国
語
辞
典
な
ど
が

次
々
と
加
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
、　
一
枚
が

一
〇

ｍ
か
ら
三
〇

ｍ
に
も
な

つ
て
い
た
。
そ
れ
も

一
枚
の
計
算
で
あ
つ
た
。

原
稿
の
作
成
は

一
九
三
二

（昭
和
七
）
年
四
月
か
ら
始
め
た
が
、
二
か
年
で
全
体
量
の
三
分
の

一
し
か
出
来
な
か
っ
た
。
そ

の
残
り
の
三
分
の
二
を

一
か
年
で
完
成
し
よ
う
と
す
る
計
画
で
あ
る
。
だ
か
ら

「
侃
文
韻
府
』
な
ど
に
よ

つ
て
引
用
文
を
捜
し

求
め
て
も
そ
れ
を
原
典
と
照
合
す
る
時
間
は
な
か
つ
た
。
そ
れ
ゆ
え
修
訂
版
の
必
要
は
原
稿
を
作
成
し
な
が
ら
痛
感
し
て
い
た

こ
と
で
あ
っ
た
。

原
稿

へ
の
増
補
加
筆
が
多
く
、　
一
枚
が
巻
物
の
よ
う
に
な
り
取
り
扱
い
が
難
渋
な
の
で
、　
一
九
三
四

（昭
和
九
）
年
四
月
に



最
初
の
ほ
う
か
ら
活
字
に
組
み
校
正
刷
り
が
出
始
め
た
。

原
稿
作
成
の
分
担
を
定
め
、
川
又

。
大
島

・
原
田
班
と
福
地
征
太
郎

（高
七
卒
）
班
、
山
村
敏
夫

（本
七
卒
）
班
と
に
分
け
、

「
大
漢
和
辞
典
」
は
大
東
文
化
が
編
纂
し
た

諸
橋
宅
近
く
の
や
や
大
き
い
三
階
家
を
借
り
て
編
纂
室
と
し
た
。

そ
の
と
き
川
又
さ
ん
が
国
学
院
大
学
助
教
授
と
な
り
、
編
纂
に
専

念
で
き
な
く
な
つ
た
の
で
大
島
君
と
二
人
で
担
当
し
原
稿
の
分
量
は

多
か
つ
た
。

そ
こ
で
雑
司
ケ
谷
墓
地
近
く
に
三
階
家
を
借
り
、
大
島

・
佐
々

木
両
君
と
二
人
で
住
み
、
同
期
の
石
川
梅
二
郎

・
鵜
川
茂

・
石
塚

謙
三

・
池
谷
忠
寛

・
野
間
顕
範
と
本
科
同
期
の
西
田
清

（高

一
一

卒
）

・
岩
田
茂

（高

一
二
卒
）
の
諸
君
に
原
稿
作
成
を
手
伝
つ
て
貰

い
、
「
侃
文
韻
府
」
の
検
索
は
後
輩

の
青
山
栄
太
郎

（
高

一
七

卒
）

・
青
山
甚
吉

（高

一
八
卒
）

・
柄
沢
井

・
久
保
繁
実

（本
九

卒
）

・
須
羽
源

一

（高

一
八
卒
）

・
唐
沢
勉
三

（高

一
三
卒
）
の

諸
君
に
や
つ
て
貰

つ
た
。

福
地

・
山
村
両
君
の
班
に
は
、
森
忠
清

（高
九
卒
）

・
遠
藤
喜

美
治

（
高
七
卒
）

・
中
村
連
之
輔

（
高
八
卒
）

・
苫
野
敬
太
郎

（本
七
卒
）
の
諸
君
が
手
伝
つ
て
い
た
。

原
稿
の
完
成
が
急
が
れ
た
の
で
、
大
島
君
と
私
と
は
学
校

へ
行

一
〇
七

のそ・、

武

‥一　

叉

等

＝

島

討

大

畑

ま

燿
端
飩

右

，文

室

動

纂

晰
編
鳳

舎

制

村

コ

人

メ
一

随

清
。

「
「

の

■
削
筆

Ｆ
詢

Ⅳ

割

和

は

昭

隣
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七
〇
年
の
歩
み

く
暇
が
な
く
て
欠
席
ば
か
り
し
た
。
当
時
の
学
院
は
専
門
学
校
で
卒
業
論
文
が
な
い
の
が
幸
い
だ
つ
た
。
卒
論
を
書
か
ね
ば
な

ら
な
け
れ
ば
、
二
人
と
も
原
稿
作
成
に
専
念
で
き
ず
同
期
生
の
諸
君
に
も
協
力
し
て
貰
え
ず
、
原
稿
の
完
成
は
二
、
三
年
以
上

も
後
に
な
り
、　
一
九
四
五

（昭
和
二
〇
）
年
二
月
に
印
刷
工
場
が
戦
災
を
受
け
る
前
に
全
巻
の
組
版
が
完
結
し
、
校
正
刷
り
へ

の
補
入
や
七
、
八
校
ま
で
を
完
了
す
る
こ
と
は
で
き
ず

『大
漢
和
」
は
世
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
が

一
九
三
二

（昭
和
七
）
年
か
ら
や
つ
て
い
た
の
は
原
稿
の
作
成
で
あ

っ
た
。
原
稿
と
し
て
完
成
し
て

い
た
か
ら

一
九
二
四

（昭
和
九
）
年
四
月
か
ら
組
版
に
着
手
で
き
た
の
で
あ
る
。
諸
橋
先
生
の
″
跛

″
に

「
大
東
文
化
学
院
関

係
の
者
は
資
料
蒐
集
を
主
と
し
」
と
書
い
て
い
る
の
は
正
確
で
は
な
い
。
資
料
蒐
集
だ
け
で
は
組
版
の
着
手
が
で
き
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
九
二
五

（昭
和

一
〇
）
年
二
月
末
に
予
定
の
通
り
全
部
の
原
稿
が
完
成
し
た
。
そ
し
て
大
島
君
と
私
と
が
高
等
科
を
卒
業

し
た
。

そ
の
と
き
、
先
生
か
ら
他
に
就
職
せ
ず
辞
典
の
専
任
に
な

つ
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
。
こ
れ
ま
で
辞
典
編
纂
に
は
専
任
者
は

一
人
も
い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

先
生
は
杉
並
区
天
沼
に

一
軒
の
家
を
借
り
、
そ
こ
を

「遠
人
村
舎
」
と
名
づ
け
た
。
そ
こ
に
大
島
君
と
私
と
佐
々
本
君
の
三

人
が
住
み

「
大
漢
和
」
と
共
に
暮
ら
す
こ
と
に
な

つ
た
。
こ
こ
で
は
原
稿
に
入
れ
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
や
新
た
に
加
え
る
こ
と

に
な

つ
た
も
の
を
校
正
刷
り
に
補
入
す
る
作
業
で
、
そ
れ
が
五
割
に
も
達
し
た
。
普
通
の
校
正
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

遠
人
村
舎

へ
通
つ
た
者
は
、
川
又
さ
ん
、
山
村
君
の
ほ
か
、
西
田

・
岩
田
両
君
は
高
等
科

へ
進
学
し
な
が
ら
手
伝
い
、
後
輩

の
飯
沼
喜
八
郎

（本

一
〇
卒
）

・
梶
原
寿
夫

（本

一
〇
卒
）

・
河
西

一
雄

（本

一
〇
卒
）

・
原
田
城

（本

一
三
卒
）

・
小
泉
恒

次
郎

（本
九
卒
）

・
中
村
藤
四
郎

（本
九
卒
）

。
藤
田
喜
二
郎

（高

一
〇
卒
）
の
諸
君
が
手
伝
つ
た
。

一
〇
八



紀
田
順

一
郎
編

『大
漢
和
辞
典
を
読
む
』
に

「
昭
和
八
年
か
ら
は
杉
並
区
天
沼
に
家
を

一
軒
借
り
、
文
理
大
の
学
生
を
編
纂

助
手
と
し
て
能
率
向
上
を
は
か
つ
た
」
と
書
い
て
い
る
の
は
大
き
な
誤
り
で
、
八
年
は

一
〇
年
の
誤
り
、
文
理
大
の
学
生
は

一

人
も
い
な
か
つ
た
。
諸
橋
先
生
は

「
遠
人
村
舎
」
へ
一
度
も
来
た
こ
と
は
な
か
つ
た
。

遠
人
村
舎
は

一
九
二
六

（昭
和

一
一
）
年

一
二
月
末
に
閉
じ
た
。
そ
の
少
し
前
に
諸
橋
先
生
は
淀
橋
区
西
落
合
に
邸
宅
を
新

築
し
た
の
で
そ
の
茶
室
を
編
纂
室
に
し
た
。

こ
こ
も
川
又
さ
ん
と
大
島
君
と
私
が
中
心
で
、
渡
部
さ
ん
は
こ
こ
へ
は
出
勤
し
た
。
西
田

・
岩
田

・
佐
々
本
の
三
君
も
継
続

し
、
青
山
栄
太
郎

・
青
山
甚
吉
君
の
ほ
か
新
た
に
丹
野
巌

（本

一
一
卒
）

・
富
樫
邦
男

（本

一
〇
卒
）
が
加
わ

っ
た
。
す
べ
て

大
東
文
化
学
院
の
出
身
者
や
在
学
生
で
あ
る
。
原
本
作
製
時
代
に
関
係
し
て
い
た
真
下
さ
ん
は
肺
結
核
と
な
り
帰
郷
療
養
七
年
、

良
く
な

つ
て
上
京
し
参
加
し
た
。

私
も
大
島
君
も
こ
こ
に
は
通
つ
て
勤
め
て
い
た
。
私
は

一
九
三
八

（昭
和

一
三
）
年

一
〇
月
か
ら

一
週
三
日
の
中
学
講
師
と

な
つ
た
が
、
辞
典
の
仕
事
も
続
け
、　
一
九
四
〇

（昭
和

一
五
）
年
か
ら
は
教
諭
と
な

っ
た
の
で
、
「
辞
海
」
を
訳
述
し
て
カ
ー

ド
を
作
る
な
ど
家
で
も
で
き
る
仕
事
を
し
、　
一
九
四
三

（昭
和

一
八
）
年

一
二
月
に
群
馬
師
範
学
校
教
授
と
な
り
、
前
橋
市
に

赴
任
し
た
後
に
も
家
で
作
つ
た
カ
ー
ド
を
日
曜
に
上
京
持
参
し
、　
一
九
四
五

（昭
和
二
〇
）
年
ま
で
続
け
た
。
大
島
君
は
陸
軍

通
信
学
校
教
授
と
な
つ
た
。
私
た
ち
が
他
に
勤
め
る
よ
う
に
な
つ
た
こ
ろ
、
国
学
院

・
東
大

・
文
理
大
の
学
生
も
少
し
顔
を
出

し
て
い
た
。

一
九
八
四

（昭
和
五
九
）
年
修
訂
版
刊
行
の
内
容
見
本
の

〈
編
纂

・
刊
行
小
史
〉
に
、
「
昭
和
九
年
辞
典
編
纂
所
を
杉
並
区

天
沼
に
移
し
、
原
稿
の
整
理
、
浄
書
を
進
め
る
」
と
あ
る
の
は
誤
り
。
前
記
の
よ
う
に
遠
人
村
舎

へ
移
転
は

一
九
三
五

（昭
和

一
〇
）
年
。
原
稿
の
整
理
は

一
九
二
二

（昭
和
七
）
年
か
ら

一
〇
年
二
月
ま
で
に
完
成
。
原
稿
の

「
整
理

・
浄
書
」
は

一
九
二

「
大
漢
和
辞
典
」
は
大
東
文
化
が
編
纂
し
た

一
〇
九



第

一
章
　
七
〇
年
の
歩
み

一
～
三
二

（昭
和
六
～
七
）
年
に
資
料
を
整
理
し
て
原
本
を
作
り
、
浄
書
し
て
原
稿
を
作

つ
た
。
こ
れ
は
大
東
文
化
の
学
生
に

外
部
で
や
ら
せ
編
纂
所
で
は
浄
書
の
よ
う
な
機
械
的
な
作
業
は
全
く
や
つ
て
い
な
い
。

〈
小
史
〉
に
ま
た

「
昭
和
二

一
～
三
二
年
諸
橋
博
士
は
戦
災
を
免
れ
た
校
正
刷
を
も
と
に
原
稿
の
再
整
備
に
着
手
」
と
あ
り
、

そ
こ
に
校
正
刷
り
の
写
真
を
掲
げ
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
近
年
、
大
修
館
の
倉
庫
の
中
か
ら
発
見
し
た
も
の
で
、
戦
前
に
私
た
ち

が
手
掛
け
た
校
正
刷
り
で
あ
り
、
諸
橋
先
生
の
書
い
た
字
は

一
字
も
な
い
。
戦
前
の
も
の
だ
か
ら
戦
後
の
と
こ
ろ
に
掲
げ
て
は

な
ら
な
い
、
諸
橋
先
生
の
左
眼
は
か
ね
て
自
内
障
手
術
の
失
敗
で
義
眼
で
あ
り
、
残
る
右
眼
も
自
内
障
が
進
行
し
て

一
九
四
六

（昭
和
二

一
）
年
末
に
は
全
く
失
明
状
態
と
な
っ
て
い
た
か
ら
校
正
刷
り
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
お
、　
″
跛

″
に
大
東
文
化
学
院
関
係
者
と
し
て

「
川
又
武
君

・
渡
部
実

一
君

・
真
下
保
爾
君

・
佐
々
本
新
二
郎
君

・
原
田

種
成
君
」
の
名
を
掲
げ
て
い
る
が
、
佐
々
本
君
は
高
等
小
学
校
卒
で
学
院
に
進
学
で
き
ず
同
窓
生
で
は
な
い
。
こ
こ
に
は
私
と

い
つ
し
よ
に

一
〇
年
以
上

『
大
漢
和
』
の
編
纂
に
携
わ

つ
た
大
島
宇

一
君
の
名
を
掲
げ
て
貰
い
た
か
っ
た
。

諸
橋
先
生
は
姪
を
奥
さ
ん
に
し
た
川
又
さ
ん
さ
え
辞
典
の
何
の
部
分
を
担
当
し
て
い
た
の
か
を
し
ら
ず
、
鎌
田
正
氏
に
川
又

さ
ん
は
親
字
を
や
つ
た
と
語

つ
て
い
る
。
実
際
は
川
又
さ
ん
は
熟
語
で
、
親
字
は
渡
部
実

一
さ
ん
で
あ

つ
た
。
辞
典
に
つ
い
て

何
も
ご
存
知
な
く
私
た
ち
に
任
せ
き
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。

私
た
ち
が
完
成
し
て
い
た
校
正
刷
り
を
疎
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
、
戦
後
に
文
理
大
の
出
身
者
た
ち
が
出
版
の
作
業
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

紙
数
を
限
ら
れ
て
意
を
尽
く
せ
な
い
。
拙
著

『
漢
文
の
す

ゝ
め
』
（新
潮
選
書
）
に
詳
述
し
て
あ
る
。
　

　

　

［
原
田
種
成
］

一　

一
〇
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第

一
節

文

学

部

―

‐
日
本
文
学
科

・
中
国
文
学
科

・
英
米
文
学
科

・
教
育
学
科
―

‐

文
学
部
の
現
状
と
展
望

文
学
部
は
本
学
の
ル
ー
ツ
と
も
い
え
る
学
部
で
、
中
国
文
学
科
の
前
身
で
あ
る
大
東
文
化
学
院
本
科

・
高
等
科
は
創
設
以
来
、
実
に
七

〇
年
の
伝
統
を
も
ち
、
日
本
文
学
科
の
前
身
で
あ
る
大
東
文
化
学
院
本
科
二
部
国
語
漢
文
科
は

一
九
三
八

（昭
和

一
三
）
年
に
発
足
し
、

い
ず
れ
も
わ
が
国
の
学
界
教
育
界
に
お
い
て
異
色
あ
る
存
在
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
関
西
落
語
界
の
第

一
人
者
桂
米
朝
師
匠
も
、

か
つ
て
国
語
漢
文
科
で
学
ん
だ
ひ
と
り
で
あ
る
。

日
本
お
よ
び
中
国
を
中
心
と
す
る
東
洋
文
化
の
研
究
を
目
ざ
す
日
本
文
学
科

・
中
国
文
学
科
に
加
え
て
、　
一
九
六
七

（昭
和
四
二
）
年

に
は
英
米
文
学
科
が
設
置
さ
れ
、
欧
米
の
文
化

・
文
学
の
研
究

・
学
習
と
と
も
に
、
東
西
文
化
の
融
合

へ
と
展
望
を
広
げ
る
こ
と
に
な

つ

た
。
さ
ら
に
、
人
間
の
学
と
し
て
の
教
育
学
の
研
究

・
修
得
を
掲
げ
た
教
育
学
科
が

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
に
設
置
さ
れ
て
、
学
部

と
し
て

一
層
の
充
実
を
見
る
こ
と
に
な

つ
た
。

一
方
、
将
来
の
研
究
者
の
育
成
も
大
学
の
責
任
で
あ
る
。
日
本
文
学
科

・
中
国
文
学
科
は
博
士
課
程
、
英
米
文
学
科
は
修
士
課
程
の
大

学
院
を
も
ち
、
次
代
を
に
な
う
研
究
者
を
送
り
出
し
、
学
界
に
貢
献
し
て
い
る
。
近
年
、
中
国

・
韓
国
な
ど
か
ら
の
留
学
生
も
多
く
、
国

際
化
の
実
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
文
学
科

・
中
国
文
学
科

・
教
育
学
科
に
は
修
業
年
限

一
年
の
専
攻
科
が
あ
り
、
学
部
で
の
学
習

第

一
節

文

学

部

三

二



第
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科

・
教
養
課
程
の
経
緯

一
一
四

を
よ
り
深
め
た
い
と
す
る
学
生
の
要
望
に
こ
た
え
て
い
る
。

国
際
化
、
情
報
化
が
急
速
に
進
む
情
勢
に
対
応
し
て
、
人
文
科
学
研
究
所
が

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
よ
り
発
足
し
、
各
学
科
の
枠
を

乗
り
超
え
た
共
同
研
究

・
総
合
研
究
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。　
一
九
八
九
年
か
ら
は
、
文
学
部
独
自
の
公
開
講
座
も
開
始
さ
れ
、
開

か
れ
た
大
学
を
実
践
し
て
い
る
。
ま
た
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
文
学
部
主
催
の
特
別
講
義
が
年
二
回
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
、
第

一
回
目
は

桂
米
朝
師
匠
の

「
話
芸
に
つ
い
て
」
、
第
二
回
目
は
小
田
嶋
雄
志
氏
の

「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
つ
い
て
」
、
第
二
回
目
は
桂
枝
雀
師
匠
の

「
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
は
異
言
語
を
超
え
ら
れ
る
か
」
、
第
四
回
目
は
李
恢
成
氏
の

「
生
き
る
と
い
う
こ
と
」
と
題
す
る
講
義
が
多
く
の
学
生
を

集
め
て
行
わ
れ
、
普
段
の
授
業
で
は
得
ら
れ
な
い
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
日
下
、
文
学
部
が
当
面
し
て
い
る
重
要
な
課
題
は
、
文
部
省
が
示
し
た
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
の
線
に
沿
つ
て
、
教
養

課
程
の
横
割
リ
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
大
幅
に
改
正
し
て
、
縦
割
リ
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
し
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
専
門
課
程
に
組
み
入
れ
る
か

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
各
学
科
と
も
従
来
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
部
分
的
手
直
し
を
終
え
た
ば
か
り
で
、
積
極
的
に
こ
の
問
題

を
解
決
す
る
段
階
に
は
立
ち
至
つ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
教
養
課
程
委
員
会
に
お
い
て
、
新
学
部
の
設
置
構
想
が
打
ち

出
さ
れ
、　
一
九
九
二
年
の
夏
以
来
、
準
備
委
員
会
に
よ
り
具
体
的
な
構
想
が
練
ら
れ
、
九
月
の
教
授
会
に
提
案
さ
れ
た
。
新
学
部
の
構
想

は
国
立
大
学
に
お
い
て
も
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
何
分
に
も
予
算
を
伴
う
改
革
の
た
め
、　
一
八
歳
人
口
の
激
減
期
を
控
え
、
果
た
し
て
財

政
的
基
盤
を
確
保
し
う
る
か
、
容
易
な
ら
ざ
る
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。　
一
〇
月
の
教
授
会
に
お
い
て
は
、
学
科
主
任
の
合
意

の
も
と
に
、
新
た
に
日
本
文
学
科
よ
り
文
学
部
独
自
の
検
討
委
員
会
を
持
つ
べ
き
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
新
学
部
構
想
と
縦
割
り
方
式
の
両

面
よ
り
こ
の
問
題
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
す
で
に
経
済
学
部
等
に
お
い
て
は
縦
割
リ
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
編
成
さ
れ
、
文
学

部
は
少
し
立
ち
遅
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
学
部
の
性
格
上
、
同
質
的
な
学
科
で
な
く
、
異
質
的
な
四
学
科
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、

困
難
性
を
伴
う
こ
と
は
や
む
を
え
な
い
。
と
に
か
く
、
各
学
科
の
エ
ゴ
を
極
力
押
さ
え
、
大
乗
的
見
地
に
立

つ
て
、
教
養
課
程
の
カ
リ
キ



ュ
ラ
ム
を
大
胆
か
つ
積
極
的
に
専
門
課
程
に
組
み
入
れ
る
英
断
を
下
す
べ
き
段
階
に
来
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
年
の
就
職
状
況
に
見
ら
れ
る
大
き
な
変
化
は
、　
一
〇
年
間
続
い
た
売
り
手
市
場
に
終
止
符
が
打
た
れ
、
ま
さ
に
買
い
手

市
場
へ
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、　
一
方
で
は

一
八
歳
人
口
の
激
減
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
実
に
大
学
に
と
つ
て

非
常
事
態
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
二

一
世
紀
を
展
望
す
る
文
学
部
の
活
力
あ
る
教
育
内
容
の
充
実
に
思
い

を
致
す
と
き
、
前
述
の
教
養
課
程
の
問
題
に
つ
き
、
多
様
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
再
編
成
し
、
学
生
の
ユ
ー
ズ
に
対
応
し
う
る
抜
本
的
改
革

案
を
打
ち
出
す
チ
ャ
ン
ス
と
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一
九
九
二
年
九
月
二
〇
日
、
七
〇
周
年
を
迎
え
る
本
学
に
お
い
て
、
そ
の
ル
ー
ツ
を
な
し
た
文
学
部
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。
漢
学

（特
に
儒
学
）
を
中
心
と
し
て
東
洋
の
文
化
を
教
授

・
研
究
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
儒
教
に
基
づ
く
道
義

の
確
立
を
期
し
、
さ
ら
に
東
洋
の
文
化
を
摂
取
吸
収
し
、
東
西
文
化
を
融
合
し
て
新
し
い
文
化
の
創
造
を
日
ざ
す
建
学
の
精
神
を
踏
ま
え
、

二

一
世
紀
を
展
望
し
つ
つ
、
国
際
化
と
情
報
化
と
い
う
時
代
の
要
請
に
対
応
す
る
努
力
を
怠
つ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
文
学
部
が
目
下

当
面
す
る
課
題
は
、
そ
の
意
味
か
ら
も
重
要
な
試
金
石
を
提
供
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
濱
　
久
雄
］

一
　

日

本

文

学

科

一
　

日
本
文
学
研
究
の
位
置
づ
け

日
本
文
学
科
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
日
本
文
学
の
教
授

一　

日
本
文
学
科

研
究
を
そ
の
目
的
と
す
る
。
特

に
日
本
文
学
を
生
成
さ
せ
た
時
代
や
社

一
一
五
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会

へ
の
認
識
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
日
本
文
化
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
や
世
界
文
学
か
ら
見
た
特
質
の
解
明
な
ど
、
巨
視
的
な
観
点
か

ら
の
考
察
を
も
重
視
す
る
と
い
う
立
場
を
取
つ
て
い
る
。
日
本
の
風
土
が
育
て
た
日
本
文
学
は
、
日
本
人
の
魂
の
結
晶
で
あ
る
。
す
ぐ
れ

た
作
品
の
探
求
は
、
人
間
性
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
人
格
の
調
和
的
な
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
日
本
文
学
科
は
、
在
籍
す

る
学
生
た
ち
が
文
学
の
学
習

・
研
究
を
通
し
て
自
己
の
人
間
形
成

へ
と
向
か
う
べ
く
特
に
配
慮
し
指
導
し
て
い
る
。

日
本
文
学
科
の
学
生
は
、
さ
ら
に
高
度
な
学
問
を
究
め
た
い
と
志
望
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
大
学
院
あ
る
い
は
専
攻
科

へ
の
進
学
が
可
能

で
あ
る
。
日
本
文
学
科
が
関
わ
る
大
学
院
は
、
正
式
に
は
文
学
研
究
科

・
博
士
課
程

（前
期
課
程

・
後
期
課
程
）
日
本
文
学
専
攻
と
称
し
、

専
攻
科
は
文
学
専
攻
科

，
日
本
文
学
専
攻
と
称
す
る
。
大
学
院
も
専
攻
科
も
、
と
も
に
別
の
独
自
な
学
則
を
持

つ
て
い
て
、
組
織
の
上
で

は
日
本
文
学
科
と
異
な
る
存
在
で
は
あ
る
が
、　
一
貫
教
育
と
し
て
の
有
機
的
な
関
係
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。

一
一　
日
本
文
学
科
の
歩
み

日
本
文
学
科
の
創
設
は
、　
一
九
四
九

（昭
和
二
四
）
年
の
新
制
大
学

「
東
京
文
政
大
学
」
開
校
に
さ
か
の
ぼ
る
。
文
政
学
部
と
し
て
日

本
文
学
科

・
中
国
文
学
科

。
政
治
経
済
学
科
が
認
可
さ
れ
、
定
員
は
、
三
学
科
全
体
で

一
学
年
が

一
二
〇
名

（日
本
文
学
科
が
四
〇
名
）

で
あ

つ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
際
の
在
籍
数
は
少
な
く
、　
一
九
五
三

（昭
和
二
八
）
年
に
第

一
回
の
卒
業
生
を
日
本
文
学
科
と
し

て

一
四
名
送
り
出
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
日
本
文
学
科
の
推
移
を
卒
業
生
の
数
で
見
て
み
る
と
、　
一
四
名

（
一
九
五
三
）

・
四
名

（
一
九
五
四
）

・
八
名

（
一
九
五
五
）

。
一
二
名

（
一
九
五
六
）

・
一
二
名

（
一
九
五
七
）

・
二

一
名

（
一
九
五
八
）

・
一
七
名

（
一
九

五
九
）

・
五
〇
名

（
一
九
六
〇
）

・
五
〇
名

（
一
九
六

一
）
と
続
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、　
一
九
五
六

（昭
和
三

一
）
年
以
後
に
な
る
と
、

定
員
四
〇
名
に
見
合
う
だ
け
の
学
生
在
籍
に
な

つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
そ
の
間
、
開
校
当
初
の
大
学
名

「
東
京
文
政
大
学
」
は
、

一　
一　
上ハ



一
九
五

一

（昭
和
二
六
）
年
に
は

「
文
政
大
学
」
と
改
称
さ
れ
、
さ
ら
に

一
九
五
三

（昭
和
二
八
）
年
に
は
現
在
の

「
大
東
文
化
大
学
」

に
改
称
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、　
一
九
五
四

（昭
和
二
九
）
年
に
教
育
職
員
免
許
法
の
大
幅
な
改
定
が
実
施
さ
れ
た
の
だ
が
、
日
本
文
学
科
は
、
新
教
員
免

許
を
授
与
す
る
資
格
の
認
定
を
得
て
、　
一
九
五
五

（昭
和
三
〇
）
年
度
の
入
学
生
か
ら
は
、
中
学
教
諭

一
級
普
通
免
許
状

（国
語
）

・
高

校
教
諭
二
級
普
通
免
許
状

（国
語

・
書
道
）
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
。
そ
の
こ
と
が

一
定
の
評
価
を
得
る

一
つ
の
理
由
に
な

つ
た

よ
う
で
あ
る
。

こ
の

一
九
五
五
年
は
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
専
攻
科
の
開
講
と
い
う
点
で
も
日
本
文
学
科
の
歴
史
の

一
ペ
ー
ジ
を
か
ざ
つ
て
い
る
。
当
時

の
記
録
に
よ
る
と
、
「
文
政
学
専
攻
科
」
と
し
て
、
日
本
文
学
専
攻

・
中
国
文
学
専
攻

。
政
治
経
済
学
専
攻
の
三
課
程
が
組
織
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
三
〇
単
位
履
修
、
修
業
年
限

一
か
年
と
い
う
形
で
ス
タ
ー
ト
し
た
よ
う
で
あ
る
。
特
典
と
し
て
は
、
日
本
文
学
専
攻
の
修
了
者
に

は
高
校

一
級
普
通
免
許
状

（国
語
）
が
取
得
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
専
攻
科
の
実
績
が
そ
の
後
の
大
学
院
開
設
に
つ
な
が
つ
て
い
つ

た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
、　
一
九
六
二

（昭
和
三
七
）
年
に
、
大
学
の
組
織
が
改
正
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
学
部

「
文
政
学
部
」
が

「
文
学

部

（日
本
文
学
科

・
中
国
文
学
科
）」
と

「
経
済
学
部

（経
済
学
科
）
」
に
分
か
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
大
東
文
化
大
学
の
質
的

な
充
実
が
認
め
ら
れ
、
学
部
増
設
を
可
能
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
日
本
文
学
科
の
充
実
を
推
測
さ
せ
る

一
つ
と
し
て
、
た
と

え
ば

「
大
東
文
化
大
学

・
日
本
文
学
会
」
の
創
設
が
あ
げ
ら
れ
る
。
は
つ
き
り
し
た
記
録
が
残
つ
て
い
な
い
の
で
断
定
し
に
く
い
が
、
日

本
文
学
科
に
在
籍
す
る
教
員

・
学
生
お
よ
び
卒
業
生
な
ど
が
つ
く
る
学
会
と
し
て
、
同
会
が

一
九
六

一

（昭
和
三
六
）
年
に
成
立
し
た
よ

う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
同
会
の
編
集
す
る
年
刊
誌

「
日
本
文
学
研
究
」
創
刊
号
が
同
年

一
〇
月

一
〇
日
の
日
付
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、　
一
九
六
四

（昭
和
三
九
）
年
に
は
、
大
学
院
が
開
設
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち

「
大
東
文
化
大
学
大
学
院

・
文
学
研
究
科

・
修
士

一
　

日

本

文

学

科

一
一
七
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課
程
」
と
し
て
日
本
文
学
専
攻
と
中
国
学
専
攻
と
が
入
学
定
員
各
五
名
で
開
講
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
状
況
を
背
景
と
し
て
、
日

本
文
学
科
も
、　
一
九
六
六

（昭
和
四

一
）
年
に
、
従
来
の
入
学
定
員
四
〇
名
を

一
〇
〇
名
に
す
る
と
い
う
改
革
を
実
現
さ
せ
て
い
る

（そ

の
後
、
何
回
か
の
定
員
増
が
行
わ
れ
て
、
現
在
の
日
本
文
学
科
は
、
入
学
者
定
員
を
二
五
〇
名
と
し
て
い
る
）
。

ま
た
、　
一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
に
は
、
「
大
東
文
化
大
学
大
学
院

・
文
学
研
究
科

・
博
士
課
程

（前
期
課
程

・
後
期
課
程
）

。
日

本
文
学
専
攻
」
が
開
講
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
修
士
課
程
は

「
博
士
課
程

・
前
期
課
程
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。

と
こ
ろ
で
、
大
学
院
が
開
講
さ
れ
て
か
ら
と
い
う
も
の
は
、
従
来
の
専
攻
科
は
衰
退
し
、
実
質
的
な
機
能
を
果
た
さ
ず
に
過
ご
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
の
は
、　
一
九
七
八

（昭
和
五
三
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
文
政
学
専
攻
科
は
、
改
組
に

よ
つ
て

「
文
学
専
攻
科

（日
本
文
学
専
攻

・
中
国
文
学
専
攻
）
」
と

「
経
済
学
専
攻
科
」
と
に
区
分
さ
れ
、
日
本
文
学
専
攻
は
入
学
定
員

一
〇
名
で
再
出
発
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
も
つ
と
も
、
改
組
に
よ
る
新
ス
タ
ー
ト
と
い
つ
て
も
、
当
初
は
、
大
学
院
の
予
備
機
関
と
い
う

程
度
の
運
営
し
か
で
き
ず
、
専
攻
科
と
し
て
の
独
自
性
を
き
わ
だ
た
せ
る
だ
け
の
特
色
を
出
せ
ず
に
経
過
し
て
い
た
。
授
業
運
営
に
つ
い

て
も
、
大
学
院
や
学
部
の
授
業

へ
の
併
合
に
依
存
す
る
と
い
う
状
態
が
続
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
で
は
、
日
本
文
学
科
と
し
て
専

攻
科
担
当
の
専
任
教
員
を
選
定
し
、
い
わ
ゆ
る
演
習
科
目
な
ど
で
は
専
攻
科
独
自
の
少
人
数
教
育
を
実
現
さ
せ
る
な
ど
、
そ
の
充
実
に
苦

慮
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
入
学
希
望
者
も
飛
躍
的
に
増
加
し
、　
一
種
の
安
定
期
に
入
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
教
育
免
許
法
と
の

関
係
で
言
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
専
修
免
許
の
取
得
と
い
う
こ
と
で
も
、
特
別
の
機
能
を
持
つ
と
い
う
認
識
が
広
く
生
じ
る
こ
と
と
な
つ
た
。

三
　
教
員
構
成
と
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
編
成

日
本
文
学
科
は
、
学
生
の
定
員
が

一
学
年
二
五
〇
名
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
対
す
る
専
任
教
員
数
は
三
二
名

（他
に
助
手

一
名
）
を

一
一
八



擁
し
て
い
る
。
専
任
教
員
を
機
械
的
に
区
分
け
を
す
れ
ば
、
上
代
文
学
を
専
門
と
す
る
も
の
が
三
名
、
中
古
が
三
名
、
中
世
が
四
名
、
近

世
が
四
名
、
近

・
現
代
が
五
名
、
日
本
語
学
が
三
名
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
和
歌

・
物
語

・
随
筆

・
日
記

・
説
話

・
歌
謡

・
俳

諧

・
小
説

・
詩
な
ど
の
ジ
ヤ
ン
ル
を
専
攻
し
て
い
て
、
そ
の
多
彩
な
様
相
は
他
に
類
を
見
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
に
も
専
門

科
目
を
分
担
す
る
非
常
勤
講
師
を
約
四
〇
名
ほ
ど
数
え
て
い
て
、
さ
ら
に
講
義
内
容
を
豊
富
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
文
学
科
の
特

色
を

一
言
で
表
現
す
れ
ば
、
多
様
に
教
員
を
在
籍
さ
せ
て
、
細
部
に
わ
た
つ
て
広
く
専
門
分
野
を
包
括
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
日
本
文
学
科
の
教
育
を
多
様
に
組
織
づ
け
、
学
生
指
導
に
有
効
な
成
果
を
生
ん
で
い
る
。

日
本
文
学
科
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
、
大
別
す
れ
ば
、
概
説
、
特
講
、
講
読
、
演
習
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
特
講
、
講
読
、

演
習
が
特
に
多
彩
で
あ

つ
て
、
個
々
の
講
義
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
十
分
に
自
負
で
き
る
。
ま
た
、
概
説
に
し
て
も
、
同

一
科
目
に
対
し
て
複

数
の
教
員
が
担
当
す
る
構
成
に
な

つ
て
い
て
、
そ
こ
で
も
、
学
生
は
多
種

・
多
様
な
講
義
か
ら
の
選
択
を
可
能
に
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と

が
、
結
果
と
し
て
、
よ
い
意
味
で
の
教
員
同
士
の
相
互
意
識
化
を
生
み
、
講
義
内
容
の
す
ば
ら
し
さ
を
誘
引
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

多
様
な
専
門
分
野
を
細
部
に
分
担
し
合
う
と
い
う
教
員
構
成
は
、
ま
た
、
研
究
活
動
の
面
に
お
い
て
も
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
す
ぐ

れ
た
研
究
業
績
を
輩
出
す
る
原
動
力
に
な
つ
て
い
る
。
日
本
文
学
科
に
所
属
す
る
専
任
教
員
の
各
分
野
で
の
目
ざ
ま
し
い
活
躍
は
、
学
界

で
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
い
さ
さ
か
自
負
で
き
る
の
だ
が
、
こ
れ
も
、
学
科
内
で
の
個
々
の
研
究
活
動
の
活
性
が
相
互
作
用

を
生
ん
で
い
る
も
の
と
感
じ
ら
れ
る
。

日
本
文
学
科
の
現
状
を

一
覧
す
る
意
味
か
ら
、
次
に
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
の
日
本
文
学
科
で
の
専
門
科
目
と
教
員
構
成
の
関

係
を
表
に
ま
と
め
て
示
し
て
お
こ
う

（カ
ツ
コ
内
の
数
字
は
担
当
教
員
を
示
す
。
つ
ま
り
、
３

（２
）
と
あ
れ
ば
、
教
員
二
名
で
三
コ
マ

を
担
当
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
な
お
、
兼
担
教
員
と
は
、
日
本
文
学
科
所
属
以
外
の
本
学
専
任
教
員
を
意
味
す
る
）
。

一
　

日

本

文

学

科

一
一
九
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専
門
科
目
の
教
員
構
成
　
　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度

選 択 必 修 科 目 必 修 科 目

科
目
の
名
称
な
ど

上
代
文
学
講
読

中
古
文
学
講
読

中
世
文
学
講
読

近
世
文
学
講
読

近
代
文
学
講
読

現
代
文
学
講
読

国
語
学
特
講

（日
本
語
学
特
講
）

日
本
文
学
特
講
　
―

上
代

同

　

　

―

中
古

同

　

　

―

中
世

同

　

　

‐―
近
世

同
―

近
代

・
現
代

日
本
文
学
史
概
説

―

上
代

同

　

　

―

中
古

同

　

　

‐―
中
世

同

　

　

‐―
近
世

同
―

近
代

・
現
代

中

国

文

学

概

説

日

本

文

法

論

国
語
学
概
説

（日
本
語
学
概
説
）

日
本
文
学
概
説
―
，上
代

同
　
‐―
中
世

同
　
―
近
代

中
古

近
世

現
代

１

（１
）

２

（２
）

１

（１
）

４

（３
）

１

（１
）

２

（２

）

１

（１
）

１

（１
）

ｎ
∠

２

）

（
１

）

２

（２
）

２

（２
）

２

（２
）

１

（１
）

３

（３
）

３

（
１
）

１

（１
）

１

（１
）

１

（１
）

専
任
教
員

４

（２
）

兼
担
教
員

３

（３
）

１

（１
）

１

（１
）

３

（３
）

３

（３
）

１

（
１
）

（Ｚ（５７
，

ｎ
ＺＲ

）
り^

１

（１
）

１

（
１
）

４

（２
）

１

（
１
）

１

（１
）

１

（１
）

非
常
勤
教
員

一
二
〇

（注
）
新
入
学
生
は
、
カ
ツ
コ
内
の
名
称
に
よ
る
科
目
を
履
修
す
る
。

選 択 科 目 選 択 必 修 科 目

欧

米

文

学

史

概

説

文

章

表

現

法

国
語
史
概
説

（日
本
語
史
概
説
）

言

語

学

概

説

漢

文

学

講

読

日

本

漢

文

学

史

国
文
学
講
読

（
日
本
文
学
講
読
）
１

国
文
学
講
読

（日
本
文
学
講
読
）
Ｚ^

国
語
学

講
読

（
日
本

語
学
講
読

）

中
国
哲
学
講
読

中
国
文
学
講
読

中
国
哲
学
演
習

中
国
文
学
演
習

上
代
文
学
演
習

中
古
文
学
演
習

中
世
文
学
演
習

近
世
文
学
演
習

近
代
文
学
演
習

現
代
文
学
演
習

国
語
学
演
習

（日
本
語
学
演
習
）

１９

（
１９
）

265

５

）

６

）

（
１
）

4264676

3242343

１

（
１
）

１

（
１
）

１

（１
）

へ
Ｚ １

（１
）

２

（２
）

１

（
１
）

２

（
１
）

７

（
４

７

（３
）

２

（
１
）

１

（１
）

111
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四
　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
特
色

日
本
文
学
科
の
専
門
講
義
は
、　
一
部
の
概
説
を
除
い
て
、　
一
般
に
、
少
人
数
に
よ
る
教
育
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
い
わ
ゆ

る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
の
授
業
は
、
質
量
と
も
に
充
実
し
た
内
容
で
実
現
さ
れ
て
い
て
、
他
大
学
と
比
較
し
て
も
自
負
で
き
る
だ
け
の
も
の

と
な
つ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
授
業
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
日
本
文
学
科
と
し
て
の
少
人
数
教
育
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

一
般
に
、
日
本
文
学
科
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
「
日
本
文
学
演
習
」
「
国
語
学
演
習
」
（新
入
生
か
ら
は

「
日
本
語
学
演
習
」
）
の
名
称
で
実

施
さ
れ
る
授
業
が
核
に
な

つ
て
い
る
。
学
生
は
、
全
員
が
ど
れ
か
の

「演
習
」
に
所
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
、
三
年
次

。
四
年

次
の
連
年
受
講
を
原
則
と
し
て
い
る
。
受
講
者
数
は
、
ご
く

一
部
の
特
殊
な
ケ
ー
ス
を
除
け
ば
、　
一
ク
ラ
ス
が

一
五
名
程
度
で
、
と
き
に

は
、
七
、
八
名
の
場
合
も
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
専
門
分
野
の
多
様
さ
の
点
で
も
特
記
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
現
状
と
し
て
は
、
上
代
文
学
に
関
す
る
も
の
が
三
ク
ラ
ス
、
中

古
文
学
が
四
ク
ラ
ス
、
中
世
文
学
が
三
ク
ラ
ス
、
近
世
文
学
が
四
ク
ラ
ス
、
近

。
現
代
の
文
学
が
五
ク
ラ
ス
、
国
語
学

（日
本
語
学
）
が

三
ク
ラ
ス
と
い
う
構
成
で
、
そ
れ
ら
が
三
年
と
四
年
と
に
編
成
さ
れ
て
い
て
、
総
計
で
約
四
〇
ク
ラ
ス
と
な
る
。
ち
な
み
に
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
の

「演
習
」
は
次
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
開
講
さ
れ
て
い
る

（三
年
と
四
年
と
を
同

一
テ
ー
マ
で
開
講
す
る
こ
と
が
多
く
、

テ
ー
マ
の
総
数
は
、
約
二
五
で
あ
る
）
。

「
日
本
神
話
の
研
究
」
「
万
葉
集
の
歌
人
と
物
語
の
研
究
」
「
万
葉
集
の
文
献
学
的
な
研
究
」
「
枕
草
子
の
研
究
」
「
紫
式
部
日
記
の
研
究
」

「
夜
の
寝
覚
の
研
究
」
「
讃
岐
典
侍
日
記
の
研
究
」
「
更
級
日
記
の
研
究
」
「
大
鏡
の
研
究
」
「述
懐
百
首
の
研
究
」
「
古
来
風
体
抄
の
研
究
」

「
中
世
草
庵
文
学

（方
丈
記

・
徒
然
草
）
の
研
究
」
「
平
家
物
語
の
研
究
」
「
御
伽
草
子
類
の
研
究
」
「南
総
里
見
八
犬
伝
の
研
究
」
「
お
く

一
　

日
本
文
学
科

〓

〓
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の
は
そ
道
の
研
究
」
「
野
ざ
ら
し
紀
行
の
研
究
」
「
近
代
文
学
の
研
究
」
「
明
治

・
大
正
期
文
学
の
研
究
」
「
大
正

・
昭
和
期
文
学
の
研
究
」

「
戦
後
文
学
の
研
究
」
「
現
代
文
学
の
研
究
」
「
語
彙
の
研
究
」
「
文
法
の
研
究
」
「慣
用
句
の
研
究
」
「方
言
の
研
究
」
。

さ
ら
に
、
特
記
さ
れ
る
こ
と
は
、
専
門
科
目

「
文
章
表
現
法
」
が
演
習
に
連
動
し
て
開
設
さ
れ
、
演
習
の
受
講
者
は
、
原
則
と
し
て
同

一
メ
ン
バ
ー
で

「
文
章
表
現
法
」
を
受
講
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の

「
演
習
」
「
文
章
表
現
法
」
で
の
学
習

・
研
究
を

核
と
し
て
、
卒
業
論
文
が
指
導
さ
れ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
な
つ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
三
、
四
年
次
の

「
演
習
」
「
文

章
表
現
法
」
「
卒
業
論
文
」
を
総
合
的
に
連
動
さ
せ
た
少
人
数
に
よ
る
専
門
教
育
を
実
現
さ
せ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
は
、
大
学
キ
ヤ
ン
パ
ス
で
の
授
業
だ
け
で
は
な
く
、
年
間
を
通
じ
て

一
～
三
回
の
合
宿
を
計
画

・
実
施
し
、
そ
の
教
育
効
果
は
さ
ら

に
相
乗
さ
れ
て
い
る
。

五
　
入
学
者
選
抜
の
特
色

日
本
文
学
科
の
入
学
者
選
抜
試
験
と
し
て
は
、　
一
般
入
試
、　
一
般
推
薦
入
試
、　
一
高
推
薦
入
試
、
体
育
推
薦
入
試
、
留
学
生
入
試
、
帰

国
子
女
入
試
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
つ
て
、
日
本
文
学
科
に
個
性
豊
か
な
学
生
を
入
学
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

選
抜
試
験
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

一
般
入
学
試
験
は
、
「
国
語
」
「
英
語
」
を
必
修
と
し
、
そ
の
他
に

「
選
択
」
と
し
て

一
科
目
を
受
験
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な

っ
て
い
る
。

英
語
お
よ
び
選
択
科
目
に
つ
い
て
は
、
他
学
科
の
専
任
教
員
に
出
題
を
依
頼
し
て
い
る
が
、
国
語
に
つ
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

日
本
文
学
科
の
威
信
の
も
と
に
、
適
切
な
問
題
を
作
成
す
べ
く
、
十
分
な
検
討

・
推
敲
が
さ
れ
て
い
る
。
心
づ
も
り
と
し
て
は
、
形
骸
化

さ
れ
た
断
片
的
な
知
識
を
問
う
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
豊
か
な
知
性

・
感
性
か
ら
生
ま
れ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
国
語
力
を
問
い
た
い
と
念



じ
て
い
る
。
人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
が
体
得
で
き
る
よ
う
な
学
生
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
教
育
の
荒
廃
が
さ
け

ば
れ
て
い
な
が
ら
、　
一
方
に
お
い
て
、
管
理
教
育
が
強
化
さ
れ
る
と
い
う
現
実
の
な
か
で
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
人
間
ら
し
さ
の
教
育
を

模
索
し
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
入
試
問
題
の
形
式
は
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
に
よ
る
客
観
テ
ス
ト
が
主
体
と

な

つ
て
い
る
の
だ
が
、
形
式
的
な
出
題
に
な
ら
な
い
よ
う
に
十
分
な
配
慮
を
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
ま
た
、　
一
定
の
論
述
を
必
要
と

す
る
記
述
式
問
題
を
必
ず
出
す
よ
う
に
し
て
い
て
、
採
点
の
際
の
基
準
作
成
で
は
、
毎
回
、
学
科
内
で
の
議
論
を
か
し
ま
し
く
し
て
い
る
。

一
般
推
薦
入
試
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
数
年
に
及
ぶ
実
績
が
あ
り
、
例
年
、
六
〇
～
八
〇
名
ぐ
ら
い
の
入
学
者
が
い
る
。
高
校
に
お
い

て

一
定
以
上
の
学
力
を
評
価
さ
れ
、
学
校
長
の
推
薦
を
受
け
た
者
が
受
験
資
格
者
と
さ
れ
る
。
こ
の
制
度
は
、
必
ず
し
も
ス
ム
ー
ズ
に
問

題
な
く
実
施
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
実
績
の
評
価
を
め
ぐ
つ
て
は
、
毎
年
、
熱
烈
な
議
論
を
継
続
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
制
度

を
設
定
し
た
当
初
の
心
づ
も
り
と
し
て
は
、
た
と
え
推
薦
入
試
で
あ
る
と
し
て
も
、
で
き
る
だ
け
広
く
門
戸
を
開
放
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
思
い
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
指
定
校
制
度
を
採
用
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
形
骸
化
さ
れ
た
入
試
対
策
的
な
学
力

を
不
間
に
し
て
、
個
性
の
発
露
か
ら
な
る
日
本
文
学
研
究

へ
の
積
極
的
な
意
欲
を
保
持
す
る
よ
う
な
学
生
を
幅
広
く
歓
迎
し
た
い
と
念
じ

て
の
推
薦
入
試
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
事
実
と
し
て
は
、
希
望
者
が
増
加
し
つ
づ
け
て
き
て
い
て
、
理
想
と
現
実
と
の
差
が
年
ご
と
に
深

刻
化
し
て
い
る
。　
一
般
推
薦
入
試
に
つ
い
て
は
、
存
続
さ
せ
る
と
い
う
基
本
方
針
を
守
り
な
が
ら
も
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
具
体
的
な
あ

り
方
を
継
続
的
に
検
討
し
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。

一
高
推
薦
入
試
と
は
、
大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校
か
ら
の
推
薦
入
学
を
言
う
。
例
年
、
二
五
名
ほ
ど
の
入
学
者
が
あ
る
。　
一
高
推

薦
入
試
に
つ
い
て
は
、
大
学
全
体
と
し
て
の

一
応
の
選
抜
基
準
が
あ
る
の
だ
が
、
日
本
文
学
科
は
、
学
力
の
条
件
を
比
較
的
に
低
く
設
定

し
、　
一
高
教
員
の
推
薦
を
基
本
的
に
信
頼
す
る
と
い
う
態
度
で
臨
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
の
前
提
と
し
て
、
こ
の
数
年
来
、　
一
高
教
員
と

の
指
導
連
絡
会
を
頻
繁
に
開
い
て
い
て
、
日
本
文
学
科
に
進
学
す
べ
き

一
高
生
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
の
共
通
理
解
を

一
　

日

本

文

学

科

一
二
三
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模
索
し
て
い
る
。
日
本
文
学
科

へ
の
進
学
の
内
定
者

（
一
〇
月
中
に
決
ま
る
）
に
対
し
て
は
、
例
年
、　
一
高
教
師
と
日
文
教
師
と
の
協
力

に
よ
る

「
小
卒
論
」
の
執
筆
指
導
が
な
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
も
、
共
通
理
解
に
基
づ
く
も
の
の

一
例
と
言
え
る
。
高
校
三
年

・
大
学
四

年
の

一
貫
七
年
教
育
を
視
野
に
置
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

体
育
推
薦
入
試
は
、
大
学
全
体
の
推
薦
基
準
の
も
と
に
、
日
本
文
学
科

へ
の
入
学
を
推
薦
さ
れ
た
者
に
対
す
る
選
抜
試
験
で
、
例
年
、

一
〇
～

一
二
名
ほ
ど
の
志
望
者
が
い
る
。
そ
の
選
抜
は
、
面
接

・
小
論
文

・
書
類
審
査
な
ど
に
よ
る
。
か
つ
て
は
、
き
わ
め
て
事
務
的
、

機
械
的
な
振
り
分
け
に
よ
る
推
薦
が
あ
つ
て
、
不
合
格
者
を
出
し
た
こ
と
も
あ
る
の
だ
が
、
近
年
は
、
日
本
文
学
科

へ
の
志
望
を
明
確
に

す
る
も
の
が
多
く
、
不
合
格
と
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
な
く
な
つ
て
い
る
。　
一
般
に
、
日
本
文
学
科
に
は
、
体
育
部
に
籍
を
置
く
学
生
も

少
な
く
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
体
育
部
学
生
の
中
で
も
、
体
育
推
薦
に
よ
る
学
生
は
、
さ
す
が
に
自
覚
が
明
確
に
な
さ
れ
て
い
て
、
授
業

態
度
な
ど
も
好
感
が
持
た
れ
て
い
る
。
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
は
、
高
校
教
員
に
な
る
例
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。

留
学
生
入
試
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
大
学
全
体
の
共
通
理
解
を
基
準
に
し
て
い
て
、
学
科
と
し
て
の
特
別
の
配
慮
は
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な

い
の
だ
が
、
志
望
者
が
多
く
、
そ
の
選
抜

（日
本
語

・
小
論
文

・
面
接
な
ど
に
よ
る
）
に
は
苦
慮
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
は
、
毎
年
、

一
〇
名
程
度
の
入
学
生
が
い
る
が
、
入
学
後
の
状
況
を
見
る
と
、
す
ば
ら
し
い
卒
業
論
文
を
執
筆
し
、
自
信
を
持

つ
て
社
会
に
送
り
出
せ

る
者
か
ら
、
や
つ
と
卒
業
が
で
き
る
と
い
う
程
度
の
者
ま
で
、
千
差
万
別
と
言
え
る
。
日
本
文
学
科
は
、
特
に
ア
ジ
ア
の
近
隣
諸
国
か
ら

国
際
的
な
文
化
交
流
を
期
待
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
留
学
生
指
導
の
面
で
も
、
独
自
な
教
育
体
制
を
作
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
慮
さ
れ
る
。

帰
国
子
女
入
試
と
は
、
外
国
で
教
育
を
受
け
た
日
本
の
子
ど
も
た
ち
、
い
わ
ゆ
る
帰
国
子
女
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
広
く
受
け
入

れ
る
べ
き
と
考
え
て
、
特
別
枠
の
入
学
試
験
を
実
施
す
る
体
制
が
取
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
例
年
、
ま

つ
た
く
応
募
者

が
な
く
、
試
験
問
題
を
作
成
す
る
だ
け
で
、
む
な
し
く
終
わ
っ
て
い
る
。
現
状
を
考
え
れ
ば
、
日
本
文
学
科
に
あ
つ
て
は
、
帰
国
子
女
に



対
す
る
特
別
入
試
を
再
考
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
が
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
日
本
文
学
科
の
現
状
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
、
い
わ
ゆ
る
編
入
学
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
こ

う
。
本
学
の
学
則
は
、
他
大
学
か
ら
の
編
入
学
を
認
知
し
た
条
項
に
な
つ
て
い
る
の
だ
が
、
現
状
で
は
、
制
度
と
し
て
十
分
に
確
立

・
実

施
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
文
学
科
と
し
て
は
、
編
入
学
の
制
度
を
明
確
化
し
、
学
士
入
学
を
含
め
て
、
学
則
に
添
つ
た
対
応
を
実
現
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
念
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
制
度
づ
く
り
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
　
卒
業
生

の
動
向

日
本
文
学
科
は
、
伝
統
的
に
、
高
等
学
校

。
中
学
校
の
国
語
科
教
員

へ
の
就
職
が
少
な
く
な
い
。
最
近
は
、
児
童
数
の
減
少
な
ど
か
ら
、

教
員

へ
の
就
職
が
厳
し
く
な

つ
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、　
一
定
の
実
績
は
保
持
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
永
年
に
わ
た
る
実
績
が

反
映
さ
れ
て
、
高
等
学
校

・
中
学
校
の
中
堅
教
員
と
し
て
、
各
都
道
府
県
の
教
育
界
を
リ
ー
ド
す
る
状
況
も
生
ま
れ
は
じ
め
て
い
る
。
教

育
に
関
す
る
種
々
の
研
究
会

・
講
演
会
な
ど
の
講
師
と
し
て
活
躍
す
る
例
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
き
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
近
年
の
学
生
は
、
昔
ほ
ど
に
は
教
員
を
志
望
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
多
様
な
状
況
を
生
ん
で
い
る
。
日
本
文
学
科
と

し
て
は
、
卒
業
生
が
多
方
面
に
活
躍
す
る
こ
と
を
歓
迎
し
て
い
る
し
、
ま
た
、
そ
れ
に
相
当
す
る
指
導
態
勢
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、　
一
時
代
前
の
よ
う
に
、
教
員

へ
の
就
職
を
当
然
の
こ
と
と
し
た
よ
う
な
認
識
は
持
つ
て
い
な
い
。
ヒ

ュ

ー
マ
ン
な
観
点
か
ら
の
総
体
的
な
人
間
形
成
に
寄
与
で
き
る
よ
う
な
指
導
を
心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。
幸
い

な
こ
と
に
、
官
庁
や

一
般
企
業

へ
の
就
職
は
、
ま
ず
ま
ず
の
実
績
を
続
け
て
い
る
。
就
職
状
況
が
悪
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
最
近
の

一
般

的
な
傾
向
の
中
で
、
そ
れ
な
り
の
社
会
的
な
評
価
を
得
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
　

日
本

文

学

科

一
二
五
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つ
い
で
な
が
ら
、
大
学
院

へ
進
級
し
た
者
の
進
路
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。
大
学
院
修
了
後
は
、
高
校
教
員
に
就
任
す
る
と
い
う

事
例
が
少
な
く
な
い
の
だ
が
、
そ
の
場
合
で
も
、
大
学
や
短
大
の
非
常
勤
講
師
を
兼
ね
る
と
い
う
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

つ
て
き
た
。

さ
ら
に
は
、
大
学
や
短
大
の
専
任
教
員
に
就
任
し
た
者

（多
く
は
若
干
の
経
歴
を
得
て
だ
が
）
も
何
人
か
散
見
で
き
る
よ
う
に
な

つ
た
。

ま
た
、
中
国

・
韓
国
の
大
学
か
ら
も
博
士
課
程
修
了
者
の
紹
介
要
請
が
く
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
つ
て
、
大
学
教
員
と
し
て
就
任
す

る
事
例
も
出
て
き
た
。
日
本
文
学
科
が

一
定
の
評
価
を
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
き
た
と
い
う
こ
と
の

一
つ
の
現
れ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

七
　
日
本
文
学
科
と
し
て
の
研
究
活
動

日
本
文
学
科
の
学
部
学
生

・
専
攻
科
生

・
大
学
院
生
お
よ
び
専
任
教
員
を
主
体
と
す
る
日
本
文
学
の
研
究
学
会
と
し
て

「
大
東
文
化
大

学
日
本
文
学
会
」
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
学
会
の
運
営
は
、
従
来
は
、
や
や
も
す
る
と
専
任
教
員
が
先
導
す
る
と
い
う
傾
向
が
強
か
つ
た
の
だ
が
、
近
年
に
は
、
学
部
学

生

・
専
攻
科
生

・
大
学
院
生
も
運
営
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
い
う
体
制
が
取
ら
れ
て
、
学
科
全
体
の
質
的
な
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

特
に
、
年
次
大
会
に
際
し
て
開
催
さ
れ
る
研
究
発
表
会
に
は
、
常
時
、
大
学
院
生
の
発
表
希
望
者
が
殺
到
す
る
と
い
う
状
況
で
、
研
究
者

と
し
て
の

一
人
立
ち
の
た
め
の

一
種
の
登
龍
門
に
な

つ
て
い
る
。
大
学
院
生
に
限
ら
ず
、
時
に
は
学
部
学
生
や
専
攻
科
生
、
さ
ら
に
は
卒

業
生
な
ど
が
登
場
す
る
こ
と
が
あ
つ
た
り
し
て
、
多
彩
な
研
究
発
表
会
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
文
学
会
の
発
行
す
る
年
刊
研
究
誌

『
日
本
文
学
研
究
」
は
、
既
に
三
〇
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
上
に
、
す
ぐ
れ
た
論
文
が
掲
載
さ

れ
る
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
専
任
教
員
に
よ
る
高
度
な
内
容
の
論
文
が
高
く
評
価
さ
れ
る
要
因
に
な
つ
て
い
る

の
だ
が
、
大
学
院
生
の
執
筆
に
も
学
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
な
論
文
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
、
喜
ば
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。
な



お
、
最
近
の

「
日
本
文
学
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
る
論
文
は
、
約
二
〇
点
弱
で
、
そ
の
内
の
半
数
近
く
が
大
学
院
生

（お
よ
び
卒
業
生
）
の

も
の
に
な
つ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
学
院
生
は
、
日
本
文
学
会
と
は
別
に
自
主
的
な
研
究
組
織

「
日
本
文
学
専
攻
院
生
会
」
を
持

つ
て
い
て
、
独
自
の
研
究

発
表
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
年
刊
研
究
誌

「
日
本
文
学
論
集
」
（経
費
は
大
学
予
算
で
計
上
さ
れ
て
い
る
）
を
編
集

・
発
行
し
て
い

る
。
か
つ
て
は
、
発
行
す
る
に
も
論
文
が
集
ま
ら
ず
、
指
導
教
員
が
苦
労
し
た
と
い
う
話
も
間
か
れ
た
も
の
だ
が
、
し
か
し
、
近
年
は
、

大
学
院
生
の
研
究
成
果
の
充
実
と
と
も
に
、
掲
載
希
望
の
論
文
が
集
中
し
て
、
予
算
を
担
当
す
る
大
学
事
務
で
も
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ

げ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

右
記
の
他
に
、
日
本
文
学
科
内
に
事
務
局
を
置
く
自
主
的
な
研
究
組
織

（研
究
会
や
研
究
グ
ル
ー
プ
）
が
幾

つ
か
あ
る
。
な
か
で
も

「
大
東
文
化
大
学

・
中
古
文
学
会
」
「
大
東
文
化
大
学

・
上
代
文
学
を
読
む
会
」
「
大
東
文
化
大
学

。
日
本
語
文
法
研
究
会
」
な
ど
は
、
定

期
的
な
研
究
会
を
開
催
し
た
り
独
自
な
定
期
刊
行
誌
を
発
行
し
た
り
し
て
、
種
々
の
専
門
誌
の
学
会
消
息
欄
な
ど
に
紹
介
さ
れ
、
広
く
注

目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
を
主
体
と
し
た
研
究
室
発
行
の
各
種
研
究
誌
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ユ
ニ
ー
ク

で
、
日
本
文
学
科
の
研
究
活
動
を
豊
富
に
し
て
い
る
。

以
上
は
、
日
本
文
学
科
内
部
で
の
学
会

・
研
究
会
活
動
な
ど
の
紹
介
で
あ
る
が
、　
一
方
、
外
部
の
学
会
と
日
本
文
学
科
と
の
関
わ
り
に

も
注
目
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。　
一
般
に
、
日
本
文
学
科
に
所
属
す
る
専
任
教
員

・
大
学
院
生
お
よ
び
卒
業
生
な
ど
の
研
究
活
動
は
日

ざ
ま
し
く
、
各
種
の
学
会
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
顕
著
な
業
績
を
収
め
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
反
映
し
て
、
本
学
を
主
会
場
に

し
て
、
学
会
の
年
次
大
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
最
近
の
事
例
と
し
て
は
、
「
仏
教
文
学
会
」
「
上
代
文
学
会
」
「
日

本
文
学
協
会
」
な
ど
の
大
会
が
相
次
い
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
上
代
文
学
会
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
数
年
、
日
本
文
学
科
が
本

部
事
務
局
を
引
き
受
け
て
い
る
。
外
部
学
会
で
の
研
究
業
績
に
関
す
る
個
々
の
事
例
を
披
露
す
る
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
は
な
い
が
、
日
本
文

一
　

日
本
文
学
科

一
二
七
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学
科
が
高
く
評
価
さ
れ
る

一
つ
の
要
因
に
な

つ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
な
つ
た
が
、　
一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
に
開
設
さ
れ
た

「
人
文
科
学
研
究
所
」
に
も
言
及
し
て
お
こ
う
。
人
文
科
学
研
究
所
は
、

文
学
部
と
し
て
の
附
置
機
関
で
あ
る
が
、
そ
の
開
設
に
は
、
日
本
文
学
科
が
積
極
的
に
推
進
さ
せ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
か
ね
が
ね
、

日
本
文
学
科
は
、
学
科
内
で
の
研
究
活
動
を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
の
な
か
で
、
独
自
の
研
究
所
の
開
設
の
必
要
を
痛
感
し
て
い
た
。

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
開
設
要
求
を
学
科
と
し
て
決
議
し
、
そ
の
こ
と
を
背
景
に
、
開
設
実
現
の
た
め
に
努
力
し
て
き
た
と
自
負
し

て
い
る
。
開
設
後
は
、
学
科
と
し
て
の
研
究
活
動
と
研
究
所
と
し
て
の
そ
れ
と
を
相
乗
的
に
活
性
化
さ
せ
て
、
結
果
と
し
て
、
日
本
文
学

科
の
研
究
業
績
の
充
実
に
貢
献
さ
せ
て
い
る
。
現
在
、
人
文
科
学
研
究
所
に
は
、
固
有
の
研
究
テ
ー
マ
を
持
つ
独
自
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が

幾
つ
か
存
在
す
る
の
だ
が
、
そ
う
い
う
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、
特
に
日
本
文
学
科
の
専
任
教
員
の
関
係
す
る
も
の
と
し
て
、
「
文
学
と
思
想
」

「
中
世
文
学
の
総
合
的
研
究
」
「
近
隣
諸
国
言
語
と
日
本
語
と
の
対
照
言
語
学
的
な
研
究
」
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

八
　
国
際
的
な
文
化
交
流

日
本
文
学
科
は
、
伝
統
的
に
、
近
隣
諸
国
と
の
文
化
交
流
を
尊
重
し
て
き
て
い
る
。
日
本
文
学
の
研
究

・
教
育
を
軸
に
据
え
な
が
ら
も
、

近
隣
諸
国
の
言
語

・
文
化
と
の
対
照
研
究
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国

・
韓
国
の
学
会
と
の
文
化
交
流
は
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
て
、

そ
の
面
で
の
近
隣
諸
国
か
ら
の
学
術
的
な
信
望
も
受
け
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
際
的
な
学
会

へ
の
派
遣
を
は
じ
め

と
し
て
、
日
本
文
学
科
に
所
属
す
る
専
任
教
員
が
学
術
交
流
の
た
め
に
渡
航
す
る
と
い
う
例
は
、
も
は
や
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
な
つ
て

い
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
文
学
科
の
オ
フ
イ
シ
ャ
ル
な
レ
ベ
ル
と
し
て
は
、
例
年
、
中
国

・
北
京
外
国
語
学
院
に
、
九
～

一
〇
月
の
約
四
〇
日



間
、
大
学
問
の
協
定
に
も
と
づ
く
交
流
と
し
て
日
本
文
学
科
の
専
任
教
員

一
名
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
韓
国

・
忠
南
大
学
校
に
は
、

例
年
九
月
の
約
二
週
間
、
日
本
文
学
科
独
自
の
学
術
交
流
と
し
て
、
専
任
教
員

一
名
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
中
国

・
韓
国
の
大
学
教
員
の
日
本
文
学
科

へ
の
遊
学
も
、
頻
繁
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
き
て
い
る
。　
一
時
的
な
短
期
滞
在

の
形
式
で
来
日
す
る
と
い
う
こ
と
の
他
に
も
、
た
と
え
ば
、
大
学
院

へ
の
正
規
留
学
生
と
し
て
、
ま
た
、
聴
講
生

・
研
究
生
と
し
て
、
さ

ら
に
は
、
人
文
科
学
研
究
所
の
客
員
研
究
員
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
実
現
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。
同
時
に
、

学
術
研
究
誌

「
日
本
文
学
研
究
』
（大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
会
発
行
）
に
も
、
中
国

・
韓
国
の
研
究
者
の
論
文
が
常
時
掲
載
さ
れ
る
よ

う
に
な

つ
て
き
て
い
る
。

九
　
開
か
れ
た
大
学
を
指
向
し
て

地
域
の
文
化
活
動
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
意
味
で
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
論
は
、
日
本
文
学
科
で
も
、
永
年
の
課
題
と
し
て
継
続

さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
具
体
化
の
第

一
歩
は
、　
一
般
市
民
を
対
象
と
す
る
公
開
講
座
の
形
で
数
年
前
に
実
現
さ
れ
た
。
現
在
は
、

日
本
文
学
科
に
限
ら
ず
、
大
学
全
体
と
し
て
、
種
々
の
公
開
講
座
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
き
て
い
る
。
今
ま
で
の
日
本
文
学
科
の
公

開
講
座
は
、
日
本
文
学
に
関
す
る
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
例
年
九
月
の
二
週
間

（午
前
中
二
時
間
）
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
過
去
の
事
例
を

紹
介
す
る
と
す
れ
ば
、
「
日
本
文
学
と
愛
」
「
日
本
文
学
と
旅
」
「
日
本
文
学
と
花
」
「
日
本
文
学
と
夢
」
な
ど
の
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
、
そ

れ
を
め
ぐ
つ
て
、
上
代
か
ら
近

ヽ
現
代
ま
で
、
専
門
の
担
当
者
に
よ
つ
て
講
義
さ
れ
る
と
い
う
形
態
を
取

つ
て
い
る
。
毎
回
、
好
評
で
、

二
〇
〇
～
三
〇
〇
名
程
度
の
参
加
希
望
者
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
公
開
講
座
の
形
式
に
よ
る
地
域

へ
の
文
化
活
動
の
中
で
、
さ
ら
に
、
正
規
の
大
学
講
義

へ
の
聴
講
希
望
や
研

一
　

日
本
文
学
科

一
二
九
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一
三
〇

究
生
と
し
て
の
在
籍
希
望
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な

つ
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る
生
涯
学
習
を
思
慮
し
た
見
解
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
生
涯

学
習
を
ど
う
生
か
す
か
と
い
う
問
題
は
、
大
学
全
体
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
文

学
科
で
も
、
そ
れ
に
対
応
す
べ
く
検
討
し
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
現
在
の
聴
講
生
制
度
を
広
く

一
般
市
民
に
開
放
す
る

こ
と
、
学
士
入
学
の
形
で
正
規
の
学
科
在
籍
を
認
め
る
こ
と
、
専
攻
科
を
整
備
し
な
お
し
て

一
般
市
民
が
入
学
し
や
す
く
す
る
こ
と
、
な

ど
が
話
題
と
な
つ
て
い
る
。
近
い
将
来
、
ぜ
ひ
具
体
化
し
た
い
も
の
と
念
じ
て
い
る
。

一
〇
　
将
来
計
画

へ
の
展
望

周
知
の
よ
う
に
、
大
学
設
置
基
準
が
改
正
さ
れ
、
そ
れ
に
伴

つ
て
、
大
東
文
化
大
学
も
、
全
学
的
な
規
模
で
改
革
を
指
向
し
て
い
る
。

特
に
、
大
学
将
来
計
画
策
定
委
員
会

（第

一
～
第
四
分
科
会
）
を
中
心
に
し
て
、
具
体
的
な
調
査

・
研
究
に
着
手
し
て
い
る
。
日
本
文
学

科
と
し
て
も
、　
一
般
教
育
と
専
門
教
育
と
の
関
係
づ
け
の
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
学
的
な
動
向
を
見
定
め
つ
つ
、
慎
重
に
対
応
し
た

い
と
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
文
学
科
は
、
そ
の
よ
う
な
全
学
的
な
改
革
の
指
向
と
は
別
に
、
既
に
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
全
面
的
な
見
直
し
な
ど
、
二

一
世
紀
を
目
ざ
し
た
プ
ラ
ン
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
第

一
歩
と
し
て
、
新
入
学
生
に
対
す
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の

一

部
改
革

（学
則
の
改
定
に
よ
る
）
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
従
来
の
名
称

「
国
文
学
」
「
国
語
学
」
を

「
日
本
文
学
」

「
日
本
語
学
」
に
変
更
す
る
な
ど
、
ま
だ
、
微
細
な
改
革
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
長
期
の
展
望
と
し
て
は
、
国
際
的
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
立

場
か
ら
の
日
本
文
学
科
の
あ
り
方
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
、
そ
の
面
か
ら
の
共
通
理
解
の
も
と
に
、
専
門
課
程
と
し
て
の
日
本
文
学
教
育
を

指
向
し
た
い
と
念
じ
て
い
る
。



日
本
文
学
科
と
し
て
の
具
体
的
な
将
来
計
画
に
関
し
て
は
、
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
大
学
全
体
の
改
革
の
方
向
づ
け
を
抜
き
に
し
て
は

考
え
ら
れ
な
い
。
特
に
、
教
養
課
程
の
解
体
に
伴
う
人
的
な
条
件
が
ど
う
な
る
の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
つ
て
、
日
本
文
学
科
の
ス
タ

ツ
フ
を
ど
れ
だ
け
強
化
で
き
る
も
の
な
の
か
、
ま
だ
ま
だ
不
明
確
な
点
が
少
な
く
な
い
。
そ
う
い
う
段
階
で
の
将
来
計
画
と
い
う
こ
と
で
、

正
直
に
言
え
ば
、
ま
だ
構
想
を
語
り
合
う
と
い
う
段
階
で
し
か
過
ぎ
な
い
。

巨
視
的
に
み
る
な
ら
ば
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
文
学
科
は
、
単
に
、
狭
い
意
味
で
の
日
本
文
学
を
対
象
と
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

そ
の
言
語
的
、
文
化
的
、
思
想
的
、
歴
史
的
、
社
会
的
な
背
景
の
全
体
を
研
究

・
教
育
の
視
野
に
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
慮
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
日
本
文
学
を
直
接
の
対
象
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
表
現
手
段
で
あ
る
日
本
語
を
媒
介
と
し
て
、
日
本
文
学
の
背
景
に
存
在

す
る
日
本
の
文
化

・
思
想

・
歴
史

・
社
会

（政
治

・
経
済

・
法
律
の
あ
り
方
も
含
め
て
）
な
ど
の
幅
広
い
領
域
を
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
領
域
を
十
分
に
把
握
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
文
学
科
の
将
来
像
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
念
じ
て
い
る
。
大
東
文
化
大
学
は
、
創
立
以
来
、
近
隣
諸
国
と
の
間
に
種
々
の
学
術
交
流
を
重
ね
て
き
て
い
る
。
近
年
は
、
各
地

域
か
ら
の
信
頼
も
深
く
、
国
際
交
流
の
意
義
が
ま
す
ま
す
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
き
て
い
る
。
日
本
文
学
科
は
、
国
際
的
な
視

点
か
ら
の
考
察
も
十
分
に
配
慮
し
て
、
将
来
計
画
を
構
築
し
な
け
れ
ば
と
決
意
し
て
い
る
。

以
上
が
日
本
文
学
科
の
当
面
の
将
来
計
画
の
基
本
的
な
構
想
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
も
う

一
つ
、
情
報
化

へ
の
対
応
も
視
野
に

収
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
全
国
の
大
学
の
同
種
の
学
科

（日
本
文
学
科
や
国
語
国
文
学
科
な
ど
）
と
比
較
し

て
、
本
学
の
日
本
文
学
科
は
、
情
報
化
に
関
し
て
も
、
積
極
的
に
対
応
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
特
に
情
報
機
器
類
を
使
用
し
て
の

研
究

・
教
育
に
関
し
て
は
、
近
年
、
そ
の
充
実
を
意
識
的
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
ず
第

一
に
、
各
専
任
教
員
の
研
究
室
や

日
文
科
の
資
料
室
に
も
、
随
時
、
情
報
機
器
類
が
整
備
さ
れ
、
研
究

・
教
育
に
生
か
さ
れ
、
そ
の
面
で
の
研
究
成
果
が
特
筆
さ
れ
る
よ
う

に
な
つ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
に
対
す
る
情
報
化
教
育
の
点
で
は
、
さ
し
あ
た
り
、
東
松
山
校
舎
に
開
講
さ
れ
て
い
る

「
国
語
学
講

一
　

日

本

文

学

科

〓

二



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二

読

（日
本
語
学
講
読
）
」
の
何
コ
マ
か
を
、
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
指
導
を
含
め
て
、
日
本
語
の
自
動
処
理
、
語
彙
の
計
量
的
研
究
な
ど
の
指
導

に
対
応
さ
せ
て
い
る
。
さ
し
あ
た
り
の
処
置
で
、
「
国
語
学
講
読

（日
本
語
学
講
読
）
」
の
名
称
で
の
開
講
だ
が
、
近
い
将
来
、
カ
リ
キ

ュ

ラ
ム
編
成
の
上
か
ら
も
、
き
ち
ん
と
し
た
位
置
づ
け
を
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［鈴
木
康
之
］

三

中

国

文

学

科

一
　

設

置

の
趣
旨

中
国
文
学
科
は
、　
一
九
二
三

（大
正

一
二
）
年
に
本
学
が
創
立
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
建
学
の
道
統
を
継
承
す
る
学
科
と
し
て
現
在
に
至

つ
て
い
る
。
従
つ
て
、
本
学
設
立
に
至
る
歴
史
的
背
景
と
、
建
学
の
精
神
と
に
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
事
象
を
抜
き
に
し

て
中
国
文
学
科
の
設
置
趣
旨
に
及
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。

０
　
漢
学
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

大
正
初
期
に
お
け
る
世
界
情
勢
は
、
欧
州
大
戦
の
影
響
を
受
け
、
経
済
的
に
ま
た
思
想
的
に

一
大
混
乱
期
を
迎
え
て
い
た
。

わ
が
国
内
に
あ
つ
て
も
、
時
の
有
識
者
た
ち
は
、
こ
の
大
戦
を
契
機
と
し
て
、
明
治
維
新
以
来
、
や
や
も
す
る
と
伝
統
に
培
わ
れ
て
来

た
国
民
道
徳
の
美
風
す
ら
否
定
す
る
欧
米

一
辺
倒
の
風
潮
を
反
省
す
る
と
と
も
に
、
物
質
文
明
の
部
分
的
破
綻
没
落
を
指
摘
し
、
東
洋
道

徳
、
文
化
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
東
西
文
化
の
融
合
を
め
ど
と
し
た
学
際
的
な
教
育
研
究
施
設
の
実
現
に
力
を
尽
く
し
て
い
た
の
で



あ
る
ｃ

一
九

一
八

（大
正
七
）
年
、
東
洋
の
道
徳
文
化
の
振
興
を
実
現
す
べ
く
、
わ
が
国
の
有
識
者
た
ち
は
行
動
を
開
始
し
た
。
な
お
、
こ
の

年
わ
が
国
で
は
大
学
令
の
制
定
を
み
て
い
る
。

後
に
な
つ
て
、
本
学
と
深
く
関
わ
る
こ
と
に
な
る
木
下
成
太
郎

・
佐
久
間
鉄
園
ら
に
よ
つ
て
、
時
の
原
内
閣
に
対
し
、
「
東
洋
文
化
振

興
二
関
ス
ル
意
見
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
始
ま

つ
た
活
動
は
、　
一
九
二
〇

（大
正
九
）
年

一
一
月
に
は
、
奥
繁
二
郎
が
主
催
者
と
な
り
、

衆
議
院
議
員
官
舎
に
お
い
て
、
東
洋
文
化
振
興
策
に
関
す
る
貴
族
院

・
衆
議
院
両
議
員
有
志
と
、
学
識
者
と
の
集
会
を
開
く
と
こ
ろ
と
な

つ
た
。

こ
こ
に
至
り
、
こ
の
運
動
は
順
次
拡
大
さ
れ
、
貴

・
衆
両
院
議
員
、
学
識
者
、
実
業
界
に
ま
で
伸
展
さ
れ
る
ま
で
に
な
つ
た
。

一
九

一
八
年
に
端
を
発
し
た
本
下
成
太
郎
ら
の
運
動
は
、
本
学
創
立
に
関
わ
る
展
開
と
し
て
、　
一
九
二

一

（大
正

一
〇
）
年
二
月

一
八

日

「
漢
学
振
興
二
関
ス
ル
建
議
案
」
と
し
て
、
貴

・
衆
両
院
に
提
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
建
議
案
の
該
案
に
は
、

漢
文
ハ
古
来
我
ガ
邦
ノ
文
化

二
貢
献
シ
国
民
思
想
ノ
涵
養
二
資
益
セ
シ
所
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
而
シ
テ
今
後
亦
之
二
待
ツ
所
少
シ
ト

セ
ズ
。
之
ガ
振
興
ノ
途
フ
講
ズ
ル
ハ
刻
下
ノ
急
務
ナ
リ
ト
ス
。
依
テ
政
府

ハ
之
二
関
シ
適
当
ノ
方
法
フ
施
サ
レ
ム
コ
ト
フ
望
ム
。
右

建
議
ス
。

と
あ
る
。
ま
た
こ
の
建
議
案
の
理
由
書
に
、

漢
学
ガ
古
来
我
ガ
邦
ノ
文
明
二
貢
献
シ
国
民
思
想
ノ
上

二
資
益
セ
シ
ョ
ト
ノ
大
ナ
ル
ハ
言
フ
要
セ
ザ
ル
所
ニ
シ
テ
今
後
亦
之
二
待
ツ

所
少
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
然
ル
二
一
タ
ビ
西
洋
文
芸
ノ
伝
来
ス
ル
ヤ
人
々
之
二
走
ル
ニ
急
ニ
シ
テ
漢
学

ハ
疎
ム
ゼ
ラ
レ
其
ノ
神
髄

フ
覗
フ
コ
ト
漸
ク
難
キ
ニ
至
ラ
ン
ト
ス
。
今
日
二
於
テ
振
興
ノ
途
フ
講
ズ
ル
ハ
実

二
急
務
ナ
リ
。
是
レ
本
案
フ
提
出
ス
ル
所
以
ナ
リ
。

と
知
見
す
る
。
ま
た
同
年
三
月
二
四
日
、
戸
水
寛
人
博
士
は
、
さ
き
の
提
案
理
由
に
つ
い
て
、

二
　
中
国
文
学
科

一
三
三
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〓
二
四

儒
教

ハ
応
神
天
皇
十
六
年
我
ガ
国
二
渡
来
シ
テ
ヨ
リ
今
二
及
ブ
コ
ト
千
六
百
年
ナ
リ
。
コ
ノ
間
論
語
ハ
我
ガ
国
民
精
神
ノ
修
養
書
ト

ナ
リ
シ
ヨ
ト
枚
挙
二
遅
ア
ラ
ズ
。
孟
子
浩
然
ノ
気
ノ
如
キ
モ
亦
名
論
ナ
リ
。
遡
リ
テ
易

ハ
実
二
立
派
ナ
ル

一
元
哲
学
ニ
シ
テ
、
儒
教

ハ
確
固
タ
ル
哲
学
的
基
礎
ア
リ
。
（中
略
）
故

二
漢
学
ハ
有
用
ニ
シ
テ
国
民
精
神
涵
養
上
重
大
ノ
意
義
ア
リ
。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
の
も
と
に
、
第

一
回

「
漢
学
振
興
二
関
ス
ル
建
議
案
」
は
、
同
月
二
五
日
、
委
員
会
可
決
。
翌

二
六
日
、
衆
議
院
は
満
場

一
致
で
こ
の
案
を
可
決
決
定
し
、
同
日
こ
れ
を
政
府
に
提
出
す
る
に
至
つ
た
。

し
か
し
、
「
漢
学
振
興
二
関
ス
ル
建
議
案
」
の
前
途
に
は
、
ま
だ
困
難
が
待
ち
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
四
四
議
会

（原
内
閣
）
の

可
決
決
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
的
に
は
そ
の
後
、
具
体
的
な
実
現
を
見
る
ま
で
に
至
ら
な
か
つ
た
。

そ
こ
で
、
「
漢
学
振
興
二
関
ス
ル
建
議
案
」
は
、
翌
年
開
催
さ
れ
た
第
四
五
議
会

（高
橋
内
閣
）
―
上

九
二
二

（大
正

一
一
）
年
三
月

七
日
―

に
再
び
関
係
者
に
よ
つ
て
同
建
議
案
を
提
出
し
、
政
府
に
そ
の
実
行
を
促
す
こ
と
に
な
つ
た
。

こ
の
建
議
案
の
提
出
に
際
し
、
山
本
悌
二
郎

（
の
ち
の
大
東
文
化
協
会
第
五
代
会
頭
）
よ
り
次
の
内
容
に
よ
る
議
案
提
出
の
説
明
が
行

わ
れ
て
い
る
。

国
家
ノ
発
展
ハ
物
質
上
ノ
ミ
ニ
テ
ロ
的
フ
達
ス
ベ
キ
ニ
非
ズ
。
国
民
ノ
精
神
道
義
ニ
ア
リ
。
我
ガ
国
民
精
神

ハ
漢
学
フ
基
礎
ト
ス
。

漢
学

ハ
千
有
余
年
間
、
我
ガ
国
民
性
二
融
合
シ
、
武
士
道
、
大
和
魂
ト
ナ
リ
タ
リ
。
然
ル
ニ
近
年
衰
微

二
傾
キ
学
者
ノ
残
存
ス
ル
モ

ノ
少
シ
。
更
二
斯
学
フ
研
究
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
稀
ナ
リ
。
（中
略
）
本
案

ハ
昨
年
全
会

一
致
フ
以
テ
通
過
シ
タ
ル
ニ
政
府

二
未
ダ
施

設
ナ
シ
。
余

ハ
議
会
二
出
デ
テ
ヨ
リ
十
有
五
年
、
提
案
ノ
説
明
フ
為
ス
ハ
之
フ
以
テ
塙
矢
ト
ス
。
以
テ
其
ノ
真
情
フ
知
ル
ベ
シ
。

山
本
悌
二
郎
に
続
い
て
、
副
島
義

一
よ
り
建
議
案
賛
成
演
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
要
旨
は
、
本
学
建
学
の
精
神
と
し
て
集
約
さ
れ

た
概
念
の
先
駆
を
な
す
も
の
に
近
い
内
容
で
あ
る
。

東
西
ハ
各
々
特
有
ノ
文
化
発
達
シ
タ
ル
モ
互
二
連
絡
ス
ル
所
ア
リ
。
之
ガ
統
合
調
和
フ
図
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
東
洋
文
化

ハ
漢
学
ニ



包
蔵
セ
ラ
ル
。
漢
学
ハ
東
洋
文
化
ノ
無
限
ノ
源
泉
ナ
リ
。
日
本
ノ
使
命
ハ
東
西
文
化
ノ
融
合
ニ
ア
リ
。
（以
下
略
）

副
島
は
こ
の
演
説
の
中
で
、
具
体
的
に
漢
学
研
究
所
の
設
置
を
提
示
し
て
い
る
。
か
か
る
賛
成
演
説
の
の
ち
、
戸
水
寛
人
を
委
員
長
と

す
る
こ
の
提
案
の
推
進
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
委
員
と
文
部
省
の
担
当
官
と
を
交
え
た
審
議
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

０
　
漢
学
研
究
所

（案
）
か
ら
大
東
文
化
ヘ

か
く
し
て
、
漢
学
振
興
二
関
ス
ル
提
案
は
、
帝
国
議
会
と
政
府
の
共
通
課
題
と
し
て
、
具
体
化
に
向
か
つ
て
大
き
く

一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
に
な

つ
た
。

さ
て
、
第
四
四
、
四
五
と
二
回
に
わ
た
る
帝
国
議
会
の
経
緯
に
よ
つ
て
、
「
漢
学
振
興
二
関
ス
ル
建
議
案
」
は
、　
一
九
二
三

（大
正

一

二
）
年
三
月
六
日
、
第
四
六
帝
国
議
会

（加
藤
内
閣
）
に
、
三
回
目
の
提
出
を
み
る
こ
と
に
な
つ
た
。
提
出
の
説
明
に
あ
た
つ
た
本
下
成

太
郎
は
、

本
案

ハ
既
二
二
回
マ
デ
モ
衆
議
院

一
致
ノ
可
決
フ
見
タ
ル
モ
政
府
二
未
ダ
施
設
ナ
キ
ハ
遺
憾
ナ
リ
。
我
ガ
国
ノ
世
界
文
明
二
対
ス
ル

貢
献

ハ
漢
学
ノ
振
興
ニ
ア
リ
。
東
洋
文
化
卜
国
民
性
ト
ハ
至
大
ノ
関
係
ア
リ
。
物
質
文
明
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
不
可
ナ
リ
。
之
卜
共
二
精
神

文
明
ナ
カ
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
世
界
平
和

ハ
漢
学
ノ
精
神
二
依
リ
テ
実
現
セ
ラ
レ
、
正
義
平
和
ノ
内
容

ハ
国
体

二
醇
化
シ
タ
ル
儒
教

二
外
ナ
ラ
ズ
。
（以
下
略
）

と
主
張
し
て
い
る
。
説
明
に
立
つ
た
本
下
成
太
郎
の
熱
意
は
多
く
の
識
者
の
同
感
を
得
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
か
か
る
本
下
の
説
明
に
引
き

続
い
て
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
推
進
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上
に
お
い
て
時
の
文
部
大
臣
鎌
田
は
、
建
議
案
に
賛
成
す
る
と
と
も

に
、
「
漢
学

ハ
国
民
思
想
ノ
要
素
ナ
リ
。
我
ガ
国
ハ
東
亜
文
明
フ
融
合
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
而
モ
古
来
久
シ
ク
国
民
思
想
フ
形
成
セ
シ
要

二
　
中
国
文
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
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一
三
六

素

ハ
忽
ニ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
開
陳
し
て
い
る
。

こ
の
席
上
、
本
下
成
太
郎
は
政
府
側
の
委
員
に
対
し
、
漢
学
振
興
に
対
す
る
補
助
金
と
し
て
、
帝
国
議
会
に
追
加
予
算
の
提
出
を
強
く

要
望
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
政
府
側
も
こ
れ
を
承
諾
す
る
に
至
つ
た
。

か
か
る
予
算
案
が
衆
議
院
を
通
過
し
、
貴
族
院
に
回
さ
れ
、
こ
こ
に
至
つ
て

一
九

一
八

（大
正
七
）
年
以
来
、
六
か
年
間
に
わ
た
つ
た

漢
学
振
興
運
動
は
、
国
家
予
算
面
に
お
い
て
、
具
体
的
に
そ
の
裏
づ
け
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
そ
れ
ま
で
衆
議
院
に
お
け
る
再
三
の
建
議
案
提
出
と
、
可
決
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
側
の
未
決
の
状
況
に
か
ん
が
み
、
漢
学

振
興
に
関
す
る
推
進
団
体
を
民
間
に
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
有
識
者
た
ち
は
、
そ
の
団
体

（協
議
会
）
を
組
織
し
て
い
た
。　
一
九

二
二

（大
正

一
一
）
年
四
月

一
日
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
協
議
会
に
は
、
近
衛
文
麿

・
大
木
遠
吉

・
酒
井
忠
正

・
榎
本
武
憲

・
犬
養
毅

・
鵜
澤
総
明

・
山
本
悌
二
郎

・
小
川
平
吉

・
本
下
成

太
郎

・
塩
谷
温

・
副
島
義

一
・
牧
野
謙
次
郎

・
市
村
墳
次
郎
な
ど
、
当
時
の
日
本
を
代
表
す
る
有
識
者
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
こ
れ
ら
有
識
者
の
多
く
は
、
そ
の
後

「
大
東
文
化
協
会
及
び
学
院
」
と
直
接
的
に
重
要
な
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

こ
の
協
議
会
は
、
漢
学
振
興
の
第

一
歩
と
し
て
、
「
漢
学
研
究
所
」
（仮
称
）
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
、
従
来
か
ら
の
同
種
の
各
団
体
を

一
体
化
し
、
漢
学
の
発
展
を
強
力
に
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

協
議
会
で
は
、
「
漢
学
研
究
所
」
の
名
称
以
外
に
、
「
東
洋
文
化
研
究
所
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
が
検
討
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
、

わ
が
大
東
文
化
大
学
名
の
基
礎
と
な
る

「
大
東
文
化
協
会
」
の
名
称
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
さ
き
に
紹
介
し
た
政
府
予
算
の
計
上
さ
れ
る
凡
そ

一
か
月
前
、　
一
九
二
二

（大
正

一
二
）
年
二
月

一
一
日

（紀
元
節
―
建

国
記
念
日
）
に
、
大
東
文
化
協
会
を
設
立
、
初
代
会
頭
に
大
本
遠
吉
が
就
任
し
て
い
る
。
し
か
し
、
法
人
と
し
て
の
認
可
、
及
び
本
学
の

前
身
大
東
文
化
学
院
の
設
立
は
、
こ
の
年
の
九
月
二
〇
日
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。



０
一　
大
東
文
化
学
院
の
開
設
と
中
国
文
学
科
の
設
置

一
九
二
三

（大
正

一
二
）
年
二
月

一
一
日
に
設
立
さ
れ
た
大
東
文
化
協
会
の
規
約
第

一
条
に
、
「
本
会

ハ
東
亜
固
有
ノ
文
化
フ
振
興
ス

ル
フ
以
テ
ロ
的
ト
ス
。
其
ノ
要
領
左
ノ
如
シ
」
と
あ
り
、
次
の
五
項
目
を
掲
げ
て
い
る
。

一
　

我
ガ
皇
道
二
遵
ヒ
国
体
二
醇
化
セ
ル
儒
教
二
拠
り
国
民
道
義
ノ
扶
植
フ
図
ル
コ
ト

一
一　
本
邦
現
時
ノ
情
勢
二
鑑
ミ
儒
教
ノ
振
興
フ
図
り
及
ビ
東
洋
文
化
フ
中
心
ト
ス
ル
大
東
文
化
学
院
フ
設
立
維
持
ス
ル
コ
ト

三
　
文
書

・
講
演
其
ノ
他
ノ
方
法
フ
以
テ
前
示
目
的
ノ
達
成

二
努
メ
且
海
外
二
亘
り
斯
学
ノ
振
興
フ
図
ル
コ
ト

四
　
高
等
及
ビ
普
通
教
育
二
於
ケ
ル
漢
学
二
関
ス
ル
教
科
ノ
編
制
並
ビ
ニ
教
科
書
及
ビ
教
授
法
ノ
改
善
フ
図
ル
コ
ト

五
　
東
亜
ノ
美
術
音
楽
等
ノ
維
持
発
達
フ
図
ル
事
業
フ
行
フ
コ
ト

第
二
項
目
に

「
大
東
文
化
学
院
」
の
設
立
が
明
記
さ
れ
た

「
大
東
文
化
協
会
」
の
規
約
は
、
こ
の
の
ち

「
大
東
文
化
協
会
」
の
活
動
方

針
を
示
す
上
で
、
重
要
な
位
置
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

一
九
二
二

（大
正

一
二
）
年
八
月

一
二
日
、
「
大
東
文
化
協
会
」
会
員
総
会
が
東
京
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上
、
同
協
会

を
財
団
法
人
組
織
に
変
更
す
る
案
件
と
、
同
協
会
規
約
第

一
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
「
大
東
文
化
学
院
」
を
創
立
す
る
こ
と
の
二
件
が
提

案
さ
れ
満
場

一
致
の
も
と
に
承
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
至
り
、
同
月
二
二
日
、
法
人
組
織
お
よ
び
学
院
設
立
認
可
申
請
書
を
文
部
大
臣

（岡
野
敬
次
郎
）
に
提
出
。
か
く
し
て
、
九
月

二
〇
日
、
財
団
法
人

「
大
東
文
化
協
会
」
お
よ
び

「
大
東
文
化
学
院
」
設
立
の
認
可
を
得
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
大
学
の
設
立
に
際
し
て
は
、
国

・
公

・
私
立
の
如
何
を
問
わ
ず
、
そ
の
大
学
を
設
立
す
る
た
め
の
動
機
と
な
る
べ
き
要
素
が
存

二
　
中

国

文

学

科

〓
二
七
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在
す
る
。
わ
け
て
も
私
学
の
特
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
学
の
精
神
に
集
約
さ
れ
、
そ
れ
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
私
学
と
し
て
の
特

性
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
学
に
お
け
る
中
国
文
学
科
設
置
の
基
本
理
念
は
、
本
学
建
学
に
至
る
歴
史
性
と
深
く
係
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
紹
介
し
た

事
象
に
よ
つ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

『
大
東
文
化
大
学
五
〇
年
史
』
（第
二
章
―

資
料
）
に
集
録
さ
れ
た
、
「
漢
学
振
興
二
関
ス
ル
建
議
案
」
、
そ
の

「
提
案
理
由
の
説
明
」
、

ま
た

「
補
足
説
明
」
、
そ
し
て

「
賛
成
演
説
」
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
協
会

・
学
院
の

「
規
約
」
「
学
則
」
、
「
大
東
文
化
学
院
」
開
校
式
の

「
訓
示
」
「
祝
辞
」
な
ど
は
、
そ
の
期
と
場
所
に
よ
つ
て
、
本
学
建
学
の
精
神
に
か
か
わ
る
表
現
が
多
様
に
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
た
め
に
、
本
学
の
建
学
の
精
神
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
、
と
い
つ
た
疑
間
の
声
も
全
く
無
い
訳
で
は
な
い
。

本
学
が
、
私
学
で
あ
る
以
上
、
こ
こ
に
関
わ
る
者
の
共
通
理
解
と
し
て
、
大
東
文
化
大
学
建
学
の
精
神
が
極
め
て
大
切
で
あ
る
べ
き
こ
と

は
言
を
ま
つ
ま
で
も
な
い
。

本
学
創
立
時
か
ら
六
三
年
を
経
た
、　
一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年
二
月
四
日
「

「
建
学
の
精
神
を
中
心
と
す
る
本
学
の
教
育

・
研
究
の

理
念
」
に
関
わ
る
報
告
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
報
告
書
は
、
大
束
文
化
大
学

（長
期
教
育

・
研
究
計
画
策
定
委
員
会

・
第

一
小
委
員
会

〈教
育

・
研
究
理
念
検
討
小
委
員
会
》

の

作
成
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
の
構
成
は
、
大
東
文
化
大
学
の
全
学
部

（当
時
の
学
部
組
織
―
文
学
部

・
経
済
学
部

・
外
国
語

学
部

・
法
学
部
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
た
教
員
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
て
い
た
。
か
か
る
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た
建
学
の
精
神
は
、

漢
学

（特
に
儒
教
）
を
中
心
と
し
て
束
洋
の
文
化
を
教
授

・
研
究
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
振
興
を
図
る
と
共
に
、
儒
教
に
基
づ

く
道
義
の
確
立
を
期
し
、
更
に
東
洋
の
文
化
を
基
と
し
て
西
洋
の
文
化
を
摂
取
吸
収
し
、
東
西
文
化
を
融
合
し
て
新
し
い
文
化
の
創

造
を
目
ざ
す
。
（報
告
書
　
三
頁
）

〓
二
八



と
知
見
さ
れ
る
。
報
告
書
は
こ
の
よ
う
に
建
学
の
精
神
を
確
認
し
た
上
で
、
〈大
東
文
化
大
学
の
あ
り
方
〉
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

大
東
文
化
大
学
は
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
東
洋
の
文
化
を
中
心
と
し
て
広
く
全
世
界
の
文
化
に
関
す
る
諸
学
を
研
究

・
教
授
し
、

そ
の
振
興
を
図
る
と
共
に
、
東
洋
固
有
の
文
化
を
尊
重
し
、
そ
の
伝
統
的
な
美
徳
を
身
に
つ
け
て
豊
か
な
人
格
の
形
成
に
努
め
、
併

せ
て
国
際
的
な
視
野
を
持
ち
、
世
界
の
文
化
の
進
展
と
人
類
の
幸
福
の
実
現
に
寄
与
で
き
る
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
ざ

す
。
（報
告
書
　
八
頁
）

と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
学
建
学
以
降
、
六
三
年
の
後
に
全
学
的
組
織
に
お
い
て
再
確
認
さ
れ
た
建
学
の
精
神
の
基
盤
は
、
紛
れ

も
な
く
漢
学

（特
に
儒
教
）
で
あ
る
こ
と
は
、
揺
る
が
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

大
東
文
化
大
学
文
学
部
中
国
文
学
科
の
設
置
の
趣
旨
は
、
か
か
る
建
学
の
精
神
の
基
盤
で
あ
る
漢
学

（す
な
わ
ち
中
国
学
）
を
、
研

究

・
教
育
す
る
目
的
の
も
と
に
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
漢
学
に
関
す
る
概
念
を
補
足
す
る
な
ら
ば
、
こ
ん
に
ち
の
認
識
で
は
、
漢
学
と
は
、
単
に
儒
家
思
想
の
分
野
に
の
み
と
ど
ま
る

の
で
は
な
く
、
道
家
思
想
を
含
め
た
そ
の
他
の
中
国
の
思
想
は
も
と
よ
り
、
文
学
、
語
学
、
歴
史
学
、
書
道
芸
術
、
中
国
文
化
史
、
日
本

儒
学
、
日
本
漢
文
な
ど
の
幅
広
い
分
野
を
中
国
学
の
領
域
と
し
て
、
柔
軟
に
対
応
し
、
研
究
と
教
育
の
範
疇
に
加
え
る
べ
き
で
あ
る
。
現

実
に
わ
が
中
国
文
学
科
で
は
、
既
に
こ
れ
ら
の
領
域
を
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

（本
稿
の
ち
の
項
で
紹
介
）
に
組
み
入
れ
、
学
生
の
向
学
心
に
応

え
て
い
る
。

二
　

教

育

方

針

中
国
文
学
科
が
、
本
学
建
学
の
精
神
を
象
徴
的
に
継
承
す
る
学
科
で
あ
る
以
上
、
そ
の
教
育
方
針
は
お
の
ず
か
ら
建
学
の
精
神
を
可
能

三
　
中
国
文
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
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一
四
〇

な
限
り
生
か
し
得
る
も
の
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
そ
の
こ
と
が
、
わ
が
学
科
に
与
え
ら
れ
た
使
命
で
も
あ
ろ
う
。

た
だ
、
そ
の
際
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
本
学
が
創
立
さ
れ
た
当
初
、
漢
学
と
い
う
概
念
は
、
あ
く
ま
で
も
儒
教
を
中

心
に
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
今
日
に
お
い
て
は
、
漢
学
と
い
う
概
念
は
、
中
国
学
と
い
う
拡
大
さ
れ
た
領
域
に
位
置
し
、
儒
教
だ
け
を
対

象
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
広
汎
な
理
解
を
必
要
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
中
国
の
哲
学
思
想
に
し
て
も
、
儒
家
の
み
な
ら
ず
、
道
家

・
墨
家
な
ど
広
い
意
味
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
、
建
学
の
精
神

の
中
に
認
め
ら
れ
る

「東
洋
の
文
化
」
と
い
う
範
疇
に
は
、
仏
教
思
想
な
ど
も
当
然
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
中
国
文
学
科
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
き
、
建
学
の
精
神
を
継
承
し
つ
つ
、
現
代
か
ら
未
来
に
向
か
っ
て
、
中
国
学
の
領

域
を
広
汎
に
、
し
か
も
柔
軟
に
、
学
科
の
伝
統
を
継
承
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
留
意
す
べ
き
は
、
固
順
を
墨

守
す
る
の
で
は
な
く
、
大
学
と
し
て
、
真
理
の
探
求
に
、
日
進
月
歩
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

当
学
科
で
は
、
学
科
の
独
自
性
と
し
て
、
「
中
国
文
学
科
、
中

・
長
期
計
画
策
定
委
員
会
」
を
組
織
し
て
い
る
。
そ
の
目
的
と
す
る
と

こ
ろ
は
、
伝
統
学
科
と
し
て
、
本
学
建
学
の
精
神
を
遵
守
し
、
か
つ
普
遍
的
な
大
学
教
育
に
お
け
る
中
国
文
学
科
の
運
営
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
受
験
人
口
激
減
期
に
対
応
す
る
た
め
の
活
力
あ
る
学
科
構
成
を
実
現
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
委
員
会
で
は
、
既
に

「
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
改
正
を
手
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
項
が
検
討
さ
れ
、
月
例
の
学
科
協
議

会
に
報
告
、
審
議
を
重
ね
て
き
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
「
新
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
」
（
一
九
九
二
〈
平
成
四
〉
年
度
新
入
学
生
よ
り
適
用
）
改
正
の
骨
子
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
、

一　

建
学
以
来
の
漢
学

（中
国
学
）
教
育
、
研
究
の
基
本
を
遵
守
す
る
。
そ
の
た
め
、
伝
統
的
な
専
門
科
日
に
つ
い
て
は
、
必
修
と

す
る
。

一
一　
学
生
が
教
科
目
を
自
由
に
選
択
で
き
る
幅
を
広
げ
る
た
め
に
、
専
門
科
目
の
多
く
を
選
択
科
目
と
し
た
。



三
　
学
生
が
履
修
単
位
を
取
得
す
る
上
で
、
よ
り
教
育
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
、
従
来
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
比
較
し
て
、　
一
科
目
四

単
位
の
教
科
目
を
増
加
し
た
。

四
　
伝
統
的
に
、
国
語

。
芸
術
書
道
の
教
員
志
望
が
多
い
学
生
の
実
情
を
考
慮
し
、
教
員
免
許
状
取
得
希
望
者
に
対
す
る
有
利
な
履

修
構
成
を
図
つ
た
。

五
　
従
来
に
比
べ
て
、
卒
業
時
の
就
職
先
が
多
様
化
し
て
い
る
実
情
に
対
応
す
る

一
環
と
し
て
、
今
ま
で
の
古
典
中
心
の
科
日
配
分

だ
け
で
は
な
く
、
中
国
語

（時
事
中
国
語
な
ど
）
の
コ
マ
数
を
学
科
独
自
に
設
け
、
三
、
四
年
生
の
語
学
学
習
に
対
す
る
意
欲
に

応
え
て
い
る
。

六
　
中
国
文
学
科
で
は
、
他
の
学
科
に
比
べ
て
伝
統
的
に
書
道
を
学
ぶ
学
生
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
卒
業
論
文
も
、
中
国
学
の
領
域

と
し
て
、
芸
術
書
道
に
関
わ
る
論
文
題
目
を
認
め
て
い
る
。

七
　
今
回
の
改
正
で
は
、
中
国
文
学
科
の
独
自
の
開
講
科
目
と
し
て
中
国
文
化
史
の
中
に

「
中
国
書
法
」
の
講
座
を
設
け
た
。
従

つ

て
、
従
来
の
教
職
科
日
と
し
て
の
書
道
実
技
以
外
に
、
中
国
文
学
科
の
履
修
単
位
と
し
て
、
「
中
国
書
法
」
を
加
え
る
こ
と
が
可

能
と
な
つ
た
。

八
　
学
生
の
研
究
活
動
を
体
系
的
に
指
導
す
る
目
的
で
、
二
年
連
続

（三
、
四
年
）
の
特
別
演
習

（ゼ
ミ
）
を
開
講
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
改
正
部
分
だ
け
で
も
、
以
上
の
新
機
軸
を
示
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
上
の
具
体
的
な
事
例
か
ら
判
断
で
き
る
こ
と

く
、
中
国
文
学
科
の
示
す
教
育
方
針
と
は
、
真
理
の
探
求
、
専
門
的
職
業
人
の
養
成
、
教
養
あ
る
人
物
の
育
成
と
と
も
に
、
建
学
の
精
神

に
基
づ
く
、
知
識
と
道
義
と
に
秀
で
た
人
格
形
成
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

七
〇
年
の
伝
統
の
中
核
に
位
置
す
る
学
科
と
し
て
、
建
学
の
精
神
を
可
能
な
限
り
生
か
し
、
私
立
大
学
の
存
在
意
義
を
標
榜
す
る
学
科

三
　
中
国
文
学
科

一
四

一



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

と
し
て
、
中
国
文
学
科
の
存
在
は
極
め
て
重
要
な
位
置

に
あ
る
。

三

　

カ

リ

キ

ュ
ラ

ム

（別
表
１
）
中
国
文
学
科
専
門
教
育
科
目

（
一
九
九

一
年
度
入
学
生
用
）

一
四
二

専 門 教 育 科 目 (84単位 ) 区

分必  修  科  目 (42単 位 )

中
国
文
学
講
読

１

中
国
哲
学
講
読
２

中
国
哲
学
講
読

１

中
国
文
学
演
習
５

中

国

文

学

演

習

４

中
国
文
学
演
習
３

中
国
文
学
演
習
２

中

国

文

学

演

習

１

中
国
哲
学
演
習
５

中
国
哲
学
演
習
４

中

国
哲
学
演
習
３

中

国

哲

学

演

習

２

中
国
哲
学
演
習
１

卒

業

論

文

国

語

学

概

説

日
本
文
学
史
概
説

中
国
文
学
史
概
説

中
国
哲
学
史
概
説

学
　
科
　
目

つ
ん

ｎ
Ｚ

ｎ
∠

（
Ｚ

つ

“

，

ん

，
ん

つ

一

ｎ
∠

，

“

＾
０

′
４ ′４

′
４

′
４

単

位

う
０

ｎ
乙

う
０

う
０

０
０ 4 ，

“
い
修

，　

‘ク

備

　

考

専 門 教 目 (84単 位 )

選択科目 (32単位 ) 必修選択科目 (10単位 )

中

国

哲

学

概

説

中
国
文
学
特
別
演
習

中
国
文
学
講
読
５

中
国
文
学
講
読
４

中
国
文
学
講
読
３

中
国
哲
学
特
別
演
習

中
国
哲
学
講
読
６

中
国
哲
学
講
読
５

中
国
哲
学
講
読
４

中
国
哲
学
講
読
３

国

文

学

講

読

６

国

文

学

講

読

５

国

文

学

講

読

４

国

文

学

講

読

３

国

文

学

講

読

２

国

文

学

講

読

１

日

本

漢

学

史

説

文

文
　
　
字
　
　
学

中
国
文
学
講
読
２

′
４

つ

ん

ｎ
∠

∩
∠

，

“

ｎ
∠

′４
，

“

つ

“

，

“

０
０

う
０

う
０

つ
０

う
０

う
ｊ

う
０

う
０

５
科
目
１０
単
位
以
上
を

選
択
必
修



専 門 教 育 科 目 (84単位 )

選 択 科 目 (32単位)

※

書

道

中
国
文
学
特
殊
講
義

中
国
哲
学
特
殊
講
義

中

　
国
　
語

ｎ
∠

中
・

国
　
語

文

章

表

現

法

言

語

学

概

説

書

学

概

論

中

国

文

学

概

説

，

“

／
４

′
４

つ

一
４

．

′
４ ′４

И
４

31

42
う
０

う
０

∠

‘

う
０

う
０

う
０

う
０

う
０

※
選
択
科
目
単
位
の
取
り
扱
い
は

（注
２
）
に
よ
る
。

国
語
科
免
許
状
取
得
希
望
者
は
必
修

国
語
科
免
許
状
取
得
希
望
者
は
必
修

（注
）
１
　
選
択
必
修
科
目
を
所
定
の
科
目
数
以
上
履
修
し
た
場
合
、
そ
の
超
え

る
分
の
科
目
の
単
位
は
選
択
科
目
の
単
位
に
繰
り
入
れ
る
。

２
　
※
選
択
科
目
の
書
道
は
、
書
道
科
免
許
状
取
得
に
要
す
る
１０
単
位
以

上
を
修
得
し
た
場
合
に
限
り
、
そ
の
内
の
２
単
位
を
選
択
科
目
の
単
位

と
し
て
扱
う
。

三
　
中
国
文
学
科

専 門 教 育 科 目 (84単位) 区

分選 択 科 目 (62単位 ) 必 修 科 日 (22単位)

中

国

哲

学

概

説

中
国
哲
学
特
殊
講
義

中
国
哲
学
特
別
演
習
２

中
国
哲
学
特
別
演
習
１

中
国
哲
学
講
読
６

中
国
哲
学
講
読
５

中
国
哲
学
講
読
４

中

国

哲

学

講

読

３

中
国
哲
学
講
読
２

中
国
哲
学
講
読
１

中
国
哲
学
演
習
５

中
国
哲
学
演
習
４

中

国

哲

学

演

習

３

卒

業

論

文

中
国
文
学
演
習
２

中
国
文
学
演
習
１

中
国
哲
学
演
習
２

中

国

哲

学

演

習

１

中
国
文
学
史
概
説

中
国
哲
学
史
概
説

学
　
科
　
目

∠

＾

′
４ ′

４
′
４

′４ ∠

＾

′
４

Ｚ

，

，

“
ｂ^ ，

“

，

“

′
４

′
４

単

位

４

．

′
４

′４
０
０

う
０

う
０

（
０

ｎ
０

′
４

，

“

，

Ｌ 棚
彫

備

　

　

考

（別
表
２
）
中
国
文
学
科
専
門
教
育
科
目

（
一
九
九
二
年
度
入
学
生
用
）

一
四
三

０
０

う
０
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専  門 教  育  科  目 (84単位)

選  択  科  目 (62単位)

中

国

文

献

学

書

学

概

論

中
国
文
化
史
演
習
４

中
国
文
化
史
演
習
３

中
国
文
化
史
演
習
２

中
国
文
化
史
演
習
１

中
国
語
学
演
習
４

中
国
語
学
演
習
３

中
国
語
学
演
習
２

中

国

語

学

演

習

１

中

国

文

学

概

説

中
国
文
学
特
殊
講
義

中
国
文
学
特
別
演
習
２

中
国
文
学
特
別
演
習
１

中
国
文
学
講
読
６

中
国
文
学
講
読
５

中
国
文
学
講
読

４

中
国
文
学
講
読
３

中
国
文
学
講
読
２

中
国
文
学
講
読
１

中
国
文
学
演
習
５

中
国
文
学
演
習
４

中
国
文
学
演
習
３

′４
∠

．

っ

ι

つ

“

つ

ん

つ
一

つ

一

ｎ
∠

′
４

／
４

ヵ
４

ヵ
４

′
４

・４ ／
４

４

．

ｎ
∠

（
∠

つ

ん

０
５

′４
う
０ 4 う

０ 4 う
０ 4 И

４
う
０

／
４ 4 う

０
う
０

０
０

０
０

０
５

つ

“

専  門 教  育 科  目 (84単 位)

選  択  科  目 (62単位 )

書

道

文

章

表

現

法

言

語

学

概

説

日

本

語

学

概

説

日

本

文

学

講

読

６

日
本
文
学
講
読
５

日
本
文
学
講
読
４

日
本
文
学
講
読
３

日
本
文
学
講
読
２

日
本
文
学
講
読
１

日
本
文
学
史
概
説

日
本
漢
文
学
概
説

日

本

儒

学

概

説

中

国

文

字

学

（
Ｚ ′

４
′
４

ぇ
４

′４ ．４ ′４ ′
４

４

．
4 ′

４
ヵ４ ヵ

４
′４

31

42
Ｒ

）

う
０

う
０

ｎ
∠

つ

一
′
４

う
０

う
０

（注
）

一
四
四

（注
）
　

選
択
科
目
の
書
道
は
、
書
道
科
免
許
状
修
得
に
要
す
る
１０
単
位
以
上

を
修
得
し
た
場
合
に
限
り
、
そ
の
内
の
２
単
位
を
選
択
科
日
の
単
位
と

し
て
扱
う
。

つ

ん



四
　
特
色
あ
る
科
目

建
学
以
来
、
漢
学

（中
国
学
）
を
研
究
、
教
授
す
る
教
育
機
関
と
し
て
、
他
の
同
種
の
教
育
機
関
と
比
較
し
た
際
の
本
学
の
特
徴
は
、

斯
界
を
代
表
す
る
学
者
を

一
堂
に
集
め
た
観
の
あ
る
教
授
陣
容
と
、
そ
の
教
科
日
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

明
治

・
大
正

・
昭
和
の
時
代
に
活
躍
し
た
漢
学

（中
国
学
）
を
専
門
分
野
と
す
る
名
だ
た
る
学
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
本
学
の
教
壇
に
立

っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
建
学
の
時
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
凡
そ
七
〇
年
間
に
わ
た
る
中
国
文
学
科

（時
代
の
変
遷
に
伴
い
、
修
身
漢
文
科

・

皇
学
漢
文
科
と
称
さ
れ
た
時
代
も
あ
る
）
の
歴
史
を
、
便
宜
上
、
四
期
に
分
け
、
折
々
の
教
授
陣
容
と
担
当
科
目
を
提
示
し
、
中
国
文
学

科
の
特
色
を
追

っ
て
み
た
い
。

第

一
期
　
本
学
創
立
の
直
後
と
も
い
え
る

一
九
二
五

（大
正

一
四
）
年
、　
一
九
二
六

（同

一
五
）
年
の
教
員
組
織
と
担
当
科
日
は
次
の

通
り
で
あ
る
。
な
お
紙
幅
の
関
係
上
、　
一
部
割
愛
し
て
い
る
。

加
藤
虎
之
亮
　
　
小
学

・
弘
道
館
記
述
義

牧
野
謙
次
郎
　
　
孝
経

。
大
学

・
論
語

・
伝
習
録

池
田
四
郎
次
郎
　
十
八
史
略

・
史
記

松
平
康
国
　
　
　
唐
詩
選

・
書
経

岩
橋
遵
成

内
田
周
平

二
　
中
国
文
学
科

一
四
五

論 倫
語 理

大
学

中
庸

近
思
録

安
井
小
太
郎

松
本
　
洪

川
合
孝
太
郎

島
田
鉤

一

国
分
高
胤

井
上
哲
次
郎

韓
非
子

・
詩
経

・
荘
子

・
淮
南
子

十
八
史
略

孟
子

・
春
秋
左
氏
伝

・
礼
記

荀
子

作
詩

東
洋
哲
学
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服
部
宇
之
吉
　
　
東
西
思
想
比
較

・
儀
礼

岡
田
正
之
　
　
　
書
経

塩
谷
　
温

　

　

詩
経

飯
島
忠
夫
　
　
　
孟
子

諸
橋
轍
次
　
　
　
春
秋
左
氏
伝

内
野
台
領
　
　
　
荀
子

平
野
彦
次
郎

西
脇
玉
峯

加
藤
　
繁

飯
島
忠
夫

澤
田
総
清

藤
塚
　
郊

左
氏
会
箋

説
文
解
字

二
十
二
史
剤
記

日
本
儒
学
史

文
選

論
語
正
義

・
周
易
注
疏

市
村
墳
次
郎

遠
藤
隆
吉

樋
口
勇
夫

小
柳
司
気
太

古
城
貞
吉

神
田
喜

一
郎

熊
野
正
平

川
村
宗
嗣

高
田
真
治

土
屋
久
泰

原
田
謹
次
郎

周
礼

易
経

説
文

老
子

・
墨
子

楚
辞

・
礼
記

金
石
学

儀
礼
注
疏

・
礼
記
注
疏

中
国
語

中
国
語

東
洋
思
想
史

五
朝
詩
別
裁

東
洋
美
術
史

以
上
の
資
料
は
、
「
大
東
文
化
大
学
五
〇
年
史
」
に
よ
る
。
ま
こ
と
に
壮
観
と
い
う
ほ
か
は
な
い
教
師
陣
で
あ
る
。
明
治

・
大
正
時
代

を
代
表
す
る
研
究
者
が
本
学
の
も
と
に
集
中
し
た
観
が
あ
る
。
い
か
に
も
貴

・
衆
両
院
の
国
会
決
議
と
い
う
時
代
の
要
請
を
受
け
て
創
立

さ
れ
た
漢
学

（中
国
学
）
の
最
高
学
府
に
ふ
さ
わ
し
い
教
授
陣
と
開
講
科
日
と
い
え
よ
う
。

第
二
期
　
便
宜
的
に

一
九
四
三

（昭
和

一
八
）
年
か
ら

一
九
四
五

（同
二
〇
）
年
の
三
か
年
間
の
高
等
科
を
対
象
と
す
る
。
こ
の
間
は

太
平
洋
戦
争
の
最
中
で
あ
り
、
教
員
に
と
っ
て
も
、
学
生
に
と
っ
て
も
出
陣
、
学
徒
動
員
な
ど
苦
難
の
時
代
で
あ

っ
た
。

以
上

（
一
部
割
愛
）
の
資
料
は
、
本
学
名
誉
教
授
栗
原
圭
介
氏
の
資
料
提
供
に
よ
る
。
第

一
期
の
項
に
示
し
た
数
多
く
の
華
々
し
い
教

周
礼
注
疏

一
四
六



授
陣
と
比
較
し
て
、
寂
蓼
の
感
は
い
な
め
な
い
。
建
学
当
初
の
潤
沢
で
あ
っ
た
国
か
ら
の
補
助
金
も
、
大
戦
下
で
は
既
に
期
待
で
き
な
か

っ
た
厳
し
い
経
営
状
況
の
中
で
、
中
国
文
学
科
の
伝
統
を
維
持
す
る
た
め
に
藤
塚
鄭
を
中
心
と
し
た
教
授
陣
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。

第
二
期
　
戦
後
の
苦
難
を
経
て
新
制
大
学
に
移
行
し
た
時
期
を
便
宜
上
、
第
二
期
と
す
る
。
第
二
期
か
ら
第
二
期
に
至
る
期
間
は
、
本

学
に
と
っ
て
ま
さ
に
、
危
急
存
亡
の
時
代
で
あ

っ
た
。
こ
の
間
の
出
来
事
は

「大
東
文
化
大
学
五
〇
年
史
」
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

池
袋
に
新
制
大
学
と
し
て
再
出
発
し
た
本
学
は
、
建
学
の
中
心
で
あ
る
中
国
文
学
科

（
こ
の
時
代
は
文
政
学
部
中
国
文
学
科
）
の
再
興

に
全
力
を
傾
注
し
て
い
る
。　
一
九
五
八

（昭
和
三
三
）
年
の
教
授
陣
と
開
講
科
目
を
見
る
と
、

高
田
具
治

加
藤
常
賢

鈴
木
由
次
郎

猪
口
篤
志

中
沢
希
男

以
上
、
「
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
」
第

一
号
に
よ
る
。
東
京
帝
国
大
学
教
授
と
し
て
戦
前
か
ら
本
学
と
か
か
わ
り
の
深
か
っ
た
高
田

員
治
、
東
京
大
学
退
官
と
同
時
に
参
画
し
た
加
藤
常
賢
、
そ
れ
に
竹
田
復

・
中
沢
希
男

・
岡
田
兼

一
と
い
っ
た
当
時
を
代
表
す
る
碩
学
を

迎
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
中
国
文
学
科
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
者
と
と
も
に
、
本
学
の
卒
業
生
を
教
授
陣
と
し
て
配
し
た
。
即
ち
中
央
大
学

教
授
鈴
木
由
次
郎
、
拓
殖
大
学
教
授
長
瀬
誠
と
い
っ
た
兼
任
者
に
加
え
て
、
漢
詩
壇
の
異
才
笠
井
輝
男

（南
村
）
、
ま
た
猪
口
篤
志

・
清

田
清
に
加
え
て
、
大
東
書
道
興
隆
の
礎
を
築
い
た
員
田
但
馬
と
い
っ
た
大
東
文
化
学
院
時
代
の
卒
業
生
を
大
幅
に
教
授
陣
と
し
て
迎
え
て

三
　
中
国
文
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七

周
易

・
書
経

・
中
国
哲
学
史
概
説

・

論
語

。
大
学

・
中
庸

・
孟
子

春
秋
左
氏
伝

・
礼
記

・
文
字
学

・
漢
籍

解
題

老
子

・
荘
子

・
荀
子

・
韓
非
子

詩
経

・
文
心
雌
龍

・
史
記

楚
辞

・
文
選

・
中
国
文
学
史
概
説

竹
田
　
復

長
瀬
　
誠

笠
井
輝
男

岡
田
兼

一

清
田
　
清

員
田
但
馬

戯
曲
小
説

現
代
中
国
文
学

李
自

・
杜
甫
詩

古
詩
源

漢
文
教
育
法

書
論
題
跛

・
書
道
史

漢
文
学
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一
四
八

こ
の
時
期
か
ら
中
国
文
学
科
は
入
学
定
員
で
あ
る
四
〇
名
を
ほ
ぼ
確
保
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
本
学
道
統
の
中
国

学
を
専
門
と
す
る
碩
学
鴻
儒
に
よ
る
教
授
陣
の
整
備
と
、
中
国
学
と
の
兼
修
を
掲
げ
た
書
道
面
の
教
授
陣
の
充
実
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の

一
九
五
八

（昭
和
三
二
）
年
当
時
、
本
学
の
書
道
担
当
の
教
授
陣
に
は
山
崎
節
堂

・
松
井
如
流

・
青
山
杉
雨

・

宇
野
雪
村

・
上
條
信
山

・
熊
谷
恒
子

（順
不
同
）
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

第
四
期
　
学
科
の
特
色
あ
る
科
目
を
主
題
と
し
て
、
中
国
文
学
科
の
七
〇
年
に
わ
た
る
歴
史
を
任
意
に
四
期
に
分
け
、
そ
の
折
々
の
中

国
文
学
科
な
ら
で
は
の
教
授
陣
の
紹
介
を
開
講
科
目
に
焦
点
を
あ
て
、
当
学
科
の
特
色
を
歴
史
の
中
に
た
ど
つ
て
来
た
。

そ
こ
で
、
四
期
と
し
て
、
中
国
文
学
科
の
現
状

（
一
九
九
二

（平
成
四
〉
年
度
）
に
つ
い
て
紹
介
し
、
「
特
色
あ
る
科
目
」
の
課
題
に
応

じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
九
九
二
年
度
の
中
国
文
学
科
専
任
教
員
は
、
教
授
七
名
、
助
教
授
四
名
、
講
師
二
名
、
助
手

一
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る

（当
学
科
の

教
員
定
数
は
、
助
手
を
加
え
ず
に

一
四
名
で
あ
る
が
、　
一
九
九
二
年
度
は
山
井
湧
教
授
の
急
逝
に
よ
る
後
任
人
事

一
名
欠
員
の
ま
ま
、
実

数

一
三
名
で
組
織
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
山
井
教
授
の
後
任
と
し
て
、　
一
九
九
二
年
度
よ
り
溝
口
雄
三
教
授
が
就
任
し
た
）
。

以
下
、　
一
九
九
二
年
度
の
専
任
教
員
の
陣
容
と
、
各
教
員
の
専
門
に
か
か
わ
る
開
講
科
目
の
う
ち
、
〈
教
授
要
項
〉
に
記
さ
れ
た
う
ち

か
ら

一
科
目
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
記
述
の
順
序
は
、　
一
九
九
二
年
度
版
職
員
録

（中
国
文
学
科
）
の
名
簿
順
に
よ

る
。

内
山
知
也
教
授

　

（中
国
文
学
特
殊
講
義
）

清
の
文
言
小
説

『
馴
斎
志
異
」
を
読
み
、
作
者
蒲
松
齢
の
生
涯
や
人
生
観
を
作
品
を
通
し
て
考
察
す
る
の
が
こ
の
講
義
の
目
的
で

あ
る
。
「
柳
斎
志
異
』
は
、
唐
代
小
説
の
意
境
を
手
本
と
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
文
体
や
ス
ト
ー
リ
ー
の
構
成
に
も
相

い
る



当
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
せ
い
で
豊
潤
妖
艶
な
感
じ
を
読
者
に
与
え
る
と
同
時
に
、
構
成
的

（晩
唐
小
説
に
み
ら
れ
る
特
色

で
あ
る
が
）
な
物
語
づ
く
り
に
力
を
入
れ
た
作
者
の
姿
勢
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

岡
田
　
脩
教
授

　

（中
国
哲
学
演
習

・
論
語
）

本
講
は
、
中
国
哲
学
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
最
も
基
本
的
な
文
献
で
あ
る

「
論
語
」
を
演
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
孔
子
学
団
の
思

想
を
聞
明
に
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
が
、
同
時
に
、
漢
文
訓
読
の
基
礎
学
力
涵
養
を
も
兼
ね
て
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

河
崎
孝
治
教
授

　

（中
国
哲
学
特
別
演
習
）

先
秦
の
思
想
界
に
お
い
て
儒
墨
と
併
称
さ
れ
た
墨
家
の
思
想
を
呉
硫
江
氏
の

「
墨
子
校
注
」
に
よ
っ
て
見
る
。
な
お
、
同
書
を
読

む
に
当
た
っ
て
は
、
引
用
諸
書
に

一
々
当
た
ら
せ
る
。

倉
田
信
靖
教
授

　

（中
国
哲
学
演
習

・
孟
子
）

「
孟
子
」
は
、
「
論
語
」
の
哲
学
思
想
を
継
承
す
る
も
の
と
し
て
極
め
て
重
要
な
文
献
で
あ
る
。
わ
け
て
も
、
そ
の
中
に
知
見
す

る
〈王
道
思
想
Ｘ
性
善
説
Ｘ
四
端
説
〉
は
、
中
国
哲
学
を
代
表
す
る
重
要
な
位
置
に
あ
る
。
「
孟
子
」
の
原
文
を
訓
読
し
、
そ
の
哲

学
思
想
を
理
解
さ
せ
る
。

黒
須
重
彦
教
授

　

（中
国
文
学
講
読

・
楚
辞
）

「
楚
辞
」
文
学
の
中
心
に
あ
る
屈
原
の
伝
記
を
読
む
。
「
史
記
」
（屈
原
頁
生
伝
〉を
精
読
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
屈
原
像
を
明
ら
か

に
し
、
「
楚
辞
」
と
の
関
連
を
探
る
。
ま
た

「
楚
辞
」
に
関
す
る
諸
資
料
を
通
し
て
、
「
楚
辞
』
成
立
論
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

そ
れ
と
並
行
し
て
、
広
い
漢
字
文
化
圏
の
諸
問
題
を
考
え
て
い
く
。

高
田
昭
二
教
授

　

（中
国
文
学
特
別
演
習
）

現
代
中
国
の
自
話
文

（
口
語
文
）
に
習
熟
す
る
こ
と
を
第

一
の
目
的
と
す
る
。
授
業
は
文
法
を
重
視
し
、
ま
た
学
生
に
音
読
さ
せ

二
　
中

国

文

学

科

一
四
九



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

一
五
〇

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
語
の
発
音
に
習
熟
さ
せ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
魯
迅
の
〈藤
野
先
生
〉
が
採
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
魯
迅

の
文
学
を
鑑
賞
す
る
。

濱
　
久
雄
教
授

　

（中
国
哲
学
特
殊
講
義
）

公
羊
学
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
講
義
す
る
。
最
初
に

「
中
国
思
想
に
占
め
る
公
羊
学
の
地
位
」
を
取
り
上
げ
、
漢
代
教
学
体
制

と
し
て
の
公
羊
学
に
つ
き
解
説
し
、
さ
ら
に
清
末
の
時
代
思
潮
を
醸
成
し
た
公
羊
学
に
言
及
す
る
。
公
羊
思
想
が
進
歩
性
と
保
守

性
の
二
面
を
も
つ
特
殊
な
儒
教
思
想
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
た
い
。

大
川
忠
三
助
教
授

　

（中
国
文
学
概
説
）

中
国
文
学
の
特
質
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
講
述
す
る
。
「
中
国
文
学
史
概
説
」
で
は
中
国
文
学
の
発
達

・
変
遷
を
時
間
的
経
過

に
し
た
が
っ
て
、
縦
に
考
究
し
た
が
、
こ
の
概
説
で
は
時
間

・
空
間
を
超
え
て
中
国
文
学
の
理
想
や
形
態

・
素
材
な
ど
の
文
学
的

特
質
を
横
割
り
に
し
て
究
明
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

門
脇
廣
文
助
教
授

　

（中
国
文
学
特
別
演
習
）

こ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
目
標
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
第

一
に
、
庚
信
の
〈生
涯
〉
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
足
跡
を
追
跡
す
る
こ
と
。

第
二
に
は
、
庚
信
の
代
表
作
と
さ
れ
て
い
る

「擬
詠
懐
二
十
七
首
」
を
よ
り
精
密
に
、
か
つ
、
よ
り
正
確
に
読
み
解
く
こ
と
。
最

後
に
、
読
解
の
過
程
で
発
現
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
加
え
て
、
学
問
的
水
準
に
達
し
た

〔論
文
〕
を
作
成
す

る

こ

と

。

萩
庭
　
勇
助
教
授

　

（文
字
学
）

中
国
学
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
、
今
日
で
は
文
字

〈
漢
字
〉
に
係
る
常
識
を
学
ぶ
こ
と
は
必
須
の
条
件
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

そ
れ
は
古
代
漢
語
を
学
ぶ
も
の
も
、
書
法
を
学
ぶ
も
の
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
〈漢
字
に
係
る
い
ろ
は
〉
の
学
習
で
あ



′
●

。

林
　
克
助
教
授

　

（中
国
哲
学
特
別
演
習
）

凋
友
蘭
の
名
著

「
中
国
哲
学
史
』
の
英
訳
を
演
習
講
読
す
る
。
わ
れ
わ
れ
が
漢
語
を
読
む
と
き
、
漢
字
を
共
有
す
る
た
め
に
そ
の

ま
ま
日
本
語
に
置
き
換
え
て
日
本
語
訳
と
す
る
場
合
が
よ
く
あ
る
。
欧
米
人
が
漢
語
を
読
む
場
合
、
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ
た
こ

の
便
法
は
使
え
ず
、
逐
語
的
に
翻
訳
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
た
め
漢
語
の
英
訳
は
わ
れ
わ
れ
が
無
意
識
に
読
み
過
ご
し
て
い
る

点
を
教
え
て
く
れ
る
。

中
林
史
朗
講
師

　

（中
国
文
学
特
別
演
習
）

ほ
ぼ
完
全
な
定
本
と
し
て
現
存
す
る
中
国
最
古
の
地
方
史
で
あ
る

「
華
陽
国
志
」
を
基
本
材
料
と
し
て
、
更
に
近
年
中
国
の
考
古

学
的
発
掘
報
告
書

（文
物

・
考
古

・
四
川
文
物
）
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
中
国
古
代
西
南
地
方
の
歴
史
や
文
化

・
経
済
状
況

等
々
を
探
り
、
更
に
当
時
の
西
南
地
方
と
中
原
地
帯
と
の
関
係
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

吉
田
篤
志
講
師

　

（中
国
哲
学
特
別
演
習
）

「
左
伝
」
「
公
羊
伝
」
「
穀
梁
伝
」
の
春
秋
解
釈
を
通
し
て
、
戦
国
よ
り
秦

・
漢
に
わ
た
る
儒
家
思
想
の
流
れ
を
み
て
い
く
。
特
に

「
公
羊
伝
」
「
穀
梁
伝
」
は
、
初
め
て
読
む
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
か
ら
、
両
伝
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
見
極
め
、
伝
文
の
形
式

に
慣
れ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
き
た
い
。

以
上
が
、
中
国
文
学
科
専
任
教
員
の
担
当
す
る
開
講
科
目
に
知
見
さ
れ
る
特
徴
の

一
例
で
あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
以
外
の
特
色
と
し

て
は
、
伝
統
的
な
専
門
科
目
は
、
学
生
が
自
由
に
履
修
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
、
受
講
希
望
者
の
興
味
と
関
心
に
配
慮
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
を
編
成
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
学
生
の
向
学
心
に
応
え
る
た
め
、
専
任
教
員
の
担
当
科
日
以
外
の
開
講
科
目
に
つ
い
て
は
、
非
常
勤
講
師
に
お
願
い
し
て
い

二
　
中
国
文
学
科

一
五

一



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

一
五
二

る
。
ち
な
み
に

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
の
非
常
勤
講
師
は
、
次
の
二
三
名
の
方
々
で
あ
る
。

市
川
任
三

・
亀
山
明
生

・
楠
山
春
樹

・
栗
原
圭
介

・
小
林
　
茂

，
斎
藤
喜
代
子

・
坂
井
健

一
・
佐
藤
隆
則

・
澤
田
雅
弘

・
篠
田
雅

雄

・
鈴
木
晴
彦

，
妹
尾
　
勇

・
高
田
　
誠

・
竹
田
　
晃

・
田
中
　
有

・
中
山
和
子

・
温
井
禎
祥

・
福
島
中
郎

・
古
橋
恒
夫

・
細
谷
恵

志

・
水
元
日
子

・
鷲
野
正
明

（以
上
、
五
十
音
順
）

な
お
、
中
国
文
学
科
で
は
、　
一
般
社
会
人
を
対
象
に
、　
一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
度
か
ら
公
開
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。
総
合
テ
ー
マ

は
、
「
中
国
の
文
学
と
思
想
」
と
名
づ
け
、
年
度
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
各
担
当
教
員
に
よ
る
演
題
を
定
め

て
い
る
。

〈第

一
回
〉
　

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
五
月

一
二
日
―

同
年
六
月
二
日
の
毎
土
曜
、
会
場

，
大
束
文
化
大
学
新

一
号
館
、
テ
ー
マ

〈中
国
人
の
も
の
の
考
え
方
〉

諭
語

へ
の
い
ざ
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
岡
田
　
脩

墨
子
の
非
攻
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
河
崎
孝
治

三
蔵
法
師
と
西
遊
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
内
山
知
也

老
子
の
ユ
ー
モ
ア
と
道
家
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
倉
田
信
靖

陽
明
学
入
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
濱
　
久
雄

漢
字
の
世
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
黒
須
重
彦

西
太
后
の
時
代
と
儒
教
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
濱
　
久
雄

清
朝
末
期
及
び
民
国
初
期
の
中
国
人
留
学
生
が
日
本
で
経
験
し
た
こ
と
　
教
授
　
高
田
昭
二

〈第
二
回
〉
　

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
五
月

一
一
日
―
―
同
年
六
月

一
日
の
毎
土
曜
、
会
場

。
大
束
文
化
大
学
新

一
号
館
、
テ
ー
マ



〈
中
国
人
の
生
と
死
〉

李
自
と
杜
甫
の
生
と
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
教
授
　
門
脇
廣
文

ど
っ
こ
い
孔
子
は
生
き
て
い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
授
　
倉
田
信
靖

気
と
生
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
　
師
　
林
　
　
克

あ
の
世
で
も
生
き
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
授
　
内
山
知
也

竹
林
七
賢
の
生
と
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
教
授
　
大
川
忠
三

厚
　
葬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
授
　
河
崎
孝
治

三
国
の
興
亡
―

男
た
ち
の
生
き
ざ
ま
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
　
師
　
中
林
史
朗

死
と
明
器
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
教
授
　
萩
庭
　
勇

〈第
二
回
〉
　

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
五
月
九
日
―
―
同
年
五
月
二
〇
日
の
毎
土
曜
、
会
場

，
大
東
文
化
大
学
新

一
号
館
、
テ
ー
マ

〈中
国
人
の
美
意
識
〉

中
国
古
典
に
見
る
人
間
美
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
　
師
　
士
口
田
篤
志

芸
術
か
そ
れ
と
も
実
用
か
―

陶
磁
器
の
世
界
―

　
　
　
　
　
　
　
講
　
師
　
中
林
史
朗

色
彩
と
形
態
の
美
し
さ
―

印
材
の
世
界
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
教
授
　
萩
庭
　
勇

絵
画
と
詩
の
関
わ
り
―

詩
中
画
有
り
画
中
詩
有
り
―

―　
　
　
　
　
教
　
授
　
内
山
知
也

こ
の
公
開
講
座
は
、
東
京
都
板
橋
区
教
育
委
員
会
と
の
共
催
に
よ
っ
て
開
講
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
定
員

一
〇
〇
名
程
度
と
し
て
、
聴

講
希
望
者
を
募
っ
た
結
果
、
例
年
二
〇
〇
名
近
く
の
応
募
者
が
あ
る
た
め
、
大
教
室

（階
段
教
室
）
を
開
放
し
、
応
募
者
全
員
に
公
開
し

て
い
る
。

三
　
中
国
文
学
科

一
五
三



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
四

開
か
れ
た
大
学

の

一
環
と
し
て
、
中
国
文
学
科
は
専
任
教
員
の
協
力

の
も
と
に
次
年
度
も
公
開
講
座
を
継
続
す
る
こ
と

に
な

っ
て
い
る
。

五

漢

学

会

「
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
」
は
、
中
国
文
学
科
に
所
属
す
る
学
会
と
し
て
、　
一
九
五
七

（昭
和
三
二
）
年
九
月
に
結
成
さ
れ
、
爾
来
二
五

年
の
歴
史
を
閲
し
て
い
る

（『
大
東
文
化
大
学
五
〇
年
史
」
に
は
、　
一
九
五
八

〈
昭
和
三
二
〉
年
に
結
成
さ
れ
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
）。

一
九
二
三

（大
正

一
二
）
年
以
来
、
大
東
文
化
協
会
お
よ
び
大
東
文
化
学
院
に
よ
っ
て
企
画
運
営
さ
れ
て
来
た
漢
学
研
究
に
関
す
る
組

織
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
影
響
を
受
け
、
中
断
の
や
む
な
き
に
至
っ
て
い
た
。

わ
け
て
も
、
本
学
創
立
の
地
で
あ
る
九
段
の
時
代
か
ら
池
袋
時
代
の
初
期
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た

『大
東
文
化
学
報
」
は
、
漢
学
を
中

心
と
す
る
東
洋
学
の
学
術
誌
と
し
て
斯
界
の
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
が
、
こ
の
出
版
も
戦
禍
の
中
に
跡
絶
え
る
と
い
う
、
歴
史
の
過
程

を
体
験
し
た
卒
業
生
は
、
戦
後
、
母
校
が
新
制
大
学
と
し
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
と
と
も
に
、
か
つ
て
の
研
究
組
織
に
か
わ
る
学
会
の

結
成
を
願
う
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
学
会
組
織
を
基
盤
と
し
て
、
学
術
誌
の
刊
行
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

お
よ
そ

一
か
年
の
準
備
期
間
を
経
て
、
「
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
第

一
号
が
上
梓
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。　
一
九
五
八

（昭
和
三

二
）
年

一
〇
月
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
本
学
で
は
学
科
単
位
の
学
会
活
動
は
皆
無
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
も
大
東
文
化
大
学
漢
学
会

の
結
成
と
、
学
術
誌
の
出
版
活
動
は
本
学
の
戦
後
史
に
残
る
貴
重
な
出
来
事
と
い
え
よ
う
。

大
東
文
化
大
学
漢
学
会
の
初
代
会
長
に
就
任
し
た
高
田
員
治
は
、
「
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
」
（第

一
号
）
に
、
次
の
祝
辞
を
寄
せ
て

い
る
。



大
東
文
化
大
学
漢
学
会
が
発
足
し
て
、
こ
こ
に
会
誌
を
創
刊
す
る
運
び
に
な

っ
た
こ
と
は
同
慶
に
堪
え
な
い
。
言
う
と
こ
ろ
の
漢
学

と
は
、
広
義
の
も
の
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
支
那
の
学
問
が
わ
が
国
に
伝
わ
っ
て
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
発
達
し
て
来
た

も
の
を
包
含
す
る
。
斯
学
の
範
囲
は
広
く
、
そ
の
研
究
の
方
法
も
自
ら
異
な
る
も
の
が
有
る
が
、
要
は
本
学
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、

継
往
開
来
し
て
、
新
時
代
の
要
求
に
応
ず
る
と
と
も
に
、
古
き
時
代
の
善
き
も
の
を
伝
承
し
て
、
国
家
社
会
の
平
安
、
人
類
文
化
の

発
展
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
有
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
敗
戦
後
の
祖
国
の
現
状
は
、
い
ま
だ
混
乱
と
低
迷
と
の
域
を
脱
せ
ず
、
吾
ら
に
は

現
代
感
覚
の
理
解
と
と
も
に
現
代
思
潮

へ
の
厳
正
な
る
批
判
が
要
求
さ
れ
る
。
吾
ら
は
大
中
至
公
の
大
道
に
基
づ
い
て
東
洋
学
の
精

髄
を
発
揮
す
べ
く
邁
進
し
て
行
き
た
い
。

四
部
の
書
の
研
鑽
と
人
間
修
為
の
工
夫
と
は
、
相
伴
う
て
進
展
す
べ
き
で
あ
る
。
更
に
思
想
の
創
造
、
文
芸
の
創
作
に
至

っ
て
は
、

ま
た

一
層
の
錬
成
を
積
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
温
故
知
新
の
精
神
は
、
徒
ら
に
古
き
に
拘
泥
す
る
の
で
は
な
く
、
新
し
き
も
の
の
創
造
に

進
む
こ
と
で
あ
る
。
狂
瀾
怒
濤
の
浪
高
き
現
代
に
お
い
て
は
、
特
に
青
春
有
為
の
人
材
の
奮
起
を
切
望
す
る
。

本
学
は
学
術
の
研
鑽
を
主
と
し
兼
ね
て
同
窓
の
親
睦
を
図
る
を
目
的
と
す
る
が
、
決
し
て
私
党
の
弊
に
陥
る
こ
と
無
く
、
広
く
同
志

を
天
下
に
求
め
て
、
斯
学
の
向
上
と
発
展
と
を
期
し
、
祖
国
の
復
興
に
貢
献
し
た
い
と
念
願
す
る
も
の
で
あ
る
。
片
々
た
る
小
冊
子

を
以
て
発
足
し
た
本
誌
が
、
蔚
然
た
る
盛
容
を
呈
す
る
に
至
る
か
否
か
は
、
偏
え
に
同
学
の
士
の
甚
大
な
る
関
心
と
協
賛
と
に
待
た

ね
ば
な
ら
ぬ
。

漢
学

（中
国
学
）
に
関
わ
り
を
持
つ
本
学
内
外
の
関
係
者
の
協
力
の
も
と
に
出
発
し
た
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
は
、
本
学
七
〇
年
の
歴

史
の
半
数
に
あ
た
る
三
五
年
の
歴
史
を
歩
み
続
け
て
来
た
。
そ
の
間
、
「
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
の
刊
行
も
、
関
係
者
の
献
身
的
な

努
力
に
よ
つ
て
、
跡
絶
え
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
、　
一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年
版
の
通
巻
第

一
六
号
か
ら
は
裏
表
紙
に
英
文
の
目
次
を

掲
載
す
る
な
ど
、
体
裁
を
整
え
な
が
ら
現
在
に
及
ん
で
い
る
。

二
　
中
国
文
学
科

一
五
五
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ま
た
、
号
に
よ
っ
て
は
、
中
国
文
学
科
の
専
任
教
員
が
退
任
も
し
く
は
在
職
中
に
長
逝
さ
れ
た
時
に
は
、
「
退
休
記
念
号
」
、
あ
る
い
は

「追
悼
記
念
号
」
と
い
っ
た
特
別
号
の
形
態
を
と
り
、
通
巻
号
数
に
組
み
入
れ
て
い
る
。

本
学
創
立
七
〇
周
年
に
当
た
る
今
年
度
号
は
、
「
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
」
―

大
東
文
化
大
学
創
立
七
〇
周
年
特
別
記
念
号

（通

巻
三
二
号
）
―
―
と
し
て
、
中
国
文
学
科
専
任
教
員
全
員
の
研
究
論
文
を
収
録
す
る
と
と
も
に
、　
一
九
五
八

（昭
和
三
三
）
年
度
の
第

一

号
か
ら

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
度
の
第
二

一
号
に
至
る
す
べ
て
の
収
載
論
文
の
総
目
次
を
掲
載
し
て
い
る
。

六
　
就

職
状

況

か
つ
て
中
国
文
学
科
の
卒
業
生
の
大
半
は
、
教
職
に
就
く
も
の
と
考
え
ら
れ
、
現
実
に
教
職
希
望
者
の
多
く
が
教
壇
に
立

っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
い
ま
筆
者
の
手
許
に
あ
る

一
九
七
六

（昭
和
五

一
）
年
度
中
国
文
学
科
Ｈ
ク
ラ
ス
卒
業
生
の
近
況
報
告
集

（
一
九
九
二

〈
平
成
四
〉
年
八
月
現
在
）
を
開
く
と
、
卒
業
生
総
数
六
三
名
の
う
ち
、
今
日
教
職
に
あ
る
者
の
数
は
三
〇
名
に
の
ぼ
つ
て
い
る
。
少
な

く
と
も
、
こ
の
時
代
ま
で
は
、
こ
れ
が
中
国
文
学
科
を
卒
業
し
た
者
の
多
く
が
希
望
す
る
進
路
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
十
年
来
の
中
国
文
学
科
新
卒
者
の
進
路
を
見
る
と
、
そ
の
就
職
先
が
実
に
多
岐
に
わ
た
り
、
中
国
文
学
科
と

一
般
社

会
と
の
接
点
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
当
学
科
卒
業
生
を
受
け
入
れ
る
社
会
の
窓
口
が
極
端
な
ま
で
に
多
様
化
し
て
い
る
。

か
か
る
変
遷
に
は
、
現
実
に
教
職
に
就
く
こ
と
を
希
望
し
た
と
こ
ろ
で
、
容
易
に
教
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
教
職
以
外
に
も
中
国
文
学
科
で
学
ん
だ
知
識
を
生
か
せ
る
職
域
が
広
が
っ
た
こ
と
、
な
ど
の
要
素
が
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
代
前
半
の
時
期
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
就
職
面
に
お
け
る
状
況
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
が
今
日
の

実
情
で
あ
る
。



そ
こ
で
、
中
国
文
学
科
の
卒
業
生
が
最
近
で
は
ど
の
よ
う
な
職
域
に
進
出
し
て
い
る
か
、
そ
の
実
情
に
つ
い
て
、　
一
九
八
九

（平
成
元
）

年
度
、　
一
九
九
〇

（同
二
）
年
度
、　
一
九
九

一

（同
三
）
年
度
の
三
か
年
に
わ
た
る
新
卒
者
の
主
要
な
就
職
先
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

《
一
九
八
九

（平
成
元
）
年
度
》

新
日
本
証
券

・
山

一
證
券

・
山
種
證
券

・
三
洋
證
券

・
第

一
證
券

・
国
際
證
券

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
證
券

・
千
葉
興
業
銀
行

・
日
本
精
機

・

ラ
イ
フ

・
宝
船

・
松
屋

・
ク
レ
デ
イ
セ
ゾ
ン

・
旭
化
成
工
業

・
日
本
通
運

・
古
久
根
建
設

・
飛
島
建
設

，
Ｃ
Ｓ
Ｋ

。
そ
ご
う

。
ジ
ャ
パ
ン

シ
ス
テ
ム

・
中
部
ガ
ス

・
日
特
建
設

・
文
化
シ
ャ
ツ
タ
ー

・
三
国
コ
カ
，コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ

・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

・
日
本
建
鐵

。
東
日
本

旅
客
鉄
道

・
新
菱
冷
熱
工
業

・
西
武
百
貨
店

・
朝
日
生
命
保
険

。
国
分

・
山
形
テ
レ
ビ

・
フ
ア
コ
ム
六

イ
タ
ツ
ク

・
毎
日
折
込
企
画

・
公

立
中
学
校

（埼
玉

・
栃
木

・
山
口
）

。
公
立
高
等
学
校

（千
葉

・
長
野

・
岩
手

・
香
川
）

・
私
立
高
等
学
校

（栃
本
）

・
公
務
員

（国

家

・
地
方
）
な
ど
。

《
一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
度
》

日
本
生
命
保
険

・
野
村
證
券

・
大
和

ハ
ウ
ス
エ
業

，
全
日
本
空
輸

・
大
京

・
和
光
証
券

・
ア
イ
ネ
ス

。
長
谷
エ
コ
ー
ボ
レ
ー
シ
ヨ
ン

・
セ

ガ
ー
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス

・
ヤ
マ
ハ
発
動
機

・
伊
藤

ハ
ム

・
セ
コ
ム

・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
證
券

・
太
平
洋
證
券

・
山
種
證
券

・
秋
田
銀
行

・

千
葉
興
業
銀
行

・
高
島
屋

。
青
山
商
事

・
大
倉
工
業

・
浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス

・
日
本
デ
ジ
タ
ル
研
究
所

・
山
陰
合
同
銀
行

・
ダ
イ
ニ
ツ
ク

・

エ
ー
ス
證
券

・
西
武
百
貨
店

。
新
菱
冷
熱
工
業

・
多
摩
中
央
信
用
金
庫

・
エ
イ
土

ス
，テ
イ
，キ
ャ
ノ
ン
コ
ピ
ア
販
売

・
地
産

。
さ
い
か

屋

・
石
川
島
建
材
工
業

・
エ
ス
テ
イ
テ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ヨ
ン

・
パ
イ
ロ
ツ
ト

・
王
子
信
用
金
庫

・
野
村
ツ
ー
リ
ス
ト
ビ
ュ
ー
ロ
ー

・
ユ

ー
エ
ス
シ
ー

・
佐
原
信
用
金
庫

・
全
国
石
油
業
協
同
組
合
連
合

・
高
田
工
業
所

・
越
後
交
通

・
三
井
情
報
開
発

・
エ
ー
ス

・
ア
ク
ア
ピ
ア

観
光

・
関
東
デ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー

・
東
急
ハ
ン
ズ

・
細
川
活
版
所

・
ダ
イ
ア
ナ

・
鈴
木
シ
ャ
ツ
タ
ー
エ
業

。
日
本
電
気
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア

・

三
　
中
国
文
学
科

一
五
七
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五
八

公
立
高
等
学
校

（長
野

・
岩
手

・
富
山
）

・
公
立
中
学
校

（群
馬

・
神
奈
川

・
新
潟
）

・
公
務
員

（国
家

・
地
方
）
な
ど
。

《
一
九
九

一
（平
成
三
）
年
度
》

ウ
シ
オ
電
機

・
亀
田
製
菓

二
二
谷
産
業

・
三
菱
電
機
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム

・
守
谷
商
会

・
エ
ヌ
テ
イ
テ
イ
中
央
移
動
通
信

・
三
越

・
赤
井

電
機

・
Ｔ
Ｏ
Ａ

・
バ
ツ
プ

・
ヤ
オ

ハ
ン
ジ
ヤ
パ
ン

・
富
士
銀
行

・
ヤ
マ
ハ

・
ト
ツ
パ
ン
ム
ー
ア
ー

・
オ
ン
ワ
ー
ド
樫
山

・
タ
イ
ト
ー

。
日

立
マ
イ
ク

ロ
デ
バ
イ
ス

・
佐
藤
製
薬

・
鴨
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

・
川
崎
汽
船

・
太
陽
信
用
金
庫

・
常
陽
銀
行

・
三
菱
事
務
機
械

。
そ
ご

う

。
ア
イ
ネ
ス

・
新
潟
中
央
銀
行

・
平
和
紙
業

・
秋
田
銀
行

・
広
済
堂

・
ポ
ツ
カ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ヨ
ン

・
東
武
ス
ト
ア

・
さ
が
美

・
山

一

證
券

・
ダ
イ
エ
ー

・
高
島
屋

・
静
岡
信
用
金
庫

。
新
潟
交
通

・
東
京
テ
ア
ト
ル

・
古
久
根
建
設

・
帝
国
臓
器
製
薬

。
日
本
空
港
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ

ヽ
キ
ヤ
ノ
ン
コ
ピ
ア

・
液
化
岩
酸

・
タ
キ
ゲ
ン

・
セ
コ
ム

・
キ
リ
ン
ピ
バ
レ
ツ
ジ

・
日
本
体
育
施
設
運
営

・
ナ
ム
コ

・
エ
イ
コ
ー

チ

エ
ー
ン

・
武
州
瓦
斯

・
公
立
高
等
学
校

・
公
私
中
学
校

・
私
立
学
校

・
公
務
員

（国
家

・
地
方
）
な
ど
。

（以
上
の
就
職
に
関
す
る
資
料
は
、
本
学
就
職
部
の
提
供
に
よ
る
〉

七
　
展
　
　
望

本
学
に
お
け
る
中
国
文
学
科
は
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
開
学
の
当
初
か
ら
存
在
す
る
学
科
で
あ
る
。

私
立
大
学
に
お
け
る
建
学
の
精
神
と
い
う
概
念
は
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
大
学
の
特
性
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
何
人
と
い
え
ど
も
動
か
し
が
た
い
。
「
大
東
文
化
大
学
七
〇
年
史
」
の
中
で
、
当
学
科
の
存
在
は
、
伝
統
的
に
極
め
て
重
要

な
位
置
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

わ
が
国
の
大
学
の
状
況
を
見
る
と
き
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
学
制
の
改
革
に
伴
い
、
多
く
の
専
門
学
校
が
新
制
大
学
と
し
て
再
発
足



し
た
。
ま
た
日
本
経
済
の
伸
展
と
と
も
に
、
新
た
な
大
学
の
開
設
に
加
え
て
、
学
部
増

・
学
科
増

・
学
生
の
定
員
増
な
ど
が
相
次
い
だ
結

果
、
大
学
の
大
衆
化
が
進
み
、
私
立
大
学
に
お
け
る
特
性
す
ら
稀
薄
化
し
て
い
る
の
が
今
日
の
実
情
と
い
え
よ
う
。

か
か
る
大
学
の
あ
り
方
は
、
私
立
大
学
の
本
質
論
と
は
な
じ
ま
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
私
学
に
は
建
学
の
精
神
を
基
盤
と
す
る
特

性
が
あ

っ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
学
で
は
、
幸
い
な
こ
と
に
こ
う
し
た
危
惧
は
な
い
。
五
学
部

一
三
学
科
を
擁
す
る
文
科
系
総
合
大
学
に
発
展
し
た
現
状
に
お
い
て
も
、

建
学
以
来
の
伝
統
を
継
承
す
る
中
国
文
学
科
の
位
置
づ
け
は
い
さ
さ
か
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
各
学
部

・
各
学
科
と
の
共
存
の
な
か
で
、

建
学
の
道
統
を
守
り
続
け
て
い
る
。

中
国
文
学
科
が
建
学
以
来
の
道
統
を
継
承
す
る
た
め
、
留
意
し
て
い
る
こ
と
の

一
つ
に
、
開
講
科
目
の
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
建
学

以
来
の
中
国
学
に
関
す
る
専
門
科
目
の
伝
統
を
遵
守
し
、
そ
れ
ら
建
学
時
の
重
要
な
教
科
目
を
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
柱
と
し
て
重
要
視
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
教
科
目
に
対
す
る
配
慮
と
と
も
に
、
学
統

・
学
風
も
歴
代
教
員
の
弛
ま
ざ
る
努
力
に
よ
っ
て
、
進
歩
と
発
展
の
中
に

脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
こ
れ
ら
の
結
果
、
幾
多
先
輩
の
偉
業
を
継
承
す
る
新
進
気
鋭
の
研
究
者
が
、
陸
続
と
し
て
学
界

・
教
育
界
に
確
か

な
地
位
を
構
築
し
て
い
る
現
実
は
、
ま
さ
に
建
学
以
来
、
七
〇
年
に
わ
た
り
本
学
の
学
統
を
継
承
し
た
中
国
文
学
科
不
朽
の
証
と
い
え
よ

う
。さ

き
の
〈
就
職
状
況

〉
に
知
見
す
る
こ
と
く
、
本
学
科
の
卒
業
者
の
職
域
は
、
逐
年
多
様
拡
大
化
し
て
い
る
。
従

っ
て
、
社
会
と
卒
業

者
と
の
相
互
関
係
を
考
慮
し
た
指
導
体
制
も
今
後
の
課
題
と
し
て
重
要
な
問
題
で
は
あ
る
。

そ
の
意
味
も
含
め
て
、
こ
れ
か
ら
中
国
文
学
科
に
学
ぶ
学
生
に
と
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
講
科
目
が
魅
力
あ
る
講
座
で
あ
る
こ
と
が
、

従
来
に
も
増
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
を
ま
つ
ま
で
も
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［倉
田
信
靖
］

三
　
中
国
文
学
科

一
五
九



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

一
六
〇

三

英

米

文

学

科

一　

設
置

の
趣
旨

０

設
立
の
経
緯

英
米
文
学
科
の
生
み
の
親
は
、
本
学
名
誉
教
授
故
武
井
亮
吉
で
あ
る
。
武
井
亮
吉
は
英
学
者
岡
倉
由
三
郎
の
高
弟
で
あ
り
、
語
学
教
育

に
功
績
が
あ

つ
た
。
ま
た
文
学
に
も
秀
で
、
時
に
李
自
の
詩
の
英
訳
を
試
み
る
文
人
的
気
風
の
人
で
あ

つ
た
。
戦
後
間
も
な
い

一
九
四
六

（昭
和
二

一
）
年
五
月
本
学
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
奉
職
、
翌
年
四
月
専
任
と
な
り
、　
一
九
六
七

（同
四
二
）
年
英
米
文
学
科
の
開
設
時

ま
で
に
は
、
既
に
二
〇
有
余
年
間
教
鞭
を
と

つ
て
い
た
。
文
学
部
に
英
米
文
学
科
を
増
設
す
る
こ
と
は
多
年
の
夢
で
あ
つ
た
。

本
学
は
元
来
漢
学
と
国
学
を
主
軸
と
す
る

大
学
で
あ
る
。
も
と
よ
り
西
洋
の
文
学
を
採

り
入
れ
る
こ
と
の
必
要
性
は
認
め
て
も
、
科

と
し
て
独
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
疑
間

視
す
る
声
も
あ

つ
た
。
事
実
、
国
学
院
大
学

や
二
松
学
舎
大
学
な
ど
本
学
と
趣
を
等
し
く

武井亮吉先生

荒川龍彦先生
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す
る
よ
う
な
大
学
で
は
、
英
文
科
増
設
な
ど
そ
の
機
運
す
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
学
園
の
財
政
は
逼
迫
し
て
お
り
、
東
松
山

校
舎
建
設
に
は
莫
大
な
費
用
が
か
か
り
、
新
学
科
増
設
に
要
す
る
図
書
購
入
費
、
教
員
の
新
規
採
用
に
伴
う
人
件
費
そ
の
他
の
財
源
の
捻

出
は
容
易
で
は
な
か
つ
た
。
そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
武
井
亮
吉
は
終
始
熱
心
に
そ
の
必
要
性
を
説
き
、
幸
い
日
本
文
学
科
に
は
佐
伯

梅
友
教
授
や
細
川
清
教
授
が
、
ま
た
中
国
文
学
科
に
は
竹
田
復
教
授
や
小
嶋
政
雄
教
授
な
ど
よ
き
理
解
者
が
お
り
、
つ
い
に
南
条
徳
男
理

事
長
、
金
子
昇
常
任
理
事
を
動
か
し
、　
一
九
六
七
年
の
春
開
設
の
運
び
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
英
語
学
者
小
沢
準
作
が
、
東
京
教
育
大
学
を
退
官
し
て
本
学
に
奉
職
し
て
い
た
こ
と
も
ま
こ
と
に
時
宜
を
得
て
い
た
。
創
設
の
補

佐
役
と
し
て
適
切
こ
の
上
も
な
い
人
で
あ

つ
た
。
さ
ら
に
忘
れ
難
い
の
は
東
京
文
理
科
大
学
教
授
故
福
原
麟
太
郎
の
陰
の
力
で
あ
る
。
武

井
亮
吉
と
福
原
麟
太
郎
は
同
じ
岡
倉
門
下
で
あ
り
、
終
生
変
わ
ら
ぬ
友
情
を
誓
い
合

つ
た
仲
で
あ
る
。
福
原
麟
太
郎
は
、
批
評
英
文
学
者

成
田
成
寿
を
通
じ
て
人
事
の
面
で
協
力
さ
れ
た
。
本
学
名
誉
教
授
荒
川
龍
彦
が
愛
知
大
学
の
英
文
科
主
任
を
辞
し
、
本
学
科
創
設
に
参
画

す
る
に
至
つ
た
の
も
、
多
年
に
わ
た
る
福
原
麟
太
郎
と
の
交
友
の
然
ら
し
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
く
て
英
米
文
学
科
の
三
本
柱
は
確
立

し
た
。
福
原
麟
太
郎
と
成
田
成
寿
の
本
学
を
想
う
心
は
、
そ
の
後
四
半
世
紀
脈
々
と
し
て
生
き
続
け
て
い
る
。

０

設
立

の
主
旨

本
大
学
は
現
在
文
学
部
と
経
済
学
部
の
両
学
部
を
も
ち
、
文
学
部
に
は
中
国
文
学
科

・
日
本
文
学
科
を
、
経
済
学
部
に
は
経

済
学
科

・
経
営
学
科
を
開
設
し
て
お
り
、
順
調
な
発
展
を
遂
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
教
育
を
行
つ
て
い
る
が
、
今
回
文
学
部

に
従
来
の
二
学
科
の
ほ
か
に
、
更
に
英
米
文
学
科
を
増
設
し
、
学
部
の
拡
充
を
は
か
る
と
と
も
に
、
や
や
も
す
れ
ば
東
洋
の
学

問
偏
重
の
弊
な
し
と
し
な
か
つ
た
同
学
部
の
欠
陥
を
補
正
し
、
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
た
教
養
豊
か
な
人
材
を
育
成
し
大
和
保

合
の
精
神
を
発
揮
し
、
世
界
の
文
運
に
貢
献
せ
ん
と
し
た
建
学
の
趣
旨
を
顕
現
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
　
英
米
文
学
科

一
ユハ
一



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
二

右
の
文
は
文
部
省
に
提
出
し
た
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た

「
学
科
増
設
の
事
由
」
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
雰
囲
気
を
伝
え
る

に
は
、
「
大
東
文
化
大
学
五
〇
年
史
」
の
中
の
荒
川
教
授
の
文
章
に
し
く
も
の
は
な
い
。
土
居
光
知

・
工
藤
好
美
と
並
ぶ
ペ
ー
タ
ー
文
学

の
真
の
具
現
者
で
あ
り
、
戦
前
よ
り
日
本
英
文
学
会
の
重
鎮
で
あ
つ
た
荒
川
龍
彦
の
格
調
高
い
文
章
を
割
愛
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

∽
け
Ｃ
ａ
く

一∽
一一バ
ｏ

け
す
ｏ

す
ｏ
”
く
の
コ
．∽
∞
一〇
『
一〇
Ｃ
∽
∽
Ｃ
コ
ー
‐
∽
ゴ
”
パ
①
∽
Ｏ
①
”
『
①

本
学
に
英
米
文
学
科
が
創
設
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
二
年
で
あ

つ
て
、
未
だ
歴
史
は
浅
い
。
建
学
の
精
神
が

「
東
洋
思
想
の
振

興
で
あ
る
」
か
ら
に
は
、
西
洋
思
想
―

‐
或
い
は
西
欧
の
世
界
に
眼
を
向
け
る
こ
と
の
遅
か
つ
た
の
は
自
然
な
成
り
行
き
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
「
本
学
は
近
く
創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
半
世
に
及
ぶ
歴
史
の
流
れ
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
な
ど
を
挟
ん
で
、
世
の
中
を
大
き
く
変
え
た
。
そ
れ
は
大
学
教
育
の
場
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
い
ま
新
し
い

大
学
像

へ
の
模
索
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
変
化
に
対
応
し
て
本
学
で
は
い
ち
早
く
教
学
体
制
の
民
主
化
を
は
か
り
、
特
に
国

際
的
視
野
に
立
つ
た
大
学
教
育

へ
の
指
向
を
重
視
し
て
い
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
際
的
視
野
を
深
め
る
こ
と
は
今

や
必
然
の
状
況
と
な

つ
て
い
る
。

国
際
的
視
野
を
広
げ
、
深
め
る
の
に
は
な
に
よ
り
も
高
い
教
養
を
身
に
つ
け
る
以
外
に
は
な
い
。
そ
し
て

一
時
的
に
せ
よ
、

閉
じ
ら
れ
て
い
た
視
野

へ
再
び
眼
を
向
け
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
世
界
の
文
化

・
学
芸
に
対
す
る
理
解
と
評
価
が
必
要
と
な
る
し
、

ま
ず
そ
れ
に
は
な
に
よ
り
柔
軟
な
感
覚
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
感
覚
を
養
い
う
る
の
は
、
言
葉
に
精
通
し
、
そ
の
文
学
―

詩
や
散
文
や
劇
を
通
じ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な

ろ

つヽ

。

|



英
米
文
学
科
が
、
大
学
の
文
学
部
に
創
設
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
学
に
と

つ
て
き
わ
め
て
意
義
深
い
こ
と
で
あ

つ
た
。
わ
が
国

に
お
け
る
英
文
学
研
究
の
歴
史
は
古
く
、
す
で
に

一
世
紀
を
超
え
て
い
る
し
、
わ
が
国
文
化
の
向
上
に
大
き
な
貢
献
を
成
し
遂

げ
た
こ
と
も
明
ら
か
な
事
実
で
あ
つ
て
、
ま
た
英
学
研
究
の
最
高
機
関
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
英
文
科
の
歴
史
も
古
い
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
外
国
文
学
科
―

―
フ
ラ
ン
ス
文
学

・
ド
イ
ツ
文
学

・
ロ
シ
ア
文
学
―

―
の
う
ち
で
英
文
科
が

一
番
古
い
し
、
伝
統

の
厚
味
を
も
つ
て
い
る
、
と
い
つ
て
よ
か
ろ
う
。

０
　
そ
の
後
の
推
移

こ
の
項
に
つ
い
て
は
便
宜
上
三
期
に
分
け
て
記
す
。
第

一
期
を

一
九
六
七

（昭
和
四
二
）
年
四
月
よ
り

一
九
七
八

（同
五
三
）
年
三
月

ま
で
、
第
二
期
を

一
九
七
八
年
四
月
よ
り

一
九
八
五

（同
六
〇
）
年
三
月
ま
で
と
し
、
そ
れ
以
降
を
第
二
期
と
す
る
。

①

第
　
一　
期

初
期
誕
生
の
季
節
に
は
思
い
が
け
な
い
人
事
の
異
動
が
あ

つ
た
。　
一
九
六
七
年
二
月
宗
片
邦
義
助
教
授
が
静
岡
大
学

へ
、
同
年
九
月
に

は
森
田
孟
講
師
が
名
古
屋
大
学

へ
移

つ
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
開
設
さ
れ
た
外
国
語
学
部

へ
関
根
應
之
講
師

・
諸
留
寛
講
師

・
遠
藤
福
太

郎
講
師
ら
が
移
籍
さ
れ
た
。
ま
た

一
九
六
九

（昭
和
四
四
）
年
三
月
に
は
、
小
沢
準
作
教
授
が
急
逝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
小
沢
教
授
は
若

く
し
て
語
学
の
才
を
謳
わ
れ
、
英
作
文
の
名
手
で
、
外
務
省
研
修
所
に
お
い
て
外
交
官
た
ち
の
英
文
の
指
導
に
当
た
つ
て
い
た
。
本
学
で

は
英
語
学

・
英
語
発
達
史

・
英
作
文
の
講
座
を
担
当
し
た
が
、
武
井
教
授
の
後
を
継
い
で
主
任
と
な
る
べ
き
人
で
あ

つ
た
。
信
濃
町
の
千

日
谷
会
堂
に
お
け
る
葬
儀
に
は
友
人
代
表
福
原
麟
太
郎
の
弔
辞
の
朗
読
が
あ

つ
た
。
後
任
と
し
て
翌
年
二
月
、
慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授

蜂
谷
敬
を
迎
え
た
の
で
あ
る
が
、
三
年
を
経
ず
し
て
喉
の
病
に
倒
れ
ら
れ
た
の
は
重
ね
が
さ
ね
の
痛
手
で
あ
っ
た
。
鵠
沼
の
ご
自
宅
の
葬

三
　
英
米
文
学
科

一　
エハ
一二
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一
六
四

儀
に
は
、
総
持
寺
の
大
僧
正
の
読
経
の
あ
と
、
佐
伯
梅
友
学
長
が
弔
辞
を
読
ま
れ
た
。
相
次
い
で
語
学
の
柱
を
失

つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ

る
。
あ
と
は
町
野
静
雄
教
授
が
語
学
部
門
を
兼
ね
、
そ
の
片
腕
と
し
て
蜂
谷
教
授
と
同
じ
西
脇
順
二
郎
門
下
の
田
中
貴
講
師

（現
教
授
）

が
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
つ
た
。

一
九
七
八

（昭
和
五
三
）
年
三
月
の
武
井
教
授
の
退
職
後
は
荒
川
教
授
が
主
任
と
な
り
、
や
が
て
文
学
部
長
に
推
さ
れ
て
学
内
諸
問
題

の
処
理
に
当
た
つ
た
。
ま
こ
と
に
多
事
多
難
の
季
節
で
あ
つ
た
。
し
か
し

一
九
六
八

（昭
和
四
三
）
年
に
は
雨
宮
栄

一
助
教
授

・
長
沢
順

治
助
教
授

・
中
田
保
助
教
授
が
い
ち
早
く
赴
任
し
て
お
り
、　
一
九
七

一

（昭
和
四
六
）
年
四
月
に
は
長
崎
勇

一
助
教
授
が
招
か
れ
、
ま
た

助
手
と
し
て
同
年
四
月
、
田
仲
勉
現
助
教
授
が
奉
職
し
た
。
こ
れ
ら
新
進
気
鋭
の
士
の
研
鑽
と
努
力
に
よ
つ
て
難
関
を
切
り
抜
け
た
の
で

あ
る
。

ち
な
み
に

一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
度
の
開
講
科
目
を
付
記
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

荒
川
龍
彦
教
授

英
米
文
学
概
論

イ
ギ
リ
ス
文
学
史
Π

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
殊
講
義

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
序
説

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
思
潮

蜂
谷
　
敬
教
授

英
語
学
概
諭

英
語
発
達
史

英
語
学
特
殊
講
義

長
沢
順
治
助
教
授

英
米
近
代
詩
研
究

英
米
現
代
詩
研
究

聖
書
と
キ
リ
ス
ト
教
文
学

英
米
文
学
講
読

ギ
リ
シ
ア
語

三
上
紀
史
助
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
史
概
説

英
米
評
論

エ
ツ
セ
イ
研
究

英
語
演
習
Ⅲ

田
仲
　
勉
助
手

英
米
現
代
詩
研
究

英
語
演
習
Ⅳ

ア
ン
ジ

ェ
ラ

・
Ｍ

・
ヒ
ュ
ー
ズ
助
手

特
殊
題
目
研
究

英
国
史

武
井
亮
吉
講
師

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
研
究

特
殊
題
目
研
究

宇
井
英
俊
講
師



英
文
法
研
究

町
野
静
雄
教
授

英
米
評
諭
エ
ツ
セ
イ
研
究

英
米
近
代
小
説
研
究

英
文
法
研
究

木
野
嘉
明
助
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
史
概
説
Ｉ

英
米
演
劇
研
究

長
崎
勇

一
助
教
授

英
米
現
代
小
説
研
究

英
語
演
習
Ⅳ

英
語
科
教
授
法

雨
宮
栄

一
助
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
特
殊
講
義

ア
メ
リ
カ
文
化
研
究

英
語
演
習
Ｉ

中
田
　
保
助
教
授

英
米
近
代
小
説
研
究

英
米
現
代
小
説
研
究

英
語
演
習
Ⅱ

マ
ル
コ
ム

・
Ｒ

・
ヒ
ュ
ー
ズ
講
師

特
殊
題
目
研
究

英
語
演
習
Ｖ

言
語
学
概
諭

特
殊
題
目
研
究

田
中
　
賞
講
師

英
語
学
概
諭

古
代

。
中
世
英
語
学

時
事
英
語

田
崎
　
勉
講
師

英
語
音
声
学

杉
沢
和
雄
助
教
授

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
文
学

ラ
テ
ン
語

学
生
定
員
は
始
め
五
〇
名
、
間
も
な
く
八
〇
名
と
な
り
、　
一
九
七
六

（昭
和
五

一
）
年
四
月
の
学
則
変
更
に
よ
る
定
員
増
で

一
三
〇
名

と
な
っ
た
。　
一
九
八
六

（同
六

一
）
年
四
月
の
臨
時
定
員
増
の
際
は
本
学
科
は

一
三
〇
名
の
ま
ま
に
止
ま
っ
た
。

一
九
六
五

（昭
和
四
〇
）
年
代
で
は
私
立
大
学
の
多
く
は
定
員
を
厳
守
す
る
の
が
困
難
な
状
勢
で
あ

つ
た
。
本
学
で
は
学
生
募
集
の
た

め
に
秋
と
二
月
の
二
期
に
分
け
て
入
試
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
変
則
的
な
処
置
で
あ
る
。
秋
の
入
試
は
地
方
入
試
と
呼
ば
れ
た
。
北
は
北

海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、
数
か
所
の
都
市
に
試
験
場
を
設
置
し
、
教
職
員
を
派
遣
し
て
試
験
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
実
情
の

中
で
、
こ
と
に
英
米
文
学
科
は
ま
だ
知
名
度
が
低
か
つ
た
た
め
に
、
学
生
募
集
に
は
大
い
に
力
を
注
い
だ
。
し
か
し
今
日
と
比
較
す
れ
ば

入
学
者
の
平
均
的
学
力
が
低
か
つ
た
の
は
否
め
な
い
。
た
だ
新
天
地
を
開
拓
す
る
意
気
に
燃
え
た
若
者
が
集
い
、
卒
業
論
文
は
、
着
想
の

三
　
英
米
文
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
五
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科

・
教
養
課
程
の
経
緯

秀
逸
な
も
の
、
文
章
の
巧
み
な
も
の
、
ま
た
美
意
識
の
高
い
も
の
が
少
な
く
な
か
つ
た
。
優
秀
な
論
文
に
は
荒
川
文
学
賞

（後
の
大
東
英

文
学
会
賞
）
が
与
え
ら
れ
た
。
今
日
秋
の
英
文
学
会
で
研
究
発
表
者
に
学
会
賞
が
授
け
ら
れ
て
い
る
の
は
そ
の
伝
統
を
踏
ま
え
て
い
る
。

こ
こ
で
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
こ
と
が
あ
る
。
わ
が
学
科
の
誕
生
は
七
〇
年
安
保
の
数
年
前
で
あ
つ
た
。
幸
い
に
し

て
安
保
騒
動
に
よ
る
破
滅
的
破
壊
活
動
こ
そ
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
問
題
が
紛
糾
し
、
団
交
が
行
わ
れ
、
東
松
山
校
舎
二

号
館
の
階
段
教
室
は
異
様
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
東
武
東
上
線
高
坂
駅
か
ら
東
松
山
キ
ヤ
ン
パ
ス
ま
で
の
道
路
の
不
備
は
実

に
ひ
ど
く
、
東
武
バ
ス
は
す
じ
詰
め
で
、
学
生
た
ち
の
不
満
は
こ
の

一
点
に
集
中
し
た
。
そ
れ
が
機
と
な
つ
て
今
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
完

全
に
整
備
さ
れ
、
通
学
路
は
快
適
そ
の
も
の
に
な

つ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
激
動
に
揺
れ
、
そ
の
他
諸
々
の
問
題
を
は
ら
み
な
が
ら
本
学
科

は
育
成
さ
れ
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。

②

第
　
一
一　
期

長
崎
教
授
が
主
任
に
就
任
す
る
や
直
ち
に
大
学
院
修
士
課
程
の
設
立
に
着
手
し
た
。
ま
ず
人
事
で
は
、
東
京
教
育
大
学
よ
り
広
瀬
泰
三

教
授
を
、
東
京
学
芸
大
学
か
ら
は
細
川
泉
二
郎
教
授
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
清
水
阿
や
教
授
は
既
に
同
じ
学
芸
大
学
よ
り
移
ら
れ
て
い

て
、
こ
こ
に
教
授
陣
は
充
実
し
、　
一
九
七
八

（昭
和
五
三
）
年
四
月
開
設
の
運
ぴ
と
な
つ
た
。
膨
大
な
図
書
の
選
定
や
文
部
省
と
の
折
衝

に
は
専
ら
長
崎
教
授
が
当
た
つ
た
が
、
大
学
院
修
士
課
程
の
設
置
は
そ
の
ま
ま
学
部
の
教
学
陣
営
の
強
化
と
な
つ
た
。

た
だ
広
瀬
教
授
が
就
任
後
、
年
を
経
ず
し
て

一
九
七
八
年

一
二
月
に
他
界
さ
れ
た
の
は
ま
こ
と
に
痛
恨
の
極
み
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
全
面
的
改
正
が
行
わ
れ
た

（末
尾
の
新
旧
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
参
照
）
。

従
来
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
旧
制
官
立
大
学
の
教
科
目
を
模
し
て
作
ら
れ
、
そ
の
後
い
く
た
び
か
部
分
的
改
正
は
み
た
も
の
の
、
全
体
と

し
て
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
い
嫌
い
が
あ
つ
た
。
例
え
ば
旧
制
の
官
立
大
学
英
文
科
に
は
西
洋
演
劇
概
論
と
い
う
講
座
が
存
在
し
た
が
、
西
洋

演
劇
は
勿
論
の
こ
と
、
日
本
の
芝
居
を
観
る
こ
と
も
稀
な
学
生
に
と
つ
て
は
、
極
論
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
無
味
乾
燥
な

一　
上ハ
上ハ



も
の
と
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
ウ
オ
ー
ル
タ
ー

・
ベ
イ
タ
ー
、
Ｔ

，
Ｅ

・
ヒ
ュ
ー
ム
、
Ｔ

・
Ｓ

・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
よ
う
な
批
評
文
学
は
、

聴
講
者
が
広
く
古
今
の
文
学
作
品
や
哲
学
思
想
に
親
し
ん
で
い
な
け
れ
ば
高
遠
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
仮
に
そ
の
講
座
に
ふ
さ
わ
し
い
該

博
な
知
識
を
も

つ
た
碩
学
に
恵
ま
れ
、
易
し
く
解
き
ほ
ぐ
し
て
講
義
さ
れ
れ
ば
有
益
こ
の
上
も
な
い
が
、
事
情
に
よ
り
そ
の
教
授
が
退
か

れ
る
よ
う
な
場
合
に
補
充
は
至
難
の
業
で
あ
る
。

そ
こ
で
学
科
内
に
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
正
小
委
員
会
を
設
け
、
長
沢

・
田
中

・
木
野
の
三
委
員
が
、
多
く
の
他
大
学
の
教
科
目
の
実
情
を

調
査
し
て
新
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
案
を
作
成
し
、
学
科
協
議
会
の
審
議
を
経
て
文
学
部
教
授
会
で
承
認
さ
れ
た
。
新
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
演
習
と

講
義
の
割
合
、
ま
た
必
修
科
日
と
選
択
科
日
、
そ
れ
に
必
修
選
択
科
目
の
配
分
に
も
十
分
留
意
し
て
、
学
生
の
単
位
修
得
が
難
に
傾
か
ず

易
に
走
ら
ぬ
よ
う
に
考
慮
を
加
え
た
。
中
で
も
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
新
設
し
、
そ
の
履
修
を
三
年
次
生
の
み
に
限

つ
た
の
は
本
学
英
米
文
学
科

独
自
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
後
述
す
る
。

長
崎
教
授
よ
り
主
任
を
受
け
継
い
だ
清
水
阿
や
教
授
は
福
原
麟
太
郎
に
師
事
し
、
西
脇
順
二
郎
門
下
の
厨
川
文
夫
博
士
の
学
問
の
流
れ

を
汲
む
中
世
英
文
学
者
で
あ
る
。
次
の
宇
井
英
俊
主
任
は
、
言
語
学
科
の
出
身
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
り
、
イ
ギ
リ
ス

・
ド
イ
ツ

・
フ
ラ
ン
ス
な

ど
の
翻
訳
ド
ラ
マ
の
放
送
企
画
を
手
が
け
、
長
年
に
わ
た
り
言
葉
の
研
究
を
続
け
、　
一
九
七
〇

（昭
和
四
五
）
年
四
月
に
日
本
文
学
科
に

奉
職
し
、　
一
九
七
八

（同
五
三
）
年
四
月
英
米
文
学
科
所
属
と
な

つ
た
。
次
い
で
細
川
泉
二
郎
教
授
が
主
任
と
な
つ
た
。
細
川
教
授
は
若

く
し
て
マ
ー

ロ
ー
の

「
ド
ク
タ
ー

・
フ
ア
ウ
ス
ト
」
の
注
釈
を
手
が
け
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
文
学
の
研
究
家
で
あ
り
、
中
学

・
高
等
学
校
英

語
教
育
の
指
導
者
を
多
数
輩
出
さ
せ
た
功
労
者
で
あ
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
講
座

・
教
科
教
育
法
な
ど
の
講
座
を
担
当
し
た
。
学
科
主
任

の
選
出
は
長
崎
教
授
以
来
、
二
年
交
替
が
慣
例
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
発
揮
し
な
が
ら
民
主
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

③

第
　
〓
一　
期

清
水

・
宇
井

・
長
崎

・
細
川
の
四
教
授
が
退
職
さ
れ
た
あ
と
は
、
栗
栖
美
知
子
助
教
授
が

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
四
月
、
網
代
敦

三
　
英
米
文
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七
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程
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一
六
八

助
教
授
が

一
九
八
五

（同
六
〇
）
年
四
月
、
猪
股
謙
二
助
教
授
が

一
九
八
七

（同
六
二
）
年
四
月
、
高
杉
玲
子
講
師
が

一
九
八
八

（同
六

三
）
年
四
月
に
そ
れ
ぞ
れ
本
学
に
職
を
奉
じ
た
。
そ
れ
よ
り
前
、
河
野
芳
英
現
講
師
が
助
手
と
し
て
三
年
間
勤
務
し
て
い
る
。
な
お
田
仲

勉
助
教
授
は
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
創
立
初
期
か
ら
詩
学
講
座
に
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
英
詩
研
究
、
こ
と
に
キ
ー
ツ
の
オ
ー

ド
の
詩
境
に
追
る
研
究
を
続
け
て
い
る
。
栗
栖
助
教
授
は
イ
ギ
リ
ス
近
代
小
説
が
専
門
で
、
研
究
助
手
時
代
に
は
福
田
陸
太
郎
氏
の
薫
陶

を
受
け
、
本
学
在
職
中
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
に

一
年
六
か
月
留
学
し
て
い
る
。
網
代
助
教
授
は
中
英
語
を
、
猪
股
助
教
授
は
古
英
語
を
専
門

と
す
る
新
進
気
鋭
の
学
徒
で
、
田
中
賞
教
授
の
両
輸
で
あ
る
。
高
杉
講
師
の
担
当
講
座
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
研
究
と
演
劇
で
あ
る
。
前
衛

演
劇
に
も
関
心
を
持
ち
、
津
田
塾
大
学
名
誉
教
授
近
藤
い
ね
子
監
修
の
同
人
誌
に
も
参
画
し
て
い
る
。
河
野
講
師
は
オ
ツ
ク
ス
フ
オ
ー
ド

大
学
に
お
け
る

一
年
間
の
留
学
を
終
え
、
現
代
イ
ギ
リ
ス
小
説
を
研
究
し
て
い
る
。
ま
た
ペ
ー
タ
ー
文
学
に
興
味
を
持
ち
視
野
を
広
く
保

つ
て
い
る
。

こ
れ
ら
次
代
を
担
う
学
究
者
の
活
躍
と
と
も
に
学
生
の
意
欲
は
い
よ
い
よ
高
ま
り
、
そ
れ
に
つ
れ
て
入
試
の
応
募
者
数
も
激
増
し
て
い

る
。
全
国
的
な
大
学
入
学
志
願
者
数
の
増
加
の
傾
向
と
、
本
学
全
学
科
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
で
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
を
考
慮
に

入
れ
て
も
な
お

一
九
八
九

（平
成
元
）
年
以
降
の
上
昇
率
は
目
覚
ま
し
い
。

外
人
教
師
の
協
力
を
回
顧
す
れ
ば
、　
一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
四
月
、
ま
ず

マ
ル
コ
ム

・

Ｒ

・
ヒ
ュ
ー
ズ
講
師
が
来
日
し
、
や
や
遅
れ
て
ア
ン
ジ

エ
ラ

・
Ｍ

・
ヒ

ュ
ー
ズ
助
手
が
来
日
し

て
二
年
間
教
鞭
を
と
り
、
帰
国
後
ラ
ル
フ

・
ト
ム
ソ
ン
講
師
が

一
九
七
五

（同
五
〇
）
年
四
月

に
、　
一
九
七
七

（同
五
二
）
年
四
月
に
は
ジ

ェ
フ
リ
ー

・
リ
ン
ト
ン

・
ミ
ル
ズ
講
師
が
赴
任
し

て
き
た
。
い
ず
れ
も
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ

つ
た
。
ミ
ル
ズ
講
師
は
ヒ
ュ
ー
ズ
夫
妻
と
同
様
在
日
期

間
は
短
く
、
二
か
年
ほ
ど
で
あ

つ
た
が
、
ト
ム
ソ
ン
講
師
は
実
に
九
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
東

一般入試 受験数

定員  130名

1984年    754名
1985年    943名
1986年    661名
1987年    816名
1988年    996名
1989年    1,431名
1990年    1,598名
1991年    1,555名
1992年    1,529名



松
山
校
舎
教
員
宿
舎
に
住
み
、
学
生
と
の
接
触
が
密
で
あ
つ
た
。
会
話
の
習
得
は
そ
の
ま
ま
詩
や
小
説
の
味
読
に
つ
な
が
る
こ
と
、
ま
た

語
学
の
演
習
は
絶
対
に

一
ク
ラ
ス
三
〇
名
以
内
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
外
人
教
師
の
招
聘
に
は
す
べ
て
長
沢
教
授
が

タ
ツ
チ
し
た
が
、
公
私
と
も
に
教
授
の
尽
力
は
大
で
あ
る
。
ナ
ン
シ
ー

・
チ

ユ
ニ
ソ
ン
講
師
の
赴
任
は

一
九
八
五

（同
六
〇
）
年
四
月
、

翌
々
年
四
月
バ
ー
バ
ラ

・
イ

エ
ツ
講
師
が
そ
の
後
を
継
い
だ
。
共
に
ウ
ー
マ
ン
リ
バ
レ
イ
シ
ヨ
ン
に
意
欲
的
な
ア
メ
リ
カ
人
教
師
で
あ
る
。

イ

エ
ツ
講
師
は
や
が
て
助
教
授
に
昇
格
し
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
も
分
担
し
卒
業
論
文
指
導
に
も
携
わ
つ
て
い
る
。

長
沢
教
授
は
詩
が
専
門
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
学
問
の
領
域
は
広
く
、
後
に
文
学
部
長
に
推
さ
れ
大
学
改
善
に
尽
く
し
、
や
が
て
大
学
院

文
学
研
究
科
委
員
長
の
要
職
を
勤
め
、
新
し
く
大
学
院
評
議
会
を
発
足
さ
せ
た
。
高
橋
徹
主
任
は
ア
メ
リ
カ
文
学
会
所
属
で
、
黒
人
文
学

研
究
と
い
う
新
分
野
の
開
拓
者
で
あ
る
。
事
あ
る
こ
と
に
学
会
の
雰
囲
気
を
伝
え
、
学
者
の
気
風
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
田
中
賓

・
雨
宮
栄

一
両
教
授
が
相
継
い
で
主
任
と
な
り
、
堅
実
な
没
我
的
努
力
を
傾
け
、
現
在
は
三
上
紀
史
教
授
の
時
代
と
な
つ
て
い
る
。
田
中
教
授
の
文

体
論
研
究
は
長
く
、
英
語
学
の
柱
で
あ
る
。
雨
宮

・
三
上
両
教
授
は
本
学
在
職
が
最
も
古
く
、
ア
メ
リ
カ
作
家
の
作
品
を
卒
業
論
文
の
テ

ー
マ
に
選
ぶ
学
生
が
多
数
を
占
め
る
中
で
、
ほ
と
ん
ど
四
半
世
紀
に
わ
た
り
研
究
と
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。

現
在
の
専
任
教
員
と
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
教
科
目
を
次
に
挙
げ
て
お
く
。

雨
宮
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
史

特
殊
題
目
研
究
３

特
殊
題
目
研
究
５

特
殊
講
義
１

本
野
教
授

英
米
文
学
演
習
１

三
　
英
米
文
学
科

三
上
教
授

英
米
文
学
演
習
４

特
殊
講
義
４

イ

エ
ツ
助
教
授

基
礎
演
習
３

特
殊
講
義
４

上
級
英
会
話

特
殊
題
目
研
究
３

特
殊
講
義
６

田
仲
助
教
授

基
礎
演
習
１

英
米
文
学
演
習
２

英
米
文
学
演
習
３

特
殊
講
義
６

一
六
九
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英
米
文
学
演
習
３

特
殊
題
目
研
究
２

高
橋
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
史

基
礎
演
習
１

英
米
文
学
演
習
４

田
中
教
授

基
礎
演
習
１

特
殊
講
義
５

言
語
学
概
論

長
沢
教
授

英
米
文
学
概
論

イ
ギ
リ
ス
文
学
史

網
代
助
教
授

英
語
学
概
論

基
礎
演
習
１

英
米
文
学
演
習
４

特
殊
題
目
研
究
５

特
殊
講
義
４

猪
股
助
教
授

英
語
学
概
論

基
礎
演
習
２

英
語
学
演
習

特
殊
講
義
５

栗
栖
助
教
授

基
礎
演
習
２

英
米
文
学
演
習
１

英
米
文
学
演
習
５

一
七
〇

河
野
講
師

基
礎
演
習
１

英
米
文
学
演
習
２

英
米
文
学
演
習
３

特
殊
題
目
研
究
２

特
殊
講
義
３

高
杉
講
師

基
礎
演
習
２

英
米
文
学
演
習
１

英
米
文
学
演
習
５

特
殊
題
目
研
究
２

特
殊
題
目
研
究
３

※
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（全
員
）

卒
論
指
導

（全
員
）

ま
た
こ
の
時
期
、　
一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
度
か
ら

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
度
に
か
け
て
注
目
す
べ
き
点
は
、
推
薦
入
試
制
度
の

導
入
と
大
東
英
文
学
会
の
変
貌
で
あ
る
。
英
文
学
会
の
学
生
委
員
の
活
躍
は
従
来
も
活
発
で
あ
つ
た
が
、
河
野
講
師

・
猪
股
助
教
授

・
栗

栖
助
教
授

・
網
代
助
教
授

・
高
杉
講
師
ら
が
交
互
に
教
員
側
の
委
員
と
な
り
、
学
生
委
員
た
ち
と
の
意
気
が
含
つ
て
著
し
い
発
展
を
遂
げ

た
。
春
秋
大
会
は
い
ず
れ
も
三
か
月
前
よ
り
準
備
に
か
か
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
講
演
者
の
選
定
、
研
究
発
表
者
の
募
集
、
パ
ン
フ
レ

ツ
ト
の
発
行
そ
の
他
多
く
の
仕
事
に
没
頭
し
、
そ
の
運
営
ぶ
り
は
、
他
大
学
か
ら
の
講
演
者
を
感
嘆
さ
せ
て
い
る
。



推
薦
入
学
制
度
は
日
本
文
学
科
な
ど
よ
り
は
遅
れ
て
発
足
し
た
た
め
に
、
指
定
校
推
薦
に
と
ど
ま
つ
て
い
る
。
二
十
数
校
の
高
等
学
校

か
ら

一
人
ず
う
入
学
し
て
来
る
が
、
今
後
十
分
な
追
跡
調
査
と
指
導
に
よ
り
、
ま
た
高
校
側
と
の
話
し
合
い
を
行
い
充
実
し
た
制
度
と
し

て
い
く
方
針
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
本
学
科
の
発
展
に
は
、
設
立
当
初
よ
り
絶
え
ず
学
内
並
び
に
学
外
の
諸
先
生
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
き
た
。

日
本
文
学
科
か
ら
も
、
古
く
は
村
上
清

一
教
授
に
日
本
文
学
概
論
を
、
鈴
木
康
之
教
授
に
国
語
学
概
説
を
、
ま
た
昨
今
は
高
橋
春
雄
教

授
と
渡
辺
澄
子
教
授
に
日
本
文
学
概
論
を
講
義
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
教
養
課
程
所
属
の
諸
先
生
と
他
大
学
の
諸
先
生
の
ご
協
力
な
し

に
は
科
の
存
続
は
あ
り
得
な
か
つ
た
し
、
ま
た
今
後
も
あ
り
得
る
も
の
で
は
な
い
。
左
に
そ
の
概
況
を
記
す
。

英
米
文
学
演
習
１

英
語
学
概
論

ア
メ
リ
カ
文
化
研
究

時
事
英
語

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
文
学

マ
ス
コ
ミ
研
究

特
殊
講
義
２

特
殊
講
義
１

新
井

大
沢

大
野

大
森

岡奥
野

小
倉

佐
藤

哲
男

銀
作浩

好
友

清
志

保
男

太

一

清
隆

非
常
勤
講
師
　
　
　
主
な
科
日
名

杉
浦
　
悦
子

鈴
木
　
和
子

特
殊
講
義
３

英
米
文
学
演
習
３

時
事
英
語

評
論
随
筆
研
究

士大
ヨ
中
立日
士戸
斗十

比
較
文
学
概
論

英
米
現
代
小
説
研
究

英
文
学
特
殊
講
義

中 東 塚 田 高 関
村 郷 本 崎 田

純 秀 利  美 一
男 光 明 勉 一 郎

非
常
勤
講
師
　
　
　
主
な
科
目
名

本
小
合
〔

橋
本

秦平
田

古
谷

福
島

三
浦

洋
子

健

一

宏

一

邦
夫

弘

一治
徳
弘

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
文
学

立日
士戸
一十

英
語
発
達
史

特
殊
講
義
２

基
礎
演
習
２

ギ
リ
シ
ア
語

米
文
学
特
殊
講
義

非
常
勤
講
師
　
　
　
主
な
科
目
名

青
木
　
啓
輔

秋
山
　
平
吾

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
文
学

時
事
英
語

英
語
演
習
１

英
米
文
学
講
読

長
谷
川
和
男

萩
原
　
博
子

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
文
学

特
殊
講
義
３

一
七

一

三
　
英
米
文
学
科

清 柴
水 田

泰 又
子 吉

主
な
科
日
名

兼

　

任

兼

　

任

主
な
科
目
名

兼
　
任
　
　
　
主
な
科
目
名
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ヨ
ー
ロ
ツ
パ
文
学

英
米
文
学
演
習
４

特
殊
講
義
１

英
米
文
学
演
習
４

比
較
文
学
研
究

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
文
学

出
水

大
貫

岡
倉

奥
田

小
倉

貴
田

慈
子

二
郎

登
志

穣

一

雅
俊晃

杉
沢

田
内

竹
田

中
込

中
村

野
村

和
雄

初
義宏

啓
子

邦
生

圭
介

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学

特
殊
題
目
研
究

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
文
学

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
文
学

基
礎
演
習
１

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
文
学

福
田
　
幸
夫

藤
島
　
秀
磨

穂
積
　
重
行

松
沢
　
和
弘

吉
原
二
三
男

渡
辺
栄
太
郎

一
七
二

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
文
学

英
米
批
評
文
学
研
究

英
米
史
概
説

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
文
学

英
米
近
代
小
説
研
究

英
米
近
代
小
説
研
究

エ
ー
ド
リ
ア
ン

・
リ
ポ
ラ

キ
ヤ
ロ
ル

・
Ｒ

・
フ
リ
ー
ナ
ー

Ｒ

・
Ｂ

・
ジ
ヤ
ク
ソ
ン

ロ
ナ
ル
ド

・
Ｒ

・
ギ
ブ
ラ
ー

リ
チ
ャ
ー
ド

・
ロ
ン
グ
ア
ン

ア
ン

・
ハ
リ
ン
ト
ン

ク
リ
ス
テ
イ
ン

・
ニ
ユ
ー
ト
ン

一
九
八
〇

（昭
五
五
）
年
―

一
九
八
二

（昭
五
七
）
年

一
九
八
三

（昭
五
八
）
年
―

‐

一
九
八
四

（昭
五
九
）
年

一
九
八
四
年

一
九
八
四
年
―

‐

一
九
八
五

（昭
六
〇
）
年

一
九
八
六

（昭
六

一
）
年

一
九
八
七

（昭
六
二
）
年

一
九
八
七
年
―

一
九
八
八

（昭
六
三
）
年

外
国
人
教
師

（会
話
）

年

　
度

ジ
ヤ
ス
テ
イ
ン

・
ロ
ビ
ン
ス

メ
ア
リ
ー

・
ロ
ー

・
シ

エ
ン
ク

マ
ー
ク

・
ソ
ウ
イ
ン
ス
キ
ー

モ
ラ
ッ
グ

・
Ｊ

・
マ
グ
ド
ナ
ル
ド

キ
ヤ
ロ
ル

・
ボ
ー
ク
ラ
ー
ク

ア
レ
ン

・
イ

エ
イ
ツ

ク
ラ
ー
ク

・
イ

エ
イ
ツ

一
九
八
八
年

一
九
八
九

（平

一
）
年

一
九
九
〇

（平
二
）
年
―

一
九
九
二

（平
四
年
）

一
九
九
〇
年
―
―

一
九
九
二
年

一
九
九

一

（平
三
）
年

一
九
九
二
年

一
九
九
二
年

外
国
人
教
師

（会
話
）

年

　
度



二
　
指
導
方
針

０

指
導

の
理
念

わ
が
英
米
文
学
科
の
指
導
理
念
は

一
言
で
言
え
ば
自
由
と
秩
序
で
あ
る
。

英
米
文
学
は
遠
く
ギ
リ
シ
ア
の
文
芸
と
ヘ
ブ
ラ
イ
の
宗
教
を
淵
源
と
し
、
ロ
ー
マ

・
フ
ラ
ン
ス
の
文
芸
復
興
の
流
れ
に
樟
さ
し
、
今
日

で
は
欧
米
全
土
の
土
壌
の
沃
土
を
汲
み
入
れ
て
い
る
。
そ
し
て
わ
が
国
の
英
文
学
研
究
も
既
に

一
世
紀
を
超
え
、
中
国
文
学
に
端
を
発
し

て
育
成
さ
れ
た
日
本
文
学
の
肥
沃
な
土
壌
の
上
に
立
ち
、
い
ま
で
は
世
界
英
文
学
会
の
中
で
も
有
数
な
地
位
に
あ
る
。
従
つ
て
英
米
文
学

を
学
ぶ
者
の
視
野
は
お
の
ず
か
ら
広
が
り
、
感
覚
は
柔
軟
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

時
代
は
ま
た
異
文
化
尊
重
の
時
代
で
あ
り
、
東
西
南
北
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
国
々
の
相
互
錬
磨
を
要
す
る
。
国
内
国
外
を
問
わ
ず
価
値
観

の
多
様
性
は
、
個
性
を
尊
び
自
由
活
発
な
学
問
と
教
養
の
育
成
を
望
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
は
ま
た
お
の
ず
か
ら
他
の
存
在
の
尊
厳
を
認
め

る
態
度
が
生
ま
れ
、
場
の
秩
序
が
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

０
一　
理
念
達
成
の
方
途

自
由
と
秩
序
の
精
神
の
涵
養
と
言
つ
て
も
、
そ
れ
は
言
う
は
易
く
行
う
は
難
い
。
自
由
は
易
き
に
流
れ
秩
序
は
と
か
く
硬
直
す
る
。
法

を
説
く
よ
り
も
ま
ず
教
師
と
学
生
の
心
の
触
れ
合
い
が
基
本
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

わ
が
国
の
大
学
教
育
に
つ
い
て
、
特
に
私
立
大
学
の
そ
れ
に
つ
い
て
、
外
国
の
識
者
の
批
判
の
主
た
る
も
の
の

一
つ
は
、
マ
ス
プ

ロ
教

三

英
米
文
学
科
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七
三
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育
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
取
り
分
け
語
学
の
習
熟
を
前
提
と
す
る
学
科
に
お
い
て
然
り
で
あ
る
。　
一
ク
ラ
ス
の
学
生
数
が
八

〇
名
と
か

一
〇
〇
名
を
超
え
る
講
座
か
ら
は
、
な
か
な
か
心
の
触
れ
合
い
は
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
マ
イ
ク
や
カ
セ
ツ
ト
や
ビ
デ
オ

の
よ
う
な
機
器
が
い
か
に
有
効
で
あ

つ
て
も
、
教
育
の
本
質
は
教
師
と
学
生
が
近
々
と
顔
を
合
わ
せ
、
肉
声
に
よ
つ
て
意
志
を
伝
達
す
る

と
こ
ろ
に
培
わ
れ
て
い
く
。
幸
い
に
わ
が
学
科
は
学
生
定
員

一
三
〇
名
、
所
属
教
員

一
三
名
で
、
学
生

一
〇
名
に
教
員

一
名
で
あ
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
密
度
を
高
め
る
に
都
合
の
よ
い
比
率
で
あ
る
。

具
体
的
方
途
は
二
つ
あ
る
。　
一
つ
は

一
年
次
生
と
二
年
次
生
の
ク
ラ
ス
担
任
制
で
あ
る
。
こ
と
に

一
年
次
生
の
ク
ラ
ス
は
細
分
化
さ
れ

て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
が
分
か
れ
て
い
て
、
新
入
生
は
す
べ
て
東
松
山
校
舎
を
勉
学
の
場
と
し
、
板
橋
校
舎
の
研
究
室
を
中
心
と
す
る
ス

タ
ッ
フ
と
遠
く
か
け
離
れ
、
疎
遠
と
な
つ
た
よ
う
な
意
識
を
も
つ
の
は
自
然
で
あ
る
。
そ
れ
を
解
消
す
る

一
つ
の
手
だ
て
と
し
て
、　
一
ク

ラ
ス
を

一
三
名
前
後
と
し
て

一
名
の
教
師
が
こ
れ
を
受
け
持
つ
制
度
に
切
り
変
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
二
年
次
生
の
秋
に
は
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
志
望
人
数
を
調
整
し
、　
一
ク
ラ
ス
一
五
名
を
限
度
と
し
て
い
る
。
従

つ
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は

一
五
名
の
ク
ラ
ス
、　
一
〇
名
前
後
の
ク
ラ

ス
、
数
名
の
ク
ラ
ス
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
る
。

第
二
は
各
科
目
の
開
講
講
座
数
を
増
や
し
、
受
講
生
の
数
を
で
き
る
だ
け
切
り
つ
め
る
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
少
人
数
制
教
育
の
徹

底
化
で
あ
る
。
次
の
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
基
礎
演
習
は
み
な
六
講
座
開
講
し
、
受
講
生
は
二
五
名
以
内
に
絞
つ
て
い
る
。
英
米
文
学

概
論

・
英
語
学
概
論

・
ア
メ
リ
カ
文
学
史

・
イ
ギ
リ
ス
文
学
史

・
音
声
学
な
ど
講
義
が
主
体
の
講
座
も
二
つ
に
分
割
し
て
設
置
し
て
あ

る
。
選
択
必
修
科
目
も
す
べ
て
演
習
で
あ
る
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
講
座
を
三
名
の
教
師
が
分
け
持

つ
て
い
る
し
、
選
択
科
日
で
も
研
究

・

講
義
と
銘
打

つ
て
あ
る
も
の
は
、
で
き
る
だ
け
三
講
座
開
講
に
努
め
て
い
る
。



英
米
文
学
概
諭

英
語
学
概
論

イ
ギ
リ
ス
文
学
史

ア
メ
リ
カ
文
学
史

立日
士戸
斗十

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

基
礎
演
習
１

（講
読
）

基
礎
演
習
２

（作
文
）

基
礎
演
習
３

（会
話
）

卒
業
論
文

必
修
科
目

，
Ｌ

，
“

，
″

，
″

ｎ
Ｚ

６６６
講
座
数

英
米
文
学
演
習
１

英
米
文
学
演
習
２

英
米
文
学
演
習
３

英
米
文
学
演
習
４

英
米
文
学
演
習
５

英
語
学
演
習

選
択
必
修
科
目

う
０

う
０

Ｒ

）

Ｒ

）

，

一

う
０

講
座
数

特
殊
題
目
研
究
１

特
殊
題
目
研
究
２

特
殊
題
目
研
究
３

特
殊
題
目
研
究
４

特
殊
題
目
研
究
５

特
殊
講
義
１

特
殊
講
義
２

特
殊
講
義
３

特
殊
講
義
４

特
殊
講
義
５

選
択
科
目

Ｒ
）

６^，
“

，
“

Ｒ
）

６^，
一

講
座
数

特
殊
講
義
６

日
本
文
学
概
論

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
文
学
１

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
文
学
２

言
語
学
概
論

比
較
文
学
研
究

マ
ス
コ
ミ
研
究

ギ
リ
シ
ア
語

ラ
テ
ン
語

上
級
英
会
話

選
択
科
目

ｎ
∠

ｎ
∠

ｏ
０

講
座
数

三
　
特
　
　
色

文
学
研
究
は
孤
独
な
業
で
あ
り
、
そ
の
思
わ
ざ
る
時
に
思
わ
ざ
る
光
を
放
つ
地
道
な
作
業
で
あ
る
。
従

つ
て
特
色
と
言

つ
て
も
奇
を
て

ら
う
こ
と
き
も
の
は
な
い
。
勿
論
、
海
外
研
修
旅
行
と
か
交
換
留
学
生
制
度
な
ど
は
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
海

外
研
修
は
創
設
当
初
よ
り
活
発
で
あ
つ
た
し
、
今
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
研
修
旅
行
を
推
し
進
め
て
い
る
。
交
換
留
学
生
制
度
は
古
く
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
現
在
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
と
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
他
大
学
で
も
盛
ん
で
あ
ろ
う
か
ら
、
格
別
本
学
の
特

三
　
英
米
文
学
科

一
七
五
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色
と
は
言

い
難

い
。
も
し
特
色
と
し
て
挙
げ
る
な
ら
卒
業
論
文
指
導
の
あ
り
方
で
あ
ろ
う
。

一
七
六

０
　
卒
業
論
文
は
必
修

一
九
六
五

（昭
和
四
〇
）
年
代
の
始
め
ご
ろ
は
、
私
立
大
学
が
急
速
に
増
大
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
英
米
文
学
科
も
増
加
し
た
が
、
卒
業

論
文
は
選
択
制
を
と
る
大
学
が
少
な
く
な
か
つ
た
。
選
択
制
で
は
卒
業
論
文
を
選
ぶ
か
、
読
解
力
と
作
文
力
を
高
め
る
別
個
の
講
座
を
選

ぶ
こ
と
に
な
る
が
、
学
生
の
選
択
は
む
し
ろ
後
者
を
好
む
傾
向
に
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
最
近
は
必
修
に
切
り
換
え
る
大
学
が
徐
々
に
増

え
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は

一
貫
し
て
必
修
の
体
制
を
と
つ
て
き
た
。
そ
れ
は
全
科
目
修
得
の
集
大
成
と
し
て
重
視
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
ま
と
ま
つ
た
論
文
、
そ
れ
も
か
な
り
の
枚
数
の
論
文
を
書
き
上
げ
る
の
は
現
代
の
若
者
に
と
つ
て
稀
有
の
体
験
で
あ
り
、

さ
ら
に
意
義
深
い
の
は
、
学
生
と
教
師
の

一
対

一
の
対
話
の
感
動
で
あ
る
。
選
択
制
な
ら
ば
、
多
少
時
間
に
ゆ
と
り
が
で
き
、
論
文
作
成

の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多
彩
に
多
方
面
に
発
揮
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
折
々
学
科
協
議
会
で
選
択
制
が
論
議
さ
れ
る

こ
と
も
あ
つ
た
が
、
卒
業
論
文
必
修
が

一
貫
し
て
堅
持
さ
れ
て
き
た
の
も
、
こ
の
触
れ
合
い
の
感
動
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

た
だ
英
米
文
学
科
は
、
日
本
文
学
科
や
中
国
文
学
科
と
異
な
り
、
西
洋
の
言
語
系
に
属
す
る
外
国
語
に
習
熟
す
る
こ
と
が
論
文
作
成
の

前
提
条
件
で
あ
る
。
日
本
文
学
科
や
中
国
文
学
科
の
学
生
も
古
語
の
習
熟
を
要
す
る
が
、
英
米
文
学
科
の
学
生
の
語
学
修
得
の
困
難
さ
は

ま
た
別
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
論
文
の
テ
ー
マ
を
決
め
る
の
に
手
間
ど
る
。
二
年
次
生
の
秋
の
調
査
で
論
文
指
導
教
師
を
決
定
す
る
こ
と

が
難
し
い
。
そ
の
た
め
に
、
論
文
指
導
と
直
結
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
講
座
を
に
わ
か
に
は
設
置
し
難
い
の
で
、
三
年
次
生
に
お
い
て

一
年
間

の
み
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
講
座
を
設
け
、
読
解
力
養
成
と
と
も
に
、
徐
々
に
論
文
テ
ー
マ
の
芽
生
え
を
育
て
る
。
従

つ
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
指
導
教

官
と
卒
業
論
文
指
導
教
官
は
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。



０
　
コ
ー
カ
‐カ
レ
ツ
ジ
と
の
留
学
生
交
換

外
国
の
大
学
と
の
留
学
生
交
換
制
度
そ
れ
自
体
は
、
本
学
の
み
の
特
色
と
は
言
え
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
カ
‐カ
レ
ツ
ジ
と
の
交

換
は
、
そ
の
契
約
に
至
る
経
緯
に
特
色
が
あ
る
。
奨
学
金
を
賦
与
し
学
生
を
交
換
す
る
契
約
は
ま
だ
結
ば
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
実
は
、

契
約
成
立
ま
で
に
は
数
年
の
歳
月
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

文
部
省
は
、
か
ね
て
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
学
生
に
、
能
楽
の
実
地
指
導
が
で
き
る
英

語
教
師
を
求
め
て
い
た
が
、
本
学
の
三
上
紀
史
教
授
に
自
羽
の
矢
を
立
て
て
き
た
。
三

上
教
授
は
エ
ド
ガ
ー

・
ア
ラ
ン

・
ポ
ー
の
研
究
家
で
あ
る
が
、
ま
た
長
年
、
梅
若
万
紀

夫
氏
に
師
事
し
て
き
た
。
英
語
に
よ
る
能
楽
の
上
演
で
は
宗
片
邦
義
氏
が
知
ら
れ
て
い

る
。
宗
片
氏
は
先
に
述

べ
た
よ
う
に
静
岡
大
学
に
移
る
前
、
本
学
に
助
教
授
と
し
て
勤

務
し
て
い
た
。
そ
れ
が
機
縁
で
、
三
上
教
授
は
宗
片
氏
に
積
極
的
に
協
力
し
て
き
た
。

そ
し
て
文
部
省
の
依
頼
を
受
け
、
単
独
で
赴
任
し
た
の
が
コ
ー
カ
‐カ
レ
ツ
ジ
で
あ
る
。

カ
レ
ツ
ジ
は
田
園
都
市
の
閑
静
な
環
境
に
恵
ま
れ
た
学
生
総
数
数
百
名
の
小
ぢ
ん
ま
り

と
し
た
大
学
で
あ
る
。

昨
年
の
秋
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
ジ
ヤ
パ
ン
‐
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
た
。

能
楽
部
門
で
は
梅
若
流
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
三
上
教
授
が
万
紀
夫
師
に
同
行
す

る
こ
と
に
な

つ
た
。
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
に
は
日
本
文
化
の
色
々
な
ジ
ヤ
ン
ル
の
催
し
物

三
　
英
米
文
学
科

一
七
七

ジャバンーフェスティパル
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が
行
わ
れ
た
が
、
能
楽
は
歴
史
も
古
く
、
奥

の
深

い
芸
術
と
し
て
古
来
高

い
評
価
を
得

て
い
る
こ
と
は
贅
言
を
要
し
な

い
。
幸

い
そ
の
時

の
模
様
が
本
学
発
行

の

「
大
東
文
化
」
新
聞
紙
上
に
教
授
自
身

の
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

一
部
を
掲
載
し
た

い
。

英
国
国
立
劇
場
は
テ
ー
ム
ズ
川
に
か
か
る
ウ
オ
ー
タ
ー
ル

・
プ
リ
ツ
ジ
の
南
側
の
た
も
と
に
あ
る
。
九
月

一
七
日
の
午
後
、

こ
の
国
立
劇
場
の
ス
タ
ジ
オ
で
予
定
通
り
能
の
レ
ク
チ
ヤ
ー

・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ヨ
ン
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
私
が
三
〇
分
の

レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
い
、
そ
の
あ
と
梅
若
万
紀
夫
師
が

『
葵
上
』
の
シ
テ
の
部
分
を
、
装
束

・
能
面
を
つ
け
て
実
演
し
た
。

観
客
に
は
約
六
〇
名
の
演
劇
の
専
門
家
が
集
ま
つ
た
。
そ
の
中
に
は
、
演
出
家
の
テ
イ
モ
シ
ー

・
ウ

ェ
ス
ト
、
女
優
の
プ
ル

ー
ネ
ラ

・
ス
ケ
ー
ル
ズ
、
演
出
家
の
ケ
ネ
ス

・
リ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
演
劇
界
の
各
部
門
の
ト
ッ
プ
が
出
席
し
て
い

た
。レ

ク
チ
ヤ
ー
と
実
演
が
終
わ
り
質
疑
応
答
に
入
る
と
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
質
問
が
と
ん
で
き
た
。
私
が
レ
ク
チ
ヤ
ー
で

「
能
は
分

業
が
確
立
し
て
い
る
の
で
、
公
演
前
に
全
員
が
集
ま
つ
て
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
う
の
は

一
回
だ
け
で
あ
る
。
能
は
偶
然
の
完
全
性

を
ね
ら
う
演
劇
で
あ
る
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
指
摘
さ
れ
、
そ
こ
を
も
つ
と
説
明
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
求
が
出
さ
れ
た
。
私

が
能
の
演
者
の
役
割
分
担
を
説
明
す
る
と
、
あ
る
演
出
家
が
、
「
ワ
キ
が
上
手
に
な

つ
た
ら
シ
テ
に
な
る
の
か
」
と
質
問
し
て

き
た
。
私
が
、
ワ
キ
は

一
生
ワ
キ
で
あ
る
と
説
明
す
る
と
、
い
つ
せ
い
に
驚
き
の
声
が
あ
が
つ
た
。
能
の
ワ
キ
の
役
割
は
西
洋

演
劇
の
脇
役
の
概
念
か
ら
考
え
る
と
理
解
し
に
く
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
能
の
ワ
キ
に
は
シ
テ
を
き
わ
だ
だ
せ
る
た
め
に
、

い
か
に
抑
え
た
演
技
を
す
る
か
と
い
う
至
難
の
芸
が
要
求
さ
れ
る
。
能
が
六
〇
〇
年
前
の
上
演
様
式
を
、
微
少
の
改
良
を
加
え

な
が
ら
世
襲
に
よ
つ
て
肉
体
的
に
伝
え
て
き
た
演
劇
で
あ
る
こ
と
は
彼
ら
は
よ
く
知

っ
て
い
る
。
し
か
し
、　
一
回
の
リ

ハ
ー
サ

ル
だ
け
で
公
演
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
能
の
不
思
議
な
形
態
と
そ
の
理
由
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。



四
　
学
会

そ

の
他

０
一　
大
東
英
文
学
会

日
本
英
文
学
会
を
筆
頭
に
現
在
英
米
文
学
に
関
す
る
学
会
は
数
知
れ
ぬ
ほ
ど
沢
山
あ
る
。
ベ
ー
タ
ー
協
会
は
そ
の
う
ち
の
最
も
古
い
も

の
の

一
つ
で
あ
る
。
荒
川
龍
彦
教
授
は
そ
の
指
導
者
の

一
人
で
、
碩
学
工
藤
好
美
も
そ
の
縁
で
本
学
へ
は
三
度
、　
一
度
は
板
橋
校
舎
で
二

度
日
は
大
東
文
化
会
館
で
講
演
さ
れ
た
。
協
会
本
部
も
本
学
に
あ
る
が
、
会
長
の
萩
原
博
子
教
授
が
文
学
部
教
養
課
程
に
所
属
し
て
い
る

関
係
で
、
本
学
科
の
直
接
運
営
す
る
と
こ
ろ
と
な
つ
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
成
立
の
縁
は
深
い
。

日
本
英
文
学
会
は
い
ま
や

一
世
紀
を
超
え
る
歴
史
を
持
ち
、
業
績
は
世
界
に
冠
た
る
も
の
が
あ
る
が
、
全
国
各
大
学
の
英
文
学
会
こ
そ

そ
の
基
盤
で
あ
り
、
地
方
の
時
代
と
も
言
わ
れ
る
今
日
、
も
う

一
度
そ
の
価
値
は
見
直
さ
れ
て
よ
い
。
大
東
英
文
学
会
も
微
力
な
が
ら
四

半
世
紀
の
あ
い
だ
辛
苦
を
重
ね
て
き
た
。
事
業
は
二
つ
あ
る
。
レ
ビ

ユ
ー
の
発
行
と
学
会
の
開
催
で
あ
る
。

「英
文
学
論
叢
」
は
さ
さ
や
か
な
小
冊
子
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
掲
載
論
文
は
す
べ
て
研
鑽
の
結
晶
で
あ
つ
て
、
既
に
第
二
三
号
の

発
刊
を
み
て
い
る
。
六
〇
〇
に
満
た
な
い
会
員
数
で
は
財
政
の
や
り
く
り
も
大
変
で
あ
る
が
、
会
費
の
大
部
分
を
論
叢
に
注
ぎ
込
ん
で
い

る
。学

会
は
春
秋
二
回
行
わ
れ
る
。
始
め

一
〇
年
ほ
ど
は
、
春
季
大
会
は
午
後
の
講
演
会
の
み
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
後
、
秋
季
同
様
に
午
前

午
後
を
通
し
て
実
行
さ
れ
て
い
る
。
春
に
は
午
前
に
映
画
を
上
映
、
午
後
に
講
演
会
、
秋
に
は
学
生
の
研
究
発
表
を
午
前
に
、
午
後
講
演

会
を
持

つ
の
が
慣
例
と
な

つ
て
い
る
。
映
画
は

「
嵐
ケ
丘
」
と
か

「
誰
が
た
め
に
鐘
は
な
る
」
と
か
、
主
に
英
米
の
文
芸
作
品
が
取
り
上

三
　
英
米
文
学
科

一
七
九
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げ
ら
れ
て
い
る
。
研
究
発
表
も
年
々
盛
ん
と
な
り
、
時
間
の
調
節
が
難
し
く
な
つ
て
い
る
。
ま
た
内
容
も
充
実
し
て
き
て
い
る
。

講
演
は
他
大
学
の
先
生
方
の
ご
好
意
を
戴
い
て
い
る
が
、
秋
季
大
会
に
は
学
内
の
先
生
方
に
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
。
講
演
者
と
し
て

は
こ
れ
ま
で
多
く
の
斯
界
の
権
威
を
お
迎
え
し
た
。
古
く
は
京
都
大
学
の
工
藤
好
美
教
授
、
早
稲
田
大
学
の
尾
島
庄
太
郎
教
授
、
津
田
塾

大
学
の
前
川
祐

一
教
授
が
来
校
さ
れ
た
。
工
藤

・
前
川
両
教
授
は
世
紀
末
文
学
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
が
、
会
終
了
後
の
懇
談
会
で
も
学

問
上
貴
重
な
示
唆
を
得
た
。
尾
島
教
授
は

「
イ
エ
イ
ツ
と
日
本
」
と
題
さ
れ
て
講
演
さ
れ
た
が
、
話
題
が
日
本
の
演
劇
に
と
び
、
時
に
歌

舞
伎
役
者
の
演
技
を
自
ら
演
じ
ら
れ
た
り
し
た
こ
と
が
懐
か
し
く
想
い
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
講
演
者
と
そ
の
演
題
を
少
し
く
例
示
し

て
み
る
。福

田
陸
太
郎

岡
本
　
靖
正

久
米
　
　
明

成
田
　
成
寿

大
橋
健
二
郎

渡
部
　
昇

一

斉
藤
　
武
生

イ
ギ
リ
ス
作
家
の
仕
事
場

エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
悲
劇
の

「
知
の
構
造
」

一
俳
優
と
し
て
の
異
文
化
体
験

英
米
文
学
の
特
質

フ
オ
ー
ク
ナ
ー
と
私

現
代
イ
ギ
リ
ス
の
知
的
条
件

英
語
に
つ
い
て
の
二
つ
の
問
題

日
高
　
八
郎

荒
井
　
良
雄

三
浦
　
清
宏

岩
本
　
　
巌

黒
川
　
省
三

井
内
雄
四
郎

刈

田
　
元
司

外
国
文
学
と
私
―

‥
そ
の
意
味
と
接
近
法

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
魅
カ
ー

‐
映
画
と
演
劇
の
場
合

私
の
留
学
体
験
―

英
語
で
詩
を
書
く
ま
で

変
化
の
意
識
―
―
現
代
ア
メ
リ
カ
の
小
説
と
社
会

思
想
の
相
異
―
―
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人

花
本
金
吾

・
高
橋
　
徹
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
現
代
英
米
の
社
会
と
文
学
」

ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
イ
ア
ン
文
学
に
つ
い
て



０
一
留
学
生
問
題

国
際
社
会
の
中
で
日
本
の
占
め
る
地
位
が
高
ま
り
、
経
済
の
繁
栄
と
文
化
を
支
え
る
基
礎
学
問
の
価
値
に
対
す
る
認
識
が
深
ま
る
に
つ

れ
て
、
わ
が
国

へ
の
留
学
生
は
増
加
の

一
途
を
辿

つ
て
い
る
。
こ
と
に
ア
ジ
ア
諸
国
の
学
生
の
留
学
熱
が
高
い
。
本
学
は
つ
と
に
そ
の
趨

勢
を
察
知
し
て
積
極
的
に
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
現
在
在
学
中
の
留
学
生
の
数
は
、
全
国
の
大
学
の
中
で
も
日
立

つ
て
多
い
。
も

と
よ
り
留
学
生
の
受
け
入
れ
と
そ
の
指
導
に
は
幾
多
の
難
問
は
あ
る
。
し
か
し
、
国
際
部
留
学
生
委
員
会
を
中
心
に
対
処
し
て
き
た
努
力

が
実
つ
て
、
よ
う
や
く
軌
道
に
の
つ
て
き
た
。

留
学
生
は
主
に
経
済
学
部
と
法
学
部
に
集
中
し
て
い
る
が
、
文
学
部
志
望
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
日
本
文
学
科
や
中
国
文

学
科
に
応
募
す
る
の
で
あ
つ
て
、
英
米
文
学
科
を
志
す
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
中
国
や
韓
国
そ
の
他
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
学
生
が
海
外

で
英
米
の
文
学
を
学
び
た
い
と
思
え
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
か
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
、
そ
れ
で
な
け
れ
ば
カ
ナ
ダ
と
か
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学

へ
進
む
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
日
本
で
英
米
文
学
を
学
ぶ
困
難
さ
は
、
英
語
と
日
本
語
に
習
熟
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
ド
イ
ツ
語
か
フ
ラ
ン
ス
語
の
い
ず
れ
か

一
つ
を
第
二
外
国
語
と
し
て
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
相
当
の
負
担
で
あ
る
。
か
か
る
難
関
に
あ
え
て
立
ち
向
か
う
学
生
が
、

た
と
え
僅
か
で
も
い
る
と
い
う
こ
と
は
喜
び
で
あ
り
、
こ
の
数
年
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
る
の
は
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
る
。
留
学
生
の
中

に
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
文
学
の
よ
う
な
、
日
本
の
学
生
で
さ
え
味
読
に
苦
し
む
講
座
に
優
秀
な
成
績
を
修
め
る
者
す
ら
あ
る
。

三
　
英
米
文
学
科

一
八

一
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五
　
就
職

問
題

英
米
文
学
科
四
年
次
生
は
、
卒
業
論
文
作
成
と
就
職
活
動
の
二
重
苦
を
経
験
す
る
。
本
来
大
学
四
年
間
の
学
生
生
活
は
、
教
養
を
磨
き

品
性
を
高
め
学
問
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
あ
る
。
け
れ
ど
も
現
実
に
は
、　
一
生
の
生
活
基
盤
を
こ
の

一
時
期
に
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

終
身
雇
用
の
制
度
は
企
業
と
官
公
庁
の
別
な
く
牢
固
た
る
も
の
に
な
つ
て
い
る
。
卒
業
後
の
進
路
決
定
が
最
大
関
心
事
に
な
る
の
も
や
む

を
得
な
い
。
統
計
に
よ
れ
ば
こ
の

一
、
二
年
新
入
社
員
の
二
八
％
が
入
社
後
三
年
で
進
路
を
変
更
し
て
い
る
が
、
終
身
雇
用
意
識
は
依
然

と
し
て
強
い
。

英
米
文
学
科
は
日
本
文
学
科
と
中
国
文
学
科
と
の
伝
統
に
根
ざ
し
て
い
る
か
ら
、
学
生
の
間
に
教
師
を
あ
こ
が
れ
る
風
潮
が
あ
る
の
は

自
然
で
あ
る
。
教
員
資
格
を
取
る
た
め
に
は
卒
業
単
位
の
ほ
か
に
教
職
課
程
の
単
位
を
修
得
し
、
教
育
実
習
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
都
道
府
県
の
教
員
採
用
試
験
を
突
破
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
人
口
減
少
傾
向
の
県
で
は
新
規
採
用
が
零
の
年
度
も
あ
る
と
言
わ

れ
る
。
人
口
激
増
の
県
で
は
新
設
校
の
開
校
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
応
募
者
が
殺
到
す
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
受
験
者
が
減

ら
な
い
の
は
教
育
に
対
す
る
使
命
感
で
あ
り
、
教
師

へ
の
あ
こ
が
れ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
た
教
育
実
習
体
験
の
感
動
が
、
先
輩
か

ら
後
輩

へ
語
り
継
が
れ
る
た
め
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
卒
業
生
の
大
部
分
は
企
業
に
就
職
し
て
い
る
ゆ
え
、
就
職
部
で
は
教
職
員

一
体
と
な
つ
て
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ

て
い
る
。
そ
れ
に
昨
今
は
文
学
部
学
生
と
法
学
部

・
経
済
学
部
の
学
生
を
差
別
す
る
こ
と
な
く
採
用
試
験
を
行
つ
て
い
る
企
業
も
増
え

つ

つ
あ
る
。
こ
と
に
英
語
の
学
力
に
重
き
を
お
き
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の
み
で
な
く
東
南
ア
ジ
ア

・
南
米

・
中
近
東
、
ま
た
遠
く
ア

フ
リ
カ
ま
で
支
社
を
構
え
る
よ
う
な
会
社
は
、
海
外
派
遣
社
員
の
選
考
に
当
た
つ
て
語
学
力
を
優
先
し
て
い
る
。
次
の
表
は
最
近
四
か
年



間
の
就
職
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

《
一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
度
》

日
興
証
券

。
大
和
ハ
ウ
ス
エ
業

・
新
日
本
証
券

・
和
光
証
券

・
太
平
洋
証
券

。
大
正
製
薬

・
東
武
ス
ト
ア

・
三
井
石
油
化
学
工
業

・
そ
こ
う

。

宮
崎
銀
行

・
プ
リ
ス
ト
ル
～
マ
イ
ヤ
ー
ズ

・
西
武
百
貨
店

。
日
特
建
設

・
北
陸
電
気
工
業

・
ラ
オ
ツ
ク
ス

・
文
化
シ
ャ
ツ
タ
ー

・
近
鉄
エ
ク
ス

プ
レ
ス

・
カ
テ
ナ

・
つ
く
ば
銀
行

・
タ
イ
ト
ー

・
日
本
マ
ラ
ン
ツ

・
新
潟
県
労
働
金
庫

・
ヴ
イ
ク
ト
リ
ア

二
二
条
信
用
金
庫

・
目
黒
信
用
金

庫

・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
塩
原

・
タ
イ
セ
イ
‐
コ
モ
デ
イ
テ
イ

・
中
日
新
聞
社

・
ミ
ツ
ミ
電
気

・
大
装

・
箕
輸
不
動
産

・
伊
藤
忠
マ
シ
ナ
リ
ー

・
公

立
中
学

（福
島

・
茨
城

・
千
葉
）

・
私
立
高
校

（大
東
学
園
高
校

・
富
士
学
苑
高
校

・
木
更
津
中
央
高
校
）

・
地
方
公
務
員
市
長
村

（千

葉
）

・
警
察
官

（千
葉
）

《
一
九
八
九

（平
成
元
）
年
度
》

ト
ヨ
タ
自
動
車

，
大
部
工
業

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ

，
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
証
券

・
和
光
証
券

・
コ
ス
モ
証
券

・
清
水
銀
行

・
大
和
ハ
ウ
ス
エ
業

・
大
王
製
紙

・

伊
勢
丹

・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

・
富
士
通

・
リ
ョ
ー
サ
ン

・
第

一
精
工

・
ト
ラ
ン
ス
‐
コ
ス
モ
ス

・
島
忠

・
テ
ツ
ク
電
子

・
東
洋
イ
ン
キ
製
造

・

国
産
自
動
車
販
士一■

東
武
ス
ト
ア

・
加
藤
ス
プ
リ
ン
グ
製
作
所

・
セ
ガ
‐
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ズ

・
西
洋
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

・
イ
ズ
ヽヽ
１

ヤ
ナ

セ
サ
ン
テ
レ
ホ
ン

・
ア
オ
キ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
キ
リ
ン
レ
モ
ン

‘
ラ
オ
ツ
ク
ス

・
日
本
団
体
生
命
保
険

・
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン

・
東
急

エ
ー
ジ
エ
ン
シ
ー

・
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
エ
ア
ー
ラ
イ
ン
ズ
コ
ー
ポ

・
イ
テ
ツ
ド

・
東
芝
メ
デ
イ
カ
ル
・
日
産
カ
ー
リ
ー
ス

・
松
下
鈴
木

・
公
立

中
学

（茨
城

・
福
島

・
静
岡
了

私
立
高
校

（星
陵
高
校
Ｔ

公
務
員
消
防
官

（東
京
）

三
　
英
米
文
学
科

一
八
三



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

《
一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
度
》

一
八
四

千
代
田
生
命
保
険

・
日
興
証
券

・
日
本
通
運

・
石
川
島
播
磨
重
工

・
花
王

・
新
日
本
証
券

・
パ
イ
オ
ニ
ア

・
キ
ャ
ノ
ン
販
売

・
三
越

・
カ
シ
オ

計
算
機

・
伊
勢
丹

・
ダ
イ
エ
ー

・
エ
ム
デ
イ
ア
イ

・
大
和
工
商
リ
ー
ス

・
セ
コ
ム

・
Ｔ
Ｈ
Ｋ

・
そ
ご
う

。
東
光

・
忠
実
屋

・
新
潟
中
央
銀
行

・

東
急
建
設

。
東
日
本
銀
行

・
イ
ズ
ヽヽ
１

岩
崎
通
信
機

・
Ｔ
Ｋ
Ｃ

・
鈴
丹

・
上
島
珈
琲

・
ヴ
イ
ク
ト
リ
ア

・
住
友
電
装

。
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア

・
岡

島

・
東
武
百
貨
店

・
エ
ム
‐ケ
ー
‐シ
ー

・
ス
ミ
ス
ラ
イ
ン

・
ビ
ー
チ
ャ
ム
製
薬

・
ケ
ー
ヨ
ー
リ
ゾ
ー
ト
開
発

・
群
馬
県
共
済
農
業
協
同
組
合
連

合
会

・
ハ
ニ
ツ
ク
ス
エ
業

・
エ
メ
‐テ
ィ
‐テ
ィ
中
央
移
動
通
信

・
東
京
日
産
モ
ー
タ
ー

・
ラ
イ
フ
ス
ト
ア

・
日
本
電
気
精
器

・
キ
ャ
ノ
ン
コ
ピ

ア
販
売

。
東
京
信
用
金
庫

・
日
本
能
率
協
会

・
ソ
ニ
ー
プ
ラ
ザ

・
大
塚
商
会

・
日
本
旅
行
会

・
新
潟
労
働
金
庫

・
ユ
ー
エ
ス
シ
ー

・
ジ
ヤ
ス
テ

ツ
ク

・
守
谷
商
会

・
ト
ラ
ベ
ラ
ー
商
会

・
明
和
地
所

・
佐
鳥
電
機

１
フ
イ
ベ
ツ
ク
ス

・
い
せ
や

・
小
岩
信
用
金
庫

・
日
本
瓦
斯

・
ト
ラ
ン
ス
コ

ス
モ
ス

・
東
急
リ
バ
ブ
ル

・
リ
コ
ー
情
報
シ
ス
テ
ム

・
茨
城
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

・
公
立
中
学

（山
形

・
福
島

・
群
馬

・
埼
玉

・
千
葉

・

東
京

・
新
潟

・
長
野

・
宮
崎
）

・
公
務
員

・
地
方
中
級

（茨
城
）

・
区

・
市
役
所

（新
潟
）

《
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
度
》

ジ
ヤ
ス
コ

・
前
田
建
設

・
エ
ヌ
ヶ
ｌ
ェ
ク
サ

・
帝
国
臓
器
製
薬

。
東
急
ホ
テ
ル
チ
エ
ー
ン

・
新
日
本
証
券

・
日
誠
日
立
電
子
サ
ー
ビ
ス

・
名
鉄

観
光
サ
ー
ビ
ス

・
キ
リ
ン
パ
レ
ツ
ジ

・
不
二
越

・
エ
ー
ス

。
そ
こ
う

・
亀
有
信
用
金
庫

・
藤
倉
化
成

・
ラ
イ
フ

。
日
本
通
運

・
東
武
ト
ラ
ベ

ル

・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

・
ヤ
オ
コ
ー

・
マ
ル
エ
ツ

・
丸
善

・
ベ
ア

・
近
鉄
エ
ク
ス
プ
レ
ス

・
大
塚
商
〈Ｔ

松
屋

・
城

南
信
用
金
庫

・
セ
ブ
ン
イ
レ
プ
ン
ジ
ヤ
パ
ン

・
丸
文

・
リ
ン
コ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ヨ
ン

・
ア
オ
キ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
瀬
戸
信
用
金
庫

・

公
立
中
学
５

・
公
立
高
校
１

・
私
立
学
校
１

・
公
務
員

（国
家
Ⅱ
種

・
区

・
市
役
所
３
、
町
役
場
２
）



六
　
将
来

の
展
望

い
ま
わ
が
国
の
大
学
は
大
い
に
揺
れ
て
い
る
。
大
学
改
革
に
関
す
る
論
説
が
こ
れ
ほ
ど
新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
た
こ
と
は
か
つ
て
な
い
で

あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
四
つ
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ソ
連
共
産
党
の
崩
壊
が
そ
の

一
つ
、
世
界
中
の
国
々
の
国
際
化
が
第
二
、
ハ
イ
テ
ク
に
よ

る
急
速
な
情
報
化
時
代
の
到
来
、
個
性
を
尊
重
す
る
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
が
そ
れ
に
続
く
で
あ
ろ
う
。

ソ
連
共
産
党
の
崩
壊
に
よ
リ
ア
メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア
の
協
調
路
線
が
展
開
さ
れ
て
も
、
核
拡
散
防
止
と
い
う
難
問
は
容
易
に
は
解
決
さ
れ

ず
、
民
族
紛
争
は
当
分
の
あ
い
だ
続
き
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
国
際
化
が
進
ん
で
産
業
構
造
が
変
化
し
、
各
国
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
高
く
な
つ
て
も
、

そ
れ
は
世
界
人
口
の
増
加
に
追
い
つ
か
ず
、
配
分
の
原
理
は
な
か
な
か
作
用
し
な
い
。
ハ
イ
テ
ク
技
術
の
飛
躍
的
進
歩
が
情
報
の
時
代
を

招
い
て
も
、
工
業
生
産
の
生
む
環
境
破
壊
が
同
時
進
行
し
て
い
る
。
世
界
的
経
済
不
況
の
波
は
い
つ
打
ち
寄
せ
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
と

危
惧
す
る
向
き
も
な
い
で
は
な
い
。
ま
た
価
値
観
の
多
様
化
に
よ
り
個
性
的
生
き
方
の
自
由
が
強
調
さ
れ
れ
ば
、
国
家
権
力
は
制
約
さ
れ
、

国
政
の
舵
と
り
は
難
し
く
な
る
。

わ
が
国
は
ア
メ
リ
カ
と
並
ぶ
経
済
大
国
と
言
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
ド
ル
や
円
の
流
通
紙
幣
の
所
有
量
の
面
か
ら
の
計
算
か

ら
で
あ

つ
て
、
資
源
も
な
け
れ
ば
、
各
都
市
、
各
個
人
の
文
化
的
遺
産
や
資
産
な
ど
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
と
市
民
に
比
べ
れ
ば

貧
弱
こ
の
上
も
な
い
。
大
企
業
に
し
て
み
て
も
、
そ
の
発
展
は
戦
後
の
財
政
等
融
資
の
お
陰
で
あ
り
、
借
入
金
比
率
の
異
常
に
高
い
企
業

も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
海
外
援
助
が
赤
字
国
債
の
肥
大
化
に
つ
な
が
り
、
国
家
予
算
を
圧
迫
す
る
の
は
必

定
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
応
す
る
政
治
改
革
は

一
向
に
進
ま
ず
、
企
業
運
用
の
あ
り
方
の
変
革
も
よ
う
や
く
目
覚
め
た
ば
か
り
で
あ
り
、　
一

般
国
民
の
国
際
感
覚
も
未
だ
し
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
わ
が
国
は
い
ま
史
上
未
曾
有
の
変
革
期
の
た
だ
中
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
大
学

三
　
英
米
文

学
科

一
八
五
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が
揺
れ
る
の
も
当
然

で
あ
り
、
大
東
文
化
大
学
英
米
文
学
科
は

一
個

の
小
さ
な
集
団
に
過
ぎ
な

い
け
れ
ど
も
、
揺
れ
の
大
き
さ
を
感
じ
な

い
わ
け
に
は
い
か
な

い
。

０
　
長
期
計
画
策
定
委
員
会

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
四
月
、
穂
積
重
行
教
授
が
学
長
に
就
任
し
て
間
も
な
く
長
期
計
画
策
定
委
員
会
が
発
足
、
委
員
は
各
学
科
か

ら

一
名
ず

つ
、
そ
れ
に
教
養
課
程
か
ら
も
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
英
米
文
学
科
か
ら
は
田
仲
勉
助
教
授
が
加
わ
っ
て
い
る
。
文
部
省

か
ら
大
学
の
自
主
的
改
革
依
頼
の
通
達
が
送
ら
れ
る
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
穂
積
学
長
は
教
養
課
程
委
員
長
と
文
学
部
長
職
を
歴
任
し
て

い
る
。
長
期
計
画
策
定
委
員
会
の
構
想
は
そ
の
こ
ろ
か
ら
徐
々
に
温
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
構
想
は
幅
広
く
、
文
部
省
要
請
の
改

革
事
項
と
マ
ツ
チ
す
る
点
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
策
定
委
員
会
発
足
当
初
、
そ
の
中
心
課
題
の

一
つ
は
教
養
課
程
問
題
、
取
り
分
け
英

語
関
係
部
門
で
あ
つ
た
。
教
養
課
程
英
語
と
専
門
課
程
英
語
の
枠
組
み
の
問
題
、
ま
た
英
語
関
係
教
員
の
配
分
問
題
が
複
雑
で
、
改
革
案

作
成
が
法

・
経
の
学
部
よ
り
遅
れ
気
味
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。　
一
つ
は
キ
ヤ
ン
パ
ス
が
板
橋
と
東
松
山
と
に
分
か
れ
て
い
る
距
離
的
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
本

学
に
限

つ
た
こ
と
で
は
な
い
。
多
く
の
大
学
が
抱
え
て
い
る
悩
み
で
あ
る
。
学
問
や
文
化
の
道
に
携
わ
る
者
が
、
で
き
る
限
り
都
心
と
接

触
の
密
な
場
に
い
た
い
と
思
う
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
第
二
は
教
養
英
語
の
理
念
の
問
題
で
あ
る
。
教
養
英
語
が
専
門
講
座
と
異
な
る
そ

の
理
念
が
明
確
で
な
い
と
す
れ
ば
、
誰
し
も
己
の
研
究
に
密
着
し
た
講
座
を
担
当
す
る
自
由
を
欲
す
る
。
そ
れ
に
教
養
課
程
所
属
に
な
つ

て
も
、
や
が
て
は
専
門
課
程
に
移
る
機
会
が
あ
ろ
う
と
い
う
期
待
を
も
つ
て
就
任
さ
れ
た
向
き
も
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
長
期
計
画
策

定
委
員
会
は
近
々
明
確
な
方
策
を
樹
立
す
る
で
あ
ろ
う
。



０
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正

先
の
論
点
を
踏
ま
え
て
将
来
を
展
望
す
る
時
、
最
も
現
実
的
な
最
も
重
要
な
、
し
か
も
最
も
身
近
な
具
体
的
方
途
は
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改

正
で
あ
る
。
そ
の
共
通
認
識
に
立

つ
て
学
科
協
議
会
で
は
、　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
度
高
橋

・
田
中
両
教
授
は
じ
め
八
名
の
委
員
に
よ

る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
検
討
小
委
員
会
を
設
け
、
慎
重
審
議
に
入
つ
た
。
大
胆
か
つ
綿
密
な
改
正
案
の
作
成
が
待
た
れ
る
。
広
範
な
審
議
の
中

に
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
も
採
り
上
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

①
　
学
科
相
互
の
乗
り
入
れ

海
外
生
活
を
送
る
日
本
人
が
真
の
融
合
を
遂
げ
る
に
は
異
文
化
理
解
で
は
事
は
足
り
な
い
。
日
本
の
文
化
を
積
極
的
に
紹
介
す
る
意
欲

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
西
洋
文
学
を
学
ぶ
身
で
あ
つ
て
も
、
日
本
の
文
学
に
親
じ
む
心
が
け
を
常
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
幸
い
日
本

文
学
科
の
協
力
に
よ
つ
て
日
本
文
学
概
論
を
受
講
す
る
機
会
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
日
本
文
学
科
、
ま
た
中
国
文
学
科
に
は
色
と
り
ど
り
の

講
座
が
開
講
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
興
味
を
覚
え
る
講
座
に
出
席
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
考
案
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

②
　
第
二
外
国
語
講
座
の
拡
張

国
際
化
が
今
日
ほ
ど
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
時
、
第
二
外
国
語
を
ド
イ
ツ
語

・
フ
ラ
ン
ス
語
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
ロ
シ
ア
語

・
ス

ペ
イ
ン
語
、
そ
の
他
タ
イ

・
マ
レ
ー
シ
ヤ

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

・
ま
た
中
国
語

・
朝
鮮
語
な
ど
も
自
由
に
学
ぶ
機
会
が
与
え
ら
れ
て
よ
い

の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
ら
諸
国
の
言
語
を
同
時
に
開
講
し
な
い
で
も
、
在
学
期
間
中
に
希
望
の
言
語
を
修
得
す
る
よ
う
な
仕
組
み
も

一
考

の
余
地
が
あ
ろ
う
。

三
　
英
米
文
学
科

一
八
七
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③
　
教
員
採
用
規
則
の
変
更

例
え
ば
演
劇
講
座
で
あ
る
。
現
代
演
劇
、
こ
と
に
前
衛
演
劇
は
近
代
セ
リ
フ
演
劇
の
範
疇
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。
従
来
の
巧
み
な

訳
読
で
す
ま
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
演
技
力
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
あ
る
程
度
の
語
学
力
が
あ
れ
ば
、
よ
し
ん
ば
研
究
業
績
が
な
く

と
も
演
劇
俳
優
を
講
師
と
し
て
採
用
す
る
道
が
開
か
れ
て
よ
い
。

④

実
技

教

育

ワ
ー
プ

ロ
や
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
の
自
由
自
在
な
操
作
が
極
め
て
有
用
に
な

つ
て
い
る
時
、
語
学
の
研
究
に
実
技
を
結
び
つ
け
た
も
の
が
、

新
し
い
講
座
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
実
技
の
能
力
の
判
定
が
単
位
認
定
の
要
素
の

一
つ
に
な
る
ま
で
に
は
な
お
時

日
を
要
す
る
。

⑤
　
比
較
文
化
研
究
講
座
の
拡
充

福
田
陸
太
郎
氏
を
会
長
と
す
る
日
本
比
較
文
学
会
の
歴
史
は
古
く
評
価
は
高
い
。
し
か
し
比
較
文
化
研
究
は
分
野
が
広
く
、
今
後
の
発

展
が
期
待
さ
れ
る
ジ
ヤ
ン
ル
で
あ
る
。
数
年
前
、
文
部
省
か
ら
比
較
文
化
研
究
の
講
座
拡
充
の
要
請
が
あ

つ
た
。
そ
れ
を
い
か
な
る
範
囲

ま
で
広
げ
る
か
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
東
西
比
較
宗
教
学
と
か
東
西
比
較
心
理
学
と
か
種
々
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
同
時
開
講
が
無
理

な
ら
ば
隔
年
開
講
と
か
、
ま
た
は
各
学
科
が
協
力
し
て
相
互
に
利
用
し
あ
え
る
道
を
開
く
と
か
格
段
の
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
検
討
小
委
員
会
の
審
議
の
結
実
も
近
い
。
伝
統
を
踏
ま
え
、
か
つ
新
時
代
に
即
応
し
た
改
正
に
よ
り
、
新
し
い
展
望
が

開
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。



専  門 教  育  科  目 (82単位) 区
分選択科日(38単 位) 選択必修科目 (8単 位) 必 修 科 目 (36単位)

特

殊

題

目

研

究

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
殊
講
義

ア
メ
リ
カ
文
学
特
殊
講
義

英

米

演

劇

研

究

英

米

随

筆

研

究

英

米

批

評

文

学

研

究

英

米

現

代

小

説

研

究

英

米

現

代

詩

研

究

英

米

近

代

小

説

研

究

英

米

近

代

詩

研

究

卒

業

論

文

英

語

演

習

３

英

語

演

習

２

英
　
語
　
演
　
習

立
日
　
　
　
　
　
　
士
戸
　
　
　
　
　
　
掌̈
・

英

語

学

概

論

ア
メ
リ
カ
文
学
史
概
説

イ
ギ
リ
ス
文
学
史
概
説
２

イ
ギ
リ
ス
文
学
史
概
説
１

英

米

文

学

概

論

学
　
科
　
目

′
４

ィ
４

・４
，

一

つ

ん
，

“

ｎ
∠

つ

一

つ

し
ｂ^

つ
ん

，

“
′４ ′４ ′

４
′
４

′
４

単
位

備

　
　
考

（別
表
１
）
英
米
文
学
科
専
門
教
育
科
目

（
一
九
七
八
年
度
入
学
生
用
）

三
　
英
米
文
学
科

専  門 教  育 科  目 (82単位)

選  択  科  目  (38単位)

時

事

英

語

英

米

史

概

論

英

米

文

学

講

読

ラ

　

　

テ

　

　

ン

　

　

箋
ｍ

ギ

リ

シ

ア

語

言

語

学

概

論

ア
メ
リ
カ
マ
ス
コ
ミ
研
究

ア

メ

リ

カ

文

化

研

究

ヨ

ー

ロ

ツ

パ

文

学

比

較

文

学

概

論

日

本

文

学

概

説

英
　
語
　
演

・
習
　
５

英

語

演

習

４

英

文

法

研

究

古

代

・
中

世

英

語

学

英

語

学

特

殊

講

義

英

語

発

達

史

ヨ

ー

ロ

ツ

パ

思

潮

聖

書

と

英

文

学

シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

′
４

ヵ
４

′４
９

一

つ

し
′
４

′
４

ヵ
４

И
４

′
４ 4 ｎ

Ｚ
И
４

′
４

′
４ ′４ ′４

′
４

′
４

一
八
九

・
４



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

（別
表
２
）
英
米
文
学
科
専
門
教
育
科
目

（
一
九
七
九
年
度
入
学
生
用
）

専  門 教  育 科  目 (82単位) 区

分選 択 科 目 (48単位) 必 修 科 目 (34単位 )

英

語

学

演

習

２

英

語

学

演

習

１

英

米

文

学

演

習

６

英

米

文

学

演

習

５

英

米

文

学

演

習

４

英

米

文

学

演

習

３

英

米

文

学

演

習

２

英

米

文

学

演

習

１

卒

業

論

文

基

礎

演

習

３

基

礎

演

習

２

基

礎

演

習

ゼ
　

ミヽ
　
ナ

ル

音
　
　
　
声
　
　
　
学

ア

メ

リ

カ

文

学

史

イ

ギ

リ

ス

文

学

史

英

語

学

概

論

英

米

文

学

概

論

学
　
科
　
目

，

ん
つ
ん

９

“

，

“

ｎ
∠

，

“
ｂ^

つ

ん
，

一

，

ん

つ
ん

И
４

′
４

′
４

′
４

′
４

単

位

一

１
科

目
２
単
位

以
上

を

選
択

４
科
日
８
単
位
以
上
を
選
択

（会
話
）

（作
文
）

（講
読
）

備

　

考

一
九
〇

専  門  教  育  科  日 (82単 位 )

選  択  科  目  (48単位 )

上

級

英

会

話

ラ

　

　

テ

　

　

ン

　

　

ヨ
”

ギ

リ

シ

ア

語

マ
　
ス
　
コ
　

ミヽ

研

究

比

較

文

学

研

究

言

語

学

概

論

ヨ
ー

ロ

ツ

パ
文

学

２

ヨ
ー

ロ

ツ

パ
文

学

１

日

本

文

学

概

論

特

殊

講

義

６

特

殊

請

義

５

特

殊

講

義

４

特

殊

講

義

特

殊

講

義

２

特

殊

講

義

特

殊

題

目

研

究

５

特

殊

題

目

研

究

４

特

殊

題

目

研

究

３

特

殊

題

目

研

究

２

特

殊

題

目

研

究

１

，

“

，

一

，

“

，

“
′４ ′４ ′

４
′
４

′
４

∠

．

／
４ ′４ ′４ ′４

，

ん

つ

し

２
科

目

４
単
位

以

上
を

選
択

必
修

３
科

目

６
単

位

以
上

を

選
択
必
修

［
木
野
嘉
明
］



四

教

育

学

科

一　

創
設
か
ら

一
九
八
〇
年
ご
ろ
ま
で

０

創
設
の
こ
ろ

教
育
学
科
が

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
に
、
入
学
定
員
四
〇
名
、
在
籍
学
生
数
三
八
名
と
と
も
に
、
歴
史
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
て

か
ら
今
年
で
二
〇
年
に
な
る
。

教
育
学
科
発
足
の
年
は
、
折
し
も
、
本
学
が
創
立
以
来
五
〇
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
翌
年
に
控
え
、
「
大
東
文
化
大
学
五
〇
周
年
記

念
館
」
の
建
設
、
「
大
東
文
化
大
学
五
〇
年
史
』
の
編
纂
作
業
な
ど
、
記
念
諸
行
事

へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
建
学
以
来
の
伝
統
を
継

承
し
つ
つ
も
、
新
し
い
時
代
の
大
学
と
し
て
、
質
量
と
も
に
、
大
き
く
未
来

へ
は
ば
た
こ
う
と
す
る
活
気
に
充
ち
た
年
で
あ

つ
た
。

創
立
四
〇
周
年
を
記
念
し
て
の

「振
興
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
施
設
面
の
整
備
も
進
み
、
新
制
大
学
移
行
後
の
教
学
体
制
も
充
実
期
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
将
来
の
大
発
展
を
目
ざ
し
て
、
大
学
院
の
設
置
、
学
部

・
学
科
の
増
設
、
入
学
定
員
の
変
更
に
よ
る
学
生
数
の

大
幅
増
員
が
着
々
と
進
行
し
つ
つ
あ
つ
た
。

教
育
学
科
は
、
こ
う
し
た
学
園
の
拡
充

。
発
展
の
奔
流
の
中
に
あ
つ
て
、
建
学
以
来
、
本
学
が
中
等
教
育
界
に
優
秀
な
人
材
を
送
り
出

し
て
き
た
歴
史
と
実
績
を
継
承
し
つ
つ
、
時
代
の
要
請
に
即
応
し
た
新
た
な
教
育
研
究
の
分
野
を
開
拓
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の

一
翼

四

教
育
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九

一



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

を
担
う
べ
く
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
二

０
一　
教
育
学
科
新
設
の
意
義
と
目
的

教
育
学
科
増
設
の
認
可
申
請
当
時
の
一
九
七

一

（昭
和
四
六
）
年
、
本
学
は
、
文
学
部

・
経
済
学
部
の
二
学
部
を
持
ち
、
文
学
部
に
は
、

日
本
文
学
科

・
中
国
文
学
科

・
英
米
文
学
科

・
外
国
語
学
科

（外
国
語
学
部
外
国
語
学
科
と
し
て
認
可
中
請
中
）
の
四
学
科
が
開
設
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
学
部

・
学
科
に
お
い
て
は
、
建
学
以
来
の
教
員
養
成
の
歴
史
を
引
き
継
ぎ
、
新
制
大
学
に
移
行
後
も
開
放
制

の
教
員
養
成
制
度
で
あ
る
教
職
課
程
を
設
け
て
、
新
制
の
中
学
校

・
高
等
学
校
の
国
語
科

・
書
道
科

・
外
国
語
科

（英
語

・
中
国
語
）

・

社
会
科

・
商
業
科
の
教
員
養
成
に
努
め
て
き
た
。

教
育
学
科
増
設
の
意
義
お
よ
び
目
的
は
、
こ
う
し
た
既
設
学
科
と
の
関
連
性
か
ら
み
て
、
第

一
に
、
教
育
界
に
貢
献
す
る
優
れ
た
人
材

の
た
め
の
新
た
な
研
究
分
野
を
開
拓
し
、
時
代
に
即
応
し
、
実
社
会
の
要
請
に
よ
り
結
び
つ
い
た
教
育
に
よ
つ
て
、
広
い
視
野
を
も
つ
た

教
養
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
あ
つ
た
。
第
二
に
、
建
学
以
来
、
本
学
が
半
世
紀
近
く
に
わ
た

つ
て
、
中
等
教
育
界
に
優
秀
な
人

材
を
送
り
続
け
て
き
た
歴
史
と
、
そ
の
確
固
た
る
実
績
を
基
盤
に
、
そ
れ
を
新
た
に
初
等
教
育
界
に
継
承

・
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
あ
つ
た

（
「
大
東
文
化
大
学
文
学
部
教
育
学
科
増
設
及
び
学
生
定
員
変
更
届
出
書
」

・
『
大
東
文
化
大
学
五
〇
年
史
』
七
八
七
頁
）
。

教
育
学
科
増
設
計
画
が
本
格
化
し
、
認
可
申
請
の
運
び
と
な
つ
た

一
九
六
〇

（昭
和
二
五
）
年
代
後
半
か
ら
、　
一
九
七
〇

（昭
和
四
五
）

年
代
に
か
け
て
は
、
わ
が
国
の
経
済
は
国
民
総
生
産
の
成
長
率
が
、
ア
メ
リ
カ

・
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
三
倍
以
上
に
達
し
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
高
度
経
済
成
長
を
背
景
に
、
社
会
の
高
学
歴
化
が
進
み
、
四
年
制
大
学
へ
の
進
学
率
は
、　
一
九
六
〇
年
度
、
八

・
三
％
、　
一
九
六
五

（昭
和
四
〇
）
年
度
、　
一
二

・
八
％
、　
一
九
七
〇
年
度
、　
一
七

・
一
％
、　
一
九
七

一

（昭
和
四
六
）
年
度
、　
一
九

・
四
％
と
、
上
昇
の

一



途
を
た
ど
つ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
初
等
教
育
担
当
の
教
員
不
足
は
著
し
く
、
こ
う
し
た
事
態
に
対
応
す
る
初
等
教
員
の
養
成

は
、
国
立
大
学
教
員
養
成
学
部
の
ほ
か
に
は
、
そ
の
多
く
が
私
立
短
期
大
学
の
初
等
教
育
学
科

・
児
童
学
科
に
任
さ
れ
た
状
態
に
あ
つ
た
。

ち
な
み
に
、　
一
九
七

一
年
に
は
、
公
立
小
学
校
教
員
総
数
三
六
六
、
九
八
七
名
中
、
大
学
卒
は

一
一
五
、
三
八
九
名
で
あ

っ
て
、
大
学
卒
の

教
員
数
は
、
全
体
の
お
よ
そ
三
割
に
過
ぎ
な
か
つ
た

（
一
九
八
〇

〈
昭
和
五
五
〉
年
度

『
我
が
国
の
教
育
水
準
』
文
部
省
編
、
付
八
八
頁

よ
り
）
。

こ
う
し
た
事
態
が
、
国
民
普
通
教
育
と
し
て
重
要
な
初
等
教
育
の
質
の
向
上
の
観
点
か
ら
み
て
も
、
決
し
て
望
ま
し
い
状
態
で
な
い
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
に
対
応
し
て
、
本
学
の
教
育
学
科
は
、　
一
般
教
育
に
よ
る
幅
広
い
知
識
と
教
養
の
上
に
、

教
育
学
の
諸
分
野
と
初
等
教
育
教
科
の
専
門
諸
科
目
を
履
修
し
た
、
専
門
的
知
識
と
人
間
性
豊
か
な
教
員
の
養
成
と
を
意
図
し
て
新
設
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

教
育
学
科
新
設
に
奔
走
さ
れ
、
初
代
学
科
主
任
と
し
て
、
学
科
の
上
台
建
設
に
貢
献
さ
れ
た
清
原
道
壽
教
授

（当
時
）
は
、
学
科
新
設

の
目
的
を
次
の
よ
う
に
述

べ
て
お
ら
れ
る
。
「
（本
教
育
学
科
の
目
的
は
）
本
学
の
研
究

・
教
育
の
目
的
に
そ
つ
て
、
教
育
の
諸
科
学
に
関

す
る
専
門
的
教
養
を
修
め
、
初
等
教
育
界

（小
学
校

・
幼
稚
園
）
の
優
秀
な
人
材
養
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と
す
る
。
さ
ら

に
、
学
校
教
員
以
外
の
進
路
を
と
る
卒
業
生
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
企
業
内
教
育
担
当
者
お
よ
び
教
育
関

係
諸
科
学
の
専
攻
者
の
養
成
に
寄
与
す
る
の
で
あ
る
」
（『
大
東
文
化
大
学
五
〇
年
史
』
九

一
八
頁
）
。

０
　
学
科
の
教
育
内
容
と
教
員
構
成

教
育
学
科

の
新
設
が
認
可
さ
れ
た

の
は
、
学
年
度
末
の
追

つ
た

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年

一
月
二
八
日
で
あ

つ
た
が
、
三
八
名

の
入

四

教
育
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四

学
生
を
迎
え
て
初
年
度
が
発
足
し
た
。

次
に
掲
げ
る
の
は
、
初
年
度
以
降
、
完
成
年
度
の

一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
ま
で
に
、
逐
次
開
講
さ
れ
、
充
当
さ
れ
た
カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
と
、
学
科
の
教
育
と
運
営
に
携
わ
つ
た
専
任
教
員
の

一
覧
で
あ
る
。

表
１
　
教
育
学
科
専
門
教
育
科
目

（
一
九
七
五

・
一
九
七
六
年
度
入
学
生
用
）

表
２
　
教
職
免
許
課
程

（小

一
・
幼

一
）

表
３
　
教
職
免
許
課
程

（中

一
・
高
二
、
国
語

・
書
道

・
英
語

・
中
国
語

・
社
会

・
商
業
）

専
任
教
員
名

（
一
九
七
五
年
度
在
籍
者
）

学
科
主
任
教
授
　
　
小
杉
　
巌

教
　
授

　

清
原
道
壽

・
山
根
清
道

・
河
内
二
郎

・
百
瀬
二
郎

・
西
尾
能
仁

・
渡
辺
正
亥

・
芳
賀
幸
四
郎

・
今
関
　
茂

・
青
山
文

雄

・
宇
野
武
雄

助
教
授
　
　
諏
訪
義
英

・
加
藤
礼
子

・
永
井
敏
男

・
阿
部
　
彰

・
鈴
木
順
子

講
　
師
　
　
谷
　
葉
子

・
浅
見
精

一
・
伏
見
沖
敬

・
宍
倉
　
洋

・
波
多
野
　
伸

・
須
藤
敏
昭

・
橘
　
与
志
美

（敬
称
略
）



（表
１
）

教
育
学
科
専
門
教
育
科
目

（
一
九
七
五

・
一
九
七
六
年
度
入
学
生
用
）

専「1教 育 科 目 (76単 位 ・ただ し第二外国語 6単位を合む ) 区

分選択必修科日(8単位) 修科目
生

活

指

導

教

育

課

程

論

教
育
心
理
学
特
殊
講
義
２

教
育
心
理
学
特
殊
講
義

１

教

育

学
特
殊

講

義

３

教

育

学
特
殊

講

義

２

教

育

学
特

殊

講

義

１

タ̈

習

２

演

習

１

講

読

２

講

妻一山
１

教

育

方

法

論

教

育

心

理

学

教

育

行

・
財

政

学

教

育

社

会

学

教

育

史

概

説

教

育

学

原

論

学
　
科
　
目

′４ ズ
４ И

４
′
４

ぇ
４

／
４

′
４

つ

Ｌ

つ

ι

つ

ん
つ
ん

′
４

′
４

′
４

．４ ′４ ′
４

単
位

８
単
位
以
上
を

選
択
必
修

備

　

考

○ 履

修

年

次

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

四

教
育

学
科

専門教育科目 {76単 位 ただし第二外国語6単位をイ)む )

選 択 科 目 (30単位 )

社

会

教

育

概

説

教

育

法

規

幼

児

教

育

原

理

臨

床

心

理

学

青

年

心

理

学

児

童

心

理

学

道

徳

教

育

の

研

究

初

等

教

育

原

理

学

校

経

営

論

教

育

工

学

′４ ヵ
４

′
４

つ

ん
′
４

ｎ
∠

И
，

○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

（注
）

選
択
必
修
科
日
を
所
定
の
科
目
数
以
上
履
修
し
た
場
合
、
そ
の
超
え
る
分

の
単
位
は
選
択
科
目
の
単
位
に
繰
り
入
れ
る
。

（表
２
）

教
職
免
許
課
程

（小

一
・
幼

一
）

小
学
校
教
諭

一
級
普
通
免
許
課
程

一
九
五

教職に関する専「lil目

{32単位)

区

　

分必修(16単 位)

教道児教初
術貯    ハ″

育教童育勇
育 心 心 喜

実 の   自
~́ri理

理 l百

"r    
′′

`ヽ

習究学学理

授

業

科

目

42244
単

位

43121
学

年

教

科



教科に関する専門科目 (16単位以上) 教職に関する専門科日(32単 位)

区

　

分
選択 (8教科のうち6教科以上にわたる。ただし音楽

図工・体育をそれぞれ4単位以上含む)16単位以上
必修 (16単位)

学 学 学 学 学
21321

声 声 器 器器 地 生化物

判1

学物学
電

学

概概概
概

論 論論 論

数

学

概

論

経政社地 日

治 理本

済学会学史

概 概概

学説学説説

書中日日国

国本本語

文番文:「
堂: ==

学 島学
‐

概概概概

道説説説説

家体 図音理算社国

庭育工楽科数会語

教教教教教教教教

材材材材材材材材

研研研研研研研研

究究究究究究究究

授

業

科

目

22222 2444 4 44444 24444 22222222 単

位

3
2 433
3

3223 33333 33333 33333333
学

年

楽

理

牟|

算

数
社 国

教

科

第
二
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教11に 関する専門11目

{16単位以上)

家

政

学

概

諭

学体体

校

保

.育 育
健 21

工 絵

芸 画

ヵ
４ 222 22

０
０ 332 33

家

庭

体
育

図

工

注

21

一
九
六

計
４８
単
位
以
上

幼
稚
園
教
諭

一
級
普
通
免
許
課
程

43

計
４４
単
位
以
上

音
楽
教
材
研
究
以
外
は
半
期
授
業
で
あ
る
。

保
育
内
容
の
研
究
１２
単
位
の
う
ち
６
単
位
は
教
材
研
究
の
単
位
を
流
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

器
学
３
は

一
九
七
四
年
度
入
学
生
よ
り
適
用
す
る
。

一
九
七
六
年
度
声
学
１
は
二
、
三
年
次
生
、
声
学
２
は
四
年
次
生
と
す
る
。

教職に関する専rl科目 (28単 位) 区

　

分

小
学
校
の
課
程
科
目
よ
り
選
択
。
た
だ

し
音
楽

・
図
工

・
体
育
を
そ
れ
ぞ
れ
４

単
位
以
上
含
む
も
の
と
す
る
。

保
育
内
容
の
研
究

保
育
内
容
の
研
究

保
育
内
容
の
研
究

保
育
内
容
の
研
究

保
育
内
容
の
研
究

保
育
内
容
の
研
究

（言
　
　
　
語
）

（社
　
　
　
会
）

（自
　
　
　
然
）

（音
楽
リ
ズ
ム
）

（絵

画

製

作
）

（健
　
　
　
康
）

幼

児

教

育

原

理

教

育

心

理

学

児

童

心

理

学

教
育
学
科
専
門
選
択
科
目
よ
り

教

　

　

育

　

　

実
　
　
　
習

授

業

科

目

，
“

，
“

，
″

（∠，
“

ｎ
Ｚ

′４′４つ
″

，
“

４

単

位

う
０

（０（５へ０う
０

う
０ 4 122

学

年

必 修

(12単位 )

必 修

(16単位 )



教 職 に 区

分
選 択 科 日 必 修 科 日

教
育
心
理
学
特
殊
講
義

学
羽
心
理
学
特
殊
講
義

教

育

課

程

論

教

育

社

会

学

教

育

方

法

論

視

聴

覚

教

育

教

育

行

政

教
　
　
育
　
　
史

教
科
教
育
法

（商
　
業
）

教
科
教
育
法

（社
　
会
）

教
科
教
育
法

（中
国
語
）

教
科
教
育
法

（書
　
道
）

教
科
教
育
法

（英
　
語
）

教
科
教
育
法

（国
　
語
）

教
育
実
習
２

（学
　
外
）

教
育
実
習
１

（学
　
内
）

道
徳
教
育

の
研
究

青

年

心

理

学

教

育

心

理

学

教

育

原

理

学
　
科
　
日

Ｚ

．
4′

４
′
４

１
科
目
選
択
必
修

′
４

′
４‘４４

＾

′
４

′４ ′４
′
４

′
４

′４
つ

一
′４

単
位

各
自

の
取
得
希
望
免

許

に
関
す

る
教
科
を

修
得
す

る
。
国
語
科

教
育
法

に
は
漢
文
科

教
育
法
２
単
位
を
含

む
。

ン
３
年
次

に
教
育
実
習
１
を

¨
収
得

で
き
な

い
者
は
、
教

一
育
実

習
２

（
学
外
実

習

）

、
を
腱
修
で
き
な

い
。

中
学
校
免
許
を
希
望
し
な
い
場
合
は
不
要

備

　

　

考

履

修

年

次

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

○

（表
３
）

教
職
免
許
課
程

（中

一
二
局
二
、
国
語

・
書
道

・
英
語

・
中
国
語

・
社
会

・
商
業
）

四

教
育
学
科

教 科 に 関 す る 専 門 科 日

選 尺 科 目 必 修 科 目

東

洋

書

画

論

漢

字

教

育

法

金
　
　
石
　
　
学

文

字

学

概

論

法

帖

題

践

美

術

概

論

書

道

概

論

書

道

史

演

習

職

業

指

導

地

誌

地
　
　
理
　
　
学

外

　

　

国

　

　

史

日

　

　

本

　

　

史

倫
　
　
理
　
　
学

哲

学

美
　
　
術
　
　
史

書
　
　
道
　
　
史

書

道

4 4 4 4 4 ′４
∠

‘

，４
ｎ
∠

・
４

И
４

′４ ′４ 4 ′
４

ヵ
４

商
業
科
免
許
希
毀
者
の
み
必
修

社
会
科
免
許
希
望

者

の

み

必

修

。

た
だ
し
、
哲
学

・

倫
理
学
は
１
科
目

選
択
必
修
。

ノ
　
書
追
科
免
許
希
望
ィ

の
み

一　
必
修
。
た
だ
し
中
学
校
国

〉
語
科
免
許
を
希
望
す
る
者

）

雄
鷹
鋪
朝
一鐙
。単

位
以
上
を

○ ○

○

○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○

○

（注
）
教
科
に
関
す
る
専
門
科
目
は
、
本
表
の
単
位
の
他
に
履
修
要
項
第
３
表
～

第
８
表
に
定
め
る
単
位
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（第
３
表
～
第
８
表

は
他
学
科
関
係
科
目
の
た
め
割
愛
す
る
）。

一
九
七

|

日
本
文
学
科

・
中

国
文
学
科
の
み
履

修
可
。
た
だ

し
、

漢
字
教
育
法

は
、

教
育
学
科
学
生
も

履
修
可
。
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教
養
課
程
の
経
緯

一
九
八

①
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色

一
九
六
〇

（昭
和
三
五
）
年
代
に
、
日
本
全
土
に
吹
き
荒
れ
た
学
園
紛
争
の
嵐
は
、
大
学
に
お
け
る
教
育
内
容
、
と
り
わ
け

一
般
教
育

の
あ
り
方

へ
の
厳
し
い
反
省
を
迫
る
も
の
で
あ
つ
た
。
本
教
育
学
科
で
は
、
学
科
創
設
の
理
念
を
貫
き
つ
つ
も
、
こ
う
し
た
時
代
の
要
請

を
い
ち
早
く
察
知
し
て
、
教
養
課
程
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
教
育
学
の
基
礎
的
、
入
門
的
科
日
を
配
す
る
な
ど
の
工
夫
を
こ
ら
し
、
特
色
あ

る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
編
成
を
行

つ
た
。
そ
の

一
つ
が

一
、
二
年
次
用
に
開
講
さ
れ
た

「
講
読
Ｉ
」
「
講
読
Ⅱ
」
で
あ
る
。
教
育
学
の
専
門
諸

分
野
へ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
を
兼
ね
た
こ
の
授
業
で
は
、
高
等
学
校
ま
で
の
長
年
に
わ
た
る
受
験
中
心
、
知
育
偏
重
の
教
育
が
作
り

出
し
た
、
記
憶
依
存
の
受
動
的
思
考
体
制
を
崩
し
、
″
学
ぶ
こ
と

″
へ
の
鋭
い
感
受
力
と
、
大
学
に
お
け
る
主
体
的
な
学
問
探
究
の
た
め
の

し
な
や
か
な
思
考
体
制
を
、
各
自
が
個
性
的
な
仕
方
で
築
い
て
行
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力

・
工
夫
が
行
わ
れ
た
。

東
松
山
校
舎
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
、
少
人
数
の
学
習
条
件
を
十
分
に
利
用
し
て
、
時
と
し
て
は
、
昼
食
持
参
で
物
見
山

へ

「教
室
」

を
移
し
、
新
緑
の
若
葉
の
下
で

「
エ
ミ
ー
ル
』
の
自
然
の
教
育
に
つ
い
て
論
じ
合

つ
た
り
、
紅
葉
し
た
比
企
丘
陵
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
、

弁
当
を
広
げ
て
い
る
遠
足
の
小
学
生
た
ち
を

「
観
察
対
象
」
と
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
行
動
や
心
理
に
つ
い
て
、
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
を

し
た
り
、
学
問
的
な
事
柄
に
つ
い
て
論
じ
合
い
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
成
立
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
も
大
い
に
享
受

し
た
も
の
で
あ
つ
た
。

板
橋
校
舎
に
お
い
て
も
、
演
習

・
特
殊
講
義
な
ど
を
、
多
彩
な
テ
ー
マ
で
数
多
く
開
講
し
、
ビ
ア
ノ

・
水
泳
な
ど
の
実
技
科
日
で
も
、

個
別
指
導
を
重
視
し
た
き
め
細
か
な
指
導
を
心
が
け
た
の
で
あ
る
。



０
一　
学
生
の
気
風

・
学
習
研
究
活
動

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
創
設
時
代
は
学
生
数
も
少
な
く
、
教
授
た
ち
と
の
接
触
も
密
で
、
ア
ツ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中

で
、
よ
い
こ
と
ず
く
め
の
学
科
の
状
態
で
あ

つ
た
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
、
第

一
回
生
の
学
生
た
ち
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
新
雪
を
踏
み
し

め
る
よ
う
な
、
確
か
な
感
触
は
あ

つ
た
に
せ
よ
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
道
な
き
道
を
歩
ん
で
い
た
わ
け
で
、
伝
統
に
縛
ら
れ
な
い
自
由
さ

は

一
か
ら
築
き
上
げ
る
戸
惑
い
や
労
苦
と
背
中
合
わ
せ
で
あ
つ
た
。

初
年
度
、
学
科
の
歴
史
創
造
に
先
鞭
を
つ
け
る
べ
く
参
集
し
た
第

一
回
生
は
、
南
は
遠
く
沖
縄
や
九
州
の
離
島
か
ら
、
北
は
北
海
道
旭

川
ま
で
の
日
本
全
土
の
出
身
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
当
時
は
、
ま
だ
多
く
の
大
学
に
学
園
紛
争
の
余
帰
が
燻
り
続
け
て
お
り
、
そ
う
し
た
既

存
の
″
伝
統
あ
る
″
学
園
の
状
況
に
失
望
し
て
、
退
学
ま
で
し
て
本
学
の

″
新
鮮
さ

″
を
選
ん
だ
学
生
た
ち
も
少
な
か
ら
ず
で
あ

つ
た
。

落
語
界
入
り
を
志
し
て

一
月
ば
か
り
修
業
を
積
ん
だ
と
い
う
学
生
も
い
て
、
事
あ
る
ご
と
に

「
え
え
…
お
笑
い
を

一
席
…
」
と
、
良
質
の

笑
い
を
誘
つ
て
く
れ
た
り
も
し
た
。
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
ユ
ニ
ー
ク
な
経
歴
の
持
ち
主
た
ち
ば
か
り
で
、
三
八
名
と
い
う
小
集
団
な
が
ら
、
そ

の
個
性
的
な
活
力
は
、
創
立
以
来
の
建
学
の
精
神
に
な
じ
み
つ
つ
築
か
れ
て
き
た
校
風
と
必
ず
し
も
調
和
す
る
も
の
で
は
な
く
、
彼
ら
の

青
年
ら
し
い
自
己
主
張
は
、
行
く
と
こ
ろ
小
さ
な
波
紋
を
投
げ
か
け
る
こ
と
が
多
か
つ
た
。

そ
の

一
つ
に
、　
一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
七
月
、
二
年
次
に
な

つ
た

一
期
生
が
、
す
べ
て
自
主
的
に
計
画
し
、
何
度
も
壁
に
ぶ
つ
か

り
な
が
ら
も
、
つ
い
に
実
現
さ
せ
た
長
野
県
戸
隠
村
で
の
二
泊
三
日
の
学
科
全
員
参
加

「自
主
ゼ
ミ
合
宿
」
が
あ
る
。
和
田
優
教
授
担
当

の
生
物
学
習
と
の
セ
ツ
ト
で
、
昼
間
は
戸
隠
高
原
の
懐
深
く
に
分
け
入
り
、
自
然
の
植
物
を
相
手
に
生
き
た
研
究
に
励
み
、
宿
舎
に
も
ど

つ
て
か
ら
は
、
教
育
に
関
す
る
研
究

・
討
議
と
懇
親
の
会
、
そ
の
上
夜
を
徹
し
て
の
フ
リ
ー
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
西
瓜
割
り
や
、
の
ど

四

教
育
学
科

一
九
九
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二
〇
〇

自
慢
大
会
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め
て
、
教
員
も
学
生
も

一
体
と
な
つ
て
、
寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
、
新
し
い
研
究

・
学
習
の

方
法
と
、
大
学
に
お
け
る
価
値
創
造
の
あ
り
方
と
を
、
真
摯
に
模
索

・
追
究
し
た
の
で
あ
つ
た
。

ち
な
み
に
、
こ
の
若
い
熱
気
に
拮
抗
し
う
る
だ
け
の
パ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
備
え
た
教
育
学
科
の
教
員
側
参
加
者
は
、
当
時
三
〇
歳
代
か

ら
四
〇
歳
代
初
め
の
若
手
、
板
垣

・
諏
訪

・
橘

・
鈴
木
ら
の
四
名
の
教
員
で
あ

っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
学
科
主
任
を
は
じ
め
、
中
堅

あ
る
い
は
老
教
授
も
含
め
た
学
科
全
体
に
、
学
生
た
ち
の
自
由
闊
達

・
進
取
の
精
神
を
尊
重
し
、
醸
成
し
よ
う
と
す
る
雰
囲
気
が
あ
つ
た

こ
と
の
賜
で
あ
る
。

０
　
完
成
年
度
か
ら

一
九
八
〇
年
ご
ろ
ま
で
の
確
立
期

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
に
発
足
し
て
以
降
、
翌

一
九
七
三
年
度
に
は

一
〇
二
名
、　
一
九
七
四
年
度
に
は

一
〇
九
名
、
完
成
年
度
の

一
九
七
五
年
度
に
は

一
〇
六
名
の
入
学
者
を
迎
え
て

（実
質
在
籍
者
数
）
、
学
生
総
数
約
三
六
〇
名
、
専
任
教
員
数
三
三
名
と
、
順
調
に

発
展
し
、
新
設
学
科
の
基
礎
を
固
め
て
、　
一
九
七
六
年
三
月
に
は
、
無
事
第

一
期
生
三
四
名
を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
免
許
状
取
得

者
中
三
三
名
が
、
公
立
小
学
校
教
員
と
し
て
、
新
設
学
科
の
存
在
を
世
に
問
う
こ
と
に
な

つ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
既
に
こ
の
間
、
完
成
年
度
を
経
過
し
て
以
降
の
学
科
の
発
展
方
向
に
つ
い
て
、
学
科
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
論
議
が
始
ま
つ
て
い

た
。

①
　
定
員
増
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実

一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
度
の
教
育
学
科
志
願
者
数
は
、
定
員
四
〇
名
に
対
し
て
、
六
四
〇
名
に
も
達
し
て
お
り
、
初
年
度
以
降
の

在
籍
学
生
の
大
部
分
が
教
職
課
程
を
選
択
し
、
卒
業
後
の
進
路
も
教
職
を
第

一
志
望
と
し
て
い
た

（本
学
入
試
部
が
ま
と
め
た
入
試
デ
ー



タ
ー
に
よ
る
）。

こ
う
し
た
状
況
は
、　
一
九
七

一

（昭
和
四
六
）
年
に
、
公
立
小

・
中
学
校
の
給
与
改
善
の
措
置

（「
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
）
が
な
さ
れ
た
の
に
続
い
て
、　
一
九
七
四

（昭
和
四
九
）
年
に
は
、
教
員
に
優
秀
な
人
材
を
確
保
す

る
た
め
の
待
遇
改
善
の
措
置

（「
学
校
教
育
の
水
準
の
維
持
向
上
の
た
め
の
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
育
職
員
の
人
材
確
保
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
）
が
な
さ
れ
た
こ
と
と
も
関
連
し
て
お
り
、
教
員
志
望
者
の
増
加
は
数
年
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
完
成
年
度

あ
け
に
は
、
た
だ
ち
に
、　
一
〇
〇
名

へ
の
定
員
増
に
踏
み
切

つ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
大
幅
に
改
善
し
、
学
科
の
発
展

の
た
め
の
諸
施
策
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
つ
た

（詳
細
は
後
章
で
触
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
）
。

②
　
長
期
視
点
に
立
つ
て
の
学
科
の
将
来
像
の
検
討

し
か
し
、
他
方
で
、　
一
九
七
六

（昭
和
五

一
）
年
三
月
に
、
高
等
教
育
懇
談
会
か
ら
、
「
高
等
教
育
の
計
画
的
整
備
に
つ
い
て
」
が
報

告
さ
れ
た
が
、
既
に
こ
の
前
後
の
時
期
か
ら
、
学
科
内
で
は
、
中
学
校
の
二
級
普
通
免
許
状
を

「
副
免
」
と
し
て
取
得
す
る
方
法
や
、
社

会
教
育
主
事
資
格
の
取
得
コ
ー
ス
の
検
討
な
ど
、
創
設
目
的
の

一
つ
で
あ
る
学
部
構
想
も
含
め
て
、
学
科
の
将
来
像
の
検
討
に
逸
速
く
取

り
組
ん
で
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
に
関
す
る
本
格
的
な
検
討
が
、　
一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
代
初
め
か
ら
始
ま
る

「教
育
学
科
長
期
構

想
委
員
会
」
に
引
き
継
が
れ
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。

③
　
「開
か
れ
た
大
学
」
へ
の
取
り
組
み
―

東
松
山
校
舎
に
お
け
る
公
開
講
座

「高
等
教
育
の
計
画
的
整
備
」
に
示
さ
れ
た

「
開
か
れ
た
高
等
教
育
機
関
」
と
い
う
方
針
を
受
け
て
、　
一
九
七
八

（昭
和
五
三
）
年

一

〇
月
か
ら

一
一
月
に
か
け
て
、
東
松
山
校
舎
で
開
催
さ
れ
た
埼
玉
県
教
育
委
員
会

・
東
松
山
市
教
育
委
員
会

。
大
東
文
化
大
学
主
催
の
公

開
講
座
を
、
テ
ー
マ

「
家
庭
教
育
の
あ
り
方
」
と
題
し
て
教
育
学
科
が
担
当
し
、
学
科
を
あ
げ
て
地
域
社
会
に
密
着
し
た

「
開
か
れ
た
教

育
学
科
」
像
を
実
践
的
に
探
求
し
た
。
参
加
講
師
は
、
小
笠
原
英
二
郎

・
山
根
清
道

・
諏
訪
義
英

・
岡
林
桂
生

・
鈴
木
順
子

・
太
田
政

四
　
教
育
学
科

二
〇

一
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二

男

・
清
水
正
三
郎

・
板
垣
葉
子

・
加
藤
礼
子

・
須
藤
敏
昭

・
間
瀬
正
次

（敬
称
略
、
開
講
日
順
）
の
各
教
員
で
あ
つ
た
。

④
　
学
生
の
学
会
そ
の
他
の
諸
活
動

学
生
総
数
も
増
え
、
教
職

へ
の
高
就
職
率
に
よ
つ
て
、
本
学
教
育
学
科
の
社
会
的
評
価
も
次
第
に
高
ま
つ
て
い
く
こ
の
時
期
は
、
第

一

期
生
、
第
二
期
生
に
よ
つ
て
蒔
か
れ
た
種
が
発
芽
し
、
開
花
す
る
時
期
で
も
あ
つ
た
。

一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
に
、
第

一
回
の
大
会
を
東
松
山
校
舎
で
開
催
し
て
以
降
、
「
映
画
会
」
や
講
師
に
国
分

一
太
郎
氏
を
迎
え

て
の

「
教
師
の
仕
事
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
な
ど
、
地
道
な
活
動
を
積
み
上
げ
て
き
た

「
大
東
文
化
大
学
教
育
学
会
」
が
、
タ
プ

ロ
イ
ド

判
の
広
報
紙

「
教
育
学
会
き
か
ん
じ
」
（
の
ち
の

「
緑
育
」
）
の
創
刊
号
を
発
行
し
た
の
が
、　
一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年
五
月
、
定
期
的

に
役
員
活
動
を
行
う
体
制
を
整
え
、
翌

一
九
七
八
年
二
月
に
は
、
「
教
育
学
会
誌
』
創
刊
号

（
Ｂ
５
判

・
九
〇
頁
）
が
、
す
べ
て
学
生
の

手
に
よ
つ
て
編
集
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
創
刊
号
は
、
定
例
総
会
に
お
け
る
本
学
庄
司
和
晃
助
教
授

（当
時
）
の

「
授
業
の
論
理
」
と
題
す

る
記
念
講
演
録
を
は
じ
め
、
教
員
と
学
生
の
研
究
論
文
合
わ
せ
て
五
点
、
本
学
卒
業
生
の

「
学
校
現
場
か
ら
の
報
告
」
在
籍
学
生
の

「
体

験
記
」
「
演
習
探
訪
」
な
ど
、
理
論
と
実
践
の
統

一
の
学
と
し
て
の
教
育
学
に
お
け
る
特
色
を
十
分
に
生
か
し
た
構
成
と
な

つ
て
お
り
、

学
生
の
教
育
学
研
究
活
動
の
確
固
と
し
た
第

一
歩
と
な
る
べ
く
記
念
す
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
「
教
育
学
科
音
楽
科
主
催

・
教
育
学
会
後
援
」
で
、
第

一
回
の

「
教
育
学
科
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
豊
島
区
南
大
塚
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
た
の
も
、　
一
九
七
七
年

一
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。

以
上
、
完
成
年
度
以
降
の
こ
の
時
期
は
、
新
設
学
科
の
土
台
の
確
立
期
で
あ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
発
展
に
向
け
て
の

「模
索
」
の
胎

動
期
で
も
あ
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
鈴
木
順
子
］



一
一
　

一
九
八
〇
年
か
ら
現
在
ま
で

０
一　
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
教
育
学
科
改
革
の
動
き

①
　
背

　

景

教
育
学
科
は

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
に
創
設
さ
れ
て
以
来
順
調
に
発
展
し
て
き
た
が
、　
一
応
の
完
成
年
度
を

一
九
七
五

（昭
和
五

〇
）
年
に
迎
え
た
後
の

一
九
七
六
年
に
、
定
員
は
そ
れ
ま
で
の
四
〇
名
か
ら

一
〇
〇
名

へ
と
大
幅
に
増
え
た
し
、　
一
九
七
〇
年
代
を
全
般

的
に
特
徴
づ
け
れ
ば
、
量
的
な
進
展
が
順
調
に
進
ん
だ
時
期
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
定
員
数
が
増
え
る
に
伴

つ
て
教
員
も
充
足
さ
れ
、

そ
れ
に
応
じ
て
、
専
門
教
育
科
日
の
中
の
選
択
科
目
と
し
て

「
保
育
内
容
諭
」
「
教
育
制
度
」
「
西
洋
教
育
史
」
「
教
育
統
計
調
査
」
が
、

必
修
選
択
科
日
と
し
て

「
教
育
学
特
殊
講
義
」

一
科
日
、
「
教
育
心
理
学
特
殊
講
義
」
二
科
目
が

一
九
七
八

（昭
和
五
三
）
年
度
か
ら
新

た
に
開
講
さ
れ
た
。　
一
九
七
六

（昭
和
五

一
）
年
二
月
に
最
初
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
当
時
か
ら
教
職
就
職
者
は
順
調
に
伸
び
、
希
望

者
の
九
割
五
分
程
度
が
就
職
す
る
に
至
つ
た
。　
一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
度
か
ら
は
社
会
教
育
主
事
に
関
す
る
講
座
も
開
講
さ
れ
る
よ

う
に
な
つ
た
し
、
そ
の
よ
う
な
全
般
的
進
展
を
反
映
し
て
、
教
育
学
科
受
験
者
の
倍
率
も
次
第
に
増
え
る
に
至
つ
た
。

し
か
し
、　
一
九
七
〇
年
代
の
量
的
発
展
の
上
に
、　
一
九
八
〇
年
代
に
は
教
育
学
科
の
将
来
に
わ
た
る
長
い
展
望
に
立

つ
た
改
革
が
迫
ら

れ
る
こ
と
に
な

つ
た
。
そ
の
直
接
的
な
契
機
は
、　
一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年

一
二
月
に
学
園
側
か
ら
示
さ
れ
た

「
長
期
事
業
計
画
の
概

要

（案
）
（
一
九
八

一
～

一
九
九
〇
年
度
）
」
で
あ
る
。
こ
の
長
期
事
業
計
画
概
要
案
は
、
国
の
高
等
教
育
政
策
、
特
に

一
九
七
九

（昭
和

五
四
）
年

一
二
月
に
大
学
設
置
審
議
会
が
示
し
た

一
九
八

一
～

一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
度
の
後
期
高
等
教
育
計
画
の
方
向
に
そ
つ
て
、

私
立
大
学
が
量
的
拡
充
よ
り
は
質
的
な
水
準
向
上
に
施
策
の
重
点
を
置
く
べ
き
だ
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、　
一
九
八
六
年
ま

四
　
教
育
学
科

二
〇
三
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二
〇
四

で
に
学
生
の
定
員
超
過
度
を

一
・
三
倍
程
度
に
抑
え
た
い
と
す
る
国
の
施
策
に
そ
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
経
営
的
視
点
か
ら

学
生
数
を

一
万
名
に
安
定
さ
せ
る
た
め
に
全
学
的
に
入
学
定
員
を

一
、
四
五
〇
名
か
ら

一
、
九
五
〇
名
に
増
加
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

た
め
教
育
学
科
入
学
定
員
を

一
〇
〇
名
か
ら

一
五
〇
名
に
増
加
さ
せ
る
案
を
提
示
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、
本
学
を
文
科
系
総
合
大
学
と
し

て
完
成
さ
せ
る
た
め
に
二
学
部
程
度
の
増
設
を
構
想
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
教
育
学
科
に
も
独
自
な
課
題
が
あ
る
。
卒
業
生
が
教
職
に
就
職
す
る
に
つ
れ
て
副
免
制
度

へ
の
要
求
が
散
見
さ
れ
る
に
至

つ
た
こ
と
、
国
大
協
の
報
告

（
一
九
七
七

〈
昭
和
五
二
〉
年
）
、
中
教
審
の
答
申

（
一
九
七
八
年
）
、
文
部
省
の
教
育
職
員
養
成
審
議
会
の

報
告

（
一
九
七
九
年
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
教
員
養
成
の
質
向
上

へ
の
要
求
が
社
会
的
に
高
ま

つ
て
き
た
こ
と
、
現
在
教
職

へ
の
就
職
は

順
調
で
あ

つ
て
も
、　
一
九
九
二

（平
成
五
）
年
度
か
ら
の

一
八
歳
人
口
減
少
の
傾
向
は
、
や
が
て
児
童
数
減
少
０
小
学
校
教
員
需
要
減
と

な
つ
て
現
れ
、
教
員
養
成
学
科
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
学
園
の
要
請
、
社
会
の
趨
勢
と
要
請
な
ど

の
中
で
、
教
育
学
科
と
し
て
も
、
学
園
の
長
期
事
業
計
画
の
動
き
を
も
視
野
に
入
れ
て
長
期
的
展
望
に
立
つ
た
改
革
を
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
つ
て
き
た
。

②
　
教
育
学
科
長
期
構
想
委
員
会

一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
四
月
二
〇
日
の
教
育
学
科
協
議
会
に
お
い
て
委
員
が
選
出
さ
れ
、
教
育
学
科
内
に
長
期
構
想
委
員
会
が
発

足
し
た
。
そ
の
趣
旨
は
学
園
の
提
案
し
た
長
期
事
業
計
画
、
教
員
に
対
す
る
社
会
的
要
請
、
教
員
需
要
に
対
す
る
社
会
的
変
動
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
教
育
学
科
の
将
来
像
を
構
想
す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
後
、　
一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
学
則
改
正

案
と
し
て
提
示
し
、　
一
九
八
七
年
度
入
学
学
生
か
ら
施
行
さ
れ
る
ま
で
、
多
数
の
委
員
会
活
動
、
学
科
内
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
委
員
会
、
入

試
制
度
検
討
委
員
会
と
の
連
携
、
そ
し
て
、　
一
七
回
に
わ
た
る
学
科
協
議
会
に
お
け
る
報
告
と
審
議
と
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
。
そ
の
主
な

課
題
と
経
過
は
次
の
通
り
で
あ
る
。



④
　
学
部
化
構
想
　
こ
れ
は

一
九
八

一
年
か
ら

一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年
に
か
け
て
学
園
が
提
示
し
た
二
学
部
増
設
構
想
を
も
考
慮

し
つ
つ
、
副
免
取
得
の
可
能
性
を
も
探
り
な
が
ら
検
討
さ
れ
た
。

０
　
教
員
免
許
資
格
の
副
免
取
得
　
小
学
校
教
員
で
あ

っ
て
も
中
学
校
教
員
の
免
許
を
副
と
し
て
取
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
師
と
し

て
の
専
門
的
力
量
を
高
め
よ
う
と
い
う
視
点
で
、
主
と
し
て
、　
一
九
八

一
年
か
ら

一
九
八
二
年
に
か
け
て
検
討
さ
れ
た
。

④

・
０
の
問
題
は
、
副
免
の
授
与
は
学
部
で
な
く
て
も
よ
い
が
教
員
養
成
目
的
の
学
科
な
い
し
学
部
で
な
い
と
難
し
い
こ
と

（
一
九

七
八

〈
昭
和
五
三
〉

年
二
月
二
〇
日
付
教
育
職
員
養
成
審
議
会

「
大
学
に
お
い
て
教
員
養
成
の
課
程
を
お
く
場
合
の
審
査
基
準
」
）
、
学

園
の
学
部
化
構
想
に
安
易
に
同
調
し
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
学
園
自
身
が
国
際
関
係
学
部
設
立
の
方
向
を
打
ち
出
し
て
き
た
こ
と
な
ど
に

よ
っ
て
、
教
員
養
成
を
目
的
と
せ
ず
、
教
育
学
を
学
ぶ
学
科
と
い
う
創
設
以
来
の
考
え
を
受
け
継
ぐ
方
向
に
動
き
始
め
た
。

の
　
推
薦
入
学
制
度
　
一
九
八
三
年
ご
ろ
か
ら
問
題
と
な
り
、　
一
九
八
四
年
に
学
科
内
の
入
試
制
度
検
討
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、　
一
九
八

七

（昭
和
六
二
）
年
度
か
ら
の
実
施
を
め
ど
に
検
討
さ
れ
た
。

０
　
学
科
の
基
本
性
格
　
教
育
学
を
基
礎
に
し
た
コ
ー
ス
の
多
様
性
と
専
門
性
を
求
め
、
そ
れ
を
学
生
自
身
の
主
体
的
選
択
の
中
で
実
現

で
き
る
よ
う
に
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
精
選
し
、
統
合
す
る
方
向
で
論
議
が
進
ん
だ
。

③
　
幼
稚
園
附
属
化
の
努
力

理
事
会
は

一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年
末
に
長
期
教
育

・
研
究
計
画
策
定
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、　
一
九
八
三
年

一
〇
月
に
は
そ
の
第
八

小
委
員
会
に
青
桐
幼
稚
園
問
題
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
教
育
学
科
教
員
が
委
員
と
な
っ
て
青
桐
幼
稚
園
附
属
化
の
報
告
書
を
提
出
し
た

の
は

（
一
九
八
四
年

一
月
）
、
学
生
の
実
習
機
関
並
び
に
幼
児
教
育
研
究
の
協
力
機
関
と
し
て
の
附
属
幼
稚
園
の
存
在
を
重
視
し
た
か
ら

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
諏
訪
義
英
］

四

教
育
学
科

二
〇
五
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教
育
学
科
へ
の
社
会
的
要
請
の
変
化
と
学
生
の
生
活
と
意
識

①
　
教
育
学
科
に
対
す
る
社
会
的
要
請

戦
後
の
教
員
養
成
制
度
は
、
大
量
の
ペ
ー
パ
ー
教
員
の
輩
出
と
そ
の
質
の
低
下
、
特
に
専
門
的
知
識
の
み
な
ら
ず
教
育
現
場
に
お
け
る

実
践
力
の
不
足
等
が
指
摘
さ
れ
、
社
会
的
に
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
従
来
の

「
開
放
制
」
か
ら

「
目
的
専
修
型
」
へ
と
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
職
教
員
に
対
す
る
研
修
や
教
育
実
習
の
整
備

・
充
実
、
教
育

課
程
の

一
層
の
整
備
な
ど
教
員
養
成
を
め
ぐ
る
環
境
は
厳
し
い
状
況
の
下
に
置
か
れ
て
き
た
。

ま
た

一
九
七
〇

（昭
和
四
五
）
年
代
半
ば
か
ら
始
ま
つ
た
出
生
率
の
低
下
は
、
行
政
改
革
の
下
で
教
員
採
用
の
抑
制
と
相
侯

つ
て
教
員

需
要
の
低
下
を
招
い
た
が
、
そ
の
後
の
急
速
な
改
善
に
よ
り
四
〇
人
学
級
の
実
現
や
専
科
教
員
の
配
置
等
、
「
学
級
編
成
の
標
準
」
お
よ

び

「教
職
員
定
数
の
標
準
」
が

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
に
は
達
成
さ
れ
た
と
文
部
省
は
し
て
い
る
。

本
学
科
で
は
も
ち
ろ
ん
設
立
当
初
よ
り
、
こ
う
し
た
社
会
的
な
動
向
を
逸
速
く
見
通
し
、
質
の
高
い
教
員
を
養
成
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
採
用
し
て
き
た
こ
と
は
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
近
年
の
教
育
に
対
す
る
高
い
要
求
に
対
応
す
べ
く
、
現
在
、
教
育
科

学
お
よ
び
初
等
教
育
教
科
の
専
門
科
目
の
履
修
を
中
心
と
し
た
教
育
課
程
を
さ
ら
に
拡
充

・
整
備
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
続
け
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
の
０
で
詳
し
く
述

べ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

②
　
学
生
の
生
活
と
意
識

教
育
学
科
の
受
験
者
数
お
よ
び
合
格
者
数
に
つ
い
て
は
表
１

・
図
１
に
掲
げ
た
が
、　
一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
度
の
学
科
設
立
当
初

か
ら
、
他
学
科
に
比
較
し
て
高
い
人
気
を
得
て
き
た
。
し
か
し
、　
一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
ご
ろ
を
境
に
こ
う
し
た
状
況
に
も
多
少
の

二
〇
六



（表
―
）
教
育
学
科
受
験
者
数
お
よ
び
合
格
者
数

（人
）

一
九
八
二
年
度

一
九
八

一
年
度

一
九
八
〇
年
度

一
九
七
九
年
度

一
九
七
八
年
度

一
九
七
七
年
度

一
九
七
六
年
度

一
九
七
五
年
度

一
九
七
四
年
度

一
九
七
二
年
度

一
九
七
二
年
度

二
、
八
八
一

三
、
四
〇
四

三
、
〇
〓
六

二
、

五
九
二

一、
六
二
八

一、
二
四
四

八
三
七

五
八
〇

六
五
三

四
八
九

六
〇

受

験
者
数

二
七
二

二
一
九

四
〇
六

二
四
二

二
七

一

一
九
二

一
六
九

一二
四

一四
七

〓
二八

三
八

合

格

者

数

※
学
園
の
概
況
お
よ
び

「
大
東
文
化
」
新
聞
よ
り

変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
き
た
。
こ
の
背
景
に
は
当
然
、
先
に
見
た
よ
う
な
初
等
教
員
需
要
の
低
迷
や
経
済
成
長
に
伴
う
民
間
企

業
か
ら
の
人
材
需
要
の
急
激
な
増
加
、
外
国
企
業
の
進
出
と
日
本
企
業
の
海
外
進
出
等
に
伴
う
人
材
不
足
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
に
あ

つ
て
も
教
育
学
科
に
対
す
る
人
気
は
比
較
的
に
高
い
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
き
た
と
言
え
よ
う
（表
２

・
図

四
　
教
育
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七

一
九
九
二
年
度

一
九
九

一
年
度

一
九
九
〇
年
度

一
九
八
九
年
度

一
九
八
八
年
度

一
九
八
七
年
度

一
九
八
六
年
度

一
九
八
五
年
度

一
九
八
四
年
度

一
九
八
二
年
度

二
、
二
五
七

二
、
四
三
九

二
、
三
二
八

二
、
四
六
三

八
六
九

四
九
八

一
、
〓
〓
六

四
七
九

一、
七
六
一

二
三

二

受

験
者

数

〓
四
八

三
二

二
九
六

二
九
二

四
三
〇

三
四
五

二
八
五

二
五
五

二
五
一

二
五
一

合
格

者

数

(人 )

3,500

3,000

2,500

2,∞0

1,500

1,CЮ 0

(図 1)教育学科受験者数および合格者数

―
受験者

‐‐‐‐‐ 合格者

5(X])

0
陵 廓 鼎 防 眺 助 眺 9明卿 跳1崚園 圏 嶋 随 囲 1蟷 的 明 91螺 年
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／

／
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一
一〇
八

２
）
。
受
験
者
の
特
徴
に
つ
い
て
ま
と
め
れ
ば
、　
一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年
ま
で
女
子
受
験
者
が
半
数
を
占
め
て
い
た
の
が
、
翌
年
か

ら
半
数
を
割
り

一
九
七
九

（昭
和
五
四
）
年
か
ら
は
三
割
台
に
落
ち
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
合
格
者
の
割
合
は
女
子
が
若
千
優
位
に

（表
２
）
教
育
学
科
お
よ
び
全
学
平
均
入
試
競
争
率

（倍
）

一
九
八
二
年
度

一
九
八

一
年
度

一
九
八
〇
年
度

一
九
七
九
年
度

一
九
七
八
年
度

一
九
七
七
年
度

一
九
七
六
年
度

一
九
七
五
年
度

一
九
七
四
年
度

一
九
七
三
年
度

一〇
上
ハ

一五
・五

七
・五

一
〇

・
八

六
・〇

六
・四

五
・〇

四
・七

四

・
四

三
共

教
育
学
科

競
争
率

〓〓
四

五
・〇

四
・〇

五
二
二

五
・五

千

六

三
二

一
下

九

一
〓

九

三
三

全
学
平
均

競
争
率

一
九
九
二
年
度

一
九
九
一
年
度

一
九
八
九
年
度

一
九
八
八
年
度

一
九
八
七
年
度

一
九
八
六
年
度

一
九
八
五
年
度

一
九
八
四
年
度

一
九
八
三
年
度

六
・五

七
・四

七
・九

八

・
四

四
二
二

四
二
二

四

二
ハ

五

・
八

七

・
〇

八

・
五

教
育
学
科

競
争
率

四

・
九

五

・
九

七
・
一

六
・七

四
■
ハ

〓〓
五

〓〓
〇

〓
∵
五

四

・
一

三
共

全
学
平
均

競
争
率

※
入
試
課
の
入
試
デ
ー
タ
よ
り

(図 2)教育学科および全学平均入試競争率
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あ
る
こ
と
。
ま
た
合
格
者
中
現
役
と
浪
人
と
の
割
合
は

一
九
七
九
年
以
降
、
浪
人
の
割
合
が
現
役
を
し
の
ぎ
、　
一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）

年
以
降
は
三
倍
か
ら
二
倍
以
上
と
い
う
割
合
に
な

つ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
で
き
よ
う

（表
３

・
図
３
）
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
国
公
立
の
教
員
養
成
大
学
受
験
の
問
題

（共
通

一
次
テ
ス
ト
、
な
い
し
は
共
通
テ
ス
ト
を
受
験
し
た
上
に
さ
ら
に

二
次
試
験
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
）
や
、
従
来
の
教
員
養
成
制
度
の
画

一
性
に
対
す
る
不
満
、
私
学
の
自
由
な
雰
囲
気
や
首
都
圏
に

生
活
し
た
い
と
い
う
願
望
、
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
の
教
員
採
用
試
験
に
対
す
る
本
学
科
の
高
い
合
格
実
績
な
ど
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る

（表
４

・
図
４
）
。

さ
て
、
大
学
生
活
の
目
的
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
る
と
、
他
学
科
生
が
豊
か
な
教
養
を
身
に
つ
け
人
格
を
陶
冶
す
る
と
い
う
目
的
で
大

学
に
学
ん
で
い
る
と
す
る
者
が
四
割
近
い
の
に
対
し
、
教
育
学
科
生
は
専
門
的
な
知
識
や
高
度
な
技
術
を
修
得
し
た
り
、
資
格
を
取

つ
た

り
将
来
の
有
利
な
職
業
を
考
え
て
大
学
を
選
ん
だ
と
す
る
者
が
合
計
で
六
割
近
く
を
占
め
て
お
り
、
明
確
な
目
的
意
識
を
持

つ
て
入
学
し

て
き
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る

（表
５

・
図
５
）
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
教
育
学
科
生
は
大
学
生
活
に
も
全
般
的
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
。
授
業

へ
の
出

席
率
を
見
る
と
、
六
割
近
い
学
生
が
全
部
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
出
席
し
て
い
る
と
答
え
て
お
り
、
全
学
平
均
の
三
六

。
二
％
を
大
き
く
上

回
つ
て
い
る
。
ま
た
学
内
で
の
課
外
活
動

へ
の
参
加
率
を
見
て
も
六
二

・
九
％
と
全
学
平
均
の
四
五

・
五
％
を
大
き
く
超
え
て
い
る
。
正

課
外
の
学
習
に
費
や
す
時
間
も
六
割
近
い
学
生
が

一
日
に
二
時
間
以
上
費
や
す
と
し
て
お
り
全
学
平
均
の
四
割
を
大
き
く
超
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
教
育
学
科
生
の
多
く
が
は
つ
き
り
し
た
目
的
意
識
を
持

っ
て
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
が
、
さ
ら

に

「
良
き
教
師
や
友
人
に
巡
り
合
え
た
」
と
す
る
も
の
が
五
六

・
一
％
に
も
の
ぼ
り

（全
学
平
均
四
三

・
三
％
）
、
そ
の
結
果
、
学
生
生

活
の
充
実
度
も
四

一
・
三
％
が

「
充
実
」
か

「
か
な
り
充
実
し
て
い
る
」
と
答
え
、
全
学
平
均
の
二
七

・
六
％
を
大
き
く
超
え
て
い
る
の

で
あ
る

（「
昭
和
五
六
年
度
学
生
生
活
実
態
調
査
報
告
書
」
）。

四

教

育

学

科

二
〇
九
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（表
３
）
教
育
学
科
志
願
者
中
の
女
子
比
率
、
合
格
者
中
の
女
子
比
率
と

浪
人
比
率

（％
）

一九
八
三
年
度

一
九
八
二
年
度

一
九
八
一
年
度

一
九
八
〇
年
度

一
九
七
九
年
度

一九
七
八
年
度

一
九
七
七
年
度

一
九
七
六
年
度

一九
七
五
年
度

〇
二
二四

〇
二
二二

〇
ユ
二三

〇
二
二六

〇
二
二九

〇
・四
五

〇
・五
一

〇
・五
三

〇
・五
六

志
願
者
中
の

女
子
比
率

〇
三
二八

〇
三
二六

Ｏ
・四
七

〇
・四
二

〇
二
二
二

〇
・五
二

〇

・
四
九

〇

・
五
七

〇

・
八
二

合
格
者
中
の

女
子
比
率

〇
・七
五

〇
上
ハ九

〇
上
ハ四

〇
・五
八

〇
・五
六

〇

・
四
九

〇
・四
八

〇
・四
一

〇
二
二〇

合
格
書
中
の

浪
人
比
率

一
九
九
二
年
度

一
九
九
一
年
度

一
九
九
〇
年
度

一九
八
九
年
度

一
九
八
八
年
度

一
九
八
七
年
度

一
九
八
六
年
度

一
九
八
五
年
度

一
九
八
四
年
度

〇
二
二五

〇
二
二五

〇
二
二三

〇
二
二五

〇
三
二八

〇
二
二四

〇
二
二七

〇
三
二五

〇
二
二六

志
願
者
中
の

女
子
比
率

〇
・四
二

〇
二
二五

〇
・四
二

〇
・四
三

〇
・四
七

〇
・四
〇

〇
・四
六

〇
・四
五

〇
・四
五

合
格
者
中
の

女
子
比
率

〇

・
七
二

〇
・七
〇

〇

上
ハ
九

〇
上
（六

〇
上
ハ五

〇
上
ハ
一

〇
上
ハ五

〇
・七
六

〇
・七
六

合
格
音
中
の

浪
人
比
率

※
入
試
部
入
試
デ
ー
タ
よ
り

(図 3)教育学科志願者中の女子比率、合格者中
の女子比率と浪人比率

―――――一 合格者中の浪人比率

―
―
― 合格者中の女子比率

―

受験者中の女子比率
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（表
４
）

卒
業
者
数

・
就
職
者
数

・
就
職
者
中
の
教
員
比
率

（％
）

一九
八
〓
年
度

一
九
八
二
年
度

一
九
八
一
年
度

一
九
八
〇
年
度

一
九
七
九
年
度

一
九
七
八
年
度

一九
七
七
年
度

一
九
七
六
年
度

一
九
七
五
年
度

二
〇
八

一二
四

一
四
九

〓

一

一〇
五

八
一

九
九

八
七

三
四

卒
業
者
数

（名
）

一七
五

八
六

六
五

九
二

六
五

六
五

七
〇

三
二

就
職
者
数

（名
）

二
九

八
五

八
四

九
五

九
二

九
七

九
八

九
六

一
〇
〇

就
轍
者
中
の

教
員
比
率⌒％

）

※
学
国
の
現
況
よ
り

四

教
育
学
科

一
九
九
二
年
度

一
九
九

一
年
度

一
九
九
〇
年
度

一
九
八
九
年
度

一
九
八
八
年
度

一九
八
七
年
度

一
九
八
六
年
度

一九
八
五
年
度

一
九
八
四
年
度

一六
五

三

二

三

三

三

二

三

二
一
一七

一〇
二

一〇
一

一
一〇

卒
業
者
数

（名
）

一
四
七

一
一
四

一
一
四

九
一

七
〇

七
二

五
六

五
〇

六
三

就
職
者
数

（名
）

六
九

七
五

七
五

五
七

六
九

六
一

五
七

六
八

六
七

就
聴
音
中
の

教
員
比
率（％

）

(図 4)卒業者数・就職者数・就職者中の教員数

(人 )

―

卒業者

― ― ―就職者
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(表 5)大 学生活の目的

A 豊かな教養を身につけ人格を

陶冶する。

B 資格をとつたり、将来の有利

な就職・職業を考えて。

C 専門的な知識や高度な技術を

修得する。

D 学問研究を通じて真理を探求

する。
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※「1982年度学生生活アンケート調査結果」より

学 科 別 A C D

日本文学科 40.0 24.4 138 5.1

中国文学科 28.4 21.0 28.2 5.3

英米文学科 35.4 25.1 12.2 2.6

教 育 学 科 31.4 45.1 14.6 3.7

経 済 学 科 35.0 24.3 7.9

経 営 学 科 32.6 22.4 14.4 1.0

中国語学科 35.3 12.4 25.8 3.6

英 語 学 科 33.5 20.1 23.3 2.7

法 律 学 科 340 23.5 14.4 2.6

本 学 平 均 346 24.2 15.1 3.0

私 大 平 均 27.8
|

13.5 1  20.0 7.7

(図 5)授業の出席度

教 fi学科

全部・ ほ とん ど出席 80%く らにヽ「:i席 60%以下出席

よき師、よき友への巡 り会い

全  イ本

`｀

  体

よ き師 、 よ き友 に

巡 り合 ぇた
よ き自F`ニ

巡 り合 えた
よ き友 に

巡 り介 ぇた
よ きキ

llに もよ き友
に も巡 り合 えない

教育
′`
汁不斗

二

一
二

※「1981年度学生生活実態調査報告書」より
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こ
う
し
た
傾
向
は
近
年
、
多
少
変
化
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
現
在
で
も
な
お
、
か
な
り
の
学
生
に
上
述
し
た
よ
う
な

傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

③
　
学
生
の
活
動

教
育
学
科
の
学
生
を
中
心
に
教
員
と
協
同
し
た
活
動
と
し
て
学
内
の

「
教
育
学
会
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
学
会
は
学
科

開
設
と
同
時
に
発
足
し
た
が
、
第

一
回
大
会
の
開
催
は

一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年

一
月
で
、
朝
日
新
聞
社
の
西
山
記
者
を
呼
ん
で
講
演

会
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
「
ど
ぶ
川
学
級
」
な
ど
の
映
画
上
映
な
い
し
は
国
分

一
太
郎
氏
な
ど
、
著
名
な
教
育
関
係
者
を
招
い
て
の

講
演
会
が
毎
年
続
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た

一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年
に
は
第

一
回
日
の

「教
育
学
科
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
、
以
後
毎
年

一
二
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
翌

一
九
七
八
年
六
月
に
は
教
育
学
科
親
善
球
技
大
会
が
催
さ
れ
、
こ
れ
も
以
後
春
と
秋
に
毎
年
開
催
さ
れ
、
学
生
間
の
み
な
ら
ず

教
員
と
学
生
の
親
睦
を
深
め
る
行
事
と
し
て
継
続
さ
れ
て
い
る
。

学
科
内
の
学
生
に
最
も
人
気
の
あ
る
行
事
と
し
て
は

「
教
育
学
科
大
合
宿
」
が

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
か
ら
毎
年
九
月
に
開
催
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
各
ゼ
ミ
の
紹
介
や
教
育
に
関
す
る
議
論
が
深
夜
ま
で
交
わ
さ
れ
、
学
年
を
超
え
た
親
睦
と
教
育
に
関
す
る
研
修
が

深
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
同
じ

一
九
八
〇
年
か
ら
研
究
発
表
会
と
し
て
ゼ
ミ
や
教
育
実
習
等
で
研
究

・
実
践
し
た
こ
と
な
ど
を
発
表

し
合
う
活
動
が
始
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
多
様
な
活
動
が
学
生
の
活
力
と
学
科
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
か
た
ち
で
継
続
的
に
続
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
教
育

学
科
に
入
つ
て
く
る
学
生
が
必
ず
し
も
教
員
志
望
ば
か
り
と
は
い
え
な
い
状
況
が
出
て
き
て
お
り
、
ま
た
社
会
的
な
風
潮
も
あ

つ
て
か
、

「
教
育
学
会
」
の
定
例
会

へ
の
出
席
が
芳
し
く
な
い
と
い
つ
た
傾
向
も
現
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

現
在
、
こ
う
し
た
活
動
に
つ
い
て
も
問
い
直
さ
れ
る
時
期
に
あ
る
よ
う
で
、
教
育
学
科
の
長
期
構
想
と
も
か
か
わ
つ
て
新
し
い
方
向
が

四
　
教
育
学
科

二

一
三
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二
一
四

模
索
さ
れ
て
い
る
段
階
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

④
　
卒
業
生
の
就
職
状
況

卒
業
生
の
就
職
に
つ
い
て
は
表
６

・
図
６
に
示
し
た
が
、　
一
般
的
に
は
①
で
述
べ
た
よ
う
に
教
職

へ
の
就
職
に
関
し
て
言
え
ば
、
教
員

の
需
給
関
係
が
大
き
く
影
響
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
背
景
の
中
で
教
育
学
科
卒
業
生
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
見
る

と
、
第

一
期
生
三
四
名
中
、
三
三
名
が
教
職
に
就
い
た
の
を
初
め
と
し
て
、　
一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
ま
で
は
就
職
者
中
、
教
員
お
よ

び
公
務
員
の
占
め
る
割
合
は
八
割
を
上
回
り
、
九
割
を
超
え
る
年
も
あ
つ
た
。
た
だ
、
行
政
改
革
の
影
響
に
よ
る
教
員
採
用
の
手
控
え
も

あ
つ
て

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
度
あ
た
り
を
境
に
教
員
お
よ
び
公
務
員
に
就
職
す
る
比
率
が
低
下
し
て
く
る
が
、
そ
れ
で
も
就
職
者

中
に
占
め
る
割
合
は
三
分
の
二
を
超
え
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

（表
６
）
教
育
学
科
卒
業
生
の
進
路

（人
）

一
九
八
三
年
度

一
九
八
二
年
度

一
九
八

一
年
度

一
九
八
〇
年
度

一
九
七
九
年
度

一
九
七
八
年
度

一
九
七
七
年
度

一
九
七
六
年
度

一
九
七
五
年
度

／

／

九
九

八
八

八
六

六
五

九
二

六
五

六
五

七
〇

三
三

就

職

五
〇

七
五

七
二

八
六

六
四

六
七

三
二

教

員

くこ) 〇

進

学

三
二 ⊂ 〉

製

造

八
〇 力 . (〉

商

業

公

務

一
〇 一九 王

=

他

三
一

三
六

四
六

一
五

再

受

一
九
九
二
年
度

一九
九
一年
度

一
九
九
〇
年
度

一
九
八
九
年
度

一
九
八
八
年
度

一
九
八
七
年
度

一
九
八
六
年
度

一
九
八
五
年
度

一
九
八
四
年
度

／

／

／

一四
七

一
一
四

一
一
四

九
一

七
〇

七
二

五
六

五
〇

六
三

就

職

一〇
二

八
六

八
六

五
二

四
八

四
四

三
四

四
二

教

員

ノ｀

進

学

四

製

造

一
九

一
九 一

七
一
七

一
九

一
六

一
〇

商

業

I二

公

務

″ヨ
一
九

他

一
〇

一
九 一

八
四
二

四
五

四
六

五
一

四
七

再

受

※
学
国
の
概
況
よ
り



(図 6)教育学科卒業生の進路
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ま
た
再
受
験
を
し
て
教
職
に
就
く
者
も
多
く
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
る

と
七
割
以
上

の
者
が
教
職
お
よ
び
公
務
員
に
な

つ
て
い
る
こ
と
と
な

る
。
ま
た
最
近
は
大
学
院
や
本
学
専
攻
科
に
進
学
す
る
者
も
若
干
で
は

あ
る
が
出
て
き
て
お
り
、
大
学
卒
業
後
の
研
修
、
研
究
課
程
の
整
備

・

設
置
等
に
つ
い
て
も
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
教
育
に
直
接
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
予
備
校
の
講
師
や

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
、
音
楽

教
室
の
指
導
員
等
に
進
む
者
が
い
る
。
ま
た
授
業
で
工
芸
に
魅
せ
ら
れ

て
工
芸
家
を
目
ざ
す
者
も
数
名
で
は
あ
る
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
の
他
、

授
業
と
の
か
か
わ
り
で
関
心
を
深
め
進
路
を
決
定
す
る
者
も
出
て
き
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
さ
ら
に
教
育
関
係
出
版
社
や
報
道
機
関
、
書
店
な

ど
広

い
意
味
で
教
育
と
か
か
わ
つ
た
職
業
に
就
く
者
も
多
く
、
ま
た

一

九
八

一
年
度
ご
ろ
か
ら
は
教
育
免
許
を
取
得
し
な
い
で

一
般
企
業
に
就

職
す
る
者
も
出
て
き
て
い
る
。
特
に
近
年
は
日
本
企
業
の

「
知
的
集
約

化
」
「高
付
加
価
値
経
営
」
「
減
量
省
力
化
経
営
」
「
産
業
構
造
の
国
際

的
展
開
」
等
の
経
営
戦
略
の
下
で
、
第
二
次
産
業
方
面

へ
の
就
職
が
わ

ず
か
で
は
あ
る
が
増
加
し
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
卒
業
後
の
幅
の
広

い
進
路
も
に
ら
ん
だ
学
科
の
充
実
や
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
革
に
つ
い
て
の

二

一
五

′
７

ノ

ノ

′
′| |

市
~丁

ノ

／

く [

|

一
　

一

|

一 ■―
に4 に_



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
来
、
教
育
学
科
は
設
立
当
初
か
ら
教
育
学
を
中
心
と
し
て
学
ぶ
学
科
と
し
て
、
教
員
の
み
な
ら
ず
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
企
業
内
教
育
担

当
者
な
ど
も
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
想
定
し
て
い
た
こ
と
も
あ
つ
て
、
今
後
の
方
向
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
多
面
的
な
進
路
選
択
が
可
能

と
な
る
教
育
課
程
の
整
備
や
充
実
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
沼
口
　
博
］

０
一　
教
育
学
科
の
充
実
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
努
力

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
代
の
中
ご
ろ
に
な
る
と
、
教
育
学
科
の

一
つ
の
中
心
的
役
割
で
あ
る
教
員
養
成
に
対
す
る
社
会
的
要
請
に

急
激
な
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
そ
れ
に
伴
つ
て
入
学
し
て
く
る
学
生
の
意
識
お
よ
び
進
路
に
も
変
化
が
見
ら
れ
は
じ
め
た
。

こ
の
変
化
に
対
応
し
て
、
教
育
学
科
で
は

０

で
述
べ
た
よ
う
に
長
期
構
想
委
員
会
で
学
科
改
革
の
検
討
を
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
学
科

の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
の
論
議
を
も
と
に
し
て
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
革
を
含
む
い
く
つ
か
の
重
要
な
試
み
を
実
施
す
る
に
至
つ
た
。

①
　
教
育
学
科
の
専
門
化
と
多
様
化

学
科
で
は
、
教
育
学
科
創
設
時
の
理
念
で
あ
る

「
教
員
養
成
だ
け
で
な
く
教
育
学
の
研
究

・
教
育
」
を
継
承
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
教
育

学
を
現
代
の
課
題
の
中
で
追
究
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
、
教
育
学
科
の
専
門
化
と
多
様
化
を
す
す
め
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
た
め
、

教
育
学
の
学
習
が
、
教
師
と
し
て
の
専
門
的
力
量
を
高
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
教
員
養
成
の
枠
を
超
え
て
多
様
な
進
路
を
も
可
能
に
す

る
よ
う
に
構
想
す
る
こ
と
と
し
た
。

具
体
的
に
は
、　
一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
度
か
ら
教
育
学
を
基
礎
と
し
て
科
目
選
択
群
を
作
り
、
学
生
が
そ
の
科
目
選
択
群
を
自
主

選
択
す
る

「
コ
ー
ス
制
」
を
導
入
し
た
。
そ
の
特
徴
は
、　
一
、
二
年
次
生
に
多
様
な
学
習
方
向
の
基
礎
と
な
る
科
目
群
を
置
き
、
三
、
四

一
一　
一　
上ハ



年
次
生
で
は
そ
の
基
礎
学
習
の
上
に
専
門
分
化
し
た
科
目
群
を
配
置
す
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
は
教
育
学
コ
ー
ス

・
心
理
学
コ
ー
ス

・
教
科

教
育
学
コ
ー
ス
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
教
科
教
育
学
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
絵
画

・
工
芸

・
音
楽

・
書
道

・
国
語
学

概
説

。
日
本
古
典
文
学
が
基
礎
科
目
と
し
て
、
ま
た
、
美
術
教
育
学
概
論

・
音
楽
教
育
学
概
論

・
書
写
教
育
概
論

・
国
語
教
育
概
諭
が
専

門
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。

こ
の

「
コ
ー
ス
制
」
は
、
学
生
定
員
を
コ
ー
ス
に
分
け
る
も
の
で
は
な
く
、
コ
ー
ス
間
の
枠
を
弾
力
的
に
と
ら
え
、
学
生
自
身
の
主
体

的
選
択
に
よ
つ
て
自
ら
の
専
門
性
を
高
め
る
学
習
を
引
き
出
す
こ
と
を
目
ざ
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
つ
て
、
学
生
の
学
習

へ
の
多
様
な
関
心
と
専
門
的
力
量
の
向
上

へ
の
要
求
に
答
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。

さ
ら
に
、　
一
九
八
七
年
度
に
は
、
学
生
の
学
習
要
求
と
専
門
的
力
量
の
向
上
の
た
め
に
、
三
、
四
年
次
生
の
演
習

一
・
二
の
単
位
数
を

二
か
ら
四
単
位
に
し
、
演
習
の
実
質
的
重
み
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
つ
た
卒
業
論
文

（六
単
位
）
を
新
た
に
選

択
科
目
と
し
て
設
け
、
学
生
の
研
究
指
導
の
強
化
を
計

つ
た
。
ま
た
、
優
れ
た
教
育
実
践
を
し
て
い
る
高
等
学
校
を
選
択
指
定
し
、
学
力

の
評
定
を
あ
え
て
問
わ
ず
、
人
物
を
総
体
的
に
判
断
す
る
指
定
校
制
推
薦
入
学
制
度
を
発
足
さ
せ
た
。

学
科
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
革
は
そ
の
後
も
継
続
し
た
論
議
が
進
め
ら
れ
、　
一
九
八
九

（平
成
元
）
年
度
に
は
、　
一
、
二
年
次
生
に
、
学

生
が
多
面
的
な
切
り
日
か
ら
問
題
を
総
合
的
に
学
習
で
き
る
場
と
し
て

「
総
合
基
礎
演
習
」
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
複
数
の
教
員
ス

タ
ツ
フ
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
、
教
員
と
学
生
に
よ
る
新
し
い
授
業
創
造
の
場
と
し
て
の
試
み
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
教
育
学
科
の
専
門

科
目
の
充
実
を
は
か
る
た
め
図
書
館
講
座
の
科
目
の
う
ち

「
学
校
図
書
館
概
論
」
（
一
九
八
九
年
）
、
「
図
書
館
情
報
学
」
（
一
九
九

一
〈
平

成
三
〉
年
）
を
教
育
学
科
の
選
択
科
目
に
加
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。

ま
た
、　
一
九
八
九
年
度
に
は
、
他
学
科

・
他
学
部
の
四
六
科
目
を
指
定
し
て
、
そ
れ
ま
で
規
定
上
の
も
の
で
し
か
な
か
つ
た
他
学
科

・

他
学
部
の
開
講
科
目
を
三
科
日
以
内
で
聴
講
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
現
実
の
も
の
と
し
た
。
こ
の
制
度
化
は
今
日
の
大
学
改
革
に
お
い
て
ま

四

教
育
学
科

二

一
七



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

す
ま
す
重
要
に
な
つ
て
お
り
、
学
科
に
お
い
て
は
、
聴
講
科
目
の
単
位
化
が
課
題
に
な
つ
て
い
る
。

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
革
は
さ
ら
に
進
め
ら
れ
、　
一
九
九

一
年
度
入
学
生
か
ら
は
、
三
、
四
年
次
の
演
習
１

・
２
の
必
修
単
位
を
八
か
ら
四

単
位
と
す
る

一
方
、
演
習
の
複
数
選
択
を
可
能
に
し
、
専
門
化
、
多
様
化
を
も
う

一
歩
進
め
た
。

こ
う
し
て
、
教
育
学
科
は
、　
一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
代
の
後
半
に

一
連
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
革
を
実
施
し
、
学
科
の
充
実
を
は
か

つ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
構
想
の
要
で
あ

つ
た
科
目
選
択
に
よ
る

「
コ
ー
ス
制
」
は
、
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
を
持
つ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
実
際
の
運
用
の
さ
れ
方
や
有
効
性
に
関
し
て
は
、
更
に
研
究
が
必
要
と
な
つ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
村
山
士
郎
］

②
　
教
員
免
許
法
改
正
へ
の
対
応

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年

「
教
育
職
員
免
許
法

（教
免
法
）
」
が
改
正
さ
れ
、　
一
九
八
九
年
四
月

一
日
よ
り
新
教
免
法
が
施
行
さ
れ

る
こ
と
と
な
つ
た
。
こ
れ
は
戦
後
最
大
規
模
の
改
定
で
あ
る
。

こ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
、
学
科
内
に

「教
免
法
改
定
対
策
委
員
会
」
を
設
け
、
学
科
協
議
会
で
の
度
重
な
る
審
議
を
経
て
、　
一
九
八
九

年

一
〇
月
文
部
省
に
対
し
再
課
程
認
定
の
申
請
を
行
い
認
可
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
本
学
科
お
よ
び
本
学
教
職
課
程
の
創
設
以
来
の
精
神
を
守
り
つ
つ
新
教
免
法
と
の
適
合
性
を
は
か
る
た
め
の
困
難
な
作
業
が

続
け
ら
れ
た
。

学
生
の
負
担
が
重
く
な
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
学
科
の
専
門
科
目

（必
修
）
で
あ
る

「
教
育
学
原
論
」
を
新
教
免
法
に
い
う

「
教
育
の

本
質
及
び
目
標
に
か
か
わ
る
科
目
」
に
あ
て
、
こ
れ
ま
で
教
職
必
修
科
日
で
あ
つ
た

「
教
育
原
理
」
を
必
修
か
ら
は
ず
す
措
置
を
と
つ
た
。

ま
た
、
同
様
の
趣
旨
か
ら
、
新
教
免
法
で
全
科
目
必
修
と
な

つ
た
幼

・
小
の
教
科
に
関
す
る
専
門
科
目
の
単
位
数
を

「
理
科
」
に
関
す
る

諸
科
目
を
除
き

「
四
」
か
ら

「
二
」
に
減
ず
る
措
置
を
と
つ
た
。
そ
の
ほ
か
、
「
特
別
活
動
の
研
究
」
の
新
設
、
そ
の
た
め
の
教
員
増
も

必
要
と
な
つ
た
。
さ
ら
に
、
移
行
措
置
と
し
て
旧
免
許
科
目
を
新
免
許
科
目
と
並
行
し
て

一
九
九
二

（平
成
五
）
年
度
ま
で
開
講
し
て
お

二

一
八



か
ね
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
事
後
に
も
少
な
か
ら
ぬ
困
難
を
負
わ
さ
れ
た
。

新
教
免
法
に
基
づ
く
教
員
免
許
取
得
の
た
め
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
、　
一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
入
学
生
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
本
学

科
で
取
得
で
き
る
教
員
免
許
は
、
旧
教
免
法
に
よ
る

「
幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許
状
」
「
小
学
校
教
諭
普
通
免
許
状
」
か
ら

「
幼
稚
園
教
諭

一
種
免
許
状
」
「
小
学
校
教
諭

一
種
免
許
状
」
へ
と
移
行
し
た
。

③
　
教
育
学
科
専
攻
科
の
設
置

教
育
学
科
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
革
と
並
行
し
て
、
学
科
の
研
究

・
教
育
の
充
実
の
た
め
、
大
学
院
設
置
を
求
め
る
声
が
出
さ
れ
た
。
ま

た
、
こ
の
時
期
、
「教
免
法
」
の
改
正
に
伴
い
、
大
学
院
な
い
し
専
攻
科
の
終
了
を
前
提
と
し
た
専
修
免
許
資
格
が
設
け
ら
れ
た
。

学
科
で
は
、
将
来
、
大
学
院
設
置
を
構
想
し
つ
つ
、
現
代
社
会
の
急
速
な
変
化
と
社
会
的
要
請
の
多
様
化
に
応
え
、
教
育
学
の
専
門
教

育
の

一
層
の
充
実
の
た
め
、　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
四
月
、
教
育
学
科
専
攻
科
を
開
設
し
た

（「
資
料
」
表
２
参
照
）
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、

学
生
は
、
卒
業
後
、　
一
年
間
、
専
攻
科
で
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
小
学
校
教
諭
専
修
免
許
状
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
つ
た
。

［
須
藤
敏
昭
］

三
　
展
　
　
望

教
育
学
科
で
は
、
既
に
み
て
き
た
よ
う
な
拡
充
が
は
か
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
問
対
外
的
に
も
、
日
本
の
教
育
学
界
に
対
す
る
い
く

つ

か
の
貢
献
を
行
い
、
大
東

・
教
育
学
科
の
名
を
世
に
知
ら
し
め
て
き
た
。

例
え
ば
、　
一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
、
日
本
教
育
学
会
の
大
会
開
催
校
と
な

っ
た
こ
と
、　
一
九
七
六

（昭
和
五

一
）
年
に
は
、
日
本

産
業
教
育
学
会
の
大
会
開
催
校
を
つ
と
め
、
そ
れ
に
続
い
て
、　
一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年
か
ら

一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
ま
で
同
学

会
の
事
務
局
を
担
当
し
た
こ
と
、　
一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
図
書
館
学
会
大
会
の
開
催
校
を
つ
と
め
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま

四
　
教
育
学
科

二

一
九
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た
、
民
間
の
有
力
な
研
究
団
体
の
全
国
大
会
の
開
催
も
引
き
受
け
、
そ
の
成
功
に
貢
献
し
た
。
教
育
科
学
研
究
会
全
国
大
会

（
一
九
九
〇

〈平
成
二
〉
年
）
子
ど
も
の
遊
び
と
手
の
労
働
研
究
会
全
国
大
会

（
一
九
八
六
年
お
よ
び

一
九
八
九
年
）
な
ど
で
あ
る
。

教
育
学
科
主
催
の
公
開
講
座
も
四
度
行
わ
れ
、
地
域
と
の
交
流
を
深
め
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
蓄
積
を
踏
ま
え
、
今
後
も
日
本
の
教
育
学
界
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

さ
て
、
教
育
学
科
の
将
来
を
展
望
す
る
と
、
数
多
く
の
課
題
と
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
第

一
に
、
教
育
学
の
専
門
教
育
と
教
員
養
成
教
育
と
の
新
し
い
有
機
的
結
合
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
教
職
の
専
門

性
の
中
身
を
ど
う
考
え
る
か
が
焦
点
的
問
題
と
な
る
。
伝
統
的
な
教
職
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
広
い
視
野
と

柔
軟
な
判
断
力
を
持

つ
た
教
師
が
今
後
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
方
向
で
教
員
養
成
教
育
と
専
門
教
育
の
結
合
を
は
か
れ
ば
、
そ
れ

は
教
職
以
外
の
進
路
を
選
択
す
る
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
う
る
も
の
と
な
ろ
う
。
個
性
豊
か
な
教
師
を
養
成
す
る
こ
と
と
教
育

。
人

間

・
文
化
に
深
い
理
解
を
持

っ
た
有
能
な
社
会
人
を
養
成
す
る
こ
と
を
統

一
的
に
追
求
す
る
と
い
う
課
題
に
大
胆
に
挑
戦
し
て
い
き
た

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
、
文
部
省
令
改
正
に
よ
り
、
大
学
設
置
基
準
が
大
綱
化
、
弾
力
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
右
の
よ
う
な
改
革
の
た

め
の
有
利
な
条
件
と
し
て
生
か
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
時
代
と
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
あ
つ
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
革
が
展
望
さ
れ
る
。

第
二
に
、
社
会
の
新
し
い
要
請
に
応
え
て
、
学
科
の
教
育
の
高
度
化
を
は
か
る
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
大
学
院
設
置
が
今
後
検
討
の
対

象
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
当
面
は
、
専
攻
科
を
充
実
さ
せ
、
大
学
院
修
士
課
程
レ
ベ
ル
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
新
規

学
卒
者
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
き
め
細
か
く
対
応
す
る
努
力
を
す
る
と
と
も
に
、
現
職
教
員
の
再
教
育

（内
地
留
学

，
特
別
研
修
）
の
場
と
し

て
充
実
を
は
か
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
国
際
化
の
動
き
に
主
体
的
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
現
在
の
学
科
の
ス
タ
ツ
フ
の
中
で
は
、　
一
〇
名
近
い
教



員
が
海
外
留
学
の
経
験
を
持

っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
本
学
科

へ
の
留
学
が
次
第
に
増
加
し
て
い
る

（
一
九
九
二
（

平
成
四
〉年
度
在
籍
留
学
生
は
、　
一
年
生
七
名
、
二
年
生
五
名
、
三
年
生
三
名
、
四
年
生
七
名
）。

こ
の
よ
う
な
蓄
積
に
も
依
拠
し
な
が
ら
追
求
す
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
の
有
益
な
国
際
交
流
を
実
現
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

近
年
、
世
界
は
環
境
問
題
や
平
和
の
問
題
な
ど
、
人
類
的
、
地
球
的
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
と
諸
外
国
と
の
政
治

・
経

済

・
文
化
面
で
の
交
流
が
極
め
て
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
学
生
た
ち
に
生
き
た
異
文
化
体
験
を
持
た
せ
る
こ
と
は
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
語
学
系
の
学
科
と
は
違

つ
て
、
困
難
な
条
件
も
伴
う
が
、
学
生
の
交
換
留
学
、
そ
れ
に
伴
う
単
位
の
互
換
制
度
、
短
期
の

海
外
研
修
な
ど
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

逆
に
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
、
客
員
研
究
者
の
招
聘
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
留
学
生
に
つ
い
て
は
、

一
層
幅
広
い
国
々
か
ら
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
受
け
入
れ
条
件
や
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

第
四
に
、
入
学
試
験
の
改
善
も
大
事
な
課
題
と
な
る
。
現
在
、
全
国
の
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
を
行

っ
て
い
る
高
校

一
五
校
を
対
象
に

「
指

定
校
制
推
薦
制
度
」
を
実
施
し
て
い
る

（
一
九
八
六
〈昭
和
六

一
〉年
か
ら
）
が
、
こ
の
制
度
に
き
め
細
か
い
検
討
を
加
え
、
改
善
を
は
か

り
た
い
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
現
在
の
偏
差
値
偏
重
の
受
験
体
制
に
少
し
で
も
風
穴
を
あ
け
、
個
性
的
で
真
に
有
能
な
学
生
を
迎
え
入
れ
る

た
め
の
入
学
試
験
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
課
題
は
、
先
に
触
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
と
も
深
い
関
係
に
あ
る
。

ま
た
、
社
会
人
入
学
な
ど
、
大
学
を
社
会
や
地
域
に
ど
う
開
い
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
検
討
課
題
で
あ
る
。

第
五
に
、
情
報
化
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
現
在
、
学
科
内
に

「
情
報
化
検
討
委
員
会
」
を
設
け
、
本
学
科
独
自

の
情
報
化
計
画
を
練
り
つ
つ
あ
る
。
学
内
外
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
リ
ン
ク
し
つ
つ
、
本
学
科
の
研
究

・
教
育
に
真
に
効
果
を
発
揮
す
る
情

報
化
を
は
か
り
た
い
。

今
日
、
学
校
現
場
に
お
い
て
も
、
社
会

一
般
に
お
い
て
も
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
普
及
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、

四
　
教
育
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
一
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学
生

へ
の
情
報
教
育

の
た
め
の
条
件
整
備
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
改
善
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
学
科

の
研
究
機
能

に

お
け
る
情
報
化
も
緊
急
の
課
題
と
な

つ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
須
藤
敏
昭
］

〔資
料
〕
教
育
学
科
現
行
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（表
１
）
教
育
学
科
専
門
教
育
科
目

（
一
九
九
二
年
度
入
学
生
用
）

専 門 教 育 科 目 (70単位) 区

分選択必修科目 (12単位) 必修科目 (28単位)

教

育

学
特

殊

講

義

５

教

育

学
特

殊
講

義

４

教

育

学

特

殊

講

義

３

教

育

学

特

殊

講

義

２

教

育

学

特

殊

講

義

１

演

　

　

　

習

ヵ
４

演

　

　

　

習

０
０

演

　

　

　

習

演

　

　

　

習

講

　

　

　

読

講

　

　

　

読

教

育

方

法

論

教

育

心

理

学

教

育

行

・
財

政

学

教

育

社

会

学

教

育

史

概

説

教

育

学

原

諭

学
　
　
科
　
　
目

′
４ ′４

／
４

И
４ 4 4 ′

４
′
４ ・４ ヵ

４
∠

＾

■
４

′
４

′４ ′４
単

位

ｎ
０

う
０

う
０

０
０

（
５

う
０

う
０

，

“

う
０

０
０

う
０ 年履

次修

４
単
位
以
上
を
選
択
必
修

備
　
　
考

専 門 教 育 科 目 (70単位)

選択科目 (30単位)

保

育

内

容

論

女
性
問
題
と
社
会
教
育

社
会
教
育
施
設

・
活
動

社

会

教

育

概

論

社

会

心

理

学

臨

床

心

理

学

児

童

心

理

学

道

徳

教

育

の

研

究

教

育

原

理

学

校

経

営

諭

教

育

法

規

教

育

工

学

生

活

指

導

教

育

課

程

論

教
育
心
理
学
特
殊
講
義
４

教
育
心
理
学
特
殊
講
義
３

教
育
心
理
学
特
殊
講
義
２

教
育
心
理
学
特
殊
講
義
１

∠

‘

′
４

′４ ′４ ４４ ′
４

′
４

，

一

И
４

，

ι
′
４

′
４

′
４

・
４ ．４ ′

４
′
４

ヵ
４

（
５

０
５

う
０

う
０

う
０

（
０

（
ｊ

う
０

う
０

う
０

８
単
位
以
上
を
選
択
必
修

Ｒ

Ｕ



専 「1 教 育 科 目 (70単位)

選 択 科 目 (30単 位)

ｏ
卒

業

論

文

総

合

基

礎

概

論

算
数

・
数
学
教
育
概
論

ｏ
国

語

教

育

概

論

ｏ
書

写

教

育

概

論

ｏ
音

楽

教

育

学

概

論

ｏ
音

楽

教

育

２

ｏ
音

楽

教

育

ｏ
健

康

体

育

学

美

術

概

論

ｏ
美

術

教

育

概

論

美

術

教

育

３

ｏ
美

術

教

育

２

ｏ
美

術

教

育

学

校

図

書

館

概

説

図

書

館

情

報

学

概

論

教

育

統

計

調

査

西

洋

教

育

史

教

育

制

度

ハ
０

，

＾
′
４ 4 ′４ ′

４
∩
∠

つ

ん
′４

′

一
′
４

つ

ん
９

“

，

´

ヵ
４

′
４ ヵ

４ ．４ ４４

′
４ ′

４
”
４

′４ ′
４

う
０

う
０

う
０

う
０

つ
ん

う
０

ヽ
ｏ
印
の
あ
る
も
の
は

一
ン

一
九
八
七
年
度
か
ら
新
た

一

石
に
開
設
さ
れ
た
科
日
　
ヽ

（注
）
１
　
選
択
必
修
科
日
を
所
定
の
科
日
数
以
上
修
得
し
た
場
合
、
そ
の
超
え
る

分
の
科
日
の
単
位
は
選
択
科
目
の
単
位
に
繰
り
入
れ
る
。

２
　
教
育
学
特
殊
講
義
は
卒
業
に
要
す
る
単
位
と
し
て
は
５
科
目
２０
単
位
ま

で
認
め
る
。

四

教

育

学

科

（表
２
Ｙ
教
育
学
専
攻
科
授
業
科
目

（
一
九
九
二
年
度
）

（注
）
教
育
学
研
究
方
法
論

・
研
究
論
文
は
必
修
と
す
る
。

研

究

論

文

教

育

学

研

究

方

法

論

原

典

研

究

Ⅲ

原

典

研

究

Ⅱ

原

典

研

究

教

育

心

理

学

研

究

教

授

学

研

究

教

育

学

研

究

教

育

心

理

学

特

講

教

授

学

特

講

教

育

学

特

講

授

業

科

目

ハ
０

／
４

′４
／
４

′
４

′
４

′
４

′
４

／
４

′
４

′
４

単
位
数

（
０

′
４

′
４

′
■

И
４

′
４

ヵ
４

■
４

′
４

′
４

′４ 計

三
二
三
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（表
３
）
教
職
に
関
す
る
専
門
科
目
（教
育
学
科

一
九
九
二
年
度
入
学
生
用
）

教
育
学
科

（小
学
校
教
諭

一
種
）

教 職 に 関 す る 専 門 科 目 区

分選
択 必 修 科 目

教

育

工

学

教
育
実
習
２

（学
外
）

教
育
実
習
１

（学
内
）

教

育

相

談

特

別

活

動

の

研

究

道

徳

教

育

の

研

究

″

（家
庭
）

（体
育
）

（図
工
）

″
　
　
（立日
＊
不
）

（生
活
）

（
理
科
）

（算
数
）

″
　
　
（ユ社
△
ム
）

″
　
（国
円箋
囮
）

教

科

教

育

法

（国
語

〈
書
写
〉
）

教

育

社

会

学

教

育

方

法

論

教

育

心

理

学

教

育

学

原

論

授

業

科

目

′
４

′４
つ

ん

つ

ん
ｎ
∠

つ
ι

，

´

つ

ん

つ

“
，

一

∠

＾

′４
′
４

単

位

4 う
０

う
０

う
０

う
０

履
修

年
次

ｎ
０

う
０

う
０

３
年
次
終
了
の
時
点

に
お
い
て
、

教
育
実
習
ｌ

（学
内
）
を
取
得
し

て
い
な
い
と
教
育
実
習
２

（学
外
一

を
履
修
で
き
な
い
。

備

　

考

三
二
四

教
育
学
科

（幼
稚
園
教
諭

一
種
）

計
４１
単
位
以
上

（注
）

教
職
専
門
教
育
科
日
以
外

に
、　
一
般
教
育
科
目
社
会
分
野
の
法
学

（日
本
国

憲
法
２
単
位
を
含
む
）
を
必
修
と
す
る
。

教 職 に 関 す る 専 門 科 目 区

分選
必 必 修 科 目

教

育

工

学

教

育

方

法

論

教

育

実

習

２

（学
外
）

教

育

実

習

１

（学
内
）

幼

児

の

舞

踊

指

導

幼

児

の

音

楽

指

導

（表

現

２
）

（表

現

１
）

（言
　
　
葉
）

（環
　
　
境
）

（人
間
関
係
）

保
育
内
容
の
研
究

（健
康
）

保

育

内

容

論

教

育

社

会

学

教

育

心

理

学

教

育

学

原

論

授

業

科

日

′４
′
４

ぇ
４

つ

ん

ｎ
Ｚ

，

″

つ

一

つ

一
′
４

′
４

′
４

′４
単

位

Ｒ

）

つ
０

′
４

う
０

う
０

０
０

，

“

う
０

う
０

う
０

う
０

，

“

履
修

年
次

１
科
目
４
単
位
以
上

選
択
必
修

保
育
内
容
の
研
究
１２
単

位
の
う
ち
、
半
数
ま
で

は
小
学
校
の
教
科
教
育

法
お
よ
び
特
別
活
動
の

単
位
を
も
っ
て
当
て
る

こ
と
が
で
き
る
。

備

　

　

考

|

41



（表
４
）
教
科
に
関
す
る
専
門
科
目

（教
育
学
科

一
九
九
二
年
度
入
学
生
用
）

教
育
学
科

（幼
稚
園
・
小
学
校
教
諭
一
種
）

生

　

　

活

理
　

　

科

算

　

　

数

丼
一・　
　
　
〈
一

国

　
　

語

国
語
学

概
説

０
日
本
近
代
文
学

日
本
児
童
文
学

Ｏ
日
本
古
典
文
学

中
国
文
学
概
説

書
　
　
　
道

（書
写
を
含
む
）

教

科

に
関

す

る

専

門
科

目

群

生

　

　

　

活

物

理
学

概
論

化

学

概

論

生
物
学
概
論

地

学

概

論

数

学

概

論

日
本
史
概
説

地
理
学
概
説

社
　
会

　
学

政
治
学
概
説

経
　
済
　
学

本
学

に
お

け

る

該
当
科

日

ｎ
∠ 4444 ｎ

∠ 22222 244224
単

位

０
０ ｎ

Ｚ
，

″
５^

う
０

う
０

ｎ０
（６（５一６ Ｒ

）
（５Ｒ

）
履
修

年
次

２
単

位

以
上

小
の
み

４
単
位
以
上

２

単

位

以
上

小
の
み

２

単

位

以
上

４
単

位

以
上

最
低
必

修
単
位

小
必
修
、

幼
選
択
必
修

一一
小
必
修

一
小
必
修
、

幼
選
択
必
修

小
必
修

小
必
修
、

幼
選
択
必
修

備

考

四

教
育
学
科

小
学
校

一
種
取
得
の
た
め
の
必
要
単
位
合
計

幼
稚
園

一
種
取
得
の
た
め
の
必
要
単
位
合
計

家

　
　

庭

体

　

育

図
画
工
作

音

　

楽

教

科

に
関

す

る

専

門

科

目

群

家
政
学
概
論

体

　
育
　
１

学

校

保

健

工 絵

芸 画

ｏ
ピ
　
ア
　
ノ

ｏ
管
　
楽
　
器

ｏ
声
　
　
　
楽

○
立日
　
　
　
　
　
↓集
・

本
学

に
お
け
る

該
当

科

目

つ

“ 2 2 2 2 2 2222
単

位

０
０ ｎ

Ｚ
へ５ 2333 年履

次修

２２
単

位

以
上

１６
単
位

以

上

小
の
み
２
単
位
以
上

小
２
単
位
以
上

幼
４
単
位
以
上

小
２
単
位
以
上

幼
４
単
位
以
上

小
２
単
位
以
上

幼
４
単
位
以
上

最
低
必

修
単
位

小
必
修

ン一
幼
小
必
修

） ｝幼小必修

幼
小
必
修

備

考

（注
）
１
　

「書
道
」
は
必
ず
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
幼
稚
団
免
許
状
を
取
得
す
る
者
は
、
音
楽

・
図
画
工
作
お
よ
び
体
育
の

教
科
に
関
す
る
専
門
教
育
科
日
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
４
単
位
以
上
並
び

に
国
語

・
算
数
ま
た
は
生
活
の
教
科
に
関
す
る
専
門
教
育
科
＝
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
２
科
日
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
２
単
位
以
上
を
修
得
す
る
も
の

と
す
る
。
な
お
音
楽
の
科
目
に
つ
い
て
は

「ピ
ア
ノ
」
を
必
ず
履
修
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　

「学
校
保
健
」
の
み
で

「体
育
」
の
単
位
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

（ｏ
印
の
あ
る
も
の
は
一
九
八
七
年
度
か
ら
新
た
に
開
設
さ
れ
た
科
目
）

［
沼
口
　
博
］

三
二
五
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学
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課
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経
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資

格

要

件

―

‐全
学
に
関
す
る
授
業
科
目
―
―

一
　

中
等
教
育
教
員
養
成

の
教
職
課
程

０

歴

　

史

本
学
は
、
そ
の
建
学
以
来
中
等
教
育
機
関
に
優
秀
な
教
員
を
輩
出
し
て
き
た
が
、
戦
後
の
新
制
大
学
に
移
行
し
た
後
も
教
職
課
程
を
通

じ
て
新
制
の
中
学
校

・
高
等
学
校
の
教
員
養
成
に
努
め
て
き
た
。
本
学
の
卒
業
生
は
中
等
教
育
界
で
国
語
科

・
書
道
科

・
外
国
語
科

（英

語

・
中
国
語
）

・
社
会
科

・
商
業
科
の
教
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
戦
後
の
教
員
養
成
制
度
は

「
開
放
制
」
か
ら

「
目
的
専
修
制
」
へ
と
変
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
背
景
に
は

「
開
放

制
」
に
よ
る
大
量
の
ペ
ー
パ
ー
教
員
と
そ
の
質
の
低
下
、
特
に
専
門
的
知
識
の
み
な
ら
ず
教
育
現
場
に
お
け
る
実
践
力
の
不
足
等
が
指
摘

さ
れ
て
き
た
。
特
に
高
等
教
育
進
学
率
が
急
速
に
高
ま

つ
て
く
る

一
九
六
〇

（昭
和
三
五
）
年
代
以
降
、　
一
部
の
私
立
大
学
等
を
中
心
と

し
た
教
職
課
程
設
置
の
急
激
な
増
加
と
そ
れ
に
伴
う
教
員
免
許
状
の
安
易
な
発
行
な
ど
が
批
判
さ
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
本
学
の
教
職
課
程
は
質
の
高
い
教
員
養
成
を

一
貫
し
て
追
求
し
て
き
た
。
例
え
ば

一
九
八
九

（平
成
元
）
年

一
一一
一ユハ



ま
で
の
旧
免
許
法
の
下
で
、
教
職
に
関
す
る
専
門
科
目
と
し
て
教
育
史

・
教
育
行
政
な
ど
の
科
目
の
選
択
や
、
三
年
次
の
「教
育
実
習
１
」

を
独
自
に
義
務
づ
け
て
き
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
教
育
実
習
時
に
お
け
る
き
め
細
か
い
巡
回
指
導
な
ど
も
質
の

高
い
教
員
養
成
を
目
ざ
し
て
い
た
こ
と
の
現
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、　
一
九
七
〇

（昭
和
四
五
）
年
代
半
ば
か
ら
始
ま
つ
た
出
生
率
の
低
下
は
、
行
政
改
革
の
下
で
教
員
採
用
の
抑
制
と
あ
い
ま

つ
て
教
員
需
要
の
低
下
を
招
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
教
職
課
程
は
さ
ら
に
厳
し
い
制
約
の
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
。
免

許
基
準
の
改
正
や
実
習
期
間
の
延
長
、
教
員
養
成
の
あ
り
方
、
現
職
教
員
の
研
修
、
専
修
免
許
状
の
新
設
、
免
許
取
得
単
位
数
の
引
き
上

げ
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
今
日
に
至
つ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
下
に
あ

つ
て
も
、
本
学
教
職
課
程
は
安
定
し
た
教
員
の
供
給
を
行

つ
て
き
た
。　
一
般
に
教
員
の

需
給
関
係
は
、
前
述
の
よ
う
に
教
員
採
用
側
の
条
件
と

一
般
企
業
の
好
不
況
に
よ
る
人
材
採
用
政
策
に
大
き
く
影
響
を
受
け
て
き
た
。
教

職
課
程
取
得
者
数
の
推
移
を
見
れ
ば
、
こ
う
し
た
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う

（表
１

・
図
１
）
。
教
職
免
許
の
取

得
者
の
増
加
と
教
員
採
用
の
増
加
が
パ
ラ
レ
ル
に
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。

こ
う
し
た
中
に
あ

っ
て
も
本
学
に
お
い
て
は
教
職
免
許
取
得
者
中
、
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
者
の
割
合
は

一
五

・
八
％

（
一
九
七
六

〈
昭
和
五

一
〉年
か
ら

一
九
九
〇

〈
平
成
二
〉年
ま
で
の
平
均
）
と
、
全
国

一
般
大
学
平
均
の
五
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
近

年
で
は
毎
年

一
〇
〇
名
前
後
に
上
る
中
等
教
員
を
送
り
出
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

な
お
教
員
採
用
に
つ
い
て
は
近
年
、
急
速
に
改
善
が
進
ん
で
お
り
四
〇
人

「
学
級
編
成
の
標
準
」
や
専
科
教
員
を
配
置
す
る

「
教
職
員

定
数
の
標
準
」
が

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
に
は
達
成
さ
れ
た
と
文
部
省
は
し
て
い
る
も
の
の
、
児
童
数
の
減
少
に
伴
う
教
職
員
定
数
の

減
少
は
顕
著
で
あ
り
、
三
〇
人
学
級
の
早
期
実
現
や
専
科
教
員
の
配
置
増
、
特
別
過
配
等
の
措
置
に
よ
り
、　
一
層
の
教
育
条
件
の
抜
本
的

な
改
善
が
社
会
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

資

格

要

件

二
二
七
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三
二
八

０

現

　

状

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年

一
二
月
二
八
日

「
教
育
職
員
免
許
法
」
（教
免
法
）
が
改
正
さ
れ
、
翌
年
四
月

一
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ

と
と
な
つ
た
。
こ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
教
育
学
科
内
に

「
教
免
法
改
定
対
策
委
員
会
」
を
設
け
、
中

・
高
教
職
課
程
の
新
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

編
成
を
行
つ
た
。
ま
た
、
関
係
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
に
お
い
て
教
科
専
門
科
日
の
再
編
成
を
行
つ
た
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
学
で

は
旧
教
免
法
の
も
と
で
も
基
準
を
上
ま
わ
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
新
教
免
法

へ
の
移
行
が

実
施
で
き
た
。
し
か
し
、
「
特
別
活
動
の
研
究
」
な
ど
新
科
日
の
設
置
、
そ
の
た
め
の
教
員
増
、
新

・
旧
教
免
科
日
の
数
年
に
わ
た
る
同

時
間
講

（移
行
措
置
）
な
ど
、
多
く
の
困
難
を
負
わ
さ
れ
た
。

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
入
学
生
よ
り
、
新
教
免
法
に
基
づ
く
教
員
免
許
取
得
の
た
め
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

本
学
に
お
い
て
取
得
で
き
る
中
等
教
育
教
員
免
許
状
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

文
　
学
　
部
　
　
　
日
本
文
学
科
　
　
中
学
校

・
高
等
学
校

一
種

「
国
語
」
　

高
等
学
校

一
種

「書
道
」

中
国
文
学
科
　
　
日
本
文
学
科
に
同
じ

英
米
文
学
科
　
　
中
学
校

・
高
等
学
校

一
種

「英
語
」

経

済

学

部
　
　
　
経
済
学
科
　
　
　
中
学
校

一
種

「社
会
」
　

高
等
学
校

一
種

「
地
理
歴
史
」
「
公
民
」
「
商
業
」

経
営
学
科
　
　
　
中
学
校

一
種

「
社
会
」
　

一尚
等
学
校

一
種

「
公
民
」
「
商
業
」

外
国
語
学
部
　
　
　
中
国
語
学
科
　
　
中
学
校

・
高
等
学
校

一
種

「
中
国
語
」

英
語
学
科
　
　
　
中
学
校

・
高
等
学
校

一
種

「
英
語
」



法
　
学
　
部
　
　
　
法
律
学
科
　
　
　
中
学
校

一
種

「社
会
」

高
等
学
校

一
種

「
公
民
」

政
治
学
科
　
　
　
中
学
校

一
種

「社
会
」

高
等
学
校

一
種

「
地
理
歴
史
」
「
公
民
」

こ
の
他
、
免
許
法
の
改
正
に
伴
う
取
得
単
位
の
引
き
上
げ
に
関
し
て
も
、
さ
ら
に
質
の
良
い
教
員
を
養
成
す
べ
く
教
職
課
程
の
改
善
を

図
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

０

展

　

望

大
学
教
育
の
内
容
が
弾
力
化
、
自
由
化
さ
れ
る

一
方
、
教
職
課
程
に
対
す
る
規
制
は

一
層
厳
し
く
な
つ
た
と
い
え
よ
う
。
他
方
、
若
年

労
働
力
の
慢
性
的
な
不
足
と
生
産
過
程
の
高
度
技
術
化
等
に
伴
い
、
社
会
全
般
に
質
の
高
い
教
育
が
求
め
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
と
い
え
よ

う
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
て
良
質
の
教
員
が
社
会
的
に
求
め
ら
れ
る
状
況
に
な

つ
て
い
る
。

ま
た
今
後
は
特
に
、
テ
イ
ー
ム
テ
イ
ー
チ
ン
グ
や
教
育
機
器
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
な
ど
が
教
育
現
場
に
も
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

う
し
た
教
育
機
器
や
教
育
方
法
に

一
層
柔
軟
な
対
応
を
し
、
ま
た
広
い
視
野
か
ら
判
断
、
決
定
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
教
員
が
要
請
さ
れ

よ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
今
後
の
動
向
を
見
越
し
て

一
層
質
の
高
い
教
員
を
養
成
す
る
た
め
の
教
育
課
程
の
整
備
が
必
要
と
な

ろ
う
。
ま
た
大
学
院
レ
ベ
ル
の
教
員
養
成
に
つ
い
て
も

一
層
の
整
備
、
充
実
が
必
要
と
な
ろ
う
。

勿
論
、
本
学
に
お
い
て
は
従
来
か
ら
こ
う
し
た
動
向
に
対
応
す
べ
く
各
種
の
教
育
機
器
や
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を

設
け
て
き
た
し
、
大
学
院
の
充
実
も
図
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
は
特
に
総
合
的
な
視
野
を
持

つ
た
教
育
課
程
の
改
善
、
整

備
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

資

格

要

件

二
二
九



第
二
草
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

（表
１
）
中

・
高
教
職
免
許
取
得
者
数
お
よ
び
教
職
採
用
者

一
九
九
二
年
度

四
七
五

一
二
九

一
九
九

一
年
度

一
九
九
〇
年
度

一
九
八
九
年
度

一
九
八
八
年
度

一
九
八
七
年
度

一
九
八
六
年
度

一
九
八
五
年
度

一
九
八
四
年
度

一
九
八
三
年
度

一
九
八
二
年
度

一
九
八

一
年
度

一
九
八
〇
年
度

一
九
七
九
年
度

一
九
七
八
年
度

一
九
七
七
年
度

一
九
七
六
年
度

年

　

度

上ハ
一
一一
一

五
六
二

四
九

一

四
七
九

四
八
七

五
八

一

五

一
〇

五

一
六

七
〇
六

五
三
七

六
四
八

七

一
〇

七
六
五

八

一
一

エハ
〓
〓
ニ

六

一
七

免
許
取
得
者

一
三
二

九

一

七

六
上ハ
上ハ

六

〇

九

六

一
〇
〇

九

八

一
五

一

〓

〓

一
〇

一

九

五

一
〇

一

一
〇
六

七

二

八
九

中

・
高
教
職
従
事
者

(図 1)中・高教職免許取得者数および教職採用者数
―

免許取得者
―――――中・高教職従事者

｀
ヽ

｀
ヽ、

∠__ fゝゝ
＼~ヽ

/ /

/ ＼ /

二
三
〇

人

，
００
９５
９０
８５
８０
７５
７０
６５
６０
５５
５０
４５
４０
３５
３０
２５
２０
１５
１０
５

19761977197819791980 1981 1982198319841985 198619871988198919901991 1992



（表
２
）
教
職
に
関
す
る
専
門
科
目

（教
育
学
科
以
外

一
九
九
二
年
度
入
学
生
用
）

中
・
高
等
学
校
教
諭
一
種

（国
語
・
書
道
・
英
語
。
中
国
語
・
社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民
・
商
業
）

教 職 に 関 す る 専 門 科 目 区

分必 修 科 目

道

徳

教

育

の

研

究

（商
　
業
）

（公
　
民
）

（地
理
歴
史
）

（一一
・　
　
△
ム
）

（中
国
語
）

（英
　
語
）

（書
　
道
）

教
科

教
育
法

（国
語
）

教
育

実
習
２

（学
外
）

教
育

実
習
１

（学
内
）

青

年

の
理
解

と
指
導

特

別

活

動

の

研

究

教

育

心

理

学

教

育

原

理

授

業

科

目

つ

一
′４ ′

４
ス
４

・
４ ヵ

４ 4 ヵ
４ 4 ，

“

つ

し

つ
“

′
４

単

位

う
０

（
５

う
０

Ｒ

）

う
０

う
０

う
０

う
０

ｎ
∠

履
修

年
次

中
学
校
の
免
許
取
得
者
の
み
必
修

各
自

の
取
得
希
望
免

許

に
関
す

る
教
科
を

修
得
す
る
。

３
年
次
終
了
の
時
点

に
お

い
て

教
育
原
理

・
教
育
心
理
学

・
青

年

の
理
解
と
指
導
、
教
科
教
育

法
お
よ
び
教
育
実
習
１

（学
内
）

を
す

べ
て
取
得
し
て
い
な
い
と

教
育
実
習
２

（学
外
実
習
）
を

履
修
で
き
な
い
。

備

　
　
考

資

格

要
件

（注
）
教
職
専
門
教
育
科
日
以
外
に
、　
一
般
教
育
科
目
社
会
分
野
の

「法
学

（日
本

国
憲
法
２
単
位
含
む
）」
を
必
修
科
目
と
す
る
。

二
三

一

教 職 に 関 す る 専 門 科 目 区
分

選 択 科 目 選択必修
教
科
教
育
法
特
殊
講
義

（漢
文

）

商
業
科
教
育
法
特
殊
講
義

教
育
心
理
学
特
殊
講
義
１

・
２

学
習
心
理
学
特
殊
講
義

教

育

学

特

殊

講

義

教

育

課

程

論

教

育

社

会

学

教

育

行

政

教
　
　
　
育
　
　
　
史

視

聴

覚

教

育

教

育

方

法

論

授

業

科

目

・４ ∠

ェ

′４
′
４ ／

４
ヵ
４ 4 4 ′

４
つ

ん

単
位

う
０

（
５

う
０

う
０

う
０

う
０

Ｒ

）

う
０

う
０

（
ｊ

う
０

履
修

年
次

日
本
文
学
料
、
中
国
文
学
科
生
用

経
済
学
部
生
用

１
科
日
４
単
位
以
上
選
択
必
修

一
１
科
日
２
単
位
以
上
選
択
必
修

備

　

考

′４
ｎ
Ｚ



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

（表
３
）

教
科
に
関
す
る
専
門
科
目

（教
育
学
科
）

教
育
学
科

（幼
稚
園

・
小
学
校
教
諭

一
種
）

生
　
　

活

理
　
　

科

算

　

数

丼
笹
　
　
　
　
△
バ

国
　
　
語

（書
写
を
含
む
）

教
科
に
関
す
る

専
門
科
目
群

生

　

　

　

活

物

理

学

概

論

化

学

概

論

生

物

学

概

諭

地

学

概

論

数

学

概

諭

日

本

史

概

説

地

理

学

概

説

社

　

会

　

学

政

治

学

概

説

経

　

済

　

学

国

語

学

概

説

日
本
近
代
文
学

日
本
児
童
文
学

日
本
古
典
文
学

中
国
文
学
概
説

書
　
　
　
　
道

本

学

に
お

け

る

該
当

科

目

２

一
３

4444 ｎ
Ｚ 22222 244224 単

位

3221 う
０ 33333 131332 科 履

目 修

２
単

位

以
上

小

の
み

４
単
位
以
上

２
単
位
以
上

小

の
み

４
単
位
以
上

４
単

位

以

上

最
低

必

修

単
位

小
必
修
、
幼
選
択
必
修

小
必
修

小
必
修
、

幼
選
択
必
修

小
必
修

小
必
修
、

幼
選
択
必
修

備

　

考

二
三
二

小
学
校

一
種
取
得

の
た
め

の
必
要
単
位
合
計

幼
稚
園

一
種
取
得

の
た
め

の
必
要
単
位
合
計

一２２
単
位
以
上

一

一１６
単
位
以
上

一

家

　
　
庭

体

　

育

図
画
工
作

音

　

楽

家

政

学

概

論

体

　

育

　

１

体

　

育

　

２

学

校

保

健

工 絵

芸 画

ピ

　

ア

　

ノ

管

　

楽

　

器

声

　

　

　

楽

音

　

　

　

楽

つ

ん 2  2  2 2  2 2222
う
０ 3  2  1 1 1 2333
小
の
み
２
単
位
以
上

小
２
単
位
以
上

幼
４
単
位
以
上

小
２
単
位
以
上

幼
４
単
位
以
上

小
２
単
位
以
上

幼
４
単
位
以
上

小
必
修

ン｝
幼
小
必
修

） 一一
幼
小
必
修

幼
小
必
修

（注
）
１
　

「書
道
」
は
必
ず
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
幼
稚
園
免
許
状
を
取
得
す
る
者
は
、
音
楽

・
図
画
工
作
お
よ
び
体
育
の

教
科
に
関
す
る
専
門
教
育
科
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
４
単
位
以
上
並
び

に
国
語

・
算
数
ま
た
は
生
活
の
教
科
に
関
す
る
専
門
教
育
科
目
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
２
科
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
２
単
位
以
上
を
修
得
す
る
も
の

と
す
る
。
な
お
音
楽
の
科
目
に
つ
い
て
は

「
ピ
ア
ノ
」
を
必
ず
履
修
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　

「学
校
保
健
」
の
み
で

「体
育
」
の
単
位
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
。



る|こ 区

分選択 目必   修   科

教

育

工

学

教

育

実

習

２

（学
外
）

教

育

実

習

１

（学
内
）

教

育

相

談

特

別

活

動

の

研

究

道

徳

教

育

の

研

究

教
科
教
育
法

（家
庭
）

教
科
教
育
法

（体
育
）

教
科
教
育
法

（図
工
）

教
科
教
育
法

（音
楽
）

教
科
教
育
法

（生
活
）

教
科
教
育
法

（理
科
）

教
科
教
育
法

（算
数
）

教
科
教
育
法

（社
会
）

教
科
教
育
法

（国
語
）

教

科
教

育

法

（
国

語

〈
書

写

〉
）

教

育

社

会

学

教

育

方

法

諭

教

育

心

理

学

教

育

学

原

諭

授

業

科

目

４

，

′４
，

“

，

“

（Ｚ
，

“

，

“

つ
ι

，

´

，

一

つ

一
，

“ 4 ∠

＾

′
４

‘４
単
位

う
０

′
４

う
０

ｎ
０

０
５

う
０

う
０

う
０

う
０

，

“

う
０

う
０

つ

ん
０
０

０
０

う
０

つ
ん

ｎ
∠

年 履

次 修

３

年

次

修

了

の
時

点

に
お

い

て

「
教

育

実

習

ｌ

（
学

内

）
」

を

取

得

し

て

い
な

い
と

「
教

育

実

習

２

（
学
外

）
」
を

履
修

で
き
な

い
。

備

　

考

教
職
に
関
す
る
専
門
科
目
の
配
置
お
よ
び
単
位

（教
育
学
科
）

教
育
学
科

（小
学
校
教
諭

一
種
）

計
４６
単
位
以
上

資

格

要
件

教 哉 に 関 す る 長F門 科 区

分選択必修 目必   修   科
教

育

工

学

教

育

方

法

論

教

育

実

習

２

（学
外
）

教

育

実

習

１

（学
内
）

幼

児

の

舞

踊

指

導

幼

児

の

音

楽

指

導

保
育
内
容
の
研
究

（表
現
２
）

保
育
内
容
の
研
究

（表
現
１
）

保
育
内
容

の
研
究

（
一言
査
不
）

保
育

内
容

の
研
究

（
環

境̈

）

保

育

内

容

の
研
究

（
人
間

関

係

）

保

育
内

容

の
研
究

（
麟
撃
嫌

）

保

育

内

容

論

教

育

社

会

学

教

育

心

理

学

教

育

学

原

諭

授

業

科

目

′
４

′
４

′
４

ｎ
∠

つ
ι

ｎ
∠

，

“

，

“

，
ん

′４
′
４

′
４

′
４

単

位

う
０

′４
（
０

う
０

つ
“

う
０

０
５

，

“

つ
ん

年 履

次 修

一一
１
科
日
４
単
位
以
上
選
択
必
修

保
育
内
容
の
研
究
１２
単
位

の
う
ち
半
数
ま
で
は
小
学

校
の
教
科
教
育
法
お
よ
び

特
別
活
動

の
単
位
を
も

つ

て
当

て
る

こ
と

が

で
き

，う
。

備

　

考

教
育
学
科

（幼
稚
園
教
諭

一
種
）

計
４１
単
位
以
上

（注
）

教
職
専
門
教
育
科
日
以
外
に
一
般
教
育
科
目
社
会
分
野
の
法
学

（日
本
国
憲

法
２
単
位
含
む
）
を
必
修
と
す
る
。

［
沼
口
　
博

・
須
藤
敏
昭
］

二
三
二

l門

う
０
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章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

二
三
四

二
　
図
書
館
学
講
座

０

沿

　

革

「
図
書
館
学
講
座
」
の
前
身
は
、　
一
九
六
二

（昭
和
三
七
）
年
四
月
に
、
文
政
学
部
が
文
学
部
と
経
済
学
部
に
改
組
さ
れ
た
時
に
設
け

ら
れ
た
教
職
に
関
す
る
専
門
科
日
、
「
図
書
館
学
」
（八
単
位
）
で
あ
る
。
教
育
学
科
が
発
足
し
た

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
に
は
、
講

座
名
も

「
図
書
館
司
書

・
司
書
教
諭
講
座
」
に
な
り
、
後
に
現
在
の

「
図
書
館
学
講
座
」
に
変
わ
つ
て
い
る
。

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
度
ま
で
の

「
図
書
館
学
講
座
」
の
学
科
日
は
、
司
書
講
習
の
科
目
を
グ
ル
ー
プ
化
し
た
六
科
日
、
「
図
書

館
学
１
」
～

「
図
書
館
学
６
」
と
、
実
務
的
知
識
に
習
熟
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
図
書
館
実
習
」
の
七
科
目

（す
べ
て
通
年
開
講
）

で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
図
書
館
学
の
発
展

・
分
化
に
伴
い
、
学
科
目
名
を
内
容
に
即
し
た
名
称
に
変
更
す
る
必
要
性
が
学
内
で

も
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

０

現

　

状

①
　
科
目
編
成
の
改
訂

一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
度
の
三
年
次
生
か
ら
実
施
さ
れ
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
は
、
図
書
館
学
の
体
系
に
基
づ
い
て
学
科
目
が
設
け

ら
れ
、
そ
れ
ら
を
該
当
の
司
書
講
習
科
日
と
し
て
認
定
す
る
方
式
を
採
用
し
た
。
こ
れ
は
司
書
資
格
授
与
に
必
要
な
科
目
を
大
学
で
開
講

す
る
主
旨
に
沿
つ
た
改
革
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
図
書
館
の
機
能
分
化
の
現
状
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
公
共
、
学
校
、
大
学
、
児
童
の
各



図
書
館
を
、
そ
れ
ぞ
れ
全
体
的
に
論
じ
る
科
目
を
設
け
た
。
こ
れ
は
、
先
導
的
改
革
で
あ
り
本
講
座
の
誇
る
べ
き
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
改
革
の
も
う

一
つ
の
目
的
は
、
図
書
館
学
の
発
展

・
深
化
に
対
応
し
て
開
講
科
目
を
拡
充
す
る
こ
と
で
あ

つ
た
。
し
か
し
、
必
修

科
目
の
枠
内
で
そ
れ
を
行
う
と
、
履
修
学
生
の
負
担
が
か
な
り
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
学
生
の
意
欲
に
期
待
す
る
こ
と
に
し
て
、

選
択
科
目
を
四
科
目

（八
単
位
）
設
け
、
図
書
館
学
を
若
干
な
が
ら
深
く
学
べ
る
途
を
開
い
た
。
現
在
ま
で
、
予
想
以
上
に
多
数
の
学
生

が
、
こ
れ
ら
の
科
目
を
履
修
し
て
い
る
。

②
　
社
会
教
育
主
事
の
履
修
科
目
と
の
共
通
科
日
化

公
共
図
書
館
は
社
会
教
育
施
設
の

一
つ
で
あ
る
。
社
会
教
育
の
専
門
職
で
あ
る
社
会
教
育
主
事
に
関
す
る
省
令
科
目
に
、
選
択
科
日
と

し
て

「
図
書
館
通
論
」
が
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。　
一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
に
開
講
さ
れ
た
本
学
の
講
座
で
は
、
図
書
館
学
講

座
の
科
目

「
図
書
館
学
概
論
」
を

「
図
書
館
通
諭
」
と
の
共
通
科
日
と
し
て
開
講
し
て
い
る
。
さ
ら
に

一
九
八
九

（平
成
元
）
年
の
文
部

省
の
規
程
変
更
を
受
け
た
同
講
座
の
科
目
構
成
の
変
更
で
は
、
図
書
館
学
講
座
の

「
図
書
館
学
概
論
」
と

「公
共
図
書
館
論
」
が

「
社
会

教
育
特
講
２
」
の
科
日
、
「
図
書
館
通
論
」
と

「
公
共
図
書
館
論
」
と
の
共
通
科
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
生
涯
学
習
時
代
に

図
書
館
が
学
習
資
料
セ
ン
タ
ー
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
を
踏
ま
え
た
改
革
で
あ
る
。

③
　
図
書
館
に
お
け
る
情
報
化
の
進
展
へ
の
対
応

大
図
書
館
か
ら
始
ま

つ
た
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
の
導
入
に
よ
る
情
報
化
の
波
は
、
ほ
ぼ
最
終
段
階
を
迎
え
、
小
規
模
図
書
館
の
多
い
学
校
図

書
館
を
除
い
て
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
よ
る
図
書
館
資
料
の
管
理
が

一
般
化
し
た
。
情
報
関
係
の
中
心
科
目
と
し
て
は

「情
報
管
理
」
が

早
く
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
選
択
科
目
で
あ
る
こ
と
も
あ

つ
て
、
各
大
学
の
対
応
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
か
つ
た
。
施
設
の
拡
充

を
待
つ
て
本
学
で
も
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
こ
れ
を
通
年
四
単
位
の
科
日
と
し
、　
一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
度
の

一
年
次
生
か
ら
適
用
す
る

こ
と
に
し
た
。
学
生
の
負
担
増
を
避
け
る
た
め
に
、
選
択
科
日
と
し
て
の
設
置
は
変
わ
ら
な
い
が
、
二
単
位
開
講
の
現
在
も
多
数
の
学
生

資

格

要
件

二
二
五
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二
章
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二
三
六

が
履
修
し
て
お
り
、
開
講
コ
マ
数
の
増
加
等
の
対
応
が
急
が
れ
る
。

④
　
卒
業
生
の
活
躍

司
書
を

一
般
事
務
職
の
枠
内
で
採
用
す
る
自
治
体
が
あ
る
な
ど
、
こ
の
方
面
に
進
ん
だ
卒
業
生
の
実
数
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
に
何
人
も
の
卒
業
生
が
図
書
館
界
へ
進
み
、
中
堅
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
者
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
有
志
に
よ
る
学
習
会
も
行

わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

情
報
関
係
の
企
業
に
進
ん
だ
卒
業
生
た
ち
も
い
る
。
さ
ら
に
、
情
報
化
時
代
を
反
映
し
て
、
司
書
有
資
格
者
と
い
う
こ
と
も
考
慮
さ
れ

て

一
流
企
業
に
採
用
さ
れ
た
例
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
情
報
化
社
会
に
生
き
る
卒
業
生

一
般
に
と
つ
て
も
、
図
書
館
学
講
座
は
有

用
な
も
の
に
な
つ
て
い
る
。

０

展

　

望

開
講
単
位
数
で
見
る
限
り
で
は
、
図
書
館
学
を
開
講
し
て
い
る
諸
大
学
の
中
で
は
平
均
よ
り
若
千
上
と
い
う
程
度
で
あ
り
、
カ
リ
キ

ュ

ラ
ム
の
充
実
が
課
題
で
あ
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
省
令
科
目
の
改
訂
作
業
が
現
在
進
行
中
で
あ
り
、
結
論
が
出
次

第
に
改
革
を
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
前
述
の

「
情
報
管
理
」
も
、
必
修
科
日
化
の
方
向
が
既
に
固
ま
つ
て
い
る
が
、
既
に
こ
れ
を
必
修
に

し
て
い
る
大
学
も
あ
る
。
本
学
も
こ
の
科
目
の
必
修
化
を
含
め
て
、
大
幅
改
正
に
対
応
す
る
た
め
の
準
備
を
急
ぐ
時
期
に
来
て
い
る
。

な
お
、
教
育
学
科
の
分
化
の
動
き
に
対
応
し
て
、
教
育
学
科
の
科
目
と
し
て
の
図
書
館
学
の
科
目
の
充
実
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［柿
沼
隆
志
］



三
　
社
会
教
育
主
事
講
座

教
育
学
科
に
お
い
て
は
、
初
期
か
ら
教
育
学
の
専
門
教
養
の

一
分
野
と
し
て
社
会
教
育
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
選
択
科
目
と
し
て

「
社

会
教
育
概
説
」
が
開
講
さ
れ
、　
一
九
七
六

（昭
和
五

一
）
年
度
か
ら
は
専
任
教
員
が
配
置
さ
れ
た
。

社
会
教
育
主
事
の
資
格
に
関
す
る
講
座
が
開
設
さ
れ
た
の
は

一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
度
か
ら
で
あ
る
。

社
会
教
育
主
事
は
、
都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
置
か
れ
、
社
会
教
育
を
行
う
者
に
専
門
的
、
技
術
的
な
助
言
と
指
導

を
与
え
る
専
門
職
で
あ
る

（社
会
教
育
法
第
九
条
２

・
３
）。
ま
た
、
社
会
教
育
主
事
の
資
格
を
有
す
る
者
が
公
民
館
、
青
年
の
家
な
ど

社
会
教
育
施
設
の
職
員
と
し
て
、
専
門
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

大
学
に
お
い
て
規
程
の
科
目

・
単
位
を
修
得
し
、
社
会
教
育
主
事
補
と
し
て

一
年
以
上
そ
の
職
に
あ
れ
ば
社
会
教
育
主
事
と
な
る
資
格

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
大
学
に
お
け
る
養
成
は
社
会
教
育
主
事
の

「基
礎
資
格
」
取
得
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

表
１

，
２
は
、
そ
の
科
目
構
成
で
あ
る
。

（表
１
）
文
学
部

（教
育
学
科
を
除
く
）

・
経
済
学
部

・
外
国
語
学
部

・
法
学
部
学
生
用

資

格

要

件

二
三
七

乙 群 甲 群 群

教
育
史

教
育
原
理

教
育
社
会
学

教
育
心
理
学

社
会
教
育
概
諭

社
会
教
育
方
法
論

（総
論
）

社
会
教
育
行
政

省

令

科

目

2422 ′４
，

々
，

“

単
　
位

一

授

業

科

目

教
育
史

教
育
原
理

教
育
社
会
学

教
育
心
理
学

社
会
教
育
概
論

社
会
教
育
方
法
論

（総
論
）

社
会
教
育
行
政

2444 ′４（∠２
単
　
位

う
０

，
″

Ｒ
）

，
″

う０
へ５（５

年
　
次

ン一｝
教
職
課
程
科
目
と
共
通

）

備

考

ヽ __ン

３
科
日
以
上

８
単
位
以
上

選
択
必
修

一３
科
目
８
単
位

一必
修
　
　
；



丙  群

図
書
館
通
論

視
聴
覚
教
育

職
業
教
育
お
よ
び
職
業
指
導

社
会
教
育
演
習

4422

図
書
館
通
論

視
聴
覚
教
育

職
業
教
育
お
よ
び
職
業
指
導

社
会
教
育
演
習

4444

3333

図
書
館
学
講
座
科
目

「
図
書
館
学
概
論
」
と
共
通

教
職
課
程
科
目
と
共
通

教
職
課
程
科
目

「
職
業
指
導
と
共
通
」

３
科
日
以
上

８
科
日
以
上

選
択
必
修

第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

（表
２
）
文
学
部
教
育
学
科
学
生
用

丙 群 乙  群 甲 群 群

社
会
教
育
施
設

図
書
館
通
論

視
聴
覚
教
育

成
人
指
導
お
よ
び
青
少
年
指
導

教
育
調
査

社
会
教
育
演
習

教
育
史

教
育
原
理

教
育
社
会
学

教
育
心
理
学

社
会
心
理
学

社
会
教
育
概
論

社
会
教
育
方
法
論

（総
諭
）

社
会
教
育
行
政

省
令
科
目

つ
ん

，
一

，
“

（∠２４ 2242 2 224
単

　

位

社
会
教
育
施
設

図
書
館
通
論

視
聴
覚
教
育

成
人
指
導
お
よ
び
青
少
年
指
導

教
育
調
査

社
会
教
育
演
習

教
育
史

教
育
原
理

教
育
社
会
学

教
育
心
理
学

社
会
心
理
学

社
会
教
育
概
諭

社
会
教
育
方
法
諭

（総
論
）

社
会
教
育
行
政

授
業
科
目

4 44 4 42 4444 4
単
　
位

う
０

一
５

Ｒ
）

（６う
０

（５ ｎ
０

Ｒ
）

，
“

（０
う
０

う
０

■

）

年

　

次

教
育
学
科
専
門
科
日
と
共
通

図
書
館
学
講
座
科
目

「
図
書
館
学
概
論
」
と
共
通

教
育
学
科
専
門
科
目

「教
育
工
学
」
と
共
通

教
育
学
科
専
門
科
目
と
共
通

教
育
学
科
専
門
科
目

「
教
育
統
計
調
査
」
と
共
通

教
育
学
科
専
門
科
目

「教
育
史
概
説
」
と
共
通

教
育
学
科
専
門
科
目
と
共
通

教
育
学
科
専
門
科
目
と
共
通

教
育
学
科
専
門
科
目
と
共
通

教
育
学
科
専
門
科
目
と
共
通

教
育
学
科
専
門
科
目
と
共
通

備

考

３
科
日
以
上

８
単
位
以
上

選
択
必
修

ヽ _____ン

３
科
日
以
上

８
単
位
以
上

選
択
必
修

３
科
目

８
科
目

必
修

二
三
八

224



ど
ち
ら
も

一
部
の
科
目
は
教
職
課
程
の
科
日
と
共
通
に
な

つ
て
い
た
ほ
か
、
教
育
学
科
の
学
生
に
つ
い
て
は

「社
会
教
育
概
論
」
「社

会
教
育
施
設
」
「
成
人
指
導
お
よ
び
青
少
年
指
導
」
等
に
つ
い
て
は
専
門
科
目
と
共
通
と
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
社
会
教
育
に
つ

い
て
の
専
門
的
知
識
を
教
育
学
教
養
の
不
可
欠
の

一
環
と
し
て
積
極
的
に
考
え
る
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

一
九
八
九

（平
成
元
）
年
度
か
ら
は
、
文
部
省
の
規
程
の
変
更
に
伴
い
、
科
目
構
成
を

一
新
し
た
。
こ
れ
は
、
「
生
涯
学
習
の
時
代
」

と
い
わ
れ
る
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
よ
り
実
践
的
な
知
識

・
技
術
を
学
習
す
る
趣
旨
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
科
目
構
成
は
次
の
表
３

・
４
の
通
り
で
あ
る
。

（表
３
）
文
学
部

（教
育
学
科
を
除
く
）

・
経
済
学
部

・
外
国
語
学
部

・
法
学
部

・
国
際
関
係
学
部
学
生
用

資

格

要
件

二
二
九

社

会

教

育

特

請

３

社

会

教

育

特

講

２

社

会

教

育

特

講

１

社

会

教

育

の

基

礎

社

会

教

育

計

画

社

会

教

育

演

習

群

教

　

　

　

育

　

　

　

学

遭

　

徳

　

　

　

宗

　

教

社

会

教

育

施

設

・
活

動

図

　

書

　

館

　

通

　

論

公

共

図

書

館

論

視

聴

覚

教

育

現

代

社

会

と

社

会

教

育

同

和

問

題

と

社

会

教

育

社

会

教

育

概

論

社

会

教

育

計

画

社

会

教

育

演

習

授

業

内

容

44 4444 44 444
単
　
位

（
６ ０

０
ｎ
５

ｏ
０

ｏ
０

０
５

（６ ｎ
ｊ

へ５Ｒ
）

年

　
次

１
科
目
４
単
位
以
上

選
択
必
修

１
科
目
４
単
位
以
上

選
択
必
修

ン

｝３科目１２単位必修

備

　
　
　
考

１
科
目
４
単
位
以
上

選
択
必
修

教
職
課
程
専
門
教
育
科
目

「教
育
原
理
」
と
共
通

教
職
課
程
専
門
教
育
科
日

「哲
学
」

・
同

「
倫
理
学
」
と
共
通

教
職
課
程
　
専
門
教
育
科
目

「教
育
学
特
殊
講
義
」
（同
和
教
育
）
と
共
通

図
書
館
学
講
座
科
日

「
図
書
館
学
概
諭
」
と
共
通

図
書
館
学
講
座
科
目

「
公
共
図
書
館
諭
」
と
共
通

教
職
課
程
専
門
教
育
科
日

「
視
聴
覚
教
育
」
と
共
通

振

替

科

目



社

会

教

育

特

講

３

社

会

教

育

特

講

２

社

会

教

育

特

講

１

社

会

教

育

の

基

礎

社

会

教

育

計

画

社

会

教

育

演

習

群

教

　
　

　

育
　
　

　

学

芸

術

　

文

化

社

会

教

育

施

設

・
活

動

図

書

館

通

論

公

共

図

書

館

論

青

年

・
婦

人

問

題

と

社

会
　
教

育

現
代

の
家
庭
と
社
会
教
育

同

和

問

題

と

社

会

教

育

社

会

教

育

概

論

社

会

教

育

計

画

社

会

教

育

演

習

授

業

内

容

4 4 44 4 44 4 444
単
　
位

う
０

う
０

（
０

う
０

０
０

（５（５
ｎ
ｊ（５う０

年

　

次

ヽ __ノ

１
科
目
４
単
位
以
上

選
択
必
修

一一
３
科
目
１２
単
位
必
修

備

　
　
　
考

１
科
目
４
単
位
以
上

選
択
必
修

１
科
目
４
単
位
以
上

選
択
必
修

教
育
学
科
専
門
科
目

「
教
育
学
原
論
」
と
共
通

教
育
学
科
専
門
科
目

「
美
術
教
育
概
諭
」

・
同

「
音
楽
教
育
学
概
論
」
と
共
通

教
育
学
科
専
門
科
目

「
社

会

教

育

施

設

・
活

動

」

と

共

通

図
書
館
学
講
座
科
目

「
図
書
館
学
概
論
」
と
共
通

図
書
館
学
講
座
科
目

「
公
共
図
書
館
論
」
と
共
通

教

育
学

科
専

門
科

目

「青
年

・
婦
人
問
題
と
社
会
教
育
」
と
共
通

教
育
学
科
専
門
科
目
「教
育
学
特
殊
講
義
１
」
と
共
通

教
育
学
科
専
門
科
目
「教
育
学
特
殊
講
義
５
」
と
共
通

教
育
学
科
専
門
科

目

「
社
会
教
育
概
論

」
と
共
通

振

替

科

目

第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

（表
４
）
文
学
部
　
教
育
学
科
学
生
用

二
四
〇

開
設
以
来
十
数
年
を
経
過
し
た
が
、
毎
年
ほ
ぼ
二
〇
〇
名
の
学
生
が
講
座
を
履
修
し
て
い
る
。

就
職
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
主
事
を
別
枠
で
募
集
し
て
い
る
自
治
体
が
少
な
い
た
め
、
明
確
な
数
の
把
握
は
困
難
で
あ
る
が
、
最
初

か
ら
社
会
教
育
施
設
や
行
政
の
職
員
に
就
く
学
生
の
ほ
か
、　
一
般
職
と
し
て
就
職
し
た
後
に
そ
れ
ら
の
職
務
に
就
く
者
は
少
な
く
な
い
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
児
童
館

・
学
童
保
育
な
ど
の
児
童
福
祉
や
障
害
者
福
祉
、
企
業
の
企
業
内
教
育
関
係
の
職
種
に
就
職
す
る
学
生
も
近

年
増
え
つ
つ
あ
る
。

「
生
涯
学
習
の
時
代
」
に
ふ
さ
わ
し
く
そ
の
内
容
、
方
法
、
教
育
条
件
の

一
層
の
充
実
と
発
展
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

［大
田
政
男
］



第
二
節

経
済

学

部

―
―

経
済
学
科
　
経
営
学
科

―

経
済
学
部
の
現
状
と
展
望

①
　
成
長
著
し
か
っ
た
こ
の

一
〇
年

本
学
は
、　
一
九
二
三

（大
正

一
二
）
年
大
東
文
化
学
院
を
母
胎
に
し
て
誕
生
し
て
か
ら
、
既
に
七
〇
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。
人
間

で
い
え
ば
古
稀
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
経
済
学
部
の
歴
史
は
、
い
ま
漸
く
半
世
紀
を
折
り
返
し
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

経
済
学
部
の
ル
ー
ツ
を
尋
ね
る
と
、
旧
制
専
門
学
校
で
あ

つ
た
既
述
の
大
東
文
化
学
院
が
、
本
科
を
改
組
し
、
そ
の
第
三
部
に
東
亜
政

経
科
を
設
置
し
た

一
九
二
八

（昭
和

一
三
）
年
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
年

一
九
九
二

（平
成
五
）
年
は
、
そ
の
創
設
か
ら
数
え

る
と
五
五
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
半
世
紀
を
超
え
る
歳
月
の
流
れ
の
中
で
も
、
特
に
、
こ
こ

一
〇
年
間
に
お
け
る
経
済
学
部
経
済

・
経
営
両
学
科
の
成
長
に
は
著
し

い
も
の
が
あ

つ
た
と
思
う
。
両
学
科
の
そ
れ
ぞ
れ
の
入
学
定
員
は
、
経
済
学
科
が
六
〇
〇
名
、
経
営
学
科
が
四
〇
〇
名
と
創
立
当
初
の
四

倍
に
増
加
し
た
。　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
二
月
に
行
わ
れ
た
入
試
で
は
、
経
済
学
部
を
志
願
し
た
受
験
生
は
両
学
科
合
わ
せ
て
二
〇
、

〇
〇
〇
名
を
超
え
た
。
こ
の
傾
向
は
既
に
三
、
四
年
前
か
ら
始
ま

つ
て
い
る
。
入
学
者
も
経
済
学
科
が
八
〇
三
名
、
経
営
学
科
が
五
三
〇

名

（
い
ず
れ
も

一
九
九
二
年
五
月

一
日
現
在
）
、
学
部
に
在
籍
す
る
学
生
総
数
は
四
、
九
〇
〇
名
を
超
え
る
規
模
に
な

つ
た
。
ま
た
、
教

第
二
節
　
経
済
学
部

二
四

一
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二
四
二

員
数
も
経
済
学
科
の
定
員
枠
三

一
名
、
経
営
学
科
二
四
名
、
そ
し
て
経
済
学
部
教
養
課
程
に
所
属
す
る
教
員
数
も
二
九
名
に
達
し
、
合
計

八
四
名
の
専
任
教
員
と
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
数
の
八
〇
名
の
兼
担

・
兼
任
講
師
を
含
め
る
と
総
勢

一
六
四
名
の
大
き
な
組
織
に
成
長
し
た
。

し
か
し
、
成
長
に
は
必
ず
代
償
を
伴
う
も
の
だ
。
こ
の

一
〇
年
間
の
著
し
い
成
長
は
、
内
部
努
力
の
成
果
ば
か
り
で
は
な
い
。
恐
ら
く

そ
の
九
割
は
、
外
部
経
済
効
果
に
依
存
し
て
の
成
長
で
あ

つ
た
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
の

一
〇
年
、
支
払
う
代
償
も
ま
た
大
き
い
こ
と
を
自

覚
し
た
い
も
の
だ
。

②
　
新
し
い
時
代
へ
向
け
て

こ
の
二
〇
年
間
、
経
済
学
部
は
、
教
育

・
研
究
体
制
の
整
備

・
拡
充
に
努
め
て
き
た
。
経
済
学
科
を
基
礎
に

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）

年
大
学
院
経
済
学
研
究
科
経
済
学
専
攻
の
修
士
課
程
を
設
置
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
引
き
続
い
て

一
九
七
八

（昭
和
五
三
）
年
に
は
修
士
課

程
を
改
組
し
て
博
士
課
程
前
期

。
後
期
両
課
程
を
増
設
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
教
育

・
研
究
の
基
盤
と
な
る
教
員
組
織
が
充
実
で
き
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
加
え
て

「
課
程
博
士
」
（経
済
学
博
士
）
・
「
論
文
博
士
」
（経
済
学
博
士
）
が
誕
生
し
た
こ
と
も
成
果
で
あ
つ
た
。

ま
た
経
済
学
部
は
、　
一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年

「
経
理
研
究
所
」
（
一
九
八
八

〈
昭
和
六
三
〉
年

「
経
営
研
究
所
」
に
名
称
変
更
）

を
、　
一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年

「
日
本
経
済
研
究
所
」
（
一
九
九

一

〈
平
成
三
〉
年

「
経
済
研
究
所
」
に
名
称
変
更
）
を
そ
れ
ぞ
れ
附

置
し
、
教
育

・
研
究
機
関
と
し
て
の
学
部

・
学
科
の
体
制
整
備
を
行
つ
て
き
た
。
特
に
、
研
究
所
の
活
動
を
通
じ
て
経
済
学
部
の
国
際
化

が
高
度
に
進
展
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で
あ
つ
た
。

現
在
、
経
営
学
科
を
ベ
ー
ス
に
、
現
行
の
大
学
院
経
済
学
研
究
科
に
経
営
学
専
攻
の
修
士
課
程
を
増
設
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
経

営
学
科
主
任
の
鈴
木

一
道
教
授
が

「
経
営
学
専
攻
増
設
実
行
委
員
会
」
委
員
長
を
務
め
、
学
科
の
総
力
を
挙
げ
て

一
九
九
三

（平
成
五
）

年
四
月
第

一
期
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

お
そ
ら
く
、
近
い
将
来
に
は
、
経
営
学
研
究
科

へ
の
改
組
や
経
営
学
専
攻
の
博
士
課
程
も
設
置
す
る
と
い
う
展
望
を
も
つ
て
新
し
い
計



画
も
策
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
は
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
に
、
経
済
学
科
も
現
在
の
定
員
六
〇
〇
名
と
い
う
大
所
帯
を
改
組
し
て
、
一
三

世
紀
に
向
け
た
新
学

科
、
例
え
ば
現
在
の
自
然
科
学
分
野
の
教
育

・
研
究
陣
容
と
学
園
に
設
置
さ
れ
て
い
る
大
東
医
専
の
協
力
を
得
て
社
会
科
学
と
自
然
科
学

と
の
高
度
な
融
合
に
よ
る
革
新
的
な
学
科
、
即
ち
こ
れ
か
ら
の
日
本
企
業
に
ど
う
し
て
も
必
要
と
な
る
フ
イ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
イ
ー
や
社
会
福

祉
、
さ
ら
に
環
境

・
エ
コ
ロ
ジ
ー
問
題
に
も
取
り
組
め
る
人
材
を
養
成
す
る

「
人
間
環
境
学
科
」
の
よ
う
な
新
学
科
の
創
設
な
ど
を
考
え

て
み
て
も
よ
い
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

い
ま
、
経
済
学
科
は
吉
田
憲
夫
学
科
主
任
を
中
心
に
、
経
営
学
科
は
林
田
晃
明
教
授
を
中
心
に
差
し
迫
つ
て
く
る
厳
し
い
時
代
に
積
極

的
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
両
学
科
が

一
体
に
な

つ
て
取
り
組
ん
で
い
る
新
し
い
教
育
課
程
改
革
の
狙
い
も
、
経
済
学
部
が
常
に
専
門
教

育
の
深
化

・
展
開
に
重
点
を
置
い
て
、
し
か
も
教
育

・
研
究
体
制
、
と
り
わ
け
大
学
院
お
よ
び
両
研
究
所
の
有
す
る
機
能
を
ト
ラ
ン
ス
‐

デ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
、
厳
し
さ
の
増
す
将
来
に
向
け
て
戦
略
的
な
学
部
運
営
を
行
お
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

③
　
い
ま
学
部
の
存
在
感
に
確
か
な
手
応
え

半
世
紀
を
超
え
る
歴
史
を
経
て
、
経
済
学
部
は
、
以
下
の

一

「
経
済
学
科
」
、
一
一
「
経
営
学
科
」
に
お
い
て
詳
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の

規
模
に
お
い
て
も
内
容
に
お
い
て
も
充
実
し
た
教
育

・
研
究
機
関
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
得
る
よ
う
に
発
展
し
た
。
現
在
、
学
部
の
収

容
定
員
も
両
学
科
合
わ
せ
て
四
、
〇
〇
〇
名
、
両
学
科
に
在
籍
す
る
学
生
数
四
、
九
〇
〇
余
名
を
擁
し
て
常
に
本
学
の
中
枢
の
学
部
と
し

て
そ
の
役
割
を
担
つ
て
い
る
。

新
し
く
経
済
学
部
と
し
て
誕
生
し
、
経
済

・
経
営
両
学
科
が
ス
タ
ー
ト
し
た
当
時
、
即
ち

一
九
六
二
～
三

（昭
和
三
七
～
八
）
年
本
学

全
体
の
学
生
数
は
決
し
て
多
く
は
な
か
つ
た
。
学
園
の
財
政
は
困
窮
し
、
教
育

・
研
究
環
境
も
不
十
分
で
大
学
と
し
て
の
存
在
感
を
社
会

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
余
り
に
も
力
不
足
に
過
ぎ
た
。
後
発
の
大
学
と
し
て
暫
く
拭
い
切
れ
な
か
つ
た
さ
ま
ざ
ま
な
不
利
な
条
件
、
そ
し

第
二
節

経
済
学
部

二
四
三



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
四

て
力
不
足
の
中
で
、
そ
れ
で
も
な
お
教
育

。
研
究
機
関
と
し
て
経
済
学
部
が
、
幾
許
か
の
命
脈
を
維
持
し
え
た
と

い
う
評
価
が
な
さ
れ
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
の
間

に
学
部

・
学
科

の
た
め
に
献
身
的

に
尽
力
さ
れ
た
先
輩

の
諸
先
生
方
や
職
員
そ
し
て
多
く

の
卒
業
生
、
さ
ら

に

は
わ
れ
わ
れ
学
部
と
深

い
関
係

に
あ

つ
た
多
く
の
機
関
と
そ
の
人
々
と
の
絆
で
は
な
か

つ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

「
寒
梅
は
敢
え
て
風
雪
に
耐
え
て
咲
く
」
と

い
う
が
、
経
済
学
部
が
今
日
ま
で
刻
ん
で
き
た
歴
史
も
ま
た
、
東
亜
政
経
科
以
来
五
五
年
、

風
雪

に
耐
え
て
悠

に
半
世
紀
を
超
え
た
。
そ
し
て
新
学
部
誕
生
か
ら
も
三
〇
年
、
そ
の
歳
月
の
長
さ
を
思
う
と
き
、
現
在
経
済
学
部

に
籍

を
置
く
者
と
し
て
、
そ
の
時
間

の
重
み
に
感
慨
新
た
な
る
も

の
を
禁
じ
得
な

い
の
で
あ
る
。

（注
）
　
左
記
の

「経
済

・
経
営
両
学
科
の
専
任
教
員
年
表
」
は
、
田
口
昌
長
経
済
学
部
事
務
室
長
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
以
下

「経
済
学
科
」、
「経
営

学
科
」、
「経
済
学
専
攻
科
」
の
執
筆
に
あ
た
つ
て
、
古
い
記
録
か
ら
数
字
や
記
事
を
調
べ
た
り
、
教
員
人
事
の
発
令
年
次
に
つ
い
て
の
確
認
な
ど
い
ず
れ
も

経
済
学
部
事
務
室
職
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
心
か
ら
お
礼
を
中
し
上
げ
る
。

経
済

・
経
営
両
学
科
専
任
教
員
年
表

1961年度以前又は1961年度就任

須

山

　

卓

高

橋

梵

仙

友

安

亮

一

佐

藤

　

弘

古

屋

美

貞

井

上

貞

蔵

山

内

一
雄

中

村

佐

一

教
授

教
授

教
授

　

　

ｍ

・
ｍ

教
授

教
授

教

授

教
授

教
授

吉
ｏ
青

一Ｅ

Ｅ

ｃ

ｃ

・

Ｅ

・

Ｅ

1961

1962

1963

1964

1965

1966

1967

1968

1969

1970

1971

1972

1973

1974

1975

1976

1977

1978

1979

1980

1981

1986

1987

1983

1984

1985

1988

1989

1990

1991

1992



1967年度 1966年度 1965年度 196411963年 度就任 1962年度就任
191 .は

吉

田

義

信

江

副

邦

英

岩

崎

庄

一

佐

藤

良

輔

向

後

良

文

永

田

元

也

金

子

　

昇

青

野

博

昭

河

野

一
英

田
中
千
代
松

村

田

克

巳

古
賀
規
矩
之

桝

田

　

光

檜

田

信

雄

深

見

義

一

大
久
保
達
正

土

井

　

章

栗

本

　

弘

中

平

栄

一

講
師

助
教
授

助
教
授

講
師

助
教
授

教

授

ｍ

・　
ｍ

教
授

助
教
授

教

授

（法
学
部
へ
移
籍
）

教

授

　

　

　

ｍ

・
ｍ

・
ｅ

・

ｅ

研
究
員

講
師

教
授

教

授

講
師

講
師

1961

1962

1963

1964

1965

1966

1967

1968

1969

1970

1971

1972

1973

1974

1975

1976

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1992

助
教
授

講
師

講

師
教
授

Ｔ

ｍ

・

ｍ

・

ｍ

　

Ｆ
Ｔ

Ｅ

講

師

教

授

ｅ

・
ｍ
　

ｍ

・
Ｅ

・
Ｅ

・
Ｅ

・
Ｅ

・
Ｇ

教
授

Ｇ

・
Ｇ

・
Ｇ

教
授

G

助
教
授

講

師
助
教
授

助
教
授

助
教
授教

授

　

　

ｍ

教

授

Ｅ

・

Ｅ

・

Ｅ

・

Ｅ

教
授

教
授

・
ｍ
・
ｍ

第
二
節

経
済
学
部

二
四
五



第
二
章
　
学
部

・
学
科

‘
教
養
課
程
の
経
緯

1970年度就任 1969年度就任 1968年度就任 1967年度就任

山

田

一
生

芳

野

国

雄

高

橋

　

保

町

井

和

朗

堤

　

光

臣

三

上

英

俊

坂

上

捨

松

山

村

順

次

篠

原

武

英

加

藤

瑛

子

鈴

木

孝

明

古

川

勝

信

高

橋

精

一

前

川

邦

生

高

松

鶴

吉

渡

部

行

男

大

津

　

弘

藤

井

誠

一

井

上

恵

行

９６４

一

９６５

一
９６６

一

９６７

９６８

一

９６９

一

９７０

９７３

一

９７４

一

９７５

一

９７６

９７７

一

９７８

一

９７９

一

９８０

９８４

一

９８５

一

９８６

一

９８７

助
教
授

（教
養
課
程
か
ら
移
籍
）

助
手
　
　
一
講
師

一
助
教
授

講
師

講

師

教

授

In

講
師

講

師
助

手

講
師

講
師

講
師

教
授

ｅ

助
教
授

講

師
教
授

講

師

（法
学
部

へ
移
籍
）

講

師
講

師

助
教
授

一
教
授

ｍ
　
・　
ｍ

助
教
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

教
授

・
ｍ
・
ｍ教

授
教
授

ｍ

・　
ｍ

教
授

教
授

教

授

二
四
六

／

／

／

Ｅ

・
Ｅ

・
Ｅ

・
Ｅ

・

1071

10Rl



1973 1972年度就任 1971年度就任 1970年度就任

荒

木

量

雄

竹

田

志

郎

小

尾

　

毅

高

橋

豊

蔵

神

谷

　

謙

長
谷
川
啓
之

伊

藤

久

秋

斎

藤

一
夫

七

海

吉

郎

大

森

一
二

斎

藤

真

事

石

垣

信

浩

沖

中

恒

幸

大
野
弥
曾
次

中
山
幸
二
郎

大

沢

　

博

末

繁

宏

造

鈴

木

一
道

小

林

元

伸

９６１

一

９６２

一

９６３

一

９６４

一
９６５

一
９６６

一

９６７

一
９６８

面

一
９７ｏ

一

９７１

一

９７２

一

９７３

一

９７４

一
９７５

一
９７６

一
９７７

一
９７８

一

９７９

一

９８〇

一
９８１

一

９８２

一

９８３

一
９８４

一

９８５

一

９８６

一
９８７

一
９８８

一
９８９

一
９９〇

一
９９１

一
９９２

助

手

助

手

講

師
助

手

助
手 講

師

助
教
授

教

授

教
授

教
授

教

授講

師

助
教
授

教

授

講

師

教

授

Ｅ

・
Ｅ

講
師

教

授

教

授

教
授

教
授

助
教
授

講

師
講
師

講

師

講

師
講

師

助
教
授

助
教
授

講

師
助
教
授

教

授
助
教
授

助
教
授教

授
　
ｍ
・
ｍ

教

授
助
教
授

教
授

ｍ

・　
ｍ

教
授

ｍ
　
・　
ｍ

教

授
教

授

第
二
節

経
済
学
部

二
四
七

／

／

／



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

1978年度就任 1977年度就任 1976年度就任 1975年度 1973年度

渡

部

　

茂

井

手

文

雄

西

村

光

夫

三

沢

嶽

郎

松

田

　

猛

藤

川

正

彦

野

上

佳

子

長

尾

史

郎

難
波
田
春
夫

近

藤

正

臣

佐

藤

順

一

中

本

博

皓

石

橋

春

男

中

村

　

浩

鬼

丸

豊

隆

黒

田

哲

彦

林

田

晃

明

永

林

　

惇

中

野

敏

雄

教
授
Ｇ

G

講

師
教
授

講
師

教
授

教
授

教
授

Ｇ

・
Ｇ

・
Ｇ

助
手

講
師

助
手

講
師

講

師

（教
養
課
程
か
ら
移
籍
）

助

手
教
授

講
師

教
授

教

授
助
教
授

講
師

講
師

講
師

教
授

助
教
授

助
教
授

一教
授

ｍ

・　
ｍ

助
教
授

助
教
授 助

教
授

Ｅ

・
Ｅ

・
Ｅ

・
Ｅ

教
授

助
教
授 教

授

教
授

教
授

教
授

教
授

教
授

二
四
八

1961

1962

1963

1964

1965

1966

1967

1968

1969

1970

1971

197'

1973

1974

1975

1976

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1987

1988

1989

1990

1991

1992



1987 1986 1985年度 1983年 度 1982年 度就任 1981 1980年度就任 19η年度 1978

谷

郷

一
夫

山

田

　

貢

上

野

健

一

藤

原

碩

宣

藤

塚

知

義

遠

藤

　

宏

松

尾

敏

充

三

宅

義

雄

小

林

　

昇

伊

部

英

男

今

城

光

英

本

台

　

進

矢

島

釣

次

多

田

　

顧

高

山

洋

一

岡

田

良

徳

花

岡

正

夫

教

授
教
授

Ｇ

・
Ｇ

・
Ｇ

・
Ｇ

教
授

Ｇ

・
Ｇ

９６‐

一
９６２

一

９６３

一

９６４

一
９６５

一
９６６

一

９６７

一
９６８

雨

一
９７ｏ

一

９７１

一

９７２

一

９７３

一

９７４

一
９７５

一
９７６

一
９７７

一
９７８

一

９７９

一

９８〇

一
９８１

一

９８２

一

９８３

一
９８４

一

９８５

一

９８６

一

９８７

一
９８８

面

一
９９ｏ

一
９９１

一
９９２

講

師
～
　
（教
養
課
程
か
ら
移
籍
）

講

師
講

師

講

師
講

師

助
教
授

教

授

教

授

講

師
助
教
授

助
教
授

教

授
講

師
助
教
授

助
教
授

助
教
授

Ｇ

・
Ｃ

・
Ｇ

助
教
授

教
授

助
教
授

教
授

教

授講
師

教
授

助
教
授

教

授
教
授

教

授
教

授教

授

第
二
節

経
済
学
部

二
四
九

／

／

／

吉

田

憲

夫

天
笠
美
知
夫



1993年 度 1992年度 1991 1990 1989年度就任 1987

山
之
内
昭
夫

片

岡

泰

彦

大
河
内
暁
男

茂

木

虎

雄

中

島

正

人

清

家

伸

彦

竹

永

　

進

山

本

孝

則

鵜
川
多
加
志

佐

藤

定

幸

田

中

豊

治

一教
授

教
授

一教
授

助

６１
一
６２
一
６３
一
６４
一
６５
一
６６
一
６７

一６８
一
∞
一
７〇
一
■

７２
一
７３
一
７４
一
７５
一
７６

一
７７
一
■

７９
一
８〇
一
８１
一
８２
一
８３
一
８４
一
８５
一
８６
一
８７
一
８８
一
８９
一
９〇
一
９１
一
９２
一
９３

１９

一

１９

一

１９

一

１９

一

１９

一
１９

一

１９

一
１９

一
１９

一
１９

一

１９

一

１９

一

１９

一

１９

一
１９

一
１９

一
１９

一
１９

一

１９

一

１９

一

１９

一

１９

一

１９

一

１９

一

１９

一

１９

一
１９

一
１９

一
１９

一

１９

一
１９

一
１９

一
１９

教
授

　

　

Ｇ
・Ｇ
・
Ｇ

Ｇ

講

師

教
授講

師 助
教
授

撃
授 助

教
授

一

助
教
授
一

教
授
一

講
師
一

教
授
一

第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

二
五
〇

（注
）

記
号
は
そ
れ
ぞ
れ
Ｇ

＝
経
済
研
究
科
委
員
長
、
Ｅ

＝
経
済
学
部
長
、　
ｅ
・
経
済
学
科
主
任
、　
ｍ
＝
経
営
学
科
主
任
、
Ｅ

＝
経
済
学
科
長
の
職
位
を
表
す
。［中

本
博
皓
］

一　

経

済

学

科

一
　

経
済
学
科
創
設
の
こ
ろ



①
　
半
世
紀
の
歩
み

経
済
学
科
の
ル
ー
ツ
は
、　
一
九
二
三

（大
正

一
二
）
年
旧
制
専
門
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
た
大
東
文
化
学
院
の
本
科
を
改
組
し
て
、
そ

の
第
三
部
に

「東
亜
政
経
科
」
が
設
置
さ
れ
た

一
九
二
八

（昭
和

一
三
）
年
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

爾
来
、
五
五
年
の
歳
月
の
中
で
東
亜
政
経
科
は
、
幾
度
か
そ
の
名
称
の
変
更
を
重
ね
て
き
た
。
即
ち
、
戦
後

一
九
四
六

（昭
和
二

一
）

年
に
は
、
東
亜
政
経
科
か
ら

「
政
経
科
」
に
、
翌

一
九
四
七

（昭
和
三
二
）
年
に
は

「
政
経
科
」
を

「政
治
科
」
と

「
経
済
科
」
に
分
け

た
。
そ
し
て

一
九
四
九

（昭
和
二
四
）
年
、
新
制
度

へ
の
移
行
で
旧
制
専
門
学
校
か
ら
新
制
大
学
に
昇
格
し
、
「
東
京
文
政
大
学
文
政
学

部
政
治
経
済
学
科
」
と
し
て
認
可
を
受
け
た
。
ま
た
、　
一
九
五
三

（昭
和
二
八
）
年
に
は
、
校
名
を
現
在
の
大
東
文
化
大
学
に
変
更
し
て

「
大
東
文
化
大
学
文
政
学
部
政
治
経
済
学
科
」
と
な
つ
た
。

そ
れ
か
ら
凡
そ

一
〇
年
の
歳
月
を
経
て
、
文
政
学
部
は

「文
学
部
」
と

「
経
済
学
部
」
の
二
学
部
に
分
離
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
学
部

と
な

つ
た
。
そ
れ
に
伴
い
政
治
経
済
学
科
も
改
組
さ
れ
て
、　
一
九
六
二

（昭
和
三
七
）
年
四
月
、
現
在
の

「
経
済
学
部
経
済
学
科
」
が
誕

生
し
た
。
続
い
て
翌

一
九
六
三

（昭
和
三
八
）
年
四
月
経
営
学
科
を
増
設
し
て
、
経
済
学
部
は

「
一
学
部
二
学
科
体
制
」
を
確
立
し
今
日

に
至
つ
て
い
る
。

「
大
東
文
化
大
学
五
〇
年
史
』
に
よ
る
と
、
文
政
学
部
時
代
の
政
経
学
科
の
学
生
数
は
、　
一
学
年
五
〇
名
足
ら
ず
で
あ

つ
た
。
「
事
実

は
小
説
よ
り
奇
な
り
」
と
い
う
が
、
現
在
を
知
る
わ
れ
わ
れ
か
ら
す
る
と
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
新
制
大
学
に
昇
格
後
、

一
九
五
三
年
に
初
め
て
文
政
学
部
は
卒
業
生
を
出
し
た
が
、
政
経
学
科
の
卒
業
生
は
五

一
名
で
あ

っ
た
。　
一
九
五
五

（昭
和
三
〇
）
年
代

に
入
つ
て
も
そ
の
数
は
、
五
〇
名
前
後
で
殆
ど
変
わ

っ
て
い
な
い

（表
１
参
照
）
。

こ
の
よ
う
な
状
態
を
続
け
て
き
た

一
九
五
五
年
代
の
学
園
財
政
は
、
困
窮
し
破
綻
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。
文
政
学
部
全
体
で
も
年
度
に

よ

つ
て
は
、
在
籍
し
て
い
る
学
生
数
が
三
〇
〇
名
足
ら
ず
の
年
も
あ
つ
て
大
学
に
し
て
は
余
り
に
も
小
規
模
に
過
ぎ
た
。

一
　

経

済

学

科

二
五

一
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一
一五
二

ま
た
本
学
は
、
当
時
池
袋
に
あ
つ
て
、
そ
の
施
設
も
、
わ
ず
か

一
、
五
〇
〇
坪
の
本
造
三
階
建
て
校
舎
で
あ

つ
た
と
い
う
。
「
そ
こ
に

教
室
、
寮
、
幼
稚
園
そ
し
て
事
務
局
ま
で
も
同
居
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
つ
た
」
と
、
そ
の
こ
ろ

（
一
九
六
〇

〈
昭
和
三
五
〉
年
）

を
知
る
人
々
は
そ
う
回
顧
し
て
懐
か
し
む
。
し
か
し

一
九
六
〇
年
代
に
な
る
と
、
日
大
を
は
じ
め
都
内
の
大
手
大
学
は
、
既

に
ど
れ
も

「
万
を
超
え
る
学
生
数
」
を
擁
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
大
学
を
世
間
で
は

「
マ
ン
モ
ス
大
学
」
と
呼
ぶ
時
代
で
さ
え
あ
つ
た
。

（表
１
）
文
政
学
部
時
代
の
政
治
経
済
学
科
年
度
別
卒
業
生
の
数

卒
業
数

年
　
度

五

一

一
九
五
三

三
七

一
九
五
四

エハ
一二

一
九
五
五

七

二

一
九
五
六

四
五

一
九
五
七

二
九

一
九
五
八

三
七

一
九
五
九

四

〇

一
九
六
〇

四
六

一
九
六

一

二
三

一
九
六
二

二
八

一
九
六
三

（注
）

「
大
束
文
化
大
学
五
〇
年
史
」
四
七
四
頁
か
ら

一
部
分
を
抜
粋
引
用
し
た
。

②
　
学
園
の
窮
状
打
開
の
策
と
し
て

当
時
の
学
園
の
理
事
長
は
、
講
談
社
の
専
務
を
し
て
い
た
尾
張
真
之
助
、
常
務
理
事
は
卒
業
生
の
堀
田
太
郎
、
事
務
局
長
は
金
子
昇
と

い
つ
た
面
々
で
あ
つ
た
。
「
一
九
六
三

（昭
和
三
八
）
年
に
は
、
学
院
時
代
か
ら
数
え
て
四
〇
周
年
を
迎
え
る
と
い
う
の
に
、
大
東
文
化

大
学
が
こ
ん
な
状
態
で
は
駄
日
じ
や
な
い
か
」
と
い
う
危
機
意
識
も
あ
つ
て
、
堀
田
太
郎
常
務
を
キ
ヤ
ツ
プ
に
池
袋
校
舎
か
ら
、
「
大
学

設
置
基
準
」
に
適
合
で
き
る
新
校
地

（現
在
の
板
橋
キ
ヤ
ン
パ
ス
）
へ
の
移
転
、
新
校
舎
の
建
設
構
想
を
実
現
す
べ
く

「
大
束
文
化
学
園

総
合
企
画
懇
談
会
」
を
設
置
し
て
、
「
学
園
全
体
の
再
建
発
展
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な

つ
た
の
だ
」
と
、
そ
の
計
画
策
定
に
参
画
し

た
村
田
克
巳
法
学
部
名
誉
教
授
は
語
つ
て
い
る
。

村
田
氏
の
時
代
考
証
に
依
拠
す
る
と
、
そ
の
策
定
の
過
程
で
堀
田

・
金
子
両
氏
か
ら

「文
政
学
部

一
学
部
で
は
発
展
性
が
な
い
こ
と
、



ま
た
日
本
文
学
科

・
中
国
文
学
科
そ
し
て
政
経
学
科
と
い
う
異
質
の
分
野
が

一
緒
に
な

つ
て

一
つ
の
学
部
を

つ
く
つ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ

に

「
文
政
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
若
い
世
代
に
受
け
な
い
の
で
は
な
い
か
」
、
と
い
つ
た
意
見
も
出
た
と
い
う
。
そ
の
結
果

「
設
備
投
資

が
少
な
く
て
多
く
の
学
生
を
収
容
で
き
る
、
経
済
学
部
を
設
置
す
る
こ
と
が
大
学
再
建
の
決
め
手
」
と
い
う
提
案
が
、
経
済
学
部
増
設
を

決
定
づ
け
た
と
い
う
。
し
か
し
、
窮
状
打
開
策
を
急
ぐ
余
り
、
文
部
省
が

一
九
六

一

（昭
和
三

一
）
年
か
ら
制
定

。
導
入
し
て
い
た

「
大

学
設
置
基
準
」
に
対
す
る
認
識
不
足
と
本
学
の

「
新
制
度
の
大
学
に
対
す
る
認
識
不
足
」
と
が
重
な
つ
て

一
九
六

一

（昭
和
三
六
）
年
四

月
開
設
を
予
定
し
て
増
設
を
申
請
し
た
が
失
敗
に
終
わ

つ
た
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
「
大
東
文
化
大
学
五
〇
年
史
」
に
は
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
る
。

（資
料
１
）

昭
和
三
五
年
新
校
舎
の
建
設
と
相
侯
つ
て
学
部
増
設
、
高
等
学
校
及
び
各
種
学
校

（現
大
東
医
学
専
門
学
校
）
の
設
置
な
ど

の
事
業
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
、
最
初
昭
和
三
六
年
度
か
ら
新
制
大
学
設
立
当
初
の
組
織
で
あ
つ
た
文
政
学
部

（日
本
文
学
専

攻

・
中
国
文
学
専
攻

・
政
治
経
済
学
専
攻
）
を
改
組
し
、
文
学
部

（日
本
文
学
科

・
中
国
文
学
科
）
及
び
経
済
学
部

（経
済
学

科
）
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
認
可
申
請
を
し
た
が
、
何
か
と
準
備
不
十
分
な
こ
と
が
あ

つ
て
取
り
下
げ
た
。

（
注
）
「大
東
文
化
大
学
五
〇
年
史
」
、
五
六
七
頁
。

③
　
救
世
主
、
経
済
学
科
誕
生

か
く
し
て
、　
一
九
六

一

（昭
和
三
六
）
年
九
月
二
〇
日
、
次

の
よ
う
な
表
向
き

の

「
学
部
増
設
理
由
」
を
掲
げ
て
、
「
学
部
増
設
認
可

申
請
書
」
が
文
部
大
臣
あ
て
再
度
申
請
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌

一
九
六
二

（昭
和
三
七
）
年

一
月
二
〇
日

「
経
済
学
部
経
済
学
科
」
と
し
て

一　
経

済

学

科

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

二
五
三
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二
五
四

認
可
さ
れ
、
難
産
の
木
で
は
あ
つ
た
が
同
年
四
月
か
ら
新
し
い
経
済
学
部
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な

つ
た
の
で
あ
る
。

（資
料
２
）
増
設
申
請
理
由

本
学
は
、
現
在
文
政
学
部
を
も
ち
、
そ
の
内
容
は
日
本
文
学
、
中
国
文
学
、
政
治
経
済
学
等
各
専
攻
で
、
昭
和
二
四
年
四
月

大
学
設
置
認
可
の
際
、
文
学
関
係
に
お
い
て
は
日
本
文
学
、
中
国
文
学
共
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
も

っ
て
お
つ
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
政
治
経
済
学
に
お
い
て
は
特
に
経
済
学
に
重
点
を
お
き
学
生
の
卒
業
時
に
お
け
る
学
士
の
称
号
は
経
済
学
の
み

そ
の
許
可
を
得
る
に
い
た

つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
元
来
系
統
の
異
な
つ
た
分
野
の
学
問
が
同
じ
学
部
の
中
に
お
い
て
授
業
す

る
と
い
う
こ
と
は
全
く
非
合
理
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
分
離
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
体
系
を
整
え
、
そ
の
特

色
が
充
分
発
揮
で
き
大
い
に
社
会
の
た
め
貢
献
し
得
る
優
秀
な
学
生
を
養
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
つ
て
、
本
学
に
お
い
て

は
必
要
な
施
設
、
設
備
を
さ
ら
に
拡
充
充
実
し
て
現
在
の
文
政
学
部
を
分
離
し
、
文
学
部
と
経
済
学
部
を
設
置
し
た
い
。

（
注
）

一
九
六

一

（昭
和
三
六
）
年
九
月
二
〇
日

「大
東
文
化
大
学
学
部
増
設
申
請
書
」
か
ら
抜
粋
、
引
用
。

そ
の
当
時
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
戦
火
に
よ
る
廃
墟
の
中
か
ら
立
ち
上
が
り
、
復
興
期

・
建
設
期
を
経
た
と
は
い
え
、
未
だ
安
保
騒
動

も
覚
め
や
ら
ぬ
中
に
あ

つ
た
。

岸

（信
介
）
内
閣
か
ら
池
田

（勇
人
）
内
閣
に
政
権
交
代
が
行
わ
れ
て
、
池
田
内
閣
の
掲
げ
た

「
所
得
倍
増
計
画
」
を
旗
印
に
、
高
度

経
済
成
長
期
に
入
つ
た
こ
ろ
で
あ

つ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
経
済
は
、
前
年

（
一
九
六

一
）
に
導
入
さ
れ
た
景
気
調
整
策
の
影
響
も
あ
つ

て
設
備
投
資
も
企
業
の
収
益
性
も
小
幅
な
が
ら
下
降
現
象
を
辿
つ
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
。
消
費
者
物
価
の
上
昇
率
も
前
年
対
比
で
七
％

と
高
い
水
準
に
あ
つ
た
が
、
し
か
し
国
民
生
活
の
水
準
は
比
較
的
安
定
し
、
人
々
の
所
得
も
上
昇
傾
向
に
あ
つ
た
。



そ
の
こ
ろ
か
ら
、
高
等
教
育
に
対
す
る
人
々
の
願
望
は
強
く
、
進
学
率
も
年
々
高
く
な
つ
て
い
た
。
当
時
に
お
け
る

一
八
歳
人
口
は
、

一
九
六
〇

（昭
和
三
五
）
年
に
二
〇
〇
万
人
、　
一
九
六
二

（昭
和
三
七
）
年

一
九
七
万
人
、　
一
九
六
四

（昭
和
三
九
）
年
に

一
四
〇
万

人
に
減
少
し
た
も
の
の
、　
一
九
六
五

（昭
和
四
〇
）
年
に
は
史
上
最
高
の
二
四
九
万
人
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
社
会
環
境
の

下
で
、
わ
が
国
の
大
学
社
会
は
、
ま
さ
し
く

「
新
設
ラ
ツ
シ
ュ
時
代
」
を
迎
え
て
い
た
。

文
部
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
当
時
、
新
設
さ
れ
た
大
学
数
は
、
毎
年
う
な
ぎ
登
り
に
増
え
続
け
て
い
た
。
例
え
ば

一
九
六

一

（昭
和

三
六
）
年
が
五
校
、　
一
九
六
二
年
が

一
〇
校
、　
一
九
六
三

（昭
和
三
八
）
年
が
二

一
校
、　
一
九
六
四
年
が
二
四
校
、
そ
し
て

一
九
六
五

年
に
は
二
六
校
も
の
大
学
が

一
挙
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
う
い
う
時
代
背
景
の
中
で
、　
一
九
六
二
年
四
月
、
学
園
に
と

つ
て
の
救
世
主
、

経
済
学
科
は
、
新
入
生

一
八
七
名
を
迎
え
て
誕
生
し
た
。

ち
な
み
に
、　
一
九
六
五

（昭
和
四
〇
）
年
の
完
成
年
度
に
お
け
る
経
済
学
科
在
籍
学
生
数
は
、
全
部
で

一
、　
一
四

一
名
に
達
し
た
。

（表
２
）
経
済
学
科
完
成
年
度

（
一
九
六
五
年
五
月
現
在
）
各
学
年
在
籍
者
数

（注
）

一
九
六
五

（昭
和
四
〇
）
年
五
月
六
日
開
催
の

「
経
済
学
部
教
授
会
議
事
録
」
か
ら

一
部
分
抜
粋
し
作
成
し
た
。
（　
）
内
数
字
は
、
女
子
の
数
。

二
　
経
済
学
科
設
置
当
初
の

「
人
」
と

「
授
業
科
目
」

経
済
学
科
が
新
し
く
許
可
さ
れ
た
と
き

の
入
学
定
員
は
、

一　
経

済

学

科

一
五
〇
名

で
総
定
員
六
〇
〇
名
で
あ

っ
た
。　
一
方
、
文
学
部
は
日
本
文
学

二
五
五

学
　
生
　
数

学

　

　

年

四
六
八

（
一
四
）

一
年
次
生

（
一
九
六
五
年
度
生
）

二
三
二

（三
）

二
年
次
生

（
一
九
六
四
年
度
生
）

二
七
九

（
一
）

三
年
次
生

（
一
九
六
三
年
度
生
）

一
六
二

（五
）

四
年
次
生

（
一
九
六
二
年
度
生
）
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一
一五
六

科

・
中
国
文
学
科
二
学
科
で
入
学
定
員
は
両
学
科
と
も
四
〇
名
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
学
全
体
の
総
定
員
は
九
二
〇
名
で
あ

っ
た
。
経
済
学

科
は
、
大
学
全
体
の
財
政
基
盤
を
支
え
る
先
兵
と
し
て
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
れ
か
ら
三
〇
年
以
上
経
た
今
日
も
学
園
の
有
力
な
財
政
源
と

し
て
の
立
場
は
、
全
く
変
わ
る
こ
と
の
な
い
定
め
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
。
即
ち
、
設
置
当
初
の
経
済
学
科
の
収
容
定
員
に
占
め
る
割
合

は
六
五

。
二
％
で
あ
つ
た
。
今
日
で
は
、
五
学
部

一
三
学
科
に
発
展
し
、
そ
の
割
合
こ
そ
低
く
な

つ
た
も
の
の
経
済
学
部
全
体
の
在
籍
者

は
約
四
、
九
〇
〇
余
名
を
擁
し
て
お
り
、
常
に
大
東
文
化
大
学
の
中
核
と
し
て
学
園
発
展
の
原
動
力
の
役
割
を
担

つ
て
い
る
。

経
済
学
科
発
足
当
初
の
学
科
目
編
成
表
を
見
る
と
、
以
下
の
表
３
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
中
で
当
時
と
し
て
は
、
ま
だ
新
し
い
授
業
科

日
だ
つ
た

「
国
際
関
係
諭
」
が
開
設
さ
れ
て
い
た
。
担
当
者
は
、
当
時

一
橋
大
学
の
板
垣
興

一
教
授
で
あ
る
。
板
垣
教
授
は
、
初
年
度
か

ら
経
済
学
科
の
非
常
勤
講
師
と
し
て

「
国
際
関
係
諭
」
の
授
業
を
担
当
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
教
授
は
、
次
の
よ
う
に
語
つ

て
い
る
。

（資
料
３
）

板
垣
興

一
・
一
橋
大
学
名
誉
教
授
の
話

ど
う
し
て
私
が
こ
ち
ら
に
お
世
話
に
な
つ
た
か
と
い
う
そ
の
経
緯
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
昭
和
三
七
年
の

一
月
か
二
月
か
の

頃
だ
つ
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
の
恩
師
の
中
山
伊
知
郎
先
生
か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
ん
ど
大
東
文
化
大
学
に

経
済
学
部
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
の
で
、
経
済
学
部
長
と
し
て
佐
藤
弘

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

・
佐
藤
弘
人
、
著
書

「
は
だ
か

随
筆
」
は
有
名
）
先
生
を
推
薦
し
て
い
る
ん
だ
と
。
し
か
し
、
佐
藤
先
生
は
教
育
行
政
と
い
う
こ
と
に
は
全
く
関
心
の
な
い
人

だ
か
ら
、
君
が
非
常
勤
講
師
で

一
緒
に
い
つ
て
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
の
が
電
話
の
内
容
だ
つ
た
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
が
、
私
が
本
学
に
お
世
話
に
な
る
き
つ
か
け
で
あ
つ
た
と
言
う
わ
け
で
す
。
担
当
す
る
科
日
で
す
が
、
「
国
際
経
済
諭
」



と
い
う
よ
う
な
話
が
あ

つ
た
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
は
、
そ
の
当
時
、　
一
九
六
二
年
に
、
「
ア
ジ
ア
の
民
族
主
義
と
経

済
の
発
展
」
と
い
う
本
を
出
し
た
と
き
だ
つ
た
ん
で
す
。
私
が
考
え
て
い
る
問
題
意
識
か
ら
み
て
、
「
国
際
関
係
論
」
と
い
う

科
目
が
い
い
ん
で
は
な
い
か
と
。

実
は
、　
一
九
五

一
年
に
、
「
世
界
政
治
経
済
論
」
と
い
う
本
を
出
し
ま
し
て
、
そ
の
序
文
に
私
は
自
分
の
学
問
的
方
法
は

「
国
際
関
係
論
的
ア
プ

ロ
ー
チ
」
で
あ
る
、
と
書
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
「
国
際
関
係
論
」
と
い
う
科
目
を
担
当
し
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

（注
）
「
七
〇
年
史

¨
経
済
学
部
座
談
会
」
、　
一
九
九
二

上
ハ
二
一二
開
催
、
出
席
者

¨
板
垣
興

一

（
一
橋
大
名
誉
教
授
）
・
土
井
章

（大
東
大
名
誉
教
授
）
・
大
久
保
達
正

（経
済
学
科
教
授
）
・
永
田
元
也

（経
済
学
科
教
授
）
・
中
本
博
皓

（司
会

・
経
済
学
部
長
）

一
九
六
二

（昭
和
三
七
）
年
設
置
さ
れ
た
経
済
学
部
の
初
代
経
済
学
部
長
は
、
上
記
の
板
垣
教
授
の
話
の
中
に
出
て
く
る
佐
藤
弘
教
授

で
は
な
く
中
村
佐

一
教
授
で
あ

つ
た
。
本
学
人
事
部
の
辞
令
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
佐
藤
弘
教
授
は

「文
政
学
部

政
治
経
済
学
科
長
」
と
し
て
着
任
さ
れ
た
こ
と
に
な

つ
て
い
る
。
新
学
部
に
な
つ
て
か
ら
の
経
済
学
科
主
任
は
当
初
、
中
村
佐

一
学
部
長

が
兼
務
し
て
お
り
、
佐
藤
教
授
は
役
職
に
は
就
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
当
時
の
教
授
会
議
事
録
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

①
　
経
済
学
科
開
設
完
成
時
の
卒
業
要
件

当
初
の
卒
業
要
件
の
特
徴
は
、
専
門
科
目
の
必
修
単
位
が
実
に
五
六
単
位
も
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
選
択
科
目

一
六
単
位
に
過
ぎ
な
か

つ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
卒
業
に
必
要
な
単
位
数
は
、　
一
般
教
育
科
目
三
六
単
位
、
外
国
語
科
目

一
六
単
位

（第

一
外
国
語

一
〇

単
位
、
第
二
外
国
語
六
単
位
）
、
保
健
体
育
科
目
四
単
位

（講
義
二
、
実
技
二
）
、
専
門
教
育
科
目
七
二
単
位
八
必
修
科
目
五
六
、
選
択
科

目

一
六
）
合
わ
せ
て

一
二
八
単
位
で
あ

つ
た
。
な
お
、　
一
九
六
二
年
度

（初
年
度
）
に
開
講
さ
れ
た
専
門
教
育
科
日
と
そ
の
担
当
者
は
次

一　

経

済

学

科

二
五
七
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記
の
通
り
で
あ
る
。

（表
３
）
創
設
初
年
度
の
専
門
教
育
科
目
と
担
当
者

必 修 科 目 56単 位
区
分

外

国

書

講

読

Ｖ

経

済

学

演

習

外

国

書

講

読

Ⅳ

外

国

書

講

読

Ⅲ

外

国

書

講

読

Ⅱ

経

済

原

論

経

済

学

史

経

済

史

概

論

日

本

経

済

史

経

済

政

策

財

政

学

金

融

論

統

計

学

総

論

社

会

　

政

策

経

済

　
地

理

民

法

民

法

部

外

国

書

講

読

Ｉ

科
　
目
　
名

古

屋

美

貞

高

橋

梵

仙

中

村

佐

一

中

村

佐

一

山

内
　
一　
雄

田
中

千

代

松

檜

田

信

男

中

平

栄

一

桝

田
　
　
光

山

岡

通

埠

奥

田

義

雄

高

橋

梵

仙

友

安

亮

一

中

村

佐

一

石

村

暢

五
郎

井

上

貞

蔵

高

橋

梵

仙

藤

村
　
　
通

古

屋

美

貞

古

屋

美

貞

担

当

者

備

　
　
　
考

二
五
八

選 択 科 目 16単 位

農

業

政

策

工

業

政

策

商

業

政

策

簿

記

学

２

簿

記

学

１

原

価

計

算

論

会

計

監

査

会
　
　
計
　
　
学

商
　
　
品
　
　
学

証

券

市

場

論

商

学

総

論

経

済

統

計

日

本

経

済

諭

西

洋

経

済

史

交
　
　
通
　
　
論

国

際

金

融

論

国

際

経

済

論

国

際

関

係

論

国

際

政

治

近

代

経

済

学

○ 井

上

貞

蔵

石

村

暢

五

郎

中

平

栄

一

芳

野

国

雄

檜

田

信

男

河

野

善

隆

木

村

　
　
栄

国

松

久

弥

深

見

義

一

深

見

義

一

友

安

亮

一

藤

村

　
　
通

藤

村
　
　
通

永

田

元

也

中

村

佐

一

古

屋

美

貞

板

垣

興

一

小

林
　
　
元

山

内
　
一　
雄

山

内
　
一　
雄

河

野

善

隆

当
該
年
度
開
講
せ
ず



選 択 科 目 16単 位

ア
ジ
ア
経
済
比
較
論

低
開
発
地
開
発
理
論

社

会

思

想

史

工

業

所

有

権

労
　
　
働
　
　
法

商

法

２

部

国
　
　
際
　
　
法

憲

法

工

業

経

営

論

商

業

経

営

論

経

営

経

済

学

栗

本
　
　
弘

小

林
　
　
元

田

中

千

代

松

古

賀

規

距
之

稲

垣

正

明

桝

田
　
　
光

青

野

博

昭

村

田

克

巳

井

上

貞

蔵

井

上

貞

蔵

井

上

貞

蔵

選 択 科 目 16単 位

時

事

英

語

中
近
東
経
済
演
習

（
ア
ラ
ブ
語
）

中
近
東
経
済
事
情

東
南

ア
ジ

ア
経
済
演

習

２

（タ
イ
語
）

東
南

ア
ジ

ア
経
済
演
習

１

（イ

ン
ド
ネ

シ
ア
語
）

東
南
ア
ジ
ア
経
済
論

中

国

経

済

諭

田

中

千

代

松

○ 小

林
　
　
元

○矢

島

文

男

栗

本
　
　
弘

土

井
　
　
章

当
該
年
度
開
講
せ
ず

当
該
年
度
開
講
せ
ず

②
　
国
際
化
を
先
取
り
し
た
特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

現
行
の
経
済
学
科
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
中
に
も
、
新
学
部
設
置
当
初
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
特
色
が
か
な
り
鮮
明
に
引
き
継
が
れ
て
い
る

部
分
が
あ
る
。
国
際
化
時
代
の
今
日
で
は
各
大
学
と
も
競

つ
て
国
際
的
な
メ
ニ
ュ
ー
を
揃
え
る
よ
う
に
な
つ
た
が
、
当
時
の
経
済
学
科
と

し
て
は

「
国
際
化
を
先
取
り
し
た
」
よ
う
な
専
門
科
目
が

「
選
択
」
と
し
て
豊
富
に
開
講
さ
れ
て
い
た
の
は
大
変
珍
し
い
こ
と
だ
っ
た
と

い
つ
て
よ
い
。

前
述
の
専
門
教
育
科
目

一
覧
表
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
特
色
は
、
広
く
東
洋

・
ア
ジ
ア
に
目
を
向
け
て
門
戸
を
開

き
、
対
外
関
係
を
重
視
し
て

「
国
際
」
あ
る
い
は
外
国
名

・
地
域
名
の
つ
い
た
科
目
が
大
変
多
く
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え

ば
、
国
際
政
治

・
国
際
関
係
論

・
国
際
経
済
論

・
国
際
金
融
論

・
中
国
経
済
論

・
ア
ジ
ア
比
較
経
済
論

・
東
南
ア
ジ
ア
経
済
論

・
東
南
ア

ジ
ア
経
済
論
演
習
０
、
０

。
中
近
東
経
済
事
情

。
中
近
東
経
済
演
習
そ
し
て
低
開
発
地
域
開
発
理
論
と
い
つ
た
具
合
で
あ
る
。

こ
こ
に
い
う

「
演
習
」
は
、
特
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

・
タ
イ
語

・
ア
ラ
ブ
語
と
い
つ
た
現
地
語
学
に
力
点
を
置
い
て
の
授
業
で
あ
つ
た
。

一
　

経

済

学

科

二
五
九
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二
六
〇

お
そ
ら
く
、
今
日
に
お
い
て
も
経
済
学
科
の
科
目
に
こ
れ
だ
け
の

「
国
際
」
的
な
メ
ニ
ュ
ー
を
豊
富
に
用
意
し
て
い
る
大
学
は
稀
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
従
つ
て
、
当
時
の
本
学
経
済
学
科
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
実
に
特
長
あ
る
も
の
だ
つ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

何
ゆ
え
、
経
済
学
科
開
設
に
当
た
つ
て
、
こ
れ
ほ
ど
の

「
国
際
」
的
な
科
目
を
揃
え
た
か
、
そ
の
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の

一
つ

は
、
大
東
文
化
学
院
創
立
の
理
念
に
も
あ
る
よ
う
に
、
「
東
洋
文
化
の
学
術
研
究
を
中
心
に
、
東
西
文
化
の
融
合
に
よ
つ
て
新
し
い
文
化

の
形
成
発
展
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
現
在
の
経
済
学
科
の
前
身
で
あ
る
文
政
学
部
政
治
経
済

学
科
創
設
時
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
も
如
実
に
表
れ
て
い
た
。
二
つ
日
の
理
由
と
し
て
、
東
洋
研
究
所
と
の
深
い
関
わ
り
が
指
摘
で
き
る
。

③
　
経
済
学
科
と
東
洋
研
究
所
と
の
関
わ
り

周
知
の
よ
う
に
、
本
学
の
東
洋
研
究
所
は
大
学
よ
り
も
遥
か
に
豊
か
な
研
究
歴
を
有
し
て
お
り
、
本
学
の
源
流
を
な
す
と
い
え
る
。
詳

細
は
、
「
研
究
所
」
の
節
に
譲
る
と
し
て
、
大
東
文
化
協
会
の
研
究
組
織
に
、
「
東
洋
研
究
部
」
と

「比
較
研
究
部
」
と
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
前
者
は
い
わ
ゆ
る

「
漢
学
」
を
中
心
と
す
る
学
術
研
究
が
主
体
で
あ
り
、
後
者
は
東
西
文
化
の
融
合
に
力
点
を
置
い
て
新
し
い
文
化

の
形
成
発
展
を
担
う
研
究
が
主
体
で
あ
つ
た
。

特
に
、
後
者
は
そ
の
研
究
成
果
を
広
く
内
外
の
学
者
に
問
う
た
め
に
英

・
独

・
仏
の
三
か
国
語
に
よ
る
研
究
誌

″
国
ｘ
Ｏ
”
【”
ｚ
弓
”
″
を
発

行
し
、
研
究
者
の
間
で
注
目
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
、
戦
後

一
九
五
四

（昭
和
二
九
）
年
に
は
大
東
文
化
大
学
附
属
研

究
機
関
と
し
て
、
大
東
文
化
研
究
部

（通
称

「大
東
文
化
研
究
所
」
）
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
機
関
の
研
究
組
織
は
、

「古
典
を
中
心
に
研
究
す
る

『
東
洋
学
術
研
究
」
と
現
代
ア
ジ
ア
研
究
を
行
う

「政
治
経
済
調
査
部
」
」
と
が
あ
つ
て
、
特
に
現
代
ア
ジ
ア

研
究

へ
の
願
望
は
強
く
、
後
者
に
は
当
時
多
く
の
若
手
研
究
者
が
集
う
よ
う
に
な
つ
て
い
た
。

「
一
九
六

一

（昭
和
三
六
）
年
、
池
袋
校
舎
か
ら
現
在
の
板
橋
キ
ヤ
ン
パ
ス
に
全
学
移
転
が
行
わ
れ
て
、
こ
れ
を
機
会
に
大
東
文
化
研

究
所
は
組
織
の
改
組
を
行
い
、
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
と
し
て
大
学
の
附
属
研
究
機
関
と
な

つ
た
。
当
時
と
し
て
は
、
厳
し
い
財
政



の
中
で
研
究
雑
誌

「
東
洋
研
究
」
や
単
行
本
の
刊
行
が
企
画
さ
れ
、
若
手
研
究
者
の
研
究
成
果
の
格
好
の
発
表
の
場
で
あ

つ
た
。
中
近
東

経
済
が
専
門
の
小
林
元
教
授
、
中
国
経
済
が
専
門
の
土
井
章
講
師
、

エ
カ
フ
ェ

（国
０
＞
「
国
）
の
調
査
部
長
で
あ
つ
た
栗
本
弘
講
師
、
そ
し

て

一
橋
大
学
か
ら
は
板
垣
興

一
教
授
と
い
つ
た
多
彩
な
、
優
れ
た
人
材
が
集
う
こ
と
に
な
つ
た
。
従
つ
て
、
新
生
経
済
学
科
誕
生
の
教
員

組
織
を
構
成
し
た
人
々
の
多
く
が
こ
こ
か
ら
登
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
ス
タ
ー
ト
当
初
の
経
済
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
如
実
に
体
現
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
、
当
時
東
洋
研
究
所
の
所
員
で
日
本
の
近
代
化
を
テ
ー
マ
に
江
戸
時
代
の
経
済

を
研
究
さ
れ
て
い
た
現
在
経
済
学
科
の
大
久
保
達
正
教
授
は
、
三
〇
余
年
の
歴
史
を
振
り
返
つ
て
、
以
上
の
よ
う
に
語
つ
て
い
る
。

（資
料
４
）

土
丼
章
名
誉
教
授
の
話

当
時
、
研
究
所
に
し
て
も
大
学
に
し
て
も
、
ア
ジ
ア
と
い
う
か
中
国
に
関
心
が
あ
つ
た
。　
一
つ
は
漢
学
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。
伝
統
的
な
文
化
の
継
承
そ
し
て
保
護
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
気
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
古
典
研
究
で
、
高
田
先

生
と
い
う
立
派
な
学
者
が
お
ら
れ
ま
し
た
し
、
も
う

一
つ
は
新
し
い
ア
ジ
ア
の
情
勢
を
分
析
す
る
こ
と
だ
つ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
ど
う
も
こ
の
二
つ
両
方
を
や
る
こ
と
は
、
非
常
に
難
し
い
こ
と
だ
つ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
先
生
が
少
な

か
つ
た
。
外
部
の
研
究
者
を
入
れ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
や
な
い
か
と
、
大
久
保

（達
正
）
さ
ん
な
ん
か
も
言
わ
れ
て
随
分
多
く

の
人
が
参
加
す
る
よ
う
に
な

つ
た
わ
け
で
す
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
研
究
も
進
ん
で
く
る
と
先
生
方
の
研
究
所
で
の
勉
強
会
も
次
善
の
策
的
な
行
為
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
て
、
籍
を
置
い
て
研
究
し
な
が
ら
他
に
い
い
大
学
を
見
付
け
て
移
つ
て
い
く
と
い
う
、
こ
う
し
た
こ
と

が
重
な
つ
て
、
研
究
所
員
そ
の
も
の
は
定
着
し
な
か
つ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
わ
け
で
す
か
ら
、
先
生
の
数
は
少
な
く
、
私

は
経
済
学
部
で
、
ソ
連
経
済
や
日
本
の
こ
と
ま
で
講
義
し
ま
し
た
。
大
分
無
理
を
し
ま
し
た
。

一　

経

済

学

科

一
一上ハ
　
一
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二
六
二

あ
る
時
、
学
生

の
中
か
ら
、
「
先
生
、
も
う
少
し
理
論
的
な
話
を
…
」
と
、

い
つ
た
意
見
ま
で
で
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
時
、
「
う
ん
、
そ
う
か
、
そ
れ
も
言
え

る
け
ど
も
、
商
社

に
で
も
勤
め
て
、
五
、
六
回
銀
行
と
会
社
を
往
復
し
て
み
た
ら

解
る
」
な
ど
、
と

い
つ
た
暴
論
ま
で
吐

い
て
答
え
に
な
ら
な

い
よ
う
な
答
え
を
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
あ
、
要
す
る
に
先

生

の
数
が
少
な
か
つ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

（注
）

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
六
月
二
二
日
開
催
の

「
大
学
七
〇
年
史
経
済
学
部
座
談
会
」
に
お
け
る
土
井
章
先
生
の
発
言
の
中
か
ら
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。

三
　
離
陸
の
先
行
条
件
期
…

一
九
六
五
年
代
―

―
先
行
投
資
の
時
代
―

‐

①
　
気
鋭
の
教
授
陣
を
充
実

一
九
六
五

（昭
和
四
〇
）
年
代
に
入
つ
て
、
日
本
経
済
の
高
度
成
長
と
と
も
に
産
業
構
造
に
も
変
化
が
現
れ
、
企
業
で
は
労
働
力
の
量

的
需
要
だ
け
で
な
く
、
良
質
な
労
働
力
を
求
め
て
大
卒
者
に
対
す
る
需
要
が
急
速
に
高
ま
り
始
め
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ど
こ
の
親
も
子
供
の

教
育
に
大
き
な
期
待
投
資
を
す
る
よ
う
に
な
つ
た
。

従

つ
て
、　
一
九
六
五
年
代
は
、
勢
い
高
校

・
大
学
と
も
進
学
率
が
高
ま
り
、
や
が
て
迎
え
る
で
あ
ろ
う
高
学
歴
化
社
会

へ
の
兆
し
が
は

つ
き
り
と
見
え
始
め
た
時
代
だ
つ
た
。　
一
九
六
五
年
代
の
経
済
学
部
も
そ
う
し
た
社
会
環
境
の
変
化
の
な
か
で
、
新
進
気
鋭
の
助
手

・
講

師
を
専
任
教
員
と
し
て
招
聘
し
、
学
科
の
教
育
機
能
を
高
め
る
と
と
も
に
、
研
究
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
入
れ
た
時
代
だ
つ

た
。
今
日
、
経
済
学
科
の
教
員
組
織
に
お
い
て
厚
み
の
あ
る
年
齢
層
を
形
成
し
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も

一
九
六
五
年
か
ら

一
九
七
〇
年

代
初
め
に
助
手

・
講
師
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
人
た
ち
の
層
で
あ
る
。



ち
な
み
に
資
料
５
は
、
経
済
学
科
が
完
成
年
度
を
迎
え
た

一
九
六
五
年
以
降
、　
一
九
七
五
年
代
の
前
半
ま
で
に
助
手

・
講
師
と
し
て
招

聘
さ
れ
た
専
任
教
員
で
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
の
年
齢
が
五
〇
歳
前
後
の
現
役
教
授
で
あ
る
。
そ
の
割
合
は
、
経
済
学
科
教
員
二
九

名
中

一
〇
名
を
占
め
て
お
り
、
三
四

・
五
％
に
も
達
し
て
い
る
。

（資
料
５
）

加
藤
瑛
子

（
一
九
六
八
年
）
。
三
上
英
俊

（
一
九
六
九
年
）

野
慎

一
郎

（
一
九
七

一
年
）
・
斉
藤
真
事

（
一
九
七

一
年
）

田
憲
夫

（
一
九
七
八
年
）
・
渡
部
　
茂

（
一
九
七
八
年
）

木
繁
宏
造

（
一
九
七
〇
年
）

石
橋
春
男

（
一
九
七
六
年
）

石
垣
信
浩

（
一
九
七

一
年
）
。
永

佐
藤
順

一

（
一
九
七
六
年
）
・
吉

こ
の
年
齢
層
に
あ
る
人
々
は
、
経
済
学
科
の
成
長
を
比
較
的
客
観
的
に
見
守

つ
て
き
た
だ
け
に
、
大
学
が
厳
し
い
時
代
を
迎
え
る
に
至

つ
た
い
ま
、
学
科

・
学
部
の
み
な
ら
ず
本
学
発
展
の
活
力
と
な

つ
て
い
る
人
た
ち
で
も
あ
る
。
そ
し
て
現
在
、
学
部
の
改
革
、
学
生
の
教

育
に
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
新
し
い
学
科
づ
く
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
構
成
し
て
い
る
。

い
ま
、
改
め
て
考
え
て
み
た
と
き
、
経
済
学
科
に
と

つ
て
の

一
九
六
五
年
か
ら

一
九
七
〇
年
代
の
前
半
は
、
い
わ
ゆ
る
次
な
る
時
代

ヘ

の
離
陸
の
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
同
時
に
、
学
科
に
と
つ
て
先
行
投
資
の
時
代
で
あ

つ
た
と
い
え
る
。

一
九
六
三

（昭
和
三
八
）
年
に
経
営
学
科
を
増
設
し
て
、
経
済
学
部
は
二
学
科
制
に
発
展
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
当
時
は
、
い
ま
と
違

つ
て
志
願
者
数
が
少
な
く
相
当
な
無
理
を
し
て
学
生
集
め
が
行
わ
れ
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。

ち
な
み
に
、　
一
九
六
六
年
度
に
お
け
る
経
済

・
経
営
両
学
科
の
受
験
者
数
と
入
学
者
数
は
以
下
の
表
４
の
通
り
で
あ
つ
た
。

一　

経

済

学

科

一
一上ハ
一二
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（表
４
）

一
九
六
六
年
度
受
験
者
数
と
入
学
者
数
お
よ
び
在
箱
者
数

二
六
四

経
　
営

経

　

済

内

　
訳

年
　
度

四
七
三

一
、
〇
八
九

受
験
者
数 一

九
六
六
年
度

一二
上ハ
一

八
六

一

入
学
者
数

一
八
六

四
四
三

在
籍
数

一
九
六
五
年
度
生

八

五

三
二
三

在
籍
数

一
九
六
四
年
度
生

一
〇
七

二
九
五

在
籍
数

一
九
六
二
年
度
生

七
二
九

一
、
八
二
二

在
籍
数

合
　
　
計

（注
）

一
九
六
六

（昭
和
四

一
）
年
四
月

一
三
日
開
催
の

「
経
済
学
部
教
授
会
議
事
録
」
よ
り
作
成
。

②
　
初
の
定
員
増

以
上
の
よ
う
に
、　
一
九
六
五
年
代
に
入
つ
て
経
済

・
文
両
学
部
と
も
志
願
者
数
に
比
較
し
て
入
学
者
の
割
合
が
急
激
に
高
ま
つ
て
い
る
。

な
か
で
も

一
九
六
六
年
度
に
お
け
る
入
学
者
数
は
、
入
学
定
員

一
〇
〇
名
に
照
ら
し
て
八
六

一
名
、
八

・
六
倍
と
い
う
数
値
は
異
常
と
い

う
他
は
な
い
。
板
橋
校
舎

へ
の
移
転
、
新
校
舎
建
設
等
財
政
的
に
も
、
資
金
繰
り
は
か
な
り
苦
し
か
つ
た
。
従

つ
て
、
収
入
増
を
計
る
に

は
政
策
的
に
法
人
主
導
の
入
学
者
数
決
定
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
本
学
だ
け
に
限
つ
た
こ
と
で
は
な

く
、
財
政
的
に
困
窮
状
態
に
陥
つ
て
い
た
戦
後
私
大
で
の
水
増
し
入
学
は
か
な
り
多
か
つ
た
。
と
も
あ
れ
、
次
に
掲
げ
た
よ
う
な
事
由
書

を
添
付
し
て

一
九
六
六
年

一
一
月
、
そ
の
異
常
な
状
態
に
対
応
す
べ
く
経
済

・
経
営
両
学
科
の
定
員
増
の
申
請
が
行
わ
れ
、　
一
九
六
七
年

四
月
か
ら
経
済
学
科
二
〇
〇
名
、
経
営
学
科

一
五
〇
名
の
新
定
員
が
受
理

・
認
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（資
料
６
）
定
員
増
の
事
由
書

近
来
文
学
部

・
経
済
学
部
共
に
応
募
者
が
激
増
し
、
現
在
の
定
員
を
も
つ
て
し
て
は
、
到
底
社
会
の
要
望
を
満
た
す
こ
と
は



不
可
能
で
あ
り
、
教
育
の
機
会
均
等
を
期
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
必
要
な
校
地

・
校
舎
等
施
設
の
拡
充
及
び
機
械

・
器

具

・
図
書
等
の
充
実
に
遺
憾
な
き
を
期
し
、
前
期
の
通
り
定
員
増
を
申
請
す
る
次
第
で
あ
る
。

（注
）

「
大
東
文
化
大
学
五
〇
年
史
」
　

七
二
二
頁
。

上
記
の

《
事
由
》
に

「
必
要
な
校
地

・
校
舎
等
施
設
の
拡
充
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に
、　
一
九
六
七

（昭
和
四
二
）
年
、
東
松
山
に
新
校

地

・
新
校
舎
が
建
設
さ
れ
、
経
済
学
部
に
と
つ
て
も
新
た
な
発
展
基
盤
が
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

０
　
地
域
研
究
と
政
策
論
に
特
色
を
も
つ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

か
ね
て
よ
り
申
請
中
で
あ
つ
た
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
が
、　
一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
三
月
認
可
さ
れ
て
、
同
年
四
月
か

ら
経
済
学
科
を
母
体
と
す
る
大
学
院
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。
こ
れ
に
伴
い
学
科
の
教
員
組
織
に
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
る

こ
と
に
な
つ
た
。
即
ち
、
新
任
の
専
任
教
授
と
し
て
理
論
経
済
学
の
大
野
弥
曾
次
、
交
通
政
策
の
大
森

一
二
の
両
教
授
が
青
山
学
院
大
学

か
ら
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
研
究
所
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
の
農
業
と
経
済
研
究
で
知
ら
れ
る
斎
藤

一
夫
教
授
が
就
任
、
平
成
二
年
二
月
定
年
退
職

さ
れ
た
。
ま
た
、
兼
担
教
授
と
し
て
中
国
経
済
論
の
権
威
土
井
章
教
授
が
外
国
語
学
部
か
ら
協
力
さ
れ
て
、
勢
い
経
済
学
科
の
カ
リ
キ

ュ

ラ
ム
も
、
地
域
研
究
そ
し
て
政
策
論
の
分
野
に
こ
れ
ま
で
以
上
の
特
色
を
出
せ
る
よ
う
に
な
つ
た
。

一
九
六
五

（昭
和
四
〇
）
年
四
月
か
ら
専
任
教
員
と
し
て
就
任
さ
れ
て
以
来
、
三
〇
年
間
経
済
学
科
の
ス
タ
ツ
フ
で
あ
る
永
田
元
也
教

授

（経
済
学
科
主
任

”
一
九
七
四

〈
昭
和
四
九
〉
年
四
月
～

一
九
七
六

〈
昭
和
五

一
〉
年
三
月
、
経
済
学
部
長

“
一
九
八
三

〈
昭
和
五
八
〉

年
四
月
～

一
九
八
七

〈
昭
和
六
二
〉
年
三
月
）
は
、
学
部

・
学
科
の
特
色
に
つ
い
て

「古
い
と
こ
ろ
か
ら
全
体
の
流
れ
を
通
し
て
眺
め
て

み
る
と
、
東
洋
研
究
所
と
そ
の
ス
タ
ツ
フ
が
か
な
り
強
力
な
母
体
と
な

つ
て
現
在
の
学
科
に
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
ま
た
大
学
院
に
も
そ

一　

経

済

学

科

二
六
五
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二
六
六

の
影
響
は
あ

つ
た
と
思
う
」
と
、
そ
し
て
ま
た

「
こ
う
い
う
大
学
も
ま
た
珍
し
ん
じ
や
な
い
ん
で
す
か
ね
。
経
済
学
部
で
も
地
域
研
究
を

や
つ
て
い
る
、
国
際
関
係
学
部
で
も
や
つ
て
い
る
、
外
国
語
学
部
で
も
や
つ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
、　
一
つ
の
大
学
の
中
で
各
学
部
が
地

域
研
究
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
ま
ず
な
い
ん
じ
や
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
も
語
つ
て
い
る
。

当
時
の
経
済
学
科
の
専
門
科
目
に
関
す
る
学
科
目
編
成
表
を
見
る
と
、
ア
ジ
ア
地
域
経
済
だ
け
で
な
く
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
も
含
む
中
近

東
経
済
論

・
ア
メ
リ
カ
経
済
論

・
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
経
済
論
な
ど
、
経
済
学
科
の
授
業
に
地
域
経
済
研
究
に
関
す
る
科
目
が
多
か
つ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
因
み
に
表
５
は
、　
一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
の
経
済
学
科
科
目
編
成
表
で
あ
る
。

（表
５
）

一
九
七
二
年
度
経
済
学
部
経
済
学
科

，
科
目
編
成
表

経
済
学

演
習

外
国
書
講
読

労
　
働
　
法

商

法

二

部3年生用

村
田
克
巳

・
高
橋
梵
仙

・
友
安
亮
一
・
江
副
邦
英

・
吉
田

義
信

・
篠
原
武
英

・
堤
　
光
臣

・
大
野
弥
曾
次

・
永
田
元

也

・
大
森

一
二

・
七
海
吉
郎

・
沖
中
恒
幸

・
大
久
保
達
正

・
山
村
順
次

・
古
川
勝
信

・
坂
上
捨
松

・
三
上
英
俊

・
町

井
和
朗

・
加
藤
瑛
子

・
大
沢
　
博

・
石
垣
信
浩

・
澤
田
章

・
早
川
　
勲

・
高
橋
精

一
・
藤
村
　
通

・
高
瀬
浄
〓
丁
相

石
垣
信
浩

・
永
野
慎

一
郎

早
川
　
勲

・
田
中
千
代
松

末 三 大 大 友
繁 上 沢 森 安
宏 英  一 亮
造 俊 博 二 一

斉 加 古 大 江
藤 藤 川 久 副
真 瑛 勝 保 邦
事 子 信 達 英
・ ・ ・ 正 ・

鈴
木
　
薫

・
高
瀬
暢
彦

早
川
　
勲

・
桝
田
　
光

佐
藤
良
輔

民

法

二

部

商

法

一
部

民

法

一
部

憲

　

　

　

法

経

済

政

策

統
計
学
原
理

金
　
融
　
諭

財
　
政
　
学

経
済
史
概
論

経

済

学

史

経

済

原

論

学
科
目

高
瀬
暢
彦

高
瀬
暢
彦

村
田
克
巳

江
副
邦
英

・
石
村
暢
五
郎

三
上
英
俊

・
小
松
雅
雄

友
安
亮

一

佐
藤
良
輔

・
坂
上
捨
松

沖
中
恒
幸

七
海
吉
郎

・
江
副
邦
英

・

石
村
暢
五
郎

・
大
沢
　
博

高
橋
梵
仙

大
野
弥
曾
次

・
高
瀬
　
浄

大
野
弥
曾
次

・
長
谷
川
啓
之

担
当
者

（板
橋
校
舎
）

及
川
光
明

町
井
和
朗

堤
　
光
臣

大
久
保
達
正

三
上
英
俊

・
古
川
勝
信

担
当
者

（東
松
山
校
舎
）



西
洋
経
済
史

日
本
経
済
史

近
代
経
済
学

社
会
思
想
史

統

計

数

学

経
済
社
会
学

経

済

地

理

国
際
金
融
論

社

会

政

策

英
語
経
済
書
講
読
Ｉ

英
語
経
済
書
講
読
Π

交
　
通
　
論

永
田
元
也

・
大
森

一
二

神
谷
　
謙

坂
上
捨
松

田
中
千
代
松

・
澤
田
　
章

古
川
勝
信

・
長
谷
川
啓
之

高
橋
精

一

石
垣
信
浩

村
田
克
巳

・
高
橋
梵
仙

・
友
安
亮

一
・
江
副
邦
英

・
吉
田

義
信

・
篠
原
武
英

・
堤
　
光
臣

。
大
野
弥
曾
次

・
永
田
元

也

・
大
森

一
一
丁

七
海
吉
郎

。
沖
中
恒
幸

・
大
久
保
達
正

・
山
村
順
次

・
坂
上
捨
松

二
二
上
英
俊

・
町
井
和
朗

・
加

藤
瑛
子

・
大
沢
　
博

・
早
川
　
勲

・
相
場
正
三
久

・
田
中

千
代
松

・
土
井
　
章

場
正
三
久

・
山
岡
通
峰

一
田
中
千
代
松

・
神
谷
　
謙

土
井
　
章

七
海
吉
郎

吉
田
義
信

・
山
村
順
次

村
田
克
巳

・
高
橋
精

一

坂
上
捨
松

高
松
鶴
吉

澤
田
　
章

高
橋
精

一
・
大
久
保
達
正

④
　
急
に
膨
れ
あ
が
っ
た
学
部
の
規
模

一
九
六
五
年
か
ら

一
九
七
〇
年
代
を
通
じ
て
学
生
数
お
よ
び
教
員
数
等
の
変
遷
は
次
の
表
６
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

一　

経
済
学
科

経
済

学
特

講

Ⅱ

経
済
学
特
講
Ｉ

時

事

英

語

会
　
計
　
学

簿

記

原

理

国
際
経
済
論

国

際

政

治

中
近

東

経

済

論

東
南
ア
ジ
ア
経
済
諭

中
国
経
済
論

欧
州
経
済
論

ソ
ビ

エ
ト
経
済
論

ア
メ
リ
カ
経
済
論

加
藤
瑛
子
―
日
本
経
済
史
特
講

藤
村
　
通
―

日
本
経
済
論

中
山
幸
二
郎

不
破
貞
春

河
野

一
英

・
藤
井
誠

一

小
尾
　
毅

下
条
英
男

金
子
　
昇

浦
野
起
央

栗
本
　
弘

土
井
　
章

篠
原
武
英

相
場
正
三
久

篠
原
武
英

高
橋
豊
蔵

上
剛
川
邦
生

松
田
　
猛

・
小
尾
　
毅

―
以
上
普
通
科
卒
用
―

大
津
　
弘

・
高
橋
豊
蔵

前
川
邦
生

―
以
上
商
業
科
卒
用
―

二
六
七

4年 生 用
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（表
６
）
学
生
定
員

・
教
員
数

・
学
生
数

二
六
八

以
上
の
よ
う
に
、　
一
九
六
五
年
か
ら

一
九
七
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
経
済
学
科
は
、
文
政
学
部
時
代
か
ら
の
伝
統
に
大
き
な
変
化
を

加
え
な
が
ら
、
そ
れ
に
よ
つ
て
学
科
と
い
う
組
織
な
い
し
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
を
少
し
ず
つ
新
し
い
制
度
に
改
革
し
な
が
ら
、
そ
し
て
ま

年 度 別 1987   1988   1989    1990   1991   1992

学生定員

教 員 数

学 生 数

600     600    600     600     600    600

27     27     29     28     29     29

4,147   4,676   5,041   5,134   4,967   4,927

(注)経済学部事務室調べ。1980年 以降については、大東文化学国企画調査

室編「学園の現状 (各年度版)」 から引用した部分がある。

年 度 別 1966   1967   1968    1969   1970   1971   1972

学生定員

教 員 数

学 生 数

200

17

5,313

28

4,904

100     200    200     200     200

9    10   10   13    18

1,141  3,787  5,200  5,932  5,783

年 度 別 1973    1974   1975    1976    1977    1978   1979

学生定員

教 員 数

学 生 数

300     300    300     300

26     20     19     21

4,631   4,412   4,412   4,464

30()   300     300

22     27     27

4,519   4,141   3,725

年 度 別 1980    1981   1982    1983    1984    1985   1986

学生定員

教 員 数

学 生 数

27

3,439

300    300     450     450    450     600

29     30      29      28     28      28

3,017   2,970   3,138   3,212   3,303   3,674



た
そ
の
成
果
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
学
科
の
教
育
、
研
究
環
境
の
改
善

・
良
化
に
努
め
た
と
い
う
時
代
で
あ

つ
た
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と

を
Ｗ

・
ロ
ス
ト
ウ
流
に
い
え
ば
、　
一
九
六
五
～
七
五
年
に
か
け
て
は
経
済
学
科
に
と
つ
て

「離
陸
の
た
め
の
先
行
条
件
期
」
で
あ
っ
た
と

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

四
　
成
長
へ
の
足
掛
か
り
を
築
い
た

一
九
七
五
年
代
―

―

教
育

・
研
究
体
制
の
拡
充
―

―

①
　
学
生
数
の
急
増
、
定
員
四
五
〇
名
に
増
や
す

一
九
六
五

（昭
和
四
〇
）
年
代
の
後
半
か
ら

一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
代
に
か
け
て
、
私
立
大
学
を
取
り
巻
く
社
会

・
経
済
環
境
は

大
き
く
変
化
し
、
「
私
大
大
量
生
産
の
時
代
」
で
あ

つ
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
環
境
の
変
化
と
い
う
外
部
経
済
効
果
も
手
伝

つ
て
、
本

学
も
そ
の
流
れ
の
中
に
あ

つ
て
量
的
拡
大
の
時
代
を
経
験
し
た
の
で
あ
る
。

即
ち
、　
一
九
六
三

（昭
和
三
八
）
年
二
学
部
四
学
科
体
制
の
小
規
模
な
大
学
で
あ

つ
た
大
東
文
化
大
学
は
、
わ
ず
か

一
〇
年
の
間
に
四

学
部
九
学
科
体
制
プ
ラ
ス
三
研
究
科
六
専
攻
の
大
学
院
を
有
す
る
文
科
系
総
合
大
学
に
急
成
長
し
た
。
表
６
に
あ
る
よ
う
に
経
済
学
科
の

学
生
総
数
は
、
こ
の
間
に
増
加
の

一
途
を
た
ど
つ
た
。

確
か
に
、
年
々
経
済
学
科
の
志
願
者
は
多
く
な

つ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
学
園
の
財
政
的
な
要
望
も
あ
つ
て

か
入
学
者
の
数
は
定
員
を
通
か
に
超
え
る
水
増
し
を
つ
づ
け
た
。
そ
の
結
果
、
経
済
学
部
に
在
籍
す
る
学
生
数
は
、
常
に
大
学
全
体
の
半

数
を
占
め
る
こ
と
に
な
つ
た
。

そ
の
た
め

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
と

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
に
、
そ
れ
ま
で
の
定
員
二
〇
〇
名
を
、
三
〇
〇
名
そ
し
て
四
五

〇
名

へ
と
大
幅
な
定
員
増
に
踏
み
切
る
と
と
も
に
、
板
橋
キ
ヤ
ン
パ
ス
に
新
研
究
棟
の
建
設
を
行
い
、
合
わ
せ
て
そ
の
他
の
教
育

。
研
究

一
　

経

済

学

科

二
六
九
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二
七
〇

施
設
の
拡
充
が
な
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
入
学
定
員
の
増
加
に
伴
う
学
生
総
数
の
急
増
に
対
応
し
て
経
済
学
科
の
専
任
教
員
数
も
増
員
さ
れ

て
、
学
部
と
し
て
の
規
模
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
多
く
の
大
手
の
大
学
の
仲
間
入
り
を
す
る
ま
で
に
な

つ
た
。

②
　
留
学
生
急
増
に
対
応
し
て
別
科
設
置
を
提
言

一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら

一
九
七
五
年
ご
ろ
に
か
け
て
、　
一
時
的
に
特
定
の
国
か
ら
の
留
学
生
が
急
増
し
、
必
ず
し
も
経
済
学
を
履
修

す
る
だ
け
の
日
本
語
の
力
が
な
い
者
も
推
薦
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
つ
た
。
そ
の
理
由
は
、
入
学
の
許
可
が
出
な
い
と
自
国
を
出
国
で
き
な

い
と
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た

一
方
で
、
ご
く

一
部
で
は
あ
る
が
日
本
に
滞
在
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
勉
学
意
欲
に
欠
け
る

学
生
も
入
学
し
た
り
し
て
日
本
語
力
や
出
席
率
な
ど
が
教
授
会
で
問
題
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
国
際
化
の
進
展
す
る
中
で
外
国
か
ら
の
留

学
生
受
け
入
れ
を
め
ぐ

つ
て
、
教
育
課
程
も
含
め
て
入
学
選
抜
の
あ
り
方
な
ど
の
検
討
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

当
時
、
留
学
生
委
員
会
の
委
員
と
し
て
経
済
学
科
か
ら
学
科
主
任
の
鬼
丸
豊
隆
教
授

・
永
野
慎

一
郎
講
師

（当
時
）
の
二
人
が
選
出
さ

れ
て
い
た
。
留
学
生
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
経
営
学
科
で
も
同
じ
よ
う
に
真
剣
に
議
論
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
当
時
経
営

学
科
選
出
の
委
員
で
あ

つ
た
林
田
晃
明
教
授
は

「
経
済

・
経
営
両
学
科
に
留
学
生
が
急
に
多
く
な
り
、
あ
る
程
度
は
選
抜
を
厳
し
く
し
て

人
数
に
も
制
約
を
加
え
る
こ
と
が
、
経
済
学
部
の
レ
ベ
ル
‐
ア
ツ
プ
に
大
切
で
あ
る
と
い
う
自
然
の
流
れ
と
い
う
か
、
学
科

・
学
部
内
世

論
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
辺
り
か
ら
、
日
本
語
の
極
め
て
不
十
分
な
外
国
人
の
た
め
に
日
本
語
別
科
を
作

つ
て
は
と
い

う
永
野
先
生
の
発
案
で
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
と
思
い
ま
す
」
と
、
当
時
を
思
い
起
こ
し
て
語
つ
て
い
る
。

Ｉ
の
点
に
触
れ
て
、
永
野
慎

一
郎
教
授
は
、
「
こ
の
と
こ
ろ
、
経
営
学
科
志
望
者
が
多
く
な

つ
て
い
ま
す
。
特
に
、
う
ち
は
台
湾
か
ら

の
留
学
生
が
多
い
ん
で
す
が
、
中
国
系
の
留
学
生
は
、
経
営
学
科
を
希
望
し
て
い
る
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
入
つ
て
き
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、

日
本
語
が
余
り
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
つ
て
、
学
部
の
先
生
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
不
満
が
出
て
き
た
。
そ
れ
で
、
日
本
語
力
の
受
け
皿

と
し
て
日
本
語
別
科
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
、
別
科
で

一
年
ぐ
ら
い
日
本
語
の
基
礎
を
勉
強
さ
せ
て
か
ら
、
学
部
に
入
学
さ
せ
る
、



そ
う
い
う
趣
旨
で
設
置
を
提
案
し
た
ん
で
す
」
と
、
別
科
設
置
の
こ
ろ
の
経
緯
に
つ
い
て
語
つ
て
い
る
。

確
か
に
、
別
科
設
置
前
後
の
時
代
、
教
授
会
を
中
心
に
留
学
生
受
け
入
れ
に
つ
い
て
辛
抱
強
く
審
議
を
重
ね
て
、
制
度
上
の
近
代
化
と

い
う
か
手
続
き
面
で
の
改
革
が
行
わ
れ
、
本
学
の
国
際
化
時
代

へ
の
基
盤
を
築
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
当
時
の
学
部
長
篠
原

武
英
教
授
、
学
科
主
任
の
任
に
あ

つ
た
鬼
丸
豊
隆
教
授

（
一
九
七
八

〈
昭
和
五
三
〉
年
四
月
～

一
九
八
〇

〈
昭
和
五
五
〉
年
二
月

・
・
一

九
九
二

〈
平
成
四
〉
年
二
月
定
年
退
職
）

・
竹
田
志
郎
教
授

（
一
九
七
七

〈
昭
和
五
二
〉
年
四
月
～

一
九
七
九

〈
昭
和
五
四
〉
年
三

月

・
・
一
九
八
九

〈
平
成
元
〉
年
二
月
横
浜
国
立
大
教
授
に
転
出
）

・
向
後
良
文
教
授

（
一
九
七
九

〈
昭
和
五
四
〉
年
四
月
～

一
九
八

一

〈
昭
和
五
六
〉
年
二
月
）
、
そ
し
て
ま
た
留
学
生
委
員
の
先
生
方
の
努
力
に
多
く
を
負
う
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

③
　
博
士
課
程
増
設
で
教
員
組
織
の
充
実
図
る

一
九
七
八

（昭
和
五
三
）
年
に
は
、
河
野

一
英
経
済
学
部
長
の
下
で
着
々
と
準
備
さ
れ
て
き
た
大
学
院
経
済
学
研
究
科
に
博
士
課
程
を

増
設
す
る
と
い
う
計
画
が
実
現
し
た
。
す
な
わ
ち
、
旧
修
士
課
程
を
改
組
し
て
新
た
に
経
済
学
研
究
科
博
士
前
期

・
後
期
課
程
が
認
可

・

開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
経
済
学
科
の
教
員
組
織
は
、
今
ま
で
に
な
い
充
実
を
見
る
こ
と
に
な

つ
た
。
ち
な
み
に
、
開
設
時
の
新
任
教

員
と
し
て
着
任
さ
れ
た
先
生
方
は
、
次
の
通
り
で
あ

つ
た
。

一
九
七
八

一
九
七
八

就
任
年
度

井

手

文

雄

難

波

田

春

夫

教
　
員
　
名

財
政
学
特
殊
講
義

・
特
殊
研
究

同
上
演
習

理
論
経
済
学
特
殊
講
義

・
特
殊
研
究

経
済
学
史
特
殊
講
義

・
特
殊
研
究

同
上
演
習

大
学
院
研
究
指
導
科
目

財
政
学

・
同
演
習

経
済
原
論

学
部
担
当
科
目

一
　

経

済

学

科

二
七

一



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

二
七
二

一
九
八

一

一
九
七
七

一
九
八
〇

一
九
八
〇

一
九
七
八

伊

部

英

男

三
　
沢
　
嶽
　
郎

矢

島

釣

次

多
　
田
　
　
　
顧

西

村

光

夫

社
会
政
策
特
殊
講
義

・
特
殊
研
究

同
上
演
習

農
業
経
済
学
特
殊
講
義

・
特
殊
研
究

同
上
演
習

理
論
経
済
学
特
殊
講
義

・
特
殊
研
究

経
済
学
史
特
殊
講
義

・
特
殊
研
究

同
上
演
習

経
済
思
想
史
特
殊
講
義

・
特
殊
研
究

同
上
演
習

金
融
論
特
殊
講
義

・
特
殊
研
究

国
際
金
融
論
特
殊
講
義

・
特
殊
研
究

同
上
演
習

経
済
学
特
殊
講
義

（社
会
保
障
法
）

農
業
経
済
学

・
同
演
習

経
済
原
諭

・
同
演
習

日
本
経
済
史

・
同
演
習

金
融
諭

国
際
金
融
論

な
お
、
三
沢
教
授
は
、
博
士
課
程
申
請
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
前
年
度
に
着
任
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
伊
部
教
授
は
、
申
請
時
の
メ
ン
バ
ー

で
あ

つ
た
平
田
冨
太
郎
教
授
が
中
労
委
会
長
の
職
に
あ
り
、
事
実
上
専
任
を
続
け
て
行
く
こ
と
が
困
難
で
あ

つ
た
た
め
、
同
教
授
か
ら
当

時
厚
生
省
の
長
官
職
を
定
年
に
な
ら
れ
た
ば
か
り
の
伊
部
英
男
氏
を
推
薦
頂
い
た
と
い
う
経
緯
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

④
　
教
員
組
織
の
若
返
り
と
意
識
変
革

専
任
教
員
が
協
力
し
て
学
科
の
研
究
活
動
を
活
性
化
し
、
合
わ
せ
て
学
生
の
教
育
を
充
実
す
る
た
め
に
多
く
の
学
科
独
自
の
事
業
計
画

を
策
定
し
、
予
算
要
求
で
き
る
よ
う
に
な
つ
た
の
も

一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。　
一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
に
学



科
の
入
学
定
員
を
三
〇
〇
名
か
ら
四
五
〇
名
に
大
幅
に
増
加
さ
せ
る
に
あ
た
つ
て
、
学
園
当
局
に
対
し
て

「
三
、
四
年
生
の
授
業
は
、
従

来
通
り
板
橋
校
舎
で
行
う
こ
と
。
そ
れ
に
十
分
対
応
で
き
る
設
備
の
拡
充
を
し
て
欲
し
い
」
旨
教
授
会
で
議
決
し
、
学
部
長

（篠
原
武

英

”
一
九
七
八

〈
昭
和
五
三
〉
年
四
月
～

一
九
八
三
年
二
月
）
か
ら
中
し
入
れ
を
行

つ
た
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
学
科
協
議
会
で
は
、
教
員
の
中
か
ら
学
生
数
が
全
体
の
半
分
近
い
数
を
抱
え
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
経
済
学
部
の
学

生
た
ち
の
教
育
設
備
等
環
境
が
悪
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
学
生
数
が
多
い
た
め
教
員
が
十
分
に
教
育
機
能
を
発
揮
で
き
な
く
な

つ
て
き
て
い
る
こ
と
。
従

つ
て
、
学
生
に
十
分
な
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
な
い
状
態
に
陥
つ
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
予
算
に
つ

い
て
も
学
生
数
を
積
算
の
基
礎
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
等
々
の
意
見
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
色
々
な
角
度
か
ら
学
科
の
教
育

・
研
究

環
境
を
点
検
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
識
が
高
ま
つ
た
。
特
に
、
大
学
の
中
で

「各
学
科
単
位
で
と
か
、
各
学
科
ご
と
に
」
と
い
う

「
平
等

と
い
う
名
の
不
公
平
」
が
、
ま
か
り
通
つ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
不
満
が
、
事
あ
る
こ
と
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。

以
上
の
よ
う
な
経
済
学
部
か
ら
の
声
は
、
他
学
部
の
教
員
の
み
な
ら
ず
大
学
執
行
部
に
少
な
か
ら
ず
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
に
な

つ
た
。
経
済
学
科
が
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
見
直
し
、
改
革
に
意
欲
的
な
の
も
経
済
学
部
の
学
生
に
、
大
教
室
で
後
方
の
席
か
ら
黒
板
に
書
く

字
が
見
え
な
い
と
い
う
現
実
の
教
育
環
境
を
幾
ら
か
で
も
改
善
し
、
少
人
数
で
授
業
の
で
き
る
他
学
部

・
他
学
科
の
学
生
と
同
じ
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
で
あ
る
。

一
九
七
五
年
後
半
に
入
つ
て
特
任
教
授
制
度
の
廃
止
、
こ
れ
に
伴
う
定
年
者
の
補
充
人
事
が

一
九
七
六

（昭
和
五

一
）
年
か
ら

一
九
七

八

（昭
和
五
三
）
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
そ
の

一
連
の
人
事

（但
し
、　
一
九
七
八
年
博
士
課
程
申
請
に
伴
う
大
学
院
担
当
教
授
の
招
聘

人
事
は
別
枠
扱
い
で
行
わ
れ
た
）
に
お
い
て
鬼
丸
豊
隆
教
授

（
一
九
九
二

〈
平
成
四
〉
年
二
月
定
年
退
職
）

・
中
村
浩
教
授

（
一
九
八
六

〈
昭
和
六

一
〉
年
二
月
定
年
退
職
）
以
外
は
、
助
手

・
講
師
ク
ラ
ス
の
新
進
気
鋭
の
若
手
教
員
が
招
聘
さ
れ
た
。

か
く
し
て
、
博
士
課
程
増
設
人
事
も
含
め
て
学
科
の
教
員
組
織
は
、
大
幅
に
拡
充
さ
れ
る
と
と
も
に
三
〇
歳
代
の
教
員
も
増
え
て
、
学

一　

経

済

学

科

二
七
三



第
二
草
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

二
七
四

科
の
教
育
課
程
、
と
り
わ
け
学
科
目
編
成
に
お
い
て
相
当
な
厚
み
を
増
す
こ
と
に
な

つ
た
。

そ
れ
か
ら
、
二
〇
年
余
の
歳
月
が
流
れ
た
。
い
ま
、
学
科
の
行
動
パ
タ
ー
ン
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。　
一
九
六
五
年
か
ら

一
九
七

〇
年
代
半
ば
に
か
け
て
助
手

・
講
師
と
し
て
学
科
に
迎
え
ら
れ
た
気
鋭
の
人
々
が
、
い
ま
中
堅
の
教
育

・
研
究
者
と
し
て
学
界
お
よ
び
広

く
社
会
で
も
活
躍
し
、
学
内
に
あ
つ
て
も
学
部

・
学
科
の
運
営
に
中
心
的
役
割
を
担

つ
て
い
る
。
経
済
学
科
は
、
明
日
に
向
け
て
確
実
に

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

五
　
新
し
い
時
代
に
向
け
て

①
　
大
学
人
に
厳
し
い
時
代

一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
こ
ろ
か
ら
現
在
に
至
る
十
数
年
余
、
わ
れ
わ
れ
経
済
学
科
は
、
常
に
本
学
の
現
状
の
み
な
ら
ず
、
わ
が
国

の
大
学
が
直
面
し
て
い
る
現
状
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
厳
し
く
見
つ
め
て
き
た
。

そ
う
し
た
時
期
、　
一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年
四
月
～

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
二
月
、
経
済
学
科
は
人
を
得
て
教
員
組
織
を
充
実
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
何
よ
り
も
小
林
昇

・
三
宅
義
夫
両
教
授
を
専
任
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
招
聘
で
き
た
こ
と
に
尽
き
る
。

両
教
授
の
就
任
は
、
独
り
経
済
学
科
だ
け
で
は
な
く
、
大
東
文
化
大
学
そ
の
も
の
に
教
育

・
研
究
機
関
と
し
て
の

「
大
学
ら
し
さ
」
と
、

払
拭
で
き
な
い
で
き
た
本
学
の
構
造
的
問
題
に
対
し
て
変
革

へ
の
知
的
刺
激
と
い
う
新
風
を
吹
き
込
ま
れ
た
。

各
学
科
に
資
料
室
の
新
設
が
成
つ
た
の
も
両
教
授
の
在
任
中
の
こ
と
だ
つ
た
。
ま
た
、
経
済
学
科
に

「
日
本
経
済
研
究
所
」
を
設
置
す

る
に
あ
た
つ
て
も
熱
心
に
助
言
下
さ
つ
た
。
さ
ら
に
、
経
済
学
科
が
、　
一
九
九
〇
年
四
月
入
学
の
学
生
か
ら
適
用
し
た
新
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

の
検
討
作
業
に
も
最
初
か
ら
最
後
ま
で
参
加
さ
れ
た
。
特
に
、
両
教
授
と
も
色
々
な
作
業
の
過
程
で
当
時
の
若
い
教
員
ス
タ
ツ
フ
の
意
見



を
よ
く
聞
か
れ
て
、
親
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
惜
し
ま
れ
な
か
つ
た
。
い
ま
、
経
済
学
科
に

「革
新
」
の
気
概
が
旺
盛
で
あ
る
の
も
大
切
な

時
期
に
教
員
ス
タ
ッ
フ
に
人
材
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

こ
こ
十
数
年
間
を
振
り
返
つ
て
み
る
と
、
社
会
各
界
の
大
学
教
育
に
対
す
る
見
方
は
、
年
を
重
ね
る
こ
と
に
厳
し
く
、
と
き
に
は
辛
辣

な
批
判
さ
え
飛
び
出
し
大
学
人
と
し
て
堪
え
難
い
思
い
に
駆
ら
れ
る
こ
と
も
何
度
か
経
験
し
て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
経
済
学
科
の
多
く

の
教
員
は
、
い
ま
自
分
た
ち
大
学
人
に
と
つ
て
何
が
求
め
ら
れ
、
何
が
大
切
で
、
何
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
を
議
論
し
検
討
を

重
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
学
の
教
員
に
と
つ
て
今
日
と
い
う
時
代
は
、
各
人
が
研
究
を
行
い
そ
れ
を
論
文
に
纏
め
て
発
表
す
る
、
あ
る
い
は
蓄
積
し
て
き
た
研

究
業
績
を
集
大
成
し
て
立
派
な
著
作
を
刊
行
す
る
と
い
う
仕
事
に
の
み
打
ち
込
ん
で
い
れ
ば
そ
れ
で
よ
じ
と
す
る
時
代
で
は
な
く
な

つ
て

き
て
い
る
。
大
学
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
を
で
き
る
だ
け
開
か
れ
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、
改
め
て
大
学
人
に
創
意
と
努
力
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
個
々
の
教
員
が
、
厳
し
く
自
党
す
る
時
代
に
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

②
　
学
科
の
独
自
性
強
め
た
時
代

そ
う
し
た
時
代
の
求
め
に
積
極
的
に
対
応
す
る
た
め
に
、
経
済
学
科
で
は
多
く
の
専
任
教
員
数
の
組
織
的
な
協
力
を
経
て
、
継
続
的
な

研
究
活
動
を
行

つ
て
い
る
。
そ
の

一
つ
が
学
科
の
も
つ
研
究
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
、
経
済
学
部
に
所
属
す
る
す
べ
て
の
専
任

教
員
が
参
加
で
き
、
加
え
て
研
究
成
果
の
地
域
社
会

へ
の
開
放
と
い
う
立
場
に
立
つ
て
、　
一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
以
来
学
部

・
学
科

の
年
次
事
業
計
画
と
し
て
、
毎
年

「
日
本
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
企
画
し
、
共
同
研
究
活
動
の
場
を
構
築
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
研
究
活
動
を
さ
ら
に
充
実

・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、　
一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
、
当
時
の
永
田
元
也
経
済
学
部
長

（
一
九

八
三
年
四
月

一
日
～

一
九
八
七

〈
昭
和
六
二
〉
年
二
月
二

一
日
）
の
提
言
を
も
と
に
、
小
林
昇
教
授

（
一
九
九
〇

〈
平
成
二
〉
年
三
月
定

年
退
職
）

・
永
野
慎

一
郎
教
授

・
末
繁
宏
造
教
授

・
佐
藤
順

一
教
授
ら
を
は
じ
め
と
す
る
学
科
の
教
員
が
中
心
に
な
つ
て
学
部
附
置
の
研

一　

経

済

学

科

二
七
五
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六

究
所
を
設
立
す
る
た
め
の
準
備
委
員
会
を
作
り
、
計
画
策
定
に
努
力
さ
れ
、　
一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
四
月
、
現
在
の

「
経
済
研
究
所
」

の
前
身
で
あ
る

「
日
本
経
済
研
究
所
」
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

爾
来
、
「
日
本
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
始
め
、
諸
外
国
か
ら
研
究
者
を
招
い
て
行
う

「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
、
さ
ら
に

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
か
ら
は
、
板
橋
区
教
育
委
員
会
と
の
協
定
に
よ
る
地
域
社
会
に
向
け
て
行
う
学
部

・
学
科
の
開
放
講
座

（「
公
開
講
座
」
）

の
開
催
に
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
従
来
経
済
学
科
が
果
た
し
て
き
て
い
た
多
く
の
研
究
上
の
機
能
は
、
現
在
で
は
そ
の
主
体
を
附
置

研
究
所
に
委
ね
て
い
る
。

③
　
「原
論
委
員
会
」
で
経
済
学
教
育
の
あ
り
方
を
検
討

そ
の
二
は
、　
一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
代
～

一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
わ
が
国
の
高
等
教
育
の
あ
り
方
を
め
ぐ
つ
て
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
臨
教
審
が
設
置
さ
れ
て
、
そ
の
答
申
が
、
大
学
教
育
を
充
実
し
、
個
々
の
大

学
が
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
教
育
を
実
現
す
る
必
要
を
提
言
し
て
以
来
、
大
学
に
お
け
る
学
部
教
育
、
中
で
も
大
学
の
も
つ
教
育
機
能
に
つ

い
て
各
界
か
ら
の
厳
し
い
批
判
を
招
く
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
経
済
学
部
に
お
い
て
も
、
こ
の
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
の
重

要
性
を
認
識
し
、
学
生
た
ち
に
と
つ
て
魅
力
の
あ
る
教
育
を
行
う
た
め
に
、
現
行
の
教
育
課
程
を
最
も
効
果
あ
る
教
育
課
程
に
改
革
す
る

こ
と
の
必
要
性
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。　
一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
～

一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
に
か
け
て
学
科
に
カ
リ
キ

ュ

ラ
ム
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、
現
行
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
案
の
提
言
を
各
教
員
に
求
め
検
討
を
行

つ
た
。
さ
ら
に
一
九
八
四

（昭

和
五
九
）
年
か
ら
は
、
「
原
論
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、　
一
～
二
年
で
履
修
す
る

「
経
済
学
お
よ
び
経
済
原
論
」
の
授
業
内
容
の
あ
り
方
、

そ
し
て
三
～
四
年
で
履
修
す
る
専
門
科
日
と
の
関
連
性
、
近
代
理
論
と
古
典
理
論
と
の
教
育
上
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
め
ぐ

つ
て
委
員
会
で
は
、
委
員
の
間
で
真
剣
な
議
論
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ

つ
た
。

そ
の
後
、
理
論
科
目
の
授
業
内
容

・
授
業
方
法
、
そ
し
て
そ
の
充
実
を
計
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
研
究
す
る
な
ど
、
石
橋
春
男
教
授



を
委
員
長
と
す
る

「
原
論
委
員
会
」
（委
員
会
は
、
他
に
藤
塚
知
義

・
中
本
博
皓

二
二
上
英
俊

・
佐
藤
順

一
の
各
委
員
で
構
成
さ
れ
た
）
は
、

毎
回
精
力
的
な
議
論
を
行

つ
た
。
ま
た
委
員
会
は
、
他
大
学
で
経
済
学
分
野
の
理
論
科
目
が
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
、
各
学
年
に
ど
の
よ

う
に
配
当
さ
れ
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
上
で
他
の
専
門
教
科
と
、
ど
う
関
連
づ
け
て
編
成
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
て

き
た
。

④
　
教
育
改
革
へ
向
け
て
―

二

九
九
〇

（平
成
二
）
年
度
入
学
者
か
ら
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ヘ
移
行
―
―

一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年
代
に
入
つ
て
、
経
済
学
科
に
お
い
て
は

「
原
論
委
員
会
」
と
並
行
し
て
、
学
科
内
に
石
垣
信
浩
教
授
を
委

員
長
と
す
る

「
長
期
計
画
検
討
委
員
会
」
を

一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年

一
〇
月
に
設
置
し
た
。
そ
の
趣
旨
は
、
新
し
い
時
代
に
向
け
て
、

経
済
学
科
の
教
育
課
程
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
社
会
環
境
の
変
化
に
戦
略
的
に
対
応
し
よ
う
と
い
う
狙
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
委
員
会
は
、
次
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
発
足
し
た
。
石
垣
信
浩

・
石
橋
春
男

・
大
久
保
達
正

。
大
沢
博

。
加
藤
瑛
子

・
小
林
昇

・

佐
藤
順

一
・
木
繁
宏
造

・
永
田
元
也

・
永
野
慎

一
郎

・
中
本
博
皓
の

一
一
名
で
あ
っ
た
が
、
大
久
保
委
員
は
、　
一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）

年
二
月
で
学
科
主
任
の
任
期
満
了
で
次
の
学
科
主
任
の
大
沢
委
員

（
一
九
八
五
年
四
月
～

一
九
八
七

〈
昭
和
六
二
〉
年
二
月
、　
一
九
八
九

〈
平
成
元
〉
年
三
月
定
年
退
職
）
と
交
替
し
た
。
そ
の
後
、
「
原
論
委
員
会
」
を
本
委
員
会
に
吸
収
す
る
形
で
解
散
し
、
二
、
三
の
委
員
の

交
替
は
あ

つ
た
が
、　
一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
二
月
ま
で
ほ
ぼ
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
、
以
下
の
よ
う
な
石
垣
委
員
長
の
基
本
姿
勢
の
下
で

委
員
会
は
運
営
さ
れ
た
。

（資
料
７
）

《
委
員
会

の
活
動

の
目
的
と
基
本
姿
勢

に
よ
る
》一　

経

済

学

科

石
垣
信
浩

「
長
期
計
画
検
討
委
員
会
」
委
員
長
経
過
報
告

（
一
九
八
八
年
二
月
）

二
七
七
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二
七
八

二
十

一
世
紀
に
向
け
て
の
中
長
期
に
お
け
る
経
済
社
会
の
変
化
の
趨
勢
と
、
そ
れ
に
対
す
る
経
済
学
教
育
の
対
応
の
仕
方
を

考
え
る
。
今
後
の
予
想
さ
れ
る
経
済
社
会
の
変
化
を
表
す
も
の
と
し
て
、
①

高
度
科
学
技
術
化

（メ
カ
ト

ロ
ニ
ク
ス
の
発
達
、

新
素
材
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
）、
②

高
度
情
報
化

（情
報
処
理
技
術
の
発
達
と
、
情
報
価
格
の
低
落
に
よ
る
技
術

の
高
度
化
）
、
③

産
業
構
造
と
経
済
環
境
の
変
化

（資
源

・
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
食
料
の
節
約
と
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
、
情
報

化
に
よ
る
知
識
集
約
産
業
の
発
達

〈
農
業
の
情
報
化
を
含
む
〉
労
働
時
間
の
短
縮
と
余
暇
活
動
の
増
大
）
、
④

都
市
化
の
急
速

な
進
展
と
政
治

・
社
会
構
造
の
変
化
、
⑤

「
国
際
化
の
進
展
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
済
社
会
の
予
想
さ
れ
る
変
化
に
対
し
て
、
経
済
学
科
は
、　
一
方
で
既
存
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
改
革

（特
に
新

し
い
学
科
目
の
導
入
）
、
教
員
ス
タ
ツ
フ
の
拡
充

（
＝
長
期
人
事
計
画
）
、
教
育
内
容
と
教
授
法
の
改
善
等
を
通
じ
て
、
実
社
会

の
変
化
に
適
合
で
き
る
人
材
の
教
育
を
め
ざ
し
、
他
方
で
は
経
済
学
の
基
礎
教
育

（原
理
論
、
経
済
史
等
）
の
充
実
を
図
る
こ

と
に
よ
っ
て
豊
か
な
創
造
性
を
高
め
る
教
育
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
基
本
的
姿
勢
の
下
で
、
石
垣
委
員
長
は
二
〇
回
に
及
ぶ
委
員
会
を
開
催
し
、
新
し
い
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
方
向
づ
け
が
固

ま
り
、
素
案
と
し
て
纏

つ
た
と
こ
ろ
で
、
石
橋
春
男
教
授
と
委
員
長
を
交
替
し
た
。
ま
た
、
委
員
も
、　
一
部
交
替
し
、
加
藤
瑛
子

・
永
田

元
也
両
委
員
に
代
わ
っ
て
田
中
豊
治
教
授

・
神
谷
謙
教
授
が
推
薦
さ
れ
た
。

石
橋
新
委
員
長
は
、　
一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
四
月
か
ら
学
科
主
任
に
就
任
し
た
石
垣
教
授
と
連
携
し
て
委
員
会
を
運
営
し
、
「
石

垣
素
案
」
の
最
終
調
整
に
努
力
し

「
経
済
学
科
新
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
長
期
検
討
委
員
会
案
」
と
し
て
委
員
会
の
承
認
を
得
た
上
で
、
石
垣
学

科
主
任
か
ら
学
科
協
議
会
に
提
案
さ
れ
、
回
を
重
ね
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、　
一
部
調
整
を
行
つ
た
上
で

「
学
科
案
」
と
し
て



承
認
さ
れ
て
、　
一
九
八
九

（平
成
元
）
年
六
月
の
教
授
会
で
、
「
経
済
学
科
新
専
門
教
育
課
程
授
業
科
目
表
」
（通
称

「
新
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
」
）

と
し
て
決
定
さ
れ
て
、
学
内
に
お
け
る

一
連
の
手
続
き
を
完
了
し
て
、　
一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
四
月
入
学
の
学
生
か
ら
適
用
が
決
ま

つ

た
。一

九
九
〇
年
四
月
石
橋
委
員
長
が
学
科
主
任
に
就
任
し
、
委
員
会
は
佐
藤
順

一
教
授
を
委
員
長
に
選
出
し
た
。
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
革
を
優
先
し
て
行
つ
た
た
め
、
同
時
進
行
で
検
討
し
て
い
た

「
学
科
改
組
を
行

つ
て
、
新
し
い
学
科
を
増
設
す
る
と
い

う
検
討
課
題
」
が
後
回
し
に
な

つ
て
い
た
の
で
、
次
な
る
課
題
と
し
て
佐
藤
順

一
委
員
長
は
、
こ
の
難
問
を
抱
え
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
委

員
会
で
は
、
永
野
慎

一
郎
教
授
や
、
本
台
進
教
授
ら
か
ら
新
経
済
学
科
構
想
に
つ
い
て
の
私
案
が
開
陳
さ
れ
た
が
、
「
新
学
科
増
設
案
」

と
し
て
委
員
会
の
決
定
を
見
る
に
は
至
ら
ず
、
「
現
状
に
お
い
て
は
見
送
る
」
と
い
う
委
員
会
結
論
と
な
つ
た
。

そ
の
後
、
佐
藤
委
員
長
は
、
穂
積
学
長
の
要
請
も
あ

つ
て
大
学
全
体
の

「
長

・
短
期
学
費
検
討
委
員
会
」
の
委
員
長
に
推
挽
さ
れ
た
た

め
、
学
科
の
長
期
検
討
委
員
会
の
委
員
長
は
神
谷
謙
教
授
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な

つ
た
。
そ
の
後
、
委
員
会
は
神
谷
委
員
長
の
も
と
で
、

学
科
で
懸
案
と
な

つ
て
い
る
諸
問
題
の
点
検
、
例
え
ば
長
期
的
に
検
討
を
要
す
る
問
題
ご
と
に
小
委
員
会
を
設
置
し
、
改
善
す
べ
き
問
題

に
検
討
を
加
え
提
言
を
求
め
る
作
業
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
事
態
の
変
化
に
よ

つ
て
、
学
部
レ
ベ
ル
の

「
長
期
教
育

・
研
究
計

画
策
定
委
員
会
」
を
教
授
会
の
下
に
設
置
し
た
た
め
、
学
科
の
長
期
検
討
委
員
会
は
結
果
的
に
そ
の
役
割
を
終
え
た
こ
と
に
な
つ
た
。

一
方
、
経
済
学
科
の
新
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
、　
一
九
九
〇
年
入
学
の
学
生
か
ら
実
施
に
移
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
本
格
的
に
専
門
科
目
の

履
修
は
、
こ
の
学
生
た
ち
が
三
年
次
生
に
な
る

一
九
九
二
年
度
か
ら
始
ま
る
た
め
に
、
学
科
で
は
石
橋
学
科
主
任
が
中
心
に
な

つ
て
教
務

委
員
会
の
意
見
を
参
考
に
、
担
当
者
の
決
定
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
作
業
が
行
わ
れ
、　
一
九
九

一
年
二
月
二

一
日
ま
で
に
そ
の
作
業
を
完

了
し
て
、
昨
年

（
一
九
九
二
）
四
月
二
年
生
に
進
級
し
た
学
生
か
ら
本
格
的
に
適
用
に
な

つ
た
の
で
あ
る
。
以
上
が
経
済
学
科
の
現
行
新

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
完
成
ま
で
の
経
緯
と
全
容
で
あ
る
。

一
　

経

済

学

科

二
七
九
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⑤
　
新
し
い
時
代
に
向
け
て

わ
れ
わ
れ
大
学
人
は
、
自
分
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
が
、
こ
れ
か
ら
本
当
の
意
味
で
厳
し
さ
が
増
す
の
だ
と
い
う
十
分
な
認
識
の

下
で
、
新
し
い
時
代
に
向
け
て
の
戦
略
的
な
意
志
決
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

経
済
学
科
の
教
育
課
程
改
革
は
、
初
代
長
期
検
討
委
員
会
の
委
員
長
で
あ

つ
た
石
垣
教
授
が
示
さ
れ
た
、
委
員
会
の

「
基
本
的
姿
勢
」

に
し
て
も
、
ま
た
石
橋
春
男
前
学
科
主
任
時
代
、
即
ち

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
四
月
入
学
の
学
生
か
ら
適
用

・
実
施
に
移
さ
れ
た
新
し

い

（現
行
）
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
精
神
に
し
て
も
、
そ
れ
は
経
済
学
科
が
常
に
充
実
し
た
教
育
機
能
を
発
揮
し
て
、
わ
れ
わ
れ
教
員

一
人

一

人
が
常
に
教
育
内
容
の
革
新
に
努
め
、
さ
ら
に
教
授
方
法
の
創
意

・
工
夫
を
通
じ
て
学
生
に
対
す
る
授
業
の
教
育
効
果
を
高
め
る
と
い
う

と
こ
ろ
に
そ
の
狙
い
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
大
学
は
長
期
的
な
視
野
で
社
会
経
済
環
境
の
変
化
の
趨
勢
を
見
極
め
、
そ
れ
に
動
的
に

対
応
で
き
る
人
材
を
養
成
し
て
い
け
る
教
育
課
程
の
改
革
と
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
投
資
を
借
し
ん
で
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

い
ま
、
経
済
学
科
で
は
新
し
い
時
代
に
向
け
て
、
①
市
民
社
会
に
お
け
る
生
活
に
必
要
な
幅
広
い
知
識
と
教
養
の
育
成
、
②
専
門
的
知

識
の
体
系
的
教
育
、
加
え
て
③
創
造
的
能
力
の
育
成
、
と
い
つ
た
三
つ
の
学
部
次
元
で
の
共
通
の
教
育
理
念
に
沿
っ
て
、
学
科
主
任

（吉

田
憲
夫

＝
一
九
九
二
年
四
月
就
任
）
を
中
心
に
、
「
教
養
課
程
」
と

「
専
門
課
程
」
と
の
垣
根
を
取
り
払

つ
た
全
く

「
新
し
い
経
済
学
科
」

の
誕
生
に
向
け
て
努
力
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
そ
う
遠
く
な
い
将
来
に
、
経
済
学
科
は
、
現
在
の
入
学
定
員
六
〇
〇
人
と
い
う
大
所
帯
を
改
組
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
が
避
け

て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い

「
フ
イ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
イ
ー
の
問
題
」
、
超
高
齢
化
社
会
時
代
に
お
い
て
新
た
に
発
生
す
る

「
新
社
会
福
祉
問
題
」
、

ま
た

「
人
間
生
活
の
周
辺
環
境
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
等
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
新
学
科
、
例
え
ば
社
会
科
学

と
自
然
科
学
と
の
ト
ラ
ン
ス
コ
デ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー
な
知
的
融
合
に
よ
る
研
究
を
ベ
ー
ス
に
し
た

「
人
間
環
境
学
科
」
な
ど
、
革
新
的
な
新

学
科
の
創
設
に
つ
い
て
考
え
て
も
よ
い
時
期
が
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



経
済
学
演
習

外
国
書
請
読

経

済

政

策

金
　
融
　
論

財
　
政
　
学

経
済
原
論
Ａ

経
済
史
概
論

学
科
目

石
垣
信
浩
　
永
田
元
也

・
中

本
博
喘

・
高
橋
精

一
・
兵
頭

徹

・
神
谷
　
謙

・
山
田
　
徹

永
田
元
也

・
藤
原
碩
宙
Ｔ

永

野
慎

一
郎

・
神
谷
　
謙

・
高

山
洋

一
・
渡
部
　
茂

・
上
野

健

一
・
遠
藤
　
宏

・
鵜
川
多

加
志

・
竹
永
　
進

・
榎
　
勇

・
室
橋
澄
夫

・
宮
坂
雅
幸

・

上
遠
野
武
司

・
石
川
初
男

・

高
木
信
久

・
鬼
丸
豊
隆

。
道

重

一
郎

三
上
英
俊

・
佐
藤
順

一
・
中

島
正
人

・
鬼
丸
豊
隆

斉
藤
真
事

。
高
山
洋

一
・
山

喜
多
時
世
志

藤
原
碩
宙
Ｔ

鵜
川
多
加
志

和
田
尚
久

担
当
者

（板
橋
校
舎
）

石
橋
春
男

・末
繁
宏
造

・渡

部
　
茂

・高
木
　
聖

・関
谷

喜
三
郎

石
垣
信
浩
・田
中
豊
治

止
（

頭
　
徹

担
当
者

（東
松
山
校
舎
）

一
九
九
二
年
度
経
済
学
部
経
済
学
科
学
科
目
担
当
者
編
成
表

一
　

経

済

学

科

国
際
経
済
諭

日
本
経
済
論

経

済

学

史

西

洋

経

済

史

日
本
経
済
史

経

済

原

論

Ｂ

社
会
統
計
学
概
論

経

済

数

学

岩
崎
輝
行

・
平
野
　
健

藤
原
碩
宣

吉
田
憲
夫

・
竹
永
　
進

石
垣
信
浩

・
加
藤
瑛
子

・
石
橋
春
男

・

本
台
　
進

二
二
上
英
俊

・
末

繁
宏
造

ニ
ロ
田
憲
夫

・
田
中

豊
治

・
佐
藤
順

一
・
藤
原
碩

宣

・
渡
部
　
茂

・
永
野
慎

一

郎

・
上
野
健

一
・
近
藤
正
臣

・
遠
藤
　
宏

・
高
山
洋

一
・

山
本
孝
則

・
鵜
川
多
加
志

・

竹
永
　
進

・
榎
　
勇

，
中
島

正
人

・
平
野
　
健

・
小
日
信

吉

。
今
井
け
い
・
脇
田
武
光

・
竹
内
亨
夫

・
三
井
田
圭
右

・
Ｉ
‐Ｍ
六

メ
ツ
ト

・
兵
頭

徹

・
細
見
員
也

・
高
瀬
　
浄

こ
還
藤
　
潔

・
上
遠
野
武
司

・
平
野
　
健

加
藤
瑛
子

・
兵
頭
　
徹

山
本
孝
則

山
田
　
貢

・
藤
江
昌
嗣

一
九
九
二
年
度
休
講

二
八

一
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現
代
資
本
主
義

経
　
済
　
論

マ
ク

ロ
経

済

学

ミ
ク
ロ
経
済
学

簿

記

原

理

経
済
学
基
礎
演
習

コ
ン
ピ
ユ
ー
タ

・

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
２

コ
ン
ピ

ユ
ー
タ

・

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ー

資

源

環

境

論

都

市

文

明

諭

情
報
と
社
会

数
理
統
計
学

英
語
経
済
書
講
読
２

英
語
経
済
書
講
読
１

経

済

地

理

社
会
思
想
史

商

　

　

　

法

民
　
　
　
法

高
橋
豊
蔵

白
石
裕
子

・
加
瀬
幸
喜

平
田
陽

一
・
小
野
幸
二

山
本
孝
則

中
本
博
皓

中
本
博
皓

松
尾
敏
充

・
保
永
昌
宏

井
上
行
忠

石
橋
春
男

末
繁
宏
造

山
本
孝
則

山
田
　
貢

渡
部
　
茂

中
島
正
人

三
上
英
俊

斉
藤
真
事

弦
間
正
彦

三
上
英
俊

田
中
豊
治

馬
場
　
勇

高
島
巳
千
雄

高
橋
精

一
・
斉
藤
真
事

高
橋
精

一
・
斉
藤
真
事

上
野
健

一
二
三
井
田
圭
右

脇
田
武
光

小
日
信
吉

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
諭

ソ
ビ

エ
ト
経
済
論

ア
メ
リ
カ
経
済
諭

経
済
開
発
論

国
際
関
係
論

国
際
金
融
論

世
界
農
業
論

農
業
経
済
論

交
通
経
済
論

流
通
経
済
論

社
会
福
祉
論

労
働
経
済
論

社
会
政
策
論

地
方
財
政
論

公
共
経
済
学

産
業
組
織
論

経
済
変
動
論

国
民
経
済
計
算
論

経
済
情
報
シ
ス
テ
ム
論

線
型
経
済
学

計

量

経

済

学

近
代
経
済
学
史

出
水
宏

一

竹
内
亨
夫

塩
田
長
英

近
藤
正
臣

永
野
慎

一
郎

藤
井
日
登
志

細
見
員
也

榎

　

　

勇

永
田
元
也

・
上
遠
野
武
司

小
林

　

一

瓜
巣

一
美

高
木
信
久

神
谷
　
謙

鵜
川
多
加
志

和
田
尚
久

渡
部
　
茂

末
繁
宏
造

佐
藤
順

一

山
田
直
志

本
台
　
進

山
田
直
志

石
橋
春
男

二
八
二



時

事

英

語

経
　
済
　
法

労
　
働
　
法

行
　
政
　
法

憲

　

　

　

法

会
　
計
　
学

中
近
東
経
済
論

東
南
ア
ジ
ア
経
済
論

中
国
経
済
論

中
川
僚
子

丹
宗
昭
信

志
賀
直
人

小
島
和
夫

柏
崎
敏
義

前
川
邦
生

・
高
橋
豊
蔵

鈴
木

一
道

奥
野
保
男

斎
藤

一
夫

・
岩
崎
輝
行

遠
藤
　
宏

［中
本
博
皓
］

二

経

営

学

科

一　

経
営
学
科
創
設
の
こ
ろ

①
　
財
政
難
克
服
に
大
き
な
賭
け

経
営
学
科
は
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年

一
二
月
創
立
三
〇
周
年
を
、
学
内
外
各
界
か
ら
多
数
の
関
係
者
を
迎
え
て
開
催
し
た
。　
一
九

六
三

（昭
和
三
八
）
年
四
月
経
営
学
科
が
誕
生
し
て
、
経
済
学
部
の
二
学
科
体
制
が
確
立
し
て
か
ら
三
〇
年
と
い
う
歴
史
を
積
み
重
ね
て

き
た
。

二

経

営

学

科

二
八
三

＞
”“
げ
国
ｏ
ｏ
５
ｏ
ヨ
一ｏ
∽

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

宗
教
と
経
済

＞
∽一”
一
国
Ｏ
〇
一
０
ヨ
一０
一

韓
国
経
済
論

現
代
経
済
論

日
本
資
本
主
義
発
達
史

経
済
学
特
殊
講
義

ア
プ
デ
ル

・
ア
ジ
ズ

高
橋
　
章

高
橋
　
章

一
九
九
二
年
度
休
講

佐
々
本
憲
文

遠
藤
　
潔

加
藤
瑛
子
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そ
の
こ
ろ
、
日
本
経
済
は
、
池
田
内
閣
の
所
得
倍
増
計
画
が
進
行
中
で
、
マ
ク
ロ
的
に
は
好
景
気
で
あ

つ
た
。　
一
九
六
〇

（昭
和
三
五
）

～

一
九
六

一

（昭
和
三
六
）
年
の
ブ
ー
ム
か
ら

一
九
六
二

（昭
和
三
七
）
年
の
下
期
に
軽
い
景
気
循
環
の
谷
が
あ
つ
た
も
の
の
、　
一
九
六

三
年
に
は
わ
ず
か
で
は
あ
つ
た
が
主
要
企
業
の
利
益
率
は
回
復
し
た
。
し
か
し

一
方
で
、
日
本
経
済
の
構
造
的
不
均
衡
が
問
題
に
な
り
は

じ
め
て
い
た
時
期
で
も
あ

つ
た
。

当
時
、
中
進
国
の
日
本
は
、
先
進
国
へ
一
日
も
早
く
近
づ
こ
う
と
い
う
努
力
が
、
む
し
ろ
裏
目
に
出
て
企
業
経
営
や
金
融
構
造
に
歪
み

を
生
む
結
果
に
な
つ
て
い
た
。
大
企
業
な
ど
の
工
業
部
門
で
は
近
代
化
が
進
ん
で
い
た
が
、
農
業
、
流
通
部
門
、
中
小
企
業
等
で
は
構
造

的
に
近
代
化
に
手
間
取

つ
て
お
り
、
産
業
間
で
の
生
産
性
格
差
が
目
だ
ち
始
め
て
い
た
。

こ
う
し
た
経
済
の
動
き
と
は
逆
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
を
翌
年

（
一
九
六
四
（昭
和
三
九
〉）
年
に
控
え
て
、
国
中
が
夢
の
祭
典
に
沸

き
立
つ
よ
う
な

一
面
も
あ
つ
た
そ
ん
な
中
で
、　
一
九
六
三
年
四
月
経
営
学
科
は
本
学
第
四
番
目
の
学
科
と
し
て
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
池
袋
校
舎
か
ら
板
橋
校
舎

へ
移
転
し
て
間
も
な
い
学
園
に
と

つ
て
、
新
学
科
を

一
つ
増
設
す
る
た
め
に
準
備
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
資
金
の
調
達
に
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
苦
労
が
あ

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
後
に
言
及
す
る
よ
う
に
経
営
学

科
増
設
に
限
つ
て
い
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
思
う
ほ
ど
苦
労
し
な
か
つ
た
よ
う
だ
。

前
年
に
、
経
済
学
科
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
た
と
は
い
え
、
初
年
度
に
入
学
し
た
経
済
学
部
の
学
生
数
は
、
約

一
八
七
名

（
一
九
六
二
年

九
月
二
〇
日
文
部
省
に
提
出
さ
れ
た

「経
営
学
科
増
設
並
び
に
経
済
学
科
学
生
入
学
定
員
変
更
届
出
書
」
に
よ
る
）
で
、
学
園
の
財
政
難

を
解
消
で
き
る
よ
う
な
人
数
で
は
な
か
つ
た
。

当
時
の
学
園
首
脳
陣
が
、
経
営
学
科
の
増
設
に
踏
み
切
つ
た
の
は
、
将
来
の
期
待
収
益
を
考
え
て
の
先
行
投
資
で
あ

つ
た
と
同
時
に
、

そ
れ
は
ま
た
、
当
時
の
本
学
の
教
育
施
設
の
実
態
か
ら
考
え
て
も
確
実
に
認
可
が
下
り
る
か
ど
う
か
は
不
確
実
で
あ
り
、
こ
こ

一
番
の
大

き
な
賭
け
に
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



②
　
第
二
の
救
世
主
、
経
営
学
科
誕
生

経
営
学
科
創
設
当
初
か
ら
本
学
の
発
展
過
程
を
見
守
つ
て
こ
ら
れ
た
河
野

一
英
教
授
は
、
本
学
と
関
わ
り
を
持
つ
に
至
つ
た
経
緯
と
創

設
当
初
の
本
学
の
台
所
事
情
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
つ
て
い
る
。

（資
料
１
）
河
野

一
英
経
営
学
科
教
授

「私
と
大
東
文
化
大
学
と
の
出
会
い
」

私
に
、
大
東
文
化
大
学
に
行
か
な
い
か
と
い
う
誘
い
が
あ
っ
た
の
は
、
昭
和
三
七
年
の
こ
と
で
す
。
そ
の
年
の
七
月
か
八
月

に
、
大
東
文
化
大
学
で
経
営
学
科
増
設
を
申
請
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
新
設
メ
ン
バ
ー
と
し
て
行
か
な
い
か
と
い
う

わ
け
で
す
。
も
う
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
私
は
、
明
治
大
学
で
非
常
勤
を
や
つ
て
お
り
ま
し
た
か
ら
、
井
上
貞
蔵
さ
ん
の
お
誘
い
を

受
け
た
わ
け
で
す
。
井
上
さ
ん
は
、
東
大
時
代
、
岸
信
介
さ
ん
と
同
期
で
日
大
で
経
済
学
部
長
を
さ
れ
た
り
し
た
当
時
た
い
へ

ん
な
大
物
で
し
た
。
そ
の
井
上
さ
ん
か
ら

「
一
緒
に
ど
う
だ
」
と
、
い
わ
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
気
に
な
り
ま
し
て
書
類

を
出
し
た
よ
う
な
わ
け
な
ん
で
す
。
井
上
さ
ん
は
、
そ
の
時
に
は
、
既
に
大
東
文
化
大
学
の
文
政
学
部
政
治
経
済
学
科
で
教
授

を
さ
れ
て
い
て
、
経
営
学
科
を
経
済
学
部
に
増
設
す
る
こ
と
に
積
極
的
に
協
力
し
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

文
部
省
に
経
営
学
科
申
請
の
と
き
私
は
、
教
授
で
出
し
て
認
可
に
な

つ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
ま
し
た
ら
ね
、
金
子
昇
さ
ん

（当
時
、
事
務
局
長
の
ち
に
学
園
理
事
長
、　
一
九
九
二
年
八
月
二
三
日
死
亡
）
が
私
の
と
こ
ろ
に
や
つ
て
来
た
ん
で
す
。
何
か

と
思
つ
た
ら

「
ま
こ
と
に
申
し
わ
け
な
い
が
、
あ
な
た
、
助
教
授
で
来
て
く
れ
な
い
か
」
と
い
う
ん
で
す
。

ど
う
し
て
か
と
聞
い
て
み
る
と
、
い
ま
学
園
の
財
政
が
苦
し
い
と
か
、
や
れ
給
料
の
支
払
い
が
ど
う
と
か
、
そ
れ
に
色
々
内

部
で
釣
り
合
い
の
問
題
な
ど
が
あ
る
か
ら
だ
、
と
い
う
わ
け
で
す
。
ま
あ
、
驚
き
ま
し
た
ね
。

二

経

営

学

科

二
八
五
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二
八
六

（注
）

「大
東
文
化
大
学
七
〇
年
史
経
済
学
部
座
談
会
」

一
九
九
二
年
六
月
二
七
日
開
催
、
出
席
者
、
河
野

一
英
経
営
学
科
教
授

・
村
田
克
巳
法
学
部
名
誉
教
授

・
前

川
邦
生
経
営
学
科
教
授

・
鈴
木

一
道
経
営
学
科
主
任

・
司
会
、
中
本
博
皓

（経
済
学
部
長
）。

経
済
学
科
や
経
営
学
科
創
設
の
こ
ろ
、　
一
九
六
二
、
一二

（昭
和
三
七
、
八
）
年
か
ら

一
九
六
五

（昭
和
四
〇
）
年
こ
ろ
に
か
け
て
本
学

と
か
か
わ
り
を
持

つ
た
多
く
の
方
々
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
河
野

一
英
教
授
の
話
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
同
じ
よ
う
な
経
験
を
さ
れ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
え
て
、
財
務
資
料
を
分
析
し
な
く
と
も
経
営
学
科
創
設
当
時
の
学
園
の
財
政
的
困
窮
の
度
合
い
は
、
も
は
や
極
限

状
態
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

従
つ
て
、
是
が
非
で
も
経
営
学
科
の
認
可
に
成
功
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
学
園
に
と
つ
て
そ
の
間
、
四
〇
年
の

長
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
大
東
文
化
大
学
存
亡
の
危
機
を
乗
り
切
れ
る
か
ど
う
か
の
デ
ツ
ド
‐
ロ
ツ
ク
に
立
た
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ

つ

た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、　
一
九
六
二
年

一
二
月
に
下
り
た
経
営
学
科
増
設
の
認
可
は
、
学
園
に
と
つ
て

「
第
二
の
救
世
主
誕
生
」
で

あ
つ
た
に
違
い
な
い
。

二
　
経
営
学
科
増
設
計
画
と
学
科
誕
生
ま
で
の
経
緯

①
　
経
営
学
科
誕
生
の
経
緯

学
部
の
増
設
で
あ
る
と
か
学
科
の
増
設
の
計
画
は
、
そ
の
大
学
が
発
展
し
て
い
る
姿
と
し
て
第
二
者
に
は
映
る
も
の
で
あ
る
。
「
大
学

の
経
営
が
火
の
車
だ
わ
ら
学
部

・
学
科
を
増
設
し
て
、
何
も
知
ら
な
い
学
生
か
ら
資
金
を
集
め
て
学
園
財
政
を
建
て
な
お
す
」
と
い
う
増

設
計
画
は
ノ
ー
マ
ル
な
方
法
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
は
、
極
め
て
危
険
な
賭
け
で
あ
る
か
ら
大
学
と
い
う
公
共
性
と
大
学
経
営
に
携
わ
る



経
営
者
の
社
会
責
任
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
大
学
再
建
の
正
常
な
選
択
肢
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
当
時
の
大
東
文
化
大
学
に
と
つ
て
、
そ
れ
以
外
に
道
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
経
営
側
か
ら
の
強
い
働

き
か
け
が
あ

つ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
の
だ
が
、　
一
九
六
二
年
六
月

一
五
日
、
中
村
佐

一
・
古
屋
美
貞

・
井
上
貞
蔵

・
友
安
亮

一　
・
小
林

元
各
教
授
ら
に
よ
る
第

一
回

「
経
済
学
部
学
科
増
設
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の

一
週
間
後
に
、
中
村
佐

一
経
済
学
部
長
を
議
長
と

す
る
第
二
回
目
の
委
員
会
が
開
か
れ
た
結
果
、
次
の
資
料
２
の
よ
う
な
決
定
が
行
わ
れ
た
。

（資
料
２
）
経
済
学
部
学
科
増
設
委
員
会
決
定
事
項

（
一
九
六
二
年
六
月
二
二
日
）

経
済
学
部
と
し
て
は
、
別
紙
資
料
の
と
お
り
最
少
の
経
費
を
も
つ
て
、
相
当
の
結
果
を
上
げ
得
る
と
思
料
せ
ら
れ
る
の
で
、

三
八
年
度
よ
り
経
営
学
科
を
是
非
増
設
さ
れ
る
よ
う
理
事
会

へ
要
請
す
る
こ
と
を
決
定
す
。

六
月
二
二
日

（第
二
回
）

出
席
者
　
　
中
村

・
井
上

・
友
安
各
教
授
、
小
林
教
授
は
中
村
学
部
長

へ
委
任

参
加
者
　
　
野
口
教
務
課
長

・
田
川
補
佐

議
　
長
　
　
中
村
経
済
学
部
長

（注
）

一
九
六
二
年
六
月
二
七
日
開
催
の

「文
学
部

・
経
済
学
部
両
学
部
教
授
会
議
事
録
」
に
よ
る
。

以
上

の
委
員
会
の
決
定
内
容
は
、
経
営
学
科
増
設

の
本
音
を
示
し
た
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
こ
の
決
定
を
受
け
て
、　
一
九
六
五
年
六
月

二
七
日
開
催

の
文

。
経
両
学
部
教
授
会
は
、
議
案

「
学
科
増
設
に
関
す
る
件
」
を
審
議
し
、
そ
の
結
果
次

の
資
料
３
の
よ
う
に
決
定
し
て

い
る
。

二

経

営

学

科

二
八
七
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（資
料
３
）
経
営
学
科
増
設
に
関
す
る
教
授
会
決
定

二
八
八

別
紙
の
と
お
り
、
両
学
部
学
科
増
設
委
員
会
の
結
論
を
得
た
の
で
高
田
文
学
部
長
お
よ
び
中
村
経
済
学
部
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

説
明
あ
り
、
特
に
経
済
学
部
に
つ
い
て
は
、
教
務
課
長
よ
り
詳
細
説
明
の
後
理
事
会
へ
要
請
す
る
こ
と
を
承
認
、
な
お
趣
意
書

に
つ
い
て
は
教
務
課
長

一
任
の
こ
と
決
定
。

（注
）

一
九
六
二
年
六
月
二
七
日
開
催

「
文
学
部

・
経
済
学
部
両
学
部
教
授
会
議
事
録
」
よ
り
抜
粋

・
引
用
。

以
上
の
教
授
会
議
事
録
に
あ
る

「教
務
課
長
よ
り
詳
細
説
明
」
と
あ
る
の
は
、
文
部
省
に
提
出
さ
れ
た
当
時
の

「
経
営
学
科
増
設
届
出

書
」
に
よ
る
と
、
次
の
資
料
４
の
よ
う
な
内
容
で
あ
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（資
料
４
）
経
営
学
科
の
増
設
内
容

経
営
学
科
増
設
に
つ
い
て
は
左
記
の
通
り
承
認
す
る
。

①
　
経
済
学
部
経
営
学
科

（入
学
定
員
）

一
〇
〇
名

　

　

（収
容
定
員
）
四
〇
〇
名

右
の
増
設
に
伴
い
経
済
学
科
の
定
員
を
左
の
通
り
変
更
す
る
。

②
　
経
済
学
部
経
済
学
科

（旧
）

一
五
〇
名

　
　

（新
）

一
〇
〇
名

　
　

（旧
）
六
〇
〇
名
　
　
（新
）
四
〇
〇
名
　
計
二
〇
〇
名
　
八
〇
〇
名

③
　
教
員
組
織

現
在
の
教
員
組
織
を
考
慮
し
て
大
学
設
置
基
準
に
従
い
年
次
計
画
を
た
て
四
年
間
に
充
実
す
る
。



④
　
増
設
届
け
出
は
充
分
検
討
の
上
整
備
し
て
九
月
二
〇
日
ま
で
に
文
部
省
に
提
出
す
る
。

昭
和
三
七
年
六
月
二
七
日

議
事
録
署
名
人

文

学

部

長

経
済
学
部
長

（注
）
「大
東
文
化
大
学
経
済
学
部
経
営
学
科
増
設
申
請
書
」
か
ら
抜
枠
・
引
用
し
た
。

こ
の

「
届
出
書
」
に
添
付
さ
れ
て
提
出
さ
れ
た
経
営
学
科
増
設
計
画
の
目
的
は
、
左
記
の
資
料
５
に
掲
げ
た
よ
う
に

「
建
学
の
精
神
を

生
か
し
て
、
将
来
の
日
本
経
済
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
立
派
な
経
営
者
」
を
養
成
す
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も

目
的
で
あ
り
、
理
想
で
あ
る
。
何
時
の
時
代
に
も
人
間
の
社
会
に
は

「
た
て
ま
え
」
と

「
本
音
」
と
が
あ
る
。
「
本
音
」
の
部
分
は
行
間

に
託
す
と
し
て
、
当
時
の
こ
の
設
置
の
趣
意
は
、
創
立
三
〇
年
と
い
う
歳
月
が
流
れ
て
、
世
の
移
り
変
わ
り
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
た

言
葉
の
選
択
に
多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
現
在
の
経
営
学
科
に
お
い
て
、
そ
の
教
育
理
念
な
り
教
育
方
針
あ
る
い
は
現
場
を
預
か
る

者
の
姿
勢
は
、
そ
ん
な
に
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（資
料
５
）
経
営
学
科
増
設
の
目
的

（趣
意
書
）

現
代
社
会
が
経
済
学
部
の
卒
業
生
に
強
く
要
望
し
て
い
る
こ
と
は
、
実
社
会
に
で
て
直
ち
に
役
立
つ
経
営
に
関
す
る
諸
学
を

身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
本
学
に
お
い
て
経
営
学
科
を
増
設
せ
ん
と
す
る
所
以
は
、
本
学
の
建
学
の
精
神
を
体
得
し
、
民
族

の
主
体
性
を
堅
持
し
た
穏
健
中
正
な
、
立
派
な
経
営
者
と
な
る
べ
き
国
民
を
育
成
し
、
国
家
社
会
の
福
祉
と
進
展
に
寄
与
せ
ん

二
　
経
営
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
九

中 高

村 田

佐 真

一 治
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一
一九
〇

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
学
科
を
増
設
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
現
在
の
経
済
学
部
が

一
応
学
部
と
し
て
の
形
態
を
完
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
ひ

い
て
は
今
後
飛
躍
的
に
学
生
を
多
数
収
容
し
得
る
態
勢
が
整
う
わ
け
で
あ
る
。
従
つ
て
再
度
に
わ
た
る
委
員
会
に
お
い
て
も
、

教
授
会
に
お
い
て
も
満
場

一
致
本
学
科
を
増
設
す
る
こ
と
に
決
議
し
た
も
の
で
あ
る
。

文

学

部

長

　

高

田

真

治

経
済
学
部
長
　
　
中
　
村
　
佐

　
一

（注
）

一
九
六
二
年
六
月
二
七
日
開
催
の

「
両
学
部
教
授
会
議
事
録
」
収
載
資
料
を
引
用
。
な
お
、
こ
の
資
料
は
教
授
会
決
定
を
理
事
会
に
進
達
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
学
園
執
行
部

（南
条
徳
男
理
事
長
）
は
、　
一
九
六
二
年
七
月
九
日
グ
ラ
ン
ド
‐ホ
テ
ル
に
お
い
て
理
事
会
を
開
催
し
、

「
経
営
学
科
増
設
並
び
に
学
生
定
員
変
更
に
つ
い
て
」
の
議
案
を
審
議
し
て
決
議
さ
れ
た
こ
と
は
、
資
料
４
に
示
し
た
学
部
教
授
会
で
の

承
認
内
容
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ

つ
た
。

②
　
経
営
学
科
増
設
計
画
と
学
園
の
胸
算
用

た
て
ま
え
は
た
て
ま
え
と
し
て
、
増
設
計
画
の
本
音
の
部
分
に
も
焦
点
を
当
て
て
み
よ
う
。
既
に
、
資
料
２

「
経
済
学
部
学
科
増
設
委

員
会
決
定
事
項
」
で
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
の
中
で

「
別
紙
資
料
の
と
お
り
最
少
の
経
費
を
も
つ
て
、
相
当
の
結
果
を
上
げ
得
る
」
と
あ

る
点
に
言
及
し
て
お
こ
う
。

次
の
表
１
は
、
「
増
設
委
員
会
」
お
よ
び
両
学
部
教
授
会
に
経
営
学
科
増
設
を
意
志
表
示
さ
せ
、
承
認
に
至
ら
し
め
た
決
定
的
資
料
で

あ

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。



一
九
六
六
年

一
九
六
五
年

一
九
六
四
年

一
九
六
三
年

二
、
一
〇
〇
名

一
、
六
五
〇
名

一
、
〇
五
〇
名

五
八
〇
名

二
、
三
、
四
年

一
五
〇
名

一
五
〇
名

一
五
〇
名

一
五
〇
名

文
　
学
　
部

三
〇
〇
名

三
〇
〇
名

三
〇
〇
名

二
五
〇
名

経
済
学
科

三
〇
〇
名

三
〇
〇
名

三
〇
〇
名

二
〇
〇
名

経

営

学

科

二
、
八
五
〇
名

二
、
四
〇
〇
名

一
、
八
〇
〇
名

一
、
一
八
〇
名

在
　
籍
　
者

三

、
三
二
五
万
円

九
、
九
七
五
万
円

八
、
一
一
〇
万
円

五
、
六
二
〇
万
円

大
学
収
入

（表
１
）

経
営
学
科
増
設
の
場
合
の
四
年
間
に
お
け
る
各
学
科
学
生
数
お
よ
び
大
学
収
入
予
想

（表
２
）

経
営
学
科
増
設
に
伴
う
収
入
試
算

（注
）

こ
の
数
字
は
経
済
学
部
学
科
増
設
委
員
会
お
よ
び
両
学
部
教
授
会
に
対
す
る
事
務
当
局
の
説
明
資
料
で
あ
る
。　
一
九
六
二
年
六
月
二
七
日
開
催
の
教
授
会
議
事
録
資
料
。

ど
こ
の
大
学
で
あ

つ
て
も
、
ま
た
民
間
企
業
で
あ

つ
て
も
、
新
規
事
業
構
想
が
固
ま

つ
て
く
る
と
か
な
り
綿
密
な
計
画
案
が
検
討
さ
れ

二

経

営

学

科

二
九

一

一
九
六
六
年

一
九
六
五
年

一
九
六
四
年

一
九
六
二
年

四
、
五
六
〇
万
円

三
、
六
六
〇
万
円

二
、
七

一
〇
万
円

一
、
三
四
〇
万
円

学
科
増
設
増
収

二
年
七
五
〇

ｘ
三
万

＝
二
、
二
五
〇
万
円
、
三
年
七
五
Ｏ

ｘ
三
万

“
二
、
二
五
〇
万
円
、
四
年
六
〇
〇

ｘ
三
万

＝
一
、
八

〇
〇
万
、　
一
年
七
五
〇

ｘ
六
・七
万

＝
五
、
〇
二
五
万

二
年
七
五
Ｏ
ｘ
三
万

＝
二
、
二
五
〇
万
、
三
年
六
〇
〇
ｘ
三
万

‐‐
一
、
八
〇
〇
万
、　
四
年
二
〇
〇
ｘ
三
万

“
九
〇
〇
万
、

一
年
七
五
Ｏ
ｘ
六
・七
万

”
五
、
〇
五
二
万

二
年
六
〇
〇
ｘ
三
万

＝
一
、
八
〇
〇
万
、
三
年
三
〇
〇
×
三
万

“
九
〇
〇
万
、　
四
年

一
五
〇
Ｘ
一
下
五
万

＝
三
七
五
万
、

一
年
七
五
Ｏ
Ｘ
上↑
七
万

＝
五
、
〇
二
五
万

二
年
三
〇
〇

ｘ
三
万

“
九
〇
〇
万
、
一
年
六
〇
〇

ｘ
六
・七
万

”
四
、
〇
二
〇
万
、
三
・四
年
二
八
〇

×
二
・五

“
七
〇
〇
万

大

学

収

入

算

定

基

準

（単
位

・
円
）

／

／

／

／

／

／
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二
九
二

て
、
投
資
に
対
す
る
予
想
収
益
が
色
々
な
角
度
か
ら
計
算
さ
れ
て
、
十
分
に
採
算
が
合
う
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
厳
し
い
試
算
と
チ

ェ
ツ

ク
が
行
わ
れ
る
。
従
つ
て
、
本
学
に
お
い
て
も
、
経
営
学
科
増
設
に
よ
つ
て
ど
の
程
度
の
収
入
の
増
加
が
期
待
で
き
る
か
の
試
算
が
行
わ

れ
た
と
し
て
も
特
に
驚
く
に
は
値
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

既
に
資
料
２
お
よ
び
表
１
に
お
い
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
も
し

「
如
何
に
し
て
最
少
の
経
費
で
相
当
の
結
果
を
上
げ
る
か
」
と
い
う
経

営
サ
イ
ド
主
導
の
収
益
計
算
が
経
営
学
科
増
設
の
す
べ
て
で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
経
営
学
科
に
と
つ
て
そ
れ
は
余
り
に
も
寂
し
い
過
去
を

背
負
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
学
園
の
財
政
窮
状
の
中
で
は
、
大
学
の
も
つ
公
共
性
、
社
会
性
と
い
つ
た
面
か
ら

「
大
学
人

の
社
会
的
責
任
」
と
は
何
か
を
問
う
ゆ
と
り
さ
え
も
て
な
か
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
学
の
経
営
学
科
増
設
計
画
に
は
、
相
当
な
ま
で
に
最
少
の
経
費
で
最
大
の
収
入
を
上
げ
る
と
い
う
収
益
重
視
の
経
営
主
導
型
計
画
が

遂
行
さ
れ
た
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

表
１
の
下
段
の
収
入
試
算
に
注
目
し
て
み
る
と
、　
一
九
六
三

（昭
和
三
八
）
年
四
月
に
開
設
さ
れ
た
と
し
て
、
完
成
年
度
の

一
九
六
六

（昭
和
四

一
）
年
四
月
に
は
、
経
営
学
科
だ
け
の
予
想
収
入
は
、
四
、
五
六
〇
万
円
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
額
が
、

一
九
六
六
年
に
予
想
さ
れ
る
大
学
全
体
の
総
収
入
に
占
め
る
割
合
は
何
と
四
〇
％
に
達
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
増
設
計
画
に

当
た

つ
て
、
専
任
教
授
を

一
名
、
専
任
講
師
を
二
名
と
若
干
の
非
常
勤
講
師
で
間
に
合
う
と
い
う
算
盤
勘
定
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
経
営
学

科
が
増
設
さ
れ
る
と
、
現
教
員
に
も
負
担
が
か
か
る
の
で
い
く
ら
か
の
手
直
し
が
な
さ
れ
る
と
し
て
、　
一
九
六
二
年
当
時
の
本
学
の
教
員

人
件
費
、　
一
か
月
当
た
り

一
五
二
万
円
、
年
合
計
で

一
、
八
二
〇
万
円
で
あ
つ
た
も
の
が
、
総
額
で
も
二
五
〇
万
円
程
度
の
負
担
増
で
す

む
と
い
う
計
画
で
あ
つ
た
。

本
来
、
経
済

・
経
営
両
学
科
で
教
員
が
二
〇
名
必
要
で
あ
る
が
、
経
済
学
科
の
入
学
定
員

一
五
〇
名
を
五
〇
名
削
減
し
て
、
両
学
科
と

も
入
学
定
員
を

一
〇
〇
名
に
す
る
と
同

一
学
部
で
あ
る
か
ら
、
学
部
入
学
定
員
二
〇
〇
名
な
ら
ば
、
設
置
基
準
に
従

つ
て
専
任
を
二
〇
％



減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
実
質
補
充
は
専
任
教
授

一
名
、
専
任
講
師
二
名
で
足
り
る
と
い
う
計
算
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
設
備
に
つ
い
て
も
心
配
は
な
い
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、
当
時
経
営
学
に
関
す
る
も
の
は
、
既
に
二
、
五
〇
〇
冊
あ
る
。
経
済

学
科
と
の
共
通
図
書
を
加
え
る
と
設
置
基
準
を
十
分
上
回
る
の
で
新
規
に
調
達
す
る
心
配
は
な
い
と
い
う
。
校
舎
等
の
教
育
設
備
環
境
に

つ
い
て
は
、
四
月
に
経
済
学
科
を
設
置
し
、
そ
の
計
画
が
進
行
中
で
あ
り
、
完
成
さ
れ
れ
ば
問
題
は
な
い
と
の
認
識
に
立

つ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
従
つ
て
、
新
た
に
経
営
学
科
設
置
に
計
上
す
る
増
設
経
費
は
、
申
請
等
に
必
要
な
ソ
フ
ト
面
で

「
一
〇
万
円
」
を
見
込
め
ば
よ

い
と
い
う
胸
算
用
で
あ
っ
た
。

③
　
「定
員
削
減
」
と
い
う
妙
案

以
上
が
経
営
学
科
増
設
に
当
た
つ
て
学
園
当
局
が
立
案
し
た

「
最
少
の
費
用
を
も

つ
て
最
大
の
利
益
を
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
で

計
画
し
た
中
身
で
あ
る
。
ど
ん
な
民
間
企
業
の
経
営
者
も
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
太
刀
打
ち
で
き
な
い
大
胆
な
増
収
計
画
で
あ
り
、
収
益
至

上
主
義
が
貫
か
れ
た
も
の
と
な
つ
て
い
た
。
そ
れ
を
裏
づ
け
る
も
う

一
つ
の
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
戦
術
が
あ
つ
た
。

そ
れ
は
、　
一
九
六
二

（昭
和
三
七
）
年
九
月
二
〇
日
文
部
省
に
提
出
さ
れ
た
経
営
学
科
の
正
式
な
増
設
申
請

（資
料
６
）
は
、
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
。

（資
料
６
）

一
九
六
二
年
九
月
二
０
日
文
部
省

「経
営
学
科
増
設
届
出
書
」

文
部
大
臣
　
荒
本
万
寿
男
殿

二

経

営

学

科

設
置
者

理
事
長

学
校
法
人
大
東
文
化
学
園

南
条
　
徳
男

二
九
二
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大
東
文
化
大
学
経
済
学
部
経
営
学
科
増
設
並
び
に
経
済
学
科
学
生
入
学
定
員
変
更
届
出

こ
の
た
び
左
記
の
通
り
学
科
を
増
設
し
、
入
学
定
員
を
変
更
し
た
い
の
で
別
紙
書
類
を
添
え
て
お
届
け
し
ま
す
。

「
Ｌ

（学
科
増
設
）

経
済
学
部
経
営
学
科

（学
生
定
員
変
更
）

経
済
学
部
経
済
学
科

学
生
入
学
定
員

　

　

（旧
）

一
五
〇
名

（新
）

一
〇
〇
名

（旧
）
六
〇
〇
名

（新
）
四
〇
〇
名

（注
）

「大
東
文
化
大
学
経
済
学
部
経
営
学
科
増
設
並
び
に
経
済
学
科
学
生
入
学
定
員
変
更
届
出
書
」
（
一
九
六
二
年
九
月
二
〇
日
）
か
ら
抜
粋

・
引
用
。

こ
の

「
届
出
書
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
経
営
学
科
増
設
と
同
時
に
経
済
学
科
の
定
員
を
削
減
し
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
初
め
て
こ
の
届
出
書
を
見
た
と
き
、
文
部
省
と
の
事
前
協
議
に
よ
つ
て
教
育
施
設
等
環
境
設
備
か
ら
指
導
を
受
け
た
結
果
で
は
な
い

か
と
考
え
て
み
た
。
し
か
し
、
増
設
計
画
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
幾

つ
も
の
貴
重
な
資
料
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
、
前
出
の
資

料
２
お
よ
び
表
１

・
表
２
を

「
補
足
す
る
説
明
書
」
等
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
く
と
、
そ
れ
は
本
学
の
戦
術
で
あ

つ
た
こ
と
が
わ
か
つ
て

き
た
。

経
済
学
科
の
定
員
を

一
五
〇
名
の
ま
ま
に
し
て
経
営
学
科

一
〇
〇
名
を
新
た
に
増
設
す
る
と
、
教
員
を

一
〇
名
程
度
増
加
し
な
け
れ
ば

学
生
入
学
定
員

　

一
〇
〇
名
　
　
総
定
員
　
四
〇
〇
名

二
九
四



な
ら
な
く
な
る
。
し
か
し
、
経
済
学
科
の
定
員
を
五
〇
名
削
減
す
れ
ば
前
述
し
た
よ
う
に
専
任
教
授

一
名
、
年
額
に
し
て
五
〇
万
円
、
専

任
講
師
二
名
で
年
額
に
し
て
七
〇
万
円
、
合
わ
せ
て
年
額

一
二
〇
万
円
の
人
件
費
増
で
す
む
。
し
か
も
表
１
か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、

経
済
学
科
の
定
員
五
〇
名
削
減
を
合
わ
せ
て
届
け
出
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も
新
規
採
用
の
教
員
人
件
費
を
最
少
に
留
め
る
戦
術
で
あ

つ
た

わ
け
で
あ
る
。
定
員
削
減
を
し
て
も
入
学
者
を
そ
れ
に
応
じ
て
減
ら
す
こ
と
は
、
頭
か
ら
考
え
て
い
な
か
つ
た
し
、
考
え
よ
う
と
も
し
な

か
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
証
拠
と
し
て
表
１
の

一
九
六
三
年
度
の
欄
を
見
て
ほ
し
い
。
経
済
学
科
の
同
年
の
予
定
入
学
者
を
二
五
〇
名
、
経
営
学
科
も
二
〇

〇
名
と
、
定
員
と
は
関
係
な
く
増
収
計
画
に
合
わ
せ
た
実
質
学
生
増
計
画
を
立
て
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

一
九

六
四

（昭
和
三
九
）
年
に
は
、
両
学
科
の
入
学
者
を
定
員
の
三
倍
各
三
〇
〇
名
、
合
計
六
〇
〇
名
予
定
す
る
と
い
う
大
胆
と
い
う
か
無
謀

と
い
う
か
、
常
識
の
域
を
超
え
た
も
の
で
あ
つ
た
と
い
う
他
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
ま
た
、
当
時
と
し
て
は
学
園
の
窮
状
を

救
う

「
経
営
の
妙
案
」
だ
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
当
時
の
立
案
者
か
ら
す
れ
ば

「
だ
か
ら
今
の
大
東
文
化
大
学
が
あ
る
ん
だ
」
と
、
反
論
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
勿
論
、
大

学
は
算
盤
勘
定
も
大
切
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
成
り
立

つ
わ
け
で
は
な
い
。
何
時
の
時
代
に
も

「
大
学
人
の
社
会
的
責
任
」
は
、

民
間
企
業
の

「経
営
者
の
社
会
的
責
任
」
以
上
に
大
切
な
も
の
で
あ
る
。

本
学
の
質
的
発
展
が
、
他
の
同
規
模
の
大
学
の
そ
れ
に
比
較
し
て
、
も
し
遅
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
以
上
の
よ
う
に
余
り
に
も
量
的

拡
大
指
向
に
走
り
過
ぎ
て
い
た
こ
と
、
大
物
政
治
家
と
い
う

「虎
の
威
」
を
借
り
過
ぎ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
に
学
生
に
直
接
還
元
さ
れ
る

べ
き
経
費
が
、
間
接
的
な
管
理
費
に
か
か
り
過
ぎ
た
か
ら
で
は
な
か
つ
た
だ
ろ
う
か
。

三
　
設
置
当
初
の

「
人
」
と

「
授
業
科
目
」

二

経

営

学

科

二
九
五



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一九
六

①
　
増
設
要
員
、
新
規
採
用
は
当
初
た
だ

一
名

一
九
六
三

（昭
和
三
八
）
年
四
月
開
学
し
た
当
初
の
経
営
学
科
の
教
員
組
織
は
、
次
の
表
３
の
よ
う
な
人
々
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
て
い

た
。
専
任
教
員
数
の
ほ
と
ん
ど
が
経
済
学
科
の
現
職
で
あ
つ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
最
少
の
経
費
」
で
増
設
し
た
い
と
い
う
意
図

か
ら
し
て
当
然
で
あ
つ
た
と
い
え
る
。
増
設
計
画
が
立
案
さ
れ
た
と
き
、
「
経
営
学
科
教
員
配
当
案
」
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。
外
部
か
ら

専
任
教
授
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
の
は
、
現
在
も
経
済
学
研
究
科
で
協
力
頂
い
て
い
る
非
常
勤
講
師
の
石
村
暢
五
郎
、
当
時
亜
細
亜

大
学
教
授
唯

一
人
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
い
ざ
認
可
申
請
と
な
る
と
、
経
済
学
科
の
教
員
ば
か
り
で
経
営
学

・
会
計
学
と
い
つ
た
学
科
の

主
要
科
目
に
専
門
家
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
新
た
に
会
計
学
の
河
野

一
英
先
生
が
、
資
料
１
で
明
ら
か
な
よ
う
に
丼
上
貞

蔵
教
授
の
尽
力
で
専
任
教
授
と
し
て
招
聘
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
申
請
時
の
教
員
組
織
に
厚
み
を
増
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

（表
３
）
経
営
学
科
増
設
申
請
時
に
お
け
る
専
任
教
員
組
織

石
村

暢

五
郎

山

内

一
雄

深

見

義

一

井

上

貞

蔵

中

村

佐

一

氏

　

名

教
　
授

教
　
授

教

授

教

授

教
　
授

職
　
名

亜
細
亜
大
学
教
授

三
年
次
就
任

経
済
学
科
教
授

経
済
学
科
教
授

経
済
学
科
教
授

経
済
学
科
教
授

現
　
　
職

財
政
学

・
商
業
経
営
諭

・
商
業
政
策

貿
易
論

・
労
務
管
理

・
演
習

商
学
総
論

・
企
業
形
態
諭

・
生
産
管
理

・
市
場
調
査
論

経
営
学
総
論

・
経
営
財
務
論

・
工
業
経
営
諭

経
済
原
論

・
金
融
諭

・
国
際
金
融
諭

担

当

学

科

目

財
政
学

・
商
業
政
策

・
そ
の
他

経
済
学

商
学
総
論

・
市
場
調
査

・
そ
の
他

経
営
経
済
学

・
商
学
総
諭

。
そ
の
他
七
科
目

経
済
原
諭

・
金
融
論

申

請

以

前

の

担

当

科

目



古
賀
規
矩
之

桝

田
　
　
光

中

平

栄

一

檜

田

信

男

河

野

一
英

講

師

講
　
師

助
教
授

助
教
授

教
　
授

経
済
学
科
講
師

経
済
学
科
講
師

経
済
学
科
講
師

経
済
学
科
講
師

新
任

工
業
所
有
権
法

・
民
法

商
法
１
部

・
２
部

税
務
会
計

・
簿
記
学

・
演
習

簿
記
学

・
管
理
会
計

・
原
価
計
算
論

会
計
学

・
簿
記
学

。
経
営
分
析

工
業
所
有
権
法

商

法
外
国
書
講
読

簿
記
学

・
外
国
書
講
読

会
計
学

・
簿
記
学

（注
）

一
九
六
二
年
九
月
三
日

「経
営
学
科
増
設
申
請
書
」
か
ら
抜
粋
し
、
作
成
し
た
。

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
新
規
に
採
用
を
予
定
し
た
専
任
教
授
は
初
年
度
が

一
名
、
三
年
目
に

一
名
で
あ
っ
た
。

②
　
授
業
科
目
と
ス
タ
ー
ト
模
様

一
九
六
三
年
四
月
、
経
済
学
部
に
二
つ
目
の
学
科
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
当
時
の
模
様
を
河
野

一
英
教
授
は
、
「
四
月
に
行
き
ま
し

た
ん
で
す
が
、
経
営
学
科
に

一
〇
〇
名
の
学
生
が
入
つ
た
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
四
年
次
生
が
三
名
と
か
、

三
年
次
生
が
五
名
と
か
そ
れ
か
ら
二
年
次
生
が
八
名
と
か
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
文
政
学
部
の
学
生
な
ん
で
す
。
そ
の
中
に
、
剣
道
の

武
藤
君
と
か
巣
鴨
の
果
物
屋
の
息
子
で
算
盤
を
勉
強
し
て
い
る
の
と
か
、
な
か
な
か
優
秀
な
の
が
い
ま
し
た
。
い
く
ら
経
営
学
科
に

一
〇

〇
名
入

つ
て
も

一
年
次
生
か
ら
専
門
科
目
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
専
ら
私
は
二
名
と
か
、
四
名
と
か
、
八
名
と
か
い
う
ほ
う
を
や

つ
て
い
た
よ
う
な
わ
け
で
す
が
、　
一
年
次
生
の
中
に
い
ま
の
前
川
先
生
も
い
た
わ
け
で
す
」
と
、
当
時
を
思
い
出
し
な
が
ら
語
つ
て
い
る
。

そ
の
前
川
邦
生
経
営
学
科
教
授
は
、
そ
の
こ
ろ
の
大
学
の
印
象
を

「
経
営
学
科
の

一
期
生
で
入
つ
た
ん
で
す
が
、
今
の
新
し
い

一
号
館
の

と
こ
ろ
に
旧

一
号
館
が
、
そ
れ
か
ら
本
部
の
三
階
建
て
の
建
物
が
あ
り
ま
し
た
。
後
は
池
袋
か
ら
運
ん
で
き
た
食
堂
と
剣
道
場
の
建
物
だ

け
が
使
え
た
ん
で
す
。
郵
便
局
の
あ

つ
た
建
物
、
そ
れ
に
も
う

一
つ
の
建
物
が
外
装
だ
け
で
、
電
気
も
入
つ
て
い
な
い
建
て
か
け
の
状
態

二

経

営

学

科

二
九
七
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二
九
八

で
し
た
。
私
は
剣
道
を
や
つ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
合
宿
で
そ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打

つ
た
ま
ま
の
建
物
を
よ
く
使

つ
た
も
の
で
す
」
と
、

草
創
期
の
経
営
学
科
の
学
生
時
代
を
回
想
し
て
語
つ
て
い
る
。

③
　
専
門
科
目
―

⊥
元
成
年
度
の
こ
ろ
ま
で

一
九
六
三
年
か
ら
完
成
年
度
の

一
九
六
六

（昭
和
四

一
）
年
ま
で
の
経
営
学
科
の
専
門
教
育
科
日
は
、
必
修
科
目
が

一
二
科
目
四
八
単

位
で
、
選
択
科
日
は
経
済
学
科
と
の
乗
り
入
れ
も
可
能
だ
つ
た
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
た
科
日
は
か
な
り
多
く
、
二
九
科
目
も
あ
つ
て
そ
の

中
か
ら
二
四
単
位
を
履
修
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
。

（表
４
）
開
設
当
初
の
経
営
学
科
専
門
教
育
科
目

一
覧

経 外 商 経 経 簿 原 会 企 経 経 経

営 国
法

済
済  価  業 営 営 営

学 書  史  記 計 計 形 財 管 学
一   庫

演 講  概
月`  算  態 務 理 総

習 読 部 論 論 学 論 学 論 論 論 論

必

修

科

目

444444444444
単
　
　
位

332121324332
年

　

　

次

東 交 日 国 金 商 商 管 生 経 経 商
南

ア
ジ

ア
経
済
論

本 際   学 理
産

営 営
業

通 経 経 融 品   管   経

済 済   総 会
理

統 工
営

論 論 論 論 学 論 計 諭 計 学 諭

選

択

科

目

444444444444
単

　

位

433433232444
年

　

次



財 商 税 会 市 経 工 時

業 務
計

場 営
業

事

政   監   経
政 会

査
調 分

営
英

学 策 計 論 査 析 論 語

商

　

法

　

一
一
　

部

工

業

所

有

権

法

4444444444

3423344344

（注
）

一
九
六
三
年
度

「
学
生
便
覧
」
第
七
表
に
依
拠
し
て
作
成
し
直
す
。

四
　
離
陸
期
を
迎
え
た
創
設

一
〇
周
年

①
　
学
生
数
順
調
に
伸
び
る

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
に
、
本
学
は

一
九
二
三

（大
正

一
二
）
年
に
大
東
文
化
学
院
が
旧
制
の
専
門
学
校
と
し
て
設
置
認
可
さ
れ

て
か
ら
、
五
〇
年

・
半
世
紀
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
。
そ
し
て
そ
の
年
、
経
営
学
科
も
ま
た
創
設

一
〇
年
の
歴
史
を
築
き
上
げ
て
い
た
。

こ
の

一
〇
年
と
い
う
歳
月
の
流
れ
は
、
経
営
学
科
に
量
的
拡
張
を
も
た
ら
し
た

一
〇
年
で
あ
つ
た
と
い
え
る
。
表
５
は
、
経
営
学
科
創
設

年
次
か
ら

一
九
六
八

（昭
和
四
三
）
年
ま
で
の
各
年
度
の
入
学
者
数
を
、
表
６
は
、
完
成
年
度
を
迎
え
た

一
九
六
六
年
四
月
現
在
の
両
学

科
在
籍
者
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

二

経

営

学

科

二
九
九

商 労 民 工 貿 経 回

R盤

業   業  済
閾`

働   易  金

英   政  地
融

語 法 法 策 論 理 論

4444444

3324413



超
過
率

入
学
数

定

　
員

二
五

一
二
五

一
〇
〇

一
九
六
三
年

〇
九

一
〇
九

一
〇
〇

一
九
六
四
年

九

〇

一
九
〇

一
〇
〇

一
九
六
五
年

〓
一ユハ
一

一
五
〇

一
九
六
六
年

二

・
七
四

四
〇
九

一
五
〇

一
九
六
七
年

四

・
〇
六

六
〇
九

一
五
〇

一
九
六
八
年

第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

（表
５
）
経
営
学
科
創
設
当
初
の
入
学
者
数

三

〇

〇

（注
１
）

一
九
六
三
年
は
、
同
年
四
月
開
催
の
教
授
会
議
事
録
、
（注
２
）

一
九
六
四
年
は
、
同
年
四
月
開
催
教
授
会
議
事
録
、
（注
３
）

一
九
六
五
年
は
、
同
年
五
月
六
日
開
催

教
授
会
議
事
録
に
よ
る
。
（注
４
）

一
九
六
六
年
は
、
同
年
四
月

一
三
日
開
催
の
教
授
会
議
事
録
、
（注
５
）

一
九
六
七
年
は
、
同
年
四
月
二

一
日
開
催
の
教
授
会
議
事
録
、
（注

６
）

一
九
六
八
年
は
、
同
年
四
月
二
六
日
開
催
の
教
授
会
議
事
録
を
利
用
し
た
。
し
か
し
、
当
時
は
四
月
の
教
授
会
以
降
に
も
推
薦
入
学
者
が
出
た
こ
と
も
あ
り
、
必
ず
し
も

正
確
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

（注
）

一
九
六
六
年
四
月

一
三
日
開
催
の

「
教
授
会
議
事
録
」
に
よ
る
。

増
設
計
画
に
よ
る
と
、
初
年
度
は
二
〇
〇
名
、　
一
九
六
四

（昭
和
三
九
）
年
度
か
ら
は
三
〇
〇
名
を
予
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
数
字
に

達
し
た
の
は
四
年
目
の

一
九
六
六

（昭
和
四

一
）
年
度
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
る
。
表
５
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
れ
以
降
は
順
調
に
入

経

済

学

科

在

籍

者

数

経

営

学

科

在

籍

者

数

八
六

一
人

三
六

一
人

一
九
六
六
年
度
生

四
四
二
人

一
八
六
人

一
九
六
五
年
度
生

三
二
二
人

八
五
人

一
九
六
四
年
度
生

二
九
五
人

一
〇
七
人

一
九
六
三
年
度
生

一
、
八
三
二
人

七
二
九
人

△
口
　
　
　
　
４
［

／

／

／

二

・
四

一

（表
６
）
完
成
年
度
に
お
け
る
各
年
度
別
在
籍
者
数

／

／

／

／



学
者
数
が
増
加
し
た
。

一
九
六
六
年
に
は
、
定
員
増
が
認
め
ら
れ
て
経
営
学
科

一
五
〇
名
、
経
済
学
科
二
〇
〇
名
と
な

つ
て

一
九
六
八

（昭
和
四
三
）
年
度
に

は
、
合
格
者
数
七

一
六
名
、
入
学
手
続
き
を
と
つ
た
学
生
六
〇
九
名
に
達
し
た
。
こ
れ
は
同
年
四
月
二
六
日
開
催
の
経
済
学
部
教
授
会
で

報
告
の
あ
つ
た
数
字
を
引
用
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
当
時
の
教
授
会
議
事
録
に
は

「
入
学
判
定
に
関
す
る
議
案
」
は
見
当
た
ら
な
い
。
議

事
録
に

「
入
試
判
定
に
関
す
る
件
」
が
議
事
録
に
記
録
さ
れ
る
の
は

一
九
七
〇

（昭
和
四
五
）
年
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。

因
み
に
、　
一
九
六
八
年
度
経
済
学
科
の
合
格
者
数
は

一
、
〇
九
五
名
、
入
学
手
続
き
を
行
っ
た
数
八
九
二
名
で
あ
っ
た
。
念
の
た
め
入

学
定
員
は
二
〇
〇
名
で
あ
る
。

②
　
新
進
気
鋭
の
助
手

・
講
師
を
招
聘

創
設
以
来

一
〇
年
の
歳
月
は
、
経
営
学
科
の
教
員
組
織

・
教
授
陣
容
に
世
代
交
替
を
も
た
ら
す
に
十
分
な
時
間
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
。

一
九
六
六
年
の
完
成
年
度
を
境
に
し
て

一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
ま
で
の

一
〇
年
間
に
、
年
々
新
た
に
招
聘
さ
れ
た
新
進
気
鋭
の
助

手

・
講
師
陣
の
増
加
で
、
や
や
も
す
る
と
マ
ン
ネ
リ
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
が
ち
な
教
員
組
織
に
新
風
を
吹
き
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の

一
〇
年
間
に
助
手

・
講
師
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
人
々
、
例
え
ば
岩
崎
庄

一

（
一
九
六
六
年
）

・
藤
井
誠

一

（
一
九
六
七
年
）

。
大

津
弘

（
一
九
六
七
年
）

。
前
川
邦
生

（
一
九
六
七
年
）

・
鈴
木
孝
明

（
一
九
六
八
年
）

・
向
後
良
文

（
一
九
六
九
年
）

・
鈴
木

一
道

（
一

九
七
〇
年
）

。
松
田
猛

（
一
九
七

一
〈
昭
和
四
六
〉
年
、　
一
九
九

一

〈
平
成
三
〉
年
退
職

・
死
亡
）、
そ
し
て
竹
田
志
郎

（
一
九
七
二
年
、

一
九
八
九

〈
平
成
元
〉
年
二
月
退
職
）
の
諸
教
授
は
、
経
営
学
科
の
完
成
年
度
直
後
か
ら
数
年
の
間
に
、
助
手

・
専
任
講
師
と
し
て
招
聘

さ
れ
た
人
々
で
、　
一
九
六
五

（昭
和
四
〇
）
年
代
に
お
け
る
経
営
学
科
教
員
組
織
に
気
鋭
の
新
陣
容
を
形
成
し
、
今
日
ま
で
学
科
の
教

育

・
研
究
体
制
を
担

っ
て
来
た
人
々
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
、
二
〇
歳
代
後
半
か
ら
三
〇
歳
代
前
半
の
年
齢
に
あ

つ
た
助
手

・
講
師
の
人
々
も
、
い
ま
既
に
四
五
～
六
歳
か
ら
五
二
～
三

二

経
営
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
一
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一二
〇
二

歳
、
学
科
の
重
心
の
役
を
担
わ
れ
て
い
る
。
定
年
が
七
〇
歳
の
本
学
で
は
、
幸
か
不
幸
か
こ
の
年
代
層
に
あ
る
教
授
陣
は
、
い
ま
だ
若
手

の
域
に
あ
り
、
学
部

，
学
科
の
教
学
上
の
業
務
を

一
身
に
背
負
わ
さ
れ
る
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。

し
か
し

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
教
員
は
、
学
部

・
学
科
は
も
と
よ
り
学
内

・
外
に
お
い
て
教
育
と
研
究
に
そ
し
て
社
会
に
広
く
活
動
の
場

を
求
め
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
年
代
層
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
独
り
経
営
学
科
だ
け
で
は
な
く
経
済
学
科
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
り
、
そ
し
て

ま
た
経
済
学
部
全
体
に
と
つ
て
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も

一
九
六
五
年
代
に
助
手

・
講
師
と
し
て
就
任
さ
れ
た
人
々
は
、

極
め
て
定
着
率
が
よ
い
。
こ
れ
も
経
営
学
科
の
大
き
な
特
徴
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、　
一
九
七
〇
年
四
月
に
経
営
学
科
の
助
手
と
し
て
着
任
さ
れ
た
鈴
木

一
道
経
営
学
科
主
任

（任
期
、　
一
九
九

一

〈
平
成
三
〉
年
四
月

一
日
～

一
九
九
二

〈
平
成
五
〉
年
三
月
二

一
日
）
は
、
「
私
が
本
学
に
参
り
ま
し
た
と
き
、
そ
う
で
す
ね
、
末
繁
宏
造

先
生
と
は
同
期
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後

一
、
二
年
前
後
し
て
経
済
学
科
の
三
上
英
俊
先
生

・
石
垣
信
浩
先
生

・
永
野
慎

一
郎
先
生
、
そ

し
て
斉
藤
真
事
先
生
ら
が
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の

一
九
六
五
～
七
〇
年
代
は
、
わ
れ
わ
れ
と
ほ
ぼ
同
年
代
の
人
た
ち
が
、
多
く
就
任
し
た
時

期
だ
つ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
私
が
参
り
ま
し
た
と
き
に
お
ら
れ
た
比
較
的
若
い
先
生
方
は
、
よ
そ
へ
出
て
し
ま
わ
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
私
以
後
の
方
は
余
り
他
大
学
に
行
か
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
は
な
い
ん
で
す
」
と
、　
一
九
六
五
～
七
〇
年
代
の
半
ば
が
経
済

学
部
に
と

つ
て
も
、
ま
た
本
学
に
と
つ
て
も
時
代
の

一
つ
の
節
目
に
な

つ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
語
つ
て
い
る
。

五
　
情
報
化
時
代
に
対
応
し
た
教
育
課
程
の
改
革

①
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
基
本
精
神

経
営
学
科
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
常
に
、
社
会
環
境
の
変
化
と
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
課
程

・
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行



い
、
学
科
の
教
育
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
、
学
生
が
効
率
的
に
授
業
を
履
修
で
き
る
シ
ス
テ
ム
作
り
を
中
心
に
、
教
育
の
成
果
が
上

が
る
よ
う
な
努
力
を
重
ね
て
い
る
。
特
に
、
河
野

一
英
学
科
主
任
の
時
代
に
な
る
と
、
教
育
の
重
点
が

「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
接
点
と
す
る
少

人
数
教
育
の
人
間
的
接
触
を
基
軸
に
し
て
、
系
統
的
に
学
生
の
志
望
す
る
学
習
が
で
き
る
よ
う
な
指
導
体
制
」
（『
大
東
文
化
大
学
五
〇
年

史
」
「
経
営
学
科
の
現
状
と
展
望
」
〈
河
野

一
英
、
当
時
経
営
学
科
主
任
執
筆
〉
九
二
六
頁
）
と

「
同

一
科
目
を
ニ
コ
マ
開
講
し
て
、
異
な

る
教
員
が

一
コ
マ
ず

つ
担
当
す
る
競
争
講
座
方
式
の
導
入
」
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

経
営
学
科
で
は
い
ま
も
、
そ
の
方
針
は
変
わ
つ
て
い
な
い
。
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
照
ら
し
て
、
「
経
営
学
を
専
攻
す
る
コ
ー
ス
」
「
会
計
学

を
専
攻
す
る
コ
ー
ス
」
「
商
学
を
専
攻
す
る
コ
ー
ス
」
、
そ
し
て

「
情
報
処
理
を
専
攻
す
る
コ
ー
ス
」
と
い
つ
た
四
本
の
柱
を
、
教
育
課
程

の
中
心
に
据
え
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
編
成
を
行

つ
て
い
る
。
こ
れ
ら

「
四
本
の
柱
」
を
中
心
と
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
編
成
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な

つ
た
の
は
、
鈴
木
孝
明
教
授
が
学
科
主
任
時
代

（
一
九
八
五

〈
昭
和
六
〇
〉
年
四
月

一
日
～

一
九
八
七

〈
昭
和
六
二
〉
年
二
月
二

一
日
）
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
の
鈴
木
孝
明
教
授
は
、
「
私
が
最
初
に
導
入
し
た
の
で
は
な
く
、
既
に
こ
の
よ
う
な
構
想

の
も
と
で
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
編
成
を
始
め
ら
れ
た
の
は
河
野

一
英
先
生
が
学
科
主
任
の
時
代

（
一
九
七
〇

〈
昭
和
四
五
〉
年
四
月

一
日
～

一
九
七
四

〈
昭
和
四
九
〉
年
二
月
二

一
日
）
か
ら
で
、
そ
れ
は
学
科
会
議
で
決
定
し
た
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
か
つ
た
と
思
い
ま

す
。
私
が
行
つ
た
こ
と
は
、
そ
れ
を
明
確
に
し
た
こ
と
で
す
」
と
、
説
明
さ
れ
て
い
る
。

経
営
学
科
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
編
成
は
、
こ
れ
ま
で

一
貫
し
て
①
ゼ
ミ
を
中
心
に
し
た
少
数
教
育
、
②
学
生
が
卒
業
後
の
進
路
に
合
わ
せ

て
専
門
科
目
の
授
業
を
履
修
で
き
る
よ
う
に
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
合

つ
た

「
コ
ー
ス
型
履
修
」
、
そ
し
て
③

「高
度
の
実
地
応
用
能
力
を

養
う
教
育
」
等
に
重
点
を
置
い
て
行
わ
れ
て
き
た
。

②
　
本
学
に
新
時
代
の
イ
メ
ー
ジ

経
営
学
科
が
増
設
さ
れ
た
こ
と
は
、
経
済
学
部
だ
け
で
は
な
く
本
学
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
で
意
味
深
い
も
の
が
あ

二

経

営

学

科

三

〇

三
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三
〇
四

つ
た
。
「
国
文
学
」
と
か
、
「
漢
文
学
」
と
か
、
加
え
て

「政
治
経
済
学
」
等
、
主
観
的
に
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
ま
で
の
大
東

文
化
大
学
に
は
古
典
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
つ
た
よ
う
に
思
う
。
文
政
学
部
時
代
の

「政
治
経
済
学
科
」
が
経
済
学
科
に
イ
メ
ー
ジ
‐チ

エ
ン
ジ
し
て
い
た
と
は
い
え
、　
一
九
六
五
年
に
は

「
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
‐プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
等
の
授
業
科
目
が
開
講
さ
れ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
時
代
の
流
れ
と
い
う
に
は
余
り
に
も
急
な
る
も
の
で
あ
つ
た
か
も
し
れ
な
い
。

戦
後
の
経
営
学
は
、
ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
影
響
も
大
き
く
、
組
織
科
学

・
行
動
科
学

・
情
報
科
学
な
ど
新
し
い
学
問
分
野
が
次
々
に
開

発
さ
れ
て
、
社
会
科
学
そ
れ
自
体
大
き
な
変
容
を
遂
げ
た
。
そ
の
学
問
上
の
内
容
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
名
称
が
、
そ
れ
ま
で

耳
に
し
て
き
た
伝
統
的
な

「
ド
イ
ツ
経
営
学
」
や

「
政
治
経
済
学
」
か
ら
受
け
る
語
感
に
比
較
し
て
、
数
段
聞
く
人
に
新
鮮
な
響
き
を
与

え
た
に
違
い
な
い
。

勿
論
、
わ
れ
わ
れ
の
経
営
学
科
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
点
か
ら
そ
う
し
た
新
分
野
の
学
問
を
中
心
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
当
時
経
営

学
科
の
数
が
極
め
て
少
な
か
つ
た
だ
け
に
、
国
文

・
漢
文
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
つ
た
大
東
文
化
大
学
に
、
新
し
く
経
営
学
科
が
設
置
さ
れ

た
こ
と
で
、
外
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
内
に
対
す
る
そ
れ
よ
り
も
遇
か
に
大
き
か
つ
た
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
も
経
営
学
科
は
、
自

ら
の
存
在
感
を
確
か
な
手
応
え
を
も
つ
て
受
け
と
め
て
来
た
と
い
え
る
。

③
　
情
報
化
時
代
に
対
応
し
た
経
営
学
教
育
を
重
視

経
営
学
科
が
情
報
化
時
代
の
到
来
に
向
け
て
、
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
‐プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ー
と
Ⅱ
を
、
新
し
い
時
代
の
経
営
学
教
育
の
重
点

戦
略
と
し
て
、
学
科
の
専
門
教
育
課
程
の
授
業
科
目
に
編
成
し
実
施
し
た
の
は
、　
一
九
六
九

（昭
和
四
四
）
年
四
月
か
ら
だ
つ
た
。

す
な
わ
ち
、
文
部
省
が
、
わ
が
国
の
大
学
に
お
け
る
情
報
処
理
教
育
の
拡
充
強
化
を
意
図
し
て
文
教
政
策
の

一
貫
と
し
て
盛
り
込
み
、

「
情
報
処
理
教
育
に
関
す
る
会
議
」
を
設
置

（
一
九
六
八

〈
昭
和
四
三
〉
年
）
し
た
翌
年
で
あ

つ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
学
経
営
学
科

の
情
報
処
理
教
育
は
、
文
系
私
大
と
し
て
早
い
時
期
に
始
ま
つ
た
と
い
え
る
。



授
業
科
目
に
編
成
さ
れ
た
情
報
処
理
教
育
も
、
本
学
に
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
が
設
置
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
つ
た
。
学
内
に
施
設
は
何

も
な
か
つ
た
。
そ
こ
で
機
械
実
習
は
、
外
部
の
専
門
学
校
に

「
外
注
」
で
行
う
し
か
な
か
つ
た
。

そ
れ
で
は
、
何
故
、
情
報
化
教
育
を
推
進
し
て
い
く
の
に
設
備
投
資
も
し
な
け
れ
ば
、
何

一
つ
そ
れ
ら
し
い
施
設
も
用
意
す
る
こ
と
な

し
に
、
情
報
処
理
教
育
に
踏
み
切
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
「
恐
ら
く
暫
く
の
間
は
、
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
本
体
を
含
め
て
そ
の
設
備
投

資
は
学
園
の
施
設
、
財
政
事
情
か
ら
無
理
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
新
し
い
時
代
に
向
け
た
経
営
学
教
育
は
、
情
報
化
の
波
を
避
け
て
通
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
機
械
導
入
ま
で
そ
れ
に
対
応
し
た
情
報
化
教
育
の
道
を
考
え
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
の
が
、
当
時
の
経

営
学
科
主
任
佐
藤
良
輔
教
授
の
意
図
だ
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

河
野

一
英
教
授
は
、
「
佐
藤
良
輔
さ
ん
が
、
日
本
銀
行
を
定
年
退
職
し
て
、
民
間
の
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
専
門
学
校
の
理
事
長
を
さ
れ
て
い

た
坂
上
捨
松
さ
ん
を
招
聘
し
て
知
恵
を
借
り
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
実
際
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
触
れ
て
行
う
機
械
実
習
を
外
注
す
る
と
い

う
方
法
で
す
。
そ
の
時
、
現
場
で
経
営
学
科
の
学
生
の
実
習
指
導
に
当
た
つ
て
く
だ
さ
つ
た
先
方
の
講
師
の
先
生
が
荒
木
量
雄
教
授
で
す
」

と
、
経
営
学
科
の
情
報
化
教
育
に
踏
み
出
し
た
経
緯
を
語
つ
て
お
ら
れ
る
。

経
営
学
科
の
情
報
化
教
育
は
、
本
学
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
導
入
す
る
き

つ
か
け
を
与
え
る
こ
と
に
な
つ
た
こ
と
、
そ
し
て
さ
ら
に
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
導
入
の
時
期
を
早
め
さ
せ
た
こ
と
等
々
、
副
次
的
効
果
も
大
き
か
つ
た
。

一
九
七

一

（昭
和
四
六
）
年
四
月
に
は
、
「
電
子
計
算
機
導
入
準
備
委
員
会
」
が
発
足
し
た
。　
一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年

一
二
月
に

五
〇
周
年
記
念
館
が
落
成
し
て
、
そ
の
三
階
に

「
電
子
計
算
機
室
」
も
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
翌
年
九
月
に
は

「
カ
ー
ド
穿
孔
機

「
＞
ｏ
ｏ
〓
ｏ
∞
圏
＞
」
二
台
が
導
入
さ
れ
て
、
今
ま
で
外
注
し
て
い
た
カ
ー
ド
‐
パ
ン
チ
は
学
内
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ

導
入
に
向
け
て
そ
の
準
備
は
急
展
開
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
学
の
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
設
立
に
貢
献
さ
れ
、
後
に
セ
ン
タ
ー
所
長
を
三
期
六
年
務
め
た
荒
木
量
雄
教
授
は
、
当
時
の
授
業

二
　
経
営
学
科

三
〇
五
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一二
〇
六

に
つ
い
て

「
大
学
で
情
報
処
理
の
講
義
を
三
回
ぐ
ら
い
や
つ
て
は
機
械
実
習
を
外
部
の
施
設
で
二
時
間
ぐ
ら
い
行
う
と
い
う
教
育
シ
ス
テ

ム
が
組
ま
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
年
に
よ
つ
て
多
少
の
違
い
は
あ
つ
た
と
思
い
ま
す
が
、
…
…
」
と
、
語
つ
て
い
る
。
同
じ
く
経

営
学
科
で
情
報
教
育
に
携
わ

っ
て
お
ら
れ
た
高
松
鶴
吉
経
済
学
部
名
誉
教
授
に
よ
る
と

「
機
械
実
習
は
、
当
時
↓
”
∽
新
宿
校
や
、
代
々
木

の
東
京
工
学
院
で
日
曜
日
の
午
後
あ
る
い
は
土
曜
日
の
午
後
に
行

つ
て
い
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
パ
ン
チ
は
予
め
外
注
し
て
お
き
、
実
習
当

日
に
受
け
取
つ
て
機
械
に
か
け
エ
ラ
ー
は
各
自
が
何
回
も
修
正
す
る
と
い
う
実
習
で
あ
つ
た
」
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
な
外
注
方
式
に
よ
る
情
報
処
理
教
育
は
、
「
一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
度
私
立
大
学
研
究
等
設
備
整
備
費
補
助
金
」
の

交
付
が
決
定
し
て
、
翌

一
九
七
六
年
四
月
、
本
学
に
中
型
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ

「
＞
０
０
〓
¨
∞
？
‐い
∞
が
導
入
さ
れ
、
稼
働
開
始
す
る
ま
で
続
け
ら

れ
た
。

六
　
一
九
八
五
年
代

へ
向
け
て
、
教
育

・
研
究
体
制
の
整
備

①
　
定
員
増
で
、
他
学
科
と
の
施
設
環
境
格
差
拡
大

一
九
七
五
年
代
に
な
る
と
、
経
済
学
部
の
受
験
者
は
定
員
の

一
〇
倍
か
ら

一
五
倍
に
達
し
、
入
学
は
年
を
追

つ
て
難
し
く
な

つ
た
。　
一

九
七
六

（昭
和
五

一
）
年

・
一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年

，
一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年

（臨
定
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
入
学
定
員
増
が
認

可
に
な
り
、
そ
れ
ま
で

一
五
〇
名
で
あ
つ
た
定
員
が
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
名
、
三
〇
〇
名
、
四
〇
〇
名
と
急
増
し
た
。
従
つ
て
経
営
学
科
に

在
籍
す
る
学
生
数
も
年
々
増
加
し
て
、　
一
九
七
六
年
に
は

一
、
七
二
四
名
、
定
員
の
二

・
一
八
倍
に
達
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
定
員
増
に
よ

っ
て
、
か
な
り
高
か
つ
た
水
増
し
率
も
次
第
に
改
善
さ
れ
た
。　
一
九
七
八

（昭
和
五
三
）
年
に
経
済
学
研
究
科
を
改
組
し
て
博
士
課
程
後

期
課
程
を
増
設
し
て
か
ら
は
、
学
部

・
学
科
と
し
て

一
・
三
倍
以
下
の
水
準
を
保
つ
よ
う
に
努
力
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し

一
九
八
六



年
に
は

一
八
歳
人
口
の
急
増
期
に
対
応
し
て
臨
時
定
員
増
を
行
つ
た
た
め
に
、
全
体
の
学
生
の
在
籍
数
は
二
、
〇
〇
〇
名
台
に
達
し
、
経

済

・
経
営
両
学
科
の
学
生
は
、
板
橋
キ
ヤ
ン
パ
ス
の
授
業
施
設
利
用
で
他
学
科
の
学
生
に
比
べ
て
、
極
め
て
不
利
な
状
況
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な

つ
た
。
す
な
わ
ち
、
学
部

・
学
科
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
学
生
数
の
増
加
は
、
学
生
に
と
つ
て
実
質
的
に
は
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
も
た
ら
す
結
果
に
な

つ
て
い
る
。

一
方
、
教
員
数
も
大
分
増
員
さ
れ
て
学
科
所
属
の
専
任
教
員
は
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
学
園
理
事
会
で
承
認
の
定
員
は
二
四
名
に

な

つ
た
。
ち
な
み
に
、
表
７
は
、
最
近
の
学
生
数
と
学
科
の
教
員
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

（表
７
）

一
九
七
六
年
か
ら
現
在
に
至
る
経
営
学
科
学
生
数
と
専
門
科
目
担
当
教
員
数
等
の
推
移

（注
）
経
済
学
部
事
務
室
調
べ
。
た
だ
し
、
入
学
者
数
は
当
該
年
度
学
籍
発
生
数
、
在
籍
数
に
つ
い
て
は
当
該
年
度
五
月

一
日
現
在
の
文
部
省
届
出
数
に
よ
る
。

二

経

営

学

科

三
〇
七

一
九
八
四

一
九
八
三

一
九
八
二

一
九
八

一

一
九
八
〇

一
九
七
九

一
九
七
八

一
九
七
七

一
九
七
六

年

　

度

三
〇
〇

三
〇
〇

二
〇
〇

二
〇
〇

二
〇
〇

二
〇
〇

二
〇
〇

二
〇
〇

二
〇
〇

定

員

三
三
四

四
五
八

二
九
六

二
七
八

三
三
二

三

一
二

三

一
八

四
六
〇

四
三
〇

入
学
者
数

一
、
三
二
四

〓

三
〇
四

一
、
一
七
四

一
、
二
〇
五

一
、
三
七
八

一
、
四
八
八

一　
、
上ハ
一
一　
一

一
、
七
二
六

一
、
七
二
四

在
籍
数

Ｔ

三
二

一
・
〇
九

一
・
四
七

一
・
五

一

一
・
七

二

一
・
八
六

一
Ｔ

Ｏ
三

一
一　
・　
一
エハ

一
一　
・　
一　
上ハ

超
過
率

二
三

二
三

二
三

二

三
二

一

二
〇

一
九

一
九

教
員
数

一
九
九
二

一
九
九
二

一
九
九

一

一
九
九
〇

一
九
八
九

一
九
八
八

一
九
八
七

一
九
八
六

一
九
八
五

年

　
度

四
〇
〇

四
〇
〇

四
〇
〇

四
〇
〇

四
〇
〇

四
〇
〇

四
〇
〇

三
〇
〇

定

員

五
三
〇

四
七

一

四
九
四

六
〇
四

四
五
六

五
八
六

四
〇
九

二
五
三

入
学
者
数

二
、
〇
六
七

二
、
〇

一
二

二
、
一
〇
八

二
、
〇
二
九

一
、
七
九

一

一　
、
エハ
上ハ
ｎハ

一
、
五

一
九

一
、
四
〇
〇

在
籍
数

一
二

一九

一　
・　
一
一エハ

Ｔ

三
二

一　
二

一七

一
■

九

一
・
一
九

一
。
一
七

一
・
二
七

超
過
率

三

二

二

一

二

一

二

一

三

二

三
二

三

二

三

二

教
員
数
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一
九
九
二
年
度
経
済
学
部
経
営
学
科
学
科
目
担
当
者
編
成
表

税
務
会
計
論

経
営
分
析
論

経
　
営
　
史

経

営

学

史

販
売
管
理
論

生
産
管
理
論

財
務
管
理
論

労
務
管
理
論

原

価

計

算

会
　
計

学

簿

記

原

理

経
営
管
理
論

経
営
学
総
論

学
科
目

藤
井
誠

一
・
前
川
邦
生

鈴
木

一
道

・
青
木
茂
男

鈴
木
孝
明

・
大
河
内
暁
男

鈴
木
孝
明

谷
郷

一
夫

・
小
川
　
功

岩
崎
庄

一
・
篠
康
太
郎

向
後
良
文

・
亀
川
雅
人

花
岡
正
夫

・
丸
山
啓
輔

大
津
　
弘

・
木
村
幾
也

鈴
木

一
道

・
前
川
邦
生

・

片
岡
泰
彦

（経
済

・
外
中

・
外
英
共
通

松
尾
敏
充

高
橋
浩
夫

岩
崎
庄

一
・
山
之
内
昭
夫

経
営
限
定
　
　
外
中

・
外
英

担
当
者

（板
橋
校
舎
）

片
岡
泰
彦
　
簿
記
習
得
者
向

松
尾
敏
充

・
保
永
昌
宏

・

井
上
行
忠
　
経
済
学
科
共
通

中
野
敏
雄

山
口
幸
三

保
永
昌
宏

鈴
木
昭

一

前
川
邦
生

・

山
本
孝
夫

・

片
岡
泰
彦

・

以
上
普
通
科
向

林
田
晃
明
　
永
林
　
惇

鈴
木
孝
明

花
岡
正
夫

・
斎
藤
弘
行

大
山
泰

一
郎

担
当
者

（東
松
山
校
舎
）

三
〇
八

上
級
簿
記
論

管
理
会
計
論

企
業
形
態
論

経

営

工

学

外
国
書
講
読

鈴
木

一
道

・
天
笠
美
知
夫

荒
木
量
雄

・
今
城
光
英

・

岩
崎
庄

一
・
大
津
　
弘

・

岡
田
良
徳

・
向
後
良
文

・

河
野

一
英

・
中
野
敏
雄

・

鈴
木
孝
明

・
清
家
伸
彦

高
橋
豊
蔵

・
永
林
　
惇

・

花
岡
正
夫

・
林
田
晃
明

・

藤
井
誠

一
。
前
川
邦
生

・

茂
木
虎
雄

・
谷
郷

一
夫

・

松
尾
敏
充

・
山
之
内
昭
夫

大
河
内
暁
男

・
片
岡
泰
彦

石
井
晴
夫

・
石
名
坂
邦
昭

井
上
照
幸

・
上
村
淳

一
・

片
岡
　
豊

・
木
村
幾
也

・

坂
井
原
良
夫

・
高
橋
　
浩

冨
田
幸
弘

・
長
吉
　
泉

・

今
城
光
英

谷
郷

一
夫

花
岡
正
夫

亀
川
雅
人

岡
田
良
徳

永
林
　
惇

茂
木
虎
雄

河
合
　
久

天
笠
美
知
夫

今
城
光
英

・
井
上
照
幸

大
津
　
弘

・
鈴
木

一
道

松
尾
敏
充

松
尾
敏
充
　
工
業
簿
記

山
本
孝
夫
　
商
業
簿
記

経
営
学
演
習



経
営
組
織
論

経
営
戦
略
論

国
際
企
業
論

事
務
管
理
論

中
小
企
業
論

公
益
事
業
論

公
企

業

会

計

諭

管
理
情
報
シ
ス
テ
ム
語

コ
ン
ピ
ユ
ー
タ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

諭情
報
処
理
１

情
報
処
理
２

情
報
処
理
３

商

学

総

論

金
　
融
　
論

証
券
市
場
諭

監

査

論

保

険

論
二

経

営

学

科

上
村
淳

一

石
名
坂
邦
昭

谷
郷

一
夫

清
家
伸
彦

荒
木
雅
俊

天
笠
美
知
夫

・
冨
田
幸
弘

林
田
晃
明

石
井
晴
夫

今
城
光
英

・
石
井
晴
夫

河
野

一
英

・
長
吉
　
泉

坂
井
原
良
夫

林
田
晃
明

竹
田
志
郎

山
之
内
昭
夫

永
林
　
惇

丸
山
啓
輔

斉
藤
真
事

・
高
山
洋

一
・
　

一

山
喜
多
時
世
志
（経
済
学
科
と
共
通
）

天
笠
美
知
夫

・
清
家
伸
彦

友
永
昌
治

二

榮
信
雄

・

光
成
豊
明

経

営

数

学

債

権

各

論

民
　
　
　
法

経

済

原

論

経
営
統
計
論

電
子
計
算
機
総
論

企
業

行

動

諭

簿

記

会

計

史

コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
会
軒

経

営

診

断

経
営
学
特
殊
講
義
２

計

算

実

務

経
営
学
特
殊
講
義
１

広
　
生
口　
諭

商
　
品
　
学

貿

易

実

務

貿
　
易
　
諭

商

業

英

語

税

　

　

法

手
形
法
・小
切
手
法

商

　

　

法

労
　
働
　
法

奈
川
節
子

山
之
内
照
夫

茂
木
虎
雄

河
合
　
久

岩
崎
庄

一

中
野
敏
雄

小
川
智
由

谷
郷

一
夫

徐
　
永
新

岡
田
良
徳

岡
田
良
徳

・
徐
　
永
新

前
川
邦
生

早
川
　
勲

白
石
裕
子

・
加
瀬
幸
喜

志
賀
直
人

友
永
昌
治

小
野
幸
二

関
谷
喜
二
郎

荒
木
量
雄

荒
木
量
雄

・
光
成
豊
明

藤
井
府
男

三
〇
九
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課
程
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②
　
難
産
だ
っ
た
経
理
研
究
所
の
設
置

①
　
そ
の
経
緯

一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
か
ら

一
九
八
五
年
に
か
け
て
の

一
〇
年
間
は
、
経
営
学
科
の
発
展
基
盤
が
順
調
に
形
成
さ
れ
た
時
期
で
あ

つ
た
。　
一
九
六
五

（昭
和
四
〇
）
年
以
降
に
助
手

・
講
師
と
し
て
教
員
組
織
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
新
進
気
鋭
の
陣
容
も
、　
一
〇
年
の
歳

月
を
経
る
と
、
各
人
が
学
内
外
を
問
わ
ず
学
界
お
よ
び
広
く
社
会
に
お
い
て
中
堅
の
教
育
者

・
研
究
者
と
し
て
活
躍
の
場
が
開
か
れ
て
く

る
。
従

つ
て
学
生
の
教
育
に
も
、
勢
い
教
員
と
し
て
情
熱
を
も

つ
て
接
す
る
よ
う
に
な
る
。
当
時
の
経
営
学
科
の
若
手
教
員
の
場
合
に
お

い
て
も
同
様
で
あ

っ
た
。

一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年
、
河
野

一
英
教
授
が
経
済
学
部
長
の
時
代

（
一
九
七
六

〈
昭
和
五

一
〉
年
四
月

一
日
～

一
九
七
八

〈
昭
和

五
三
〉
年
二
月
三

一
日
）
、
簿
記

・
会
計
学
担
当
の
鈴
木

一
道

・
前
川
邦
生
と
い
つ
た
若
手
の
教
員
の
間
か
ら
、
将
来
職
業
会
計
人
を
目

ざ
し
て
意
欲
的
に
勉
強
し
て
い
る
学
生
た
ち
を
指
導
し
て
行
く
た
め
に
、
会
計
士
や
税
理
士
の
講
座
を
開
い
て
は
ど
う
か
、
そ
の
指
導
機

関
と
し
て
他
大
学
で
も
行

つ
て
い
る

「経
理
研
究
所
」
を
設
置
し
て
み
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
あ

つ
た
。
現
在
で
は
、
河
野

一
英

・

藤
井
誠

一
両
教
授
の
研
究
指
導
を
受
け
た
大
学
院
修
了
者
は
も
と
よ
り
、
学
科
の
簿
記

・
会
計
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
卒
業
生
の
中
か
ら
も
多
数

の
職
業
会
計
人

（税
理
士

・
会
計
士
）
が
誕
生
し
て
い
る
が
、
当
時
は
極
め
て
少
な
か
つ
た
。
従

つ
て
、
関
係
科
目
担
当
者
の
立
場
か
ら

は
、
職
業
会
計
人
の
養
成
は
、
学
科
の
教
育
方
針
の

一
つ
で
も
あ
る
た
め
当
然
の
要
請
で
も
あ
つ
た
と
い
え
る
。

そ
こ
で
教
授
会
で
は
、
そ
う
し
た
指
導
研
究
機
関
を
計
画

・
検
討
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
河
野

一
英
学
部
長
は
五
名
の
委
員

（藤
井
誠

一
・
鈴
木

一
道

・
前
川
邦
生

・
中
本
博
皓
、
あ
と

一
名
は
、
鈴
木

一
道
教
授
の
記
憶
に
よ
る
と
故
小
尾
毅
教
授
で
は
な
か
つ
た
か
と
い
う
）

を
指
名
さ
れ
た
。
委
員
会
で
色
々
検
討
さ
れ
た
結
果
、
「
研
究
所
の
規
程
」
の
素
案
が
で
き
た
。

三

一
〇



し
か
し
、
「
大
学
が
巷
の
専
門
学
校
の
よ
う
な
受
験
指
導
を
す
る
た
め
に
研
究
所
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
の
か
」
と
か
、
「
研
究
を
行
う

機
関
に
す
べ
き
で
あ
る
」
と
か
、
各
方
面
か
ら
の
批
判
も
あ
つ
て
暫
く
の
あ
い
だ
放
置

・
凍
結
状
態
に
な
つ
て
い
た
。
最
初
の
委
員
会
も

規
程
案
が
で
き
て
自
然
解
散
の
形
に
な

つ
て
い
た
。

一
九
七
八
年

一
〇
月
の
教
授
会

（学
部
長
は
、
篠
原
武
英
教
授

＝
一
九
八
三

〈
昭
和
五
八
〉
年
二
月
定
年
退
職
、
経
営
学
科
主
任
は
、

竹
田
志
郎
教
授

“
一
九
八
九

〈
平
成
元
〉
年
二
月
退
職
、
横
浜
国
立
大
学

へ
転
出
）
で
、
「
早
期
に
設
置
し
て
欲
し
い
」
旨
要
望
が
出
た
。

そ
の
後
紆
余
曲
折
は
あ

つ
た
が
、
向
後
良
文
経
営
学
科
主
任

（
一
九
七
九

〈
昭
和
五
四
〉
年
四
月

一
日
～

一
九
八

一

〈
昭
和
五
六
〉
年

二
月
二

一
日
）
が
努
力
さ
れ
、
規
程
案
を
最
初
の
構
想
か
ら

一
八
〇
度
転
換
し
て
、
学
科
の
研
究
機
能
を
研
究
所
に
託
す
方
向
で
計
画
の

練
り
直
し
を
行
い
、
教
授
会

・
合
同
教
授
会
の
承
認
を
経
て

一
九
八

一
年
二
月
学
園
理
事
会
で
設
置
を
決
定
し
た
。

②
　
学
科
の
教
育
機
能
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
研
究
体
制
の
確
立

か
く
し
て
難
産
の
末
で
は
あ

つ
た
が
、　
一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
四
月
、
本
学
初
の
学
部
附
置
研
究
所
と
し
て

「経
済
学
部
経
理
研

究
所
」
が
誕
生
し
た
。
詳
細
は
、
本
書
第
六
章
の

「
経
営
研
究
所
」
の
節
に
委
ね
る
が
、
そ
の
後
学
科
所
属
の
教
員
を
専
任
研
究
員
に
、

ま
た
内
外
諸
大
学
な
ど
か
ら
の
客
員
研
究
員
も
招
聘
し
て
、
経
営
学

・
会
計
学
等
諸
分
野
に
つ
い
て
の
理
論
的
研
究
を
軸
に
、
今
日
的
諸

問
題
に
関
し
て
の
実
証
的
分
析

・
共
同
研
究
等
の
研
究
活
動
お
よ
び
初
期
の
意
を
汲
ん
で
学
科
学
生
に
対
す
る
教
育
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

「
簿
記
講
座
」
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
三
月
、
「
経
理
研
究
所
」
は
、
そ
の
活
動
の
実
態
に
合
わ
せ
て

「
経
済
学
部
経
営
研
究
所
」
に
名
称
変
更

し
た
。
そ
し
て
い
ま
、
研
究
所
は
、
学
科
の
教
育
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
く
上
で
の
知
的
情
報
の
発
信
地
た
る
役
割
を
担
い
な
が
ら
、

将
来
に
わ
た
つ
て
学
部

・
学
科
の
教
育

・
研
究
機
能
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
の
確
立
に
向
け
て
整
備

・
拡
充
に
努
め
て
い
る
。

二

経

営

学

科
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二



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

七
　
飛
躍
、
次
な
る
時
代
に
向
け
て

①
　
厳
し
さ
を
求
め
ら
れ
る
時
代
へ
の
対
応

一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年
代
後
半
か
ら
、
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
き
た
。　
一
九
九
二

（平
成
五
）
年
か
ら

一
八
歳
人
口
の
激
減
期
が
始
ま
る
と
あ
つ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
が
国

・
公

・
私
立
を
問
わ
ず
急
速
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
伝

統
的
に
大
学
組
織
が
ク
ロ
ー
ズ
ド
‐
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
大
学
の
自
治
を
金
科
玉
条
に
自
ら
の
点
検

・
評
価
を
避
け
て
き
た
こ
と
に
対
す

る
反
省
と
社
会
か
ら
の
批
判
に
応
え
る
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

昨
今
の
高
等
教
育
、
な
か
ん
ず
く
大
学
教
育
に
対
す
る
批
判
は
、
進
学
率
が
高
ま
り
入
学
が
難
し
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
大
学
に
対
す
る

関
心
も
高
ま
り
、
入
試
の
あ
り
方
、
入
学
納
付
金
の
二
重
払
い
の
問
題
か
ら
始
ま
つ
て
、
教
員
組
織
、
教
員
の
任
用

・
昇
任
制
度
そ
し
て

教
育
の
内
容
か
ら
教
員
の
講
義
ノ
ー
ト
の
中
身
に
至
る
ま
で
批
判
の
対
象
に
な
る
こ
時
勢
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
批
判
に
曝
さ
れ
る
原
因
の
多
く
が
、
社
会
の
変
化
に
動
態
的
に
対
処
で
き
な
い
で
き
た
大
学
の
側
に
あ
る
と
認
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
高
等
学
校
の
教
育
体
制
、
な
か
ん
ず
く
高
等
学
校
の
教
育
課
程
が
大
き
く
改
革
さ
れ
た
こ
と
が
、
入
学
し

て
く
る
学
生
の
能
力
や
習
熟
度
の
多
様
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
現
実
を
踏
ま
え
て
、
大
学
側
で
の
教
育
課
程
の
改
革
が
必
要
な
の

で
あ
る
。　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
七
月
か
ら
大
学
設
置
基
準
が
大
綱
化
さ
れ
た
の
も
、
こ
う
し
た
社
会
環
境
の
変
化
と
リ
ン
ク
し
て
い

る
と
い
え
る
。

一
九
八
九

（平
成
元
）
年
以
来
、
経
営
学
科
に
お
い
て
は
、
林
田
晃
明
教
授
を
委
員
長
と
す
る
長
期
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
、
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
教
育
課
程
の
改
革
も
、
経
営
学
科
が
次
な
る
時
代
に
向
け
て
、
入
学
を
志
望
す
る
若
い
世
代
の
人
々
に
魅
力
あ
る

三

一
二



教
育
を
提
供
し
、
し
か
も
国
際
化
そ
し
て
情
報
化
が
高
度
に
進
む
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
変
化
に
対
す
る
対
応
力
、
お
よ
び
競

争
力
の
あ
る
人
材
を
養
成
で
き
る
学
科
と
し
て
発
展
し
て
行
く
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

②
　
大
学
院
に

「経
営
学
専
攻
」
設
置

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
ご
ろ
か
ら
、
大
学
院
経
済
学
研
究
科
経
済
学
専
攻
の
課
程
で
経
営
学

・
会
計
学
を
指
導
し
て
い
る
数
人
の
教

授
た
ち
の
間
か
ら
、
新
し
く
経
営
学
研
究
科
経
営
学
専
攻
の
修
士
課
程
か
、
あ
る
い
は
経
済
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
に
も
う

一
つ
経
営

学
専
攻
の
修
士
課
程
を
併
設
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
つ
た
。

こ
う
し
た
声
が
大
学
院
で
教
育

・
研
究
指
導
に
携
わ
っ
て
い
る
教
授
た
ち
の
間
か
ら
出
る
の
は
、
当
然
過
ぎ
る
ほ
ど
当
然
な
こ
と
で
あ

る
。
最
近
の
学
問
の
急
速
な
進
歩
と
高
度
な
専
門
教
育
に
対
す
る
社
会
的
要
請
が
多
様
化
し
て
き
て
い
る
と
い
う
今
日
の
現
状
か
ら
す
れ

ば
、
そ
れ
に
積
極
的
に
対
処
し
て
現
在
の
経
営
学
科
の
教
員
組
織
を
充
実
し
、
加
え
て
そ
の
教
育
課
程
を
整
備

・
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
学
科
の
経
営
学
教
育
と
大
学
院
経
営
学
専
攻
に
お
け
る
高
度
な
経
営
学
教
育
と
を
リ
ン
ク
さ
せ
た

一
貫
的
な
経
営
学
教
育
を
実
現
で

き
る
こ
と
は
極
め
て
望
ま
し
い
。

経
済
学
研
究
科
に
お
い
て
も
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
等
の
見
直
し
検
討
が
必
要
に
な

つ
て
い
る
時
期
で
も
あ
り
、　
一
九
九
〇

（平
成
二
）
年

六
月
二
二
日
研
究
科
委
員
会
に
永
田
元
也

・
鈴
木
孝
明

・
花
岡
正
夫

上
局
橋
豊
蔵
そ
し
て
鈴
木

一
道
の
諸
教
授
か
ら
成
る

「
科
目
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
た
。
鈴
木
孝
明
教
授
を
委
員
長
と
す
る
同
委
員
会
で
は
、
経
営
学

・
会
計
学
を
専
攻
し
て
い
る
学
生
が
多
い
こ
と
か
ら
、

経
営
学
専
攻
を
増
設
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
報
告
書
を
ま
と
め
て

「経
済
学
研
究
科
委
員
会
」
に
報
告
し
、
田
中
豊
治
研

究
科
委
員
長
か
ら
経
営
学
専
攻
を
増
設
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
、
「
同
研
究
科
委
員
会
」
に
な
さ
れ
、
委
員
会
は
審
議
の
結
果
、

一
九
九
二

（平
成
五
）
年
を
目
標
に
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

そ
の
後
、
経
営
学
科
協
議
会
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
と
り
経
済
学
部
教
授
会
の
決
定
等
、
学
園
理
事
会
で
の

一
連
の
手
続
き
を
経
て
、　
一

二

経

営

学

科
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第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

三

一
四

九
九

一
年

一
〇
月

一
二
日

「
経
済
学
研
究
科
委
員
会
」
は
、
永
田
元
也
教
授
を
委
員
長
に
藤
井
誠

一
・
鈴
木
孝
明

・
鈴
木

一
道

・
佐
藤
定

幸

。
中
本
博
皓
の
各
教
授
を
委
員
に
、
「経
営
学
専
攻
増
設
準
備
委
員
会
」
を
設
置
し
て

「
経
営
学
専
攻
」
増
設
に
か
か
わ
る
趣
意
書
の

作
成
に
取
り
か
か
つ
た
。
さ
ら
に

一
九
九

一
年

一
二
月
二

一
日
趣
意
書
が
ほ
ぼ
出
来
上
が
つ
た
と
こ
ろ
で
、
上
記
の

「
準
備
委
員
会
」
を

「
経
営
学
専
攻
増
設
実
行
委
員
会
」
に
切
り
替
え
て
、
田
中
豊
治
研
究
科
委
員
長
を
は
じ
め
向
後
良
文

・
天
笠
美
知
夫
両
教
授
の
三
名
が

新
た
に
委
員
と
し
て
加
わ
り
、
「
旧
準
備
委
員
会
」
か
ら
永
田
元
也

・
佐
藤
定
幸

・
鈴
木

一
道

・
中
本
博
皓
の
各
委
員
が
引
き
続
い
て
参

加
し
た
。
「
同
委
員
会
」
は
鈴
木

一
道
経
営
学
科
主
任
を
委
員
長
に
選
出
し
て
、
具
体
的
な
人
事

・
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

・
院
生
研
究
施
設
等

の
本
格
的
な
計
画
案
を
策
定
し
、
そ
の
整
備
に
取
り
組
ん
だ
。

③
　
飛
翔
の
時
―

博
士
課
程
設
置
へ
展
望
開
け
る

い
ま
経
営
学
科
は
、
次
な
る
時
代
に
向
け
て
教
育

・
研
究
体
制
の
拡
充
の
重
点
を
大
学
院
、
さ
ら
に
は
経
営
研
究
所
に
置
い
て
教
員
組

織
の
充
実
を
図
つ
て
い
る
。
ま
た

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
度
か
ら
は
、
高
度
情
報
化
社
会
の
到
来
に
対
応
し
た
情
報
教
育
体
制
の
整
備

に
着
手
し
て
い
る
。
特
に
、　
一
九
九
二

（平
成
五
）
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
経
営
学
専
攻
に
お
い
て
は
、
院
生
室
に
各
自

一
台
の
研

究
用
パ
ソ
コ
ン
の
導
入
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
学
科
の
教
員
各
研
究
室
に
は
、
す
で
に

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し

て
あ
る
。
さ
ら
に

一
九
九
二
年
度
以
降
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
化
を
計
画
し
、
教
員
の
研
究
施
設
と
し
て
だ
け
で
な
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
授
業
に
、

ま
た
学
生
た
ち
が
自
主
的
に
研
究
を
進
め
る
た
め
に
も
利
用
で
き
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
学
科
の
専
門
教
育
体
制
の
充
実
を
進
め
て
い

る
。既

述
の
よ
う
に
、　
一
九
九
二

（平
成
五
）
年
四
月
、
経
済
学
研
究
科
に
経
営
学
専
攻
の
修
士
課
程
が
増
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
極

め
て
早
い
時
期
に
経
営
学
研
究
科
が
計
画
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
。
す
な
わ
ち
、
経
営
学
専
攻
の
修
士
課
程
は
改
組
さ
れ
て
、
新
し
く
経

営
学
専
攻
の
博
士
課
程
前
期
課
程
と
博
士
課
程
後
期
課
程
へ
の
改
組

・
増
設
計
画
が
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
展
望
が
開
け
た
と
い



え

る
。

従
つ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
基
礎
と
な
る
経
営
学
科
そ
れ
自
体
の
教
育
体
制
の
充
実
と
教
員
自
ら
の
点
検

・
評
価
を
通
じ
て
、
今
後

一

層
の
革
新
的
な
学
科
運
営
が
重
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
い
ま
ま
さ
に
経
営
学
科
は
、
新
し
い
次
な
る
時
代
へ
向
け
て
大
き
く
飛
翔
の
局
面
に
立
つ
て
い
る
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［中
本
博
皓
］

二

経

営

学
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三

一
五



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

第
二
節

外
国

語

学
部

―
―

中
国
語
学
科

・
英
語
学
科

・
日
本
語
学
科

―
―

外
国
語
学
部
の
現
状
と
展
望

二

一
年
前
に
将
来
の
国
際
化
時
代
の
到
来
を
予
見
し
て
、
実
践
的
語
学
教
育
を
中
心
と
し
た
外
国
語
学
部
を
本
大
学
に
設
置
し
た
の
は

的
を
射
た
処
置
で
あ
つ
た
。
経
済

・
政
治
の
上
で
日
本
が
世
界
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
ゆ
く
の
に
比
例
し
て
、
わ
が
外
国
語
学
部

も
そ
の
規
模
を
順
調
に
拡
大
し
て
き
た
。
そ
の
軌
跡
を
振
り
返
つ
て
み
よ
う
。

外
国
語
学
部
は

一
九
六
八

（昭
和
四
三
）
年
に
文
学
部
に
設
置
さ
れ
た
外
国
語
学
科
が
、
そ
の
四
年
後
の

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年

に
分
離
独
立
し
て
、
学
部
に
昇
格
し
て
発
足
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
当
初
の
入
学
定
員
は
中
国
語
学
科
が
八
〇
名
、
英
語
学
科
が
八

〇
名
で
、
比
較
的
小
さ
な
学
部
で
あ

つ
た
が
、　
一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
に
は
定
員
増
を
行
い
、
中
国
語
学
科

一
二
〇
名
、
英
語
学
科

一
八
〇
名
、
更
に

一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
に
は

一
八
歳
人
日
の
激
増
期
を
迎
え
、
臨
時
定
員
増
を
受
け
入
れ
、
中
国
語
学
科

一
八
〇

名
、
英
語
学
科
二
七
〇
名
と
し
て
合
計
四
五
〇
名
の
入
学
定
員
と
な
つ
た
。　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
は
外
国
語
学
部
創
設
二
〇
周
年
に

当
た
る
年
で
あ
る
が
、
も
う

一
度
こ
こ
で
定
員
増
を
行
い
、
中
国
学
科
二
〇
〇
名
、
英
語
学
科
三
〇
〇
名
と
し
て
、
学
部
と
し
て
五
〇
名

を
追
加
し
て
、
計
五
〇
〇
名
を
入
学
定
員
と
す
る
大
き
な
学
部
に
発
展
し
た
。
こ
の
五
〇
名
の
定
員
増
は
、
学
部
を
改
組
し
て
、
新
学
科

を
増
設
す
る
意
図
の
も
と
に
行

つ
た
も
の
で
あ
る
。
新
学
科
の
名
称
は

「
日
本
語
学
科
」
で
、　
一
九
九
二
年

一
二
月
二

一
日
に
文
部
省
か

〓
一　
一　
エハ



ら
設
置
の
認
可
を
受
け
た
。
こ
れ
に
伴
い
、　
一
九
九
二

（平
成
五
）
年
度
か
ら
外
国
語
学
部
は
三
学
科
体
制
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

従

つ
て
、
入
学
定
員
は
左
記
の
通
り
と
な
る
が
、
臨
定
は

一
九
九
九

（平
成

一
一
）
年
度
を
も
つ
て
終
結
の
予
定
で
あ
る
。

（臨
時
定
員
）
　

　

（定
員
）

中
国
語
学
科
　
　
一
八
〇
名
　
　
一
〇
〇
名

英
語
学
科
　
　
　
二
七
〇
名
　
　
一
五
〇
名

日
本
語
学
科
　
　
　
五
〇
名
　
　
　
五
〇
名

合
計
　
　
五
〇
〇
名
　
　
一二
〇
〇
名

学
部
の
拡
大
に
伴
い
、
教
員
の
数
も
増
加
し
て
き
た
。　
一
九
七
二
年
学
部
と
し
て
発
足
し
た
当
時
の
専
任
教
員
数
は
中
国
語
学
科
が
八

名
、
英
語
学
科
が
八
名
、
教
養
課
程
が
三
名
で
あ

っ
た
が
、　
一
九
九
二
年
度
の
専
任
教
員
は
中
国
語
学
科
が

一
〇
名

（他
に
客
員
教
授
二

名
）
、
英
語
学
科
が

一
四
名
、
日
本
語
学
科
が
七
名

（
一
九
九
四

〈
平
成
六
〉
年
度
に

一
名
追
加
）
、
教
養
課
程
が

一
七
名
、
計
四
八
名
と

な
る
。

外
国
語
学
部
が
こ
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
背
後
に
は
、
多
く
の
関
係
者
の
献
身
的
な
ご
苦
労
が
あ
つ
た
に
違
い
な
い
。
開
設
当
時
は

「
外
国
語
学
部
」
と
い
う
名
称
自
体
が
目
新
し
く
そ
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
設
定
は
手
さ
ぐ
り
の
状
態
で
あ
つ
た
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
参

考
と
な
る

「
外
国
語
学
部
」
を
既
に
設
置
し
て
い
る
大
学
は
、
関
東
地
区
で
は
東
京
外
国
語
大

・
上
智
大

・
麗
澤
大

・
独
協
大

・
神
奈
川

大
の
わ
ず
か
五
大
学
に
す
ぎ
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
大
学
基
準
協
会
で
定
め
た
外
国
語
学
部
の
設
置
基
準
が
公
表
さ
れ
た
の
は
、

や
つ
と

一
九
七
七

（昭
和
五

一
）
年
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
つ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
外
国
語
学
部
の
目
的
は

「
世
界
各
国
の
言
語
お
よ
び
関

係
地
域
、
国
際
関
係
等
関
連
分
野
に
関
す
る
理
論
と
実
際
並
び
に
世
界
各
国
の
文
化
を
教
授
研
究
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
応
用
能
力
を
進
展

さ
せ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の

「
目
的
」
を

一
読
し
た
だ
け
で
も
、
外
国
語
学
部
の
理
念
設
定
の
困
難
さ
が
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
節

外
国
語
学
部

三

一
七
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一二
一
八

わ
が
外
国
語
学
部
が
辿

っ
て
き
た
道
程
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
試
行
錯
誤
の
連
続
で
あ
つ
た
。
学
部
の
運
営
を
巡
る

論
争
、
臨
時
定
員
増
に
伴
う
教
育
条
件
の
悪
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
次
々
に
生
起
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
、
今
日

の
外
国
語
学
部
の
隆
盛
を
迎
え
る
に
至
つ
た
。

外
国
語
学
部
は
時
代
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
故
に
ま
た
時
代
の
要
請
に
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
現
在
、

外
国
語
学
部
は
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
い
く
つ
か
は
全
学
的
な
改
革
に
運
動
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
い
く

つ
か
を
列
挙
し
て
お
く
。

外
国
語
学
部
に
大
学
院
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
時
代
は
高
度
な
語
学
力
を
備
え
た
人
材
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
学
問
の
専
門
分
化

が
進
み
、
学
部
の
四
年
間
で
は
学
問
に
興
味
を
抱
い
た
学
生
が
、
そ
の
入
り
口
を

一
瞥
し
た
だ
け
で
卒
業
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
状
況
が

あ
る
。

国
際
交
流
会
館
の
設
置
。
学
生
寮
を
兼
ね
て
、
原
則
と
し
て
日
本
人
と
留
学
生
を
同
人
数
宿
泊
さ
せ
る
。
特
に

「
日
本
語
学
科
」
の
設

置
に
伴
い
必
要
性
が
た
か
ま
つ
た
。
ち
な
み
に
、
同
学
科
の
入
学
定
員
五
〇
名
の
う
ち

一
五
名
は
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
つ
て

い
る
。

語
学
セ
ン
タ
ー
の
設
置
。
「
訓
練
」
と
し
て
の
語
学
教
育
は
大
学
教
員
の
指
導
の
も
と
に
セ
ン
タ
ー
所
属
の
非
常
勤
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

に
大
幅
に
ゆ
だ
ね
単
位
を
与
え
る
方
法
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

教
養
課
程
を
含
め
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
改
善
。
短
期
集
中
講
座
の
開
講
、
等
々
。

な
お
、
外
国
語
学
部
は
、　
一
九
八
三
年
に

「
語
学
教
育
研
究
所
」
を
付
設
し
て
、
全
学
の
語
学
教
育
と
研
究
を
支
援
し
て
き
た
が
、
さ

ら
に
こ
れ
を
充
実

・
発
展
さ
せ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
三
好
郁
夫
］



一
　

中

国

語

学

科

一
　

現
　
　
状

①

学
科
の
設
立

わ
が
国
で
は
、
か
つ
て
中
国
に
関
す
る
学
問
に
奇
妙
な
現
象
が
み
ら
れ
た
。
清
朝
以
前
、
特
に
秦
代
以
前
の
中
国
を
対
象
に
す
る
学
問

と
、
民
国
以
後
の
中
国
を
対
象
に
す
る
学
問
を
全
く
別
の
も
の
と
み
な
し
、
前
者
を
こ
と
の
ほ
か
尊
重
す
る
傾
向
が
あ
つ
た
。
こ
の
傾
向

は
中
国
の
言
葉
を
学
ぶ
場
合
に
特
に
顕
著
に
現
れ
、
い
わ
ゆ
る
漢
文
と
現
代
中
国
語
は
全
く
違
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
漢
文
を
学
ぶ
者

が
現
代
中
国
を
学
ぶ
こ
と
は
稀
で
あ
つ
た
。

本
学
に
お
け
る
中
国
語
教
育
の
歴
史
は
古
い
。
学
園
の
創
設
時
か
ら
文
学
部
門
に
、
続
い
て
政
経
部
門
に
中
国
語
の
講
座
が
置
か
れ
た
。

漢
文
と
並
行
し
て
現
代
中
国
語
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
今
日
か
ら
み
る
と
、
と
り
わ
け
取
り
あ
げ
る
こ
と
で

も
な
い
が
、
当
時
と
し
て
は
大
変
斬
新
な
発
想
で
あ

つ
た
。
現
在
、
本
学
が
漢
学
の
分
野
だ
け
で
な
く
、
現
代
中
国
の
分
野
に
も
人
材
を

輩
出
し
て
い
る
の
は
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。
本
学
科
は
、
本
学
の
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
背
景
に
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

中
国
語
学
科
設
立
に
当
た
つ
て
は
、
ま
ず
予
備
段
階
と
し
て
、　
一
九
六
八

（昭
和
四
三
）
年
文
学
部
に
中
国
語

・
英
語
を
専
攻
す
る
外

国
語
学
科
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、　
一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
外
国
語
学
科
の
学
部
昇
格
と
と
も
に
中
国
語
学
科
が
設
け
ら
れ
た
。

日
中
国
交
回
復
を
目
前
に
し
て
、
日
本
中
が
中
国
ブ
ー
ム
に
わ
い
て
い
た
時
で
あ
る
。
学
生
定
員
八
〇
名
、
中
国
語
学
科
と
し
て
は
日
本

最
大
の
規
模
で
あ
つ
た
。

一　

中
国
語
学
科

三

一
九



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

②

教
育
方
針

本
学
科
は
、
中
国
語
を
軸
に
し
て
、
こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
務

・
教
育
研
究
の
面
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
養
成
を
目
ざ
し

て
い
る
。
学
科
創
設
時
の
土
井
章
主
任
教
授
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
学
科
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
中
国
語
の
修
得
と
そ
の
練
達
を
眼
日
と
し
、
加
え
て
語
学
研
究
の
側
面
を
持
つ
と
と
も
に
、
既
往
の

中
国
語
教
育
の
経
験
を
十
分
考
慮
に
入
れ
て
、
中
国
語
そ
の
も
の
の
多
角
的
活
用
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
語
の
習
得

を
通
じ
て
、
中
国
に
つ
い
て
の
実
情
認
識
を
深
め
、
中
国
文
学
お
よ
び
中
国
哲
学
科
目
を
必
修
と
し
て
履
修
者
の
視
野
を
広
め
、
他
面
、

実
務
関
係
科
目
を
設
け
て
語
学
習
得
の
効
用
に
努
め
、
中
国
語
お
よ
び
日
本
語
教
授
の
科
目
を
置
い
て
語
学
教
育
並
び
に
語
学
研
究
に
進

む
道
を
拓
き
、
中
国
文
化
史
お
よ
び
中
国
政
治
経
済
論
の
科
目
を
開
い
て
、
中
国
研
究
の
機
会
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
英
語
学
の
兼
習
に
よ

つ
て
履
修
者
の
よ
り
広
き
国
際
活
動
に
資
す
る
こ
と
と
し
、
中
国
語
学
を
基
軸
に
し
て
こ
れ
ら
の
選
択
科
目
を
加
え
、
履
修
者
に
対
し
て

実
務

・
教
育

・
研
究
の
選
択
の
場
を
与
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
応
じ
、
国
際
的
規
模
を
も
つ
て
、
社
会
活
動
を
な
す
べ
き
人
材
の
養
成

を
そ
の
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
（『大
東
文
化
大
学
五
〇
年
史
」
九
二
九
頁
）

こ
の
方
針
は
、
今
日
ま
で

一
貫
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
た
だ
、
具
体
化
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
学
生
の
志
向
、
社
会
の
変
化
を
考

慮
に
い
れ
た
適
切
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
改
編
で
対
応
さ
れ
る
。

③
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
学
科
の
教
育
目
標
を
具
体
化
す
る
手
段
で
あ
る
。
本
学
科
は
中
国
語
を
軸
に
し
て
、
こ
れ
を
活

用
し
て
幅
広
い
社
会
活
動
を
行
う
人
材
の
養
成
を
目
ざ
し
て
い
る
の
で
、
設
立
当
初
か
ら
中
国
語
学
の
科
目
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
の
政

治

・
経
済

・
文
化
に
関
す
る
科
目
も
豊
富
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
学
科
設
立
時
、　
一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
度
入
学
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

三

二

〇



〈必
修
科
目
〉
五
六
単
位

中
国
語
学
概
論

・
中
国
語
音
声
学
概
論

・
中
国
語
特
殊
講
義
１

（文
字
改
革
諭
）

・
中
国
語
特
殊
講
義
２

（語
学
史
）

・
中
国
語
演
習
１

（基
礎
中
国
語
１
）

・
中
国
語
演
習
２

（基
礎
中
国
語
２
）

・
中
国
語
演
習
３

（会
話
　
Ｌ

・
Ｌ
）

・
中
国
語
演
習
４

（作
文
）

・
中
国

語
演
習
５

（基
礎
中
国
語
３
）

・
中
国
語
演
習
６

（基
礎
中
国
語
４
）

・
中
国
語
演
習
７

（会
話
２
）

，
中
国
語
演
習
８

（会
話
３
）

・

中
国
語
演
習
９

（基
礎
中
国
語
５
）

・
中
国
語
演
習
１０

（基
礎
中
国
語
６
）

・
中
国
語
演
習
Ｈ

（新
聞
）

・
中
国
語
演
習
１２

（通
信
文

１
）

・
中
国
語
演
習
１３

（放
送
中
国
語
）

・
中
国
語
演
習
１４

（
通
信
文
２
）

。
中
国
語
演
習
１５

（講
読
）

・
中
国
語
演
習
１６

（会
話

４
）

。
中
国
文
学
特
殊
講
義

。
中
国
哲
学
特
殊
講
義

〈選
択
科
目
〉
二
〇
単
位

中
国
文
化
史

・
中
国
政
治
経
済
論

・
地
域
研
究
１

（中
国
）

・
地
域
研
究
２

（東
南
ア
ジ
ア
）

言
語
学
概
諭

・
時
事
中
国
語

・
商
業
中
国
語

・
会
計
学

簿
記
学

・
経
営
学
特
殊
講
義
１

（商
法
）

・
経
営
学
特
殊
講
義
２

（外
国
為
替
論
）

経
営
学
特
殊
講
義
３

（貿
易
実
務
）

・
英
語
学
特
殊
講
義
１

・
英
語
学
特
殊
講
義
２

日
本
語
講
座

（卒
業
単
位
に
含
ま
な
い
）

日
本
語
学

・
日
本
語
教
授
法

，
日
本
語
文
章
表
現
法

・
日
本
文
化
史

こ
の
中
で
、
日
本
語
関
係
の
科
日
は
特
に
異
色
で
あ
る
。
日
本
語
科
目
開
設
の
目
的
は
、
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
を
行
う
人
材

を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
学
科
設
立
当
時
は
、
日
本
語
教
師
に
対
す
る
社
会
的
需
要
も
、
今
日
の
よ
う
に
通
迫
し
た
も
の
で
は
な
く
、

全
国
の
中
国
語
学
科
で
日
本
語
科
目
を
置
く
例
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
つ
た
。
今
日
わ
が
国
の
発
展
と
と
も
に
、
世
界
的
に
日
本
語
学
習
者

が
増
え
て
お
り
、
日
本
語
教
育
は

一
種
の
ブ
ー
ム
と
な

つ
て
い
る
。
本
学
科
は
学
科
設
立
当
初
か
ら
、
中
国
語
専
攻
の
学
生
に
日
本
語
教

一　

中
国
語
学
科

三
二

一



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

授
法
を
取
得
す
る
機
会
を
与
え
て
お
り
、
そ
こ
に
は
関
係
者
の
時
代
を
見
通
す
見
識
が
あ

つ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
社
会
の
変
化
、
学
生
の
動
向
に
合
わ
せ
て
調
整
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
学
科
で
は
こ
の
後
、
大
き
く
分
け
て

三
回
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
編
を
行

つ
た
。

ま
ず
最
初
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
編
は
、
学
科
が
設
立
さ
れ
て
お
よ
そ
五
年
に
わ
た

つ
て
、
土
井
章
主
任
教
授
の
も
と
で
行
わ
れ
た
。
学

科
が
設
立
さ
れ
て
学
生
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
学
生
の
志
向
も
具
体
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
学
生
は
中
国
語
を
目
ざ

し
て
入
学
し
て
は
来
る
も
の
の
、
そ
の
志
向
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
面
か
ら
も
対
応
す
る
必
要
が
あ
つ
た
。
学
科
設
立

当
初
は
、
日
中
間
の
国
交
は
回
復
さ
れ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
中
国
関
係
の
就
職
事
情
も
今
日
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
も
の
で
は
な
く
、
た
と

え
中
国
語

・
中
国
事
情
を
修
め
た
と
し
て
も
、
満
足
の
い
く
職
を
探
す
の
は
難
し
い
状
況
で
あ
つ
た
。
学
生
の
な
か
に
は
役
所
に
就
職
を

希
望
す
る
者
や
、
外
交
官
試
験
を
目
ざ
す
者
も
現
れ
た
。
そ
こ
で
、
学
生
の
進
路
を
広
げ
る
と
い
う
意
味
か
ら
、
新
た
に
行
政
法
や
経
済

政
策

・
経
済
原
論

・
国
際
関
係
論

・
国
際
政
治
学

・
国
際
法
な
ど
の
科
目
が
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
設
立
当
初
、
英
語
科
目
は
選
択
科
目

で
あ
つ
た
が
、
英
語
の
世
界
語
と
い
う
重
要
性
に
鑑
み
、
こ
れ
を
必
修
科
日
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

二
回
目
の
改
編
は

一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年
、
香
坂
順

一
主
任
教
授
の
も
と
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
学
科
が
設
立
さ

れ
て

一
〇
年
が
た
つ
て
お
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
種
々
の
面
か
ら
見
直
す
必
要
が
出
て
き
た
。
香
坂
教
授
は
今
後
の
学
科
の
目
標
と
し
て
、

本
学
科
が

「
日
本
社
会
に
お
い
て
市
民
権
を
得
る
」
こ
と
を
提
唱
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
教
員
と
学
生
が
共
に
努
力
し
て
、
本
学
科
の
存

在
を
社
会
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
育
と
い
う
面
か
ら
と
ら
え
る
と
、
優
れ
た
学
生
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
面
で
は
、
各
科
日
の
間
に
有
機
的
な

つ
な
が
り
を
持
た
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
つ
た
。

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
改
編
に
当
た
り
、　
一
年
に
わ
た
る
議
論
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
決
ま
つ
た
。

０
　
第

一
外
国
語
の
中
国
語
科
目
を
有
機
的
に
活
用
す
る
。

三
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０
　
こ
れ
ま
で
の
演
習
１
～
１６
の
科
目
に
具
体
的
な
名
称
を
与
え
て
、
改
編
す
る
。

０
　
ゼ
ミ
を
開
設
す
る
。

中
国
語
科
日
は
教
養
課
程
の
二
年
間
で
、
第

一
外
国
語
、
必
修
科
日
と
し
て

一
〇
単
位
履
修
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
専
門
科
日
と
の
関
係

が
希
薄
で
あ
り
、
効
率
的
な
語
学
教
育
を
行
う
た
め
に
は
、
専
門
教
育
の

一
環
と
し
て
活
用
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
教
養
課
程

の
中
国
語
担
当
者
と
協
力
し
、
今
後
、
第

一
外
国
語
と
し
て
の
中
国
語
科
目
に
よ
つ
て
中
国
語
の
基
礎
教
育
を
行
い
、
専
門
課
程
の
語
学

科
日
に
よ
つ
て
こ
れ
を
応
用
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
教
養
課
程
の
科
目
と
学
科
の
科
目
と
の
有
機
的
な
結
合
を
は
か
る
こ
と
に
な

っ
た
。
本
学
科
で
は
、　
一
、
二
年
次
の
教
養
課
程
の
段
階
で
は
ク
ラ
ス
担
任
制
を
と
つ
て
い
る
。
若
手
の
教
員
が
ク
ラ
ス
担
任
に
な
り
、

中
国
語
ｌ
Ａ

・
ｌ
Ｂ

・
ｌ
Ｃ
等
と
分
か
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
科
目
を

一
つ
の
科
日
と
み
な
し
、
各
ク
ラ
ス
担
任
が
こ
れ
を
担
当
し
、
二
年

間
で
中
国
語
の
基
礎
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ

つ
た
。
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
と
教
員
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
を
密
に
し
、　
一
方
、
教
員
に
対
し
て
は

一
種
の
責
任
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
室
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
ね

ら
い
が
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
学
生
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
科
目
が
整
理
さ
れ
て
教
科
書
の
数
が
減
り
、
ま
た
、
同

一
の
教

員
と
の
接
触
が
密
に
な
り
親
近
感
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
お
お
む
ね
好
評
で
、
今
日
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
改
革
に
伴
い
、
専
門
課
程
の
中
国
語
学
関
係
の
科
日
も

一
部
調
整
す
る
必
要
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
ま
で
中
国
語
演
習
１
～

１６
は
、
基
礎
中
国
語

・
会
話

・
作
文

・
講
読
等
の
科
目
が
段
階
的
に
配
置
さ
れ
て
い
た
の
で
、
科
日
数
か
ら
み
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
問
題
は
な

か
つ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
新
し
い
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
演
習
と
称
し
た
科
日
に
そ
れ
ぞ
れ
科
日
名
と
、
具
体
的
な
出
し
も
の

を
示
す
こ
と
に
な

つ
た
。
ま
ず
文
法
科
日
と
し
て
、
文
法
１

・
文
法
２
が

一
、
二
年
次
に
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
外
国
語
科

日
と
し
て
の
中
国
語
科
日
を
文
法
面
か
ら
補
強
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
学
生
の
中
国
語
運
用
能
力
を
高
め
る
た
め
に
、
会
話

・
作
文

の
科
目
に
は
特
に
重
点
が
置
か
れ
た
。　
一
年
次
か
ら
三
年
次
ま
で
、
中
国
語
会
話
１
～
４
が
必
修
科
日
、
中
国
語
会
話
５
が
選
択
科
日
と

一
　

中

国

語

学

科

三
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二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

三
二
四

し
て
設
け
ら
れ
、
特
に

一
年
次
に
お
い
て
は
、
会
話
１

・
会
話
２
の
二
科
目
を
履
修
さ
せ
る
こ
と
に
な

つ
た
。
ま
た
、
会
話
の
授
業
で
は

各
ク
ラ
ス
を
さ
ら
に
二
つ
に
分
け
、
少
人
数
で
の
語
学
教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
作
文
科
日
は
中
国
語
作
文
１
～
４
が
設
け
ら

れ
、
特
に
、　
一
、
二
年
次
の
作
文
１

・
作
文
２
は
、
第

一
外
国
語
の
中
国
語
科
日
と
運
動
し
、
表
現
法
の
面
か
ら
補
強
す
る
こ
と
に
な
つ

た
。
講
読
科
目
は
講
読
１
～
５
が
設
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
講
読
１

・
２

・
４
に
文
学
作
品
、
講
読
３

・
５
に
論
文
体
の
文
章
が
あ
て

ら
れ
た
。
文
学
作
品
の
講
読
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
日
で
扱
う
作
品
の
時
代
指
定
を
行
い
、
現
代
中
国
語
の
文
体
が

一
通
り
把
握
で
き
る

よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
。
ま
た
、
論
文
体
の
講
読
で
は
新
聞
や
論
文
等
、
現
在
の
言
語
を
反
映
す
る
も
の
を
扱
う
こ
と
と
な
つ
た
。

ゼ
ミ
の
開
設
は
、
大
学
院
進
学
希
望
者
の
要
望
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
優
秀
な
学
生
も
現
れ
、
大
学
院
に
進

学
を
希
望
す
る
者
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
。
進
学
希
望
者
に
は
、
こ
れ
ま
で
相
談
を
受
け
た
教
員
が
個
人
的
に
指
導
し
て
い
た
が
、

学
科
と
し
て
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
の
せ
て
指
導
す
る
必
要
が
生
ま
れ
た
。
そ
こ
で
、
経
験
豊
か
な
教
授
に
よ
る
ゼ
ミ
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な

り
、
中
国
語
文
法

・
中
国
文
学
の
ゼ
ミ
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
改
編
は
中
国
語
学
の
科
目
に
重
点
が
置
か
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
他
大
学
に
お
い
て
も
中
国
語
学
科
を
新
設
す
る
と

こ
ろ
が
現
れ
は
じ
め
、
本
学
科
も
い
や
お
う
な
く
競
争
の
波
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
社
会
に
わ
れ
わ
れ
の
存
在
を
示
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
中
国
語
学
科
と
し
て
は
、
中
国
語
の
で
き
る
学
生
を
社
会
に
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
き
お
い
学

生
に
対
す
る
要
求
も
厳
し
く
な

つ
た
。
学
生
に
卒
業
時
ま
で
緊
張
感
を
持
た
せ
る
と
い
う
主
旨
か
ら
、
四
年
次
に
講
読
の
必
修
科
目
が
二

科
日
配
当
さ
れ
た
。
と
に
か
く
、
で
き
る
学
生
を
つ
く
る
、
こ
れ
が
当
時
の
至
上
命
題
で
あ

っ
た
。

三
回
目
の
改
編
は
、　
一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年
川
上
久
寿
主
任
教
授
の
も
と
で
行
わ
れ
た
。　
一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
、
本
学
に

は
ア
ジ
ア
地
域
を
志
向
す
る
国
際
関
係
学
部
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
。
身
近
に
ラ
イ
バ
ル
が
現
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
本
学
科
は
さ

ら
に

一
層
、
学
科
の
特
色
を
打
ち
出
す
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
お
よ
そ

一
年
に
わ
た
る
協
議
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
決
ま
つ
た
。



０
一　
通
訳
の
専
門
家
を
養
成
す
べ
く
、
そ
の
関
連
の
科
目
を
開
設
す
る
。

０
　
学
生
の
個
別
指
導
の
徹
底
を
は
か
る
べ
く
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
拡
充
す
る
。

０
一　
方
言
科
目
を
設
け
る
。

先
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
で
実
用
語
学
重
視
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
特
に
会
話
科
目
に
は
十
分
な
時
間
が
配
当
し
て
あ
っ
た

の
で
し
だ
い
に
成
果
も
上
が
つ
て
き
た
。
学
生
の
な
か
に
も
会
話
の
習
得
に
熱
心
な
者
が
現
れ
、
特
に
女
子
学
生
の
な
か
に
は
、
職
業
と

し
て
の
通
訳
を
目
ざ
す
者
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
通
訳
は
会
話
力
の
上
に
成
り
立
つ
が
、
単
に
自
分
の
意
志
を
伝
え
る
能
力
と
は

異
な
る
専
門
的
な
技
術
が
必
要
で
あ
る
。
中
国
へ
の
留
学
は
比
較
的
容
易
に
な
つ
て
は
い
た
が
、
専
門
的
な
教
育
を
行
う
た
め
に
は
、
本

学
科
に
講
座
を
開
く
必
要
が
あ
つ
た
。
そ
こ
で
、
翻
訳
の
講
座
と
し
て
、
中
国
語
通
訳

・
翻
訳
概
論

・
中
国
語
通
訳
法

・
中
国
語
翻
訳
法

の
科
目
を
設
け
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
の
講
座
は
、
ま
ず
、
通
訳

・
翻
訳
概
論
で
理
論
を
学
び
、
通
訳
法

・
翻
訳
法
で
具
体
的
に
訓
練
す

る
と
い
う
も
の
で
、
当
時
と
し
て
は
他
学
に
な
い
試
み
で
あ
つ
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
臨
時
定
員
増
に
よ
り
学
生
数
も
二
〇

〇
名
に
迫
る
ま
で
に
な
り
、
教
員
と
の
関
係
も
希
薄
に
な
つ
た
。
例
え
ば
、
学
生
が
就
職
活
動
を
す
る
場
合
、
日
こ
ろ
教
員
と
接
触
し
て

い
な
い
た
め
に
、
推
薦
状
さ
え
依
頼
し
に
く
い
と
い
う
状
況
も
現
れ
た
。
マ
ス
プ
ロ
教
育
の
弊
害
が
生
ま
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
早
急
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
つ
た
。
そ
こ
で
、
従
来
の
ゼ
ミ
を
拡
張
し
て
、
学
生
の
対
象
を
広
げ
―
教
養
ゼ
ミ
的
な
も
の
に
し
、
個
別
指
導
の
徹
底

を
は
か
る
こ
と
に
な
つ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
学
科
の
ゼ
ミ
は
大
学
院
進
学
者
の
受
験
コ
ー
ス
的
色
彩
を
持
つ
て
い
た
が
、
こ
れ

を
拡
充
し
て
教
員
と
学
生
の
研
究
と
人
間
的
な
触
れ
合
い
の
場
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
中
国
語
文
法

。
中
国
語
語
彙
論

・
中

国
語
歴
史
文
法

・
中
国
文
学

・
地
域
研
究
の
ゼ
ミ
が
設
け
ら
れ
、
教
員
全
員
で
当
た
る
こ
と
に
な
つ
た
。
方
言
の
知
識
は
実
務
に
役
立
つ

だ
け
で
は
な
く
、
標
準
語
や
中
国
語
の
歴
史
を
理
解
す
る
上
で
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
方
言
科
目
の
必
要
性
は
こ
れ
ま
で
も
認
識
さ
れ

て
は
い
た
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
中
国
へ
留
学
す
る
学
生
も
増
え
、
中
国
の

一　

中
国
語
学
科

三
二
五
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方
言
に
興
味
を
持
つ
者
も
多
く
、
特
に
、　
一
部
の
学
生
か
ら
は
方
言
科
日
の
開
設
に
対
し
て
強
い
要
望
が
で
た
。
そ
こ
で
、
上
海
語
も
し

く
は
広
東
語
を
履
修
す
る
方
言
科
目
を
設
け
る
こ
と
に
な
つ
た
。

こ
の
改
編
は
マ
ス
プ

ロ
教
育
か
ら
く
る
弊
害
を
除
き
、
学
生
の
個
性
と
能
力
に
細
か
く
対
応
す
る
こ
と
を
ね
ら
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
。

現
行
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
、
こ
の
改
編
を
経
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
現
在
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

〈必
修
科
目
〉
四
六
単
位

中
国
語
学
概
論

・
中
国
語
音
声
学
概
論

・
中
国
語
文
法
１

・
中
国
語
文
法
２

・
中
国
語
会
話
１

・
中
国
語
会
話
２

・
中
国
語
会
話
３

・
中

国
語
作
文
１

・
中
国
語
作
文
２

・
中
国
語
作
文
３

・
講
読
１

（文
学
作
品
、
解
放
後
）

・
講
読
２

（文
学
作
品
、
解
放
後
）

・
講
読
３

（政
諭
体
）

・
講
読
４

（文
学
作
品
、
五
四
時
代
）

・
講
読
５

（政
論
体
）

・
現
代
中
国
文
学
概
論

・
英
語
１

・
英
語
２

・
英
語
３

・
英

語
４

〈選
択
必
修
科
目
〉
三
二
単
位
以
上
履
修

言
語
学
概
論

。
中
国
語
文
法
概
論

・
中
国
文
字
学
概
論

。
中
国
語
史

・
中
国
文
化
史

・
中
国
文
学
特
殊
講
義

・
中
国
哲
学
特
殊
講
義

・
時

事
中
国
語

・
商
業
中
国
語

。
一
般
音
声
学

地
域
研
究
１

（中
国
地
誌
）

・
地
域
研
究
２

（中
国
近
代
史
）

・
地
域
研
究
３

（中
国
政
治
）

・
地
域
研
究
４

（中
国
経
済
）

・
地
域
研

究
５

（東
南
ア
ジ
ア
華
僑
）

・
地
域
研
究
６

（東
南
ア
ジ
ア
諸
国
）

（選
択
科
目
〉
八
八
単
位
以
上
履
修

フ
ラ
ン
ス
語

・
ド
イ
ツ
語

。
ロ
シ
ア
語

・
ス
ペ
イ
ン
語

・
朝
鮮
語

。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

・
ア
ラ
ビ
ア
語

・
タ
イ
語

・
蒙
古
語

・
特
殊
外
国

雲
中



中
国
語
文
法
演
習

・
中
国
語
語
彙
諭
演
習

。
中
国
語
歴
史
文
法
演
習

。
中
国
文
学
演
習

・
地
域
研
究
演
習

・
中
国
語
通
訳
翻
訳
概
諭

・
中

国
語
通
訳
法

・
中
国
語
翻
訳
法

・
中
国
語
方
言
１

・
中
国
語
方
言
２

・
国
際
関
係
論

・
国
際
経
済
諭

。
経
済
政
策

・
経
営
学
総
論

・
国
際

法

・
民
法

・
商
法

・
会
計
学

・
簿
記
原
理

・
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
基
礎
理
論

・
社
会
思
想
史

・
文
化
人
類
学

・
日
本
文
化
論

・
日
本
語
学
概

論

・
日
本
語
学
演
習

。
日
本
語
教
授
法

・
文
章
表
現
法

④
　
国
際
交
流

外
国
語
を
学
ぶ
者
は
、
そ
の
言
葉
が
話
さ
れ
る
本
国
と
絶
え
ず
接
触
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
本
学
科
で
は
学
科
設
立
以
来
国

際
交
流
を
重
視
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
交
流
関
係
を
持
つ
た
の
は
、
北
京
外
国
語
学
院
と
北
京
師
範
大
学
で
あ
る
。
前
者
と
の
交
流
は

一

九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
に
始
ま
り
、
現
在
も
続
い
て
い
る
。
後
者
と
の
交
流
は

一
九
八
三
年
に
始
ま
つ
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
教

員
を
相
互
に

一
名
ず
つ
派
遣
し
て
終
了
し
た
。

⑤
　
北
京
外
国
語
学
院
と
の
交
流

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
と
い
え
ば
、
本
学
科
が
設
立
さ
れ
て
八
年
目
、
よ
う
や
く
学
科
の
基
礎
も
で
き
、
次
の
ス
テ
ツ
プ
を
模
索

し
て
い
た
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
時
、
本
学
理
事
会
は

「
国
際
交
流
を
盛
ん
に
す
る
」
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
北
京
外
国
語
学
院
と

の
交
流
交
渉
は
、
こ
の
方
針
が
直
接
の
契
機
と
な

つ
て
着
手
さ
れ
た
。
当
時
の
学
科
主
任
、
香
坂
順

一
教
授
は
、
そ
の
経
緯
を
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

北
京
外
国
語
学
院
と
の
提
携
の
話
は

一
九
八
〇
年
二
月
ご
ろ
か
ら
、
長
年
の
中
国
の
友
人
郭
承
敏
君
、
少
し
後
れ
て
在
北
京
の
上
野
恵

司
君
を
通
じ
て
進
め
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
前
に
い
く
つ
か
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
、
中
国
の
大
学
に
打
診
し
て
お
い
た
の
で
あ
る

が
、
事
の
直
接
の
起
こ
り
は
、
本
学
の
理
事
会
が
決
定
し
た

「
国
際
交
流
を
盛
ん
に
す
る
」
と
い
う
方
針
、
こ
の
実
現
に
努
力
さ
れ
て
い

た
時
枝
理
事
長
か
ら
の
要
望
で
あ
つ
た
。　
一
九
七
九

（昭
和
五
四
）
年
の
秋
で
あ

つ
た
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
時
枝
理
事
長
と
お
会
い
し

一　

中
国
語
学
科

三
二
七
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た
折
、
も
し
中
国
の
大
学
と
の
人
的
交
流
の
実
現
の
可
能
性
が
あ
る
な
ら
、
学
部
長
と
も
相
談
の
上
、
あ
る
程
度
ま
で
話
を
進
め
て
み
た

ら
ど
う
か
、
と
い
う
提
案
を
受
け
た
。
私
は
幸
い
、
中
国
に
多
く
の
友
人
を
持
つ
て
お
り
、
事
を
進
め
る
糸
口
に
は
恵
ま
れ
て
い
た
の
で
、

慎
重
に
こ
れ
に
取
り
組
む
決
意
を
し
た
。

私
が
本
学
に
就
任
し
、
ま
ず
感
じ
た
こ
と
は
、
折
角
将
来
性
が
あ
る
教
師
を
擁
し
て
い
な
が
ら
、
こ
の
方
た
ち
が
研
究
の
方
向
が
つ
か

め
ず
、
手
探
り
状
態
で
あ
つ
た
。
ま
た
、
学
生
の
方
は
中
国
語
を
学
ん
で
い
な
が
ら
、
中
国
を
遠
い
存
在
の
よ
う
に
受
け
取
り
、
こ
れ
に

接
近
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
持

つ
て
い
な
い
こ
と
で
あ

つ
た
。
大
東
文
化
大
学
の
中
国
語
学
科
が

「
市
民
権
」
を
得
る
た
め
に
は
、
教
師

の
質
の
向
上
、
学
生
の
意
識
の
変
化
こ
そ
が
緊
急
を
擁
す
る
仕
事
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
よ
う
に
な
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。

教
師
の
側
の
問
題
の
解
決
に
は
、
ま
ず
二
つ
の
方
法
を
採
る
こ
と
に
し
た
。　
一
つ
は
共
同
研
究
を
進
め
相
互
に
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
、

一
つ
は
中
国
に
滞
在
し
研
究
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
前
者
は

一
応
軌
道
に
の
り
、
今
日
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
後
者

は
い
く
ら
か
の
曲
折
を
経
て
実
現
し
て
い
る
も
の
の
、
継
続
性
と
い
う
点
で
ま
だ
解
決
す
べ
き
点
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
解
決
が
迫
ら

れ
て
い
た
。
ひ
と
り
学
生
側
の
問
題
は
教
授
内
容
な
ど
に
若
干
の
改
良
を
加
え
た
の
み
で
、
中
国
へ
の
関
心
を
喚
起
す
る
効
果
的
な
方
法

を
見
い
だ
す
の
に
苦
し
ん
で
い
た
の
が
、
偽
ら
ざ
る
状
態
で
あ

つ
た
。
（「第

一
回
夏
期
中
国
語
研
修
報
告
」
五
頁
）

当
時
北
京
外
国
語
学
院
院
長
は
、
中
国
政
界
の
重
鎮
で
あ
る
膠
承
志
氏
で
あ
つ
た
が
、
氏
の
積
極
的
な
支
持
も
あ
り
、
交
渉
は
友
好
的

な
雰
囲
気
の
う
ち
に
順
調
に
進
み
、　
一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
七
月
、
時
枝
満
康
理
事
長
、
吉
村
五
郎
外
国
語
学
部
長
が
北
京
外
国
語

学
院
を
訪
問
し
、
交
流
協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
た
。
協
定
に
は
、
北
京
外
国
語
学
院
に
よ
る
夏
期
中
国
語
研
修
の
開
催
、
教
員
や
研
究

生
の
交
換
、
専
門
家
の
相
互
派
遣
、
図
書
の
交
換
等
、
両
校
の
発
展
を
目
ざ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
こ
の

協
定
は
現
在
ま
で
三
回
、
発
展
的
に
改
定
さ
れ
、
両
校
の
関
係
は
ま
す
ま
す
緊
密
に
な
つ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
年
の

一
一
月
に
は
、
北
京
外
国
語
学
院
代
理
院
長
測
何
先
生
ほ
か
五
名
を
大
東
文
化
学
園
が
日
本
に
招
待
し
、
本
学
を
は



じ
め
日
本
各
地
の
学
校
、
研
究
所
、
図
書
館
等
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、
両
校
の
交
流
を
ま
す
ま
す
強
固
な
も
の
と
し
た
。

⑥
　
夏
期
中
国
語
研
修

北
京
外
国
語
学
院
に
お
け
る
夏
期
中
国
語
研
修
は

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
に
始
ま
つ
た
が
、
今
年
で

一
三
回
目
に
な
る
。　
一
九
八

九

（平
成
元
）
年
を
除
い
て
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。
引
率
に
は
教
員
二
名
と
事
務
職
員

一
名
が
あ
た
る
。
募
集
は
本
学
科
の
学
生
だ

け
で
な
く
、
全
学
の
二
、
三
年
生
を
対
象
と
し
て
お
り
、
毎
回
五
〇
名
～
八
〇
名
の
学
生
が
参
加
し
て
い
る
。
研
修
期
間
は
七
月
下
旬
か

ら
約

一
か
月
間
で
、
は
じ
め
の
約
二
〇
日
間
は
、
北
京
に
お
け
る
語
学
研
修
に
参
加
し
、
そ
の
後
、
西
安

・
杭
州

・
蘇
州

・
上
海
等
の
諸

都
市
を
見
学
し
、
八
月
下
旬
に
帰
国
す
る
。
北
京
に
お
け
る
語
学
研
修
で
は
、
午
前
中
は
教
室
で
会
話

・
作
文
を
主
と
し
た
授
業
を
受
け
、

午
後
は
自
由
行
動
と
な
り
、
各
自
市
内

へ
繰
り
出
し
、
勉
強
の
成
果
を
実
際
に
試
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
土
曜
日
や
日
曜
日
に
は
観
劇

や
近
郊

へ
の
小
旅
行
が
組
ま
れ
、
語
学
研
修
に
疲
れ
た
学
生
の
憩
い
の
ひ
と
と
き
に
な

つ
て
い
る
。

参
加
者
に
は
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
帰
国
後
こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
も
と
に
研
修
報
告
書
を
作
成
し
、
在
学
生
や
本
学
と
関

係
の
あ
る
高
校
、
企
業
に
配
布
す
る
。
語
学
の
研
修
期
間
は
わ
ず
か
二
〇
日
間
で
あ
る
の
で
、
語
学
力
の
急
激
な
向
上
は
期
待
で
き
な
い

が
、
中
国
の
社
会
や
学
生
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
の
中
国
を
理
解
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
つ
て
い
る
。

⑦
　
研
修
教
員
、
専
門
家
の
相
互
派
遣

研
修
教
員
、
専
門
家
の
相
互
派
遣
は
、
交
流
協
定
が
締
結
さ
れ
た
翌
年
か
ら
始
ま
つ
た
。
本
学
科
の
派
遣
す
る
教
員
は
、
主
に
北
京
外

国
語
学
院
の
日
本
語
学
科
で
日
本
語
の
授
業
を
担
当
す
る
。
本
学
科
は
北
京
外
国
語
学
院
よ
り
常
時
二
、
三
名
の
専
門
家
を
迎
え
て
い
る

が
、
主
に
中
国
語
会
話
の
授
業
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
た
び
更
新
さ
れ
た
協
定
で
は
、
本
学
教
員
に
、
北
京
外
国

語
学
院
に
お
け
る

一
か
月
か
ら
三
か
月
の
短
期
研
究
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
制
度
も
若
手
教
員
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

③

学
者
の
招
聘

一
　

中
国
語
学
科

三
二
九
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本
学
科
で
は
北
京
外
国
語
学
院
と
の
交
流
と
は
別
に
、　
一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
か
ら
中
国
の
著
名
な
研
究
者
を
毎
年
二
週
間
程
度

招
請
し
、
本
学
の
教
員
お
よ
び
日
本
の
中
国
語
、
中
国
文
学
研
究
者
と
の
研
究
交
流
を
行

つ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
招
聘
し
た
研
究
者
、
お

よ
び
研
究
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
　
南
開
大
学
教
授
　
曾
広
燦
教
授

老
舎
の
小
説
に
つ
い
て

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
　
北
京
語
言
学
院
教
授
　
劉
月
華

中
国
語
教
育
か
ら
み
た
中
国
語
文
法
に
つ
い
て

一
九
八
九

（平
成
元
）
年
　
中
国
社
会
科
学
院
教
授
　
陳
建
民

北
京
の
口
語
に
つ
い
て

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
　
中
山
大
学
教
授
　
李
新
魁

中
国
音
韻
史
に
つ
い
て

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
　
中
国
社
会
科
学
院
教
授
　
李
臨
定

現
代
中
国
語
の
文
型
に
つ
い
て

⑨

学
会
の
開
催

本
学
科
で
は
こ
れ
ま
で
、
国
内
に
向
け
て
も
そ
の
存
在
を
主
張
す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
つ
て
き
た
。
そ
の

一
つ
が
学
会
の
開

催
で
あ
る
。
学
科
開
設
以
来
、
中
国
語
学
会
の
全
国
大
会
を
二
回
開
催
し
た
。　
一
回
日
は
学
科
設
立
間
も
な
い

一
九
七
七

（昭
和
五
二
）

年
、
中
国
語
学
研
究
会
第
二
七
回
全
国
大
会
を
全
国
の
研
究
者
約
二
〇
〇
名
の
参
加
を
得
て
開
催
し
た
。
本
学
科
の
若
手
教
員
も
多
数
研

究
発
表
を
行
い
、
盛
会
で
あ

つ
た
。
二
回
日
は

一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年
に
、
同
じ
く
中
国
語
学
会
第
二
五
回
全
国
大
会
を
約
二
二
〇



名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
し
た
。
こ
の
大
会
で
は
、
特
に
、
本
学
理
事
会
の
好
意
に
よ
り
、
中
国
か
ら
、
愈
敏

・
張
志
公
と
い
う
著
名
な

学
者
を
迎
え
、
特
別
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
全
国
の
中
国
語
研
究
者
か
ら
惜
し
み
な
い
賛
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
総
会
で
は
外
国

語
学
部
の
牛
島
徳
次
教
授
が
学
会
理
事
長
に
選
出
さ
れ
、
本
学
科
の
名
声
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
に
な
つ
た
。

⑩

学

　

生

本
学
科
の
在
学
生
数
は
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
九
月
現
在
八
五
三
名
で
あ
る
。
学
生
数
は
増
加
し
た
が
、
上
級
生
の
良
き
指
導
に

よ
り
、
学
生
の
組
織
的
な
活
動
は
年
々
盛
ん
に
な
つ
て
お
り
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て
、
学
生
間
の
つ
な
が
り
も
密
に
な
つ
て
い
る
。
ま
た
、

中
国
語
に
真
剣
に
取
り
組
む
学
生
が
増
え
、
そ
の
対
外
的
な
活
躍
も
顕
著
に
な
つ
て
き
て
い
る
。

①

外
国
語
学
会

外
国
語
学
部
に
は
、
教
員
と
学
生
の
研
究
、
親
睦
の
機
関
で
あ
る
外
国
語
学
会
が
あ
る
。
学
部
設
立
当
初
は
、
中
国
語
学
科
と
英
語
学

科
が
同

一
の
会
計
の
も
と
に
運
営
し
て
い
た
が
、
両
学
科
と
も
に
独
自
の
行
事
を
行
い
た
い
と
の
意
向
が
強
く
な

つ
た
の
で
、　
一
九
七
八

（昭
和
五
三
）
年
ご
ろ
か
ら
、
予
算
を
両
学
科
の
学
生
数
に
応
じ
て
配
分
し
、
中
国
語
部
会
、
英
語
部
会
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な

つ

た
。中

国
語
部
会
は
主
に
、
ク
ラ
ス
で
選
出
さ
れ
た
代
議
員
に
よ
る
通
称

「
学
部
会
」
に
よ
つ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
例
年
の
行
事
は
、
会

誌
の
発
行
、
弁
諭
大
会
、
夏
期
中
国
語
合
宿
、
講
演
会
、
留
学
生
と
の
交
歓
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
多
彩
で
あ
る
。

②

会
議
の
発
行

中
国
語
部
会
は
春
と
秋
、
年
に
二
回

『
春
華
秋
実
」
と
い
う
会
誌
を
発
行
し
て
い
る
。
本
学
科
は
学
生
数
も
多
く
、
ま
た
、　
一
、
二
年

次
の
教
養
課
程
は
東
松
山
校
舎
、
三
、
四
年
次
の
専
門
課
程
は
板
橋
校
舎
と
い
う
よ
う
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
、
上
級
生
と
下
級
生
が
触

れ
合
う
機
会
が
少
な
い
。
会
誌
は
学
科
内
の
意
志
疎
通
を
は
か
る
た
め
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
直
接
の
き
つ
か
け
は
、　
一
九
七
七

一　

中
国
語
学
科

三
二

一
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三
二

（昭
和
五
四
）
年
ご
ろ
だ
つ
た
と
思
う
が
、
当
時
の
学
科
主
任
、
香
坂
順

一
教
授
が
、
あ
る
日
学
部
会
の
学
生
と
雑
談
し
て
い
る
と
き
、

「
学
科
の
新
間
を
出
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
こ
と
か
ら
始
ま
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
学
生
の
ほ
う
も
ち
よ
う
ど
中
国
語
部
会
と
し

て
新
し
い
活
動
を
始
め
た
と
き
で
も
あ
つ
た
の
で
、
こ
れ
は
お
も
し
ろ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
発
行
の
運
び
と
な

つ
た
。
会
誌
の
名
前

は
、
香
坂
教
授
の
提
案
で

『
春
華
秋
実
』
と
な
つ
た
。
こ
の
言
葉
は
、
外
見
の
美
し
さ
と
内
面
の
充
実
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
実
力
を

つ

け
て
社
会
に
そ
の
存
在
を
示
そ
う
と
い
う
、
当
時
の
学
科
の
意
気
込
み
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

『
春
華
秋
実
』
は
タ
プ
ロ
イ
ド
判

一
枚
の
か
わ
い
い
新
聞
で
あ
る
が
、
す
で
に

一
四
年
続
い
て
い
る
。
体
は
小
さ
く
て
も
内
容
は
豊
富

で
あ
る
。
中
国
語
の
辞
書
の
紹
介
、
神
田
の
中
国
関
係
書
店
の
紹
介
、
教
員
の
中
国
語
学
習
体
験
記
、
大
学
院
進
学
の
心
構
え
、
ゼ
ミ
の

紹
介
、
学
生
の
留
学
体
験
記
、
就
職
時
の
会
社
の
探
し
方
な
ど
の
堅
い
も
の
か
ら
、
中
国
映
画
の
俳
優
さ
ん
の
紹
介
や
中
国
料
理
の
作
り

方
ま
で
、
学
生
な
ら
で
は
の
記
事
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。
編
集
に
携
わ
る
学
生
は
、
年
二
回
発
行
と
は
い
う
も
の
の
、
春
の
号
を
出
す
と

す
ぐ
秋
の
号
の
準
備
に
と
り
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、　
一
年
中
編
集
に
か
か
り
き
り
で
あ
る
。
そ
の
か
い
あ
つ
て
か
評
判
は
頗
る
よ
く
、

毎
年
そ
の
時
期
に
な
る
と
、
教
員

・
学
生
と
も
に
発
行
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。
「
春
華
秋
実
』
は
、
今
で
は
学
科
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
に
な
つ
て
い
る
。

①

弁
論
大
会

中
国
語
部
会
で
は
年
に

一
回
、　
一
、
二
年
生
に
よ
る
中
国
語
暗
誦
大
会
、
三
、
四
年
次
生
に
よ
る
中
国
語
弁
論
大
会
を
行

つ
て
お
り
、

こ
の
催
し
も
始
ま

つ
て
、
既
に

一
四
年
に
な
る
。
審
査
に
は
、
本
学
教
員
が
あ
た
る
が
、
厳
正
を
期
す
た
め
に
外
部
か
ら
も
審
査
員
を
迎

え
て
い
る
。　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
度
は
、
特
に
、
在
日
中
国
大
使
館
の
教
育
処
か
ら
四
名
の
グ
ス
ト
審
査
員
を
迎
え
て
盛
大
に
行
わ

れ
た
。
暗
誦
大
会
は
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
文
章
を
晴
誦
す
る
と
い
う
も
の
で
、
主
に
発
音
の
正
確
さ
や
、
表
現
力
の
優
劣
を
も
と
に

し
て
評
価
さ
れ
る
。
中
国
語
学
習
の
最
初
の
難
関
は
発
音
の
修
得
で
あ
る
の
で
、
暗
誦
大
会
は
中
国
語
の
基
礎
教
育
に
大
き
く
貢
献
し
て



い
る
。
弁
論
大
会
は
自
分
の
主
張
を
自
分
の
中
国
語
で
表
現
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
の
で
、
発
音
、
内
容
、
表
現
力
、
演
壇
で
の
態
度

を
も
と
に
評
価
が
行
わ
れ
る
。
最
近
で
は
特
に
女
子
学
生
の
活
躍
が
日
だ
ち
、
上
位
入
賞
を
独
占
す
る
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、
弁
論
大
会

の
上
位
入
賞
者
は
、
学
外
の
弁
論
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

①
　
弁
論
大
会
で
の
優
勝

本
学
科
の
学
生
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
的
規
模
の
弁
論
大
会
に
積
極
的
に
出
場
し
て
お
り
、
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
て
い
る
。
中
国
語
界

で
最
も
権
威
が
あ
る
の
は
、
朝
日
新
聞
社

・
朝
日
イ
ブ
ニ
ン
グ
ニ
ユ
ー
ス
社
共
催
に
よ
る
中
国
語
弁
諭
大
会
で
あ
る
が
、
毎
年
必
ず
出
場

し
て
い
る
。
入
賞
者
も
多
く
、
こ
れ
ま
で
、　
一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
に
岡
部
謙
治
君

（現
、
外
国
語
学
部
助
教
授
）
、　
一
九
八
四

（昭
和
五
九
）
年
に
山
崎
由
美
さ
ん
、　
一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
に
舛
本
尚
也
君
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
ほ
か
、
最
近
で
は
ほ
ぼ
毎
年

入
賞
者
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
始
ま
つ
た
日
本
ア
ジ
ア
航
空
主
催
の
弁
論
大
会
や
日
中
友
好
協
会
主
催
の
弁
論
大
会
で
も
既
に
優
勝

者

一
名
の
ほ
か
、
入
賞
者
三
名
が
出
て
い
る
。
弁
論
大
会
は
出
場
す
る
学
生
に
と
つ
て
は
、
他
大
学
の
力
を
知
る
よ
い
機
会
に
な
り
、
ま

た
、　
一
般
学
生
に
と
つ
て
も
大
き
な
励
み
に
な
る
の
で
、
学
科
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

①

留

　

学

本
学
科
で
は
、
毎
年
公
費
お
よ
び
私
費
に
よ
る
留
学
生
を
派
遣
し
て
い
る
。
毎
年
多
少
変
動
は
あ
る
が
、
例
え
ば
、　
一
九
九
二

（平
成

四
）
年
度
に
派
遣
す
る
公
費
留
学
生
は
三
名
で
、
留
学
期
間
は

一
年
、
そ
の
内
訳
は
、
日
本
国
際
教
育
協
会
の
給
付
に
よ
る
者
が

一
名
、

北
京
外
国
語
学
院
と
の
交
流
に
伴
う
者
が

一
名
、
そ
れ
に
本
学
の
給
付
に
よ
る
者
が

一
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
日
本
国
際
教
育
協
会
に
よ

る
も
の
が
最
も
古
く
、
学
科
が
設
立
さ
れ
て
間
も
な
く
始
ま
り
、
毎
年

一
名
の
留
学
生
を
送
つ
て
い
る
。
学
科
設
立
当
初
は
中
国
側
に
受

け
入
れ
体
制
が
な
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
台
湾
の
大
学
に
送

つ
て
い
た
が
、
中
国
の
受
け
入
れ
体
制
が
整
う
と
中
国
に
派
遣
す
る
よ
う
に

な

つ
た
。
北
京
外
国
語
学
院
の
支
給
す
る
奨
学
金
に
よ
る
留
学
は
、
交
流
協
定
の
発
効
と
と
も
に
始
ま
つ
た
。
当
初
は
中
国
語
学
科
の
枠

一
　

中
国
語
学
科

三
二
三
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章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
四

で
あ

っ
た
が
、
所
管
が
国
際
部
に
移
り
全
学
的
に
な
る
に
伴
い
、
募
集
対
象
が
全
学
に
広
が
つ
た
。　
一
九
九
二
年
度
は
本
学
科
の
学
生
が

選
ば
れ
、
留
学
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。
本
学
支
給
に
よ
る
留
学
は
本
年
度
よ
り
始
ま

つ
た
新
規
事
業
で
あ
り
、
本
年
度
は
北
京
外
国
語
学

院
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
公
費
留
学
生
に
つ
い
て
は
単
位
の
振
り
替
え
を
認
め
て
い
る
。

本
学
科
の
私
費
留
学
は
、
学
生
の
負
担
に
よ
つ
て
留
学
す
る
も
の
の
、
学
科
の
管
理
下
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。　
一
定
の
水
準
を
満

た
し
た
者
に
は
、
公
費
留
学
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
単
位
の
振
り
替
え
が
認
め
ら
れ
る
。
留
学
希
望
者
に
は
試
験
を
課
し
、
合
格
す
れ

ば
学
科
の
認
定
し
た
留
学
生
と
み
な
さ
れ
、
留
学
先
の
成
績
に
よ
り
単
位
の
振
り
替
え
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
制
度
は

一
九
八

一

（昭
和
五

六
）
年
か
ら
始
ま
つ
た
が
、
毎
年

一
〇
～

一
五
名
の
学
生
が
こ
の
制
度
に
よ
つ
て
留
学
し
て
い
る
。

①

就

　

職

本
学
科
の
学
生
の
就
職
先
は
、
金
融

・
証
券

・
デ
パ
ー
ト

・
ス
ー
パ
ー

・
商
社

・
旅
行
業

・
運
送
業

・
製
造
業

・
官
庁
な
ど
多
岐
に
わ

た
つ
て
い
る
。
中
国
語

・
中
国
事
情
の
知
識
を
業
務
上
必
要
と
す
る
職
業
に
就
く
者
も
年
々
増
え
て
き
て
い
る
。

外
国
語
を
学
ぶ
学
生
の
就
職
は
、
ど
う
し
て
も
相
手
国
の
国
情
、
相
手
国
と
わ
が
国
と
の
関
係
な
ど
に
左
右
さ
れ
る
。
特
に
相
手
国
が

社
会
主
義
国
の
場
合
、
そ
の
傾
向
が
強
く
現
れ
る
。

中
国
語
を
学
ぶ
学
生
も
そ
の
例
に
も
れ
な
い
。
本
学
科
は
時
期
的
に
は
日
中
国
交
回
復
を
機
に
設
立
さ
れ
た
が
、
当
初
は
日
中
間
の
経

済
的
関
係
も
今
日
の
よ
う
に
緊
密
で
は
な
く
、
就
職
先
の
開
拓
に
は
多
く
の
苦
難
が
あ

つ
た
。
各
教
員
が
知
り
合
い
を
頼

つ
て
企
業
に
あ

た
る
と
い
う
こ
と
も
あ
つ
た
。
今
日
で
は
本
学
科
の
卒
業
生
も
多
く
な
り
、
卒
業
生
を
通
じ
て
就
職
す
る
と
い
う
例
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
つ
た
。

現
在
、
中
国
の
政
策
転
換
に
伴
い
、
日
中
間
関
係
は
さ
ら
に
密
接
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
同
時
に
、
企
業
は
即
戦
力
の
あ
る
学
生
を
求
め

る
よ
う
に
な

つ
て
き
て
い
る
。
中
国
語
を
学
ぶ
学
生
に
つ
い
て
い
え
ば
、
中
国
語
が
話
せ
て
、
書
け
て
、
中
国
事
情
に
通
じ
て
い
る
学
生



を
求
め
て
い
る
。
本
学
科
で
は
中
国
に
多
数
の
留
学
生
を
送
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
学
生
に
対
す
る
企
業
の
評
価
は
高
く
、
日
中
関
連

の
職
場
か
ら
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

二
　
展
　
　
望

本
学
科
で
は

「
東
西
文
化
の
融
合
」
と
い
う
本
学
の
理
念
の
も
と
、
ア
ジ
ア
、
特
に
中
国
に
重
点
を
置
き
、
教
育
研
究
を
行
つ
て
き
た
。

日
中
国
交
回
復
後
、
日
本
社
会
の
中
国
へ
の
関
心
は
次
第
に
深
ま
つ
て
き
て
い
る
。
特
に
、
中
国
の
開
放
政
策

へ
の
転
換
に
よ
り
、
日
本

と
中
国
の
関
係
は
ま
す
ま
す
緊
密
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
学
科
を
と
り
ま
く
状
況
は
必
ず
し
も
楽
観
で
き
る
も
の
ば
か
り

で
は
な
い
。
臨
時
定
員
増
に
伴
い
本
学
科
は
毎
年
約

一
八
〇
名
の
学
生
を
入
学
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
全
国
の
私
立
大
学
の
中
国
語
学
科

の
定
員
と
比
較
す
れ
ば
、
三
倍
以
上
で
あ
る
。
外
国
語
を
初
歩
か
ら
学
習
し
、　
一
定
の
語
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
は
、
学
生
と

教
員
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
組
織
に
と
つ
て
規
模
が
大
き
い
こ
と
は
本
来
プ
ラ
ス
に
働
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
青

年
人
口
の
絶
対
的
減
少
に
伴
う
大
学
入
学
希
望
者
の
減
少
等
、
本
学
科
を
と
り
ま
く
状
況
は
明
る
い
も
の
ば
か
り
と
は
い
え
な
い
。

現
在
、
本
学
科
で
は
学
科
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
中
心
と
し
て
議
論
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
こ
と
を
紹
介
し
て
学

科
の
展
望
と
し
た
い
。

本
学
科
は
中
国
語

・
中
国
事
情
に
精
通
し
た
人
材
を
養
成
し
た
い
と
考
え
る
。
あ
そ
こ
の
学
生
な
ら
安
心
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
、
社

会
か
ら
そ
う
評
価
さ
れ
る
学
科
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
教
員
と
学
生
が

一
致
団
結
し
て
、
共
に
努
力
し
、
魅
力

あ
る
学
科
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
学
科
を
魅
力
的
に
す
る
方
策
は
い
ろ
い
ろ
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
中
心
に
な
る
も
の
は
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
編
成
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
学
生
の
受
講
状
況
を
み
て
も
、
す
べ
て
の
学
生
が
意
欲
を
持
つ
て
臨
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
。
こ

一　

中
国
語
学
科

三
二
五
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学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

れ
は
学
生
の
方
に
も
問
題
が
あ
ろ
う
が
、
教
え
る
側
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
も
問
題
が
あ
る
。
特
に
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
学
生
の
志
向
を
考

慮
し
、
社
会
の
要
求
に
合
わ
せ
て
、
魅
力
の
あ
る
も
の
に
す
べ
き
で
あ
る
。
現
在
、
本
学
科
で
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

①
　
少
人
数
授
業
の
拡
充

現
在
会
話
の
授
業
は
比
較
的
少
人
数
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
作
文

・
通
訳

・
翻
訳
法
等
の
科
目
に
も
広
げ
る
必
要
が
あ
る
。
わ

が
国
の
語
学
教
育
で
は
言
語
の
運
用
能
力
の
養
成
に
問
題
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
教
師
に
よ
る
矯
正
の
機
会
が
十
分
与
え

ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
少
人
数
ク
ラ
ス
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生

へ
の
個
別
指
導
を
徹
底
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
　
視
聴
覚
教
育
の
充
実

明
治
以
来
、
日
本
の
語
学
教
育
は
目
に
重
点
が
置
か
れ
、
耳
や
日
は
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
き
た
。
本
学
科
で
こ
れ
ま
で
そ
の
是
正
に
努

め
、
い
ろ
い
ろ
な
方
策
を
試
し
て
き
た
が
、
ま
だ
十
分
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
今
後
は
こ
の
方
面
に
力
を
注
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
学
内
の
視
聴
覚
施
設
を
十
分
に
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
の
面
で
は
、
提
携
校
で
あ
る
北
京
外

国
語
学
院
と
さ
ら
に
緊
密
な
連
携
を
は
か
り
、
本
学
科
の
学
生
に
適
応
し
た
独
自
の
ソ
フ
ト
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
新
カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
で
は
特
に
視
聴
覚
中
国
語

・
同
時
通
訳
の
講
座
を
開
設
し
、
高
度
な
専
門
的
教
育
を
行
う
。

③
　
現
地
研
修
の
充
実

現
在
、
北
京
外
国
語
学
院
と
の
交
流
協
定
に
よ
り
、
毎
年
夏
体
み
を
利
用
し
て

一
か
月
程
度
の
語
学
研
修
を
行
つ
て
お
り
、
既
に

一
定

の
成
果
を
収
め
て
い
る
。
今
後
は
こ
れ
と
は
別
に
、
正
規
授
業
の

一
環
と
し
て
の
短
期
留
学
制
度
を
設
け
た
い
。
す
な
わ
ち
、
三
年
次
に

お
い
て
、
希
望
者
に
は
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
二
か
月
程
度
北
京
で
語
学
の
研
修
を
行
う
機
会
を
与
え
、
研
修
の
成
績
に
よ
り
、
会

話

・
作
文

・
講
読
等
の
単
位
の
振
り
替
え
を
認
め
る
。
学
生
の
運
用
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
現
地
研
修
を
積
極
的
に
進
め
て
い

〓
〓
ニ
ユハ



く
必
要
が
あ
る
。

④
　
英
語
教
育
の
充
実

本
学
科
の
学
生
に
対
す
る
社
会
的
な
要
求
は
、
中
国
語
の
運
用
能
力
で
あ
る
が
、
国
際
語
た
る
英
語
の
修
得
に
も
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ

る
。
学
生
の
中
国
語
の
能
力
に
つ
い
て
は
、
次
第
に
評
価
を
得
つ
つ
あ
る
が
、
卒
業
後
の
活
躍
の
場
を
今
後
さ
ら
に
拡
大
す
る
た
め
に
は
、

英
語
の
修
得
が
不
可
欠
で
あ
る
。
英
語
の
運
用
能
力
の
養
成
に
重
点
を
お
い
た
語
学
教
育
を
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

⑤
　
情
報
教
育
の
充
実

今
日
、
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
は
社
会
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
が
、
こ
の
傾
向
は
今
後
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、
い
か
な
る
職
業
に
つ
こ
う

と
も
そ
の
知
識
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。　
一
方
、
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
専
門
家
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
道

具
と
し
て
用
い
る
者
と
の
二
極
分
化
は
、
今
後
ま
す
ま
す
広
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
べ
て
の
学
生
に
適
切
な
情
報
教
育
を
行
い
、

実
社
会
で
役
に
立
つ
知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
の
高
度
な
理
論
と
か
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
と

か
い
つ
た
専
門
的
な
も
の
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
の
セ
ツ
ト
の
仕
方
、
日
本
語
や
中
国
語
の
ワ
ー
プ

ロ
ソ
フ
ト
、
表
計
算
ソ
フ
ト
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
の
扱
い
方
な
ど
、
実
社
会
で
役
に
立
つ
情
報
処
理
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
ほ
か
地
域
学
の
問
題
、
関
連
科
目
の
問
題
、
中
国
語
教
科
書
編
纂
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
検
討
し
て
い
る
。

本
学
科
は
学
科
が
開
設
さ
れ
て
今
年
で
ち
ょ
う
ど
二
〇
年
に
な
る
が
、
幸
い
、
先
人
の
労
苦
に
よ
り
、
各
方
面
に
わ
た
り
既
に
強
固
な

礎
が
築
か
れ
て
い
る
。
こ
の
礎
の
上
に
ど
の
よ
う
な
建
物
を
築
い
て
い
く
か
、
こ
れ
が
本
学
科
に
課
せ
ら
れ
た
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

《
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
科
目
担
当
者
》

平
松
圭
子
教
授

現
代
中
国
文
学
概
論

一　
中
国
語
学
科

中
国
文
学
特
殊
講
義

中
国
文
学
演
習

三
二
七



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

波
多
野
宏

一
教
授

地
域
研
究
４

地
域
研
究
５

地
域
研
究
演
習

田
川

一
巳
教
授

特
別
研
究
期
間
の
た
め
体
講

遠
藤
紹
徳
教
授

時
事
中
国
語

中
国
文
法
演
習

中
国
語
通
訳

・
翻
訳
概
論

孟
　
克
客
員
教
授

中
国
語
会
話
１

中
国
語
会
話
２

中
国
語
会
話
３

徐
　
彦
文
客
員
教
授

中
国
語
会
話
３

瀬
戸
口
律
子
助
教
授

海
外
研
修
の
た
め
休
講

中
村
浩

一
助
教
授

中
国
語
学
概
論

中
国
語
文
法
２

中
国
語
文
法
演
習

大
蔵
親
志
助
教
授

日
本
語
教
授
法

柏
本
成
章
助
教
授

日
本
語
学
演
習

文
章
表
現
法

大
島
吉
郎
講
師

中
国
語
文
法
２

講
読
３

中
国
文
法
演
習

鈴
木
勝
則
講
師

中
国
文
字
学
演
習

中
国
語
歴
史
文
法
演
習

講
読
２

鄭
　
新
培
講
師

三
二
八



中
国
語
通
訳
法

中
国
語
翻
訳
法

中
国
語
作
文
１

原
瀬
隆
司
講
師

講
読
１

講
読
２

講
読
４

荒
屋
　
動
教
授

中
国
語
学
概
論

中
国
語
文
法
概
論

楊
　
名
時
教
授

中
国
語
上

高
橋
弥
守
彦
教
授

中
国
語
語
彙
論
演
習

中
国
語
文
法
２

中
国
文
法
演
習

上
條
紀
昭
助
教
授

中
国
語
作
文
２

一
　

中

国

語

学

科

中
国
語
作
文
３

岡
部
謙
治
助
教
授

音
声
学
概
論

中
国
語
語
彙
論
演
習

中
国
語
教
科
教
育
法

寺
村
政
男
助
教
授

講
読
４

中
国
文
学
演
習

喜
多
山
幸
子
助
教
授

中
国
語
文
法
２

講
読
４

中
国
語
語
彙
論
演
習

竹
島
　
毅
講
師

中
国
語
文
法
１

小
川
利
康
講
師

講
読
１

［
中
村
浩

一
］

三
二
九



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

三
四
〇

二

英

語

学

科

一
　

外
国
語
学
科
新
設

①
　
学
科
増
設
の
事
由

わ
れ
わ
れ
外
国
語
学
部
の
ル
ー
ツ
は
、
文
学
部
の
新
学
科
と
し
て

「
外
国
語
学
科
」
が
発
足
し
た

一
九
六
八

（昭
和
四
三
）
年
に
さ
か

の
ぼ
る
。

当
時
、
学
問
的
研
究
を
主
と
し
て
き
た
文
学
部
に
お
い
て
、
中
国
語
学

・
英
語
学
の
学
科
目
を
取
り
入
れ
た
特
色
あ
る
学
科
を
増
設
し
、

よ
り

一
層
、
実
社
会
と
結
び
つ
い
た
教
育
の
必
要
性
を
提
唱
し
た
の
は
文
学
部
教
養
課
程
所
属
の
吉
村
五
郎
教
授
で
あ

つ
た
。
同
教
授
は

二
年
間
に
わ
た
る
準
備
期
間
を
経
て
、
念
願
の
外
国
語
学
科
開
設
に
主
導
的
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
六
八
年
四
月

一
日
、
ス
タ
ー
ト
し
た
新
学
科
は
、
「
国
際
的
視
野
を
も
ち
語
学
に
堪
能
で
実
務
に
通
暁
し
、
広
く
国
内
、
国
外
で

活
剛
し
得
る
有
為
な
人
材
の
養
成
」
が
教
育
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
達
成
の
た
め
、
中
国
語
学
と
英
語
学
を
中
心
に
東

西
の
文
化

・
政
治

・
経
済
に
関
す
る
科
目
を
履
修
で
き
る
よ
う
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
編
成
さ
れ
た
。

な
お
、
当
時
、
外
国
語
学
科
は
中
国
語
主
攻
、
英
語
主
攻
の
学
生

（学
生
入
学
定
員
、
計
八
〇
名
、
各
四
〇
名
）
か
ら
な
つ
て
い
た
が
、

中
国
語
主
攻
の
学
生
に
は
英
語
を
、
英
語
主
攻
の
学
生
に
は
中
国
語
を
履
修
さ
せ
、
教
養
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
建



学
の
趣
旨
を
顕
現
す
る
こ
と
が
学
科
増
設
の
事
由
の

一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

②
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（英
語
主
攻
）

次
は
新
学
科
の
教
育
目
標
の
達
成
を
目
ざ
し
て
編
成
さ
れ
た
、
英
語
主
攻
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

（専
門
教
育
科
目
）
の
概
要
で
あ
る
。

①
　
必
修
科
目

「英
語
演
習
」
（会
話

・
文
法

・
作
文

・
講
読

・
音
声
学

・
放
送
英
語

・
商
業
通
信
文
）
「
一
～

一
二
」
各
二
単
位
、
計
二
四
単
位

「
英
語
学
概
論

・
英
語
発
達
史

・
英
米
文
学
概
諭

・
時
事
英
語
」
各
四
単
位

②
　
選
択
必
修
科
目

「
英
語
語
学
特
殊
講
義

。
英
米
文
学
特
殊
講
義
」
「
社
会
思
想
史

・
金
融
論

・
貿
易
諭

。
商
品
学

・
会
計
学

・
簿
記
学

・
民
法

・

商
法

・
経
済
学
特
殊
講
義

一
～
四
」
各
四
単
位

な
お
、
履
修
科
目
中
よ
り
八
二
単
位
以
上
の
取
得
が
卒
業
の
要
件
と
な
る
。
さ
ら
に
、
教
職
希
望
者
に
対
し
て
は
英
語
科
の
教
員
免
許

状
が
取
得
で
き
る
よ
う

「
英
語
科
教
育
法
」
、
ま
た
国
内
、
海
外
に
お
い
て
日
本
語
教
育
に
従
事
し
た
い
者
の
た
め
に
は

「
日
本
語
教
授

法

（講
義

。
実
習
）

。
日
本
語
文
表
現
法

・
日
本
文
学
史
」
の
関
連
科
目
が
組
ま
れ
た
。

以
上
の
科
目
編
成
に
お
い
て
、
本
学
科

（英
語
主
攻
）
独
自
の
特
色
と
し
て
、
次
の
二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

０
　
学
生
の
英
語
力
の
飛
躍
的
増
進
と
充
実
を
図
る
べ
く
、
「
英
語
演
習
」
を
重
点
科
目
と
し
た
こ
と
。

０
　
今
後
、
い
よ
い
よ
必
要
性
が
増
す
で
あ
ろ
う
英
語
圏
で
の
日
本
語
教
育
に
か
ん
が
み
、
諸
大
学
に
先
ん
じ
て

「
日
本
語
」
諸
科

目
を
特
設
し
た
こ
と
。

③
　
学
科
所
属
教
員

（英
語
関
係
）

当
時
、
外
国
語
学
科
の
主
任
は
吉
村
五
郎
教
授

（中
国
語
学
）
で
、
英
語
関
係
の
学
科
所
属
の
専
任
教
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

二

英

語

学

科

三
四

一
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谷
口
　
里
次

諸
留
　
　
寛

関
根
　
應
之

遠
藤
福
太
郎

荒
井
　
愛
子

教
授

教
授

助
教
授

講
師

講
師

二
　
外
国
語
学
部
の
開
設

外
国
語
学
科
は
開
設
後
四
年
を
経
て
、　
一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
度
よ
り
文
学
部
か
ら
独
立
し
て
外
国
語
学
部
に
昇
格
す
る
こ
と
と

な
つ
た
。

本
学
部
の
実
現
に
あ
た
つ
て
は
、
過
去
四
年
間
、
外
国
語
学
科
主
任
を
つ
と
め
ら
れ
た
吉
村
五
郎
教
授
の
も
と
に
準
備
が
進
め
ら
れ
、

一
九
七
二
年

一
月
二
九
日
付
で
文
部
省
よ
り
外
国
語
学
部
の
設
置
が
認
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

①
　
設
置
の
目
的
ま
た
は
事
由

そ
の
前
年
、　
一
九
七

一

（昭
和
四
六
）
年
九
月
二
〇
日
、
金
子
昇
理
事
長
名
で
高
見
二
郎
文
部
大
臣
あ
て
の
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た

「
目
的
ま
た
は
事
由
、
名
称
、
学
生
定
員
」
等
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

本
外
国
語
学
部
は
昭
和
四
三
年
四
月
か
ら
文
学
部
に
開
設
し
て
い
る
外
国
語
学
科
を

一
部
発
展
的
に
改
組
し
設
置
す
る
も
の
で
、

建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
学
問
の
理
論
と
応
用
を
教
授
、
研
究
し
て
真
理
と
正
義
を
愛
す
る
自
主
的
精
神
に
充
ち
た
良
識
あ
る
人
材

を
育
成
し
、
文
化
の
発
展
と
人
類
の
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

英
語
学

・
英
語
演
習

英
語
学
特
講

・
英
語
演
習

英
語
演
習

英
語
演
習

英
語
演
習

三
四
二



な
お
、
「
名
称
」
は

「
大
東
文
化
大
学
　
外
国
語
学
部
　
中
国
語
学
科

・
英
語
学
科
」
、
「
学
生
定
員
」
は
各
学
科
八
〇
名
。
総
定
員
三

二
〇
名
。

②
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

英
語
を
主
体
に
中
国
語
を
兼
習
し
、
か
つ
実
務
に
精
通
し
た
教
養
豊
か
な
国
際
人
の
養
成
を
目
標
に
設
け
ら
れ
た
履
修
科
日
は
、
基
本

的
に
外
国
語
学
科
の
場
合
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
た
だ
、
選
択
科
目
と
し
て
次
の
諸
科
目
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。

イ
ギ
リ
ス
文
化
史

・
ア
メ
リ
カ
政
治
経
済
論

・
地
域
研
究

一
、
三

二
言
語
学
概
論

・
商
業
英
語

・
経
営
学
特
講

一
、
二
、
三
Ｔ

会
計

学

・
簿
記
学

・
中
国
語
学
特
講

一
、
二

・
日
本
語
学

。
日
本
文
化
史
―
―
各
四
単
位

な
お
、
外
国
語
学
科
で
の
選
択
必
修
科
目
の
う
ち
、
「
社
会
思
想
史

・
金
融
諭

・
貿
易
論

・
商
品
学

・
民
法

・
商
法

・
経
済
学
特
殊
講

義

一
～
四
」
は
発
展
的
に
解
消
さ
れ
た
。

こ
の
新
学
部
発
足
時
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
、
次
の
点
が
特
色
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

①
　
従
前
と
同
様
に

「
英
語
演
習
」
を
す
べ
て
必
修
科
日
と
し
、
特
に
国
際
化
時
代
の
到
来
に
か
ん
が
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
の
英
語
運
用
能
力
涵
養
を
目
ざ
し
た
こ
と
。
具
体
的
に
は
ネ
イ
テ
イ
ブ
‐
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
英
会
話
と
Ｌ
Ｌ
授
業
数
の

増
加
に
示
さ
れ
る
。

②
　
第
二
外
国
語
と
し
て
、
中
国
語
が
引
き
続
き
必
修
科
日
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
。
こ
の
点
に
関
し
、
他
の
外
国
語

（ド
イ
ツ
語

。

フ
ラ
ン
ス
語
等
）
の
履
修
範
囲
を
も
つ
と
広
げ
て
欲
し
い
と
の
声
が
学
生
間
に
年
々
た
か
ま
り
、
そ
の
た
め
、
以
後
検
討
課
題
と

な
る
。

③
　
会
計

・
簿
記

・
経
営
学
な
ど
い
わ
ゆ
る
実
務
関
係
科
目
が
よ
り
充
実
し
、
ま
た
英
米
を
中
心
と
す
る
地
域
研
究
科
目
の
新
設
、

日
本
語
教
育
、
関
連
科
目
が
増
設
さ
れ
た
こ
と
。

二

英

語

学

科

三
四
三
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・
学
科

・
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養
課
程
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経
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③
　
学
科
所
属
教
員

本
学
科
は
主
任
、
谷
口
里
次
教
授
の
も
と
に
、
次
の
学
科
所
属
教
員
か
ら
な
つ
て
い
た
。
（　
）
内
は
担
当
科
目
。

※
外
国
語
学
部
長
、
吉
村
五
郎
教
授

谷
口
　
里
次
　
教
授

　
　
（英
語
学
概
諭

・
英
語
発
達
史

・
英
語
演
習
）

諸
留
　
　
寛
　
教
授

　

　

（英
語
学
補
講

・
英
語
演
習
）

梅
崎
　
秀
雄
　
教
授

　

　

（英
米
文
学
特
講

・
英
語
演
習
）

荒
井
　
愛
子
　
教
授

　

　

（英
語
演
習
）

関
根
　
應
之
　
助
教
授

　

（英
語
音
声
学
概
諭

・
英
語
演
習
）

曽
我
部
　
学
　
助
教
授

　

（英
米
文
学
概
諭

・
英
語
演
習
）

遠
藤
福
太
郎
　
講
師

　

　

（英
米
文
学
特
講

・
英
語
演
習
）

目
良
　
祥
子
　
助
手

　

　

（日
本
語
３

〔講
読
〕

・
留
学
生
研
修
用
講
座
）

三
四
四［

関
根
應
之
］

三
　
英
語
学
科
の
教
育
方
針

・
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

・
特
徴

①

教
育
方
針

英
語
学
科
で
は
、
国
際
化
、
情
報
化
の
時
代
に
対
応
で
き
る
政
治

・
経
済

・
法
律

。
文
化

。
芸
術
等
に
対
す
る
知
識
と
教
養
の
重
要
性

を
認
識
し
た
知
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
を
目
標
と
し
て
い
る
。
国
際
人
と
し
て
必
要
な
教
養
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
高
度
な
英
語
の

運
用
能
力
を
培
う
こ
と
が
具
体
的
な
教
育
目
標
で
あ
る
。
十
分
な
英
語
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
カ
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
カ
、
英
文
読
解
力
、
リ
ー
ズ
ナ



ブ
ル
な
英
文
を
書
く
力
を
涵
養
し
、
さ
ら
に
英
語
史

・
英
語
学

・
英
文
法

。
英
米
文
学
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
授
業
内
容
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
卒
業
後
は
、
社
会
の
各
方
面
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
ま
た
中
学
校

・
高
等
学
校
の
教
師
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
ら
の
目
標
に
沿
つ
た
豊
富
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

②
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
、
別
表
に
示
す
通
り
で
あ
り
、
英
語
学
科
の
基
本
的
教
育
方
針
に
の
つ
と
つ
て
、
い
わ
ゆ
る
英
語
力
四
技
能
の
養
成

の
た
め
の
科
目
と
、
英
語
学
お
よ
び
英
語
圏
文
化
に
関
す
る
科
目
が
主
要
な
も
の
と
な
つ
て
い
る
。
英
語
演
習
科
目
に
は
、
英
会
話

・
Ｌ

Ｌ

・
文
法

・
作
文

・
講
読

・
総
合
英
語
等
が
各
学
年
ご
と
に
数
多
く
お
か
れ
、
集
中
方
式
に
よ
る
徹
底
し
た
指
導
が
施
さ
れ
て
い
る
。

英
会
話
に
つ
い
て
は
、
非
常
勤

・
専
任
を
含
め
、
計

一
一
名
の
英

・
米

・
豪
出
身
の
ネ
イ
テ
イ
ブ
‐
ス
ピ
ー
カ
ー
の
教
師
が
少
人
数
ク

ラ
ス
で
授
業
を
行

つ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師
た
ち
の
創
意
と
工
夫
に
よ
り
、
日
常
会
話
は
も
と
よ
り
、
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
、
デ
ベ

ー
ト
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
イ
シ
ヨ
ン
等
の
形
式
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
楽
し
く
活
発
な
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

Ｌ
Ｌ
の
授
業
に
関
し
て
は
、
教
養

・
専
門
の
画
課
程
に
、
い
ず
れ
も
最
新
式
の
装
置
が
備
え
ら
れ
、
合
計
七
教
室
の
Ｌ
Ｌ
専
用
室
と
二

教
室
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
‐
ル
ー
ム
、
更
に
は
二
室
の
総
合
室
が
常
時
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
充
実
し
た

「
語
学
カ
セ
ツ
ト
‐ビ
デ
オ
‐
ラ

イ
プ
ラ
リ
ー
」
の
利
用
と
相
ま
つ
て
学
生
の
英
語
運
用
能
力
の
向
上
に
資
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
担
当
す
る
教
師
た
ち
は
、
英
語
圏
の
国
々
の
文
化

上
言
語
事
情
に
通
じ
た
海
外
生
活
経
験
者
で
あ
り
、
英
語
の
運
用
能
力
の

優
れ
た
者
で
あ
る
。

ま
た
近
年
、
学
生
の
強
い
要
望
に
よ
り
、
教
授
と
学
生
が
よ
り
密
接
に
共
に
学
問
研
究
が
で
き
る
た
め
の
少
人
数
制
の
研
究
指
導
体
制

を
整
え
る
べ
く
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

英
語
以
外
の
外
国
語
と
し
て
は
、
中
国
語

・
ド
イ
ツ
語

・
フ
ラ
ン
ス
語
が
現
在
選
択
必
修
科
日
と
し
て
、　
一
、
二
年
次
に
、
ま
た
三
、

二

英
語
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
五
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四
年
次
で
は
、
希
望
に
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
語

。
ア
ラ
ビ
ア
語

・
古
典
語

（
ラ
テ
ン
語
）
等
の
履
修
が
可
能
で
あ
る
。

英
語
お
よ
び
他
の
外
国
語
科
日
と
と
も
に
専
門
科
日
と
し
て
、
英
語
学

・
英
語
史

・
言
語
学

・
音
韻
論

・
音
声
学

・
英
文
法

・
英
米
文

学
に
関
す
る
諸
科
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
更
に
英
語
を
駆
使
し
て
、
貿
易

・
観
光

・
情
報

・
出
版
等
に
関
す
る
企
業
や
、
官
公
庁
に
就

職
を
希
望
す
る
者
に
は
、
選
択
必
修
と
し
て
英
語
圏

（現
在
あ
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ

・
イ
ギ
リ
ス

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
）
と
東
南
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
の
地
域
研
究
の
科
目
が
設
け
ら
れ
、
各
地
域
の
歴
史

・
経
済

二
言
語

・
文
化
な
ど
の
研
究

が
な
さ
れ
る
よ
う
な
体
制
が
組
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
時
事
英
語

・
商
業
英
語
の
ほ
か
、
国
際
関
係

。
経
済

・
法
律

・
会
計

・
コ
ン
ピ

ユ
ー

タ
に
関
す
る
諸
科
目
の
履
修
は
実
務
的
知
識
を
得
る
う
え
で
不
可
欠
な
も
の
と
な

つ
て
い
る
。

英
語
教
員
志
望
者
に
は
、
教
職
科
日
と
と
も
に
、
理
論
と
実
践
か
ら
な
る
英
語
教
授
法
、
お
よ
び
教
育
実
習
が
課
せ
ら
れ
、
各
教
科
担

当
の
教
員
に
よ
る
指
導
の
ほ
か
に
、
個
々
の
学
生
と
教
育
実
習
校
指
導
担
当
の
教
員
と
の
綿
密
な
連
絡
体
制
が
と
ら
れ
、
入
念
な
指
導
の

も
と
、
後
述
の
就
職
の
項
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
員
採
用
試
験
に
お
い
て
も

一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

ま
た
近
年
、
英
語
技
能
検
定
試
験
で
高
得
点
取
得
を
め
ざ
す
学
生
の
た
め
の
選
抜
ク
ラ
ス
が
設
置
さ
れ
、
実
験
的
試
み
が
開
始
さ
れ
た
。

ま
た
英
語
検
定
試
験

（模
擬
試
験
）
や
ト
イ
ツ
ク
の
試
験
、
あ
る
い
は
日
本
大
学
英
語
教
育
学
会
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
テ
ス
ト
な
ど
客
観
的
英

語
能
力
を
試
す
試
験
の
実
施
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
ら
の
試
験
結
果
の
英
語
学
科
学
生
に
関
す
る
分
析
と
報
告
も
教
師
た
ち
の

精
力
的
な
活
動
と
努
力
の
結
果
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
他
大
学
、
お
よ
び
他
学
部
へ
の
大
学
院
進
学
者
や
、
卒
業
後
、
英
語
圏
の
国
々

（主
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド

・
ア
メ
リ
カ

・
イ
ギ
リ
ス
等
）
の
大
学

・
大
学
院

へ
進
む
者
も
近
年
ま
す
ま
す
増
加
し
て
お
り
、
今
後
の
学
科
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

の
改
善
策
と
し
て
、
個
々
の
学
生
の
希
望
や
卒
業
後
の
進
路
に
沿
つ
た
コ
ー
ス
別
編
成
の
研
究
体
制
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

③
　
英
語
学
科
の
特
徴



英
語
を
話
す
こ
と
や
聞
く
こ
と
、
ま
た
は
実
務
に
役
立
つ
英
語
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
関
心
が
高
ま
つ
て
い
る

一
般
社
会
の
傾
向
を
反

映
し
て
か
、
英
語
学
科
を
志
望
す
る
学
生
の
目
的
意
識
に
は
か
な
り
は
つ
き
り
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
最
新
設
備
を
駆
使
す
る
体

制
が
整

つ
て
い
る
こ
と
や
、
い
わ
ゆ
る
ネ
イ
テ
イ
ブ
‐
ス
ピ
ー
カ
ー
の
教
師
が
多
い
こ
と
、
あ
る
い
は
、
英

・
米

・
豪
に
お
け
る
長
期
留

学
経
験
者
や
海
外
と
の
接
触
が
密
で
あ
る
教
師
が
多
い
こ
と
、
更
に
は
、
卒
業
生
や
在
校
生
に
海
外
生
活
経
験
者
が
多
い

（帰
国
子
女
を

含
む
）
こ
と
か
ら
、
学
科
の
雰
囲
気
は
、
か
な
り
英
語
実
務
志
向
で
あ
り
、
ま
た
国
際
社
会
に
対
す
る
関
心
も
深
い
。
ま
た
本
学
科
に
入

学
す
る
ま
で
は
、
例
え
ば
留
学
な
ど
考
え
て
も
み
な
か
つ
た
学
生
も
、
か
な
り
の
刺
激
を
受
け
、
新
し
い
方
向
に
自
己
の
発
見
を
見
い
出

す
例
も
多
く
み
ら
れ
る
。
学
生
の
多
く
が
英
語
の
実
力
を
身
に
つ
け
た
い
と
い
う
強
い
希
望
を
持

つ
て
お
り
、
後
述
す
る
学
会
活
動
等
に

お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
を
反
映
し
た
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

英
語
学
科
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
よ
き
学
科
の
伝
統
を
今
後
と
も
引
き
続
き
維
持
す
る
と
と
も
に
、
単
に
実
務
に
役
だ
つ
英
語
技
能

の
修
得
の
み
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
大
学
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
、
真
理
探
究
と
い
う
大
き
な
目
標
に
基
づ
き
、
深
い
教
養
と
幅
広
い

知
識
を
備
え
た
社
会
に
創
造
的
役
割
を
果
た
し
う
る
知
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
と
い
う
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
な
お
教
授
陣
に
つ
い
て
は
別
項
の
通
り
各
分
野
の
専
門
家
か
ら
な
る
強
力
な
も
の
で
、
学
会
で
十
分
な
活
躍
を
な
し
、
深
い
研
究
か

ら
生
ず
る
授
業
に
は
学
生
を
十
分
に
魅
了
す
る
も
の
が
あ
る
。
学
生
の
学
習
指
導
と
個
別
面
接
指
導
も
充
実
し
て
い
る
。

（別
表
１
）
専
任
教
員

二

英

語

学

科

三
四
七

講

　

　

師

助
　
教
　
授

教

　
　
　
授

栗
原
　
　
優

・
小
池
　
直
己

・
白
井
　
恭
弘

・
ア
ナ
ベ
ス
‐ラ
デ
イ
ツ
ク

北
林
　
　
光

・
熊
澤
　
佐
夫

・
西
川
　
栄
紀

・
山
崎
　
俊
次

奥
田
　
祥
子

（学
科
主
任
）

・
阿
出
川
祐
子

・
菅
野
　
亮
子

・
関
根
　
應
之

・
曽
我
部
　
学

・
平
林
　
幹
郎



選

択

科

目

選

択

必
修

科

目

必

修

科

目

国
際
関
係
諭

夕
基
礎
理
論

表
現
法

国
際
経
済
論

社
会
思
想
史

経
済
政
策

・
経
営
学
総
論

・
国
際
法

・
民
法

・
商
法

・
会
計
学

・
簿
記
原
理

・
コ
ン
ピ
ユ
ー

文
化
人
類
学

・
日
本
文
化
論

，
日
本
語
学
概
論

・
日
本
語
学
演
習

・
日
本
語
教
授
法

・
文
章

英
語
学
概
諭

・
英
語
音
声
学
概
論

・
英
文
法
概
論

・
英
語
演
習
１

（総
合
英
語
１
）
・
英
語
演
習
２

（英
文
法
）
。
英
語

演
習
３

（Ｌ
Ｌ
ｌ
）
・
英
語
演
習
４

（総
合
英
語
２
）
・
英
語
演
習
５

（英
作
文
）
・
英
語
演
習
６

（Ｌ
Ｌ
２
）
・
英
語

演
習
７

（講
読
Ｔ

英
語
演
習
８

（総
合
英
語
３
）
・
英
語
演
習
９

（Ｌ
Ｌ
３
）
・
英
語
演
習
１０

（総
合
英
語
４
）
・
英

語
演
習
Ｈ

（Ｌ
Ｌ
４
）
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（別
表
２
）
専
門
科
目

（別
表
３
）
講
義
題
目
概
要

奥

田

祥

子

　

英
語
演
習
６

（Ｌ
Ｌ
２
）
・
英
語
演
習
Ｈ

（Ｌ
Ｌ

４
）
・
一
般
音
声
学

・
英
語
演
習
補

阿
出
川
祐
子

　

英
語
演
習
３

（Ｌ
Ｌ
ｌ
）
・
英
語
演
習
７
（講
読
）
・

英
米
文
学
特
殊
講
義

菅

野

亮

子
　
　
地
域
研
究
４

（ア
メ
リ
カ

ｏ
中
近
東
）
・
地
域
研
究

５

（
ア
フ
リ
カ
特
講
）

関

根

應

之

曽
我
部
　
学

平

林

幹

郎

三
四
八

英
語
音
声
学
概
諭

・
英
語
演
習
Ｈ

（Ｌ
Ｌ
４
）
・

英
語
学
演
習

・
英
語
学
特
殊
講
義

英
語
演
習
１０

（総
合
英
語
４
）
・
英
米
文
学
概
諭

英
米
文
学
演
習

英
語
学
概
論

・
英
語
演
習
８

（総
合
英
語
３
）

・

英
語
演
習
Ｈ

（Ｌ
Ｌ
４
）

・
言
語
学
概
諭

英
語
発
達
史

・
言
語
学
概
諭

・
英
語
演
習
１２

（英
会
話
１
）
・
英
語
演
習
１３

（英
会
話
２
）
・
英
語
演
習
１４

（英
会
話
３
）
・

英
語
演
習
１５

（英
会
話
４
）
・
英
語
演
習
１６

（講
読
）
・
英
米
文
学
概
論

・
英
語
学
特
殊
講
義

・
英
米
文
学
特
殊
講
義

・
英

語
学
演
習

・
英
米
文
学
演
習

・
時
事
英
語

・
商
業
英
語

・
一
般
音
声
学

・
中
国
語
１
～
４

・
ド
イ
ツ
語
１
～
４

・
フ
ラ
ン

ス
語
１
～
４

・
ス
ペ
イ
ン
語

・
ロ
シ
ア
語

・
ア
ラ
ビ
ア
語

・
古
典
語

・
特
殊
外
国
語

・
地
域
研
究
１
～
５



清

水

泰

子

吉
原
二
三
男

古

川

友

章

星

野

幸

子

三

好

郁

夫

北

林

　

光

熊

澤

佐

夫

小

池

直

己

西

川

栄

紀

山

崎

俊

次
二

英

語

学

科

英
語
演
習
２

（英
文
法
）

・
英
語
演
習
８

（総
合

英
語
３
）

英
語
演
習
７
（講
読
）
・
英
語
演
習
４

（総
合
英
語
２
）

英
語
演
習
６
（Ｌ
Ｌ
２
）
・
英
語
演
習
８
（総
合
英
語
３
）

英
語
演
習
２
（英
文
法
）
・
英
語
演
習
８
（総
合
英
語
３
）

英
語
演
習
１

（総
合
英
語
１
）
・
英
語
演
習
４

（総

合
英
語
２
）

英
語
演
習
５

（英
作
文
）
・
英
語
演
習
９

（Ｌ
Ｌ

３
）

英
語
学
概
論

・
英
語
演
習
４

（総
合
英
語
２
）

英
語
演
習
１０
，
（総
合
共
詔
４
）

・
英
語
発
達
史

・

英
語
学
補

英
語
演
習
１

（総
合
英
語
１
）
・
英
語
演
習
５

（英

作
文
）

・
英
語
演
習
６

（Ｌ
Ｌ
２
）
・
英
語
演
習
８

（総
合
英
語
３
）

英
語
演
習
４

（総
合
英
語
）
・
英
語
演
習
６

（
Ｌ
Ｌ

２
）

・
教
科
教
育
法

（英
語
）

英
語
音
声
学
概
諭
・英
語
学
特
殊
講
義

・
英
語
演
習

３

（Ｌ
Ｌ
ｌ
γ

英
語
演
習
９

（Ｌ
Ｌ
３
）

栗

原
　
　
優
　
　
英
語
演
習
３

（Ｌ
Ｌ
ｌ
）
・
英
語
演
習
２

・
英
語
演

習
Ｈ

（Ｌ
Ｌ
４
）
・
英
語
演
習
６

（Ｌ
Ｌ
２
）

自

井

恭

弘
　
　
英
語
演
習
１

・
英
語
演
習
１０
（総
合
英
語
４
）
・
言
語

学
概
論

ア
ナ
ベ
ス

・
ラ
デ
イ
ッ
ク
　
英
語
演
習
１３

（英
会
話
２
）
・
英
語
演
習
１４

（英
会
話
３
Ｔ

英
語
演
習
１５

（英
会
話
４
）

大

月

　

実

　

英
語
演
習
３

（
Ｌ
Ｌ
ｌ
）

松
本
兼
太
郎

　

時
事
英
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

三

井

敏

正
　
　
英
語
演
習
２

（英
文
法
）
。
英
語
演
習
５

（英
作
文
）

大

澤

銀

作
　
　
英
語
演
習
１６

（講
読
）

松

浦
　
　
明
　
　
英
語
演
習
７

（講
読
）

伊

藤

侑

子
　
　
英
語
演
習
８

（総
合
英
語
３
）

ス
テ
イ
ー
プ
ン

・
フ
リ
ー
ナ
ー
　
　
英
語
演
習
１２

（英
会
話
１
）

・
英

語
演
習
１３

（英
会
話
２
）
・
英
語
ｌ
Ｃ

ヴ
ア
ー
ジ
ル

・
ジ
ュ
リ
ア
ス

・
フ
リ
ー
ナ
ー
　
　
英
語
演
習
１４

（英
会

話
３
）

。
英
語
演
習
１５

（英
会
話
４
）

グ
レ
イ

。
ジ
エ
フ
リ

・
ア
レ
ン
　
　
英
語
演
習
１２

（英
会
話
１
）

三
四
九
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上

野
　
　
稔
　
　
中
国
語
１

‥
甲
国
語
３

前

川

邦

生
　
　
会
計
学

高

橋

豊

蔵
　
　
会
計
学

・
簿
記
原
理

藤

井

誠

一　
　
会
計
学

鈴

木

一
道
　
　
会
計
学

篠
　
康
太
郎
　
　
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
基
礎
理
論

尾

崎

正

直
　
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
基
礎
理
論

小

日

信

士
同　
　
社
会
思
想
史

加

治
　
　
明
　
　
文
化
人
類
学

前

坊
　
　
洋
　
　
日
本
文
化
諭

窪

田

富

男
　
　
日
本
語
学
概
諭

。
日
本
語
学
演
習

星

野

修

子
　
　
日
本
語
教
授
法

池

尾

ス

ミ
　
　
文
章
表
現
法

コ
ー
ル

・
デ
イ
ヴ
イ
ツ
ド
　
　
英
語
演
習
１３

（英
会
話
２
）

小
笠
原
欣
幸

　

地
域
研
究
２

竹

腰

捨

一　
　
商
業
英
語

中

島

浩

一
一　
　
英
語
演
習
９

（Ｌ
Ｌ
３
）

・
英
語
演
習
Ｈ

新

井

光

士
口　
　
地
域
研
究
１

・
３

・
５

二
五
〇

草

山

友

一　
　
英
文
法
概
論

・
教
科
教
育
法

（英
語
）

中

道

知

子
　
　
日
本
語
教
授
法

ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
ソ
ン

・
ウ
オ
ー
レ
ン

・
ウ
イ
リ
ア
ム
　
　
英
語
Ｉ
Ｃ

ク
リ
ス
テ
イ
ナ

・
レ
オ
ニ
ー
ダ
　
　
英
語
Ｉ
Ｃ

郷

司

真

琴
　
　
英
語
演
習
１

（総
合
英
語
１
）

松

本

祐

子
　
　
英
語
演
習
１

（総
合
英
語
１
）

矢

野

敦

子
　
　
英
語
演
習
６

（Ｌ
Ｌ
２
）

小
野
俊
太
郎

　

英
語
演
習
８

（総
合
英
語
３
）

関
　
　
一　
郎
　
　
英
語
演
習
４

（総
合
英
語
２
）

服

部

純

子
　
　
英
語
演
習
Ｈ

（Ｌ
Ｌ
４
）
　
　
　
　
　
　
　
・

五

味

俊

樹
　
　
国
際
関
係
諭

林
　
　
理

介
　
　
国
際
関
係
諭

加

瀬

幸

喜
　
　
商
法

山

口
　
　
光
　
　
文
章
表
現
法

張

　

継

濱
　
　
中
国
語
２

鄭

　

新

培
　
　
中
国
語
１

戸

村

静

子
　
　
中
国
語
４

土

屋
　
　
進
　
　
フ
ラ
ン
ス
語
１

（
Ｌ
Ｌ
４
）



三

上

典

生
　
　
フ
ラ
ン
ス
語
１

酒

井

正

義
　
　
フ
ラ
ン
ス
語
２

佐

山
　
　
一　
　
フ
ラ
ン
ス
語
２

ロ
ー
ラ
ン

ー
フ
パ
ル
ト
　
　
フ
ラ
ン
ス
語
３

・
フ
ラ
ン
ス
語
４

長
谷
川
和
男

　

ド
イ
ツ
語
１
　
　
　
　
　
　
　
　
．

須

書
．
文

明
　
　
ド
イ
ツ
語
１

・
ド
イ
ツ
語
１
補

楊
　
　
名

時
　
　
中
国
語
１

薬
　
　
　
進
　
　
中
国
語
１

周
　
　
松

齢
　
　
中
国
語
４

青

木

啓

輔
　
　
フ
ラ
ン
ス
語
１

出

水

慈

子
　
　
フ
ラ
ン
ス
語
１
補

松

沢

和

宏
　
　
フ
ラ
ン
ス
語
２
補

本

郷

建

治
　
　
ド
イ
ツ
語
１

森
　
　
信

嘉
　
　
ド
イ
ツ
語
１

宮

本

絢

子
　
　
ド
イ
ツ
語
２

ト
ロ
ー
ル

・
ヘ
ル
マ
ン

・
ヨ
ゼ
フ
　
　
ド
イ
ツ
語
３

二
　
英
語
学
科

鈴

木

福

田

塩

浜

四

戸

△マ
　
キオ

中

堂

臼

杵

斎

藤

米

田

青

木

岩

崎

大

西

野

口

謙

三

幸

夫

秀

夫

潤

弥

け

い

幸

政

英

一

一
夫

公

丸

信

治

庄

一

公

照

昌

宏勲

ド
イ
ツ
語
２

ド
イ
ツ
語
２

ス
ペ
イ
ン
語

ア
ラ
ビ
ア
語

地
域
研
究
５

国
際
関
係
論

国
際
関
係
論

国
際
経
済
諭

国
際
経
済
論

経
済
政
策

経
営
学
総
諭

国
際
法

民
法

商
法

商
法

商
法

早

川

大

塚

英

明

白

石

裕

子

4  3（イ
ギ
リ
ス
特
講
）

［
阿
出
川
祐
子
］

二
五

一



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

三
五
二

四
　
大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
会

本
学
外
国
語
学
部
の
前
身
で
あ
る
文
学
部
外
国
語
学
科
は
、　
一
九
六
八

（昭
和
四
三
）
年
に
発
足
し
た
が
、
そ
れ
に
伴

つ
て
外
国
語
学

会
が
設
立
さ
れ
た
。
当
学
会
の
目
的
は
、
会
則
に
う
た
つ
て
あ
る
よ
う
に
、
「
外
国
語
、
海
外
事
情
、
日
本
語
等
の
研
究
を
推
進
し
、
あ

わ
せ
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
」
こ
と
に
あ
る
。
学
会
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
毎
年
五
月
に
総
会
を
開
い
た
あ
と
、
①

「外
国
語

学
会
誌
」
の
発
行
が
あ
り
、
学
会
内
部
に
中
国
語
部
会
と
併
存
す
る
英
語
部
会
の
活
動
と
し
て
、
②
講
演
会
の
開
催
、
③
サ
マ
ー
‐キ
ャ

ン
プ
の
開
催
、
④
英
語
ス
ピ
ー
チ
‐
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
、
⑤
教
師
と
学
生
、
相
互
の
交
流
会
の
開
催
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
米
軍
横
田

基
地
内
に
あ
る
「
国
ｚ
・
Ｈ
Ｏ
本
く
Ｏ
の
見
学
も
あ
る
。
見
学
は
、
こ
れ
ま
で
三
回
行
い
、
毎
回
約
二
五
名
の
学
生
を
募
つ
て
、
バ
ス

一
台
を
仕

立
て
て
出
向
い
た
。
右
の
①
～
③
に
つ
い
て
、
次
に
説
明
す
る
。

①
の

「
外
国
語
学
会
誌
」
の
第

一
号
は

一
九
七

一

（昭
和
四
六
）
年
の
七
月
に
発
行
さ
れ
、
文
学
部
外
国
語
学
科
が
外
国
語
学
部
に
発

展

。
独
立
し
た
年
で
あ
る

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年

一
〇
月
に
、
第
二
号
が
出
た
。
同
誌
の
内
容
は
、
学
術
論
文
、
翻
訳
、
エ
ツ
セ
イ
、

教
育
報
告
、
留
学
報
告
、
学
会
の
種
々
な
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
等
、
多
岐
に
わ
た

つ
て
い
る
。
執
筆
者
に
つ
い
て
は
、
創
刊
号
以
来

一

九
九
二

（平
成
四
）
年
二
月
発
行
の
第
二

一
号
に
至
る
ま
で
、
英
語
学
科
の
教
員
と
学
生
の
執
筆
者
だ
け
で
も
延
べ
百
十
余
名
に
及
ん
で

い
て
、
本
学
科
に
お
け
る
研
究
活
動

・
教
育
活
動
の
重
要
な

一
環
を
担
つ
て
い
る
。

②
の
講
演
会
は
、
大
体
年

一
回
開
き
、
講
師
に
つ
い
て
は
学
生
の
希
望
を
調
査
し
て
決
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
お
願
い
し
た
講
師
と

し
て
は
、
国
弘
正
雄

（元
東
京
国
際
大
学
教
授

・
元
ニ
ュ
ー
ス
‐キ
ャ
ス
タ
ー
）

・
東
後
勝
明

（早
稲
田
大
学
教
授

・
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
英
会
話

講
師
）

・
村
松
増
美

（サ
イ
マ
ル
‐
ア
カ
デ
ミ
ー
所
長
）

。
松
本
道
弘

（名
古
屋
外
国
語
大
学
教
授
）

・
大
杉
正
明

（清
泉
女
子
大
学
教



授
）

・
島
岡
丘

（筑
波
大
学
教
授
）

・
楢
橋
陽
子

（作
詩
家

・
英
語
専
門
学
校
経
営
者
）

・
小
林
克
也

（
デ
イ
ス
ク
‐ジ
ョ
ッ
キ
ー
）
た

ち
の
先
生
方

（順
不
同
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①
の
サ
マ
ー
‐キ
ヤ
ン
プ
と
し
て
は
、
毎
年
夏
休
み
に

一
週
間
、
嬬
恋
セ
ミ
ナ
ー
‐
ハ
ウ
ス
で
、　
一
年
次
生
か
ら
四
年
次
生
ま
で
の
有
志

が
集
ま
り
、
ネ
イ
テ
イ
プ
の
英
語
教
師
を
交
え
て
合
宿
生
活
を
行

つ
て
い
る
。
サ
マ
ー
‐キ
ヤ
ン
プ
の
ね
ら
い
は
、
合
宿
と
い
う
日
常
生

活
に
近
い
場
の
中
で
、
英
語
圏
の
ネ
イ
テ
イ
プ
の
人
た
ち
と
長
時
間
接
触
し
て
、
英
会
話
力
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
何
か
を
―
―

例
え
ば
国
際
的
な
感
覚
を

―
―

学
び
と
る
こ
と
、
日
本
人
の
学
生
同
士
も
な
る
べ
く
日
本
語
を
使
わ
な
い
で
生
活
し
、
英
語
で
考
え
る

こ
と
に
よ
つ
て
、
オ
ー
ル
‐ラ
ウ
ン
ド
な
英
語
力
を
養
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
参
加
者
相
互
の
親
睦
も
は
か
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

こ
の
行
事
は
、
学
生
た
ち
が
恐
ら
く
最
も
意
欲
的
に
取
り
組
む
活
動
で
あ
り
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
　

　

　

［曽
我
部
　
学
］

五
　
海
外
留
学
な

い
し
語
学
研
修
に
つ
い
て

①
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
Ｅ
Ｌ
Ｉ
へ
の
留
学

外
国
語
学
部
開
設
の
前
年
、
即
ち

一
九
七

一

（昭
和
四
六
）
年
の
七
月
、
約

一
〇
日
間
に
わ
た
り
、
当
時
の
関
根
應
之
助
教
授
は
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
出
張
し
た
。
目
的
は
、
次
年
度
の
外
国
語
学
部
発
足
を
機
に
、
英
語
学
科
学
生
を
対
象
に
し
て
、
在
学
中
に
現
地
の
高

等
教
育
機
関
に
お
い
て
徹
底
し
た
英
語
研
修
に
よ
り
、
高
度
の
英
語
運
用
能
力
を
養
わ
せ
る
。
同
時
に
、
現
地
で
の
生
活
体
験
を
通
じ
、

風
俗

・
習
慣
に
親
じ
む
と
と
も
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
文
化
を
研
究
す
る
機
会
を
与
え
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
つ
た
。

こ
の
目
的
の
も
と
に
、
南
島
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
学
、
北
島
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
、
首
都
ウ

ェ
リ
ン
ト
ン
の
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
の
三

大
学
を
訪
問
し
交
渉
し
た
。
な
か
で
も
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
附
属
の
国
“
〓
∽す
ｒ
営
∞
日
∞
①
【●
∽澤
舞
①
即
ち
Ｅ
Ｌ
Ｉ
は
、
わ
が
英
語
学
科
の
留

二

英
語
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
三
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四

学
計
画
、
目
的
に
最
適
と
判
断
し
、
所
長
の

０
８
『∞
ｏ
氏
に
再
三
に
わ
た

つ
て
交
渉
の
末
、
毎
年
ご
く
少
数
な
ら
ば
例
外
的
に
受
け
入
れ

て
も
良
い
と
の
好
意
的
な
回
答
を
得
た
。
Ｅ
Ｌ
Ｉ
は
、
本
来
、
コ
ロ
ン
ボ
計
画
に
基
づ
い
て
東
南
ア
ジ
ア
の
国
費
留
学
生
を
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
諸
大
学
に
入
学
さ
せ
る
べ
く
、
入
学
前
三
か
月
に
わ
た
り
、
大
学
の
講
義
を
理
解
し
得
る
の
に
十
分
な
英
語
力
の
短
期
養
成
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
研
修
機
関
で
あ
る
。

以
後
、
外
国
語
学
部
英
語
学
科
発
足
に
伴
い
、
三
年
間
に
わ
た
り
、
毎
回
四
か
月
な
い
し

一
年
間
、
合
計
で
七
名
の
学
生
が
派
遣
さ
れ

た
。
な
お
、
Ｅ
Ｌ
Ｉ
に
お
て
い
は
、
文
字
通
リ
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
な
特
訓
が
行
わ
れ
、
三
日
間
に
わ
た
る
最
終
試
験
の
結
果
、
合
格
者
に
の

み

「
修
了
証
書
」
が
授
与
さ
れ
る
。
幸
い
に
し
て
、
参
加
者
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
、
こ
の
試
験
に
パ
ス
し
、
飛
躍
的
に
英
語
の
四
技
能
を

身
に
つ
け
て
帰
国
し
た
。

こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
両
大
学
の
都
合
に
よ
り

一
時
中
断
さ
れ
て
い
た
が
、
関
根
應
之
教
授
が

一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
に
、
現
Ｅ

Ｌ
Ｉ
所
長

の
８
『∞
①
＾
①
ヨ
ａ
く
博
士
と
交
渉
の
結
果
、
同
年
九
月
に
再
開
の
運
び
と
な

つ
た
。
当
時

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
外
務

省

・
文
部
省
か
ら
の
方
針
で
外
国
人
留
学
生
の
規
制
が
厳
し
く
、
そ
の
た
め
所
長
自
ら
両
省
に
折
衝
し
、
若
千
名
の
枠
を
本
学
英
語
学
科

の
た
め
に
と
つ
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
日
本
で
組
織
的
に
こ
の
Ｅ
Ｌ
Ｉ
に
留
学
制
度
を
設
け
て
い
る
大
学
は
本
学
の
み
で
あ

る
。
以
後
、
わ
れ
わ
れ
の
留
学
成
果
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
当
局
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
は
、
当
初

の
五
倍
の
二
五
名
の
枠
が
与
え
ら
れ
る
に
至
つ
て
い
る
。

こ
れ
ら
Ｅ
Ｌ
Ｉ
留
学
者
は
、
三
、
四
年
次
生
の
希
望
者
よ
り
筆
記

・
面
接
等
の
試
験
を
実
施
の
う
え
、
選
抜
、
派
遣
さ
れ
、
三
か
月
間

の
留
学
後
、
「
修
了
証
書
」
取
得
者
に
は
、
「
英
語
演
習
」
科
目
に
つ
い
て
八
単
位
ま
で
単
位
認
定
が
行
わ
れ
る
。
年
々
、
留
学
希
望
者
は

増
え
て
お
り
、
こ
の
六
年
間
で
留
学
し
た
学
生
は
二
十
数
名
に
な
る
。
彼
ら
は
み
な
、
「
修
了
証
書
」
取
得
者
で
、
ヶ
ネ
デ
ィ
所
長
を
は

じ
め
、
Ｅ
Ｌ
Ｉ
教
員
か
ら
の
評
価
は
高
い
。
な
お
、
所
長
か
ら
、
本
学
英
語
学
科
か
ら
の
学
生
受
け
入
れ
を
歓
迎
し
、
こ
の
留
学
プ
ロ
グ



ラ
ム
の
永
続
を
希
望
す
る
と
の
所
感
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

②
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
そ
の
他
の
大
学
へ
の
留
学
な
い
し
語
学
研
修

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
～

一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
ご
ろ
、
当
時
の
大
西
経
信
事
務
局
長
、
そ
の
息
子
で
当
時
英
語
学
科
の
学
生

と
し
て
当
地
に
留
学
し
て
い
た
大
西
弥
氏
た
ち
の
尽
力
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
そ
の
他
の
大
学

へ
も
留
学
等
の
道
が
開
か
れ
た
。

す
な
わ
ち
、　
一
九
七
三
年
二
月
か
ら

一
一
月
に
わ
た
つ
て
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
学
に

一
名
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
に
二
名
、
フ
イ
カ
ト
大

学
に
三
名
、
マ
ツ
シ
ー
大
学
に
四
名
が
留
学
し
た
。
ま
た
、
同
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
英
語
学
科
で
は
同
学
科
の

一
年
次
生
か
ら

四
年
次
生
ま
で
希
望
者
を
募
つ
て
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
市
を
中
心
に
、
ホ
ー
ム
‐
ス
テ
イ
に
よ
る
語
学
研
修
を
行
つ
た
。　
一
〇
二
名
の
学
生
が
多

く
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ホ
ー
ム
‐
ス
テ
イ
し
、
毎
日
午
前
中
は
、
現
地
の
教
師
の
指
導
の
も
と
に
各
家
庭
で
英
会
話
教
室
が
開
か
れ

た
。
引
率
者
は
、
当
時
の
荒
井
愛
子
教
授

。
目
良
祥
子
講
師

（現
在
の
奥
田
祥
子
教
授
）
・
渡
辺
漠
子
講
師
、
大
東
医
学
技
術
専
門
学
校

の
桐
野

一
文
校
長
で
あ
つ
た
。
こ
の
研
修
は
、
現
地
の
人
た
ち
の
純
朴
で
温
か
い
人
情
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
て
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ

た
。
さ
ら
に
、　
一
九
七
四

（昭
和
四
九
）
年
二
月
か
ら

一
二
月
に
わ
た
つ
て
、
マ
ツ
シ
ー
大
学
に

一
名
、
ワ
イ
カ
ト
大
学
に
三
名
が
留
学

し
た
。

③
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
へ
の
留
学

大
東
文
化
大
学
学
生
の
グ
リ
フ
イ
ス
大
学

へ
の
留
学
の
実
現
に
つ
い
て
は
、　
一
九
七
四
年
ご
ろ
、
ホ
ー
博
士

（当
時

マ
レ
ー
シ
ア
の
大

学
か
ら
グ
リ
フ
イ
ス
大
学
に
移

っ
て
き
て
、
∽
多
８
】
ｏ
「
＞
∽一営

∽
日
ｅ
の
∽
の
学
部
長
に
な

つ
た
人
）
と
当
時
、
本
学
の
外
国
語
学
部
中
国
語

学
科
講
師
の
藤
井
明
氏
や
関
口
伊
都
子
氏

（現
本
学
外
国
語
学
部
助
教
授
）
と
の
間
で
話
が
進
行
し
て
い
つ
た
も
の
で
あ
る
。
ホ
ー
博
士

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ
‐
ル
ン
プ
ー
ル
の
大
学
に
在
職
中
、
本
学
か
ら
現
地
に
出
向
い
て
い
た
藤
井
氏
と
知
り
合

い
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
移

つ
て
か
ら
、
当
時
キ
ヤ
ン
ベ
ラ
の

＞
ｃ
∽■
』
”
”
Ｚ
艶
ｏ
日
】
Ｃ
ュ
お
五
く

の

”
①
∽①
”
８

，
＞
∽∽】∽ご
二

で
日
本
語
教
育
に
当
た
つ
て
い

二

英

語

学

科

二
五
五
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三
五
六

た
関
口
氏
と
知
り
合

い
、
本
学
に
関
心
を
寄
せ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
グ
リ
フ
イ
ス
大
学
ア
ジ
ア
研
究
学
部
と
大
東
文
化
大
学
外

国
語
学
部
と
の
間
に

「
相
互
学
生
交
換
協
定
」
が
結
ば
れ
る
に
至
っ
た
。
留
学
の
資
金
は
、
「
財
団
法
人
日
本
国
際
教
育
協
会
学
生
国
際

交
流
制
度
」
の
奨
学
金
の
給
付
に
よ
る
こ
と
に
な

つ
た
。
こ
の

「相
互
学
生
交
換
協
定
」
は
、
当
初
は
両
大
学
の
学
部
間
で
結
ば
れ
た
も

の
だ
が
、　
一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年
ご
ろ
か
ら
、
グ
リ
フ
イ
ス
大
学
、
大
東
文
化
大
学
問
の
協
定
に
移
行
し
、
今
日
に
至
つ
て
い
る
。

大
束
文
化
大
学
か
ら
グ
リ
フ
イ
ス
大
学

へ
の
留
学
生
は
、
毎
年

一
名
ず

つ
選
抜
さ
れ
た
が
、
英
語
学
科
か
ら

一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）

年
の
小
野
寺
照
夫
に
始
ま
り
、
以
後
、
名
取
弘
徳

・
徳
富
克
子

・
飯
野
吉
彦

・
中
澤
英
世

・
渡
辺
法
子

・
唐
鎌
憲
雄

・
中
西
高
志

・
高
見

沢
志
保

・
石
塚
真
喜
子

・
古
田
郁
子

・
加
藤
薫

・
高
石
瑞
枝

・
飯
山
和
代

・
松
本
弘
子
と
続
い
た
。
時
勢
の
推
移
と
と
も
に
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
留
学
の
奨
学
金
を
志
望
す
る
大
学
が
全
国
的
に
急
増
し
て
き
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
国
際
教
育
協
会
の
奨
学
金
の
受
給
が
非

常
に
困
難
に
な
り
、　
一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
の
松
沢
篤
子
か
ら
は
、
日
本
国
際
教
育
協
会
に
代
わ
つ
て
本
学
か
ら
奨
学
金
が
交
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
つ
た
。　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
か
ら
は

一
年
に
二
名
の
派
遣
と
な
り
、
同
年
は
鈴
木
明
子

（国
際
関
係
学
科
）
と
中
村
さ

と
み

（英
語
学
科
）
が
選
ば
れ
た
。
本
学
学
生
の
グ
リ
フ
イ
ス
大
学
で
の
受
講
開
始
は
、
こ
れ
ま
で
は
日
本
国
際
教
育
協
会
か
ら
の
奨
学

金
の
給
付
決
定
時
と
の
関
係
で
七
月

（グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
の
セ
カ
ン
ド
‐
シ
メ
ス
タ
ー
の
始
ま
り
）
か
ら
で
あ

つ
た
が
、　
一
九
九
二

（平

成
四
）
年
度
か
ら
は
、
本
格
的
に
、
フ
ア
ー
ス
ト
‐
シ
メ
ス
タ
ー
の
始
ま
る
二
月
か
ら
行
う
こ
と
に
変
わ
り
、
戸
田
由
希
と
清
水
陽
子
が

一
九
九
二
年
二
月
に
出
発
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
大
東
文
化
大
学
か
ら
グ
リ
フ
イ
ス
大
学

へ
の
留
学
生
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は

一

名
の
例
外
を
除
い
て
、
す
べ
て
英
語
学
科
の
学
生
が
選
ば
れ
て
き
た
。

グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
に
行
つ
た
学
生
は
、　
一
年
間
に
わ
た
つ
て
、
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
と
小
論
文
作
成
が
か
な
り
の
比
重
を
し
め
る
現
地

の
困
難
な
授
業
の
受
講
を
や
り
遂
げ
、
現
地
の
社
会

・
文
化
か
ら
貴
重
な
も
の
を
学
び
と
り
、
語
学
力
は
勿
論
相
当
高
め
て
帰

つ
て
く
る
。

④
　
ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ラ
ド
大
学
国
際
英
語
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
イ
カ
ト
大
学
ラ
ン
グ
ー
ジ
‐ス
ク
ー
ル
で
の
英
語
研
修
に
つ
い
て



こ
の
二
つ
の
研
修
は
、
い
ず
れ
も
大
東
文
化
大
学
と
各
々
の
大
学
の
研
修
所
と
の
協
定
に
基
づ
い
た
約

一
か
月
間
の
英
語
研
修
で
あ
る

が
、
参
加
者
の
中
で
英
語
学
科
の
学
生
の
し
め
る
割
合
は
大
き
い
。
前
者
は
、
教
員
が
十
数
名
の
学
生
を
引
率
し
て
七
月
中
旬
か
ら
八
月

中
旬
に
か
け
て
出
向
く
計
画
で
あ
り
、　
一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
以
来
三
度
実
施
さ
れ
て
、
現
在
は
休
止
に
な
つ
て
い
る
。
後
者
は
、

教
員
が
三
十
余
名
の
学
生
を
引
率
し
て
二
月
に
現
地
に
出
向
く
計
画
で
あ
り
、　
一
九
八
九

（平
成
元
）
年
以
来
現
在
ま
で
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
る
。

⑤
　
「大
東
文
化
大
学
奨
学
金
留
学
規
程
」
に
よ
る
留
学
生

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
度
に
右
の
規
程
が
制
定
さ
れ
、
本
学
各
学
科
の
学
生
に
海
外

一
年
間
留
学
の
機
会
が
少
数
枠
な
が
ら
与
え
ら

れ
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
か
ら
実
施
に
な

つ
た
。
こ
の
制
度
に
よ
つ
て
英
語
学
科
に
は
二
名
の
枠
が
与
え
ら
れ
、
早
速

一
九
九
二

年
四
月
に
古
川
順

一
を
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
に
、
五
月
に
は
田
村
恵
子
を
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
カ
ー
大
学
に
派
遣
し
た
。

一
九
九
二
年
度
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
に
貝
沼
奈
緒
子
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ

エ
ス
タ
ン
ーミ
シ
ガ
ン
大
学
に
松
林

剛
司
が
、
四
月
に
出
発
し
た
。

⑥
　
海
外
へ
の
留
学
生
に
対
す
る
そ
の
他
の
奨
学
金
給
付

ア
メ
リ
カ
の
ノ
ー
ス
イ
ー
ス
タ
ン
‐ジ

ュ
ニ
ア
‐カ
レ
ツ
ジ
か
ら

一
九
九
二
年
度
に
つ
い
て
総
額
約
五
、
○
○
○
ド
ル
の
奨
学
金
が
、
Ｎ

Ｊ
Ｃ
に
留
学
す
る
大
束
生
に
給
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
加
藤
邦
昭
と
佐
藤
有
が
四
月
に
日
本
を
出
発
し
た
。
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
か
ら
、　
一
九
九
二
年
度
ま
た
は
九
四
年
度
以
後
毎
年
、
五
、
○
○
○
ド
ル

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
‐ド
ル
）
が
、
ビ

ク
ト
リ
ア
大
学
に
留
学
す
る
大
東
生
に
給
付
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

０
　
留
学
時
に
取
得
し
た
単
位
の
振
り
替
え
に
つ
い
て

以
上
①
～
④
の
留
学

・
語
学
研
修
生
に
対
し
て
、
英
語
学
科
は
こ
れ
ま
で
、
先
方
で
履
修

。
取
得
し
た
科
目

・
単
位
を
本
学
科
の
相
当

二
　
英
語
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
七
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一二
五
八

す
る
科
日

・
単
位
に
積
極
的
に
振
り
替
え
て
き
た
し
、
⑤

・
⑥
の
留
学
生
学
科
の
承
認
を
受
け
た
私
費
留
学
生
ら
も
含
め
て
今
後
も
そ
の

方
針
を
と
る
。
海
外
留
学
協
定
校
に
つ
い
て
も
、
も
つ
と
多
く
、
他
地
域
に
も
開
拓
す
る
努
力
を
続
け
て
い
る
。
　

　

［曽
我
部
　
学
］

ハ

英
語
学
科
の
近
年
の
就
職
状
況

英
語
学
科
の
教
育
目
標
は
、
英
語
を
高
度
に
駆
使
で
き
る
学
生
の
養
成
に
あ
り
、
こ
の
目
標
を
踏
ま
え
て
、
英
語
を
聞
く
力
、
話
す
力
、

読
む
力
、
書
く
力
に
つ
い
て
、　
一
年
次
か
ら
四
年
次
ま
で
、
綿
密
な
、
し
か
も
多
数
の
学
科
目
を
設
置
し
、
教
育
指
導
に
当
た
つ
て
き
た
。

就
職
に
際
し
て
も
、
英
語
を
使
用
す
る
職
種

へ
の
就
職
が
着
実
に
増
え
て
い
る
。
英
語
学
科
で
は
、
将
来
に
も
わ
た
つ
て
、
こ
の
教
育
目

標
を
堅
持
し
、
学
生
の
指
導
に
当
た
つ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。　
一
九
八
九

（平
成
元
）
年
か
ら

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
ま
で
の
三
か
年

の
主
な
就
職
先
を
次
に
示
す
。
（　
）
内
の
数
字
は
、
上
が
男
子
、
下
が
女
子
を
示
す
。
企
業
名
の
列
記
は
順
不
同
で
あ
る
。

《
一
九
ハ
九
年
度
》

山

一
證
券

（１
１
１
）

・
第

一
證
券

（
１
１
１
）

・
三
洋
証
券

（２
１
２
）

・
新
日
本
証
券

（
１
１
１
）

・
東
京
証
券

（３
１

２
）

・
太
平
洋
証
券

（１
１
１
）

・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
証
券

（１
１
１
）

・
足
利
銀
行

（１
１
０
）

。
東
京
相
和
銀
行

（１
１
０
）

・
北
越

銀
行

（
１
１
１
）

・
太
平
洋
銀
行

（１
１
０
）

・
丸
善

（
１
１
０
）

・
ダ
イ

エ
ー

（
１
１
１
）

・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
リ
ー
ス

（
１
１

１
）

・
ユ
ニ
チ
ャ
ー
ム

（１
１
０
）

。
日
本
航
空

（１
１
１
）

・
全
日
本
空
輸

（１
１
１
）

・
湯
浅
商
事

（１
１
１
）

・
ヤ
ク
ル
ト
本

社

（１
１
１
）

・
Ｃ
Ｓ
Ｋ

（１
１
１
）

・
花
王

（１
１
１
）

・
い
す
ず
自
動
車

（２
１
０
）

・
フ
ア
ミ
リ
ー
コ
ー
ト

（２
１
１
）

・
ア

イ
シ
ン
精
機

（１
１
０
）

・
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

（１
１
１
）

・
高
砂
熱
学
工
業

（１
１
１
）

。
日
本
通
運

（２
１
０
）

・
小
杉
産
業

（１
１
０
）

上
工
川
ブ
ラ
イ
ン
ド
エ
業

（１
１
１
）

・
大
京

（１
１
１
）

。
大
和

ハ
ウ
ス
エ
業

（１
１
１
）

・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

（１



１
０
）

・
日
本
Ｃ
Ｍ
Ｋ

（
１
１
０
）

・
新
興
産
業

（１
１
０
）

・
Ｔ
Ｋ
Ｃ

（
１
１
１
）

・
新
日
本
工
販

（１
１
０
）

・
古
久
根
建
設

（１
１
１
）

・
富
士
通
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム

（
１
１
１
）

・
プ
リ

マ
ハ
ム

（１
１
０
）

・
エ
ム
デ
イ
ア
イ

（
１
１
１
）

・
東
邦
薬
品

（１
１
１
）

。
上
新
電
機

（１
１
１
）

。
東
京
會
館

（１
１
１
）

・
ニ
チ
モ

（１
１
１
）

・
東
京
船
舶

（１
１
０
）

・
日
本
バ
ル
カ
ー

エ
業

（１
１
０
）

・
前
田
建
設
工
業

（１
１
０
）

・
住
友
海
上
火
災
保
険

（１
１
０
）

・
ヶ
ｌ
ョ
ー

（１
１
０
）

・
兼
松

エ
レ
ク
ト

ロ

ニ
ク
ス

（１
１
１
）

・
ビ
ジ

ヨ
ン

（１
１
１
）

・
吉
田
工
業

（１
１
０
）

・
三
井
観
光
開
発

（１
１
１
）

・
住
友
ク
レ
ジ
ツ
ト
サ
ー
ビ

ス

（１
１
１
）

・
西
武
百
貨
店

（１
１
０
）

・
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ

（１
１
０
）

・
Ｄ
Ｃ
カ
ー
ド

（１
１
０
）

・
旭
光
学
商

事

（１
１
１
）

・
日
本
オ
リ
ベ
ッ
テ
イ

（１
１
０
）

・
総
合
住
金

（１
１
１
）

・
日
本
酒
類
販
売

（１
１
０
）

・
明
治
生
命
保
険

（１

１
１
）

・
公
立
中
学

（埼
玉

・
千
葉

・
栃
本

・
群
馬

・
長
野
）

・
公
立
高
校

（千
葉

・
石
川

・
沖
縄
）

・
私
立
高
校

（直
方
学
園
高

校
）

・
公
務
員

・
国
家
Ⅱ
種

（東
京
税
関
）

・
国
家
皿
種

（労
働
省
）

・
市
町
村
役
場

（埼
玉

・
神
奈
川

・
石
川

・
静
岡

・
福
島

・
福

岡
）《

一
九
九
０
年
度
》

日
本
生
命
保
険

（０
１
１
）

・
富
士
銀
行

（０
１
１
）

。
日
本
航
空

（０
１
３
）

。
日
興
證
券

（０
１
３
）

。
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト

エ

ア
ラ
イ
ン
ズ
イ
ン
コ
ー
ポ
レ
イ
テ
ツ
ド

（０
１
１
）

・
大
和

ハ
ウ
ス
エ
業

（
１
１
０
）

・
大
京

（
１
１
０
）

・
全
日
本
空
輸

（０
１

１
）

・
花
王

（０
１
１
）

・
ヤ
マ
ト
空
輸

（０
１
１
）

・
和
光
證
券

（０
１
１
）

。
キ
ャ
ノ
ン
販
売

（１
１
１
）

・
ス
ル
ガ
銀
行

（０

１
１
）

・
ア
イ
ネ
ス

（０
１
１
）

。
足
利
銀
行

（０
１
１
）

・
セ
コ
ム

（１
１
０
）

。
エ
ス
‐
バ
イ
‐
エ
ル

（０
１
１
）

。
ア
ル
プ
ス
電

気

（１
１
０
）

・
大
和
商
エ
リ
ー
ス

（１
１
０
）

・
八
百
半
デ
パ
ー
ト

（０
１
１
）

・
メ
ル
シ
ヤ
ン

（１
１
０
）

・
西
日
本
銀
行

（１

１
０
）

。
日
立
物
流

（１
１
０
）

・
ヤ
マ
ハ

（０
１
１
）

・
日
本
シ
イ

エ
ム
ケ
イ

（０
１
ｉ
）

・
ビ
バ
ホ
ー
ム

（１
１
０
）

，
日
本
電

気
ホ
ー
ム
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

（１
１
０
）

・
東
京
日
産
自
動
車
販
売

（１
１
０
）

・
富
士
通
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム

（０
１
１
）

・
藤

二

英

語

学

科

二
五
九



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
〇

田
観
光

（１
１
０
）

。
東
武
ス
ト
ア
ー

（１
１
０
）

・
興
亜
火
災
海
上
保
険

（１
１
０
）

。
長
崎
屋

（１
１
０
）

・
オ
ー
ル
ス
テ
ー
ト

自
動
車
火
災
保
険

（０
１
１
）

・
ウ
イ
ン
タ
ー
ト
ウ
ル
ス
イ
ス
‐イ
ン
シ
ユ
ア
ラ
ン
ス
‐カ
ン
パ
ニ
ー

（１
１
０
）

・
湯
浅
商
事

（０
１

１
）

・
西
友

（１
１
０
）

・
新
川

（１
１
０
）

・
前
田
建
設
工
業

（０
１
１
）

・
ナ
イ
ガ
イ

（０
１
１
）

，
日
特
建
設

（０
１
１
）

。

東
洋
ラ
ジ

エ
ー
タ
ー

（０
１
１
）

。
東
急
ス
ト
ア
ー

（１
１
０
）

・
兼
松

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

（０
１
１
）

。
日
本
デ
ジ
タ
ル
研
究
所

（２
１
０
）

・
日
本
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

（２
１
０
）

・
リ
ケ
ン

（１
１
０
）

・
イ
ン
テ
ル
ジ
ヤ

パ
ン

（０
１
１
）

・
ケ
イ
ヒ
ン

（０
１

１
）

。
ヴ
イ
ク
ト
リ
ア

（１
１
０
）

・
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

（１
１
０
）

ｏ
共
立

（１
１
０
）

。
日
本
ア
ム
ウ
エ
イ

（１
１
０
）

・

近
鉄

エ
ク
ス
プ
レ
ス

（１
１
０
）

・
理
想
化
学
工
業

（０
１
１
）

・
森
本
組

（１
１
０
）

・
市
田

（
１
１
０
）

・
東
急
観
光

（１
１

０
）

・
ト
ラ
ン
ス
‐
コ
ス
モ
ス

（１
１
０
）

。
上
尾
中
央
総
合
病
院
グ
ル
ー
プ

（
１
１
０
）

・
キ
ャ
ノ
ン
コ
ピ
ア
販
売

（１
１
０
）

・

三
愛

（１
１
０
）

・
岩
田
屋

（０
１
１
）

・
青
木
信
用
金
庫

（１
１
０
）

・
ュ
ア
サ
産
業

（０
１
１
）

・
エ
ス
テ
イ
テ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ヨ
ン

（１
１
０
）

・
ミ
リ
オ
ン
カ
ー
ド
‐サ
ー
ビ
ス

（１
１
０
）

・
ク
レ
ス
ベ
ー
ル
証
券

（０
１
１
）

・
ジ
ヤ
レ
コ

（１
１
０
）

・

ト
ラ
ン
ス
ネ
ッ
ト

（
１
１
０
）

。
ダ
イ
ア
建
設

（
２
１
０
）

・
福
山
証
券

（
０
１
２
）

・
パ
ー
カ
ー
コ
ー
ボ
レ
ー
シ
ヨ
ン

（０
１

１
）

。
日
本
旅
行

（１
１
０
）

・
吉
忠

（１
１
０
）

・
ユ
ー
エ
ス
シ
ー

（０
１
１
）

・
エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス

（０
１
１
）

・
エ
ト
ワ
ー
ル

海
渡

（０
１
１
）

・
東
京
総
合
信
用

（１
１
０
）

・
テ
イ
ビ
ー
シ
ー
グ
ル
ー
プ

（０
１
１
）

・
ユ
ニ
エ
ッ
ク
ス

（０
１
１
）

・
東
京
汽

船

（１
１
０
）

・
東
武
ト
ラ
ベ
ル

（１
１
０
）

・
中
越
運
送

（１
１
０
）

・
小
松
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
開
発

（１
１
０
）

・
日
本
タ
イ
ム
シ

エ
ア

（１
１
０
）

・
エ
ム
オ
ー
エ
ア
シ
ス
テ
ム

（０
１
１
）

。
東
京
リ
コ
ー

（１
１
０
）

・
長
野
県
酒
類
販
売

（１
１
０
）

・
藤
和
不

動
産
流
通
サ
ー
ビ
ス

（０
１
１
）

・
鳥
羽
洋
行

（１
１
０
）

・
ル
ビ
コ
ン

（１
１
０
）

・
新
日
本
工
販

（１
１
０
）

・
芙
蓉
航
空
サ
ー

ビ
ス

（１
１
０
）

。
前
橋
信
用
金
庫

（１
１
０
）

・
南
海
国
際
旅
行

（１
１
０
）

・
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス

（１
１
０
）

・
日
立
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ

（０
１
１
）

・
日
立
情
報
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク

（１
１
０
）

・
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
情
報
シ
ス
テ
ム

（０
１
１
）

・
学
校
法
人



芝
浦
工
業
大
学

（０
１
１
）

・
小
山
学
園

（１
１
０
）

・
栄
光
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（１
１
１
）

・
公
立
高
校

（北
海
道

・
千
葉

・
東
京

・
沖

縄
）

・
公
立
中
学
校

（青
森

・
栃
本

・
埼
玉

・
千
葉

。
東
京

・
神
奈
川

。
新
潟

・
愛
知

・
高
知

。
沖
縄
）

。
公
務
員

・
国
家
Ⅱ
種

・
地

方
上
級

（埼
玉

。
東
京

・
山
梨
）

・
地
方
中
級

（東
京
）

・
区

・
市
役
所

（埼
玉

・
東
京
）

《
一
九
九

一
年
度
》

ダ
イ
エ
ー

（０
１
１
）

・
近
鉄
エ
ク
ス
プ
レ
ス

（０
１
１
）

・
東
急
デ
パ
ー
ト

（０
１
１
）

・
日
興
證
券

（０
１
１
）

・
ヤ
ク
ル
ト

（
１
１
０
）

。
大
正
製
薬

（１
１
０
）

。
東
急
百
貨
店

（
１
１
０
）

。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
住
宅
産
業

（
１
１
０
）

・
日
本
ア
ビ
オ
ニ
ク
ス

（１
１
０
）

・
ニ
チ
レ
イ

（１
１
０
）

。
キ
ヤ
ノ
ン
販
売

（２
１
０
）

。
日
本
電
気
シ
ス
テ
ム
建
設

（１
１
０
）

・
福
島
中
央
テ
レ
ビ

（０
１
１
）

。
日
特
建
設

（０
１
１
）

。
Ｍ
Ｄ
Ｉ

（１
１
０
）

・
小
杉
産
業

（１
１
０
）

・
千
葉
興
業
銀
行

（０
１
１
）

・
信
州
名
鉄

運
輸

（１
１
０
）

・
日
本
音
楽
著
作
権
協
会

（０
１
１
）

・
川
崎
信
用
金
庫

（１
１
０
）

・
ビ
ク
ト
リ
ア

（１
１
０
）

・
イ
ン
テ
ツ
ク

（
０
１
３
）

・
東
京
ト

ヨ
タ
自
動
車

（
１
１
０
）

・
日
本
光
電
工
業

（０
１
２
）

・
三
田
工
業

（
２
１
０
）

・
沖
縄
銀
行

（
０
１

１
）

・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

（０
１
１
）

・
巣
鴨
信
用
金
庫

（０
１
１
）

・
フ
ク
ダ
電
子

（０
１
１
）

・
ク
レ

デ
イ
セ
ゾ
ン

（０
１
３
）

・
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

（０
１
１
）

・
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

（１
１
０
）

・
東
光

（１
１
０
）

・

三
ツ
葉
電
機
製
作
所

（０
１
１
）

・
サ
ミ
ツ
ト

（１
１
０
）

・
ぎ
よ
う
せ
い

（１
１
０
）

・
ェ
ヌ
ヶ
ｌ
ェ
ク
サ

（０
１
１
）

。
日
本
通

運

（２
１
０
）

・
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

（１
１
０
）

・
藤
田
観
光

（０
１
１
）

・
ダ
イ
エ
ー
フ
ア
イ
ナ
ン
ス

（０
１
１
）

・
イ
ー

オ
ン

（２
１
０
）

・
エ
イ
チ
‐
ア
イ
‐
エ
ス

（０
１
１
）

・
住
友
生
命
保
険

（０
１
１
）

・
加
藤
ス
プ
リ
ン
グ

（０
１
１
）

，
日
本
ア
ジ

ア
航
空

（０
１
１
）

。
東
芝
タ
ン
ガ
ロ
イ

（０
１
１
）

・
日
本
火
災
海
上
保
険

（０
１
１
）

・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

（１
１
０
）

・
セ
ン

ト
ラ
ル
フ
ア
イ
ナ
ン
ス

（０
１
１
）

，
大
成
建
設

（０
１
１
）

・
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（０
１
１
）

・
ヤ
マ
ハ

（０
１
１
）

。

田
崎
真
珠

（０
１
１
）

・
日
立
情
報
シ
ス
テ
ム
ズ

（１
１
０
）

・
ケ
イ
ヒ
ン

（１
１
０
）

・
オ
ー
ト
ラ
マ

（１
１
０
）

・
大
日
本
イ
ン

二

英

語

学

科

〓
一上ハ
一
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学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

キ
化
学
工
業

（０
１
１
）

。
日
本
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

（０
１
１
）

。
大
宝
証
券

（０
１
１
）

。
ト
ー
メ
ン

（０
１
１
）

・
ア
ト
ニ

（１

１
０
）

・
タ
ム
ロ
ン

（１
１
０
）

・
三
越

（１
１
０
）

・
東
急
観
光

（０
１
１
）

・
国
分

（０
１
１
）

・
伯
東

（０
１
１
）

。
リ
ー
ガ

ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ヨ
ン

（１
１
０
）

。
日
本
体
育
施
設
運
営

（０
１
１
）

・
三
菱
化
工
機

（１
１
０
）

・
熱
海
後
楽
園

（１
１
０
）

・

プ
リ
マ
ハ
ム

（１
１
０
）

・
束
武
ス
ト
ア
ー

（０
１
１
）

・
シ
ャ
ー
プ
プ

ロ
ダ
ク
ト

（１
１
０
）

。
四
国
銀
行

（１
１
０
）

・
ヤ
オ
ハ

ン
ジ
ヤ
パ
ン

（１
１
０
）

・
長
崎
屋

（２
１
０
）

・
ユ
ニ
ー

（１
１
０
）

・
ア
イ
ワ

（１
１
０
）

。
東
急
ハ
ン
ズ

（１
１
０
）

・
さ
い

た
ま
コ
ー
プ

（１
１
０
）

・
資
生
堂

（１
１
０
）

・
守
谷
商
会

（１
１
０
）

・
山
種
産
業

（１
１
０
）

・
巴
組
鐵
工
所

（１
１
０
）

・

デ
ー
タ
ー
通
信
シ
ス
テ
ム

（１
１
０
）

・
マ
ル
エ
ツ

（０
１
１
）

・
ア
ム
ネ
ッ
ト

（０
１
１
）

。
ヒ
ュ
ー
マ
ツ
ク
ス

（０
１
１
）

・
花

王
化
粧
品
販
売

（
０
１
１

）

・
ベ
ア
ー

（１
１
０
）

・
ダ
イ

ェ
ー

コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス

（１
１
０
）

・
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ツ
ジ

（
１
１

０
）

・
新
潟
運
輸

（１
１
０
）

。
日
本
ケ
ミ
コ
ン

（１
１
０
）

・
西
武
情
報
セ
ン
タ
ー

（０
１
１
）

・
ニ
チ
イ

（０
１
１
）

・
ラ
イ
フ

（０
１
１
）

・
富
山
県
経
済
農
業
共
同
組
合

（１
１
０
）

，
金
山
証
券

（１
１
０
）

・
東
武
ト
ラ
ベ
ル

（１
１
０
）

・
日
本
デ
ジ
タ
ル

研
究
所

（０
１
１
）

・
山

一
證
券

（０
１
１
）

・
Ｓ
Ｔ
Ｔ
コ
ー
ボ
レ
ー
シ
ヨ
ン

（１
１
０
）

・
山
梨
中
央
銀
行

（１
１
０
）

・
公
立
中

学
校

（８
）

・
公
立
高
校

（
８
）

。
私
立
学
校

（３
）

・
公
務
員

・
国
家
Ⅱ
種

（１
１
１
）

・
警
察
官

（０
１
１
）

・
区

・
市
役
所

（２
１
１
）

・
町
役
場

（２
１
０
）

。
そ
の
他
の
公
務
員

（２
１
０
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
平
林
幹
郎
］

七
　
将
来
へ
の
展
望

英
語
学
科
は
大
学
進
学
希
望
者
の
増
加
に
伴
い
、
こ
こ
数
年
、
受
験
生
も
増
え
学
生
の
質
も
高
く
な

つ
て
き
て
い
る
。
学
生
数
も
現
在

約

一
、
二
〇
〇
名
と
語
学
を
中
心
と
す
る
学
科
と
し
て
は
多
い
。
こ
の
多
数
の
学
生
の
英
語
力
を
四
年
間
で
伸
ば
し
、
社
会
に
出
て
活
躍

〓
一ユハ
一
一



で
き
る
人
材
の
育
成
を
な
し
て
き
た
こ
と
は
、
学
科
全
教
員
の
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
し
て
も
良
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
予
想
さ
れ
る
大
学
進
学
希
望
者
数
の
減
少
に
対
応
し
な
が
ら
、
現
在
の
レ
ベ
ル
を
維
持
し
、
更
に
は
高
め
る
た
め
に
と
る
べ
き
効
果

的
な
手
段
は
何
か
、
に
つ
い
て
今
ま
で
以
上
に
真
剣
に
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
事
態
と
な
つ
た
。
学
生
に
と

つ
て
魅
力
あ
る
大
学

・
学

科
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
英
語
を
専
門
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
に
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
、
変
革
の
中
心
と
な
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
こ
と
に
つ
い
て
英
語
学
科
の
将
来
に
対
す
る
姿
勢
を
挙
げ
て
み
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て

学
生
の
学
力
を
入
学
後
ど
の
よ
う
に
伸
ば
す
か
、
そ
の
た
め
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
べ
き
か
、
そ
れ
が
当
面
の
最
大
課

題
と
な
る
。
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
参
考
に
し
て
、
学
生
の
要
望
に
応
じ
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
編
成
を
ま

ず
基
礎
と
す
る
。
こ
の
こ
と
で
学
生
に
″
や
る
気

″
を
起
こ
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
選
択
科
目
を
大
幅
に
増
や
し
、
具
体
的
な
目
標
を
各
科

目
ご
と
に
明
示
し
、
学
生
が
希
望
の
科
目
を
選
択
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
と
り
た
い
。
そ
れ
は
三
コ
ー
ス
制
を
導
入
す
る
こ
と
で
か
な
り

可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

学
生
は
入
学
後
、　
一
年
間
は
コ
ー
ス
制
に
入
る
準
備
期
間
と
し
、
語
学
力
を

つ
け
る
と
と
も
に
多
種
多
様
の
選
択
科
目
を
と
る
こ
と
に

よ

つ
て
、
自
分
の
将
来
の
進
路
を
決
め
る
。
ク
ラ
ス
担
任
を
中
心
と
す
る
教
員
は
、
各
学
生
の
履
修
選
択
の
相
談
に
の
り
助
言
を
す
る
。

こ
の

一
年
次
で
は
、
現
在
、　
一
年
次
か
ら
四
年
次
ま
で
必
修
の
演
習
科
日
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
英
語
の
基
礎
学
力
を
つ
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
特
に
高
等
学
校
で
重
視
さ
れ
て
い
な
い
国
語
能
力
の
育
成
の
た
め
聴
解

・
作
文

・
会
話
な
ど
を
中
心
的
に
勉
強
す
る
。
こ
れ

ら
の
基
礎
科
目
は
原
則
と
し
て
ネ
イ
テ
イ
ブ
‐
ス
ピ
ー
カ
ー
が
担
当
す
る
。　
一
年
次
で
は
で
き
る
限
リ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
‐
ス
ピ
ー
カ
ー
を
活
用

し
、
日
本
人
教
員
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
科
日
間
の
調
整
に
当
た
る
こ
と
と
す
る
。
二
年
次
以
降
で
は
い
わ
ゆ
る
基
礎
的
な
英
語
力
育

成
の
教
科
は
な
く
、
学
生
は
専
門
的
な
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に
合

つ
た
教
科
を
と
る
こ
と
に
な
る
の
で
、　
一
年
次
に
お
い
て
学
生
は
集
中

二

英

語

学

科

〓
一上ハ
一二
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三
六
四

し
て
英
語
を
学
び
、
英
語
学
科
の
要
求
す
る
最
低
限
必
要
な
英
語
力
を
つ
け
な
く
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
、
種
々
の
教
育
機
器

の
活
用
お
よ
び
教
員
の
指
導
が
必
要
と
な
ろ
う
。
留
学
生
や
大
学
院
の
学
生
を
テ
イ
ー
チ
ン
グ
，
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
採
用
し
、
主
に

英
語
力
の
十
分
で
な
い
学
生
の
チ

ュ
ー
タ
ー
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
集
中
的
な
英
語
教
育
と
と
も
に
学
生
は
あ
る
程
度
の

教
養
科
目
を
採
り
、
大
学
生
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
、
人
間
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
、
お
よ
び
将
来
の
方
向
を
探
る
こ
と
を
期
待
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
教
養
科
目
は
従
来
の
よ
う
な
専
門
と
の
関
連
が
少
な
い
科
日
で
は
な
く
、
二
年
次
か
ら
の
コ
ー
ス
に
関
連
あ
る
科
目
で
あ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
直
接
関
連
が
な
く
て
も
、
講
義
内
容
が
学
生
の
興
味
を
引
く
よ
う
に
具
体
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、
学
生
が
積
極
的

に
参
加
で
き
る
よ
う
な
講
義
形
式
を
取
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
従
つ
て
ク
ラ
ス
は
演
習
形
式
も
と
れ
る
よ
う
な
少
人
数
制
が
基
本
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

二
年
次
か
ら
は
、
学
生
は
希
望
に
よ
り
大
ま
か
に
三
コ
ー
ス
に
分
け
ら
れ
る
。
第

一
は
研
究
者
お
よ
び
教
職
希
望
者
養
成
の
た
め
の
コ

ー
ス
で
あ
る
。
第
二
が
英
語
力
を
駆
使
し
て

一
般
企
業
に
就
職
を
希
望
す
る
学
生
の
た
め
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。
第
二
は
人
間
社
会
に
興
味

を
持
ち
、
外
国
の
経
済

。
文
化
に
興
味
を
持

つ
て
い
る
者
の
た
め
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
コ
ー
ス
を
希
望
す
る
学
生
の
中
に
は
海
外
で

日
本
語
を
教
え
た
い
者
も
い
る
で
あ
ろ
う
。
第

一
の
コ
ー
ス
ヘ
進
む
学
生
と
は
違
う
意
味
で
留
学
を
希
望
す
る
者
も
い
る
で
あ
ろ
う
。

第

一
の
コ
ー
ス
を
希
望
す
る
学
生
の
う
ち
、
研
究
者
を
目
ざ
す
学
生
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
す
る
と
、
少
数
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

教
員
希
望
者
は
学
生
の

一
割
か
ら
二
割
は
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
コ
ー
ス
で
は
英
語
学

・
言
語
学
を
は
じ
め
、
理
論
的
な
講
座
に
比
重
が

置
か
れ
、
更
に
英
語
読
解
力
を
つ
け
る
た
め
、
講
読
が
強
調
さ
れ
る
。
ま
た
、
ゼ
ミ
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
思
わ
れ
る
が
留
学
希
望

者
の
た
め
に
Ｈ
ｏ
岡
「
ｒ
な
ど
の
受
験
対
策
に
も
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
学
生
は
、
英
語
学
科
が
近
い
将

来
設
置
希
望
の
大
学
院
に
進
学
す
る
こ
と
を
奨
励
さ
れ
る
。

第
二
の
コ
ー
ス
希
望
者
は
多
数
に
上
る
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
コ
ー
ス
の
場
合
は
学
生
間
の
学
力
の
差
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、



学
力
の
あ
る
学
生
の
力
を
伸
ば
す

一
方
で
、
学
力
が
芳
し
く
な
い
学
生
や
勉
強
に
対
し
て
モ
テ
イ
ベ
イ
シ
ヨ
ン
の
な
い
学
生
の
対
策
を
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
商
業
英
語

。
時
事
英
語

・
貿
易
英
語

・
新
聞
英
語
な
ど
実
社
会
で
使
用
さ
れ
て
い
る
英
語
に
力
点
が
置
か
れ
る

こ
の
コ
ー
ス
で
は
、
実
社
会
で
現
在
活
躍
し
て
い
る
人
た
ち
、
お
よ
び
第

一
線
か
ら
退
い
て
は
い
る
が
、
国
際
社
会
で
活
躍
し
た
経
験
豊

か
な
経
済
人
た
ち
の
協
力
が
望
ま
れ
る
。

大
学
で
の
学
問
研
究
よ
り
は
、
広
く
人
間
社
会
に
興
味
を
持

つ
学
生
に
は
第
三
の
コ
ー
ス
は
魅
力
あ
る
も
の
に
映
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
コ
ー
ス
で
は
従
来
あ
る
欧
米
圏

・
ア
ジ
ア
圏
の
地
域
研
究
を
基
礎
と
し
、
そ
の
ほ
か
世
界
各
国
の
経
済

・
政
治

・
文
化
の
講
座
が
開

講
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
こ
の
コ
ー
ス
で
は
日
本
語
学
科
と
の
協
力
が
望
ま
し
い
も
の
と
な
る
。
第
二
の
コ
ー
ス
を
選
択
し
た
学
生
も

こ
の
コ
ー
ス
の
幾

つ
か
の
科
目
を
取
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
コ
ー
ス
別
の
編
成
を
考
え
て
い
る
も
の
の
、
英
語
学
科
と
し
て
は
全
学
生
に
学
科
の
独
自
性
あ
る
科
目
を
最
少
限
履
修

さ
せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
必
修
科
目
は
学
科
の
コ
ア
と
な
る
も
の
で
、
例
え
ば
英
語
学
概
諭

。
英
語
音
声
学
概
諭

・
英
米
文
化
諭
を
考
え

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
は
す
べ
て
選
択
科
日
と
す
る
。
学
生
は
自
分
の
希
望
に
沿
つ
て
、
コ
ー
ス
を
取
つ
て
も
良
い
し
、
卒
業
に
必
要
な
単

位
数
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
ば
、
コ
ー
ス
に
沿
わ
な
く
て
も
自
分
の
興
味
の
あ
る
科
目
を
取
つ
て
も
良
い
と
い
う
よ
う
な
柔
軟
性

の
あ
る
科
目
編
成
を
し
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
た
め
に
は
ア
メ
リ
カ
的
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
が
必
要
と
な
り
、
教
員
の
負
担
が

増
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
が
唯

一
の
弱
点
と
思
わ
れ
る
が
、
英
語
学
科
の
現
在
あ
る
課
題
は
コ
ー
ス
制
を
設
け
る
こ
と
で
か
な
り
解

消
さ
れ
る
の
で
、
教
員
側
の
協
力
を
求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

以
上
に
述
べ
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
関
す
る
こ
と
以
外
に
、
英
語
学
科
で
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
構
想
し
、
取
り
組
ん
で
い
く

つ
も
り
で

あ
る
。

一　

現
在
、
複
数
教
員
担
当
の
同

一
科
目
お
よ
び
各
演
習
科
日
間
の
横
お
よ
び
縦
の
連
絡
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
科
目
に
つ
い
て
、
そ
れ

二

英

語

学

科

三
六
五
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ぞ
れ
到
達
目
標
を
設
け
、
科
日
間
の
連
絡
を
密
に
し
て
効
果
あ
る
授
業
を
す
る
た
め
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
制
度
を
設
け
、
無
駄
の
な
い
、

学
生
の
要
望
に
沿
つ
た
授
業
を
行
い
た
い
。
特
に
前
述
し
た
ネ
イ
テ
ィ
ブ
‐
ス
ピ
ー
カ
ー
の
担
当
科
日
と
の
関
連
で
こ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
制
度
は
必
要
で
あ
る
。

一
一　
演
習
科
日
は

一
週
間
に
同
じ
科
目
が
複
数
回
、
開
講
さ
れ
る
よ
う
な
制
度
を
と
り
た
い
。
授
業
時
間
も

一
時
間
を
限
度
と
し
た
い
。

こ
の
点
で
は
ア
メ
リ
カ
型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
が
望
ま
し
い
。

〓
一　
い
ろ
い
ろ
問
題
の
あ
る
英
会
話
を
や
め
、
ス
ピ
ー
チ
ー
・
デ
イ
ベ
イ
ト
、
英
語
劇
、
英
語
圏
の
文
化
等
の
ク
ラ
ス
と
し
、
ネ
イ
テ
イ

ブ
‐
ス
ピ
ー
カ
ー
と
は
質
疑
応
答
な
ど
英
語
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
使
う
よ
う
な
授
業
内
容
に
か
え
た
い
。
学
問
的

な
業
績
の
あ
る
ネ
イ
テ
ィ
プ
‐
ス
ピ
ー
カ
ー
に
は
あ
る
程
度
、
講
義
科
日
も
担
当
し
て
も
ら
い
、
英
語
で
授
業
を
行
う
こ
と
も
奨
励
し

た
い
。
そ
の
際
、
日
本
人
専
任
教
員
が
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
学
科
の
希
望
を
伝
え
る
こ
と
に
な
る
。

四
　
学
生
の
大
半
が
↓
〇
”
『
ｒ
五
〇
〇
　
↓
〇
口
ｏ
五
九
〇
～
六
〇
〇
点
以
上
を
取
れ
る
よ
う
な
教
育
を
行
い
、
専
門
の
英
語
で
就
職
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
大
幅
な
学
科
日
編
成
の
変
更
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
あ
る
程
度
は

一
年
次
の
英
語
教
科

で
カ
バ
ー
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

五
　
四
、
五
年
後
に
は
大
学
院
を
設
け
る
方
向
に
あ
る
。
対
象
は
中

・
高
の
現
職
教
員
な
ど
社
会
人
や
こ
れ
か
ら
教
職
に
つ
く
希
望
者
が

主
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
高
学
歴
の
時
代
に
対
処
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
高
校
教
員
は
修
士
号
を
持

つ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
く
な
る

予
想
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
第

一
コ
ー
ス
と
の
兼
ね
合
い
で
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
第
二
の
コ
ー
ス
の
要
素
も
入
る
で
あ
ろ
う
。

六
　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
教
員
を
派
遣
し
、
英
語
学
科
の
学
生

を
留
学
さ
せ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
協
定
校
探
し
を
実
施
し
た
。
で
き
れ
ば
協
定
校
を
数
多
く
持
ち
、
学
生
の
み
な
ら
ず
教
員
の
相
互
派

遣
な
ど
も
考
え
、
学
科
の
活
性
化
を
図
り
た
い
。
常
時
、
英
語
を
母
国
語
と
す
る
留
学
生
が
学
生
の
間
に
入
つ
て
授
業
を
受
け
る
体
制

〓
一エハ
エハ



に
な

つ
て
ほ
し
い
。
従
来
か
ら
あ
る
グ
リ
フ
イ
ス
大
学
な
ど
の
協
定
校
の
ほ
か
英
語
学
科
独
自
の
協
定
校
を
探
す
た
め
、　
一
九
九
三

（平
成
五
）
年
度
も
数
名
の
教
員
を
海
外
に
派
遣
し
、
実
質
的
な
交
渉
に
入
る
予
定
で
あ
る
。
学
生
は
な
ん
ら
か
の
留
学
制
度
を
利
用

し
、
在
学
中
に

一
度
は
必
ず
海
外
で
勉
強
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
指
導
し
た
い
。
こ
の
留
学
は
短
く
て
も
六
か
月
、
で
き
れ
ば

一
年
間

を
目
ざ
す
。

七
　
卒
業
生
の
追
跡
調
査
を
行
い
、
学
科
と
卒
業
生
の
関
係
を
密
接
に
し
、
在
校
生
に
″
や
る
気

″
を
起
こ
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。
英

語
学
科
の
学
生
は
全
体
と
し
て
フ
ア
イ
ト
が
足
り
な
い
の
で
、
持

っ
て
い
る
力
を
十
分
活
用
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
最
近
で
は
学
生
の
パ
ー
テ
イ
に
Ｏ
Ｂ
が
顔
を
出
し
、
い
ろ
い
ろ
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
傾
向
を
更
に
強
め
、
在
校

生
と
卒
業
生
の
連
絡
を
密
接
に
し
同
窓
意
識
を
高
め
た
い
。

八
　
教
員
と
学
生
間
の
接
触
を
密
に
す
る
た
め
に
も
、
ア
メ
リ
カ
式
に
教
員
の
オ
フ
イ
ス
‐
ア
ワ
ー
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
教
員
は
自

分
の
オ
フ
イ
ス
‐
ア
ワ
ー
に
は
研
究
室
に
い
て
、
学
生
の
質
問
に
答
え
た
り
、
相
談
に
の
つ
た
り
す
る
。
現
在
で
も
個
々
に
教
員
が
相

談
に
の
つ
て
い
る
が
、
規
則
的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
オ
フ
イ
ス
‐
ア
ワ
ー
制
度
に
よ
り
全
教
員
が
そ
の
時
間
は
必
ず
在
室
す
る

こ
と
に
し
、
学
生
に
各
人
の
オ
フ
イ
ス
‐
ア
ワ
ー
を
明
確
に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
現
在
考
慮
中
で
あ
る
が
、
英
語
学
科
に
入
る
こ
と
に
よ

つ
て
英
語
が
身
に
つ
き
、
そ
れ
を
手
段
と
し
て
社
会
に
入
り
、

更
に
自
分
に
磨
き
を
か
け
る
よ
う
な
人
材
育
成
を
目
ざ
し
た
い
。
か
な
り
教
員
サ
イ
ド
に
負
担
が
か
か
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、

将
来
の
こ
と
を
考
え
て
、
教
員
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、
ま
す
ま
す
良
い
学
科
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
は
大

学
問
の
競
争
が
激
し
く
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
社
会
の
要
請
に
あ
つ
た
大
学

・
学
科
を
目
ざ
し
な
が
ら
、
大
東
文
化
大
学
の
良
さ
を
生

か
し
つ
つ
、
学
生
が
四
年
間
英
語
学
科
で
学
ん
だ
こ
と
を
感
謝
し
、
自
信
を
持
つ
て
社
会
に
出
て
い
け
る
よ
う
な
学
科
に
し
て
い
く
つ
も

り
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
奥
田
祥
子
］

二

英

語

学

科

二
六
Ｌ
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三
六
八

三
　
日

本

語

学

科

は
じ
め
に

外
国
語
学
部
は

一
九
九
三

（平
成
五
）
年
四
月
か
ら

「中
国
語

・
英
語

・
日
本
語
」
の
三
学
科
体
制
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日

本
語
学
科
増
設
に
伴
う
臨
時
定
員
増
に
よ
る
学
部
改
組
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
主
に
学
科
設
置
の
概

要
に
つ
い
て
、
文
部
省
申
請
準
備
の
経
緯
、
設
置
の
趣
旨
、
必
要
性
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
と
教
育
上
の
配
慮
に
つ
い
て
記
す
。

一
　

設
置
構
想
の
概
要

二
　
設
置
申
請
の
準
備
経
緯

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
九
月
、
外
国
語
学
部
教
授
会
は

一
二
名
の
委
員
か
ら
な
る
日
本
語
学
科
増
設
検
討
委
員
会

（第

一
次
委
員

外
国
語
学
部

日
本
語
学
科

設
置
学
部

・
学
科

四
年

修
業
年
限

学
　
　
士

（日
本
語
学
）

学
　
位
　
等

五
〇
名

（既
設
学
科
か
ら
移
行
）

中
国
語
学
科
二
〇
〇
名
↓

一
八
〇
名

英

語

学

科
三
〇
〇
名
↓

二
七
〇
名

（二
〇
名
↓

日
本
語
学
科
）

（三
〇
名
↓

日
本
語
学
科
）

入

学

定

員



会
）
を
設
置
、
本
格
的
な
検
討
に
入
っ
た
。
同
委
員
会
は

一
九
八
九

（平
成
元
）
年

一
月
、
日
本
語
学
科
増
設
計
画

（案
）
を
と
り
ま
と

め
、
学
部
教
授
会
の
議
を
経
て
、　
一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
四
月
開
設
を
予
定
し
、
学
長
あ
て
稟
議
を
起
こ
し
た
が
、
同
時
並
行
的
に
進

め
ら
れ
て
い
た
法
学
部
政
治
学
科
の
設
置
計
画
と
の
関
連
に
お
い
て
、
学
長
か
ら
申
請
時
期
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
の
指
示
が
な
さ

れ
た
。
外
国
語
学
部
教
授
会
は
こ
れ
を
了
承
、　
一
九
八
九
年
度
の
申
請
を
見
送
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

一
九
九
〇
年
四
月
、
再
度
日
本
語
学
科
設
置
準
備
委
員
会

（第
二
次
委
員
会
）
を
設
置

（委
員

一
二
名
）
、
さ
ら
に
検
討
を
継
続
し
、

同
年

一
一
月
、
日
本
語
学
科
増
設
計
画

（案
）
を
策
定
、
学
部
教
授
会
の
承
認
を
受
け
、
法
人
を
含
め
た
学
内
全
体
の
討
議
に
付
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

学
内
討
議
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
財
政
計
画
お
よ
び
施
設
設
備
計
画
面
に
つ
い
て
種
々
検
討
が
行
わ
れ
、
学
内
の
合
意
が
得
ら
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
語
学
科
設
置
準
備
委
員
会
は
、　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
五
月
、
外
国
語
学
部
教
授
会
に
既
設
二
学
科
の
臨
時
定

員
増
を
含
む
日
本
語
学
科
設
置
構
想
の
概
要

（案
）
（
一
九
九
二
∧
平
成
四
∨
年
度
申
請
、　
一
九
九
二
∧
平
成
五
∨
年
度
開
設
）
を
提
案
、

了
承
を
受
け
、
大
学
評
議
会
の
議
を
経
て
、
五
月
二
九
日
の
学
園
理
事
会

・
評
議
員
会
に
提
案
、
承
認
を
得
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
設
置

準
備
委
員
会
で
は

一
九
九

一
年
夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
教
員
二
名
を
派
遣
、
彼
地
の
日
本
語

教
育
の
実
態
調
査
を
実
施
し
、
同
年

一
一
月
、
日
本
語
学
科
設
置
準
備
委
員
会
内
に
作
業
部
会
を
設
け
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
、
教
育
方
法
、

図
書
そ
の
他
設
備
の
整
備
計
画
、
設
置
経
費
計
画
等
具
体
的
な
計
画
の
策
定
作
業
を
行

っ
た
。

翌

一
九
九
二
年
三
月
、
第

一
回
目
の
文
部
省
と
の
事
前
協
議
に
入
り
、
数
次
の
協
議
を
経
て
、
四
月
末
、
文
部
大
臣
あ
て
第

一
次
申
請

書
を
提
出
、
六
月
に
受
理
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
案
に
も
と
づ
き
教
員
人
事
の
具
体
的
選
考
作
業
に
入
り
、
教
授
会
の
議
を
経
て
、
日
本
語
学
科
教
員
人
事
計

画

（案
）
を
五
月
開
催
の
理
事
会
あ
て
提
案
、
承
認
を
受
け
、
六
月
初
旬
大
学
設
置

・
学
校
法
人
審
議
会
の
審
査
を
経
て
、
七
月
末
日
、

三
　
日
本
語
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
九
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一二
七
〇

追
加
書
類
を
文
部
大
臣
あ
て
に
提
出
、
受
理
さ
れ
た
。

一
〇
月
二
〇
日
、
日
本
語
学
科
設
置
認
可
中
請
に
係
わ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

（大
学
設
置
分
科
会
）
が
国
立
教
育
会
館
で
行
わ
れ
、
留
意
事

項
の
指
摘
お
よ
び
補
助
資
料
の
提
出
等
の
指
示
は

一
切
な
し
に
終
了
し
た
。

最
終
的
に
は
、
大
学
設
置
審
議
会
の
答
中
、
文
部
大
臣
の
認
可
を
経
て
、　
一
九
九
二
年

一
二
月
二

一
日
、
文
部
省
か
ら
認
可
書
が
交
付

さ
れ
た
。

三
　
設
置
の
趣
旨

。
目
的

０
　
設
置
の
必
要
性

①

外
的
要
因

近
年
、
わ
が
国
と
諸
外
国
と
の
国
際
交
流
は
ま
す
ま
す
活
発
に
な
り
、
国
際
的
視
野
と
国
際
的
活
動
能
力
を
も
つ
人
材
の
需
要
が
高
ま

っ
て
い
る
。
ま
ず
こ
の
よ
う
な
現
象
の
裏
に
ど
の
く
ら
い
の
日
本
語
学
習
者
数
が
あ
る
の
か
と
い
う
と
、
海
外
の
機
関

・
施
設

（世
界
七

七
か
国
）
で
約
百
万
人
、
そ
の
四
分
の
三
が
韓
国
語

。
中
国
語

・
英
語

。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を
母
語
と
す
る
学
習
者
に
よ
つ
て
占
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
学
習
し
て
い
る
人
を
合
わ
せ
る
と
二
百
万
人
に
な
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
（表
１
）

と
こ
ろ
で
日
本
国
内
の
大
学
に
お
け
る
留
学
生
受
け
入
れ
の
現
状
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
政
府
の
留
学
生
の
受
け
入
れ

一
〇
万
人
計
画

の
推
進
な
ど
に
伴
い
、
量
的
な
達
成
度
は
か
な
り
の
成
果
を
収
め
て
い
る
。



（表
１
）
海
外
の
日
本
語
学
習
者
、
教
師
、
機
関
数
内
訳

（地
域
別
）
　

（
一
九
九
〇
年
四
月

一
日
現
在
）

中近東 東   欧 西   欧 中 南 米 北米

ト
ル
コ

イ
ス
ラ
エ
ル

そ
の
他

旧
ソ
ビ
エ
ト

ポ
ー
ラ
ン
ド

ュ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

そ
の
他

イ
タ
リ
ア

イ
ギ
リ
ス

フ
ラ
ン
ス

ド
イ
ツ

そ
の
他

メ
キ
シ
コ

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

プ
ラ
ジ
ル

ペ
ル
ー

そ
の
他

ア
メ
リ
カ

カ
ナ
ダ

〇
一四
五〇

七   五
七 〇 一 〇 〇

六
四
七

一
〇
四

九
九
二

四
四
五

八
九
二

三
〇
四〇

三
、
九
〇
二〇

一二
、
六
六
七

二
、
三
四
六

五
四
一

一四
〇

五
〇

五
五
〇

二
五
八

〓
二三

六
七
五

二
、
三
五
七

三
、
五
六
二

七
、
七
四
六

六
、　
一
〇
七

四
、
六
二
七

一〓
三
六

一、
七
二
〇

一四
、
九
〇
一

五
、
四
四
二

一、
六
二
八

二
九
、
六
一
一

六
、
五
六
六

三
　
日
本
語
学
科

大洋州 南アジア 東南アジア 東アジア

国

・
地
域

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

バ
プ
ア
■
一ュ
ー
ギ
ニ
ア

そ
の
他

イ
ン
ド

ス
リ
ラ
ン
カ

ネ
パ
ー
ル

パ
キ
ス
タ
ン

バ
ン
グ
ラ
デ
イ
シ
ュ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

タ
イ

フ
イ
リ
ピ
ン

マ
レ
ー
シ
ア

ミ
ヤ
ン

マ
ー

そ
の
他

韓
国

中
国

香
港

・
マ
カ
オ

モ
ン
ゴ
ル

五
五
、
〇
九
一

一
〇
、
八
四
四

六
七

〓
四
〇

ヨi

〓
六
、
五
九
六

七
五
四

三
、
二
三
四〇

一、
六
六
七〇〇

四
〇
三
、七
四
四

一
二
〇
、
八
九
八〇

三
四

初

中

等

六
二
、

〇
二
三

一
二
、
三
六
九

九
〇

二
七

一

一、
四
〇
七

六
〇
六

九
六
三

〓
二二

二
九
七

四
〇
、
〓
〓
四

六
、
四
四
四

一
一
、
八
六
九

二
七
九

四
、
七
七
九

四
〇
五

一
九
四

四
四
七
、
六
一〇

二
八
八
、　
一七
七

一
一、
九
五
二

六
六

小
　
計

＊
小
計
は
、
初
中
等
教
育
、
高
等
教
育
学
校
以
外
の
教

育
を
加
え
た
も
の

世
界
七
七
国

学
習
者
総
数

初
中
等
教
育
機
関

高
等
教
育
機
関

学
校
以
外
の
機
関

九
八
〓

四
〇
七
名

六
五
七
、
五
七
九
夕
Ｈ

一
五
九
、
九
一
一
ら者

一
六
〓
、
九
一
七
名

一
九
九
〇
年
度

外
務
省

・
国
際
交
流
基
金
調
べ

三
七

一

アフリカ

ザ
イ
ー
ル

エ
ジ
プ
ト

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

そ
の
他

C)C)C)〇

九
〇

二
八
一

六
八

三
二
五
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（表
２
）
出
身
地
域
別
日
本
語
学
習
者
数

（
一
九
九

一
年
度

『
国
内
の
日
本
語
教
育
機
関
の
概
要
」
文
化
庁
文
化
部
国
語
科
）

三
七
二

大
学
の
日
本
語
学
科
と
い
う
も
の
は
、
巨
視
的
に
は
、
文
化
の
中
核
で
あ
る
言
語
の
研
究
に
加
え
、
日
本
文
化

。
社
会
の
特
色
に
関
す

る
日
本
研
究
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
日
標
達
成
の
過
程
に
お
い
て
、
留
学
生
は
ま
ず
大
学
で
教
育
を
受
け
る
う
え
で
の
基
本

的
な
日
本
語
能
力
と
異
文
化
に
対
す
る
理
解
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
殊
に
日
本
語
教
師
を
志
望
す
る
者
は
、
日
本
語

学

・
日
本
語
教
育
の
分
野
に
お
い
て
即
戦
力
に
な
り
得
る
能
力
と
、
国
際
的
感
覚
の
豊
か
な
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

南アメリカ州
749名 (1.2%)

アフリカ州
326名 (05%)

その 等

0′

。)

大洋州
849名(14%)

ヨーロツパ州
CIS諸 国等
3,881名 (6.2%)

北アメリカ州
7,824名 (12.4%) 学習者数

62,895名

アジア州
46,604名

(741%)



②

内
的
要
因
　
　
―

本
学
日
本
語
関
係
科
目
の
開
講
状
況
―

本
学
は

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
、
外
国
語
学
部
開
設
時
よ
り
日
本
語
関
連
講
座
を
開
講
、
な
お

一
五
年
前
に
は
別
科
日
本
語
研
修

課
程

（留
学
生
の
た
め
の
大
学
入
学
日
本
語
予
備
教
育
を
行
う
）
と
、
学
部
教
養
課
程

（
一
、
二
年
次
）
の
日
本
語
関
係
科
目
が
設
置
さ

れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
度
の
日
本
語
関
係
科
目
の
開
講
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
別
科
日
本
語
研
修
課
程
…
…
五
〇

コ
マ

○
教
養
課
程
留
学
生

一
、
二
年
次
…
…
三
六
コ
マ

○
外
国
語
学
部

・
国
際
関
係
学
部
の
学
科
日
本
語
関
連
科
目

（日
本
語
学
概
諭

・
日
本
語
学
演
習

・
日
本
語
教
授
法

・
文
章
表
現
法
）

…
…

一
三
コ
マ
　
　
合
計
九
九
コ
マ

こ
の
数
年
、
こ
れ
ら
科
日
の
履
修
者
数
は
増
加
の

一
途
を
辿
っ
て
お
り
、　
一
ク
ラ
ス

一
〇
〇
名
を
越
え
る
科
目
も
あ
る
。　
一
九
九

一
年

度
に
お
け
る
三
、
四
年
次
生
の
履
修
者
数
は
五
六

一
名
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
開
講
コ
マ
数
拡
大

へ
の
要
請
は
一日
ま
る

一
方
で
あ
る
が
、
専
任
教
師
と
非
常
勤
教
師
の
数
の
上
で
の
バ
ラ
ン
ス
、
教
授
内

容
の
充
実
性
、
留
学
生
問
題
等
を
考
え
る
と
き
、
本
学
に
お
け
る

「
日
本
語
関
係
科
目
」
は
、
も
は
や

一
つ
の
独
立
し
た

「
日
本
語
学
科
」

の
誕
生
を
必
要
と
す
る
段
階
に
き
て
い
る
、
い
や
、
む
し
ろ
遅
い
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

０
　
建
学
の
精
神
の
具
現
化

本
学
科
は
既
設
中
国
語
学
科

・
英
語
学
科

の
実
績
を
発
展
的

に
継
承
し
、
更
に
日
本
学

・
日
本
語
教
育
者
ま
た
は
広
く
国
際
社
会

で
活

躍
で
き
る
人
材

の
養
成
と

い
う
社
会
的
要
望
を
受
け
入
れ
、
真

の
相
互
交
流

（
双
務
制

に
よ
る
交
流
）
の
実
現
を
促
す
も

の
で
あ
る
。
教

三
　
日
本
語
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
三
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三
七
四

育
の
場
で
目
的
を
同
じ
く
す
る
者
た
ち
が
、
よ
り
自
由
に
討
論
じ
あ
え
る
日
が
来
る
の
も
遠
く
は
な
い
と
思
う
。
日
外
共
修
は
、
日
本
人

に
と
っ
て
は
自
分
自
身
を
客
観
的
に
見
る
目
を
養
う
こ
と
に
な
り
、
相
手
の
立
場
に
立

っ
て
考
え
る
と
い
う
国
際
化

へ
の
内
実
を
深
め
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
外
国
人
に
と
っ
て
は
現
代
世
界
の
仲
間
入
り
を
し
た
日
本
国
へ
の
認
識
を
促
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

本
学
科
の
増
設
は
、
中

・
英
両
学
科
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
業
績
を
更
に
深
め
る
た
め
の
橋
が
か
り
的
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
本

学
が
国
際
化
の
現
代
社
会
の
中
に
あ

っ
て
新
段
階
を
迎
え
た
今
、
い
わ
ゆ
る
建
学
の
精
神
で
あ
る

「
東
西
文
化
の
融
合
」
の
具
現
化
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
る
。

０
一　
既
設
学
科
と
の
関
係
が
も
た
ら
す
も
の

①
　
国
際
社
会
に
お
け
る
文
化
交
流
領
域
の
拡
充

中
国
と
の
交
流
　
一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
に
中
国
語
学
科
が
主
体
と
な
り
北
京
外
国
語
学
院
と
交
流
協
定
が
結
ば
れ
た
。
以
来
、

姉
妹
校
と
し
て
の
提
携
が
強
ま
り
、
こ
の
十
数
年
教
員
を
派
遣
し
合
い
、
研
究
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
た
。
北
京
外
国
語
学
院
か
ら
は
中

国
語
専
攻
の
教
授
や
若
手
研
究
者
の

一
部
が
派
遣
さ
れ
、
本
学
の
中
国
語
教
育
の
傍
ら
自
ら
の
日
本
語
研
究
を
進
め
、
ま
た
本
学
の
学
生

に
は
北
京
外
国
語
学
院
で
の
短
期
語
学
研
修
の
道
が
開
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
学
科
に
お
い
て
も
希
望
者
が
中
国
語
研
修
に
参
加
し

う
る
よ
う
取
り
計
ら
う
予
定
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
交
流
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
と
は
、　
一
九
七
四

（昭
和
四
九
）
年
、
日
本

国
際
教
育
協
会
の
学
生
国
際
交
流
制
度
の
適
用
を
受
け
て
交
流
協
定
が
結
ば
れ
、　
一
九
七
五
年
よ
り
毎
年

一
名
ず
つ
交
換
留
学
生
と
し
て

計

一
八
名
を
派
遣

（学
費
免
除
、
往
復
旅
費

・
生
活
費
支
給
）、　
一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
か
ら
は
グ
リ
フ
イ
ス
大
学
か
ら
も
本
学

へ



留
学
生
が
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
ま
で
に

一
三
名
に
達
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ヴ
イ
ク
ト
リ
ア
大
学

口
ｒ
【
へ
は
、　
一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
か
ら
毎
年
三
か
月
間
の
英
語

（私
費
留
学
、
単

位
換
算
）
を

一
〇
名
か
ら

一
五
名
の
規
模
で
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
ワ
イ
カ
ト
大
学
と
の
間
に
も
英
語
の
短
期
研
修
を
行

っ
て
い
る
。
こ

の
研
修
に
も
本
学
科
の
希
望
者
が
参
加
し
う
る
よ
う
取
り
計
ら
う
予
定
で
あ
る
。

［付
記
］

―

日
本
語
教
育
事
情
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
―

‐

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
八
月
、
英
語
学
科
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
英
語
研
修
の
際
、
現
地
の
日
本
語
教
育
事
情

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
依
頼
し
、
詳
し
い
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
最
近
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ほ
と
ん
ど
の

州
で
、
中

・
高
校
日
本
語
教
師
に
な
る
に
は
、
自
国
で
の
教
員
免
許
状
に
く
わ
え
、
む
し
ろ
Ｂ
Ａ
取
得
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
新
た
に

教
育
学
部
で

一
年
か
け
て
教
員
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
を
法
制
化
し
て
い
る
。
つ
ま
り
高
度
の
英
語
力
が
先
ず
要
求
さ
れ
る
。
な
お
、
授

業
の
現
場
に
お
い
て
生
徒
の
統
制
を
は
か
り
、
躾
教
育
が
で
き
る
教
師
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
現
場
で
の
教
育
能
力
が
必
須
要

件
で
あ
る
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
、
今
回
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
作
成
に
あ
た
り
多
く
の
示
唆
が
得
ら
れ
た
。

②
　
別
科
日
本
語
研
修
課
程

別
科
日
本
語
研
修
課
程
が
学
内
に
あ
る
こ
と
は
、
日
本
語
教
師
志
望
の
学
習
者
に
と
つ
て
は
非
常
に
有
利
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
教
育
実

習
の
場
が
本
学
の
中
で
確
保
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
実
習
に
よ
る
体
験
が
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
日
本

語
学
科
の
学
生
に
よ
る
チ

ュ
ー
タ
ー
制
を
設
け
、
両
者
の
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
を
図
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

０
一　
相
互
交
流
に
お
け
る
受
け
入
れ
体
制
の
具
現
化

三
　
日

本

語

学

科

三
七
五
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三
七
六

前
項
０
に
記
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
調
査
報
告
に
見
ら
れ
る
相
互
交
流

へ
の
要
望
は
、
本
学
が
具
体
的

に
生
活

・
経
済
面
で
の
受
け
皿
を
用
意
す
る
こ
と
な
く
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
双
務
制
に
よ
る
交
流
と
い
う

大
学
側
の
受
け
皿
の
整
備
如
何
の
問
題
で
も
あ
る
。

教
育
面
で
は
交
換
留
学
生

・
教
師

・
研
究
者
等
の
要
請
が
高
ま
り
、
さ
し
あ
た
り
語
学
教
育
分
野
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
外
国
語
学
部
全
体
の
あ
り
方
を
将
来
に
向
け
て
考
え
る
と
き
、
日
本
語
学
科
は
今
ま
で
中

・
英
両
学
科
が
受
け
て
き

た
相
手
国
の
厚
意
に
対
し
、
日
本
語
学
習

，
研
究
の
希
望
者
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
よ
り
報

い
る
べ
く
内
実
を
深
め
る
努
力
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

例
え
ば
、
各
大
学
の
別
科
日
本
語
研
修
課
程
に
し
て
も
、
現
在
は
留
学
生
の
大
学
受
験
対
策
用
の
機
関
的
役
割
を
し
て
い
る
。
し
か

し
、
国
際
社
会
の
多
様
化
の
中
に
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
し
た
ら
良
い
か
と
い
う
こ
と
も
、
大
局
的
な
体
制
化
の
中
で
見
え

て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
の
趣
旨

・
特
色

本
学
科
は
必
ず
し
も
日
本
語
教
員
の
養
成
だ
け
に
限
定
せ
ず
、
現
代
日
本
語
の
研
究

・
教
育
を
中
心
と
し
て
基
礎
的
な
知
識
と
同
時

に
豊
か
な
教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
。
よ
り
高
度
な
知
識

・
研
究
を
志
す
者
に
は
、
本
学
科
完
成
年
度
に
大
学
院
外
国

語
学
研
究
科

（仮
称
）
の
設
置
を
計
画
し
て
い
る
。

０
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系



①
　
一
般
教
養
教
育

本
学
科
で
は
外
国
語
科
目
の
履
修
を

一
般
教
養
教
育
科
目
の
卒
業
要
件
か
ら
は
ず
し
、
専
門
教
育
科
日
と
し
て
徹
底
し
た
教
育
を
す
る

こ
と
と
す
る
。
そ
の
他
の

一
般
教
育
科
日
、
保
健
体
育
科
日
は
既
設
学
科
と
同
様
に
扱
う
。

②
　
専
門
教
育
　
―

‐
多
様
な
分
野
へ
の
学
習
対
応
―
―

日
本
語
学
を
学
科
全
体
の
核

（必
修
）
と
し
て
据
え
、
次
に
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

・
Ｄ
系
列
の
専
門
科
目
を
選
択
必
修
科
目
と
し
て
配
置
し
、

学
生
個
々
の
志
望
に
応
じ
て
多
様
な
分
野
へ
の
展
開
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。

カリキユラム体系概念図

①
　
一
般
教
養
教
育

(2)専 門教育

外
国
語
教
育

三
　
日
本

語

学

科

Ａ
系
列
　
日
本
語
学
の
必
修
科
日
と
同
心
円
的
関
係
に
あ
り
、
基
礎
知
識
の

上
に
教
育
内
容
が
進
む
に
つ
れ
、
よ
り
深
い
理
解
力

，
知
識
の
獲
得
力
が
得
ら

れ
、
自
然
に
新
し
い
分
野
に
挑
戦
し
た
く
な
る
よ
う
な
高
い
レ
ベ
ル
の
学
習
内

容
を
意
図
し
て
い
る
。
以
下
Ｂ

・
Ｃ

・
Ｄ
系
列
に
お
い
て
も
各
自
の
選
択
科
目

に
よ
る
特
色
が
出
て
く
る
。

基
礎
的
段
階
で
得
た
日
本
語
能
力
は
、
例
え
ば
語
彙

・
文
法

・
意
味
か
ら
表

現

・
文
体

へ
と
専
門
分
野
に
応
じ
た
異
な
る
学
習
内
容

へ
の
発
展
を
み
せ
る
よ

う
に
な
る
。

Ｂ
系
列
　
文
化
は
言
語
を
背
後
か
ら
支
え
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
の
意
味

か
ら
世
界
的
視
野
の
も
と
に
日
本
文
化
の
特
質
を
把
握
し
、
理
解
を
深
め
る
。

Ｃ
系
列
　
国
際
社
会
の
問
題
を
主
に
政
治

・
経
済
を
中
心
に
扱
い
、
情
報
時

三
七
七
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一二
七
八

代
を
迎
え
た
今
日
、
国
際
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
関
係
に
興
味
を
持
つ
学
習
者
に
対
し
配
慮
す
る
。

Ｄ
系
列
　
海
外
各
地
で
活
動
す
る
際
に
必
要
に
な
る
相
手
国
の
社
会

・
文
化
的
知
識

・
情
報
と
、
日
常
生
活
に
必
要
な
基
礎
的
な
会

話
能
力
を
、
ま
ず
身
に
つ
け
て
お
く
。

③
　
外
国
語
教
育
　
―

‐
教
育
上
の
配
慮
―
―

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
外
国
語
教
育
は
教
養
課
程
に
お
け
る
第

一
・
第
二
外
国
語
と
し
て
で
は
な
く
、
専
門
教
育
科
日
と
し
て
位
置
づ

け
て
あ
る
。
日
本
人
学
生
に
は
中
国
語
ま
た
は
英
語
を
、
外
国
人
学
生
に
は
日
本
語
の
語
学
力
を
、
語
学
教
育
の
初
期
の
段
階
に
確
実
に

つ
け
る
よ
う
入
学
時
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
指
導
を
徹
底
さ
せ
る
。

ａ
　
履
修
単
位
　
　
日
本
語

・
中
国
語
ま
た
は
英
語
を

一
、
二
年
次
に

一
〇
科
日
、
二
〇
単
位
を
必
修
と
す
る
。

ｂ
　
専
任
教
員
の
配
置
　
　
授
業
内
容
、
コ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
等
を
総
合
的
に
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
ト
す
る
専
任
教
員
を
三
コ
ー
ス
に
各

一
名
以

上
配
置
す
る
。　
一
ク
ラ
ス
当
た
り
の
履
修
者
数
は

一
五
名
～
二
〇
名
を
標
準
と
す
る
。

ｃ
　

一
年
次
開
始
時
の
語
学
能
力
　
　
日
本
語
は
日
本
語
学
習
時
間
八
〇
〇
時
間
、
「
日
本
語
能
力
試
験
」
（文
部
省
所
管
、
日
本
語
国
際

教
育
協
会
に
よ
る
）
二
級
レ
ベ
ル

（ま
た
は
そ
れ
以
上
）
。
中
国
語
は
初
歩
か
ら
、
英
語
は
少
な
く
と
も
六
年
間
に
わ
た
る
英
語
教
育

の
基
礎
の
う
え
に
立

っ
て
開
始
さ
れ
る
。

ｄ
　
半
期
制
コ
ー
ス
の
導
入
　
　
　
語
学
能
力
を
高
め
る
た
め
の
年
次
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、　
一
年
間
を
前
期
と
後
期
と
に
分
け
、
前
置

科
目
と
後
置
科
目
を
お
き
、
前
期
で
到
達
日
標
に
達
し
な
か
っ
た
科
目
に
つ
い
て
再
履
修
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
半
期
ご
と
に
行
う
到

達
度
の
観
察
、
評
価
結
果

へ
の
対
応
の
あ
り
方
は
、
語
学
に
あ

っ
て
は
初
期
の
段
階
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
効
果
的
で
あ
る
。

ｅ
　
外
国
人
学
生

へ
の
配
慮
　
　
外
国
人
学
生
が
日
本
人
学
生
と
講
義

・
演
習

・
実
習
に
お
い
て
共
に
学
ぶ
こ
と
で
得
る
教
育
上
の
効
果

に
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
互
い
に
自
由
に
日
本
語
で
議
論
を
た
た
か
わ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
そ
の
準
備
段
階



lB IA

一
年
前
期

lE  lD  lC

一
年
後
期

2B 2A
二
年
前
期

2E 2D 2C
二
年
後
期

※
　
以
上
で
計
１０
科
目
２０
単
位
を
取
得
し
て
必
修
外
国
語
の
単
位
履

修
を
す
べ
て
終
え
る
。

履
修
方
法
モ
デ
ル

モ
デ
ル
ー
　
再
履
修
を
全
く
し
な

い
ケ
ー
ス

（
日
本
語

・
中
国
語

・
英
語
共
通
）

モ
デ
ル
Ｈ
　
再
履
修
を
要
す
る
ケ
ー
ス

（以
下
登
録
し
た
単
位
取
得
の
で
き
な
か
つ
た
科
目
は

「
‐Ａ
」
「
ｌＣ
」
の
よ
う
に
示
す
。
日

本
語

・
中
国
語

・
英
語
共
通
）

と
し
て
の
基
本
的
な
日
本
語
運
用
力
を
、
よ
り
高
め
る
過
程
が
必
要
に
な
る
。
例
え
ば
必
修
科
日
の

「
日
本
語
学
基
礎
演
習

一
・
二
」

を
語
学
教
育
と
重
ね
て
日
外
共
修
に
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
必
修
科
日

「
日
本
語
学
概
論
」
「
日
本
語
教
授
法
概
論
」
「
言
語
学
概
論
」

へ

の
配
慮
に
よ
る
知
識
の
獲
得
や
問
題
点
の
意
識
化
等
を
き
め
細
か
く
指
導
す
る
と
い
う
意
図
で
設
け
た
も
の
で
あ
る
。

三
　
日
本
語
学
科

三
七
九

「
ｌＡ
」

「
ｌＢ
」

一
年
前
期

ＡＢＣＤ
「

ｌＥ

」

一
年
後
期

2A
「
２Ｂ
」

lE

二
年
前
期

「
２Ｃ

」

ＤＥ

二
年
後
期

2C

三
年
前
期

※
　
三
年
前
期
は
板
橋
校
舎
で
履
修
す
る
。
た

だ
し
、
二
年
後
期
ま
で
に
未
取
得
科
目
が
８

単
位
以
上
あ
る
場
合
は
三
年
次
に
進
級
で
き

な
い
。
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三
八
〇

０
　
ネ
イ
テ
イ
ブ
‐ス
ピ
ー
カ
ー
の
教
師
に
よ
る
直
接
指
導

既
に
中

・
英
両
学
科
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
教
授
法
は
、
特
に
学
習
初
期
の
聴
解

・
口
頭
表
現
で
の
発
音

・
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ヨ
ン

・
プ

ロ
ミ
ネ
ン
ス
等
の
訓
練
に
有
効
で
あ
る
。
日
本
語
教
師
の
志
望
者
は
体
験
を
通
し
て
直
接
法
的
指
導
の
効
果
ま
た
は
問
題
点
を
自
分
で
意

識
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
対
照
言
語
学
的
視
点
や
異
文
化
と
の
接
触
に
よ
る
社
会

・
文
化
等

へ
の
観
察
眼
も
養
う
こ
と

が
で
き
る
。
教
師
に
と
っ
て
は
説
明
の
た
め
の
使
用
言
語
の
選
択
、
説
明
法
の
適
切
さ
な
ど
試
行
錯
誤
の
連
続
で
あ
る
。
別
の
言
い
方
を

す
れ
ば
、
語
学
教
育
の
現
場
は
両
者
に
と
っ
て
目
標
言
語
習
得
の
過
程
に
お
い
て
経
験
す
る
二
言
語
併
用

（
バ
イ
リ
ン
ガ
リ
ズ
ム
）
と
二

文
化
併
用

（
バ
イ
カ
ル
チ

ュ
ラ
リ
ズ
ム
）
が
も
た
ら
す
中
間
言
語

（イ
ン
タ
ー
ラ
ン
グ
ー
ジ
）
研
究
の
場
で
も
あ
る
。
特
に
日
本
語
教
育

に
異
文
化
適
応
の
観
点
を
取
り
入
れ
る
に
は
不
可
欠
な
基
礎
研
究
の
場
な
の
で
あ
る
。

五
　
そ
の
他
参
考
資
料

０
　
卒
業
要
件
単
位
　
　
　
一
二
四
単
位
　
　
　
表
３
参
照

０
　
教
員
組
織

（専
任
）　
　
　
　
　
　
　
　
表
４
参
照

０
　
授
業
科
目
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
５
参
照

①
　
一
九
九
二

（平
成
五
）
年
度
入
学
試
験
概
況

出
願
期
間
　
　
　
　
二
月

一
日
　
～
　
二
月

一
九
日

試
験
日
　
　
　
　
　
一
一月
二
六
日

（英
語
・国
語
）。
但
し
、
在
日
留
学
生
は
試
験
の
結
果
に
よ
り
選
ば
れ
た
者
を
三
月
二
日
に
面
接
。



定
員

志
願
者

合
格
者
発
表

合
格
者
の
国
籍

（表
３
）
卒
業
要
件
単
位

三
　
日
本
語
学
科

五
〇
名

（日
本
人
三
五
名
、
外
国
人

一
五
名
）

五
四
〇
名

（日
本
人
四
〇

一
名
、
外
国
人

一
二
九
名
）

二
月
四
日
、
八
五
名

韓
国

（
一
二
名
）、
台
湾

（五
名
）、
中
国

（二
名
）、
マ
レ
ー
シ
ア

（
一
名
）。
計
外
国
人

（二
〇
名
）、
日
本
人

（六
五
名
）

（表
４
）
専
任
教
員

一
覧
表

外
国
語
学
部
日
本
語
学
科

（
一
九
九
二
年
八
月

一
日
現
在
）

総

計 選 択 必 修 科 目 必修科目

授
業
科

目
区

分

小
　
計

専門教育科目

一
般
教
育
科
目

小
　
計

専
門
教
育
科
目

（日
本
語
学
）

保
健
体
育
科
目

Ａ
日
本
語
学

・
日
本
語
教
授
法
系
列

Ｂ
日
本
文
化

・
比
較
文
化
系
列

Ｃ
情
報
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン

・

政
治
経
済
系
列

Ｄ
地
域
研
究

・
地
域
言
語
系
列

外
国
語

‐２４
単
位
以
上

８６
単
位
以
上

１６
単
位

８
単
位

６
単
位

計62単 位以上

６
単
位

２０
単
位

２４
単
位

３８
単
位

３４
単
位

４
単
位

必
修
単
位
数

一
九
九
二
年
四
月

一
九
九
二
年
四
月

就
任
予
定
年
月

教
　
授

教
　
授

職
　
名

日
本
語
教
授
法
概
論

日
本
語
教
授
法
１

日
本
語
学
基
礎
演
習
１

日
本
語
学
演
習

日
本
語
学
概
論

日
本
語
学
１

日
本
語
学
基
礎
演
習
２

日
本
語
学
演
習

言
語
学
特
殊
講
義
１

（社
会
言
語
学
）

担
当
授
業
科
目

三
井
美
穂
子

窪

田

富

男

氏

　
名

三
八

一
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一
九
九
二
年
四
月

一
九
九
二
年
四
月

一
九
九
二
年
四
月

一
九
九
四
年
四
月

助
教
授

助
教
授

助
教
授

教

　

授

中
国
語
ｌＡ

（基
礎
１
）

中
国
語
ｌＢ

（基
礎
２
）

中
国
語
ｌＣ

（基
礎
口
頭
表
現
１
）

中
国
語
Ｄ

日
本
語
学
基
礎
演
習
１

日
本
語
学
基
礎
演
習
２

日
本
語
学
演
習

日
本
語
ｌＢ

（作
文
）

日
本
語
２Ｄ

（文
法
）

日
本
語
学
基
礎
演
習
１

日
本
語
学
基
礎
演
習
２

日
本
語
学
演
習

日
本
語
ｌＡ

（読
解
）

日
本
語
２Ｅ

（日
本
事
情
）

言
語
学
概
論

立日
士戸
導十

日
本
語
学
演
習

言
語
学
特
殊
講
義
２

（対
照
言
語
学
）

文
献
講
読
２

日
本
語
教
育
実
習

寺

村

政

男

柏

本

成

章

大

蔵

親

志

早

田

輝

洋

三
八
二

一
九
九
二
年
四
月

一
九
九
二
年
四
月

講
師

講

師

（基
礎
口
頭
表
現
２
）

中
国
語
２Ａ

（中
級
１
）

中
国
語
２Ｃ

（中
級
口
頭
表
現
１
）

英
語
ｌＡ

英
語
ｌＢ

英
語
ｌＣ

英
語
ｌＤ

英
語
ｌＥ

英
語
２Ｅ

（読
解
）

（作
文
）

（口
頭
表
現
１
）

（口
頭
表
現
２
）

（総
合
）

（総
合
）

日
本
語
学
基
礎
演
習
１

日
本
語
学
基
礎
演
習
２

日
本
語
学
演
習

日
本
語
ｌＣ

（日
頭
表
現
１
）

日
本
語
２Ａ

（読
解
）

田

口

悦

男

中

道

知

子



（表
５
）
　

授
業
科
目
の
概
要

▽
日
本
語
学
科
専
門
教
育
科
目

（
一
九
九
三
年
度
入
学
生
用
）

三
　
日
本
語
学
科

専 門 教 育 科 目 (96単位 )

三
八
三

選 択 必 修 科 目 (62単位) 必修科目 (34単位 )

区

　

分

A 日本語学・日本語教授法系列 日

本

語

学

演

習

日

本

語

学

基

礎

演

習

２

日

本

語

学

基

礎

演

習

１

立日
　
　
　
　
　
　
　
　
士Ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
一す

言

語

学

概

論

日

本

語

教

授

法

１

日

本

語

教

授

法

概

論

日

　

本

　

語

　

学

日

本

語

学

概

論

学
　
科
　
目

文

献

講

読

１

文

章

表

現

法

日

本

語

音

声

学

言
語
学
特
殊
講
義
２

（対
照
言
語
学
）

言
語
学
特
殊
講
義
１

（社
会
言
語
学
）

日

本

語

教

授

法

２

日

本

語

学

２

日

本

事

情

概

説

日

本

語

史

概

説

／
４

′
４

′４
′
４

′
４

′
４

／
４

И
４

′４
ρ
０

，

ん
ぇ
４

И
４

′４ ′４ ′
４

′４

単

　

　

位

う
０

ｎ
０

う
０

う
０

Ｒ
）

・
′４

，

“
，

“

履
修
年
次

チ

ェ
ッ
ク
欄

１６
単
位
以
上 備

　
　
　
　
考
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三
八
四

専 門 教 育 科 目 (96単位 )

選 択 必 修 科 目 (62単 位)

C 情報コミユニケーション
・政治経済系列

B 日本文化比較文化系列

地
域
研
究
３

（
北
米
）

地
域

研

究

２

（
東
南

ア
ジ

ア
）

地
域
研
究
１

（東
ア
ジ
ア
）

経

済

政

策

国

際

関

係

論

経

営

学

総

諭

一

′
４

国

際

経

済

論

コ

ン
ピ

ユ
ー

タ

実

習

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
基
礎
理
論

マ
ス

・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

異
文
化

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

漢

文

学

講

読

日

本

漢

文

学

史

日
本
文
学
講
読

（古
文
）

日

本

文

学

特

殊

講
義

日

本

文

学

史

概

説

比

較

文

化

論

日
本
文
化
実
習

（書
道
）

日

本

文

化

論

日

本

語

教

育

実

習

文

献

講

読

２

′４
′
４

′
４

′４ ヵ
４

И
４

′
４ ヵ４

ズ
４

′
４

′４ ′４
ヵ
４ ４

．

′
４

／
４

，

“

ぇ
４

０
０

う
０

う
０

う
０

０
０

う
０

う
０

・４
う
０

う
０

０
５

′
４

６
単
位
以
上

８
単
位
以
上



専 門 教 育 科 目 (96単 位 )

選 択 必 修 科 目 (62単位)

外 国 語 科 目 D 地域研究・地域言語系列

中
国
語
ｌＡ

（基
礎
１
）

日
本
語
２Ｅ

（日
本
事
情
）

日
本
語
２Ｄ

（
文
法
）

日
本
語
ん

（口
頭
表
現
）

日
本
語
２Ｂ

（
作
文
）

日
本
語
２Ａ

（
読
解
）

日
本
語
ｌＥ

（日
本
事
情
）

日
本
語
ｌＤ

（口
頭
表
現
２
）

日
本
語
ｌＣ

（日
頭
表
現
↓

日
本
語
ＩＢ

（
作
文
）

日
本
語
ｌＡ

（読
解
）

地
域
言
語

（
英
語
Ｂ
）

地
域
言
語

（
英
語
Ａ
）

地
域
言
語

（イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
Ｒ
´
）

地
域
言
語

（イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
Ａ

）

地
域
言
語

（
コ
リ
ア
語
Ｂ
）

地
域
言
語

（
コ
リ
ア
語
Ａ
）

地
域
言
語

（中
国
語
Ｂ
）

地
域
言
語

（中
国
語
Ａ
）

地
域
研
究
４
（オ
セ
ア
ニ
ア
）

，

“

つ
ん

，

＾

，

＾
，

“

つ
一

，

一

，

“

９

“

ｎ
∠

，

一

（
∠

′
４

ｎ
∠

ｎ
／
一

つ

ι

，

“

う
０

つ

し
η
∠

０
０

つ

一

う
０

外
国
人
留
学
生
の
み
２０
単
位
選
択
必
修

６
単
位
以
上

三
　
日
本
語
学
科

三
八
五



専 門 教 育 科 目 (96単位)

選 択 必 修 科 目 (62単位)

外 国 語 科 目

英

語

２Ｅ

（
総

合

）

英

語

２Ｄ

（
口
頭

表

現

２

）

英
語
２Ｃ

（口
頭
表
現
１
）

英

語

２Ｂ

（
作

文

）

英

語

２Ａ

（
読

解

）

英

語

‐Ｅ

（
総

合

）

英
語
ｌＤ

（口
頭
表
現
２
）

英
語
ｌＣ

（口
頭
表
現
１
）

英

語

ｌＢ

（
作

文

）

中
国
語
２Ｅ

⌒中
級
口
頭
表
現
３
）

英

語
ｌＡ

（
読

解

）

中
国
語
２Ｄ

（中
級
口
頭
表
現
２
）

中
国
語

２Ｃ

（中
級
口
頭
表
現
１
）

中
国
語

２Ｂ

（基
礎
２
）

中
国
語

２Ａ

（基
礎
１
）

中
国
語

ｌＥ

（基
礎
口
頭
表
現
３
）

中
国
語

ｌＤ

（基
礎
口
頭
表
現
２
）

中
国
語

ｌＣ

（基
礎
口
頭
表
現
１
）

中
国
語
ｌＢ

（基
礎
２
）

（
∠

（
Ｚ

ｎ
Ｚ

ｎ
∠

，

“

，

“

つ

“

つ

ん
ｎ
∠

，

“

ｎ
∠

，
一

，

“

つ
“

，

一
９

″

，

“

ｎ
∠

ｎ
∠

つ

ん
つ

し
，

＾

，

“
ｎ
∠

つ

し

つ

ん
，

“
（∠

外
国
人
留
学
生
の
み
２０
単
位
選
択
必
修

第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

（注
）
１
　
日
本
語
学
演
習
は
、
三
、
四
年
次
同

一
教
員
を
連
年
履
修
す
る
。

２
　
外
国
語
科
目
は
、
日
本
人
学
生
は
中
国
語

・
英
語
の
い
ず
れ
か
を
２０
単
位
、
外
国
人
学
生
は
日
本
語
を
２０
単
位
履
修
す
る
こ
と
。

三
八
六



▽

一
般
教
養
教
育
科
目

（
一
九
九
三
年
度
入
学
生
用
）
　

　

（備
考
）
一
九
九
二
年
申
請
時

自
然
分
野

社
会
分
野

人
文
分
野

一
般
教
養
教
育

三
分
野
を
ふ
く
み

２４
単
位
以
上

必
修
４
単
位

２８
単
位
以
上

理
論

・
実
習

保
健
体
育

総
合
講
座

（表
６
）

一
九
九
二
年
度
国
別
外
国
人
留
学
生

一
覧

（
一
九
九
二

・
四

・
一
現
在
）
　

　

（　
）
内
は
女
子
内
数

三
　
日
本
語
学
科

三
八
七

ミ

ヤ

ン

マ

ー

イ
・
　
　
ラ

　
　
ン

ト

　

ル
　
　
コ

ト

ン

ガ

王

国

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

香

港

タ

イ

マ

レ

ー

シ

ア

韓

国

中
　
国

（台
湾
）

中

国

所

　
属

３

（０
）

２

（１
）
一　
　
　
　
　
一
１

（１
）

１

（
１
）
一

一
１

（０
）

２

（
１
）

１

（０
）
一
３

（２
）

４

（０
）

２２

（９
）
一
１７

（５
）

２０

（
１３
）

８２

（
３７
）
一
７３

（２９
）

一　
二
年
　
一
三
年

一
年

四
年

学

　

　

　

部

一
１

（０
）

３

（３
）
一
２

（１
）
一
１

（０
）

６

（１
）
一
５

（１
）
一
８

（２
）

１８

（１２
）
一
２０

（１５
）
一
３５

（
２２
）

１

（０
）
一

２

（０
）
一
１

（０
）

９

（２
）
一
８

（３
）

４１

（
１２
）
一
２１

（８
）

１

（０
）

３

（０
）

１

（０
）

１

（０
）

４

（２
）

２

（１
）

８

（５
）

７

（２
）

２３

（４
）

５６

（１９
）

９３

（６２
）

２１７

（８６
）

小
　
計

１

（
０
）

１

（
１
）

４

（
１

）

５

（
４
）

２５

（８
）

大
学
院

２

（０
）

２

（１
）

３１

（
１５

）

別
　
科

１

（０
）

専
攻
科

聴
講
生

４

（０
）

１

（
０

）

１

（
０

）

４

（２
）

２

（
１
）

８

（５
）

７

（２
）

２４

（５
）

６２

（
２０
）

‐０‐

（６７
）

２７３

（
‐０９
）

合

　
計

国

　

名

交
　
換

留
学
生



△
ロ

計

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

パ

ラ

グ

ア

イ

ス

リ

ラ

ン

カ

‐４０

（６３
）

１

（０
）

１

（０
）
一

１

（１
）

Ю

ヽ
２

ン

Ｌ

′
５

、

８２

（３２
）

７６

（３５
）

４１８

（
‐８２
）

１

（
０

）

１

（０
）

１

（１
）

３６

（
１４
）

３６

（
１７
）

１

（
１
）

１

（
０

）

２

（
１
）

２

（
１
）

４９３

（２１４
）

１

（
１

）

３

（１
）

１

（
０

）

１

（１
）

第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

三
八
八

日
本
語
学
科
設
立
準
備
時
在
任
の
外
国
語
学
部
学
部
長

○
平
成
元
年
度
　
　
　
　
　
吉
原
　
二
三
男
　
教
授

○
平
成
二
年

・
三
年
度
　
　
菅
野
　
亮
子
　
教
授

○
平
成
四
年
度
　
　
　
　
　
一二
好
　
郁
夫
　
教
授

六
　
卒
業
後
の
進
路

最
近
は

一
般
日
本
語
教
員
の
ほ
か
に
、
国
策
上
の
要
請
に
よ
り
特
に
設
置
さ
れ
た
公
的
日
本
語
教
育
機
関
、
そ
の
他

一
般
企
業
か
ら
の

求
人
も
多
く
国
際
的
な
分
野
で
の
要
請
が
急
増
し
て
い
る
。
次
に
、
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
想
定
さ
れ
る
諸
分
野
を
列
記
す
る
。

・
公
的
教
育
機
関
お
よ
び
各
種
団
体
の
日
本
語
専
門
教
員
、
研
究
員
等

「
ｏ
＞

（国
際
協
力
事
業
団
）
系
列
の
日
本
語
教
員

海
外
青
年
協
力
隊
派
遣
の
日
本
語
専
門
教
員

国
際
交
流
基
金
海
外
派
遣
日
本
語
教
育
専
門
家



在
日

・
在
外
放
送
局
関
係
機
関
職
員

教
育

・
研
究
機
関
の
図
書
館
司
書

海
外
の
中

・
高
校
教
育
に
お
け
る
日
本
語
振
興
の
た
め
の
指
導
、
教
材
開
発
等
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

日
本
語
学
校
教
員

・
一
般
企
業

（部
署
に
よ
っ
て
は
要
請
度
が
高
い
）
、　
一
般
公
共
団
体

一
般
商
社

出
版
社

（日
本
語
教
材
、
視
聴
覚
関
係
教
材
の
作
成
員
）

旅
行
社

・
貿
易
会
社

（通
訳
、
翻
訳
、
渉
外
関
係
な
ど
）

・
公
務
員

こ
と
に
外
国
人
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
帰
国
後
、
母
国
の
教
育
機
関
、
研
究
所
、
放
送
機
関
等
で
の
活
躍
を
期
待
す
る
者
、
ま
た
、
国

際
弁
護
士
等
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
も
徐
々
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

七
　
お
わ
り
に

一
言

新
学
科
が
誕
生
の
運
ぴ
に
な

っ
た
今
、
あ
る
新
聞
の
文
化
欄
で
読
ん
だ

「
三
匹
の
蛙
」
の
比
喩
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
。
次
の
引
用
文

は
加
藤
周

一
氏
が
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
回
想
記

『部
分
と
全
体
』
―
原
子
物
理
学
者
の
間
で
の
会
話
―

（
一
九
六
九
）
に
つ
い
て
書
か
れ

た
評
論
の
レ
ジ
メ
の
部
分
で
あ
る
。

三
　
日
本
語
学
科

三
八
九



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
結

二
九
〇

夕
陽
妄
語
　
―
三
匹
の
蛙
の
話
―

核
兵
器
廃
す
べ
し
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
核
兵
器
が
存
在
す
る
条
件
の
も
と
で
は
、
戦
争
を
廃
す
べ
し
。
い
か
に
す
れ
ば
、
戦
争
を
廃
止

で
き
る
の
か
。
個
人
の
な
し
得
る
こ
と
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る
、
と
フ
ォ
ン

‐
ヴ
ア
イ
ツ
ゼ
ツ
カ
ー
は
い
い
、
「
あ
な
た
は
悲
観
論

者
か
、
そ
れ
と
も
楽
観
論
者
か
」
と
い
う
問
い
に
は
、
三
匹
の
蛙
の
比
喩
を
も
つ
て
答
え
て
い
た
。
そ
れ
は
こ
う
い
う
話
で
あ
る
。

三
匹
の
蛙
が
牛
乳
の
容
器
の
な
か
に
落
ち
た
。
悲
観
主
義
の
蛙
は
、
何
を
し
て
も
ど
う
せ
だ
め
だ
か
ら
と
考
え
て
、
何
も
せ
ず
に
溺
れ

死
ん
だ
。
楽
観
主
義
の
蛙
は
、
何
を
し
な
く
て
も
結
局
う
ま
く
ゆ
く
だ
ろ
う
と
考
え
て
、
何
も
せ
ず
に
溺
れ
て
死
ん
だ
。
現
実
主
義
の
蛙

は
、
蛙
に
で
き
る
こ
と
は
も
が
く
こ
と
だ
け
だ
と
考
え
、
も
が
い
て
い
る
う
ち
に
、
足
も
と
に
バ
タ
ー
が
で
き
た
の
で
、
パ
タ
ー
を
よ
じ

登
り
、　
一
跳
び
し
て
容
器
の
外

へ
逃
げ
た
。

世
界
の
、
ま
た
日
本
の
、
現
状
か
ら
の
脱
出
は
、
倫
理
的
、
政
治
的
、
文
化
的
必
要
だ
ろ
う
、
と
私
は
思
う
。
私
は
こ
の
比
喩
を
好
む

の
で
あ
る
。
（加
藤
周

一
）

一
九
九
二
・
八

・
一
八

『朝
日
新
聞
」

私
た
ち
は
二
番
目
の
蛙
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
手
を
差
し
伸
べ
て
下
さ
っ
た
方
々
の
お
か
げ
で
死
な
な
い
で
済
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
素
直
に
受
け
と
め
、
互
い
に
協
力
し
て
新
た
な
道
を
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
池
尾
ス
ミ
］



第
四
節
　
法
　
学
　
部

―

法
律
学
科
　
政
治
学
科
―

法
学
部
の
回
顧
と
展
望

一
九
九
二

（平
成
五
）
年
は
、
大
東
文
化
大
学
創
立
七
〇
周
年
に
当
た
る
年
で
あ
る
。
こ
の
年
は
実
は
、
法
学
部
創
設
二
〇
周
年
に
も

当
た
る
。
こ
の
こ
と
は
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
。
法
学
部
は
、
大
東
文
化
大
学
創
立
五
〇
周
年
の
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
ま
さ
に
創
設

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

法
学
部
は

一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
、
法
律
学
科

一
学
科
だ
け
の
学
部
と
し
て
出
発
し
た
。
長
年
こ
の
片
肺
状
態
が
続
い
て
い
た
が
、

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
に
お
け
る
政
治
学
科
の
増
設
に
よ
り
、
こ
こ
に
法
学
部
の
両
輸
が
揃
つ
た
こ
と
に
な
つ
た
。
法
学
研
究
所
は
法

学
部
の
附
置
研
究
所
と
し
て
法
学
部
創
設
と
同
時
に
設
立
さ
れ
た
が
、
政
治
学
科
の
増
設
と
相
ま

つ
て
国
際
比
較
政
治
研
究
所
が
設
立
さ

れ
、
法
学
部
の
研
究
体
制
は
さ
ら
に
充
実
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
学
部
の
上
に
は
、　
一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年
、
大
学
院
法
学
研
究
科

修
士
課
程
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
は

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
、
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
と
後
期
課
程
に
再
編
さ
れ
た
。

法
律
学
専
攻
と
し
て
は
、
最
高
の
教
育

・
研
究
体
制
が
整
備
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
最
後
に
残
つ
た
政
治
学
専
攻
の
修
士
課
程
も
現
在
そ

の
増
設
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
、
大
東
文
化
大
学
に
お
け
る
法
律
学

・
政
治
学
の
教
育

・
研
究
体
制
は
完
備
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科

・
課
程
の
新
設
、
再
編
に
際
し
て
は
そ
の
時
々
の
問
題
、
障
害
が
あ
り
、
関
係
者
を
悩
ま
せ
た
と
こ
ろ

第

四
節
　
法
　
学
　
部

二
九

一



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

三
九
二

で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
振
り
返
つ
て
み
れ
ば
、
法
学
部
は
着
々
と
整
備
さ
れ
て
来
た
な
あ
と
い
う
の
が
実
感
で
あ
る
。
改
め
て
関
係
諸

氏
の
ご
努
力
に
敬
意
と
謝
意
を
表
し
た
い
。

制
度
面
の
整
備
と
並
ん
で
内
容
面
で
の
改
善
に
、　
一
九
八
九

（平
成
元
）
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
改
正
と
コ
ー
ス
制
の

導
入
が
あ
る
。
法
律
学
科
に
は
、
司
法

・
行
政

・
企
業
法
務

・
国
際
関
係
法
の
四
コ
ー
ス
が
、
政
治
学
科
に
は
、
地
方
政
治

・
行
政
コ
ー

ス
、
国
際
政
治

・
情
報
コ
ー
ス
の
ニ
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
コ
ー
ス
制
の
意
義
は
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
学
生
諸
君
が
希
望
す
る
進

路
に
合
わ
せ
て
編
成
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
学
生
諸
君
が
自
分
の
進
路
に
即
し
た
コ
ー
ス
を
選
択
す
れ
ば
、
そ
こ
で
の
学
科
目
は
そ
の
進

路
に
必
要
な
も
の
で
編
成
さ
れ
て
い
る
。
従
つ
て
、
そ
こ
に
設
定
さ
れ
た
学
科
目
を
十
分
に
マ
ス
タ
ー
す
れ
ば
、
学
生
諸
君
は
単
に
大
学

を
卒
業
で
き
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
希
望
す
る
将
来
の
進
路
の
た
め
に
具
体
的
準
備
を
完
了
し
た
こ
と
に
な
る
。

法
律
学
科
で
始
ま
つ
た
法
学
部
は
、
当
初
か
ら
法
学
部
学
生
の
将
来
の
進
路
に
多
大
の
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
法
律
学
が
す
ぐ
れ
て
実

学
的
で
あ
り
、
法
学
部
と
い
え
ば
、
法
曹

・
公
務
員
を
目
ざ
す
学
生
を
養
成
す
る
の
が
、
日
本
の
大
学
に
お
け
る
法
学
部
の
使
命
と
考
え

ら
れ
て
き
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
法
学
部
は
創
設
早
々
、
そ
の
附
置
機
関
で
あ
る
法
学
研
究
所
に
お
い
て
司
法
試
験
の
た
め
の
研
修
講
座

を
開
設
し
た
。
こ
れ
は

一
面
、
多
大
の
成
功
を
収
め
た
。
駿
河
台

・
西
台
の
両
研
究
室
か
ら
司
法
試
験
の
合
格
者
が
輩
出
し
た
。
し
か
し

残
念
な
こ
と
に
は
、
こ
れ
ら
合
格
者
の
中
に
わ
が
法
学
部
の
出
身
者
は
い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。　
一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
に
は
、
い

さ
さ
か
戦
線
整
備
を
行
い
、
駿
河
ム甲

西
台
の
両
研
究
室
は
閉
鎖
し
、
そ
の
機
能
を
東
松
山

・
板
橋
の
両
キ
ヤ
ン
パ
ス
に
移
し
、
そ
こ
で

大
束
文
化
大
学
の
現
役
学
生
を
対
象
に
研
修
講
座
を
強
化
し
た
。　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
の
公
務
員
試
験
に
は
、
国
家
公
務
員
Ⅱ
種
試

験
に
法
学
部
学
生
だ
け
で
二
八
名
の
合
格
者
を
出
し
、
こ
れ
も
長
年
の
努
力
の
成
果
と
喜
ん
だ
が
、
昨
年
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
に

は
合
格
者
は
九
名
と
、
三
分
の

一
に
激
減
し
て
し
ま
い
大
い
に
落
胆
さ
せ
ら
れ
た
。
上
昇
の
気
配
は
明
ら
か
だ
が
、
同
時
に
ま
だ
ま
だ
不

安
定
と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
あ
る
。
司
法
試
験

・
国
家
公
務
員
Ｉ
種
試
験
に
大
東
文
化
大
学
法
学
部
出
身
者
の
中
か
ら
合
格
者
を
出



す
と
い
う
課
題
も
ま
だ
残

つ
た
ま
ま
で
あ
る
。
今
後
と
も

一
層
の
努
力
が
要
求
さ
れ
る
と
自
覚
し
て
い
る
。

コ
ー
ス
制
の
導
入
と
と
も
に
、
法
律
学
科
に
は
国
際
関
係
法
コ
ー
ス
が
、
ま
た
政
治
学
科
に
は
国
際
政
治

・
情
報
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、

法
学
部
の
国
際
化

へ
の
対
応
が
始
ま
つ
た
。
現
在
は
こ
の
枠
組
み
に
肉
づ
け
を
行

つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
外
国
の
大
学

・
研
究
所
か

ら
の
教
授
の
招
聘
も
、
短
期
の
も
の
で
は
あ
る
が
既
に
始
ま
つ
て
い
る
。
交
換
に
こ
ち
ら
か
ら
授
業
に
出
張
す
る
計
画
も

一
九
九
四
年
度

に
は
実
現
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
奨
学
金
に
よ
る
留
学
生
の
制
度
も
発
足
し
、
十
分
で
は
な
い
に
し
て
も
学
生
の
国
際
交
流

へ
の
道
が
開

か
れ
た
。
政
治
学
科
で
は
更
に
、
学
生
の
短
期
海
外
研
修
を

一
九
九
三
年
度
か
ら
始
め
る
べ
く
鋭
意
準
備
中
で
あ
る
。
唯

一
の
心
配
事
は
、

法
学
部
の
学
生
に
実
用
的
英
語
の
素
養
が
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
点
の
改
善
も
日
下
検
討
中
で
あ
る
。
法
学
部
の
長
期
計
画

委
員
会
で
は
教
養
課
程
に
お
け
る
英
語
重
点
メ
ニ
ュ
ー
と
い
つ
た
案
を
作
成
し
、
そ
の
実
現
性
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
施
策
が
す
べ

て
実
現
し
た
暁
に
は
、
法
学
部
学
生
の
国
際
性
は
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
彼
ら
の
、
本
学
の
建
学
の
精
神
に
即
し
た
将
来

が
期
待
さ
れ
る
。

以
上
簡
単
に
法
学
部
の
過
去
三
〇
年
を
回
顧
し
て
、
そ
の
今
後
を
展
望
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
節
日
、
節
目
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
や
困
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
学
部
は
全
体
と
し
て
は
着
々
と
成
長
し
て
き
た
と
い
う
の
が
実
感
で
あ
る
。
同
時
に
、
ま
だ
し
残
し
て

い
る
こ
と
も
非
常
に
多
い
。
今
後
と
も
関
係
諸
氏
の

一
層
の
努
力
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
［
町
井
和
朗
］

一
　

法

律

学

科

一
　

法
律
学
科
設
置
の
趣
旨
と
経
緯

一　

法

律

学

科

二
九
二
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二
九
四

０
　
設
置
の
趣
旨

・
目
的

法
律
学
科
は
、　
一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
四
月
に
開
設
さ
れ
、
学
生
定
員

一
学
年
二
〇
〇
名
、
実
入
学
者
二
九
六
名
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。法

学
部
は
、
法
律
学
科
の
み
を
持
つ
学
部
と
し
て
出
発
し
た
た
め
、　
一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
四
月
に
政
治
学
科
が
増
設
さ
れ
る
ま
で

は
、
法
学
部
と
い
つ
て
も
法
律
学
科
と
い
つ
て
も
実
質
的
に
は
変
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
法
学
部
と
い
う
語
を
法
律
学
科
と
同
義
に
使
用
し

て
き
た
。
従
つ
て
、
こ
こ
で
も
特
に
そ
の
必
要
が
な
い
か
ざ
り
、
法
学
部
と
い
う
語
も
使
う
。

と
こ
ろ
で
、
法
学
部
設
置
に
関
す
る
公
文
書
の

一
つ
で
あ
る

「
設
置
要
項
」
に
は
、
設
置
の

「
目
的
ま
た
は
事
項
」
と
し
て
、
「
本
学

部
を
設
置
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
学
問
の
理
論
と
応
用
を
教
授

・
研
究
し
て
真
理
と
正
義
を
愛
す
る
自
主
精
神

に
充
ち
た
良
識
あ
る
人
材
を
育
成
し
、
文
化
の
発
展
と
人
類
の
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
あ
る
。
通
り

一
遍
の
抽
象
的

な
た
て
ま
え
論
に
終
始
し
て
い
る
が
、
当
時
は
文
部
省
も
今
と
は
違
つ
て
こ
の
程
度
の
も
の
で
も
受
け
容
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

実
際
の
と
こ
ろ
は
ど
う
で
あ

つ
た
の
か
。
「
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
…
…
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

当
時

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
ご
ろ
は
、
首
都
圏
の
比
較
的
規
模
の
大
き
な
文
科
系
大
学
で
法
学
部
を
持
つ
て
い
て
当
然
と
思
わ
れ

る
大
学
は
、
既
に
ほ
と
ん
ど
設
置
を
終
え
て
い
た
状
況
の
下
で
、
な
お
法
学
部
を
創
設
し
よ
う
と
す
る
理
由
は
な
ん
だ
つ
た
の
か
、
い
か

な
る
教
育
理
念
を
実
践
し
よ
う
と
し
た
か
ら
な
の
か
。

こ
の
こ
と
は
、
当
時
教
学
に
直
接
携
わ
っ
て
お
り
、
か
つ
設
置
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
関
係
者
に
語

つ
て
も
ら
う
の
が
適
切
で
あ

る
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
名
実
と
と
も
に
法
学
部
設
立
の
中
心
と
な
り
、
学
部
祖
と
称
さ
れ
る
、
当
時
教
学
担
当
常
務
理
事

・
学
務



局
長

・
経
済
学
部
教
授
で
法
学
部
発
足
後
そ
の
専
任
と
な
つ
た
政
治
学
の
村
田
克
巳
教
授

（現
名
誉
教
授
）
が
相
応
し
く
異
論
の
な
い
と

こ
ろ
だ
ろ
う
。
そ
し
て
幸
い
な
こ
と
に
、　
一
九
八
九

（平
成
元
）
年
に
法
学
部
開
設

一
五
周
年
を
記
念
し
て
編
纂
し
た
い
わ
ゆ
る

「
法
学

部

一
五
年
史
」
に
執
筆
さ
れ
た

「
法
学
部
設
置
を
め
ぐ
る
回
想
」
（法
学
部
創
設

一
五
年
　
回
顧
と
展
望
　
平
成
元
年
法
学
部
刊
）
に
、

設
置
の
構
想
か
ら
準
備
、
そ
し
て
申
請

・
認
可
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で

（以
下
、
「村
田
回
想
録
」
と
い
う
）
、
こ

れ
に
よ
り
、
さ
ら
に
ま
た
筆
者
が
照
会
し
た
事
項
に
対
す
る

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
八
月
八
日
付
の
回
答
文
書

（以
下
、
「
村
田
書
簡
」

と
い
う
）
に
基
づ
い
て
、
以
下
に
引
用
し
な
が
ら
執
筆
し
て
ゆ
く
。

さ
て
、
法
学
部
を
設
立
し
よ
う
と
し
た
教
学
上
の
指
導
理
念
で
あ
る
が
、
「
村
田
回
想
録
」
に
よ
れ
ば
、
設
置
認
可
後

一
か
月
経
つ
た

一
九
七
三
年

（昭
和
四
八
）
三
月
二
八
日
に
開
催
し
た
法
学
部
専
任
者
会
議
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
学

の
建
学
精
神
と
し
て
東
西
両
文
化
の
融
合
と
か
大
和
保
合
の
精
神
と
い
つ
た
言
葉
が
使
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
明
治
以
来
の
近
代
化
が
専
ら

欧
米

一
辺
倒
で
推
し
進
め
ら
れ
、
東
洋
に
は
韓
非
子
以
来
法
家
の
思
想
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ジ
ア
の
文
化

・
学
問
は
少
な
か
ら

ず
軽
ん
じ
ら
れ
て
き
た
。
な
る
ほ
ど
西
洋
の
学
問
は
分
析

・
分
類
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
の
学
問
は
総
合
に
す
ぐ
れ
て
お

り
、
た
と
え
ば
、
し
ば
し
ば
善
と
悪
、
美
と
醜
と
い
う
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
が
、
善
の
裏
は
悪
、
悪
の
裏
は
善
と
い
う
よ
う
に
両
者
を

一

体
的
に
把
握
す
る
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問
に
は
な
い
特
徴
が
あ
る
。
弁
証
法
的
に
、
欧
米
の
学
問
を
テ
ー
ゼ

（↓
す
０
∽ｏ
）
と
す
る
な

ら
ば
、
東
洋
の
学
問
を
研
究
す
る
こ
と
は
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ

（＞
二
一‐，
ｏ
∽の
）
で
あ
り
、
そ
の
比
較
、
矛
盾
対
立
な
ど
を
研
究
す
る
こ
と
に

よ
つ
て
ジ
ン
テ
ー
ゼ

（∽
ヽ
‐，
①
∽①
）
を
求
め
、
普
遍
的
真
理
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と
、
正
に
こ
れ
が
本
学
の
建
学
精
神
で
あ
る
。
法
学
部

設
置
の
目
的
も
こ
の
実
現
に
あ
る
、
と
い
う

（同
五
四
頁
、
「
村
田
書
簡
」
四
頁
）
。
近
時
、
学
際
研
究
、
換
言
す
れ
ば
総
合
研
究
の
必
要

性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
同
じ
指
導
原
理
に
基
づ
く
も
の
と
言
え
よ
う
。

一　

法

律

学

科

三
九
五
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二
九
六

０
　
設
置
の
準
備
か
ら
認
可
ま
で
の
経
緯

法
学
部
設
立
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
の
は

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
六
月
八
日
か
ら
で
あ
る
が

（「村
田
回
想
録
」
四
七
頁
）
、
お

よ
そ

一
九
六
〇
年
代
は
、
大
学
受
験
人
口
の
急
増
期
に
当
た
り
、
既
に
本
学
に
お
い
て
も
学
部

・
学
科

・
大
学
院
が
次
々
増
設
さ
れ
、　
一

学
部
に
す
ぎ
な
か
つ
た
も
の
が
、　
一
九
六
二

（昭
和
三
七
）
年
か
ら
の

一
〇
年
間
で
三
学
部
八
学
科
、
大
学
院
二
研
究
科
を
擁
す
る
大
き

な
規
模
の
大
学
と
な
つ
た
。
学
生
定
員
は
七
倍
近
く
に
増
え
、
埼
玉
県
東
松
山
市
高
坂
に
教
養
課
程
も
設
け
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
急
速
な
発
展
を
遂
げ
た
の
は
、
独
り
本
学
の
み
な
ら
ず
、
他
大
学
も
同
じ
よ
う
に
量
的
拡
大
の

一
途
を
辿

つ
た
。
大
学
そ

の
も
の
が

一
四
六
校
も
新
設
さ
れ
た
の
で
あ

つ
た
。
か
つ
て
エ
リ
ー
ト
養
成
の
高
等
教
育
の
場
で
あ
つ
た
大
学
は
、
大
衆
化
し
た
若
者
の

少
閑
の
場
と
化
し
た
と
さ
え
い
わ
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
。
こ
の
急
激
な
大
学
内
外
の
変
化
は
、
必
然
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
な
い
し
歪
み

を
生
み
出
し
大
学
紛
争
が
日
本
中
に
吹
き
荒
れ
た
。

「村
田
回
想
録
」
に
よ
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
か
ね
て

一
九
六
七

（昭
和
四
二
）
年
以
来
計
画
さ
れ
て
い
た
法
学
部
新

設
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
き
た
。
既
に

一
九
六
六

（昭
和
四

一
）
年
五
月

一
日
付
で
村
田
教
授
が
法
学
部
設
置
準
備
委
員

（最
高
責
任
者
）

に
委
嘱
さ
れ
て
い
た
が

（学
園
人
事
に
関
す
る
覚
書
の
た
め
の
個
人
カ
ー
ド
よ
り
）
、
薬
学
部
構
想
が
新
た
に
急
浮
上
し
、
法
学
部
設
置

の
準
備
に
は
着
手
さ
れ
な
か
つ
た
。　
一
つ
に
は
、
村
田
教
授
自
身
が
学
部

・
学
科
を
増
設
す
る
よ
り
も
、
本
学
学
生
が
誇
り
を
も

つ
て
学

生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
ま
た
専
任
教
員
が
自
校
で
教
育
研
究
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
待
遇
や
条
件
を
良
く
す
る
方
を
優
先
す
べ
き
で
あ

る
と
か
ね
が
ね
主
張
し
て
い
た
か
ら
で
あ

つ
た

（同
四
五
、
四
六
頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
園
経
営
陣
の
大
勢
は
前
述
の
よ
う
に
学

部

・
学
科
等
の
増
設
を
推
し
進
め
て
い
つ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
終
え
て
し
ま
つ
て
も
薬
学
部
構
想
は
、
も
と
も
と
学
外
か
ら
の
財
政
的



援
助
を
当
て
に
し
た
も
の
で
あ

つ
た
た
め

一
向
に
具
体
化
せ
ず
、
結
局
頓
挫
し
て
し
ま
つ
た

（同
四
三
～
四
五
頁
）
。

こ
の
よ
う
な
曲
折
を
経
て
、　
一
九
七
二
年
六
月
二
〇
日
の
理
事
会
で
法
学
部
設
立
申
請
の
案
件
が
正
式
に
承
認
さ
れ
た

（同
四
七
頁
）
。

こ
れ
よ
り
前
で
あ
つ
た
が
、
筆
者
は
村
田
教
授
か
ら
、
大
学
経
営
か
ら
み
た
法
学
部
設
置
の
将
来
性
に
つ
い
て
会
議
で
説
明
す
る
資
料
と

し
て
確
か
な
調
査
や
統
計
に
基
づ
く
客
観
的
な
数
字
が
ほ
し
い
、
と
求
め
ら
れ
、
あ
れ
こ
れ
探
し
た
。
当
時
大
学
受
験
関
係
図
書
の
総
合

出
版
社
と
し
て
業
界
最
大
手
の
会
社
の
デ
ー
タ
を
入
手
し
、
こ
れ
を
分
析
し
て
法
学
部
受
験
志
望
人
口
が
向
こ
う

一
〇
年
、
二
〇
年
間
で

ど
う
推
移
す
る
か
、
あ
る
い
は
本
学
と
同
規
模
、
同
レ
ベ
ル
の
首
都
圏
に
あ
る
大
学
に
は
ど
の
よ
う
な
地
方

・
地
域
か
ら
の
志
望
者
が
多

い
の
か
、
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
、
あ
る
い
は
ま
た
同
レ
ベ
ル
の
大
学
問
で
志
望
者
の
多
寡
の
差
は
、
例
え
ば
大
学
所
在
地
、
交
通
の

便
、
な
ど
何
に
よ
つ
て
生
ず
る
の
か
、
な
ど
数
項
目
を
統
計
的
数
値
に
し
て
表
を
作
成
し
提
出
し
た
。
今
日
で
は
受
験
関
係
の
豊
富
な
デ

ー
タ
と
い
え
ば
、
大
手
予
備
校
の
右
に
出
る
も
の
は
な
い
が
、
当
時
は
右
に
述
べ
た
よ
う
に
大
手
出
版
社
が
持
つ
て
お
り
、
そ
の
豊
富
で

正
確
か
つ
有
用
な
こ
と
は
想
像
を
超
え
て
お
り
驚
い
た
も
の
だ
つ
た
。

文
部
省

へ
の
認
可
申
請
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ツ
ト
は
九
月
末
で
時
間
的
余
裕
が
な
い
。
準
備
す
べ
き
も
の
は
、
①
教
員
名
簿
、
②
図
書
目
録
、

③
施
設

・
設
備
の
管
理
関
係
と
財
政
計
画
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
①
の
教
員
名
簿
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
学
設
置
基
準
に
定
め

る
有
資
格
者

（
い
わ
ゆ
る
マ
ル
合
教
授
）
を
必
置
科
目
を
は
じ
め

一
定
数
揃
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
通
常
、
交
渉
か
ら
就

任
承
諾
を
得
る
ま
で
少
な
く
と
も

一
年
、
二
年
か
か
る
も
の
で
、
こ
れ
が
最
大
の
難
事
で
あ
り
、
大
学
の
新
設
で
あ
れ
、
学
部

・
学
科
の

設
置
で
あ
れ
、
そ
の
成
否
は
こ
れ
に
か
か
つ
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い
。
こ
ち
ら
が
欲
し
い
人
で
動
き
そ
う
な
人
は
、
既
に
他
大
学

へ
引
き

抜
か
れ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
数
年
先
に
行
く
こ
と
を
内
諾
し
て
い
た
り
し
て
、
す
ん
な
り
ゆ
く
方
が
珍
し
い
く
ら
い
で
あ
る
。
三
顧
の

礼
を
尽
く
し
何
度
も
足
を
運
ん
だ
が
、
そ
れ
で
も
と
う
と
う
良
い
返
事
を
貰
え
な
か
つ
た
こ
と
な
ど
、
そ
の
苦
闘
の
日
々
に
つ
い
て
は

「村
田
回
想
録
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
る

（同
四
九
～
五
四
頁
）
。
七
月
末
の
う
だ
る
よ
う
な
暑
い
日
、
当
時
ク
ー
ラ
ー
な
ど
な
い
の
が
普
通

一　

法

律

学

科

二
九
七
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で
、
板
橋
キ
ヤ
ン
パ
ス
の
本
造
三
階
建
て
の
法
人
本
部
、
役
員
室
の
電
話
で
滴
る
汗
を
拭
い
な
が
ら
次
々
と
訪
問
し
た
い
旨
を
告
げ
約
束

を
取
り
付
け
る
村
田
教
授
は
、
石
に
噛
り
つ
い
て
も
成
功
さ
せ
る
、
と
筆
者
の
方
を
見
な
が
ら
、
し
か
し
自
ら
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に

言
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
法
学
部
設
置

へ
の
協
力
は
学
園
首
脳
陣
か
ら
複
数
の
学
外
者
に
も
依
頼
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

一
つ
で
あ
る

「
武
市
私
案
」

な
る
も
の
が
、
七
月
二
〇
日
に
学
内
執
行
部
会
議
に
上
呈
さ
れ
、
教
員
計
画
の
中
間
報
告
が
行
わ
れ
た
が
、
結
果
的
に
は
話
を
し
て
あ
る

程
度
で
、
就
任
承
諾
を
得
て
あ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
つ
た
。
同
様
に
、
「
鈴
木
私
案
」
な
る
も
の
も
参
考
程
度
に
と
ど
ま

つ
た

（
同

四
九
頁
）
。
し
か
し
、
実
に
多
く
の
学
外
の
方
の
熱
心
な
協
力
を
得
た
。
残
念
な
が
ら
、
紙
幅
の
関
係
上
個
人
名
を
い
ち
い
ち
掲
げ
る
の

は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
な
い

（同
四
七
、
五

一
～
五
三
頁
参
照
）。

次
に
、
②
の
図
書
目
録
で
あ
る
が
、
本
学
よ
り
数
年
前
に
法
学
部
設
置
を
終
え
た
あ
る
他
大
学
の
も
の
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
筆
者

（当
時
、
経
済
学
部
専
任
講
師
）
も
図
書
の
選
定
に
当
た
っ
た
。　
一
回
日
は
予
算
を
は
る
か
に
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
つ
た
の
で
、
二
回
日
や

り
直
し
た
。
そ
し
て
、
③
の
施
設

・
設
備
の
管
理
関
係
と
財
政
計
画
に
つ
い
て
は
、
校
舎

・
教
室
が
中
心
と
な
る
が
、
法
学
部
設
置
に
当

た
つ
て
専
用
校
舎
の
建
設
が
必
要
と
な
り
、
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
五
号
館
を
建
て
る
こ
と
に
し
、
突
貫
工
事
で
な
ん
と
か
間
に
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
学
園
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
つ
た

（同
六
〇
頁
）
。

こ
う
し
て
、
九
月
二
〇
日
、
文
部
省
に
認
可
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、　
一
〇
月
六
、　
一
一
、　
一
八
日
の
三
回
に

わ
た
つ
て
担
当
官
か
ら
行
政
指
導
を
受
け
た
が
、
手
厳
し
い
指
摘
を
う
け
、
さ
ら
に

一
一
月
八
日
に
は
教
員
組
織
の
不
十
分
な
こ
と
を
告

げ
ら
れ
、
つ
い
に
は
認
可
保
留
と
な
つ
て
し
ま
つ
た

（同
四
九
、
五
〇
頁
）
。
至
急
補
充
し
な
け
れ
ば

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
度
は

絶
望
と
い
う
事
態
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
二
週
間
と
い
う
短
期
間
に
補
充
作
業
を
進
め
、　
一
一
月
二
四
日
深
夜
二
時
ま
で
か
か
つ
て

教
務
課
は
じ
め
事
務
職
員
の
必
死
の
努
力
で
正
副
三
〇
部
の
中
請
書
が
出
来
上
が
つ
た
。
そ
し
て
、　
一
一
月
二
五
日
に
再
び
文
部
省
に
提



出
し
た

（同
五
四
頁
）
。

文
部
省
は
二
〇
日
間
に
わ
た

つ
て
大
学
校
舎
な
ら
び
に
施
設

・
設
備
そ
し
て
図
書
館
を
視
察
に
き
て
、
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
校
舎

・

図
書
館
を
見
て
回
つ
た
。
図
書
に
つ
い
て
は
、
当
時
著
名
な
日
本
法
制
史
の
研
究
者
で
あ
つ
た
そ
の
専
門
委
員
は
、
大
部
の
図
書
目
録
を

片
手
に
持

つ
て
繰
り
な
が
ら
随
行
の
文
部
省
事
務
官
の
口
を
通
し
て
細
か
く
厳
し
い
指
摘
を
次
々
に
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
専
門
の

単
行
本
を
体
系
的
に
整
備
す
る
こ
と
、
独

・
仏
の
外
国
語
文
献
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
学
術
雑
誌
の
バ
ツ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
欠
号
が
あ
る

か
ら
速
や
か
に
補
充
す
る
こ
と
、
の
三
点
で
あ
つ
た
。
直
接
の
説
明
役
で
あ

つ
た
筆
者
は
そ
の
指
摘
を
神
妙
に
承
つ
た
が
、
予
想
外
で
あ

つ
た
。
と
い
う
の
は
、
つ
い
数
年
前
ま
で
は
、
他
大
学
の
こ
と
で
あ
る
が
、
専
門
書
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
教
員
の
自
宅
や
研
究
室
に

あ
る
図
書
を
手
当
た
り
次
第
図
書
館
へ
運
ん
で
き
て
そ
れ
ら
し
く
並
べ
て
お
い
た
り
、
あ
る
い
は
地
方
の
大
学
に
な
る
と
本
の
ケ
ー
ス
だ

け
を
出
入
り
の
業
者
か
ら
持
つ
て
き
て
も
ら
つ
て
並
べ
て
お
く
だ
け
で
も
審
査
を
パ
ス
し
た
と
い
う
よ
う
な
話
さ
え
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

な
に
し
ろ
わ
ず
か

一
九
六
五

（昭
和
四
〇
）
年
か
ら
の

一
〇
年
間
ぐ
ら
い
で

一
〇
〇
校
強
の
大
学
新
設
を
認
可
し
た
の
だ
か
ら
、
文
部
省

が
図
書
の
審
査
を
ま
と
も
に
や
つ
て
き
た
と
い
っ
て
も
信
用
さ
れ
な
い
の
は
や
む
を
え
ま
い
。
そ
れ
故
、
本
学
の
法
学
部
設
置
認
可
申
請

を
行
つ
た
年
で
あ
る

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
ご
ろ
か
ら
は
厳
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
噂
さ
れ
て
い
た
が
、
大
し
た
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
と
思
つ
て
い
た
で
あ
る
。
た
だ
、
厳
し
か
つ
た
の
は
結
果
的
に
よ
か
つ
た
と
い
つ
て
よ
く
、
そ
の
う
ち
に
と
い
つ
て
い
る
と
結
局

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

０
　
開
設
時
の
教
員
組
織
と
開
講
科
目

次
に
掲
げ
た
も

の
が
最
終
的

に
確
定
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
教
員
組
織

の
な
か
で
単

に
講
師
と
な

つ
て
い
る
方
々
の
う
ち
神
谷
謙

・
河

一　
法

律

学

科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
九
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司
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介
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島
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康

渡
辺
栄
太
郎

教
　
授

講
　
師

教
　
授

助
教
授

助
教
授

講 講 講 講 講 教 教 講 講

師 師 師 師 師 授 授 師 師

担

当

科

目

氏

　
　
名

四
〇
〇



野

一
英

・
七
海
吉
郎

・
藤
井
誠

一

る
。
ま
た
、
青
谷
和
夫

・
石
川
明

あ
る
。

二

教

育

方

針

既
述
の
よ
う
に
、　
一
九
六
〇
年
代
の
わ
が
国
大
学
教
育
は
、
そ
れ
ま
で
ひ
た
す
ら
量
的
拡
大
を
続
け
マ
ス
プ

ロ
化
し
た
結
果
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
歪
み
を
生
じ
、
大
学
紛
争
が
全
国
に
広
ま
つ
た
。
大
学
人
口
の
急
増
に
国
の
教
育
行
政
も
大
学
自
身
も
迅
速
か
つ
十
分
な
対
応

が
で
き
な
か
つ
た
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
止
む
を
得
な
い
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
大
学
を
め
ぐ
る
内
外
の
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
し
ま

つ
た
の
に
、
大
学
自
ら
が
厳
し
く
反
省
す
る
こ
と
も
な
く
現
状
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
た
こ
と
に
主
た
る
原
因
が
あ
つ
た
と
い
う
べ
き
だ

ろ
う
。
法
学
部
が
ス
タ
ー
ト
を
切
つ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
大
学
が
よ
う
や
く
目
覚
め
変
革
す
べ
く
何
か
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で

あ
つ
た
。
そ
こ
で
、
少
人
数
教
育
を
基
本
方
針
と
し
た
。
今
日
で
は
少
人
数
教
育
を
特
色
と
し
て
打
ち
出
す
こ
と
は
な
ん
ら
珍
し
く
な
い

が
、
当
時
は
お
よ
そ
法
学
部
に
関
し
て
は
少
人
数
教
育
と
い
う
観
念
は
な
か
つ
た
と
言
つ
て
よ
い
。
大
講
義
で
は
五
〇
〇
名
と
か
八
〇
〇

名
と
い
っ
た
マ
ス
プ

ロ
教
育
が
当
た
り
前
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
少
人
数
教
育
は
現
在
に
至
る
ま
で
維
持
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
開
設
当
時
他
学
部
に
は
な
か
つ
た

一
、
二
年
次
生
を
対
象
と
す
る

「
法
学
教
養
ゼ
ミ
」
を
創
設
し
た
。
こ
れ
は
、
少
人

数

（
二
〇
～
三
〇
名
）
で
編
成
し
、
原
則
と
し
て
全
専
任
教
員
が
担
当
し
て

（実
際
に
は
若
手
が
多
か
つ
た
）
、
入
学
時
か
ら
正
規
の
ゼ

ミ
に
準
ず
る
も
の
を
行
い
、
学
生
と
教
員
が

一
体
と
な
つ
て
法
学
の
基
礎
的
素
養
を
培
う
と
と
も
に
、
広
く
社
会
科
学
的
教
養
を
体
得
し
、

豊
か
な
人
間
性
を
育
て
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
字
通
り
教
養
ゼ
ミ
で
、
担
当
教
員
は
新
聞
記
事
か
ら
素
材
を
取

一　

法

律

学

科

四
〇

一

斎
藤

一
夫
の
五
氏
は
、
い
わ
ゆ
る
兼
担
で
経
済
学
部
専
任
の
教
授
、
あ
る
い
は
助
教
授
、
講
師
で
あ

桑
田
二
郎

・
島
田
正
郎

・
林
寿
二
の
五
氏
は
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
お
願
い
し
た
他
大
学
の
教
授
で
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四
〇
二

り
上
げ
た
り
、
あ
る
い
は
学
生
自
身
の
身
の
回
り
や
近
隣
に
起
こ
つ
た
こ
と
を
題
材
に
し
た
。
あ
る
社
会
的
事
実
を
法
的
に
構
成
し
論
点

を
明
ら
か
に
し
て
法
的
解
決

へ
導
い
て
ゆ
く
過
程
は
、
学
生
に
大
い
に
興
味
を
抱
か
せ
狙
い
通
り
の
成
果
を
上
げ
た
。

た
だ
、
こ
の
法
学
教
養
ゼ
ミ
は
修
得
し
て
も
卒
業
要
件
の
単
位
に
な
ら
な
い
任
意
科
日
で
あ
つ
た
た
め
、
だ
ん
だ
ん
履
修
す
る
者
が
減

っ
て
い
つ
た
。
難
し
い
も
の
で
あ
る
。
存
在
意
義
が
大
き
い
も
の
な
ら
ば
、
学
生
に
強
制
す
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
あ
く
ま
で
も
学
生

の
自
主
的
な
選
択
に
任
す
べ
き
な
の
か
。

議
論
じ
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
こ
れ
を
続
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
後
述
す
る
よ
う
に

一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
の

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
正
で
い
わ
ゆ
る

一
般
教
養
科
目
の

一
つ
で
あ
る

「法
学

（概
論
）
」
を
法
学
部
学
生
に
つ
い
て
は
必
修
科
日
と
し
、
こ
こ

へ
引
き
継
ぐ
こ
と
に
し
た
。
こ
の
こ
と
は
法
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
き
な
特
色
の

一
つ
で
も
あ
る
の
で
、
後
の
五
で
再
論
す
る
。

開
■′t
配え
時
か
た
り

フE
成
時
ま
で
の

専
任
教
員
と
担
当
科
目

九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
度

教

授

池

田

木

利

″

　

石

田

秀

夫

″
　
　
伊
地
知
大
介

″

　

大

場

茂

行

″

　

金

子

利

一

″

　

坂

本

雄

三

哲
学

英
語

法
学

民
法

一
部

法
学

商
法

一
部

・
商
法
二
部

″ ″ ″ ″ ″ ″ ″

佐
藤
時
次
郎

城

　

富

次

中

嶋

　

敏

鍋

島

直

康

波
多

野
　
弘

服

部

秀

一

村

田

克

巳

労
働
法

刑
法

一
部

歴
史
学

美
術

税
法

憲
法

政
治
学



助
教
授

講
　
師

助
　
手

浅

野

裕

司

尾

中

普

子

小

野

幸

二

杉

藤

忠

士

安

　

世

舟

大

西

公

照

越

路

正

巳

田

中

　

忠

早

川

　

勲

藤

本
　
　
登

町

井

和

朗

渡
辺
栄
太
郎

野

口

昌

宏

商
法

一
部

民
法

一
部

・

民
法

一
部

・

刑
法

一
部

政
治
学
原
諭

外
書
講
読

憲
法

外
書
講
読

商
法

一
部

‥

外
書
講
読

外
国
史

英
語

商
法

一
部

哲
学

英
語

民
法
二
部

民
法
五
部

商
法
二
部

助
教
授

講
　
師

伊
地
知
大
介

金

子

利

一

坂

本

雄

三

佐
藤
時
次
郎

城

　

富

次

中

嶋

　

敏

鍋

島

直

康

波
多

野
　
弘

服

部

秀

一

村

田

克

巳

尾

中

普

子

小

野

幸

二

杉

藤

忠

士

町

井

和

朗

安

　

世

舟

大

西

公

照

越

路

正

巳

田

中

　

忠

一
九
七
四

（
昭
和
四
九
）
年
度

教

授

浅

野

裕

司

″

　

池

田

木

利

″

　

石

田

秀

夫

一
　

法

律

学

科

法
学

法
学

商
法

一
部

労
働
法

刑
法

一
部

・
刑
法
二
部

歴
史
学

美
術

税
法

憲
法

政
治
学

民
法
二
部

民
法
二
部

・
民
法
五
部

憲
法

一
部

法
学
演
習

政
治
学
原
諭

法
学
演
習

法
学
演
習

法
学
演
習

四
〇
三
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講
　
師
　
野

口

昌

宏

　

法
学
演
習

″
　
　
早

川
　
　
勲

　

法
学
演
習

″
　
　
藤

本
　
　
登

　

外
交
史

″
　
　
渡
辺
栄
太
郎

　

英
語

一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
度

教

授

浅

野

裕

司

″
　
　
飯

島

　

要

″

　

池

田

木

利

″

　

石

田

秀

夫

″
　
　
伊
地
知
大
介

″
　
　
植

松
　
　
正

″

　

金

子

利

一

″

　

坂

本

雄

三

″
　
　
佐
藤
時
次
郎

″
　
　
城

　

富

次

″
　
　
正
田
満
二
郎

″
　
　
中

嶋

　

敏

商
法

一
部

・
商
法
四
部

民
法
四
部

・
民
法
五
部

哲
学

英
語

法
学

法
律
学
特
殊
講
義

法
学

商
法
二
部

労
働
法

刑
法
二
部

・
刑
事
訴
訟
法

刑
法

一
部

歴
史
学

″ ″ ″ ′′ ″

助
教
授

講

　

師
″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″″   ″   ″

鍋

島

直

康

波
多
野
　
弘

服

部

秀

一

三

宅

正

雄

村

田

克

巳

尾

中

普

子

小

野

幸

二

越

路

正

巳

杉

藤

忠

士

早

川
　
　
勲

藤

本
　
　
登

町

井

和

朗

安
　
　
世

舟

渡
辺
栄
太
郎

梅

本

吉

彦

大

西

公

照

田

中
　
　
忠

野

口

昌

宏

四
〇
四

美
術

税
法

憲
法

民
事
訴
訟
法

政
治
学

民
法
二
部

・
民
法
四
部

民
法
二
部

・
民
法
五
部

行
政
法

法
学
演
習

商
法
二
部

外
交
史

外
国
法

政
治
学
原
論

英
語

民
事
訴
訟
法

国
際
法

国
際
法

外
書
講
読



九
七
六

（昭
和
五

一
）
年
度

教

授

相

原

良

一

″

　

浅

野

裕

司

″
　
　
飯

島

　

要

″

　

池

田

末

利

″

　

石

田

秀

夫

″
　
　
伊
地
知
大
介

″
　
　
植

松
　
　
正

″

　

尾

中

普

子

″
　
　
佐
藤
時
次
郎

″
　
　
城

　

富

次

″
　
　
正
田
満
三
郎

″
　
　
関
　
　
　
力

″
　
　
中

嶋

　

敏

″

　

鍋

島

直

康

″
　
　
波
多
野
　
弘

″

　

服

部

秀

一

″

　

林

田

和

博

一　

法

律

学

科

助
教
授

講
　
師

行
政
法

商
法
三
部

民
法
四
部

・
民
法
五
部

哲
学

英
語

法
学

法
学
特
殊
研
究

債
権
総
論

・
民
法
四
部

労
働
法

刑
事
訴
訟
法

刑
法
総
論

・
刑
法
二
部

刑
事
学

歴
史
学

美
術

税
法

憲
法

法
学
特
殊
研
究

堀

内

　

仁

三

宅

正

雄

三

東

三

司

村

田

克

巳

大

西

公

照

小

野

幸

二

越

路

正

巳

杉

藤

忠

士

田

中

　

忠

早

川

　

勲

藤

本

　

登

町

井

和

朗

安

　

世

舟

渡
辺
栄
太
郎

梅

本

吉

彦

野

口

昌

宏

債
権
各
諭

民
事
訴
訟
法

商
法

二
部

政
治
思
想
史

国
際
法

民
法
五
部

・
物
権
法

行
政
法

刑
法
総
諭

・
刑
法
二
部

国
際
法

商
法
二
部

・
商
法
二
部

外
交
史

外
国
法

政
治
学
原
論

英
語

民
事
訴
訟
法

外
書
講
読

四
〇
五
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四
〇
六

四
　
専
門
教
科
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
数
次
の
改
正

学
部
発
足
以
来
、
約
二
〇
年
間
に
、
よ
り
教
育
効
果
が
上
が
る
よ
う
、
あ
る
い
は
学
生
の
要
望
に
応
じ
て
数
次
に
わ
た
つ
て
専
門
教
科

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
を
行
つ
た
。
以
下
に
大
き
な
改
正
の
み
を
取
り
上
げ
、
改
正
の
理
由
と
そ
の
実
施
の
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

０
　
開
設
時
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

法
律
学
科

の
も
の
と
し
て
は
、
当
時
の
ご
く
平
均
的
な
も
の
で
あ
る
。
二
の
教
育
方
針

に
お
い
て
も
述

べ
た

「
法
学
教
養
ゼ
ミ
」
は
修

得
し
て
も
卒
業
要
件

の
単
位
に
認
定
さ
れ
な

い
任
意
科
日
で
あ

つ
た
。

（七
六
単
位

・
但
し
第
二
外
国
語
六
単
位
を
含
む
）

1 必修科目 (48単 位)

2 選択科目 (22単 位)

学 科 目 単 位 履修年次

法
′４

行 政 法 一 部 ′
４

０
０

国 際 法 一 部 ′４
う
０

民 法 一 部 ．４

民 法 二 部 ′
４

民 法 二 部 ′４

商 法 一 部
／
４

ｎ
０

商 法 部 4 う
０

民事訴訟法一部 4 う
０

刑 法 一 部 ′４

刑 事 訴 訟 法 4

演 習 ｂ^ 3・ 4

外 国 書 講 読 ′
４

う
０

学 科 目 単 位 履修年次

行 政 法 二 部 ・４ ′４

国 際 法 二 部 ′４
′４

民 法 四 部 ∠

＾

′
４

民 法 五 部 ヵ
４

社 会 保 障 法 ′４ ４

．

商 法 部
‘４

う
０

商 法 四 部

民事訴訟法二部

・４
う
０

・４
′
４

破  産  法
′
４

ヵ４

国 際 私 法 ′
４

′
４

刑 法 部
′４

裁  判  法
И
４

労  働  法 ′４

税 法
′４

う
０

無 体 財 産 法
′４ ′

４

外  国  法
′
４ 3

4刑  事  学 ′４

行  政  学
ヵ
４

・４

経 済 政 策 ４４
う
０

社 会 政 策 ′４
０
０

財  政  学
′
４

う
０

ｎ
∠



国 際 経 済 論 14 う
０

会  計  学 ′４
う
０

法  哲  学 ′
４

′
４

法  制  史 ヵ４ ′
４

法 学特 殊研究 ′
４

う
０

外  交  史 ′４
ｎ
乙

政 治 学 原 論 ′
４

ｎ
∠

政 治 思 想 史 ‘４

経 済 原 論 4

(注 )1 演習および外国書講読は、 1

科日4単位以上選択必修である。

2 演習は、3年次,4年次の連

年同一教員を履修しなければな

らない。

3 選択必修科日を所定の科日数

以上履修した場合、その超える

分の単位は、選択科日に繰り入

れる。

4 法学特殊研究は、卒業に要す

る単位としては 1科 目4単 位ま

で認める。

ω
〕

一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
の
改
正

改
正
点
①
　
科
目
の
名
称
を
変
更
し
た
。
す
な
わ
ち
、　
一
九
六
五

（昭
和
四
〇
）
年
前
後
は
行
政
法

一
部

・
民
法
二
部
と
い
っ
た
科
目

名
が

一
般
的
で
あ
っ
た
の
で
、
単
に
そ
れ
に
倣
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
名
称
で
は
そ
の
内
容

・
中
身
が
な
ん
で
あ
る
か
正
確
に

分
か
ら
な
い
。
四
部

・
五
部
ま
で
あ
る
科
目
の
場
合
に
は
、
学
生
は
全
く
中
身
の
見
当
さ
え
つ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
不
便
で
あ
る
と
の
声

が
出
た
。
そ
こ
で
、
改
正
に
着
手
し
多
く
の
案
が
出
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
、
例
え
ば
刑
法
総
論

・
会
社
法
と
い
う
よ
う
に
、
当
該
科

日
の
中
身
を
そ
の
ま
ま
科
目
名
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

一　

法

律

学

科

四
〇
七
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四
〇
八

改
正
点
②
　
必
修
科
目
数
を
減
ら
し
た
。
既
に
当
時
に
お
い
て
も

一
部
の
大
学
で
、
も
つ
と
自
由
に
い
ろ
い
ろ
な
科
目
を
選
択
し
履
修

で
き
る
よ
う
に
と
の
学
生
の
希
望
を
汲
み
上
げ
る
形
で
改
正
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
。
い
ち
早
く
こ
れ
を
先
取
り
し
て
、
必
修
科
目
を
約

二
分
の

一
に
減
ら
し

（五
四
単
位
―
二
四
単
位
）
、
そ
れ
に
伴

っ
て

「
選
択
必
修
科
目
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
新
設
し
、
必
修
科
目
か

ら
外
し
た
も
の
を
こ
こ
へ
入
れ
、
逆
に
選
択
科
目
か
ら
い
く
つ
か
を
引
き
上
げ
こ
こ
へ
移
し
た
。

改
正
点
③
　
国
際
法
と
民
事
訴
訟
法
を
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
に
割
り
、
国
際
法
１

・
２
、
民
事
訴
訟
法
１

・
２
と
し
た
。

改
正
点
④
　
国
際
化
時
代
を
迎
え
実
践
的
な
社
会
人
の
育
成
を
目
的
と
し
て

「
外
国
書
研
究
」
を
必
修
科
目
に
組
み
入
れ
、
ま
た
学
生

の
要
望
等
に
応
じ
て
設
け
る
べ
き
科
目
を
学
則
を
改
正
し
な
い
で
も
す
ぐ
に
専
門
の
研
究
者
さ
え
手
当
て
で
き
れ
ば
開
講
で
き
る
よ
う

「
法
学
特
殊
研
究
」
と
い
う
科
日
を
新
設
し
、
カ
ツ
コ
書
き
で
い
か
な
る
内
容
で
も
盛
り
込
め
る
よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、
二
、
三

の
科
目
増
も
行
っ
た
。

専
門
教
育
科
目

（八
二
単
位
）

1 必修科目 (24単 位)

2 選択必修科目 (36単 位)

3 選択科目 (22単 位)

学 科  目 単 位 履修年次

憲 法 4

民 法 総 則 ′４

物  権  法 ４́
つ

ん

債 権 総 論 ′４

刑 法 総 論

外 国 書 研 究

′４

′４
う
０

学 科 目 単 位 履修年次

演 習
ハ０ 3・ 4

債 権 各 論 ■
４

ｎ
０

親族 ・相続 法 ′４

刑 法 各 論 ′
４

う
０

商法総則・商行為法 メ
４

う
０

会  社  法 ′４
（
６

手形法・小切手法 ′４

民 事 訴 訟 法 1 4

刑 事 訴 訟 法 4 う
０

行 政 法 総 論 4 う
０

行 政 法 各 論 ′４ ∠

＾

国 際 法 1
′
４

国 際 法 2 ・４ ′
４

労  働  法 ス
４

う
０

政 治 学 原 論 ”
４

，

“

政 治 思 想 史 Ｚ

´

タト 交  史 ′４
ｎ
∠

学  科  目 単 位 履修年次

民事訴訟法 2 ′４ ′４

保険法・海商法
′
４

う
０

税 法

国 際 私 法

社 会 保 障 法

／
４

０
５

・４
０
０

′４ ′
４

破  産  法 ヵ
４ 4

刑  事  学 4 ′
４

裁  判  法 ・
４

う
０



工業所 有権法 1 4 1 4
著 作 権 法 ′

４
′４

外  国  法 ヵ
４

う
０

経 済 政 策 ′
４

う
０

社 会 政 策 ′４
う
０

財  政  学 ′４

国 際 経 済 論 4 ０
０

会  計  学 ′
４

０
０

行  政  学 ′４ ィ４

法  哲  学 ′４ ′４

法  制  史 ′
４ ４́

経 済 原 論 ′４
つ

ん

法 学 特 殊 研 究 ズ
４

う
０

(注 )

※
実
施
後
生
じ
た
問
題
点

前
述
の
改
正
点
②
で
あ
る
が
、
実
施
し
て
か
ら
間
も
な
く
予
想
外
の
事
態
が
起
こ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
単
位
を
取
り
や
す

い
か
ど
う
か

だ
け
で
履
修
す
る
と
い
う
安
易
な
傾
向
が
著
し
く
な
り
、
学
生
自
ら
の
要
望
を
容
れ
て
改
正
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
例
え
ば
公
務
員
志

望
な
の
に
選
択
必
修
科
目
中
か
ら
行
政
法
総
論
も
各
論
も
履
修
し
な
い
と
い
っ
た
者
が
多
く
出
て
く
る
に
至
っ
た
。
勿
論
、
履
修
の
際
指

導
し
た
が
や
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一教
員
側
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
安
易
な
方
向

へ
流
れ
る
の
な
ら
逆
に
必
修
科
ロ
ヘ
戻
し
、
さ
ら
に

も

つ
と
必
修
を
増
や
す
べ
き
だ
、
と
い
っ
た
声
さ
え
出
た
。
難
し
い
も
の
で
あ
る
。

一
　

法

律

学

科

四
〇
九

1 演習は、3年次、4年次の連年同

一教員を履修しなければならない。

2 選択必修科目を所定の科目数以上

履修した場合、その超える分の単位

は、選択科目に繰り入れる。

3 法学特殊研究は、卒業に要する単

位としては1科 日4単位まで認める。



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

四

一
〇

０
　
一
九
八
九

（平
成
元
）
年
の
改
正

学
生
が
卒
業
後
に
進
む
べ
き
分
野
を
大
き
く
分
け
て
、
法
曹
関
係
、
公
務
員
関
係
、　
一
般
企
業
関
係
、
そ
し
て
国
際
関
係
の
四
コ
ー
ス

を
設
け
、
新
時
代

へ
の
転
換
期
を
迎
え
て
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
進
路
を
決
め
な
い
ま
ま
と
う
と
う
四
年
に
な
つ
て
し
ま

う
学
生
が
多
く
な
つ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
入
学
時
か
ら
決
め
て
万
全
の
体
勢
が
と
れ
る
よ
う
に
と
の
趣
旨
か
ら
、
思
い
切
つ
た
改

正
を
行
つ
た
。
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
検
討
委
員
会
を
設
け
、
会
議
を
重
ね
て
実
現
し
た
。
他
大
学
に
な
い
特
色

・
個
性
を
打
ち
出
そ
う
と
し
た

名
実
と
も
に
大
改
正
で
あ
つ
た
。

司
法
コ
ー
ス
、
行
政
コ
ー
ス
、
企
業
法
務
コ
ー
ス
、
そ
し
て
国
際
関
係
法

コ
ー
ス
の
四
コ
ー
ス
に
は
、
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
を
選
択
し
た

学
生
も
、
法
律
学
を
専
攻
す
る
学
生
で
あ
る
か
ざ
り
、
学
ぶ
べ
き
重
要
か
つ
基
礎
的
科
日
で
あ
る

「
共
通
必
修
科
目
」
を
お
き
、
次
に
各

コ
ー
ス
の
目
ざ
す
方
向

・
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
不
可
欠
か
つ
最
小
限
修
得
す
べ
き
科
目
を

「
コ
ー
ス
必
修
科
目
」
と
し
、
そ
し
て
こ

の
コ
ー
ス
必
修
に
準
ず
る
科
目
を

「
選
択
必
修
科
目
」
、
続
い
て

「
選
択
科
目
」
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
学
生
の
進
む
べ
き
分
野
に
相
応
し
い
法
律
知
識
を
修
得
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
当
然
コ
ー
ス
に
よ
つ

て
い
わ
ゆ
る
コ
ー
ス
必
修
の
単
位
数
が
異
な
つ
て
く
る
が
、
理
論
上
は
と
も
か
く
実
際
に
は
あ
ま
り
大
き
く
異
な
る
と
学
生
間
で
不
公
平

感
が
出
て
く
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
も

つ
と
も
コ
ー
ス
必
修
の
科
日
数
が
少
な
い
コ
ー
ス
ヘ
学
生
が
集
中
し
て
し
ま
う
こ
と
は
経
験
則
上
明

ら
か
な
の
で
、
慎
重
を
期
し
た
。
そ
の
結
果
、
司
法
コ
ー
ス
だ
け
が
他
の
コ
ー
ス
よ
り
も
若
千
多
い
と
い
う
だ
け
に
と
ど
め
た
。

こ
の
他
に
、
専
門
の
細
分
化
に
対
応
す
る
た
め
科
目
を
割
っ
て
１

・
２
と
し
た
も
の
、
Ａ

・
Ｂ
に
し
た
も
の
が
あ
る
。
既
に

一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
の
改
正
で
も
、
二
科
目
に
つ
い
て
前
者
の
よ
う
に
分
け
た
が
、
さ
ら
に
憲
法

・
行
政
法

・
債
権
法

・
労
働
法
を
１

・
２
に
、



一　

法

律

学

科

企 菫 法 薔 フ

11   日   名 単   位 口修年人 ● オ

薇

青

選

＾
％
単
位
●

＾
”

）

憲法 :

民法輸則

"1法
輸綸

商法●則・商行為法

会社法A
会社法 B
手影法 ′

1ヽ 切手法

保険法・海商法

証券取引法

饉済法
特補法

債枯法 1

機構法 2

攪法

法

法

権

格

法

　

有

有

１

２
法

晨

法

所

所

法

法

私

動

籠

的

的

●

●

澤

不

信

知

知

労

労

国

国薇経廣法

会計学

法

　

法

法

治

　

訟

１

２

１

２

２
壼

自

法

訴

法

法

法

法

法

餃

方

青

事

政

政

際

凛

意

比

彙

教

驚

行

行

ロ

ロ

口腋組颯法

社会保障法

刑

`政
崚

彙族法・樹崚法

民●訴詮法

民●執行法

鶴産処理法

■‖法

用法各綸

英*法

「 イ ン法
フラィス法
:,本 法制史

西′手法制 t
法,I全 学
法rrr
法思υ史

政治,原鍮

西汗政治思2t
西

'竿

政治史
11本政治思想史
口■政イ:に

政治遇程綸

国際政治学

国際政治t
比較政 7イ i,
,I政 学

都市
`,■01:^′fニ

国際|“

^“01:"政 筆

社会政■

財政学

濱習

外I`'■讃 1

(■ .独・仏 )

外国●■112
(■ ・独・仏 )

法学特殊■■A
法学特殊■■3
政
`r,特

殊■■A

"治
学特殊

`■
8

情報処理治
時●美

`薔

９
＝
目
“
い
０
以
上
選
沢
必
薔

手形法 -1ヽ 切手法

薔法● 11・ 商行あ法

会社法A
会社法 B
保瞼法・海商法
饉,取 引法
経済法
比較鬱法

薇青法

概法

刑事

“

訟法

信,t法

彙‖法

労●法 :

労働法 2

社会保●法

用●教■
■族法
日本法制
西汗法制

相崚法

史

史

法社会,
法籠■
法思想史
知的所有|● 法 A
知的所有権法 B
イ働豪法

民事訴

“

法

民

`執
行法

側凛処理法
思

史

思

ｔ

●

治

治

治

冶

催

政

政

政

政

過

澪

洋

本

本

治

西

商

――

日

曖

想t

想t

比贅餃綸T
都 1,政 ■

1了政年

地 ″Fl,ハ 法
社会政■

会計年
i“ 舅

外国●

“
`t:

`■

・独.仏
)

外国
'■

魔2

(英 ■・仏〕

法学特殊4■ A
法学特殊●■8・
政

`イ

:学 薔●■■A
政治,特峰

`|■
B

情颯

“

屁

“時 ,■ JA

四

一

国 際 関 係 法 ,

'斗

   口   名 単   位 嗜
'ヽ

年大 1●   =

“
薔

１２

夫
●

必
　
”

“

憲法 1

民法輸 11

用法に論

国際薦 1

口諄法 2

3法 2

日,政治史

選

択

必

修

“

英朱法
ドイ ン法
フランス法

用法各●

行n法 1

行政法 2

●構法

債構法 1

債構法 2

国腋崚は法

国際ユま

政治学原●
学

“

法

治

済

憐

●

　

■

政

経
磯

凩

学

政

隋

薇

澤

済

政
済

口

国

日

経

財

崚

単 位

8'1日 32颯

位以 li選 択

必

"

青

`

＾
“
中
位

）

夫

●



J〕 法  コ

■1 月  名 単  位

"||●

大 ●   考

憲法 :

民法唸 11

'|1法

唸

“
憲法 2

荀,1法

債構法 1

債,1法 2

刑法各綸

商法総則

会社法A
手形法

1 商行為法

小切手法

硼

択

必

１

刑事訴訟法

民事訴訟法

行政法 1

行政法 2

●族法 相崚法
会社法B
日産燿理法
労働法 1

労●法 2

口朦法 1

口燎法 2

口

"“
法

H`政 燎

|

4単 位以 l

選択必||

4'1:"6単
位以上選択
必

"

＾
３２

）

比較憲法

地方自治法

敏青法

概法

不動産法

信

“

法
民事執行法
裁判法
保瞼法・海商法
肛,取 引法
口隋軽済法

口麟崚●法

社会保障法

経済法

知的所有相法 A
知的所有権法 B
英業法
ドイ ノ法
フランス法
日本法●1史

西洋法制史

法社会学
法哲争

法思想史

政治学原

“
西滓政治思想史

西澤政治史 .
日本政治思想史
日本政治史

政治過程

“
口廉政治学

国際政治史

比餃政治学

行政学
|`市 政策

経済原

“
口朦崚済綸

暖済政燎
性会政贅

財政学
会計学
濱ロ
外国●●擁 1

(■・摯・仏 )

外日●8量 2

(■・摯 .仏
)

法学特殊

“

豊A
法学特殊●■3
政治学特殊●■A
政治学特殊コ義 B
憎薇烙理冷

時事英語

1, 政 リ

法

法

障

引

保

取

法

法

会

，

綺
青

法

社

疵

軽
教

概

比較憲法

会社法 B
小影法 ―

保険法

労働法 2

小切手法

海商法

刑事訴訟法

に
't法二刊法

回隋ユ法

口静経済法

国際崚崚法

刑事政贅

颯族法 11崚法

英米法
ドイア法
フランス法
日本法制史

西洋法申lt
法 11全 学

法

"牛法思想史

知的所有構法 A
知的所有権法 B
不働産法

民事訴訟法

民亭執行法

憫晨処理法

西洋政治史
日本菫治思想史
日本政治史

国際政治史

比較聯 学
都市政贅

国隋軽濱論

饉済政筆

会計学
濱

“
外国●●,■ 1

(■ ,「 仏 |

外国●●誡 2

(■ ・独・仏 )

法学特殊

“

凛A
法学特殊凛姜 B
政

`^学
特殊

`義
A

政′台学特殊麟姜B
情

"毎
理綸

時

`英
語

（
“
単
位

） 一
３２

）

01.演習は、3・ 4年次同一教員を連年履修する。

2.1・ 2に分かれている科目は、2を 先に履修することはできない

,1 0 名

必
”
″

一
　

必
“
１６

人
●

　

一　
コ
ー
ス 物棒法

政治学鳳

`

―

総

法

法

●

民

刑法e4

憲法 2

行政法 1

選

択

２

●

“

行政法 2

地 方li治 法

行政学

債11法 1

債,1法 2

副法各綸

商法elll 商行為法

会,1法 A
労働法 1

国諄法 1

国際法 2

西洋政イ:思想史

国際政治学

政 ,市 遇性論

嵯済原ニ

社会政■

財政 学

９
＝
日
３６
中

，
以
Ｌ
選
択
必
”

",1年
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一
二

|

|

３

４

４

３

３

４

４

‘

３

４

３

３

４

３

３

３

３

３

３

４

４

４

４

１

２

２

１

３

１

２

３

２

４

３

●

２

４

３

３

３

３

■

３



会
社
法

・
知
的
所
有
権
法
を
Ａ

・
Ｂ
に
分
け
た
。
１

・
２
の
場
合
は
、
内
容
上
の
関
係
か
ら
１
を
先
に
履
修
す
る
こ
と
を
要
す
る
が
、

Ａ

・
Ｂ
の
場
合
に
は
、
い
ず
れ
を
先
に
履
修
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。

五
　
専
門
教
科
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
特
色

第

一
に
、
先
述
の
よ
う
に
四
コ
ー
ス
制
を
と
つ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
全
国
で
も
法
律
学
科
で
は
稀
で
あ
る
。
入
学
時
に
将
来
の
進
路

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
そ
の
定
め
た
日
標

へ
よ
り
確
実
に
よ
り
早
く
到
達
で
き
る
長
所
が
あ
り
、
大
学
の
大
衆
化
が

一
層
進
む

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
制
度
と
言
い
う
る
。

第
二
に
、
い
わ
ゆ
る

一
般
教
養
科
日
で
あ
る

「
法
学
」
を
少
人
数
ク
ラ
ス
に
編
成
し
、
全
専
任
教
員
が
担
当
す
る
体
制
を
と

つ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
法
学
は
二
〇
〇
名
、
三
〇
〇
名
の
大
教
室
で

一
般
の
講
義
形
式
で
行
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
法
律
学
科
に
と
つ
て

は
二
年
次
以
降
専
門
科
目
を
学
ぶ
上
で
基
礎
と
な
る
科
日
で
あ
る
か
ら
、
他
の

一
般
教
養
科
日
と
同
列
に
扱
う
こ
と
は
妥
当
で
は
な
く
、

ま
た
入
学
し
て
す
ぐ
に
少
人
数
ク
ラ
ス
で
気
軽
に
質
問
や
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
も
で
き
る
。
要
す
る
に
ゼ
ミ
の
実
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
他
大
学
に
な
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

第
三
に
、
演
習
、
い
わ
ゆ
る
ゼ
ミ
を
三
年
、
四
年
次
連
年
で
履
修
し
、
二
年
間
同

一
教
員
の
下
で

一
つ
の
専
門
科
目
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
点
で
あ
る
。
こ
の
二
年
間
で
得
ら
れ
る
学
問
的
な
こ
と
の
み
な
ら
ず
友
情

・
信
頼

・
協
調
と
い
つ
た
こ
と
も
貴
重
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

第
四
に
、
法
学
特
殊
講
義
Ａ

・
Ｂ
と
い
う
抽
象
的
な
名
称
の
科
目
を
設
け
て
、
そ
の
中
身
を
自
由
に
差
し
替
え
新
し
く
に
わ
か
に
ク
ロ

ー
ズ
ア
ツ
プ
さ
れ
て
き
た
法
と
か
、
研
究
な
ど
を
学
則
を
改
正
し
て
入
れ
な
く
て
も
開
講
し

（
Ｂ
は
半
年
間
、
二
単
位
）
、
関
心
を
抱
い

た
学
生
が
す
ぐ
に
履
修
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

一　

法

律

学

科

四

一
二
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六

　

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
学
科
専
任
教
員
と
担
当
専
門
科
目

教
　
授
　
蒐

原

　

明

″

　

江

藤

倫

泰

″

小

野

幸

二

尾

中

普

子

越

路

正

巳

小

松

　

進

佐
藤
時
次
郎

下

山

瑛

二

杉

藤

忠

士

高

野

耕

一

田

中

　

忠

憲
法
２

・
演
習

民
事
訴
訟
法

・
民
事
執
行
法

・

裁
判
法

・
フ
ラ
ン
ス
法

・
演
習

物
権
法

・
債
権
法
１

・
親
族
法

・

相
続
法

・
演
習

知
的
所
有
権
法
Ｂ

・
演
習

憲
法
１

・
比
較
憲
法

・
演
習

刑
法
総
論

，
刑
事
訴
訟
法

，
演
習

労
働
法
２

・
社
会
保
障
法

・
演
習

行
政
法
１

・
地
方
自
治
法

・
法
学

特
殊
講
義
Ａ
（行
政
訴
訟
法
）
・
演
習

刑
法
総
論

・
刑
法
各
論

・
外
国
書
講

読

（独
）
・
演
習

債
権
法
２

・
演
習

国
際
法
１
・国
際
法
２
・
国
際
組
織
法
・
演
習

″

　

野

口

昌

宏

師

石

山

文

彦

″

　

自

石

裕

子

四

一
四

経
済
法

，
国
際
経
済
法

・
演
習

情
報
処
理
論

・
演
習

法
学
特
殊
講
義
Ａ

（医
事
法
）
・
演
習

会
社
法
Ａ

・
演
習

税
法

・
外
国
書
講
読

（英
）

。
演
習

会
社
法
Ｂ

・手
形
法

。
小
切
手
法

・演
習

英
米
法

・
演
習

国
際
法
１

・
国
際
法
２

・
演
習

民
事
訴
訟
法

・
倒
産
処
理
法

・
演
習

商
法
総
則

・
商
行
為
法

・
保
険
法

・

海
商
法

・
演
習

民
法
総
則

・
不
動
産
法

・
演
習

法
哲
学

・
法
思
想
史

・
演
習

外
国
書
講
読

（英
）

・
演
習

″ ″ ′′ ″ ″′′″   ′′

助
教
授

講

丹

宗

昭

信

長

岡

亮

介

中

谷

瑾

子

中

村

一
彦

波
多
野
　
弘

早

川

　

勲

町

井

和

朗

大

西

公

照

荻

原

貞

正

加

瀬

幸

喜



七
　
学

会

関
係

一
つ
は
、
法
学
部
専
任
教
員
と
在
学
生
を
主
た
る
会
員
と
す
る

「
大
東
文
化
大
学
法
政
学
会
」
（政
治
学
科
が
増
設
さ
れ
る
ま
で
は
、

「
大
東
文
化
大
学
法
学
会
」
と
称
し
た
）
が
あ
る
。
機
関
誌

『
大
東
法
学
」
を
学
部
発
足
以
来
年

一
回
発
行
し
て
き
た
。
政
治
学
科
が
増

設
さ
れ
て
か
ら
は
年
二
回
発
行
し
て
お
り
、
教
員
の
研
究
業
績
発
表
の
場
と
し
て
、
ま
た
学
部
の
対
外
的
広
報
誌
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
学
生
の
ゼ
ミ
な
ど
に
お
け
る
研
究
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て

「
法
学
部
学
生
諭
集
」
を
発
行
し
て
い
る
。
応
募
論
文

を
審
査
し
佳
作
以
上
の
優
れ
た
も
の
数
篇
を
選
び
、
最
終
的
に
指
導
教
授
が
校
閲

・
手
直
し
を
し
て
掲
載
す
る
。
特
選

・
佳
作
に
は
賞
品

が
授
与
さ
れ
る
。

三
つ
目
は
、
学
部
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
、
各
コ
ー
ス
の
内
容
、
ゼ
ミ
の
紹
介
、
卒
業
後
の
進
路
な
ど
に
つ
い
て
平
易
に
書
い
て
あ
る
学
生

必
携
と
も
い
う
べ
き

「
法
学
部
ガ
イ
ド
ブ
ツ
ク
』
（Ｆ
ｌ
”
己

「
ｏ
澤
８
∽
の
Ｌ
８
出
８
だ
ｏ
「
ｒ
”
く
『
Ｒ
Ｌ
Ｃ
）
を
発
行
し
、　
一
年
次
生
か
ら
手

渡
し
て
い
る
。
こ
れ
は
好
評
で
、
高
校
に
対
す
る
大
学
説
明
会
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

八
　
海
外
交
流
大
学

①
　
コ
ー
カ
ー
大
学
　
　
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ

・
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
に
あ
り
、
学
生
派
遣
を
目
的
と
し
て
い
る
。

②
　
ル
イ
ビ
ル
大
学
　
　
こ
れ
は
同
じ
く
ア
メ
リ
カ

・
ケ
ン
タ
ツ
キ
ー
に
あ
る
州
立
総
合
大
学
で
、
教
員
交
換
を
目
的
と
し
て
い
る
。

一　
法
律
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
五
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四

一
六

九

就

職

状

況

一
九
九

一
（平
成
三
）
年
度
　
主
な
就
職
先

一
覧
表
　
（　
）
内
数
字
は
、
上
は
男
子
、
下
は
女
子
の
数
を
表
す
。

愛
時
資

（１
１
０
）

・
出
光
興
産

（０
１
１
）

・
戸
田
建
設

（０
１
１
）

・
千
葉
銀
行

（０
１
１
）

・
大
氣
社

（０
１
１
）

・
近
畿

日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

（１
１
０
）

・
サ
ク
ラ
ダ

（１
１
０
）

・
清
水
銀
行

（１
１
０
）

。
高
砂
熱
学
工
業

（１
１
０
）

・
ソ
ニ
ー

（１

１
０
）

・
山
梨
中
央
銀
行

（１
１
０
）

・
ツ
ム
ラ

（１
１
０
）

・
兵
庫
銀
行

（１
１
０
）

・
藤
田
観
光

（１
１
０
）

。
日
動
火
災
海

上
保
険

（１
１
０
）

・
ア
イ
ネ
ス

（３
１
０
）

・
北
越
銀
行

（１
１
１
）

。
東
武
ス
ト
ア
ー

（１
１
１
）

・
資
生
堂

（１
１
０
）

・

サ
コ
ス

（１
１
０
）

，
日
本
通
運

（１
１
０
）

。
三
和
銀
行

（０
１
１
）

。
埼
玉
県
信
用
金
庫

（０
１
１
）

・
束
邦
亜
鉛

（１
１

０
）

。
日
本
デ
ジ
タ
ル
研
究
所

（０
１
１
）

，
大
日
本
イ
ン
キ
化
学
工
業

（１
１
０
）

・
北
陸
製
薬

（１
１
０
）

・
西
友

（２
１

０
）

・
ク
ラ
ヤ
薬
品

（２
１
０
）

・
住
友
林
業
八
０
１
１
）

・
日
新
火
災
海
上
保
険

（１
１
０
）

・
森
本
組

（１
１
０
）

・
吉
田
工

業

（１
１
０
）

。
日
本
シ
ス
テ
ム
デ
イ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

（１
１
０
）

・
佐
藤
工
業

（１
１
０
）

・
広
島
総
合
銀
行

（１
１
０
）

・

東
邦
薬
品

（１
１
０
）

・
品
川
燃
料

（１
１
０
）

・
新
日
軽

（１
１
１
）

・
大
倉
建
設

（０
１
１
）

・
明
治
製
薬

（１
１
０
）

・
雪

印
食
品

（１
１
０
）

・
朝
日
工
業
社

（１
１
０
）

。
中
山
機
工

（０
１
１
）

・
ナ
ス
ス
テ
ン
レ
ス

（１
１
０
）

・
東
急
百
貨
店

（１

１
０
）

。
日
本
た
ば
こ
産
業

（１
１
０
）

・
愛
知
銀
行

（１
１
０
）

・
城
南
信
用
金
庫

（１
１
０
）

。
共
栄
火
災
海
上
保
険

（１
１

０
）

・
福
西
電
機

（１
１
０
）

。
み
ち
の
く
銀
行

（１
１
０
）

・
エ
ス

・
パ
イ

・
エ
ル

（１
１
０
）

・
ダ
イ
エ
ー
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

シ
ス
テ
ム

（１
１
０
）

・
小
川
信
用
金
庫

（２
１
０
）

。
国
際
電
気

（１
１
０
）

。
百
十
四
銀
行

（１
１
０
）

・
三
協
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
エ
業

（１
１
０
）

・
ト
ー
ヨ
ー
サ
ツ
シ

（１
１
０
）

。
文
化
シ
ヤ
ツ
タ
ー

（１
１
０
）

・
巴
川
製
紙
所

（１
１
０
）

・
新
日
本
建



設

（１
１
０
）

・
ぎ
ょ
う
せ
い

（１
１
０
）

・
岡
谷
綱
機

（０
１
１
）

。
リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト

（２
１
０
）

・
三
洋
電
機

（１
１

０
）

・
マ
ツ
ダ
中
販

（２
１
０
）

・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
証
券

（０
１
１
）

・
佐
賀
銀
行

（０
１
１
）

・
湘
南
信
用
金
庫

（１
１
０
）

。
セ

ン
コ
ー

（１
１
０
）

，
帝
国
臓
器
製
薬
Ａ
ｌ
１
０
）

。
日
本
テ
レ
コ
ム

（１
１
０
）

。
安
田
倉
庫

（１
１
０
）

・
住
友
不
動
産
販
売

（１
１
０
）

・
太
陽
神
戸
三
井
銀
行

（１
１
０
）

・
第

一
住
宅
金
融

（１
１
０
）

。
東
和
銀
行

（１
１
０
）

。
川
辺

（１
１
０
）

・

国
際
興
業

（１
１
０
）

。
キ
ャ
ノ
ン
販
売

（
１
１
０
）

・
市
光
興
業

（
０
１
１
）

・
イ
ン
テ
ツ
ク

（
１
１
０
）

・
ニ
チ
イ

（１
１

０
）

・
興
亜
火
災
海
上
保
険

（１
１
０
）

・
中
野
冷
機

（１
１
０
）

。
新
神
戸
電
機

（１
１
０
）

・
新
日
本
証
券

（０
１
１
）

・
デ

イ
ー
シ
ー
カ
ー
ド

（１
１
０
）

・
新
潟
中
央
銀
行

（１
１
０
）

・
不
ニ
サ
ツ
シ

（１
１
０
）

・
ミ
ズ
ノ

（１
１
０
）

。
Ｃ
Ｓ
Ｋ

（４

１
０
）

・
菱
食

（１
１
０
）

。
日
本
電
気
精
器

（１
１
０
）

。
大
王
製
紙

（１
１
０
）

・
三
菱
建
設

（１
１
０
）

。
東
急
工
建

（１

１
０
）

・
富
士
銀
行

（
１
１
０
）

。
近
鉄

エ
ク
ス
プ

レ
ス

（
１
１
０
）

・
東
北
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム

（
１
１
０
）

・
櫻
護
護

（
１
１

０
）

・
東
急
ス
ト
ア

（１
１
０
）

・
長
谷
川
電
機
製
作
所

（１
１
０
）

・
ア
サ
ヒ
コ
ー
ボ
レ
ー
シ
ヨ
ン

（１
１
０
）

・
全
国
共
済
農

業
共
同
組
合

（１
１
０
）

。
リ
ノ
ー
ル
油
脂

（１
１
０
）

・
世
田
谷
信
用
金
庫

（０
１
１
）

・
藍
澤
証
券

（１
１
０
）

・
愛
知
車
輛

（１
１
０
）

・
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

（１
１
０
）

・
共
栄
産
業

（１
１
０
）

・
立
花
証
券

（１
１
０
）

・
北
越
製
紙

（１
１

０
）

。
日
本
精
工

（１
１
０
）

・
エ
ス
エ
ス
製
薬

（１
１
０
）

・
松
屋

（１
１
０
）

・
京
葉
銀
行

（２
１
０
）

・
都
築
電
気

（１
１

０
）

。
雇
用
促
進
事
業
団

（
１
１
０
）

・
ハ
ニ
ツ
ク
ス
エ
業

（
１
１
０
）

・
ユ
ー

エ
ス
シ
ー

（
１
１
０
）

・
大
正
製
薬

（
１
１

０
）

。
東
京
総
合
信
用

（１
１
０
）

・
加
藤
ス
プ
リ
ン
グ
エ
業

（０
１
１
）

・
前
田
製
作
所

（１
１
０
）

。
大
和
ハ
ウ
ス
エ
業

（１

１
０
）

。
と
ち
ぎ
コ
ー
プ

（
１
１
０
）

，
福
田
道
路

（２
１
０
）

・
三
菱

（１
１
０
）

。
し
ま
む
ら

（１
１
０
）

・
Ｔ
Ｈ
Ｋ

（１
１

０
）

・
富
士
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア

（
１
１
０
）

・
千
葉
興
業
銀
行

（０
１
１
）

・
日
本
電
信
電
話

（
１
１
０
）

・
大
和
団
地

（
１
１

０
）

・
大
塚
倉
庫

（
１
１
０
）

・
東
芝

エ
ン
ジ

エ
ア
リ
ン
グ

（２
１
０
）

。
東
武
百
貨
店

（
１
１
０
）

・
武
蔵
野
銀
行

（
０
１

一　

法

律

学

科

四

一
七
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四
一
八

１
）

・
大
京
住
宅
流
通

（２
１
０
）

・
長
野
信
用
金
庫

（１
１
０
）

・
旭
電
化
工
業

（１
１
０
）

。
そ
ご
う

（１
１
０
）

・
国
際
証

券

（
１
１
０
）

・
新
潟
運
輸

（１
１
０
）

・
群
馬
銀
行

（
１
１
０
）

・
ジ
ャ
ス
コ

（
１
１
０
）

・
三
井
海
上
火
災
保
険

（１
１

０
）

・
大
和
証
券

（１
１
０
）

・
ワ
ー
ル
ド
証
券

（１
１
０
）

・
マ
ル
エ
ツ

（１
１
０
）

・
西
日
本
銀
行

（１
１
０
）

・
新
潟
県
厚

生
農
業

（１
１
０
）

・
日
本
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

（１
１
０
）

。
千
代
田
火
災
保
険

（１
１
０
）

・
青
山
商
事

（１
１
０
）

・
Ｕ
Ｃ
Ｃ

上
島
珈
琲

（１
１
０
）

・
ヤ
マ
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

（１
１
０
）

・
サ
ミ
ツ
ト

（１
１
０
）

・
か
て
な

（１
１
０
）

・
静
岡
中

央
銀
行

（１
１
０
）

。
図
書
印
刷

（１
１
０
）

。
三
井
物
産
石
油

（
１
１
０
）

。
日
本
生
活
協
連

（１
１
０
）

・
渡
辺
パ
イ
プ

（
１

１
０
）

・
巴
組
鐵
工
所

（１
１
０
）

・
近
藤
忠
商
事

（０
１
１
）

・
西
武
信
用
金
庫

（１
１
０
）

・
大
光
銀
行

（１
１
０
）

・
さ
く

ら
グ
ル
ー
プ

（１
１
０
）

・
全
国
食
糧
事
業

（１
１
０
）

・
上
野
運
輸
商
会

（１
１
０
）

・
東
京
北
三
菱
自
動
車

（１
１
０
）

・
ミ

ク
ロ
情
報
サ
ー
ビ
ス

（１
１
０
）

公
立
高
校

（１
）
公
立
中
学
校

（１
）

左
記
の
も
の
は
公
務
員
試
験
合
格
者
数
で
あ
る
が
、
他
学
科
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
。
こ
の
実
績
を
維
持
し
さ
ら
に
伸
ば
す
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
て
い
る
。

公
務
員
　
国
家
Ⅱ
種

（１０
１
２
）

・
郵
政
事
務

（１
１
０
）

。
国
税
専
門
官

（１
１
０
）

・
防
衛
庁

（
１
１
０
）

・
地
方
上
級

（９

１
１
）

・
警
察
官

（９
１
０
）

・
消
防
官

（
３
１
０
）

・
区

・
市
役
所

（２９
１
５
）

・
町
役
場

（３
１
０
）

・
そ
の
他
の
公
務
員

（２
１
０
）



体  育 高 一 般 入 試

年

入
学
者
数

合
格
者
数

受
験
者
数

志
願
者
数

入
学
者
数

合
格
者
数

受
験
者
数

志
願
者
数

入
学
者
数

合
格
者
数

受
験
者
数

志
願
者
数

396 499 585 583 1973

399 430 608 741 1974

701 2,080 2,357 1975

449 715 2,144 2,394 1976

559 836 3,123 3,438 1977

318 613 3,854 4,148 1978

291 878 3,852 4,103 1979

383 842 2,889 3,062 1980

184 487 3,540 3,689 1981

260 675 2,313 2,347 1982

245 660 2,798 2,864 1983

215 685 2,705 2,744 1984

249 779 2275 2,318 1985

26 26 312 1,033 2,672 2,703 1986

297 L083 3,759 3,796 1987

464 1,029 3,724 3,816 1988

30 24 24 24 268 699 5,874 6,009 1989

20 178 640 5,414 5,540 1990

20 20 189 685 3,787 3,872 1991

15 15 15 12 12 333 976 3,769 3,852 1992

一
〇
　
一
一〇
年
間
の
志
願
者
数

・
受
験
者
数

・
合
格
者
数

・
入
学
者
数

・
卒
業
者
数

一　

法

律

学

科

四

一
九



留 学 生 指 定 校

年

卒
業
者
数
累
計

卒
業
者
数

入
学
者
数

合
格
者
数

受
験
者
数

志
願
者
数

入
学
者
数

合
格
者
数

受
験
者
数

志
願
者
数

1973

1974

1975

274 274 1976

623 349 1977

1,042 419 1978

1,446 404 1979

1,913 467 1980

2201 288 1981

2,469 268 1982

2,802 333 1983

2992 190 12 12 1984

3237 245 1985

3,466 229 19 1986

3,675 209 42 1987

3,915 240 1988

4225 310 1989

4,541 316 21 1990

5,064 523 1991

85 85 85

第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

四
二
〇

一
一
　

法
律
学
科
の
展
望
と
課
題

五
で
述
べ
た
よ
う
に
、
コ
ー
ス
制
を
採
用
し
、
新
し
い
時
代
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
う
る
体
制
を
確
立
し
た
の
で
、
決
し
て
楽

観
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
学
科
の
将
来
は
明
る
く
、
ま
た
そ
の
た
め
の
努
力
も
惜
し
ま
な
い
。



た
だ
、
現
在
直
面
し
て
い
る
難
し
い
問
題
は
、
学
生
の

「
ゼ
ミ
離
れ
」
で
あ
る
。
選
択
科
目
群
に
入
れ
て
は
あ
る
が
、
大
学
生
活
に
お

い
て
ゼ
ミ
が
大
い
に
有
意
義
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
学
生
間
に
共
通
の
認
識
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
に
、
先
生
も
先
輩
も
後
輩
も
同

級
生
さ
え
も

「
す
べ
て
煩
わ
し
い
」
い
う
学
生
が
最
近
増
え
て
い
る
と
学
生
自
身
が
言
う
。
考
え
も
し
な
か
つ
た
こ
と
で
、
こ
れ
は
他
大

学
で
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
と
聞
く
。
杞
憂
に
す
ぎ
な
い

こ
と
を
願
う
が
、
ゼ
ミ
の
何
た
る
か
、
そ
の
レ
ー
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
を
根
本

的
に
問
う
時
が
来
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
早
川
　
勲
］

二

政

治

学

科

一
　

設
置
に
至
る
経
緯

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
四
月

一
日
に
法
学
部
に
政
治
学
科
が
増
設
さ
れ
た
。　
一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
四
月
に
法
学
部
が
開
設
さ

れ
て
以
来
、
次
の
課
題
は
大
学
院
博
士
課
程
の
設
置
と
、
既
設
の
法
律
学
科
の
他
に
新
し
い
学
科
を
増
設
す
る
こ
と
で
あ
る
と
理
事
会
は

考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。　
一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年
四
月
に
修
士
課
程
法
律
学
専
攻
が
開
設
さ
れ
た
の
で
、
残
さ
れ
た
も
う

一
つ
の

課
題
は
新
し
い
学
科
の
増
設
の
み
と
な

つ
た
。
理
事
会
の
要
請
に
基
づ
い
て

一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
の
法
学
部
教
授
会
で
新
し
い
学

科
増
設
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
が
、
大
学
設
置
審
議
会
決
定

（
一
九
八
四

〈
昭
和
五
九
〉
年
八
月
九
日
）
の

「
私
立
大
学
の
設
置
等
に
関

す
る
取
り
扱
い
方
針
」
の

「
地
域
に
よ
る
制
限
」
の
規
程
を
前
提
に
し
て
考
え
る
場
合
、
東
京
都
下
で
は
新
し
い
学
科
の
増
設
は
不
可
能

で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
増
設
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
既
設
の
法
律
学
科
も
東
松
山
校
合
に
移
ら
な
く
て
は
な
ら
ず
、
法
学
部
の
東
松
山
校

二

政

治

学

科

四
二

一
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四
三
二

舎

へ
の
移
転
に
は
法
学
部
教
員
の
ほ
と
ん
ど
多
数
が
反
対
で
あ

つ
た
。
従

つ
て
新
し
い
学
科
の
増
設
に
は
法
学
部
教
授
会
で
は
反
対
で
あ

る
と
い
う
意
見
が
多
数
を
占
め
、
新
し
い
学
科
増
設
は
見
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
の
後
、
二
、
三
度
理
事
会
は
法
学
部
に
新
学
科

増
設
を
要
請
し
て
き
た
が
、
第

一
回
目
の
要
請
の
時
と
同
じ
理
由
を
も
つ
て
法
学
部
教
授
会
は
反
対
し
た
。

一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
四
月
に
法
学
部
長
に
政
治
学
専
攻
の
安
世
舟
教
授
が
就
任
し
た
。
そ
の
半
年
後
に
、
下
田
博

一
理
事
長
は

杉
本
良
吉
学
長
を
陪
席
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
安
学
部
長
に
政
治
学
科
の
増
設
を
強
く
要
請
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
安
学
部
長
は
同
年

一
二
月

九
日
の
定
例
法
学
部
教
授
会
に

「
学
科

（政
治
学
科
）
増
設
に
関
す
る
件
」
を
提
案
し
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

一
〇
月
二
三
日
下
田
理
事
長
よ
り
、
杉
本
学
長
同
席
の
下
で
、
法
学
部
に
政
治
学
科
を
増
設
し
て
欲
し
い
と
の
要
請
が
あ
つ
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
次
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。

③
　
法
学
部
は
創
設

一
四
年
に
し
て
ま
だ
法
律
学
科

一
学
科
の
み
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
他
学
部
は
す
べ
て
二
学
科
な
い
し
そ
れ

以
上
で
あ
つ
て
釣
り
合
い
の
問
題
が
あ
る
。

⑤
　
法
学
部
の
学
科
増
設
は
か
ね
て
か
ら
の
学
園
の
課
題
で
あ
り
、　
一
八
歳
人
口
急
増
期
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

一
九
九
二

（昭
和

六
七
）
年
以
前
の
少
な
く
と
も
そ
の
二
、
三
年
前
に
申
請
し
な
け
れ
ば
、
今
後
増
設
の
可
能
性
は
な
く
、
早
急
に
準
備
に
取
り
か

か
ら
な
け
れ
ば
時
機
を
逸
し
て
し
ま
う
。

③
　
法
学
部
法
律
学
科
の
学
生
定
員
は
二
五
〇
名
で
あ
る
が
、
現
在
臨
時
定
員
増
枠

一
〇
〇
名
が
認
め
ら
れ
て
、
定
員
は
三
五
〇

名
に
な
つ
て
い
る
。　
一
八
歳
人
口
の
漸
減
に
合
わ
せ
て

一
九
九
八

（昭
和
七
三
）
年
以
降
臨
時
定
員
枠
が
撤
回
さ
れ
る
の
で
、
学

園
と
し
て
は
現
在
の
臨
時
定
員
枠
三
五
〇
名
を
将
来
と
も
維
持
し
た
い
と
思
つ
て
い
る
。
現
在
臨
時
定
員
増
の

一
〇
〇
名
の
枠
を

政
治
学
科
に
振
り
分
け
る
形
で
学
科
増
設
を
は
か
り
、
二
五
〇
名
の
現
在
の
定
員
枠
を
維
持
す
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

③
　
法
学
部
創
設
時
、
完
成
時
の
四
年
後
に
大
学
院
修
士
課
程
と
政
治
学
科
増
設
を
は
か
る
予
定
で
あ

つ
た
が
、
大
学
院
修
士
課



程
は
増
設
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
政
治
学
科
が
増
設
さ
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
ず

つ
と
懸
案
事
項
と
な
つ
て
き
た
。
学
部

・
学
科
増
設
は

法
人
の
専
管
事
項
な
の
で
、
理
事
会
が
単
独
で
着
手
で
き
る
が
、
で
き
る
だ
け
法
学
部
が
自
主
的
に
増
設
の
イ
ニ
シ
ア
チ
プ
を
と

つ
て
い
だ
だ
く
こ
と
を
望
ん
で
止
ま
な
い
。
従

つ
て
で
き
る
だ
け
早
急
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

以
上
の
下
田
理
事
長
の
政
治
学
科
増
設
に
つ
い
て
の
要
請
と
そ
の
理
由
づ
け
の
説
明
を
紹
介
し
た
後
、
安
学
部
長
は
次
の
よ
う
な
提
案

を
行
つ
た
。

法
人
の
要
請
が
あ

つ
た
か
ら
、
「
ハ
イ
。
そ
う
致
し
ま
し
よ
う
」
で
は
法
学
部
自
体
の
主
体
性
が
問
わ
れ
る
。
そ
こ
で
法
学
部
長
と

し
て
、
政
治
学
科
を
設
置
し
て
い
る
他
大
学
の
法
学
部
の
最
近
の
五
年
間
の
受
験
者
の
動
向
や
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
改
正
傾
向
、
並
び
に

新
設
校
の
中
で
の
政
治
学
科
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
学
科
の
動
向
を

一
か
月
間
調
査
し
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
下
田

理
事
長
の
挙
げ
る
理
由
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
む
し
ろ
国
際
化
、
情
報
化
時
代
を
迎
え
た
今
日
、
大
学
を
め
ぐ
る
環
境
の
激
変
が
予
想

さ
れ
る
中
で
、
わ
が
法
学
部
が
今
後
二
〇
年
後
に
も
生
き
残
る
た
め
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
と
い
う
観
点
か
ら
学
科
増
設
を
主
体
的
に

受
け
止
め
て
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
り
、
従

つ
て
法
学
部
の
ほ
う
か
ら
自
主
的
に
増
設
を
主
張
し
て
も
良
い
の
で
は
な

い
か
と

考
え
て
、
政
治
学
科
増
設
を
提
案
し
た
と
述
べ
た
後
、
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
点
を
挙
げ
た
。

①
　
法
学
部
が
今
後
二
〇
年
後
に
生
き
残
る
た
め
に
望
ま
し
い
学
科
が
他
に
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
増
設
す
る
ほ
う
が
良
い
が
、
す
で
に
法

律
学
科
に
政
治
学
関
係
科
日
担
当
の
五
名
の
専
任
教
員
を
擁
し
て
お
り
、
政
治
学
科
増
設
な
ら
教
員
も
あ
と
数
名
程
度
の
採
用
で
す

む
し
、
図
書
そ
の
他
施
設
に
し
て
も
す
で
に
蓄
積
さ
れ
た
も
の
が
か
な
り
あ
る
の
で
、
財
政
的
に
最
小
の
費
用
で
最
大
限
の
効
果
を

上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
政
治
学
科
の
ほ
う
が
他
の
学
科
増
設
よ
り
も
合
理
的
か
つ
経
済
的
で
あ
る
。

②
　
政
治
学
科
卒
業
生
が
地
方
公
務
員
や
地
方
向
治
体
議
会

へ
積
極
的
に
進
出
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
の
地
方
行
政

コ
ー
ス
や
、

ま
た
国
際
化
時
代
に
対
応
し
て
、
東
西
文
化
の
融
合
と
い
う
本
学
の
建
学
の
精
神
を
体
し
て
国
際
的
に
活
躍
し
て
も
ら
え
る
国
際
政

二

政

治

学

科

四
二
三
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治

・
外
交
コ
ー
ス
か
国
際

・
比
較
政
治
コ
ー
ス
な
ど
の
ニ
コ
ー
ス
制
を
と
る
政
治
学
科
を
増
設
す
る
な
ら
、
時
代
の
要
請
に
も
応
え

ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
本
学
の
歴
史
か
ら
見
て
建
学
の
精
神
を
顕
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
現
在
検
討
中
の
法
律
学
科
の

コ
ー
ス
制
採
用
と
の
関
連
で
有
機
的

一
体
性
を
も
つ
二
学
科
で
対
応
す
れ
ば
、
学
生
の
多
様
な
要
求
に
応
え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
法
学
部
長
の
政
治
学
科
増
設
に
関
す
る
提
案
に
対
し
、
種
々
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
と
り
わ
け
も
し
学
科
増
設
を
図
つ

た
場
合
、
東
京
都
で
は
学
部

・
学
科
増
設
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
東
松
山
校
舎

へ
法
学
部
が
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な

い
と
い
う
危
惧
が
前
学
部
長
の
小
野
幸
二
教
授
よ
り
表
明
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
法
学
部
長
は
も
と
も
と
法
学
部
で
は
臨
時
定
員
増
の
要

請
に
応
じ
た
の
は
、
将
来
そ
の
臨
時
増
の
枠
を
新
し
い
学
科
増
設
に
振
り
分
け
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
経
緯
が
あ
り
、
文
部
省
よ
り
認
め

ら
れ
た
枠
内
で
そ
の

一
部
を
割
い
て
新
し
い
学
科
増
設
を
図
る
場
合
、
東
松
山
校
舎

へ
の
移
転
を
し
な
く
て
も
済
む
と
い
う
見
解
と
、
も

し
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
な
ら
、
新
学
科
増
設
に
は
反
対
で
あ
り
、
政
治
学
科
増
設
に
つ
い
て
も
、
も
し
東
松
山
校
舎
へ
の
法
学
部
の
移

転
を
条
件
と
す
る
な
ら
中
止
し
た
い
と
い
う
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
政
治
学
科
の
具
体
的
構
想
に
つ
い
て
も
時
間
を
か
け
て
検
討

し
た
後
、
決
定
し
て
も
遅
く
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ

つ
た
が
、
学
科
増
設
は
審
査
に
二
年
間
を
要
す
る
の
で
、
で
き
れ

ば
来
年
六
月
に
申
請
、
そ
れ
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
再
来
年
六
月
に
中
請
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
場
合
に
は
、　
一
八
歳
人
口
急
増
ピ

ー
ク
時
が
過
ぎ
て
、
時
期
を
逸
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
も
し
今
回
の
教
授
会
で
承
認
を
得
ら
れ
な
い
場
合
、　
一
二
月
が
予
算
編
成
期

で
そ
の
準
備
の
た
め
の
予
算
も
取
れ
な
い
の
で
、
止
む
を
得
ず
今
回
の
教
授
会
に
諮

つ
た
次
第
で
あ
る
と
、
学
部
長
よ
り
、
本
来
な
ら
時

間
を
か
け
て
十
三
分
に
審
議
し
た
上
で
決
定
を
み
た
い
が
、
そ
う
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
の
説
明
が
あ

つ
た
後
、
種
々
の
意
見
が
出

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
教
授
会
は
、
政
治
学
科

（仮
称
）
の
増
設
を
承
認
し
た
。

な
お
新
学
科
増
設
に
当
た
つ
て
は
、
次
の
委
員
会
で
名
称
を
含
め
て
検
討
し
て
行
く
こ
と
を
教
授
会
は
承
認
し
た
。

○
政
治
学
科

（仮
称
）
増
設
準
備
委
員
会



委
員
…
…
法
学
部
長

・
法
律
学
科
主
任

・
政
治
学
関
係
科
目
担
当
教
員

（村
田
克
巳

・
岡
　
義
達

・
安
　
世
舟

・
藤
本
　
登

・
高
野

清
弘
）
、
そ
の
他
関
係
教
員

（広
井
大
三
）
（教
養
科
目
）

・
田
中
　
忠

（国
際
法
）

以
上
少
々
長
く
な
つ
た
が
政
治
学
増
設
に
踏
み
切
つ
た
経
緯
を

一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年

一
二
月
の
法
学
部
教
授
会
議
事
録
を
辿
り

紹
介
し
た
が
、
そ
の
後
、
文
部
省
の
指
導
を
受
け
た
り
、
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
た
結
果
、　
一
九
八
九
年
六
月
申
請
、　
一
九
九
〇

（平
成
二
）

年
四
月
増
設
を
目
標
と
し
、
法
律
学
科
の
定
員
二
五
〇
名
の
う
ち

一
〇
〇
名
を
政
治
学
科
に
振
り
分
け
、
臨
時
定
員
枠

一
〇
〇
名
は
法
律

学
科
に
上
乗
せ
す
る
こ
と
が

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
三
月
三
日
の
法
学
部
教
授
会
で
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
法
学
部
教
授
会
決
定
は
三

月
二
〇
日
の
理
事
会

・
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
、
本
格
的
に
増
設
の
た
め
の
準
備
活
動
に
入
つ
た
。
長
沢
学
務
部
長
ら
の
事
務
職
員
の
献

身
的
努
力
に
加
え
て
鈴
木
理
事
長
、
香
坂
常
務
、
田
村
常
務
ら
法
人
執
行
部
の
絶
大
な
る
支
援
を
得
て
、　
一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
四
月

一
日
に
政
治
学
科
の
増
設
に
こ
ざ
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

二
　
設

置

の
趣

旨

①
　
社
会
的
要
請
へ
の
対
応

政
治

・
経
済
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
世
界
的
規
模
で
国
際
化
、
情
報
化
、
高
度
技
術
化
が
進
展
し
て
い
る
現
代
に
あ
つ
て
、
わ

が
国
の
中
規
模
都
市
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
数
の
多
い
人
口

一
〇
万
以
下
の
小
都
市
や
町
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る
国
際
化
、
情
報
化
は
ま

だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
れ
を
担
う
人
材
の
需
要
は
、
こ
れ
か
ら
益
々
強
ま
る
こ
と
は
必
至
で
あ
ろ
う
。
政
治
学
科
の
設
置
は
、

こ
れ
ら
社
会
的
要
請
に
応
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

②
　
政
治
学
科
に
お
け
る
人
材
養
成
の
目
的

二

政

治

学

科

四
二
五
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①
　
プ

ロ
ブ
レ
ム
‐ソ
ル
バ
ー
ズ
と
し
て
の
地
域
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

政
治
学
科
は
、
国
際
化
、
情
報
化
時
代
の
地
方
政
治
お
よ
び
行
政
な
ら
び
に
社
会

。
経
済
情
勢
の
進
展
に
伴

つ
て
新
し
く
生
じ
て

く
る
地
域
社
会
の
諸
問
題
を
学
際
的
立
場
か
ら
教
育

。
研
究
し
、
新
し
い
地
方
の
政

・
官
界
、
マ
ス
コ
ミ
界
お
よ
び
地
場
産
業
の
リ

ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

②

　

「
ふ
る
さ
と
民
間
外
交
」
の
担
い
手
の
養
成

政
治
学
科
は
、
そ
の
カ
ラ
ー
を
地
方
の
政

・
官
界
、
マ
ス
コ
ミ
界
の
人
材
育
成
に
お
く
が
、
そ
の
際
、
地
方
の
政
治

・
行
政
の
専

門
知
識
に
加
え
て
、
国
際
政
治
や
外
交
の
専
門
的
知
識
も
併
せ
持
た
せ
て
、
彼
ら
が
地
方
か
ら
の
国
際
化
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
教
育
し
、
豊
か
な
国
際
感
覚
を
も

つ
た
人
材
が
各
地
方
自
治
体
や
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
国
の
国
際
化
の
課
題
を
補
完
す
る

「
ふ
る
さ
と
民
間
外
交
」
の
担
い
手
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
。

③
　
情
報
化
社
会
に
対
応
じ
う
る
人
材
の
養
成

政
治
学
科
は
、
今
日
の
高
度
情
報
化
社
会
に
お
い
て
不
可
欠
の
存
在
と
な

つ
て
い
る
マ
ス
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態
と
機

能
の
分
析
を
政
治

・
経
済

・
文
化

・
社
会
な
ど
多
様
な
側
面
か
ら
試
み
る
と
同
時
に
、
海
外
各
地
域
の
政
治
事
情
、
わ
が
国
の
地
方

行
政
の
具
体
的
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
等
生
き
た
情
報
を
教
授
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
高
度
情
報
化
社
会
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
立
体
的
に
把

握

・
理
解
さ
せ
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の

一
〇
年
間
に
各
地
方
自
治
体
で
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
導
入
さ
れ
て
、
情
報
化
の
波
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
地
方
の
行
政

事
務
を
処
理
す
る
専
門
家
と
し
て
、
情
報
処
理
能
力
は
不
可
欠
の
条
件
と
な

つ
て
い
る
。
政
治
学
科
で
は
情
報
処
理
の
基
礎
知
識
を

も
教
授
す
る
こ
と
で
、
地
方
政
治
の
近
代
化
、
国
際
化
に
加
え
て
、
情
報
化
に
も
対
応
じ
う
る
人
材
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

③
　
建
学
の
精
神
の
具
現
化



「
漢
学
振
興
と
東
西
文
化
の
融
合
」
を
建
学
の
理
念
と
し
て
設
立
さ
れ
た
本
学
は
、　
一
九
二
八

（昭
和

一
三
）
年
東
亜
政
経
科
を
増
設

し
、
東
洋
文
化
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
政
治
学

・
法
律
学

・
経
済
学
の
三
分
野
に
わ
た
る
教
育
を
施
し
、
実
践
型
人
材
の
育
成
を
行

つ
て

き
た
。
こ
の
建
学
の
理
念
は
、
戦
後
に
な
っ
て
、
経
済
学
部

・
法
学
部
の
独
立
化
と
い
う
形
で
継
承
さ
れ
た
が
、
政
治
学
分
野
の
独
立
化

を
見
る
に
至
ら
ず
、
画
龍
点
晴
を
欠
く
き
ら
い
が
あ
つ
た
。
政
治
学
科
の
増
設
が
実
現
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
政
治
学

・
経
済
学

・
法
律

学
の
三
本
柱
の
最
後
の
柱
が
付
け
加
え
ら
れ
、
東
亜
政
経
科
の
発
展
的
継
承
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
　
既
設
学
部

・
学
科
と
の
関
連

本
学
の
場
合
、
既
設
の
経
済
学
部

・
法
学
部
法
律
学
科
お
よ
び
国
際
関
係
学
部
等
で
未
だ
カ
バ
ー
し
て
い
な

い
分
野
と
し
て
わ
が
国
の

地
方
の
政
治

・
行
政
の
研
究
や
地
方
と
ア
ジ
ア
や
先
進
諸
国
な
ど
の
世
界
と
を
つ
な
ぐ
環
の
研
究
が
残
さ
れ
て
お
り
、
政
治
学
科
を
増
設

す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
残
さ
れ
た
分
野
に
対
応
す
る
研
究
教
育
体
制
も
カ
バ
ー
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
文
科
系
総
合
大
学
と
し
て
の
利

点
を
十
三
分
に
生
か
す
条
件
が
整
う
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
政
治
学
科
の
増
設
は
、
法
学
部
の
入
学
定
員
を
固
定
化
し
た
ま
ま
で
あ
る
の
で
、
法
学
部
は
、
大
幅
な
教
育
、
研
究
条
件
の
整

備

・
充
実
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
既
設
の
法
律
学
科
の
学
生
に
と
つ
て
も
大
き
な
恵
沢
と
な
る
と
考
え
る
。

三
　
特
に
法
学
部
政
治
学
科
の
設
置
を
必
要
と
す
る
理
由

私
立
大
学
の
設
置
等
に
関
し
て
は
、
大
学
設
置
審
議
会
大
学
設
置
計
画
分
科
会
の
報
告
に
お
い
て
、
そ
の
整
備
の
方
向
と
規
模
の
日
途

が
指
し
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
大
学
設
置
審
議
会
な
ら
び
に
学
校
法
人
分
科
会
に
お
い
て
、
「
私
立
大
学
の
設

置
等
に
関
す
る
取
り
扱
い
方
針
」
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
と
の
対
応
に
お
い
て
本
学
の
政
治
学
科
設
置
の
必
要
性
を
考
え
た

二

政
治
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
七
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場
合
、
上
記

一
の

「
設
置
に
至
る
経
緯
」
に
お
い
て
述
べ
た
内
容
か
ら
し
て
、
同
方
針
の
１
１

①
ｌ
‐ウ

「
既
設
大
学
、
短
期
大
学
、
学

部
、
学
科
等
を
転
換
ま
た
は
改
組
す
る
も
の
で
、
教
育
研
究
上
有
意
義
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」
に
該
当
す
る
と
考
え
る
。

四
　
法
学
部
政
治
学
科
の
構
成
と
特
徴

①
　
政
治
学
科
の
理
念

（「地
方
政
治

・
行
政
コ
ー
ス
」
と

「国
際
政
治

・
情
報
コ
ー
ス
」
の
設
置
）

政
治
学
科
は
、
「
地
方
政
治

・
行
政
コ
ー
ス
」
と

「
国
際
政
治

・
情
報
コ
ー
ス
」
と
の
ニ
コ
ー
ス
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
ニ
コ
ー
ス
は

「
地
方
の
時
代
」
と

「
国
際
化
の
時
代
」
と
い
う
時
代
の
要
請
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ニ
コ
ー
ス
は
無
関
係
で
は
な

く
、
現
今
の

「地
域
か
ら
の
国
際
化
」
と
い
う
現
象
に
よ
り
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
左
図
の
如
く
従
来
の
政
府
間
の
関
係

に
加
え
て
、
地
方
公
共
団
体
相
互
間
の
関
係
が
増
大

・
深
化
し
て
お
り
、
さ
ら
に
各
地
方
に
外
国
人
留
学
生
や
労
働
研
修
生
の
流
入
が
今

後
増
大
し
て
い
く
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
「
底
辺
に
お
け
る
国
際
化
」
が
進
行
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従

つ
て
、
地
方
に
お
い
て
も
外

国
の
事
情
に
詳
し
い
人
材
が
必
要
と
な
つ
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
上
記
ニ
コ
ー
ス
が
相
互
補
完
的
機
能
を
果
た
し
つ
つ
、
新
し

民
間
（団
体
）

地
方
自
治
体

政

　

　

府

▲
〔
―
―
―
―
―
―
上
口
▼

民
間
（団
体
）

地
方
自
治
体

政

　

　

府

▲

Ａ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

上

口

▼

政

　

　

府

政
　
　
府

▲

Ａ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

古

▼



い
時
代
の
要
請
に
応
え
う
る
人
材
を
要
請
し
よ
う
と
す
る
の
が
政
治
学
科
の
理
念
で
あ
る
。

②
　
政
治
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色

政
治
学
科
は
、
国
際
化
、
情
報
化
時
代
を
迎
え
て
大
き
な
変
革
期
に
入
つ
て
い
る
わ
が
国
の
地
方
に
お
け
る
政
官
界

・
経
済
界

・
言
論

界
に
お
い
て
、
豊
か
な
国
際
感
覚
を
も
つ
て
活
躍
す
る
地
方
の
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
目
的
を
実
践
す
る
た

め
、
以
下
の
通
リ
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
特
色
を
も
た
せ
て
い
る
。

④
　
法
学
部
政
治
学
科
の
必
置
科
目
の
他
に
、
当
学
科
の
目
標
と
し
て
い
る
地
方
自
治
体
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
ざ
し
て
、
地
方
政

治

・
行
政
関
係
の
科
目
群
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

③
　
国
際
政
治

・
外
交
史
関
係
科
目
お
よ
び
海
外
地
域
政
治
研
究
を
充
実
さ
せ
、
国
際
化
社
会
に
対
応
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
編
成
し

て
い
る
。

の
　
教
養
課
程
、
専
門
課
程
に
そ
れ
ぞ
れ
情
報
処
理
関
係
科
目
を
配
し
、
情
報
処
理
の
基
礎
的
知
識
を
教
授
す
る
と
と
も
に
、
マ
ス
‐

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
を
開
設
し
て
、
政
治

・
経
済

。
文
化

。
社
会
な
ど
多
様
な
諸
現
象
と
マ
ス
ー
コ
ミ
と
の
有
機
的
関
連
を
探

り
、
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
じ
う
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

０
　
地
方
政
治
に
関
す
る
ケ
ー
ス
ー
ス
タ
デ
イ
を
取
り
上
げ
て
講
義
を
し
た
り
、
時
代
が
要
請
す
る
問
題
を
論
究
す
る
講
義
な
ど
が
自

由
に
行
え
る
政
治
学
特
殊
講
義
Ａ

・
Ｂ
を
設
置
し
て
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
柔
軟
化
を
図
つ
て
い
る
。
ま
た
、
英
語
に
よ
る
講
義
も
予

定
す
る
。

③
　
選
択
科
日
に
、
政
治
の
ほ
か
、
経
済

・
社
会

・
法
律
な
ど
の
各
分
野
に
わ
た
る
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
開
設
し
、
地
域
社
会
の
諸
問

題
を
学
際
的
立
場
か
ら
教
育

・
研
究
し
う
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
編
成
を
心
が
け
て
い
る
。

③
　
教
育
課
程
の
特
色

二

政

治

学

科

四
二
九
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学
部
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学
科
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養
課
程
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経
緯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
〇

学
生
の
多
様
な
志
望
の
実
現
を
手
助
け
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
　
専
門
科
目
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
、
①
両

コ
ー
ス
共
通
の
必
修
科
目
、
②
コ

ー
ス
別
必
修
科
日
、
③
選
択
必
修
科
日
、
④
選
択
科
日
の
四
つ
の
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
特
色
の

一
つ
は
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
編

成
が
重
層
的
に
な

っ
て
い
る
点
で
あ
り
、
ま
ず
、
政
治
学
の
基
礎
科
目
を
共
通
必
修
に
し
、
両
コ
ー
ス
い
ず
れ
の
学
生
に
も
必
ず
履
修
す

る
こ
と
を
義
務
づ
け
、
初
め
に
基
礎
学
力
を
養
う
。
そ
し
て
、
将
来
の
進
路
に
応
し
て
そ
の
志
望
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
科
目
を
コ

ー
ス
別
必
修
科
目
で
履
修
し
、
さ
ら
に
選
択
必
修
科
日
と
選
択
科
日
で
そ
の
志
望
の
実
現
を
確
実
な
も
の
に
す
る
履
修
モ
デ
ル
を
設
け
、

そ
れ
に
従
っ
て
幅
広
い
学
力
と
豊
か
な
国
際
感
覚
を
培
う
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

対
話
重
視
の
少
人
数
指
導
体
制
　
教
養
課
程
に
お
い
て
政
治
学
を
必
修
と
す
る
三
〇
名
程
度
の
少
人
数
ク
ラ
ス
を
編
成
し
、
ク
ラ
ス
担
任

の
専
任
教
員
に
よ
る
対
話
を
重
視
し
た
基
礎
教
育
を
行
う
。
次
に
学
生
の
自
主
的
研
究
活
動
を
促
進
し
、
専
任
教
員
と
学
生
の
学
問
共
同

体
を
築
く
場
と
し
て
の
演
習
を
三
、
四
年
次
に
二
年
連
年
で
全
員
履
修
で
き
る
体
制
を
と
り
、
四
年
間

一
貫
し
た
少
人
数
指
導
を
行
う
。

一
年
次
か
ら
の
専
門
科
目
履
修
　
共
通
必
修
科
目
お
よ
び
そ
の
他
の
選
択
科
日
は

一
、
二
年
次
に
お
い
て
履
修
さ
せ
て
、
早
く
か
ら
国
家

試
験
等
に
備
え
て
学
習
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

「地
域
か
ら
の
国
際
化
」
を
担
う
人
材
育
成
を
重
視
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成

①
　
地
方
自
治
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
た
め
に
学
習
し
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
な
、
地
方
政
治

・
行
政
関
係
の
科
目
群
を
充
実
さ
せ
て

い
る
。

②
　
国
際
政
治

・
外
交
史
関
係
科
目
お
よ
び
ア
ジ
ア

・
南
‐北
ア
メ
リ
カ

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
旧
ソ
連
圏

・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
六
地
域
に
つ

い
て
の
海
外
地
域
政
治
研
究
を
充
実
さ
せ
、
さ
ら
に
、
時
事
英
語
や
日
米
関
係
な
ど
英
語
に
よ
る
講
義
を
用
意
し
、
国
際
化
に
対
応
し
た

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
編
成
を
行

つ
て
い
る
。

情
報
化
時
代
に
対
応
し
た
授
業
体
制
　
教
養
課
程

・
専
門
課
程
に
そ
れ
ぞ
れ
情
報
処
理
関
係
科
目
を
配
し
、
情
報
処
理
の
基
礎
的
知
識
を



教
授
す
る
と
と
も
に
、
マ
ス
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
を
開
設
し
て
、
政
治

・
経
済

・
文
化

・
社
会
な
ど
多
様
な
諸
現
象
と
マ
ス
コ
ミ

と
の
有
機
的
関
連
を
探
り
、
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
う
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

社
会
に
開
か
れ
た
授
業
体
制
　
第

一
線
で
活
躍
中
の
現
役
の
知
事

・
市
長

・
町
長
な

い
し
は
そ
の
経
験
者
を
招
き
、
自
分
が
関
わ

つ
た
地

方
政
治

・
行
政
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
ケ
ー
ス
‐
ス
タ
デ
イ
と
し
て
取
り
上
げ
て
講
義
を
行
う
。
ま
た
、
時
代
が
解
決
を
迫
る
諸
問
題
を
論

究
す
る
講
義
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
中
の
専
門
家
が
行
う
政
治
学
特
殊
講
義
Ａ

・
Ｂ
を
設
置
し
て
、
学
生
た
ち
が
社
会
の
英
知
に

じ
か
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
柔
軟
化
を
図
つ
て
い
る
。

学
際
的
立
場
か
ら
の
豊
富
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
メ
ニ
ュ
ー
　
選
択
科
目
に
政
治
の
ほ
か
、
経
済

・
社
会

・
法
律
な
ど
の
各
分
野
に
わ
た
る
豊

富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
開
設
し
、
地
域
社
会
の
諸
問
題
を
学
際
的
立
場
か
ら
教
育

・
研
究
し
う
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
編
成
を
行
つ
て
い
る
。

④
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

国
際
政
治

・
情
報
コ
ー
ス
専
門
教
育
科
目

専 門 教 育 科 目

“

単位)
区

分選択必修
|‖革什|

コース必 |

(16堂柿
｀
修

´

鉗
′
イ

日

本

政

治

史

西

洋

政

治

史

マ
ス

■

一ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
諭

国

際

政

治

史

国

際

関

係

論

国

際

政

治

学

日
本
政
治
思
想
史

西
洋
政
治

思
想

史

政

治

学

原

論

学
　
科
　
目

′４ ′
４

′
４

ヵ４ ′４
／
４

′４ ′
４

′４ 単
位

う
０

ｎ
５

う
０

，

“
年 履

次 修

１
科
目
４
単
位
以
上

選
択
必
修

二

政

治

学

科

四
三

一

海
外
地
域
政
治
研
究

（
ア
ジ
ア
）

国

際

機

構

論

東
洋
政
治
外
交
史

日

本

外

交

史

行
　
　

政
　
　
学

東

洋

政

治

哲

学

比

較

政

治

学

政

治

文

化

論

ヵ
４ 4 ′

４
′４ 4 4 ′４ ‘４

′
４

（
ｊ

う
０

西
洋
政
治
史

・
日
本
政
治
史
中

の
１
科
日
４
単
位
以
上
お
よ
び

海
外
地
域
政
治
研
究
中
ｌ
科
日

４
単
位
以
上
を
合
み
、
９
科
目

３６
単
位
以
上
選
択
必
修

１
科
目
４
単
位
以
上

教 育 科 目 (96単位)専

政

治

過

程

論

／
４

選択必修 (36単位 )

，

一
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学
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学
科

・
教
養
課
程
の
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緯

専  門  教  育  科  目 (96単位)

(32単位 )

政

治

社

△
バ

学

政

治

制

度

論

社

△
バ

学

原

論

択

地

方

自

治

論

都

市

政

治

論

地

域

開

発

論

選

都

市

政

策

選  択  必  修 (36単位)

経

済

原

諭

国

　

際

　

法

憲

　

　

法

演

習

政
治
学
特
殊
請
義
Ａ

情

報

処

理

時

事

英

語

海
外
地
域
政
治
研
究

（オ
セ
ア
ニ
ア
）

海
外
地
域
政
治
研
究

（
ソ
連
圏
）

海
外
地
域
政
治
研
究

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）

海
外
地
域
政
治
研
究

（南
ア
メ
リ
カ
）

海
外
地
域
政
治
研
究

（北
ア
メ
リ
カ
）

′４ ′４ ′
４ 4 4 ヵ

４ 4 ・４ ∠

＾

′４
０
０

′４ ′
４

′４ ‘４ ４４ ′
４

ヵ
４

４４

′
４

ぇ
４

ｎ
０

う
０

う
０

′
４

（
０

つ

一

Ｒ
Ｙ

４

う
０

う
０

う
０

う
０

つ
０

０
０

１
科

目
４
単
位

以
上
選
択
必
修

専  門  教  育  科  目 (96単位)

択 (32単位)選

英

　

　

米

　

　

法

経
　
　
済
　
　
法

社

会

保

障

法

労

働

法

２

労
　
働
　
法

会

社

法

Ｂ

会

社

法

Ａ

商
法
総
則

・
商
行
為
法

刑

法

各

論

刑

法

総

諭

親
族
法

・
相
続
法

債

権

法

２

債
　
権
　
法

物
　
　
権
　
　
法

民

法

総

則

国

際

法

２

行

政

法

２

行
　
政
　
法

地

方

自

治

法

比

較

憲

法

憲
　
　
法
　
　
２

政
治
学
特
殊
講
義
Ｂ

情

報

処

理

実

習

平

和

研

究

′４ ′
４

′
４

ヵ
４

′
４

И
４

′
４

”
４ 4 ′

４
ヵ４

И
４

′
４

′
４

′
４ 4 ∠

‘

И
４

ｎ
∠

■
４

”
４

つ

Ｌ

，

“

∠

＾

Ｒ

）

（
５ ′４ ′

４
へ
０

へ
５ ０

５
う
０

へ
６

ｎ
∠

う
０

（
０

つ
ん

，

“

う
０

′
４ 4 （

６
ｎ
∠

う
０

う
０ 4

四
三
二



専門教育科目

選 択
(32単位 )

財

　
　
政
　
　
学

経

済

史

概

論

経

済

学

史

′
４

′４ ′
４

う
０

（
５

う
０

（注
）
１
　
選
択
必
修
科
目
を
所
定
の
科
目
数
以
上
修
得
し
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
分
の
科
目
の
単
位
は
選
択
科
目
の
単
位
に
繰
り
入
れ
る
。

２
　
演
習
は
、
三
、
四
年
次
同

一
教
員
を
連
年
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
一
、
二
に
分
か
れ
て
い
る
科
日
は
、
二
を
先
に
履
修
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

地
方
政
治

・
行
政
コ
ー
ス
専
門
教
育
科
目

二

政

治

学

科

四
三
二

専 門 教 育 科 目 (96単位) 区

分
修

い

コ ー

地

域

開

発

論

東

洋

政

治

哲

学

比

較

政

治

学

日

本

政

治

史

西

洋

政

治

史

都

市

政

治

論

地

方

自

治

論

行
　
　
政
　
　
学

政

治

過

程

諭

日
本
政
治
思
想
史

西
洋
政
治
思
想
史

政

治

学

原

論

学
　
科
　
目

4 ′
４ ′４ ′

４
′４ ′

４ る４
”
４

・４ ′
４

ヵ
４

単
位

′４
う
０

う
０

（
６

う
０

０
０

つ

“

う
０

つ

ん

つ

ん
年 履
次 修

１
科
目
４
単
位
以
上
選
択
必
修

西
洋
政
治
史

・
日
本
政
治
史

中
の
１
科
目
４
単
位
以
上
お

よ
び
海
外
地
域
政
治
研
究
中

１
科
目
４
単
位
以
上
を
含

み
、
９
科
目
３６
単
位
以
上
選

択
必
修

国

際

経

済

諭

経 社

済

政 政

策 策

専門教育科目

４４ ′
４

ヵ
４

（
０ ′

４
う
０

専 門 教 育 科 目 (96単位)

選 択 必 修 (36単位)

海
外
地
域
政
治
研
究

（
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
）

海
外
地
域
政
治
研
究

（南
ア
メ
リ
カ
）

海
外
地
域
政
治
研
究

（北
ア
メ
リ
カ
）

海
外
地
域
政
治
研
究

（
ア
ジ
ア
）

東
洋
政
治
外
交
史

日

本

外

交

史

国

際

政

治

史

国

際

関

係

論

国

際

政

治

学

都

市

政

策

∠

＾

′
４

′
４

‘
４

′
４

′
４

′
４ ・４

′
４

‘４

（
０

う
０

う
０

う
０

０
０

０
０

∠

‘

１
科

目
４
単
位
以
上
選
択
必
修

修

ワ
共

日

4

う
０
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部

・
学
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・
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専  門  教  育  科  目 (96単位)

選   択 (32単位) 選  択  必  修 (36単位)

行 行 地 比 政
治
学
特
殊
講
義
Ｂ

情

報

処

理

実

習

時 平 国 社 政 政 政

2 法 法 究 諭 論 論 論 論 学

自 機

構

ケ
l

学

原

文

化

制

度

社

政 政
方

較 事 和
際 治 治 治

法 法
治

憲 英 研

経

済

原

論

憲 憲 演 情

報

処

理

海
外
地
域
政
治
研
究

（オ
セ
ア
ニ
ア
）

海
外
地
域
政
治
研
究

（
ソ
連
圏
）2 1 習

法 法

′
４ 4 ｎ

Ｚ 4 ∩
∠

ｎ
∠

′
４

′
４ 4 ′４ ／

４
′４ ′

４
′４ ′

４ ′
４

′
４

′
４

′
４

′
４

う
０

′４
０
０

０
０

う
０

′４ 4 う
０

′４
う
０

，

“

ｎ
∠

３

・
４

う
０

０
０

う
０

四
三
四

（注

）

選
択
必
修
科
目
を
所
定
の
科
目
数
以
上
修
得
し
た
場
合
、
そ
の
超
え
た

専  門  教  育  科  目 (96単位)

択 (32単位)選

国

際

経

済

論

経

済

政

策

社

　
会
　
政
　
策

財
　
　
政
　
　
学

経

済

史

概

諭

経

済

学

史

英

　

　

米

　

　

法

経
　
　
済
　
　
法

社

会

保

障

法

労

働

法

２

労
　
働
　
法

会

社

法

Ｂ

会

社

法

Ａ

商
法
総
則

・
商
行
為
法

刑

法

各

論

刑

法

総

論

親
族
法

・
相
続
法

債

権

法

２

債
　
権
　
法

物
　
　
権
　
　
法

民

法

総

則

国

際

法

２

国
　
際
　
法

ィ
４

′
４ ∠

＾

′
４ 4 ′

４
′４ ■

４
′４ ・

４
′４ ′

４
′
４

ヵ
４
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４

・４ 4 4 ′
４

′４

（
５ ′４

へ
ｊ

う
０

う
０

う
０

つ
０
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０
０

う
０

う
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う
０
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分
の
科
目
の
単
位
は
選
択
科
日
の
単
位
に
繰
り
入
れ
る
。

２
　
演
習
は
、
三
、
四
年
次
同

一
教
員
を
連
年
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
一
、
二
に
分
か
れ
て
い
る
科
日
は
、
二
を
先
に
履
修
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑤
　
教
員
組
織

○
教
授

岡斎
藤

坂
井

法
博

田
中

藤
本

嘱
藤
安和

田

○
助
教
授

政

博

キ

弓

（Ｐ
ｈ
・Ｄ
）■
サ■
に
″二

（ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

義
達
　
　
政
治
過
程
諭

・
演
習

和
春
　
　
行
政
学

・
演
習

雄
吉
　
　
日
本
政
治
史

。
日
本
外
交
史

・
演
習

浩
　
　
西
洋
政
治
思
想
史

・
海
外
地
域
政
治
研

究

（
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
）

・
演
習

登
　
　
国
際
政
治
史

・
演
習

世
舟
　
　
政
治
学
原
論

・
海
外
地
域
政
治
研
究

（
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
）

・
演
習

守
　
　
日
本
政
治
思
想
史

・
演
習

秀
憲
　
　
比
較
政
治
学

。
東
洋
政
治
外
交
史

・

政
治
学
科

瓜
生
　
洋

一

黒
柳
　
米
司

五
味

土
岐

○
講
師

政

博

ｎ
Ｉ
姜

（Ｐ
ｈ
　
Ｄ
）
■
”″
手
用

普    俊
章   寛 樹

○
兼
担
教
授

工
博

天
笠
美
知
夫

石
橋
　
春
男

内
田
　
久
司

尾
中
　
普
子

小
野
　
幸
二

神
谷
　
　
謙

政
治
学
特
殊
講
義
Ｂ

・
演
習

西
洋
政
治
史

・
海
外
地
域
政
治
研
究

・

（
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
）

・
演
習

国
際
関
係
論

・
海
外
地
域
政
治
研
究

・

（
ア
ジ
ア
）

・
演
習

国
際
政
治
学

。
日
本
外
交
史

・
演
習

地
方
自
治
論

・
都
市
政
治
諭

・
演
習

政
治
文
化
論

・
海
外
地
域
政
治
研
究

（北
ア
メ
リ
カ
）
・
政
治
学
特
殊
講
義

Ｂ

・
演
習

情
報
処
理

・
情
報
処
理
演
習

経
済
原
論

国
際
機
構
論

債
権
法
１

・
債
権
法
２

物
権
法

・
親
族

。
相
続
法

社
会
政
策

四
二
五
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越
路
　
正
巳
　
　
憲
法
１

・
憲
法
２

小
松
　
　
進
　
　
刑
法
各
論

佐
藤
　
定
幸
　
　
国
際
経
済
論

佐
藤
　
順

一　

　

経
済
政
策

佐
藤
時
次
郎

杉
藤
　
忠
士

田
中
　
　
忠

経
博
田
中
　
豊
治

早
川
　
　
勲

藤
原
　
碩
宣

Ｐ
ｈ
Ｄ
町
井
　
和
朗

吉
田
　
憲
夫

○
兼
担
助
教
授

克
原
　
　
明

野
口
　
昌
宏

○
兼
任
講
師

泉
田
　
　
渡

大
塚
　
詐
保

労
働
法
１

・
労
働
法
２

・
社
会
保
障
法

刑
法
総
論

国
際
法
１

・
国
際
法
２

経
済
史
概
論

商
法
総
則

・
商
行
為
法

財
政
学

英
米
法

経
済
学
史

比
較
憲
法

・
行
政
法
１

民
法
総
則

政
治
社
会
学

都
市
政
策

法

博

法

博

法

博
法

博

（Ｌ
Ｌ
Ｄ
）

川
上
　
紀

一

小
島
　
和
夫

下
山
　
瑛
二

丹
宗
　
昭
信

中
村
　
　
裕

服
部
　
榮
三

福
島
　
新
吾

本
田
　
路
威

前
田
　
英
昭

増
田
　
　
興

町
田
　
　
博

松
下
　
　
冽

三
谷
　
　
孝

矢
澤
修
次
郎

山
本
　
武
利

四
三
六

政
治
学
特
殊
講
義
Ａ

行
政
法
２

地
方
向
治
法

経
済
法

海
外
地
域
政
治
研
究

（
ソ
連
圏
）

会
社
法
Ａ

・
会
社
法
Ｂ

平
和
研
究

時
事
英
語

。
政
治
学
特
殊
講
義
Ｂ

政
治
制
度
諭

海
外
地
域
政
治
研
究

（オ
セ
ア
ニ
ア
）

地
域
開
発
論

海
外
地
域
政
治
研
究

（南
ア
メ
リ
カ
）

東
洋
政
治
哲
学

社
会
学
原
論

マ
ス
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論



⑥

教
授
陣
紹
介

開
設
時
は
教
授
七
名
、
助
教
授
五
名
、
専
任
講
師

一
名
の
合
計

一
三
名
の
専
門
科
目
担
当
の
専
任
教
員
が
文
部
省
の
認
可
を
得
た
。
各

教
員
の
プ

ロ
フ
イ
ル
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

岡
　
義
達
教
授
　
　
本
学
法
律
学
科
教
授
を
経
て

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
四
月
就
任
。
主
な
著
書

¨
「政
治
」
岩
波
書
店
ほ
か
。

斎
藤
和
春
教
授
　
　
福
島
大
学
教
授
を
経
て

一
九
九
〇
年
四
月
就
任
。
主
な
著
書

¨
「
行
政
学
』
公
務
員
試
験
指
導
研
修
所
、
「
職
員
研

修
　
①

・
０
』
ぎ
ょ
う
せ
い
　
ほ
か
。

坂
井
雄
吉
教
授
　
　
東
京
大
学
助
教
授
を
経
て

一
九
九
〇
年
四
月
就
任
。
主
な
著
書

¨
「
井
上
毅
と
明
治
国
家
」
東
京
大
学
出
版
会
ほ
か
。

田
中
　
浩
教
授
　
　
一
橋
大
学
教
授
を
経
て

一
九
九
〇
年
四
月
就
任
。
主
な
著
書

¨
「
ホ
ツ
プ
ズ
研
究
序
説
」
御
茶
の
水
書
房
、
「
国
家

と
個
人
」
岩
波
書
店
ほ
か
。

藤
本
　
登
教
授
　
　
本
学
法
律
学
科
教
授
を
経
て

一
九
九
〇
年
四
月
就
任
。
主
な
著
書

¨
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
統
合
』
（訳
）
自
水
社
、

「
現
代
外
交
の
理
論
と
歴
史
』
（共
著
）
有
信
堂
ほ
か
。

安
　
世
舟
教
授
　
　
本
学
法
律
学
科
教
授
を
経
て

一
九
九
〇
年
四
月
就
任
。
主
な
著
書

¨
ヘ
ラ
ー

「
国
家
学
』
（訳
）
未
来
社
、
「
ド
イ
ツ

社
会
民
主
党
史
序
説
』
御
茶
の
水
書
房
ほ
か
。

和
田
　
守
教
授
　
　
静
岡
大
学
教
授
を
経
て

一
九
九
〇
年
四
月
就
任
。
主
な
著
書

¨
「
近
代
日
本
と
徳
富
蘇
峰
」
御
茶
の
水
書
房
ほ
か
。

井
尻
秀
憲
助
教
授
　
神
戸
市
外
国
語
大
学
助
教
授
を
経
て

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
四
月
就
任
。
主
な
論
文

¨
「
日
本
の
外
交
政
策
と
そ

の
決
定
過
程
の
変
容
」
、
「
東
亜
』
第
二
三
四
号
ほ
か
。

爪
生
洋

一
助
教
授
　
本
学
法
律
学
科
助
教
授
を
経
て

一
九
九
〇
年
四
月
就
任
。
主
な
著
書

¨
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
年
代
記
」
（共
訳
）
日
本

評
論
社
ほ
か
。

二

政
治
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
七



第
二
草

黒
柳
米
司
助
教
授

五
味
俊
樹
助
教
授

土
岐
　
寛
助
教
授

加
藤
普
章
講
師

五
　
現
状

と
展
望

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
二
月
四
日
政
治
学
科
の
第

一
回
日
の
入
学
試
験
を
実
施
し
た
が
、
志
願
者
数
は
三
、
〇
六
〇
名
に
昇
り
、
定

員

一
〇
〇
名
に
対
し
て
約
三
〇
倍
の
競
争
率
の
高
さ
で
あ
つ
た
。
合
格
者
は

一
五
六
名
と
発
表
し
、
合
格
者
の
ほ
と
ん
ど
が
入
学
手
続
き

を
行

つ
た
。
実
際
の
競
争
率
は
二
六
倍
で
幸
先
の
良
い
滑
り
出
し
で
あ
つ
た
。　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
の

各
年
度
の
志
願
状
況
と
合
格
者
数
は
次
頁
の
表
の
通
り
で
あ
る
。

教
員
採
用
も
年
次
計
画
で
実
施
さ
れ
て
い
て
、　
一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
度
四
月

一
日
付
で
、
法
律
学
科
か
ら
岡
義
達

・
安
世
舟

・
藤

本
登
の
三
教
授
と
瓜
生
洋

一
助
教
授
の
計
四
名
が
政
治
学
科
に
移
籍
し
、
新
た
に
就
任
し
た
教
員
は
、
田
中
浩

・
斎
藤
和
春

・
坂
井
雄

吉

・
五
味
俊
樹
ら
の
四
名
で
あ

っ
た
。
学
科
主
任
に
田
中
浩
教
授
が
就
任
し
た
。　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
四
月

一
日
付
で
、
黒
柳
米

学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
八

束
洋
英
和
女
子
短
大
教
授
を
経
て

一
九
九
二
年
四
月
就
任
。
主
な
著
書

一
『
現
代
の
国
際
紛
争
」
（共
著
）
人
間
の

科
学
社
ほ
か
。

玉
川
大
学
助
教
授
を
経
て

一
九
九
〇
年
四
月
就
任
。
主
な
著
書

¨
『
国
際
政
治
論
』
（共
著
）
学
陽
書
房
。
「
日
本
外

交
と
対
外
紛
争
」
（共
著
）
れ
ん
が
書
房
新
社
ほ
か
。

東
京
市
政
調
査
会
主
任
研
究
員
を
経
て

一
九
九
二
年
四
月
就
任
。
主
な
著
書

¨
『
現
代
の
都
市
政
治
』
日
本
評
論
社
、

「
都
市
政
治
の
可
能
性
」
ソ
シ
エ
テ
ほ
か
。

大
阪
経
済
大
学
専
任
講
師
を
経
て

一
九
九
〇
年
四
月
就
任
。
主
な
著
書

一
『
多
元
国
家
カ
ナ
ダ
の
実
験
―
連
邦
主

義

・
先
住
民

・
憲
法
改
正
』
未
来
社
ほ
か
。



最近三年間の政治学科の入試状況

★100名 臨時定員増

推薦入試、留学生入試、一芸一能入試

および社会人入試を含む。

司

・
土
岐
寛
の
二
名
の
助
教
授
が
就
任
し
、
政
治
学
科
の
全
ス
タ
ツ
フ
が
揃
う
こ
と
に
な
つ
た
。
し
か
し
文
部
省
認
可
時
に

一
九
九
二
年

四
月

一
日
付
で
就
任
予
定
で
あ
つ
た
井
尻
秀
憲
氏
が
、　
一
身
上
の
理
由
に
よ
つ
て
就
任
を
辞
退
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ

つ
た
。　
一

九
九
二
年
四
月

一
日
付
で
学
科
主
任
が
交
替
し
、
坂
井
雄
吉
教
授
が
二
代
日
政
治
学
科
主
任
に
就
任
さ
れ
今
日
に
至
つ
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
九
〇
年
四
月

一
日
付
で
定
員

一
〇
〇
名
に
さ
ら
に

一
〇
〇
名
に
上
乗
せ
す
る
臨
時
定
員
の
認
可
を
得
て
、
現
在

一
学
年
定
員
二
〇
〇

名
の
体
制
に
な
っ
て
い
る
。

政
治
学
科
完
成
年
次
は

一
九
九
四

（平
成
六
）
年
三
月
二

一
日
で
あ
る
。
完
成
年
次
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
上
に
積
み
上
げ
方
式
の
大
学

院
修
士
課
程
政
治
学
専
攻
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
将
来
は
博
士
課
程
を
設
置
し
、
政
治
学
科
は
ハ
ー
ド
の
面
で
は
よ
う
や
く
完
成
さ

れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

政
治
学
科
の
ス
タ
ッ
フ
全
員
は
日
本

一
の
政
治
学
科
を
作
ろ
う
と
い
う
意
気
込
み
で
教
育

・
研
究
に
励
ん
で
お
り
、　
一
九
九

一
年
ご
ろ

は
英
語
に
よ
る
講
義
科
目
が
三
年
次
に
開
設
さ
れ
る
の
を
契
機
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
シ
ェ
ー
フ
イ
ル
ド
大
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
前
所
長
の

二

政

治

学

科

四
二
九

年度

事項

1990年 度 1991年 度 1992年 度

A

入学定員 100 ★200 ★200

B

志願者 3,060 2,292 4,113

C

合格者 156 630 799

入学者

D

118 289 269

競争倍率

(B//D) 26 8 15



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

四
四
〇

Ｇ

・
フ
ツ
ク
教
授
を
招
き
短
期
集
中
講
義
を
行
う
な
ど
国
際
化
時
代
に
対
応
し
た
授
業
体
制
の
整
備
に
努
め
て
い
る

一
方
、　
一
九
九
〇
年

開
設
以
来
、
学
生
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
の
た
め
に
、
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
の
社
会
見
学
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
企
画

・
実
行
し

そ
の
成
果
は
眼
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

と
り
わ
け
、
政
治
学
科
附
置
の

「
国
際
比
較
政
治
研
究
所
」
も
、
政
治
学
科
発
足

一
年
後
の

一
九
九

一
年
四
月
に
開
設
し
、　
一
九
九
二

年

一
月
に
、
ソ
連
の
崩
壊
を
眼
前
に
し
て
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
問
う
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
外
部
か
ら
専
門
家
を
招
い
て
開
催
し
、
そ

の
研
究
成
果
を
所
報
第

一
号

『
国
際
比
較
政
治
研
究
」
に
収
録
し
、
学
界
に
問
う
た
。

政
治
学
科
は
現
在
の
と
こ
ろ
三
年
次
生
が
最
上
級
生
で
あ
る
が
来
年
か
ら
再
来
年
に
か
け
て
第

一
回
生
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
に
な
る

が
、
卒
業
生
が
将
来
ど
の
よ
う
な
分
野
で
活
躍
す
る
か
大
変
関
心
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
設
置
に
当
た
っ
て
、
卒
業
生
の
進
路
に
つ
い
て
は
、
次
の
分
野
に
多
く
進
出
す
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
る
。

〔地
方
政
治

・
行
政
コ
ー
ス
〕

地
方
公
共
団
体
の
公
務
員
、
準
公
共
部
門
の
職
員
、
民
間
企
業

（各
種
地
場
産
業
）
、
地
方
の
マ
ス
コ
ミ
機
関
、
教
員
な
ど
。

〔国
際
政
治

・
情
報
コ
ー
ス
〕

国
際
関
係
機
関
職
員
、
公
務
員
、
マ
ス
コ
ミ
機
関
、
国
際
広
報
、
国
際
関
係
の
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る
企
業

（商
社
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
、

航
空
、
ホ
テ
ル

・
観
光
旅
行
業
者
等
）、
教
員
な
ど
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［安
　
世
舟
］



第
五
節
　
国
際
関
係
学
部

―

国
際
関
係
学
科

・
国
際
文
化
学
科
―

‐

一
　

一国
際
関
係
学
部
の
設
置
と
そ
の
理
念

大
東
文
化
大
学
の
前
身
は
、
本
来
東
方
ア
ジ
ア
と
南
洋
を
包
括
す
る

「大
東
」
に
雄
飛
す
る
前
途
有
為
な
青
年
多
数
を
世
に
送
り
出
す

た
め
に
、　
一
九
二
三

（大
正

一
二
）
年
に
創
立
さ
れ
た
大
東
文
化
学
院
に
そ
の
萌
芽
を
持
ち
、
新
制
大
学
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

当
国
際
関
係
学
部
は
、
本
学
第
五
番
目
の
学
部
と
し
て
創
立
六
〇
周
年
の
還
暦
を
記
念
し
、
大
東
文
化
学
院
に
後
年
設
置
さ
れ
た
束
亜

政
経
科

に
そ
の
萌
芽
を
持
つ
も
の
と
し
、
新
た
な
革
袋
に
建
学
の
理
念
を
再
生
す
べ
く
、　
一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
四
月
東
松
山
の
地

に
、
代
姉
色
に
輝
く
タ
イ
ル
張
り
新
校
舎
に
志
を
高
く
掲
げ
て
創
設
さ
れ
た
。
学
部
そ
れ
自
体
の
歴
史
、
研
究
分
野
、
教
育
方
針
そ
の
他

に
つ
い
て
は
当
該
項
に
詳
細
に
記
述
し
て
あ
る
。

現
在
の
国
際
情
勢
は
政
治

・
経
済
的
に
も
、
社
会

，
文
化
的
に
も
大
き
な
転
換
と
模
索
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
国
際
情
勢
は
多
極
化

し
、
資
源
問
題
、
南
北
問
題
等
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
は
極
め
て
複
雑
か
つ
流
動
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
小
資
源
国
で
あ
り
な
が
ら
優

れ
た
工
業
技
術
に
よ
り
国
の
経
済
を
維
持
発
展
さ
せ
て
き
た
わ
が
国
に
と
つ
て
、
国
際
的
な
相
互
依
存
の
関
係
は
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性

を
増
し
て
き
て
お
り
、
国
際
交
流
の
拡
大
、
多
様
化
と
相
ま
つ
て
、
よ
り
多
面
的
、
総
合
的
な
知
識
と
視
野
を
持
ち
、
か
つ
国
際
的
感
覚

と
語
学
力
と
を
兼
ね
備
え
、
自
ら
考
え
、
判
断
し
、
行
動
す
る
こ
と
の
で
き
る
実
践
的
人
材
の
養
成
が
社
会
的
に
強
く
要
請
さ
れ
る
と
こ

第
五
節
　
国
際
関
係
学
部

四

四

一



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
二

ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
材
の
養
成
は
当
然
、
政
治

・
経
済

・
社
会

・
文
化

・
言
語
等
幅
広
い
学
際
的
な
教
育

・
研
究
の
な
か
で
行
わ
れ

な
く
て
は
な
ら
な
ず
、
従
来
の
専
門
体
系
型
の
学
部
組
織
に
よ
つ
て
は
成
し
が
た
い
。
本
学
は

一
九
二
三
年
の
創
立
以
来
、
東
洋
研
究
を

基
礎
と
し
て
束
西
文
化
の
比
較
融
合
と
新
た
な
文
化
の
創
造
を
目
ざ
し
て
き
て
お
り
、
ま
た
旧
東
亜
政
経
科
に
お
い
て
は
国
際
社
会
に
お

い
て
活
躍
し
得
る
実
践
的
人
材
の
養
成
を
行

つ
て
き
た
実
績
を
有
し
て
い
る
。
本
学
部
は
こ
の
伝
統
と
実
績
と
を
批
判
的
に
継
承
し
つ
つ
、

発
展
途
上
国
を
含
め
ア
ジ
ア
各
地
域
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成
を
目
ざ
し
て
、
新
た
に
学
際
的
な
教
育

・
研
究
の
組
織
を
確
立
し
、
も
つ

て
本
学
の
建
学
の
精
神
を
具
現
化
し
、
ま
た
国
際
化
に
対
す
る
社
会
的
要
請
に
対
応
す
べ
く
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
一　
国
際
関
係
学
部
の
特
色

本
学
の
国
際
関
係
学
部
は
、
他
大
学
の
国
際
関
係
学
部
と
は
そ
の
内
容
を
若
干
異
に
し
て
い
る
。
そ
れ
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

本
学
部
が
カ
バ
ー
す
る
学
問
分
野
で
あ
る
国
際
関
係
論
と
地
域
研
究
に
つ
い
て

一
言
述

べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
「
国
際
関
係
論
」

コ
①
ヨ
”
〓
ｏ
日
一
刃
ｏ
一”
Ｌ
ｏ
●
∽
と
は
国
家
間
の
諸
関
係
の
み
な
ら
ず
、
広
く
国
際
社
会
に
お
け
る
国
家
そ
の
他
の
団
体
、
集
団
の
諸
関
係
―
―

こ
れ
を
国
際
関
係
と
呼
ぶ
―

の
個
別
的
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
通
じ
て
そ
の
背
後
に
存
在
す
る
諸
法
則
を
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
研
究
分
野
で
あ
る
。
国
際
関
係
と
い
う
と
、
各
国
首
脳
の
集
ま
る
華
や
か
な
国
際
会
議
が
ま
ず
頭
に
浮
か
ぶ
が
、

そ
れ
は
国
際
関
係
の
ほ
ん
の

一
つ
の
側
面
に
過
ぎ
な
い
。
横
浜

・
神
戸
な
ど
の
国
際
貿
易
港
で
見
ら
れ
る
輸
入
品
の
陸
揚
げ
、
輸
出
品
の

船
積
み
も
国
際
関
係
の

一
つ
の
側
面
で
あ
り
、
成
田
空
港
な
ど
国
際
空
港
を
経
由
す
る
観
光
客

・
ビ
ジ
ネ
ス
客
の
往
来
も
国
際
関
係
の

一

つ
の
側
面
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
際
関
係
の
基
本
は
国
際
社
会
を
構
成
し
て
い
る
国
家
そ
の
他
の
諸
団
体
、
諸
集
団
、
あ
る
い
は
そ

れ
ら
に
属
す
る
個
々
人
の
間
の
接
触
と
交
流
で
あ
り
、
そ
の
際
に
生
じ
る
対
立
、
摩
擦
、
あ
る
い
は
協
調
の
諸
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
の



が
国
際
関
係
論
の
第

一
の
目
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
法
律
学

。
政
治
学

・
経
済
学
と
い
つ
た
伝
統
的
な
学
問
分
野
で
開
発
さ
れ
た
方

法
論
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

つ
て
、
新
し
い
方
法
論
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
多
専
門
的
、
比
較
論
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
い
、
さ
ら
に

国
際
的
、
学
際
的
な
研
究
協
力
体
制
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

も
と
も
と
国
際
関
係
論
は
社
会
科
学
の

一
分
野
で
あ
り
、
そ
の
研
究
の
最
終
目
的
は
国
際
関
係
の
法
則
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
国
際
関
係
の
当
事
者
で
あ
る
国
家
そ
の
他
の
諸
団
体
、
諸
集
団
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
政
治
的
、
経
済
的
、
文
化
的
、
社
会
的

背
景
を
持

つ
て
お
り
、
そ
の
理
解
な
く
し
て
は
、
国
際
関
係
論
の
研
究
は
成
り
立
た
な
い
と
い
つ
て
よ
い
。
そ
の
た
め
に
は
従
来
の
人

文

・
社
会
科
学
的
な
方
法
論
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
政
治
学

。
経
済
学

・
社
会
学

・
歴
史
学
な
ど
、
従
来
の
伝
統
的

な
方
法
論
は
、
あ
る
国
家
、
集
団
な
ど
の

一
つ
の
側
面
だ
け
を
分
析
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
、
発
展
し
て
き
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
目
的
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
の
が

「地
域
研
究
」
＞
『８

∽
［え
一の
∽
と
い
う
学
問
で
あ
る
。
地
域
研
究
と
は
、
あ
る
特
定
地
域

の
実
情
と
そ
の
特
色
を
立
体
的
、
総
合
的
に
理
解
し
、
例
え
ば
あ
る
日
突
然
に
そ
の
地
域
に
派
遣
さ
れ
て
も
、
そ
の
翌
日
か
ら
す
ぐ
に
仕

事
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
、
い
わ
ば
国
際
関
係
の
当
事
者
の
た
め
の
極
め
て
実
用
的
な
学
問
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
当
該
地
域
の
言
語
を
習
得
し
、
そ
れ
を
駆
使
す
る
訓
練
と
能
力
が
要
求
さ
れ
る
。
ま
た
地
域
研
究
の
た
め
に
要
求
さ

れ
る
方
法
論
は
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
学
問
分
野
の

一
つ
だ
け
で
は
な
く
、
相
互
に
関
連
す
る
二
、
三
の
分
野
の
方
法
論
を
同
時
に
適

用
す
る
よ
う
な
、
多
専
門
的
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
研
究
者
個
々
人
の
厳
し
い
訓
練
も
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ

と
同
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
分
野
の
研
究
者
が
協
力
し
て
研
究
に
あ
た
る
、
い
わ
ゆ
る
学
際
的
な
共
同
研
究
方
式
を
と
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
国
際
関
係
論
と
地
域
研
究
と
は
、
国
際
関
係
を
理
解
す
る
た
め
の
方
法
論
と
し
て
相
互
補
完
的
、
と
い
う
よ
り
も
は
る
か

に
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
む
し
ろ
表
裏

一
体
で
あ
る
と
い
つ
た
方
が
良
い
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ま
で
に
各
大
学
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た

「
国

際
関
係
学
部
」
に
お
け
る
国
際
関
係
論
の
研
究

・
教
育
の
実
情
を
観
察
す
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
い
わ
ば
国
際
関
係
論
の
立
場
か
ら
の

第
五
節
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ア
プ

ロ
ー
チ
を
主
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
も
あ

つ
て
、
本
国
際
関
係
学
部
に
お
い
て
は

「
地
域
研
究
」
を
通
じ
て
、

国
際
関
係
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
研
究

・
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
を
そ
の
日
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し

一
学
部
に
お
い
て
、
限
ら
れ
た
人
員
と
資
金
に
よ

つ
て
世
界
全
体
を
対
象
と
す
る
地
域
研
究
を
行
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ

こ
で
本
国
際
関
係
学
部
は
そ
の
対
象
地
域
を
ア
ジ
ア
、
特
に
東
ア
ジ
ア

・
東
南
ア
ジ
ア

・
南
ア
ジ
ア

・
西
ア
ジ
ア
の
四
地
域
に
限
定
し
て

い
る
。
ア
ジ
ア
地
域
を
そ
の
対
象
地
域
と
し
た
の
は
、　
一
つ
に
は
こ
れ
ま
で
日
本
に
は
ア
ジ
ア
地
域
も
し
く
は
そ
の

一
部
を
対
象
と
し
た

研
究
機
関
は
存
在
し
た
が
、
専
門
の
教
育
機
関
は
ま
だ
存
在
し
て
い
な

い
こ
と
に
鑑
み
、
い
わ
ば

「
ア
ジ
ア
研
究
学
部
」
∽
３
８
一
ｏ
「

＞
∽一”
コ
∽日
ｅ
の
∽
と
し
て
の
特
色
を
発
揮
し
た
い
た
め
で
あ
る
。

国
際
関
係
学
部
は
国
際
関
係
学
科
と
国
際
文
化
学
科
の
二
学
科
か
ら
成
つ
て
い
る
。
国
際
関
係
学
科
は
地
域
研
究
の
中
で
も
社
会
科
学

的
な
研
究

・
教
育
を
行
う
こ
と
を
そ
の
目
的
と
し
、
国
際
文
化
学
科
は
人
文
科
学
的
な
研
究

・
教
育
を
行
う
こ
と
を
そ
の
日
的
と
し
て
い

る
。
し
か
し
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国
際
関
係
論

・
地
域
研
究
の
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
多
専
門
的
な
方
法
論
に
基
づ
い
て
研
究
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
研
究
者
は
社
会
科
学
、
人
文
科
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
多
専
門
的
な
研
究
の
み
な

ら
ず
、
人
文
科
学
分
野
の
研
究
者
も
社
会
科
学
分
野
の
研
究
業
績
や
方
法
諭
に
親
じ
む
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
社
会
科
学
分
野

の
研
究
者
に
と
つ
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
が
本
国
際
関
係
学
部
に
社
会
科
学
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
国
際
関
係
学
科
と
、
人
文
科
学
分
野

を
カ
バ
ー
す
る
国
際
文
化
学
科
が
設
置
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
。

三
　
教

育

活
動

こ
の
こ
と
は
教
育
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
本
国
際
関
係
学
部
は
右
に
述
べ
た
国
際
関
係
論

・
地
域
研
究
の
両
分
野
に
お
い
て
な
さ

四
四
四



れ
た
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
国
際
関
係
に
関
す
る
研
究
成
果
を
学
生
に
伝
達
し
、
そ
れ
に
対
す
る
興
味
と
関
心
を
喚
起
し
、
そ
れ
を
通
じ

て
今
後
ま
す
ま
す
国
際
化
す
る
日
本
あ
る
い
は
海
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
に
お
い
て
、
積
極
的
に
活
動
す
る
た
め
の
教
養
を
身
に
つ
け
た

人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
学
生
は
ま
ず
基
本
的
な
学
問
的
訓
練
と
ア
ジ
ア
地
域
の
諸

言
語
の
学
習
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
国
際
関
係
論

・
地
域
研
究
の
多
専
門
性
、
学
際
性
に
鑑
み
、
両
学
科
の
学
生
に
対

し
て
は

共
通
の
科
日
を
課
す
る
と
と
も
に
、
国
際
関
係
学
科
の
学
生
に
対
し
て
は
国
際
文
化
学
科
の
、
国
際
文
化
学
科
の
学
生
に
対
し
て
は
国
際

関
係
学
科
の
科
目
の
聴
講
を
大
幅
に
認
め
て
い
る
。

ア
ジ
ア
地
域
の
国
際
関
係
を
理
解
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
世
界
の
他
の
地
域
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ツ
パ

・
ア
メ
リ
カ
地
域
の
政
治

。
経
済

・

文
化
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
本
学
部
の
教
員
構
成
は
そ
う
し
た
目
的
に
十
分
対
応
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

０
　
一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

国
際
関
係
学
部
開
講
と
と
も
に
実
施
さ
れ
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
現
行
の

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は
そ
の
本
質
的
内

容
は
同

一
で
あ
る
の
で
、
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
説
明
し
た
い

（
一
般
教
育
科
日
を
除
く
）
。

①

基
礎
共
通
部
門

（国
際
関
係
学
科

・
国
際
文
化
学
科
共
通
）

国
際
関
係
学
部
の
教
育
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
知
識
を
与
え
、
方
法
諭
的
訓
練
を
課
す
る
た
め
の
も
の
で
、
国
際
関
係
論

・

比
較
文
化
論

・
文
化
人
類
学

・
比
較
宗
教
学

・
ア
ジ
ア
地
域
概
諭

・
地
域
研
究
方
法
論

・
基
礎
演
習
を
含
む
。

②
　
地
域
研
究
部
門

①
　
地
域
研
究
関
連
科
目
　
束
ア
ジ
ア

（日
本
を
除
く
）
・
東
南
ア
ジ
ア

・
南
ア
ジ
ア

・
西
ア
ジ
ア
の
各
地
域
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
政

第
五
節
　
国
際
関
係
学
部

四
ツ1
:′

[



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

四
四
六

治

・
経
済

・
社
会

（以
上
国
際
関
係
学
科
学
生
を
対
象
）
・
文
化

・
歴
史

・
芸
術

（以
上
国
際
文
化
学
科
学
生
を
対
象
）
に
関
す
る

科
目
を
開
講
す
る
。
学
生
は
自
分
の
属
す
る
学
科
の
科
日
、
他
学
科
の
科
目
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
科
目
を
履
修
す
る
。

②

　
演
習

（国
際
関
係
学
科

・
国
際
文
化
学
科
共
通
）
　

国
際
関
係
学
部
所
属
の
教
員
の
多
く
は
ア
ジ
ア
地
域
そ
の
他
の
教
育
機
関

で
教
育
を
受
け
た
り
、
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
る
者
が
多
い
。
彼
ら
は
演
習
を
通
じ
て
自
ら
の
海
外
体
験
を
直
接
学
生
に
伝
達
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
演
習
は

一

（
二
年
次
）
、
一
一
（三
年
次
）
か
ら
な
り
、
演
習
二
に
は
現
地
研
修

（後
述
）
を
含
む
。

③
　
地
域
言
語
部
門

（国
際
関
係
学
科

・
国
際
文
化
学
科
共
通
）

学
生
は

一
年
次
か
ら
二
年
次
に
わ
た
り
中
国
語

・
コ
リ
ア
語

・
ベ
ト
ナ
ム
語

・
タ
イ
語

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

・
ヒ
ン
デ
イ
語

・
ウ
ル

ド
ウ
語

・
ベ
ル
シ
ア
語

。
ア
ラ
ビ
ア
語
の
い
ず
れ
か
を
学
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
　
関
連
専
門
部
門

こ
の
ほ
か
、
学
生
は
左
記
の
関
連
専
門
部
門
か
ら
九
科
目
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
　
国
際
関
係
学
科
学
生
対
象

法
律

・
政
治
学
部
門
　
　
国
際
政
治
論

・
国
際
機
構
論

・
国
際
公
法

・
国
際
私
法

経
済
学
部
門
　
　
国
際
経
済
論

・
比
較
経
済
体
制
諭

・
国
際
経
済
史

・
国
際
経
営
諭

。
国
際
金
融
論

・
国
際
開
発
経
済
論

・
国
際

市
場
論

社
会
学
部
門
　
　
比
較
社
会
論

・
社
会
学
方
法
諭

。
社
会
人
類
学

・
社
会
思
想
史

②
　
国
際
文
化
学
科
学
生
対
象

文
化
部
門
　
　
比
較
言
語
学

。
比
較
民
族
学

。
日
本
文
化
論

・
儒
教
文
化

・
キ
リ
ス
ト
教
文
化

・
仏
教
文
化

・
イ
ス
ラ
ム
文
化

・

ヒ
ン
ズ
ー
文
化



歴
史
部
門
　
　
文
化
交
流
史

。
東
洋
思
想
史

・
日
本
思
想
史

・
民
族
史

芸
術
部
門
　
　
美
術
概
論

・
美
術
史

・
比
較
文
学
概
諭

・
比
較
芸
術
学

・
束
洋
美
術
論

⑤
　
自
由
選
択
部
門

①
　
国
際
関
係
学
科

・
国
際
文
化
学
科
共
通
　
ア
ジ
ア
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ

・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
事
情
概
説
、
ソ

連

・
東
欧
事
情
概
説
の
二
科
目
を
開
講
し
て
い
る
。

②
　
国
際
関
係
学
科
学
生
対
象
　
こ
の
ほ
か
国
際
資
源
論

・
政
治
外
交
史

・
安
全
保
障
論

・
開
発
行
政
の
各
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い

る

。

③
　
国
際
文
化
学
科
学
生
対
象
　
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

二
言
語
政
策

・
人
間
関
係
諭

。
日
本
語
学
概
諭

。
日
本
語
学
演
習

・
日

本
語
教
授
法

・
文
章
表
現
法
の
各
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。

⑥
　
卒
業
論
文

（国
際
関
係
学
科

，
国
際
文
化
学
科
共
通
）

学
生
は
学
習
の
成
果
を
卒
業
論
文
に
ま
と
め
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω
）

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

本
学
部
開
講
後
五
年
間
の
経
験
に
基
づ
き
、　
一
九
九

一
年
度
入
学
生
よ
り
新
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
ほ
ぼ
次
の

通
り
で
あ
る
。

①
　
共
通
基
礎
部
門

（国
際
関
係
学
科

・
国
際
文
化
学
科
共
通
）

①
　
入
門
科
目
　
専
門
課
程
の
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、　
一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
共
通
基
礎
部
門
の
大
部
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分
は
、　
一
般
教
育
科
目
の
当
該
科
目
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
置
き
換
え
、
新
た
に
世
界
の
な
か
の
ア
ジ
ア
、
ア
ジ
ア
の
中
の

日
本
、
比
較
文
化
諭
、
ア
ジ
ア
史
、
ア
ジ
ア
の
地
誌
の
各
科
日
を
開
講
し
た
。

②
　
演
習
　
こ
れ
ま
で
地
域
研
究
部
門
に
属
し
て
い
た
演
習
を
共
通
基
礎
部
門
に
移
し
、
二
年
次
よ
り
四
年
次
に
わ
た
っ
て
履
修
さ
せ

る
こ
と
と
し
た
。
な
お
こ
れ
ま
で
演
習
二
の

一
部
で
あ
っ
た
現
地
研
修
は
地
域
研
究
部
門
の
独
立
の
科
日
と
さ
れ
た

（後
述
）
。

②

地
域
研
究
部
門

基
本
的
に
は

一
九
八
六
年
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
変
わ
り
は
な
い
が
、
各
地
域
ご
と
の
概
論

（両
学
科
共
通
）
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
現

地
研
修
が
独
立
し
た
科
目

（両
学
科
共
通
）
と
さ
れ
た
。

③

地
域
言
語
部
門

基
本
的
に
は

一
九
八
六
年
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
変
わ
り
は
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
点
で
改
善
が
な
さ
れ
た

（詳
細
は
省
略
）。

④

関
連
専
門
部
門

こ
の
部
門
で
は
大
き
な
改
善
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
国
際
関
係
学
科
学
生
対
象
の
も
の
と
し
て
は
政
治

・
法
律
学
部
門
、
経
済
学

部
門
、
社
会
学
部
門
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
総
論

（
四
単
位
）
の
ほ
か

一
二
の
各
論

（各
二
単
位
）
が
開
講
さ
れ
る
。
国
際
文
化
学
科

学
生
対
象
の
も
の
と
し
て
は
文
化
部
門
、
歴
史
部
門
、
芸
術

・
生
活
部
門
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
総
諭

（四
単
位
）
の
ほ
か
、　
一
一
な

い
し

一
二
の
各
諭

（各
二
単
位
）
が
開
講
さ
れ
る
。
こ
れ
は
学
生
の
要
求
に
対
し
て
き
め
細
か
く
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
措
置
で
あ
る
。

⑤

自
由
選
択
部
門

（国
際
関
係
学
科

・
国
際
文
化
学
科
共
通
）

こ
の
部
門
で
も
大
き
な
改
善
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
英
語
演
習
四
科
日
、
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
実
習
二
科
日
、
貿
易

・
簿
記

・
会

計
実
務
三
科
目
が
開
講
さ
れ
て
、
実
学
的
訓
練
が
強
化
さ
れ
た
ほ
か
、
特
殊
講
義
四
科
日
、
総
合
講
座
二
科
目
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の



ほ
か
日
本
語
教
育
関
係
の
四
科
目

（各
四
単
位
）
の
ほ
か
、
留
学
生
対
象
の
日
本
講
座
六
科
目

（各
二
単
位
）
が
開
設
さ
れ
た
。

０
　
現
地
研
修

海
外
実
地
研
修
は

一
九
八
六
年
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
は
演
習
二
の

一
部
と
し
て
、　
一
九
九

一
年
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
独
立
の
科
日
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い
る
。

お
よ
そ
外
国
語
の
学
習
に
は
教
室
に
お
け
る
学
習
に
加
え
て
、
初
歩
の
段
階
で
現
地
を
訪
れ
、
実
地
訓
練
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
地
域
研
究
の
基
礎
訓
練
の
一
部
と
し
て
も
早
い
機
会
に
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
教
育
上
の
こ
う
し
た
必
要
か

ら
、
国
際
関
係
学
部
に
お
い
て
は

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
よ
り
、　
一
九
八
六
年
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
お
い
て
は
三
年
次
生
、　
一
九
九

一

年
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
お
い
て
は
二
年
次
生
に
対
し
て
現
地
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
を
課
し
て
い
る
。

こ
の
現
地
研
修
を
実
施
す
る
た
め
に
、
国
際
関
係
学
部
は
左
記
の
各
大
学
と
協
定
を
結
び
、
特
別
に
本
学
部
の
学
生
を
対
象
と
す
る
短

期
集
中
講
座
を
開
設
し
て
も
ら
つ
て
い
る
。

韓
国
　
　
　
　
　
　
高
麗
大
学
校

（
ソ
ウ
ル
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
リ
ア
語

中
国
　
　
　
　
　
　
北
京
大
学
、
上
海
師
範
大
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
語

ベ
ト
ナ
ム
　
　
　
　
ハ
ノ
イ
大
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ト
ナ
ム
語

タ
イ
　
　
　
　
　
チ

ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学

（
バ
ン
コ
ク
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
語

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　

パ
ジ
ャ
ジ
ャ
ラ
ン
大
学

（
バ
ン
ド
ウ
ン
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

イ
ン
ド
　
　
　
　
　
ア
ラ
ハ
バ
ー
ド
農
科
大
学

（
一
九
八
九
年
度
ま
で
）　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ン
デ
イ
語

第
五
節
　
国
際
関
係
学
部
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四
五
〇

ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
大
学

（ジ
ヤ
イ
プ
ー
ル
）
（
一
九
九
〇
年
度
よ
り
）

パ
キ
ス
タ
ン
　
　
　
カ
ラ
チ
大
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ル
ド
ウ
語

イ
ラ
ン
　
　
　
　
　
シ
ー
ラ
ー
ズ
大
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
シ
ア
語

エ
ジ
プ
ト
　
　
　
　
ア
シ
ュ
ー
ト
大
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
ビ
ア
語

現
地
研
修
は
三
週
間
を
目
安
と
し
、
そ
の
う
ち

一
〇
日
な
い
し
二
週
間
を
上
記
提
携
校
で
の
短
期
集
中
講
座
に
あ
て
、
残
り
を
研
修
旅

行
に
あ
て
て
い
る
。
研
修
団
の
団
長
に
は
本
学
部
専
任
教
員
を
あ
て
、
参
加
者
数
が
多

い
場
合
は
同
じ
く
本
学
部
専
任
教
員
か
ら
副
団
長

を
任
命
す
る
。
別
に
事
務
職
員

一
名
を
参
加
さ
せ
る
の
を
原
則
と
し
て
い
る
。
参
加
し
た
学
生
は
帰
国
後
、
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
レ
ポ
ー
ト
は

一
九
九
〇
年
度
ま
で
は

『
ア
ジ
ア
に
学
ぶ
』
（
一
九
八
八
年
度

『
ア
ジ
ア
に
学
ぶ
」
二
九
二
頁
、

一
九
八
九
年
度

『
ア
ジ
ア
に
学
ぶ
』
四
六
四
頁
、　
一
九
九
〇
年
度

『
ア
ジ
ア
に
学
ぶ
』
木
刊
）
と
題
し
て
毎
年
度
出
版
さ
れ
て
い
た
が
、

一
九
九

一

（
平
成
三
）
年
度
か
ら
は
レ
ポ
ー
ト
の
指
定
枚
数
が
多
く
な
つ
た
た
め
に
、
全
部
を
出
版
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
り
、
出
版

は
打
ち
切
ら
れ
、
そ
の

一
部
を

「
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
」
（後
述
）
に
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
に
、
九
言
語
そ

れ
ぞ
れ
の
現
地
研
修
用
教
材

「地
域
言
語
サ
プ
テ
キ
ス
ト
」
を
配
付
し
た
。

０

学

　

生

①
　
一
般
学
生

本
学
部
開
設
以
来
の
各
年
度
、
入
学
手
続
き
者
数
、
お
よ
び
卒
業
生
数
は
そ
れ
ぞ
れ
第

一
表

・
第
二
表
の
通
り
で
あ
る
。
学
生
の
出

身
地
等
は
、
本
学
学
生

一
般
の
そ
れ
と
大
き
な
相
違
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。



＼
＼ 科

年度
｀
＼

国際関係学科 国際文化学科 合 計

1986 124(0) 120(0) 244(0)

1987 96(11) 132(2) 228(13)

1988 105(10) 120(4) 225(14)

1989 103(8) 109(5) 212(13)

1990 117(13) 124(3) 241(16)

273(21)1991 151(14) 122(7)

1992 111(11) 134(10) 245(21)

1993 127(11) 141(5) 268(16)

本
学
部
入
学
者
の
選
抜
は
、
通
常
の
入
学
試
験

（英
語

・
国
語
の
み
を
課
す
る
）
と
推
薦
入
学

（大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校
生

徒
の
み
を
対
象
と
す
る
）
、
お
よ
び
外
国
人
留
学
生
、
帰
国
子
女
に
対
す
る
特
別
選
抜
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
。

②
　
学
生
の
海
外
留
学

海
外
留
学
を
希
望
す
る
学
生
に
つ
い
て
は
学
則
に
基
づ
い
て
許
可
し
て
い
る
。
ま
た

一
九
九

一
年
度
に
は
本
学
と
グ
リ
フ
ィ
ス
大
学

と
の
交
換
協
定
に
基
づ
く
留
学
生

一
名
を
出
し
て
い
る
。

本
学
の
奨
学
金
留
学
生
制
度
に
よ
る
留
学
に
つ
い
て
は
、
日
下
そ
の
施
行
細
則
を
検
討
中
で
あ
る
が
、
で
き
る
か
ぎ
り
早
く
そ
の
実

施
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

０
　
外
国
人
留
学
生

本
学
部
の
年
度
別
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
数
と
卒
業
者
数
は
そ
れ
ぞ
れ
第
三
表

・
第
四
表
の
通
り
で
あ
る
。
留
学
生
受
け
入
れ

第
五
節
　
国
際
関
係
学
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
一

第一表 年度別入学手続き者―覧

(各学年度4月 1日 現在)

(注 ) カソコ内は留学生数を外数で示す。

第二表 年度別卒業生一覧

年度 男 (留学生) 女 (留学生) 計 (留学生)

国際関係学科

1989 78(0) 22(0) 100(0)

1990 61(7) 21(3) 82(10)

1991 59(4) 24(1) 83(5)

1992 50(4) 44(4) 94(8)

年度 男 (留 学生) 女 (留学生) 計 (留学生)

国際文化学科

1989 57(0) 40(0) 97(0)

1990 48(1) 50(1) 98(2)

1991 51(0) 50(0) 101(0)

1992 32(2) 62(2) 94(4)

年度 男 女 (留学生) 計 (留学生)

1990 109(8) 71(4) 180(12)

1989 135(0) 62(0) 197(0)

計

1991 110(4) 75(1) 185(5)

1992 82(6) 106(5) 188(H)

(注 ) カッコ内の留学生数は内数を示す。
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四
五
二

の
最
大
の
問
題
は
、
本
学
部
が
日
本
研
究
を
カ
バ
ー
し
て
い
な
い
た
め
に
、
日
本
研
究
を
目
的
と
し
て
入
学
す
る
留
学
生
に
対
し
て
必

ず
し
も
満
足
の
行
く
教
育
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
入
学
案
内
等
に
本
学
部
が
日
本
研
究
を
目
的
と
し

て
い
な

い
こ
と
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、　
一
九
九

一
年
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
留
学
生
対
象
の
日
本
講
座
を
開
設
し
て
い
る
。

年度

中 国 台 湾 韓 国

性帥
肝

そ

に男 女 計 男 女 計 男 女

1987 関 タイ(女 )1

文

計

1988 関 ・

・

ア

ー

ー
・
シ

働

ω

隧

‐

ィ

ィ

ン

詢

タ

タ

イ

θ

文 ・

ス

】
Ｈ

ャ

里
″
シ

ン

リ

ー

ラ

一　

ｏ^

イ

モ

じ

計
１

・

一

１

，1989 関 アシ一レ

「
川

マ
依

文

計

一関

１

一
〇

1990 Ｈ

明

子

「
如

Ｕ

却

，ン

‐

【

ィ

ル

キ

０

シ

タ

ト

ミ

じ

一

文 働

明

″

イ

イ

タ

1991 関 働

敏

イ

イ

タ

タ

文
１
■

，
●計 12

1992 関 ω
勁

ラ

′
４

利

タ

文

10

1993 関
マレーシア1男 り|

タイ 1男 ll

文 マレーシア(男 )l

計

④

課
外
活
動

本
学
部
に
は
教
員

・
学
生
の
参
加
す
る

「
地
域
研
究
学
会
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
課
外
活
動
を
通
じ
て
地
域
研
究
に
対
す
る
関
心
と
興

味
を
本
学
部
学
生
だ
け
で
な
く
、
他
学
部
の
学
生
に
も
喚
起
す
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
。
主
要
な
活
動
と
し
て
は
各
国
の
エ

ス
ニ
ツ
ク
料
理
を
試
食
す
る
ア
ジ
ア
ーミ
ッ
ク
ス
が
あ
る
。
現
地
研
修
実
施
の
た
め
、　
一
九
八
七

（昭
和
六
三
）
年
に

『
ア
ジ
ア
に
学

第二表 年度別国別留学生入学手続き者一覧

(各学年度4月 1日 現在)

|



第四表 年度別国別留学生卒業者一覧
第
五
表
　
年
度
別
学
生
就
職
状
況

一
覧

（カ
ツ
コ
内
の
上
の
数
字
は
男
子
、
下
の
数
字
は
女
子
を
示
す
。
）

《
一
九
八
九
年
度

》

国
際
関
係
学
科

山

一
証
券

（１
１
０
）

・
和
光
証
券

（１
１
１
）

。
東
京
相
和
銀
行

（２
１
０
）

・
武
蔵
野
銀
行

（１
１
１
）

・
鹿
島
建
設

（１
１

０
）

・
サ
ン
ケ
ン
電
気

（１
１
０
）

・
日
産
自
動
車

（１
１
０
）

。
フ
ジ
タ
エ
業

（１
１
１
）

。
キ
ャ
ノ
ン
販
売

（１
１
０
）

。
上

組

（１
１
０
）

・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

（１
１
１
）

・
セ
コ
ム

（１
１
０
）

・
東
京
タ
ン
グ
ス
テ
ン

（１
１
０
）

・
熊
谷
組

（
１
１

０
）

・
八
百
半
デ
パ
ー
ト

（
１
１
０
）

・
東
急
ホ
テ
ル
チ

エ
ー
ン

（１
１
０
）

・
三
ツ
葉
電
機
製
作
所

（１
１
０
）

・
東
京
シ
ヤ
ー

第
五
節
　
国
際
関
係
学
部

四
五
三

年度

中 国 台 湾 韓 国
他

甥

の

―

そ

籍国男 女 計 男 女 計 男 女 計

1990

関 タイ(女 )1

文

計

1991

関 タイ(女 )1

文

計

1992

関
‐女‐
如

一シ

ｔ男，‐

文 台湾
`男

)1`女 11

計

ぶ
―
現
地
研
修
の
手
び
き
」
（八
二
頁
）
を
刊
行
し
た
。
こ
の
ほ
か
学
生
の

卒
業
論
文
、
調
査
報
告
な
ど
を
掲
載
す
る

「
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
」
が
年

一
回
刊
行
さ

れ
て
い
る
。

⑤

学
生
の
就
職

一
九
八
九

（平
成
元
）
年
度
に
最
初
の
卒
業
生
を
出
し
て
以
来
、
学
生
の

就
職
は
好
景
気
に
助
け
ら
れ
て
好
調
で
あ

つ
た
。
し
か
し
バ
ブ
ル
景
気
の
崩

壊
と
と
も
に
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
の
就
職
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
、

一
部
に
就
職
浪
人
も
出
る
よ
う
な
状
況
と
な
つ
た
。
今
後
の
就
職
状
況
も
楽

観
は
許
さ
れ
な
い
。
過
去
四
年
間
の
主
要
就
職
先
は
第
五
表
の
通
り
で
あ
る
。
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四
五
四

リ
ン
グ

（１
１
１
）

・
ザ
‐ト
ー
カ
イ

（１
１
０
）

。
フ
ツ
ト
ワ
ー
ク

（１
１
１
）

，
大
正
製
薬

（１
１
０
）

。
日
本
通
運

（１
１

０
）

。
ソ
デ
イ
ツ
ク

（１
１
０
）

・
日
本
精
工

（１
１
０
）

・
リ
ク
ル
ー
ト
コ
ス
モ
ス

（１
１
１
）

・
大
塚
家
具

（１
１
０
）

・
Ｕ

Ｓ
Ｃ

（
１
１
１
）

・
ス
タ
ー
ツ

（１
１
１
）

・
矢
崎
総
業

（１
１
０
）

・
西
武
百
貨
店

（２
１
０
）

・
日
本
総
合
研
究
所

（１
１

０
）

・
地
産

（１
１
０
）

・
富
士
物
流

（１
１
０
）

・
日
刊
自
動
車
新
聞
社

（１
１
０
）

・
住
友
生
命
保
険

（１
１
０
）

・
学
校
事

務

（駿
河
台
学
園
）

・
公
務
員
　
国
家

Ⅱ
種

（東
北
地
方
建
設
局
）

・
国
税
専
門
官

・
地
方
上
級

（滋
賀
）

・
地
方
中
級

（東

京
）

・
警
察
官

（東
京
）

・
市
町
村
役
場

（埼
玉

・
群
馬

・
熊
本
）

国
際
文
化
学
科

和
光
証
券

（１
１
１
）

・
三
洋
証
券

（１
１
１
）

。
東
京
証
券

（１
１
１
）

・
太
平
洋
証
券

（１
１
１
）

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
証
券

（１
１
１
）

・
第

一
勧
業
銀
行

（１
１
１
）

・
三
和
銀
行

（１
１
１
）

・
東
京
相
和
銀
行

（１
１
０
）

・
鹿
島
建
設

（１
１
１
）

・

東
芝
機
械

（１
１
０
）

・
山
善

（１
１
０
）

・
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

（１
１
０
）

・
加
藤
ス
プ
リ
ン
グ
製
作
所

（１
１
０
）

・
日

野
自
動
車
工
業

（
２
１
０
）

・
日
本
Ｃ
Ｍ
Ｋ

（１
１
０
）

・
技
研
興
業

（
１
１
０
）

・
日
本
工
営

（
１
１
１
）

・
市
田

（
１
１

０
）

・
光
ビ
ジ
ネ
ス
フ
オ
ー
ム

（１
１
０
）

・
銀
座
山
形
屋

（１
１
０
）

・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

（１
１
０
）

。
日
本
通
運

（１
１

０
）

。
大
正
海
上
火
災
保
険

（２
１
１
）

・
立
山
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ウ
ム
エ
業

（１
１
０
）

。
大
正
製
薬

（１
１
０
）

・
武
田
薬
品
工
業

（１
１
１
）

・
ク
レ
デ
イ
セ
ゾ
ン

（１
１
１
）

・
タ
カ
キ

ユ
ー

（１
１
０
）

・
日
本
精
機

（１
１
１
）

・
佐
田
建
設

（１
１
０
）

・

オ
ー
ト
パ
ツ
ク
ス
セ
プ
ン

（１
１
０
）

。
日
本
旅
行

（１
１
０
）

・
ク
ラ
ヤ
薬
品

（１
１
１
）

・
五
十
鈴
鋼
材

（１
１
０
）

・
佐
渡

島

（１
１
０
）

，
日
本
情
報
通
信

（１
１
０
）

・
福
島
民
報
社

（１
１
０
）

・
ラ
イ
カ

（１
１
０
）

・
日
産
ク
レ
ジ
ツ
ト

（１
１

１
）

・
野
村
証
券
投
信
委
託

（１
１
０
）

。
大
学
事
務

（大
東
文
化
学
園
）
（１
１
１
）

《
一
九
九
〇
年
度
》

国
際
関
係
学
科

全
日
本
空
輸

（０
１
１
）

・
大
京

（
１
１
０
）

・
日
本
通
運

（２
１
０
）

・
ト
ー
ヨ
ー
サ
ツ
シ

（１
１
０
）

・
国
際
証
券

（１
１



０
）

・
ス
ズ
キ

（１
１
０
）

・
ヤ
マ
ト
運
輸

（０
１
１
）

，
キ
ャ
ノ
ン
販
売
Ｃ
Ｓ
Ｋ

（１
１
０
）

・
大
日
本
イ
ン
キ
化
学
工
業

（１

１
０
）

・
ジ
ヤ
ス
コ

（１
１
０
）

・
セ
コ
ム

（１
１
０
）

・
大
正
製
薬

（２
１
０
）

。
キ
ー
エ
ン
ス

（１
１
０
）

・
八
百
半
デ
パ
ー

ト

（２
１
１
）

・
北
國
銀
行

（１
１
０
）

。
イ
ン
テ
ツ
ク

（
１
１
０
）

。
リ
コ
ー
サ
ン

（１
１
０
）

・
オ
ー
ト
パ
ツ
ク
ス
セ
プ
ン

（１
１
０
）

・
日
立
情
報
シ
ス
テ
ム
ズ

（１
１
０
）

。
日
立
化
成
工
業

（０
１
１
）

・
ト
ツ
パ
ン
‐ム
ー
ア

（０
１
１
）

・
ナ
ガ
ホ
リ

（１
１
０
）

・
新
日
軽

（１
１
０
）

・
タ
ム
ロ
ン

（１
１
０
）

・
三
菱
液
化
ガ
ス

（１
１
０
）

・
松
村
組

（１
１
０
）

・
積
和
不
動

産

（
１
１
０
）

・
小
川
信
用
金
庫

（０
１
１
）

・
山
崎
建
設

（０
１
１
）

・
朝
日
海
洋

（１
１
０
）

。
日
本
総
合
研
究
所

（０
１

１
）

・
日
産
リ
ー
ス

（０
１
１
）

・
住
商
建
材

（０
１
１
）

。
太
洋
物
産

（１
１
０
）

・
ヤ
ナ
セ

（１
１
０
）

・
丸
紅
機
械
貿
易

（１
１
０
）

・
公
務
員
　
地
方
上
級

（東
京
）
区

・
市
役
所

（埼
玉
）

国
際
文
化
学
科

ア
メ
リ
カ
ン
‐
エ
キ
ス
プ
レ
ス
‐イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

（０
１
１
）

。
日
本
通
運

（１
１
０
）

・
ミ
ネ
ベ
ア

（２
１
０
）

・
新
日
本

証
券

（０
１
４
）

，
ス
ズ
キ

（１
１
０
）

。
Ｃ
Ｓ
Ｋ

（１
１
０
）

・
日
本
信
販

（０
１
１
）

・
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト

（０
１
１
）

・
ジ

ヤ
ス
コ

（１
１
０
）

・
三
共

（０
１
１
）

・
八
百
半
デ
パ
ー
ト

（１
１
０
）

・
オ
ン
ワ
ー
ド
樫
山

（１
１
０
）

・
五
洋
建
設

（１
１

０
）

・
栃
木
銀
行

（１
１
０
）

・
ビ
バ
ホ
ー
ム

（２
１
０
）

・
フ
ア
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

（０
１
１
）

・
ニ
チ
レ
イ

（０
１
１
）

・
ワ
コ

ー
ル

（０
１
１
）

。
キ
ツ
コ
ー
マ
ン

（１
１
０
）

・
菱
洋
エ
レ
ク
ト
ロ

（１
１
０
）

・
イ
ナ
ツ
ク
ス

（０
１
１
）

・
デ
ニ
ー
ズ
ジ
ャ

パ
ン

（０
１
１
）

・
フ
ラ
ン
ス
ベ
ツ
ド

（０
１
１
）

・
ヴ
イ
ク
ト
リ
ア

（１
１
０
）

・
共
同
印
刷

（１
１
０
）

，
日
本
金
融
通
信
社

（
０

１

１

）

・
東

京

ト

ヨ

ペ

ツ

ト

（
０

１

１

）

・
東

日

本

キ

ヨ

ス

ク

（
０

１

１

）

・
Ａ

Ｓ

Ｋ

Ｐ

Ｌ

Ａ

Ｎ

Ｎ

Ｉ

Ｎ

Ｇ

Ｃ

Ｅ

Ｎ

Ｔ

Ｅ

Ｒ

（０
１
１
）

・
東
急
観
光

（１
１
０
）

・
山
陽
ス
コ
ツ
ト

（０
１
１
）

・
第

一
ホ
テ
ル

（１
１
０
）

・
ス
タ
ー
ツ

（０
１
１
）

・
レ

ナ
ウ
ン
ル
ツ
ク

（１
１
０
）

・
シ
ー
ド

（１
１
０
）

。
ム
ー
ン
バ
ツ
ト

（１
１
０
）

・
は
せ
が
わ

（０
１
１
）

・
小
田
急
百
貨
店

（０
１
１
）

・
三
井
ホ
ー
ム

（０
１
１
）

・
堀
内
カ
ラ
ー

（１
１
０
）

・
大
塚
商
会

（０
１
１
）

。
日
本
旅
行

（０
１
１
）

・
エ
メ
‐

ア
イ
‐
エ
フ

（０
１
１
）

・
西
友
フ
ー
ズ

（０
１
１
）

・
ト
ラ
ベ
ラ
ー
商
会

（０
１
１
）

・
東
京
総
合
信
用

（１
１
０
）

・
ト
ピ
ー

第
五
節
　
国
際
関
係
学
部

四
五
五
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学
部

・
学
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・
教
養
課
程
の
経
緯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
六

実
業

（１
１
０
）

・
ベ
ガ
サ
ス
ミ
シ
ン
製
造

（１
１
０
）

・
ジ

ェ
イ
テ
イ
ビ
イ
ト
ラ
ベ
ラ
ン
ド

（１
１
０
）

・
太
陽
火
災
海
上
保
険

（１
１
０
）

・
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス

（１
１
０
）

。
明
治
屋

（１
１
０
）

・
安
田
生
命
保
険

（０
１
１
）

《
一
九
九
一
年
度
》

国
際
関
係
学
科

東
高

ハ
ウ
ス

（
１
１
０
）

・
ヤ
オ
コ
ー

（１
１
０
）

・
日
立
情
報
シ
ス
テ
ム
ズ

（
１
１
０
）

・
オ
リ

エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

（０
１

１
）

・
イ
ン
テ
ツ
ク

（１
１
０
）

・
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
飲
料

（１
１
０
）

・
日
本
工
営

（０
１
１
）

・
三
愛
石
油

（２
１
０
）

・
山
梨

中
央
銀
行

（
１
１
０
）

。
日
航
商
事

（
１
１
０
）

・
井
上
工
業

（
１
１
０
）

・
カ
シ
オ
計
算
機

（
１
１
０
）

・
伊
勢
丹

（１
１

０
）

・
ト
ツ
パ
ン
ム
ー
ア
シ
ス
テ
ム
ズ

（１
１
０
）

・
東
芝

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

（０
１
１
）

・
ス
ズ
キ

（１
１
０
）

・
モ
ス
フ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス

（１
１
０
）

。
東
洋
水
産

（１
１
０
）

・
日
本
電
計

（１
１
０
）

。
新
日
本
空
調

（１
１
０
）

・
ダ
イ

エ
ー

（０
１

１
）

，
三
和
シ
ャ
ツ
タ
ー
エ
業

（０
１
１
）

・
大
塚
商
会

（０
１
１
）

・
そ
こ
う

（０
１
１
）

・
鹿
島
建
設

（１
１
０
）

・
ハ
ニ
ツ

ク
ス
エ
業

（１
１
０
）

・
新
日
軽

（１
１
０
）

，
日
本
通
運

（２
１
０
）

・
全
日
本
空
輸

（１
１
０
）

。
フ
ア
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

（
１

１
０
）

，
住
商
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

（０
１
１
）

・
ト
ー
ヨ
ー
サ
ツ
シ

（１
１
０
）

，
国
分

（１
１
０
）

・
丸
紅

エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス

（１
１
０
）

・
日
野
自
動
車
工
業

（２
１
０
）

公
務
員
　
国
家
Ⅱ
種

（２
１
０
）

区

・
市
役
所

（１
１
０
）

そ
の
他
の
公
務
員

（１
１
０
）

特
殊
法
人

（１
１
０
）

国
際
文
化
学
科

ダ
イ
ニ
ツ
ク

（１
１
０
）

。
日
本
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
開
発

（１
１
０
）

，
日
本
デ
ジ
タ
ル
研
究
所

（１
１
１
）

・
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト

エ

ア
ラ
イ
ン
ズ
イ
ン
コ
ー
ポ
レ
イ
テ
ツ
ド

（０
１
１
）

・
川
鉄
シ
ス
テ
ム
開
発

（１
１
０
）

。
衆
楽

（１
１
０
）

・
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ

フ

（０
１
２
）

。
日
立
マ
イ
ク
ロ
デ
バ
イ
ス

（１
１
０
）

・
長
野
銀
行

（１
１
０
）

・
芙
蓉
総
合
リ
ー
ス

（０
１
１
）

・
東
武
ト
ラ

ベ
ル

（１
１
０
）

・
ダ
イ

エ
ー

（０
１
１
）

・
ベ
ア

（０
１
１
）

・
広
島
信
用
金
庫

（１
１
０
）

，
三
城

（
パ
リ
ー
ミ
キ
）
（０
１

１
）

。
東
急
車
輌
製
造

（０
１
１
）

。
セ
イ
コ
ー
電
子
工
業

（１
１
０
）

・
大
氣
社

（０
１
１
）

。
東
洋
電
機
製
造

（０
１
１
）

・



相
鉄
建
設

（１
１
０
）

・
日
本
電
気
精
器

（１
１
０
）

・
三
菱
樹
脂

（０
１
１
）

・
三
洋
証
券

（０
１
１
）

。
キ
ャ
ノ
ン
販
売

（１

１
０
）

。
東
武
ト
ラ
ベ
ル

（０
１
１
）

・
鐘
紡

（０
１
１
）

・
ミ
ニ
ス
ト
ツ
プ

（１
１
０
）

。
日
本

コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

（１

１
０
）

・
丸
紅
機
械
貿
易

（１
１
０
）

・
積
水
工
機
製
作
所

（１
１
０
）

・
吉
田
工
業

（１
１
０
）

・
岡
三
証
券

（０
１
１
）

・
檜

不
動
産

（１
１
０
）

・
雪
印
食
品

（０
１
１
）

。
日
本
出
版
販
売

（１
１
０
）

・
ダ
イ
エ
ー
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
ズ
グ
ル
ー

プ

（０
１
１
）

。
大
永
紙
通
商

（１
１
０
）

・
ジ
ャ
ス
コ

（１
１
０
）

・
共
同
リ
ー
ス

（０
１
１
）

公
務
員
　
防
衛
庁

（１
１
０
）

特
殊
法
人

（１
１
０
）

《
一
九
九
二
年
度
》

国
際
関
係
学
科

ロ
ビ
ン
ソ
ン
‐ジ
ヤ
パ
ン

（
１
１
０
）

・
地
方
公
務
員

（
２
１
０
）

・
リ
コ
ー
情
報
シ
ス
テ
ム

（
０
１
１
）

・
ア
イ
ド
ル

（
１
１

０
）

・
Ｒ
Ｏ
Ｈ

（１
１
０
）

。
大
同
興
業

（１
１
０
）

・
東
京
企
業

（１
１
０
）

・
岡
島

（０
１
１
）

・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

（１
１

０
）

。
日
登
美

（１
１
０
）

・
住
商
リ
ー
ス

（０
１
１
）

・
ア
ル
フ
ア
シ
ス
テ
ム
ズ

（１
１
０
）

・
東
証
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

（１
１
０
）

。
東
武
宇
都
宮
百
貨
店

（０
１
１
）

・
そ
ご
う

（０
１
１
）

・
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ

（１
１
０
）

・
富
士
屋

ホ
テ
ル

（０
１
１
）

・
エ
ト
ワ
ー
ル
海
渡

（０
１
３
）

・
Ａ
Ｉ
Ｕ
イ
ン
シ
ュ
ラ
ン
ス

（０
１
１
）

・
青
山
商
事

（１
１
０
）

・
三
洋

電
機

（１
１
０
）

。
東
京
証
券

（１
１
０
）

・
新
潟
県
信
用
組
合

（１
１
０
）

・
銀
座
山
形
屋

（１
１
０
）

・
Ｓ
Ｒ
Ｇ
タ
カ
ミ
ヤ

（１
１
０
）

。
東
武
ト
ラ
ベ
ル

（１
１
０
）

・
ノ
ヴ
ァ

（０
１
１
）

・
三
愛
石
油

（１
１
０
）

・
小
池
物
流
企
業

（０
１
１
）

・
五

光
製
作
所

（１
１
０
）

・
東
方
文
化
セ
ン
タ
ー

（０
１
１
）

・
イ
ト
キ
ン

（０
１
１
）

・
進
和

（１
１
１
）

・
新
潟
情
報
サ
ー
ビ
ス

（１
１
０
）

。
日
本
ク
レ
ジ
ツ
ト
サ
ー
ビ
ス

（０
１
１
）

・
東
武
百
貨
店

（１
１
０
）

・
富
田

（１
１
０
）

・
三
ツ
輸
産
業

（０
１

１
）

・
城
南
信
用
金
庫

（１
１
０
）

・
ヤ
マ
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

（１
１
０
）

・
藤
本
工
務
店

（０
１
１
）

・
ア
イ
ト
ー

（０

１
１
）

・
三
徳

（１
１
０
）

・
シ
ー
ジ
ー
シ
ー
ジ
ヤ
パ
ン

（１
１
０
）

。
ナ
ガ
セ

（０
１
１
）

・
芳
樹
園

（０
１
１
）

・
宝
船

（０

１
１

）

・
日
比
谷
花
壇

（
１
１
０
）

・
日
本
キ
ヨ
ス
ク

（
１
１
０
）

・
グ
レ
ー
プ
ス
ト
ー
ン

（０
１
１
）

・
宮
川
貿
易

（
１
１

第
五
節
　
国
際
関
係
学
部

四
五
七



第
二
章
　
学
部

・
学
科

・
教
養
課
程
の
経
緯

四
五
八

０
）

・
菱
星
電
装

（０
１
１
）

・
ジ

ェ
ー
エ
ッ
チ
シ
ー

（１
１
０
）

・
川
崎
製
鐵

（０
１
１
）

・
明
治
座
舞
台

（１
１
０
）

・
東
急

エ
ア
カ
ー
ゴ

（１
１
０
）

・
東
芝
東
日
本
ラ
イ
フ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

（１
１
０
）

・
長
崎
屋

（１
１
０
）

。
住
友
林
業
ホ
ー
ム
サ

ー
ビ
ス

（０
１
１
）

・
テ
イ
サ
ン

（０
１
１
）

・
埼
玉
松
下
ラ
イ
フ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

（１
１
０
）

・
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ピ

ユ

ー
タ

（０
１
１
）

。
共
立
印
刷

（１
１
０
）

・
共
栄
繊
維

（
１
１
０
）

・
ヤ
オ

ハ
ン
ジ
ヤ
パ
ン

（１
１
０
）

。
高
畑
精
工

（
１
１

０
）

・
京
葉
住
説

（１
１
０
）

・
ア
ル
ピ
オ
ン

（０
１
１
）

国
際
文
化
学
科

愛
知

（１
１
０
）

・
写
研

（０
１
１
）

・
宝
化
工

（１
１
０
）

。
Ｎ
Ｃ
Ｓ

（１
１
０
）

・
創
流
社

（１
１
０
）

・
茨
城

エ
ン
ジ
エ
ア

リ
ン
グ

（１
１
０
）

・
新
世
通
商

（０
１
１
）

・
福
井
漁
網

（０
１
１
）

・
ト
モ
コ
ー
ボ
レ
ー
シ
ヨ
ン

（０
１
１
）

・
ツ
ー
カ
ー
セ

ル
ラ
ー
東
京

（１
１
０
）

・
堀
内
カ
ラ
ー

（０
１
２
）

・
渡
辺
パ
イ
プ

（０
１
１
）

・
ア
ネ
ッ
ク
ス

（０
１
１
）

・
栄
光
ゼ
ミ
ナ
ー

ル

（０
１
１
）

。
パ
ナ
ホ
ー
ム
城
西

（０
１
１
）

・
ニ
ュ
ー
ジ
ヤ
パ
ン
ツ
ア
ー
ズ

（１
１
０
）

・
東
武
ト
ラ
ベ
ル

（１
１
０
）

・
ニ

チ
デ
ン

（０
１
１
）

・
ス
ー
パ
ー
パ
ツ
グ

（０
１
１
）

・
東
急

ハ
ン
ズ

（０
１
２
）

・
カ
バ
ヤ
食
品

（１
１
０
）

・
三
光
合
成

（０

１
１
）

，
と
き
わ
ス
ポ
ー
ツ

（０
１
１
）

・
東
京
ミ
ノ
ル
タ
事
務
機

（０
１
１
）

。
東
日
本
キ
ヨ
ス
ク

（０
１
１
）

・
ア
ル
ピ
オ
ン

（０
１
１
）

・
ア
イ
シ
ー
エ
ス
企
画

（１
１
０
）

・
コ
ー

エ
ー
印
刷

（０
１
１
）

・
ュ
ー

エ
ス
シ
ー

（０
１
１
）

・
マ
イ
ラ
ン
ド
シ

ュ
ー
ズ

（０
１
１
）

・
森
本
組

（１
１
０
）

。
大
阪
屋

（０
１
１
）

・
ア
ル
テ
カ

（０
１
１
）

・
ヒ
ュ
ー
マ
ツ
ク
ス

（１
１
０
）

。

小
川
信
用
金
庫

（０
１
１
）

。
地
方
公
務
員

（
１
１
０
）

・
ム
ト
ウ

（
０
１
１
）

・
ト

コ
ー

（０
１
１
）

・
児
玉
商
事

（
０
１

１
）

・
富
士
急
ト
ラ
ベ
ル

（１
１
０
）

。
松
田
産
業

（０
１
１
）

・
エ
ク
セ
レ
ン
ト

（０
１
１
）

。
み
ろ
く
愛
好
会

（０
１
１
）

・

ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

（０
１
１
）

・
オ
ザ
ツ
ク
ス

（１
１
０
）

・
神
奈
川
三
菱
ふ
そ
う
自
販

（１
１
０
）

・
日
産
プ
リ
ン
ス
神

奈
川
自
販

（１
１
０
）

・
三
菱
電
機
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（０
１
１
）

・
ホ
テ
ル
小
田
急

（１
１
０
）

・
シ
ー
ド

（０
１
１
）

・
成

長
の
家

（０
１
１
）

・
ス
ガ
ツ
ネ
エ
業

（０
１
１
）

。
日
産
プ
リ
ン
ス
埼
玉
販
売

（０
１
１
）

・
ウ
イ
ル

（０
１
１
）

・
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
サ
イ
ビ
ス

（０
１
１
）

・
三
洋
堂

（０
１
１
）

・
丸
長
産
業

（０
１
１
）

・
ト
ー
ケ
ン

（
１
１
０
）

・
住
商

エ



レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

（０
１
１
）

。
東
条
会
館

（０
１
１
）

・
同
和
火
災
海
上
保
険

（０
１
１
）

。
女
神
イ
ン
キ
エ
業

（１
１
０
）

・

ジ
ャ
ス
コ

（０
１
１
）

・
一
吉
証
券

（１
１
０
）

・
郵
船
航
空
サ
ー
ビ
ス

（１
１
０
）

・
三
菱
油
化

（０
１
１
）

・
マ
ツ
モ
ト
電
器

（１
１
０
）

・
佐
藤
工
業

（０
１
１
）

・
さ
い
た
ま
コ
ー
プ

（１
１
０
）

一
九
九

一
年
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
は
就
職
希
望
の
学
生
の
た
め
に
、
英
語

・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

・
簿
記

・
会
計
な
ど
の
科
目
を
新
た
に
開

講
し
た
の
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

四
　
研
究

活
動

本
学
部
所
属
の
教
員
が
教
育
活
動
の
ほ
か
に
、
個
人
研
究
を
行
い
、
あ
る
い
は
学
内

・
学
外
の
共
同
研
究
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
特
に
述
べ
な
い
。

本
学
部
は
そ
の
特
殊
な
性
格
か
ら
、
ア
ジ
ア
に
対
す
る
学
生
の
関
心
を
喚
起
す
る
必
要
を
認
め
、　
一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
三
月
に

論
文
集

『
ア
ジ
ア
の
地
域
研
究
」
（
四
二
六
頁
）
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
に
は
当
時
在
職
し
て
い
た
専
任
教
員
の
う
ち

一
八
名
が
寄
稿
し
て

い
る
。
ま
た

「
大
東
文
化
大
学
創
立
七
〇
周
年
記
念
論
集
」
に
は
、
在
籍
専
任
教
員
、
お
よ
び
退
職
教
員
中

一
六
名
が
寄
稿
し
た
。
こ
の

ほ
か
随
時
学
部
研
究
会
を
開
催
し
、
教
員
個
人
の
研
究
活
動
を
報
告
す
る
機
会
を
設
け
て
き
た
。

こ
う
し
た
研
究
活
動
を
さ
ら
に
拡
大
強
化
す
る
た
め
に
、　
一
九
九

一
年
四
月

一
日
に
現
代
ア
ジ
ア
研
究
所
が
開
設
さ
れ
た
。
研
究
所
は

本
学
部
専
任
教
員
を
所
員
と
し
、
調
査
研
究
、
情
報

・
資
料
、
広
報
出
版
、
学
術
交
流
の
四
部
会
を
置
き
、
現
代
ア
ジ
ア
の
実
情
を
国
際

的
、
学
際
的
観
点
か
ら
総
合
的
に
研
究
す
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
。
調
査
研
究
部
会
で
は
現
在
創
立
七
〇
周
年
記
念
調
査
研
究

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
研
究
計
画
の
立
案
に
当
た
つ
て
い
る
。
情
報

・
資
料
部
会
で
は
ア
ジ
ア
関
係
の
ビ
デ
オ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
収
集
を
行

第
五
節
　
国
際
関
係
学
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
九
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四
六
〇

つ
て
い
る
。
広
報
出
版
部
会
で
は
ニ
ユ
ー
ス
レ
タ
ー

（第
二
号
ま
で
刊
行
）
お
よ
び

「
ア
ジ
ア
２１
」
基
礎
教
材
編

（既
刊
二
冊
）
を
刊
行

し
て
い
る
。
ま
た
学
術
交
流
部
会
で
は

一
九
九

一
年
度
に
韓
国
か
ら
、　
一
九
九
二
年
度
に
は
中
国
か
ら
研
究
者
を
各

一
名
短
期
間
受
け
入

れ
て
い
る
。

五
　
国
際

交
流

本
学
部
で
は
現
地
研
修
に
関
し
て
協
定
校
と
意
志
の
疎
通
を
は
か
る
た
め
に
、
毎
年
度
そ
の
う
ち
の

一
校
か
ら
関
係
者
を
招
聘
し
て
い

る
。　
一
九
九
二
年
度
ま
で
の
招
聘
者
の
一
覧
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
八
六
年
度

一
九
八
七
年
度

一
九
八
八
年
度

一
九
八
九
年
度

一
九
九
〇
年
度

一
九
九

一
年
度

一
九
九
二
年
度

エ
ジ
プ
ト

韓
国

タ
イ

イ

ン
ド

中
国

ベ
ト
ナ
ム

パ
キ
ス
タ
ン

イ
ラ
ン

ア
シ
ュ
ー
ト
大
学
学
長
　
Ａ

・
Ｒ

・
ハ
ツ
サ
ン
他

一
名

高
麗
大
学
校
国
際
教
育
局
長
　
キ
ム

・
ド
ウ
ク
キ

チ

ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
文
学
部
長
　
カ
ラ
ヤ
ニ

，
シ
シ
ス
タ
ス
ワ
ン
他

一
名

ア
ラ
ハ
バ
ー
ド
農
科
大
学
教
授
　
牧
野

一
穂
夫
妻

上
海
師
範
大
学
国
際
交
流
処
長
　
陳
恵
康
他

一
名

ハ
ノ
イ
総
合
大
学
学
長
　
グ
エ
ン

・
ア
イ
ン
他

一
名

カ
ラ
チ
大
学
ウ
ル
ド
ウ
語
科
主
任
　
ジ
ャ
ミ
ー
ル

・
ア
フ
タ
ル

・
ハ
ー
ン

シ
ー
ラ
ー
ズ
大
学
研
究
担
当
副
学
長
　
Ｓ

・
Ａ

・
ア
ン
ヴ
ア
ル



こ
の
他
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
パ
ジ
ャ
ジ
ャ
ラ
ン
大
学
か
ら
は
ほ
ぼ
毎
年
学
生
研
修
団
な
ど
が
本
学
を
訪
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
本
学
部
で
は
外
国
人
研
究
者
の
長
期

・
短
期
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行

つ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
受
け
入
れ
た
研
究
者
は
左

記
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
九

一
年
度

一
九
九
二
年
度

一
九
九

一
年
度

一
九
九
二
年
度

ア
ジ

・
ス
マ
ル
ナ

（
パ
ジ
ャ
ジ
ャ
ラ
ン
大
学
文
学
部
日
本
研
究
科
講
師
）
　
　
日
立
国
際
奨
学
財
団
フ
ェ
ロ
ー

メ
フ
デ
ィ

・
タ
レ
ブ

（テ
ヘ
ラ
ン
大
学
社
会
科
学
部
教
授
）
　
　
国
際
交
流
基
金
フ
ェ
ロ
ー

な
お
現
代
ア
ジ
ア
研
究
所
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
招
聘
し
た
研
究
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ハ

学
部

の
運

営

①
　
学
部
運
営
の
特
徴

本
学
部
は
国
際
関
係

。
国
際
文
化
の
二
学
科
か
ら
成

つ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
し
か
し
教
育
活
動
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
自
体
に
両
学
科
の
区
別
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
も
あ
つ
て
、
本
学
部
に
お
い
て
は
こ
の
両
学
科
が
合
同
し
て
そ
の
運
営
に

当
た
つ
て
い
る
。
こ
の
た
め
学
科
主
任
の
選
出
の
場
合
を
除
き
、
学
科
会
議
な
ど
学
科
単
位
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
を
行
う
こ
と
は
な
い
。

第
五
節
　
国
際
関
係
学
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

一

韓
国
京
畿
大
学
校
経
済
学
部
助
教
授
　
李
　
剰
憲

中
国
安
徽
師
範
大
学
歴
史
系
副
教
授
　
唐
　
力
行
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四
六
二

あ
ら
ゆ
る
問
題
は
教
授
会
に
お
い
て
処
理
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

②

専
任
教
員

・
非
常
勤
講
師

本
学
部
の
年
度
別
専
任
教
員
数
は
第
六
表
、
非
常
勤
教
員
数
は
第
七
表
の
通
り
で
あ
る
。
専
任
教
員
の
採
用
は
公
募
を
原
則
と
し
て

（注
）
　

年
度
途
中
採
用
者
、
物
故
者
を
含
む
。

（注
）
　

他
学
部
よ
り
の
兼
担
者
、
年
度

途
中
採
用
者
、
退
職
音
を
含
む
。

第六表 年度別教員数一覧

第七表 年度別非常勤講師数一覧

第八表 年度別教員新規採用一覧

年度 国際関係学科 国際文化学科

教 授 助教授 講 師 計 教 授 助教授 講 師 計

1986 11

1987 10 16

1988 12 18

1989 13 19 11 15

1990 14 19 11 14

1991 13 18 11 16

1992 12 18 10 15

1993 10 16 15

年度 教養課程 合 計

教 授 助教授 講 師 計 教 授 助教授 講 師 計

1986 12 24

1987 20 35

1988 24 39

1989 27 12 39

1990 28 10 38

1991 25 11 39

1992 25 12 39

1993 36

年度 国際関係学科 国際文化学科 教養課程 合 計

10 22

1987 16 10 11 37

1988 15 13 10 38

1989 16 16 11 43

1990 34

1991 15 16 36

1992 22 19 44

1993 20 37

年度 国際関係学科 国際文化学科

教 授 助教授 講 師 計 教 授 助教授 講 師 計

1986 11

1987

1988

1989

1990

1991

1992

1993



年度 教養課程 合 計

教 授 助教授 講 師 計 教 授 助教授 講 師 計

1986 12 24

1987 12

1988

1989

1990

1991

1992

1993

(注)配 置替えを含む。

第九表 年度別教員退職一覧

(注 )配 置替え・物故者を含む。

第十表 年度別教員昇格一覧

(注 )「教授」欄は助教授から教授への昇格者数、「助教授」欄は講
師から助教授への昇格者数を示す。

い
る
。
年
度
別
採
用
者
数
に
つ
い
て
は
第
八
表
、
退
職
者
数
に
つ
い
て
は
第
九
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。
講
師
か
ら
助
教
授

へ
の
昇
格
は

勤
務
年
限
を
基
準
に
し
て
行
わ
れ
る
が
、
助
教
授
か
ら
教
授

へ
の
昇
進
は
有
資
格
者
に
教
授
昇
格
論
文
の
提
出
を
求
め
、
審
査
の
結
果

に
応
じ
て
決
定
す
る
。
年
度
別
昇
格
者
数
に
つ
い
て
は
第

一
〇
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
ほ
か
両
学
科
に
研
究
補
助
員
各

一
名
が
配

置
さ
れ
て
い
る
。

③
　
教
授
会

・
人
事
教
授
会

第
五
節
　
国
際
関
係
学
部

四
六
三

年度 国際関係学科 国際文化学科

教 授 助教授 講 師 計 教 授 助教授 講 師 計

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1992

年度 教養課程 合計

教 授 助教授 講 師 計 教 授 助教授 講 師 計

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1992

年度 国際関係学科 国際文化学科 教養課程 合 計

教授 助教授 計 教授 助教授
ヨ
訂 教授 助教授 計 教授 計

1986

1987

1989 11

1990

功教|
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六
四

教
授
会
は
原
則
と
し
て
毎
月

一
回
開
催
さ
れ
る
。
教
授
会
は
学
部
運
営
の
最
高
機
関
で
あ
る
が
、
人
事
に
関
し
て
は
教
授
職
よ
り
構

成
さ
れ
る
人
事
教
授
会
が
最
終
決
定
機
関
で
あ
る
。

④

学
部
の
運
営

学
部
の
運
営
の
最
高
責
任
者
は
学
部
長
で
あ
り
、
国
際
関
係

。
国
際
文
化
両
学
科
主
任
が
こ
れ
を
補
佐
す
る
。
歴
代
の
学
部
長

・
学

科
主
任
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

学
部
長

佐
藤
　
武
敏
　
　
　
　
一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
四
月

一
日
～

一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
二
月
二

一
日

大
野
　
盛
雄
　
　
　
　
一
九
八
七
年
四
月

一
日
～

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
三
月
二

一
日

員
保
潤

一
郎
　
　
　
　
一
九
九
二
年
四
月

一
日
～

国
際
関
係
学
科
主
任

林
　
　
　
武

多
田
　
博

一

柳
澤
　
雅

一

国
際
文
化
学
科
主
任

大
野
　
盛
雄

一
九
八
六
年
四
月

一
日
～

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
三
月
三

一
日

一
九
九
〇
年
四
月

一
日
～

一
九
九
二
年
二
月
二

一
日

一
九
九
二
年
四
月

一
日
～

一
九
八
六
年
四
月

一
日
～

一
九
八
七
年
二
月
二

一
日



中
島

生
田

学
部
長
の
も
と
に
各
種
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
関
係
業
務
を
分
担
し
て
い
る
。
各
委
員
会
は
通
常
委
員
長

（教
授
か
ら
選
任
）
を
含
め

て
五
名
か
ら
な
る
。
現
在
は
人
事

・
教
務

・
国
際
交
流

・
学
生

・
留
学
生

・
予
算

・
図
書
教
材

・
民
族
資
料
の
各
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
人
事
お
よ
び
予
算
委
員
会
委
員
長
は
学
部
長
が
、
教
務

・
国
際
交
流
の
両
委
員
会
委
員
長
は
両
学
科
主
任
が
こ
れ
を
兼

ね
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
学
部
の
事
務
は
は
じ
め
東
松
山
教
務
課
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
が
、　
一
九
九

一
年
四
月

一
日
の
全
般
的
な
機
構
改
革
に
よ
つ

て
国
際
関
係
学
部
事
務
室
が
独
立
し
た
。
現
在
の
室
長
は
坂
本
是
進
、
室
員
は
室
長
を
含
め
常
勤
四
名
、
非
常
勤
二
名
で
あ
る
。

七
　
将
来
の
展
望

―

―

結
び
に
か
え
て

―

―

既
に
大
学
入
学
適
齢
人
口
の
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
、
各
大
学
と
も

「
生
き
残
り
」
作
戦
に
必
死
で
あ
る
。
状
況
は
本
学
部
に
お
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
は
ま
ず
大
学
院
修
士
課
程
の
設
置
、
推
薦
入
学
枠
、
社
会
人
入
学
制
な
ど
入
学
者
選
抜
方
式
の
検
討

並
び
に
拡
大
、
教
育
内
容
の
改
善
、
就
職
活
動
の
拡
大
強
化
な
ど

一
連
の
施
策
を
総
合
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
不
要
不
急
の
業
務
の

廃
止
、
休
止
を
行
い
、
専
任
教
員
、
事
務
職
員
の
教
育

・
研
究

・
運
営
活
動
を
よ
り
効
率
的
に
行
う
よ
う
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

［員
保
潤

一
郎

・
柳
澤
雅

一
。
生
田
　
滋
］

第
五
節
　
国
際
関
係
学
部

四
六
五

滋 慰

一
九
八
七
年
四
月

一
日
～

一
九
九
〇
年
二
月
三

一
日

一
九
九
〇
年
四
月

一
日
～
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上ハ

第
六
節

教

養

課

程

一
　

設
立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
経
緯

今
日
、
大
学
の
あ
り
方
が
根
本
的
に
問
い
直
さ
れ
、
専
門
教
育
と

一
般
教
育

（教
養
）
の
枠
を
取
り
は
ず
す
と
い
う
大
学
の
カ
リ
キ

ュ

ラ
ム
の
枠
組
み
に
関
す
る
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
と
い
う
抜
本
的
な
改
正
が
は
か
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
本
学
に
お
い
て
は
、
従
来
の
教

員
組
織
と
し
て
の
教
養
課
程
の
解
体
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
際
、
大
学
教
育
に
お
け
る
教
養
課
程
の
足
跡
を
書
き
留
め
て
お
く

こ
と
は
、
本
学
の
将
来
を
考
え
る
う
え
で
も
意
味
が
あ
る
も
の
と
考
え
、
こ
の

「
大
東
文
化
大
学
七
〇
年
史
」
の
場
を
借
り
て
、　
一
般
教

育
科
目
等
の
教
養
課
程
の
設
立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
述
べ
て
み
た
い
。

い
わ
ゆ
る
新
制
大
学
が
発
足
し
た
の
は
、　
一
九
四
九

（昭
和
二
四
）
年
度

（
一
部
は

一
九
四
八
年
度
）
の
こ
と
で
あ
り
、
専
門
教
育
科

日
以
外
に
、　
一
般
教
育
等
の
制
度
が
採
用
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
の
設
置
基
準
に
よ
れ
ば
、　
一
般
教
育
科
目
等
の
授
業
科
目

。
必
修
単
位
は
、

一
般
教
育
科
日
と
し
て
人
文

・
社
会

・
自
然
の
各
分
野
か
ら
三
科
目

一
二
単
位
ず

つ
の
合
計
九
科
目
三
六
単
位
、
保
健
体
育
科
目
と
し
て

理
論
と
実
技
各
二
単
位
ず
つ
の
四
単
位
、
お
よ
び
外
国
語
科
目
と
し
て
外
国
語
八
単
位
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
総
合
計
単
位
数
は
四
八
単
位

と
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
設
置
基
準
は
、　
一
九
七

一

（昭
和
四
六
）
年
に

一
部
修
正
が
実
施
さ
れ
、　
一
般
教
育
科
目
に
つ
い
て
は
、

そ
の
授
業
科
目

・
必
修
単
位
の
う
ち
、
三
科
目

一
二
単
位
ま
で
は
外
国
語
科
目

・
基
礎
教
育
科
目

・
専
門
教
育
科
日
で
代
え
う
る
こ
と
と



な

つ
た
。
本
学
の
東
松
山
校
舎
に
お
け
る
教
養
課
程
は
、
こ
の

一
九
七

一

（昭
和
四
六
）
年
に
修
正
さ
れ
た
設
置
基
準
に
の
っ
と
つ
て
運

営
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
今
回
、
設
置
基
準
を
抜
本
的
に
見
直
す
た
め
、
大
学
審
議
会
に
お
い
て
調
査
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
答
申
が
は
か
ら
れ
、
大
学

設
置
基
準
の
大
綱
化
と
い
う
改
正
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
大
綱
化
は
、
ま
さ
に
教
養
課
程
の
抜
本
的
改
正
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
教
養
課
程
に
か
か
わ
る
部
分
に
つ
い
て
挙
げ
て
み
る
と
、
ま
ず
大
学
審
議
会
は
、　
一
般
教
育
の
理
念

・
目
標
を
実
現
す
る
こ

と
が

一
層
必
要
に
な
つ
て
い
る
と
し
な
が
ら
、　
一
般
教
育
科
目

（人
文

・
社
会

・
自
然
の
分
野
枠
も
外
す
）

・
外
国
語
科
目

・
保
健
体
育

科
目
と
専
門
教
育
科
日
と
の
枠
を
撤
廃
し
、
卒
業
要
件
の
総
単
位
数
は
従
来
通
り

一
二
四
単
位
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
旨
を
答
申
し
た
。

そ
こ
で
、
文
部
省
は
こ
の
答
申
に
基
づ
き
、　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
六
月
二
日
付

「大
学
設
置
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
に

よ
り
、
授
業
科
目
の
基
準

・
授
業
科
目
の
区
分

・
一
般
教
育
科
目

・
外
国
語
科
目

・
保
健
体
育
科
目

・
専
門
教
育
科
目
等
に
つ
い
て
定
め

て
い
た
大
学
設
置
基
準
の
第

一
八
条
な
い
し
第
二
四
条
を
削
除
し
、
こ
れ
に
か
え
て
新
た
に
第

一
九
条
お
よ
び
第
二
〇
条
を
定
め
た
。
こ

の

一
九
条
お
よ
び
二
〇
条
の
、
新
た
な
条
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第

一
九
条
　
大
学
は
、
当
該
大
学
、
学
部
お
よ
び
学
科
ま
た
は
課
程
等
の
教
育
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業
科
目
を
開

設
し
、
体
系
的
に
教
育
課
程
を
編
成
す
る
も
の
と
す
る
。
教
育
課
程
の
編
成
に
当
た

つ
て
は
、
大
学
は
、
学
部
等
の
専
攻
に
か
か
わ
る
専

門
の
学
芸
を
教
授
す
る
と
と
も
に
、
幅
広
く
深
い
教
養
お
よ
び
総
合
的
な
判
断
力
を
培
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
涵
養
す
る
よ
う
適
切
に
配

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
〇
条
　
教
育
課
程
は
、
各
授
業
科
目
を
必
修
科
日
、
選
択
科
目
お
よ
び
自
由
科
目
に
分
け
、
こ
れ
を
各
年
次
に
配
当
し
て
編
成
す

る
も
の
と
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
改
正
さ
れ
た
大
学
設
置
基
準
は
、　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
七
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

第
六
節

教
養
課
程

四
六
七
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四
六
八

こ
の
教
養
課
程
に
か
か
わ
る
抜
本
的
な
改
正
お
よ
び
施
行
は
、
わ
が
大
東
文
化
大
学
に
お
い
て
は
、
ひ
と
り
既
存
の
教
養
課
程
の
あ
り

方
を
問
う
ば
か
り
で
な
く
、
大
学
全
体
に
共
通
し
た
問
題
と
し
て
真
摯
に
受
け
と
め
、
ま
さ
に
全
学
が

一
致
協
力
し
て
、
将
来
の
展
望
に

当
た
っ
て
、
よ
り
充
実
し
た
大
学
像
を
目
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
［
小
澤
　
誠
］

二
　
教
養
課
程
の
運
営

教
養
課
程
は
、　
一
九
六
七

（昭
和
四
二
）
年
四
月
に
東
松
山
校
舎
が
開
設
さ
れ
た
と
き
教
養
部
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
し
て
、
四

年
後
の

一
九
七
〇

（昭
和
四
五
）
年
に
は
、
教
養
課
程
の
円
滑
な
運
営
を
は
か
る
た
め
に
教
養
課
程
委
員
会
と
改
称
し
、
所
属
の
専
任
教

員
に
よ
つ
て
組
織
さ
れ
た
。
委
員
会
に
は
、
委
員
長
お
よ
び

一
般
教
育
科
目

・
外
国
語
科
目

・
保
健
体
育
科
目
の
三
科
目
の
主
任
が
置
か

れ
、
現
在
ま
で
の
歴
代
の
委
員
長
と
二
科
目
主
任
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

教
養
課
程
委
員
会
委
員
長

（※
は
教
養
部
長
）

村
田
　
克
巳
　
※

一
九
六
七

（昭
和
四
二
）

酒
井
　
清
六
　
※

一
九
六
九

（昭
和
四
四
）

酒
井
　
清
六
　
　
一
九
七
〇

（昭
和
四
五
）

早
崎
謙
次
郎
　
　
一
九
七
二

（昭
和
四
七
）

井
上
　
隆

一
　

　

一
九
七
六

（昭
和
五

一
）

澤
田
　
　
章
　
　
一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）

日

～

日

～

日

～

日

～

日

～

日

～

年
四
月

一

年
四
月

一

年
四
月

一

年
四
月

一

年
四
月

一

年
四
月

一

一
九
六
九

一
九
七
〇

一
九
七
二

一
九
七
六

一
九
八
〇

一
九
八
二

（昭
和
四
四
）

（昭
和
四
五
）

（昭
和
四
七
）

（昭
和
五

一
）

（昭
和
五
五
）

（昭
和
五
七
）

年
三
月
二

一
日

年
二
月
二

一
日

年
二
月
二

一
日

年
三
月
三

一
日

年
二
月
三

一
日

年
三
月
二

一
日



穂
積

小
日

杉
沢

小
澤

重
行

信
吉

和
雄誠

一
九
八
二

一
九
八
四

一
九
八
八

一
九
九
〇

一
般
教
育
科
目
主
任

横
山
　
七
郎

伊
地
知
大
介

酒
井
　
清
六

中
嶋
　
　
敏

伊
地
知
大
介

小
日
　
信
吉

和
田
　
　
優

脇
田
　
武
光

広
井
　
大
三

芳
賀
　
　
薫

小
原
　
雅
俊

矢
田
部
順
吉

第
六
節

教
養
課
程

（昭
和
五
七
）
年
四
月

一
日
～

一
九
八
四

（昭
和
五
九
）
年
四
月

一
日
～

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
四
月

一
日
～

一
九
九
〇

（平
成
　
一
一）
年
七
月

一
日
～

（昭
和
五
九
）
年
二
月
三

一
日

（昭
和
六
三
）
年
二
月
三

一
日

（平
成
　
二
）
年
六
月
三
〇
日

一
九
七
三

一
九
七
五

一
九
七
七

一
九
七
九

一
九
八

一

一
九
八
二

一
九
八
三

一
九
八
五

一
九
八
七

一
九
八
九

一
九
九

一

一
九
九
二

（昭
和
四
八
）

（昭
和
五
〇
）

（昭
和
五
二
）

（昭
和
五
四
）

（昭
和
五
六
）

（昭
和
五
七
）

（昭
和
五
八
）

（昭
和
六
〇
）

（昭
和
六
二
）

（平
成
　
元
）

（平
成
　
一二
）

（平
成
　
五
）

年
六
月
一

年
四
月
一

年
四
月
一

年
四
月
一

年
四
月
一

年
四
月

年
四
月
一

年
四
月
一

年
四
月
一

年
四
月

年
四
月

年
四
月

三

日
～

三

日
～

一五
日
～

一五
日
～

一五
日
～

一
日
～

一五
日
～

一五
日
～

一五
日
～

一
日

～

一
日

～

一
日

～

一
九
七
五

一
九
七
七

一
九
七
九

一
九
八

一

一
九
八
二

一
九
八
三

一
九
八
五

一
九
八
七

一
九
八
九

一
九
九

一

一
九
九
二

（昭
和
五
〇
）

（昭
和
五
二
）

（昭
和
五
四
）

（昭
和
五
六
）

（昭
和
五
七
）

（昭
和
五
八
）

（昭
和
六
〇
）

（昭
和
六
二
）

（平
成
　
元
）

（平
成
　
一二
）

（平
成
　
五
）

年
四
月
二
〇
日

年
四
月
二
四
日

年
四
月
二
四
日

年
四
月
二
四
日

年
二
月
二

一
日

年
四
月
二
四
日

年
四
月
二
四
日

年
四
月
二
四
日

年
二
月
二

一
日

年
二
月
三

一
日

年
三
月
三

一
日

四
六
九
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外
国
語
科
目
主
任

野
口
　
正
之

岡
　
　
清
志

杉
沢
　
和
雄

藤
島
　
秀
麿

杉
沢
　
和
雄

牛
島
　
徳
次

鈴
木
　
謙
三

渡
辺
栄
太
郎

保
健
体
育
科
目
主
任

田
島
　
侃
光

依
田
熊
二
郎

小
澤
　
　
誠

青
葉
　
昌
幸

一
九
七
三

一
九
七
五

一
九
七
七

一
九
七
九

一
九
八

一

一
九
八
三

一
九
八
五

一
九
八
七

一
九
八
九

一
九
九

一

一
九
九
二

（昭
和
四
八
）

（昭
和
五
〇
）

（昭
和
五
二
）

（昭
和
五
四
）

（昭
和
五
六
）

（昭
和
五
八
）

（昭
和
六
〇
）

（昭
和
六
二
）

（平
成
　
元
）

（平
成
　
一二
）

（平
成
　
五
）

一
九
七
五

一
九
七
七

一
九
七
九

一
九
八

一

一
九
八
三

一
九
八
五

一
九
八
七

一
九
八
九

一
九
九

一

一
九
九
二

（昭
和
五
〇
）

（昭
和
五
二
）

（昭
和
五
四
）

（昭
和
五
六
）

（昭
和
五
八
）

（昭
和
六
〇
）

（昭
和
六
二
）

（平
成
　
元
）

（平
成
　
一二
）

（平
成
　
五
）

年
四
月
二
〇
日

年
四
月
二
四
日

年
四
月
二
四
日

年
四
月
二
四
日

年
四
月
二
四
日

年
四
月
二
四
日

年
四
月
二
四
日

年
二
月
二

一
日

年
二
月
二

一
日

年
二
月
二

一
日

飯 青 荒
田 木 屋

隆 啓
昭 輔 勘

一
九
七
三

一
九
七
五

一
九
八
五

一
九
八
九

年
六
月
一

年
四
月
一

年
四
月
一

年
四
月
一

年
四
月
一

年
四
月
一

年
四
月
一

年
四
月
一

年
四
月

年
四
月

年
四
月

三

日
～

三

日
～

一五
日
～

一五
日
～

一五
日
～

一五
日
～

一五
日
～

一五
日
～

一
日

～

一
日

～

一
日

～

（昭
和
四
八
）
年
六
月
二

一
日
～

一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
四
月
二

一
日
～

一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年
四
月
二
五
日
～

一
九
八
九

（平
成
　
元
）
年
四
月
　
一
日
～

一
九
九

一

（昭
和
五
〇
）
年
四
月
二
〇
日

（昭
和
六
〇
）
年
四
月
二
四
日

（平
成
　
元
）
年
二
月
二

一
日

（平
成
　
三
）
年
三
月
二

一
日

四
七
〇



佐
藤
　
明
弘
　
一
九
九

一

（平
成
　
三
）
年
四
月
　
一
日
～

こ
う
し
て
、
教
養
課
程
委
員
会
の
も
と
で
、
教
養
課
程
の
専
任
教
員
が

一
丸
と
な

つ
て
教
養
課
程
の
向
上
と
発
展
に
つ
と
め
、　
一
九
八

七

（昭
和
六
二
）
年
に
は
二
〇
周
年
を
迎
え

「
二
〇
周
年
記
念
論
文
集
」
も
出
版
さ
れ
た
。
現
在

（
一
九
九
二

〈
平
成
四
〉
年
度
）
、
教

養
課
程
の
専
任
教
員
は
、　
一
般
教
育
科
目
二
五
名

（人
文
分
野

一
五
名
、
社
会
分
野

一
〇
名
、
自
然
分
野

一
〇
名
）
、
外
国
語
科
目
四
八

名

（英
語
二
三
名
、
中
国
語

一
〇
名
、
ド
イ
ツ
語
五
名
、
フ
ラ
ン
ス
語
六
名
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

一
名
、
日
本
語
三
名
）
、
保
健
体
育
科

目

一
三
名
の
合
わ
せ
て
九
六
名
か
ら
な
り
、
五
学
部

一
二
学
科
の

一
、
二
年
次
生
、
総
数
七
、　
一
九
九
名

（
一
九
九
二
年
九
月

一
日
現
在
）

の
学
生
の
教
育
に
携
わ
つ
て
い
る
。

東
松
山
校
舎
は
、
東
松
山
市
の
南
に
位
置
し
、
埼
玉
県
立
比
企
丘
陵
自
然
公
園
に
含
ま
れ
、
比
企
南
丘
陵

（物
見
山
丘
陵
）
の
東
側
の

最
高
標
高
を
も

つ
物
見
山
に
接
す
る
見
晴
ら
し
の
よ
い
場
所
に
あ
る
。　
一
九
六
七
年
に
東
松
山
校
舎
が
開
設
さ
れ
て
以
来
、
本
学
は
、

年
々
質
と
量
と
の
両
面
で
飛
躍
的
な
趨
勢
を
た
ど
る

一
方
で
、
施
設
や
設
備
の
増
設
に
も
力
が
注
が
れ
る
よ
う
に
な
り
、
教
養
課
程
の
充

実
を
目
ざ
し
、
東
松
山
キ
ヤ
ン
パ
ス
の
総
合
的
開
発
事
業
が
本
格
的
に
進
め
ら
れ
た
。
特
に
、
大
学
の
教
育
研
究
活
動
は
も
と
よ
り
、
学

生
生
活
全
般
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
、
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
や
、
情
報
処
理
能
力
を
有
し
、
高
い
機
能
性
を
備
え
た
図
書
館

の
設
置
が
切
望
さ
れ
、
本
学
創
立
六
〇
周
年
記
念
の

一
環
と
し
て
、　
一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
に
記
念
図
書
館
が
完
成
し
た
。
本
図
書

館
は
、
地
下
三
階
、
地
上
四
階
か
ら
な
り
、
約
八
〇
万
冊
の
蔵
書
収
容
能
力
を
も
ち
、
各
種
資
料
室
、
オ
ー
デ
イ
オ
ビ
ジ

ェ
ア
ル
、
電
算

処
理
関
連
、
グ
ル
ー
プ
研
究
室
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
学
生
に
最
も
親
し
ま
れ
る
施
設
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
図
書
館
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
る
。
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
最
も
賑
や
か
な
場
所
が
、

五
つ
の
学
生
食
堂
な
ど
の
あ
る
第

一
厚
生
棟
で
あ
る
。
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
正
面
に
あ
る
こ
の
建
物
は
、
談
話
や
会
食
、
サ
ー
ク
ル
な
ど

第
六
節

教
養
課
程

四
七

一
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の
集
合
場
所
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
学
生
た
ち
は
、
メ
ニ
ュ
ー
や
雰
囲
気
に
特
色
の
あ
る
五
つ
の
学
食
を
上
手
に
使
い
分
け
て
い
る

よ
う
だ
。
ま
た
、
こ
の
第

一
厚
生
棟
の
横
は
屋
外
ス
テ
ー
ジ
の
あ
る
レ
ン
ガ
敷
き
の
広
場
に
な
つ
て
お
り
、
憩
い
の
場
と
し
て
盛
ん
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。
昼
休
み
や
放
課
後
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
を
使
つ
て
催
し
物
が
開
か
れ
る
こ
と
も
多
い
。
図
書
館
の
隣
に
は
各
種
の
イ
ベ
ン

ト
の
舞
台
と
な
る
記
念
講
堂
が
、
そ
の
先
に
は
屋
内
プ
ー
ル
も
併
設
さ
れ
て
い
る
総
合
体
育
館
が
あ
る
。

講
義
や
ゼ
ミ
に
使
用
す
る
大
小
の
講
義
室
や
Ｌ
Ｌ
教
室
な
ど
の
特
別
教
室
も
完
備
さ
れ
た
こ
の
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
今
、
特
に
注

目
さ
れ
て
い
る
の
が
、　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
に
開
設
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
‐オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム
で
あ
る
。
マ
ツ
キ
ン
ト
ツ
シ
ュ
や
Ｆ
Ｍ
‐

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｓ
な
ど
最
新
型
パ
ソ
コ
ン
九
台
が
設
置
さ
れ
た
こ
の
施
設
は
、
学
生
が
自
由
に
使
用
で
き
る
名
称
通
り
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

で
、
施
設
の
運
営
も
学
生
自
治
会
に
任
さ
れ
て
い
る
。

東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
カ
ル
チ
ャ
ー
モ
ー
ル
は
、
全
長
三
〇
〇

ｍ
に
も
達
す
る
ド
ー
ム
状
の
通
路
で
、
広
大
な

キ
ヤ
ン
パ
ス
を

一
直
線
に
貫
い
て
い
る
。
周
囲
に
広
が
る
美
し
い
景
色
と
ド
ー
ム
内
に
流
れ
て
い
る
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
気
分
よ

く
構
内
を
移
動
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
快
適
な
キ
ヤ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
過
ご
す
上
で
欠
か
せ
な
い
施
設
や
設
備
の
充
実
が
は
か
ら
れ
て
き
た
。

さ
て
、
本
学
の
教
養
課
程
に
は
、
人
文

・
社
会

，
自
然
の
三
分
野
に
ま
た
が
る

一
般
教
育
科
目
の
ほ
か
に
、
外
国
語
科
目
と
保
健
体
育

科
目
が
配
さ
れ
て
い
る
。
広
い
視
野
に
立
つ
て
世
界
を
見
、
自
分
自
身
を
展
望
す
る
こ
と
の
で
き
る
青
年
の
育
成
に
も
力
を
注
ぎ
、
専
門

知
識
だ
け
の
偏
狭
さ
に
東
縛
さ
れ
な
い
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
養
人
の
育
成
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
専
門
課
程

へ
の
架
け
橋
と
し

て
専
門
科
目
を
も
配
置
し
、
学
生
が

一
般
知
識
と
の
接
点
を
見
い
出
せ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
各
分
野
の
教
員
が
特
定
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
講
義
す
る
学
際
的
な
各
種
の

「総
合
講
義
」
の
ほ
か
に
、
教
員
有
志
に
よ
る
自
主
教
養
ゼ
ミ
も
開
設
さ
れ
、
ま
た
国
際
化
、
情
報

化
に
対
応
し
た
情
報
処
理
教
育
も
そ
の
関
連
施
設

・
設
備
の
充
実
と
と
も
に
本
学
教
養
課
程
の
特
色
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。



一
般
教
育
科
目

一
般
教
育
科
目
は
人
文
分
野
、
社
会
分
野
、
自
然
分
野
か
ら
成
り
立

つ
て
い
る
。　
一
般
教
育
科
目
は
、
単
に
高
等
学
校
教
育
の
延
長
線

上
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
学
問
的
思
考
、
創
造
的
思
考
の
涵
養
を
目
的
と
し
て
そ
の
充
実
に
努
め
て
き
た
。
ま
た

「
総
合
講
義
」
は
三

～
四
名
の
教
員
が

一
つ
の
共
通
テ
ー
マ
で
講
義
を
担
当
す
る
も
の
で
、　
一
九
八
四

（昭
和
五
九
）
年
度
か
ら
開
講
さ
れ
、
テ
ー
マ
に
よ
つ

て
は
学
外
の
専
門
家
も
参
加
し
て
い
る
。

一
般
教
育
科
目
の
履
修
に
つ
い
て

一
般
教
育
科
目
は

一
、
二
年
次
に
お
い
て
、
教
育
学
科
の
学
生
は
三
六
単
位
、
日
本
文
学
科

・
中
国
文
学
科

・
英
米
文
学
科

・
経
済
学

科

・
経
営
学
科

。
中
国
語
学
科

・
英
語
学
科

・
法
律
学
科

・
政
治
学
科

・
国
際
関
係
学
科

・
国
際
文
化
学
科
の
学
生
は
二
四
単
位
を
取
得

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
人
文

・
社
会

・
自
然
の
三
分
野
の
単
位
を
含
む
も
の
と
す
る
。

社会分野 人文分野
区

　

分

′い

理

学

経

済

学

政

　

　

　

治

　

　

　

学

社

△
一

学

法

学

地

理

学

美

術

文

学

歴

史

倫

理

学

論

理

学

哲

学

学

　

　

科

　

　

目

ス
４ 4 ′

４ ‘４ ‘４ ′４ ′４ ′
４ ／

４
′４ ・４ ′

４

単

位

第
六
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教
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と
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化
）
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義
２

（社
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と
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）

総
合
講
義
１
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然
と
人
間
）

情

報

処

理

地

学

化

学

物

理

学
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物
　
　
　
　
学

自
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科
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諭
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学
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学
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※

「総
合
講
義
」
科
目
は
、
自
由
に
履
修
で
き
る
が
、
卒
業
の
要
件
と
し
て
認
め
ら
れ
る
単
位
は
四
単
位
の
み
で
あ
る
。

※

「総
合
講
義
」
は
、
各
分
野
の
最
低
修
得
単
位

（四
単
位
）
に
充
当
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

※
経
済
学
科
の
学
生
は
、
社
会
分
野
の
う
ち
、
「経
済
学
」
（経
済
学
科
生
用
）
を
含
み
二
科
目
八
単
位
以
上
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※
国
際
関
係
学
部
国
際
関
係
学
科
の
学
生
は
、
社
会
分
野
の

「法
学
」
「社
会
学
」
「政
治
学
」
「
経
済
学
」
の
う
ち
、
二
科
目
八
単
位
以
上
を
修
得
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※
国
際
関
係
学
部
国
際
文
化
学
科
の
学
生
は
、
人
文
分
野
の

「歴
史
」
「美
術
」
お
よ
び
社
会
分
野
の

「文
化
人
類
学
」
の
う
ち
、
二
科
目
八
単
位
以

上
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※
法
律
学
科
の
学
生
に
あ
つ
て
は
、
「法
学
」
（法
律
学
科
生
用
）、
政
治
学
科
の
学
生
に
あ
っ
て
は

「政
治
学
」
（政
治
学
科
生
用
）
を
そ
れ
ぞ
れ

一

年
次
に
履
修
す
る
こ
と
。

※
教
育
職
員
免
許
状
取
得
に
あ
っ
て
は

「法
学
」
は
必
修
と
す
る
。

外
国
語
科
目

本
学
の
外
国
語
科
目
に
は
、
欧
米
の
諸
言
語
の
ほ
か
に
、
ア
ジ
ア
の
諸
言
語
を
配
し
て
特
色
を
出
し
て
い
る
。
外
国
語
の
学
習
は
、
専

門
研
究
の
手
段
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
の
国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
に
も
必
要
不
可
欠
の
も

の
で
あ
る
。
本
学
で
は
、
多
く
の
ネ
イ
テ
イ
プ
‐
ス
ピ
ー
カ
ー
を
揃
え
、
実
用
語
学
の
強
化
に
努
め
る

一
方
、
語
学
教
育
研
究
所
の
講
習

会
や
少
数
の
語
学
ゼ
ミ
な
ど
を
通
じ
、
語
学
学
習
に
よ
り
多
く
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｌ
Ｌ
等
の
視
聴
覚
教
育
施
設
を
備
え
、

学
生
の
自
学
自
習
に
も
便
宜
を
与
え
て
い
る
。
外
国
語
科
日
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
が
、
学
生
は
こ
の
う
ち
、
二
か
国
語
以
上
を
修
得
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



外
国
語
科
目
の
履
修
に
つ
い
て

本
学
で
は
、
外
国
語
科
日
と
し
て
英
語

・
中
国
語

・
ド
イ
ツ
語

・
フ
ラ
ン
ス
語

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

・
ロ
シ
ア
語

・
ス
ペ
イ
ン
語
を
開

設
し
て
い
る
。
学
生
は
、
第

一
外
国
語
と
第
二
外
国
語
の
二
か
国
語

（外
国
語
学
部
中
国
語
学
科
、
英
語
学
科
、
国
際
関
係
学
部
国
際
関

係
学
科

・
国
際
文
化
学
科
の
学
生
に
あ

つ
て
は
、
第

一
外
国
語
の
み
）
を
次
の
表
に
従

つ
て
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
済
学
科

英
米
文
学
科

中
国
文
学
科

教
育
学
科

日
本
文
学
科

学
　

科

英

　
語

英

　

語

中
国
語

英
　
語

ま
た
は

中
国
語

第

一
外
国
語

０
０

単
位

中

国

語

ド
イ
ツ
語

ン
尺

一
動

一
印

″
科

「

一

フ
ラ
ン
ス
語

ま
た
は

ド
イ
ツ
語

英

　
　
語

英

　

語

中

国

語

フ
ラ
ン
ス
語

ド
イ
ツ
語

一科目選択

第

二
外
国
語

′
４

ρ
０

И
４ ｂ^ ′

４
単
位

第

一
外
国
語

を
中
国
語
と

し
た
場
合
、

第
二
外
国
語

は
英
語
と
す

る
。 備

　
　
考

第
六
節

教
養
課
程

国
際
関
係
学
科

国
際
文
化
学
科

法
律
学
科

政
治
学
科

英
語
学
科

中
国
語
学
科

経
営
学
科

英

　

語

英

　
語

英

　

語

中
国
語

Ｒ

）

（
ё

10

ド
イ
ツ
話
・中
国
語

フ
ラ
ン
ス
語

ロ
シ
ア
語

・

ス
ペ
イ
ン
語

ン一択一腿
）
一

英
語
学
科
で
は
本
表
の
所
要
単
位
数
に
か
か
わ
ら
ず
、

第
一
外
国
語
は
、
会
議

（Ｉ
Ｃ
）
を
含
め
１０
単
位
を
取

得
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

フ
ラ
ン
ス
語

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

ハ
０四

七
五
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保
健
体
育
科
目

保
健
体
育
科
目
は
理
論
と
実
技
か
ら
な
り
、
必
修
科
目
と
し
て

一
、
二
年
次
生
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
理
論

・
実
技
と
も
に
授
業
を
通

じ
て
正
し
い
健
康
観

・
体
育
観
を
把
握
さ
せ
、
学
生
生
活
の
基
本
と
な
る
健
康

・
体
力
に
つ
い
て
科
学
的
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ

れ
を
維
持

・
増
進
さ
せ
、
変
動
す
る
現
代
社
会
に
適
合
で
き
る
社
会
性
の
育
成
、
ひ
い
て
は
人
間
性
を
陶
冶
育
成
し
、
価
値
あ
る
社
会
生

活
の
基
礎
を
つ
く
ら
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

保
健
体
育
科
目
の
履
修
に
つ
い
て

保
健
体
育
の
教
科
は
必
修
科
日
で
あ
る
か
ら
、
保
健
体
育
に
関
す
る
講
義
お
よ
び
実
技
を
そ
れ
ぞ
れ
各
二
単
位
、
計
四
単
位
を
二
年
間

の
う
ち
に
必
ず
単
位
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

保
健
体
育
の
講
義
に
は
、
体
育
理
論
の
講
義
と
保
健
衛
生
の
講
義
が
あ
り
、
二
つ
の
講
義
を
前
期

（
四
月
～
九
月
二
〇
日
）
、
後
期

（九
月
二

一
日
～
二
月
）
に
分
け
て

一
講
義
ず

つ
履
修
し
、
そ
れ
ぞ
れ

一
単
位
ず

つ
二
単
位
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
授
業
は
ク

ラ
ス
に
よ
り
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
時
間
割
に
し
た
が
つ
て
履
修
す
る
こ
と
。

体
育
実
技
は
、　
一
年
間
に

一
種
日
、　
一
単
位
を
原
則
と
し
て
、
二
年
間
で
二
種
日
、
二
単
位
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

保

　

健

体

　

育

（４
単
位
）

総

　

単

　

位

体

育

実

技

体

育

実

技

保

健

衛

生

体

育

理

論

科

目

単

位

ｎ
Ｚ

履

修

年

次



外
国
人
留
学
生
に
関
す
る
日
本
語
科
目
等

外
国
人
留
学
生
に
対
し
て
は
、
そ
の
修
学
目
的
に
即
し
て
合
理
的
に
教
育
効
果
が
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
日
本
語
に
関
す
る
授
業
科
目

（「
日
本
語
科
目
等
」
と
い
う
）
を
開
設
し
て
お
り
、
こ
れ
を
代
替
履
修
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
履
修
上
の
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
、
か
つ
日

本
語
能
力
の

一
層
の
向
上
を
は
か
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

外
国
人
留
学
生
の
一
般
教
育
科
目

・
外
国
語
科
目

・
保
健
体
育
科
目
の
履
修
に
つ
い
て

そ
の
履
修
方
法
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
　
所
属
す
る
学
科
に
関
係
な
く
、
取
得
す
べ
き

一
般
教
育
科
目
の
単
位
の
う
ち

一
六
単
位
ま
で
を
日
本
語
科
目
等
の
単
位
で
代
替

す
る
。
た
だ
し
、　
一
般
教
育
科
日
の
取
得
は
、
人
文

・
社
会

・
自
然
の
三
分
野
に
わ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
　
第

一
外
国
語
八
単
位
、
な
ら
び
に
保
健
体
育
科
目
四
単
位
の
う
ち
講
義
二
単
位
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
語
科
目
等
の
単
位
で
代

替
す
る
。
体
育
実
技
に
つ
い
て
は
、
留
学
生
特
設
体
育

（
一
年
次
の
み
）
を
履
修
す
る
こ
と
。

③
　
第
二
外
国
語
の
履
修
は
、
所
属
す
る
学
科
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
四
単
位
ま
た
は
六
単
位
を
履
修
す
る
こ
と
。

④
　
日
本
語
科
目
等
の
授
業
科
目
は
、　
一
、
二
年
次
に
お
い
て
二
六
単
位
履
修
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

進
級
に
つ
い
て

本
学
で
は
、
進
級
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
教
養
課
程
の
二
年
間
で
、　
一
般
教
育
科
目

・
外
国
語
科
日

・
保
健
体
育
科
目
の
所

定
の
単
位
を
取
得
で
き
な
か
つ
た
者
は
、
専
門
課
程

（三
、
四
年
次
）
に
進
級
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

《
進
級
規
程

（抜
粋
）
》

第

一
条
　
教
養
課
程
か
ら
専
門
課
程
に
進
級
す
る
に
は
、
第
二
条
に
定
め
る
各
科
日
の
単
位
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
節

教
養
課
程

四
七
七
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第
二
条
　
前
条
に
定
め
る
各
科
目
の
単
位
は
次
の
通
り
と
す
る
。

１
　

一
般
教
育
科
目
　
　
二
四
単
位

２
　
外

国

語

科

目

　

第

一
外
国
語
　
八
ま
た
は

一
〇
単
位

第
二
外
国
語
　
四
ま
た
は
六
単
位

３
　
保
健
体
育
科
目
　
　
四
単
位

第
二
条
　
第
二
条
に
定
め
る
各
科
目
の
単
位
を
取
得
で
き
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
教
授
会
の
審
議
を
経
て
再
試
験
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
な
お
、
国
際
関
係
学
部
の
学
生
に
あ
つ
て
は
、　
一
年
次
必
修
専
門
科
目
を
進
級
の
要
件
に
加
え
る
。

国
際
関
係
学
部

一
年
次
配
当
必
修
専
門
科
目

世
界
の
中
の
ア
ジ
ア
　
　
四
単
位

（通
年
）

ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
　
　
四
単
位

（通
年
）

ア
ジ
ア
地
域
概
論
　
　
　
二
単
位

（半
期
）

地
域
言
語

（三
科
目
）
　

六
単
位

（通
年
）

計
　
　
一
六
単
位

（注
）

１
　

一
般
教
育
科
目
の
卒
業
要
件
単
位
が
、
進
級
規
程
の
同
単
位

（
二
四
単
位
）
を
上
回
る
学
部

・
学
科

（教
育
学
科
三

六
単
位
）
に
あ

つ
て
は
、
進
級
条
件
に
抵
触
し
な
い
と
い
え
ど
も

一
、
二
年
次
に
お
い
て
卒
業
に
要
す
る

一
般
教
育
科

目
の
全
単
位
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
外
国
語
学
部

。
国
際
関
係
学
部
の
学
生
に
あ
つ
て
は
、
第
二
外
国
語
は
卒
業
要
件
科
目
と
し
て
開
設
さ
れ
て
い
な
い

の
で
進
級
条
件
の
対
象
と
な
ら
な
い
。



３
　
進
級
規
程
第
三
条

の
再
試
験
は
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
以
降
実
施
し
な

い
。

公
開
講
座
に
つ
い
て

本
学
で
は
、
社
会
に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
公
開
講
座
を
開
設
し
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
に
努
め
て
い
る
。
東
松
山
校
舎
に
お
い
て

は
、
教
養
課
程
主
催
の
公
開
講
座
を
行
つ
て
い
る
。

教
養
課
程
公
開
講
座

第

一
回

（
一
九
八
六
年
）
「
現
代
の
社
会
と
は
」

小
日
　
信
吉
　
　
現
代
の
社
会
と
は
―

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
作
る
世
界
―

大
塚
正
八
郎
　
　
健
や
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
築
こ
う
―

ス
ポ
ー
ツ
と
酒
と
た
ば
こ
と
な
ど
―

本
間
　
　
修
　
　
現
代
人
は
何
故
死
に
急
ぐ

中
村
　
邦
生
　
　
幻
想
と
し
て
の

〈
余
暇
〉
―
―
現
代
芸
術
と
遊
び
の
イ
メ
ー
ジ
ー
ー

五
十
嵐
明
宝
　
　
心
に
豊
か
さ
を
―
―
余
暇
と
精
神
文
化
―
―

第
二
回

（
一
九
八
七
年
）
「
現
代
に
生
き
る
―

家
族
に
つ
い
て
―

」

小
日
　
信
吉
　
　
家
族
の
歴
史

矢
田
部
順
吉
　
　
信
頼
形
成
の
場
と
し
て
の
家
族

佐
藤
　
明
弘
　
　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
非
行
防
止
に
つ
い
て

劉
　
　
　
力
　
　
中
国
の
青
年

広
井
　
大
〓
一　
　
家
族
法
の
中
の
離
婚

第
六
節

教

養
課
程

四
七
九
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第
二
回

（
一
九
八
八
年
）
「
現
代
に
生
き
る
」

杉
沢
　
和
雄
　
　
日
本
語
の
中
の
外
国
語

加
治
　
　
明
　
　
ア
ジ
ア
諸
社
会
の
理
解

池
学
　
　
鎮
　
　
中
国
人
の
生
活

柴
田
　
敏
夫
　
　
氏

・
戸
籍
と
親
族
関
係

青
葉
　
昌
幸
　
　
子
供
た
ち
の
将
来
と
ス
ポ
ー
ツ

第
四
回

（
一
九
八
九
年
）
「
現
代
に
生
き
る
」

本
間
　
　
修
　
　
現
代
人
の
ス
ト
レ
ス

奥
田
　
四
郎
　
　
地
域
環
境
を
考
え
る

萩
原
　
博
子
　
　
一
八
八
九
年
の
イ
ギ
リ
ス
文
芸
に
つ
い
て

斉
藤
　
　
貢
　
　
ダ
イ

エ
ツ
ト
と
運
動

鈴
木
　
謙
三
　
　
現
代
に
生
き
る
ハ
イ
ネ

第
五
回

（
一
九
九
〇
年
）
「
現
代
に
生
き
る
」

荒
屋
　
　
勘
　
　
隣
邦
中
国
の
人
と
言
葉

永
井
　
健
晴
　
　
西
欧
近
代
の
意
味

ジ
ヤ
ニ
ー
ン

・
バ
イ
チ
マ
ン
　
　
与
謝
野
晶
子

馬
場
　
　
勇
　
　
高
度
情
報
社
会
に
お
け
る
情
報
の
本
質

小
林
　
克
明
　
　
中

・
高
年
と
ス
ポ
ー
ツ

四
八
〇



第
六
回

（
一
九
九

一
年
）
「
現
代
に
生
き
る
」

永
戸
　
　
健
　
　
緑
を
考
え
る
―
―

埼
玉
の
自
然
植
生
か
ら
―
―

武
内
　
政
幸
　
　
現
代
の
生
活
と
ス
ポ
ー
ツ

岡
村
　
宗
二
　
　
日
本
経
済
の
成
長
と
貿
易
摩
擦

出
水
　
慈
子
　
　
国
際
化
と
私
た
ち

三
井
田
圭
右
　
　
中
国
の
資
本
主
義
的
地
域

第
七
回

（
一
九
九
二
年
）
「
現
代
に
生
き
る
―

‥混
迷
す
る
世
界
の
中
で
―

」

竹
内
　
亮
夫
　
　
ソ
連
邦
崩
壊
と
市
場
経
済
移
行

中
村
　
邦
生
　
　
〈
モ
ダ
ン
〉
の
行
方
―

芸
術
表
現
の
今
―

馬
場
　
　
勇
　
　
混
乱
す
る
放
送
と
通
信
シ
ス
テ
ム

新
井
　
義
久
　
　
中
高
年
層
の
体
力
と
ス
ポ
ー
ツ

五
十
嵐
明
宝
　
　
戦
争
と
平
和
の
狭
間
に
み
る
人
間
の
諸
相

現
在
、
文
部
省
に
よ
る

「
大
学
設
置
基
準
」
の
改
正
に
伴
い
、
「
教
養
課
程
」
と

「
専
門
課
程
」
の
枠
が
取
り
は
ず
さ
れ
、
大
学
独
自

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
編
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
大
東
文
化
大
学
と
し
て
も
、
大
学
の
将
来
を
展
望
し
つ
つ
、
大
学
教
育
の
改
善
に
向
け
て

議
論
を
重
ね
て
お
り
、
教
養
課
程
と
し
て
は
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
六
月
の
教
養
課
程
委
員
会
に
お
い
て
、
大
学
設
置
基
準
大
綱
化

に
伴
う
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
中
に
教
養
課
程
将
来
検
討
委
員
会
と
新
学
部
設
置
準
備
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
将
来
に
お
け
る
本

学
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
す
る
作
業
に
着
手
し
た
。
新
学
部
設
置
準
備
委
員
会
は
、
現
教
養
課
程
所
属
教
員
を
中
心
に
、
本
学
の
教
育
の

理
念
や
目
標
を
補
完

・
充
実
し
う
る
新
た
な
学
部
設
置
構
想
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
お
り
、　
一
方
、
教
養
課
程
将
来
検
討
委
員
会
は
、

第
六
節

教
養
課
程

四
八

一
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課
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四
八
二

本
学
に
お
け
る
今
後
の
教
養
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
検
討
し
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
改
革
と
そ
れ
に
伴
う
教
育

・
教
員
組
織
の
改
編

の
た
め
に
提
案
を
取
り
ま
と
め
る
作
業
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
教
養
課
程
の
将
来
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
組
織
や
運
営
を
合
め
た
全
学
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
目
下
厳
し
い
試
練

に
立
ち
向
か
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
岡
田
宏
二
］
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第

一
節

大

学

院

一
　

文

学

研

究

科

０

創
設
年
月
日

「
大
学
の
沿
革
」
に
詳
し
い
が
、
文
学
研
究
科
の
項
を
再
掲
す
る
。

日
本
文
学
専
攻

修
士
課
程
　
一
九
六
四

（昭
和
二
九
）
年
三
月
認
可
四
月
開
講

博
士
課
程
　
一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
三
月
認
可
四
月
開
講

中
国
学
専
攻

修
士
課
程
　
一
九
六
四

（昭
和
三
九
）
年
三
月
認
可
四
月
開
講

博
士
課
程
　
一
九
六
七

（昭
和
四
二
）
年
二
月
認
可
四
月
開
講

英
文
学
専
攻

修
士
課
程
　
一
九
七
八

（昭
和
五
三
）
年
二
月
認
可
四
月
開
講

第

一
節

大

学

院

四
八
五



第
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章
　
大
学
院

・
専
攻
科

・
別
科

・
留
学
生

四
八
六

０
　
文
学
研
究
科
の
現
状

文
学
専
攻
と
い
う
主
目
的
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
、
他
の
経
済
学
専
攻

・
法
学
専
攻
と
い
う
、
い
わ
ば
実
学
と
は
異
な
つ
て
、
純
然
た
る

知
識
教
養
の
取
得
、
そ
れ
を
通
し
て
の
、
思
考
の
深
化

・
感
受
性
の
陶
冶

・
人
間
形
成
と
い
う
、
人
間
の
本
質

・
生
き
方
に
直
接
す
る
学

問
の
場
で
あ
り
、　
一
般
的
に
は
、
将
来
研
究
者
と
し
て
独
立
す
る
た
め
の
基
盤
養
成
を
そ
の
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
機
関
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
時
代
の
超
勢
か
ら
す
れ
ば
、
今
後
ま
す
ま
す
本
研
究
科
の
学
生
の
将
来
は
、
必
ず
し
も
安
穏
な
も

の
で
な
い
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
下
、
文
学
研
究
科
の
現
状
に
つ
い
て
、
そ
の

一
端
を
記
す
。

日
本
文
学
専
政

「
日
本
文
学
」
お
よ
び

「
日
本
語
学
」
の
専
門
的
な
研
究
者
を
目
ざ
し
て
在
籍
す
る
院
生
た
ち
に
は
、　
一
人
で
も
多
く
課
程
博
士
が
誕

生
す
る
よ
う
に
鞭
撻
し
つ
つ
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
界
の
中
堅
レ
ベ
ル
で
研
究
活
動
に
従
事
で
き
る
よ
う
な
研
究
者
を
養

成
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
独
善
的
な
研
究
に
な
ら
ず
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
立
場
か
ら
事
実
に
立
脚
し
た

一
般
性
を
論
証
す
る
よ
う

な
研
究
者
の
育
成
を
期
し
て
い
る
。

従
来
本
学
出
身
者
は
、
前
期
課
程
か
ら
の
情
性
で
後
期
課
程
に
進
級
す
る
と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た
の
だ
が
、
現
在
で
は
、

研
究
す
る
目
標

・
意
欲
の
明
確
な
者
に
限
定
し
、
専
ら
修
士
論
文
の
審
査
を
重
視
す
る
よ
う
に
な

つ
た
。
ま
た
、
真
に
研
究
に
専
念
せ
ん

と
す
る
、
外
部
か
ら
の
後
期
課
程

へ
の
編
入
者
が
あ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
院
生
の
研
究
活
動
を
活
性
化
さ
せ
、
本
学
前
期
課
程
の
研

究
内
容
の
質
的
な
高
ま
り
を
も
促
す
こ
と
と
な
り
、
総
じ
て
、
研
究
レ
ベ
ル
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



こ
の
数
年
に
お
い
て
、
本
専
攻
に
お
い
て
は
、
相
応
の
充
実
度
が
認
め
ら
れ
、
特
に
後
期
課
程
に
優
れ
た
研
究
者
が
在
籍
す
る
よ
う
に

な
り
、
学
界
か
ら
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
論
文
を
執
筆
す
る
者
が
出
て
、
今
後
期
待
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

中

国
学
専
攻

中
国
学
専
攻
に
お
い
て
は
、
文
学
と
哲
学
と
の
二
つ
の
研
究
領
域
が
共
存
し
て
い
る
。
こ
れ
を
二
つ
の
研
究
科
に
分
け
て
い
る
大
学
も

あ
る
が
、
本
学
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
共
存
さ
せ
、
特
に
、
古
典
文
学

・
古
典
哲
学
に
主
流
を
お
い
て
き
た
。
こ
れ
が
本
学
の
特
色
あ
る

伝
統
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
は
、
ほ
ぼ
望
ま
し
い
均
衡
を
保
つ
て
き
た
。
そ
れ
に
加
え
て
最
近
、
近
代
専
攻
の
教
員
を
迎
え
、
学
生
の
要
望

に
応
え
つ
つ
あ
る
。

現
在
、
本
学
に
お
い
て
は
、　
一
般
的
に
言
え
ば
、
中
国
古
典
の
講
座
に
、
従
来
通
り
の
訓
読
法
を
主
軸
と
し
て
指
導
し
て
い
る
。
訓
読

法
を
否
定
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
わ
が
国
に
行
わ
れ
て
き
た
訓
読
法
の
優
れ
た
点
、
千
数
百
年
に
わ
た
つ
て
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
学
統

は
、
軽
率
に
破
棄
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
尊
重
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。　
一
方
、
中
国
留
学
生
が
増
え

つ
つ
あ
る
現
在
、

当
然
中
国
語
に
よ
る
指
導
を
も
並
行
し
て
行
わ
れ
る
。

英
文
学
専

攻

本
専
攻
は
、
他
の
二
専
攻
に
比
し
て
歴
史
も
浅
く
学
生
数
も
少
な
い
。
高
い
理
想
を
持
ち
な
が
ら
も
、
例
え
ば
、
修
士
論
文
の
程
度
な

ど
、
い
ま
だ
必
ず
し
も
満
足
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
ぬ
幾
つ
か
の
面
が
あ
り
、
将
来
に
向
け
て
、
模
索
を
続
け
、
漸
次
向
上
の
途
を
た
ど
り

つ
つ
あ
る
。

０
一　
将
来

へ
の
展
望

　

（後
記
の

「
そ
の
他
」
も
参
照
さ
れ
た
い
）

第

一
節

大

学
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四
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七
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八

日
本
文
学
専
政

博
士
課
程
を
設
置
し
て
か
ら
、
十
数
年
の
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
そ
の
間
、
社
会
的
に
も
相
応
の
評
価
を
得
、
ま
た
、
す
ぐ
れ
た

卒
業
生
も
少
な
く
な
い
が
、
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
は
、
高
校
教
員
と
な
る
者
が
多
く
、
ま
た
、
大
学
や
短
大
の
非
常
勤
講
師
を
兼
ね
る

例
も
見
ら
れ
、
更
に
は
、
限
ら
れ
た
数
で
は
あ
る
が
、
し
か
る
べ
き
経
歴
を
経
た
後
、
大
学
や
短
大
の
専
任
教
員
に
就
任
し
た
者
も
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
中
国

・
韓
国
の
大
学
か
ら
も
博
士
課
程
修
了
者
の
紹
介
要
請
が
く
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
つ
て
、
大
学
教
員
と
し
て

就
任
す
る
事
例
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
こ
う
い
う
状
況
を
踏
ま
え
て
、
大
東
文
化
大
学
と
し
て
の
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
国
際
的

な
視
点
か
ら
の
大
学
院
づ
く
り
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
、
そ
れ
に
関
す
る
本
格
的
な
検
討
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。

中

国
学
専
攻

本
専
攻
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
事
項
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

▽
院
生
同
士
の
研
究
活
動
の
活
発
化
。
院
生
に
よ
る
学
部
学
生
の
指
導
の
増
進
。

▽
中
国

・
台
湾
の
大
学
と
の
交
流
。
こ
れ
は
、　
一
、
二
年
の
う
ち
に
そ
の
充
実
を
図
り
た
い
。

▽
他
大
学
院
と
の
交
流
に
よ
る
刺
激
を
図
り
、
本
大
学
院
院
生
の
学
力
の
向
上
を
期
し
た
い
。

▽
全
国
規
模
の
学
会

・
研
究
団
体

へ
の
院
生
の
参
加

・
研
究
発
表
な
ど
の
奨
励
促
進
。

▽
院
生
研
究
室
の

一
層
の
充
実

・
整
理

・
活
用
。

▽
中
国
語
に
よ
る
講
義
の
開
催
。
そ
の
た
め
の
中
国
人
客
員
教
授
の
招
聘
。

▽
最
近
、
外
国
人
の
留
学
生
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
へ
の
対
応
は
今
後
ま
す
ま
す
慎
重
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。　
一
方
、
日
本
の

中
国
学
研
究
の
水
準
は
、
中
国
を
含
む
世
界
の
中
で
ト
ツ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
留
学
生
諸
君
を
わ
が
国
の
中
国
学
研
究

の
伝
統
の
中
で
育
成
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
中
国
の
学
会
に
新
風
を
送
り
込
む
た
め
に
も
、
留
学
生
制
度
、
留
学
生

へ
の
奨
学
金
整
備



の
問
題
な
ど
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
ろ
う
。

英

文
学
専
攻

本
専
攻
は
今
ま
さ
に
発
展
途
上
に
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

▽
広
く
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
文
化
の
研
究
と
い
う
視
野
を
持
ち
、
比
較
文
化
論

・
翻
訳
論
な
ど
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
、
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
他
学
部
の
教
員
の
支
援
も
得
て
、
講
座
の
多
様
化
を
図
り
た
い
。

▽
院
生
の
た
め
の
研
究
会

・
講
演
会
な
ど
を
開
催
す
る
。
ま
た
、
他
大
学
と
の
交
流

（現
在
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ
リ
フ
イ
ス
大
学
と

の
提
携
が
続
い
て
い
る
）
を

一
層
活
発
化
し
、
あ
る
い
は
欧
米
の
講
師
を
招
聘
す
る
こ
と
に
よ
る
特
別
講
義
な
ど
、
院
生

へ
の
刺
激
を

図
り
、
学
問
へ
の
熱
意
を
促
し
た
い
。

０
　
院
生
の
活
動
状
況

院
生
間
の
研
究
発
表
は
、
各
専
攻
に
お
い
て
活
発
で
あ
る
が
、
そ
の
成
果
の
具
体
的
な
発
表
の
場
と
し
て
の
、
院
生
に
よ
る
研
究
発
表

誌
を
次
に
記
す
。

日
本
文
学
専
攻

○

「
日
本
文
学
諭
集
」
（日
本
文
学
専
攻
院
生
会
発
行
）

＊
　
創
刊
年
月
日
　
　
　
一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年
二
月

一
〇
日

本
　
年

一
回

（年
刊
）

＊
　

一
回
の
発
行
部
数
　
　
　
五
〇
〇
部

第

一
節

大

学

院

四
八
九
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中
国
学
専
攻

○

「
中
国
学
論
集
」
（中
国
学
専
攻
院
生
会
発
行
）

＊
　
創
刊
年
月
日
　
　
　
一
九
七
七

（昭
和
五
四
）
年
二
月
二

一
日

＊
　
年

一
回

（年
刊
）

＊
　

一
回
の
発
行
部
数
　
　
　
一二
〇
〇
部

英
文
学
専
攻

○
．「
”Ｌ
９
３
●
”
ｏま
①ｔ

（英
文
学
専
攻
院
生
会
発
行
）

＊
　
創
刊
年
月
日
　
　
　
一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年
二
月
二
〇
日

＊
　
年

一
回

（年
刊
）

＊
　

一
回
の
発
行
部
数
　
　
　
二
〇
〇
部

０

そ
　
の
　
他

①
　
本
大
学
院
に
お
い
て
は
、　
一
般
社
会
人
の
再
教
育
問
題
に
関
し
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
積
極
的
な
対
応
は
な
い
が
、
大
学
全
体
と
し
て

の
取
り
組
み

（生
涯
学
習
へ
の
取
り
組
み
）
な
ど
と
も
か
か
わ
つ
て
、
当
面
の
課
題
の

一
つ
と
し
て
、
十
分
に
検
討
す
べ
く
配
慮
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
、
本
学

（特
に
文
学
部
）
の
卒
業
生
は
、
伝
統
的
に
高
等
学
校

・
中
学
校
の
教
員
と
し
て
活
躍
す
る
事
例

が
多
く
、
そ
の
よ
う
な
社
会
的
な
活
動
の
中
か
ら
、
さ
ら
に
高
度
な
学
習

・
研
究

へ
の
志
向
が
見
ら
れ
、
従
つ
て
、
こ
の
件
に
関
す
る

個
別
的
な
問
い
合
わ
せ
が
決
し
て
少
な
く
な
い
。
本
学
の
専
攻
科
と
も
協
調
し
て
、
現
職
教
員
な
ど
を
対
象
と
し
た
社
会
人
の
再
教
育

四
九
〇



問
題
に
積
極
的
な
対
応
を
す
べ
く
、
具
体
的
な
検
討
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
に
あ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、　
一
九
九
二

（平
成

四
）
年
か
ら

「
研
究
生
」
「聴
講
生
」
な
ど
の
制
度
が
発
足
し
た
の
で
、
現
職
教
員
に
限
ら
ず
、
広
く

一
般
社
会
人
の
大
学
院
へ
の
受

け
入
れ
方
を
具
体
化
す
べ
く
、
そ
の
実
現
を
期
し
て
い
る
。

②
　
教
員
と
院
生
と
の
組
織
的
共
同
研
究
を
促
進
し
、
そ
れ
を
通
し
て
、
院
生
の
研
究
発
表
の
一
層
の
活
発
化
を
図
る
。

③
　
院
生
の
中
に
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
多
く
の
時
間
を
費
や
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
者
が
決
し
て
少
な
く
な
い
。
本
研
究
科
に
お
い
て
は
、
看
過

で
き
ぬ
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
大
学
院
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
機
関
で
あ
る
か
の
認
識
に
立
て
ば
、　
一
種
の
悪
循
環
で
あ
り
、
奨
学
金

制
度
の
充
実
が
急
が
れ
る
。

④
　
奨
学
金
制
度
と
表
裏
を
な
す
も
の
と
し
て
、
必
ず
し
も
、
専
門
的
研
究
者
と
し
て
の
決
意
に
お
い
て
、
十
分
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ

な
い
者
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
院
生
へ
の
親
身
な
指
導
を
通
し
て
、
学
究
者
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
必
要
も
あ
ろ
う
。

③
　
次
に
、
最
近
三
か
年
の
各
専
攻
の
修
士
論
文
を
掲
げ
る
。

最
近
三
か
年
間
の
修
士
論
文
目
録

▽
日
本
文
学
専
攻

一
九
八
九
年
度

第

一
節

大

学

院

四
九

一

青

木

経

雄

員

田

珠

美

上

原

作

和

氏
　
名

「
と
は
ず
が
た
り
」
論
考

鶴
屋
南
北
の
研
究

「
竹
取
物
語
」

修

士

論

文

題

目

権
　
　
昇

赫

山

口

敦

史

前

原

昌

子

氏
　
名

「
有
島
武
郎
」
私
論

日
本
霊
異
記
論

大
江
健
二
郎
論

修

士

論

文

題

目



渋

田
　
　
剛

二

色

博

樹

氏
　
名

「
源
氏
物
語
」
研
究
―
帯
木
三
帖
の
表
現
―

「
更
級
日
記
」
論

修

士

論

文

題

目

山

下

若

菜

中

村

孝

子

氏
　
名

大
江
健
三
郎
諭

小
林
多
喜
二
論

修

士

論

文

題

目

第
二
章
　
大
学
院

・
専
攻
科

・
別
科

・
留
学
生

一
九
九
〇
年
度

一
九
九

一
年
度

▽
中
国
学
専
攻

一
九
八
九
年
度

峰

村

康

広

佐
々
木
新
太
郎

小

野

　

威

小

谷

卓

毅

氏

　
名

葉
山
嘉
樹
論

王
朝
女
性
論

「
和
泉
式
部
日
記
」
研
究

芥
川
龍
之
介
諭

修

士

論

文

題

目

自

石

恭

子

黒

崎

真

美

浦
野
は
る
み

岩

本

　

武

氏
　
名

文
法
教
育
の
内
容
と
方
法

樋
口

一
葉
論

坂
口
安
吾
論

上
代
に
お
け
る

〈
こ
と
ば
〉
と

〈
こ
こ
ろ
〉
の
変
容

修

士

論

文

題

目

大

橋

由

治

植

松

浩

祥

声

川

敏

彦

氏
　
名

捜
神
記
研
究
―
風
俗
通
義
と
の
比
較
を
通
し
て
―

謝
眺
詩
考

「
楚
辮
」
天
問
考

修

士

論

文

題

目

前

川

真

悟

野

崎

裕

之

氏
　
名

陽
明
学
研
究

伊
藤
仁
斎

・
呉
廷
輸
比
較
考

修

士

論

文

題

目

四
九
二



横

山

　

暁

深

町

静

雄

氏
　
名

泊
浪
詩
話
研
究

「
柳
齋
志
異
」
研
究

修

士

論

文

題

目

孫

　

佳

順

陳

　

恵

運

氏
　
名

魯
迅
の
初
期
小
説
の
芸
術
特
色
に
つ
い
て

中
国
戯
曲
の
冠
服
に
つ
い
て

修

士

論

文

題

目

谷

藤

才

子

須

貝

美

香

吉

富

　

透

山

田

宗

則

氏

　
名

「
楚
辞
」
九
歌
考
―

そ
の
植
物
の
表
象
性
と
音
楽
性
―

日
本
古
代
儒
教
思
想
の
展
開

―
儒
教
文
化
圏
に
お
け
る
律
令
制
度
―

縣
伝
説
考
―
二
楚
辞
』
天
問
篇
を
中
心
と
し
て
―

荀
子
の
礼
の
思
想
と
構
造

修

士

論

文

題

目

湯

　

仁

沢

森

上

洋

光

村

田

豊

光

氏
　
名

梁
啓
超
の
思
想
と
行
動

―
戊
成
か
ら
辛
丑
に
至
る

陸
滸
の
詩
と
書

戻
信
詩
考

修

士

論

文

題

目

一
九
九
〇
年
度

一
九
九

一
年
度

▽
英
文
学
専
攻

一
九
八
九
年
度
　
該
当
者
な
し

一
九
九
〇
年
度
　
該
当
者
な
し

第

一
節

大

学

院

四
九
二



第
二
章
　
大
学
院

・
専
攻
科

・
別
科

・
留
学
生

一
九
九

一
年
度

本
多
幸
七
郎

山

本

国

昭

氏
　
名

０
〇
一
〓
】０

国
】０
【●
０
●
一
∽
０
「
∽
０
０
（
」
∽
ノ
く
ｏ
「
″
∽

月
〓
ｏ
Ｏ
ｏ
コ
』ｏ
コ
●
Ｌ
ｏ
う
ｏ
「
国
●
¨
〓
∽
ゴ

修

士

論

文

題

目

中

野

智

子

鈴

木
　
　
聡

氏

　

名

「
】Ｏ
Ｃ
”
同
∽

○

「

∽
「
国
国
の
工

】Ｚ

〓
＞
”
∪
く
．∽

メ

Ｏ̈
”
パ
∽

国
●
”
目
∽〓
一●
一す
ｏ
Ｏ
こ
弓
ｏ
∽
Ｓ
ヨ
ｏ
●
一

修

士

論

文

題

目

以
上
、
限
ら
れ
た
紙
幅
の
中
で
、
本
文
学
研
究
科
の
実
情
に
つ
い
て
記
し
た
が
、
文
学
研
究
科
を
、
大
学
院
全
体
の
視
野
に
置
い
て
み

た
と
き
、
文
学
研
究
科
の
位
置
と
性
格
、
あ
る
い
は
、
「
文
学
」
研
究
そ
の
も
の
の
あ
り
方
な
ど
、
多
角
的
な
検
討
が
必
要
と
な
る
で
あ

ろ
う
こ
と
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

「
大
東
文
化
大
学
五
〇
年
史
』
の
中
で
、
当
時
の
文
学
研
究
科
委
員
長
影
山
誠

一
氏
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

文
経
両
学
部
が
設
立
さ
れ
る
と
、
次
の
願
い
は
大
学
院
の
創
設
で
あ
り
ま
す
。
（中
略
）
こ
の
時
の
委
員
は
、
日
文
で
は
、
佐
伯

梅
友

・
岩
田
九
郎

・
松
浦
貞
俊

・
藤
森
朋
夫
の
四
先
生
、
中
国
学
で
は
高
田
真
治

・
竹
田
復

・
下
斗
米
晟
の
三
先
生
と
影
山
の
四
人

で
あ
り
ま
す
。
初
代
の
委
員
長
は
高
田
真
治
先
生
で
、
入
学
者
は
中
国
学
は
本
学
卒
の
岡
田
脩
君

一
人
、
日
文
は
他
大
学
の
四
人
で

あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
淡
々
と
し
た
文
章
の
中
に
、
当
時
の
関
係
者
の
歩
ん
だ
苦
難
の
道
と
、
将
来
へ
の
強
い
期
待
が
し
の
ば
れ
る
。
大
東
は
、
ど

の
よ
う
な
道
を
歩
ん
で
来
た
か
、
そ
れ
を
忘
却
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
同
時
に
、
「
大
学
」
像
の
大
き
く
転
換
し
つ
つ
あ
る
現
時
点

に
お
い
て
、
そ
れ
相
応
の
対
処
の
仕
方
を
慎
重
に
模
索
し
つ
つ
、
大
東
と
い
う
固
定
さ
れ
た
視
野
か
ら
広
い
世
界
に
脱
皮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
こ
と
切
で
あ
る
。

四
九
四



原
田

荒
川

栗
原

飯
田

武
石

構
成

龍
彦

圭
介

正

一

彰
夫

高
橋
　
梵
仙

細
川
　
　
清

中
村
　
義
雄

石
川
潤
二
郎

小
嶋
　
政
雄

荻
谷
　
　
朴

森
　
直
太
郎

武
井
　
亮
吉

藤
野
　
岩
友

佐
々
本
八
郎

竹
田

松
浦

稲
垣

河
野

中
沢

復
貞
俊

達
郎

六
郎

希
男

岩
田
　
九
郎

佐
伯
　
梅
友

影
山
　
誠

一

下
斗
米
　
晟

高
田
　
真
治

／
／

　

年
度

／

／

担
当
教
肇
／
／

一
九
七

．

一
九
七

．

一
九
七
一

一
九
七
一

一
九
七
一

～

一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年

一
（昭
和
四
七
）
年
～

一～

一
九
八
九

（平
成
元
）
年

一（昭
和
四
八
）
年
～

一
九
七
七

（昭
和
五
二
）

一
九
七
〇
～

一
九
七
〇
～

一
九
八
八
年

一
九
七
〇
～

一
九
七
〇

（昭
和
四
五
）
年

一
九
七
〇
～

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年

一
九
七

一
（昭
和
四
六
）
年
～

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年

一
九
六
七
～

一
九
七
六

（昭
和
五

一
）
年

一
九
六
八
（昭
和
四
三
）
年
～

一
九
七
三
（昭
和
四
八
）
年

一
九
六
八
～

一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年

一
九
六
八
～

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年

一
九
七
〇
～

一
九
八
四

（昭
和
五
九
）
年

一
九
六
四
～

一
九
八
四

（昭
和
五
九
）
年

一
九
六
四
～

一
九
六
七

（昭
和
四
二
）
年

一
九
六
四
～

一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年

一
九
六
五
（昭
和
四
〇
）
年
～

一
九
八
二
（昭
和
五
七
）
年

一
九
六
五
～

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年

一
九
六
四
（昭
和
三
九
）
年
～

一
九
六
七
（昭
和
四
二
）
年

一
九
六
四
～

一
九
七
六

（昭
和
五

一
）
年

一
九
六
四
～

一
九
七
六
年

一
九
六
四
～

一
九
七

一

（昭
和
四
六
）
年

一
九
六
四
～

一
九
七
〇

（昭
和
四
五
）
年

就
任
年
度
　

　

　

退
職
年
度

文
学
研
究
科
　
担
当
教
員

一
覧

第

一
節

大

学

院

谷高
橋

長
崎

清
水

長
沢

信

一

春
雄

勇

一

阿
や

順
治

川
口

萩
原

田
所

鈴
木

猪
口

久
雄

恭
男周

康
之

告一
士心

渡
瀬
　
昌
忠

内
山
　
知
也

木
野
　
嘉
明

杉
村
　
勇
造

八
木
沢
　
元

太
田

永
山

村
上

須
田

宇
井

善
麿勇

清

一

哲
夫

英
俊

芳
賀
幸
四
郎

吉
村
　
五
郎

土
井
　
　
章

池
田
　
末
利

中
島
　
　
敏

／
／
　

年
度

／

／

担
当
教
ル
／
／

一
九
七
七
～

一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年

一
九
七
八
（昭
和
五
三
）
年
～

一
九
七
八
～

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年

一
九
七
八
～

一
九
七
八
～

一
九
七
六
（昭
和
五

一
）
年
～

一
九
八
九

（平
成
元
）
年

一
九
七
七
（昭
和
五
二
）
年
～

一
九
七
七
～

一
九
七
七
～

一
九
七
七
～

一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年

一
九
七
五
～

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年

一
九
七
五
～

一
九
七
五
～

一
九
七
五
～

一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年

一
九
七
五
～

一
九
七
七
年

一
九
七
三
～

一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年

一
九
七
四
（昭
和
四
九
）
年
～

一
九
七
五
（昭
和
五
〇
）
年
～

一
九
七
八

（昭
和
五
三
）
年

一
九
七
五
～

一
九
七
五
～

一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年

一
九
七
三
～

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年

一
九
七
三
～

一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年

一
九
七
三
～

一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年

一
九
七
三
～

一
九
八
二
年

一
九
七
三
～

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年

就
任
年
度

退
職
年
度

四
九
五



第
二
章
　
大
学
院

・
専
攻
科

・
別
科

・
留
学
生

市
井
外
喜
子

保
昌
　
正
夫

大
原

・
信

一

牛
島
　
徳
次

雨
宮
　
栄

一

香
坂
　
順

一

田
中
　
　
賓

太
田
晶
二
郎

坂
井
　
健

一

川
上
　
寿
壽

関
口

山
井

江
藤

田
村

黒
須

忠
男湧

彦
造

悦
子

重
彦

日
高

高
橋

塚
本

渡
辺

原
田

八
郎徹

利
明

静
子

茂
夫

広
瀬
　
泰
三

細
川
泉
二
郎

次
田
　
香
澄

杉
沢
　
和
雄

戸
田
　
浩
暁

／
／

　

年
度

担
当
教
員
／

／

一
九
八
四
～

一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
～

一
九
八
九

（平
成
元
）
年

一
九
八
五
～

一
九
八
五
年

一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
～

一
九
八
九
年

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
～

一
九
八
三
～

一
九
八
三
年

一
九
八
三
～

一
九
八
三
～

一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年

一
九
八
三
～

一
九
八
四
（昭
和
五
九
）
～

一
九
八
四
年

一
九
八

一
～

一
九
八

一
～

一
九
八
九

（平
成
元
）
年

一
九
八
二
（昭
和
五
七
）
～

一
九
八
四

（昭
和
五
九
）
年

一
九
八
二
～

一
九
八
二
年

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
～

一
九
七
八
～

一
九
七
八
～

一
九
七
八
～

一
九
八
四

（昭
和
五
九
）
年

一
九
七
九

（昭
和
五
四
）
年
～

一
九
七
九
～

一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年

一
九
七
八
（昭
和
五
三
）
年
～

一
九
七
八
年

一
九
七
八
～

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年

一
九
七
八
～

一
九
八
八
年

一
九
七
八
～

一
九
八
九

（平
成
元
）
年

一
九
七
八
～

一
九
七
九

（昭
和
五
四
）
年

就
任
年
度

　

　

　

退
職
年
度

兒
玉

竹
田

中
野

伊
豆

仁
士晃

記
偉

利
彦

阿
蘇

辰
巳

笠
原

遠
藤

楠
山

瑞
枝

正
明

伸
夫

紹
徳

春
樹

宇
野
　
精

一

成
田
　
　
守

三
上
　
紀
史

荒
屋
　
　
勘

山
崎
　
正
之

高
田

濱平
松

渡
辺

紅
野

昭
二

久
雄

圭
子

澄
子

敏
郎

／
／
　
年
度

／

／

担
当
教
員
／

／

一
九
九

一
九
九

一
九
九

一
九
九
二

（平
成
四
）
～

一
九
八
九
～

一
九
八
九
年

一
九
九
〇

（平
成
二
）
～

一
九
九
〇
～

一
九
九

一

（平
成
三
）
年

一
九
九

一
～

一
九
九

一
年

一
九
九

一
～

一
九
八
八
～

一
九
九
〇
年

一
九
八
九

（平
成
元
）
～

一
九
八
九
～

一
九
八
九
～

一
九
八
九
～

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
～

一
九
八
八
～

一
九
八
八
～

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年

一
九
八
八
～

一
九
八
八
～

就
任
年
度
　

　

　

退
職
年
度

（注
）
日
本
文
学
専
攻

中

国
学
専
攻

英
文

学
専

攻

四
九
六

（Ｍ
）
（
一
九
六
四
〈昭
和
三
九
〉年
開
設
）

（Ｄ
）
（
一
九
七
二
〈昭
和
四
七
〉年
開
設
）

（Ｍ
）
（
一
九
六
四
年
開
設
）

（Ｄ
）
（
一
九
七
二
〈昭
和
四
七
〉年
開
設
）

（Ｍ
）
（
一
九
七
八
〈昭
和
五
三
〉年
開
設
）



〔付
記
〕
本
文
は
、
文
学
研
究
科
の
各
委
員
、
特
に
、
鈴
木
康
之

・
渡
辺
澄
子

・
内
山
知
也

・
高
田
昭
二

稿
を
、
黒
須
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

二
　
経
済
学
研
究
科

大
学
院
経
済
学
研
究
科
は
、
経
済
学
専
攻
と
し
て

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
ま
ず
修
士
課
程
の
設
置
、
次
い
で

一
九
七
八

（昭
和
五

三
）
年
博
士
課
程

へ
の
改
組

（従
来
の
修
士
課
程
を
博
士
課
程
前
期
課
程
と
し
、
こ
れ
に
同
後
期
課
程
を
増
設
）
を
も
つ
て
、
今
日
に
及

ん
で
い
る
。
修
士
課
程
設
置
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
「
大
東
文
化
大
学
五
〇
年
史
」
に
詳
し
い
の
で
、
博
士
課
程

へ
の
改
組
と
そ
の
後
の

経
過
、
な
ら
び
に
現
状
に
つ
い
て
の
み
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

改
組
は
、
既
設
の

（修
士
課
程
）
「
専
攻
分
野
」
に
つ
い
て

「
研
究
者
と
し
て
自
立
し
て
研
究
活
動
を
行
う
に
必
要
な
高
度
の
研
究
能

力
お
よ
び
そ
の
基
礎
と
な
る
豊
か
な
学
識
を
養
い
、
も

つ
て
文
化
の
創
造
発
展
と
人
類
の
福
祉
に
寄
与
す
る
」
と
あ
る
通
り

（「
設
置
協

議
書
添
付
書
類
」

一
九
七
七

〈
昭
和
五
二
〉
年

一
一
月
）
、
高
度
な
専
門
的
研
究
能
力
と
学
識
の
涵
養
を
目
ざ
す
も
の
で
、
学
生
定
員
は
、

前
期

一
〇
名
、
後
期
五
名
で
あ

っ
た
。

改
組
初
年
時
の
開
設
科
目
は
次
の
通
り
で
あ
り
、
◎
印
は

（研
究
指
導
を
伴
う
）
専
修
科
日
、
○
印
は
演
習
併
置
科
目
で
あ
る
。

◎
理
論
経
済
学

・
◎
経
済
学
史

・
経
済
学
方
法
論

・
◎
日
本
経
済
史

・
〇
経
済
政
策

・
○
産
業
経
済
論

・
◎
農
業
経
済
論

・
農
業
政

策

・
◎
交
通
政
策

・
◎
交
通
経
済
論

・
〇
地
域
経
済
諭

・
◎
多
国
籍
企
業
論

・
〇
中
国
経
済
論

・
〇
低
開
発
国
経
済
諭

・
◎
金
融

論

・
◎
国
際
金
融
論

・
〇
財
政
学

・
〇
租
税
制
度
論

・
〇
数
理
統
計

・
◎
社
会
統
計

・
〇
社
会
政
策

・
〇
労
働
経
済
論

（初
年
度
休

講
）

・
〇
社
会
保
障
論

・
◎
会
計
学

第

一
節

大

学

院

四
九
七

高
橋
　
徹

・
長
沢
順
治
の
六
教
授
の
草

［
黒
須
重
彦
］



第
二
章
　
大
学
院

・
専
攻
科

・
別
科

・
留
学
生

四
九
八

そ
の
後
ス
タ
ツ
フ
の
充
実
に
よ
り
、
◎
西
洋
経
済
史

。
◎
国
際
経
済
論

・
◎
経
営
学
の
開
設
、
理
論
経
済
学

・
会
計
学

。
経
営
学
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
複
数

（三
～
四
）
科
目
の
並
置
が
行
わ
れ
、
ま
た
交
通
政
策
と
交
通
経
済
論
と
を
交
通
経
済
論
に
、
農
業
政
策
と
農
業

経
済
論
と
を
農
業
経
済
論
に
統
合
し
た
ほ
か
、
低
開
発
国
経
済
論
を
発
展
途
上
国
経
済
論
に
名
称
を
変
更
し
た
。

改
組
後
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
ま
で
の
科
目
担
当
者
名
を
記
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る

（前
期

・
後
期
を
含
む
）
。

理
論
経
済
学
　
　
難
波
田
春
夫

・
矢
島
釣
次

・
中
本
博
皓

・
藤
塚
知
義

・
石
橋
春
男

・
〇
大
内
　
力

経
済
学
史
　
　
　
難
波
田
春
夫

・
矢
島
釣
次

。
小
林
　
昇

・
吉
田
憲
夫

経
済
学
方
法
論
　
○
高
瀬
　
浄

経
済
思
想
史
　
　
多
田
　
顕

・
大
久
保
達
正

日
本
経
済
史
　
　
高
橋
梵
仙

・
大
久
保
達
正

・
加
藤
瑛
子

西
洋
経
済
史
　
　
石
垣
信
浩

・
田
中
豊
治

経
済
政
策
　
　
　
○
石
村
暢
五
郎

・
鬼
丸
豊
隆

・
佐
藤
順

一

交
通
政
策
　
　
　
永
田
元
也

交
通
経
済
論
　
　
永
田
元
也

地
域
経
済
論
　
　
吉
田
義
信

・
脇
田
武
光

国
際
経
済
論
　
　
佐
藤
定
幸

農
業
経
済
論
　
　
一二
沢
嶽
郎

・
榎
　
勇

農
業
政
策
　
　
　
○
鈴
木
直
二

産
業
経
済
論
　
　
中
本
博
皓



多
国
籍
企
業
論
　
竹
田
志
郎

中
国
経
済
論
　
　
土
井
　
章

・
◎
古
島
和
雄

低
開
発
国
経
済
諭

（発
展
途
上
国
経
済
論
）
　

斎
藤

一
夫

・
近
藤
正
臣

財
政
学
　
　
　
　
井
手
文
雄

・
藤
井
誠

一

租
税
制
度
諭
　
　
藤
井
誠

一

金
融
論
　
　
　
　
西
村
光
夫

・
三
宅
義
夫

・
高
山
洋

一
・
〇
和
田
正
康

数
理
統
計
　
　
　
堤
　
光
臣

・
本
台
　
進

社
会
統
計
　
　
　
中
村
　
浩

・
山
田
　
貢

社
会
政
策
　
　
　
孫
田
良
平

・
平
田
富
太
郎

・
伊
部
英
男

・
神
谷
　
謙

労
働
経
済
論
　
　
孫
田
良
平

社
会
保
障
論
　
　
高
橋
精

一

会
計
学
　
　
　
　
河
野

一
英

・
高
橋
豊
蔵

。
大
津
　
弘

・
鈴
木

一
道

・
茂
木
虎
雄

経
営
学
　
　
　
　
鈴
木
孝
明

・
向
後
良
文

・
花
岡
正
夫

・
天
笠
美
知
夫

　

　

（◎
…
兼
担
、
○
…
非
常
勤
）

上
述
し
た
改
組
後
の
科
目
編
成
上
の
手
直
し
の
う
ち
、
経
営
学
の
新
設
な
ら
び
に
経
営
学

・
会
計
学
の
複
数
科
目
の
開
設
と
併
置
は
、

ス
タ
ツ
フ
の
充
実
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
両
分
野
に
お
け
る
専
門
研
究
の
著
し
い
細
分
化
や
新
た
に
開
拓
さ
れ
た
研
究
領
域

の
広
が
り
と
と
も
に
、
現
代
の
社
会
的
要
請
の
著
し
い
高
ま
り
へ
の
対
応
を
示
す
も
の
で
も
あ
つ
た
。
そ
う
し
た
内
外
の
諸
事
情
を
踏
ま

え
て
、　
一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
ご
ろ
か
ら
研
究
科
委
員
会
内
部
に
、
既
設
の
経
済
学
専
攻
に
加
え
て
経
営
学
専
攻
を
増
設
し
、　
一
研
究

科
、
二
専
攻
に
し
よ
う
と
す
る
気
運
が
盛
り
上
が
つ
て
き
た
。

四
九
九

第

一
節

大

学

院



第
二
章
　
大
学
院

・
専
攻
科

・
別
科

・
留
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇

種
々
検
討
を
重
ね
て
き
た
結
果
、
増
設
案
の
骨
子
は
、
経
営
学

・
情
報
科
学
お
よ
び
会
計
学
の
三
分
野
を
含
み
、
と
り
あ
え
ず
前
期
課

程
の
み
と
し
て

（学
生
定
員

一
〇
名
）、
従
来
の
講
義
科
日
、
演
習
科
目
の
ほ
か
に
実
習
科
目
を
新
設
す
る
、
と
い
う
三
点
に
ま
と
め
ら

れ
た
。
狙
い
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
急
速
な
国
際
化
、
情
報
化
の
中
で
、
時
代
の
要
請
に
真
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
高
度
な
専
門
的
学
識

と
実
践
的
能
力
を
備
え
た
職
業
人
を
養
成
す
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
近
年
増
加
の
著
し
い
外
国
人
留
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
彼
ら

の
期
待
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し
て
、
国
際
交
流
と
大
学
の
活
性
化
に
資
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
案
に
基
づ
い
て
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
春
以
来
、
文
部
省
と

「
事
前
協
議
」
に
入
り
、
若
干
の
手
直
し
の
結
果
、　
一
九
九
二

（平
成
五
）
年
二
月

一
九
日
に
正
式
認
可
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

開
設
科
目
並
び
に
担
当
者
は
大
要
次
の
通
り
で
あ
る

（◎
…
新
任
　
○
…
非
常
勤
）
。

〔研
究
指
導
科
目
〕
（研
究
指
導
を
伴
う
も
の
）

経
営
学
特
殊
講
義
　
　
　
　
　
・◎
大
河
内
暁
男

欧
米
経
営
史
特
殊
講
義
　
　
　
◎
大
河
内
暁
男

日
本
経
営
史
特
殊
講
義
　
　
　
　
鈴
木
孝
明

多
国
籍
企
業
論
特
殊
講
義
　
　
　
佐
藤
定
幸

労
務
管
理
論
特
殊
講
義
　
　
　
　
花
岡
正
夫

研
究
開
発
管
理
論
特
殊
講
義
　
◎
山
之
内
昭
夫

経
営
工
学
特
殊
講
義
　
　
　
　
　
天
笠
美
知
夫

会
計
学
特
殊
講
義
　
　
　
　
　
　
高
橋
豊
蔵

会
計
史
特
殊
講
義
　
　
　
　
　
　
茂
木
虎
雄



〔講
義

・
実
習
科
目
〕

日
本
企
業
論
特
殊
講
義

公
益
事
業
論
特
殊
講
義

経
営
戦
略
論
特
殊
講
義

産
業

・
組
織
心
理
学
特
殊
講
義

マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
論
特
殊
講
義

国
際
貿
易
論
特
殊
講
義

経
営
情
報
論
特
殊
講
義

経
営
情
報
管
理
論
特
殊
講
義

情
報
処
理
論
特
殊
講
義

会
計
情
報
論
特
殊
講
義

財
務
会
計
論
特
殊
講
義

管
理
会
計
論
特
殊
講
義

税
務
会
計
論
特
殊
講
義

会
計
監
査
論
特
殊
講
義

比
較
会
計
論
特
殊
講
義

関
係
会
社
会
計
論
特
殊
講
義

簿
記
論
特
殊
講
義

第

一
節

大

学

院

○
馬
場
宏
二

今
城
光
英

○
藤
井
誠

一

〇
馬
場
昌
雄

○
竹
田
志
郎

岡
田
良
徳

〇
二
重
野
博
司

林
田
晃
明

○
立
田
ル
ミ

○
森
谷
宜
暉

◎
片
岡
泰
彦

鈴
木

一
道

○
井
上
久
彊

○
長
吉
　
泉

○
鈴
木
義
夫

○
西
澤
　
修

大
津
　
弘

五
〇

一
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・
別
科

・
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学
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経
営
診
断
実
習
　
　
　
　
　
　
　
◎
山
之
内
昭
夫

・
花
岡
正
夫

企
業
能
力
評
価
実
習
　
　
　
　
　
　
天
笠
美
知
夫

・
鈴
木

一
道

経
営
シ
ミ
ユ
レ
ー
シ
ヨ
ン
実
習
　
○
田
中
雅
康

情
報
処
理
実
習
　
　
　
　
　
　
　
　
清
家
伸
彦

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
会
計
実
習
　
　
　
○
森
谷
宜
暉

三
　
法
学

研
究
科

０
　
法
学
研
究
科
修
士
課
程
法
律
学
専
攻

一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
四
月
、
法
学
部
が
増
設
さ
れ
た
後
、
直
ち
に
教
員
の
間
に
四
年
後
の
完
成
時
に
は
学
部
を
母
体
に
し
た
法

学
研
究
科
を
設
け
る
べ
き
と
の
声
が
誰
と
も
な
く
出
て
、
そ
れ
が
強
い
意
見
と
な

つ
て
、
理
事
会
を
動
か
し
、　
一
九
七
七

（昭
和
五
二
）

年
四
月

一
日
付
で
法
学
研
究
科
設
立

へ
と
結
実
し
た
。

①
　
設
立
の
趣
旨
お
よ
び
そ
の
経
緯

一
九
七
六

（昭
和
五

一
）
年
八
月
九
日
、
理
事
会
は

「
法
学
研
究
科
の
設
置
」
を
決
定
し
た
。
そ
の
際
、
博
士
課
程

（前
期
課
程

・
後

期
課
程
）
の
設
置
を
決
議
し
た
が
、
「
今
回
の
設
置
認
可
申
請
に
つ
い
て
は
博
士
課
程
前
期
課
程
を
修
士
課
程
と
読
み
か
え
て
法
学
研
究

五
〇
二

［
田
中
豊
治
］



科
修
士
課
程
法
律
学
専
攻
と
し
て
申
請
す
る
」
こ
と
に
し
た
。
文
部
省
に
提
出
し
た
申
請
書
類
に
よ
る
と
、
設
置
の
趣
旨
は

「
此
度
学
部

教
育

・
研
究
の
基
礎
の
上
に
高
度
に
し
て
専
門
的
な
学
術
理
論
及
び
応
用
を
研
究
教
授
し
、
そ
の
深
奥
を
究
め
、
文
化
の
創
造
発
展
と
人

類
の
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
特
に
学
部
の
完
成
と
同
時
に
よ
り
高
度
な
学
問
へ
の
指
向
の
道
を
開
く
た
め
、
大
学
院
法
学

研
究
科
設
置
を
な
す
も
の
で
あ
る
」
と
な
つ
て
い
る
。

周
知
の
通
り
、
学
部
教
員
全
員
が
大
学
院
担
当
適
格
資
格
を
有
し
て
い
る
な
ら
、
文
部
省
申
請
に
は
さ
ほ
ど
困
難
は
な
か
つ
た
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
在
職
教
員
の
み
で
は
法
学
研
究
科
修
士
課
程
の
認
可
を
得
る
に
必
要
な
五
名
以
上
の
い
わ
ゆ
る
⑥

教
授
に
は
み
た
な
い
た

め
、
植
松
正
法
学
研
究
科
設
置
準
備
委
員
長
や
故
服
部
秀

一
法
学
部
長
ら
、
設
置
準
備
に
携
わ
つ
た
方
々
は
大
変
な
ご
苦
労
が
あ

つ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
植
松
委
員
長
ら
の
ご
苦
労
が
実

つ
て
四
名
の
教
授
を
新
た
に
迎
え
て
、
よ
う
や
く

一
九
七
七

（昭
和
五
二
）

年
四
月

一
日
に
開
設
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。

②
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

修
士
課
程
開
設
時
の
教
員
組
織
と
開
講
科
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

担

当

科

目

憲
法
特
殊
講
義
Ｉ

・

憲
法
特
殊
講
義
Ⅱ

・

行
政
法
特
殊
講
義
Ｉ

行
政
法
特
殊
講
義
Ⅱ

行
政
法
特
殊
講
義
Ⅲ

第
一
節

大

講 教 教 教 教

師 授 授 授 授 氏

演
習

演
習

・
演
習

・
演
習

学

　

院

名
林

田

和

博

服

部

秀

一

林

田

和

博

波
多
野
　
弘

杉

山

逸

男

行
政
法
特
殊
講
義
Ⅲ

刑
法
特
殊
講
義
Ｉ

・
演
習
Ⅳ

刑
事
訴
訟
法
特
殊
講
義
Ｉ

・

刑
法
特
殊
講
義
Ⅱ

・
演
習

刑
事
訴
訟
法
特
殊
講
義
Ⅱ

刑
事
政
策
特
殊
講
義

・
演
習

師

犬

丸

秀

雄

授

植

松

　

正

授
　
植

松

　

正

授
　
正
田
満
三
郎

授

城

　

富

次

授
　
関

　

　

力

五
〇
三

講

一　

　

教

演
習

教教教

一　

　

教
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民
法
特
殊
講
義
Ｉ

・
演
習

民
法
特
殊
講
義
Ⅱ

・
演
習

民
法
特
殊
講
義
Ⅱ

・
演
習

民
法
特
殊
講
義
Ⅲ

・
演
習

商
法
特
殊
講
義
Ｉ

・
演
習

商
法
特
殊
講
義
Ⅱ

・
演
習

商
法
特
殊
講
義
Ⅲ

・
演
習

民
事
訴
訟
法
特
殊
講
義

労
働
法
特
殊
講
義
Ｉ

・
演
習

さ
て
、　
一
九
七
七
年
開
設
さ
れ
た
法
学
研
究
科
は
完
成
年
次
の
一
九
七
九

（昭
和
五
四
）
年
四
月

一
日
に
は
、
上
記
し
た
理
事
会
の
決

定
の
よ
う
に
、
そ
の
上
に
博
士
課
程
を
増
設
す
る
課
題
が
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
課
題
は

一
九
九

一

（平
成
三
）
年

ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
そ
の
理
由
の
大
半
は
ス
タ
ツ
フ
側
に
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
修
士
課
程
設
置
時
に
参
加
さ
れ
た
教
授
陣
の

中
に
高
齢
者
が
多
く
、
設
置
認
可
申
請
時
に
は
適
格
者
で
も
博
士
課
程
申
請
時
に
は
年
齢
の
点
で
不
適
格
と
な
り
、
◎
教
授
が
揃
わ
ず
、

一
九
七
九

（昭
和
五
四
）
年
度
開
設
は
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
後

一
二
年
間
、
植
松
正
初
代
委
員
長
の
後
を
継
い
だ
三
宅
正

雄

・
吉
永
栄
助

・
楠
正
純

・
服
部
栄
三
の
四
代
に
わ
た
る
各
委
員
長
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
博
士
課
程
の
設
置
を
見
る
に
至
ら
な
か

つ
た
。
博
士
課
程

（後
期
課
程
）
は

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
四
月

一
日
に
文
部
省
か
ら
設
置
認
可
を
得
て
開
設
す
る
が
、
同
課
程
の
設

立
経
緯
等
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
こ
と
に
し
て
、　
一
四
年
間
の
特
筆
す
べ
き
点
だ
け
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

教 講 教 教 教 教 教 教 教

授 師 授 授 授 授 授 授 授

助 教 教 講 教 講 教 講 講
教
授 授 授 師 授 師 授 師 師

労
働
法
特
殊
講
義
Ⅱ

法
制
史
特
殊
講
義

外
国
法
特
殊
講
義
Ｉ

・
演
習

外
国
法
特
殊
講
義
Ⅱ

工
業
所
有
権
法
特
殊
講
義

・
演
習

国
際
法
特
殊
講
義

法
哲
学
特
殊
講
義

政
治
学
特
殊
講
義
Ｉ

政
治
学
特
殊
講
義
Ⅱ

堀

内

　

仁

尾

中

普

子

小

野

幸

二

飯

島

　

要

実

方

正

雄

三

東

三

司

堀

内

　

仁

池

田

浩

一

佐
藤
時
次
郎

慶

谷

淑

夫

島

田

正

郎

水

田

義

雄

山

田

　

晟

三

宅

正

雄

大

平

善

悟

伊
地
知
大
介

村

田

克

巳

安

　

世

舟

五
〇
四



カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
正
は
、
三
回
あ
り
、
最
新
の
改
正
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
現
行
の
前
期
課
程
の
そ
れ
で
あ
る
の
で
、
後
で
紹
介
す
る
。
次

に
多
く
の
教
員
が
こ
の

一
四
年
間
に
退
職
さ
れ
た
り
、
他
大
学
か
ら
就
任
さ
れ
た
り
、
ま
た
逝
去
さ
れ
た
方
も
か
な
り
い
る
。
紙
面
の
関

係
上
、
紹
介
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

大
学
院
教
員
専
用
の
研
究
成
果
発
表
の
機
関
誌
は
存
在
し
な
い
が
、　
一
九
八
九

（平
成
元
）
年
七
月
に

「
創
立

一
〇
周
年
記
念
論
文
集
」

を
発
行
し
た
点
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
院
生
用
の
機
関
誌

「
法
研
究
集
」
は

一
九
八
四

（昭
和
五
九
）
年
二
月
に
創
刊
さ
れ
、

毎
年

一
号
ず
つ
発
行
し
、
第
七
号
ま
で
継
続
し
て
い
る
。

０
　
法
学
研
究
科
博
士
課
程
法
律
学
専
攻

①

設
立
の
経
緯

法
学
部
は
、
こ
の
二
、
三
〇
年
間
の
わ
が
国
の
高
度
な
産
業
化
、
情
報
化
、
国
際
化
の
急
速
な
進
展
に
よ
る
時
代
の
要
請
に
応
え
て
、

一
九
八
九

（平
成
元
）
年
、
法
律
学
科
の
大
幅
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
改
正
を
行
つ
た
。
さ
ら
に
一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
政
治
学
科
の
増

設
と
と
も
に
、
政
治
学
関
係
の
教
員
も
充
実
さ
せ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
安
世
舟
法
学
部
長
が
博
士
課
程
設
置
準
備
委
員
長
を
兼
ね
、
法

律
学
関
係
の
著
名
教
授
を
他
大
学
か
ら
多
数
招
聘
し
て
、　
一
四
年
間
果
た
せ
な
か
つ
た
博
士
課
程
の
設
置
に
陣
頭
指
揮
を
と
り
、
鈴
木
理

事
長
を
は
じ
め
法
人
側
の
絶
大
な
る
支
援
を
得
て
、
よ
う
や
く
宿
願
の
課
題
を

一
九
九

一

（平
成
二
）
年
四
月

一
日
付
開
設
に
よ
つ
て
果

た
す
こ
と
が
で
き
た
。

設
立
趣
旨
は
、
①
研
究
者
養
成
に
加
え
て
、
②
高
度
な
専
門
的
知
識

・
能
力
を
持
つ
職
業
人
の
養
成
と
再
教
育
、
③
外
国
人
留
学
生
に

対
す
る
積
極
的
対
応
を
三
本
の
柱
と
し
、
と
り
わ
け
②
で
は
、
人
材
育
成
は
も
と
よ
り
、
企
業
派
遣
の
法
律
専
門
家
、
弁
護
士
、
司
法
書

第

一
節

大

学

院

五
〇
五
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五
〇
六

士
な
ど
法
実
務
の
担
当
者
に
実
定
法
体
系
の
枠
を
は
み
出
し
て
い
る
問
題
点
を
理
論
的
に
再
研
修
す
る
機
会
を
与
え
、
法
実
務
専
門
家
の

質
を
高
め
る
こ
と
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
こ
の
趣
旨
を
生
か
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
体
系
を
整
備
し
、
ユ
ニ
ー
ク
で
独
創
的
な
授

業
体
制
を
確
立
し
た
。

②
　
博
士
課
程
前

・
後
期
課
程
の
授
業
科
目
お
よ
び
担
当

博
士
課
程
前
期
課
程
科
目
担
当
者
編
成
表
　
敬
称
略
、
○
は
専
任
、
◎
は
兼
担
、
△
は
非
常
勤
講
師

刑事関係法学部門
係関

１

政

ｆ

衛
『

・

か
■

法

、１

公

国

際

法

特

殊

講

義

刑

法

特

殊

講

義

Ｉ

同

演

習

Ｉ

刑

法

特

殊

講

義

Ⅱ

同

演

習

Ⅱ

刑
事
訴
訟
法
特
殊
講
義

同
　
　
　
演
　
　
　
習

刑

事

政

策

特

殊

講

義

同

　

　

演

　

　

習

憲

法

特

殊

請

義

Ｉ

同

演

習

Ｉ

憲

法

特

殊

講

義

Ⅱ

同

演

習

Ⅱ

行

政

法

特

殊

講

義

同
　
　
　
演
　
　
　
習

行
政
法

（税
法
）
特
殊
講
義

同
　
　
　
演
　
　
　
習

授

業

科

目

′
４ 44444444 44444444

単
位
数

〇

一
田

中

　

忠

○ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中

谷

瑾

子

中

谷

瑾

子

杉

藤

忠

士

杉

藤

忠

士

小

松
　
　
進

小

松
　
　
進

福

田

雅

章

杉

藤

忠

士

越

路

正

巳

越

路

正

巳

越

路

正

巳

越

路

正

巳

下

山

瑛

二

下

山

瑛

二

波
多
野
　
弘

波
多
野
　
弘

一
九
九
二
年
度

担
　
当
　
者

企業関係法学部門 市民生活関係法学部門
国際関係

法学部門

同 商 同 商 同 商

法  法  法

演 特 演 特 演 特

殊  殊  殊

習 講 習 講 習 講

義  義  義

Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅱ II

444444

同 民
事
訴
訟

演 法
特
殊
講

習 義

同 民 同 民 同 民 同 民

法  法  法  法

演 特 演 特 演 特 演 特

殊  殊  殊  殊

習 講 習 講 習 講 習 講

義  義  義  義

Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅱ II

国 国 国 同

際 際 際

私 経 組

I済 織

晨 法 法 演

I特 特
不 殊 殊
講 講 講 _
義 義 義 習

4444444444 4444

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○△ 〇◎ ○

早 早 中 中 中 早

川 川 村 村 村 川

勲 勲 彦 彦 彦 勲

江 江 高 高 尾 尾 高 小 小 小

藤 藤 野 野 中 中 野 野 野 野

伶 倫 耕 耕 普 普 耕 幸 幸 幸

泰 泰 一 一 子 子 一 三 二 二

横 丹 内 田

山 宗 田 中

昭 久

潤 信 司 忠



第

一
節

大

学

院

政治学部門 基礎法学部門 企業関係法学部門

同 国
際
政
治

演 史
特
殊
講

習 義

同 行 同 政 同

政  治

学  史 演

演 特 演 特

殊  殊 習

講  講

習 義 習 義 Ⅱ

政 同 政 同 政 同 政
治 治 治 治

想 演 想 演 守 演 τ
史 史 特 特

特 特 殊 殊
殊 習 殊 習 譜 習 譜

羹 肇 裏 峯
Ⅱ I Iコ ロ I I

原 法 法 仏 独 同 英

典 制 哲 法 法  米
I+12半      十ヽ特右再特特演特

殊
殊 殊

殊 殊  殊
講 講 講 講 講  講

義 義 義 義 義 習 義

知 日 経 労 同 労
」
' 

済働 働
磐 散贅演婆
懐演特冥 捩
特  殊 諾 習 釜
証    _  '   晴

劣  講 義  義

義 習 義 Ⅱ I I

44444444444444

○○○○○○○○○○○○○○

4444444 444444

○○○△〇〇○△△〇〇〇〇

藤 藤 斎 斎 坂 坂 和 和 国 田 岡 岡 安 安

木 本 藤 藤 井 井 田 田 中 中

和 和 雄 雄     義 義 世 世

登 登 春 春 吉 吉 守 守 浩 浩 達 達 舟 舟

広 小 長 江 安 町 町

井 林 尾 藤  井 井

大  青Ett L和 和

三 宏 一 泰 舟 朗 朗

尾 丹 丹 慶

中 宗 宗 谷

普 昭 昭 淑

子 信 信 夫

佐 佐
藤 藤
時 時
次 次
16 1『

博
士
課
程
後
期
課
程
研
究
指
導

・
授
業
科
目
編
成
表

０

研
究
指
導
科
目

日

本

政

治

研

究

指

導

政

治

思

想

史

研

究

指

導

政

治

学

研

究

指

導

経

済

法

研

究

指

導

商

法

研

究

指

導

民

事

訴

訟

法

研

究

指

導

民

法

研

究

指

導

国

際

法

研

究

指

導

刑

事

法

研

究

指

導

行

政

法

研

究

指

導

憲

法

研

究

指

導

研

究

指

導

科

日

岡
　
　
　
義
　
達

田
　
中
　
　
　
浩

安
　
　
　
世
　
舟

丹
　
宗
　
昭
　
信

中
　
村

　

一
　

彦

江

藤

倫

泰

小

野

幸

二

田
　
中
　
　
　
忠

中

谷

瑾

子

下

山

瑛

二

越

路

正

巳

担

当

者

五
〇
七
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二
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学
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・
専
攻
科

・
別
科

・
留
学
生

０
　
授
業
科
目

公

法

特

殊

講

義

Ｉ

（国
家
機
構
法
）

公

法

特

殊

講

義

Ⅱ

（人
権
法
）

行

政

関

係

法

特

殊

講

義

Ｉ

（行
政
過
程
法
）

行

政

関

係

法

特

殊

講

義

Ⅱ

（税
法
）

刑

事

関

係

法

特

殊

講

義

Ｉ

（犯
罪
法
）

刑

事

関

係

法

特

殊

講

義

Ⅱ

（刑
事
政
策
）

国

際

関

係

法

特

殊

講

義

Ｉ

（国
際
法
）

国

際

関

係

法

特

殊

講

義

Ⅱ

（国
際
組
織
法
）

国

際

関

係

法

特

殊

講

義

Ⅲ

（国
際
経
済
法
）

市
民
生
活
関
係
法
特
殊
講
義

Ｉ

（財
産
関
係
法
）

市
民
生
活
関
係
法
特
殊
講
義

Ⅱ

（身
分
関
係
法
）

授

業

科

目

44444444444
単

位

数

下

山

瑛

二

越

路

正

巳

下

山

瑛

二

波
多
野
　
弘

中

谷

瑾

子

中

谷

瑾

子

田

中

　

忠

◎
内

田

久

司

丹

宗

昭

信

尾

中

普

子

高

野

耕

一

小

野

幸

二

担
当
教
員
名

五
〇
八

市
民
生
活
関
係
法
特
殊
講
義

Ⅲ

（紛
争
関
係
処
理
法
）

企

業

関

係

法

特

殊

講

義

Ｉ

（企
業
組
織
法
）

企

業

関

係

法

特

殊

講

義

Ⅱ

（企
業
取
引
法
）

企

業

関

係

法

特

殊

講

義

Ⅲ

（経
済
法
）

英

米

法

特

殊

講

義

政

治

学

特

殊

講

義

Ｉ

（近
代
国
家
形
成

・
展
開
の

比
較
研
究
）

政

治

学

特

殊

講

義

Ⅱ

（先
進
国
の
政
治
生
活
）

日

本

政

治

特

殊

講

義

Ｉ

（戦
前
期
日
本
の
政
治
生
活
）

日

本

政

治

特

殊

請

義

Ⅱ

（戦
後
期
日
本
の
政
治
生
活
）

行
　
政
　
学
　
特
　
殊
　
請
　
義

（近
代
官
僚
制
度
の
比
較
研
究
）

4444444444

江

藤

中

村

中

村

丹

宗

下

山

田

中

倫

泰
一
彦

一
彦

昭

信

瑛

二浩

安

　

世

舟

坂

井

雄

吉

和

田
　
　
守

岡

　

義

達

斎

藤

和

春



③

現
状
と
展
望

こ
れ
ま
で
の
二
年
制
の
修
士
課
程
を
前
期
課
程
に
改
編
し
、
そ
の
上
に
三
年
制
の
後
期
課
程
を
積
み
上
げ
た
博
士
課
程
で
あ
る
が
、
優

秀
な
院
生
に
つ
い
て
は
四
年
で
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
定
員
は
前
期
課
程

一
〇
名
、
後
期
課
程
五
名
と
し
、
そ

の
中

一
般
選
抜
前
期
五
名
、
後
期
二
名
、
社
会
人
特
別
選
択
は
前
期
三
名
、
後
期
二
名
、
外
国
人
留
学
生
特
別
選
抜
は
前
期
二
名
、
後
期

一
名
で
あ
る
。

創
設
さ
れ
て
以
来
、
今
日
ま
で
の
学
生
の
入
学
お
よ
び
修
了
状
況
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

大
学
院
法
学
研
究
科
学
生
数

一
覧
　
（
一
九
九
二
年
一
〇
月
二
六
日
作
成
）

第

一
節

大

学

院

五
〇
九

1982年度 1%1年度 1980年度 1979年度 1978年度 1977年 度 年
度

法 法
律 学
学 研
専 究
攻 科

法 法
律 学
学 研
専 究
攻 科

法 法
律 学
学 研
専 究
攻 科

法 法
律 学
学 研
専 究
攻 科

法 法
律 学
学 研
専 究
攻 科

法 法
律 学
学 研
専 究
攻 科

専研

究

攻科

修
士
課
程

修
士
課
程

修
士
課
程

修
士
課
程

修
士
課
程

修
士
課
程

課

程

15 16 19 25
志
願

者
数

13 13 17 11 19 24
者受
数験

10 7 7 5 10 10
者合
数格

9 6 7 5 10 10
者手
数続

9 6 7 5 10 10
者入
数学

う
０ 6 ハ０

者修
数了

1989年度1988年度 1987年度 1986年度 1985年度 1984年 度 1983年度

法 法
律 学
学 研
専 究
攻 科

法 法
律 学
学 研
専 究
攻 科

法 法
律 学
学 研
専 究
攻 科

法 法
律 学
学 研
専 究
攻 科

法 法
律 学
学 研
専 究
攻 科

法 法
律 学
学 研
専 究
攻 科

法 法
律 学
学 研
専 究
攻 科

修
士
課
程

修
士
課
程

修
士
課
程

修
士
課
程

修
士
課
程

修
士
課
程

修
士
課
程

28 17 14 11 10
７
′ 15

24 14 14 10 10 7 14

11 13 10 8 （
ё 4 6

10 12 9 5 6 4 6

10 12
Ｏ
υ

″
Э

ρ
０ ヵ４ ０^

10
（ｂ 5 3 8 10

18 12



1992年度 1991年 度
11990年

度

法 法
律 学
学 研
専 究
攻 科

法 法
律 学
学 研
専 究
攻 科

法 法
律 学
学 研
専 究
攻 科

後 前
期 期
課 課
程 程

後 前
期 期
課 課
程 程

修
士
課
程

8 36 5 41 43

8 29 5 35 34

6 17 3 14 15

6 15 3 12 11

6 15 3 12 11

10 12

第
二
章
　
大
学
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・
専
攻
科

・
別
科

・
留
学
生

五

一
〇

本
年

で
開
設
後

二
年
目

で
あ

る
。
ま
ず
従
来

の
修
士
課
程
時

代

の
院
生

の
研
究
成
果
発
表
機
関
誌

「
法
研
諭
集
」
を
廃
刊
し
、

そ
れ
に
代
わ

つ
て
博
士
課
程
在
学
生
、
前
期

・
後
期
修
了
者
の
た

め

の

『
大
東
法
政
論
集
」
を

一
九
九
二

（
平
成

四
）
年
度
か
ら

発
行
す

る

こ
と

に
し
た
。
次

に
社
会
人
入
学
生
と
留
学
生

の
受

け
入
れ

に
積
極
的

に
取
り
組
ん

で
お
り
、　
一
九
九

二
年
度
三
月

の
第
二
回
目
の
入
学
試
験
で
は
多
数
の
志
願
者
が
あ
り
、
大
束
文
化
大
学
の
建
学
の
理
念
の

一
つ
の

「
東
西
文
化
の
融
合
」
の
法
学

・
政

治
学
の
分
野
に
お
け
る
実
現
を
目
ざ
す
高
等
専
門
教
育

・
研
究
機
関
と
し
て
、
よ
う
や
く
そ
の
陣
営
が
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
感
じ

を
受
け
る
。

一
九
九
四

（平
成
六
）
年
四
月
に
は
母
体
の
学
部
の
政
治
学
科
も
完
成
年
度
を
迎
え
る
の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
そ
の
上
に
修
士
課
程

政
治
学
専
攻
を
法
学
研
究
科
に
増
設
す
る
こ
と
、
次
に
社
会
人
に
大
い
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
昼
夜
開
講
制
を
実
施
す
る
こ
と
が
、

次
の
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［安
　
世
舟
］
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専

攻

科

一
　

文

学

専

攻

科

日
本
文
学
専
攻

専
攻
科
は
、
大
東
文
化
大
学
学
則
第
四
条
に
よ
つ
て
規
定
さ
れ
、
学
部
に
附
置
さ
れ
た
独
自
の
学
則
を
も
つ
教
育

・
研
究
組
織
で
あ
る
。

そ
の
実
際
の
運
営
は
学
部

・
学
科
に
委
託
さ
れ
、
「
専
攻
科

。
日
本
文
学
専
攻
」
も
、
実
質
的
に
は
日
本
文
学
科
の
責
任
担
当
の
も
と
に

運
営
さ
れ
て
い
る
。

制
度
と
し
て
の
専
攻
科
は
、　
一
九
五
五

（昭
和
三
〇
）
年
の
開
講
と
い
う
歴
史
を
も

つ
て
い
る
。
当
時
の
記
録
に
よ
る
と
、
「
文
政
学

専
攻
科
」
と
し
て
、
日
本
文
学
専
攻

・
中
国
文
学
専
攻

・
政
治
経
済
学
専
攻
の
三
課
程
が
組
織
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
単
位
履
修
、
修
業

年
限

一
か
年
と
い
う
形
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
特
典
と
し
て
は
、
日
本
文
学
専
攻
の
修
了
者
に
は
高
校

一
級
普
通
免
許
状

（国
語
）
が
取
得

で
き
る
と
し
て
い
る
。

専
攻
科
は
、
か
な
り
の
実
績
が
あ

っ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
、
そ
の
こ
と
が
大
学
院
開
設
に
つ
な
が
つ
て
い
つ
た
。
た
だ
し
、
大
学
院
が

開
講
さ
れ
て
か
ら
は
、
専
攻
科
の
ほ
う
は
衰
退
し
、
実
質
的
な
機
能
を
果
た
さ
ず
に
過
ご
し
て
い
た
。

そ
の
専
攻
科
が
新
し
く
組
織
し
直
さ
れ
た
の
は

一
九
七
八

（昭
和
五
三
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
文
政
学
専
攻
科
は
、
改
組
に
よ

つ
て

「
文
学
専
攻
科

（日
本
文
学
専
攻

・
中
国
文
学
専
攻
）
」
と

「
経
済
学
専
攻
科
」
と
に
区
分
さ
れ
、
日
本
文
学
専
攻
は
入
学
定
員

一

第
二
節

専

攻

科

五

一
一
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大
学
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・
専
攻
科

・
別
科

・
留
学
生

五

一
二

〇
名
で
再
出
発
す
る
こ
と
と
な

つ
た
。

こ
の
専
攻
科
の
改
組
か
ら
も
、
既
に
一
五
年
を
数
え
る
こ
と
に
な

つ
た
の
だ
が
、
そ
の
間
、
正
直
に
言
え
ば
、
大
学
院
の
予
備
機
関
と

い
う
程
度
の
運
営
し
か
で
き
ず
、
専
攻
科
と
し
て
の
独
自
性
を
際
立
た
せ
る
だ
け
の
特
色
を
出
せ
ず
に
経
過
し
て
い
た
。
授
業
運
営
に
つ

い
て
も
、
す
べ
て
が
大
学
院
や
学
部
の
授
業

へ
の
併
合
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、　
一
時
は
、
そ
の
閉
鎖
も
真
剣
に
検
討
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ

る
。し

か
し
な
が
ら
、
数
年
前
に
、
た
ま
た
ま
教
育
免
許
法
が
改
定
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
専
修
免
許
の
取
得
と
い
う
こ
と
で
、
特
別
の
機
能
を

も
つ
と
い
う
認
識
が
広
く
生
じ
る
こ
と
と
な
つ
た
。
そ
し
て
、
専
攻
科
の
独
自
性
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

専
攻
科

・
日
本
文
学
専
攻
を
責
任
運
営
す
る
日
本
文
学
科
と
し
て
は
、
二
年
前
か
ら
、
専
攻
科
担
当
の
専
任
教
員
を
選
定
し
、
い
わ
ゆ

る
演
習
科
目
な
ど
は
、
合
併
授
業
と
し
て
で
は
な
く
、
専
攻
科
独
自
に
単
独
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
教
育

・
研
究
に
か
か
わ
る

予
算
面
で
も
、
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
独
自
の
組
織
づ
け
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
と
前
後
し
て
、
専
攻
科

へ
の
入

学
希
望
者
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

専
攻
科
の
今
後
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
、
明
確
な
将
来
像
を
規
定
す
る
ま
で
に
は
至
つ
て
い
な
い
が
、
独
自
の
教
育

・
研
究
機
関
と
し
て
、

広
く
門
戸
を
開
放
し
な
け
れ
ば
と
認
識
し
て
い
る
。
特
に
、
最
近
は
、
中
学
校

・
高
等
学
校
の
現
職
教
員

（専
修
免
許
の
取
得
希
望
者
な

ど
）
か
ら
、
入
学
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
を
受
け
る
よ
う
に
な
つ
て
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
社
会
人
の
入
学
は
、
現
状
で
は
、
ま
だ
事

例
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
専
門
技
能
者
養
成
機
関
と
し
て
の
専
攻
科
本
来
の
使
命
を
再
認
識
し
な
け
れ
ば
と
痛
感
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
現
職
教
員
に
限
ら
ず
、　
一
般
社
会
人
を
も
視
野
に
入
れ
た
清
新
な
専
門
課
程
の
教
育

・
研
究
機
関
と
し
て
、
明
確
に
位
置
づ
け
る
こ

と
が
肝
要
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
認
識
の
も
と
に
、
専
攻
科

。
日
本
文
学
専
攻
の
将
来
像
を
斬
新
に
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
鈴
木
康
之
］



中
国
文
学
専
攻

①

設
置
の
趣
旨

文
学
部
文
学
専
攻
科
中
国
文
学
専
攻
の
設
置
は
、　
一
九
五
五

（昭
和
三
〇
）
年
二
月
三
〇
日
、
文
部
省
よ
り
設
置
認
可
が
お
り
、
同
年

四
月
開
設
さ
れ
た
。
当
時
は
、
池
袋
時
代
で
あ
り
、
学
部
も
文
政
学
部
で
あ
つ
た
。

新
制
大
学

へ
の
移
行
後
間
も
な
い
時
期
で
あ

つ
た
大
東
文
化
大
学
で
は
、
大
学
院
の
設
置
を
準
備
す
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
教
職
を
志

望
す
る
学
部
在
学
生
の
向
学
心
に
応
え
、
当
時
の
高
等
学
校
教
諭

一
級
免
許
状
取
得
の
目
的
を
も
つ
て
専
攻
科
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
。

②

教
育
方
針

中
国
文
学
科
の
専
任
教
員

（主
に
教
授
）
に
よ
つ
て
、
中
国
文
学
専
攻
の
科
日
は
開
講
さ
れ
、
大
学
院
の
開
設
を
見
る
ま
で
は
、
池
袋

校
舎
の
図
書
館
に
隣
接
し
た
中
国
文
学
研
究
室
が
、
教
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
従
つ
て
、
現
在
の
本
学
に
お
け
る
個
人
研
究
室
と

は
比
べ
よ
う
も
な
い
悪
条
件
の
研
究
室
で
は
あ

つ
た
が
、
筆
者
の
体
験
と
し
て
、
そ
れ
な
り
に
研
究
図
書
も
備
え
ら
れ
て
い
た
環
境
は
、

専
攻
科
に
学
ぶ
学
生
に
と
つ
て
、
学
部
の
授
業
と
は
異
な
り
学
術
的
な
雰
囲
気
の
中
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

現
在
は
、
専
攻
科
生
の
た
め
の
開
講
科
目
と
し
て
特
に
は
設
け
ず
、
学
部

（三
、
四
年
次
用
）
と
、
大
学
院
の
開
講
科
日
の
う
ち
、
あ

ら
か
じ
め
専
攻
科
生
の
受
講
が
認
め
ら
れ
て
い
る
科
目
に
つ
い
て
、
受
講
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

な
お
、
文
学
専
攻
科
中
国
文
学
専
攻
の
収
容
定
員
は
、　
一
〇
名
で
あ
る
。
ま
た
履
修
年
限
は

一
年
で
あ
る
。

③
　
特
色
あ
る
科
目

文
学
専
攻
科
中
国
文
学
専
攻

（
一
九
九
二

〈
平
成
四
〉
年
度
）
の
開
講
科
目
と
担
当
教
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
教
員
の
順
序
は

専
任
教
員
の
次
に
非
常
勤
講
師
と
し
、
す
べ
て
五
十
音
順
と
す
る
。

第
二
節

専

攻

科

五

一
三



第
二
章
　
大
学
院

・
専
攻
科

・
別
科

・
留
学
生

内
山
　
知
也
　
教
授

大
川
忠
三
助
　
教
授

岡
田
　
　
脩
　
教
授

河
崎
　
孝
治
　
教
授

倉
田
　
信
靖
教
授

黒
須
　
重
彦
　
教
授

高
田
　
昭
一
一　
教
授

中
国
文
学
講
読
演
習

中
国
文
学
講
読
演
習

中
国
哲
学
講
読
演
習

中
国
哲
学
史
概
説

日
本
漢
学
史

中
国
文
学
特
講

中
国
現
代
文
学
概
説

久
雄
　
教
授

講
師

講
師

講
師

種
成
　
講
師

静
子
　
講
師

五
一
四

中
国
哲
学
特
講

中
国
文
法
論

中
国
文
学
講
読
演
習

日
本
文
学
講
読
演
習

一

中
国
哲
学
特
講

日
本
文
学
講
読
演
習
二

［
倉
田
信
靖
］

教

育

学

専

攻

教
育
学
科
で
は
、　
一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
代
後
半
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
革
と
コ
ー
ス
制
の
検
討
と
並
行
し
て
、
学
科
の
研
究

・
教

育
の
充
実
の
た
め
、
大
学
院
設
置
を
求
め
る
声
が
出
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、
教
育
職
員
免
許
法
の
改
正
に
伴
い
、
大
学
院
な

い
し
専
攻
科
の
終
了
を
前
提
と
し
た
専
修
免
許
資
格
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
へ
の
対
応
が
せ
ま
ら
れ
た
。

教
育
学
科
で
は
、
大
学
院
設
置
か
当
面
専
攻
科
設
置
か
を
巡
り
多
角
的
に
検
討
し
た
結
果
、
将
来
の
大
学
院
設
置
を
構
想
し
つ
つ
、
現

代
社
会
の
急
速
な
変
化
と
社
会
的
要
請
の
多
様
化
に
応
え
、
教
育
学
の
専
門
教
育
の

一
層
の
充
実
の
た
め
、　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
四

月
、
専
攻
科

（教
育
学
専
攻
）
を
開
設
し
た
。

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

（別
表
参
照
）
で
は
、
教
育
学

・
教
授
学

・
心
理
学
の
三
領
域
を
基
礎
に
講
義

・
演
習

・
講
読

（専
攻
科
用
科
目
）
を

濱坂
井

竹
田

萩
谷

原
田

渡
辺

健
朴 晃 一



心 教 教 心 教 教

理 授 育 理 授 育

学 学 学 学 学 学

研 研 研 特 特 特

究 究 究 講 講 講

授

業

科

目

444444
単
位
数

444444 計

配
置
し
、
専
攻
科
演
習
と
し
て

「
教
育
学
研
究
方
法
論
」
を
新
た
に
開
設
し
、
修
了
論
文
を
必
修
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
学
生
は
、

卒
業
後

一
年
間
の
専
攻
科
で
小
学
校
教
諭
専
修
免
許
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
つ
た
。

教
育
学
専
攻
授
業
科
目

（
一
九
九
二
年
度
）

原

典

研

究

Ｉ

原

典

研

究

Ⅱ

原

典

研

究

皿

教

育

学

研

究

方

法

論

研

　

究

　

論

　

文

64444

64444

［
村
山
士
郎
］

（注
）

教
育
学
研
究
方
法
論

・
研
究
論
文
は
必
修
と
す
る
。

一
一　
経
済
学
専
攻
科

経
済
学
専
攻

①
　
経
済
学
専
攻
科
の
歩
み

経
済
学
部

の
専
攻
科
は
、　
一
九
五
五

（昭
和
三
〇
）
年
文
政
学
部
時
代
に
設
置
さ
れ
た

「
政
治
経
済
学
専
攻
」
に
、
そ
の
歴
史
を
遡
る

第
二
節

専

攻

科

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五

一
五



第
二
章
　
大
学
院

・
専
攻
科

・
別
科

・
留
学
生

五

一
六

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
専
攻
科
の
制
度
上
の
問
題
も
あ
つ
て
、
社
会
科
学
系
の
学
部
に
附
置
さ
れ
た
専
攻
科
は
、
本
学
だ
け
で
な
く
ど

こ
も
余
り
人
気
は
な
い
。
特
に
、
大
学
院
を
併
せ
て
設
置
し
て
あ
る
学
部
に
お
い
て
は
、
教
員
の
上
級
免
許
取
得
希
望
者
な
ど
が
進
学
す

る
ケ
ー
ス
は
見
ら
れ
る
が
、
経
済
学
部
で
は
そ
の
数
は
稀
で
あ
る
。
本
学
で
も
文
学
部
で
は
専
攻
科

へ
の
進
学
者
が
経
済
学
部
に
比
較
し

て
多
い
の
も
こ
の
理
由
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
来
、
文
政
学
部
時
代
に
専
攻
科
を
設
置
し
た
目
的
は
、
学
部
の
専
門
教
育
を
基
礎
に
し
て
そ
の
上
に

一
層
高
度
な
専
門
応
用
教
育
を

行
う
こ
と
を
狙
い
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
大
学
院
を
設
置
す
る
ま
で
の
過
渡
的
性
格
も
あ
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

概
し
て
、
本
学
に
限
ら
ず
経
済
学
部
な
ど
社
会
科
学
系
の
専
攻
科
は
、
そ
の
目
的
を
現
段
階
に
お
い
て
十
分
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い

で
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
経
済
学
専
攻
科
の
前
身
で
あ
る
政
治
経
済
学
専
攻
科
は
、　
一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年
三
月
ま
で
二
三
年
間
設
置
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
の
間
に
文
政
学
部
は
、　
一
九
六
二

（昭
和
三
七
）
年
四
月
、
経
済
学
部
と
文
学
部
に
分
離
独
立
し
学
科
も
経
済

・
経
営
両
学
科
が

増
設
さ
れ
て
そ
の
内
容
も
大
き
く
変
わ
つ
て
き
た
。
そ
の
後
、　
一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
の
設
置
な

ど
も
あ
つ
て
、
政
治
経
済
学
専
攻
科
は
事
実
上
開
店
休
業
の
状
態
が
続
い
て
い
た
。

一
九
七
七
年

「
昨
今
、
専
攻
科
に
つ
い
て
そ
の
基
礎
と
な
る
学
部
学
科
と
の
関
連
に
お
い
て
開
講
授
業
科
目

・
教
員
組
織

・
管
理
運
営

等
に
種
々
矛
盾
が
生
じ
て
き
た
の
で
専
攻
科
学
則
を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
従

つ
て
現
行
の
文
政
学
専
攻
科

（
日
本
文
学
専

攻

。
中
国
文
学
専
攻

・
政
治
経
済
学
専
攻
）
を

一
九
七
七
年
を
も
つ
て
廃
止
し
、　
一
九
七
八

（昭
和
五
三
）
年
度
あ
ら
た
め
て
文
学
専
攻

科
お
よ
び
経
済
学
専
攻
科
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
、
「
廃
止
事
由
書
」
を
文
部
省
に
届
け
出
た
。
同
時
に

一
九
七

八
年
四
月
、
新
し
く

「
経
済
学
専
攻
科

（経
済
学
専
攻
）
」
を
設
置
し
た
い
旨
申
請
し
、
認
可
さ
れ
た
。
そ
れ
が
現
行
の
経
済
学
部
経
済

学
専
攻
科
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
年
同
時
に
経
済
学
研
究
科
は
、
博
士
課
程
を
増
設
し
た
。



②
　
経
済
学
専
攻
科
授
業
科
目

政
治
経
済
学
専
攻
科
廃
止
直
前
の
授
業
科
日
と
担
当
者
は
、
次
の
通
り
で
あ
つ
た
。

担

当

教

員

授

業

科

目

斉

藤

真

事

金
　
融
　
諭

岩

崎

庄

一

経

営

学

特

講

竹

田

志

郎

経

営

管

理

特

講

河

野

一　
英

会

計

学

特

講

こ
れ
に
よ
る
と
、　
一
九
五
五

（昭
和
三
〇
）
年
、
既
に

「
政
治
経
済
学
専
攻
」
か
ら
大
分
授
業
科
目
に
も
変
更
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
「
廃
止
事
由
書
」
に

「
種
々
矛
盾
が
生
じ
て
き
た
」
と
い
う
理
由
が
理
解
で
き
る
。

一
九
七
八

（昭
和
五
三
）
年
四
月
開
講
の

「
経
済
学
専
攻
科
」
の
申
請
当
時
の
教
員
組
織
と
授
業
科
日
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

経

済

政

策

四
　
単
　
位

統

　

計

　

学

四
　
単
　
位

財

政

学

特

講

四
　
単
　
位

経

済

史

特

講

四
　
単
　
位

経

済

学

特

講

四
　
単
　
位

開
講
授
業
科
目

鬼

丸

豊

隆

（経
済
学
科
教
授
）

中
　
村

　

　

浩

（経
済
学
科
教
授
）

江

副

邦

英

（経
済
学
科
教
授
）

大

久

保

達

正

（経
済
学
科
教
授
）

難

波

田

春

夫

（経
済
学
科
教
授
）

申
請
時
の
担
当
者

以
上
の
教
員
組
織
で
開
講
し
た
が
、
志
望
者
は
極
め
て
少
な
く
初
年
度
は
二
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
次
表
の
通
り
低
調
で
あ
る
。

第
二
節

専

攻

科

五

一
七
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専
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科

・
別
科

・
留
学
生

五

一
八

入
学
者

年

　

度

入
学
者

年

　

度

１

名

一
九
八
六

２

名

一
九
七
八

0
一
九
八
七

１

名

一
九
七
九

0
一
九
八
八

∩
）

一
九
八
〇

0
一
九
八
九

∩

）

一
九
八

一

0
一
九
九
〇

∩

）

一
九
八
二

１

名

一
九
九

一

１

名

一
九
八
三

２

名

一
九
九
二

０

名

一
九
八
四

一
九
九
二

∩
）

一
九
八
五

現
在
は
、
授
業
科
目
に
経
営
学
特
講

・
経
営
管
理
特
講

・
会
計
学
特
講
を
開
話
し
て
お
り
、
担
当
者
も

一
九
七
八
年
当
時
と
は
大
分
違

つ
て
き
て
い
る
。　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
経
済
学
専
攻
科
学
科
目
編
成
表
に
よ
る
と
、
経
済
学
特
講

・
石
橋
春
男
、
経
済
史
特
講

・
大

久
保
達
正
、
財
政
学
特
講

・
藤
原
碩
宣
、
金
融
論
特
講

・
斉
藤
真
事
、
統
計
学
特
講

・
山
田
貢
、
経
済
政
策
特
講

・
佐
藤
順

一
、
経
営
学

特
講

・
岩
崎
圧

一
、
経
営
管
理
特
講

・
高
橋
浩
夫

（非
常
勤
）
、
会
計
学
特
講

・
高
橋
豊
蔵
の
各
教
授
が
担
当
し
て
い
る
。

③

今
後
の
課
題

経
済
学
部
に
お
い
て
、
経
済
学
専
攻
科
が
必
要
か
ど
う
か
の
意
見
は
、
経
済
学
科
協
議
会
に
お
い
て
非
公
式
で
は
あ
る
が
で
た
こ
と
が

あ
る
。
広
く
社
会
に
大
学
を
開
放
す
る
こ
と
が
、
今
日
非
常
に
大
切
に
な
つ
て
い
る
。
ま
た
高
齢
化
社
会
が
進
み
第

一
線
を
退
い
た
人
々

に
ゆ
と
り
を
も
つ
て
学
問
に
チ
ヤ
レ
ン
ジ
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
を
計
画
し
て
み
る
こ
と
も
、
今
後
の
大
学
に
と
つ
て
必
要
な

こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
地
域
社
会
と
の
連
帯
を
こ
の
経
済
学
専
攻
科
に
託
し
て
生
か
し
得
る
道
を
探
し
て
見
た
い
。
ま
た
、
学
部
に
設

置
し
て
あ
る
自
己
点
検
委
員
会
の

「
社
会
人
委
員
会
」
で
知
恵
を
絞

つ
て
、
新
機
軸
を
見
い
だ
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
　

［中
本
博
皓
］



第
二
節
　
別
科

・
留
学
生

一
　

日
本
語
研
修
課
程

０

別
科

の
回
顧

外
国
語
学
部
が
創
設
さ
れ
た
の
は
、
文
学
部
外
国
語
学
科
か
ら
独
立
し
た

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
四
月
で
あ
る
が
、
初
代
の
吉
村

外
国
語
学
部
長
は
既
に
本
学
に
お
け
る
留
学
生
教
育
の
必
要
性
を
強
調
さ
れ
て
い
た
。
当
時
経
済
学
部
を
中
心
に
台
湾
か
ら
の
留
学
生
が

増
え
つ
つ
あ
つ
た
の
で
、
吉
村
学
部
長
は
別
科
の
み
な
ら
ず
日
本
語
学
科
の
設
置
を
も
構
想
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
時
代
の
流
れ
を

見
る
先
見
の
明
が
あ
つ
た
と
言
え
る
。

日
本
語
講
座
は
、
最
初
文
学
部
日
本
文
学
科
の
所
轄
で
あ

っ
た
が
、　
一
九
六
八

（昭
和
四
三
）
年
文
学
部
に
外
国
学
科
が
設
置
さ
れ
る

と
同
学
科
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
日
本
語
講
座
の
た
め
に
、
外
部
か
ら
日
本
語
教
育
に
関
し
て
実
績
の
あ
る
有
力
な
人
材
を
招
聘
し
た
い
と

い
う
こ
と
か
ら
、
望
月
孝
逸

（当
時
千
葉
大
学
教
授
）

・
伊
藤
芳
照

（当
時
東
京
外
国
語
大
学
附
属
日
本
語
学
校
教
授
）

・
張
庸
吾

（元
台
湾
大
学
教
授
）
ら
を
講
師
と
し
て
迎
え
た
の
で
あ
る
が
、
後
に
本
学
の
専
任
教
授
ま
た
は
講
師
と
し
て
日
本
語
教
育
の
充
実
に
貢

献
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
国
際
的
に
も
日
本
語
学
習
希
望
者
の
急
増
に
よ
つ
て
そ
れ
へ
の
対
策
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、　
一
九
七
二
年
六
月
、

海
外
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、
国
際
交
流
基
金
が
創
設
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
は
こ
れ
に
先
が
け

一
九
七

一
年

一
二

第
二
節
　
別
科

・
留
学
生

五

一
九



第
二
章
　
大
学
院

・
専
攻
科

・
別
科

・
留
学
生

五
二
〇

月
か
ら

一
年
八
か
月
、
河
野

（関
日
の
旧
姓
）
伊
都
子
先
生
が
外
務
省
文
化
事
業
部
文
化
第
二
課
よ
リ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学

（Ａ

Ｎ
Ｕ
）
に
、
次
い
で

一
九
七
二
年
に
国
際
交
流
基
金
よ
り
藤
井
明
先
生
が
マ
レ
ー
シ
ア
大
学
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

外
国
語
学
部
の
開
設
に
よ
り
、
学
部
共
通
の
専
門
教
育
科
日
と
し
て
、
日
本
語
学
概
論

。
日
本
語
教
授
法

・
日
本
語
学
演
習

・
文
章
表

現
法
等
を
含
む
日
本
語
科
目
を
引
き
続
い
て
開
講
し
、
将
来
学
生
の
中
か
ら
、
海
外
に
赴
任
し
て
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
者
が
出
て

く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。

そ
の
後
外
国
人
留
学
生
は
年
々
増
加
し
て
き
た
の
で
、
日
本
語
科
目
の
充
実
に
加
え
て
、
日
本
語
研
修
課
程
と
し
て
の
別
科
の
創
設
が

強
く
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。　
一
九
七
八

（昭
和
五
三
）
年
四
月
に
別
科
日
本
語
研
修
課
程
が
開
設
さ
れ
、
専
任

・
兼
任
を
含
め
日
本

語
担
当
教
員
の

一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。
別
科
長
と
し
て
東
京
外
国
語
大
学
附
属
日
本
語
学
校
を
定
年
で
退
職
さ
れ
た
鈴
木
忍
教
授
を

お
迎
え
し
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
つ
た
の
で
あ
る
。

発
足
時
の
別
科
担
当
教
員
組
織

別
科
長
　
　
　
鈴
木
　
　
忍

教
　
授
　
　
　
望
月
　
孝
逸

教
　
授
　
　
　
斉
藤
　
　
〓貝

助
教
授
　
　
　
藤
井
　
　
明

助
教
授
　
　
　
嘉
山
　
秀
夫

発
足
当
時
の
別
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

日

本

語

演

習

１

授

業

科

目

，

“

必
　

修

選
　
択

備
　
考

日

本

語

演

習

３

日

本

語

演

習

２

，

“

，

“

講
　
師

講
　
師

講
　
師

講
　
師

広
瀬
　
崇
子

関
口
伊
都
子

高
橋
左
太

一

張
　
　
庸
吾



日

本

語

演

習

１２

日

本

語

演

習

Ｈ

日

本

語

演

習

１０

日

本

語

演

習

９

日

本

語

演

習

８

日

本

語

演

習

７

日

本

語

演

習

６

日

本

語

演

習

５

日

本

語

演

習

４

，

“

つ

“

つ

“

，

“

，

“

，

“

つ

“

計

体

育

実

技

数

学

英 日

本

事

情

日

本

語

演

習

１５

日

本

語

演

習

１４

日

本

語

演

習

１３

31
ｎ
Ｚ

（Ｚ ，
″

ｂ^
（
∠

，

“

選
択
履
修

４
単
位
以
上

２
科
目

別
科
初
年
度
の
入
学
者
は
、
全
員
台
湾
か
ら
の
学
生
で
計
六
名
で
あ
つ
た
。
別
科
長
と
し
て
お
迎
え
し
た
鈴
木
忍
教
授
は
不
幸
に
し
て

本
学
赴
任
後
し
ば
ら
く
し
て
体
調
を
壊
さ
れ
入
院
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
、
海
外
で
の
日
本
語
教
育
に
経
験
の
深
い
人
材
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
鈴
木
忍
教
授
お
よ
び
国
際
交
流
基
金
か
ら
の
推
薦
に
よ
つ
て
、
当
時
国
際
交
流
基
金
か
ら
香
港
に
派
遣
さ
れ
て
四

年
を
経
過
し
て
い
た
大
蔵
親
志
講
師
が
招
聘
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、　
一
九
七
九

（昭
和
五
四
）
年
か
ら
教
授
陣
に
加
わ
つ
た
。
日
本
語
教

育
学
界
に
も
非
常
な
貢
献
を
さ
れ
、
本
学
の
柱
と
も
願

つ
て
い
た
鈴
木
忍
教
授
は
こ
の
年
に
逝
去
さ
れ
た
。
翌

一
九
八
〇
年
に
は
若
手
新

進
気
鋭
の
柏
木
成
章
助
手
が
迎
え
ら
れ
た
。　
一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年
、
望
月
教
授
の
定
年
退
職
に
よ
つ
て
伊
藤
芳
照
教
授
が
迎
え
ら

れ
た
が
、　
一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
に
転
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
池
尾
ス
ミ
教
授
が
迎
え
ら
れ
た
。　
一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
か
ら

中
道
知
子
講
師
が
指
導
陣
に
加
わ

つ
て
、
非
常
に
充
実
し
た
指
導
陣
と
な
つ
た
。

第
二
節
　
別
科

・
留
学
生

五
二

一



第
　
四
　
代

第
　
一二
　
代

第
　
一
一　
代

第
　
一　

代

歴
　
代

町

井

和

朗
　
教
授

渡

瀬

忠

昌
　
教
授

望

月

孝

逸
　
教
授

鈴

木
　
　
忍
　
教
授

氏

　

　

名

法

　

学
　
　
部

文
　
　
学
　
　
部

外

国

語

学

部

外

国

語

学

部

所

属

学

部

第
二
章
　
大
学
院

・
専
攻
科

・
別
科

・
留
学
生

歴
代
の
別
科
長

五
三
二

０

別
科

の
現
状

別
科
学
生
の
選
考
は
、
海
外
か
ら
応
募
し
た
者
は
書
類
選
考
に
よ
る
が
、
既
習
者
に
限
り
日
本
に

一
年
程
度
滞
在
し
て
日
本
語
を
既
に

学
ん
で
い
る
者
は
、
書
類
選
考
と
面
接
試
験
に
よ
つ
て
入
学
さ
せ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
ゼ
ロ
か
ら

一
年
間
の
日
本
語
教
育
だ
け
で
は
、
大

学
受
験
の
競
争
、
大
学
入
学
後
の
講
義
の
聴
講
が
難
し
い
と
言
つ
た
問
題
が
生
じ
て
来
た
か
ら
で
あ
る
。

別
科
は

一
ク
ラ
ス
制
か
ら
ニ
ク
ラ
ス
制
と
な
り
、　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
か
ら
は
三
ク
ラ
ス
制
で
授
業
を
行
つ
て
い
た
。
ク
ラ
ス
分

け
は
入
学
後
の
プ
レ
ス
メ
ン
ト
‐テ
ス
ト
に
よ
つ
て
次
の
よ
う
な
能
力
別
に
分
け
て
い
た
。

Ａ
ク
ラ
ス
　
　
日
本
語
能
力
が
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
近
い
学
生

Ｂ
ク
ラ
ス
　
　
初
級
程
度
の
日
本
語
能
力
が
あ
る
学
生

Ｃ
ク
ラ
ス
　
　
中
級
程
度
の
日
本
語
能
力
が
あ
る
学
生

一
九
九
二

（平
成
五
）
年
度
か
ら
は
従
来
の
Ｃ
ク
ラ
ス
程
度
の
学
力
の
あ
る
ク
ラ
ス
が

一
ク
ラ
ス
と
な
る
。

第
　
九
　
代

第
　
八
　
代

第
　
七
　
代

第
　
一ハ
　
代

第
　
五
　
代

広

井

大

〓
一　
教
授

河

崎

孝

治
　
教
授

池

尾

ス

ミ
　ヽ
教
授

竹

中

重

寿
　
教
授

向

後

良

文
　
教
授

法
　
　
学
　
　
部

文
　
　
学
　
　
部

外

国

語

学

部

国

際

関

係

学

部

経

済

学

部



カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
発
足
当
時
か
ら
の
も
の
に
、
シ
ラ
バ
ス
の
内
容
に
調
整
を
加
え
な
が
ら
今
日
ま
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。
従
来
と
違

つ

て
き
た
点
は
、
特
に
、
視
聴
覚
教
育
に
も
重
点
を
置
く
よ
う
に
な

つ
た
こ
と
、
英
語
の
授
業
時
間
を
増
や
し
て
大
学
進
学
後
に
備
え
る
よ

う
に
し
た
こ
と
、
数
学
は
履
修
希
望
者
が
皆
無
な
の
で
実
施
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
で
あ
る
。

現
在
の
別
科
教
員
組
織

助
　
教
　
授

助
　
教
　
授

教
　
　

　

授

役

　

職

関

口

伊

都

子

大

蔵

親

志

池
　
尾
　
ス
　
ミ

河

崎

孝

治

氏

　

　

　

名

日
　
　
本
　
　
語

日
　
　
本
　
　
語

日
　
　
本
　
　
語

担

当

科

目

助
　
教
　
授

講

　
　
　

師

助
　
教
　
授

講

　

　

　

師

助
　
教
　
授

波

多

野

　

伸

Ａ

・
ラ

デ

イ

ク

北
　
林
　
　
　
光

中

道

知

子

柏

木

成

章

体

育

英

箋
”

英

箋
¨

日
　
　
本
　
　
語

日

　

本

　

語

こ
れ
に

一
〇
名
の
非
常
勤
講
師
を
採
用
し
、　
一
ク
ラ
ス

一
〇
名
程
度
の
学
生
に
対
し
て
内
容
の
充
実
し
た
授
業
を
行

つ
て
い
る
の
で
、

斯
界
の
高
い
評
価
を
え
て
い
る
。

過
去
八
年
間
の
別
科
入
試
状
況

一
九
九
二
年
度
　
一　

　

‐０３

　

　

一　

　

４９
　
　
　
一　
　

３６

一
九
九

一
年
度

一
九
九
〇
年
度

一
九
八
九
年
度

59 62 36

54 44 35

39 32 32

第
二
節
　
別
科

・
留
学
生

五
二
三

一
九
八
八
年
度

一
九
八
七
年
度

一
九
八
六
年
度

一
九
八
五
年
度

20 19 18 25

志
　
願
　
者

20 17 17 25

合
　
格
　
者

13 11
Ｑ
）

入
　
学
　
者

別
　
科
　
長



計

計

バ
ン
グ

ラ

デ

イ

シ

ュ

ア

メ

リ

カ

タ

イ

英
　
国

（香
　
港
）

韓

国

中
　
国

（台
　
湾
）

中

国

国

　

　

　

名

‐０３

（４２
）

１７

（４
）

８６

（３８
）

１

（１
）

３

（１
）

１

（０
）

１

（
１
）

１

（０
）
　

一　
３

（０
）

１

（０
）
　

一　
８

（７
）

１４

（３
）

７０

（２９
）

国

　

内

国

　

外

志

願

者

数

４９

（
２４
）

１２

（３
）

３７

（
２１
）

一

１
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一
九
九
二
年
度
の
入
試
状
況

　

（　
）
内
は
女
子
内
数

五
二
四

０

別
科

の
展
望

一
九
九
二

（平
成
五
）
年
度
よ
り
外
国
語
学
部
に
日
本
語
学
科
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
他
大
学
の
よ
う
に
日
本
語
学
科
に
直
属

さ
せ
る
と
い
つ
た
問
題
が
再
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
今
後
、
別
科
は
日
本
語
能
カ
ゼ
ロ
か
ら
の
学
生
の
受
け
入
れ
は
非
常
に
難
し

く
な
る
。　
一
年
間
だ
け
の
教
育
で
は
大
学
の
授
業
の
聴
講
に
支
障
を
来
す
こ
と
に
な
り
、
学
部
側
か
ら
も
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。



一
九
九
三
年
度
か
ら
別
科
は
、
東
松
山
で
授
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ク
ラ
ス
も
以
前
に
か
え
つ
て

一
ク
ラ
ス
に
な
る
。
入
学
資

格
と
し
て
何
ら
か
の
公
的
な
日
本
語
能
力
を
証
明
す
る
書
類
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
従
来
の
書
類
選
考
に
よ
つ
て
日
本
語
能
カ
ゼ

ロ
の
学
生
も
受
け
入
れ
た
制
度
は
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
今
後
、
別
科
か
ら
の
推
薦
制
度
の
あ
り
方
、
別
科
そ
れ
自

身
の
あ
り
方
な
ど
も
議
論
さ
れ
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

本
大
学

へ
の
入
学
を
目
ざ
し
て
別
科
に
入
学
し
て
、
真
面
目
に
勉
強
し
て
い
る
学
生
に
温
か
い
目
で
大
学
へ
の
道
を
開
い
て
や
る
こ
と

こ
そ
国
際
交
流
の
第

一
歩
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
別
科
の
こ
こ
ま
で
の
発
展
の
た
め
に
日
々
努
力
さ
れ
て
き
た
諸
先
輩
の
苦
労
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
別
科
の
今
後
の
あ
り
方
を
見
守

つ
て
行
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
大
蔵
親
志
］

二
　
留
学
生
の
受
け
入
れ
状
況

①
　
開
か
れ
た
大
学

本
学
で
は
、
外
国
人
の
た
め
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
建
学
の
精
神
に
由
来
し
て
前
向
き
か
つ
積
極
的
な
姿
勢
で
推
進
し
て
き
た
。
改

正
前
の
大
学
設
置
基
準
に
定
め
ら
れ
て
い
た
教
養
科
目
の
二
六
単
位
の
、
日
本
語
等
で
代
替
で
き
る
と
い
う
特
別
措
置
は
、　
一
九
六
九

（昭
和
四
四
）
年
の
学
則
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
日
本
語
演
習
等
二
単
位
の
科
目
を

一
三
科
目
設
け
、
こ
れ
を
二
年
間
で
履
修
で
き
る
こ
と

に
し
た
。
こ
の
時
期
に
入
学
の
大
き
な
障
壁
と
な

つ
て
い
た
外
国
人
留
学
生
の
入
学
試
験
は
、
日
本
語

・
英
語

・
小
論
文
の
筆
記
試
験
と

面
接
試
験
で
特
別
に
実
施
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。
こ
の
二
つ
の
施
策
を
採
用
し
た
こ
と
か
ら
、
外
国
人
の
入
学
に
は
、
大
き
な
特
典
が
与

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
学
を
目
ざ
す
者
が
急
増
す
る
結
果
と
な
つ
た
。
し
か
も
こ
れ
は
多
く
の
他
大
学
よ
り
も
早
期
の
着
手
で
あ

つ

た
た
め
、
本
学
が
国
際
的
に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
先
進
大
学
と
い
う
位
置
づ
け

第
二
節
　
別
科

・
留
学
生

五
二
五
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五
二
六

を
得
る
こ
と
に
な
つ
た
。

一
方
、　
一
九
七

一

（
昭
和
四
六
）
年
に
は
合
同
教
授
会
の

も
と
に
各
学
科
か
ら
委
員
を
選
出
し
、
外
国
人
留
学
生
の
教

学
上
、
生
活
上
の
受
け
入
れ
環
境
と
指
導
体
制
を
整
備
す
る

目
的
で
、
二
五
名
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
成
る
留
学
生
委
員
会
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
留
学
生
委
員
会
は
時
代
の
変
化
に
即
応
し

た
留
学
生
対
策
を
、
き
め
細
か
く
機
敏
に
取
り
上
げ
て
、
こ

れ
を
実
施
に
移
し
、
留
学
生
た
ち
が
健
全
に
学
生
生
活
が
送

れ
る
よ
う
力
強
く
支
援
し
て
い
る
。

本
学
に
お
け
る
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
の
推
移
を
み

る
と
上
表
の
よ
う
に
な
り
、
国
際
情
勢
や
国
内
の
景
気
動
向

な
ど
の
影
響
が
よ
く
わ
か
る
。　
一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年

代
初
頭
に
留
学
生
が
減
少
し
た
理
由
は
、
第

一
次
石
油
シ
ヨ

ツ
ク
後
の
イ
ン
フ
レ
と
不
景
気
が
留
学
生
た
ち
の
東
京
で
の

生
活
を
圧
迫
し
た
こ
と
に
よ
る
。
留
学
生
の
出
身
国
は
、
台

湾

・
韓
国

・
タ
イ

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

・
香
港
な
ど
の
国
々
が

主
だ
つ
た
が
、
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
留
学
生
た
ち
の
姿
が

キ
ヤ
ン
パ
ス
か
ら
見
ら
れ
な
く
な

つ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
つ

留学生の推移 (1976～ i992)各年5月 1日調査
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た
。や

が
て
国
内
景
気
の
回
復
や
日
本
経
済
の
国
際
影
響
力
な
ど
が
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
時
に
日
本
の
国
際
社
会
で
の

責
任
が
重
要
な
問
題
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

つ
て
き
た
。

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
の

「
二

一
世
紀

へ
の
留
学
生
政
策
懇
談
会
」
に
よ
る
と
、
一
三

世
紀
初
頭
の
わ
が
国
の
外
国
人
留
学
生
受

け
入
れ
数
は

一
〇
万
名
を
超
え
る
時
代
に
な
る
と
指
摘
し
、
そ
の
た
め
の
環
境
整
備
、
質
的
な
改
善
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
提
言
し
、
こ

れ
が
国
の
留
学
生
政
策
の
バ
ツ
ク
ボ
ー
ン
と
な
つ
た
。
わ
が
国
と
諸
外
国
相
互
間
の
教
育

・
研
究
の
水
準
を
高
め
、
国
際
理
解
と
国
際
協

調
の
精
神
の
醸
成

・
推
進
に
寄
与
し
、
さ
ら
に
開
発
途
上
国
の
人
材
養
成
に
協
力
す
る
な
ど
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
大
切
さ
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
学
で
も
、
こ
の
よ
う
な
時
代
的
背
景
に
よ
り
、
受
け
入
れ
留
学
生
数
は
再
び
上
昇
に
向
か
い
は
じ
め
た
。
こ
う
し
た
留
学
生
の
急
増

は

一
つ
の
特
徴
を
も
つ
。
そ
れ
は
中
華
人
民
共
和
国
の
開
放
政
策
と
深
く
結
び
つ
く
も
の
で
あ
り
、
従
来
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
つ
た
中
国

人
留
学
生
が
目
覚
ま
し
い
増
加
を
み
せ
る
よ
う
に
な
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
が
わ
が
国
の
留
学
生
問
題
の
根
本
的
な
と
こ
ろ
に
微

妙
な
変
化
を
も
た
ら
し
は
じ
め
た
。　
一
つ
に
は
留
学
生
が
日
本
国
内
の
労
働
力
不
足
の

一
部
を
補
う
こ
と
に
な
つ
た
こ
と
か
ら
種
々
の
間

題
が
起
こ
り
、
そ
の
解
決
が
大
き
な
課
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
、
ま
た
他
方
に
お
い
て
は
、
留
学
生
自
身
の
価
値
観
の
多
様
化
が
み
ら

れ
、
従
来
の
経
済
専
攻

へ
の
偏
り
が
緩
和
し
、
文
科
系
全
体
に
留
学
生
が
広
が
り
を
み
せ
て
進
学
す
る
よ
う
に
な
つ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
本
学
で
も
留
学
生
問
題
を
全
学
的
に
取
り
上
げ
や
す
く
な
つ
た
利
点
で
も
あ
る
。

②
　
留
学
生
と
経
済
問
題

留
学
生
の
経
済
的
な
状
況
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
特
に
本
学
の
よ
う
に
大
多
数
が
私
費
留
学
で
あ
る
場
合
、
す
べ
て
の
費
用

を
自
分
で
稼
ぎ
出
す
こ
と
が
絶
対
条
件
に
な
る
。
そ
の
う
ち
奨
学
金
に
恵
ま
れ
る
者
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
財
団
法
人

「
日
本
国
際
教

第
二
節
　
別
科

・
留
学
生

五
二
七
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五
二
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育
協
会
」
は
、
文
部
省
の
管
轄
機
関
で
国
の
代
わ
り
に
留
学
生
政
策
推
進
の
窓
日
と
し
て
多
く
の
事
業
を
行
つ
て
い
る
。
私
費
留
学
生

へ

の
援
助
事
業
と
し
て
、
学
習
奨
励
費
の
支
給
が
古
く
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
長
年
本
学
の
受
給
者
は
数
名
に
と
ど
ま
つ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
こ
の
事
業
に
つ
い
て

一
九
八
九

（平
成
元
）
年
四
五
名
、
九
〇
年
八
二
名
、
九

一
年

一
〇
七
名
、
九
二
年

一
二

一
名
と
飛
躍
的
な

伸
び
を
示
す
よ
う
に
な
つ
た
。
今
日
で
は
、
学
部
生
月
額
四
万
六
、
〇
〇
〇
円
、
院
生
六
万
七
、
〇
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
円
高

が
ま
き
起
こ
つ
た

一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
当
時
、
自
国
か
ら
の
仕
送
り
が
目
減
り
し
て
留
学
生
た
ち
に
は
困
窮
者
が
頻
発
し
た
。
政

府
は

一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
以
前
の
入
学
者
に
三
五
％
、　
一
九
八
七
年
以
降
の
入
学
者
に
対
し
三
〇
％
の
授
業
料
減
免
を
行
う
こ
と

を
決
定
し
、　
一
九
八
七
年
九
月
か
ら
実
施
し
た
。

本
学
で
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
察
知
し
、
七
月
に
留
学
生
委
員
会
を
中
心
に
審
議
検
討
を
重
ね
て

「
外
国
人
留
学
生
等
奨
学
助

成
金
規
則
」
制
定
の
準
備
を
行
っ
た
。
対
象
と
な
ら
な
い
専
攻
科
生

・
別
科
生
に
も
国
の
補
助
金
額
を
上
回
る
助
成
と
、　
一
定
の
補
助
を

行
う
よ
う
制
度
化
し
た
。
文
部
省
が
直
接
取
り
扱
う
奨
学
金
制
度
に
国
費
留
学
生
の
制
度
が
あ
る
。
こ
れ
は
留
学
生
政
策
の
中
心
と
な
る

事
業
で
あ
り
、
こ
の
採
用
者
数
の
増
加
は
こ
れ
か
ら
の
重
要
な
課
題
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
国
費
留
学
生
の
受
け
入
れ
は
国
立
大
学
を

中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
私
学
の
特
色
あ
る
教
育
研
究
を
求
め
て
、
私
学

へ
の
委
託
ケ
ー
ス
が
増
え
て
来
た
。
本
学
で
は
国
内
採
用

者
枠
で
割
り
当
て
ら
れ
、　
一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年

一
名
、　
一
九
八
九

（平
成
元
）
年
四
名
、　
一
九
九
〇
年
六
名
、　
一
九
九

一
年
五
名
、

一
九
九
二
年
八
名
と
い
う
足
ど
り
を
み
せ
て
い
る
。
学
費
、
帰
国
旅
費
、
研
究
費
、
住
宅
費
補
助
な
ど
の
ほ
か
給
与
月
額
は
学
部
生

一
三

万
八
、
五
〇
〇
円
、
院
生

一
八
万

一
、
五
〇
〇
円
で
あ
る
。

二

一
世
紀
の
国
際
社
会
を
考
え
る
う
え
で
、
留
学
生
受
け
入
れ
問
題
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
国
内
各
層
の
認
識
が
深
ま
つ
た
結
果
、
民

間
奨
学
金
財
団
の
設
立
が
盛
ん
に
な
つ
て
き
た
。
従
来
三
十
数
法
人
あ
つ
た
財
団
が

一
〇
〇
法
人
を
超
え
、
留
学
生

へ
の
支
援
の
輸
が
広

が
つ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
財
団
か
ら
の
奨
学
金
受
給
者
は
十
数
名
に
及
び
、
年
々
増
加
の
傾
向
が
あ
る
。
本
学
独
自
に
は
、
第
二
種
奨
学
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創立60周年記念事業の一

環であった東松山校合の

開発に次いで、板橋校舎

の新1号館の竣工は、電子

計算機ンステムのレベル

ア ンプをうなが し、これ

までに倍した研究・教育

さらに図書館業務の効率

化
`=つ

な力'っ た。

情報処理関連・LL・ AV
教事・書道教室などを含

む特殊教室の充実は、文

科系総合大学 として次世

紀に向けてよリー層の発

展 を続けていくことを約

束している。
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1980(11″ 和55)年、学飼運営の新

基本 方針 を樹 1夕 。 その中の「国際

性 豊かな学園への発展」 をめ、まえ

た中日・北 京外国語学院 との相互

交流協定の締結は、海外交流の哺

矢となる。 小学の根本理念「東西文

化の融 合」 を直載的に実践 する も

の で、国際関係学部の教育的展開

は、そ うした質的深化 といえよう。

主にアジア地区からの学部留学生464、 ガ」科生21

院生44名 などキャンパスも国際的だ。 交換パー

ティーには美 しい民族衣装が乱舞。

カリフォルニア大学 とのレスリング交流試合

は今年で14回 目を数える。双方力ゞ隔年に先方

方を訪れ、結果は ?勝 '負 。
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学部・学科あるいは各

研究所主催の講演会・

研究会そしてンンポジュ

ウムなども少な〈ない。

時には学部生らも参加

するが、そうした高度

な学術研究は教室やゼ

ミナールに反映。生 き

た勉強を身につけて、

明日の社会へと巣立っ

て欲 しいものだ。

伝統の一つに「書道」。書道研究所の主催で斯界の 卜 )

プである本学の教授陣によって講習会が開かれる。地

元の公開講座や全国公募展 と余念がない。

事
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リーロ大え露おけンテスト豪彰気

η L

思考を固める意味で1992年から学内論 文

コ/テ ストを実施。するどい論説を展開。
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1在籍者数は多い。別科生に も日本

親 しめるように と、今日は毛筆の

ジア系の彼らは上手に書けました。
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f間 往 復 大 学 駅

ー

1987(昭和62)年、東松山校合にプール棟が

完成。こけら落としに学部生(右)が演技被篤

ほとんど網羅された文化系・体育系のクラブ

活動 もさかんだ。軟式野球部が東日本大会で

優勝 し、学院時代か らの柔道部 も活躍する。

■ ‐ヽ

赳巫巡猷鰤

恒例の大学箱根駅伝はつ とに有名だ。総合優勝

4回 を誇る陸上競技部。来年こそはと期待したい。

父兄会支部 も沿道で構断幕や声援 をお くる。
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常勝の林道 部

祭 では玄人は

も華やかに応援。大東

たこ焼屋 も出現する。

▲

ヽ
ヽ

‘
▼

鵞

大東旋風を巻き起こしたラグ

ビー部は、大学日本一に2回輝

いてか ら一層 1■ 日は高まる。

第一高校 も大学生の胸 をか ゲ

て練習 してお り、近い将来児

弟優勝 も夢 ではない。試合日

は授業をサポ ノて ?応援にか

けつける学生 も少なくない。

全学あげて燃えることはいい

ことだ。
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火点彙化大攣● 飢 杏時

父兄会・同窓会は大学を側面から支ぇて くれる。本

部・各支部共々熱心に話 し合い、協力を借 しまない

大東文化会館。イ静

'は

勿論 .

会議やオ丁ち合わせでフル操身と
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手ごたえは十分だ。
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多
少

板橋校合に隣接の第一高等学校。新 しい制服がまぶ しい。



金
の
う
ち
外
国
人
留
学
生
は
学
部
生
三
名
、
大
学
院
生
三
名
で
、
授
業
料
相
当
額
の
奨
学
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

③
　
留
学
生
と
健
康
問
題

留
学
生
に
と
り
健
康
問
題
は
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
医
療
費
補
助
で
は

「
日
本
国
際
教
育
協
会
」
が
支
払
い
額
の
八
〇
％
を
補
助
し
て

く
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
せ
医
療
費
七
〇
％
の
支
払
い
を
受
け
、
残
り
の
自
己
負
担
分
三
〇
％
の
額
に
対
す

る
八
〇
％
が
協
会
か
ら
の
補
助
金
額
と
な
る
。
本
学
の
場
合
は
、
学
園
独
自
の
互
助
制
度
と
し
て
安
全
互
助
会
が
あ
り
、
正
規
学
生
の
場

合
は
、
こ
の
適
用
を
受
け
て
自
己
負
担
額
が
全
額
還
付
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
正
規
学
生
は
重
複
請
求
を
避
け
協
会

へ
の
申
請
は
行
わ
ず
、

別
科
生

・
聴
講
生

・
研
究
生
の
み
申
請
す
る
こ
と
に
な

つ
て
い
る
。
高
額
医
療
費
に
つ
い
て
も
補
助
制
度
が
あ
り
、
留
学
生
の
医
療
費
補

助
制
度
は
整
備
さ
れ
て
い
る
。

④
　
留
学
生
と
住
居
問
題

留
学
生
が
抱
え
る
も
う

一
つ
の
大
き
な
問
題
は
、
特
に
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
学
生
た
ち
の
住
居
の
借
り
上
げ
が
大
変
に
難
し
い
こ
と
で

あ
る
。
風
俗
習
慣
の
異
な
る
外
国
人
に
部
屋
を
提
供
し
な
い
ア
パ
ー
ト
所
有
者
が
多
く
、
自
分
の
住
ま
い
を
確
保
す
る
ま
で
に
何
度
も
断

ら
れ
た
留
学
生
が
多
い
。
財
団
法
人

「
内
外
学
生
セ
ン
タ
ー
」
は
国
の
予
算
に
よ
り
、
留
学
生
の
宿
舎
問
題
の
窓
口
と
な

つ
て
い
る
が
、

今
後
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
埼
玉
県
は
県
内
居
住
外
国
人
留
学
生
に
、　
一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
か
ら
月
額
五
、
〇
〇

〇
円
の
補
助
金
を
支
給
し
て
い
る
。
財
団
法
人

「
留
学
生
支
援
企
業
協
力
推
進
協
会
」
が
推
進
す
る
企
業
の
社
員
寮
提
供
事
業
は

一
九
八

九

（平
成
元
）
年
、
本
田
技
研
工
業
和
光
寮

へ
一
名
、　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
、
日
立
製
作
所
志
村
第
二
寮
三
名
、　
一
九
九
二

（平
成

四
）
年
、
丸
紅
志
木
寮

一
名
が
加
え
ら
れ
、
堅
実
な
支
援
の
歩
み
を
み
せ
て
い
る
。

⑤
　
留
学
生
と
地
域
交
流

外
国
人
留
学
生
を
地
域
社
会
ぐ
る
み
で
受
け
入
れ
、
交
流
を
盛
ん
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
つ
て
き
た
。
国
の
予
算
が
事
務

第
二
節
　
別
科

・
留
学
生

五
二
九
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大
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別
科

・
留
学
生

五
三
〇

費
と
し
て
国
立
大
学
に
計
上
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
、
大
学
、
住
民
が

一
体
と
な
り
、
留
学
生
の
居
住
地
域
に
お
け
る
生
活
者
と
し
て
、

交
流
を
進
め
、
地
域
の
活
性
化
に
も
役
だ
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。　
一
九
八
八
年
に

「
埼
玉
県
留
学
生
交
流
推
進
連
絡
会
議
」
が
設

立
さ
れ
た
。
翌
年
に
東
京
国
際
大
学
で
第

一
回
外
国
人
留
学
生
交
歓
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、　
一
九
九
〇
年
第
二
回
日
が
埼
玉
大

学
、　
一
九
九

一
年
第
二
回
日
は

一
一
月
二
〇
日
に
本
学
東
松
山
校
舎
で
実
施
し
た
。
留
学
生
、
市
民
代
表
の
ス
ピ
ー
チ
、
県
内
各
大
学
か

ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

・
マ
レ
ー
シ
ア

・
韓
国
な
ど
の
歌
舞
が
披
露
さ
れ
、
メ
キ
シ
コ
ーダ
ン
ス
や
中
国
の
琴

・
京
劇
が
熱
演
さ
れ
喝
采
を
得

た
。
学
生
、
市
民
な
ど
五
〇
〇
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
第
二
部
の
懇
親
会
も
互
い
に
心
を
開
い
た
会
話
が
は
ず
ん
だ
。　
一
九
九

一

年
に
は

「
東
京
都
留
学
生
交
流
推
進
連
絡
会
議
」
が
発
足
し
た
。

留
学
生
行
事
に
は
大
学
が
積
極
的
に
支
援
し
、
資
金
的
な
助
成
も
行
つ
て
い
る
。
五
月
の
新
入
生
歓
迎
会
、
六
月
の
父
兄
会
東
京
支
部

と
の
懇
談
の
タ
ベ
、　
一
〇
月
の
研
修
旅
行
、　
一
二
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
イ
ー
、
二
月
の
卒
業
生
送
別
会
な
ど
が
あ
り
、
留
学
生
の
互

助
、
親
睦
、
相
互
理
解
と
精
神
的
健
康
を
培
う
う
え
で
大
切
な
意
味
を
持

つ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か

一
一
月
に
は
板
橋
区
主
催
の
工
場
見
学

会
、　
一
二
月
に
は
父
兄
会
東
京
支
部
有
志
に
よ
る
餅
つ
き
大
会
な
ど
も
留
学
生
の
日
本
で
の
生
活
に
彩
り
を
添
え
る
行
事
と
な

つ
て
い
る
。

本
学
独
特
の
研
修
旅
行
は
バ
ス
に
よ
る
二
泊
三
日
の
旅
行
で
、
地
方
に
見
ら
れ
る
日
本
の
伝
統
文
化
に
接
す
る
機
会
を
提
供
す
る
有
意
義

な
企
画
で
、
京
都

・
奈
良
方
面
、
伊
勢
志
摩

・
中
仙
道
方
面
、
仙
台

・
中
尊
寺
方
面
、
金
沢

・
能
登
方
面
の
四
地
域
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
回
る
。
学
生
の
自
己
負
担
額
は

一
万
五
、
〇
〇
〇
円
で
、
残
り
は
大
学
の
助
成
で
賄
つ
て
お
り
、
学
生
た
ち
の
参
加
を
容
易
に
す
る
工

夫
を
講
じ
て
い
る
。
こ
の
企
画
は
国
の
経
常
費
特
別
補
助
の
対
象
と
も
な
つ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
市
田
良
穂
］
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一
　

大
学
図
書
館
の
基
本
理
念
と
そ
の
展
望

二
十
数
年
ほ
ど
も
前
、
初
め
て
渡
英
し
た
と
き
、
早
速
大
学
町
オ
ツ
ク
ス
フ
オ
ー
ド
を
訪
れ
た
。
中
世
か
ら
の
伝
統
を
誇
る
ゴ
チ
ッ
ク

式
を
基
調
と
す
る
各
コ
レ
ツ
ジ
の
建
物
は
、
予
想
し
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
を
破

つ
て
そ
の
自
然
の
ま
ま
の
古
め
か
し
さ
の
中
に
紛
れ
も
な
い

歴
史
の
重
み
を
じ
か
に
実
感
さ
せ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
似
た
よ
う
な
重
厚
さ
を
保
つ
建
物
群
の
中
で
も
、　
一
際
窓
が
大
き
い
建
物
が
目

に
つ
い
た
。
そ
れ
は
図
書
館
で
あ
つ
た
。
つ
ま
り
図
書
館
は
窓
が
大
き
い
こ
と
で
他
の
建
物
と
区
別
さ
れ
、
重
要
さ
の
た
め
に
す
ぐ
に
そ

れ
と
分
か
る
。
ロ
ン
ド
ン
で
予
め
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
取
つ
て
お
い
た
特
定
の
コ
レ
ツ
ジ
の
図
書
館
の
責
任
者
に
会

っ
て
案
内
さ
れ
た
。

そ
の
内
部
も
予
想
を
超
え
た
も
の
だ
つ
た
。
例
え
ば
大
き
な
広
が
り
を
も

つ
丸
天
丼
や
、
ス
テ
ン
ド

・
グ
ラ
ス
の
渋
い
輝
き
な
ど
と
相
侯

つ
て
、
書
架
に
並
ぶ
骨
董
品
ま
が
い
の
膨
大
な
古
典
語
書
籍
の
列
に
は
驚
い
た
。
大
学
は
古
典
を
教
え
る
所
、
つ
ま
り
自
学
自
習
が
で
き

な
い
も
の
を
教
え
る
所
と
い
う
考
え
方
は
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の
大
学
で
は
そ
の
当
初
か
ら
根
強
い
。
つ
ま
り
大
学
は
す
ぐ
目
先
の
実
利
や
実

用
に
供
せ
ら
れ
る
も
の
を
教
え
る
所
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
だ
。
と
い
う
こ
と
は
、
大
学
は
い
わ
ば
知
性
の
育
成
の
場
で
あ
り
、
マ
イ

ン
ド
の
広
い
涵
養
や
マ
イ
ン
ド
の
訓
練
の
場
で
あ
る
と
い
う
理
念
が
ず

つ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
図

書
館
が
重
要
な
役
目
を
果
た
す
。　
一
種
の
悠
久
感
に
似
た
も
の
を
感
じ
た
。
だ
か
ら
例
え
ば
英
国
の
大
学
の
英
文
科
は
日
本
の
大
学
の
英

文
科
よ
り
も
、
そ
の
歴
史
は
新
し
い
。
つ
ま
り
日
本
の
大
学
の
方
が
英
国
の
大
学
よ
り
も
、
も
つ
と
早
く
英
文
科
を
つ
く

つ
た
。
こ
こ
に

も
、
英
国
で
は
英
文
学
は
自
国
語
の
文
学
だ
か
ら
、
自
国
語
で
学
習
で
き
る
も
の
は
自
分
で
や
れ
る
は
ず
で
、
大
学
で
教
え
る
必
要
は
な

い
と
い
う
考
え
方
が
長
く
あ
つ
た
こ
と
を
示
す
。

と
い
つ
て
も
、
私
は
今
日
本
の
大
学
と
英
国
の
大
学
を
単
純

に
比

べ
て
、
ど
ち
ら
が
よ
い
と
か
悪

い
と
か
言
つ
て
い
る
の
で
は
な

い
。

一　

大
学
図
書
館
の
基
本
理
念
と
そ
の
展
望

五
三
二
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五
三
四

そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
違
つ
た
歴
史
や
文
化
背
景
や
社
会
の
要
請
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
先
ず
官
吏
の
養
成
と
い
う
実
利
目
的

優
先
で
作
ら
れ
た
と
言
え
る
明
治
以
降
の
日
本
の
大
学
は
、
日
本
の
大
学
と
し
て
の
独
自
の
使
命
や
必
要
性
を
持
つ
て
い
た
し
、
今
も
そ

う
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
日
本
の
大
学
図
書
館
に
は
、
古
典
か
ら
現
代
ま
で
の
も
の
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
雑

居
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
。
も

つ
と
も
英
国
の
大
学
も
今
で
は
か
な
り
変
わ

つ
た
。
つ
ま
り
、
例
え
ば
前
世
紀
ま
で
は

や
や
珍
し
か
つ
た
こ
と
と
し
て
、
今
で
は
実
利
学
的
な
研
究
者
を
英
国
の
大
学
も
養
成
す
る
よ
う
に
な

つ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
だ
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
学
は
例
え
ば
形
而
上
学
研
究
の
た
め
だ
け
の
場
で
も
な
く
、
逆
に
実
利
学
の
吸
収
の
た
め
だ
け
の
場
で
も
あ
り
得
な

い
。
こ
の
議
論
は
決
し
て
簡
単
で
は
な
い
。
変
わ
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
間
隙
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
、
大
学
図
書
館
が
特
に
大
き
な
使

命
を
も
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ぐ
る
つ
と
翻

つ
て
、
私
個
人
の
図
書
館
と
い
う
も
の
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
多
く
の
人
々
と
同
様
青
少
年
期
に
形
成
さ
れ
て
、
そ
れ

は
今
で
は
い
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
す
つ
か
り
過
去
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
時
代

へ
の
郷
愁
に
つ
な
が
つ
て
い
る
。
私
が
教
育
を
受
け

た
の
は
戦
争
中
と
戦
後
の
混
乱
期
だ
つ
た
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
不
足
し
、
と
り
わ
け
本
は
手
に
入
り
に
く
く
、
出
版
事
情
は
最
悪
の
時
代

だ

つ
た
。
そ
こ
で
大
学
図
書
館
報
に
新
着
本
が
掲
載
さ
れ
る
と
、
学
生
た
ち
は
先
を
争
つ
て
借
り
出
し
た
。
本
は
極
め
て
貴
重
だ
っ
た
。

素
晴
ら
し
い
本
と
の
出
会
い
は
、
素
晴
ら
し
い
人
と
の
出
会
い
に
匹
敵
し
た
。
今
も
そ
う
で
あ
る
。
あ
の
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
今
は
あ
ら

ゆ
る
面
で
極
め
て
恵
ま
れ
て
い
る
。
す
べ
て
は
豊
か
で
あ
り
、
現
在
の
日
本
の
出
版
界
の
活
況
は
世
界
に
冠
た
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
そ
し

て
以
前
は
図
書
館
で
本
を
借
り
る
と
き
、
カ
ー
ド
を

一
つ
一
つ
め
く
つ
て
本
を
探
し
、
借
用
票
に
細
か
く
記
入
し
て
本
を
借
り
出
し
て
い

た
の
に
、
今
で
は
す
べ
て
は
機
械
で
処
理
さ
れ
、
機
械
に
よ
つ
て
動
か
さ
れ
る
。
実
に
隔
世
の
感
が
す
る
。
時
折
、
戸
惑
つ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
。

し
か
し
機
械
技
術
が
ど
ん
ど
ん
発
達
し
、
こ
れ
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
、
ま
た
洋
の
東
西
の
違
い
や
歴
史
の
長



さ
や
理
念
上
の
方
向
性
の
相
違
な
ど
と
は
別
に
、
大
学
図
書
館
の
持
つ
基
本
的
な
使
命
は
皆
同
じ
と
言
え
る
。
つ
ま
り
文
化
遺
産
と
し
て

の
資
料
を
保
存
じ
こ
れ
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
文
化
の
根
底
を
支
え
て
い
る
。
と
す
る
と
図
書
館
利
用
と
は
、
他
な

ら
ぬ
最
も
大
切
な
文
化
活
動
の

一
つ
で
あ
る
。

本
学
図
書
館
も
資
料
の
収
集
や
シ
ス
テ
ム
の
点
で
急
速
に
変
化
し
て
い
る
。
蔵
書
数
は
飛
躍
的
に
増
大
し
、
フ
イ
ル
ム

・
ラ
イ
プ
ラ
リ

ー
や
Ａ
Ｖ
教
材
な
ど
も
次
第
に
充
実
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
又
は
公
開
講
座
の
受
講
者
の
た
め
の
館
内
閲
覧
な
ど
も
始
ま
つ
た
。
し
か
し
同
時

に
、
早
く
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
沢
山
残

つ
て
い
る
。
例
え
ば
板
橋
校
舎
で
は
書
庫
の
収
蔵
能
力
は
極
限
に
達
し
て
い
る
。

今
の
建
物
は
元
来
が
図
書
館
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
な
い
た
め
に
、
こ
れ
以
上
書
物
の
重
さ
に
堪
え
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
危
険
な
状
態
に
ま
で
き
て
い
る
。
又
、
図
書
館
司
書
の
不
足
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
こ
う
し
た
各
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
項
か
ら
始
ま

る

「
図
書
館
の
現
状
」
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
七
〇
周
年
記
念
を

一
つ
の
大
き
な

エ
ポ
ツ
ク
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
図
書
館
を

わ
れ
わ
れ
自
身
の
手
で

一
層
充
実
さ
せ
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
長
沢
順
治
］

一
一　
図
書
館
の
現
状

０
　
所
蔵
コ
レ
ク
シ
ヨ
ン

大
河
内
文
書

旧
上
野
国
高
崎
藩
主
大
河
内
輝
葺

（
一
八
四
八
～

一
八
八
二
）
が
、
清
末
期
の
詩
人
、
政
治
家
黄
遵
憲

（
一
八
四
八
～

一
九
〇
五
）
ら

中
国
人
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
明
治
初

・
中
期
の
筆
談
録
で
あ
る
。

一
一　
図
書
館
の
現
状

五
三
五



第
四
章
　
図
　
書
　
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
六

本
文
書
は
、
野
火
上
の
平
林
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
を
大
河
内
家
よ
り
本
学
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
存
す
る
原
本
の
う

ち
本
学
図
書
館
五
〇
冊
と
早
稲
田
大
学
図
書
館

一
六
冊
の
計
六
六
冊
の
み
で
、
そ
の
当
時
の
文
化
、
政
治
等
を
知
る
う
え
で
き
わ
め
て
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。

本
文
書
の
内
容
は

「
大
東
文
化
大
学
別
置
本
目
録
」

一
九
七

一

（昭
和
四
六
）
年
八
月
刊
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

前

川

蔵

書

大
東
文
化
学
院

（本
学
の
前
身
）
教
授
で
あ
つ
た
前
川
三
郎

（研
堂
）
（
一
八
八
〇
～

一
九
五
八
）
の
旧
蔵
書

一
、
八
九
二
部
八
、
九
六

二
冊
、　
一
一
軸
を

一
九
六
三

（昭
和
三
八
）
年
に
嗣
子
東
京
大
学
教
授
前
川
文
夫
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
和
装
本
関
係
、
と
く
に
中
国
や
日
本
に
お
け
る
漢
詩
文

（唐
詩
な
ど
を
中
心
と
す
る
）
関
係
の
資
料
を
含
め
た
約
九
、
〇
〇
〇
冊

は
本
学
に
と
つ
て
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
。

本
蔵
書
の
内
容
は

「
大
東
文
化
大
学
別
置
本
目
録
」

一
九
七

一

（昭
和
四
六
）
年
八
月
刊
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

高

島

蔵

書

元
王
子
製
紙
社
長
高
島
菊
次
郎

（枕
安
）
（
一
八
七
五
～

一
九
六
九
）
の
旧
蔵
書
二
、
一
九

一
冊
を

一
九
七
〇

（昭
和
四
五
）
年
七
月
に

元
図
書
館
長
の
杉
村
勇
造
先
生
を
介
し
て
受
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。

和
漢
書
関
係
の
う
ち
、
と
く
に
書
道
関
係
の
資
料
に
特
色
を
備
え
て
い
る
。

本
蔵
書
の
内
容
は

「
大
東
文
化
大
学
別
置
本
目
録
」

一
九
七

一

（昭
和
四
六
）
年
八
月
刊
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

杉

村

文

庫



元
大
東
文
化
大
学
教
授
、
図
書
館
長
で
あ

つ
た
杉
村
勇
造

（
一
九
〇
〇
～

一
九
七
八
）
の
旧
蔵
書
三
、
六
〇
〇
冊
を

一
九
七
九

（昭
和

五
四
）
年

一
月
以
降
本
人
お
よ
び
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

中
国
の
文
化
史
、
わ
け
て
も
美
術
史
、
考
古
学
の
領
域
の
研
究
資
料
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
と
く
に
零
葉

一
一
点
や

拓
本

一
四
点
、
ま
た
侃
文
韻
府

一
画
は
初
版

（康
熙
年
間

・
一
六
六
二
～

一
七
二
二
）
の
も
の
な
ど
貴
重
な
文
献
が
多
く
存
し
て
い
る
。

こ
の
文
庫
の
内
容
は

「
杉
村
文
庫
目
録
」

一
九
七
九

（昭
和
五
四
）
年
三
月
刊
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ハ
木
沢
蔵
書

元
大
東
文
化
大
学
教
授
で
あ
つ
た
八
木
沢
元

（
一
九
〇
五
～

一
九
七
七
）
の
旧
蔵
書
四
、
一
九
四
冊
を

一
九
七
九

（昭
和
五
四
）
年
二

月
令
夫
人
は
る
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

和

・
洋
書
二
、
三
二
二
冊
、
和
装
本

一
、
九
七
二
冊
、
雑
誌
約
九
二
タ
イ
ト
ル
、
抜
き
刷
り
等

一
八
六
点
な
ど
中
国
文
学
関
係
、
主
に

明
代
戯
曲
、
「
遊
仙
窟
』
関
係
の
研
究
資
料
、
写
真

・
フ
イ
ル
ム
資
料
な
ど
に
特
色
が
あ
る
。

本
蔵
書
の
内
容
は

「
八
本
沢
蔵
書
目
録
」

一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
二
月
刊
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

武
井
亮
吉
先
生
寄
贈
図
書

大
東
文
化
大
学
名
誉
教
授
で
あ
つ
た
武
井
亮
吉

（
一
八
九
二
～

一
九
七
九
）
の
旧
蔵
書

一
、
八
九
二
冊
を

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年

五
月
に
先
生
の
ご
遺
志
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

英
語

・
英
文
学
関
係
、
と
く
に
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
や
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
著
作
、
作
家
研
究
の
資
料
、
あ
る
い
は
大
正
時
代
の

「
英
語
青
年
」

洋
々
塾
の
機
関
誌

「
亡
羊
」
な
ど
に
特
色
が
あ
る
。

一
一　
図
書
館

の
現
状

五
三
七



第
四
章
　
図
　
書
　
館

内
容
は

「
武
井
亮
吉
先
生
寄
贈
図
書
目
録
」

一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年
二
月
刊

に
詳
し
い
。

五
三
八

ヘ
ル
レ
文
庫

ド
イ
ツ
の
法
学
者
、
イ

エ
ナ
大
学

・
マ
ル
ブ
ル
ク
大
学
教
授
Ｅ

・
ヘ
ル
レ

（国
〓
〓
ｏ
）
博
士
の
旧
蔵
書

一
、
二
九
四
冊
を

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年

一
一
月
に
法
学
部
田
中
忠
教
授
の
斡
旋
に
よ
り
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
コ
ン
ク
シ
ヨ
ン
は
比
較
法
学
を
は
じ
め
と
し
て
国
際
法
、
法
哲
学
、
法
制
史
、
ド
イ
ツ
国
家
論
な
ど
研
究
分
野
に
広
が
り
が
あ
つ

て
、
と
く
に
グ
ロ
チ
ウ
ス
関
係
の
資
料
に
珍
し
さ
が
あ
る
。

白
木
豊
氏
蔵
書

東
京
文
政
大
学

（本
学
の
前
身
）
教
授
、
事
務
局
長
で
あ
つ
た
自
木
豊

（裕
）
（
一
八
九
四
～

一
九
八
〇
）
の
旧
蔵
書
二
、
四
〇
〇
冊
を

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年

一
二
月
に
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
文
学
関
係
の
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
書
九
〇
点
、
宝
生
流
の
謡
本

一
八
〇
点
な
ど
や
漢
詩
雑
誌

「
東
華
」

一
～
二
〇
五
集
な
ど
に
特
色

が
あ
る
。

本
蔵
書
の
内
容
は

「
自
川
豊
氏
蔵
書
目
録
」

一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年
二
月
刊
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

マ

ン

文

庫

ド
イ
ツ
の
経
済
学
者
、
キ
ー
ル
大
学

・
ケ
ー
ニ
ツ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
、
更
に
ア
メ
リ
カ
ン
大
学
教
授
で
あ
つ
た
フ
リ
ッ
ツ

・
カ
ー
ル

・

マ
ン
博
士

（『
諄
Ｎ
＾
”
ユ
〓
営
●
　
一
八
八
三
～

一
九
七
九
）
の
蔵
書
約
五
、
○
○
○
冊
を

一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年

一
〇
月
に
当
時
の



館
長
三
澤
嶽
郎
教
授
の
選
書
に
よ
り
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

主
な
も
の
は
、
カ
ン
ト
の

「
純
粋
理
性
批
判
」
（
一
七
八

一
年
）
、
「
実
践
理
性
批
判
」
（
一
七
八
八
年
）
の
初
版
、
「判
断
力
批
判
」
（
二

版
、　
一
九
七
三
年
）
、
モ
ン
テ
ス
キ

ユ
ー
の

「
法
の
精
神
」
の
初
版

（
一
七
四
八
年
）
、
新
版

（
一
七
四
九
年
）
、
著
作
集

（
一
七
五
八
年

お
よ
び

一
七
六
四
年
）
、
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の

「
理
論
経
済
学
の
本
質
と
主
要
内
容
」
（
一
九
〇
八
年
）
な
ど
の
ほ
か
、
哲
学
書
、
経
済
学

書
な
ど
の
稀
親
書
が
多
く
、
き
わ
め
て
学
術
的
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
文
庫
の
内
容
は

「
マ
ン
文
庫
目
録
」

一
九
九
二

（平
成
五
）
年
二
月
刊
に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

佐

伯

文

庫

国
語
学
者
、
大
東
文
化
大
学
長

・
現
在
名
誉
教
授
で
あ
る
佐
伯
梅
友
博
士

（
一
八
九
九

・
一
～
）
の
蔵
書
を

一
九
八
二

（昭
和
五
七
）

年
以
降
本
人
の
ご
好
意
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

江
戸
中
期
の
国
語
学
者
東
条
義
門
の
著
書
八
点
を
中
心
と
し
た
文
法
お
よ
び
語
学
関
係
書
の
資
料
、
と
く
に
歌
学
書
の

「悦
目
抄
」
は

刊
記
不
明
の
写
本
、
ま
た
明
治
初
期
に
出
版
さ
れ
た
文
法
教
科
書
な
ど
得
難
い
貴
重
な
資
料
を
多
く
含
ん
で
い
る
。

こ
の
文
庫
の
内
容
は

「
佐
伯
文
庫
目
録
」

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
三
月
刊
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

寒

泉

文

庫

大
東
文
化
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
、
防
衛
大
学
教
授
で
あ

つ
た
麓
保
孝

（寒
泉
）
（
一
九
〇
七
～

一
九
八
八
）
の
旧
蔵
書
九
、
四
七

〇
冊
を

一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
度
か
ら

一
九
八
六

（昭
和
六
二
）
年
度
に
か
け
て
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
国
思
想
関
係
を
中
心
と
し
た
蔵
書
構
成
を
も
ち
、
特
に
明
版
の
漢
籍
を
主
と
し
、
そ
の
中
に
書
誌
類
関
係
の
資
料
を
含
み
、
か
つ
貴

一
一　
図
書
館
の
現
状

五
二
九



第
四
章
　
図
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重
な
資
料
が
多
く
存
し
て
い
る
。

五
四
〇

増
淵
龍
夫
先
生
図
書

元

一
橋
大
学
教
授
、
図
書
館
長
で
あ
つ
た
増
淵
龍
夫

（
一
九

一
六
～

一
九
八
三
）
の
旧
蔵
書
約
七
、
〇
〇
〇
冊
を

一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
度
に
文
学
部
古
島
和
雄
教
授
を
介
し
て
ご
遺
族
か
ら
譲
つ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

東
洋
史
、
と
く
に
中
国
の
歴
史
資
料
と
し
て
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
文
献
、
専
門
分
野
で
は
考
古
学

・
社
会
学

・
言
語
学
な
ど
の
諸
分

野
に
広
が
つ
て
お
り
、
戦
後
日
本
で
出
版
さ
れ
た
資
料
、
研
究
書
を
含
め
て
基
本
的
な
文
献
が
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

内
容
は

「
大
東
文
化
大
学
図
書
館
所
蔵
増
淵
龍
夫
先
生
図
書
目
録
」

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
二
月
刊
に
詳
し
い
。

市
川
任
三
先
生
寄
贈
図
書

立
正
大
学
名
誉
教
授
、
無
窮
会
図
書
館
長
、
大
東
文
化
大
学
非
常
勤
講
師
で
あ
る
市
川
任
三

（
一
九

一
八
～
）
の
蔵
書
三
、
五
〇
七
冊

を

一
九
八
九

（平
成
元
）
年
三
月
か
ら

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
八
月
に
か
け
て
本
人
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
コ
レ
ク
シ
ヨ
ン
は
、
主
と
し
て
江
戸
期
か
ら
明
治

・
大
正

・
昭
和
に
わ
た
る
日
本
漢
文
学
史
の
中
枢
を
占
め
る
漢
学
者
の
漢
詩
文

集
が
大
部
分
で
、
日
本
の
近
代
漢
文
学
史
の
研
究
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
基
本
的
資
料
が
多
数
備
え
ら
れ
て
い
る
。

詳
し
く
は
冊
子
目
録

「市
川
任
三
先
生
寄
贈
図
書
目
録
」

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
二
月
刊
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

［小
野
　
隆

・
吉
江

一
徳
］



年  度
累

和   書 合   計

1973 lR3_933

1974 156.326 .601 192.927

197ら 16R R,1 204ら 84

1976 178.519 ,627 225146
1977 197.598 223 260.821

197R ,16931 AR 4月2 28ら 383

1979 231.635 .784 305.419

1980 2SO.034 R0646 330.680

10Rl 270、 834 ,702 355,536

1982 289.286 3.091 382.377

19R3 306230 98.272 404.502

1984 331134 106.523 437,657

1985 354.935
7.830

472.765

19R6 380、 8R2 12 .179 503031

1987 414、 593 130193 344786

1988 436180 .667 581、 847

19R9 461360 lら4217 61,777

1990 487156 .217 652.373

1991 516,983 694,940

０
一　
蔵
書

・
学
術
雑
誌

・
視
聴
覚
資
料

①

　
蔵
書

・
年
度
別
受
け
入
れ
冊
数

一
一　
図
書
館
の
現
状

蔵書・年度別受け入れ冊数 (1973年度～1991年度)

(注 )1 除籍した年度および冊数は、1980年 度15冊 、1981年 度340冊 、1984年 度734冊 、1985

年度76冊 、1989年 度414冊を差し引いた蔵書累計である。
2 典拠 :各年度とも「大束文化大学図書館年次報告」による。

五
四

一

年 度
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蔵書冊数累計の推移図

年度別受け入れ冊数の推移図
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②

　
学
術
雑
誌

・
年
度
別
受
け
入
れ
種
類
数

一
一　
図
書
館
の
現
状

学術雑誌・年度別受け入れ種類数 (1973年度～1991年度)

年 度
学 術 誌 ・ 種 類 累 計

国 内 誌、 国 外 詰、 合   計

1973

1974 2.218 440 2.658

197R ,Rqq 4Rq ,RRR

1976 2.415 514 2.929

1977 ,R04 66R 3_472

1978 2.916 720 3.636

1979 3_096 71' 3828
19R0 3.269 774 4043

1981 3386 778 4.164

1982 3_301 782 4.287

19R3 3月 79 7RR 4_362

10R4 R A70 911 4 RRl

1985 3.726 918 4.644

1986 3_913 1014 4927
10R7 4.058 1.053 R lll

1988 4.308 1.089 ら.397
19R9 4R91 1 lR7 R A7R

1990 4499 1.231 5.730

1991 4.842 1.330 6.172

五
四
三

年  度
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合計
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学術雑誌種類数の推移図
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1973 74 75 76 77 79 80 81 82 84 85 87

年度別受け入れ種類数の推移図

1年度

年度

0.5

0

受
け
入
れ
種
類
数 五

四
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③
　
視
聴
覚
資
料
の
年
度
末
累
計
・
年
度
別
受
け
入
れ
数

一
一　
図
書
館
の
現
状

年 :年度受け入れ計

累 :年度末累計五
四
五
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年  度

開 館 ヨ 数  | 入 館 音 数

板  橋 東松山
東 山

入館者 数 一 日平均 一 日平 均

1973 178 2502 68、485 405.2 113.021 65R4

1974 20馬 47.043 2295 4296 6591

1975 226 164 46364 ,060 66_109 4031 l12.673 6091

1976 203 2617 53,117 2617

1977 202 55844 2765 2765

1978 181 168 55R6, 3070 55.562 3070

1979 183 3719 79、676 4771 147.730 8490

1980 17R 77.566 4358 4774

1981 179 166 69,220 3867 72_402 4362 141622 8229

1982 177 4148 66.008 3953 139、 429 R101

1933 221 66114 2992 4700 7692
1934 ,40 167 67.145 2798 503.3 7830

1985 246 168 96 SR9 3926 77.507 4614 174.096 854.0

1986 239 5380 104.249 5792 232.823 1117_1

1987 2,6 198 158.091 6995 719.7

1988 204 185 169,991 R333 144_651 7819 314.642 1.615.2

1989 240 6063 145.395 7092 290,914 1_3156

1990 244 209 162.239 6649 7970

1991 260 209 236,693 910.4 192,601 921.5 429294 1,831.9

第
四
章
　
図
　
書
　
館

０

利
用
統
計

①
　
開
館
日
・
入
館
者
・
館
外
貸
し
出
し
者
数
・
館
外
貸
し
出
し
冊
数

図書館利用統計表 (1973年 度～1991年度)

年 度

数

東松山 合  計

盲 出者 数 一 日平均 一日平均

1973

1974

197S

1976 R R97 4,3 R_405 32.8 14.002 751

1977 9.138 4S, 7070 43_1 16_208 883

1978 10.289 56.8 7.029
`lR

1731R qR 7

1979 9803 525 6.016 360 885

1980 10477 SR 9 6_099 36_3 16.576 952

1981 10.892 608 6.510 RO, 17402 1001

1982 12_893 72.8 6.149 36.8 19.042 1007

1983 10 7RR 48R 5_920 33_2 16.708 841

1984 418 R9`R 3月 6 11_079 774

1985 10_233 416 5.505 328 15.738 74.4

lqRA 9874 405 6_OR6 338 15.760 743

1987 8.931 395 0,47 487 lR 17R 862

1988 R_505 417 55.0 18、 685 967
10Rq 98'4 409 lR_41' 63_4 23.236 1004

1990 4,7 17944 RR 9 ,8_351 1283

1991 12,041 462 90.0 30.820 136.2

五
四
六



利用対象学生数年 度

一
一　
図
書
館
の
現
状

五
四
七
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35
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19731971"51"6

図書館利用推移図

(1)入館者数

(2)館 外貸し出し冊数

1983198419851986198'1988198919∞ 1991 年度
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年  度
= 部

学

計 計 計

1973

1974

1975

1976 7.047 7_047 l_384 l_384 299 299

1977 531

1978 8_242 ■605 429

1979 8.011 5,406 13_417 1359 ■,10 2769 R37 661 1.498

1980 2,175 861 1.569

1981 9_342 1556 3.427 873

1982 10.313 5.819 16_132 2_210 1,552 3,802 1138 1_009 2_147

1983 2.349 4206 859

1984 7_214 S269 4.916 986

1985 7.545 4、743 12,288 2、829 1,724 4.553 1、314 1.006 2.320

1986 4.137

19R7 3960 S7R0 11 740 2371 2982 5353 872 2_013 2.925

1988 6.417 11.648 2.511 3,515 6.026 1606 2.408

1989 3.507

1990 7092 10.803 17.895 3.916 10.909 1_037 4_051 5088

1991 7.753 12.279 20.032 4.887 7,136 12、 023 3.796 5,210

②
　
学
部
別

・
大
学
院
等
貸
し
出
し
冊
数

一
一　
図
書
館
の
現
状

学部別貸し出し冊数表 (1973年度～1991年度)

年 度
学 部 合 計

板  橋 東松山 計 板  橋 東松山 計 板  橋 東松山
1973

1974

1975

1976

1977 1,322 10,526 10,526

1978

1979 801

906 2.706 8.921

1981 1565 792

1982 568 2.522 8,948 24,603

1983 445 2.245

1984 521

1985 1,496 662 2」 58 13.184 8.135

1986 2.500 470 470

1987 3.218

1988 2.115 1366 3.481

1989 5,369 60 4,924 4,984 13,475 22,882 36,357

1990 45

1991 3,472 3,906 7,378 59 6,596 6655 17.585 33,713 51,298
五
四
九



年  度

大 」
大学 院等合計 総   計

(車攻 合 ) Я111 斗 ・ 1 :講
板  橋 東松山 計 板 計

1973

1974

1975

1976 606 606 606 606 10399
1977 645 64( 645 645 11_171

1978 818 81 818 818

1979 891 73 891 73 964 12819

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1987

1988

1989

1990

1991

958 65 1.02. 93R 65 1.02 14.574 8、986 ,3560

272 272

1_768 292 2060 43 43 1_811 29 2_103 17_466

129 1.42 13 1304 129 15,451 R97, 24423

138 1 56 56 138 23.323

1 190 114 1.304 29 29 1219 114 l.333 14403
99R 306 1.304 186 186 1 lR4 306 149f 13519 9514 23.073

149' 349 I R41 104 104 349 ,711 14684 27_345

25 25

1393 1.394 1]4 121 1_507 151R 149R2 22.890

12 1_R4R 14 14 12 32100 49_251

14 1.971 14

第
四
章
　
図
　
書
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学部別等貸し出し冊数の推移図
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③

　
文
献
複
写
統
計

（
一
九
七
三
年
度
～

一
九
九

一
年
度
）

一
一　
図
書
館
の
現
状

典拠 :各年度「大東文化大学図書館年次報告」による

五
五

一

年 度 板   橋 東 松 山 合  計

1973

1974

1975

1976 40,611 40,611

1977 40.094 11,753 51,847

1978 43,560 27,695 71255

1979 63.564 28,462 92,026

1980 66,985 30、 120 97.105

1981 68,032 23,645 91,677

1982 77,871 21,356 99,227

1983 80,047 22,122 102,169

1984 77.617 20,130 97,747

1985 135,977 34,247 170,224

1986 141,119 73,783 214,902

1987 170.227 112,616 282.843

1988 180,777 105,166 285,943

1989 175.646 92.951 268.597

1990 198,871 98,563 297,434

1991 244,468 114,470 358,938



(i)増加図書目録 和漢書・洋書

大東文化大学図書館 増加図書目録 第24号  洋書  1972年

9月 -19潟年8月  B5判 (92頁 )

大東文化大学図書館 増加図書目録 第25号  洋書  1973年

9月 -1974年 8月  B5判 (69頁 )

法学部設置に伴う増加図書目録 第26号  洋書  1972年 度

-1974年度 B5判 (200頁 )

経済学部設置に伴う増加図書目録 第27号  洋書  1971年 度

-192年度 B5判 (237頁 )

外国語学部および文学部教育学科設置に伴う増加図書目録 第28

号 洋書  1971年 度-1972年度 B5判 (123頁 )

大東文化大学図書館 増加図書目録 第29号 洋書  1974年

9月 -19る年12月  B5判 (123頁)             。

大東文化大学図書館 増加図書目録 第30号 洋書  1976年

1月 -1977年 3月  B5判 (69頁 )

大学院法学研究科設置に伴う増加図書目録 第31号  洋書  1976

年度-1977年度 B5判 (120頁 )

大東文化大学図書館 増加図書目録 第32号  和書  1970年

4月 -1971年 3月  B5判

その 1(総記・哲学・歴史)B5判 (200頁 )

その2(社会科学) B5判 (395頁 )

その3(自 然科学・工学・技術・産業・芸術・語学・文学)

B5判 (361頁 )

大学院経済学研究科設置に伴う増加図書目録 第33号   洋書

1977年度 -1978年度 B5判 (168頁 )

大東文化大学図書館 増加図書目録 第34号  洋書  1977年

4月 -1979年3月  B5判 (184頁 )

大学院文学研究科 (英文学専攻)設置に伴う増加図書目録 第35
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号 洋書 1977年度-1979年度 B5判 (324頁 )

大東文化大学図書館 増加図書目録 第36号 洋書  1979年 4月 -1981年 3月

B5判 (330頁 )

外国語関係大学院設置準備に伴う増加図書目録 第37号 洋書  1977年 度 ―

1981年度 B5判 (166頁 )

大東文化大学図書館 増加図書目録 第38号 洋書  1981年 4月 -1982年 3月

B5判 (127頁 )

大東文化大学図書館 増加図書目録 第39号 洋書  1982年 4月 -1983年 3月

B5判 (93頁 )

大東文化大学図書館 増加図書目録 第 1号 和書 (板橋校舎図書館) 1976年

4月 -1977年 3月  B5判 (179頁 )

大東文化大学図書館 増加図書目録 第2号 和書 (板橋校舎図書館) 1977年

4月 -1978年 3月  B5判 (342頁 )

板橋校舎図書館 増加図書目録 第3号 和書  1978年4月 -1979年3月

B5判 (237頁 )

板橋校舎図書館 増加図書目録 第4号 和書  1979年 4月 -1980年 3月

B5判 (219頁 )

大東文化大学東松山校舎図書館 増加図書目録 第 1号 和書  1976年 4月 ―

1977年 3月  B5判 (107頁 )

大東文化大学東松山校舎図書館 増加図書目録 第 2号  和書  1977年 4月 ―

1978年 3月  B5判 (144頁 )

大東文化大学東松山校舎図書館 増加図書目録 第 3号 和書  1978年 4月 ―

19乃年3月  B5判 (169頁 )

大東文化大学東松山校舎図書館 増加図書目録 第 4号  和書  1979年 4月 ―

1980年 3月  B5判 (202頁 )

大東文化大学東松山校舎図書館 増加図書目録 第 5号 和書  1980年 4月 ―

1981年 3月  B5判 (216頁 )

大東文化大学東松山校舎図書館 増加図書目録 第 6号  和書  1981年 4月 ―

五
五
三



1982年 3月   B5判 (230頁 )

大東文化大学束松山校舎図書館 増加図書目録 第 7号 和書

1983年 3月   B5判 (252頁 )

1982年 4月 ―

(2) 逐次刊行物・参考図書目録

大東文化大学 (板橋校舎図書館)逐 次刊行物所蔵日録  1977年 6月 末日現在

B5判 (237頁 )

大東文化大学 (東 松山校舎図書館)継 統受入雑誌日録  1973年 3月 現在

B5判 (37頁 )

大束文化大学 刊行雑誌論文目録稿 A5判 (213、 149、 40頁 ) 1977年 4月 30日

発行

大東文化大学 (東松山校舎図書館) 逐次刊行物所蔵目録  1983年 12月 末日現

在 B5判 (82頁 )

大東文化大学 東松山校舎図書館 参考図書日録  1976年 12月 末日現在 B5判

(95頁 )

大東文化大学図書館所蔵 参考図書目録 1977年6月 末日現在 A5判 (4、 261頁 )

大東文化大学 東松山校舎図書館 参考図書目録 第2版   1980年 10月 末日現

在 B5判 (109頁 )

(3)文 庫等 目録

大東文化大学 別置本目録 大河内文書・高島蔵書 ,前川蔵書  B5判 (220、

102頁) 1971年4月 10日 発行

大東文化大学所蔵 杉村文庫日録 B5判 (14、 132、 24頁 )  1979年 3月 31日 発

行                                    _
■

大東文化大学 八木沢蔵書目録 B5半l(158、 4頁 ) 198113月 31日 発行       吾

大束文化大学 自木豊氏蔵書目録 B5判 (8、 89頁 ) 1982年 3月 31日 発行

武井亮吉先生寄贈図書目録 B5判 (104頁) 1982年 3月 31日 発行

大東文化大学 佐伯文庫目録 B5判 (74頁 ) 1983年 3月 31日 発行
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マン文庫目録 B5判 (4、 332頁 ) 1985年 11月 1日 発行

大東文化大学図書館所蔵

1992年 3月 30日 発行

大東文化大学図書館所蔵

増淵龍夫先生図書目録 B5判 (5、 245、 42頁 )

市川任三先生寄贈図書 目録 B5判 (6、 181頁 )

1992年 3月 31日 発行

マン文庫目録 B5判  (6、 340、 54)1993年 3月 31日 発行

(4) 指定参考図書目録

図書館利用案内 (1971年度指定参考図書目録一覧)

指定参考図書日録 1972 A5判  70頁

指定参考図書日録 1973 A5判  69頁

指定参考図書日録 1974 コピー判

指定参考図書目録 1975 A5判  58頁

指定参考図書日録 1976 A5判  66頁

指定参考図書日録 1977 A5半1 86頁

指定参考図書目録 1978 A5判  83頁

指定参考図書日録 1979 A5判  88頁

指定参考図書日録 1980 A5判  82頁

指定参考図書日録 1981 A5判  82頁

指定参考図書日録 1991 A5判  110頁

指定参考図1,目録 1992 A5判  138頁

指定参考図書日録 1993 A5判  150頁

1971 A5判  73頁

(5) 学部・学科等設置目録

大束文化大学図書目録 法学部法律学科 1972年9月 1日 現在 (補巻―政治―)

大束文化大学一般教育科日等図書目録 1972年 9月 1日 現在

大束文化大学図書日録 大学院法学研究科 1976年 9月 末日現在  (追加補充―

11月 18日 ―)



大東文化大学図書日録 大学院英米文学研究科 1977年 8月 末口現在   (追 加

補充 -11月 現在 ―
)

大東文化大学図書目録 大学院経済学研究科 1977年 9月 末日現在   (追 加補

充 -11月 21日 現在 ―)

大東文化大学図書日録 大学院中国語学研究科 1977年 9月 末日現在   (追 加

補充 -11月 18日 現在 ―
)

大東文化大学図書日録 大学院英語学研究科 1977年 9月 末日現在   (追 加補

充 -11月 25日 現在―)

大東文化大学図書日録 大学院英文学研究科 1977年 9月 末日現在   (追 加補

充 -11月 20日 現在 ―)

大東文化大学国際関係学部設置認可申請書添付図書日録 外国書の部  1985年

6月

大束文化大学国際関係学部設置認可中請書添付図書日録 内国書の部  1985年

6月

大東文化大学法学部政治学科設置認可中請書添付図書目録  一般教育 (そ の 1

～2)  1989年6月

大東文化大学法学部政治学科設置認可中請書添付図書日録 専門教育  1989年

6月

大東文化大学大学院法学研究科法律学専攻博士課程設躍協議書添付図書 目録

1990年 11月 (追加図書 -1990年 11月 ―
)

大東文化大学外国語学部日本語学科設置認可申請書添付図書日録

一般教育 その 1～ 4 1992年 7月  4冊

専門教育 その 1～ 3 1992年 7月  3冊

(追加図書)      1992年 7月

大東文化大学大学院法学研究科法律学専攻博士課程設置協議書添付図書日録

1990年 11月 (追加図書 )

大東文化大学大学院経済学研究科経営学専攻修士課租設置協議書添付図書日録

1992年 11月 (追 加図書)
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(6)広報誌等

新着書報 No.1 和書 1980.101-12.20 12頁

新着書報 No.2 洋書 1980.10.1-1220 16頁

新着書報 No.3 和書 1981■8-131 16頁

新着書報 No.4 洋書 1981年 1月 受入整理済分 16頁

新着書報 No.5 和書 198121-3.31 12頁

新着書報 No.6  1981.5-10月 受入整理済分 22頁

新着書報 No.7  1981.101-1225 20頁

新着書報 No.8  1981.11-12 16頁

新着書報 No.9  1981.1.8-430 24頁

新着書報 No.10  1981年 11月 -1982年2月 受入整理済分 16頁

リーぶる 創刊号 1982.7 14頁

リーぶる 2号 198210 12頁

リーぷる 3号 1983.1 24頁

リーぶる 4号  19835 16頁

リーぶる 5号 1984.1 14頁

リーぶる 6号 1984.4 4頁

リーぶる 別冊 新着図書案内 1984年 1号

リーぶる 7号 19847 4頁

リーぶる 8号  198411 4頁

リーぶる 別冊 新着図書案内 1984年2号

リーぶる 9号 19852 4頁

リーぶる 別冊 新着図書案内 1984年3号 18頁

リーぶる 10号 1985.7 4頁

リーぶる 11号 198512 4頁

リーぶる 12号 19914 8頁

リーぶる 13号  1992.4 6頁

図書館読書講座講演集第 1号 B5判 580頁  1992年3月 28日 発行
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(7) 業務報告書

昭和50年度 大東文化大学図書館年次報告

昭和51年度 大東文化大学図書館年次報告

昭和52年度 大東文化大学図書館年次報告

大東文化大学図書館 昭和53年度年次報告

大東文化大学図書館 昭和54年度年次報告

大東文化大学図書館 昭和55年度年次報告

大東文化大学図書館 昭和56年度年次報告

大東文化大学図書館 昭和57年度年次報告

大東文化大学図書館 昭和58年度年次報告

大東文化大学図書館 昭和59年度年次報告

大東文化大学図書館 昭和60年度年次報告

大東文化大学図書館 昭和61年度年次報告

大東文化大学図書館 昭和62年度年次報告

大東文化大学図書館 昭和63年度年次報告

平成元年度 大東文化大学図書館年次報告

平成 2年度 大東文化大学図書館年次報告

平成 3年度 大東文化大学図書館年次報告

B5判

B5判

B5判

B5判

B5判

B5判

B5判

B5判

B5判

B5判

B5判

B5判

B5判

B5判

B5半 1」

B5判

B5判

14頁

21頁

18頁

21頁

26頁

1981年 7月 発行

1982年 6月 発行

1983年 6月 発行

1984年 6月 発行

1985年 6月 発行

1986年 7月 発行

1987年 9月 発行

1988年 11月 発行

1989年 11月 発行

1990年 11月 発行

1991年 9月 発行

1993年 3月 発行
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33頁
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33頁

28頁

33頁

44頁

26頁

61頁

88頁

92頁
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年度 システム開発概要 年度 システム開発概要

８５

　

一

８６

一

８ ７

1988

①遡及データ入力作業

(和 書・洋書)

①遡及データ入力作業

(和書・洋書)

②遡及データチエツク作業

(和書・洋書)

③業務分析

(受入・ 閲覧・逐刊)

①遡及データ入力作業

(和書・洋書)

②遡及データチエツク作業

(和書・洋書)

③マスタープランの作成

(受入・和洋整理・閲覧.逐刊)

④閲覧システムの開発

貸出・返却処理の検討

図書IDコ ードの検討

⑤UTLAS、 OCLCの比較検討
の

①遡及データ入力作業

(和書・洋書)

②遡及データチェック作業

(和書・洋書)

③閲覧システム仮運用

帳票類の検討

④目録システム仮運用

各種情報のコード化

⑤図書IDラ ベル貼付作業

０
　
図
書
館
の
機
械
化

①
　
機
械
化
の
作
業
お
よ
び
開
発
と
デ
ー
タ
ー
作
成
件
数

二
　
図
書
館
の
現
状

機械化の作業および開発 (1985年～1992年 )

データ (図 書・視聴覚資料・雑誌)作成件数 19929現在

五
五
九

く
てミ1和書 (所蔵データ)1洋書 (所蔵データ) 視聴覚資料

件 数 | 357,709 123,924 4,757

＼  「

~而

肇誌タイ トル  1 洋雑誌タイトル  1  合計

件 数 3,970 1,733 492,093

1990

1991

①遡及データ入力作業

(洋書)

書館運営委員会承認

理事会承認 (7月 17日 )

移行

(CALIS)図

(CALIS)

ック作業

検討

(9月 21日 )

(1993年 1月 )

(10月 1日 )

(和書・洋書 )
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× 1
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× 7

学術情報センター

GW

60周年記念図書館(東松山校合)
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図書 館情報 システム構成 図

大東文化大学図書館(板橋校合)

VAX 4500 磁気 デ ィスク装 置  VAX 4300

Ethe´ net

フ リッシ接続

高速 デ ィジタル回線

ター ミナル サ ー バ

× 5

ス7~ン ョン

× 1

業務 用端 末
× 18

漠字ベーガリンター

× 3

× 6

漢 字 ラインプリンター

× 1

五
六

一
利用者検索用端末

電 話 回 線

巨ヨ
昌三ヨ

嚢≡墨:目
≡ 言 冒目

M

― □ ― □ ― □ ― □

M

「
―

ヽ
‐
Ｎ
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員

０
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織
機
構
お
よ
び
配
員
図

（
一
九
九
二
年

一
〇
月
現
在
）

図
書
館
長

事
務
部
長

図
書
課

（課
長
事
務
取
扱

シ
ス
テ
ム

絡
会

Ｆ
Ｉ

Ｉ
図
書
課
係
長
会

‐
東
松
山
図
書
課
係
長
会

「
―
図
書
館
運
営
小
委
員
会

図
書
館
運
営
委
員
会
―
上ｒ

基
本
松
山
図
書
館
運
営
に

関
す
る
懇
談
会

（注
）

・①
庶
務
係
の
中
に
含
む
。
②
③
に
受
け
入
れ
係
と
整
理
係
と
の
併
合
。

図
書
館

推
進
連
・

補
佐

―

―
庶
務
係

五
六
二

シ
ス
テ
ム
担
当
①

受
入

・
整
理
係
②

逐
次
刊
行
物
係

閲
覧
係

庶
務
係

図
書
管
理
係

（仮
称
）③
五
名

逐
次
刊
行
物
係
　
　
　
一
名

閲
覧
係
　
　
　
　
　
　
二
名

視
聴
覚
係
　
　
　
　
　
一
名

館
員
数
計
　
　
二
七
名

（館
長
を
含
む
）

一
名

三
名

六
名

二
名

二
名
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館長名 所属学部学科 任   期 備  考

平島 敏夫

武井 亮吉

武井 亮吉

横山 七郎

竹田  復

田中千代松

高橋 梵仙

杉村 勇造

池田 末利

中嶋  敏

芳賀幸四郎

三澤 嶽郎

田桐 大澄

佐藤時次郎

松島 榮一

穂積 重行

田中  忠

穂積 重行

長沢 順治

渡辺 澄子

学長

経済学部

文学部英米文学科

教養部

文学部中国文学科

経済学部経済学科

経済学部経済学科

外国語学部中国語学科

法学部教養課程

法学部教養課程

文学部教育学科

経済学部経済学科

外国語学部英語学科

法学部法律学科

文学部教養課程

文学部教養課程

法学部法律学科

学長

文学部英米文学科

文学部日本文学科

1959年4月 1日 ～1963年 3月 31日

1963年4月 1日 ～1967年 3月 31日

1967年4月 1日 ～1968年 3月 31日

1967年 4月 1日 ～1969年 3月 31日

1968年 4月 1日 ～1969年 3月 31日

1969年 4月 1日 ～1970年 3月 31日

1970年4月 1日 ～1972年 3月 31日

1972年 4月 1日 ～1974年 3月 31日

1974年4月 1日 ～1975年 4月 20日

1975年 4月 21日 ～1977年 4月 20日

1977年4月 21日 ～1979年 4月 20日

1979年 4月 21日 ～1983年 4月 20日

1983年 4月 21日 ～1984年 3月 31日

1984年4月 1日 ～1986年 9月 30日

1986年 10月 1日 ～1989年 3月 31日

1989年 4月 1日 ～1990年 3月 31日

1990年4月 1日 ～1992年 9月 18日

1992年 9月 19日 ～1992年 10月 31日

1992年 11月 1日 ～1993年 3月 31日

1993年 4月 1日 ～

学長兼職

分館長

学長就任

学部長就任

学長就任

逝去

事務取扱

五
六
三

典拠 :学園教職員名簿



区分 階層 用 途 面積 座席数

板橋

1階

2階

3階

書庫

雑誌整理室

開架閲覧室 :カ ウンター (貸出・返却・

レフアレンス・予約・入庫等)参考書コ

ーナー、雑誌コーナー、新聞コーナー、

日録検索端末、コーピー機器、館長・事

務室

大閲覧室、マイクロ資料閲覧室、視聴覚

資料室、情報検索室、特殊資料室

1～ 6層

3,369.83 494

東松山

1階

2階

3階

4階

地下

1階

地下
2階

メインフロア :カ ウンター (貸出・返却

レフアレンス・予約等)雑誌コーナー、

新聞コーナー、展示コーナー、目録検索

端末、コーピー機器、TVモニター、新着

図書コーナー、事務室等

レファレンスフロア :参考図書、書誌、

指定書、自習室、館長室等

開架閲覧フロア :一般図書 (000～ 399)、

貴重書資料室、グループ研究室等

開架閲覧フロア :一般図書 (400～ 999)、

大型本、文庫、新書、グループ研究室等

視聴覚フロア :AVホ ール、リスニングル

ーム、AV資料室、積層書庫 :バックナン

パー、和装本、中国書、韓国書、洋書

(000^‐ 999)

集密書庫 :製本雑誌等、その他

8,916.33 720

合    計 12,286.16 1,214

第
四
章
　
図
　
書
　
館

①
一　
図
書
館
施
設
の
用
途

・
面
積

・
閲
覧
席
数

（
一
九
九
二
年
一
〇
月
現
在
）

五
六
四
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年  度
図 書 館 資 料 費

図 書 費 雑  誌  書 そ の 他 合  計

!973 36_957

1974 30,614 3,918 970 35,502

1975 31,690 6.239 l,740 39,669

1976 85914 7.643 1.899 95456

1977 152144 8,632 2,044 162、 820

1978 73083 9.395 3.331 85.809

1979 76.486 9、408 3.890 89,784

1980 110,649 15,993 126,642

1981 106.593 18.041 124.634

198, lR4 06R 20R7S 174_440

1983 122,337 23,939 8,555 154,831

1984 146.999 24.975 10.937 182.911

1985 203,960 13,682 10,936 228_378

1986 139.568 31.201 170.769

1987 132255 33.848 166.103

1988 129,500 35,641 165,141

1989 167.090 40.380 207.470

1990 ,30094 43_207 273_301

1991 312,577 63,995 376.572

ω

図
書
館
経
費

①
　
資
料
費

・
運
営
費

一
覧

一
一　
図
書
館
の
現
状

資料費・運営費一覧 (1973年度～1991年度 )

五
六
五

年 度
図 書 館 運 営 費

総  計
人件 費 備 品 費 消 耗 品 費 印刷製本費 支払手数料 そ の他 合 計

21.988 58.945

1974 29.157 267 1.453 1.471 548 32.896 68,398

_19生
lq76

3R_021 364 1792 l_716 SSR 39.45S 79.124

Rq ARR 771 ,900
'441

477 48'SA 14171'

1977 R3606 1_馬 63 2_9,9 7 3RR 2338 67_R24 230644

1978 73150 3900 1.957 5224 972 1.331 86.534 172343
9203R 30R5 l_965 馬_229 371 1193 103.878

100.693 3.014 2.303 5.280 911 2.392 114.593 241235
1981 109.634 5199 l.703 4.472 1023 2.999 125.030

lqR, 11,R67 2804 16R6 40R' 101S ,R49 l'499R ,9943R

1983 125.418 2.856 1.475 3.954 2_057 3.241 139.001 293.832

10R4 lRq lR9 4R10 ,732 R990 174' 24R6 154949 337860

1985 14■648 885 ■670 3.046 5135 3.678 156.062 384.640

1986 165,752 1.038 8.082 ,3R0 7_442 1013 189_707 360476

1987 3.140 7.794 2.445 26.268 5728 218.793 384.896

1988 191.335 1,766 4.587 1,858 9,318 4.471 213,335 378_476

1989 6.667 6.329 2.629 5.285 6568

6.830 2.877 26、 224 9,703 281,868 555169

1991 219,900 6,137 6,816 19,730 14,349 481.970

単位 :千円



図書館経費

資料費

運営費

叢む千
900

8(X〕

7(1〕

600

5CX)

400

300

2(X)

1∞

資料費・運営費の推移図

197319741%197619771"81"9198019811982198319解 19851986198719881989酬)朋1年度

図書費および図書受け入れ冊数 (1973年度～1991年度)

第
四
章
　
図
　
書
　
館

金
額

②
　
図
書
費
お
よ
び
図
書
受
け
入
れ
冊
数

〓
ユ
上ハ
エハ

年  度
図   書   費

板   橋 東 松 山 合   計

1973
一

円
―

円
―

円

1974 30,613.980

1975 31.689.676

1976 85,913,589

1977 152.143.594

1978 73.083.553

1979 76.485、939

1980 85927_271 24,721,788 110,649,059

1981 80.526.978 26.066.370 106.593.348

19R2 126.816.888 27247.815 154.064.703

1983 92943.890 29、393,170 122,337,060

1984 114.999.635 31999.970 146.999.605

1985 172.678.650 31.281.250 203.959.900

1986 82_719_015 36_R4R_380 139.567.875

1987 80,255,490 51,999,950 132,255,440

1988 79.500.000 49999.860 129.499860

1989 116_IS'_OR7 30 017 RnQ 16λ089.846

1990 157,486,531 72.608、000 230.094.531

1991 212,726,925 99,849,681 312,576,606



一
一　
図
書
館
の
現
状

※ (注 )大学院設置関係は2か年計画、学部学科設置関係は3か年計画

単位・千冊・百万円
図書費および図書受け入れ冊数推移図

２２０
知
１８０
回
１４０
１２０
ｍ
８０
ω
“
２０
０

図
書
費

・
受
け
入
れ
冊
数

五
六
七

年  度
図書受け入れ冊数

備 考
板  橋 東松 山 合  計

1973 一 冊 一 冊 ― 冊

1974 6,725 2,269 8.994

1975 7,595 4_062 11_6S7

1976 16.959 3.603 20.562 大学院法学研究科設置関係

1977 31.524 4」 51 35.675 大学院経済学 ・英文学研究科設置関係

197R 19,349 5,213 24_362

1979 14.214 5.822 20,036

1980 19.215 6.061 25276

19Rl 18,955 6,241 2R196

1982 20.588 6.253 26.841 マン・コレクシヨン購入

1983 lS_391 6.734 22.125 国際政治経済学部設置、寒泉文庫購入

1984 27.000 6、889 33,889 国際関係学部設置関係

1985 28.960 6.224 35184 国際関係学部設置、寒泉文庫購入

1986 14,932 15,334 30266 寒泉文庫購入

1987 21,327 20,428 41,755 寒泉文庫購入、故竹田復氏蔵書購入

1988 15,710 21,351 37,061

1989 2L158 13,186 34,344 政治学科設置、経営コレクシヨン購入

1990 22,730 13,866 36.596 大学院法学研究科設置

1991 27,248 13_319 42S67

東仙山図書資′
′

板橋図書費

板橋受入冊数

W3W495W697197819791卿 1981198219831鼎 19851%1987198819891卿 1991年 度



第
四
章
　
図
　
書
　
館

ω
一
図
書
館
規
則

○
大
東
文
化
大
学
図
書
館
規
則

五
六
八

書
館
運
営
委
員
会
を
置
く
。

第
四
条
　
図
書
館
長
は
、
図
書
館
業
務
の
運
営
に
関
し
図
書
館
運
営
委
員

会
の
議
を
経
て
、
本
規
則
の
実
施
細
則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
章
　
図
書
館
運
営
委
員
会

第
五
条
　
図
書
館
運
営
委
員
会
は
次
の
各
号
の
者
を
も

っ
て
構
成
す
る
。

但
し
、
図
書
館
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
次
の
者
以
外
の
本
学
教
職

員
を
会
議
に
出
席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

図
書
館
長

一
一　
学
務
局
長

三
　
各
学
科
の
専
任
教
員

一
名
ま
た
は
二
名

四
　
一
般
教
育
科
日
、
外
国
語
科
目
お
よ
び
保
健
体
育
科
目
の
専
任
教

員
各

一
名
ま
た
は
二
名

２
　
前
項
第
二
号
、
第
四
号
の
委
員
は
教
授
会
の
推
薦
に
よ
る
も
の
と
す

る

。

３
　
図
書
館
運
営
委
員
の
任
期
は
ニ
ケ
年
と
し
、
再
選
を
妨
げ
な
い
。

第
六
条
　
図
書
館
長
は
年
度
の
初
め
に
図
書
館
運
営
委
員
会
を
招
集
し
、

会
議
の
議
長
と
な
る
。
但
し
図
書
館
長
が
事
故
あ
る
と
き
は
予
め
図
書

館
長
の
指
名
す
る
委
員
が
議
長
を
代
行
す
る
。

２
　
図
書
館
長
は
必
要
あ
る
と
き
は
随
時
こ
れ
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き

る

。

３
　
図
書
館
運
営
委
員
過
半
数
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
速
や
か
に
こ
れ

改
正
　
昭
和
四
五
年
　
四
月
　
一
日

昭
和
六

一
年
　
二
月
二
七
日

第

二
早
　
総
則

第

一
条
　
大
東
文
化
大
学
図
書
館

（以
下

「
図
書
館
」
と
い
う
）
は
大
東

文
化
大
学

（以
下

「
大
学
」
と
い
う
）
の
教
職
員
お
よ
び
学
生
の
教
育

研
究
に
必
要
な
図
書
館
資
料

（以
下

「
資
料
」
と
い
う
）
を
収
集
管
理

し
利
用
に
供
し
も

っ
て
本
学
の
教
育
目
的
達
成
に
貢
献
す
る
こ
と
を
使

命
と
す
る
。

第
二
条
　
図
書
館
は
本
学
の
休
業
日
を
の
ぞ
き
、
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時

（土
曜
日
は
正
午
）
ま
で
開
館
す
る
。
但
し
、
図
書
館
長
は
必

要
に
応
じ
て
臨
時
に
開
館
し
又
は
閉
館
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
図
書
館
長
は
予
め
こ
の
旨
を
掲
示
す
る
。

第
三
条
　
図
書
館
業
務
の
運
営
に
関
し
重
要
な
事
項
を
審
議
す
る
た
め
図

昭
和
三
十
九
年
四
月

一
日

制
定



を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
　
図
書
館
運
営
委
員
会
は
図
書
館
拡
充
に
関
す
る
根
本
施
策
を
樹

て
年
次
計
画
に
よ
る
関
係
予
算
の
確
保
な
ら
び
に
本
規
則
お
よ
び
細
則

の
改
廃
そ
の
他
重
要
事
項
を
審
議
す
る
。

第
二
章
　
資
料
の
管
理

第
八
条
　
資
料
に
つ
い
て
は
図
書
館
長
を
管
理
責
任
者
と
す
る
。

第
八
条
の
二
　
資
料
の
受
入
は
細
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
図
書
原

簿
ま
た
は
受
入
簿
に
登
録
ま
た
は
記
入
し
た
う
え
整
理
す
る
。

２
　
固
定
資
産
た
る
資
料
に
つ
い
て
は
図
書
原
簿
を
も
つ
て
固
定
資
産
台

帳
に
代
え
る
。

３
　
図
書
原
簿
お
よ
び
受
入
簿
の
保
存
期
間
は
十
年
と
す
る
。
但
し
、
特

別
の
事
情
が
な
い
か
ざ
り
十
年
毎
に
こ
れ
を
更
新
す
る
。

第
九
条
　
資
料
は
原
則
と
し
て
書
庫
ま
た
は
閲
覧
室
に
保
管
す
る
。

第
九
条
の
二
　
図
書
館
長
は
各
研
究
室
、
事
務
局
各
室
お
よ
び
各
研
究

所

・
セ
ン
タ
ー
等
に
研
究

・
調
査
等
の
た
め
常
時
必
要
と
す
る
資
料
を

分
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
貴
重
な
資
料

・
逐
次
刊
行
物
そ
の

他
図
書
館
長
が
分
置
す
る
こ
と
を
不
適
当
と
認
め
た
資
料
は
原
則
と
し

て
分
置
で
き
な
い
。

第
九
条
の
三
　
分
置
を
う
け
た
者
は
当
該
分
置
資
料
に
つ
い
て
、
保
管
の

責
任
を
負
う
も
の
と
し
、
常
に
そ
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

二
　
図
書
館
の
現
状

第
九
条
の
四
　
分
置
を
う
け
た
者
は
研
究

・
調
査
等
に
特
に
支
障
の
な
い

場
合
に
は
当
該
分
置
資
料
を
他
の
教
職
員
お
よ
び
学
生
の
利
用
に
供
す

る

。

第
十
条
　
図
書
館
長
は
原
則
と
し
て
毎
年

一
回
蔵
書
を
点
検
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
十

一
条
　
図
書
館
長
は
資
料
の
毀
損
、
亡
失
を
発
見
し
た
と
き
は
遅
滞

な
く
学
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
　
固
定
資
産
た
る
資
料
を
廃
棄
処
分
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
図

書
館
運
営
委
員
会
に
付
議
し
、
除
籍
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
消
耗
品
た
る
資
料
を
廃
棄
等
に
よ
り
処
分
し
た
と
き
は
受
入
簿
か
ら

抹
消
す
る
。

第
十
三
条
　
図
書
館
長
は
年
度
末
に
図
書
館
業
務
の
管
理
、
運
営
状
況
に

つ
い
て
書
面
を
も

っ
て
学
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条
　
本
学
の
教
職
員
お
よ
び
学
生
は
図
書
館
の
開
館
中
資
料
を
開

覧
、
帯
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
以
外
の
者
で
特
に
図
書
館
長
の
許
可
を
得
た
者
は
資
料
を
閲

覧
、
帯
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
五
条
　
前
条
の
資
料
の
閲
覧
、
帯
出
の
手
続
等
に
つ
い
て
は
細
則
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
十
六
条
　
教
職
員
、
大
学
院
生
お
よ
び
特
に
図
書
館
長
の
許
可
を
受
け

た
者
は
書
庫
に
入
り
資
料
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
六
九



第
四
章
　
図
　
書
　
館

第
十
七
条
　
図
書
館
を
利
用
す
る
者
は
図
書
館
所
定
の
規
則
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条
　
図
書
館
長
は
前
条
に
違
反
し
た
者
に
対
し
て
資
料
の
利
用
を

停
止
又
は
禁
止
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
十
九
条
　
図
書
館
長
は
資
料
を
毀
損
又
は
亡
失
し
た
者
に
対
し
て
前
二

条
に
よ
る
の
外
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
現
物
を
も
っ
て
弁
償
さ
せ
る
こ

と
を
原
則
と
す
る
。
但
し
、
弁
償
不
可
能
の
場
合
は
代
価
を
賠
償
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
条
　
削
除

第
二
十

一
条
　
削
除

五
七
〇

付
則

本
規
則
は
昭
和
三
十
九
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

付

　

則

　

（
昭
和
四
五
年

四
月

一
日
）

本
規
則
は
昭
和
四
十
五
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

付

　

則

　

（昭
和
六

一
年
二
月
二
七
日
）

１
　
本
規
則
は
昭
和
六
十

一
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
本
規
則
の
改
廃
は
、
図
書
館
運
営
委
員
会
の
審
議
の
う
え
大
学
評
議

会
の
決
議
を
経
て
理
事
会
が
行
う
。

［
小
野
　
隆

・
沼
口
敏
子

・
後
藤
　
満
］



第
五
章
　
大
学
附
置
研
究
所

・
附
置
機
関





第

一
節

東
洋
研
究
所

東
洋
研
究
所
が
大
東
文
化
大
学
学
則
第
六
条
に
よ
つ
て
附
置
さ
れ
た
の
は
、　
一
九
六

一

（昭
和
三
六
）
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
従

つ

て
創
設
以
来
本
年
ま
で
三
二
年
を
経
過
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
東
洋
研
究
所
の
淵
源
は
遠
く
七
〇
年
前
に
ま
で
遡
る
こ
と

が
で
き
、
い
わ
ば
本
学
と
歴
史
を
同
じ
く
す
る
本
学
独
自
の
研
究
機
関
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
と
言
え
る
。

こ
の
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
沿
革
を
辿
つ
て
み
る
と
、
東
洋
研
究
所
の
起
源
は
、　
一
九
二

一

（大
正

一
〇
）
年
の
貴

・
衆

両
院
に
よ
る

「漢
学
振
興
二
関
ス
ル
建
議
案
」
の
決
議
に
由
来
す
る
。
こ
の
決
議
の
背
後
に
あ
る
基
本
的
理
念
の
要
旨
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
つ
た
。

わ
が
国
は
明
治
維
新
以
来
、
欧
米
の
文
化
を
摂
取
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
た
。
い
ま
や
日
本
は
東
西
文
化
の
接
点
に
位
置
す
る
に

至
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
東
西
文
化
の
融
合
に
よ
つ
て
世
界
の
新
し
い
文
化
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
果
た
す
べ
き
使
命

で
あ
る
。
し
か
し
東
洋
文
化
を
代
表
す
る
重
要
な

一
つ
で
あ
る
漢
学
の
研
究
は
、
明
治
以
来
衰
退
の

一
途
を
た
ど
つ
て
き
て
い
る
。

従
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
わ
が
国
の
文
化
的
使
命
を
達
成
す
る
た
め
に
、
さ
し
あ
た
つ
て
な
す
べ
き
急
務
は
、
漢
学
を
中
心
と
す
る
東

洋
学
術
の
研
究
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
す
る
専
門
的
研
究
機
関
の
創
設
が
強
く
要
請
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
理
念
実
現
の
推
進
母
体
と
し
て
、　
一
九
二
三

（大
正

一
二
）
年
二
月
に
大
東
文
化
協
会
が
創
設
さ
れ
、
政
府
に
よ
る
補
助
金

の
も
と
に
具
体
的
活
動
に
入
る
こ
と
に
な

つ
た
。
発
足
当
時
、
こ
の
研
究
組
織
と
し
て
は
、
東
洋
研
究
部
お
よ
び
比
較
研
究
部
が
あ

つ
た
。

東
洋
研
究
部
は
、
漢
学
を
中
心
と
す
る
東
洋
学
術
の
研
究
部
門
で
あ
り
、
そ
の
研
究
成
果
は
月
刊
機
関
誌

『
大
東
文
化
』
等
を
通
じ
て
広

く
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
比
較
研
究
部
は
、
東
西
文
化
の
融
合
に
よ
る
新
し
い
文
化
の
創
造
を
め
ざ
し
た
研
究
部
門
で
あ
つ
て
、
そ
の
研

第

一
節

東
洋
研
究
所

五
七
三



第
五
章
　
大
学
附
置
研
究
所

・
附
置
機
関

五
七
四

究
成
果
を
広
く
全
世
界
に
問
う
た
め
、
英

・
独

・
仏
の
三
か
国
語
に
よ
る
研
究
誌

『
エ
ク
ス
　
オ
リ

エ
ン
テ
』
（
″
口
Ｘ
Ｏ
″
【国
Ｚ
弓
国
″
）
を

発
行
し
た
。
そ
の
創
刊
号
が
刊
行
さ
れ
た
の
は

一
九
二
五

（大
正

一
四
）
年
四
月
で
あ
る
が
、
英
文
に
よ
る
創
刊
の
辞
は
、
大
東
文
化
協

会

（↓
す
ｏ
国
”
∽^
ｏ
３
ｏ
Ｌ
言
お
＞
∽∽８
Ｆ
】９
）
創
立
の
趣
旨
お
よ
び
比
較
研
究
部
の
目
的
を
世
界
に
訴
え
て
い
る
。

な
お
、
大
東
文
化
協
会
は

一
九
二
三
年
九
月
二
〇
日
、
同
上
趣
旨
の
研
究
教
育
機
関
と
し
て
大
東
文
化
学
院

（現
在
の
大
東
文
化
大
学

の
前
身
）
を
設
立
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
東
洋
研
究
部
お
よ
び
比
較
研
究
部
を
中
心
と
す
る
大
東
文
化
協
会
の
研
究
組
織
は
、
今
日
の
東
洋
研
究
所
の
先
駆
と
も
い
う

べ
き
も
の
で
あ

つ
た
。
そ
の
後
、
大
東
文
化
協
会
の
組
織
が
改
組
さ
れ
る
過
程
で
、
前
記
研
究
組
織
は
改
組
さ
れ
、　
一
九
五
三

（昭
和
二

八
）
年
学
校
法
人
大
東
文
化
大
学
附
属
の
大
東
文
化
研
究
所
に
継
承
さ
れ
、
次
い
で

一
九
六
〇

（昭
和
三
五
）
年
、
法
人
名
が
大
東
文
化

学
園
と
改
称
さ
れ
る
と
と
も
に
、
学
園
振
興
計
画
が
実
施
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
振
興
計
画
の

一
環
と
し
て
大
東
文
化
研
究
所
は
、　
一
九
六

一

（昭
和
三
六
）
年
四
月
、
新
た
に
東
洋
研
究
所
と
し
て
発
足
し
、
こ
れ
ま
で
の
法
人
附
属
機
関
か
ら
大
学
附
置
研
究
所

へ
と
移
行
し
た
の

で
あ
る
。

こ
う
し
て
開
設
さ
れ
た
東
洋
研
究
所
の
目
的
は
、
学
則
第
六
条
に
基
づ
く
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
規
程
に
よ

つ
て
定
め
ら
れ
、

「
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
人
文

。
社
会

・
自
然
の
科
学
的
調
査
研
究
を
行
い
、
広
く
学
術
の
発
達
に
寄
与
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
発
足
当
初
、
東
洋
研
究
所
に
は
研
究
局
第

一
部

（人
文
科
学
系
、
研
究
員
二
〇
名
）
お
よ
び
研
究
局
第
二
部

（社
会
科

学
系
、
研
究
員

一
八
名
）
の
研
究
組
織
が
置
か
れ
た
。
前
者
は
か
つ
て
の
大
東
文
化
協
会
の
東
洋
研
究
部
、
後
者
は
比
較
研
究
部
の
性
格

を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
研
究
組
織
に
よ
つ
て
初
年
度
に
採
り
上
げ
ら
れ
た
研
究
課
題
は
、
東
洋
学

術
の
研
究
、
世
界
各
地
に
わ
た
る
地
域
研
究
、
お
よ
び
国
際
的
諸
関
係
の
研
究
を
対
象
と
し
、
研
究
方
法
と
し
て
総
合
的
共
同
研
究
の
重

要
性
が
強
調
さ
れ
た
。
こ
れ
以
後
、
総
合
的
共
同
研
究
と
い
う
基
本
的
方
向
は
、
本
研
究
所
の
具
体
的
研
究
課
題
の
面
で
引
き
継
が
れ
、



さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
を
重
ね
な
が
ら
今
日
の
研
究
活
動
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
間
、
歴
代
所
長
、
お
よ
び
学
内

・
学
外
の
研
究

員
は
、
本
学
の
建
学
の
主
旨
を
研
究
の
上
で
実
現
す
る
と
い
う
重
い
任
務
を
負
つ
て
努
力
を
重
ね
て
き
た
。

さ
て
、
本
学
は

一
九
七
八

（昭
和
五
三
）
年
四
月
、
教
授

一
名
、
講
師

一
名
、
助
手
三
名
の
専
任
研
究
員
を
置
く
こ
と
と
な
つ
た
。
こ

こ
に
お
い
て
、
東
洋
研
究
所
は
専
任
研
究
員
を
持
つ
大
学
附
置
研
究
所
と
し
て
の
特
色
を
持
つ
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、　
一
九
八

二

（昭
和
五
七
）
年
に
は
、
専
任
研
究
員
も
教
授
二
、
助
教
授
二
、
講
師
二
、
助
手
二
の
計
八
名
へ
と
増
員
さ
れ
た
。
本
研
究
所
が
開
設

二
〇
周
年
を
経
過
し
た
と
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
つ
て
本
研
究
所
の
大
学
に
お
け
る
役
割
も
転
換
期
を
迎
え
、
研
究
体
制
の
整
備
が
勘
案

さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
研
究
所
の
組
織

・
運
営
を
審
議
す
る
管
理
委
員
会
は
、　
一
九
八
二
年
に
、
学
長
の
諮
間
に
則
し
て

東
洋
研
究
所
の
基
本
計
画
を
策
定
答
申
し
た
。
こ
の
基
本
計
画
は
、
０
本
学
内
に
お
け
る
研
究
所
の
地
位
の
確
立
、
０
研
究
体
制
の
拡
充
、

０
内
外
の
研
究
機
関
と
の
交
流
推
進
等
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
引
き
続
い
て
、
翌
年
に
は
、
学
長
の
追
加
諮
問
に
応
え
て
研
究
所
に

お
け
る
共
同
研
究
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
答
申
を
行
つ
た
が
、
こ
の
答
申
の
中
で
は
、
東
洋
研
究
所
の
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
、
現
代
の

要
請
に
応
え
る
た
め
、
全
学
の
研
究
者
の
協
力
を
得
て
東
洋
研
究
所
に
ふ
さ
わ
し
い
共
同
研
究
の
充
実
を
は
か
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
措
置
を
踏
ま
え
て
、
東
洋
研
究
所
は
、
一０
そ
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
広
く
学
内
教
職
員
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
の
媒
体

と
し
て

『東
洋
研
究
所
所
報
」
（
一
九
八
四

〈
昭
和
五
九
〉
年
六
月
創
刊
、
年
二
回
発
行
）
を
発
行
し
、　
一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年
に

は
、
０
研
究
成
果
の
学
生
お
よ
び
地
域
社
会
へ
の
還
元
を
目
的
と
す
る

「東
洋
研
究
所
公
開
講
座
」
（年

一
回
開
催
、
三
講
座
三
日
間
）

の
開
設
、
さ
ら
に
、
０
規
程
の
改
正
を
行
つ
て
研
究
所
の
事
業
に
国
際
交
流
事
業
を
加
え
、
ま
ず
、
中
国
現
代
国
際
関
係
研
究
所
と
研
究

員

（二
名
）
の
相
互
派
遣
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
海
外
研
究
者
に
よ
る
講
演
、
研
究
会
等
の
国
際
交
流
の
推
進
を
は
か
る
こ
と
と
な
つ

た
。
共
同
研
究
課
題
の
分
野
で
は
、
①
共
同
研
究

「
明
治
大
正
期
の
東
洋
研
究
」
に
対
し
て
、
日
本
私
学
振
興
財
団
よ
り
学
術
研
究
振
興

第

一
節

東

洋
研
究
所

五
七
五
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資
金

（
一
九
八
五
年
度
交
付
金
額
、　
一
九
〇
万
円
）
が
交
付
と
な
り
、
翌

一
九
八
六
年
度
も
引
き
続
き

一
八
〇
万
円
が
交
付
と
な

つ
た
。

ま
た
、　
一
方
で
、
本
学
創
立
六
〇
周
年
に
当
た
る

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
に
は
、
そ
の
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
前
述
の
学
術

研
究
誌

″
口
ｘ
ｏ
四
国
ｚ
日
国
″
（
Ｉ
～
Ⅲ
）
の
復
刻
版
の
刊
行

・
配
布
を
行
つ
た

（な
お
、
同
誌
は

一
九
二
五

〈
大
正

一
四
〉
年
に
創
刊
さ
れ
、

翌

一
九
二
六
年
に
は
第
二

・
三
号
を
刊
行
し
た
が
、
以
後
遺
憾
な
が
ら
続
刊
で
き
ぬ
ま
ま
と
な

つ
て
い
た
）
。
こ
れ
を
起
点
と
し
て
新
た

な
構
想
の
も
と
に
同
誌
の
刊
行
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
と
な

つ
た
。
翌
年
、
東
洋
研
究
所
管
理
委
員
会
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
た
復
刊
第

一
号

に
か
か
わ
る
編
集

・
刊
行
に
関
す
る
暫
定
措
置
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
。

一　

編
集
方
針

本
学
に
お
け
る
中
国
お
よ
び
日
本
の
古
典

（哲
学

・
宗
教

・
文
学

・
史
学
等
）
に
関
す
る
研
究
お
よ
び
東
西
文
化
の
比
較
研
究
に

関
す
る
研
究
成
果
の
う
ち
、
国
際
学
界
に
紹
介
す
る
に
適
当
な
も
の
を
選
定
し
、
こ
れ
を
英
訳
し
て
刊
行
し
、
国
際
学
術
交
流
に
資

す
る
こ
と
を
も
っ
て
基
本
方
針
と
す
る
。

尚
、
第
二
号
以
降
は
、
前
記
研
究
領
域
の
他
、
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア
に
関
す
る
そ
の
他
の
研
究
を
も
加
え
る
も
の
と
す
る
。

二
　
収
録
論
文
の
範
囲

本
学
の
紀
要
お
よ
び
各
学
部
の
学
会
、
研
究
所
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
学
術
定
期
刊
行
物
に
最
近

一
〇
年
以
内
に
発
表
さ
れ
た
研

究
論
文
中
か
ら
、
前
記
の
編
集
方
針
に
合
致
し
た
も
の
を
数
篇

（
一
篇
四
〇
〇
字
詰
四
〇
枚
換
算
七
本
程
度
）
選
定
す
る
。

執
筆
者
は

一
〇
年
前
～
現
在
の
本
学
専
任
教
員

・
研
究
員
で
あ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
、
学
外
者

（非
常
勤
教
員
等
）
に
よ
る

も
の
も
、　
一
～
二
本
ま
で
包
含
す
る
場
合
も
あ
り
う
る
こ
と
と
す
る
。
（以
下
略
）

こ
れ
を
受
け
て
、　
一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
三
月
に
は
、　
″
口
Ｘ
Ｏ
四
口
Ｚ
Ｈ
”
″
の
復
刊
第

一
冊
を
く
ｏ
一マ
と
し
て
復
刊
し
、
以
後
二
年

に

一
冊
の
予
定
で
刊
行
を
進
め
、
今
曰
く
ｏ
】
≦
の
刊
行
準
備
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
研
究
所
で
は
、
本
学
の
研
究
成
果
を
国
外
の



諸
学
術
機
関
に
紹
介
す
る
目
的
で
、
同
誌
を
国
外
の
二
四
〇
を
超
え
る
研
究
機
関
に
送
付
し
て
い
る
が
、
多
大
の
反
響
を
得
て
、
国
際
学

術
交
流
に
貢
献
し
う
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
東
洋
研
究
所
は
以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
、
学
術
的
研
究
機
関
と
し
て
着
実
な
地
歩
を
踏
み
固
め
な
が
ら
、
独
創
的
な
研

究
業
績
の
充
実
、
国
際
交
流
の
推
進
を
は
か
る
べ
く
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
機
関
誌

『東
洋
研
究
』
誌
上
に

随
時
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

「東
洋
研
究
」
は

一
〇
〇
号
を
突
破
し
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
に
お
い
て
第

一
〇
七
号
を
発
刊

す
る
に
至
つ
た
。
さ
ら
に
現
在
進
行
中
の
逐
次
刊
行
図
書
と
し
て
、
「藝
文
類
衆
　
訓
読
付
索
引
』
（巻

一
～
巻
三
）、
「松
方
正
義
関
係
文

書
」
（第

一
巻
～
第

一
四
巻
）、
「
昭
和
社
会
経
済
史
料
集
成
　
海
軍
省
資
料
』
（第

一
巻
～
第

一
七
巻
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

公
開
講
座
に
お
い
て
は
、
第
二
回
以
降
、
板
橋
区
立
高
島
平
図
書
館
視
聴
覚
室
を
会
場
と
し
て
開
催
し
、
三
講
座

（三
日
間
）
で
三
〇

〇
名
を
超
え
る
受
講
者
数
と
な
つ
て
地
域
社
会
に
定
着
し
て
き
た
。

研
究
面
で
は
、
本
研
究
所
が
開
設
以
来
推
進
し
て
き
た
総
合
的
共
同
研
究
の
た
め
の
研
究
部
会
を
編
成
し
、
専
任
研
究
員

（現
在
教
授

二
、
助
教
授
三
、
講
師

一
の
計
六
名
）
お
よ
び
兼
担
研
究
員

（本
学
の
学
部
等
に
本
務
を
持
つ
研
究
員
　
現
在
二
九
名
）
、
兼
任
研
究
員

（学
外
の
専
門
研
究
者
　
現
在
二

一
名
）
を
構
成
員
と
し
て
遂
行
し
て
い
る
。　
一
九
九
二
年
度
に
お
け
る
本
研
究
所
の
共
同
研
究
組
織
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

０
一　
外
来
文
化
の
受
容
形
態
を
通
じ
て
見
た
日
本
文
化
の
形
成

（研
究
代
表
者
　
古
島
和
雄
　
構
成
人
員

一
〇
名
）

０
一　
中
国
古
代
神
話
学
、
哲
学
、
宗
教
思
想
お
よ
び
イ
ン
ド
哲
学
思
想
史
、
中
世
仏
教
の
研
究

（同
　
松
本
照
敬
　
構
成
人
員
六
名
）

０
一　
歴
史
的
に
み
た
中
国
の
対
少
数
民
族
政
策
と
少
数
民
族
の
伝
統
的
社
会

（同
　
加
治
明
　
構
成
人
員
三
名
）

①
　
中
国
社
会
主
義
開
放
政
策
の
研
究

（同
　
古
島
和
雄
　
構
成
人
員
七
名
）

ω
〕
新
国
際
秩
序
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

（同
　
永
野
慎

一
郎
　
構
成
人
員

一
三
名
）

第

一
節

東
洋
研
究
所

五
七
七



第
五
章
　
大
学
附
置
研
究
所

・
附
置
機
関

五
七
八

ω
　
松
方
正
義
関
係
文
書

（同
　
大
久
保
達
正
　
構
成
人
員
七
名
）

①
一　
昭
和
社
会
経
済
史
料
集
成

（同
　
永
田
元
也
　
構
成
人
員
五
名
）

④
　
日
中
文
学
の
比
較
文
学
的
研
究

（同
　
遠
藤
光
正
　
構
成
人
員
八
名
）

ω
　
前
近
代
の
世
界
国
際
貿
易
に
お
け
る
ア
ジ
ア
地
域
内
貿
易

（同
　
生
田
滋
　
構
成
人
員
五
名
）

以
上
、
本
研
究
所
の
歩
み
を
回
顧
し
、
現
状
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
今
日
、
国
際
社
会
は
流
動
化
し
、
社
会
的
緊
張
が

引
き
起
こ
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
世
紀
的
な
転
換
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
今
日
的
研
究
課
題
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に

適
応
し
て
い
く
方
途
を
模
索
す
る
と
と
も
に
、
新
し
く
生
じ
つ
つ
あ
る
事
象
を
正
確
に
分
析
し
、
わ
が
国
将
来
の
あ
り
方
を
総
合
的
か
つ

長
期
的
に
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
情
勢
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
研
究
所
の
任
務
は
ま
す
ま
す
重
大
さ
を
加
え
る
と
と
も
に
、

研
究
活
動
の

一
層
の
高
ま
り
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
研
究
員

一
同
は
こ
れ
を
自
覚
し
、
研
究
の
上
で
国
際
的
視
野
に
立
つ

た

「質
の
向
上
」
を
目
ざ
し
、
本
研
究
所
の
学
界
に
お
け
る
比
重
を
増
す
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
学
の
学
部

・
図
書
館
と
も

協
力
し
て
、
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
い
う
る
使
命
を
果
た
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
研
究
所
の
運
営
を
推
進
し
て
き
た
歴
代
所
長
、
元
専
任
研
究
員
、
お
よ
び

一
九
九
二
年
度
に
お
い
て
研
究
に
携
わ
つ
て
い

る
専
任

・
兼
担
研
究
員
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

○
歴
代
所
長

平
島
　
敏
夫
　
　
一
九
六

一
年
四
月
～

一
九
六
二
年

一
一
月

南
条
　
徳
男
　
　
一
九
六
二
年

一
二
月
～

一
九
六
四
年
二
月

金
子
　
　
昇
　
　
一
九
六
四
年
四
月
～

一
九
六
五
年
三
月

高
橋
　
梵
仙

　

一
九
六
五
年
四
月
～

一
九
六
八
年
三
月

市
野
沢
寅
雄

野
口
　
正
之

土
井
　
　
章

中
嶋
　
　
敏

岡
倉
古
志
郎

一
九
六
八
年
四
月
～

一
九
七
〇
年
二
月

一
九
七
〇
年
四
月
～

一
九
七
二
年
二
月

一
九
七
二
年
四
月
～

一
九
七
八
年
三
月

一
九
七
八
年
四
月
～

一
九
八
三
年
三
月

一
九
八
三
年
四
月
～

一
九
八
五
年
二
月



古
島
　
和
雄

遠
藤
　
光
正

○
元
専
任
研
究
員

川
口
　
久
雄

張
　
庸
　
吾

岡
倉
古
志
郎

鉄
井
　
慶
紀

佐
藤
　
武
敏

○
専
任
研
究
員

教
　
授

教
　
授

助
教
授

助
教
授

助
教
授

講
　
師

吉 岡 兵 山 松 遠
宗 崎 頭 日 本 藤

邦    照 光
宏 彦 徹 準 敬 正

第

一
節

東
洋
研
究
所

一
九
八
五
年
四
月
～

一
九
九
三
年
二
月

一
九
九
二
年
四
月
～

（定
年
退
職
者
等
）

一
九
七
八
年
四
月
～

一
九
八
四
年
二
月

一
九
七
八
年
四
月
～

一
九
八
〇
年
三
月

一
九
八
二
年
四
月
～

一
九
八
六
年
三
月

一
九
八
三
年
九
月
～

一
九
八
七
年
二
月

一
九
八
四
年
四
月
～

一
九
八
六
年
二
月

比
較
文
学

イ
ン
ド
思
想
史

東
南
ア
ジ
ア
貿
易
史

日
本
経
済
史

中
国
政
治
経
済

東
南
ア
ジ
ア
地
域
研

究

○
兼
担
研
究
員

五
十
嵐
明
宝

岡
田
　
宏
二

成
田
　
　
守

濱
　
　
久
雄

福
田
　
俊
昭

古
島
　
和
雄

大
久
保
達
正

加
治
　
　
明

加
藤
　
瑛
子

近
藤
　
正
臣

永
田
　
元
也

永
野
慎

一
郎

前
川
　
邦
生

平
松
　
圭
子

波
多
野
宏

一

広
井
　
大
三

林
　
　
理
介

文
学
部
教
養
課
程
　
　
　
　
教
授

文
学
部
教
養
課
程
　
　
　
　
教
授

文
学
部
日
本
文
学
科
　
　
　
教
授

文
学
部
中
国
文
学
科
　
　
　
教
授

文
学
部
教
養
課
程
　
　
　
　
教
授

文
学
部
教
養
課
程
　
　
　
　
教
授

経
済
学
部
経
済
学
科
　
　
　
教
授

経
済
学
部
教
養
課
程
　
　
　
教
授

経
済
学
部
経
済
学
科
　
　
　
教
授

経
済
学
部
経
済
学
科
　
　
　
教
授

経
済
学
部
経
済
学
科
　
　
　
教
授

経
済
学
部
経
済
学
科
　
　
　
教
授

経
済
学
部
経
営
学
科
　
　
　
教
授

外
国
語
学
部
中
国
語
学
科
　
教
授

外
国
語
学
部
中
国
語
学
科
　
教
授

法
学
部
教
養
課
程
　
　
　
　
教
授

国
際
関
係
学
部
国
際
関
係
学
科
　
教
授

五
七
九



第
五
章
　
大
学
附
置
研
究
所

・
附
置
機
関

広
瀬
　
崇
子
　
　
国
際
関
係
学
部
国
際
関
係
学
科
　
教
授

三
尾
　
忠
志
　
　
国
際
関
係
学
部
国
際
関
係
学
科
　
教
授

生
田
　
　
滋
　
　
国
際
関
係
学
部
国
際
文
化
学
科
　
教
授

エ
デ
イ

・
ヘ
ル
マ
ワ
ン
　
国
際
関
係
学
部
教
養
課
程
　
教

授

浜
口
　
俊
裕
　
　
文
学
部
日
本
文
学
科
　
　
　
助
教
授

口口
士
ロ

北
林

五
味

篠
田

中
堂

中
林

盛
幸光

俊
樹隆

幸
政

史
朗

五
八
〇

文
学
部
日
本
文
学
科
　
　
　
助
教
授

外
国
語
学
部
英
語
学
科
　
　
助
教
授

法
学
部
政
治
学
科
　
　
　
　
助
教
授

国
際
関
係
学
部
国
際
関
係
学
科
　
助
教
授

国
際
関
係
学
部
国
際
関
係
学
科
　
助
教
授

文
学
部
中
国
文
学
科
　
　
　
助
教
授

［
兵
頭
　
徹
］



第
二
節

書
道
研
究
所

０
一　
書
道
文
化
セ
ン
タ
ー
設
立
に
至
る
経
緯

本
学
は
創
立
以
来
、
東
洋
学
術
文
化
の
振
興
を
主
旨
と
し
た
教
育
機
関
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
付
帯
文
化
で
あ
る
書
道
が
重
視
さ
れ
、
充

実
す
る
こ
と
は
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。
従
つ
て
、
歴
代
書
道
関
係
の
教
授
陣
に
は
、
斯
界
の
鈴
々
た
る
人
材
が
揃
つ
て
い
た
。
書
道

を
専
攻
し
よ
う
と
す
る
学
生
が
、
競
つ
て
来
学
し
た
こ
と
も
故
な
し
と
し
な
い
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
誕
生
し
た
書
道
の
メ
ッ
カ
を
、
社
会
的
に
も
貢
献
す
べ
く
、
組
織
化
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
つ
て
き
た
の
は
、

一
九
六
七

（昭
和
四
二
）
年
、
東
松
山
校
舎
が
開
校
し
た
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
た
め
の
機
関
設
立
に
か
か
る
準
備
作
業
は
、
当
時
、
青
山
文
雄

（杉
雨
）
教
授
と
永
井
敏
男

（暁
舟
）
講
師

（
の
ち
助
教
授
を
経

て
教
授
）
が
中
心
と
な

つ
て
進
め
ら
れ
、
こ
れ
を
松
井
郁
次
郎

（如
流
）
教
授

（
の
ち
名
誉
教
授
）
と
今
関
茂

（脩
竹
）
講
師

（
の
ち
教

授
）
が
側
面
か
ら
支
え
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、　
一
九
六
八

（昭
和
四
三
）
年
度
、
翌

一
九
六
九
年
四
月
よ
り

「大
東
文
化
大
学
書
道
文
化

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
す
る
こ
と
が
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、
以
後
、
こ
こ
が
本
学
書
道
の
学
内
外
へ
の
窓
日
と
な
つ
て
、
書
道
に
よ
る
附
属

事
業
の
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

設
置
目
的
と
業
務
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

目

的
第
二
節

書
道
研
究
所

五
八

一



第
五
章
　
大
学
附
置
研
究
所

・
附
置
機
関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
二

書
道
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
書
道
芸
術
の
高
揚
お
よ
び
書
道
教
育
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

業

務一　

書
道
芸
術
お
よ
び
書
道
教
育
の
振
興
促
進

一
一　
講
演
会

・
講
習
会
お
よ
び
展
覧
会
等
の
開
催

三
　
機
関
誌

『
大
東
書
道
」
お
よ
び
関
係
書
物
の
刊
行

四
　
書
道
関
係
資
料
の
蒐
集

五
　
調
査
研
究
の
受
託
、
指
導
お
よ
び
助
成

六
　
書
道
の
海
外
紹
介

七
　
書
道
に
関
す
る
文
化
事
業
お
よ
び
社
会
事
業

へ
の
協
力
奉
仕

八
　
そ
の
他

新
機
関
創
設
と
い
う

一
大
事
業
を
、
教
職
を
本
務
と
さ
れ
る
先
生
方
の
み
で
、
し
か
も
短
期
間
の
う
ち
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
書
道
文
化
セ
ン
タ
ー
構
想
の
中
心
と
な

つ
て
尽
力
さ
れ
た
青
山
教
授
は
開
設
と
同
時
に
所
長
、

永
井
講
師
は
事
務
長
と
し
て
直
接
書
道
文
化
セ
ン
タ
ー
の
指
揮
運
営
に
当
た
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

思
え
ば
こ
の
書
道
文
化
セ
ン
タ
ー
構
想
は
、
そ
の
後
の
書
道
発
展
の
た
め
の
重
要
な
第

一
歩
で
あ
つ
た
。
今
日
の
本
学
の
書
道
を
顧
み

る
と
き
、
そ
の
基
盤
は
こ
こ
に
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

０
　
書
道
文
化
セ
ン
タ
ー
の
歩
み



一
九
六
九

（昭
和
四
四
）
年
開
設
早
々
、
書
道
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
事
業
展
開
の
準
備
が
始
ま

つ
た
。
こ
れ
は
青
山
所
長
、
永
井
事
務

長
の
間
で
既
に
原
案
と
し
て
固
ま
つ
て
い
た
も
の
が
実
質
的
に
動
き
始
め
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
年

一
〇
月
、
月
刊
書
道
誌

『大
東
書
道
』
を
創
刊
。
こ
れ
は
、
当
時
の
書
道
雑
誌
の
多
く
が
営
利
の
た
め
に
安
易
に
級
位
認
定
を

行
つ
て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
た
青
山
所
長
の
発
案
で
、
こ
れ
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
権
威
あ
る
厳
格
な
級
位
の
認
定
を
目
的
と
し
て

創
刊
さ
れ
た
。
本
誌
の
編
集
と

一
般
部
の
審
査
は
青
山
所
長
ご
自
身
で
担
当
さ
れ
、
永
井
事
務
長
は
教
育
部
の
審
査
と
セ
ン
タ
ー
運
営
事

務
ま
で
を
預
か
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
本
誌
に
か
け
る
両
先
生
の
熱
意
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
教
員
を
本
務
と
す
る
傍
ら

で
の
ご
苦
労
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
つ
た
。

本
誌
の
特
長
は
、　
一
般
部
の
手
本
は
す
べ
て
日
展
審
査
員
以
上
の
先
生
方
に
お
願
い
し
た
こ
と
と
、
こ
の
手
本
お
よ
び
掲
載
古
典
お
よ

び
名
蹟
鑑
賞
の
解
説
を
す
べ
て
所
長
自
身
が
書
作
家
の
目
を
も

つ
て
執
筆
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
。

「
大
東
書
道
』
は
創
刊
時
点
で
会
員
数
五
、
〇
〇
〇
名
と
い
う
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
き
つ
た
。
こ
の
ほ
か
、
書
道
講
習
会
も
始
ま
り
、

こ
れ
ま
で
大
学
主
催
と
し
て
広
報
部
が
担
当
し
て
き
た
全
国
書
道
展
も
書
道
文
化
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
組
み
込
ま
れ
た
。

セ
ン
タ
ー
開
設
後
の

一
〇
年
間
は
本
学
の
書
道
が
社
会
に
浸
透
し
て
い
く
第

一
段
階
で
あ
つ
た
。
大
東
書
道

・
書
道
講
習
会

・
全
国
書

道
展
が
そ
れ
ぞ
れ
事
業
単
位
と
し
て
成
長
を
続
け
、
大
学
の
附
属
事
業
と
し
て
も
社
会
の
評
価
を
得
る
よ
う
に
な
つ
て
き
て
い
た
。
そ
こ

で
、
こ
ん
ど
は
近
隣
地
区

へ
の
奉
仕
の
た
め
に
、　
一
九
七
九

（昭
和
五
四
）
年
よ
り

「
新
春
書
き
初
め
大
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

つ

た
。
板
橋
校
舎
体
育
館
を
会
場
と
し
て
の
こ
の
大
会
の
参
加
者
は
、
多
く
は
小

・
中
学
生
で
あ
つ
た
が
、
日
ご
ろ
の
腕
を
大
学
で
試
せ
る

と
い
う
こ
と
で
好
評
を
博
し
た
。
優
秀
作
品
に
は
賞
品
と
賞
状
を
贈
り
、
特
別
賞
作
品
は

『大
東
書
道
」
誌
上
に
掲
載
も
し
た
の
で
、
参

加
者
は
も
と
よ
り
指
導
者
の
先
生
方
に
も
喜
ば
れ
る
企
画
で
あ

つ
た

（参
加
費
無
料
）
。

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
、
本
学
が
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
た
こ
の
年
、
書
道
文
化
セ
ン
タ
ー
は
中
華
人
民
共
和
国
で
の
書
道
展
の

第
二
節

書
道
研
究
所

五
八
三



第
五
章
　
大
学
附
置
研
究
所

。
附
置
機
関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
四

開
催
を
担
当
し
た
。
展
覧
会
の
名
称
は

「
創
立
六
〇
周
年
記
念
大
東
文
化
大
学
書
法
展
」
、
会
場
は
北
京
の
北
海
公
園
と
上
海
の
青
年
宮
。

本
学
書
道
教
員
と
、
卒
業
生

・
学
生
の
選
抜
に
よ
る
こ
の
書
法
展
は
、
両
会
場
で
五
万
人
を
超
す
参
観
者
が
集
ま
り
、
こ
の
盛
況
ぶ
り
は

中
国
の
新
聞
紙
上
で
も
紹
介
さ
れ
た
。
北
京
展
で
は
本
学
の
清
原
学
長
、
青
山
所
長
を
は
じ
め
と
す
る
書
道
教
員
、
そ
れ
に
出
品
者
が
訪

中
し
、
人
民
大
会
堂
で
こ
の
た
め
の
招
待
宴
が
催
さ
れ
た
。　
一
方
、
上
海
展
は
理
事
長
代
理
と
し
て
山
井
湧
教
授
、
書
道
教
員
を
代
表
し

て
浅
見
精

一
教
授
、
そ
れ
に
出
品
者
も
加
わ

つ
て
の
開
会
と
な

つ
た
。
こ
の
時
、
当
時
の
上
海
第

一
等
の
書
画
家
王
↑
移
先
生

（呉
昌
碩

の
問
人
）
が
出
席
さ
れ
、
本
学
の
書
法
展
を
歓
迎
し
て
書
を
揮
皇
さ
れ
た
の
は
特
に
印
象
深
い
出
来
事
で
あ
つ
た
。

書
道
文
化
セ
ン
タ
ー
開
設
以
来
最
大
の
企
画
で
あ
つ
た
こ
の
書
法
展
も
成
功
の
裡
に
幕
を
お
ろ
し
、
所
長
の
青
山
教
授
は
書
道
文
化
セ

ン
タ
ー
の
更
な
る
発
展
と
方
向
性
を
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
セ
ン
タ
ー
か
ら
研
究
所

へ
の
改
組
の
案
で
あ
つ
た
が
、
し
か
し
、
こ
れ

は
次
期
所
長
に
委
ね
、
自
ら
は
教
授
に
も
ど
る
と
い
う
考
え
を
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は

一
九
八
四

（昭
和
五
九
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。

一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年
四
月
、
前
任
所
長
の
意
を
受
け
て
、
浅
見
精

一

（寛
洞
）
教
授
が
所
長
に
就
任
さ
れ
た
。
以
下
は
そ
の
年

の

『
大
東
書
道
』
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
浅
見
所
長
の
挨
拶
文
で
あ
る
。

新

任

ご

挨

拶

書
道
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
　
浅

見

寛

洞

こ
の
度
本
学
書
道
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
青
山
杉
雨
先
生
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
そ
の
後
任
と
し
て
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
不
敏
非
才
、
そ
の
重
大
な
職
責
を
尽
く
し
得
る
や
否
や
甚
だ
危
惧
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

想
え
ば
青
山
先
生
に
は
、
昭
和
四
四
年
よ
り

一
六
年
の
長
き
に
わ
た
り
所
長
と
し
て
鞍
掌
さ
れ
、
そ
の
高
い
見
識
と
卓
抜
の

手
腕
は
、
大
東
書
道
と
し
て
質
量
共
に
充
実
さ
せ
、
他
に
類
例
の
な
い
実
績
は
、
大
学
の
看
板
教
科
と
し
て
盛
名
を
高
か
ら
し



め
、
学
内
外
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
書
道
文
化
セ
ン
タ
ー
の
事
業
と
し
て
は
、
書
き
初
め
大
会
、
書
道
講
習
会
、
全
国
書
道
展
等
。　
一
昨
年
は
大
東
創
立
六

〇
周
年
記
念
事
業
に
協
賛
し
て
、
北
京

・
上
海
に
お
て
、
大
学
サ
イ
ド
で
は
初
め
て
の
海
外
展
を
開
催
し
、
教
員
、
卒
業
生
、

学
生
、
三
者

一
体
と
な

つ
て
の
情
熱
温
る
る
出
品
は
、
大
学
の
理
解
あ
る
支
援
と
相
倹
つ
て
予
想
外
の
成
功
を
収
め
る
な
ど
、

対
外
関
係
の
事
業
に
も
効
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

な
お
本
誌
の
発
行
も
年
々
増
加
の

一
途
を
辿
り
、
権
威
あ
る
そ
の
内
容
は
、
こ
の
種
書
道
誌
の
道
標
と
し
て
、
書
道
の
普
及

向
上
、
実
力
養
成
の
た
め
限
り
な
き
前
進
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
青
山
先
生
に
は
引
き
続
き
編
集
等
指
導
さ
れ
、
ス
タ
ツ
フ
も
益
々
大
東
書
道
誌
の
発
展
に
尽
力
い
た
し
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、　
一
層
の
ご
後
援
、
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
九
八
五

。
一
九
八
六
年
の
両
年
度
、
浅
見
所
長
が
指
揮
を
と
ら
れ
た
こ
の
こ
ろ
は
、
附
属
事
業
も
相
当
規
模
に
成
長
し
、
「
大
東
書

道
』
の
会
員
数
は

一
万
名
を
超
え
、
全
国
書
道
展
の
出
品
点
数
も
三
万
点
に
及
ん
で
い
た
。
浅
見
所
長
は
、
対
外
的
に
は
こ
れ
ら
の
附
属

事
業
を
展
開
し
な
が
ら
、　
一
方
で
は
研
究
所

へ
の
改
組
に
つ
い
て
の
実
質
的
な
検
討
を
進
め
ら
れ
た
。
附
属
事
業
が
軌
道
に
乗

つ
て
多
忙

を
極
め
る
な
か
、
こ
の
重
要
案
件
は
管
理
委
員
会
で
精
力
的
に
討
議
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、　
一
九
八
六
年
春
に
は
、
研
究
所
組
織
の

枠
組
み
と
業
務
内
容
の
原
案
が
固
め
ら
れ
る
に
至
つ
た
。

そ
こ
で

一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
四
月
改
組
を
前
提
と
し
て
規
程
案
等
文
書
作
成
の
作
業
が
進
め
ら
れ
、
こ
の
年
の
九
月
か
ら
、
そ

の
た
め
の
学
内
折
衝
が
始
ま
つ
た
。
そ
し
て
そ
の
実
像
が
ほ
ぼ
見
え
る
よ
う
に
な

つ
て
き
た
こ
ろ
、
純
粋
な
研
究
所
と
す
る
た
め
に
附
属

事
業
の
外
部
委
託
を
検
討
す
る
よ
う
に
と
い
う
香
坂
学
長
の
指
示
が
あ
つ
た
。
年
度
変
わ
り
を

一
月
後
に
控
え
た
こ
ろ
で
、
こ
の
検
討
の

第
二
節

書
道
研
究
所

五
八
五



第
五
章
　
大
学
附
置
研
究
所

・
附
置
機
関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
六

た
め
に
四
月
改
組
は
時
間
的
に
無
理
な
状
態
に
陥

つ
た
。

こ
れ
ま
で
の
セ
ン
タ
ー
が
学
外
の
支
援
者
に
支
え
ら
れ
て
事
業
規
模
を
拡
大
し
て
き
た
経
緯
か
ら
、
こ
れ
を
単
純
に
切
り
離
す
こ
と
は

社
会
の
信
頼
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
改
組
後
の
研
究
所
は
附
属
事
業
と
し
て
こ
れ
を
受
け
継
ぐ
と
い
う
の
が
管
理
委
員
会
の
総
意

で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

学
長
の
指
示
を
受
け
て
、
セ
ン
タ
ー
で
は
各
事
業
単
位
ご
と
に
そ
の
存
続
の
可
否
を
も
含
め
て
検
討
を
重
ね
た
。
こ
れ
ま
で
学
内
で
行

つ
た
業
務
の
進
行
手
順
を
正
確
に
示
す
こ
と
が
委
託
交
渉
の
要
件
と
な
る
の
で
、
こ
の
検
討
は
慎
重
を
期
し
て
進
め
て
い
つ
た
。

こ
の

一
九
八
六
年
度
に
は
予
期
し
え
ぬ
出
来
事
が
起
こ
つ
た
。
こ
の
年
の

一
一
月
二
五
日
、
セ
ン
タ
ー
管
理
委
員
会
委
員
の
永
井
敏
男

（暁
舟
）
教
授
が
心
臓
発
作
に
よ
り
急
逝
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
前
日
は
本
学
主
催
第
二
八
回
全
国
書
道
展
の
表
彰
式
が
あ

つ
て
、

永
井
教
授
も
お
元
気
な
お
姿
で
賞
状
の
授
与
を
な
さ
つ
て
い
た
だ
け
に
、
当
日
式
場
で
同
席
し
た
書
道
教
員

一
同
、
に
わ
か
に
信
じ
難
く

た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
あ
つ
た
。
享
年
五
〇
歳
。
書
道
文
化
セ
ン
タ
ー
構
想
の
時
点
か
ら
研
究
所
構
想
に
む
け
て
の
検
討
ま
で
、
常
に

実
務
の
中
心
と
な

つ
て
本
学
書
道
の
た
め
に
献
身
的
に
尽
く
さ
れ
、
今
後
を
大
い
に
嘱
望
さ
れ
て
い
た
永
井
教
授
を
失
っ
た
こ
と
は
、
惜

し
み
て
も
余
り
あ
る
こ
と
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
思
え
ば
、
永
井
教
授
の
人
生
は
本
学
の
書
道

一
筋
に
尽
く
さ
れ
た

一
生
で
あ

つ
た
。

一
九
八
六
年
二
月
、
浅
見
所
長
は
附
属
事
業
の
外
部
委
託
は
現
状
で
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
の
判
断
を
示
さ
れ
、
研
究
所
構
想
を
こ

の
ま
ま
進
め
る
べ
き
と
の
結
論
を
残
し
て
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
た
。

折
し
も
こ
の
二
月
、
青
山
文
雄

（杉
雨
）
教
授
も
書
作
に
専
念
す
る
た
め
に
退
任
さ
れ
た
。

青
山
教
授
が
本
学
に
就
任
さ
れ
た
の
は

一
九
五
五

（昭
和
三
〇
）
年
四
月
、
以
来
三
二
年
の
永
き
に
わ
た
り
本
学
書
道
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
て
き
た
。
そ
の
卓
抜
な
指
導
力
が
あ
つ
て
こ
そ
本
学
書
道
の
今
日
が
あ
る
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

青
山
教
授
は
ご
自
身
の
退
職
後
の
本
学
書
道
の
更
な
る
発
展
を
切
に
希
望
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
こ
の
年
、
筑
波
大
学
を
退
職
さ
れ
る



今
井
潤

一

（凌
雪
）
教
授
に
本
学
へ
の
就
任
を
要
請
さ
れ
た
。
今
井
教
授
は
大
学
退
任
を
機
に
書
作
に
専
念
す
る
こ
と
を
既
に
決
め
ら
れ

て
い
た
が
、
青
山
教
授
の
熱
心
な
説
得
に
よ
つ
て
、　
一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
四
月
本
学
に
就
任
さ
れ
た
。

今
井
教
授
は
着
任
と
と
も
に
書
道
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
に
就
任
さ
れ
、
前
任
所
長
の
託
さ
れ
た
研
究
所
構
想
の
実
現
に
む
け
て
更
に
歩

を
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
の
で
あ
る
。

以
下
は
改
組
を
前
に
し
て
の
今
井
所
長
発
杉
本
学
長
あ
て
文
書

（
一
九
八
七
年
七
月
二
日
付
）
の
抜
粋
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
当
時
の
今

井
所
長
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。

書
道
研
究
所
へ
の
移
行
に
つ
い
て

現
在
、
わ
が
国
の
書
道
研
究
は
、
研
究
者
が
個
々
に
行
う
こ
と
が
多
く
、
優
れ
た
研
究
も
研
究
者
の
私
的
業
績
と
は
な
り
え

て
も
、
こ
れ
ら
が
公
に
認
め
ら
れ
る
に
は
至
つ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
書
道
の
位
置
づ
け
や
内
容
の
体
系
化
が
十
分
で
な
か
つ
た

こ
と
と
、
研
究
業
績
を
整
理
し
て
世
に
お
く
る
信
頼
す
べ
き
公
的
研
究
機
関
を
も
た
な
か
つ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
あ
る
。

大
学
に
お
け
る
書
道
教
育
に
も
問
題
が
あ
る
。
書
道
科
教
育
法
を
開
講
し
な
が
ら
、
そ
の
根
本
で
あ
る
書
道
の
研
究
を
専
門

的
に
行
う
場
所
を
持

つ
て
い
な
い
。
現
在
、
全
国
大
学
中
に
開
講
す
る
書
道
は
、
単
位
認
定
の
所
定
の
枠
組
み
は
あ

つ
て
も
、

そ
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
各
々
の
教
員
ま
か
せ
の
状
態
に
あ
り
、
そ
の
程
度
も

一
様
で
は
な
い
。
大
学
で
書
を
学
ば
せ
る
以
上
、

修
得
す
べ
き

一
応
の
範
囲
は
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
大
学
教
員
養
成
機
関
不
在
の
結
果
で
あ
つ
て
、
今
も
つ

て
、
書
作
家

・
書
道
研
究
家
の
私
的
業
績
を
公
の
も
の
に
読
み
替
え
て
採
用
の
基
準
と
す
る
以
外
方
法
が
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。

第
二
節

書
道
研
究
所

五
八
七



第
五
章
　
大
学
附
置
研
究
所

・
附
置
機
関

五
八
八

従

つ
て
本
研
究
所
は
、
書
道
研
究
を
通
じ
て
大
学
の
書
道
教
育
の
充
実
に
寄
与
し
、
ひ
い
て
は
将
来
、
書
道
の
大
学
教
員
養

成
の
基
盤
と
も
な
り
う
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
。
こ
の
こ
と
が
今
日
の
社
会
の
要
求
に
応
え
る
も
の
と
考
え
る

か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
書
道
文
化
セ
ン
タ
ー
の
事
業
と
し
て
遂
行
し
て
き
た
大
東
書
道

・
全
国
書
道
展
等
に
つ
い
て
は
外
部
委
託

を
も
含
め
て
種
々
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
現
状
で
は
学
内
で
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
た
。
こ
れ
ら
の
諸
事
業

が
対
社
会
的
に
果
た
し
て
き
た
実
績
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
、
研
究
所
は
こ
れ
を
研
究
所
の
附
属
事
業
と
し
て
受
け
継

ぐ
。
し
か
し
、
こ
れ
は
固
定
化
す
る
も
の
で
は
な
く
、
毎
事
業
年
度
ご
と
に
個
々
の
事
業
に
検
討
を
加
え
、
研
究
所
の
社
会
事

業
の
範
囲
で
よ
り
理
想
的
な
方
向
を
さ
ぐ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

発
足
に
際
し
て
の
要
望

本
研
究
所
は
研
究
部
門
と
附
属
事
業
部
門
の
二
部
門
で
構
成
す
る
。
研
究
所
の
主
た
る
業
務
は
研
究
業
務
で
あ
つ
て
、
こ
の

こ
と
を
明
確
に
し
な
い
と
諸
事
業
を
附
属
事
業
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
従

つ
て
、
何
よ
り
も
優
先
す
べ
き
こ
と
は
、
機
能

す
る
研
究
機
構
の
設
定
で
あ
る
と
考
え
る
。

兼
担

・
兼
任
研
究
員
に
つ
い
て
は
現
在
六
名
を
予
定
し
、
各
々
の
専
門
分
野
で
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
が

個
人
の
研
究
と
し
て
終
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、
研
究
所
と
し
て
の
意
味
を
な
さ
ず
、
こ
れ
ま
で
の
書
道
研
究
と
何
ら
変
わ
る
も
の

と
は
い
え
な
い
。
各
々
の
研
究
成
果
を
研
究
所
の
業
績
と
し
て
体
系
化
し
、
こ
れ
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
本
研
究
所
の
責

務
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
務
を
別
に
も
つ
兼
担

・
兼
任
研
究
員
に
こ
れ
ま
で
を
も
望
む
こ
と
に
は
無
理
が
あ
り
、
研
究
所
の

将
来
を
思
え
ば
、
発
足
時
点
か
ら
専
任
研
究
員
を
置
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
兼
担

・
兼
任
に
専
任
研
究
員
を
加
え
る
こ
と
に
よ



つ
て
、
研
究
部
門
の
基
本
的
体
制
が
実
質
的
に
整
い
、
研
究
テ
ー
マ
ご
と
に
入
れ
替
わ
る
で
あ
ろ
う
兼
担

・
兼
任
研
究
員
の
研

究
成
果
も
研
究
所
の
業
績
と
し
て
体
系
化
し
て
残
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

附
属
事
業
部
門
は
書
道
の
社
会
事
業
の
遂
行
を
任
務
と
し
、
併
せ
て
研
究
所
事
務
を
兼
ね
る
も
の
で
、
こ
れ
は
研
究
所
事
務

室
が
担
当
す
る
。
従

つ
て
こ
の
事
務
室
の
人
員
配
備
は
事
業
規
模
に
応
じ
た
人
員
と
と
も
に
、
業
務
内
容
に
適
し
た
人
材
の
配

慮
を
望
み
た
い
。

以
上
、
研
究
部
門
に
専
任

・
兼
担

・
兼
任
研
究
員
、
附
属
事
業
部
門
に
適
任
者
を
配
備
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
本
研
究
所
の

人
員
構
成
は
整
い
、
事
業
目
的
に
沿
つ
た
運
営
が
可
能
と
な
る
。

本
研
究
所
は
わ
が
国
初
の
公
的
な
書
道
研
究
所
と
し
て
、
そ
の
存
在
を
社
会
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
、
実
体
あ
る
研
究
所
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
施
設

・
機
構

。
人
員
等
、
発
足
時
点
で
で
き
る
限
り
の
条
件
整
備
に
努
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
研
究
所
の
理
想
の
実
現
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
中
で
も
人
的
条
件
は
研
究
所
の
将
来
を

左
右
す
る
重
大
事
で
あ
る
だ
け
に
、
第

一
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

概
ね
こ
の
方
針
で
、　
一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
よ
り
、
書
道
研
究
所
と
す
る
こ
と
が
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
が
、
た
だ
専
任
研
究
員

を
置
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
こ
の
時
点
で
は
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
。

０
　
書
道
研
究
所
と
し
て
の
活
動

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
四
月

一
日
、
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
が
誕
生
し
た
。
所
長
は
今
井
教
授
で
あ
る
。

第
二
節

書
道
研
究
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
九
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研
究
所
の
核
を
な
す
べ
き
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
研
究
業
務
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
生
の
研
究
所
で
は
成
果
の
発
表
を
急
ぐ
べ
き
で
は

な
く
、
い
い
結
果
を
得
る
た
め
に
も
研
究
は
慎
重
に
進
め
る
べ
き
と
す
る
の
が
今
井
所
長
は
じ
め
兼
担

・
兼
任
研
究
員
の
総
意
で
あ
つ
た
。

一
方
附
属
事
業
は
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
ほ
ぼ
引
き
継
ぐ
形
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
し
か
し
、
研
究
所
内
部
で
は
既
存
事
業
の
洗
い
な
お
し

も
こ
の
前
年
度
か
ら
始
ま

つ
て
い
て
、
徐
々
に
大
学
の
研
究
所
が
行
う
べ
き
社
会
事
業
の
実
像
が
浮
か
び
上
が
つ
て
き
つ
つ
あ

つ
た
の
も

こ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

研
究
所
に
な
つ
て
か
ら
始
ま
つ
た
事
業
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

一
　

公
開
講
座
書
道

（
一
九
九
〇

（
平
成
二
〉
年
度
開
始
）

こ
れ
は
中
国
書
道
史
を
学
び
な
が
ら
、
漢
字
の
さ
ま
ざ
ま
な
書
体
の
典
型
的
技
法
を
体
験
さ
せ
る
通
年
の
講
座
で
、
年
間
六
〇
コ
マ

を
履
修
す
る
も
の
で
あ
る
。
漢
字
コ
ー
ス
は
現
在
三
年
目
を
迎
え
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
よ
り
仮
名
コ
ー
ス
も
ス
タ
ー
ト
し

た
。
現
在
九
十
余
名
が
参
加
し
て
い
る
。

二
　
書
道
研
究
所
東
松
山
分
室
の
設
置

（
一
九
九

一
〈
平
成
三
〉
年
度
）

従
来
板
橋
校
舎
で
は
、
書
道
を
学
ぶ
学
生
た
ち
の
指
導

・
助
成
を
行
つ
て
き
た
が
、
こ
れ
を
東
松
山
校
舎
の
学
生

へ
も
便
宜
を
供
与

し
、
書
道
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
従
つ
て
分
室
内
に
は
書
道
の
基
本
図
書
を
備
え
て

い
る
。

三
　
中
国
古
典
名
蹟
複
製
展
示
会

（
一
九
九

一
年
度
）

台
北
故
宮
博
物
院
に
蔵
す
る
名
品
の
複
製
を
東
松
山
校
舎
で
展
示
し
、
日
ご
ろ
、
部
分
的
に
印
刷
物
で
し
か
見
ら
れ
な
い
も
の
を
原

寸
原
色
で
見
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の
。

四
　
書
道
教
材
ビ
デ
オ
作
成

（
一
九
九

一
年
度
か
ら

一
九
九
二
年
度
）



株
式
会
社
三
玄
社
よ
り
の
申
し
入
れ
を
受
け
て
、
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
の
副
教
材
と
し
て
ビ
デ
オ
を
制
作
し
た
。
事
業
主
体
は
二

玄
社
で
、
書
道
研
究
所
が
企
画
監
修
に
当
た
り
、
左
記
の
五
本
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
た
も
の
。
シ
ナ
リ
オ
は
各
々
の
書
体
を
専
門
と
す

る
本
学
書
道
教
員
が
担
当
し
、
管
理
委
員
会
で
構
成
台
本
第
五
稿
に
至
る
ま
で
細
部
に
わ
た

つ
て
検
討
を
重
ね
た
。
幸
い
に
も
左
記

五
巻
す
べ
て
に
は
文
部
省
選
定
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
日
本
視
聴
覚
教
育
協
会
の
本
年
度
の
選
考
で
は
、
①
が
最
優
秀
作
品
賞

・
文

部
大
臣
賞
、
③
が
優
秀
作
品
賞

。
日
本
視
聴
覚
教
育
協
会
会
長
賞
に
選
ば
れ
、
こ
れ
は
予
想
だ
に
し
な
い
喜
び
で
あ

つ
た
。

〈
ビ
デ
オ
タ
イ
ト
ル
〉

①
　
楷
書
の
歴
史
と
書
法
Ｉ

②
　
楷
書
の
歴
史
と
書
法
Ⅱ

③
　
行
書
の
歴
史
と
書
法

④
　
草
書
の
歴
史
と
書
法

⑤
　
か
な
の
歴
史
と
書
法

セ
ン
タ
ー
当
時
よ
り
継
続
し
た
附
属
事
業
を
遂
行
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
新
規
事
業
が
順
調
な
滑
り
出
し
を
み
せ
た
こ
と
は
喜
び
に
耐
え

な
い
。
し
か
し
、
こ
の
間
に
は
研
究
所
と
し
て
予
期
し
な
い
事
態
が
起
こ
つ
て
い
る
。

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
二
月
、
所
長
の
今
井
教
授
が
病
に
倒
れ
ら
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
病
名
は
脳
梗
塞
、
長
期
療
養
の
必
要

が
あ
る
と
い
う
の
が
主
治
医
の
診
断
で
あ
つ
た
。
先
に
あ
げ
た
新
規
事
業
が
こ
れ
か
ら
動
き
出
そ
う
と
す
る
矢
先
の
出
来
事
で
、
あ
ま
り

の
驚
き
に

一
同
戸
惑
い
を
隠
し
さ
れ
な
か
つ
た
。

し
か
し
な
が
ら
研
究
所
の
業
務
は
事
業
計
画
の
通
り
遂
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
不
肖
私
が
所
長
代
行
を
命
ぜ
ら
れ
、
計
ら
ず

も
そ
の
重
責
を
負
う
こ
と
に
な

つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
全
書
道
教
員

一
丸
と
な
つ
て
こ
の
時
期
を
乗
り
切
り
、
今
井
所
長
の

第
二
節

書
道
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究
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九

一
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一
日
も
早
い
ご
快
癒
を
願
い
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
所
長
を
奈
良
の
病
院
に
訪
ね
な
が
ら
業
務
の
遂
行
に
つ
と
め
て
き
た
。

大
東
文
化
大
学
の
書
道
の
た
め
に
、
先
生
に
復
職
い
た
だ
き
た
い
と
関
係
者

一
同
が
願
い
、
ま
た
、
当
時
の
穂
積
学
長
も
ご
自
身
で
そ

の
た
め
に
お
願
い
に
行
こ
う
と
ま
で
言
っ
て
下
さ
っ
た
が
、
今
井
先
生
の
ご
病
気
と
、
そ
の
た
め
に
ご
家
族
の
皆
様
が
い
か
に
ご
心
配
な

さ
つ
た
か
と
そ
の
心
中
を
お
察
し
す
る
時
、
わ
れ
わ
れ
は
先
生
の
今
後
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
も
考
え
併
せ
、
誠
に
遺
憾
な
が
ら
先
生
の

復
職
の
説
得
を
あ
き
ら
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
判
断
す
る
以
外
方
法
が
な
か
つ
た
。

今
井
教
授
が
改
組
を
前
に
し
て
杉
本
学
長
に
あ
て
ら
れ
た
文
書
の
中
に
は
、
先
生
の
遠
大
な
理
想
が
う
か
が
わ
れ
る
。
幸
い
に
も
今
日
、

研
究
所
は
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
も
の
の
、
先
生
の
お
考
え
に
そ
う
方
向
に
進
ん
で
い
る
と
い
え
る
。

０
一　
研
究
所
の
今
後
の
展
望

研
究
所
の
規
程
に
示
す
通
り
、
わ
れ
わ
れ
は
書
道
の
研
究
を
通
じ
て
書
道
教
育
に
貢
献
す
る
こ
と
も
事
業
の

一
つ
と
考
え
て
い
る
。
現

在
、
研
究
所
の
実
施
し
て
い
る
事
業
の
中
に
も
、
既
に
こ
の
こ
と
に
か
か
わ

つ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、　
一
方
、
学
内
に
対
し
て
こ
の

こ
と
を
い
か
に
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
更
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
今

後
書
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
大
問
題
を
避
け
て
は
通
れ
な
い
。
社
会
の
中
に
書
を
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
、
学
問
的
に
ど
の
よ
う

に
体
系
化
す
べ
き
か
、
等
々
、
残
さ
れ
た
命
題
は
多
い
。
い
ず
れ
も

一
朝

一
夕
に
解
決
で
き
る
も
の
と
は
思
わ
な
い
が
、
少
し
ず

つ
で
も

前
進
さ
せ
る
た
め
の
努
力
の
継
続
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
単
に
研
究
所
の
み
な
ら
ず
、
本
学
の
書
道
教
科
の
将
来
に
も

関
わ
る
事
柄
で
あ
り
、
今
後
、
管
理
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
て
行
き
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
学
内
、
ま
た
学
外
に
む
け
て
の

研
究
所
の
果
た
す
べ
き
役
割
も
よ
り
具
体
的
に
な
つ
て
い
く
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。



こ
の
ほ
か
、
近
い
将
来
実
施
可
能
な
企
画
と
し
て
は
、
書
道
に
よ
る
学
生
の
海
外
研
修

（中
国
）
が
あ
る
。
こ
の
夏
、
研
究
所
職
員
二

名
を
上
海
夏

旦
大
学
国
際
文
化
交
流
学
院
に
派
遣
し
、
既
に
受
け
入
れ
側
の
条
件
等
の
調
査
を
終
え
た
。
こ
れ
か
ら
そ
の
条
件
の
範
囲
内

で
よ
り
効
果
的
な
研
修
が
実
施
可
能
か
ど
う
か
管
理
委
員
会
に
計
ろ
う
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

研
究
所
発
足
以
来
よ
う
や
く
五
年
目
、
幸
い
に
も
次
年
度
よ
り
は
専
任
研
究
員
も
置
く
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
研
究
機
構
も

少
し
ず

つ
整

つ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
書
道
研
究
所
研
究
員
の
研
究
の
成
果
は
、
今
年
度

「
大
東
書
道
研
究
」
と
し
て
発
刊
す
る
。
こ
れ
は
、
作
品
制
作
と
研
究
論
文

の
双
方
よ
り
な
り
、
い
ま
の
書
道
研
究
所
の
素
顔
そ
の
も
の
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［東
山

一
郎
］

第
二
節

書
道
研
究
所

五
九
二
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第
二
節

体
育
セ
ン
タ
ー

０

大
東
ス
ポ
ー
ツ
の
夜
明
け

一
九
六
七

（昭
和
四
二
）
年
三
月
に
東
松
山
校
舎
が
完
成
し
、
同
年
四
月
よ
り

一
、
二
年
次
生
が
こ
の
校
舎
で
学
ぶ
こ
と
に
な

つ
た
。

こ
の
校
舎
は
、
生
き
生
き
と
し
た
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
環
境
の
も
と
に
あ
つ
た
が
、
周
辺
に
は
文
化
的
施
設
や
娯
楽
施
設
が

何

一
つ
な
い
所
で
あ
つ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
学
生
た
ち
に
、
単
に
講
義
を
聞
い
て
帰
る
だ
け
の
生
活
で
は
な
く
、
生
気
あ
ふ
れ
る
活
発

な
キ
ャ
ン
パ
ス
生
活
を
過
ご
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と
が
模
索
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
学
生
た
ち
に
、
文
化
面
お
よ

び
運
動
面
に
お
け
る
課
外
活
動
が
推
奨
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
。
課
外
活
動
に
よ
つ
て
、
感
動
を
日
々
の
糧
と
す
る
青
春
を
過
ご
し
、
多

く
の
友
人
や
先
輩
と
触
れ
合
う
こ
と
が
、
人
間
形
成
に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
た
。

体
育
部
門
に
関
し
て
は
、
す
で
に
そ
の
前
年
、　
一
九
六
六

（昭
和
四

一
）
年
四
月
に

「学
生
に
健
全
な
る
身
体
と
活
発
な
る
精
神
を
涵

養
せ
し
め
る
」
目
的
を
も

つ
て
大
東
体
育
会
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
運
動
部
育
成
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
育
成
計
画
は
、
東
松

山
校
舎
開
設
と
同
じ
年
、　
一
九
六
七
年
度
よ
り
実
施
に
移
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
部
長
、
補
導
官
、
監
督
な
ど
を
設
け
、
ま
た
ス
ポ

ー
ツ
界
に
実
績
を
有
す
る
監
督
の
招
聘
や
埼
玉
県
体
育
協
会
の
協
力
を
得
る
な
ど
、
体
育
各
部
の
組
織
の
充
実
と
そ
の
活
性
化
に
着
手
し

た
。な

お
、
こ
の
年
に
は
、
次
の
よ
う
な
体
育
各
部
が
み
ら
れ
る
。
剣
道
部

・
柔
道
部

・
卓
球
部

・
空
手
部

。
自
動
車
部

・
ラ
グ
ビ
ー
部

・



舞
踏
研
究
部

・
ワ
ン
ダ
ー
フ
オ
ー
グ
ル
部

・
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ツ
ト
ボ
ー
ル
部

・
合
気
道
部

・
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
部

・
弓
道
部

・
サ
ツ
カ
ー
同

好
会

・
ス
キ
ー
部

・
ボ
ウ
リ
ン
グ
部

・
ボ
ク
シ
ン
グ
部

・
ア
イ
ス
ホ
ツ
ケ
ー
部

・
少
林
寺
拳
法
部

・
体
操
部

・
然
道
サ
ー
ク
ル

・
硬
式
野

球
部

・
陸
上
競
技
部

・
レ
ス
リ
ン
グ
部

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
同
好
会
な
ど
で
あ
る
。

こ
う
し
た
体
育
各
部
に
対
す
る
強
化
育
成
計
画
を
背
景
と
し
て

・
次
第
に
各
部
門
に
お
い
て
競
技
の
成
果
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

つ

た
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ス
キ
ー
部
女
子
部
門
が
学
生
選
手
権
に
お
い
て

一
九
六
八

（昭
和
四
三
）
～

一
九
七
〇

（
四
五
）
年
度
に
連
続
総
合
優
勝
し
、
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
に
斉
藤
貢
監
督
、
高
橋
弘
子
、
沖
津
は
る
え
の
二
人
を
代
表
と
し
て
送
る
。

全
日
本
大
学
ボ
ー
ト
選
手
権
大
会
女
子
ナ
ツ
ク
ル
フ
オ
ア
優
勝

（
一
九
六
九

〈
昭
和
四
四
〉
年
度
）
。
レ
ス
リ
ン
グ
部
が
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
オ

リ
ン
ピ
ツ
ク
に
佐
藤
貞
雄
を
代
表
と
し
て
送
る

（
一
九
七
二

〈
昭
和
四
七
〉
年
度
）。
柔
道
部
恵
谷
正
雄
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
世
界
学

生
柔
道
選
手
権
重
量
級
優
勝

（
一
九
七
二
年
度
）
。
野
球
部
の
首
都
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦
初
優
勝

（
一
九
七
二
年
度
）。
そ
し
て
大
学

創
立
五
〇
周
年
に
は
、
陸
上
競
技
部
が
第
四
回
全
日
本
大
学
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
に
お
い
て
優
勝
し
て
い
る

（
一
九
七
三

〈
昭
和
四
八
〉
。

年
度
）
。
こ
れ
ら

一
連
の
目
覚
ま
し
い
成
果
に
よ
つ
て
、
大
東
ス
ポ
ー
ツ
は
、
発
展
へ
の
希
望
の
扉
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
の
課
外
体
育
活
動
に
お
け
る
多
く
の
競
技
実
績
の
中
か
ら
、
団
体
優
勝
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
陸
上
競
技
部
が
能
登

・
全
日

本

・
箱
根
駅
伝
に
優
勝
し
駅
伝
三
冠
王
達
成

（
一
九
七
四

〈
昭
和
四
九
〉
年
度
）
。
ラ
グ
ビ
ー
部
関
東
リ
ー
グ
戦
優
勝

（
一
九
七
四
年
度
）
。

ス
キ
ー
部
女
子
部
門
、
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
総
合
優
勝

（
一
九
七
四
年
度
）
。
陸
上
競
技
部
箱
根
駅
伝
二
年
連
続
優
勝
、
全

日
本
大
学
駅
伝
四
年
連
続
優
勝

（
一
九
七
五

〈
昭
和
五
〇
〉
年
度
）
。
ス
キ
ー
部
女
子
部
門
、
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
に
お
い

て
二
年
連
続
総
合
優
勝

（
一
九
七
五
年
度
）
。
然
道
部
全
日
本
学
生
選
手
権
総
合
優
勝

（
一
九
七
六

〈
昭
和
五

一
〉
年
度
）。
ボ
ー
ト
部
関

東
大
学
女
子
選
手
権
大
会
ナ
ツ
ク
ル
フ
オ
ア
優
勝

（
一
九
七
六
年
度
）
。
林
道
部
全
日
本
学
生
然
道
選
手
権
大
会
二
年
連
続
総
合
優
勝

（
一
九
八
〇

〈
昭
和
五
五
〉
年
度
）
。
軟
式
野
球
サ
ー
ク
ル
首
都
リ
ー
グ
戦
三
回
連
続
優
勝

（
一
九
七
九

〈
昭
和
五
四
〉
年
秋
、　
一
九
八
〇

第
二
節

体
育

セ

ン
タ
ー

五
九
五
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年
春
秋
）
。

こ
の
よ
う
に
、
体
育
セ
ン
タ
ー
設
立
直
前
の

一
九
八
〇
年
ま
で
の
団
体
部
門
に
お
け
る
実
績
だ
け
を
取
り
上
げ
て
も
、
か
な
り
の
成
果

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
い
た
。

０

体
育
セ
ン
タ
ー
の
設
立
と
そ
の
後
の
展
開

体
育
セ
ン
タ
ー
は
、　
一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
四
月

一
日
制
定
の
大
東
文
化
大
学
体
育
セ
ン
タ
ー
規
程
に
基
づ
い
て
、
大
学
に
設
置

さ
れ
た
機
関
で
あ
る
。
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
「本
学
に
お
け
る
課
外
体
育
を
振
興
し
、
学
生
の
体
位
向
上
と
人
間
形
成
を
図
り
、

全
学
生
の
志
気
高
揚
に
資
す
る
を
以
つ
て
大
学
発
展
に
寄
与
す
る
」
こ
と
に
あ
る
。

こ
う
し
た
目
的
に
沿
つ
て
、
体
育
セ
ン
タ
ー
は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

０
一　
学
生
の
課
外
体
育
活
動
に
か
か
わ
る
研
究

・
研
修
お
よ
び
資
料
の
収
集
分
析

０
一　
学
生
の
課
外
体
育
活
動
の
指
導

０
　
講
習
会

・
研
修
会
の
開
催

①
　
学
外
組
織
と
の
連
絡
調
整

③
　
そ
の
他
課
外
体
育
活
動
に
関
す
る
こ
と

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
所
長
、
運
営
委
員
会
、
課
外
体
育
強
化
対
策
委
員
会
な
ど
が
置
か
れ
て
い
て
、
そ
の
円
滑
な
運
営
が
図
ら
れ
て
い

る
。
現
在
同
セ
ン
タ
ー
が
関
与
し
て
い
る
体
育
ク
ラ
ブ
は
、
陸
上
競
技
部

・
ラ
グ
ビ
ー
部

・
レ
ス
リ
ン
グ
部

・
柔
道
部

・
ス
ケ
ー
ト
部
な

ど
二
九
部
門
に
及
ん
で
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
部
長
、
監
督
、
コ
ー
チ
な
ど
が
置
か
れ
て
そ
の
育
成
が
図
ら
れ
て
い
る
。



体
育
セ
ン
タ
ー
に
関
連
す
る
問
題
で
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、　
一
九
八
四

（昭
和
五
九
）
年
に
、
体
育
推
薦
入
学
の
よ
り

一
層
の
公
正
な

取
り
扱
い
を
期
す
る
た
め
に
、
こ
れ
に
関
す
る
厳
格
な
制
度
が
設
け
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
新
た
な
制
度
に
基
づ
き
、
体
育
推
薦

入
学
に
関
し
て
、
そ
の
人
数
の
制
限
、
推
薦
基
準
、
推
薦
手
続
き
、
入
学
許
可
の
決
定
に
か
か
わ
る
諸
事
項
が
明
確
に
定
め
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
体
育
推
薦
は
複
数
の
機
関
の
審
議
を
経
る
こ
と
に
な

つ
て
お
り
、
そ
の
入
学
許
可
は
、
最
終
的
に
は
各
学
部
教
授
会
の

承
認
に
基
づ
き
学
長
が
決
定
し
て
い
る
。
こ
う
い
つ
た

一
連
の
措
置
の
結
果
と
し
て
、
体
育
推
薦
入
学
希
望
者
の
募
集
に
つ
い
て
は
さ
ま

ざ
ま
な
制
約
を
こ
う
む
る
こ
と
に
な

つ
た
が
、
こ
れ
に
よ
つ
て
、
推
薦
入
学
の
よ
り

一
層
の
公
正
と
い
う
大
学
の
あ
る
べ
き
姿
を
貫
い
て

い
く
条
件
が
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

課
外
体
育
は
学
生
の
自
治
活
動
の

一
環
で
あ
る
か
ら
、
各
運
動
ク
ラ
プ
が
自
主
的
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
従

つ
て
、

例
え
ば
本
学
に
お
け
る
各
運
動
ク
ラ
ブ
の
合
宿
所
は
、
通
常
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
パ
ー
ト
な
ど
民
間
共
同
住
宅
の

一
括
賃
借
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
家
賃
と
し
て
各
部
所
属
の
学
生
た
ち
が
費
用
を
負
担
す
る
と
い
う
形
式
を
と
つ
て
い
る
。
本
学
に
は
、
学
園
が
建
設
所
有
し
て
い
る

合
宿
所
と
い
う
も
の
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
生
た
ち
の
生
活
環
境
に
関
し
て
は
、
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は

良
質
で
で
き
る
限
り
低
家
賃
の
物
件
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
よ
り
、
合

宿
所
と
し
て
各
運
動
ク
ラ
ブ
が
民
間
共
同
住
宅
等
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
際
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
保
証
人
と
な
る
な
ど
、
何

ら
か
の
形
で
学
園
が
関
与
す
る
と
い
う
方
針
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
今
後
の
各
運
動
ク
ラ
ブ
の
合
宿
所
に
つ

い
て
は
、
そ
の
ク
ラ
プ
の
自
主
的
手
当
て
に
よ
る
こ
と
を
原
則
と
は
す
る
が
、
学
園
が
か
な
り
の
程
度
関
与
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
よ
り

優
れ
た
施
設
を
よ
り
有
利
な
条
件
で
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
課
外
体
育
の
環
境
条
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

第

一
歩
と
し
て
今
後

一
層
の
整
備
改
善
が
望
ま
れ
る
。

本
学
に
お
け
る
課
外
体
育
関
係
予
算
は
、
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
従

つ
て
学
生
の
課
外
体
育
活
動

へ
の
助
成
や
指
導
は
必
ず

第
二
節
　
体
育

セ
ン
タ
ー

五
九
七
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し
も
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
に
あ
つ
て
も
、
課
外
体
育
指
導
者
や
学
生
諸
君
の

た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
に
よ
つ
て
、
近
時
学
生
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
幾
多
の
輝
か
し
い
成
果
を
示
し
て
お
り
、
更
に
わ
が
国
ス
ポ
ー
ツ
界
に

対
し
て
も
顕
著
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

体
育
セ
ン
タ
ー
設
置
以
降
の
各
ク
ラ
プ
の
競
技
実
績
の
う
ち
、
団
体
優
勝
の
主
な
例
を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

▽

一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年
度

○
ス
キ
ー
部

（女
子
部
門
）
　

　

全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
女
子
総
合
優
勝

○
鉢
道
部
　
　
全
日
本
林
道
選
手
権
大
会
団
体
実
戦
の
部
優
勝
、
全
日
本
学
生
然
道
大
会
実
戦
の
部
優
勝

▽

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
度

○
陸
上
競
技
部
　
　
全
日
本
大
学
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
優
勝

▽

一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年
度

○
軟
式
野
球
部
　
　
首
都
大
学
秋
季
リ
ー
グ
戦
優
勝

▽

一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
度

○
ラ
グ
ビ
ー
部
　
　
全
国
大
学
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
大
会
優
勝

▽

一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
度

○
ラ
グ
ビ
ー
部
　
　
関
東
大
学
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ
戦
優
勝

▽

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
度

○
ラ
グ
ビ
ー
部
　
　
全
国
大
学
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
大
会
優
勝

○
然
道
部
　
　
全
国
学
生
然
道
大
会
総
合
優
勝



▽

一
九
八
九

（平
成
元
）
年
度

○
陸
上
競
技
部
　
　
全
国
大
学
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
優
勝
、
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
大
会
優
勝

▽

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
度

○
陸
上
競
技
部
　
　
出
雲
く
に
び
き
大
学
駅
伝
競
走
優
勝
、
全
日
本
大
学
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
優
勝
、
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競

走
大
会
優
勝

○
軟
式
野
球
部
　
　
全
国
学
生
選
手
権
大
会
優
勝
、
首
都
大
学
春
季
秋
季
リ
ー
グ
戦
優
勝

▽

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
度

○
ラ
グ
ピ
ー
部
　
　
関
東
大
学
リ
ー
グ
戦
優
勝

○
陸
上
競
技
部
　
　
９１
日
中
友
好
万
里
の
長
城
駅
伝
競
走
大
会
優
勝

こ
れ
ら
体
育
各
部
門
に
お
け
る

「
優
勝
」
は
、　
一
般
学
生
に
も
大
き
な
感
動
を
呼
び
起
こ
し
、
学
園
生
活
全
体
に
活
気
を
与
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
課
外
体
育
は
ま
た
課
外
教
育
で
も
あ
る
。

一
九
九
三
年
度
　
課
外
体
育
指
導
者

一
覧
表

　

一
九
九
三
年
六
月

一
日

第
二
節
　
体
育

セ

ン
タ
ー

五
九
九

五 四 m

ス

ケ

ー

ト

部

柔
　
　
道
　
　
部

レ
ス
リ

ン
グ
部

ラ

グ

ビ

ー

部

陸

上

競

技

部

ク
ラ
ブ
名

向

後

良

文

武

内

政

幸

酒

井

清

六

中

野

敏

雄

永
　
田
　
元
　
也

部

　

長

経

済

経

済

経

済

経

済

経

済

所

属

佐

藤

明

弘

副
部
長

新

井

義

久

安

本

盟

邦

藤

沢

信

雄

鏡

　

　

保
　
幸

青

葉

昌

幸

監
　
督

角
　
張
　
亮
　
子

町
　
田
　
　
　
康

外
　
国
　
　
　
隆 コ

ー
チ



第
五
章
　
大
学
附
置
研
究
所

・
附
置
機
関

二
五

二

四
二
三

三
二

二

一

二
〇

一
九

一
八

一
七

一　
ユハ

一
五

一
四

一
三

一
二

一
〇 九 八 七

ボ

ウ

リ

ン

グ

部

フ

エ
ン
シ
ン
グ
部

ゴ
　

ル
　

フ
　

部

卓
　
　
球
　
　
部

サ

ツ

カ

ー

部

弓
　
　
道
　
　
部

ア

ー

チ

ェ
リ

ー

部

ヨ
　

ツ
　

ト
　
部

鉢
　
　
道
　
　
部

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ツ
ト
ボ
ー
ル
部

軟

式

野

球

部

ス

　

キヽ

部

剣

　
　
道
　
　
部

バ

ン
ー

ボ
ー

ル
部

バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
部

バ
ド

ミ

ン
ト

ン
部

ア
イ

ス
ホ

ッ
ケ
ー
部

硬

式

野

球

部

相
　
　
撲
　
　
部

ポ

ク

シ

ン

グ

部

辰

巳

正

明

渡

辺

栄

太

郎

末

繁

宏

造

小

松

進

一

永
　
林

　

　

惇

萩

原

恭

男

荻

原

貞

正

渡
　
部

　

　

茂

古

川

友

章

奥

田

四

郎

岡

田

良

徳

花

岡

正

夫

荒
　
屋
　
　
　
勘

鈴
　
木
　
一
　

道

吉

原

二

三

男

岡

倉

登

志

広

井

大

三

体

育

セ

ン
タ

ー

石

毛

長

雄

尾

花

清

一

一

文

学
　
一

法

学

経

済

法

学

経

済

文

学

法

学

経

済

外

国

経

済

経

済

経

済

外

国

経

済

外

国

文

学

法

学

文

学

文

学

秋

葉

盛

夫

藤

井

利

次

平

林

弘

朗

三
　
澤
　
勝
　
孝

鮫

島

洋

一

坂

本

是

進

坂

田

好

次

永

田

哲

郎

田

中

義

雄

小

椋

長

嗣

渡

辺

次

男

岡

田

良

徳

今

井

五

朗

中

間

和

男

飯
　
塚
　
　
　
昭

山

口

忠

芳

兵

頭

圭

介

小

田

島

武

行

長

井

精

一

松

坂

憲

明

山
　
本

　

　

巌

高

木

恵

子

佐

藤

芳

洋

高
　
田
　
　
　
清

松

田

茂

男

小

野

義

房

鈴

木

茂

嗣

菅

原

昌

紀

福

田

繁

雄

須

藤

由

利

子

甲

斐

康

郎

高

橋

敏

治

宮

原

輝

子

金
　
子
　
　
　
豊

六
〇
〇



四
〇

三
九

三
八

三
七

〓
〓
ハ

二
五

三

四
三
二

三
二

三

一

三

〇
二
九

二
八

二
七

一
一上ハ

ラ

ク

ロ
ス
同

好
会

モ
ダ

ン
ダ

ン

ス
部

体

　
　
操
　

　

部

水

　
　
泳

　
　

部

自
一　

動
　
車

　
部

軟

式

庭

球

部

硬

式

庭

球

部

競

技

ダ

ン

ス

部

ロ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
部

ワ

ン
ダ
ー

フ
オ
ー
グ

ル
部

ハ
ン
ド
ボ

ー

ル
部

ボ

ー

ト

部

含

気

道

部

少

林

寺

拳

法

部

空

手

道

部

清

家

伸

彦

今
　
井
　
け

岡

林

桂

生

田
　
内
　
初
　
義

三
　
上
　
英
　
俊

町

井

和

朗

萩
　
庭
　
　
　
勇

加

藤

穫

子

和
　
田
　
　
　
優

石

垣

信

浩

小

野

幸

二

日
　
十
日
　
盛

幸

林

田

晃

明

前

川

邦

生

小
　
澤
　
　
　
誠

経

済

経

済

文

学

文

学

経

済

法

学

文

学

文

学

経

済

経

済

法

学

文

学

経

済

経

済

経

済

清

家

仲

彦

馬

渡

照

代

波

多

野

　

伸

渡

辺

博

行

石

崎

幹

夫

小

林

克

明

井
　
口
　
一示
　
子

村

瀬

章

洋

中

野

泰

彦

宍
　
戸
　
哲
　
夫

宮

嶋

敏

行

大

久

保

　

諭

菅
　
原
　
　
　
勉

村

松

高

市

矢

田

修

宏

多

田

信

也

糸

井

雅

美

福

島

謙

二

郎

城

所

利

幸

栗

林

孝

典

山

田

知

孝

第
二
節
　
体
育

セ
ン
タ
ー

六
〇

一 ［
永
田
元
也
］

島
　
垣
　
　
　
修



第
五
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六
〇
二

第
四
節
　
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー

０

沿
革
と
回
顧

大
東
文
化
学
園
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
が
、
初
め
に
法
人
に
直
属
す
る
機
関
と
し
て
発
足
し
た
の
は
、　
一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年
四
月

で
あ
つ
た
が
、
そ
の
前
年
二
月
に
は
既
に

「
＞
０
０
〓
Ｎ
∞ｏ‐Ｎ
∞
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
‐
シ
ス
テ
ム

（富
士
通
製
）
が
本
学
に
導
入
さ
れ
、
情
報
処
理

教
育
の
機
械
実
習
用
と
し
て
運
用
を
開
始
し
て
い
た
。

そ
れ
以
前
の
本
学
に
お
け
る
情
報
処
理
教
育
は
、　
一
九
六
九

（昭
和
四
四
）
年
に
初
め
て
正
規
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
し
て

「
コ
ン
ピ

ユ

ー
タ
ー
」
「
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
２
」
を
経
済
学
部
経
営
学
科
に
開
設
し
、
経
済
学
部
学
生
の
専
門
教
育
科
日
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
科
目

の
履
修
要
件
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
学
生
の
機
械
実
習
は
、
学
外
の
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
専
門
学
校
等
で
極
め
て
困
難
な
状
況
の
下
で
続
け
ら

れ
て
き
た
。
そ
の
間
、　
一
九
七

一

（昭
和
四
六
）
年
四
月
に
電
子
計
算
機
導
入
準
備
委
員
会
が
発
足
し
、　
一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
九

月
の
学
園
常
務
審
議
会
に
お
い
て
、
学
内
待
望
の
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
‐シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
決
定
し
た
。

こ
う
し
て
大
東
文
化
大
学
五
〇
周
年
記
念
館
三
階
に
設
け
ら
れ
た
電
算
機
室
の
設
備
工
事
の
完
了
を
ま

つ
て
、
前
記
シ
ス
テ
ム
の
設
置

を
み
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
や
が
て

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
の
学
園
事
務
機
構
改
革
に
際
し
、
法
人
か
ら
大
学
に
所
属
替
え
と
な
り
、
大
東
文
化
大
学

情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
と
改
称
さ
れ
現
在
に
至
つ
て
い
る
。



さ
て
、　
一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年
四
月
、
セ
ン
タ
ー
創
設
以
来
今
日

（
一
九
九
二

〈
平
成
四
〉
年
九
月
）
ま
で
、
そ
の
歴
史
は
わ
ず

か

一
五
年
余
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
間
の
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
技
術
の
進
歩
は
全
く
驚
異
的
と
い
う
ほ
か
は
な
く
、
そ
れ
は
ま
さ
に
分
進
秒
歩

の
技
術
発
展
を
常
に
追
い
続
け
た
セ
ン
タ
ー
の
苦
闘
の
軌
跡
で
あ
つ
た
と
い
つ
て
も
よ
い
。
そ
こ
で
、
今
日
ま
で
の
セ
ン
タ
ー
の
足
ど
り

を
、
歴
代
所
長
の
在
職
期
間
を

一
つ
の
区
切
り
と
し
て
、
そ
の
間
の
特
色
を
い
く
つ
か
の
視
点
か
ら
概
括
す
る
。

①
　
組
織
草
創
期

（
一
九
七
六

〈
昭
和
五

一
〉
年
～

一
九
七
九

〈
昭
和
五
四
〉
年
、
所
長
、
神
立
時
二
郎
常
務
理
事
。
副
所
長
、
高
松
鶴

吉
経
済
学
部
教
授
）

こ
の
時
期
は
、
情
報
処
理
と
い
え
ば
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
と
考
え
ら
れ
た
時
代
で
あ
る
。
最
初
に
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
に
取
り
組
ん
だ
先
輩
職
員

は
、
す
べ
て
が
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
手
探
り
の
状
況
の
中
で
大
い
な
る
熱
意
と
努
力
と
勇
気
を
も
つ
て
の
挑
戦
で
あ
つ
た
と
い
え
る
。

当
時
副
所
長
で
あ
つ
た
高
松
鶴
吉
教
授
は
セ
ン
タ
ー
の
設
立
目
的
を
、

０
　
大
学
に
お
け
る
学
術
研
究
を
推
進
す
る
た
め
の
補
助
媒
体

０
　
大
学

・
高
校

。
医
専
等
の
教
育
を
通
じ
て
、
現
代
社
会
に
お
け
る
情
報
処
理
の
正
当
な
る
位
置
づ
け
と
そ
の
理
解

⑥
　
諸
業
務
の
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
利
用
に
よ
る
機
械
化
、
能
率
化

へ
向
け
て
の
協
力

０
　
人
間
の
創
造
性
に
ま
つ
べ
き
事
柄
と
機
械
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
事
柄
と
の
区
別
の
認
識
に
基
づ
く
、
そ
の
方
途
の
研
究
と
理
解

に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

②
　
設
備
拡
張
期

（
一
九
八
〇

〈
昭
和
五
五
〉
年
～

一
九
八
三

〈
昭
和
五
八
〉
年
、
所
長
、
高
松
鶴
吉
経
済
学
部
教
授
）

シ
ス
テ
ム
導
入
か
ら
五
年
目
を
迎
え
、
研
究
利
用
に
、
教
育
支
援
活
動
に
多
大
な
成
果
を
え
て
い
た
。

こ
の
時
期
に
、
法
人
本
部
か
ら
学
内
事
務
電
算
化
計
画
推
進
の
要
請
が
あ
り
、
そ
の
手
始
め
と
し
て
財
務
シ
ス
テ
ム
の
開
発
か
ら
着
手

す
る
こ
と
と
な

つ
た
。
こ
れ
ら
研
究

・
教
育
、
そ
の
他
オ
フ
イ
ス
，オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
要
求
に
応
え
う
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
の
増
設
、

第
四
節

情
報
処

理
セ

ン
タ
ー

六

〇

三
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六
〇
四

レ
ベ
ル
ア
ツ
プ
が
な
さ
れ
た
。

③

「
∽
∽
（タ
イ
ム
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ー
シ
ス
テ
ム
）
導
入
期

（
一
九
八
四

〈
昭
和
五
九
〉
年
～

一
九
八
五

〈
昭
和
六
〇
〉
年
、
所
長
、
芳
賀
薫

経
済
学
部
教
授
）

一
九
八
五
年
の
シ
ス
テ
ム
更
新
時
期
に
合
わ
せ
て
計
算
機
実
習
、
個
人
研
究
、
事
務
含
理
化
の
た
め
の
各
利
用
方
法
、
内
容
お
よ
び
そ

れ
ら
の
充
実
に
必
要
な
設
備
等
の
各
事
項
に
つ
い
て
、
全
学
部
、
事
務
部
局

一
斉
に
意
見
や
希
望
を
求
め
セ
ン
タ
ー
の
将
来
計
画
を
検
討

し
た
。

特
に
こ
の
時
代
の
趨
勢
と
し
て
先
進
各
大
学
の
大
部
分
が
、
研
究
利
用
や
情
報
処
理
教
育
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、
↓
∽
∽
方
式
を
採
用

し
て
い
た
。

本
学
経
済
学
部
か
ら
も
新
機
種
選
定
に
当
た
つ
て
は
、
日
〕∽
方
式
を
導
入
す
る
よ
う
強
い
要
望
が
あ
つ
た
。

ま
た
、
事
務
部
門
か
ら
も
、
対
話
方
式
で
シ
ス
テ
ム
開
発
が
で
き
る
こ
と
や
、
デ
ー
タ
処
理
を
効
率
化
す
る
た
め
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

開
発
に
適
し
た
新
機
種
を
選
定
す
る
よ
う
要
望
が
あ

つ
た
。

そ
の
結
果
、
「
＞
〇
〇
〓
〓
‐∞
８

コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
‐
シ
ス
テ
ム

（富
士
通
製
）

一
式
の
導
入
が
決
定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
情
報
処
理
実
習
教
室

の
な
か
つ
た
東
松
山
に
も
、
板
橋
キ
ヤ
ン
パ
ス
と
同
数
の
教
育
用
端
末
機
三
〇
台
収
容
の

一
実
習
教
室
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

④
　
情
報
シ
ス
テ
ム
変
革
期

（
一
九
八
六

〈
昭
和
六

一
〉
年
～

一
九
九

一
〈
平
成
二
〉
年
、
所
長
、
荒
木
量
雄
経
済
学
部
教
授
）

情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
の
中

・
長
期
計
画
と
し
て
の
将
来
展
望
は
、　
一
九
八
四

（昭
和
五
九
）
年
当
初
か
ら
約
二
年
余
に
わ
た
リ
セ
ン
タ

ー
内
で
鋭
意
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
結
果
は

一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
八
月
に
、
「
大
東
文
化
大
学
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
ー
ー
近
未
来
展
望

（概
説
）
」
と
し
て
取
り

ま
と
め
ら
れ
、
国
の
補
助
金
と
の
か
か
わ
り
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
の
切
り
替
え
時
期
で
あ

つ
た

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
八
月
に
、
画



期
的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
実
現
し
た
。
す
な
わ
ち
、
図
書
館
事
務
機
械
化
開
発
お
よ
び
東
松
山
キ
ヤ
ン
パ
ス
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
実
習
教

室
が
四
教
室

一
挙
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
マ
シ
ン
処
理
業
務
の
増
大
に
伴
い
、
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ

ユ
ー

タ

（『
＞
ｏ
ｏ
〓
〓
‐『の
Ｒ
８
）
が
導
入
さ
れ
た
。
板
橋
キ
ヤ
ン
パ
ス
の
新
シ
ス
テ
ム
に
は
、
将
来
計
画
を
踏
ま
え
旧
シ
ス
テ
ム

（〓
‐ω
８
）
の

数
倍
の
能
力
を
持
つ
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

（『
＞
０
０
〓
〓
‐ヽ
８

∞ヽ
）
、
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
実
習
教
室
二
教
室
が
設
置
さ
れ
た
。
な
お
、
両

ホ
ス
ト
間
は

Ｚ
「
『
の
高
速
デ
ジ
タ
ル
回
線
で
接
続
し
、　
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
運
用
可
能
な
も
の
と
し
た
。

そ
の
後
、　
一
九
九

一
（
平
成
三
）
年
九
月
に
、
板
橋
キ
ヤ
ン
パ
ス
設
置
の
ホ
ス
ト

コ
ン
ピ

ユ
ー
タ

一
式
を
撤
去
し
、
そ
の
代
わ
り
に
、

東
松
山
設
置
の
ホ
ス
ト
を
板
橋

へ
移
設
し
て

一
機
体
制
と
し
た
。
さ
ら
に
両
キ
ヤ
ン
パ
ス
の
パ
ソ
コ
ン
実
習
教
室
の
う
ち
半
数
の
三
教
室

は
収
容
機
種
を

■
８
∞
ｏ
】‐∪
≧
ど
ヽ
（ｚ
”
ｏ
製
）
に
変
更
し
た
。

こ
の
時
期
は
、
技
術
革
新
を
背
景
と
す
る
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
の
高
機
能
化
、
低
価
格
化
お
よ
び
そ
の
他
の
環
境
変
化

が
も
た
ら
し
た
ダ
ウ
ン
‐サ
イ
ジ
ン
グ
が
ト
レ
ン
ド
と
な

つ
て
い
る
。
そ
の
波
は
ま
ず
本
学
の
情
報
処
理
教
育
の
新
た
な
発
展
に
向
け
、

こ
れ
ま
で
の
ダ
ム
端
末
（頭
脳
を
持
た
な
い
安
い
端
末
）
に
代
わ
る
多
く
の
パ
ソ
コ
ン
の
導
入
と
な
り
、
口あ
∽
方
式
か
ら
教
室
内
パ
ソ
コ
ン

ｒ
＞
Ｚ
シ
ス
テ
ム
の
活
用

へ
と
大
き
な
変
革
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

〔口
〕

現
状

と

課

題

（
一
九
九
二

〈
平
成
四
〉
年
四
月
～
　
　
所
長
、
長
岡
亮
介
法
学
部
教
授
）

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
‐
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
は
、

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
を
刺
激
す
る
。

「
電
子
計
算
機
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
代
、

第
四
節

情
報
処

理
セ

ン
タ
ー

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

の
新
し

い
利
用
形
態
を
生
み
出
し
、
新
し

い
利
用

の
需
要
が
新
し

い
テ

コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
の
利
用
は
専
ら
高
速

の
計
算
的
処
理
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、

コ
ン
ピ

ユ

六
〇
五
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六
〇
六

―
夕
の
小
型
化
、
低
価
格
化
、
高
性
能
化
は
、
そ
の
日
本
語
処
理
能
力
の
向
上
と
相
ま
つ
て
、
特
に
こ
こ
数
年
、
急
激
に
普
及
し
、
い
ま

や
単
な
る
電
子
文
房
具
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
更
に
ま
た
、
高
度
情
報
化
社
会
は

「
か
け
声
」
の
段
階
か
ら
、
各
種
く
＞
ｚ
な
ど
高
密
度

の
情
報
交
換
を
支
え
る
社
会
的
な
根
幹
構
造
の
整
備
が
進
み
、
今
や
本
格
的
展
開
期
に
突
入
し
て
い
る
。

本
学
が
、
こ
の
情
報
化
社
会
に
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
学
生
を
送
り
出
し
て
い
く
こ
と
は
、
魅
力
あ
る
学
園
と
し
て

「
大
学
冬
の
時
代
」

を
生
き
残
る
基
本
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
情
報
処
理
環
境
の

一
層
の
整
備
は
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
も
す
れ
ば
肥
大
化
し
が

ち
な
情
報
処
理
予
算
の
中
で
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
投
資
は
減
量
と
並
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
と
し
て
、
本
学
の
情
報
処
理
環
境
も
各
方
面
で
検
討
さ
れ
、　
一
九
九

一
年
、
教
育

・
研
究
、
図
書
館
、　
一
般
事

務
で
使
わ
れ
て
き
た
二
台
の
大
型
汎
用
機
を

一
台
に
減
ら
し
、
代
わ
つ
て
実
習
室
に
は
新
し
く
教
員
か
ら
要
望
の
高
い
高
機
能
パ
ソ
コ
ン

と
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
を
導
入
し
た
。

一
九
九
二
年
に
は
、
中
型

・
小
型

ｃ
ｚ
【ｘ
機

（お
〓
社
製

”
∽ヽ
８
８
‐紹
ｏ〓
、
電
８
ｏ
、
ｚ
ｏ
こ
社
製

ｚ
のｘ
”
∪
ロ
ロ
ｚ
∽
【ｏ
ｚ
）
を
導
入
し
、
ダ

ウ
ン
‐サ
イ
ジ
ン
グ
と
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
分
散
処
理
に
向
け
て
最
初
の

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

こ
れ
ら
を
通
し
て
、
狭
義
の
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
技
術
に
と
ら
わ
れ
な

い
利
用
が
活
発
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

ｃ
ｚ
【ｘ
機
を
利
用
し
た

ｏ
‐
口
”
〓
は
、
国
際
的
な
研
究
連
絡
を
必
要
と
す
る
研
究
者
に
と

つ
て
は
も
と
よ
り
、
学
園
全
体
に
と
つ
て
も
情
報

化

へ
の
大
き
な
刺
激
と
な
ろ
う
。

事
務
シ
ス
テ
ム
の
ダ
ウ
ン
‐サ
イ
ジ
ン
グ
は
ま
だ
開
始
さ
れ
て
い
な
い
が
、
既
に
図
書
館
は
汎
用
機
を
離
れ
独
自
の
シ
ス
テ
ム
で
業
務

を
開
始
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
て
い
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
い
か
に
高
性
能
と
は
い
え
、
従
来
馴
染
ん
で
き
た
も
の
を
捨

て
、
新
し
い
も
の
を
使
い
こ
な
す
に
は
、
そ
れ
な
り
の
努
力
は
不
可
避
で
あ
る
。
こ
の
対
価
を
皆
で
払
い
な
が
ら
、

《
時
代
に
遅
れ
る
こ



と
な
く
、
か
つ
時
流
に
流
さ
れ
な
い
》
本
学
に
最
適
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
苦
闘
が
今
後
も
続
く
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
は
、　
一
九
九
二
年
四
月

一
日
付
で
、
学
園
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
に
改
組
さ
れ
た
。

学
園
シ
ス
テ
ム
化
状
況

第
四
節

情

報
処

理
セ

ン
タ
ー

六
〇
七

設 備 面|

項
　
　

目

教
学
シ
ス
テ
ム

研
究
設
備

教
育
設
備

セ
ン
タ
ー
設
備

一
九
八
五
年
度
よ
り
教
学

（教
務
、
就
職
、
学
生
）
シ
ス
テ
ム
開
発

一
九
八
七
年
度
よ
り
本
格
運
用

一
九
八
五
年
～

一
九
八
八
年
の
間
は
セ
ン
タ
ー
内
で
↓
∽∽
に
よ
る
研
究

一
九
八
九
年
度
よ
り
研
究
用
端
末
室
、
特
殊
入
出
力
室
が
完
成
し
、
パ
ソ
コ
ン
‐
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
の
両
方
を
利
用
で
き
る

環
境
が
整
っ
た

一
九
七
六
年
～

一
九
八
四
年
の
間
は
セ
ン
タ
ー
内
で
パ
ン
チ
カ
ー
ド
に
よ
る
実
習

一
九
八
五
年
以
降
実
習
室

（端
末
三
〇
台
）
で
り
∽∽
に
よ
る
実
習

一
九
八
九
年
度
よ
り
実
習
室

（六
教
室
　
二
四
〇
台
）
完
備
　
　
「
〓
″
８
工
Ｕ
に
よ
る
０
と

シ
ス
テ
ム
下
で
情
報
処
理
教
育
が
開
始

一
九
九

一
年
　
実
習
教
室
の
半
数
を

「
・８
∞一
】∪
」≦
ヽ

ヘ
リ
プ
レ
ー
ス

一
九
七
六
年

一
九
七
九
年

一
九
八
二
年

一
九
八
五
年

一
九
八
八
年

一
九
九

一
年

『
＞
ｏ
Ｏ
〓
　
Ｎ∞ｏ出
∞
導
入
バ
ツ
チ
処
理
開
始

『
＞
ｏ
Ｏ
〓

【８
‐『
導
入

「
＞
ｏ
Ｏ
〓
　
〓
―露
一
″
ヘ
リ
プ
レ
ー
ス

「
＞
ｏ
Ｏ
〓
　
〓
占
８
ヘ
リ
プ
レ
ー
ス

（↓
∽
∽
・
オ
ン
ラ
イ
ン
開
始
ヽ
「
＞
ｏ
ｏ
〓
　
一∞ｏ‐い∞廃
棄

〓
も
＞
の
ｏ
ζ
　
〓
ヽ
８
∞ヽ。
〓
―ヽ
８

８ヽ

ヘ
リ
プ
レ
ー
ス

（月
∽
∽
・
オ
ン
ラ
イ
ン
開
始
）

〓
‐『
＞
ｏ
ｏ
〓
　
〓
ヽ
８
∞ヽ
撤
去

事

　
　

項
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ムシ   ス

人
事
シ
ス
テ
ム

給
与
シ
ス
テ
ム
を
外
部
委
託
中

一
九
八
五
年
度
よ
リ
シ
ス
テ
ム
設
計
、
開
発
、
デ
ー
タ
登
録
開
始

一
九
八
九
年
度
よ
り
目
録
作
成
、
日
録
検
索
、
閲
覧
業
務
の
運
用
開
始

一
九
九
〇
年
　
図
書
受
け
入
れ
、
雑
誌
受
け
入
れ
が
運
用
さ
れ
、
図
書
館
総
合
シ
ス
テ
ム
の
本
稼
動

一
九
八

一
年
よ
リ
シ
ス
テ
ム
開
発

（
バ
ツ
チ
処
理
）

一
九
八
四
年
よ
り
本
格
的
運
用
開
始
　
　
　
　
主
な
実
施
業

予
算
処
理

日
次
伝
票
処
理

決
算
処
理

一
九
七
八
年
よ
リ
パ
ツ
チ
処
理
開
始

一
九
八
〇
年
よ
リ
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
採
用
　
主
な
実
施
業

志
願
者
処
理

合
否
判
定
資
料

入
試
統
計
資
料
処
理

教
務
関
係
の
主
な
実
施
業
務

ク
ラ
ス
編
成

学
科
目
編
成
、
成
績
処
理

時
間
割
編
成
、
学
籍
移
動
、
進
級

・
卒
業
判
定
資
料

履
修
処
理
、
各
種
証
明
書
作
成

希
望
動
向
調
査

内
定
動
向
調
査

企
業
情
報
提
供

（業
種

・
求
人

・
Ｏ
Ｂ
等
）

各
種
統
計
表
作
成

就
職
関
係
の
主
な
実
施
業
務

学
生
情
報
管
理

健
康
診
断
書
発
行

精
神
衛
生
調
査
処
理

学
生
関
係
の
主
な
実
施
業
務

六
〇
八

図
書
館
シ
ス
テ
ム

財
務
シ
ス
テ
ム

入
試

シ

ス
テ
ム



情
報
処
理
関
係
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
推
移
表

教
養
課
程

法

学

部

外
国
語
学
部

経
済
学
部

経

営
学
演

習

（荒
木

）

経
営
学

演
習

（高
松

）

情
報

処

理

二

情

報
処

理

一

電
子
計
算
機
実
習

一
九
七
九
年

コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
基
礎
理
論

経
済
学
演
習

（本
台

）

経
営
学
演

習

（
天
笠

）

経
営
学
演

習

（荒

本

）

経
営
学
演
習

（
高
松

）

情
報
処

理

二

情
報

処
理

一

電
子
計
算
機
実
習

一
九
八
五
年

コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
基
礎
理
論

経

済
学
演

習

（本

台

）

経

営
学
演

習

（
天
笠

）

経
信

学
演
習

（荒
木

）

経

営
学
演

習

（高
松

）

情

報
処

理

二

情
報
処
理
一

電

子
計
算
機
実

習

一
九
八
六
年

コ
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情報処理センター計算機のあゆみ

FACOM 238-28             19764～ 1985.4

FACOM M-130F          1979.10～ 1982.9

FACOM M-340R           1982.10～ 1985.9

FACOM M-360          1985.10～ 19887

FACOM M-760/8          19888～ 1991.9

FACOM M-76γ10         1988.9～ 1992.10 現在
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260KB/S
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14μy2B
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第
五
章
　
大
学
附
置
研
究
所

・
附
置
機
関

第
五
節
　
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ヨ
ン
セ
ン
タ
ー

設
　
置

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ヨ
ン
セ
ン
タ
ー
の
前
身
の
事
務
組
織
で
あ
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
大
学
の
果
た
す
役
割
お
よ
び
学
習
に
対
す
る
社

会
的
、
地
域
的

ニ
ー
ズ
の
変
化
を
踏
ま
え
、
同
準
備
室
と
し
て

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年

一
一
月
発
足
し
た
。
二
年
間
の
準
備
期
間
を
通

し
て

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
九
月
よ
り
事
務
組
織
改
正
に
伴
い
、
新
た
に
大
学
開
放
の
要
と
な
る
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ヨ
ン
セ
ン
タ
ー
事
務

室
が
発
足
し
た
。

現

状
本
学
で
は
、
東
京
都
板
橋
区
、
埼
玉
県
、
埼
玉
県
東
松
山
市
と
の
共
催
に
よ
る
公
開
講
座
、
各
学
部
、
各
研
究
所
、
各
セ
ン
タ
ー
等
に
よ

る
公
開
講
座
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ユ
ー
ム
等
が
行
わ
れ
、
地
域
の
人
々
に
学
習
の
機
会
を
提
供
し
、
長
期
間
の
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

展

望
今
日
、
生
涯
学
習
に
対
す
る
社
会
的
要
請
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
大
学
は
今
後
、
「
社
会
に
開
か
れ
た
大
学
」
お
よ
び

「
生
涯
学
習
機

関
と
し
て
の
大
学
」
と
し
て
、
大
学
の
も

つ
諸
機
能
を
広
く
社
会
に
開
放
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々
に
学
習
の
機
会
を
提
供
し
て

教
育
活
動
を
行
い
、
生
涯
学
習
の
重
要
な
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
は
、
こ
う
し
た
大
学
の
社
会
的
な
役
割
を
十
分
認
識
し
、
従
来
の
経
験
を
生
か
し
、
具
体
的
に
は
、　
一
九
九
二

（平
成
五
）

年
度
か
ら
本
学
の
将
来
像
と
呼
応
し
な
が
ら
、
社
会
か
ら
新
し
い
活
力
を
取
り
入
れ
、
自
ら
の
発
展
を
展
望
し
て
い
き
た
い
。

［
山
口
敏
雄
］

六

一
八
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第

一
節

経

営

研
究

所

は

じ

め

に

本
研
究
所
は

一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
四
月

一
日
、
「
会
計
お
よ
び
経
営
に
関
す
る
理
論
的
お
よ
び
実
証
的
研
究
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
す
る
」
経
済
学
部
附
置
の
研
究
所
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
初
代
所
長
は
河
野

一
英
教
授

（元
学
部
長
、
公
認
会
計
士
）
で
あ
る
。
当

初
は

「
経
済
学
部
経
理
研
究
所
」
の
名
称
で
発
足
し
た
が
、
設
置
後
の
活
動
の
実
態
に
合
わ
せ
、　
一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
三
月

一
日

付
で
経
済
学
部
附
置
の

「
大
東
文
化
大
学
経
営
研
究
所
」
に
名
称
が
変
更
さ
れ
て
現
在
に
至
つ
て
い
る
。

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
は
本
研
究
所
の
満

一
〇
周
年
を
迎
え
た
記
念
の
年
で
あ
る
。
今
、
こ
の
節
目
に
立

つ
て
回
顧
す
る
時
、
先

生
方
や
関
係
各
位
の
ご
苦
労
、
ご
尽
力
の
賜
で
あ

つ
た
こ
と
を
改
め
て
思
い
起
こ
す
の
で
あ
る
。
記
念
の
年
を
迎
え
、
慶
祝
の
念
は
い
う

ま
で
も
な
い
が
、
感
慨
も
ま
た
ひ
と
し
お
の
も
の
が
あ
ろ
う
と
拝
察
す
る
次
第
で
あ
る
。

以
下
、
若
千
の
資
料
と
記
憶
を
た
ど
り
、
概
略
を
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

一
　

本
研
究
所
設
置
の
経
緯

本
研
究
所
の
設
置
は
、　
一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年
ご
ろ
、
当
時
経
営
学
科
の
若
く
気
鋭
の
先
生
方
に
よ
つ
て
、
職
業
会
計
人
の
養
成

第

一
節

経
営
研
究
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
一



を
目
的
と
す
る
研
究
所
設
置
の
提
案
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
哨
矢
と
す
る
。

し
か
し
本
学
で
は
、
学
部
附
置
の
研
究
所
に
つ
い
て
は
ま
だ
経
験
が
な
く
、
実
現
す
る
ま
で
に
は
か
な
り
の
紆
余
曲
折
が
あ

つ
た
の
で

あ
る
。

と
も
あ
れ
、
本
学
東
洋
研
究
所
や
他
大
学
の
研
究
所
を
参
考
に
し
つ
つ
、
事
務
局
と
の
折
衝
が
進
展
す
る
中
で
、
漸
く
当
時
の
事
務
局

責
任
者
か
ら
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
見
解
が
提
示
さ
れ
る
に
至
つ
た
。

①
　
大
学
の
将
来
像
の

一
環
と
し
て
学
部
附
置
の
研
究
所
を
設
置
し
て
い
き
た
い
。

②
　
こ
の
研
究
所
は
共
同
研
究
を
目
的
と
す
る
。

③
　
そ
の
た
め
の
予
算
措
置
を
保
証
す
る
。

こ
の
提
言
は
、
双
方
に
よ
る
熱
心
な
討
議
の
結
果
と
は
い
え
、
当
時
の
状
況
を
考
慮
し
た
場
合
、
事
務
局
責
任
者
の

一
つ
の
見
識
で
あ

つ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
た
だ
、
共
同
研
究
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
と
の
間
に
、　
″
ず
れ

″
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
止
む
を

得
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
研
究
者
自
身
の
、
あ
る
い
は
設
置
後
に
お
け
る
研
究
所
内
の
問
題

で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
で
、
設
置
に
向
け
て
事
務
局
側
と
の
折
衝
を
重
ね
て
行
く
こ
と
と
し
た
。
こ
の
結
果
、
研
究
所
誕
生
の
方
向

へ

大
き
く
転
換
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
「
経
理
研
究
所
規
程
」
の
成
案
を
得
、　
一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
二
月
、
学
園
理
事
会
に
お
い

て
研
究
所
の
設
置
が
決
定
さ
れ
た
。

本
研
究
所
規
程
の
骨
子
は
以
下
に
示
す
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

会
計
お
よ
び
経
営
に
関
す
る
理
論
的
お
よ
び
実
証
的
研
究
を
行
う
。

②
　
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
活
動

(1)

目

的
第
六
章
　
学
部
附
置
研
究
所

⊥ハ
一
一
一
一



資
料
の
収
集
お
よ
び
保
管
、
研
究
成
果
の
刊
行
お
よ
び
各
大
学
、
研
究
所
と
の
交
流
。

③
　
付
帯
事
業

④
　
組
　
織

所
長
、
研
究
部
会
お
よ
び
研
究
部
会
長
。
幹
事

（事
務
室
）
、
運
営
委
員
会

（所
長
、
研
究
部
会
長
、
経
済
学
部
長
、
経
済
学
研
究

科
委
員
長
、
経
済
学
科
主
任
お
よ
び
経
営
学
科
主
任
）。

以
上
の
よ
う
な
規
程
に
従
い
、
こ
こ
に
漸
く
、
わ
れ
わ
れ
は
研
究
所
活
動
の
具
体
的
準
備
に
着
手
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
に
な

つ
た
。

二
　
本
研
究
所
活
動
の
概
要

０
　
活
動
方
針
の
設
定

大
筋
に
お
い
て
以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
本
研
究
所
は
活
動
の
た
め
の
準
備
段
階

へ
進
む
こ
と
に
な

つ
た
が
、
研
究
所
本
来
の
活

動
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
な
お

一
年
有
余
の
道
程
を
要
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
研
究
活
動
の
根
幹
に
か
か
わ
る
諸
事
項
、
す
な

わ
ち
、
「
研
究
活
動
の
あ
り
方
、
特
に
共
同
研
究
と
個
人
研
究
と
の
関
連
性
、
研
究
活
動
推
進
の
方
法
」
を
中
心
に
、
研
究
成
果
の
公
表

方
法
、
付
帯
事
業
の
運
営
、
予
算
作
成
等
々
に
関
し
、
慎
重
な
討
議
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）

年
二
月
二
日
、
第

一
回
研
究
部
会
が
開
催
さ
れ
、
以
降
第
五
回
研
究
部
会
ま
で
、
研
究
活
動
の
推
進
を
中
心
と
し
た
研
究
所
活
動
に
関
す

る
基
本
的
諸
事
項
が
、
逐
次
、
審
議
、
決
定
さ
れ
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。

五
回
の
研
究
部
会
の
う
ち
、
特
に
重
要
で
あ
つ
た
会
議
は
次
の
三
つ
の
会
議
で
あ

つ
た
。

第

一
節

経
営
研
究
所

上ハ
一
一一二



第
六
章
　
学
部
附
置
研
究
所

六
二
四

第

一
回
研
究
部
会

（
一
九
八
三
年
二
月
）

①
　
初
代
研
究
部
会
長
に
小
尾
毅
教
授

（
一
九
八
四

〈昭
和
五
九
〉
年
七
月

一
二
日
逝
去
）
を
選
出

②
　
研
究
部
会
の
定
期
的

（月
例
）
開
催

③
　
共
同
研
究
推
進
を
目
的
と
す
る
班
別
研
究
部
会
の
設
置

④
　
会
計
研
究
班
の
設
置

第
四
回
研
究
部
会

（同
年
七
月
）

①
　
リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
お
よ
び
研
究
叢
書
に
よ
る
研
究
成
果
の
発
表
、
所
報
の
発
行

②
　
実
態
調
査
や
講
演
会
等
の
実
施

③
　
多
角
化
研
究
班
の
設
置

第
五
回
研
究
部
会

（同
年
九
月
）

①
　
情
報

・
Ｏ
Ａ
研
究
班
の
新
設

②
　
研
究
叢
書
第

一
号
の
出
版

③
　
日
本
商
工
会
議
所
簿
記
検
定
試
験
お
よ
び
簿
記

。
会
計
講
座
の
運
営

右
の
三
回
の
研
究
部
会
は
、
そ
の
後
に
お
け
る
研
究
所
の
活
動
方
針
の
大
枠
を
規
定
し
た
意
味
で
重
要
な
会
議
で
あ
つ
た
と
い
え
る
。

こ
の
間
、
並
行
し
て
研
究
お
よ
び
そ
の
他
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
準
備
が
整
い
次
第
、
そ
の
活
動
が
開
始
さ
れ
て
い
つ
た
。
そ
し
て
そ

の
後
の
二
回
の
研
究
部
会
に
よ
つ
て
、
次
の
よ
う
な
具
体
的
活
動
方
針
が
確
認
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
す
な
わ
ち
、

①
　
個
人
研
究
の
推
進
。
班
別
研
究
部
会
を
適
時
に
組
織
し
共
同
研
究
を
促
進
す
る

②
　
研
究
促
進
を
目
的
と
す
る
研
究
報
告
会
の
開
催



③
　
研
究
成
果
の
発
表
―

―リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
お
よ
び
叢
書
の
刊
行

④
　
付
帯
事
業
の
運
営
お
よ
び
講
演
会
の
開
催

⑤
　
研
究
所
所
報
の
発
行

以
降
、
研
究
部
会
は
前
掲
の
具
体
的
方
針
に
沿
つ
て
、
研
究
活
動
お
よ
び
そ
の
他
諸
事
業
の
推
進
、
研
究
所
の
整
備
充
実
に
努
め
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
今
日
ま
で
に
多
く
の
優
れ
た
成
果
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
活
動
が
開
始
さ
れ
た

一
九
八
三
年
度
か
ら

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
度
ま
で
の
九
か
年
間
に
お
け
る
成
果
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

０
　
活
動
成
果
の
概
要

０
　
個
人
研
究
と
共
同
研
究

（班
別
研
究
部
会
）
に
よ
る
成
果

成
果
の
発
表
は
リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
と
研
究
叢
書
の
発
刊
に
よ
つ
て
い
る
。

リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
に
は
和
文
と
英
文
の
二
種
が
あ
る
。
「
和
文
リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
」
は

一
七
冊
、
「
英
文
リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
」

は

一
四
冊
で
あ
る
。
英
文
リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
の
作
成
は
、
研
究
員
に
と
つ
て
非
常
に
負
担
の
重
い
作
業
で
あ
る
が
、
研
究
者
お
よ
び

研
究
活
動
の
国
際
的
交
流
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
研
究
所
が
最
も
重
視
し
て
い
る
活
動
の

一
つ
で
あ
る
。

「
研
究
叢
書
」
は
各
年
度

一
冊
の
ペ
ー
ス
で
出
版
さ
れ
、　
一
九
九

一
年
度
現
在
ま
で
に
九
冊
を
数
え
て
い
る
。

な
お
、
右
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
別
掲
の

「経
営
研
究
所
成
果
刊
行
物

一
覧
表
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

②
　
研
究
報
告
会

研
究
報
告
会
は
、
研
究
部
会
に
お
い
て
研
究
員
相
互
に
よ
る
専
門
領
域
の
理
解
、
個
人
研
究

へ
の
刺
激
、
共
同
研
究

へ
の
意
欲
等
々

第

一
節

経
営

研
究
所

六
二
五
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六
二
六

の
促
進
を
目
的
に
設
置
当
時
か
ら
論
議
さ
れ
て
い
た
が
、　
一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
度
か
ら
本
格
化
し
、　
一
年
度
ご
と
春
秋
二
回
の

ペ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
報
告
会
は
専
任
研
究
員
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
適
時
に
外
部
研
究
者

（外
国
人
を
含
む
）
を

招
聘
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
こ
で
外
国
人
研
究
者
と
の
交
流
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

一
九
八
九

（平
成
元
）
年
度
に
ト
マ
ス
‐ム
ロ
チ
ヨ
フ
ス
キ
ー
氏

（米
国
）
が

「
人
事
評
価
に
関
す
る
研
究
」
を
皮
切
り
に
、
今
日

ま
で
人
事

・
労
務
領
域
の
共
同
研
究
者

（兼
任
研
究
員
）
と
し
て
活
躍
さ
れ
、　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
度
か
ら
は
イ
ア
ン
‐
ス
ミ
ス

氏

（英
国
）
が

「
民
営
化
の
研
究
」
の
た
め
客
員
研
究
員
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
研
究
報
告
会
で
は
、　
一
九
九
〇

（平
成

二
）
年
度
に
マ
ル
コ
ム
‐ト
レ
ヴ
ア
ー
氏

（英
国
、
当
時
名
古
屋
市
立
大
学
教
授
）
の

「
英
国
に
お
け
る
日
本
企
業
の
特
質
」
と
題
し

た
研
究
報
告
が
あ
り
、
長
時
間
に
わ
た
る
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
た
。

③
　
講
演
会
の
開
催

最
初
の
講
演
会
は

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年

一
一
月
に
開
催
さ
れ
た
。
以
降
九
か
年
間
、
板
橋

。
東
松
山
の
両
キ
ヤ
ン
パ
ス
で

一

年
度
に

一
回
な
い
し
二
回
程
度

（都
合
二
な
い
し
四
回
）
実
施
さ
れ
、
相
当
な
回
数
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
研
究
所
が
講
演
会
を

学
生
教
育
サ
ー
ビ
ス
の

一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、
積
極
的
に
対
処
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
講
演
は
、
他
大
学
お
よ
び
学

外
研
究
機
関
の
優
れ
た
学
者
や
研
究
者
、
実
務
界
の
著
名
な
方
々
に
な
る
べ
く
現
代
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
内
容
の
講
演
を
お
願
い
し
て
き

て
い
る
。

④
　
簿
記

・
会
計
講
座
お
よ
び
日
商
簿
記
検
定
試
験

簿
記

・
会
計
講
座
は
職
業
会
計
人

（公
認
会
計
士

・
税
理
士
等
）
の
資
格
取
得
の
意
欲
を
刺
激
す
る
目
的
で
開
設
さ
れ
て
い
る
が
、

本
学
卒
業
生
を
主
体
と
し
た
外
部
の
専
門
家
に
よ
つ
て
指
導
さ
れ
て
い
る
。



講
座
は

一
九
八
三
年
度
か
ら
開
設
さ
れ
、
年
度
を
追
う
ご
と
に
整
備
充
実
さ
れ
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
簿
記
検
定
試
験
講
座
の

級
別
コ
ー
ス
開
設
、
税
理
士
受
験
の
主
要
科
ロ
コ
ー
ス
の
開
設
、
さ
ら
に
講
座
の
地
域
社
会

（板
橋

・
東
松
山
地
域
を
対
象
）
へ
の
開

放
が
行
わ
れ
、
多
く
の

一
般
社
会
人
も
本
学
学
生
と
机
を
並
べ
共
に
学
習
し
て
い
る
。
ま
た
、
簿
記
講
座
で
は
担
当
の
先
生
方
の
熱
心

な
指
導
も
あ
つ
て
、
本
学
学
生
の
合
格
者
も
増
え
、
近
年
で
は

一
級
合
格
者
が
出
る
よ
う
に
な
つ
た
。
と
も
あ
れ
目
的
を
も
つ
た
意
欲

あ
る
学
生
の
増
加
は
大
き
な
収
穫
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
日
本
商
工
会
議
所
の
簿
記
検
定
試
験
は
、
本
研
究
所
設
置
以
前
か
ら
東
松
山
校
舎
を
会
場
に
、
春

・
秋
の
二
回
実
施
さ
れ
て

い
た
も
の
で
、　
一
九
八
三
年

一
一
月
よ
り
本
研
究
所
が
運
営
に
タ
ツ
チ
し
は
じ
め
た
。
従
来
は
そ
の
運
営
が
経
営
学
科
の
会
計
分
野
の

一
部
の
教
員
と
会
計
学
会
学
生

（経
済
学
部
学
生
の
会
計
研
究
サ
ー
ク
ル
）
の
奉
仕
に
依
存
し
て
い
た
も
の
で
あ
つ
た
。

⑥
　
研
究
所
所
報
の
発
行

所
報
は
本
研
究
所
の
活
動
状
況
を
本
学
園
内
だ
け
で
な
く
、
広
く
斯
界
の
関
係
者
に
も
報
告
し
、　
一
層
の
協
力
を
頂
く
こ
と
と
研
究

活
動
交
流
の
媒
体
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
発
行
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

所
報
の
第

一
号

（
Ｍ
ｌ
）
は

一
九
八
四

（昭
和
五
九
）
年
七
月
に
発
行
さ
れ
た
。
当
初
年

一
回
の
予
定
で
あ
つ
た
が
、　
一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
度
か
ら
二
回
の
発
行
と
な

つ
た
。
現
在
ま
で
第

一
六
号

（
Ｍ
ｌ６
）
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
所
報
の
編
集
は
そ
の
年
度

の
編
集
担
当
委
員
の
個
性
が
若
干
で
る
も
の
の
、
お
お
む
ね
定
め
ら
れ
た
編
集
パ
タ
ー
ン
に
従

つ
て
い
る
。
従

つ
て
、
所
報
に
よ

つ
て

研
究
所
の
活
動
の
流
れ
や
そ
の
状
況
を
概
観
す
る
の
に
有
用
で
あ
る
。
所
報
は
研
究
所
に
と
つ
て
も
、
そ
の
足
跡
を
記
し
た
貴
重
な
資

料
と
い
え
る
。

以
上
概
略
で
は
あ
る
が
、
研
究
所
設
置
以
来
、
着
実
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
歴
代
研
究
部
会
長
の
熱
意
、
諸
先
生
方

の
努
力
と
協
調
に
よ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
ス
タ
ー
ト
時
点
で
重
責
を
担

つ
た
初
代
研
究
所
長
お
よ
び
初
代
研
究
部
会
長
に
負

第

一
節

経

営
研
究
所

六
二
七
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う
と
こ
ろ
も
ま
た
大
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。

六
二
八

三
　
本
研
究
所
活
動
の
現
況

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
も
例
年
度
通
り
、
研
究
所
活
動
の
中
心
で
あ
る
研
究
活
動
は
順
調
に
進
行
し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
は
、

研
究
成
果
の
発
表
を
希
望
す
る
研
究
員
に
よ

つ
て
原
稿
の
執
筆
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
成
果
は
、
「
和
文
リ
サ
ー
チ
ペ
ー

パ
ー
」
第

一
八
号

（
ヽ
１８
）
、
「
英
文
リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
」
第

一
五
、　
一
六
号

（
ｍ
ｌ５

，
１６
）
、
お
よ
び
三
名
の
共
同
研
究
で
あ
る

「
研

究
叢
書
１０
」
（仮
題

″
「
“
Ｎ
ミ
、
評
価
と
経
営

″
の
予
定
）
の
発
刊
に
よ
つ
て
公
表
さ
る
こ
と
に
な

つ
て
い
る
。

ま
た
、
本
年
度
は
経
営
学
科
か
ら
学
園
規
則
に
よ
る
長
期
の
海
外
研
究
出
張
者

一
名
、
短
期
の
海
外
研
究
出
張
者
二
名
の
計
三
名
を
出

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
出
張
は
本
研
究
所
の
研
究
活
動
に
と
つ
て
極
め
て
有
効
な
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
長
期
研
究
出
張
の
花
岡

正
夫
教
授
は
活
動
の
拠
点
で
あ
る
プ
リ
テ
イ
シ
ュ
ー
コ
ロ
ン
ピ
ア
大
学

（カ
ナ
ダ
）
に
お
い
て
、
本
人
の
研
究
業
績
お
よ
び
持
参
し
た
本

研
究
所
の
研
究
成
果
が
高
く
評
価
さ
れ
、
研
究
報
告
、
共
同
研
究
、
そ
し
て
調
査
研
究
に
と
活
発
な
活
動
を
行

つ
て
い
る
。
さ
ら
に
、　
一

九
九
二
年
度

一
二
月
に
出
発
す
る
短
期
研
究
出
張
者
の
天
笠
美
知
夫
教
授
は
、
プ
リ
テ
イ
シ
ュ
ー
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
、
フ
ア
ジ
イ
評
価

と
経
営
に
関
す
る
研
究
報
告
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
グ
リ
フ
ス
大
学

（オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
で
、
情
報
科
学
に
関
す
る
研
究
報
告
、

共
同
研
究
の
要
請
が
あ
り
、
そ
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
。

海
外
研
究
出
張
者
は
、
右
の
例
示
以
外
に
も

一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年
度
以
降
現
在
ま
で
長
期

・
短
期
各
二
名
お
り
、
同
じ
よ
う
に

本
研
究
所
に
お
け
る
調
査

・
研
究
活
動
の
国
際
交
流
、
す
な
わ
ち
外
国
の
各
種
研
究
機
関

（大
学
、
研
究
機
関
、
学
会
、
企
業
、
そ
の
他

関
係
機
関
）
お
よ
び
研
究
者
と
の
密
接
な
交
流
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
本
研
究
所
で
は
、
こ
う
し
た
研
究
員
の
活
躍
に
よ
つ
て
、
研



究
の
ポ
ー
ダ
レ
ス
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
が
着
実
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
。

次
に
、
経
済
学
部
と
板
橋
区
教
育
委
員
会
の
付
託
に
よ
る
公
開
講
座
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
は
本
研
究
所

が
担
当
す
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
経
営
研
究
所
開
設

一
〇
周
年
の
記
念
を
兼
ね
、
大
学
の
社
会
へ
の
開
放
と
生
涯
学
習
の
普
及
と
い
う
観

点
か
ら
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
早
速
公
開
講
座
委
員
会
を
設
置
し
、
次
の
予
定
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

テ
ー
マ
　

『人
間
と
経
営
」

期
　
間
　
　
一
〇
月
二
四
日
～

一
一
月
二
八
日
の
各
土
曜
日

（午
後
二
時
～
四
時
）

講
　
師
　
　
久
保
田
浩
也

（動
日
本
生
産
性
本
部
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
室
長
）
　

　

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」

馬
場
房
子

（亜
細
亜
大
学
経
営
学
部
教
授
）
　

　

　

「働
く
女
性
の
心
理
学
」

清
家
伸
彦

（大
東
文
化
大
学
経
済
学
部
教
授
）
　

　

「高
度
情
報
化
社
会
に
お
け
る
人
間
と
経
営
」

河
野

一
英

（大
東
文
化
大
学
経
済
学
部
教
授
）
　

　

「
日
本
経
済
と
経
営
」

谷
郷

一
夫

（大
東
文
化
大
学
経
済
学
部
助
教
授
）
　

「
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
」

岡
田
良
徳

（大
東
文
化
大
学
経
済
学
部
教
授
）
　

　

「
生
活
の
ソ
フ
ト
化
と
貿
易
商
品
の
変
化
」

講
演
は
講
座
委
員
の
う
ち
三
名
の
先
生
方
を
中
心
に
、
外
部
の
講
師
の
先
生
二
名
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。
な
お
、
研
究
報
告

会
、
講
演
会
、
簿
記

・
会
計
講
座
等
の
実
施
は
、
例
年
通
り
計
画
に
沿
つ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

四
　
本
研
究
所
の
将
来
の
課
題

今
日
の
大
学
改
革
の
流
れ
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
本
研
究
所
に
お
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
社
会
の
変
化
あ
る
い
は
環
境
の
変

第

一
節

経
営
研
究
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
九
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六
三
〇

化
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
能
力
と
不
断
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
大
学
人
の
研
究
理
念
、
大
学
教
育
の
あ
り
方

に
対
す
る
基
本
的
な
共
通
項
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
大
学
組
織
全
体
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ

ね
ば
な
ら
な
い
課
題
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
つ
て
、
本
研
究
所
も
ま
た
、
将
来
に
お
け
る
よ
り

一
層
の
発
展
を
目
ざ
し
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
開
設

一
〇
周
年
の
節
目
を
、
そ
の
た
め
の
新
た
な
出
発
点
と
考
え
て
い
る
。

社
会
の
変
化
は
情
報
化
、
国
際
化
、
学
際
化
、
ハ
イ
テ
ク
化
、
そ
し
て
ソ
フ
ト
化
に
お
い
て
著
し
い
。
大
学
や
研
究
所
も
、
こ
の
変
化

の
波
に
柔
軟
か
つ
弾
力
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
研
究
所
の
将
来
も
、
社
会
の
変
化
に
対
応
じ
う
る
柔
軟
な

体
質
を
持
ち
う
る
か
ど
う
か
に
か
か
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
研
究
所
自
体
の
努
力
も
必
要
で
あ
る
が
、
法
人
お
よ
び
大
学
側

の
時
代
認
識
と
研
究
所
に
対
す
る
理
解
も
ま
た
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
研
究
所
の
課
題
を
次
の
三
点
に
集
約
し
て
示
す
こ
と
に
す
る
。

第

一
の
課
題
は
、
共
同
研
究
の

一
層
の
促
進
で
あ
る
。
本
研
究
所
は
開
設
以
来
、
個
人
研
究
を
基
盤
と
し
た
共
同
研
究
を
特
色
の

一
つ

と
し
て
き
た
が
、
さ
ら
に
国
際
化
、
学
際
化
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
外
国
を
含
む
他

大
学
や
他
研
究
所
と
の
交
流
お
よ
び
研
究
者
の
受
け
入
れ
が
望
ま
れ
る
。
し
か
し
、
外
部
研
究
員
の
招
聘
に
対
す
る
予
算
上
の
制
約
に
よ

つ
て
柔
軟
な
研
究
組
織
の
編
成
や
活
動
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
当
面
、
こ
の
制
約
の
中
で
共
同
研
究
の
推
進
を
は
か
つ
て
い
く
が
、

個
人
研
究
を
含
め
た
研
究
活
動
の
た
め
の
弾
力
的
予
算
の
組
み
入
れ
も
重
要
な
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

第
二
に
、
研
究
所
の
重
要
な
目
的
と
し
て
資
料
の
収
集

・
整
理
が
あ
る
。
開
設
以
来
、
経
営

・
会
計
に
関
す
る
洋
書
約
三
五
〇
冊
、
和

書

一
、
〇
〇
〇
冊
以
上
、
他
大
学
の
機
関
誌
、　
一
四
種
以
上
の
専
門
雑
誌
、
有
価
証
券
報
告
書
の
マ
イ
ク

ロ
フ
イ
ル
ム

（三
年
分
）
、
そ

の
他
多
く
の
資
料
を
保
有
す
る
に
至
つ
て
い
る
。
既
に
資
料
保
管
の
ス
ペ
ー
ス
は
物
理
的
限
界
に
達
し
て
い
る
の
で
、
早
急
な
対
応
が
望



ま
れ
る
。
現
在
ま
で
、
収
集
す
べ
き
資
料
の
特
定
化
、
図
書
室
や
学
科
資
料
室
と
の
役
割
分
担
な
ど
効
率
的
利
用
方
法
を
検
討
中
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
研
究
活
動
は
早
晩
大
幅
に
制
約
さ
れ
か
ね
な
い
状
況
に
あ
り
、
こ
の
面
の
改
善
も
緊
急
の
課
題
と
な
つ
て
い
る
。

第
二
の
課
題
は
、
Ｏ
Ａ
機
器
の
導
入
で
あ
る
。
毎
年
度
パ
ソ
コ
ン
を
予
算
計
上
し
て
き
た
が
、
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
情
報
化
、
国
際

化
、
学
際
化
、
そ
し
て
同
時
化
の
時
代
に
対
応
し
た
研
究
活
動
が
将
来
さ
ほ
ど
期
待
で
き
そ
う
も
な
い
状
況
に
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
を
含
め

フ
ア
ツ
ク
ス

・
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
や
Ｃ
Ｄ
お
よ
び
そ
の
関
連
機
器
の
購
入
、
機
器
を
設
置
す
る
物
理
的
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
も
将
来
の
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

以
上
の
三
点
が
、
将
来
の
発
展
的
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
幾
つ
か
の
解
決
さ
れ
る
べ
き

課
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
決
し
て
分
不
相
応
な
要
請
で
は
な
く
、
研
究
所
本
来
の
活
動
と
将
来

へ
の
発
展
に
向
け
て
最
低
限
必
要

な
要
請
な
の
で
あ
る
。
将
来
の
課
題
に
つ
い
て
は
こ
の
程
度
に
留
め
る
こ
と
と
し
、
詳
細
は
所
報
第

一
三
号

（
Ｍ
ｌ３
）
で
第
四
代
研
究
部

会
長
鈴
木

一
道
教
授
に
よ
つ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

時
代
の
急
速
な
変
転
を
見
据
え
、
本
研
究
所
は
開
設
以
来
、
国
際
的
研
究
活
動
の
場
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を

一
つ
の
大
き
な
夢
と
し

て
き
た
。
今
日
あ
る
成
果
に
は

一
〇
年
の
歳
月
を
要
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
成
果
を
よ
り
実
り
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
園
創
立
七
〇
周
年
を
機
会
に
、　
一
〇
年
後
の
米
寿
を
心
か
ら
祝
え
る
よ
う
、
祝
事
の

一
つ
に
未
来
に
つ
な
げ
る

一
〇
年
の
計
を
確
立
し

て
欲
し
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

以
上
で
経
営
研
究
所

一
〇
年
の
歩
み
の
概
説
を
終
え
る
が
、
筆
を
お
く
に
あ
た
り
特
に
研
究
所
の
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
た
歴
代
研
究
部

会
長
に
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

第

一
節

経
営
研
究
所

上ハ
〓
一
一



(1)和文 リサーチペ ーパー

□ReseaК h Papers NQl

鈴木 孝明   経営多角化政策論の方法的基礎

1984年 3月

E]Research Papers Na 2

情報OA研究班   OA概 念の構築   1984年 3月

E]Research Papers Nα  3

前川 邦生   イギリスにおける財務諸表の特徴

1985年 5月

[:]IResearch Papers NQ 4

竹田 志郎   国際マーケティングからみた企業内

国際取弓1        1986年 3月

[:]:Research Papers Nα  5

情報OA研究班   流通業のOA化プロセス

ー POSシ ステム化の事例の検討を中心として一

1986年 3月

[]Research Papersヽb.6

高橋 豊蔵    貨幣価値変動会計の研究

1986年 11月

匡]Research Papersヽ 17

岡田 良徳   大洋州における日本企業の進出と貿易

1986年 11月

E]Research Papers Nd 8

情報OA研究班 OAと 意思決定支援システム

(DSS)一 〇A概念の再検討一

1988年 3月
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第

一
節

経
営
研
究
所

黒田 哲彦   経営戦略と新事業領域の探索      1988年 3月

□Research Papers kl10

天笠美知夫  花岡 正夫  トーマス・ムロチコフスキー

Fuzzy理論による人事評価システムの設計      1989年 3月

E]Research Papers Ndll

谷郷 一夫   流通チヤネルとその変革        1989年 3月

匡IResearch Papers Nα 12

天笠美知夫  花岡 正夫   Fuzzy理論による人事評価システムの

設計と開発       1990年 3月

□Research Pa"rs M13

松尾 敏充   資本予算における多目的計画法の適用  1990年 3月

EIResearch Papers kl14

黒田 哲彦  丸山 啓輔   経営戦略論とミッシング ・リンクーわ

が国企業における撤退戦略の実態一

1991年 3月

匡]Research Papers N015

谷郷 一夫   市場の内部化とマーケティング理論の新展開

―政治経済アプローチの重要性-    1991年 3月

EIResearch Papers No16

鈴木 一道   企業能力評価の伝統的諸方法      1992年 3月

匡]Research Papersヽb.17

岡田 良徳   台湾における日本企業の進出と貿易   1992年 3月

エハ
〓
〓
二



(2)(英文)リ サーチペーパー

□ (英文)Reseath Papers No l

・T'akaaki Suz■ i      l)iversiication Policies― A Methodological Study

MaК h 1986

□ (英文)ReseaКh Papas Nα  2

Masao Hanaoka    Setting Up A HypOthesis ofThe Characte� stics

in Personnel Management    March 1986

E](英文)Research Papers M.3

Yoshino�  Okada    Japanese Colnpanies Trade and lnvestment of

Ocea�a      March 1987

[] (英:文 )Research Papers M 4

Toyozo Takahashi  Accounting br Chan」 ng Money Value March

1987

[](英文)Research Papers M 5

Mitsuhide lmashiro    Restructu�ng ofJNR and its ProЫ erns

March 1988

[](:芙 :〕支:)Research Papers NQ 6

ShirO Takeda    The StrategiC O● eCtiVeS OfJapaneSe COmpa� eS

Engaged in internartional Market l)eveloprnent          March

1988

E](英文)Research Papers Nα  7

Masao Hanaoka   Michio AInagasa   Thoimasz Mroczkowski

Personal Eveluation(PE)System Dlesign Using Fuzzy・ 1｀heory― Part l.

Study ofJapanese PE Based on Fuzzy′「heoy for PE Systern

Development         March 1989

□ (英文)Research Papers M 8

Yoshinori(1)kada      'The Structure and l)irection oF Food′ rrade in

Japan       March 1989
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[] (英文)Research Papers M.9

Kazumichi Suzuki Perforrnance Measurement Systerns Corporations in

第  Developed Coun�
es      Maκ h 1990

節 □ (英文)Research Papers M10

経I    Michio Arnagasa Masao Hanaoka Thomasz Mroczkowski Personal
l当,

51    1Evaluation Systenl Desigh and Developrnent lJsing Fuzzy'I｀
heory

脅:    March 1990
□ (英文)ReseaКh P"ers mll

Masao Hanaoka ldenti″ ing Future Patterns ofPersonal Management System

inJapan Using the Delphi Method      March 1991

□ (英文)Research Papers M12

Tolnasz Miroczkowski,Ph,D.Flexible Manufacturing Systems Deploylment

and The Overseas Transた r oflapanese Managelnent       March 1991

□ (英文)Research P“ ers M13

Mitsuhide lmashiro(Dutcorne oF the Privatisation of the Japanese National

Railways      March 1991

□ (英文)ReseaКh Papers M14

�lasao Hanaoka     Michio Arnagasa     iKazurnichi Suzuki

Evaluating Corporate Capability by Applying Fuzzy′「heory(PARTl)―
′
Fhe

Concept and the l)ecision Process         IMarch 1992

E] (英文)Research Papers m15

Masao Hanaoka     Michio Arnagasa     lKazurnichi Suzuki

Evaluating Corporate Capability by Applying Fuzzy Theory(PART2)

ェ                                       hms―

五



(3)研究所研究叢書

□経理研究所研究叢書 1

河野 一英   会計方法論の基礎構造 森山書店

1984年 4月 15日

□経理研究所研究叢書 2

鈴木 孝明   経営管理発展の基礎論理 森山書店

1985年 3月 30日

□経理研究所研究叢書 3

天笠美知夫    システム構成論―フアジィ理論を基礎として―

森山書店          1986年 3月 31日

□経理研究所研究叢書 4

竹田 志郎    多国籍企業の新発展一進出と撤退の理論―

森山書店          1987年 3月 31日

□経理研究所研究叢書 5

岡田 良徳    ニユージーランドの貿易多様化と経済発展

1988年 3月 31日

□経営研究所研究叢書 6

C,W・ バンヤー ド著 鈴木 一道訳   イギリス管理会計士勅許

協会の発展         1989年 3月 31日

□経営研究所研究叢書 7

高橋 豊蔵    会計学理論の研究      1990年 3月

□経営研究所研究叢書 8

経営研究所編   変革期の経営        1991年 3月 30日

□経営研究所研究叢書 9

1nstitute of Business Research IDaito Bunka lJniversity

MODERN BUSINESS AND MANAGEMENT   March 1992
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(4)そ の他資料

□資料Ml 世界カントリー・リスク資料抄1983年版

□資料Na 2 学校法人会計資料 1983年版
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第
二
節
　
語
学
教
育
研
究
所

一
　

設

置

の
趣

旨

日
本
の
大
学
に
お
け
る
外
国
語
教
育
は
、
方
法
と
し
て
明
治
時
代
以
来
の
旧
套
を
脱
し
え
ず
、
制
度
的
に
は
、
旧
制
の
高
等
学
校

・
専

門
学
校

・
大
学
の
教
育
制
度
の
ま
ま
で
あ
り
、
国
際
化
し
た
社
会
の
要
請
に
応
え
ら
れ
な
く
な
つ
て
き
た
。
旧
来
の
外
国
語
教
育
が
、
日

本
の
近
代
化
に
果
た
し
た
文
字
に
よ
る
西
欧
の
物
質
、
精
神
文
明
の
吸
収
は
量
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
今

や
世
界
状
勢
は
科
学
技
術
の
進
歩
と
相
ま

つ
て
、
地
域
的
障
害
は
な
く
な
り
、
政
治

・
経
済

・
文
化
等
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
人
間
活
動
が
要

請
さ
れ
る
時
代
と
な
つ
た
。
こ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
外
国
語
教
育
は
、
過
去
の
優
れ
た
遺
産
を
批
判
的
に
継
承
し
つ
つ
、
大
き
な
変
革
を
行

う
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
国
際
化
し
た
社
会
に
お
け
る
外
国
語
教
育
は

「
用
の
学
問
」
と
言
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
用
」
の
も
の
で

あ
る
以
上
、
「
用
」
と
し
て
の
教
授
法
が
あ
り
、
同
様
に
学
習
法
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
「
用
」
へ
の
指
向
を
可
能
な
ら
し
め

る
た
め
に
は
、　
一
般
言
語
学
、
当
該
国
語
の
理
論
的
研
究
の
基
礎
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
な
く
し
て

「
用
」
の
み
に
走
る
こ
と
は
、
語
学

教
育
の
本
道
を
逸
す
る
こ
と
に
な
る
。
理
論
的
研
究
と

「
用
」
と
が

一
体
に
な

つ
て
、
始
め
て
研
究
が
効
果
的
に
運
ぶ
所
以
と
な
る
。

外
国
語
学
部
は
本
学
の
語
学
教
育
に
対
し
、
直
接
的
な
責
任
を
持

つ
て
い
る
。
制
度
的
に
は
外
国
語
教
員
す
べ
て
が
外
国
語
学
部
に
所

属
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
社
会

一
般
の
常
識
と
し
て
、
本
学
の
学
生
の
語
学
力
が
問
わ
れ
る
場
合
、
そ
れ
は
先
ず
第

一
に

外
国
語
学
部
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
受
け
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
学
生
の
社
会
的
評
価
は
、
特
に
現
在
の
よ
う
に
国
際
化
が
急
速
に
進
展



し
て
行
く
社
会
に
あ
つ
て
、
外
国
語
の
力
量
が

一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
な
る
こ
と
は
今
日
の
常
識
で
す
ら
あ
る
。
外
国
語
学
部
は
こ
の

研
究
所
の
設
置
に
よ
り
、
教
育
と
研
究
の
成
果
を
直
接
間
接
に
学
生
に
還
元
し
、
社
会
に
伍
し
て
い
く
能
力
の
涵
養
を
目
ざ
す
こ
と
に
あ

る
。ま

た
大
学
は
社
会
的
存
在
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
わ
れ
わ
れ
の
許
す
範
囲
で
、
研
究
成
果
を
社
会

一
般
の
人
々
に
も
還
元
す
る
責
務
が

あ
る
。
日
本
社
会
の
国
際
化
と
日
本
人
の
国
際
社
会
に
対
す
る
貢
献
の
第

一
歩
は
、
社
会
人
の
外
国
語
学
習
に
よ
る
国
際
社
会
の
教
養
を

身
に
つ
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
言

つ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
か
か
る
要
望
に
応
え
る
こ
と
は
、
大
学
に
職
を
奉
ず
る
者
の
責
務
で

あ
る
と
同
時
に
、
本
学
学
生
の
存
在
を
社
会
的
に
主
張
し
得
る
事
業
で
あ
ろ
う
。

外
国
語
学
部
が
語
学
教
育
研
究
所
を
付
設
し
た
理
由
は
こ
の
よ
う
な
認
識
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
外
国
語
学
部
だ
け
の
要
員
で
、
か

か
る
事
業
を
遂
行
す
る
に
は
お
の
ず
と
限
界
が
あ
る
。
全
学
の
関
係
者
、
特
に
外
国
語
担
当
教
員
す
べ
て
が
、
当
研
究
所
に
何
ら
か
の
形

で
参
加
し
、
調
査
研
究
、
お
よ
び
語
学
の
実
践
教
育
と
言
語
の
専
門
的
研
究
を
通
じ
大
東
文
化
大
学
の
質
の
向
上
の
責
任
の

一
端
を
担

つ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

二
　
語
学
教
育
研
究
所

の
現
況

０
　
研
究
部
会
の
活
動

研
究
所
は
次
の
研
究
部
会
を
置
き
、
研
究
活
動
を
行
つ
て
い
る
。

一　

中
国
語
研
究
部
会

一
　

英
語
研
究
部
会

第
二
節
　
語
学
教
育
研
究
所

六
三
九
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一
　

フ
ラ
ン
ス
語
研
究
部
会

一
　

ド
イ
ツ
語
研
究
部
会

一
　

日
本
語
研
究
部
会

各
研
究
部
会
は
年
間
所
定
の
研
究
発
表
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、
学
内
外
に
そ
の
成
果
を
問
う
。
研
究
発
表
、
ワ
ー
キ
ン
グ

ペ
ー
パ
ー
等
の
内
容
は
、
研
究
所
所
報
に
掲
載
す
る
。

②
　
講

演

会

研
究
所
は
、
年
二
回
な

い
し
三
回
の
学
術
お
よ
び
語
学
教
育
に
関
す
る
講
演
会
を
、
学
内

。
学
外
の
専
門
家
を
招
聘
し
開
催
、
言
語

教
育

・
研
究
の
交
流
を
進
め
て
い
る
。
過
去
三
か
年
の
講
演
会
の
演
題
、
講
演
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

▽

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
―
―

「
中
国
語
の
方
言
分
析
と
新
た
な
見
解
」
候
精

一
講
師

，
東
京
外
国
語
大
学
。
「
中
国
語
と
私
」
榎

本
英
雄
講
師

・
明
治
学
院
大
学
。

▽

一
九
九

一

（平
成
三
）
‐
年
―

　
「
言
語
学
―

私
の
歩
い
て
き
た
道
」
村
山
七
郎
講
師

，
東
京
都
立
大
学
大
学
院
。
「
中
国
か
ら
見

た
日
本
語
」
張
玉
書
講
師
。
「
中
国
語
の
言
語
遊
戯
」
相
原
茂
講
師

・
お
茶
の
水
女
子
大
学
。
「中
国
語
の
文
型
に
つ
い
て
」
李
臨
定

講
師

・
中
国
社
会
科
学
院
。

▽

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
―
―
中
国
語
研
究
部
会
お
よ
び
英
語
研
究
部
会
の
講
演
会

・
研
究
発
表
が
、
研
究
所
開
設

一
〇
周
年
を
記

念
し
て
計
画
さ
れ
る
。

中
国
語
研
究
部
会
　
テ
ー

マ

「
現
代
中
国
語
文
法
研
究
」
発
表
者
　
陸
倹
明
氏

（北
京
大
学
）

・
輿
水
優
氏

（東
京
外
国
語
大

学
）

・
讃
井
唯
允
氏

（東
京
都
立
大
学
）

・
相
原
茂
氏

（お
茶
の
水
女
子
大
学
）

。
高
橋
弥
守
彦
氏

（大
東
文
化
大
学
）。

英
語
研
究
部
会
　
英
語
研
究
部
会
は
講
演
者
に
筑
波
大
学
教
授
原
口
庄
輔
氏
を
招
聘
し
、
言
語
学
の
諸
研
究
お
よ
び
現
状
に
つ
い
て
、



講
演
を
中
心
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
を
行
う
。

③
　
刊
　
行
　
物

研
究
所
は
現
在
次
の
定
期
刊
行
物
を
発
行
し
て
い
る
。

「
語
学
教
育
研
究
論
叢
」
―
―
研
究
所
開
設
以
来
継
続
発
行
さ
れ
て
い
る
。　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
で
第

一
〇
号
の
発
行
を
み
る
。

発
表
さ
れ
た
論
文
数

一
三
六
、
内
容
は
言
語
学
関
係
、
中
国
語
関
係
、
英
語
関
係
、
ド
イ
ツ
語
関
係
、
フ
ラ
ン
ス
語
関
係
、
言
語
教
育

関
係
、
日
本
語
お
よ
び
日
本
語
教
育
、
そ
の
他
多
岐
に
わ
た
つ
て
い
る
。

「
語
学
教
育
研
究
所
所
報
」
―

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
よ
り
発
行
、
学
内

・
学
外
の
研
究
活
動
お
よ
び
研
究
所
主
催
に
よ
事
業

を
報
告
す
る
。
発
行
回
数
年
二
回
。

④
　
課
外
講
座

研
究
所
は
次
の
外
国
語
講
座
を
、
本
学
全
学
生
の
語
学
力
育
成
の
た
め
に
開
講
し
て
い
る
。

中
国
語
―

‐
初
級

・
中
級

・
上
級

（中
国
語
検
定
試
験
準
備
講
座
を
含
む
）

英
　
語
―

中
級

・
上
級

・
英
語
検
定
試
験
準
備
講
座

各
講
座
は
そ
れ
ぞ
れ
年
二
期

（前
期

・
後
期
）
に
分
け
て
開
講
さ
れ
て
い
る
。
受
講
者
の
各
種
検
定
試
験
の
合
格
率
は
着
実
に
高
ま

り
、
実
績
が
評
価
さ
れ
て
き
て
い
る
。

⑤
　
社
会
人
講
座

当
研
究
所
は
前
述
の
設
置
主
旨
に
基
づ
き
、
社
会
人
教
育
の

一
環
と
し
て
、
開
設
以
来
現
在
ま
で
、
中
国
語
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。

講
師
陣
は
、
当
研
究
所
研
究
員
、
中
国
語
学
科
専
任
教
員
、
中
国
か
ら
の
客
員
教
授
で
構
成
さ
れ
、
毎
年
秋
季
に
講
座
が
開
講
さ
れ
る
。

研
究
所
で
は
、
中
国
語
同
様
、
英
語

・
フ
ラ
ン
ス
語

・
ド
イ
ツ
語

・
ハ
ン
グ
ル
等
の
語
学
教
室
の
開
設
も
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

第
二
節
　
語
学
教
育
研
究
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
一
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今
後
の
社
会
人
講
座
の
問
題
は
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ヨ
ン
セ
ン
タ
ー
の
生
涯
教
育
事
業
と
も
関
連
す
る
こ
と
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
を
図
り
推
進
し
て
い
る
。

三
　
今
後
の
展
望

大
東
文
化
大
学
の
外
国
語
教
育
は
、
現
在

一
二
か
国
語
に
及
ん
で
い
る
。
語
学
教
育
研
究
所
の
目
ざ
す
語
学
研
究
と
言
語
教
育
の

一
層

の
充
実
を
図
る
た
め
に
は
、
現
機
構
の
抜
本
的
再
編
成
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
つ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
制
度
的
な
問
題

を
早
急
に
解
決
し
、
研
究
所
の
活
性
化
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
現
在
の
研
究
部
会
の
活
動
を
対
外
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
国
内

は
勿
論
、
海
外
の
諸
研
究
機
関
と
の
提
携
を

一
層
密
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
研
究
所
で
は
現
在
研
究
員
が
中
心
と
な
つ
て
、
研
究
所

の
設
立
趣
旨
に
沿
つ
て
、
大
学
の
語
学
教
育
と
言
語
研
究
の
成
果
を
、
東
西
文
化
の
融
合
を
目
ざ
す
大
東
文
化
大
学
の
理
念
の
礎
石
の

一

端
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［吉
原
二
三
男
］



第
二
節

経
済
研
究
所

一
　

研
究
所
の
沿
革

現
代
日
本
経
済
に
関
す
る
実
証
的
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
四
月
に
、
経
済
学
部
附
置
研
究

所

「
日
本
経
済
研
究
所
」
が
設
立
さ
れ
、　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
四
月
に

「
経
済
研
究
所
」
と
改
称
さ
れ
た
。

日
本
経
済
研
究
所
の
設
立
の
基
礎
と
な

つ
た
の
は
、　
一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年
二
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第

一
回
日
本
経
済
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
。
旧
西
ド
イ
ツ
の
ハ
ノ
ー
バ
ー
大
学
か
ら
客
員
研
究
員
と
し
て
来
校
さ
れ
た
Ｒ

・
Ｗ

・
ミ
ュ
ラ
ー
教
授
と
の
共
同
研
究

体
制
の

一
環
と
し
て
経
済
学
部
有
志
に
よ
る
日
本
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
経
済
学
部
内
の
共
同
研
究
活

動
を
積
極
的
に
進
め
る

一
方
、
共
同
研
究
の
成
果
を
年

一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
場
で
発
表
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
現
在
第

一
二
回
ま
で
進
行
し
て
い
る
。

第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
は
、
本
学
経
済
学
会
の
協
力
を
得
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
に
お
い
て
運
営
さ
れ
た
。
し
か
し
常

設
の
研
究
組
織
体
制
を
確
立
す
る
必
要
か
ら
学
部
附
置
研
究
所
の
設
置
が
構
想
さ
れ
、
経
済
学
部
教
授
会
の
承
認
を
受
け
、
学
内
手
続
き

を
終
了
し
、　
一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年

一
〇
月
二
二
日
に
日
本
経
済
研
究
所
規
程
が
制
定
さ
れ
た
。

設
立
の
趣
旨
お
よ
び
目
的
は
、
日
本
経
済
を
中
心
と
し
た
実
証
的
研
究
並
び
に
理
論
的
研
究
を
目
的
と
し
て
、
国
内
外
の
研
究
機
関
お

よ
び
研
究
者
と
の
交
流
を
促
進
し
、
共
同
研
究
を
行
う
こ
と
に
よ
つ
て
、
教
育

・
研
究
の
質
的
向
上
を
は
か
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
二
節

経
済

研
究
所

六
四
三
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学
部
附
置
研
究
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一
一　
研
究
所
の
組
織

○
運
営
委
員
会

（
一
九
八
七
年
四
月
～

一
九
八
九
年
二
月
）

所

　

　

長
　
　
　
　
　
永
田
　
元
也

研
究
部
会
長
　
　
　
　
　
　
中
本
　
博
皓

経
済
学
部
長
　
　
　
　
　
　
竹
田
　
志
郎

経
済
学
研
究
科
委
員
長
　
　
小
林
　
　
昇

経
済
学
科
主
任
　
　
　
　
　
大
沢
　
　
博

経
営
学
科
主
任
　
　
　
　
　
林
田
　
晃
明

佐
藤
　
順

一
・
永
野
慎

一
郎

○
研
究
課
題
お
よ
び
研
究
グ
ル
ー
プ

（◎
は
主
査
）

産
業
政
策
研
究
―

◎
鬼
丸
　
豊
隆

・
岡
村
　
宗
二

・
中
本

博
皓

・
本
台
　
進

日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
発
展
の
比
較
研
究
―
―

◎
斎
藤

一
夫

・
岡
田
　
良
徳

・
近
藤
　
正
臣

・
永
野
慎

一
郎

戦
間
期
の
日
本
経
済
と
世
界
経
済
―
―

◎
石
垣
　
信
浩

・
石

六
四
四

橋
　
春
男

・
加
藤
　
瑛
子

・
大
久
保
達
正

・
永
田
　
元
也

財
政

・
金
融
政
策
の
分
析
―

◎
藤
原
　
碩
宣

・
大
沢
　
博

・
佐
藤
　
順

一
・
末
繁
　
宏
造

・
高
山
　
洋

一

社
会

・
労
働
政
策

・
労
働
問
題
研
究
―
―

◎
神
谷
　
謙

・
今

井
　
け
い

・
山
田
　
貢

現
代
社
会
と
経
済
思
想
―
―

◎
吉
田
　
憲
夫

・
小
林
　
昇

・

渡
部
　
茂

○
歴
代
研
究
所
長
お
よ
び
研
究
部
会
長

第

一
期

（
一
九
八
七
年
四
月
～

一
九
八
九
年
二
月
）

所

　

　

長
　
　
永
田
　
元
也

研
究
部
会
長
　
　
中
本
　
博
皓

第
二
期

（
一
九
八
九
年
四
月
～

一
九
九

一
年
二
月
）

所
　
　
　
長
　
　
鬼
丸
　
豊
隆

研
究
部
会
長
　
　
永
野
慎

一
郎



第
二
期

（
一
九
九

一
年
四
月
～

一
九
九
二
年
二
月
）

所
　
　
　
長
　
　
佐
藤
　
定
幸

研
究
部
会
長
　
　
永
野
慎

一
郎

第
四
期

（
一
九
九
二
年
四
月
～

一
九
九
五
年
三
月
）

所
　
　
　
長
　
　
永
野
慎

一
郎

研
究
部
会
長
　
　
高
山
　
洋

一

○
運
営
委
員
会

（
一
九
九
二
年
四
月
～

一
九
九
五
年
三
月
）

所
　
　
　
長
　
　
　
永
野
慎

一
郎

研
究
部
会
長
　
　
　
高
山
　
洋

一

経
済
学
部
長

　

　

向
後
　
良
文

経
済
学
研
究
科
委
員
長
　
　
田
中
　
豊
治

経
済
学
科
主
任
　
　
士
口
田
　
憲
夫

経
営
学
科
主
任
　
　
荒
木
　
量
雄

中
本
　
博
皓

・
末
繁
　
宏
造

・
佐
藤

順

一
。
近
藤
　
正
臣
　
本
台
　
進

三
　
研
究
活
動

第
二
節

経
済
研
究
所

○
研
究
所
研
究
員
組
織

（
一
九
九
二
年
度
）

専
任
研
究
員
　
　
石
垣
　
信
浩

・
石
橋
　
春
男

・
榎
　
勇

・

神
谷
　
謙

・
近
藤
　
正
臣

・
斉
藤
　
真
事

・
佐
藤
　
順

一　
・
末
繁
　
宏
造

・
高
山
　
洋

一
・
田
中
　
豊
治

・
中
本

博
皓

・
永
野
慎

一
郎

・
藤
原
　
碩
宙
丁

本
台
　
進

・
山
田

貢

・
吉
田
　
憲
夫

・
渡
部
　
茂

・
上
野
　
健

一
・
鵜
川
多

加
志

・
竹
永
　
進

・
山
本
　
孝
則

・
中
島
　
正
人

（以
上

経
済
学
科
）

・
岡
田
　
良
徳

（経
営
学
科
）

。
今
井
　
け

い

・
岡
村
　
宗
二

・
竹
内
　
亨
夫

・
三
井
田
圭
右

・
脇
田

武
光

（以
上
教
養
課
程
）

兼
任
研
究
員
　
　
石
川
　
初
男

・
鬼
丸
　
豊
隆

・
斎
藤

　

一

夫

・
中
村
　
英
雄

・
岡
田
　
満

・
宮
阪
　
雅
幸

・
室
橋

純
夫

・
ヂ
　
栄
茶

客
員
研
究
員
　
　
金
　
正
年

・
李
　
太
旭

・
Ｍ
‐Ｓ
‐
ア
プ
デ
ル

ア
ジ
ス

・
Ｇ
‐Ｍ
‐
ハ
ー
ダ
ー

・
Ｂ
‐
Ｖ
‐
デ
レ
グ

六
四
五
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①
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◇
第

一
回
日
本
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
　
時
　
　
一
九
八
二
年
二
月
五
日

テ
ー
マ
　
　
今
日
の
日
本
経
済
―

石
油
シ
ョ
ッ
ク
か
ら

脱
出

―
―

中
本
　
博
皓
　
　
日
本
経
済
の
発
展
と
そ
の
構
造
変
化

佐
藤
　
順

一　
　
石
油
危
機
後
の
日
本
経
済
の
動
向

石
橋
　
春
男
　
　
石
油
危
機
に
お
け
る
金
融
行
動

黒
田
　
哲
彦
　
　
日
本
的
経
営
と
母
性
原
理

《
コ
メ
ン
ト
》
遠
藤
　
潔

（日
本
大
学
教
授
）

・
末
繁
　
宏

造

・
永
林
　
惇

《
特
別
講
演
》
Ｒ
‐Ｗ
Ｉミ
ュ
ラ
ー

（西
独

ハ
ノ
ー
バ
ー
大
学
教

授
）
　

　

日
独
経
済
の
相
違
点

◇
第
二
回
日
本
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
　
時
　
　
一
九
八
三
年
二
月
四
日

テ
ー
マ
　
　
今
日
の
日
本
経
済
―
―
環
境
激
変
下
に
お
け
る

企
業
行
動
―
―

中
本
　
博
皓
　
　
環
境
激
変
下
の
経
済
に
お
け
る
企
業
の

上ハ
ｍ目ニ
ハ

対
応

渡
部
　
　
茂
　
　
寡
占
市
場
の
産
業
組
織
論
的
分
析

高
山
　
洋

一　
　
国
際
化
の
な
か
の
日
米
金
融
行
動
の
比
較

竹
田
　
志
郎
　
　
経
営
環
境
激
変
下
に
み
る
企
業
行
動

林
田
　
晃
明
　
　
Ｏ
Ａ
の
現
状
と
そ
の
経
営
管
理
的
考
察

花
岡
　
正
夫
　
　
環
境
激
変
下
に
お
け
る
人
的
側
面
か
ら

対
た
わ
が
国
企
業
行
動

《
特
別
講
演
》
鈴
木
二
郎
助

（味
の
素
い
代
表
取
締
役
会
長
）

環
境
激
変
下
に
お
け
る
企
業
戦
略
と
ト
ツ
プ
‐
マ
ネ
ジ
メ
ン

ヽ
―

◇
第
二
回
日
本
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
　
時
　
　
一
九
八
四
年
二
月
六
日

テ
ー
マ
　
　
岐
路
に
立
つ
日
本
経
済
―

そ
の
軌
跡
と
方

向
―

井
手
　
文
雄
　
　
昭
和
五
九
年
度
予
算
か
ら
み
た
日
本

経
済
こ
れ
か
ら
の
問
題
点

石
橋
　
春
男
　
　
七
〇
年
代
の
金
融
行
動
の
変
化



岡
田
　
良
徳
　
　
貿
易
構
造
の
変
化
と
国
際
化

へ
の
適
応

本
台
　
　
進
　
　
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
経
済
発
展
と
日
本
の
貿

易
構
造

《
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
》
中
本
　
博
皓

，
石
橋
　
春

男

・
岡
田
　
良
徳

・
本
台
　
進

・
佐
藤
　
順

一
・
斎
藤

一
夫

・
望
月
　
昭

一

（早
稲
田
大
学
教
授
）

《
特
別
講
演
》
小
林
　
昇
　
　
最
初
の
経
済
学
体
系

《
特
別
講
演
》
西
村
　
功

（住
友
銀
行
常
務
取
締
役
）

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
到
来

◇
第
四
回
日
本
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
　
時
　
　
一
九
八
五
年
二
月
六
日

テ
ー
マ
　
　
技
術
革
新
の
新
展
開
と
日
本
の
経
済

三
沢
　
嶽
郎
　
　
技
術
革
新
と
経
済
発
展

中
本
　
博
皓
　
　
技
術
革
新
の
新
展
開
と
日
本
の
経
済

芳
賀
　
　
薫
　
　
工
学
分
野
の
新
素
材
に
つ
い
て

天
笠
美
知
夫
　
　
高
度
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
と
社
会
―

Ｖ
Ａ
Ｎ
と
企
業
―
―
‐

末
繁
　
宏
造
　
　
ェ
ネ
ル
ギ
ー

・
技
術
進
歩

・
産
業
構
造

第
二
節

経
済
研
究
所

《
特
別
講
演
》
鮫
島
広
年

（協
和
醗
酵
工
業
帥
常
務
取
締

役
）
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
現
状
と
将
来
の
展
望

◇
第
五
回
日
本
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
　
時
　
　
一
九
八
五
年

一
一
月
二
九
日

テ
ー
マ
　
　
ロ
本
経
済
の
近
代
化

三
沢
　
嶽
郎
　
　
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
発
展
と
農
業

・
食
糧

政
策

多
田
　
　
顕
　
　
日
本
経
済
の
近
代
化

兵
頭
　
　
徹
　
　
松
方
財
政
の
源
流
に
つ
い
て
―
日
田
県

政
期
に
お
け
る
金
札

・
藩
札
問
題
を
中

心
と
し
て
―

加
藤
　
瑛
子
　
　
田
坂
家
記
録
か
ら
見
た
明
治
期
の
農
村

問
題

《
特
別
講
演
》
難
波
田
春
夫

（関
東
学
園
大
学
長
）

日
本
の

「
近
代
化
」
と
近
代
の
終
焉

《
特
別
講
演
》
ピ
ー
タ
ー
‐ア
ン
テ
ス

（西
独
ハ
ノ
ー
バ
ー
大

学
教
授
）
　

　

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の
近
代
化
と
キ
リ
ス
ト
教

◇
第
六
回
日
本
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

六
四
七



第
六
章
　
学
部
附
置
研
究
所

日
　
時
　
　
一
九
八
六
年

一
一
月
二
八
日

テ
ー
マ
　
　
転
換
期
の
日
本
経
済
と
企
業
行
動

河
野
　
一
英
　
　
「転
型
期
」
の
経
済

中
本
　
博
皓
　
　
転
換
期
の
産
業
環
境

石
橋
　
春
男
　
　
円
高
と
日
本
経
済

竹
田
　
志
郎
　
　
転
換
期
の
日
本
経
済
と
企
業
行
動

《
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
》
竹
田
　
志
郎

・
向
後
　
良

文

・
永
林
　
惇

・
佐
藤
　
順

一
・
今
城
　
光
英

《
特
別
講
演
》
林
雄
二
郎

（
働
未
来
工
学
研
究
所
副
理
事
長
）

国
際
化
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

◇
第
七
回
日
本
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
　
時
　
　
一
九
八
七
年

一
一
月
二
七
日

テ
ー
マ
　
　
税
制
改
革
と
日
本
経
済
―
―

い
ま
な
ぜ
税
制

改
革
か
―
―

藤
井
　
誠

一　
　
激
変
す
る
世
界
と
日
本
の
財
政
―
―
現

代
日
本
税
財
政
改
革
へ
の
視
点
―

中
本
　
博
皓
　
　
税
制
改
革
と
租
税
の
経
済
効
果

藤
原
　
碩
宣
　
　
税
制
改
革
の
政
治
と
経
済

六
四
八

前
川
　
邦
生
　
　
税
制
改
革
と
企
業
課
税

《
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
》
鬼
丸
　
豊
隆

・
中
本
　
博

皓

・
藤
原
　
碩
宙
Ｔ

前
川
　
邦
生

・
石
村
暢
五
郎

（日

本
大
学
教
授
）

・
黒
川
　
雄
爾

（環
境
庁
国
際
課
長
）

《
特
別
講
演
》
石
　
弘
光

（
一
橋
大
学
教
授
）
　

　

こ
れ
か

ら
の
税
制
改
革
を
ど
う
す
べ
き
か

◇
第
八
回
日
本
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
　
時
　
　
一
九
八
八
年

一
一
月
二
五
日

テ
ー
マ
　
　
日
本
経
済
の
変
貌
と
労
働
問
題

神
谷
　
　
謙
　
　
最
近
の
労
働
問
題

山
田
　
　
貢
　
　
労
働
時
間
の
国
際
比
較

―
―
予
備
的
考

察
―
―

今
井
　
け
い
　
　
女
性
雇
用
労
働
者
の
現
状
と
課
題
―
―

日
英
比
較
―
―

《
特
別
講
演
》
加
藤
　
佑
治

（専
修
大
学
教
授
）
　

　

い
わ

ゆ
る
産
業
の
空
洞
化
と
日
本
の
労
働
者

《
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
》
神
谷
　
謙

・
加
藤
　
佑

治

・
山
田
　
一員
・
今
井
　
け
い

。
三
上
　
英
俊

・
山
本



補
将

《
特
別
講
演
》
藤
本
　
武

（労
働
科
学
研
究
所
客
員
研
究
員
）

賃
金
の
国
際
比
較
に
つ
い
て

◇
第
九
回
日
本
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
　
時
　
　
一
九
八
九
年

一
一
月
二
四
日

テ
ー
マ
　
　
日
米
経
済
摩
擦
を
考
え
る

佐
藤
　
定
幸
　
　
新
段
階
の
日
米
経
済
摩
擦

岡
村
　
宗
二
　
　
統
計
で
見
る
日
米
経
済
摩
擦

高
山
　
洋

一　
　
為
替
相
場
と
貿
易
摩
擦

藤
原
　
碩
宣
　
　
日
本
の
産
業
構
造
と
貿
易
摩
擦

《
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
》
佐
藤
　
定
幸

・
岡
村
　
宗

二

・
高
山
　
洋

一
・
藤
原
　
碩
宣

・
佐
藤
　
順

一
・
塩
田

長
英

（明
海
大
学
教
授
）

《
特
別
講
演
》
福
川
伸
次

（産
業
研
究
所
顧
間

二
死
通
商
産

業
省
次
官
）
　

日
米
経
済
関
係
の
現
状
と
課
題

◇
第

一
〇
回
日
本
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
　
時
　
　
一
九
九
〇
年

一
一
月
九
日
～

一
〇
日

テ
ー
マ
　
　
九
〇
年
代
の
東
ア
ジ
ア
と
日
本
―

協
力
の

第
二
節

経
済
研
究
所

佐
藤
　
定
幸

可
能
性
を
探
る
―

東
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
と
日
本
の
貢
献

六
四
九

――摯,や錫 崎 崩 奪 饉 ヽぶ

Ｉ

一
●
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↓
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一一“爆
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ａ
ｒ
　
へ
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一
―

〓

―
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●

●
■

―

■

０
´
ヽ
〓
″

，

・
，

、
一
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ぃ

“―
１

１
■
１

ヽ
ヽ
・
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第
六
章
　
学
部
附
置
研
究
所

金
　
　
正
年

　

（韓
国
ソ
ウ
ル
大
学
教
授
）
　

韓
国
経
済

の
構
造
と
政
策
的
課
題

陳
　
　
蒼
和

　

（台
湾
逢
甲
大
学
教
授
）
　

　

台
湾
の
経
済

の
現
状
と
問
題
点

岳
　
　
　
魏

　

（中
国
統
計
学
会
長
）
　

中
国
の
経
済
現

状
と
対
外
経
済
協
力

篠
原
三
代
平

　

（東
京
国
際
大
学
教
授
）
九
〇
年
代
の
東
ア

ジ
ア
と
日
本
―

協
力
の
可
能
性
を
探
る
―

《
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
》
近
藤
　
正
臣

・
彰
　
晋
障

（中
国
総
合
開
発
研
究
院
高
級
研
究
員
）

・
徐

　

照
彦

（新

潟
大
学
教
授
）
・
李
　
鐘
允

（韓
国
外
国
語
大
学
教
授
）

塩

田
　
長
英

（明
海
大
学
教
授
）

・
小
牧
　
輝
夫

（
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
国
際
交
流
室
次
長
）

・
杜
　
進

（学
習
院
大
学
東

洋
文
化
研
究
所
助
手
）

◇
第

一
一
回
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
　
時
　
　
一
九
九

一
年

一
一
月
二
九
日

テ
ー
マ
　
　
社
会
主
義
―
―
古
典
と
現
代
―
―

《
基
調
報
告
》
和
田
　
春
樹

（東
京
大
学
教
授
）
　

社
会

六
五
〇

主
義
の
理
論
と
現
実

竹
永
　
　
進
　
　
フ
ラ
ン
ス
初
期
社
会
主
義

吉
田
　
憲
夫
　
　
マ
ル
ク
ス
の
将
来
社
会
像

竹
内
み
ち
お
　
　
マ
ル
ク
ス
の
労
働
価
値
説
と
計
画
経
済

《
特
別
講
演
》
Ｓ
‐プ
ラ
ギ
ン
ス
キ
ー

（横
浜
国
立
大
学
助
教

授
）
　

社
会
主
義
の
理
論
と
現
実

《
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
》
竹
内
み
ち
お

・
酒
井
正
三

郎

（中
央
大
学
助
教
授
）

・
佐
藤
　
和
子

（帝
京
大
学
講

師
）

・
染
谷
　
武
彦

（
二
松
学
舎
大
学
助
教
授
）

・
吉
田

憲
夫

◇
第

一
二
回
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
　
時
　
　
一
九
九
二
年

一
月
二
〇
日
～
二

一
日

テ
ー
マ
　
　
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
経
済
協
力

陳
　
　
侃
尭

（上
海
国
際
問
題
研
究
所
常
務
副
所
長
）

九
〇
年
代
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
経
済
協
力

お
よ
び
安
全
保
障
問
題
を
論
ず
る

金
　
　
元
鉢

（韓
国
ソ
ウ
ル
大
学
教
授
）
　

　

東
北
ア
ジ

ア
三
か
国
の
企
業
間
協
力
の
課
題



陳
　
　
蒼
和

　

（台
湾
逢
甲
大
学
教
授
）
　

台
湾
の
経
済

発
展
と
そ
の
問
題
点

中
内
　
恒
夫

　

（国
際
基
督
教
大
学
教
授
）
　

　

東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
国
際
経
済
協
力
と
日
本
の
役
割

金
　
　
正
年

　

（韓
国
ソ
ウ
ル
大
学
教
授
）
　

　

韓

。
日
企

業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
戦
略
に
関
す
る
研
究

呉
　
　
寄
南

　

（上
海
国
際
問
題
研
究
所
日
本
研
究
室
主
任
）

東
ア
ジ
ア
の
局
地
経
済
圏
の
形
成
と
そ
の

展
望

羅
　
　
明
哲

　

（台
湾
国
立
中
興
大
学
教
授
）
　

　

東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
経
済
提
携

の
展
望

本
台
　
　
進
　
　
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
製
造
業
の
生
産
性

の
比
較

②

公
開
講
座

◇
第

一
回

（
一
九
九

一
年
九
月
二
八
日
～

一
〇
月
日
）

テ
ー
マ
　
　
　
　
都
市
を
考
え
る

近
藤
　
正
臣
　
　
世
界
の
都
市
と
東
京
―

‐
ア
ジ
ア

・
ヨ

ー
ロ
ツ
パ
そ
し
て
日
本
―
―

第
二
節

経
済

研
究
所

花
輸
　
宗
命

　

（東
京
都
清
掃
局
副
参
事
）
　

都
市
生

活
と
ゴ
ミ
問
題
―
―
東
京
の
場
合
―

―

田
中
　
敏
濤

　

（田
中
設
計
事
務
所
長

・
建
築
家
）

都
市
と
住
宅
―
―

都
市
型
住
宅
の
質
を

高

め
る
た
め
に
―

‥

山
本
　
孝
則
　
　
都
市
を
荒
廃
さ
せ
る
日
本
の
土
地
問
題

―

西
欧
か
ら
の
教
訓
―
―

田
中
　
豊
治
　
　
都
市
と
は
何
か
―

比
較
都
市
史
研
究

か
ら
―

③
　
研
究
所
主
催
講
演
会

○
篠
原
三
代
平

　

（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
会
長
）
　

今
日
の

日
本
経
済
の
諸
問
題
　
（
一
九
八
七
年

一
一

月
二
七
日
）

○
宮
沢
　
健

一
　

（
一
橋
大
学
教
授
）
　

い
ま
、
日
本
経

済
に
求
め
ら
れ
て
い
る
問
題
は
何
か

（
一
九
八
八
年

一
二
月
八
日
）

○
朱
　
　
建
栄

　

（京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
客

員
助
教
授
）
　

中
国
の
政
治
を
ど
う

六
五

一
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見
る
か
　

　

（
一
九
八
九
年
六
月

一
四
日
）

○
大
河
原
良
雄

　

（経
済
団
体
連
合
会
顧
間

・
元
駐
米
大
使
）

日
米
経
済
摩
擦
の
問
題
点
は
何
か

（
一
九
八

九
年

一
一
月
二
〇
日
）

○
金
森
　
久
雄

　

（日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
会
長
）

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
役
割
―
―

経

済
協
力
の
視
点
か
ら
―
―

　
　
（
一
九
九

〇
年

一
〇
月

一
一
日
）

○
廣
松
　
　
渉

　

（東
京
大
学
教
授
）
　

社
会
主
義
の
根
本

理
念
―

マ
ル
ク
ス
に
学
ぶ
べ
き
も
の
―

（
一
九
九

一
年

一
一
月
二

一
日
）

④
　
経
済
調
査
団
派
遣

△
台
湾
経
済
調
査
団

（
一
九
八
九
年
二
月
六
日
～

一
五
日
）

斎
藤

一
夫

・
鬼
丸
　
豊
隆

・
岡
田
　
良
徳

・
近
藤
　
正
臣

△
韓
国
経
済
調
査
団

（
一
九
九
〇
年
二
月

一
五
日
～
二
四
日
）

斎
藤

一
夫

・
永
野
慎

一
郎

・
本
台
　
進

・
藤
原
　
碩
宣

△
香
港

・
中
国
経
済
調
査
団

（
一
九
九

一
年

一
〇
月
二
九
日
～

一
一
月
七
日
）
佐
藤
　
定
幸

・
向
後
　
良
文

・
永
野
慎

一
郎

・

六
五
二

末
繁
　
宏
造

・
岡
村
　
宗
二

△
東
南
ア
ジ
ア
経
済
調
査
団

（
一
九
九
二
年

一
二
月

一
五
日
～

中国経済調査団 く上海国際問題研究所にて〉



二
五
日
）
佐
藤
　
定
幸

・
永
野
慎

一
郎

・
石
垣
　
信
浩

・
近

藤
　
正
臣

・
高
山
　
洋

一
・
渡
部
　
茂

⑤
　
研
究
成
果
刊
行
物

『
日
本
経
済
研
究
』
（経
済
研
究
と
改
題
）
第

一
号
～
第
六
号

『
日
本
経
済
研
究
所
報
』
（経
済
研
究
所
報
と
改
題
）
第

一
号

～
第
七
号

『
Ｗ

Ｏ

Ｒ

Ｋ

Ｉ

Ｎ

Ｇ

　

Ｐ

Ａ

Ｐ

Ｅ

Ｒ

Ｓ

』

Ｎ

Ｏ

Ｓ

『
台
湾
経
済
調
査
報
告
』

「
韓
国
経
済
調
査
報
告
』

『
中
国
経
済
調
査
報
告
』

四
　
展
　
　
望

経
済
研
究
所
と
し
て
は
、
共
同
研
究
を
進
め
る
と
同
時
に
、
従
来
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
公
開
講
座
を
継
続
す

る

一
方
、
国
際
交
流
の

一
環
と
し
て
、
中
国
上
海
国
際
問
題
研
究
所
、
韓
国
ソ
ウ
ル
大
学
と
三
国
持
ち
回
り
開
催
で
東
ア
ジ
ア
地
域
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
共
同
で
行
う
。

こ
の
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
日

・
中

・
韓
の
三
国
を
基
礎
に
し
て
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
拡
大
し
て
い
く
。
　
　

　

［永
野
慎

一
郎
］

第
二
節

経
済
研
究
所

六
五
三

１
■
‘
，
Ｏ
υ
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六
五
四

第
四
節
　
法

学

研
究

所

一
　

は
じ
め

に

法
学
研
究
所

（以
下
、
研
究
所
と
い
う
）
の
歩
み
を
振
り
返
つ
て
み
る
と
、
こ
れ
を
二
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
期
は
、
そ
の
設
置
か
ら
現
行
研
究
所
規
程
の
施
行

（
一
九
八
九

〈
平
成
元
〉
年
四
月

一
日
）
を
み
る
ま
で
の
間
で

あ
り
、
第
二
期
は
、
そ
の
施
行
以
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
区
分
に
従
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
特
質
に
つ
い
て
述
べ
て

み
よ
う
。

第

一
期
　
法
学
研
究
所
お
よ
び
各
研
究
室
の
設
置

研
究
所
は
、　
一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
四
月
、
法
学
部
発
足
と
と
も
に
設
置
さ
れ
た
が
、
「当
初
は
、
専
任
所
長
が
置
か
れ
る
こ
と

な
く
、
城
富
次
法
学
部
長
が
所
長
を
兼
任
さ
れ
た
」
（吉
岡
進

『
法
学
研
究
所
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
将
来
」
法
学
部
創
設

一
五
年

・
回

顧
と
展
望

一
四
六
頁
。
以
下
本
稿
は
こ
の
論
稿
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
）
。
研
究
所
が
そ
の
実
体
を
有
す
る
に
至
る
の
は
、
駿
河
台
研

究
室
の
開
設
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
研
究
所
設
立
の
経
緯
ま
た
法
学
部
発
足
当
初
の
熱

つ
ぽ
い
雰
囲
気
を
、
当
時
の
法
律
学
科
主
任
坂
本

雄
三
教
授
の
次
の
文
章
が
よ
く
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
や
や
長
い
が
引
用
す
る
。

わ
が
法
学
部
は
本
年
四
月
開
設
さ
れ
、
教
員
、
学
生
の
意
気
投
合
し
た
新
し
い
雰
囲
気
づ
く
り
が
将
来
に
大
き
な
希
望
を
与
え
て
い

る
。
そ
の

一
つ
の
あ
ら
わ
れ
が
夏
季
休
暇
中
の
特
別
講
義
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
学
生
自
ら
の
発
案
要
請
に
応
え
た
も
の
で
、
受
講
者
約



五
〇
名
が
民
法

・
刑
法

・
憲
法
に
つ
い
て
猛
暑
の

一
四
日
間
を
毎
日
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
の
予
定
が
、
し
ば
し
ば

一
時
間
も
時
間

を
延
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
熱
の
入
り
方
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
八
月
二
八
日
に
は
、
受
講
者
の
た
め
に
模
擬
試
験
を
実
施
し
、

こ
れ
に
添
削
と
解
説
を
加
え
て
受
講
者
に
返
す
と
い
う
徹
底
し
た
指
導
を
な
し
た
。
こ
の
よ
う
な
学
生
の
自
然
発
生
的
な
国
家
試
験
準

備
の
強
化
体
制
の
整
備
の
要
望
は
、
本
学
の
理
事
会
が
既
に
腹
案
と
し
て
い
た

「
司
法
研
究
所
」
の
設
立
を
具
体
化
す
る
導
火
線
と
な

り
、
こ
の
第

一
弾
を
わ
が
国
私
立
大
学
の
メ
ッ
カ
神
田
駿
河
台
地
区
に
打
ち
込
む
こ
と
と
な
つ
た
。
こ
う
し
て
、
司
法
研
究
所
は
東
松

山
校
舎
、
板
橋
校
合
間
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
他
大
学
の
よ
い
メ
ン
バ
ー
を
も
吸
収
し
て
、
本
学
の
メ
ン
バ
ー
と
の
交

流
を
は
か
り
、
互
い
に
知
り
得
た
と
こ
ろ
を
交
換
し
て
、
勉
強
の
効
率
化
を
は
か
る
た
め
に
、
神
田
小
川
町
の
美
津
濃
運
動
具
店
と
並

ぶ
ビ
ル
に
居
を
定
め
た
。
こ
こ
に
落
ち
着
い
て
勉
強
で
き
る
研
究
室
の
設
備
、
談
話
室
を
整
え
、
あ
す

へ
の
希
望
の
光
を
生
み
出
す
場

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

（『
大
東
文
化
』

一
九
七
三

〈
昭
和
四
八
〉
年

一
〇
月

一
日
号
）
。

同
研
究
室
の
規
模
は
、
四
階

・
五
階
を
借
り
切
つ
た
総
面
積

一
五
二
が
で
あ
つ
た
。
同
研
究
室
の
開
所
式
は
、　
一
九
七
三
年

一
二
月
二

四
日
に
行
わ
れ
、
「
互

い
に
足
り
な
い
点
を
補

い
合

い
、

マ
ン
ツ
ー

マ
ン
方
式
で
実
の
あ
る
研
究
を
進
め
る
」
方
針
の
下
に
、
出
身
大

学

・
学
部
を
問
わ
ず
、
司
法
試
験
受
験
者
を
選
考
の
う
え
入
室
さ
せ
た
。
な
お
、
同
日
、
各
研
究
室
の
室
長

・
副
室
長
が
次
の
よ
う
に
任

命
さ
れ
た
。
▽
東
松
山
研
究
室
　
室
長
伊
地
知
大
介
教
授
　
副
室
長
早
川
勲
講
師
、
▽
板
橋
研
究
室
　
室
長
服
部
秀

一
教
授
　
副
室
長
越

路
正
巳
講
師
、
▽
駿
河
台
研
究
室
　
室
長
坂
本
雄
三
教
授
　
副
室
長
小
野
幸
二
助
教
授

（肩
書
は
い
ず
れ
も
当
時
。
以
下
同
じ

（前
掲
紙

一
九
七
三

〈
昭
和
四
八
〉
年
二
月

一
日
号
）。

こ
れ
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
研
究
所
は
学
生
の
要
望
に
応
え
、
各
種
国
家
試
験
受
験
の
た
め
の
特
別
教
育
を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
設
立

さ
れ
た
が
、
現
実
に
そ
れ
を
担
当
し
た
の
は
こ
れ
ら
の
二
つ
の
研
究
室
で
あ
る
か
ら
、
研
究
所
の
役
割
は
、
各
研
究
室
の
統
合

・
運
営
に

あ
つ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
駿
河
台
研
究
室
と
並
ぶ
高
島
平
研
究
室

（室
長

・
小
野
幸
二
助
教
授
）
が

一
九
七
四

（昭
和

第
四
節

法

学
研
究
所

六
五
五
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六
五
六

四
九
）
年
八
月

一
日
、
板
橋
第
二
校
舎
内
に
設
置
さ
れ
た
。

研
修
の
成
果

こ
の
研
修
体
制
の
あ
げ
た
成
果
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
司
法
試
験
に
つ
い
て
み
れ
ば
、　
一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
度
二
名
、　
一

九
七
六

（同
五

一
）
年
度

一
名
、　
一
九
七
七

（同
五
二
）
年
度
五
名
、　
一
九
七
九

（同
五
四
）
年
度
二
名
、　
一
九
八
〇

（同
五
五
）
年
度

二
名
、　
一
九
八

一

（同
五
六
）
年
度
二
名
、　
一
九
八
三

（同
五
八
）
年
度
三
名
、　
一
九
八
五

（同
六
〇
）
年
度

一
名
、　
一
九
八
七

（同
六

二
）
年
度

一
名
、
合
計

一
九
名
の
最
終
合
格
者
を
、
研
究
室
員
か
ら
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
本
学
出
身
者
は
こ
の
中

に
は
い
な
い
。
な
お
、
駿
河
台
研
究
室
は
、　
一
九
八
三
年
三
月

一
三
日
に
閉
鎖
さ
れ
、
同
年
四
月

一
日
以
降
は
、
板
橋
に
お
い
て
研
修
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。

各
種
公
務
員
試
験
に
つ
い
て
は
、
東
松
山
お
よ
び
板
橋
の
両
研
究
室
に
お
い
て
、
憲
法

・
民
法

・
刑
法

・
政
治
学

。
経
済
学
等
の
科
目

に
つ
い
て
講
座
を
設
け
、
講
義

・
演
習
等
を
在
学
生
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
が
、
各
種
公
務
員
試
験
の
最
近
の
合
格
者
は

一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
度
七
三
名
、　
一
九
八
七

（同
六
二
）
年
度
九
七
名
、　
一
九
八
八

（同
六
三
）
年
度

一
一
五
名
と
漸
増
し
て
い
る
。

こ
の
間
に
、
所
長
と
し
て
の
職
責
を
果
た
さ
れ
た
の
は
、　
一
九
七
四

（昭
和
四
九
）
年
、
城
富
次
教
授

（兼
任
）
、
副
所
長
　
坂
本
雄

三
教
授
、　
一
九
七
五

（同
五
〇
）
年
か
ら

一
九
七
六

（同
五

一
）
年
、
城
富
次
教
授

（専
任
）
、　
一
九
七
七

（同
五
二
）
年
か
ら

一
九
八

〇

（同
五
五
）
年
、
植
松
正
教
授
、　
一
九
八

一

（同
五
六
）
年
、
服
部
秀

一
教
授
、　
一
九
八
二

（同
五
七
）
年
、
正
田
満
三
郎
教
授
、　
一

九
八
三

（同
五
八
）
年
か
ら

一
九
八
六

（同
六

一
）
年
、
羽
山
忠
弘
教
授
、　
一
九
八
七

（同
六
二
）
年

。
一
九
八
八

（同
六
三
）
年
、
吉

岡
進
教
授
で
あ
る
。

第
二
期
　
研
究
部
会

・
研
修
部
会
の
設
置

法
学
部
が
設
置
さ
れ
て
か
ら

一
〇
年
以
上
を
経
過
し
、
ス
タ
ツ
フ
も
充
実
し
、
研
究

・
教
育
両
面
に
お
い
て
そ
の
内
容
が
次
第
に
高
ま



る
と
と
も
に
、　
一
九
八
六
年
ご
ろ
か
ら
、
研
修
活
動

一
本
槍
の
法
学
研
究
所
の
あ
り
方
に
対
す
る
反
省
の
意
見
が
、
学
部
の
内
外
で
有
力

に
主
張
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
そ
れ
は
、
法
学
研
究
所
は
、
そ
の
名
称
の
通
り
法
学
研
究
に
も
当
た
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。

そ
の
結
果
、　
一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
度
に
法
学
部
専
任
教
員
に
よ
り
編
成
さ
れ
た
ア
ジ
ア
法
研
究
、
国
際
刑
法
研
究
、
ア
ジ
ア
地
域

に
お
け
る
政
治
学
研
究
、
自
由
主
義
憲
法
の
批
判
法
学
的
研
究
の
四
研
究
班
が
研
究
所
内
に
設
け
ら
れ
、
法
学
お
よ
び
政
治
学
の
共
同
研

究
が
開
始
さ
れ
る
に
至
つ
た
。

研
究
班
の
発
足
を
受
け
て
、
研
究
所
規
程
の
大
改
定
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
骨
子
は
、
研
究
所
内
に
研
究
部
会
と
研
修
部
会
と
を
設
け
、

前
者
が
研
究
事
業
の
、
後
者
が
研
修
事
業
の
運
営
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
改
正
規
程
は
、　
一
九
八
九

（平
成
元
）

年
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
が
、
同
年
度
に
、
前
述
の
四
研
究
班
に
加
え
て
、
さ
ら
に
証
券
取
引
法
研
究
、
政
治
変
動
の
比
較
思
想
史

研
究
、
医
療
に
関
す
る
比
較
法
的
研
究
、
比
較
憲
法
研
究
の
四
研
究
班
が
新
設
さ
れ
た
。

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
四
月

一
日
に
、
法
学
部
政
治
学
科
が
開
講
さ
れ
る
に
伴
い
、
翌
年
四
月

一
日
に
法
学
部
に
国
際
比
較
政
治
研

究
所
が
設
置
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
そ
の
結
果
、
政
治
部
門
の
二
研
究
班
が
国
際
比
較
政
治
研
究
所
に
移
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
、
研
究
所

の
研
究
部
会
は
、
六
班
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
に
至
つ
た
。

一
一　
研
究
部
会
の
現
況
お
よ
び
成
果

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
度
か
ら
本
年
ま
で
の
研
修
部
会
研
修
講
座
受
講
者
数
を
次
に
掲
げ
る

（司
法
書
士
コ
ー
ス
、
宅
建
コ
ー
ス
は

一
九
九
〇
年
開
設
。
以
下
コ
ー
ス
は
略
し
、
東
松
山
を
Ａ
、
板
橋
を
Ｂ
と
表
示
す
る
）
。

一
九
九
〇
年
度
　
公
務
員
　
Ａ
四
九
名

（以
下
名
を
略
す
）
　

Ｂ
三
二
、
司
法
試
験
　
Ａ
Ｏ
　
Ｂ

一
一
、
司
法
書
士
　
Ａ
六
　
Ｂ
五
、

第
四
節
　
法
学
研
究
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
七



第
六
章
　
学
部
附
置
研
究
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
八

宅
建
　
Ａ
四
〇
　
Ｂ
四
六
、
計

一
七
九
。　
一
九
九

一

（同
三
）
年
度
　
公
務
員
　
Ａ
三
〇
　
Ｂ

一
二
、
司
法
試
験
　
Ａ

王
ハ
　
Ｂ
六
、
司

法
書
士
　
Ａ

一
九
　
Ｂ
三
、
宅
建
　
Ａ

一
〇
　
Ｂ

一
二
、
計

一
〇
八
。

一
九
九
二

（同
四
）
年
度
　
公
務
員
　
Ａ
二
九
　
Ｂ

一
二
、
司
法

試
験
　
Ａ
四
二
　
Ｂ
四
、
司
法
書
士
　
Ａ

一
四
　
Ｂ

一
、
宅
建
　
Ａ

一
七
　
Ｂ
五
、
計

一
三
四
。

各
種
公
務
員
試
験
の
最
近
の
合
格
者
数

（本
学
全
体
。
就
職
部
の
公
務
員
講
座
の
貢
献
を
看
過
で
き
な
い
）
を
み
る
と
、　
一
九
八
九

（平
成
元
）
年
度
　
国
家
Ⅱ
種
二
六
　
地
方
上
級

（
以
下
上
級
を
略
す
）

一
二
六
、　
一
九
九
〇
年
度
　
国
家
Ⅱ
種
四
四
　
地
方

一
四
二
、

一
九
九

一
年
度
　
国
家
Ｉ
種

一
　

同
Ⅱ
種
七
〇
　
地
方

一
五
九
　
と
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、　
一
九
九
二
年
度
司
法
書
士
試

験
に
司
法
書
士
コ
ー
ス
受
講
者
の
中
か
ら

一
名
の
合
格
者
を
出
し
た
が
、
司
法
試
験
は
短
答
式
試
験
に

一
名
の
合
格
者
を
出
し
た
に
と
ど

ま
つ
て
い
る
。

第
二
期
の
最
初
の
所
長
の
職
責
を
担
わ
れ
た
の
は
、
杉
藤
忠
士
教
授
で
あ
る
。

三

お

わ

り

に

研
究
所
は
、
法
学
部
内
に
置
か
れ

（規
程

一
条
）、
法
学

（関
連
諸
科
学
を
含
む
）
に
関
す
る
学
術
の
研
究
、
お
よ
び
こ
れ
に
関
連
す

る
諸
事
業
を
行
い
、
広
く
社
会
科
学
の
発
達
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

（同
二
条
）、
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
事
業
と
し
て
、

①
研
究
ま
た
は
調
査
の
実
施
、
お
よ
び
そ
の
受
託
並
び
に
研
究
成
果
の
刊
行
、
②
資
料
の
収
集

・
整
備
お
よ
び
保
管
、
③
国
内
外
の
研
究

機
関
、
お
よ
び
研
究
者
と
の
交
流
並
び
に
共
同
研
究
、
④
研
究
会

・
講
演
会
等
の
開
催
、
⑤
学
生
等
の
研
究
指
導
、
お
よ
び
研
修
室
の
設

置
並
び
に
講
座
の
開
講
、
⑥
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
を
掲
げ
て
い
る

（同
三
条
）。

前
述
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
従
来
の
研
究
所
の
活
動
が
、
主
と
し
て
⑤
の
研
究
関
連
の
事
業
に
重
点
を
置
い
て
い
た
こ
と
は
否
め



な
い
。
し
か
し
、
今
後
は
、
研
究
所
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
①
な
い
し
④
の
事
業
、
特
に
①
の
事
業
に
重
点
を
置
い
て
、
そ
の
活
動
を
活

発
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
四
月

一
日
に
、
大
学
院
法
学
研
究
科
法
律
学
専

攻
博
士
課
程
後
期
が
開
講
さ
れ
た
今
日
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
し
、
そ
れ
は
ま
た

「
法
学
部
専
任
教
員
と
し
て
本
務
を
も
つ
研
究
員

が
、
教
育
お
よ
び
個
人
的
研
究
と
い
う
多
忙
な
本
務
を
完
遂
す
る
傍
ら
の
共
同
研
究
で
あ
る
か
ら
、
時
間
的
、
労
力
的
に
多
大
の
困
難
が

伴
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
実

，
あ
る
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」
（吉
岡

・
前
掲
）
と
の

言
葉
に
代
表
さ
れ
る
研
究
部
会
に
対
す
る
期
待
に
応
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
研
修
部
会
に
お
い
て
は
、
前
述
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
公
務
員
コ
ー
ス
に
お
け
る
就
職
部
の
公
務
員
講
座
と
の
連
係
を

密
に
し
て
、
省
力
化
を
図
る
と
と
も
に
、
他
の
三
コ
ー
ス

（司
法
試
験

・
司
法
書
士

・
宅
建
）
の
質
的
充
実
を
実
現
し
て
、
こ
こ
で
も
ま

た
、
主
力
と
な
る
法
学
部
専
任
教
員
の

「
過
重
な
負
担
が
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、
②
の
障
害
を
乗
り
越
え
て
、
著
し
い
成
果
を
収
め
る
に

至
る
こ
と
が
要
望
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
司
法
試
験
に
お
い
て
は
、
研
修
室
員
ま
た
は
室
員
た
り
し
者
の
う
ち
か
ら
、
少
な
く
と
も
毎
年

一

名
な
い
し
二
名
程
度
の
合
格
者
を
出
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
」
（吉
岡

・
前
掲
）
と
の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
研
修
部
会
に
対
す
る
期
待

に
応
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
江
藤
倫
泰
］

第
四
節
　
法
学
研
究
所

六
五
九



第
六
章
　
学
部
附
置
研
究
所

エハ
↓ハ
（）

第
五
節
　
人
文
科
学
研
究
所

本
研
究
所
は
、
人
文
科
学
に
関
す
る
学
術
の
研
究
お
よ
び
こ
れ
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
そ
の
研
究
成
果
を
社
会

へ
還
元
す
る
と
い
う

目
的
の
も
と
に
、　
一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
四
月
に
文
学
部
内
に
附
置
さ
れ
た
。

こ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、

一
　

研
究
ま
た
は
調
査
の
実
施

二
　
資
料
の
収
集

・
整
備
と
そ
の
保
管

三
　
他
大
学
お
よ
び
研
究
機
関
と
の
交
流

四
　
調
査

・
研
究
の
成
果
の
刊
行

五
　
そ
の
他
の
事
業

を
行
う
こ
と
に
な

つ
て
い
る
。　
一
九
九
〇
年
設
立
以
来
、
文
学

・
教
育

。
文
化
等

一
三
研
究
班
が
共
同
研
究
を
実
施
し
、
そ
の

一
部
の
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
研
究
成
果
の
刊
行
が
計
画
さ
れ
つ
つ
あ
る
。　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
は
第
二
年
度
に
入
り
、
研
究
継
続
の
グ
ル
ー
プ

や
新
規
グ
ル
ー
プ

一
三
が
研
究
を
開
始
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
理
念
で
あ
る
各
研
究
者
間
の
連
携
と
協
同
が
、
順
調
か
つ
円
滑
に
実
施

さ
れ
る
ま
で
に
は
、
時
間
と
費
用
面
で
の
十
分
な
充
当
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現
実
か
ら
す
る
と
、
各
グ
ル
ー
プ
と
も
初
期
的
な
段
階
か
ら

脱
却
す
る
に
は
多
く
の
時
間
が
必
要
と
な
ろ
う
。
各
グ
ル
ー
プ
が
二
か
年
間
と
い
う
時
間
的
な
制
約
の
中
で
、
文
化
的
な
事
業
の
成
果
が

即
時
に
得
ら
れ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
各
研
究
グ
ル
ー
プ
の
厳
選
と
研
究
テ
ー
マ
の
充
実
を
図
る
必
要



が
あ
り
、
研
究
グ
ル
ー
プ
を
本
学
部
内
あ
る
い
は
外
部
研
究
機
関
所
属
者
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
地
域
の
社
会
人
研
究
者
に
も
研
究
グ

ル
ー
プ
研
究
員
と
し
て
の
資
格
を
与
え
て
、
研
究
内
容
の
同

一
固
定
化
を
避
け
る
方
法
を
も
将
来
問
題
と
し
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

研
究
成
果
の
社
会

へ
の
還
元
と
い
う
こ
と
を
刊
行
物
の
発
行
や
公
開
講
座
の
開
催
と
い
う
こ
と
だ
け
と
考
え
る
必
要
は
な
く
、
地
域
の

人
々
と
の
共
同
共
存
に
よ
る
研
究
が
大
学
内
研
究
所
と
い
う
枠
の
中
の
研
究
所
を
超
え
る
こ
と
に
も
な
る
か
ら
で
あ
る
。

［
成
田
　
守
］

第
五
節
　
人
文
科
学
研
究
所

上ハ
エハ
　
一



第
六
章
　
学
部
附
置
研
究
所

第
六
節
　
国
際
比
較
政
治
研
究
所

一
　

創
設
か
ら
現
在
ま
で

国
際
比
較
政
治
研
究
所
は
、　
一
九
九
〇
年
四
月
、
法
学
部
に
新
し
く
政
治
学
科
が
増
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、　
一
九
九

一
年
四
月
、
既

設
の
法
学
研
究
所
に
加
え
て
学
部
附
置
研
究
所
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
初
代
所
長
は
、
当
時
学
部
長
で
あ

っ
た
安
世
舟
教
授
が
兼
任
し
、

一
九
九
二
年
四
月
か
ら
残
り
任
期

一
年
を
田
中
浩
教
授
が
引
き
継
い
で
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

二
　
目
　
　
的

本
研
究
所
は
、
わ
が
国
を
含
む
先
進
国
お
よ
び
発
展
途
上
国
の
政
治
の
比
較

・
調
査
を
行
い
、
合
わ
せ
て
時
々
刻
々
と
変
化
し
つ
つ
あ

る
国
内

・
国
際
政
治
の
動
向
を
も
研
究

・
調
査
し
、
広
く
社
会
科
学
の
発
達
に
寄
与
す
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
。
な
お
、
本
研

究
所
は
、　
一
九
九

一
年
四
月
、
大
東
文
化
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
設
置
に
際
し
て
、
既
設
の
法
学
研
究
所
と
と
も
に
大
学
院

法
学
研
究
科
を
研
究
面
で
バ
ツ
ク
‐ア
ツ
プ
す
る
こ
と
も
そ
の
重
要
な
目
的

・
役
割
と
し
て
い
る
。

上ハ
⊥ハ
一　一



三
　
初
年
度

（
一
九
九

一
年
）
の
事
業

０
　
研
究
所
の
整
備
　
　
初
年
度
は
、
図
書

・
資
料
の
収
集
や
研
究
所
の
備
品
の
整
備
な
ど
、
そ
の
物
的
条
件
の
整
備
を
は
か
っ
た
が
、

予
算
の
都
合
も
あ
り
、
研
究
所
の
充
実
は
今
後
数
年
を
要
す
る
事
業
と
な
ろ
う
。

０
　
研
究
班
の
組
織
　
　
本
研
究
所
は
、
政
治
学
科
の
専
任
教
員
が
専
任
研
究
員
と
な
っ
て
、
各
々
の
研
究
分
野
に
お
い
て
学
界
に
貢
献

で
き
る
個
別
研
究
や
共
同
研
究
を
企
画
し
実
行
す
る
場
で
あ
り
、
大
東
文
化
大
学
政
治
学
科
の
研
究
と
教
育
の
成
果
の
発
信
地
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
研
究
班
は
、
専
任
教
員
の
み
で
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、
将
来
は
、
研
究
部
門
の
必
要

に
応
じ
て
外
部
か
ら
も
若
干
の
学
外
研
究
員
の
参
加
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

各
研
究
班
の
名
称
と
各
研
究
班
の
専
門
研
究
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（☆
は
班
長
、
〔　
〕
内
は

一
九
九
二
年
四
月
か
ら
参
加
）

①
　
福
祉
国
家
の
政
治

・
経
済
学
的
比
較
研
究
班

☆
田
中
　
浩

・
斎
藤
　
和
春

・
安
　
世
舟

・
和
田
　
守

・
加
藤
　
普
章

〔土
岐
　
寛
〕

②
　
儒
教
圏
の
近
代
化
の
比
較
研
究
班

☆
和
田
　
守

・
田
中
　
浩

・
坂
井
　
雄
吉

・
瓜
生
　
洋

一

③
　
分
断
国
家
の
再
統

一
化
の
政
治

・
経
済
学
的
比
較
研
究
班

☆
安
　
世
舟

・
岡
　
義
達

・
内
田
　
健
二

・
永
井
　
健
晴

④
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
降
に
お
け
る
地
域
紛
争
の
国
際
政
治
史
的
比
較
研
究
班

☆
藤
本
　
登

・
瓜
生
　
洋

一
・
五
味
　
俊
樹

〔黒
柳
米
司
〕

第
六
節
　
国
際
比
較
政
治
研
究
所

ユハ
上ハ
一二



第
六
章
　
学
部
附
置
研
究
所

エハ
上ハ
ｍロ

０
　
各
研
究
班
の
活
動

各
研
究
班
の
活
動
に
つ
い
て
は
、　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
二
月
に
発
行
さ
れ
た

『
ニ
ユ
ー
ズ
‐
レ
タ
ー
」
（あ
つ
∽
、
【ｚ
∽
↓
「
ｃ
↓
ロ

〇
『
２
月
日
”
Ｚ
＞
ゴ
Ｏ
Ｚ
＞
Ｆ
０
０
〓
つ
＞
で
′↓
マ
国
「
Ｏ
ｒ
「
【０
＞
ｒ
∽Ｈ
Ｃ
∪
日
∽
）
Ｍ
ｌ
に
詳
細
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
各
班
と
も
月

一
回
程
度

の
割
合
で
研
究
会
を
開
き
、
研
究
状
況
や
文
献
の
紹
介
を
行
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
現
代
政
治
を
理
解
す
る
上
で
重
要
か
つ
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
の
で
、
早
急
な
成
果
は
期
待
で
き
な
い
が
、
そ
の
成
果
の
一
部
と
し
て
は
、
次
に
述
べ
る
研
究
所
年
報

「
国
際

比
較
政
治
研
究
」
第

一
号
に
お
い
て
、
安
世
舟

・
内
田
健
二

・
岡
義
達

・
田
中
浩

・
瓜
生
洋

一
・
坂
井
雄
吉
諸
教
授
ら
の
論
文
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
ほ
か
、
研
究
班
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
て
は
、
五
味
俊
樹
助
教
授
が
、
「
『湾
岸
紛
争
」
に
お
け
る
米
国
世
論

と
対
日
イ
メ
ー
ジ
」
（上
智
大
学
ア
メ
リ
カ

・
カ
ナ
ダ
研
究
所
編

『
ア
メ
リ
カ

・
カ
ナ
ダ
研
究
」
Ｍ
８
、　
一
九
九

一
年
）
を
、
田
中
浩

教
授
が

「長
谷
川
如
是
閑
の
中
国
論

（上
）」
（『大
東
法
学
』

一
九
九
二
年
二
月
　
第

一
九
号
）
を
発
表
し
て
い
る
。

（四
〕
国
際
比
較
政
治
研
究
所
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
年
報

「
国
際
比
較
政
治
研
究
―

‐特
集
」
「
ソ
連
型
社
会
主
義
国
家
の
終
焉
と
二

一

世
紀
へ
の
展
望
」
第

一
号
の
発
行
に
つ
い
て
、

本
研
究
所
は
、　
一
九
九
二
年

一
月

一
四
日

（火
曜
日
）
、
午
後

一
時
か
ら
五
時
半
ま
で

「
ソ
連
型
社
会
主
義
国
家
の
終
焉
と
二

一
世

紀
へ
の
展
望
」
と
題
す
る
第

一
回
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
司
会
者
、
安
世
舟
所
長
、
基
調
講
演
と
し
て
は
、
名
古
屋
大
学

法
学
部
教
授

（政
治
学
）
田
口
富
久
治
氏
、
基
調
報
告
は
本
学
教
授
内
田
健
二
氏
、
そ
れ
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
は
、
本
学
教
授
岡
義

達

・
田
中
浩

・
瓜
生
洋

一
・
坂
井
雄
吉
氏
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
問
題
提
起
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

成
果
は
、
当
研
究
所
年
報
第

一
号
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
以
下
、
年
報
の
目
次
を
紹
介
し
て
お
く
。

年
報

「国
際
比
較
政
治
研
究
」
第

一
号

特
集

「
ソ
連
型
社
会
主
義
国
家
の
終
焉
と
二

一
世
紀
へ
の
展
望
」



目
　
　
次

一　
序
に
か
え
て
―
―
ソ
連
型
社
会
主
義
国
家
の
歴
史
的
位
相
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
　
　
世
舟

二

基
調
講
演
―
―
ソ
連
型
社
会
主
義
国
家
の
終
焉
と
二

一
世
紀

へ
の
展
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
口
富
久
治

三

基
調
報
告
―

ソ
連
型
社
会
主
義
の
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
　
健
二

四

パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
問
題
提
起

①
　
政
治
文
化
の
観
点
か
ら
見
た
ソ
連
型
社
会
主
義
の
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
義
達

②
　
西
欧
の
ネ
ー
シ
ヨ
ン
‐
ス
テ
ー
ト
の
観
点
か
ら
見
た
ソ
連
邦
の
崩
壊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
浩

③
　
東
欧

・
旧
ソ
連
に
お
け
る
政
治
的
激
変
は
市
民
革
命
、
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
再
来

・
復
活

・
完
成
か
？

瓜
生
　
洋

一

④
　
日
本
近
代
政
治
史
か
ら
見
た
ソ
連
邦
の
崩
壊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
井
　
雄
吉

四
　

一
九
九
二
年
度
の
事
業

①
　
一
九
九
二
年
度
は
、
研
究
所
発
足
第
二
年
目
に
当
た
る
が
、
初
年
度
の
研
究
計
画
に
基
づ
い
て
、
各
研
究
班
ご
と
の
研
究
が
進
め

ら
れ
た
。

②
　
図
書
の
充
実
、
資
料
の
収
集
、
備
品
の
整
備
な
ど
も
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
。

③
　
一
一
月
二
七
日

（金
曜
日
）
に
は

「曲
が
り
角
に
来
た
福
祉
国
家
―
現
状
と
課
題
」
と
題
す
る
第
二
回
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（午

後

一
時
～
五
時
三
〇
分
）
を
開
催
し
た
。
基
調
報
告
者
は
、
福
祉
国
家
研
究
に
お
け
る
日
本
の
第

一
人
者
で
あ
る
佐
藤
進
氏

（前
日

第
六
節
　
国
際
比
較
政
治
研
究
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
五
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六
六
六

本
女
子
大
学
教
授

・
現
立
正
大
学
教
授
）
、
福
祉
国
家
が
最
も
順
調
に
発
展
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
デ
ン
マ
ー
ク
研
究
お
よ
び
日
本

の
福
祉
問
題
に
詳
し
い
大
熊

一
夫
氏

（前
朝
日
新
聞
編
集
委
員
）
、
ま
た
、
本
学
か
ら
は
、
司
会
田
中
浩
、
安
世
舟

（ド
イ
ツ
）、
和

田
守

・
土
岐
寛

（日
本
）

・
加
藤
普
章

（カ
ナ
ダ
）、
研
究
員
が
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
の
立
場
か
ら
問
題
提
起
を
行
っ
た
。

④
　
こ
の
成
果
は
、
国
際
比
較
政
治
研
究
所
年
報
ｍ
２
に
掲
載

（
一
九
九
二
年
二
月
）
さ
れ
た
。

五
　
今
後
の
展
望

①
　

一
九
九
二

（平
成
五
）
年
三
月
で
、
研
究
所
創
設
第

一
期
目
が
終
わ
る
。
第
二
期

（所
長
田
中
浩
）
日
以
降

（
一
九
九
二
年
四
月

～
九
五
年
二
月
）
は
、
政
治
学
科
の
研
究
ス
タ
ツ
フ
の
研
究
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
よ
り
適
合
的
な
研
究
班
の
編
成
替
え
を
し
、

よ
り
機
能
的
に
研
究
成
果
を
あ
げ
る
方
向
を
と
る
。

新
し
い
研
究
組
織
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第

一
班
　
変
わ
ら
ず
。
た
だ
し
、　
一
九
九
二
年
四
月
か
ら
学
外
研
究
員
広
瀬
真
理
子
氏
が
参
加
。

第
二
班
　
オ
ピ
ニ
オ
ン

・
ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
国
際
比
較
研
究
、
メ
ン
パ
ー
変
わ
ら
ず
。

第
二
班
　
変
わ
ら
ず
。

第
四
班
　
戦
後
東
南
ア
ジ
ア
情
勢
と
域
外
大
国
と
の
関
係
研
究
班
。
☆
黒
柳
米
司
、
瓜
生
洋

一
、
内
田
健
二
。

②
　
現
在
の
よ
う
に
、
学
問
領
域
が
多
様
化
し
て
き
て
い
る
状
況
下
に
お
い
て
は
、
学
外
か
ら
も
学
外
研
究
員
を
招
い
て
、
よ
り

一
層

の
研
究
の
充
実

・
発
展
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
第
二
期
以
降
に
広
瀬
真
理
子
氏
の
参
加
が
承
認
さ
れ
た
。

③
　
将
来
は
、
本
学
研
究
所
所
員
の
研
究
成
果
を

「
研
究
叢
書
」
の
よ
う
な
形
で
発
表
で
き
る
準
備
を
し
た
い
、
と
考
え
て
い
る
。



④
　
ま
た
、
研
究
所
主
催
の
国
際
会
議
も
開
催
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

⑤
　
最
後
に
本
研
究
所
は
、
政
治
学
科
創
設
時
に
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
な
か
に
新
機
軸
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た

「
海
外
地
域
政
治
」
（「
イ

ギ
リ
ス

・
フ
ラ
ン
ス

・
ド
イ
ツ
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
」
、
「
ア
メ
リ
カ

・
カ
ナ
ダ
な
ど
北
米
地
域
」
、
「
ア
ジ
ア
地
域
」
「
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア

・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
」
）
と
い
う
講
義
科
目
担
当
教
員
の
研
究
促
進
の
場
と
し
て
も
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
田
中
　
浩
］

第
六
節
　
国
際
比
較
政
治
研
究
所

エハ
上ハ
ル］
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エハ
ｎハ

第
七
節
　
現
代
ア
ジ
ア
研
究
所

現
代
ア
ジ
ア
研
究
所
は
、
国
際
関
係
学
部
の
附
置
研
究
所
と
し
て

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
四
月
創
設
さ
れ
た
。
別
記
の
通
り
、
大
東

文
化
大
学
の
前
身
は
本
来
、
東
方
ア
ジ
ア
と
南
洋

（西
太
平
洋
地
域
）
を
包
括
す
る

「
大
東
」
に
雄
飛
す
る
前
途
有
為
な
青
年
多
数
を
世

に
送
り
出
す
た
め
に
創
立
さ
れ
た
。

当
国
際
関
係
学
部
は
、
本
学
第
五
番
目
の
学
部
と
し
て
創
立
六
〇
周
年
の
還
暦
を
記
念
し
、
新
た
な
革
袋
に
建
学
の
理
想
を
再
生
す
べ

く
、　
一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
四
月
東
松
山
の
地
に
、
代
婦
色
に
輝
く
タ
イ
ル
張
り
新
校
合
に
志
を
高
く
掲
げ
創
設
さ
れ
た
。
学
部
そ

れ
自
体
の
歴
史
、
研
究
分
野
、
教
育
方
針
そ
の
他
に
つ
い
て
は
当
該
項
に
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
あ
る
。

当
研
究
所
は
、
「
大
東
文
化
大
学
現
代
ア
ジ
ア
研
究
所
規
程
」
第
二
条
に

「
…
…
現
代
ア
ジ
ア
に
関
す
る
学
術
研
究
お
よ
び
こ
れ
に
関

す
る
諸
事
業
を
行
い
、
研
究
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
的
」
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
目
的
遂
行
の
た
め
に
大
学
附
置
機
関

の
東
洋
研
究
所
お
よ
び
そ
の
他
各
学
部
附
置
研
究
所
と
の
研
究
交
流
は
も
と
よ
り
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
と
り
わ
け
東
洋
研
究
所
と
は
研

究
領
域
に
お
い
て
重
畳
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
当
研
究
所
は
主
と
し
て
学
部
教
育
に
膚
接
す
る
現
代
ア
ジ
ア
に
所
在
す
る
諸
問
題
を
解

明
し
、
普
及
す
る
こ
と
に
比
重
を
置
い
た
研
究
を
進
め
る
方
向
を
意
図
し
て
い
る
。
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
は
、
わ
が
国
内
外
の
関
係

研
究
分
野
諸
機
関
と
の
交
流
を
積
極
的
に
推
進
す
る
の
は
当
然
と
し
て
、
ま
た
特
に
当
学
部
学
生
の
現
地
研
修
依
頼
の
提
携
学
校
と
は
付

記
す
る
研
究
所
規
程
に
明
示
の
よ
う
に
、
外
国
人
客
員
研
究
員
の
受
け
入
れ
を
通
し
て
海
外
と
の
研
究
交
流
を
進
め
て
い
る
。



現
代
ア
ジ
ア
研
究
所
組
織
図

運
営
委
員
会

学
部
長

国
際
関
係
学
科
主
任

国
際
文
化
学
科
主
任

部
会
長

教
授
会
選
出
委
員

幹
事

（国
際
関
係
学
部
事
務
室
長
）

所
長

（学
部
長
）
―
‐
事
務
局
長

（研
究
所
総
務
）
――

―
―

調
査
研
究
部
会

―
―

情
報

・
資
料
部
会

―
―

広
報
出
版
部
会

―
―

学
術
交
流
部
会

―
―

庶
務

・
会
計

（国
際
関
係
学
部
事
務
室
）

現
代
ア
ジ
ア
研
究
所
は
、
上
記
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
規
程
第
二
条
に
行
う
事
業
を
掲
げ
て
あ
る
が
、
概
略
す
る
と
、
①
調

査

。
研
究
、
②
資
料
収
集

・
保
管

・
公
開
、
情
報
収
集

・
交
換
、
③
調
査

・
研
究
、
収
集
資
料

・
情
報
の
成
果
の
刊
行
、
④
わ
が
国
内
外

第
七
節
　
現
代
ア
ジ
ア
研
究
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
九
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六
七
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の
大
学

・
研
究
機
関
と
の
交
流
、
共
同
研
究
な
ど
を
当
面
の
事
業
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
別
記
部
会
こ
と
に
そ
れ

ぞ
れ
分
担
業
務
を
進
め
て
い
る
。

一　
調
査
研
究
部
会
個
別
研
究
会

①
　
ア
ジ
ア
の
伝
統
技
術
研
究
会

こ
れ
ま
で
わ
が
国
に
お
け
る
ア
ジ
ア
地
域
の
伝
統
技
術
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
研
究
は
、
ジ
ョ
セ
フ
‐
ニ
ー
ダ
ム

『
中
国
の
科
学
と

文
明
」
の
翻
訳
紹
介
が
唯

一
の
業
績
に
過
ぎ
な
い
。
わ
が
国
に
お
け
る
低
開
発
地
域
社
会
の
経
済
研
究
の
基
礎
研
究
を
高
め
る
た
め
に

も
、
ま
た
当
該
諸
国

へ
の
技
術
移
転
を
推
進
す
る
た
め
に
も
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
。
当
研
究
会
で
は
先
ず
既
刊
の
イ
ス
ラ
ム
世
界
、

イ
ラ
ン

・
イ
ン
ド

・
韓
国
の
科
学
技
術
史
に
つ
い
て
の
文
献
資
料
を
整
理
し
、
他
方
最
高
水
準
と
評
価
さ
れ
る
研
究
書
の
翻
訳
に
着
手

し
て
い
る
。
今
後
は
順
次
他
地
域
諸
国
に
も
及
ぼ
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

②
　
ア
ジ
ア
の
歴
史
統
計
編
纂
研
究
会

わ
が
国
を
始
め
先
進
工
業
諸
国
に
は
各
種
の
基
礎
統
計
資
料
が
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
研
究
者
が
煩
雑
な
渉
猟
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
行
政
関
係
諸
機
関
、
広
範
な
企
業
関
係
者
に
実
務
遂
行
上
多
大
の
便
益
を
与
え
て
い
る
。
し
か
る
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

に
工
業
化
を
進
め
て
き
た
ア
ジ
ア
諸
国
の
統
計
資
料
は
、
特
定
回
、
特
定
分
野
に
限
定
さ
れ
て
整
備
さ
れ
る
に
止
ど
ま
り
、
こ
の
地
域

諸
国
の
経
済

・
社
会
の
数
量
的
側
面
か
ら
の
研
究
や
行
政
並
び
に
企
業
実
務
者
の
業
務
執
行
に
も
多
大
の
労
苦
を
課
し
て
い
る
現
状
で

あ
る
。
各
国
政
府
の
統
計
資
料
を
第

一
次
資
料
と
し
て
、
先
ず
大
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
か
ら
エ
ジ
プ
ト
ま
で
の
西
ア
ジ
ア
の
統
計
資
料
の

整
備
に
努
め
る
。

③
　
ア
ジ
ア
の
灌
漑
制
度
比
較
研
究
会

ア
ジ
ア
の
農
業
発
展
の
基
礎
に
は
灌
漑
制
度
の
整
備
が
深
く
か
か
わ

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
雨
季
に
南
西
風
に
よ
り
多
大
な
降



水
量
を
得
る
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
み
な
ら
ず
、
南
ア
ジ
ア
か
ら
西
ア
ジ
ア
に
至
る
各
地
域
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
と
り
わ
け

農
地
の
外
延
的
拡
大
が
期
待
で
き
な
い
地
域
に
お
い
て
は
灌
漑
の
整
備
が
農
業
の
安
定
的
生
産
に
欠
か
せ
な
い
要
件
と
な
る
。
そ
れ
は
、

一
九
六
〇

（昭
和
三
五
）
年
代
後
半
に
東
南
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
導
入
さ
れ
た
多
収
量
品
種
育
成
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
各

国
か
ら
代
表
的
な
灌
漑
制
度
を
選
び
、
実
態
調
査
を
行
い
灌
漑
行
政
制
度
、
配
水
制
度
と
村
落
社
会
な
ど
の
問
題
点
を
解
明
す
る
。

④
　
西
ア
ジ
ア

・
地
中
海
に
お
け
る
米
作
社
会
研
究
会

世
界
の
稲
作
地
帯
は
、
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
の
強
い
影
響
を
受
け
る
東

・
東
南

・
南
ア
ジ
ア
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。
し
か
し
生
産
量

を
度
外
視
す
れ
ば
、
そ
の
生
産
地
域
は
極
寒
冷
地
を
除
き
広
く
地
球
全
域
に
わ
た
る
。
こ
の
研
究
会
は
、
西
ア
ジ
ア
乾
燥
地
域
に
あ
る

イ
ラ
ン

・
シ
リ
ア

・
ト
ル
コ
か
ら
地
中
海
地
域
の
パ
ル
カ
ン
半
島

・
イ
タ
リ
ア
半
島

・
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
至
る
非
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
に

お
け
る
米
の
生
産
地
帯

「
米
の
道
」
を
実
地
踏
査
し
、
米
作
社
会
の
諸
問
題
を
解
明
す
る
。

⑤
　
ア
ジ
ア
の
経
済
開
発
研
究
会

戦
後
世
界
を
覆
う
て
い
た
冷
戦
構
造
は
、　
一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
代
後
半
に
な
る
と
ソ
連
邦

・
東
欧
社
会
主
義
圏
か
ら
揺
る
ぎ

だ
し
、　
一
九
九

一
年

一
二
月
二
五
日
ソ
連
邦
の
消
滅
を
以
て
解
体
し
た
。
そ
れ
よ
り
先
、
世
界
経
済
構
造
を
形
づ
く
っ
て
い
た
ブ
レ
ト

ン
‐ウ
ツ
ヅ
体
制
は

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
の
米
ド
ル

・
金
交
換
の
停
止
、　
一
九
七
〇
年
代
の
三
度
の
石
油
危
機
以
降
実
質
的
に

は
資
本
主
義
も
構
造
的
危
機
の
迷
路
を
さ
ま
よ
っ
て
い
る
に
も
さ
も
似
た
状
況
に
見
え
る
。
こ
の
研
究
会
は
、
国
際
政
治

・
経
済
構
造

の
変
化
の
中
で
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
開
発
の
経
過
を
た
ど
り
、
そ
の
成
果
を
開
発
理
論
と
の
対
比
で
歴
史
的
検
証
を
試
み
、
今
後
の
展

望
を
提
示
し
た
い
。

⑥
　
ア
ジ
ア
の
芸
術
研
究
会

ア
ジ
ア
地
域
の
諸
芸
術

（文
学

・
絵
画

・
彫
刻

・
音
楽

・
映
画

・
舞
踊
な
ど
）
を
テ
ー
マ
に
、
作
品
の
鑑
賞
ま
た
は
観
賞

・
分
析
を

第
七
節
　
現
代
ア
ジ
ア
研
究
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七

一



第
六
章
　
学
部
附
置
研
究
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
二

試
み
、
わ
が
国
や
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
地
域
の
諸
芸
術
と
の
関
連
な
ど
を
比
較
芸
術
の
視
点
か
ら
検
証
し
て
い
き
た
い
。

０
　
日

・
越
両
国
の
外
来
文
化
受
容
の
比
較
研
究
会

わ
が
国
と
ベ
ト
ナ
ム
両
国
に
お
け
る
外
来
文
化
―
中
国
文
化
―

の
受
容
と
昇
華
過
程
に
み
る
日

・
越
両
国
の
外
来
文
化
の
特
徴
、
つ

ま
り
は
大
い
な
る
差
異
を
、
と
り
わ
け
漢
語

・
漢
字
の
受
容
に
お
い
て
い
か
な
る
対
応
を
示
し
た
か
。
多
く
の
事
例
を
挙
げ
、
歴
史
的

経
過
を
追
っ
て
比
較
研
究
を
試
み
た
い
。

一
一　
情
報

・
資
料
部
会

当
部
会
は
、
基
礎
資
料
を
収
集
し
、
わ
が
国
内
外
の
研
究
機
関
と
の
刊
行
資
料
の
交
換

・
収
集
を
し
、
そ
れ
ら
を
保
管
す
る
と
と

も
に
広
く
学
内
外
に
公
開
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
こ
れ
が
た
め
の
、
マ
ツ
キ
ン
ト
ツ
シ
ユ
　
Ｅ
Ｃ

・
１
　
一
台
、
マ
ツ
キ
ン

ト
ッ
シ
ュ
　
ク
ラ
シ
ッ
ク

一
台
、
マ
ツ
キ
ン
ト
ツ
シ
ユ
　
ク
ラ
シ
ツ
ク
Ⅱ
　
二
台
の
機
器
を
備
え
、
情
報

・
資
料
の
収
集
、
整
理
を

実
施
し
て
い
る
。

三
　
広
報
出
版
部
会

当
部
会
は
、
調
査

・
研
究
、
収
集
資
料

・
情
報
の
成
果
の
刊
行
を
意
図
し
て
い
る
が
、
差
し
当
た
り
当
学
部
学
生
の
勉
学
に
資
す

る
目
的
を
以
て
、
学
部
が
独
自
に
刊
行
し
た

『
ア
ジ
ア
に
学
ぶ
―

現
地
研
修
の
手
び
き
」

一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
八
二
ペ
ー

ジ
刊
、
九
言
語
そ
れ
ぞ
れ
の
教
本

「
地
域
言
語
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
」
を
補
完

・
補
充
す
る
も
の
と
し
て
左
記
の
書
籍
を
刊
行
し
た
。

″
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
　
２１
１
１
９
９
１
基
礎
教
材
編

″
第
１
号
、　
一
九
九

一
年
、　
一
五
九
ペ
ー
ジ

″
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
　
２１
１
１
９
９
２
基
礎
教
材
編

″
第
２
号
、　
一
九
九
二
年
、
二

一
三
ペ
ー
ジ

当
研
究
所
定
期
刊
行
通
信
誌

″
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
　
２１
　
ニ
ュ
ー
ズ
‘
レ
タ
ー
″
第
１
号
、　
一
九
九

一
年

一
二
月



″
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
　
２１
　
ニ
ユ
ー
ズ
‐
レ
タ
ー

″
第
２
号
、　
一
九
九
二
年

一
一
月

一
九
九
二

（平
成
五
）
年
度
よ
り
、
学
術
資
料
シ
リ
ー
ズ
を
刊
行
予
定
。

四
　
学
術
交
流
部
会

①
　
提
携
研
究
機
関

東
ア
ジ
ア
地
域
　
　
　
韓
国
―
―
高
麗
大
学
校
、
中
国
―
―
北
京
大
学

・
上
海
師
範
大
学

東
南
ア
ジ
ア
地
域
　
　
ベ
ト
ナ
ム
ー
ー
ハ
ノ
イ
総
合
大
学
、
タ
イ
‐―
―
チ

ュ
ラ
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ー

・パ
ジ
ヤ
ジ

ャ
ラ
ン
大
学

南
ア
ジ
ア
地
域
　
　
　
イ
ン
ド
ー

ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ン
大
学
、
パ
ー
キ
ス
タ
ン
ー

カ
ラ
チ
大
学

西
ア
ジ
ア
地
域
　
　
　
イ
ラ
ン
ー

シ
ー
ラ
ー
ズ
大
学
、
エ
ジ
プ
ト
ー

ア
シ
ュ
ー
ト
大
学

②
　
客
員
研
究
員

０
　
テ
ヘ
ラ
ン
大
学
社
会
学
部
副
学
部
長
　
〓
①
Ｅ
一↓
”
】①σ
氏
、
受
け
入
れ
期
間
　
一
年

０
　
ハ
ノ
イ
総
合
大
学
外
国
語
学
部
ベ
ト
ナ
ム
語
学
科
教
員

ｚ
∞
ｏ
、「〓
聟
３

ゴ
こ
氏
、
受
け
入
れ
期
間
　
一
年

０
　
中
国
安
徽
師
範
大
学
歴
史
系
副
教
授
　
唐
　
力
行
氏
、
受
け
入
れ
期
間
　
二
月

③
　
当
研
究
所
訪
問
外
来
者

そ
の
ほ
か
、
大
学
創
立
七
〇
周
年
記
念
事
業
の
う
ち
、
「
学
術
調
査
」
に
仮
称
、
「
二

一
世
紀
に
お
け
る
民
族
と
国
民
」
の
構
想
を
ま
と

め
、
全
学
的
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

第
七
節
　
現
代
ア
ジ
ア
研
究
所

六
七
三



第
六
章
　
学
部
附
置
研
究
所

〔付
表
〕

○
大
東
文
化
大
学
現
代
ア
ジ
ア
研
究
所
規
程

（平
成
二
年

一
二
月

一
九
日
制
定
）

第

一
章
　
総
則

（所
在
）

第

一
条
　
大
東
文
化
大
学
国
際
関
係
学
部
内
に
、
大
東
文
化
大

学
現
代
ア
ジ
ア
研
究
所

（
以
下

「
研
究
所
」
と
い
う
）
を

置
く
。

（目
的
）

第

二
条
　
研
究
所
は
、
現
代
ア
ジ
ア
に
関
す
る
学
術
研
究
お
よ

び
こ
れ
に
関
す
る
諸
事
業
を
行
い
、
研
究
成
果
を
社
会

へ

還
元
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（事
業
）

第
二
条
　
研
究
所
は
、
次
の
事
業
を
行
う
。

一
　

研
究

・
調
査
の
実
施
お
よ
び
そ
の
受
託

二
　
資
料
の
収
集

・
整
備
お
よ
び
そ
の
保
管

・
公
開

三
　
他
大
学
お
よ
び
研
究
機
関
と
の
交
流
並
び
に
共
同
研
究

四
　
研
究

。
調
査
の
成
果
の
刊
行

六
七
四

五
　
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
二
章
　
職
員

（種
類
）

第
四
条
　
研
究
所
に
次
の
職
員
を
置
く
。

一
　

所
長
　
　
　
一
名

一
一　
研
究
員
　
　
若
干
名

三
　
事
務
室
長
　
一
名

四
　
事
務
職
員
　
若
干
名

（所
長
お
よ
び
所
長
の
職
務
代
行
）

第
五
条
　
所
長
は
、
国
際
関
係
学
部
長
が
兼
ね
る
も
の
と
し
、
学

長
が
こ
れ
を
命
ず
る
。

２
　
所
長
は
、
研
究
所
の
業
務
を
統
括
し
、
研
究
所
を
代
表
す

る

。

３
　
所
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
ま
た
は
所
長
が
欠
け
た
と
き
は
、

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
し
た
者
が
、
所
長
の
職
務
を
代
行

す
る
。

（研
究
員
）



第
六
条
　
研
究
員
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　

専
任
研
究
員

（国
際
関
係
学
部
専
任
教
員
と
し
て
の
本

務
を
も
つ
研
究
員
）

二
　
兼
担
研
究
員

（国
際
関
係
学
部
以
外
の
本
学
専
任
教
員

と
し
て
の
本
務
を
も
つ
研
究
員
）

三
　
学
外
研
究
員

（本
学
の
専
任
教
員
以
外
の
研
究
員
）

四
　
客
員
研
究
員

（国
外
の
大
学
お
よ
び
研
究
機
関
か
ら
派

遣
さ
れ
た
研
究
員
）

２
　
専
任
研
究
員
、
兼
担
研
究
員
お
よ
び
学
外
研
究
員
の
任

期
は
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

３
　
客
員
研
究
員
の
任
期
は
、
原
則
と
し
て

一
年
以
内
と
す

る
。
た
だ
し
、
必
要
に
応
じ
て
延
長
を
認
め
る
こ
と
が
で

き

る

。

４
　
研
究
員
は
、
研
究
部
会

・
運
営
委
員
会
お
よ
び
国
際
関

係
学
部
教
授
会
の
議
を
経
て
、
学
長
が
委
嘱
す
る
。

（事
務
室
等
）

第
七
条
　
研
究
所
に
研
究
室
、
資
料
室
お
よ
び
事
務
室
を
置
く
。

第
二
章
　
研
究
部
会

第
七
節
　
現
代
ア
ジ
ア
研
究
所

（研
究
部
会
）

第
八
条
　
研
究
所
に
研
究
部
会
を
置
く
。

２
　
研
究
部
会
は
専
任
研
究
員
を
も

っ
て
組
織
す
る
。

３
　
研
究
部
会
に
部
会
長
を
置
く
。

４
　
部
会
長
は
、
専
任
研
究
員
の
互
選
に
基
づ
き
、
所
長
が
委

嘱
す
る
。

５
　
部
会
長
の
任
期
は
二
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

６
　
部
会
長
は
部
会
を
招
集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

７
　
研
究
部
会
に
幹
事
を
置
き
、
専
任
研
究
員
が
こ
れ
に
あ
た

る

。

（業
務
）

第
九
条
　
研
究
部
会
は
、
運
営
委
員
会
の
委
任
に
基
づ
き
、
研
究

所
の
研
究
事
業
計
画
の
事
項
の
審
議
決
定
お
よ
び
研
究
員
を
組

織
し
、
研
究

・
調
査
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
計
画

・
実
施
に
あ
た
る
。

第
四
章
　
運
営
委
員
会

（運
営
委
員
会
）

第
十
条
　
研
究
所
に
運
営
委
員
会
を
置
く
。

２
　
運
営
委
員
会
は
次
の
者
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

六
七
五



第
六
章
　
学
部
附
置
研
究
所

一
　

所
長

（国
際
関
係
学
部
長
）

一
一　
国
際
関
係
学
部
各
学
科
主
任

二
　
部
会
長

四
　
国
際
関
係
学
部
教
授
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
教
員
若
干
名

３
　
運
営
委
員
会
に
幹
事
を
置
き
、
事
務
室
長
が
こ
れ
に
あ

た
る
。

（審
議
事
項
）

第
十

一
条
　
運
営
委
員
会
は
、
次
の
事
項
を
審
議
す
る
。

一
　

研
究
所
の
運
営
の
基
本
方
針
に
関
す
る
事
項

一
一　
研
究
所
の
事
業
計
画
に
関
す
る
事
項

三
　
研
究
所
の
人
事
に
関
す
る
事
項

四
　
研
究
所
の
予
算
に
関
す
る
事
項

五
　
そ
の
他
所
長
か
ら
付
議
さ
れ
た
事
項

（招
集
）

エハ
ル］
ユハ

第
十

二
条
　
運
営
委
員
会
は
、
所
長
が
招
集
し
、
そ
の
議
長
と
な

る

。（報
告
書
）

第
十
三
条
　
所
長
は
、
毎
年
度
末
に
運
営
委
員
会
に
お
い
て
承
認

さ
れ
た
当
該
年
度
の
報
告
書
お
よ
び
次
年
度
の
事
業
計
画
書
を

学
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
章
　
規
程
の
改
正

第
十
四
条
　
こ
の
規
程
の
改
正
は
、
運
営
委
員
会
お
よ
び
国
際
関

係
学
部
教
授
会
の
議
を
経
て
、
理
事
会
の
決
議
に
よ
り
行
う
。

附
則

１
　
こ
の
規
程
は
、
平
成
三
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
規
程
が
実
施
さ
れ
る
当
初
の
研
究
員
の
委
嘱
は
、
第

六
条
第
四
項
の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
国
際
関
係
学
部
教
授
会

の
議
を
経
て
、
学
長
が
行
う
。

［
員
保
潤

一
郎
］
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第

一
節
　
大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校

０
一　
現
在
ま
で
の
経
緯
と
諸
問
題

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
、
大
東

一
高
は
創
立
三
〇
周
年
を
迎
え
た
。
人
生
に
た
と
え
れ
ば
正
に
壮
年
の
域
に
達
し
、
心
身
と
も
に
充

実
し
た
時
で
、
今
後
、
更
に
円
熟
し
て
い
く
べ
き
段
階
に
至
つ
た
。
時
あ
た
か
も

「
新
教
育
課
程
の
改
訂
」
を
間
近
に
控
え
、
社
会
の
多

方
面
か
ら
二

一
世
紀
に
向
け
て
の
特
色
あ
る
私
学
づ
く
り
が
待
望
さ
れ
て
い
る
。

顧
み
れ
ば
、
こ
の
三
〇
年
間
に
い
く
つ
か
の
分
岐
路
が
あ
つ
た
。　
一
九
七
〇

（昭
和
四
五
）
年
、
旧

一
号
館
か
ら
現
在
地

へ
の
新
校
舎

建
設
に
伴
う
財
政
問
題
や
教
育
内
容

・
生
活
指
導
の
変
化
と
対
応
策
、
更
に
各
種
の
附
属
的
教
育
施
設
、
と
り
わ
け
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
拡
充

や
確
保
を
め
ぐ
つ
て
の
討
議
、
あ
る
い
は
大
東
文
化
大
学
と
の
教
学
組
織
の
強
化
、
対
大
学

へ
の
推
薦
入
試
の
あ
り
方
な
ど
を
め
ぐ
り
多

年
の
論
議
検
討
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
つ
ど
根
本
的
対
策
や
次

へ
の
展
望
が
見
ら
れ
な
い
ま
ま
、
そ
の
時
点
に
お
け
る

一
高
教
職
員
の
最

善
で
ぎ
り
ぎ
り
の
対
応
策
で
何
と
か
乗
り
切
つ
て
き
た
。
此
の
間
、
生
徒
の
気
質
や
行
動
様
式
も
社
会
情
勢
の
流
れ
の
中
で
目
ま
ぐ
る
し

く
変
質
し
、
そ
の
教
育
の
難
し
さ
や
奥
深
さ
を
現
場
教
師
に
投
げ
か
け
た
。
草
創
期

（
一
九
六
二

〈
昭
和
三
七
〉
～

一
九
六
六

〈
昭
和
四

一
〉
年
）
の
生
徒
を
あ
え
て

一
言
で
表
現
す
れ
ば

「
個
性
豊
か
、
覇
気
旺
盛
、
而
し
て
侍
多
し
」
、
激
動
期

（
一
九
六
七

〈
昭
和
四
二
〉

～

一
九
七
九

〈
昭
和
五
四
〉
年
）
の
生
徒
は

「
個
性
豊
か
で
は
あ
る
が
、
精
神
的
消
化
不
良

（三
無
主
義
）
で
、
他
者
依
存
型
多
し
」
、

次
の
安
定
期

（
一
九
八
〇

〈
昭
和
五
五
〉
～

一
九
九

一

〈
平
成
三
〉
年
）
は

「
知
力
向
上

・
個
性
埋
没

（甘
え
の
構
造
）
、
而
う
し
て
自

第

一
節
　
大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校

六
七
九
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六
八
〇

己
主
張
型
多
し
」
と
で
も
い
え
よ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
生
徒
た
ち
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
三
〇
年
の
流
れ
の
間
、　
一
高
内
部
で
は
数
多
く
の
教
育
問
題
に
直
面
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
苦
労
し
た
も
の
を
掲
げ
る
と
、
①

校
内
に
お
け
る

「評
価

・
評
定
の
あ
り
方
」
（特
に

「
平
常
授
業
で
の
評
価
方
法
」
を
め
ぐ
つ
て
）
の
検
討
、
②

「期
待
さ
れ
る
人
間
像
」

に
伴
う
生
徒
と
し
て
の

「ま
じ
め
像
」
に
関
し
て
の
論
議
、
③
学
力
増
進
を
図
る
た
め
の
対
応
と
し
て
、
補
習

・
講
習
を
い
か
に
進
め
る

か
、
④

「
習
熟
度
別
授
業
形
態
の
導
入
と
展
開
」
（国
語

。
英
語
に

一
部
導
入
）
―
―
能
力
別
ク
ラ
ス
編
成
と
の
か
か
わ
り
な
ど
論
議
、

⑤

「
選
択
制
導
入
と
展
開
」
（実
態
は
学
校
指
定
に
よ
る
選
択
制
―

‐社
会
科
で

一
部
導
入
）
、
⑥
校
則
改
訂

・
生
徒
規
則
と
心
得
の
検

討
、
⑦

「懲
戒
」
「体
罰
」
に
対
す
る
対
応
と
事
後
指
導
の
問
題
、
③

「
い
じ
め
」
「登
校
拒
否
生
徒
」
の
扱
い
と
指
導
方
法
、
⑨
ク
ラ
ブ

活
動
に
伴
う
施
設

・
顧
間
、
練
習
時
間
、
引
率
出
張
な
ど
の
問
題
、
⑩
大
束
文
化
大
学

へ
の
推
薦
入
試
対
策
と
事
後
の
学
力
増
進
指
導
の

検
討
、
①
学
校
行
事

（オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
ー
校
内
か
ら
学
外
施
設
利
用
）

・
（文
化

・
体
育
両
祭
―
特
に
体
育
祭
の
場
所
問
題
）

・

（
シ
ー
ズ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ー
単
位
化
↓
実
施
打
ち
切
り
方
向
）

。
（修
学
旅
行
ｌ
国
内
か
ら
中
国
に
向
け
て
）
の
内
容
と
指
導
体
制
の
研
究

と
工
夫
、
⑫

一
九
八
九

（平
成
元
）
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
国
際
交
流

（Ｎ
Ｚ

・
ア
ボ
ン
デ
イ
ル

・
カ
レ
ツ
ジ
と
提
携
）
に
伴
う
受
け
入
れ

態
勢

・
指
導
問
題
、
な
ど
で
あ
つ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
論
議
に
加
え
て
一
高
の
教
育
現
場
を
語
る
時
、
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
に
、
職
場
の
労
働

条
件
の
改
善
と
教
研
活
動
の
足
跡
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
当
然
、
組
合
活
動
が
基
盤
と
な
つ
て
展
開
さ
れ
た
が
、
単
な
る
労
働
問
題

だ
け
で
な
く
生
徒
と
直
結
す
る
教
育
活
動
が
か
か
わ
つ
て
い
た
。
例
え
ば
、
①
学
費
改
正
の
問
題
、
②
各
種
研
修
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
③
公
費
助
成
運
動
の
推
進

（父
母
と
地
域
社
会
と
の
協
力
）、
④
入
試
体
制
の
改
善

夫
口
理
化
、
⑤
校
務
分
掌
の
部
長

・
主
任
の
互

選
制
の
確
立
、
⑥
教
育
環
境

・
施
設
の
整
備
改
善
の
要
求
、
⑦
各
分
野
に
お
け
る
教
員
研
修
会
の
開
催
、
③
対
父
母
と
校
内
相
談
や
パ
ネ

ル
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
の
主
催
、
⑨

「
五
日
制
」
導
入
を
め
ぐ
る
先
行
的
研
究
、
⑩
新
校
舎
建
設
に
向
け
て

一
高
発
展
試
案
の
作
成
、



等
々
に
関
す
る
粘
り
強
い
討
議
の
積
み
重
ね
の
経
緯
が
、　
一
高
の
潜
在
的
教
育
指
導
体
制
の
向
上
と
な

つ
て
い
る
こ
と
は
、
確
か
な
歴
史

ル
）
い

えヽ

卜
で
つ

。

０

今
後
の
課
題
と
展
望

一
九
九
四

（平
成
六
）
年
度
か
ら

「
高
等
学
校
新
学
習
指
導
要
領
」
が
実
施
さ
れ
る
。
そ
の
際
の
基
本
理
念
は
、
こ
れ
か
ら
の
二

一
世

紀
を
見
す
え
た
国
際
社
会
の
平
和

・
協
調
推
進
の
た
め
の
人
間
教
育
が
基
盤
と
な

つ
て
い
る
。
そ
の
達
成
の
た
め
の
教
育
目
標
が
次
の
よ

う
に
掲
げ
ら
れ
た
。

一
　

心
豊
か
な
人
間
の
育
成

一　

基
礎

・
基
本
の
重
視
と
個
性
を
生
か
す
教
育
の
充
実

一　

自
己
教
育
力
の
育
成

一　

文
化
と
伝
統
の
尊
重
と
国
際
理
解
の
推
進

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
教
育
全
般
の
目
標
を
達
成
さ
せ
る
た
め
、
大
東

一
高
が
私
学
教
育
の
中
で
、
他
の
私
学
と

一
線
を
画
し
特
色
あ
る

校
風
を
増
進
さ
せ
な
が
ら
、
如
何
な
る
教
育
理
念
と
指
導
体
制
、
指
導
政
策
を
も
つ
て
学
校
づ
く
り
を
す
る
か
に
再
生
の
道
が
か
か
つ
て

い
る
。
そ
も
そ
も

一
高
建
学
の
主
旨
は

「
道
に
依

つ
て
建
て
ら
れ
、
道
に
依

つ
て
生
き
、
道
に
依
つ
て
運
営
さ
れ
る
」
べ
き
大
東
文
化
建

学
の
精
神
を
基
に

「
三
本
の
柱
」
、
即
ち

「
剛
健
の
気
風
」
「
中
正
の
思
想
」
「
努
力
の
習
性
」
を
校
訓
と
し
て
、
智
徳
に
優
れ
、
心
身
と

も
に
健
康
で
、
何
事
に
も
努
力
を
惜
し
ま
ぬ
実
践
力
を
も
つ
て
新
時
代
を
拓
り
開
き
、
平
和
国
家
形
成
の
推
進
者
た
る
人
材
の
育
成
に
目

標
を
お
き
、
な
お
か
つ
、
そ
の
教
育
の
場
が
高
校

，
大
学
を
通
し
て
の

一
貫
教
育
に
依
る
も
の
と
し
て
い
る
。

第

一
節
　
大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校

六
八

一
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八
二

今
、
校
内
の
教
職
員
は
、
こ
れ
ら
の
理
念
を
踏
ま
え
て
何
回
も
何
回
も
論
議
修
正
を
重
ね
な
が
ら
、
今
後
の
よ
り
良
い

一
高
教
育
を
目

ざ
し
て
現
在
に
至
つ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
具
体
策
の
第

一
を
掲
げ
る
と
、
三
代
目
坂
本
学
校
長
以
来
、
長
年
に
わ
た
つ
て
要
請
し
て

き
た
こ
と
は
、
「
大
学
の
完
全
な
る
附
属
校
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
を
通
し
、
学
力
と
協
調

性
を
自
主
的
に
育
て
、　
一
高
生
が
大
学
に
お
け
る
学
問
研
究
や
精
神
面
の

「
核
」
と
し
て

一
貫
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
第
二
は
、
正
に
益
々
多
様
化
す
る
社
会
の
中
で
、
将
来
、
世
の
中
に
貢
献
で
き
る

「
一
粒
の
麦
」
を
育
成
す
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
展
開
で
あ
る
。
即
ち
個
性
伸
長
教
育
を
ね
ら
つ
た

（完
全
な
）
「
自
由
選
択
制
」
や

「
少
人
数
制
学
習
方
法
」
を
積
極
的
に
導
入
し

「
自
主
的
に
学
ぶ
力

・
喜
び
」
を
養
う
。
ま
た
そ
の
た
め
の

一
助
と
し
て
、
高
校

・
大
学

一
貫
体
制
を
押
し
進
め
、
大
学
教
員
に
よ
る
特

別
講
座
の
設
置
な
ど
が
実
現
さ
れ
、
幅
広
い
教
育
の
交
流
が
広
が
れ
ば
、
今
日
的
偏
差
値
重
視
主
義
に
よ
る
大
学
入
試
体
制
に
も

一
つ
の

楔
が
打
ち
込
ま
れ
る
可
能
性
も
期
待
で
き
る
。
第
三
は
、
「
男
女
共
学
」
へ
の
教
育
形
態

へ
の
志
向
で
あ
る
。
近
年
に
お
け
る
女
子
の
社

会
的
進
出
の
増
大
と
、
そ
の
活
躍
の
実
績
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
つ
て
、
そ
の
現
象
が
必
然
的
に
女
子
の
大
学
進
学
率
を
著
し
く
伸
長

さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
伝
統
あ
る
文
科
系
学
部

・
学
科
を
有
す
る
大
東
文
化
大
学
に
期
待
す
る
多
く
の
女
子
潜
在
層
が
あ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。　
一
高
内
で
は
、
こ
の
よ
う
な
潮
流
を
認
識
す
る
中
で
、
次
の
世
代
を
担
う
若
者
は
二

一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
男

女
両
性
の
調
和
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
形
成
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
今
こ
そ
真
剣
に

「
男
女
共
学
」
論
を
再
検

討
し
よ
う
と
い
う
総
意
に
至
つ
て
い
る
。
第
四
は
、
既
に
実
績
継
続
中
の

「
三
位

一
体
」
教
育
の
再
認
識
と
、
新
時
代
に
即
応
し
た
生
徒

指
導
や
父
母
と
の
提
携
内
容
の
吟
味
修
正
で
あ
る
。
つ
ま
り
従
来
の
現
場
教
師
が
骨
身
を
削

つ
て
行

つ
て
き
た

「
面
倒
見
の
よ
い
教
育
」

（温
か
い
指
導
）
、
「
厳
し
い
躾
」
、
「
ま
じ
め
な
校
風
」
か
ら
、　
一
歩
前
進
し
て
生
徒
に
自
己
を
見
つ
め

（自
己
の
内
面
や
特
性
に
心
の
目

を
向
け
る
）
、
自
己
の
将
来
を
自
分
で
考
え
ら
れ
る
精
神
的
教
育
環
境
を
与
え
、
生
徒
た
ち
が
生
徒
の
声
で
教
師
や
学
校
と
対
話
で
き
る

「
自
主
性
の
伸
長
」
を
、
こ
こ

一
〇
年
の
流
れ
の
中
で
育
成
す
る
努
力
を
行
つ
て
き
た
。
し
か
し
精
神
的
寺
子
屋
教
育
は
既
に
限
界
を
超



え
た
。
今
後
は
い
か
に
生
徒
た
ち
に
、
各
種
の
諸
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
な
教
育
的
活
動
空
間
や
施
設

・
設
備
の
提
供
こ
そ
が
、

急
務
の
課
題
と
な
つ
て
い
る
。

さ
て
、
教
育
が
国
家
百
年
の
大
計
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
の
九
月

一
二
日
、
全
国
の
公
立
小

・

中

・
高
校
で

一
斉
に
土
曜
休
日
が
実
施
さ
れ
た
。
「
学
校
五
日
制
」
で
あ
る

（当
面
は
月

一
回
、
次
の
段
階
で
隔
週
、
そ
し
て
将
来
完
全

五
日
制
）
。
こ
の
制
度
に
関
し
て
も
、
多
く
の
私
学
で
は
積
極
的
、
水
面
下
の
両
方
を
含
め
て
相
当
な
る
検
討

・
論
議
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
も
と
も
と

「
五
日
制
施
行
」
の
背
景
は
、
先
進
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
労
働
時
間
過
多
に
対
す
る
批
判

（日
本
経
済
の
急
速
、

か
つ
高
度
成
長
に
対
す
る
外
圧
）
を
緩
和
す
る
と
こ
ろ
に
あ

つ
て
、
そ
の
社
会
的
政
策
と
し
て
一
部
企
業
を
皮
切
り
に
、
官
公
庁

・
金
融

業
界
の
週
休
二
日
制
の
延
長
が
教
育
部
門
に
至
つ
た
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
状
の
中
で
、
「
五
日
制
」
を
意
識
し
て
い
る
私
学

の
多
く
は
、
授
業
時
数
減
少
か
ら
く
る
学
習
指
導
不
足
に
伴
う
学
力
低
下
を
懸
念
し
、
土
曜
休
日
に
か
わ
る
べ
き
授
業
時
数
の
確
保
、
学

校
行
事
の
配
置
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
け
る
指
導
体
制
な
ど
の
問
題
を
、
更
に
父
母
へ
の
理
解
と
協
力
対
策
、
ま
た
土
曜
日
の
学
校
施
設
の

開
放
か
閉
鎖
か
の
問
題

（地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り
）
、
教
職
員
の
労
働
条
件
な
ど
山
積
み
す
る
課
題
に
向
け
て
精
力
的
に
検
討
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
る
に

一
高
で
は
、
現
場
の
教
職
員
が
独
自
の
立
場
で
研
修

・
論
議
を
進
め
て
い
る
程
度
で
、
学
園
レ
ベ
ル
で
の
高

所
的
展
望
に
は
至
つ
て
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
教
育
は
良

い
意
味
の
先
取
り
で
あ
ろ
う
。　
一
高
が
次
の
世
代
を
担
う
子
弟
や
、
そ
の
父
母
、
地
域
社
会
の

「
夢
と
期
待
」

に
沿
つ
て
、
い
か
な
る
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
ー
を
持
っ
た

「
教
育
の
森
」
を
形
成
す
る
か
は
、　
一
に
学
園
当
局
の
短
期

・
長
期
的
教
育
展

望
の
施
策
と
、
わ
れ
わ
れ
現
場
に
お
け
る
教
職
員
の
た
ゆ
ま
ざ
る
研
鑽
と
努
力
実
践
の
共
同
作
業
に
か
か
つ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

大
東

一
高
の
向
上

・
発
展
は
、
学
園
全
体
の
発
展
に
必
ず
寄
与
で
き
る
も
の
と
信
じ
る
。
新
し
い
器

（新
校
舎
）
と
伝
統
あ
る
理
念
、

そ
し
て
情
熱
を
持

つ
た
教
職
員
に
よ
る

一
高
教
育
を
更
に
飛
躍
さ
せ
る
た
め
に
、
学
園
当
局
の
財
政
投
資
と
父
母
、
卒
業
生
、
加
え
て
後

第

一
節
　
大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校

六
八
三



第
七
章
　
学
園
設
置
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
四

援
会
や
地
域
社
会

の
皆
様

の
熱

い
支
援
を
信
じ
、
大
東

一
高

の

「
再
生
」
に
向
か

っ
て
、　
一
歩

一
歩
確
実
に
前
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

〈資
料
〉

学
校
年
表

（
一
九
八
三
年
度
～

一
九
九
二
年
度
）

主な教育計画・校内行事等 トピックス

五
月

一
五
日

（日
）

五
月
二
〇
日

（月
）

六
月

一　
一
日

（土
）

七
月
　
九
日

（土
）

七
月
　
二
日

（土
）

九
月

一
六
日

（金
）

一
〇
月
二
二
日

（土
）

一
月
　
一
日

一
月
二

日

一
月
二
二
日

二
月

一
二
日

二
月

一
四
日

二
月
二
〇
日

二
月
二
二
日

二
月
　
四
日

（火
）

（月
）

（火
）

（月
）

（水
）

（月
）

（水
）

（
日
）

～

一
七
日

（火
）

一
年
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
実
施

～
六
月
二
五
日

（土
）
　

教
育
実
習
実
施

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
参
観
授
業
、
学
級
懇
談
会

～

一
六
日

（土
）
　

一
年
水
泳
実
習
（弓
ケ
浜
）

～
八
日

（本
）
　

二
年
修
学
旅
行

（九
州
方
面
）

～

一
八
日

（日
）
　

文
化
祭
実
施

生
徒
指
導
研
修
会

（講
師
　
小
笠
原
英
二
郎
氏
）

～
二
日

（水
）
　

体
育
祭

マ
ラ
ソ
ン
大
会

（狭
山
湖
）

大
東
大
推
薦
試
験

～

一
四
日

（水
）
　

　

二
年
ス
ケ
ー
ト
実
習

大
東
大
推
薦
合
否
発
表

入
学
試
験

入
試
合
格
発
表

卒
業
式

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
度

～

一
二
日

（本
）
一
年
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施

参
観
授
業
、
学
級
懇
談
会

教
育
実
習
実
施

視
聴
覚
教
室

（練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー
）

教
養
講
座

（大
東
大
　
栗
原
教
授
）

～

一
六
日

（月
）
　

　

一
年
水
泳
実
習

（弓
ケ
浜
）

～
七
日

（金
）
　
　
二
年
修
学
旅
行

（九
州
方
面
）

～
三
〇
日

（日
）
　

文
化
祭

自
転
車
安
全
点
検
実
施

～
二
日

（金
）
　

体
育
祭

大
東
大
推
薦
入
試

教
養
講
座

（大
坂
　
泰
校
長
代
行
）

マ
ラ
ソ
ン
大
会

～

一
二
日

（水
）
　
　
二
年
ス
ケ
ー
ト
実
習

入
学
試
験

入
試
合
格
発
表

卒
業
式

四
月

一
〇
日

六
月
　
二
日

六
月
　
四
日

六
月
　
七
日

六
月

一
三
日

七
月

一
一
日

九
月
　
二
日

九
月
二
九
日

一
〇
月
　
九
日

二

月
　
一
日

一
一
月
二
〇
日

二

月
二

日

一
一
月
二
二
日

一
二
月

一
〇
日

二
月
二
〇
日

二
月
二
二
日

二
月
　
三
日

（火
）

（土
）

（月
）

（本
）

（水
）

（月
）

（月
）

（土
）

（火
）

（本
）

（火
）

（水
）

（本
）

（月
）

（水
）

（金
）

（日
）

一
九
八
四

（昭
和
五
九
）
年
度



教職員の着任・退職など

二
月
二

一
日

（本
）

四
月
　
一
日

（金
）

坂
本
　
通
校
長
退
任

清
原
道
壽
校
長
就
任

大
坂
　
泰
副
校
長
就
任

清
原
道
壽
校
長
退
任

二
月
二

一
日

（土
）

学内外の動き 校務の推移 顕著な特別教育活動・部活動 教育システム等の変遷経緯

四
月
　
一
日

（金
）

三
月
二

一
日

（土
）

清
原
道
壽
学
長
就
任

清
原
道
壽
学
長
退
任

二
月
　
九
日

（本
）
～

一
〇
日

（金
）

大
東
文
化
大
学
入
学
試

験
に
伴
う
臨
時
休
業

四
月

日

月

大
坂
　
泰
校
長
代
行
就
任

桐
生
隆
文
教
頭
就
任

（
一
一
月
退
任
）

月 月

山
田
富
朗
教
頭
就
任

大
坂
　
泰
校
長
就
任

一
一
月

一
八
日

（日
）
　
　
ラ
グ
ビ
ー
部
東
京
都
大
会
優
勝

第

一
節
　
大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校

六
八
五



第
七
章
　
学
園
設
置
学
校

主な教育計画・校内行事等 トピックス

四
月

一
〇
日

（水
）
～

一
二
日

（金
）

一
年
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
実
施

五
月
二
七
日

（月
）
～
六
月
二
二
日

（土
）
　

教
育
実
習
実
施

六
月
　
一
日

（土
）
　

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

六
月
　
八
日

（土
）
　

参
観
授
業
、
学
級
懇
談
会
、　
一
年
中
学
母

校
訪
間

四
月

一
〇
日

（本
）
～

一
二
日

（土
）

一
年
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
実
施

五
月

一
七
日

（土
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

五
月
二
六
日

（月
）
～
六
月
二

一
日

（土
）
　

教
育
実
習
期
間

六
月

一
七
日

（月
）

七
月

一
〇
日

（水
）

七
月

一
二
日

（金
）

八
月
二
〇
日

（火
）

九
月
　
四
日

（水
）

九
月
二
七
日

（金
）

一
〇
月
二
六
日

（土
）

一
一
月
二
〇
日

（本
）

一
一
月
二
二
日

（金
）

一
二
月

一
四
日

（土
）

一
二
月

一
六
日

（月
）

一
月
　
八
日

（水
）

二
月
二
〇
日

（本
）

二
月
二
二
日

（土
）

二
月
　
二
日

（日
）

六
月
　
七
日

六
月

一
一
日

七
月

一
一
日

八
月
二
〇
日

九
月
　
二
日

九
月
二
七
日

一
月

一
三
日

一
月

一
七
日

一
月
二
八
日

一月
　
五
日

一月

一
五
日

一月
二
〇
日

視
聴
覚
教
室

（練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー
）

～

一
三
日

（土
）
　

　

一
年
水
泳
実
習
（弓
ケ
浜
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

（大
東
文
化
会
館
）

～
二
九
日

（本
）
　

夏
期
嬬
恋
宿
泊
講
習
会

～
九
日

（月
）
　

二
年
修
学
旅
行

（九
州
方
面
）

～
二
九
日

（日
）
　

　

文
化
祭

初
め
て
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
全
校
参
加

大
東
大
推
薦
入
試

マ
ラ
ソ
ン
大
会

（森
林
公
園
）

大
東
大
推
薦
合
否
発
表

～

一
八
日

（水
）
　

　

二
年
ス
ケ
ー
ト
実
習

ラ
グ
ビ
ー
部
優
勝
報
告
会
の
た
め
始
業
式
は

九
日
に
延
期

入
学
試
験

入
試
合
格
発
表

卒
業
式

参
観
授
業
、
学
級
懇
談
会

視
聴
覚
教
室
、　
一
年
中
学
母
校
訪
問

～

一
七
日

（本
）
　

　

一
年
水
泳
実
習

（弓
ケ
浜
）

～
二
九
日

（金
）
　

　

夏
期
嬬
恋
宿
泊
講
習
会

～
八
日

（月
）
　

　

二
年
修
学
旅
行

～
二
八
日

（日
）
　

　

文
化
祭

大
東
大
推
薦
入
試

避
難
訓
練

マ
ラ
ソ
ン
大
会

大
東
大
推
薦
発
表

～

一
七
日

（水
）
　

　

二
年
ス
ケ
ー
ト
実
習

入
学
試
験

入
試
合
格
発
表

卒
業
式

一月
二
二
日

（金
）

二
月
　
八
日

（日
）

（土
）

（水
）

（金
）

（水
）

（水
）

（土
）

（本
）

（月
）

（金
）

（金
）

（月
）

（水
）

一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年
度

一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
度

上ハ
ｎ
ハ
エハ



教職員の着任・退職など 学内外の動き 校務の推移 顕著な特別教育活動・部活動 教育システム等の変遷経緯

四
月
　
一
日

（月
）
　

　

桑
原
　
淳
副
校
長
就
任

二
月
二
八
日

（金
）

六
月
二
〇
日

（金
）

ラ
グ
ビ
ー
部
優
勝
祝
賀
会

下
田
博

一
理
事
長
就
任

九
月
二
八
日

（土
）
　

東
京
都
監
査

二
月
　
八
日

（土
）
～
九
日

（日
）

大
東
文
化
大
学
入
学
試
験
に

伴
う
臨
時
休
業

一
一
月

一
七
日

（日
）

一
月
七
日

（火
）

ラ
グ
ビ
ー
部
東
京
大
会
優
勝

第
六
五
回
全
国
ラ
グ
ビ
ー
大
会
優
勝

対
本
郷
　
八
対
〇

二
年
生
対
象

「
習
熟
度
別
編
成
授
業
」
シ
ス
テ
ム
（国
語

・
英
語

の

一
部
）
ス
タ
ー
ト

八
月
二
〇
日

（火
）
よ
り
夏
期
嬬
恋
宿
泊
講
習
会
始
ま
る

二
月
二

一
日

（火
）
　

香
坂
順

一
学
長
退
任

六
月
二
六
日

（本
）

ア
メ
リ
カ

・
ワ
シ
ン
ト
ン
州
、
ケ
ン
ト
ウ
ツ
ド

高
校
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
副
校
長
来
校

私
学
祭

一
〇
月
二
三
日

（本
）

一
一
月
二
三
日

（日
）
　
　
ラ
グ
ビ
ー
部
東
京
都
大
会
優
勝

「
新
教
育
課
程
」
「
コ
ー
ス
制
」
施
行

第

一
節
　
大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校

六
八
七



第
七
章
　
学
園
設
置
学
校

主な教育計画・校内行事等トビックス

四
月

一
〇
日

五
月
二
五
日

五
月
二
五
日

五
月
二
七
日

五
月
二
〇
日

六
月

一
三
日

六
月

一
七
日

七
月

一
一
日

八
月
二
〇
日

九
月
　
一
日

九
月
　
三
日

九
月
二
六
日

一
月
　
二
日

一
月

一
二
日

一
月
二
七
日

二
月

一
四
日

二
月
二
〇
日

二
月
二
二
日

二
月
　
六
日

～

一
三
日

（月
）

一
年
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン

～
六
月
二
〇
日

（土
）
　

教
育
実
習

卒
業
生
と
懇
談
会

（東
松
山
校
舎
）

校
外
授
業

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

参
観
授
業
、
学
級
懇
談
会
、　
一
年
中
学
母
校

訪
間

視
聴
覚
教
室

「植
村
直
巳
物
語
」

～

一
七
日

（金
）
　

　

一
年
水
泳
実
習

～
二
九
日

（土
）
　

夏
期
嬬
恋
宿
泊
講
習
会

防
災
訓
練

～
八
日

（火
）
　

　

二
年
修
学
旅
行

～
二
七
日

（日
）
　

文
化
祭

体
育
祭

（東
松
山
校
舎
）

大
東
大
推
薦
入
試

大
東
大
推
薦
合
否
発
表

～

一
六
日

（水
）
　

　

二
年
ス
ケ
ー
ト
実
習

入
学
試
験

入
試
合
格
発
表

卒
業
式

（金
）

（月
〉

（月
）

（水
）

（土
）

（土
）

（水
）

（土
）

（本
）

（火
）

（木
）

（土
）

（火
）

（木
）

（金
）

（月
）

（土
）

（土
）

（日
）

一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
度

～

一
二
日

（火
）

一
年
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
実
施

校
外
授
業

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

～
六
月
二
五
日

（土
）
　

教
育
実
習

参
観
授
業
、
学
級
懇
談
会
、　
一
年
中
学
母
校

訪
間

視
聴
覚
教
室

「
ハ
ム
レ
ツ
ト
」

～

一
六
日

（土
）
　

一
年
水
泳
実
習

～
二
八
日

（日
）
　

一
、
二
年
夏
期
嬬
恋
宿
泊
講
習
会

～

一
〇
日

（土
）

二
年
修
学
旅
行

～
二
五
日

（日
）

文
化
祭

体
育
祭

大
東
大
推
薦
入
試

マ
ラ
ソ
ン
大
会

大
東
大
推
薦
合
格
発
表

～

一
四
日

（水
）

二
年
ス
ケ
ー
ト
実
習

入
学
試
験

入
試
合
格
発
表

卒
業
式

四
月

一
〇
日

五
月
二
七
日

五
月
二
八
日

五
月
三
〇
日

六
月
　
九
日

六
月
二
九
日

七
月

一
一
日

八
月
二
〇
日

九
月
　
四
日

九
月
二
四
日

一
月
　
四
日

一
月

一
七
日

一
月

一
九
日

二
月
　
二
日

二
月

一
二
日

二
月
二
〇
日

二
月
二
二
日

二
月
　
七
日

（日
）

（金
）

（土
）

（月
）

（本
）

（水
）

（月
）

（土
）

（日
）

（土
）

（金
）

（本
）

（土
）

（土
）

（月
）

（水
）

（水
）

（火
）

一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
度

六
八
八



学内外の動き 校 務 の 推 移 顕著な特別教育活動.部活動 教育システム等の変遷経緯

四
月
　
一
日

（水
）
　

　

杉
本
良
吉
学
長
就
任

二
月
　
八
日

（月
）
～

一
一
日

（木
）

大
東
文
化
大
学
入
学
試
験

に
伴
う
臨
時
休
業

一
一
月
二
二
日

（日
）
　
　
ラ
グ
ビ
ー
部
東
京
大
会
優
勝

五
月

一
八
日

（月
）

評
定
の
あ
り
方
の
見
直
し
改
定
に
つ
い
て

「
五
段
階
の
評
定
」
の

「評
価
基
準
」
と

「配
分
比
率
」
お
よ
び

「評
価
の
観
点
」

一
月
　
七
日

（土
）

二
月
二
四
日

（金
）

七
月
　
七
日

（木
）

天
皇
陛
下
崩
御

「
平
成
」
と
決
定

大
喪
の
礼

（臨
時
休
校
）

鎌
形
　
剛
理
事
長
就
任

二
月

八
日

（水
）
～

一
一
日

（土
）
　

大
東
文
化
大
学
入
学
試
験

に
伴
う
臨
時
休
業

海
外
修
学
旅
行
の
見
直
し
に
向
け
て
中
国
視
察
旅
行

（小
寺

・
石
熊
）

学
期
末
の
答
案
返
却
日
設
定

国
際
交
流
に
関
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
下
見

（桑
原

・
芳
賀
）

修
学
旅
行
の
あ
り
方
に
お
け
る
見
直
し
の
中
間
報
告

二
月

七

月
八
月

一
〇
月

一
一
月
二
〇
日

（日
）

ラ
グ
ビ
ー
部
東
京
大
会
優
勝

（五
年
連
続
全
国
大
会
出
場
）

一
〇
月

海
外
の
高
校
へ
の
留
学
に
関
す
る
取
り
扱
い

（内
規
制
定
）

指
導
要
録
用
紙
変
更

第

一
節
　
大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校

六
八
九



第
七
章
　
学
園
設
置
学
校

六
九
〇

教
1圏嵐:「

三
月
二

一
日

（本
）
　

　

大
坂
　
泰
校
長
退
職

四
月
　
一
日

（金
）
　

　

桑
原
　
淳
校
長
就
任

主な教育計画・校内行事等トピックス

四
月

一
〇
日

四
月
二
二
日

五
月
　
八
日

五
月
二
九
日

六
月
　
七
日

六
月
二
二
日

七
月

一
六
日

八
月
二
〇
日

九
月
　
二
日

九
月
二
〇
日

一
一
月

一
六
日

一
一
月
二
八
日

一
二
月

一
一
日

一
二
月

一
一
日

二
月
二
〇
日

二
月
二
二
日

二
月
　
七
日

（月
）

（土
）

（月
）

（月
）

（水
）

（木
）

（日
）

（日
）

（日
）

（土
）

（本
）

（火
）

（金
）

（月
）

（火
）

（本
）

（水
）

～

一
二
日

（水
）
一
年
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
実
施

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

～
二
七
日

（土
）

第

一
回
Ｎ
Ｚ
ア
ボ
ン
デ
イ
ル

カ
レ
ツ
ジ
訪
日
団
受
け
入
れ

～
六
月
二
四
日

（土
）
　

教
育
実
習
期
間

参
観
授
業
、
学
級
懇
談
会
、　
一
年
中
学

母
校
訪
問

視
聴
覚
教
室

（板
橋
文
化
会
館
）

～
八
月
五
日

（土
）
　

第

一
回
Ｎ
Ｚ
研
修

～
二
九
日

（火
）
　

夏
期
嬬
恋
宿
泊
講
習
会

～
八
日

（金
）
　
　
二
年
修
学
旅
行

～

一
〇
月

一
日

（本
）
　

文
化
祭

大
東
大
推
薦
入
試

マ
ラ
ソ
ン
大
会

（森
林
公
園
）

大
東
大
推
薦
合
格
発
表

～

一
三
日

（水
）
　
　
二
年
ス
ケ
ー
ト
実
習

入
学
試
験

入
試
合
格
発
表

卒
業
式

～

一
二
日

（本
）
一
年
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
実
施

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

校
外
学
習

教
育
実
習

参
観
授
業
、
学
級
懇
談
会
、　
一
年
中
学
母
校

訪
間

視
聴
覚
教
室

「
天
と
地
と
」

～

一
四
日

（土
）
　

　

一
年
水
泳
実
習

～
八
月
四
日

（土
）

第
二
回
Ｎ
Ｚ
研
修

～
二
九
日

（水
）
　
　
夏
期
嬬
恋
宿
泊
講
習
会

～
七
日

（金
）
　
　
二
年
修
学
旅
行

～
三
二
日

（土
）
　

教
育
実
習

防
災
訓
練

～
三
〇
日

（日
）
　

文
化
祭

体
育
大
会

（東
松
山
校
舎
）

～

一
二
日

（水
）
　
　
二
年
ス
ケ
ー
ト
実
習

入
学
試
験

入
試
発
表

卒
業
式

四
月

一
〇
日

（火
）

四
月
二

一
日

（土
）

五
月
二
五
日

（金
）

五
月
二
八
日

（日
）

六
月
　
九
日

（土
）

六
月
二
七
日

（水
）

七
月
　
八
日

（日
）

七
月

一
五
日

（日
）

八
月
二
〇
日

（月
）

九
月
　
一
一日

（日
）

九
月

一
〇
日

（月
）

九
月

一
七
日

（月
）

九
月
二
九
日

（土
）

一
一
月
　
二
日

（金
）

一
二
月

一
〇
日

（月
）

二
月
二
〇
日

（水
）

二
月
二
二
日

（金
）

三
月
　
七
日

（木
）

一
九
八
九

（平
成
元
）
年
度

一
九
九
〇
年

（平
成
二
）
年
度



学内外の動き 校 務 の 推 移 顕著な特別教育活動・部活動 教育システム等の変遷経緯

五
月

一
七
日

（木
）

五
月
二
四
日

（水
）

九
月
二
七
日

（水
）

一
一
月
二
〇
日

（本
）

鎌
形
　
剛
理
事
長
逝
去

鈴
木
武
夫
理
事
長
代
行
就
任

鈴
木
武
夫
理
事
長
就
任

文
部
省
よ
り
新
学
習
指
導
要
領
施
行
ま
で

の
移
行
措
置
に
関
す
る
通
達

杉
本
良
吉
学
長
退
任

二
月
二

一
日

（土
）

二
月
　
八
日

（本
）
～

一
〇
日

（土
）

大
東
文
化
大
学
入
学
試
験

に
伴
う
臨
時
休
業

一
〇
月
　
　
東
京
都
監
査

二
月
　
　
二
年
特
別
進
級
制
度
の
単
位
追
認

四
月
　
一
日

（日
）

一
一
月

一
二
日

（月
）

一
月

一
七
日

（本
）

穂
積
重
行
学
長
就
任

即
位
の
礼

湾
岸
戦
争
始
ま
る

二
月
　
七
日

（木
）
～

一
〇
日

（日
）
　

大
東
文
化
大
学
入
学
試
験

に
伴
う
臨
時
休
業

六
月
　
　
米
国
留
学
生
帰
国
生
徒
の
単
位

・
卒
業
認
定

一
一
月
　
五
日

（月
）
～

一
三
日

（火
）

テ

コ
ン
ド
ー

・
ワ
ー

ル
ド
カ

ツ

プ
大
会
出
場

（金
井
　
洋
）

二
月

七
月

褒
賞
規
定
の

一
部
改
定

点
票
様
式
変
更

第

一
節
　
大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校

六
九

一



第
七
章
　
学
園
設
置
学
校

六
九
二

教職員の着任
退腱など

二
月
二

一
日

（土
）
　

　

一二
井
啓
吉
教
諭
退
任

四
月

一
〇
日

（水
）

五
月
　
一
日

（水
）

五
月
二
五
日

（土
）

六
月
　
一二
日

（月
）

六
月
　
八
日

（土
）

七
月

一
〇
日

（水
）

七
月

一
六
日

（火
）

八
月
二
〇
日

（火
）

九
月
　
四
日

（水
）

九
月

一
一
日

（水
）

九
月
二
八
日

（土
）

一
一
月
　
二
日

（土
）

一
一
月
　
八
日

（金
）

一
一
月
二
〇
日

（水
）

一
二
月

一
二
日

（土
）

二
月
二
〇
日

（本
）

二
月
二
二
日

（土
）

二
月
二
九
日

（土
）

三
月
　
七
日

（土
）

主な教育計画・校内行事等トビックス

～

一
二
日

（金
）
　

　

一
年
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン

～

一　
一
日

（土
）
　
　
第
二
回
Ｎ
Ｚ
ア
ボ
ン
デ
イ
ル

カ
レ
ツ
ジ
訪
日
団
受
け
入
れ

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

～
二
二
日

（土
）

教
育
実
習

参
観
授
業
、
学
級
懇
談
会
、　
一
年
中
学
母
校

訪
問

～

一
三
日

（土
）
　

水
泳
実
習

～
八
月
五
日

（月
）
　

第
二
回
Ｎ
Ｚ
研
修
団
出
発

～
二
九
日

（木
）
　

夏
期
嬬
恋
宿
泊
講
習
会

～
九
日

（月
）
　
　
二
年
修
学
旅
行

～
二
五
日

（水
）
　

教
育
実
習

～
二
九
日

（日
）
　

文
化
祭

体
育
祭

（東
松
山
校
舎
）

大
東
大
推
薦
入
試

大
東
大
推
薦
合
格
発
表

～

一
四
日

（日
）
　
　
二
年
ス
ケ
ー
ト
実
習

入
学
試
験

入
試
合
格
発
表

Ｐ
Ｔ
Ａ
臨
時
総
会

卒
業
式

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
度

七
月

（水
）
　

　

一
年
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン

（学
内
で
三
回
）

（水
）
　

校
外
授
業

（月
）
～
二
〇
日

（土
）
　

教
育
実
習

（土
）
　

参
観
授
業
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
学
級
懇
談
会
、

一
年
中
学
母
校
訪
間

（水
）
～

一
四
日

（火
）
　

　

一
年
水
泳
実
習

（水
）
～
八
月
五
日

（水
）

第
四
回
Ｎ
Ｚ
研
修

四
月
　
八
日

五
月
二
七
日

六
月
　
一
日

六
月
　
ェハ
日

七

月

五 八
日 日

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度



校 務 の 推 移

二
月
二
一
日

（土
）
　

創
立
三
〇
周
年
記
念
座
談
会

二
月
　
七
日

（金
）
～

一
〇
日

（月
）
　

大
東
文
化
大
学
入
学
試
験

に
伴
う
臨
時
休
業

一
月
二

一
日

（金
）
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
蔓
延
に
よ
り
二
学
年
臨
時

休
校

（学
級
閉
鎖
）

七
月
　
　
通
知
表
の
様
式
変
更

七
月
　
　
校
内
規
定
第

一
次
整
備
と

一
部
見
直
し
完
了

○
月
　
　
移
行
措
置
私
案
提
起

一
月
　
　
学
校
行
事
の
抜
本
的
見
直
し

二
月
　
　
年
間
行
事
予
定
の
見
直
し
問
題
拡
大
会
議

二
月
　
　
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
実
施
方
法
の
見
直
し

決
定

（
一
九
九
二
年
度
よ
り
）

顕著な特別教育活動・部活動 教育システム等の変遷経縛

四

月

生
活
時
間
帯
お
よ
び
朝
礼
に
お
け
る
時
間
帯
の
見
直
し

朝
礼
が
月

一
回
の
全
校
集
会
に
変
わ
る

新
教
育
課
程
に
向
け
て
の
移
行
措
置
の
指
針

一
九
九
二
年
度
二
年
生
の
コ
ー
ス
制
の
形
態

学
級
混
含
ク
ラ
ス
設
置
決
定

六
月

一
二
月

第

一
節
　
大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校

六
九
二



第
七
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学
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設
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学
校

三
〇
年
間
の
生
徒
在
籍
数
の
推
移

教職員の着任 .退職など 学内外の動き

四
月
　
一
日

（月
）

三
月
二

一
日

（火
）

高
橋
正
之
副
校
長
就
任

桑
原
　
淳
校
長
退
任

島
津
謙

一
教
諭
退
職

井
町
　
睦
職
員
退
職

六
月
　
　
鈴
木
武
夫
理
事
長
再
任

四
月

一
日
　
　
高
橋
正
之
校
長
就
任

一
九
六
四

（Ｓ
三
二
九
）

一
九
六
三

（Ｓ
・三
八
）

一
九
六
二

（Ｓ
・三
七
）

年
　

度

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

工
学
年

三
学
年

学
　
年

三
三
〇

四
二
九

一
一
九

四
三
六

一
二
〇

一
二
〇

在
籍
数

（四
月
当
初
）

八
七
八

五
五
六

一
二
〇

総
在
籍
数

年
間
退
学
者
数

（在
籍
生
徒
数
に
占
め
る
％
）

六
九
四

一
九
六
七

（Ｓ
・
四
二
）

一　
＋んエ
ハ
エハ

（Ｓ
・
四

一
）

一
九
六
五

（Ｓ
・
四
〇
）

年
　
度

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

学

　

年

一
七
七

二
〇

一

二
二

一

三
六
五

三
三
二

三
四
五

三

一
五

四

一
九

在
籍
数

（四
月
当
初
）

七
二
六

九

一
八

一
、
〇
七
九

総
在
籍
数

年
間

退
学
者

数

（在
籍
生
徒
数
に
占
め
る
％
）

三
四
八



一
九
七
四

（
Ｓ

・四
九
）

一
九
七
三

（
Ｓ

・四
八
）

一
九
七
二

（Ｓ

・四
七
）

一
九
七

一

（
Ｓ
・
四
六
）

一
九
七
〇

（Ｓ

・四
五
）

一
九
六
九

（
Ｓ
・四
四
）

一
九
六
八

（Ｓ
・
四
三
）

年

　

度

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

学

　

年

二
五
四

三
八
四

三

一
八

四
〇
七

三
二
〇

三
二
二

二
五
〇

三
四
八

三
二
八

三
七
三

三
四
三

三
二
五

三
六
四

二
三
二

二
三

一

二
三
二

二
四
三

一　
上ハ
　一

二
四
七

一
七
四

二
〇
〇

在
籍
数

⌒四
月
当
初
）

一
、
〇
五
六

一
、
〇
五
九

一
、
〇
二
六

九
四

一

八
二
八

六
三
七

エハ
一
一　
一

総
在
籍
数

年
間
退
学
者
数

（在
籍
生
徒
数
に
占
め
る
％
）

第

一
節
　
大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校

一
九
八

一

（Ｓ
・五
六
）

一
九
八
〇

（Ｓ
・五
五
）

一
九
七
九

（Ｓ

五
四
）

一
九
七
八

（Ｓ
・
五
三
）

一
九
七
七

（Ｓ
・五
二
）

一
九
七
六

（Ｓ
・五

一
）

一
九
七
五

（Ｓ

五
〇
）

年

　
度

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

学

　

年

三
二
八

〓
一上ハ
一二

二
五
三

三
七

一

二
六
五

三
六
九

二
七
五

三
八
三

三
〇
七

三
八
八

〓
一
一　
ユハ

三
二
九

三
二
二

三
四

一

三
四
二

三
二
六

三
二
九

三
二
三

二
五
六

二
五
三

在
籍
数

（四
月
当
初
）

九
四
四

一
、
〇
〇
五

九
六
五

一
、
〇
三
二

九
六
七

一
、
〇
〇
七

一
、
〇
四
二

総
在
籍
数

年
間
退
学
者
数

（在
籍
生
徒
数
に
占
め
る
％
）

六
九
五

三
〇
四
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一
九
八
八

（
Ｓ
ｉ
ハ
三
）

一
九
八
七

（
Ｓ

上
ハ
ニ

）

一
九
八
六

（Ｓ
ｉ
ハ
一
）

一
九
八
五

（
Ｓ
上
ハ
○
）

一
九
八
四

（Ｓ
・
五
九
）

一
九
八
三

（Ｓ
・五
八
）

一
九
八
二

（Ｓ
・五
七
）

年

　
度

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

工
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

学
　
年

三
四

一

四
〇

一

三
四
〇

四

一
五

二
五

一

一
一ユハ
上ハ

二
五
五

二
七
九

三
四
〇

二
八
二

三
四
六

四
二
九

三
四
八

四
四

一

二
六
〇

四
四
八

二
六
七

三
二
五

二
八

一

三
二

一

二
五
〇

在
籍
数

（四
月
当
初
）

一
、
〇
八
二

一
、
〇

三

二

九
七
四

一
、
〇
五
七

一
、
〇
四
九

一
、
〇
四
〇

九
六
二

総
在
籍
数

八

一

三

一
（
一

一　
一

一
二

一
％
）

‐‐一‐い̈〕一‐」

二

一

〇
％
）

八

一
（二

六

一

四

一
（
一

一
〇

〇
％
）

○ ユ
ハ

一
〇

（○
・
九
％
）

〓

丁

〇

％

）

五

一
（

‐‐
‐「
「
・コ

二 |八 |九

一
九

（
丁

八
％
）

一
〇

一

一
二

二
％
）

二

一
（
一

〇

一

年
間
退
学
者
数

（在
籍
生
徒
数
に
占
め
る
％
）

一
九
九
二

（
Ｈ
・
〇
四
）

一
九
九

一

（
Ｈ
・
〇
三
）

一
九
九
〇

（
Ｈ

・
〇

二

）

一
九
八
九

（
Ｈ
・
〇

一
）

年

　

度

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

三
学
年

一
学
年

二
学
年

二
学
年

学

　
年

四

一
四

三
四
〇

二
九
九

三
四
二

三
〇

一

〓
一一二
上ハ

三
〇
六

三
四
〇

三
二
九

三
四
九

〓
〓
二
上ハ

二
九
五

在
籍
数

⌒四
月
当
初
）

一
、
〇
五
三

九
七
九

九
七
五

一
、
〇
八
〇

総
在
籍
数

三

十

二

一（
一

五

一

一
〇

〇

％

）

四 |六

一
三

三

％

）

一
（
一

三

一

七 |九

一
（

一
八

Ｔ
六
％
）

年
間
退
学
者
数

（在
籍
生
徒
数
に
占
め
る
％
）

エハ
一九
二ハ

（注
）

過
去

一
〇
年
間
に
つ
い
て
年
間
退
学
者
数

（率
）
を
併
記
し
た
。
近
年
に

お
け
る
本
校
の
退
学
者
数
の
少
な
さ

（修
学
率
の
高
さ
）
は
特
筆
さ
れ
よ
う
。

［
平
川
泰
輔
］



1992年
か らの

新制服第

一
節
　
大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校

一九九二年度入学者よ

り着用することになつた

新制服。コンセプトでも

あるフレッシュ・スポー

テイ・クリーンの言葉ど

おり、冬服はシングルの

ジヤケツトに斜めストラ

イプのネクタイ、そして

細かいチエック地のパン

ツでキリツと。そして夏

服は、素材違いのパンツ

に涼しげなポロシヤツの

組み合わせ。なかでも夏

服のトツプにポロシャッ

という制服は珍しく、胸

に刺繍された校章のワン

ポイントと、パンツ脇の

フラップポケットにこだ

わりのデザイン性が強調

されている。

多́ で  ,_ハ ですが・・・°

続したかっ7_V

・̈
・
一

一

六
九
七

零aF
壺、 1'隣

“

F摯

di t摯'

金
、

これが大東―高グッズ/
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六
九
八

第
二
節
　
大
東
文
化
大
学
附
属
青
桐
幼
稚
園

０

設
立
の
主
旨

学
園
の
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
あ
く
ま
で
も
明
る
く
、
常
識
に
富
み
、
親
切
な
人
物
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
る
。

戦
後
の
教
育
は
ほ
と
ん
ど
が
画

一
的
な
規
則
の
上
に
立

つ
て
行
わ
れ
た
た
め
に
、
日
本
人
と
し
て
の
美
し
い
伝
統
や
風
習
が
壊
さ
れ
、

ま
た
正
し
い
礼
儀
や
親
切
心
が
失
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
わ
が
国
の
再
建
に
は
幼
児
か
ら
大
学
生
ま
で
の
一
貫
し
た
人
間

形
成
の
教
育
に
重
点
を
お
く
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
に
立
ち
、
幼
少
教
育
か
ら
始
め
よ
う
と
い
う
趣
旨
と
同
時
に
、
大
東
文
化
大
学
文
学

部
教
育
学
科
の
実
習
校
と
し
て
開
園
さ
れ
た
の
が
当
幼
稚
園
で
あ
る
。

青
桐
幼
稚
園
の
名
は
設
立
当
初
の
金
子
園
長
の
発
案
で
あ
る
。
元
来
青
桐
は
、
大
東
文
化
学
院
創
立
当
時
、
九
段
の
校
舎
が
梧
桐
に
囲

ま
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
既
に
七
〇
年
の
歴
史
を
有
す
る
大
切
な
伝
承
で
あ
る
。
ま
た

一
方
で
は
、
こ
の
幼
稚
園
に
学
ぶ

園
児
た
ち
が
、
青
々
と
し
て
、
美
し
い
葉
を
つ
け
た
梧
桐
の
よ
う
に
、
純
情
で
豊
か
な
人
間
性
を
培
う
と
い
う
意
味
も
併
せ
て
命
名
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

０
　
回

　

顧



①

創
立
期

本
園
は

一
九
七
二
（昭
和
四
七
）
年
、
板
橋
区
の
高
島
平
団
地
誕
生
と
同
時
に
、
大
東
文
化
大
学
附
属
青
桐
幼
稚
園
と
し
て
創
立
さ
れ
た
。

設
立
さ
れ
た
当
時
は
、
団
地
の
入
居
者
に
合
わ
せ
て
願
書
受
付
、
入
園
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
、
同
年
四
月
二
三
日
に
第

一
回
入
園
式
が

大
東
文
化
大
学
で
行
わ
れ
た
。
最
初
は
年
少
児

（
四
歳
児
四
八
名
）
、
年
長
児

（五
歳
児
三
六
名
）
の
計
七
四
名
が
入
園
し
、
金
子
園
長

の
も
と
教
員
四
名
、
事
務

一
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
同
年

一
〇
月
、
金
子
園
長
か
ら
神
崎
園
長
に
バ
ト
ン
タ
ツ
チ
さ
れ
、
翌

一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
二
月
、
第

一
回
修
了
証
書
授
与
式
が
園
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
五
八
名
が
巣
立
つ
て
い
つ
た
。

開
園
二
年
日
、
団
地
の
入
居
者
も
落
ち
着
き
、
高
島
平
の
人
口
も
急
増
し
、
第
二
次
ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
と
重
な
つ
て
、
幼
稚
園
も
狭
き
門

と
な
つ
た
。
三
年
目
、
園
舎
の
西
側
に
保
育
室
を
二
部
屋
増
築
し
、
三
七
〇
名
、
四
年
目
四
〇
二
名
、
五
年
目
四
〇
六
名
と
増
加
し
て
い

き
、
教
職
員
数
も
二
〇
名
と
な

つ
た
。
こ
の
時
期
、
団
地
周
辺
に
幼
稚
園
を
造
れ
ば
も
う
か
る
主
義
の
園
が
次
々
と
で
き
た
が
、
や
が
て

六
年
目

（三
七
六
名
）
、
七
年
目

（三
三
八
名
）
と
、
少
し
ず
う
減
少
し
は
じ
め
た
。

こ
の
当
時
、
園
で
の
教
育
の
目
的
に

「幼
児
に
適
当
な
環
境
を
与
え
、
そ
の
心
身
の
発
達
を
助
長
す
る
」
と
あ
り
、
こ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、

①
　
健
康
で
明
る
い
子
ど
も
を
育
て
る

②
　
豊
か
な
情
操
を
養
い
道
徳
性
を
導
く

③
　
集
団
生
活
を
通
し
て
協
調
性
、
自
主
性
等
を
養
う

の
三
点
を
打
ち
出
し
、
将
来
に
可
能
性
を
秘
め
た
個
性
豊
か
な
よ
い
子
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

②
　
第
二
期
　
特
色
あ
る
保
育
の
導
入

一
九
七
八

（昭
和
五
三
）
年
、
石
井
勲
先
生
が
園
長
に
就
任
し
た
。
石
井
園
長
は

「
最
近
発
達
し
た
大
脳
生
理
学
な
ど
の
学
問
に
よ
り
、

第
二
節
　
大
東
文
化
大
学
附
属
青
桐
幼
稚
園

六
九
九
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七
〇
〇

人
間
の
知
性

・
感
情

・
意
志
を

つ
か
さ
ど
る
大
脳
は
、
幼
児
期
に
そ
の
基
礎
が
作
ら
れ
る
。
こ
の
大
事
な
時
期
を
失

つ
た
ら
、
あ
と
で
ど

ん
な
に
努
力
し
て
も
取
り
返
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
幼
児
教
育
に
対
す
る
考
え
方
が
、
世
界
的
に
転
換
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
「
二
つ
子
の
魂
百
ま
で
も
」
と
い
う
青
の
諺
は
、
最
も
新
し
い
科
学
で
あ
る
大
脳
生
理
学
に
照
ら
し
て
も
真
理
で
あ

る
。
幼
児
期
に
養
わ
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
能
力
が
そ
の
人
の
そ
の
後
の

一
生
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
幼
児
教
育
ほ
ど
重
要
な
教
育
は

な
い
、
と
幼
児
教
育
の
重
要
性
を
説
き
、
青
桐
幼
稚
園
の
教
育
の
重
点
目
標
と
し
て
、

①
　
集
団
の
中
で
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
子
ど
も

②
　
自
分
を
尊
重
し
、
同
時
に
他
人
を
も
尊
重
で
き
る
子
ど
も

の
二
項
目
を
掲
げ
、
「
い
つ
も
明
る
く
朗
ら
か
に
」
を
合
い
言
葉
と
し
て
指
導
し
て
き
た
。

こ
の
時
期
は
第
二
次
ベ
ビ
ー
プ
ー
ム
も
去
り
幼
児
数
も
減
少
し
、
高
島
平
地
域
の
ど
の
園
で
も
園
児
獲
得
の
激
し
い
時
代
に
入
つ
て
い

つ
た
。
青
桐
幼
稚
園
で
は
、
石
井
園
長
を
中
心
に
教
育
内
容
の
充
実
と
特
色
あ
る
教
育
と
し
て
、
「漢
字
に
よ
る
保
育
」
と
、
大
東
文
化

大
学
の
楊
名
時
先
生
の
指
導
に
よ
る

「太
極
拳
」
と
を
体
力
づ
く
り
と
し
て
採
り
入
れ
、
今
日
の
青
桐
幼
稚
園
の
教
育
の
基
盤
を
し
つ
か

り
と
し
た
も
の
に
し
た
。
ま
た
水
曜
日
午
後
よ
り
三
歳
児
教
室
を
行
い
、
三
年
保
育
の
重
要
性
、
必
要
性
を
学
び
、
大
い
に
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
三
歳
児
教
室
に
通
つ
た
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
、
青
桐
幼
稚
園
に
入
園
し
て
来
る
よ
う
に
な
り
、　
一
応
、
幼

児
激
減
期
を
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、　
一
九
八
四

（昭
和
五
九
）
年
桐
生
園
長
か
ら
翌

一
九
八
五
年
に
は
矢
澤
園
長
の
時

代
に
移
つ
て
い
つ
た
。

③
　
第
二
期
　
新
幼
稚
園
教
育
要
領
実
施

石
井
園
長
の
特
色
あ
る
保
育
を
受
け
継
い
だ
矢
澤
園
長
の
時
代
に
は
、
文
部
省
で
は

「
幼
稚
園
教
育
要
領
」
の
改
訂
が
行
わ
れ
、　
一
九

九
〇

（平
成
二
）
年
か
ら
は
、
「
新
幼
稚
園
教
育
要
領
」
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
改
訂
内
容
は
、
「社
会
の
変
化
と
そ
れ
に
伴
う
幼
児
の
生



活
や
意
義
の
変
容
に
配
慮
し
つ
つ
、
生
涯
学
習
の
基
盤
を
培
う
と
い
う
観
点
に
立
ち
、
来
る
べ
き
二

一
世
紀
に
向
か
つ
て
社
会
の
変
化
に

自
ら
対
応
で
き
る
心
豊
か
な
人
間
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
行

つ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
文
部
省
の
改
訂
主
旨
に
基
づ
い
て
、

現
在
の
教
育
方
針
が
決
ま

つ
た
。

ま
た
、　
一
九
八
八

（昭
和
六
三
）
年
よ
り
三
年
保
育
が
実
施
さ
れ
た
。
青
桐
幼
稚
園
に
と
つ
て
は
石
井
園
長
以
来
の
願
望
で
あ

つ
た
の

で
、
三
歳
児
教
育
の
成
果
を
大
い
に
期
待
し
、
保
育
に
当
た
つ
た
。
三
年
保
育
、
三
年
目
に
は
入
園
希
望
者
も
多
く
四
八
名
、
四
年
目
に

は
六
〇
名
に
増
加
し
た
。

矢
澤
園
長
時
代
は
原
則
的
に
は
、

①
　
の
び
の
び
と
遊
ば
せ
る

②
　
た
く
ま
し
い
子
に
育
て
る

を
下
敷
き
に
、
そ
の
上
に
立

っ
て
知
育

・
徳
育

・
体
育
の
パ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
教
育
を
具
体
的
に
実
施
、
そ
し
て
、
「
よ
い
子
、
強
い
子
、

泣
か
な
い
子
」
を
子
ど
も
ら
の
合
い
言
葉
に
し
、
年
長
児
、
年
中
児
、
年
少
児
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
同
士
が
、

助
け
合
う
気
持
ち
を
大
切
に
育
て
て
い
る
。

０

現

　

況

①

幼
稚
園
規
模

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
は
、
学
級
数

一
〇
学
級
、
園
児
数
三
二
七
名
、
教
員
数

一
四
名
、
事
務
職
員
他
三
名
で
あ
る
。
そ
の
う
ち

わ
け
は
三
歳
児
三
ク
ラ
ス
九
〇
名
、
四
歳
児
三
ク
ラ
ス

一
一
七
名
、
年
長
児
三
ク
ラ
ス

一
二

一
名
、
合
計
三
二
八
名
が
在
園
し
て
い
る
。

第
二
節
　
大
東
文
化
大
学
附
属
青
桐
幼
稚
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
一



第
七
章
　
学
園
設
置
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
二

卒
業
生
の
数
は

一
九
九

一

（平
成
三
）
年
三
月
で
第
二
〇
回
卒
業
を
迎
え
、
総
数
二
、
七
八
四
名
を
数
え
て
い
る
。

園
の
敷
地
は

一
、
〇
七
七
２ｍ
、
園
舎
は
九
二
六
が
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
保
育
室
、
ホ
ー
ル
、
プ
ー
ル
な
ど
が
あ
る
。
園
庭
に
は
、
各

種
遊
具
、
保
育
室
に
は
、
ピ
ア
ノ

・
テ
レ
ビ

・
冷
暖
房
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。
創
立
当
時
の
定
員
二
四
〇
名
分
の
広
さ
し
か
な
い
た
め
、

入
園
式
、
運
動
会
、
発
表
会
な
ど
の
園
行
事
は
、
す
べ
て
他
の
施
設
を
か
り
て
行

つ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

②

教
育
目
標

①
　
豊
か
な
心
を
持
ち
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
間
の
育
成
を
は
か
る
。

②
　
自
ら
学
ぶ
意
欲
と
社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
対
応
で
き
る
能
力
の
育
成
を
は
か
る
。

③
　
国
民
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
的
、
基
本
的
な
内
容
を
重
視
し
、
個
性
を
生
か
す
教
育
の
実
践
を
図
る
。

④
　
国
際
理
解
を
深
め
、
わ
が
国
の
文
化
と
伝
統
を
尊
重
す
る
態
度
を
重
視
す
る
。

③
　
特
色
あ
る
保
育

知
育

・
徳
育

・
体
育
を
三
本
柱
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
間
形
成
を
行
う
。

①
　
知
育
を
育
て
る
漢
字
教
育

石
井
方
式
漢
字
教
育
を
取
り
入
れ
、
知
能
開
発
を
は
か
る
方
法
と
し
て
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

幼
児
に
と

つ
て
漢
字
は
や
さ
し
く
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。
幼
児
は
楽
し
み
な
が
ら
漢
字
に
触
れ
、
遊
び
、
吸
収
し
て
い
る
。
漢
字
で
遊

ば
せ
る
環
境
を
作
り
、
そ
の
中
で
、
子
ど
も
ら
を
十
分
遊
ば
せ
て
、
自
分
の
力
で
自
然
に
吸
収
さ
せ
る

「漢
字
に
よ
る
保
育
」
を
行
つ
て

い
る
。

②
　
心
豊
か
で
健
康
な
体
を
持
つ
た
め
の
大
極
拳

大
東
文
化
大
学
の
楊
名
時
先
生
の
指
導
に
よ
る
太
極
拳
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
太
極
拳
は
体
ば
か
り
で
な
く
、
心
の
健
康
に
も
効
果
的



で
あ
る
。
太
極
拳
の
Ｂ

・
Ｇ

，
Ｍ
に
喜
多
郎
の
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
曲
を
合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
は
ゆ
つ
た
り
と
親
し
み
を
持
ち
な
が
ら
、

太
極
拳
を
舞

っ
て
い
る
。
そ
し
て
運
動
会
で
、
太
極
拳
を
堂
々
と
披
露
し
て
い
る
。

③
　
人
間
尊
重
の
芽
を
は
ぐ
く
む
徳
育

自
立
心
の
育
成
と
し
て
で
き
る
だ
け
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や
る
。
子
ど
も
同
士
助
け
合
う
、
協
力
し
合
う
、
そ
の
中
で
人
間

尊
重
の
芽
が
は
ぐ
く
ま
れ
、
ま
た
自
由
遊
び
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
触
れ
合
い
、
ぶ
つ
か
り
合
い
、
理
解
し
合
い
、
思
い
や
り
を
持

つ
な
ど
、
将
来
の
社
会
を
担
う
た
め
に
必
要
な
主
体
性
と
社
会
的
な
態
度
を
育
て
る
。
園
生
活
の
中
で
、
人
と
か
か
わ
る
こ
と
の
楽
し
さ

や
大
切
さ
を
学
ん
で
い
る
。

④
　
園
外
保
育
の
実
施

園
の
周
り
の
自
然
の
美
し
さ
、
地
域
の
文
化
や
伝
統
な
ど
を
幼
児
期
か
ら
直
接
体
験
さ
せ
る
目
的
で
、
月

一
回
、
園
外
保
育
を
実
施
し

て
い
る
。
お
い
も
掘
り
、
赤
塚
公
園
周
辺
散
歩
、
た
め
池
公
園
の
資
料
館
な
ど
の
見
学
な
ど
と
直
接
体
験
を
豊
か
に
し
て
い
る
。

０
　
展
　
　
望
―

新
世
紀
へ
の
基
礎
づ
く
り
―

わ
れ
わ
れ
は
今
、
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
社
会
や
文
化
の
環
境
の
中
で
暮
ら
し
て
お
り
、
子
ど
も
を
と
り
ま
く
環
境
も
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。
そ
れ
ら
が
子
ど
も
の
生
活
や
す
こ
や
か
な
発
達
に
問
題
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。
子
ど
も
人
口
の
減
少
、
園
に
対
す
る
親
の
希
望

も
地
域
の
要
望
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
加
味
し
な
が
ら
、
教
職
員
が
も
う

一
度
、
幼
児
教
育
の
あ
り
方
、
重
要
性
を
再
確
認

し
な
が
ら
、
研
究
に
努
め
、
教
育
効
果
を
あ
げ
て
、
一
三

世
紀
に
活
躍
す
る
た
く
ま
し
い
日
本
人
を
育
て
て
い
き
た
い
と
願
つ
て
い
る
。

［
長
谷
部
文
子
］

第
二
節
　
大
東
文
化
大
学
附
属
青
桐
幼
稚
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
三



第
七
章
　
学
園
設
置
学
校

七
〇
四

第
二
節
　
大
東
医
学
技
術
専
門
学
校

０

設
置
の
趣
旨

一
九
九
二

（平
成
四
）
年
現
在
の
大
束
医
学
技
術
専
門
学
校

（以
下
大
束
医
技
専
と
略
す
）
は
、　
一
学
年
六
〇
名
定
員
の
三
年
制
柔
道

整
復
科
と
、　
一
学
年
八
〇
名
定
員
の
三
年
制
臨
床
検
査
科
の
ニ
コ
ー
ス
よ
り
成
つ
て
い
る
。
同

一
学
校
内
に
、
東
洋
医
学
的
基
盤
に
立
つ

柔
道
整
復
科

（以
下
柔
整
科
と
略
す
）
と
、
西
洋
医
学
診
断
学
か
ら
発
展
し
た
臨
床
検
査
科

（
以
下
臨
検
科
と
略
す
）
を
設
置
し
て
い
る

学
校
は
、
文
字
通
り
洋
の
東
西
を
通
じ
て
本
校
を
除
い
て
他
に
類
例
を
見
な
い
極
め
て
異
色
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
に
先
ず
注
目
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
本
校
の
母
体
で
あ
る
大
東
文
化
学
園
が

一
九
二
三

（大
正

一
二
）
年
に
東
洋
の
深
い
叡
智
と
、
西
洋
文

明
を
い
か
に
し
て
融
合
し
新
し
い
日
本
文
化
を
創
造
し
て
い
く
か
と
い
う
大
使
命
を
担

つ
て
、
第
四
六
回
帝
国
議
会
に
お
け
る

「
漢
学
振

興
に
関
す
る
建
議
案
」
の
決
議
に
基
づ
き
、
国
費
を
も

つ
て
設
立
さ
れ
た
と
い
う
建
学
の
大
理
想
に
思
い
を
致
す
な
ら
ば
、
本
校
の
異
色

性
こ
そ
つ
と
に
こ
の
大
理
想
に
淵
源
し
、
こ
の
大
理
想
を
今
日
的
に
具
現
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
に
深
く
襟
を
正
す

も
の
で
あ
る
。



０
　
大
東
医
技
専
設
立
ま
で
の
経
緯

一
九
五
六

（昭
和
三

一
）
年
四
月
、
当
時
池
袋
の
大
東
文
化
学
国
内
に
、
柔
道
整
復
界
の
権
威
で
あ

っ
た
増
淵
以
理
寧
氏
ら
に
よ
つ
て

「
中
央
柔
道
整
復
師
養
成
所
」
が
創
立
さ
れ
た
。　
一
九
六
〇

（昭
和
三
五
）
年
に
同
氏
の
急
逝
に
よ
り
、
そ
の
遺
志
が
引
き
継
が
れ
て
上

記
の
養
成
所
の
運
営
は
全
面
的
に
大
東
文
化
学
園
に
委
譲
さ
れ
、
同
年
五
月
二
〇
日
、
「大
東
柔
道
整
復
専
門
学
校
」
と
し
て
の
設
置
が

学
関
理
事
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
、
理
事
平
島
敏
夫
氏
が
初
代
校
長
と
し
て
就
任
し
た
。

他
方
、
こ
の
時
よ
り
二
年
湖
る

一
九
五
八

（昭
和
三
三
）
年
四
月
二
三
日
、
西
洋
医
学
診
断
検
査
の
進
歩
並口
及
に
伴
う
人
材
養
成
を
目

的
と
し
て

「
衛
生
検
査
技
師
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。

一
九
五
九

（昭
和
三
四
）
年
六
月
、
学
園
は
経
営
改
善
の
大
日
標
を
掲
げ
て

「学
校
法
人
大
束
文
化
大
学
建
設
計
画
」
を
発
表
し
た
が
、

た
ま
た
ま
こ
の
こ
ろ
大
束
文
化
大
学
三
期
生
佐
藤
乙

一
氏

（衛
生
検
査
技
師
、
国
立
立
川
病
院
勤
務
）
か
ら
理
事
会
あ
て
に

「衛
生
検
査

技
師
養
成
学
校
設
立
の
す
す
め
に
関
す
る
書
簡
」
が
寄
せ
ら
れ
た
。
当
時
の
理
事
会
は
こ
の
書
簡
を
真
剣
に
検
討
研
究
し
た
結
果
、　
一
九

六
〇
年
四
月
、
さ
き
の
建
設
計
画
を
よ
り
具
体
的
に
改
め
た

「
学
校
法
人
大
東
文
化
学
園
振
興
建
設
計
画
」
を
発
表
し
、
既
に
こ
の
時
点

で
、
臨
床
検
査
科
コ
ー
ス
を
含
む

「大
東
医
学
技
術
専
門
学
校
」
の
設
置
が
計
画
さ
れ
、
そ
の
第

一
弾
と
し
て
の

「
大
束
柔
道
整
復
専
門

学
校
」
が

一
九
六
〇
年
五
月
に
設
置
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
先
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
柔
整
科
の
こ
の
学
校
は

一
九
六
〇
年
の
九
月
か
ら

一
二
月
に
か
け
て
厚
生
大
臣
お
よ
び
豊
島
区
区
長
の
認
可
を
受
け
て
正
式
に
発
足
し
た
が
、
臨
検
科
の
前
身
に
つ
い
て
は

一
九
六

一

（昭

和
三
六
）
年
八
月

一
日
、
厚
生
大
臣
あ
て
に

「
衛
生
検
査
技
師
養
成
施
設
指
定
申
請
書
」
が
中
講
さ
れ
、　
一
九
六
二

（昭
和
三
七
）
年

一

月
二
五
日
、
生
徒
定
員

一
学
年
八
〇
名
、
二
年
制
を
以
て
上
記
申
請
書
は
承
認
さ
れ
て
、
こ
こ
に
柔
整
科

（生
徒
定
員

一
学
年
三
〇
名
、

第
二
節
　
大
東
医
学
技
術
専
門
学
校

七
〇
五
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七
〇
六

二
年
制
）
と
合
わ
せ
て

「大
束
医
学
技
術
整
復
専
門
学
校
」
と
い
う
名
称
で
発
足
し
、
同
年

一
二
月

一
日
、
二
代
目
校
長
桐
野

一
文
氏
が

着
任
し
た
。

こ
の
こ
ろ
ま
で
、
校
舎
は
池
袋
の
大
東
文
化
学
国
内
に
あ
つ
て
教

・
職
員
は
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
苦
境
の
連
続
下
に

一
致
団
結
、
よ
く

そ
の
職
責
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
後
世
特
筆
大
書
し
て
そ
の
労
を
評
価
す
べ
き
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
で
の

一
大
苦
難
は
、　
一
九

六

一
年
九
月

一
日
に
実
施
さ
れ
た
池
袋
地
区
よ
り
現
板
橋
区
高
島
平

Ｔ
Ｉ
九
―

一
へ
の
移
転
で
あ
つ
た
。

移
転
後
、
本
校
は
大
束
文
化
大
学
の
板
橋
キ
ヤ
ン
パ
ス
内
に

一
二
年
有
余
同
居
し
て
い
た
が
、　
一
九
七
四

（昭
和
四
九
）
年
四
月
、
現

在
の
高
島
平
九
―
四
三
―
二
の
新
校
舎
完
成
に
伴
い
再
度
の
移
転
を
実
施
し
て
今
日
に
至
つ
て
い
る
。
こ
の
間
、
校
名
も
再
び
変
更
さ
れ
、

年
来
の
悲
願
で
あ
つ
た

「大
東
医
学
技
術
専
門
学
校
」
の
名
称
が
監
督
官
庁
か
ら
許
可
さ
れ
た
の
は
実
に

一
九
六
七

（昭
和
四
二
）
年
二

月
二

一
日
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

思
え
ば

一
九
六
〇
年
四
月
の
学
園
振
興
建
設
計
画
に
お
い
て
発
動
さ
れ
た

「
医
学
技
術
専
門
学
校
」
の
名
称
が
柔
整
科
に
つ
い
て
は
不

適
当
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
監
督
官
庁
か
ら
許
可
さ
れ
な
か
つ
た
冬
の
時
代
か
ら
、
柔
整
当
事
者
各
位
の
不
退
転
の
努
力
と
精
進
に
よ
つ

て
春
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
誠
に
慶
賀
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

０
　
大
東
医
技
専
柔
整
科
の
学
科
課
程
の
変
遷

本
科
定
員
は
当
初
は

一
学
年
二
〇
名
、
二
年
制
教
育
課
程

（夜
問
）
と
し
て
発
足
し
た
が
、　
一
九
七
〇

（昭
和
四
五
）
年
四
月
に
従
来

の

「あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師

・
は
り
師

・
き
ゆ
う
師

・
柔
道
整
復
師
等
に
関
す
る
法
律
」
か
ら
分
離
独
立
し
て
、
「
柔
道
整
復
師
法
」

の
単
独
法
が
制
定
さ
れ
る
に
伴

い
、
旧
二
年
制
課
程
か
ら
三
年
以
上
の
課
程
と
な

つ
て
本
科
に
お
い
て
三
年
制

（
一
学
年
六
〇
名
）
が
発



足
し
た
の
は

一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年
四
月
の
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
六
〇
名
定
員
と
な

つ
た
の
は
実
は
こ
れ
よ
り
前
の

一
九
七
二

（昭

和
四
七
）
年
四
月
の
新
学
則
変
更

（
二
年
制
）
の
と
き
か
ら
で
あ
つ
た
。
従

つ
て
、　
一
九
七
四

（昭
和
四
九
）
年
の
校
舎
移
転
に
伴

い
、

ニ
ク
ラ
ス
制
の
学
年
定
員
六
〇
名
と
な
り
、
こ
の
こ
ろ
よ
り
受
験
生
数
も
増
え
は
じ
め
て
き
た
。

学
科
事
務
運
営
に
つ
い
て
は
、
草
分
け
時
代
の
増
淵
以
理
寧
所
長
の
急
逝
後
の
学
園

へ
の
委
譲
時
点
よ
り
、
宮
本
朝
之
助
科
長
に
大
変

な
ご
苦
労
を
い
た
だ
い
た
。
教

・
職
員
も
少
数
精
鋭
の
配
置
で
、
学
生
の
確
保
に
も
困
難
な
時
代
で
あ
つ
た
。
当
時
の
大
束
文
化
大
学
も

冬
の
時
代
で
あ
り
、
本
科
に
入
学
し
た
者
は
推
薦
さ
れ
て
大
学
に
も
入
学
で
き
た

（当
時
の
募
集
要
項
）
。
宮
本
科
長
の
努
力
に
よ
り
受

験
生
数
も
増
加
し
、　
一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
ご
ろ
に
や
つ
と
安
定
期
を
迎
え
た
。

一
九
八
〇

（昭
和
五
五
）
年
に
宮
本
科
長
は
勇
退
さ
れ
て
、
二
代
日
科
長
に
は
共
に
苦
労
し
た
仙
波
忠
雄
氏
が
就
任
し
た
。

一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
、
現
副
校
長
の
増
淵
武
氏
に
学
科
の
運
営
が
委
任
さ
れ
、
や
が
て
来
る
三
年
制
時
代
を
志
向
し
て
教
育
の
質
的
向
上
と

学
習
環
境
の
整
備
を
急
務
と
し
、
人
的
お
よ
び
物
的
な
校
内
改
革
に
着
手
し
て

「
よ
り
学
校
ら
し
く
」
と
教
務
ス
タ
ツ
フ
が

一
丸
と
な

つ

て
整
備
を
開
始
し
た
。

一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年
四
月
、
三
代
校
長
の
橋
本
敬
祐
氏
が
就
任
し
、
そ
の
後
、　
一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年
四
月
、
四
代
校
長

に
茂
手
本
皓
喜
氏
が
就
任
し
た
。
こ
の

一
年
前
の

一
九
八
五
年
四
月
に
、
三
年
制
が
発
足
し
て
現
在
に
至
つ
て
い
る
が
、
そ
の
間
に
教

・

職
員
数
は
三
倍
と
な
り
、
図
書
数
や
機
器
備
品
の
充
実
等
も
着
実
に
増
加
し
て
お
り
、
か
つ
夜
問
課
程
と
い
う
極
め
て
厳
し
い
時
間
枠
の

中
で
教
育
課
程
の
指
導
要
領
を
遵
守
し
て
実
施
し
、
内
容
の
向
上
に
向
け
て
ぎ
り
ぎ
り
の
努
力
を
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
現
行
の
カ
リ

キ

ュ
ラ
ム
、
教

・
職
員

一
覧
、
資
格
試
験
合
格
率
等
に
つ
い
て
は
別
表
に
記
載
し
た
。
社
会
に
送
り
出
し
た
卒
業
生
総
数
は

一
、
六
〇
〇

名
で
あ
る
。第

二
節
　
大
東
医
学
技
術
専
門
学
校

七
〇
七
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七
〇
八

０
　
大
東
医
技
専
臨
検
科
の
学
科
課
程
の
変
遷

既
出
の
よ
う
に
、
本
臨
検
科
の
創
設
に
当
た
っ
て
、
学
園
当
局
に
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜

つ
た
、
本
邦
臨
床
病
理
学

（臨
床

検
査
医
学
）
界
の
泰
斗
、
故
小
洒
井
望
博
士

（順
天
堂
大
学
病
院
院
長
）
並
び
に
自
衛
隊
衛
生
検
査
技
師
学
校
副
校
長
、
故
園
口
忠
男
博

士

（当
時
陸
将
）
ら
の
お
力
に
よ
つ
て
本
学
旧
経
営
陣
の
大
英
断
が
下
さ
れ
た
こ
と
を
思
う
と
き
、
こ
の
両
先
生
は
本
臨
検
科
の
誕
生
に

当
た
っ
て
の
大
恩
人
と
し
て
永
遠
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

一
九
六

一

（昭
和
三
六
）
年
、
学
園
は
池
袋
よ
り
板
橋

へ
の
移
転
の
大
事
業
開
始
と
と
も
に
苦
難
の
時
代
を
迎
え
て
い
た
。
大
学
校
舎

の
新
築
事
業
に
加
え
て
、
学
生
応
募
者
の
低
調
な
ど
、
諸
事
悪
条
件
の
さ
な
か
に
あ
つ
て
財
政
は
遇
迫
状
態
に
あ
つ
た
。
本
臨
検
科
に
お

い
て
も
知
名
度
の
低
さ
、
当
時
の
交
通
事
情
の
悪
さ
な
ど
、
創
設
数
年
間
は
定
員
以
下
で
学
校
運
営
は
崩
壊

一
歩
手
前
で
あ
つ
た
。
こ
の

と
き
に
当
た
り
、
二
代
桐
野

一
文
校
長
、
初
代
故
有
山
宗
六
副
校
長
、
和
国
浩
教
務
主
任
以
下
の
職
員

一
丸
と
な

つ
て
全
国
各
地

へ
学
生

募
集
の
奔
走
や
、
大
学
同
窓
先
輩
諸
氏
の
協
力
な
ど
に
よ
り
逐
年
学
生
数
も
増
加
し
、
諸
事
好
転
の
き
ざ
し
が
見
え
て
き
た
。
そ
し
て
柔

整
科
と
と
も
ど
も
に
、　
一
九
七
四

（昭
和
四
九
）
年
現
校
舎

へ
の
移
転
を
機
と
し
て
発
展
の
基
礎
が
築
か
れ
て
今
日
に
至
つ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、　
一
八
歳
人
口
の
激
減
を
は
じ
め
と
す
る
時
代
の
推
移
は
、
早
急
な
る
次
な
る
改
革
の
足
音
の
近
づ
く
の
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
。

０
　
臨
検
科
の
現
状
と
教
育
内
容

創
設
以
来
数
年
間
の
苦
境
時
代
に
は
学
内
実
召
の
器
具
器
材
や
、
試
薬
購
入
の
予
算
も
不
足
し
、
ま
た
非
常
勤
講
師
委
嘱
も
困
難
で
あ



つ
た
が
、
こ
れ
ら
の
苦
難
を
幾
度
も
切
り
抜
け
て
き
た
。
当
時
の
学
生
た
ち
の
合

い
言
葉
は

「
一
流
の
技
師
学
校
を
目
ざ
せ
」
で
あ
り
、

在
学
時
代
も
、
卒
業
後
も
、
積
極
的
に
物
心
両
面
の
支
援
が
続
け
ら
れ
、
そ
の
母
校
愛
の
心
に
学
校
は
ど
れ
ほ
ど
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と

で
あ
つ
た
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
卒
業
生
、
在
校
生
、
学
校
の
三
者
に
よ
る
表
裏

一
体
の
伝
統
が
、
こ
の
苦
境
時
代
に
築
か
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
つ
て
、
逐
年
、
質
の
よ
い
入
学
者
と
、
順
天
堂
大
学
臨
床
病
理
学
教
室
並
び
に
日
本
大
学
医
学
部
の
優
秀
な
講
師
ス

タ
ツ
フ
に
恵
ま
れ
て
、
国
家
試
験
の
合
格
率
は
常
に
全
国
平
均
を
上
回
る
九
〇
～

一
〇
〇
％
の
好
成
績
を
収
め
る
に
至
つ
た
。

学
校
運
営
は
学
囲
内
に
あ
つ
て
は
常
に
多
大
の
理
解
の
も
と
に
、
教
育
施
設
、
設
備
の
充
足
が
な
さ
れ
、
学
園
外
に
あ

つ
て
は
臨
検
科

の
実
習
病
院
で
あ
る
大
学
病
院
な
ど
の
臨
床
検
査
部
長
教
授
や
技
師
長
各
位
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
運
営
委
員
会
に
よ
つ
て
、
臨
検
科
の
教

育
方
針
や
技
術
習
得
に
的
確
な
る
示
唆
を
賜
り
、
時
代
即
応
に
対
処
で
き
る
体
制
が
敷
か
れ
、
卒
業
生
に
お
い
て
は
関
連
学
会
に
お
け
る

多
く
の
研
究
発
表
や
、　
一
流
教
授
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
伍
し
て
技
師
長
の
立
場
か
ら
と
し
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ヘ
の
参
加
、
医
学
博
士
の
学
位
取
得
者
の
出
現
、
政
府
援
助
の
海
外
医
療
技
術
指
導
者
と
し
て
の
海
外
活
躍
、
全
国
数
万
人
を
擁
す
る
技

師
会
の
理
事
や
都
道
府
県
技
師
会
会
長
に
選
任
さ
れ
る
な
ど
、
卒
業
生
総
数

一
、
九

一
八
名
の
社
会
に
お
け
る
活
躍
は
枚
挙
に
運
が
な

い

ほ
ど
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
医
系
に

一
応
無
縁
に
み
え
る
母
体
か
ら
誕
生
し
た
無
名
の
本
臨
検
科
が
、
今
日
の
レ
ベ
ル
ま
で
向
上
発
展
し
て
き
た

背
景
に
は
前
述
の
よ
う
な
数
多
く
の
要
因
が
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

教
育
内
容
は
別
表
の
教
育
課
程
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
同
系
の
短
期
大
学
と
同

一
内
容
で
、
教
養
科
日
と
医
学

・
検
査
専
門
科
日
お
よ
び

技
術
実
習
を
包
括
す
る
総
計
三
、　
一
二
〇
時
間
の
広
範
な
学
科
日
よ
り
成

つ
て
い
る
。
殊
に
全
国
に
魁
け
て
電
子
計
算
機
の
導
入
に
よ
る

情
報
処
理
の
基
礎
学
習
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

科
学
技
術
の
進
展
は
日
に
日
に
急
速
で
あ
り
、
医
学
も
同
様
で
、
分
子
生
物
学
や
遺
伝
子
工
学
技
術
の
導
入
に
よ
る
益
々
質
の
高
い
検

第
二
節
　
大
束
医
学
技
術
専
門
学
校

七
〇
九
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七

一
〇

査
技
師
の
要
請
は
高
ま
る

一
方
で
あ
る
現
在
、
こ
の
現
状
に
対
応
す
る
た
め
に
諸
外
国
で
は
既
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
四
年
制
以
上
の

大
学
レ
ベ
ル
教
育
が
必
須
常
識
と
さ
れ
る
よ
う
に
な

つ
て
久
し
い
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
検
査
技
師
教
育
の
大
学
が
増
え
て
き
て
お
り
、

本
校
の
よ
う
な
専
修
学
校
の
評
価
は
高
学
歴
指
向
の
現
社
会
で
は
低
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
高
レ
ベ
ル
の
技
師
教
育
の
要
請
と
、

専
修
学
校
低
評
価
の
現
況
を
厳
粛
に
受
け
と
め
る
と
き
、
近
未
来
の
本
校
の
あ
り
方
と
し
て
重
大
な
課
題
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い

で
あ
ろ
う
。

０

大
東
医
技
専
の
将
来
展
望

①

柔

整

科

将
来
に
お
い
て

一
八
歳
人
口
の
激
減
も
あ
り
、
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
も
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
状
況
下
に
あ
つ
て
、
国
の
定
め
る
資

格
を
取
得
さ
せ
る
学
校
と
し
て
の
生
き
残
り
は
可
能
で
は
あ
ろ
う
が
、
他
校
の
追
随
を
許
さ
な
い
学
習
環
境
を
作
り
、
社
会
の
要
請
に
十

分
応
え
ら
れ
る
学
校
と
す
る
に
は
、　
一
層
の
施
設
増
強
や
学
内
の
諸
機
構
お
よ
び
人
材
育
成
に
と
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
改
革
が
望
ま
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
下
の
日
標
と
し
て
は
、
診
療
所
の
設
置
、
二
〇
〇
畳
道
場
の
設
置
、
従
来
の
夜
問
制
か
ら
昼
間
制

へ
の
変
更
、
三

年
制
か
ら
四
年
制
大
学

へ
の
レ
ベ
ル
ア
ツ
プ
な
ど
の
諸
問
題
が
浮
上
し
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
今
後
の
柔
道
整
復

師
は
、
単
に
損
傷
治
療
の
み
の
資
格
者
か
ら
、
損
傷
予
防
に
つ
い
て
の
運
動
指
導
や
、
社
会
体
育
の
急
速
な
普
及
に
伴
う
ス
ポ
ー
ツ
の
医

学
的
管
理
者
、
ま
た
在
宅
老
人
介
護
の
人
的
資
源
と
し
て
の
医
療
資
格
者
の
可
能
性
が
あ
り
、
健
康

・
ス
ポ
ー
ツ

・
治
療
の
而
で
の
資
格

者
の
養
成
が
で
き
る
学
科
と
し
て
の
発
展
な
ど
も
当
然
検
討
の
対
象
と
な
り
う
る
。
こ
れ
ら
を
含
め
た
四
年
制
大
学

へ
の
問
題
を
踏
ま
え

て
日
下
調
査

・
研
究
中
で
あ
る
。



別
紙
資
料
に
入
学
者
お
よ
び
卒
業
者

一
覧
、
現
教
職
員

一
覧
、
資
格
試
験
合
格
状
況
、
応
募
者
の
状
況
、
現
在
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
な
ど

に
つ
い
て
記
載
し
た
。

②

臨

検

科

臨
床
検
査
技
師
の
今
日
の
業
務
内
容
が
、
科
学
医
学
の
驚
く
べ
き
急
速
の
進
歩
に
呼
応
し
て
、
遺
伝
子
工
学
技
術
の
普
遍
的
導
入
や
、

益
々
高
度
な
機
械
化
、
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
化
、
特
殊
検
査
項
目
の
増
大
な
ど
に
よ
り
世
界
的
に
四
年
制
大
学

へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は

既
に
記
し
た
。
そ
し
て
、
特
に
機
械
化
、
自
動
化
の
驚
異
的
な
進
歩
普
及
に
伴
い
、
検
査
室
現
場
の
技
師
数
は
必
ず
し
も
昔
日
の
状
況
で

あ
る
こ
と
は
必
要
と
せ
ず
、
む
し
ろ
少
数
精
鋭
主
義
を
指
向
し
て
い
る
。
特
に

一
八
歳
人
口
激
減
の
時
代
に
お
い
て
、
従
来
通
り
の
八
〇

名
定
員
を
維
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
勢
い
レ
ベ
ル
の
低
い
受
験
生
ま
で
入
学
し
て
く
る
可
能
性
が
増
大
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
臨

検
科
は
従
来
の
半
数
の
四
〇
名
定
員
と
し
、
残
り
の
四
〇
名
は
今
後
の
世
相
が
要
請
す
る
新
職
種
の
コ
ー
ス
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て

い
る
。

現
在
、
臨
床
検
査
技
師
以
外
の
健
康
医
療
福
祉
関
係
の
も
の
に
つ
い
て

一
応
記
す
る
な
ら
ば
、
歯
科
技
工
、
診
療
放
射
線
、
看
護
、
理

学
作
業
、
鍼
灸

・
指
圧

・
マ
ツ
サ
ー
ジ
、
視
能
訓
練
、
心
理
療
法
、
バ
イ
オ
技
術
、
眼
鏡
、
整
体
、
聴
能
言
語
、
臨
床
工
学
、
医
療
福

祉

・
ビ
ジ
ネ
ス
、
歯
科
秘
書
、
情
報
処
理

（医
用
工
学
）
な
ど
の
、　
一
八
職
種
が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
下
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
鋭
意
に
調

査
研
究
中
で
あ
る
。

末
尾
に
別
記
資
料
と
し
て
、
入
学
者
数
、
卒
業
者
数
、
主
た
る
就
職
先
、
教
育
課
程
、
現
行
教
員
名
簿
を
記
載
し
た
。

第
二
節
　
大
東
医
学
技
術
専
門
学
校

七

一
一



第
七
章

国
家
試
験
合
格
状
況

学
園
設
置
学
校

柔
道
整
復
科

子の 1 卒

業

者

数

競

争

倍

率

入

学

者

数

応

募

者

数

入

学

年

度

回

　

　

　

数

総
合
合
格
率

浪
人
合
格
率

浪
人
合
格
者
数

浪
人
受
験
者
数

現
役
合
格
率

現
役
合
格
者
数

現
役
受
験
者
数

一
九
五
五

一
〇
〇
％

一
〇
〇
％

二
八

二

八
二
八

一
九
五
六

一
〇
〇
％

一
〇
〇
％

二
三

二

三
二
三

一
九
五
七

一
〇
〇
％

一
〇
〇
％

三

二

三

二

三

二

二
五

一
九
五
八

一
〇
〇
％

一
〇
〇
％

三

一

三

一

三

一

三

四

一
九
五
九

一
〇
〇
％

一
〇
〇
％

二

一

二

一

二
九

一
九
六
〇

一
〇
〇
％

一
〇
〇
％

三

三

三
二

三
三

一
一ユハ

一
九
六

一

一
〇
〇
％

一
〇
〇
％

一
五

一
五

一
五

二
七

一
九
六
二

一
〇
〇
％

一
〇
〇
％

一
八

一
八

一
八

二

四

一
九
六
三

四

一
〇
〇
％

一
〇
〇
％

二

四

二

四

二

四

三

〇

一
九
六
四

五

合 格 者 の 割 合 卒

業

者

数

競

争

倍

率

入

学

者

数

応

募

者

数

入

学

年

度

回

　
　
　
数

総
合
合
格
率

浪
人
合
格
率

浪
人
合
格
者
数

浪
人
受
験
者
数

現
役
合
格
率

現
役
合
格
者
数

現
役
受
験
者
数

一
〇
〇
％

一
〇
〇
％

三

二

二

二

三

二

〓
一エハ

一
九
六
五

一
〇
〇
％

一
〇
〇
％

三

三
三
二

三
二

一二
エハ

一
｛
ん
⊥ハ
エハ

七

一
〇
〇
％

一
〇
〇
％

三

四

三

四

三

四
〓
一ユハ

一
九
六
七

八

一
〇
〇
％

一
〇
〇
％

三

二
三
二

三
二

五

四

一
九
六
八

九

一
〇
〇
％

一
〇
〇
％

四

四

四

四

四

四

三

一

一
九
六
九

一
〇

一
〇
〇
％

一
〇
〇
％

二
三

二
三

二
三

四
九

一
九
七
〇

一
〇
〇
％

一
〇
〇
％

四

一

四

一

四

一
○

五

四

五

六

一
九
七

一

一
二

一
〇
〇
％

一
〇
〇
％

四

〇
四
〇

四

〇
〇

四
八

五

〇

一
九
七
二

一
三

一
〇
〇
％

一
〇
〇
％

二
五

二
五

二
五

〇

五
九

六

〇

一
九
七
三

一
四

八
六
％

五
〇
％

四

八
九
％

四

二

四

七
四
七

五

三

五
七

一
九
七
四

一
五

七

一
二



の 卒

業

者

数

競

争

倍

率

入

学

者

数

応

募

者

数

入

学

年

度

回

　

　

　

数

総
合
合
格
率

浪
人
合
格
率

浪
人
合
格
者
数

浪
人
受
験
者
数

現
役
合
格
率

現
役
合
格
者
数

現
役
受
験
者
数

九
八
％

六
七
％

一
〇
〇
％

五

一

五

一

五

一

上ハ
上ハ

七

四

一
九
七
五

一　
上ハ

一
〇
〇
％

一
〇
〇
％

八

四

八

四

八

四
五

九

二

〓
二
七

一
九
七
六

一
七

八
七
％

八
七
％

五

二

六

〇

六

〇
Ｔ

三

七

八

九

九

一
九
七
七

一
八

九
八
％

八
三
％

五 ユ
ハ

九
九
％

七

五

七
六

七

六

七

三

一
四
六

一
九
七
八

一
九

八
七
％

八
〇
％

四 五

八
七
％

六
七

七

七

七

七

一
Ｔ

四

八
八

二

一
五

一
九
七
九

二

〇

九
四
％

一
〇
〇
％

九
四
％

七

二

七

七

七

七

三

二

一

七

〇

一
五

一

一
九
八
〇

二

一

九
〇
％

三
二
％

九
二
％

五
五

五
九

五

九

一
一　
・　一ハ

上ハ
エハ

一
七
二

一
九
八

一

二
二

七
八
％

三

三

％

八
三
％

四
九

五
九

五

九

一
〓

九

六

四

一
八
八

一
九
八
二

二
三

八
八
％

六
四
％

七

九
三
％

五

二

五

六

五

六 四
上ハ
一
一

二
四
五

一
九
八
三

二

四

九
二
％

六
七
％

四

九
五
％

上ハ
一

六

四

六

四

〓
〓

四

上ハ
一
一

二

一
二

一
九
八
四

二
五

の 卒

業

者

数

競

争

倍

率

入

学

者

数

応

募

者

数

入

学

年

度

回

　

　

　

数

総
合
合
格
率

浪
人
合
格
率

浪
人
合
格
者
数

浪
人
受
験
者
数

現
役
合
格
率

現
役
合
格
者
数

現
役
受
験
者
数

八
九
％

四
〇
％

五

九
四
％

四
八

五

一

五

二

二

・
四

上ハ
一二

一
五
〇

一
九
八
五

一
一エハ

九
〇
％

八
六
％

上
ハ 七

九

一
％

五

一

五
六

五

六

三

二
二

六

四

二

三

一
九
八
六

二
七

八
八
％

六
七
％

四

九
〇
％

上ハ
一

六

八
上ハ
ｎ
ハ

〓
Ｔ

二

六

八

二

一
九

一
九
八
七

二
八

八
六
％

四
四

％
四 九

九
四
％

四
八

五

一

五

一

〓
一　
・
一ハ

上ハ
一

二

一
九

一
九
八
八

二
九

九
九
％

八
六
％

七

一
〇
〇
％

⊥ハ
一
一

エハ
一
一

上ハ
一
一

三

・
三

エハ
一
一

二
〇
七

一
九
八
九

三

〇

六

五

一
九
二

一
九
九
〇

三

一

三

・
五

上ハ
一二

三
二
四

一
九
九

一

三

二

三

・
八

六

四

二
四
五

一
九
九
二

三
〓

第
二
節
　
大
東
医
学
技
術
専
門
学
校

七

一
三



目

一

科

一
礎
一

基
一

門
一

専
一 医

学
史

解
剖
学

生
理
学

運
動
学

病
理
学
概
諭

基 礎 科 目

人
文
科
学

人
文
科
学

社
会
科
学

自
然
科
学

保
健
体
育

外
国
語

（含
医
学
英
語
）

授

業

科

目

三
〇

二
四
〇

一
八
〇

四
五

一
二
〇

三
〇

三
〇

三
〇

六
〇

一
二
〇

六
〇

時
間
数

三
〇

一
五
〇

七
五

三
〇

三
〇

三
〇

六
〇

六
〇

六
〇

一
学
年 学

　

年

　

別

六
〇

七
五

六

〇

六

〇

二
学
年

三
〇

三
〇

四
五

六
〇

三
学
年

第
七
章
　
学
園
設
置
学
校

教
科
課
程
お
よ
び
授
業
時
数

教
員
お
よ
び
担
当
学
科

校
長

副
校
長

・
科
長

専
任
教
員

医
学
博
士

柔
道
整
復
師

高
原
喜
八
郎

増

淵

　

武

牧

内

興

吉

志
保
井
義
忠

渡

辺
　
　
勉

柔
道
整
復
理
論

柔
道
整
復
理
論

柔
道
整
復
理
論

柔
道
整
復
理
論

″   ″   ″

（備
考
）

他

う

よ
υ

七

一
四

に
定
め
る
選
択
必
修
科
日
に
つ
い
て
専
門
科
目
の
中
で

一
二
〇
時
間
行

の
と
す
る
。実

技
実
技

実
技

実
技

専門科 目 専 門基礎 科 日

合

計
柔
道
整
復
理
論

柔
道
整
復
実
技

医
事
法
規

選
択
必
修
科
目

衛
生
学

・
公
衆
衛
生
学

一
般
臨
床
医
学

外
科
学
概
諭

整
形
外
科
学

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学

二

、
五

二

〇

三
三
〇

六
〇
〇

四
五

※
一
二
〇

一
二
〇

一
二
〇

九
〇

九
〇

六
〇

八
五
五

三

〇
九
〇

一
五
〇

六

〇

八
五
五

七
五

一
二
〇

二
二
五

六
〇

六
〇

三
〇

三
〇

八

一
〇

一
二
〇

二
二
五

四
五

一
五

六
〇

六
〇

六

〇

六

〇



″   ′′   ′′

″   ″   ′′

ブト
常
勤
講
師

医
学
博
士

″ ′′ ″ ″ ′′ ″ ′′ ″ ″ ″ ′′ 〃 ′′ ″

″ ″ ′′ ″ ″ ″ ″ ″ ′′ ″

医
学
士

医
学
博
士

体
育
学
修
士

第
二
節
　
大
東
医
学
技
術
専
門
学
校

′′

村

添

安

徳

藤

平

晴

久

高

橋

　

守

」ヒ

川

小

島

竹

本

熊

谷

田

中

森野

坂

士
口
　
轟
側

松

尾

北

村

仁

木

坂

本

石

神

三

輸

自

本

正

徳

造

律

子

裕

二

英

彦

昭

雄

謙

一

博

之

廣

之

洋

一

敦

子

元

彦

重

信

卓

爾仁

柔
道
整
復
理
論

・
実
技

柔
道
整
復
理
論

・
実
技

柔
道
整
復
理
論

・
実
技

解
剖
学

解
剖
学

解
剖
学

生
理
学

生
理
学

生
理
学

病
理
学
概
論

衛
生
学

・
公
衆
衛
生
学

一
般
臨
床
医
学

整
形
外
科
学

・
外
科
学
概
論

整
形
外
科
学

・
外
科
学
概
諭

整
形
外
科
学

・
外
科
学
概
諭

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学

医
学
史

・
医
学
英
語

運
動
学

七

一
五



第
七
章

非
常
勤
講
師

専
任
助
手

非
常
勤
助
手

学
園
設
置
学
校

法
学
修
士

工
学
士

文
学
士

体
育
学
修
士

柔
道
整
復
師

前

田

和

彦

岩

崎

義

昭

高

井

待

夫

大

坂
　
　
泰

廣

瀬

伸

良

西

山

安

吉

堀

口

仁

邦

中

村

英

夫

山

口
登

一
郎

大

輪

小

次

津
久
井
辰
旺

古
屋

か
お
る

黒
川
邦
日
児

″ ′′ ″ ″ ′′

法
学

・
医
事
法
規

物
理
学

英
語

文
学

保
健
体
育

柔
道
整
復
理
論

・
実
技

柔
道
整
復
理
論

・
実
技

柔
道
整
復
理
論

・
実
技

柔
道
整
復
理
論

，
実
技

柔
道
整
復
実
技

・
柔
道
実
技

柔
道
整
復
実
技

・
柔
道
実
技

七

一
六



年 度 総 数 男 女

1961 10

1962 21 10 11

1963 46 10 36

1964 49 20 29

1965 61 23 38

1966 85 64

1967 13 68

1968 85 10 75

1969 80 14 66

1970 82 75

1971 71 66

1972

(24)

111

(87) 15

1 23

72

1973 92 22 70

1974 81 60

1975 98 18 80

1976 89 17 72

1977 92 18 74

1978 96 22 74

1979 91 17 74

1980 80 19 61

1981 82 14 68

1982 81 17 64

1983 73 21 52

1984 18 57

1985 84 21 63

1986 79 12 67

1987 80 25 55

1988 83 25 58

1989 76 18 58

1990 81 26 55

1991 87 15 72

1992 88 14 74

臨床検査科入学者数衛
生
検
査
科

・
臨
床
検
査
科
卒
業
者
数
調
査

第
二
節
　
大
東
医
学
技
術
専
門
学
校

八 七 ハ 五 四 回

一
九
七
〇

三
二

一
九
六
九

・
三

一
九
六
八

・
三

一
九
六
七

三
二

一　
■九
⊥ハ
エハ
　
・　
一二

一
九
六
五

・
三

一
九
六
四

・
三

一
九
六
三

・
三

卒
業
年
月
日

ヽ
三
二
〇
～
ヽ
三
九
五

ヽ
二
四
三
～
ヽ
三

一
九

ヽ
一
六
三
～
ヽ
二
四
二

Ｍ
一
一
四
～
Ｍ

一
六
二

Ｍ
七

一
～
Ｍ
一
一
三

Ｍ
三
〇
～
Ｍ
七
〇

Ｍ

一
六
～
Ｍ
二
九

Ｍ

一
～
Ｍ

一
五

証
書
Ｍ
～
Ｍ

七

六
七

七

八

〇
四
九

四

三
四

一

一
四

一
五

卒
業
者
数

一
〇

一
五

二

二
一
七

一
五

一
二 七 七 男 内

訳

上ハ
上ハ

上ハ
一
一

五
八

三

二
二
八

二
九 七 ノヽ 女

二
九
五

三

一
九

二
四
二

一　
エハ
一
一

三

三

七

〇
二
九

累

　

　

計

七

一
七



一
二

一
〇 九

一
九
七
四

三
二
二

三

一
九
七
三

二
二

一
九
七
二

・
三

一
九
七

一
・
三

〔衛
生
検
査
科
〕

Ｍ
六

一
六
～
Ｍ
六
四
三

Ｍ
五
五
三
～
Ｍ
六

一
五

Ｍ
四
七
七
～
Ｍ
五
五
二

Ｍ
二
九
六
～
Ｍ
四
七
六

六
四
三

二

八
ユ．ハ
一二

七
六

八

一

一
三
二

四 四 四 一　
上ハ

五

一
〇

二
四

五
九

七

二

六

五

六
四
三

六

一
五

五
五
二

四
七
六

臨
　
検
　
科

二
五
　
一
一
九

八
七

・
〓
Ｔ

一
九
　
一
Ｍ

一
五

一
七
～
Ｍ

一
五
七
七

一
六

〇

（八
）
一　
　
一
二

四
八

二
四

二

三
二

二

二

一

二
〇

一
九

一
八

一
七

一　
上ハ

一
五

一
四

一
三 回

一
九
八
六

二
二
・
一
九

一
九
八
五

・
〓
下

一
九

一
九
八
四

二
二
二

七

一
九
八
三

二
二
・
一
九

一
九
八
三

二
二
二

九

一
九
八

一
・
三

二

九

一
九
八
〇

二
二
二

九

一
九
七
九

二
二
。
一
七

一
九
七
八

二
二
，
一
七

一
九
七
七

・
〓
〓

一
七

一
九
七
六

二
二
。
一
七

一
九
七
五

二
二
二

三

卒
業
年
月
日

Ｍ

一
四
五

七

～

Ｍ

一
五

一
六

ヽ
一
三
八
七
～
Ｍ
一
四
五
六

Ｍ

一
三

〇

八

～

山

一
三

八

六

ヽ
一
二
二
九
～
ヽ
一
三
〇
七

Ｍ

一

一
五

九

～

Ｍ

一
二

三

八

Ｍ

一
〇

八

二

～

Ｍ

一

一
五

八

ヽ

一
〇

一
二

～

ヽ

一
〇

八

一

Ｍ
九
二
五
～
Ｍ

一
〇

一
一

ヽ
八
五
八

，
Ｍ
九
二
四

Ｍ
七
九
八
～
Ｍ
八
五
七

叱
七

一
三
～
恥
七
九
七

ヽ
六
四
四
～
Ｍ
七

一
二

証
書
Ｍ
～
ｍ

五
九

（八
）

六
九

（七
）

七
九

（
一
）

六

九
八
〇

（
一
）

七
七

（二
）

七
〇

（七
）

七

七
七
七

六

〇

八

五

六

九

卒
業
者
数

一
九

一　
上ハ

一
三

一
九

二
〇

一
四

一
五

一
五

二

一 男 内

訳

四

〇
五
六

上ハ
一二

五
六

上ハ
一
（
一　
）

五
七

（二
）

五
六

⌒七
）

ユハ
一
一

ム
ハ
二

四
九

六

四

五
八 女

一
五
七
四

一
五

一
四

一
四
五
五

一
三
八
六

一
三
〇
七

一
二
三
八

一
〇
八

一

一
〇

一　
一

九
二
四

八
五
七

七
九
七

七

一
二

累
　
　
計

（　
）
内
数
字
は
三
／
三
一
付
卒
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学
園
設
置
学
校

七

一
八

一
三

一
一
五
八



三

二

三
〇

二
九

二
八

二
七

一
一ユハ

一
九
九
二

二
二
。
一
九

一
九
九

一
二
二
二

九

一
九
九
〇

・
〓
〓

二
三

一
九
八
九

二
二
。
一
六

一
九
八
八

上
二
，
一
九

Ｍ
～
Ｍ

Ｍ
～
ヽ

Ｍ
一
八
五
五
～
聰
一
九
二
六

Ｍ

一
七

八

五

～

Ｍ

一
八

五

四

Ｍ

一
七

一
八

～

Ｍ

一
七

八

四

ヽ

一
六

四

五

～

Ｍ

一
七

一
七

Ｍ

一
五

七

八

～

Ｍ

一
六

四

四

七

一
（五
）

六
九

（五
）

上ハ
上ハ
（上ハ
）

七
二

（三
）

エハ
ユハ
（一
一）

一
九

二
〇

一
八

一
五

一
八

五

二

四
九

四

八

五

七

四

八

一
九

一
八

一
八
四
七

一
七
七
八

一
七

一
二

一
六
四
〇

主
な
就
職
先

○
大
学
附
属
病
院

自
治
医
科
大
学
病
院

・
慈
恵
会
医
科
大
学
病
院

。
日
本
医
科
大
学
病
院

・
駿
河
台
日
大
病
院

。
日
大
板
橋
病
院

・

大
学
病
院

・
昭
和
大
学
病
院

・
国
立
大
分
医
科
大
学
附
属
病
院

・
福
島
県
立
医
科
大
学
病
院

・
順
天
堂
大
学
病
院

属
病
院

。
東
京
女
子
医
科
大
学
附
属
病
院

・
埼
玉
医
科
大
学
附
属
病
院

・
群
馬
医
科
大
学
附
属
病
院

○
日
赤
病
院

諏
訪
赤
十
字
病
院

○
医
療
法
人
病
院

三
井
記
念
病
院

・
亀
田
総
合
病
院

・
江
東
病
院

・
健
生
堂
病
院

・
戸
田
中
央
総
合
病
院

・
丸
子
中
央
総
合
病
院

所

。
康
正
会
病
院

・
千
葉
社
会
保
険
病
院

○
社
会
福
祉
他
法
人
病
院

第
二
節
　
大
東
医
学
技
術
専
門
学
校

帝
京
大
学
病
院

。
東
海

・
杏
林
大
学
医
学
部
附

社
会
保
険
鴬
谷
診
療

七

一
九

三

一



第
七
章
　
学
園
設
置
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
〇

関
東
逓
信
病
院

・
城
東
病
院

・
山
梨
勤
労
者
医
療
協
会
関
係
病
院

○
公
立
病
院

小
田
原
市
立
病
院

，
甲
府
共
立
病
院

・
伊
勢
原
協
同
病
院

・
土
浦
協
同
病
院

・
横
浜
市
民
病
院

・
静
岡
県
清
水
市
立
病
院

・
静
岡
県
沼
津

市
立
病
院

○
個
人
病
院

秋
葉
病
院

○
医
師
会
病
院

・
セ
ン
タ
ー

板
橋
医
師
会
病
院

・
豊
島
区
医
師
会
臨
床
検
査
セ
ン
タ
ー

・
練
馬
区
医
師
会
医
療
検
査
セ
ン
タ
ー

・
江
戸
川
区
医
師
会
検
査
セ
ン
タ
ー

・

清
水
市
医
師
会
保
健
セ
ン
タ
ー

○
地
方
自
治
体

福
島
県

・
神
奈
川
県

・
横
浜
市

○
企
業

（製
薬

・
検
査

・
研
究
）

シ
オ
ノ
ギ
製
薬
帥

・
い
帝
人
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス

・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
ズ

・
Ｓ
Ｒ
Ｌ

（
ス
ペ
シ
ヤ
ル

・
レ
フ
ア
レ
ン
ス

・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

ズ
）

・
０
関
東
医
学
研
究
所

・
帥
三
立
総
武
臨
床
検
査
セ
ン
タ
ー

・
①
板
橋
中
央
臨
床
検
査
研
究
所

・
保
健
科
学
研
究
所
仙
台
支
社

・
養

命
酒
製
造
株
式
会
社
中
央
研
究
所

。
い
わ
き
医
学
検
査
研
究
所

・
横
須
賀
衛
生
試
験
所

。
輸
三
菱
油
化
ビ
ー
シ
ー
エ
ル

・
日
清
製
粉
中
央

研
究
所

・
日
立
製
作
所
日
立
総
合
病
院

○
そ
の
他

東
京
都
予
防
医
学
協
会

・
茨
城
県
検
診
協
会

・
岩
手
県
予
防
医
学
協
会



臨
床
検
査
科
教
育
課
程

（
一
九
九
二
年
度
）

基 礎 専 門 科 目 基礎科目

科

目

医
学
概
諭

解
剖
学

生
理
学

病
理
学

生
化
学

微
生
物
学

医
動
物
学

情
報
科
学
概
諭

検
査
機
器
総
論

医
用
工
学
概
論

人
文
科
学

社
会
科
学

自
然
科
学

外
国
語

保
健
体
育

一
五

四
五

四
五

六
〇

六
〇

四
五

三
〇

三
〇

四
五

三
〇

三
〇

三
〇

一
五
〇

一
二
〇

一
五

講

　

義

時

　

間

　

数

三
〇

四
五

四
五

四
五

四
五

一
五

三
〇

四
五

実
　

習

一
五

七
五

九
〇

一
〇
五

一
〇
五

九
〇

四
五

三
〇

四
五

六
〇

三
〇

三
〇

一
五
〇

一
二
〇

六
〇

計

一　
ほ
か
に
、
基
礎
専
門
科
目
お
よ
び
臨
床
専
門
科
目
を
中
心
と
し
て
三
二
〇
時
間
の
講
義
ま
た
は
実
習
を
行
う
も
の
と
す
る
。

二
　
臨
床
専
門
科
目

（公
衆
衛
生
学
お
よ
び
放
射
性
同
位
元
素
検
査
技
術
学
を
除
く
）
の
実
習
時
間
の
う
ち
、
三
二
〇
時
間
以
上
を
臨
床
実
習
に
充
て
る
こ
と
。

備
考

一
九
九
二
年
度

校
　
長

大
東
医
学
技
術
専
門
学
校

高
原
喜
八
郎

大
東
医
学
技
術
専
門
学
校

第
二
節

臨
床
検
査
科
　
教
員
名
簿

医
学
概
論

・
検
査
機
器
総
論

七
二

一

△
ロ

計

臨 床 専 門 科 目

公
衆
衛
生
学

臨
床
医
学
総
諭

臨
床
病
理
学
総
諭

臨
床
検
査
総
論

検
査
管
理
総
論

病
理
組
織
細
胞
学

臨
床
生
理
学

臨
床
化
学

臨
床
血
液
学

臨
床
微
生
物
学

臨
床
免
疫
学

放
射
性
同
位
元
素
検

査
技
術
学

関
係
法
規

一
、
四
四
〇

六
〇

四
五

六
〇

六
〇

四
五

三
〇

九
〇

六
〇

六
〇

四
五

九
〇

三
〇

一
五

〓
二
五
〇

四
五

九
〇

〓
二
五

一
二
五

一
八
〇

〓
二
五

〓
二
五

一
八
〇

一
五

二
、
七
九
〇

一
〇
五

四
五

六
〇

一
五
〇

四
五

一
六
五

二
二
五

二
四
〇

一
九
五

一
八
〇

二
七
〇

四
五

一
五



副
校
長

教
務
主
任

専
任
講
師

専
任
助
手

講

　

　

師

学
園
設
置
学
校

和

田

　

浩

狩

野

元

成

丹

羽

泰

子

只

野

智

昭

東

志

津

香

堀

元

陽

子

野

坂

謙

二

山

ノ
内
信

一

荒

木

　

潤

小
浪
悠
紀
子

渥

美

栄

治

阿

部

恒

三

江

藤

正

則

小

栗

豊

子

小

沢

憲

治

北

村

清

吉

熊

井

昭

彦

後

藤

　

清

″

′′   ′′   〃

″   ″   ″

フト
常
勤
講
自市

″ ″ ″ ″ ″ ″ ″
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臨
床
免
疫
学

臨
床
化
学

（Ｒ
Ｉ
検
査
含
む
）

臨
床
検
査
実
習

病
理
学

・
病
理
組
織
細
胞
学

一
般
英
語

・
薬
理
学

医
動
物
学

専
門
英
語

数
学

・
電
子
計
算
機
演
習

化
学

（有
機

・
無
機
）

血
液
学
実
習

臨
床
微
生
物
学

免
疫
生
化
学
実
習

医
用
工
学
概
論

生
化
学

血
液
学
実
習

七
三
二
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駒

林

隆

夫

佐

藤

泰

司

佐

藤

尚

武

菅

沼

源

二

鈴

木

政

登

鈴

木

良

昭

千

秋

雅

子

高

野

繁

男

立

花

勇

一

濱

野

富

明

前

田

和

彦

茂
手
本
皓
喜

柳

下

　

登

山

口

忠

芳

吉

田
　
　
陛

吉

村

博

之

三

輪

卓

爾

森

　

伴

雄

第
二
節
　
大
東
医
学
技
術
専
門
学
校

生
理
学

解
剖
学

臨
床
血
液
学

情
報
科
学
概
論

・
検
査
管
理
総
論

臨
床
生
理
学

文
学

臨
床
心
理
学

物
理
学

臨
床
検
査
総
諭
実
習

分
子
生
物
学

関
係
法
規

臨
床
病
理
学
総
論

生
物
学

保
健
体
育

臨
床
検
査
総
論

公
衆
衛
生
学

臨
床
医
学
総
諭

微
生
物
学

［高
原
喜
八
郎

・
和
田
　
浩

・
増
淵
　
武
］

七
二
三
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校

七
二
四

大
東
文
化
大
学
附
属
盈
進
幼
稚
園

・
小
学
校

・
中
学
校

・
高
等
学
校
の
分
離

本
学
園
が

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
四
月

一
日
以
降
設
置
し
て
き
た
大
束
文
化
大
学
附
属
盈
進
小
学
校

・
同
中
学
校

・
同
高
等
学
校

お
よ
び
幼
稚
園
は
、　
一
九
二
三

（大
正

一
二
）
年
に
創
設
さ
れ
た
学
校
法
人
盈
進
学
園

（
一
九
四
九

〈
昭
和
二
四
〉
年
私
立
学
校
法
施
行

に
よ
り
名
称
変
更
）
が
設
置
し
て
き
た
学
校
で
あ
る
。
こ
の
学
聞
は
、
創
立
者
丸
山
鋭
雄
氏
の
長
年
の
教
育
経
験
に
基
づ
く
個
性
豊
か
な

も
の
で
、
そ
の
歴
史
は
古
く
、
既
に
五
〇
数
年
に
及
ん
で
主
と
し
て
初
等

・
中
等
教
育
を
重
点
的
に
行
い
、
そ
の
功
績
は
顕
著
な
も
の
が

あ

つ
た
。

し
か
し
時
代
の
変
遷
に
伴
い

一
般
的
な
社
会
現
象
の
あ
お
り
を
受
け
、　
一
九
六
五

（昭
和
四
〇
）
年
代
に
入
り
学
園
経
営
上
次
第
に
ひ

ず
み
が
生
じ
、
生
徒
数
も
漸
減
し
、
施
設

・
設
備
の
充
実
も
思
う
に
ま
か
せ
ず
学
園
の
運
営
上
種
々
支
障
を
来
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
つ
た
た
め
、
盈
進
学
国
か
ら
協
力
の
依
頼
を
受
け
、
吸
収
合
併
を
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

し
か
し
な
が
ら
本
学
園
は
、　
一
九
七
二
年
四
月
以
降
創
立
者
の
意
志
を
尊
重
し
な
が
ら
鋭
意
こ
れ
ら
諸
学
校
の
整
備
充
実
に
つ
と
め
て

き
た
結
果
、
施
設

・
設
備
も
充
実
し
、
漸
く
独
立
の
学
国
と
し
て
運
営
で
き
る
よ
う
な
状
態
に
な
つ
て
き
た
。

創
立
者
の
意
思
を
尊
重
し
、
個
性
教
育
を
行
う
た
め
の
特
色
あ
る
学
園
と
し
て
別
個
に
存
続
さ
せ
る
た
め
、
学
校
法
人
大
束
文
化
学
園

と
は
分
離
し
、　
一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年
七
月
七
日
付
設
置
者
変
更
許
可
を
受
け
、
学
校
法
人
盈
進
学
囲
に
移
行
し
た
。
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一　

嬬
恋
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

・
大
東
文
化
会
館
の
経
緯

本
学
の
父
兄
会
か
ら
、　
一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
の
大
学
創
立
五
〇
周
年
の
記
念
事
業

へ
の
協
力
と
し
て
、
嬬
恋
セ
ミ
ナ
ー
セ
ン
タ

ー
と
桐
朋
会
館

（仮
称
）
の
建
設
構
想
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

嬬
恋
セ
ミ
ナ
ー
セ
ン
タ
ー
の
最
初
の
建
設
計
画
は
、
群
馬
県
吾
妻
郡
嬬
恋
村
大
字
今
井
字
石
津
の

「
旧
北
海
道
硫
黄
株
式
会
社
石
津
鉱

業
所
」
跡
の
国
有
地
約
五
ｈａ
を
大
学
側
が
借
り
入
れ
、
そ
の
土
地
に
父
兄
会
が
嬬
恋
セ
ミ
ナ
ー
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
て
、
大
学
に
贈
ら
れ

る
こ
と
に
な

つ
た
。

第

一
期
工
事
は
、　
一
九
七
四

（昭
和
四
九
）
年
五
月
二
三
日
に
起
工
、
翌

一
九
七
五
年
五
月
四
日
に
本
館
が
竣
工
し
た
。
建
物
は
、
鉄

筋
三
階
建
て
延
べ
床
面
積
八
二
九

・
二
五
ぽ
の
管
理

・
女
子
棟
、
プ
ロ
ツ
ク
造
り
三
階
建
て
延
べ
床
面
積
六
八
五

・
一
六
耐
の
男
子
棟
、

本
造
平
屋
建
て
床
面
積
二
二
九
ポ
の
大
食
堂

・
厨
房
棟
等
と
な

つ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
引
き
続
い
て
、
研
修
厚
生
棟
の
工
事
が
始
ま
り
、　
一
九
七
六
年

一
一
月

一
四
日
に
竣
工
し
た
。
こ
の
研
修
厚
生
棟
は
、
Ａ
型

（本
造
二
階
建
て
、
五
五

・
一
八
ポ
合
掌
造
り
）
二
棟
、
Ｂ
型

（本
造
平
屋
建
て
、
四
八

・
ニ
ポ
）
三
棟
、
Ｃ
型

（本
造
平
屋
建
て
、
四

五

・
五
四
耐
方
形
造
り
）
三
棟
か
ら
な
つ
て
い
る
。
各
棟
は
、
浅
間
山
を

一
望
で
き
る
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
い
る

（
こ
の
建
物
は
、
安
全

互
助
会
か
ら
の
援
助
に
よ
る
も
の
で
あ
る
）。

こ
の
施
設
の
ほ
か
、
嬬
恋
村
か
ら
旧
小

。
中
学
校
校
舎
と
石
津
鉱
業
所
か
ら
譲
り
受
け
た
体
育
館
と
を
併
せ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
等
の
整
備
を
行
い
、
同
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
所
し
た
。

第
二
期
工
事
と
し
て
、
和
室
棟
の
建
設
が
、　
一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年

一
一
月
二
〇
日
に
竣
工
し
た
が
、
こ
の
和
室
棟
は
鉄
筋
平
屋

一　
嬬
恋
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

・
大
東
文
化
会
館
の
経
緯

七
二
七
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建
て
、
床
面
積
三
二
三

・
四
八
ポ
で
、
ゼ
ミ
室

（和

・
洋
室
）
お
よ
び
和
室
特
別
室
と
乾
燥
室
が
付
設
さ
れ
、
開
所
以
来
二
年
半
の
う
ち

に

一
段
と
充
実
し
た
も
の
に
な
つ
た
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
自
根
山
の
南
側
裾
野
の
標
高

一
、
二
〇
〇
～

一
、
五
〇
〇

ｍ
の
間
に
離
状
を
呈
し
て
位
置
し
て
お
り
、
自
樺
林
の

中
で
、
浅
間
山
を
眼
前
に
、
遠
く
に
榛
名

・
赤
城
な
ど
の
山
並
み
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
所
で
も
あ
る
。

父
兄
会
は
、
次
の
計
画
と
し
て
、
学
園
と
協
議
の
う
え
桐
朋
会
館
を
大
東
文
化
会
館
と
命
名
、
板
橋
区
徳
丸
二
丁
目

一
一
二
番
七
号
の

地
に
建
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
、　
一
九
七
七

（昭
和
五

一
）
年
五
月

一
二
日
に
起
工
し
た
。

当
地
は
、
「会
館
建
設
用
地
の
ほ
か
、
東
武
練
馬
駅
か
ら
大
学
問
ま
で
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
発
着
場
所
と
し
て
利
用
し
、
管
理
責
任
者

と
し
て
長
年
苦
心
の
う
え
探
し
あ
て
た
土
地
」
で
あ
り
、
地
主
の
方
か
ら
二
か
年
無
償
で
貸
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
の
ち
交
渉
を
重
ね
た

結
果
、
破
格
の
値
段
で
譲
り
受
け
た
恵
ま
れ
た
土
地
で
あ
る
。

建
物
と
付
帯
設
備

（
バ
ス
タ
ー
ン
‐
テ
ー
プ
ル
）
は
同
年

一
二
月
二

一
日
に
竣
工
し
た
。
こ
の
会
館
は
鉄
筋
五
階
建
て
延
べ
床
面
積

一
・
三
八
〇
が
で
、
板
橋

・
東
松
山
両
校
舎
間
の
駅
前
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
課
外
活
動
の
ほ
か
、
ゼ
ミ

・
会
議

・
宿
泊
に
利
用
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
板
橋
校
舎
と
の
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
、
毎
日
学
生
、
教

・
職
員
四
、
〇
〇
〇
余
名
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
に
役
だ
つ
て
い
る
。

そ
の
隣
接
地
も
、
会
館
竣
工
の
翌
年
に
懇
願
の
う
え
破
格
な
値
段
で
譲
り
受
け
た
。
現
在
は
駐
車
場
と
し
て
使
用
し
て
い
る
が
、
間
近

に
区
道
が
開
通
さ
れ
る
た
め
、
当
地
に
お
け
る
本
学
の
利
用
度
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
　

　

［佐
藤
邦
宏
］

一
一　
現
　
　
況

嬬
恋
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
宿
泊
者
収
容
能
力
は
、
当
初
の
収
容
人
数
よ
り
余
裕
を
も
つ
た

一
七
六
名
の
収
容
人
数
に
改
め
、
諸
設
備
の



改
善
を
図
っ
て
い
る
。
特
に

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
度
に
は
、
給
湯
ポ
イ
ラ
ー
の
取
り
替
え
、
非
常
用
予
備
発
電
装
置
を
設
置
す
る
な

ど
の
諸
工
事
の
ほ
か
に
、
ロ
ピ
ー
応
接
セ
ツ
ト
の
入
れ
替
え
、

ロ
ビ
ー
用
書
架

・
図
書
雑
誌

・
パ
ソ
コ
ン

・
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
の
設
置
、

食
堂
の

一
部
の
模
様
替
え
な
ど
を
し
た
。
ま
た
、
研
修
の
合
間
に
は
学
生
た
ち
が
エ
ン
ジ

ヨ
イ
で
き
る
よ
う
漸
次
改
善
を
図
つ
て
い
る
。

開
業
期
間
中
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
管
理
運
営
は
、
当
初
は
地
元
の
竹
淵
夫
妻
に
委
託
し
冬
期
も
開
業
し
て
い
た
が
、
冬
期
閉
鎖
に
伴

い

都
内
の
業
者
に
夏
期
の
み
委
託
し
た
。　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
度
か
ら
は
再
び
地
元
業
者
に
切
り
替
え
て
夏
の
開
業
期
間
だ
け
で
な
く
、

シ
ー
ズ
ン
オ
フ
中
の
管
理
も
や
つ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
つ
て
、
施
設
の
損
傷
を
少
な
く
す
る
と
と
も
に
、
地
元
と
の
つ
な
が
り
を
よ
り
深

め
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。　
一
九
九
二
年
度
ま
で
の
宿
泊
料
は
、　
一
泊

一
、
五
〇
〇
円

（学
生
、
教

・
職
員
は
無
料
）
、
食
費
は
三
食
で

二
、
五
〇
〇
円

（
一
九
九
〇
年
度
二
、
三
〇
〇
円
）
で
、　
一
九
九
二

（平
成
五
）
年
度
の
宿
泊
料
は
、　
一
泊
学
生
五
〇
〇
円
、
教

・
職
員

一
、
○
○
○
円
、
そ
の
他
二
、
○
○
○
円
、
食
費
は
据
え
置
き
で
あ
る
。

大
東
文
化
会
館
は
、
東
武
東
上
線
の
東
武
練
馬
駅
か
ら
徒
歩
三
分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
会
館
と
板
橋
校
舎
と
の
間
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

五
分
の
距
離
に
あ
る
。
宿
泊
室
は
二
階
と
五
階
に
あ
り
二
九
名
が
収
容
で
き
、
他
の
会
議
室
で
は
、
学
生
、
教

・
職
員
の
各
種
研
修
会
や

父
兄

・
Ｏ
Ｂ
の
宿
泊
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。　
一
九
九
〇
年
度
に
は
、
外
壁
改
修
、
バ
ス
タ
ー
ン
‐
テ
ー
プ
ル
改
修
等
の
工
事
を
行

つ

た
。
宿
泊
料
は
、　
一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
度
ま
で
の

一
、
五
〇
〇
円
を

一
九
八
四
年
度
に
二
、
〇
〇
〇
円
に
改
め
た
ま
ま
以
後
据
え

置
か
れ
て
い
た
が
、　
一
九
九
二
年
六
月
か
ら
二
、
五
〇
〇
円
に
改
正
し
た
。

両
施
設
の
利
用
者
状
況
を
ま
と
め
た
の
が
Ａ
図
お
よ
び
Ｂ
図
で
あ
る
。

Ａ
図
は
嬬
恋
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
利
用
者
状
況
で
あ
る
が
、　
一
九
八
四

（昭
和
五
九
）
年
度
以
降
が
、
そ
れ
以
前
に
比
べ
て
大
き
く
落

ち
込
ん
で
い
る
。
こ
の
原
因
と
し
て
は
、　
一
九
八
三
年
度
ま
で
が
年
間
を
通
し
て
開
業
し
て
い
た
の
に
対
し
、　
一
九
八
四
年
度
以
降
は
四

月
～
九
月
の
間
で
の
短
期
開
業
で
あ
る
こ
と
が
最
大
の
原
因
と
思
わ
れ
る
。　
一
九
八
四
年
度
以
降
の
利
用
者

（主
と
し
て
ク
ラ
ブ

・
サ
ー

二
　
現
　
　
況

七
二
九
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ク
ル
）
の
種
類
と
数
は
ほ
ぼ
固
定
化
の
傾
向
に
あ
る
た
め
、
利
用
者
の
拡
張
策
を
早
急
に
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
通
年

開
業
に
す
る
こ
と
を
最
優
先
課
題
と
す
る
と
と
も
に
、
旧
来
の
単
な
る

「
学
生
用
の
研
修
施
設
」
と
い
つ
た
感
覚
を
払
拭
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

Ｂ
図
は
大
東
文
化
会
館
の
利
用
者
状
況
で
あ
り
、
利
用
者
数
は
概
ね
上
昇
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
各
年
度
と
も
利
用
者
の
ほ
ぼ
九
％
が

宿
泊
利
用
と
な
つ
て
い
る
。

以
上
の
二
つ
の
施
設
の
利
用
状
況
は
、
都
心
に
近
く
交
通
の
便
の
良
い
施
設
に
あ

つ
て
は
、
特
別
の
宣
伝
活
動
を
し
な
く
と
も
利
用
者

が
活
発
で
あ
り
種
々
の
分
野
で
の
利
活
用
が
可
能
な
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
遠
隔
地
に
あ
る
施
設
で
は
、
現
代
社
会
に
マ
ツ
チ
し
た
積
極

的
な
魅
力
づ
く
り
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
運
営
が
極
め
て
難
し
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［東
甫
宏
昭
］
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三
　
新
た
な
施
設

こ
の
度
、
長
野
県
小
縣
郡
真
田
町
大
字
長
字
十
ノ
原
の
校
有
地

（
一
〇

・
一
五

一
ポ
）
に
、
菅
平
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（仮
称
）
建
設
計

画

（案
）
が
あ
り
、　
一
九
九
四

（平
成
六
）
年
度
中
に
竣
工
の
予
定
で
あ
る
。

建
物
概
要
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て
延
べ
床
面
積

一
、　
一
三
三

・
一
四
ポ
で
、
四
〇
名
収
容
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

周
辺
状
況
は
、　
一
、
五
〇
〇

ｍ
以
内
に
ス
キ
ー
場
や
ホ
テ
ル

・
旅
館
等
が
点
在
し
、
近
く
に
ラ
グ
ビ
ー
場

・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
の
運
動

施
設
が
あ
る
。
交
通
ア
ク
セ
ス
も
信
越
線
上
田
駅
を
中
心
に
極
め
て
便
利
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［佐
藤
邦
宏
］

三
　
新
た
な
施
設

七
三

一





第
九
章
　
学
生
自
治
会

・
父
兄
会

・
同
窓
会





第

一
節
　
学

生

自
治

会

世
間
の
大
学
生
が
大
学
の
自
治
に
興
味
を
示
さ
な
く
な

つ
た
。
社
会
問
題
に
対
し
て
意
見
を
表
に
出
す
こ
と
も
な
く
な
つ
た
。
そ
の
姿

は
大
学
が
、
社
会
が
豊
か
に
な
り
、
何
も
問
題
や
不
満
が
な
い
、
だ
か
ら
別
に
関
係
な
い
と
言
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

果
た
し
て
そ
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
学
や
社
会
に
何
も
不
満
や
問
題
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
違
う
と
思
う
。
現
在
の
大
学
内

に
は
学
生
に
対
し
て
必
ず
し
も
万
全
の
教
育
環
境
、
生
活
環
境
、
共
同
施
設
等
が
整

つ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
社
会
に
お
い
て
は
バ
ブ

ル
経
済
が
は
じ
け
、
景
気
後
退
が
深
刻
化
し
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
問
題
や
政
治
腐
敗
が
問
い
た
だ
さ
れ
る
今
日
、
大
学
や
社
会
に
何
も
問
題
が
な
い

と
い
う
状
況
で
は
な
い
と
思
う
。

そ
れ
で
は
大
学
生
は
ど
う
な

つ
て
し
ま
つ
た
の
か
。
若
者
は
ど
う
し
て
社
会
に
不
満
を
ぶ
つ
け
な
く
な

つ
た
の
か
。
そ
の
原
因
の

一
つ

は
現
在
の
中
等

・
高
等
教
育
に
端
を
発
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
高
学
歴
社
会
が
進
行
し
、
受
験
戦
争
が
過
熱
化
す
る

一
方
で
、
中
学

・

高
校
で
は

「
お
ち
こ
ぼ
れ
」
が
発
生
し
、
不
登
校
児
が
多
数
出
現
し
、
い
じ
め
が
流
行
し
、
校
内
暴
力
が
蔓
延
し
て
い
つ
た
。
教
師
は
彼

ら
を
統
制
す
る
た
め
画

一
化
に
出
た
結
果
、
不
満
を
表
に
出
さ
せ
な
い
、
無
表
情
な
無
関
心
な
無
気
力
化
し
た
子
ど
も
た
ち
に
仕
立
て
上

げ
た
。
と
ん
で
も
な
い
校
則
を
子
ど
も
た
ち
に
与
え
、
反
抗
さ
せ
な
い
状
況
の
中
で
彼
ら
は
内
申
書
に
お
び
え
、
自
分
た
ち
で
治
め
て
い

く
力
を
知
る
こ
と
も
な
く
大
学
へ
社
会

へ
と
出
て
き
た
。
自
立
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
い
つ
ま
で
も
心
は
子
ど
も
の
ま
ま
で
自
治
意
識
が

欠
落
し
て
い
る
。
現
在
の
学
生
の
中
に
そ
ん
な
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
も
う

一
つ
は
、
受
験
に
よ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る

「
日
束
駒
専
」
に
と
ど
か
ず
、
「大
束
亜
帝
国
」

第

一
節

学
生
自
治
会

七
二
五



第
九
章
　
学
生
自
治
会

・
父
兄
〈Ｔ

同
窓
会

七
三
六

に
入
つ
て
し
ま
つ
た
彼
ら
は
、
決
し
て
自
分
の
大
学
に
誇
り
を
持
た
ず
に
い
る
と
思
う
。
今
で
は
わ
が
大
東
文
化
大
学
は
有
名
私
立
大
学

と
し
て
そ
の
名
を
世
に
響
か
せ
て
い
る
が
、
そ
ん
な
中
で
も
、
受
験
戦
争
を
死
に
物
狂
い
で
戦

つ
て
き
た
学
生
は
、
な
か
な
か
納
得
で
き

ず
に
い
る
。
し
か
し
そ
れ
で
は
大
学
生
活
が
充
実
す
る
は
ず
が
な
い
。
そ
ん
な
心
も
き

つ
と
影
響
し
て
い
る
と
思
う
。

そ
れ
で
は
学
生
自
治
の
力
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
。
現
在
、
中
央
執
行
委
員
会
で
は
厚
生
問
題
を
き
つ
か
け
に
、

学
生
の
興
味
を
引
き
付
け
よ
う
と
活
動
し
て
い
る
。
執
行
部
だ
け
で
は
な
く
、
体
育
連
合
会

・
文
化
団
体
連
合
会

・
大
東
祭
実
行
委
員
会

が
行
事
や
各
部
の
活
動
で
ア
ピ
ー
ル
し
、
法
学
部

・
経
済
学
部
両
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合
会
は
各
学
部
中
心
に
広
く
活
躍
し
、
緑
桐
編
集
委
員

会

・
放
送
協
会
も
独
自
の
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
全
學
應
援
国
は
全
自
治
会
団
体
お
よ
び
全
学
生
の
応
援
と
地
域
社
会

へ
の
ポ
ラ
ン
テ

イ
ア
と
い
う
形
で
活
動
し
、
金
自
治
会
団
体
が
全
力
で
自
治
会
の
復
活
と
自
治
意
識
の
自
党
を
全
学
生

へ
向
け
て
熱
い
エ
ー
ル
を
送
つ
て

い
る
。

以
上
の
よ
う
に
自
治
会
団
体
と
し
て
は
充
実
し
た
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
心
を
縛
ら
れ
た
ま
ま
の
学
生
を
い
か
に
解
き
放
し
、
大

学
を
自
分
た
ち
の
手
で
良
く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
、
自
分
た
ち
の
手
で
治
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
必

要
が
あ
る
。

今
後
は

一
八
歳
人
口
も
減
少
期
に
入
り
、
入
学
制
度
が
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
公
立
学
校
の
週
休
二
日
制
も
実
施
さ
れ
、

心
に
も
ゆ
と
り
と
生
き
る
力
が
育
ち
、
二

一
世
紀

へ
向
け
て
日
本
の
学
生
も
少
し
ず

つ
変
わ
つ
て
く
る
と
思
う
。
そ
の
上
で
大
学
側
の
対

応
を
望
み
た
い
。
学
生
自
治
会
と
し
て
は
短
期
間
に
立
て
な
お
す
こ
と
は
無
理
で
あ

つ
て
も
、
将
来
の
日
本
の
た
め
に
も
将
来
入
学
し
て

く
る
学
生
の
た
め
に
も
、
「
宇
宙

一
の
自
治
会
」
を
目
ざ
し
て
努
力
を
続
け
て
ほ
し
い
。

き
つ
と
そ
の
努
力
が
報
わ
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
つ
て
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［中
村
能
久
］



第
二
節

父

兄

会

本
学
の
建
学
の
精
神
が

「
東
洋
文
化
の
基
底
を
な
す
漢
学
並
び
に
国
学
の
振
興
と
研
究
を
中
心
に
、
西
洋
文
化
と
の
融
合
を
目
ざ
し
」

て
創
立
さ
れ
、
こ
こ
に
七
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
学
園
を
初
め
大
学
の
関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
、
こ
健
間
の
た
ま
も

の
と
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
大
学
に
子
弟
を
学
ば
せ
る
父
母
の

一
員
と
し
て
、
ま
た
父
兄
会
を
代
表
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
る
。

創
立
七
〇
周
年
を
迎
え
て
、
大
学
は
更
に
改
革
と
充
実
に
努
め
ら
れ
、
わ
が
国
教
育
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
る
と
同
時
に
、
本
学

に
学
ぶ
学
生
の
将
来
に
希
望
と
確
信
を
も
た
ら
し
得
る
大
学
に
発
展
さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

わ
が
父
兄
会
も
大
学
と
相
互
協
力
の
も
と
に
学
生
の
た
め
の
父
兄
会
と
し
て
三
十
余
年
の
活
動
を
続
け
て
き
た
。
今
後
も
更
に
会
員
の

協
力
の
も
と
に
、
大
学
に
と

つ
て
価
値
あ
る
存
在
と
し
て
努
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

０
　
三
〇
年
の
道
程

①
　
父
兄
会
の
発
足

父
兄
会
の
発
足
は

一
九
六

一

（昭
和
三
六
）
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
大
学
は
池
袋
に
あ
り
、
戦
後
官
学
か
ら
私
学
に
変
わ
り
、
大

学
の
発
展
の
た
め
に
企
画
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
。
施
設

・
設
備
等
の
内
容
充
実
の
た
め
に
大
学
後
援
会
が
設
け
ら
れ
、　
一
方
大
学
に
学

ぶ
学
生
た
ち
の
学
業
生
活
に
つ
い
て
、
全
国
の
父
兄
が
大
学
と
と
も
に
父
兄
相
互
の
連
携
に
よ
り
接
触
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
結

第
二
節

父

兄

会

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七
三
七



第
九
章
　
学
生
自
治
会

・
父
兄
△Ｔ

同
窓
会

七
三
八

論
に
達
し
、
父
兄
会
が
組
織
さ
れ
、
初
代
会
長
に
下
島
儀
貞
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

②
　
支
部
組
織
づ
く
り

大
学
が
高
島
平
に
移
さ
れ
て
か
ら
、
学
園
も
成
長
期
に
入
り
、
父
兄
会
も
学
園
振
興
の
た
め
の
努
力
が
続
け
ら
れ
た
。
す
で
に
学
生
分

布
も
全
国
的
に
な
り
、
出
身
高
校
別
、
学
年
を
問
わ
ず
父
母
が
互
い
に
連
携
を
と
り
子
弟
を
育
て
て
い
く
た
め
に
、
父
兄
会
の
地
方
組
織

の
結
成
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の

一
号
が
北
海
道
支
部
で

一
九
六
三

（昭
和
三
八
）
年
九
月
に
誕
生
し
た
。
同
年

一
〇
月

一
〇
日
付
支
部
設

立
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
「
…
…
九
月
二
二
日
午
後

一
時
よ
り
札
幌
哲
北
商
業
高
校
を
会
場
と
し
て
父
兄
会
北
海
道
支
部
設
立
総
会
を
開

き
ま
し
た
。
全
道
よ
り
三
六
名
の
会
員
が
出
席
し
て
開
会
、
岡
田
父
兄
会
長
の
挨
拶
、
南
条
学
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
同
窓
会
代
表
石
田
学

大
教
授
の
祝
辞
、
大
学
の
現
況
が
述
べ
ら
れ
た
…
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

支
部
結
成
は
ほ
と
ん
ど

一
九
六
五

（昭
和
四
〇
）
年
代
前
半
ま
で
に
行
わ
れ
て
、　
一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年
奈
良
支
部
結
成
を
も
つ

て
四
七
都
道
府
県
支
部
が
完
了
し
た
。

支
部
結
成
の
行
わ
れ
る
中
で
、
大
学
の
施
設

・
設
備
の
充
実
が
進
め
ら
れ
、　
一
九
六
八

（昭
和
四
三
）
年
二
月
東
松
山
校
舎
の
落
成
と

一
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
父
兄
会
本
部
役
員
に
加
え
て
全
国
支
部
役
員
も
列
席
し
、
竣
工
成
る
広
大
な
学
舎
に
本
学
の
将
来

へ
の
発

展
を
期
待
し
た
。

③
　
大
学
紛
争
の
対
応

一
九
六
八
年
は
全
国
大
学
紛
争
の
始
ま
つ
た
年
で
あ
り
、
大
学
も
学
生
と
の
対
話
集
会
が
行
わ
れ
た
。
六
月
の
東
松
山
校
舎
に
お
け
る

大
学

・
父
兄
会

，
同
窓
会
役
員
と
学
生
自
治
会
代
表
と
の
対
話
集
会
で
、
大
学
側
の
毅
然
た
る
態
度
と
確
信
に
充
ち
た
答
弁
は
信
頼
に
値

す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
父
兄
会
は
大
学
側
と
緊
密
な
連
絡
を
と
つ
て
、
協
力
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
後
の
大
学
側
と
学
生
側
と
の

対
話
に
も
、
役
員
は
大
学
当
局
と

一
体
と
な
つ
て
、
紛
争
防
止
の
努
力
を
続
け
た
こ
と
は
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



④
　
大
学
五
〇
周
年
事
業
へ
の
協
力

大
学
創
立
五
〇
周
年
を

一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
九
月
に
迎
え
る
に
当
た
り
、
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
発
足
し
、
父
兄
会
も
こ
れ

に
参
加
す
る
と
と
も
に
父
兄
会
独
自
の
立
場
で
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
、　
一
九
七

一

（昭
和
四
六
）
年
秋
の
総
会
で
、
「
学
生
と
教
師
と

の
精
神
交
流
の
場
と
し
て
更
に
父
兄
も
活
用
で
き
る
場
」
と
し
て
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
の
決
議
が
な
さ
れ
た
。
建
設
費
二
億
五
、

〇
〇
〇
万
円
で
建
設
場
所
や
規
模
が
二
転
三
転
し
た
が
、
現
在
の
群
馬
県
嬬
恋
村
の

「
嬬
恋
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
に
決
定
し
た
。　
一
九
七

五

（昭
和
五
〇
）
年
五
月
四
日
、
大
学

・
父
兄
会
建
設
関
係
者
が
参
列
し
落
成
式
と
祝
賀
パ
ー
テ
イ
ー
が
挙
行
さ
れ
た
。

⑤
　
大
東
文
化
会
館
の
建
設

大
学
五
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
嬬
恋
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
建
設
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
父
兄
が
大
学
を
訪
問
し
た
際
、
子
弟
や

教
職
員
と
の
面
談
を
し
た
り
、
ま
た
宿
泊
や
会
食
も
で
き
る
施
設
を
建
設
し
て
欲
し
い
と
の
父
兄
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ヨ
ン
広
場
と
し
て

「
父
兄
会
館
」
を
建
設
す
る
こ
と
が

一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年

一
一
月
四
日
の
臨
時
総
会
で
決
定
さ
れ
た
。
用
地

確
保
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
記
録
に
よ
れ
ば
大
学
側
が
地
主
と
の
交
渉
で
苦
労
さ
れ
、
特
に
当
時
管
理
部
長
で
あ
つ
た
佐
藤
邦
宏
氏
の
尽

力
が
記
さ
れ
て
い
る
。
資
金
調
達
は
父
兄
会
で
行
い
、
現
在
の

「大
東
文
化
会
館
」
が
建
設
さ
れ
、　
一
九
七
六

（昭
和
五

一
）
年

一
二
月

二

一
日
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
管
理
運
営
に
つ
い
て
紆
余
曲
折
が
あ
つ
た
が
、
現
在
利
用
価
値
が
益
々
増
大
し
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し

い
限
り
で
あ
る
。

⑥
　
父
兄
会
周
年
行
事

一
九
六

一

（昭
和
三
六
）
年
の
発
足
か
ら

一
二
年
目
の

一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
九
月
に
、
「
大
東
文
化
大
学
父
兄
会

一
〇
年
史
』

が
発
行
さ
れ
た
。
当
時
の
学
園
理
事
長
金
子
昇
氏
、
学
長
佐
伯
梅
友
氏
、
お
よ
び
会
長
鈴
木
則
幸
氏
か
ら
大
学
創
立
五
〇
周
年
を
祝
う
と

と
も
に
、
父
兄
会
の

一
〇
年
間
の
歩
み
が
細
か
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節

父

兄

会

七
二
九



第
九
章
　
学
生
自
治
会

・
父
兄
会

・
同
窓
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
〇

続
い
て

一
九
七
九

（昭
和
五
四
）
年

一
一
月
二
日
に
、　
一
五
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
て
い
る
。
記
念
誌
に
よ
る
と
、
「昨
年
度
中

に
父
兄
会

一
五
周
年
記
念
の
式
典
を
挙
行
す
べ
き
で
あ

つ
た
が
、
時
あ
た
か
も
大
学
紛
争
の
真

つ
最
中
で
あ

つ
た
の
で
、
そ
の
雰
囲
気
が

湧
い
て
こ
な
か
っ
た
―

‐
」
と
、
当
時
の
大
学
紛
争
に
対
す
る
大
学

・
父
兄
会
の
緊
張
と
配
慮
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
池
田
末
利

学
長
、
時
枝
満
康
理
事
長
、　
一
〇
代
父
兄
会
会
長
田
島
敏
男
氏
の
下
に
記
念
式
典
、
祝
賀
会
、
記
念
誌
の
発
行
が
実
施
さ
れ
た
。

二
〇
周
年
行
事
は

一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年

一
一
月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
。

大
学
か
ら
池
田
末
利
学
長
、
学
園
か
ら
第
六
代
父
兄
会
会
長
で
あ

っ
た
鈴
木
則
幸
理
事
長
、
ほ
か
多
数
の
来
賓
が
出
席
さ
れ
、
研
究

・

管
理
棟
大
会
議
室
で
式
典
祝
賀
会
が
実
施
さ
れ
た
。
第

一
一
代
石
井
文
雄
会
長
は
、
「
来
年
、
大
学
は
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
、
大
学

・

学
園
関
係
者
の
誠
意
と
献
身
と
に
よ
つ
て
、
名
実
と
も
に
私
学
の
雄
と
輝
く
日
が
期
待
さ
れ
る
。
父
兄
会
も
創
立
二
〇
周
年
を
契
機
と
し

て
、
理
屈
を
抜
き
に
し
て
、
父
兄

・
大
学

・
同
窓
生
各
位
が

一
層
連
帯
し
、
大
学
発
展
の
た
め
に
大
同
団
結
を
望
む
と
と
も
に
努
力
を
続

け
た
い
」
と
の
趣
意
の
挨
拶
を
し
て
い
る
。

二
五
周
年
行
事
は

一
九
八
六

（昭
和
六

一
）
年

一
一
月
二
日
に
挙
行
さ
れ
た
。
そ
の
年
四
月
か
ら

「
国
際
関
係
学
部
」
が
開
設
さ
れ
、

大
学
が
国
内
は
も
ち
ろ
ん
ア
ジ
ア
大
陸
の
諸
国
か
ら
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
年
に
な
つ
た
。

一
二
代
会
長
廣
瀬
鐵
雄
氏
は
記
念
誌
で
、
「
父
兄
会
は
今
こ
そ
大
学
の
教
育
に
深
い
理
解
を
も
ち
、
教
育
効
果
を
上
げ
る
た
め
の
よ
り

よ
い
環
境
づ
く
り
に
協
力
す
る
団
体
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
新
た
に
し
て
運
営
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

大
学
の
飛
躍
的
発
展
を
期
待
し
、
香
坂
順

一
学
長
、
下
田
博

一
理
事
長
の
ほ
か
来
賓
出
席
の
も
と
に
盛
大
な
式
典
、
祝
賀
会
が
行
わ
れ

た
更
に

一
九
九

一

（平
成
三
）
年

一
一
月
二
日
に
は
三
〇
周
年
の
記
念
行
事
が
実
施
さ
れ
た
。

三
〇
周
年
の
記
念
事
業
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
は

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
四
月
の
理
事
会
に
お
い
て
、　
一
三
代
会
長
旦
光
雄
氏
か
ら



提
案
さ
れ
、
五
月
の
支
部
長
会
、
総
会
に
お
い
て
提
案
承
認
さ
れ
た
。
六
月
に

「
三
〇
周
年
行
事
準
備
委
員
会
」
、　
一
九
九

一
年
度
に

「
実
行
委
員
会
」
を
組
織
し
て
、
事
業
の
円
滑
確
実
な
実
施
に
努
め
て
き
た
。

当
日
は
学
長
穂
積
重
行
氏
、
常
務
理
事
田
村
房
夫
氏
、
大
学

・
学
園
の
来
賓
、
歴
代
会
長
、
Ｏ
Ｂ
会
員
、
現
役
員
、
会
員
二
〇
〇
余
名

の
参
加
に
よ
り
盛
大
な
式
典
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
。

一
四
代
会
長
木
全
喜

一
は
記
念
誌
巻
頭
言
に
お
い
て
、
「
こ
の
度
の
三
〇
周
年
記
念
行
事
に
あ
た
つ
て
次
の
三
つ
の
柱
を
考
え
ま
し
た
。

一
つ
は
、
学
生
の
情
報
教
育
に
対
す
る
協
力
と
し
て
、
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
パ
ソ
コ
ン
オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム
の
開
設
に
伴
う
情
報
機
器
の

購
入
へ
の
助
成
で
す
。
第
二
は
、
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
中
国
原
産

「
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
」

一
〇
本
を
記
念
植
樹
す
る
こ
と
で
す
。
第
二

は
、
記
念
講
演
会
を
、
父
兄
対
象
と
し
て
大
山
康
晴
氏

（日
本
将
棋
連
盟
最
高
顧
問

一
五
世
名
人
）
、
学
生
対
象
と
し
て
加
納
典
明
氏

（グ
ラ
フ
イ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
の
両
氏
に
依
頼
し
開
催
す
る
こ
と
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

三
〇
年
の
歩
み
の
中
で
、
先
輩
諸
氏
が
大
学
に
協
力
し
な
が
ら
学
生
に
対
す
る
よ
き
ア
ド
バ
イ
サ
ー
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
事
業
目
的
に
向
か
つ
て
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
合

つ
た
。

０
一　
父
兄
会
の
事
業
活
動
と
今
後
の
課
題

創
設
三
〇
年
に
培
わ
れ
た
父
兄
会
の
活
動
の
積
み
重
ね
が
現
在
の
活
動
の
内
容
で
あ
る
。
そ
の
概
要
を
ま
と
め
て
み
る
。

父
兄
会
の
目
的
は

「
大
東
文
化
大
学
学
生
の
父
兄
相
互
間
の
連
絡
を
緊
密
に
し
、
大
学
と
の
相
互
協
力
に
よ
り
学
生
が
心
身
と
も
に
健

全
で
意
義
あ
る
学
生
生
活
を
送
り
、
そ
の
将
来
に
希
望
と
幸
福
を
も
た
ら
す

（会
則
第
二
条
）
」
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
目
的
達
成
の
た
め

の
諸
事
業
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
二
節

父

兄

会

七
四

一



第
九
章
　
学
生
自
治
会

・
父
兄
会

・
同
窓
会

七
四
二

①
　
大
学
と
父
兄
会
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

①
役
員
会
、
②
理
事
会
、
③
支
部
長
会
、
④
支
部
総
会
の
推
進
と
個
人
面
談
の
充
実
、
⑤
教
職
員
と
の
年
末
懇
談
、
⑥
謝
恩
会
、

⑦
会
員
名
簿
の
発
行
、
③
父
兄
会
報
の
発
行
、
⑨
大
東
文
化
大
学
新
開
発
行
の
協
力
。

②
　
学
生
相
談
、
ク
ラ
ブ
活
動
等
の
助
成
お
よ
び
応
援

①
学
生
の
生
活
に
関
す
る
相
談
、
②
学
生
の
文
化

・
体
育
ク
ラ
プ
の
助
成
、
③
学
生
県
人
会
の
育
成
、
④
大
学
選
手
権
の
応
援

・

助
成
、
⑤
新
入
生
歓
迎
会
、
大
東
祭
の
助
成
、
⑥
国
の
内
外
に
お
け
る
学
生
の
国
際
文
化
交
流
活
動
に
対
す
る
援
助
、
⑦
父
兄
会
０

Ｂ
会

・
同
窓
会
と
の
相
互
協
力
。

③
　
大
学
記
念
事
業
お
よ
び
就
職
活
動
に
関
す
る
協
力

①
大
学
の
七
〇
周
年
記
念
事
業
に
対
す
る
協
力
、
②
就
職
に
関
わ
る
情
報
の
交
換
、
③
就
職
部
の
活
動
に
対
す
る
協
力

④
　
安
全
環
境
整
備

①
大
学
の
厚
生
施
設
、
宿
舎
等
の
見
学
お
よ
び
援
助
、
②
嬬
恋
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
、
大
東
文
化
会
館
の
利
用
。

私
は
会
長
と
し
て
こ
れ
ら
の
事
業
活
動
を
推
進

・
達
成
す
る
た
め
に
は
常
に
本
部
役
員
会
、
理
事
会
、
支
部
長
会
に
お
い
て
遠
慮
の
な

い
意
見
要
望
を
聞
き
入
れ
た
実
践
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
が
学
生
の
大
学
生
活
に
少
し
で
も
反
映
さ
れ
、
父
兄
の

期
待
に
応
え
る
こ
と
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
は
質

・
量
と
も
に
価
値
を
問
わ
れ
る
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
父
兄
会
が
大
学
と
の
相

互
協
力
の
も
と
に
子
弟
の
大
学
生
活
に
寄
与
す
る
活
動
で
あ
る
た
め
に
は
、
常
に
大
学
当
局
と
の
連
携
情
報
交
換
を
密
に
し
、
忌
憚
の
な

い
意
見
や
要
望
が
充
分
に
吟
味
さ
れ
学
生
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
父
兄
会
活
動
の
基
本
で
あ
る
。

こ
こ
に
父
兄
会
を
代
表
し
て
創
立
七
〇
周
年
の
大
学
に
栄
光
を
お
く
り
健
間
を
祈
る
次
第
で
あ
る
。



０
一　
父
兄
会
歴
代
会
長

一
覧

（
一
九
九
二

〈平
成
五
〉
年
六
月
現
在
）

初
代

二
代

三
代

四
代

五
代

六
代

七
代

八
代

九
代

一
〇
代

一
一
代

一
二
代

一
三
代

一
四
代

一
五
代

下

島

儀

貞

岡

田

　

創

鈴
木
鉄
次
郎

松

崎

弥

造

石

河

三

郎

鈴

木

則

幸

高

橋

秀

一

筋

野

勝

三

高

橋

延

雄

田

島

敏

男

石

井

文

雄

廣

瀬

鐵

雄

日
一　
　
光

雄

本

全

喜

一

高

橋

文

朗

第
二
節

父

兄

会

一
九
六

一

（昭
和
三
六
）
～

一
九
六
三

（昭
和
三
八
）
年

一
九
六
三
～

一
九
六
六

（昭
和
四

一
）
年

一
九
六
六
～

一
九
六
九

（昭
和
四
四
）
年

一
九
六
九
～

一
九
七
〇

（昭
和
四
五
）
年

一
九
七
〇
～

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年

一
九
七
二
～

一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年

一
九
七
五
～

一
九
七
六

（昭
和
五

一
）
年

一
九
七
六
～

一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年

一
九
七
七
～

一
九
七
九

（昭
和
五
四
）
年

一
九
七
九
～

一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年

一
九
八

一
～

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年

一
九
八
三
～

一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年

一
九
八
七
～

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年

一
九
九
〇
～

一
九
九
二

（平
成
五
）
年

一
九
九
二
～
現
在

七
四
三



第
九
章
　
学
生
自
治
会

・
父
兄
会

・
同
窓
会

第
二
節

同

窓

会

０
一　
同
窓
会
の
目
的
お
よ
び
組
織

大
東
文
化
大
学
同
窓
会
の
目
的
は
、
「
会
員
相
互
の
親
睦
を
厚
く
し
、
併
せ
て
母
校
大
東
文
化
大
学
の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」
（会
則
第
二
条
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

母
校
大
東
文
化
大
学

（含
大
東
文
化
学
院
）
の
卒
業
生
総
数
は
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
九
月
二

一
日
現
在
、
五
万
四
、
七

一
〇
名

（う
ち
物
故
者

一
、　
一
一
六
名
）
に
達
し
て
い
る
。

当
同
窓
会
は
、
こ
れ
ら
の
全
卒
業
生
を
統
括
す
る
代
表
組
織
と
し
て
、
本
部
お
よ
び
事
務
局
を
大
東
文
化
大
学
内
に
置
く
と
と
も
に
、

都
道
府
県
に
各
支
部
を
設
け
、
同
窓
会
の
目
的
に
沿
つ
た
全
国
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
な
お
、
近
年
で
は
、
母
校
大
東
文
化
大
学

の
国
際
化
に
よ
り
、
海
外
支
部
の
開
設
も
検
討
さ
れ
て
い
る
状
況
で
も
あ
る
。

０
一　
事
業
活
動

（
一
九
七
三
～

一
九
九

一
）

①
　
本
部
お
よ
び
支
部
に
お
け
る
活
動

五
〇
周
年
記
念
館
建
設
に
対
す
る
募
金
活
動

七
四
四



一
九
七
三

（
昭
和
四
八
）
年
九
月
二
〇
日
を
も

つ
て
創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
る
母
校
大
東
文
化
大
学
は
、
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
、

「
五
〇
周
年
記
念
館
」
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

こ
れ
に
対
し
同
窓
会
は
、
建
設
費
六
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
の
う
ち
、　
一
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
を
寄
附
す
る
こ
と
を
決
め
、
そ
の
活
動
母

体
と
し
て
大
東
文
化
大
学
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
資
金
募
集
委
員
会
を
設
置

（
一
九
七
三
年
四
月

一
日
）
し
、
大
島
宇

一
会
長
名
に
よ

る
募
金
協
力
願
い
の
書
簡
を
作
り
、
同
窓
会
員
各
位
に
送
る
な
ど
、
具
体
的
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。

会
員
の
応
募
金
額
は
、　
一
口
二
、
〇
〇
〇
円
で

一
〇
日
以
上
、
払
込
方
法
は
、　
一
括
ま
た
は

一
〇
回
以
下
の
分
割
払
い
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
活
動
は

一
九
七
四

（昭
和
四
九
）
年
度
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
活
動
は
、　
一
九
七
三
年
六
月
二
四
日
開
催
の

一
九
七
三

（昭
和
四
八
）
年
度
総
会
で
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
同
日
午
後

二
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
支
部
代
表
者
会
議
に
お
い
て
も
意
志
統

一
が
図
ら
れ
、
こ
れ
を
機
に
、
支
部
段
階
に
お
け
る
活
動
も

一
層
活
発
に

展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。

支
部
活
動
の
確
立

（
一
九
七
五
～

一
九
七
六
）

支
部
に
お
け
る
活
動
体
制
の
確
立
を
展
望
し
、
具
体
的
活
動
と
し
て
支
部
総
会
の
実
施
を
決
め
、
全
国
的
に
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
そ

の
結
果
、　
一
九
七
五

（昭
和
五
〇
）
年
度
は

一
〇
支
部
、　
一
九
七
六

（昭
和
五

一
）
年
度
は
、
前
年
度
の
三
倍
に
増
え
、
一
三

県
支
部
で

開
催
さ
れ
た
。
母
校
の
現
状
と
将
来
の
ビ
ジ
ヨ
ン
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

同
窓
会
名
簿
の
充
実
お
よ
び
発
行

一
九
七
五
年
度
総
会
は
、
六
月
二
九
日
開
催
し
、
会
員
名
簿
の
作
成
を
決
め
、
そ
の
方
針
と
し
て
、
①
正
確
を
期
す
る
こ
と
、
②
永
続

第
二
節
　
同
　
窓
　
〈一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
五



第
九
章
　
学
生
自
治
会

・
父
兄
会

，
同
窓
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
六

的
使
用
可
能
な
原
簿
お
よ
び
カ
ー
ド
を
作
成
す
る
こ
と
、
な
ど
を
決
定
し
た
。
そ
の
具
体
的
作
業
の

一
つ
と
し
て
、
「
同
窓
会
名
簿
改
訂
、

住
所
不
明
会
員

一
覧
」
を

一
九
七
六
年
五
月
二

一
日
発
行
の
会
報
に
掲
載
し
、
会
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
名
簿
の
充
実
を
図
つ
た
。
こ
の

努
力
が
実
り
、　
一
九
七
六
年
待
望
の
名
簿
発
刊
と
な
り
三
、
〇
〇
〇
部
が
印
刷
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
頒
布
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
会
員
を
始
め
多
く
の
関
係
者
か
ら
喜
ば
れ
、
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。
そ
し
て
又
、
こ
れ
を
機
に
年
々
増
大
す
る

名
簿
を
補
充
し
つ
つ
、
五
万
余
名
に
至
る
今
日
の
名
簿
が
完
成
し
て
い
る
。

会
費
納
入
者
に

「大
東
文
化
」
を
配
布

一
九
七
九

（昭
和
五
四
）
年
二
月
二
五
日
開
催
の

一
九
七
八

（昭
和
五
三
）
年
度
総
会
は
、
会
費
納
入
者
に
対
し
大
学
新
聞

『大
東
文

化
』
の
配
布
を
決
め
、
本
年
度
か
ら
実
施
し
た
。

幹
事
会
に
委
員
会
を
設
置

一
九
七
九
年
五
月
二
七
日
開
催
の

一
九
七
九
年
度
総
会
は
、
同
窓
会
活
動
を
充
実
強
化
す
る
こ
と
を
目
ざ
し
、
従
来
の
幹
事

一
二
名
に

新
た
に

一
〇
名
を
追
加
選
任
す
る
と
と
も
に
、
会
則
改
正
、
名
簿
改
訂
、
会
報
作
成
、
学
園
協
力
研
究
の
各
委
員
会
を
設
置
、
幹
事
も
会

則
改
正
係
四
名
、
名
簿
係
五
名
、
会
報
係
五
名
、
基
金
運
営
係
四
名
な
ど
任
務
分
担
を
明
確
に
し
て
、
積
極
的
に
活
動
を
展
開
す
る
組
織

体
制
の
確
立
を
図
つ
た
。

大
東
文
化
大
学
同
窓
会
会
則
改
正
成
る

長
年
に
わ
た
つ
て
研
究

・
検
討
さ
れ
て
き
た
、
懸
案
の
会
則
改
正
案
は
、　
一
九
八

一

（昭
和
五
六
）
年
六
月
二
八
日
開
催
の
総
会
に
お



い
て
、
施
行
細
則
も
併
せ
て
承
認
さ
れ
、
よ
う
や
く
に
し
て
、
同
窓
会
運
営
の
基
本
と
な
る
近
代
的
会
則
の
成
立
と
な

つ
た
。
従

つ
て
、

同
窓
会
の
議
決
機
関
は
従
来
総
会
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
会
則
改
正
に
伴
い
代
議
員
会
が
総
会
に
変
わ
つ
て
最
高
の
議
決
機
関
と
な

つ
た
。

新
会
則
施
行
第

一
回
代
議
員
会
開
く

一
九
八

一
（昭
和
五
六
）
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
新
会
則
に
基
づ
き
、　
一
九
八
二

（昭
和
五
七
）
年
六
月

一
二
～

一
三
日
の
二
日
間
に
わ

た
り
、
三
四
名
の
代
議
員
の
参
加
を
得
て
、　
一
九
八
二
年
度
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

本
代
議
員
会
は
、
第

一
号
議
案
か
ら
第
七
号
議
案
ま
で
審
議
可
決
と
な
つ
た
が
、
そ
の
う
ち
第
六
号
議
案
は
、
学
校
法
人
大
東
文
化
学

園
評
議
員
候
補
者
選
出
推
薦
に
つ
い
て
で
あ
り
、
会
則
第

一
六
条
に
基
づ
く
評
議
員
候
補
者
の
選
出
の
た
め
、
施
行
細
則
第

一
二
条

・
第

一
三
条
に
よ
り
推
薦
委
員
会
を
設
置
、
藤
村
会
長
ほ
か
八
名
の
候
補
者
を
推
薦
し
て
そ
の
結
果
を
報
告
、
万
場

一
致
の
承
認
を
得
る
な
ど
、

今
な
お
引
き
継
が
れ
て
い
る
新
し
い
組
織
運
営
の
基
盤
が
、
こ
れ
を
機
に
確
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。

永
久
会
員
制
度
お
よ
び
積
立
基
金
制
度
の
創
設

一
九
八
四

（昭
和
五
九
）
年
六
月
三
日
開
催
の

一
九
八
四
年
度
代
議
員
会
に
お
い
て
、
会
則
第

一
八
条
の
会
費
納
入
と
、
そ
の
納
入
時

期
の
改
正
に
合
わ
せ
、
新
し
く
第
二
項
に

「
満
六
〇
歳
に
達
し
た
会
員
は
、
前
項
の
規
程
に
か
か
わ
ら
ず
終
身
会
員
と
し
て
、
二
五
、
○

〇
〇
円
を
納
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
追
加
修
正
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
永
久
会
員
制
度
の
創
設
を
承
認
し
た

（
一
九
九
二

〈
平
成
四
〉

年
九
月
二
〇
日
現
在

一
五
名
）
。

さ
ら
に
本
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、
同
窓
会
財
政
の
将
来
を
展
望
し
、
積
立
基
金
制
度
の
設
定
が
承
認
さ
れ
、
初
年
度
と
し
て
四
〇

〇
万
円
を
積
み
立
て
る
な
ど
、
本
年
度
は
新
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
各
種
の
積
立
基
金
制
度
が
年
々
確
立
さ
れ
る
結
果
と
な

第
二
節
　
同
　
窓
　
会

七
四
七



第
九
章
　
学
生
自
治
会

・
父
兄
会

・
同
窓
会

り
、　
一
九
九

一
年
度
末

（平
成
三
年
二
月
）
現
在

の
積
立
基
金
総
額
は
、
七
千
百
万
六
、
四
九
〇
円
と
な

つ
た
。

七
四
八

ブ
ロ
ツ
ク
編
成
と
地
域
別
支
部
代
表
者
会
議

一
九
八
四
年
度
の
事
業
計
画
の
決
定
を
受
け
、
そ
の
決
定
に
基
づ
く
同
窓
会
の
運
営

・
組
織
の
充
実
、
強
化
、
母
校
発
展

へ
の
協
力
な

ど
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
支
部
代
表
の
意
見
を
聞
き
、
話
し
合
う
中
か
ら
問
題
点
の
把
握
、
事
業
計
画
の
具
体
化
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
、

全
国
を
六
プ
ロ
ツ
ク
に
編
成
し
、
同
年
九
月
二
九
日
か
ら

一
一
月

一
〇
日
に
か
け
て
、
各
プ
ロ
ツ
ク
別
に
最
初
の
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

し
か
し
、
当
会
議
の
運
営
形
態
や
具
体
的
成
果
な
ど
、
創
設
当
初
の
目
標
と
対
比
し
て
、
「
見
直
し
す
べ
き
だ
、
検
討
す
べ
き
だ
」
と

す
る
声
も
高
く
、　
一
九
九
二

（平
成
四
）
年
度
定
期
代
議
員
会
で
は
、
検
討
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

同
窓
会
会
計
に
特
別
会
計
創
設

一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年
六
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た

一
九
八
五
年
度
代
議
員
会
は
、
当
年
度
の
事
業
計
画
の
決
定
を
受
け
、
そ
の
上

で
支
部
組
織
を
強
化
し
、
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
、
鎌
形
会
長
に
よ
る

一
、
〇
〇
〇
万
円
の
寄
附
金
を
原
資
と
し
て
、
初

め
て
特
別
会
計
が
創
設
さ
れ
、
組
織
強
化
を
目
ざ
し
た
プ

ロ
ツ
ク
会
議
経
費
な
ど
に
活
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、　
一
九
九

一

（
平
成
三
）
年

度
決
算
で
は
、
繰
越
金
ゼ
ロ
と
な
り
、
特
別
会
計
の
制
度
だ
け
が
残
る
こ
と
と
な

つ
た
。

支
部
会
費
の
代
理
徴
収
に
つ
い
て

一
九
八
五

（昭
和
六
〇
）
年

一
一
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
地
域
別
支
部
長
等
代
表
者
会
議

の
第
ニ
プ

ロ
ツ
ク

（関
東

・
甲
信

越
）
に
お

い
て
、
支
部
財
政
基
盤

の
確
立
を
図
る
た
め
、
本
部
会
費
徴
収
と
併
せ
支
部
会
費
を
代
理
徴
収
す
る
よ
う
意
見
と
し
て
出
さ
れ
、



本
部
幹
事
会
は
こ
れ
を
確
認
決
定

（
一
九
八
五
年

一
二
月
二
五
日
）
、
さ
ら
に
本
件
の
決
定
実
施
に
つ
い
て
支
部
長
に
周
知

（
一
九
八
六

年

一
月
三
〇
日
）
、
そ
し
て
具
体
的
実
施
は
、
会
報
第
二

一
五
号

（
一
九
八
六
年
五
月

一
日
）
送
付
と
と
も
に
、
払
い
込
み
振
替
用
紙
を

同
封
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
代
理
徴
収
は
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
。

一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
度
事
業
計
画

本
年
度
の
代
議
員
会
は
、
六
月
二

一
日
新
装
な

つ
た
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
全
国
か
ら
七
三
名
の
支
部
長

・
代
議
員
の
参
加
を
得
て

開
催
さ
れ
、
①
支
部
総
会
の
年

一
回
開
催
の
実
現
、
②
会
報
発
行
と
会
費
納
入
者
に

『
大
東
文
化
』
新
間
の
発
送
、
③
会
員
名
簿
の
整
備
、

④
大
学
発
展
に
つ
な
が
る
各
種
行
事
や
学
術
研
究
な
ど
に
対
す
る
援
助
、
⑤
支
部
代
表
者
会
議
の
開
催
等
、
従
来
の
パ
タ
ー
ン
で
事
業
計

画
は
決
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
外
、
優
秀
な
人
材
を
養
成
す
る
た
め

「
奨
学
金
財
団
」
の
設
置
を
準
備
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。
こ
れ
が
現
在
の
奨

学
金
積
立
基
金
と
な
り
、　
一
九
九
二
年
二
月
二

一
日
現
在
で
二
、
〇
〇
〇
万
円
に
達
し
て
い
る
。

海
外
学
術
特
別
奨
学
金
制
度
の
創
設

「
円
高
ド
ル
安
」
の
問
題
が
、
社
会
的
に
注
日
が
高
ま
る
な
か
で
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
の
研
究
活
動
や
日
常
生
活
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、　
一
九
八
九

（平
成
元
）
年
六
月

一
一
日
開
催
の

一
九
八
九
年
度
代
議
員
会
は
、
大
東
文
化
大
学
大
学
院
に
在
籍
す

る
海
外
か
ら
の
留
学
生
を
対
象
に
、
研
究
活
動
を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
制
度
の
創
設
を
決
し
た
。
こ
の
決
定
に
伴
い
、　
一
九
八

九
年
度
五
名
、　
一
九
九
〇
年
度
六
名
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
金
二
〇
万
円
を
学
園
協
力
費
か
ら
奨
学
金
と
し
て
援
助
し
た
。

な
お
、　
一
九
九

一

（平
成
三
）
年
度
か
ら
は
、　
一
般
会
計
予
算
に
海
外
学
術
特
別
奨
学
金
の
勘
定
科
日
を
創
設
、　
一
二
〇
万
円
を
計
上

第
二
節

同

窓

会

七
四
九



第
九
章
　
学
生
自
治
会

・
父
兄
会

・
同
窓
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
〇

す
る
な
ど
、
本
制
度
も
同
窓
会

の
重
要
な
事
業

の

一
つ
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
と
な

つ
た

（
一
九
九

一
年
度
末
現
在
で

一
七
名
、
三
四
〇

万
円
の
援
助
と
な
る
）
。

一
九
九
〇

（平
成
二
）
年
度
代
議
員
会

本
年
度
の
代
議
員
会
は
、
八
四
名
の
代
議
員
の
出
席
を
得
て
、　
一
九
九
〇
年
六
月
二
三
日
板
橋
校
舎
で
開
催
さ
れ
た
。

本
年
度
に
お
け
る
事
業
計
画
は
、
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
検
討
と
な

つ
た
、
①
同
窓
会
組
織
を
社
団
法
人
に
す
る
た
め
の
準
備
、
②
海

外
支
部
の
設
置
に
つ
い
て
の
検
討
す
る
な
ど
が
、
従
来
の
事
業
計
画
に
比
し
て
、
特
筆
す
べ
き
計
画
が
決
定
さ
れ
た
。

評
議
員
候
補
者
選
出
の
臨
時
代
議
員
会
開
く

学
校
法
人
大
東
文
化
学
園
寄
附
行
為
第
二
四
条
第

一
項
に
よ
る
第
五
号
評
議
員
候
補
者

一
六
名
の
推
薦
依
頼
を
受
け
、
同
窓
会
は

一
九

九

一
年
五
月
二
六
日
、
臨
時
代
議
員
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
推
薦
委
員
会
を
設
置
し
て
検
討
し
た
。

委
員
会
は
協
議
の
結
果
、
青
木
博
孝
氏
ほ
か

一
五
名
を
選
考
、
臨
時
代
議
員
会
に
推
薦
さ
れ
、
代
議
員
会
は
、
こ
れ
を
原
案
通
り
に
承

認
し
た
。

評
議
員
候
補
者
問
題
で
激
論
、
定
期
総
会

一
九
九

一
年
六
月
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た

一
九
九

一
年
度
定
期
総
会
は
、
同
日
開
催
さ
れ
た
代
議
員
会
か
ら
継
続
審
議
扱
い
と
な
つ
た
、

学
校
法
人
大
東
文
化
学
園
寄
附
行
為
第
二
四
条
第

一
項
第
五
号
評
議
員
の
選
任
手
続
き
お
よ
び
六
月
二
〇
日
開
催
の
学
園
理
事
会
に
お
い

て
、
同
窓
会
推
薦
の
評
議
員
候
補
者

一
六
名
中

一
二
名
の
選
任
と
な
り
、
四
名
が
選
任
さ
れ
な
か
つ
た
経
過
を
め
ぐ
り
激
し
い
討
論
が
展



開
さ
れ
た
。

下
田
会
長
の
説
明
に
よ
る
と
、
同
窓
会
推
薦
候
補
者

一
六
名
は

一
括
し
て
選
任
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
従
来
は
そ
の
よ
う
に
な

つ
て
い

た
、
と
す
る
考
え
方
と
、
以
前
は
ど
う
で
あ
れ
、
今
回
の
評
議
員
の
選
任
に
当
た
つ
て
は
、
選
任
方
法
を
理
事
会
で
決
め
、
そ
の
要
領
に

基
づ
い
て
選
任
ま
た
は
非
選
任
と
な

つ
た
も
の
で
あ
り
、
理
事
会
の
決
定
は
、
理
事

一
人
ひ
と
り
の
権
利
行
使
の
結
果
で
あ
り
、
尊
重
す

べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
意
見
が
対
立
し
激
論
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。
結
論
と
し
て
は
、
早
期
に
臨
時
代
議
員
会
を
開
催
し
て
検
討
す
る
こ

と
と
し
た
。

非
選
任
評
議
員
問
題
臨
時
代
議
員
会
で
決
着

一
九
九

一
年
度
総
会
か
ら
引
き
続
く
問
題
で
あ
る
が
、
同
窓
会
推
薦
の
第
五
号
評
議
員
候
補
で
、
理
事
会
に
お
い
て
非
選
任
と
な

つ
た

四
名

（下
田
博

一
・
星
野
力
男

・
鏡
光
昭

・
遠
藤
富
士
雄
）
を
再
度
同
窓
会
推
薦
候
補
と
し
て
決
め
る
こ
と
を
内
容
と
し
た
議
題
で

一
九

九
二
年
二
月
二
日
臨
時
代
議
員
会
が
召
集
さ
れ
た
。

し
か
し
、
非
選
任
の
四
名
に
つ
い
て
は
、
再
度
推
薦
候
補
と
す
る
こ
と
は
認
め
な
い
と
い
う
意
見
も
強
く
、
激
し
い
討
論
が
展
開
さ
れ
、

結
果
的
に
採
決
と
な
り
、
「
四
名
を
認
め
な
い
」
と
す
る
も
の
五
七
票
、
「
四
名
を
認
め
る
」
と
す
る
も
の
四
三
票
、
無
効
三
票
、
投
票
総

数

一
〇
三
票
と
い
う
結
果
と
な
り
、
非
選
任
者
四
名
を
再
度
評
議
員
候
補
と
し
て
推
薦
す
る
件
は
、
否
決
さ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
。

民
主
的
運
営
図
る
代
議
員
会

一
九
九
二
年
六
月

一
四
日
開
催
の

一
九
九
二
年
度
代
議
員
会
は
、
開
会
冒
頭
に
民
主
的
に
運
営
す
べ
き
で
あ
る
旨
の
意
見
提
起
が
あ
り
、

多
少
の
討
論
は
あ
つ
た
が
大
綱
的
に

一
致
、
議
長
団
の
選
出
、
議
事
運
営
委
員
会
、
資
格
審
査
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
等
を
設
置
し
、

第
二
節
　
同
　
窓
　
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
一



第
九
章
　
学
生
自
治
会

・
父
兄
会

・
同
窓
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
二

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
が
充
分
機
能
す
る
な
か
で
、
会
始
ま
つ
て
以
来
の
民
主
的
な
運
営
と
な

つ
た
。
特
に
、
正
副
会
長
は
じ
め
幹
事
の
選

出
に
つ
い
て
は
、　
一
票
投
票
ま
た
は
完
全
連
記
投
票
に
よ
つ
て
選
出
す
る
な
ど
、
役
員
体
制
確
立
に
も
、
代
議
員

一
人
ひ
と
り
の
意
志
が

反
映
さ
れ
る
結
果
と
な

つ
た
。

さ
ら
に
、
学
校
法
人
大
東
文
化
学
園
寄
附
行
為
第
五
号
評
議
員
候
補
四
名
の
推
薦
に
つ
い
て
は
、
討
論
を
重
ね
た
結
果
、
賛
成
多
数
に

よ
り
、
新
会
長
に

一
任
さ
れ
る
こ
と
で
結
論
と
な
つ
た
。

今
後
同
窓
会
の
運
営
は
、
本
代
議
員
会
で
確
立
し
た
民
主
的
運
営
を
基
本
に
、
発
展
的
な
組
織
態
勢
の
確
立
を
図
る
こ
と
と
し
た
い
。

②
　
学
園
お
よ
び
大
学
に
対
す
る
協
力

五
〇
周
年
記
念
事
業
に
対
す
る
協
力

創
立
五
〇
周
年
記
念
式
典

（
一
九
七
三

〈
昭
和
四
八
〉
年

一
〇
月
二
〇
日
）
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
大
島
会
長
は
じ
め

一
千
余
名
に
及

ぶ
同
窓
会
代
表
を
参
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
五
〇
周
年
記
念
館
建
設
に
つ
い
て
は
、
募
金
活
動
に
よ
り
建
設
資
金
を
寄
附
す
る
な
ど
、
積

極
的
な
協
力
活
動
を
展
開
し
た
。

一
九
七
六

（昭
和
五

一
）
年
度
協
力
活
動

本
年
度
に
お
け
る
学
園
に
対
す
る
協
力
は
、
同
窓
会
会
計
の
学
園
協
力
予
算
か
ら
、
金

一
、
二
〇
〇
万
円
を
大
東
文
化
大
学
に
寄
附
金

と
し
て
寄
贈
し
た
。

大
学
側
は
、
こ
の
寄
附
金
で
観
光
バ
ス
を
購
入
し
、
各
種
行
事
や
そ
の
他
送
迎
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

大
東
文
化
会
館
建
設
に
対
す
る
協
力



同
窓
会
は
、　
一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年
度
の
学
園
協
力
活
動
と
し
て
、
同
窓
会
会
計
の
学
園
協
力
基
金
を
解
除
し
、
金
五
〇
〇
万
円

を
会
館
建
設
資
金
補
助
と
し
て
学
園
に
寄
贈
し
た
。

六
〇
周
年
記
念
事
業
に
対
す
る
協
力

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
九
月
に
、
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
る
大
東
文
化
大
学
は
、
記
念
事
業
委
員
会
を
設
置
し
、
各
種
の
記
念
事

業
を
計
画
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
窓
会
は
、
委
員
会
の
委
員
と
し
て
藤
村
会
長
を
送
る
と
と
も
に
、
各
種
の
記
念
行
事
に
対
し
て
積

極
的
に
協
力
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

具
体
的
な
協
力
活
動
と
し
て
は
、
同
年
九
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
六
〇
周
年
記
念
式
典
に
は
、
多
数
の
同
窓
会
代
表
を
参
加
さ
せ
る

と
と
も
に
、
同
窓
会
の

一
般
会
計
か
ら
、
六
〇
周
年
記
念
寄
附
金
と
し
て
金
二
、
〇
〇
〇
万
円
を
贈
呈
す
る
な
ど
、　
一
九
八
五

（昭
和
六

〇
）
年
を
展
望
し
た
、
向
こ
う
三
年
間
の
募
金
活
動
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
な
協
力
活
動
を
展
開
し
た
。

大
東
祭
な
ど
学
生
活
動
へ
の
助
成

体
育
祭

，
大
東
祭
な
ど
、
学
生
に
よ
る
諸
行
事
は
、
古
く
か
ら
色
々
な
種
目
が
計
画
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
同
窓
会
と
し
て
は
、
学
園

の
学
生
部
を
通
じ
て
援
助
要
請
さ
れ
て
く
る
諸
行
事
に
対
し
、
助
成
金
を
贈

つ
て
援
助
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
大
東
祭
に
四
〇
万
円
、
体
育
祭
に
二
万
円
、
琴
和
道
会
に

一
万
円
な
ど
、
各
ク
ラ
ブ
活
動
に
助
成
金
を
贈
つ
て
い
る
。

大
東
文
化
大
学
同
窓
会
栄
誉
賞
設
定

同
窓
会
は
、
大
東
文
化
大
学

の
躍
進
を
担
う
学
生
の
ク
ラ
ブ
活
動

の
う
ち
、
特

に
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
団
体

・
個
人
に
対
し
て
、
そ

第
二
節
　
同
　
窓
　
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
三



第
九
章
　
学
生
自
治
会

・
父
兄
会
〓
同
窓
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
四

の
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
い
つ
そ
う
の
活
躍
を
期
待
し
て

一
九
八
七

（昭
和
六
二
）
年
度
か
ら

「
大
東
文
化
大
学
同
窓
会
栄
誉
賞
」

を
設
定
し
、　
一
般
会
計
学
園
協
力
予
算
か
ら
、
最
優
秀
ま
た
は
優
秀
団
体
賞
を
受
賞
し
た
ク
ラ
ブ
に
、
金
二
〇
万
円
か
ら

一
〇
万
円
を
、

そ
し
て
個
人
に
対
し
て
は
記
念
品
を
、
そ
れ
ぞ
れ
贈
与
し
て
い
る
。

創
立
七
〇
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

一
九
九
二

（平
成
五
）
年
九
月
二
〇
日
に
迎
え
る
、
大
東
文
化
大
学
創
立
七
〇
周
年
記
念
事
業

に
つ
い
て
、
同
窓
会
は
、
積
極
的

に
協

力
す
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

（
一
九
九
二
年

一
〇
月
現
在
）
。

歴
代
会
長

大

島

宇

藤

村

鎌

形

西

林

昭

下

田

博

渡

部

文

（
一
九
七
三
年
～

一
九
九
二
年
）

一
　

（高

・
一
）
　

　

一
九
七
三
年
～

一
九
七
九
年

通
　
　
（本

・
一
五
）
　

一
九
七
九
年
～

一
九
八
四
年

剛
　
　
（本

・
二

一
）
　

一
九
八
四
年
～

一
九
八
八
年

一
　

（大

・
五
）
　

　

一
九
八
八
年
～

一
九
九
〇
年

（代
行
）

一
　

（大

。
四
）
　

　

一
九
九
〇
年
～

一
九
九
二
年

雄
　
　
（本

・
九
）
　

　

一
九
九
二
年
～
現
在

０

今
後
の
展
望



創
立
七
〇
周
年
を
迎
え
る
母
校
大
東
文
化
大
学
は
、
五
万
数
千
名
を
超
え
る
卒
業
生
を
社
会
に
送
り
出
し
、
し
か
も

一
九
九
二

（平
成

四
）
年
九
月
現
在
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
四
九
七
名
を
含
め

一
万
三
、
二
七
七
名
の
在
校
生
を
擁
し
て
い
る
。

振
り
返
つ
て
、
大
学
に
な
っ
た
池
袋
時
代
で
も
、
母
校
が
こ
れ
程
ま
で
に
発
展
す
る
と
は
、
誰
が
考
え
、
誰
が
知

っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

全
く
予
想
も
つ
か
な
い

「素
晴
ら
し
い
発
展
」
の

一
言
に
尽
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

し
か
し
、
同
窓
会
の
組
織
実
態
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
同
窓
生
五
万
三
、
〇
〇
〇
名
の
中
で
、
会
費
を
納
入
し
て
正
会
員
と
な

つ
て
い
る

の
は
三
、
二
九
〇
名
、
何
と
全
体
の
六

。
三
％
に
過
ぎ
な
い
実
態
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
母
校
の
素
晴
ら
し
い
発
展
に
反
比
例
し
て
衰
退

の

一
途
を
た
ど
る
こ
と
と
な
る
。

さ
ら
に
、
同
窓
会
会
則
四
条
二
項
に

「
母
校
の
振
興
発
展
に
協
力
す
る
こ
と
」
と
定
め
て
い
る
が
、
そ
の
実
現
は
困
難
で
あ
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
年
々
続
け
ら
れ
て
き
た
定
期
総
会

・
代
議
員
会
、
あ
る
い
は
地
域
別
支
部
代
表
者
会
議
に
お
い
て
、
「
情
宣
活

動
の
活
発
化
、
地
方
支
部
組
織
の
充
実
、
会
費
納
入
者
の
拡
大
と
組
織
の
活
性
化
」
等
々
、
決
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
現

・
達
成
は
見

て
な

い
現
状
で
あ
る
。

同
窓
会
は
、
こ
の
現
状
認
識
を
全
体
の
も
の
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克
服
し
つ
つ
、
確
認
事
項
の
実
現
を
目
ざ
し
、
同
窓
の
総
力
を

結
集
し
て
活
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
同
窓
か
ら
同
窓
会
は
魅
力
あ
る
組
織
だ
、
「
頼
り
に
な
る
ぞ
」
と
い
わ
れ
る

組
織
に
な
り
変
わ
る
こ
と
を
展
望
し
、
八
〇
周
年
に
向
け
て
歩
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

［松
本
要
人
］

第
二
節
　
同
　
窓
　
会

七
五
五
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本
学
七
〇
年
の
足
ど
り

一
九

三
二

（大
正

一
二
）
年
九
月
二
〇
日
、
九
段
の

一
角
に
と
も
つ
た
大
東
文
化
の
学
灯
は
、
時
に
大
き
く
明
る
く
、
あ
る

い
は
戦
火
や
不
況
の
嵐
に
細
く
揺
ら
ぎ
な
が
ら
も

つ
い
に
消
え
る
こ
と
な
く
、
本
年
七
〇
周
年
を
迎
え
た
。
そ
の
間
、
時

折
々
の
国
の
波
乱
に
満
ち
た
時
代
に
喘
ぎ
な
が
ら
も
、
九
段
の
地
か
ら
池
袋

・
青
砥
、
再
び
池
袋
校
舎

へ
と
い
く
た
び
か
所

在
を
か
え
、
こ
と
に
戦
後
の
混
乱
時
代
や
学
制
改
革
に
当
た
つ
て
は
校
運
に
か
か
わ
る
苦
難
の
道
を
た
ど
つ
た
。

一
九
六

一

（昭
和
三
六
）
年
、
さ
ら
に
池
袋
校
舎
か
ら
板
橋
校
舎
に
移
転
し
、
本
学
創
立
四
〇
周
年
に
当
た
つ
て
と
ら
れ
た

積
極
的
な
拡
充
策
か
ら
始
ま
つ
て
、
こ
の
三
〇
年
間
に
わ
た
つ
て
の
校
地

・
校
舎
の
拡
充
、
学
部

・
学
科
の
増
設
、
大
学
院
の

設
置
な
ど
、
設
備

・
教
育
面
に
わ
た
る
画
期
的
な
発
展
に
と
実
を
結
び
今
日
に
至
つ
た
。

本
学
の
半
世
紀
に
つ
い
て
は
、
「
大
東
文
化
大
学
五
十
年
史
」
に
詳
し
い
が
、
そ
の
後
二
〇
年
間
の
年
譜
と
あ
わ
せ
て
、
現

在
ま
で
の
学
園
の
状
況
を
収
録
す
る
こ
と
と
し
た
。

第

一
節

学
園

の
組
織

七
五
九
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一
　

教
育
組
織
表 第

一
節
　
学
園
の
組
織

口
国
囲
囲
囲
□

七
六
〇

経
済
学

専

攻

科

文

学

専

攻

科

済

学

専

攻

育

学

専

攻

国

文

学

専

攻

本

文

学

専

攻

経

済

学

部

文

　

学

　

部

営
　
学
　
科

済
　
学
　
科

育
　
学
　
科

米

文

学

科

中

国

文

学

科

日

本

文

学

科

大 学

専攻科 大学院

経
済
学

研
究

科

文

学

研

究

科

律

学

専

攻

営

学

専

攻

済

学

専

攻

文

学

専

攻

中

国

学

専

攻

日

本

文

学

専

攻

士
　
課
　
程

課
程
前
期
課
程

士
　
課
　
程

課
程
後
期
課
程

課
程
後
期
課
程

肉
圏
日
囲
□

向
同
団
日
□

繭
日
団
日
□



学校法人 大東文化学園
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学
園

の
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織

東

医

学

技

術

専

門

学

校

東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校

ン
タ
ー

附属機関 月1  千斗 学 部

l

ンク
タス

体

育

セ

ン
タ

ー

書

道

研

究

所

東

洋

研

究

所

図
　
　
書
　
　
館

研
修
課
程

際

関

係

学

部

法

　

学

　

部

外

国

語

学

部

松

山

図

書

館

橋

図

書

館

際

文

化

学

科

際

関

係

学

科

治
　
学
　
科

法

律

学

科

本

語

学

科

語
　
学
　
科

国

語

学

科

現
代
ア
ジ
ア
研
究
所

国
際

比
較

政
治
研
究

所

七
六

一

占□
日囲
□団
口□

向
Ｈ
囲
‐究‐
国
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一
一　
事
務
組
織
表

学務局

職

　

　

部

生
　
　

　

部

務
　
　
　

部

試

　

　

部

際

　

　

部

松

山

就

職

課

職

　
　
　

課

松

山

学

生

課

務

　

　

課

試

　

　

課

際

　

　

課

生
　
　

　

課

事務局 記

念

事

業

事

務

局

松

山

事

務

部

理
　
　
　

部

務

　

　

部

事

　

　

部

務

　

　

部

画

調

査

室

辞
典
編
纂
室

営

監

理

室

○
周
年
記
念
事
業
事
務
室

東

松

山

管

理

課

松

山

庶

務

課

財

　

　

課

理
　
　
　

課

理
　
　
　

課

事

　

　

課

書

　

　

課

務

　

　

課

画

調

査

課

七
六
二

企
画
調
査
係

人
事
係

給
与
係

会
計
係

財
務
係

管
理
係係

施
設
設
備
営
繕
係

会
計
係

管
理
係

施
設
設
備
営
繕
係

係補
導
係

学
生
係

厚
生
補
導
係

留
学
生
係

係東
松
山
分
室
）



東

文

化

大

学

第

一
高

等

学

校

務

　
　
　
室

職
課
程
等
事
務
室

松
山
教
務
事
務
室

報

　

　

部

報

　
　
　

課

理 事 会

大  学東
文
化
大
学
附
属
青
桐
幼
稚
園

学

園

総

合

情

報

セ

ン

タ

ー

道

研

究

所

東

医

学

技

術

専

門

学

校

ン

タ

ー

ク 育

セ

ン

タ

ー

洋

研

究

所

書

　
　
　

館

学

　

　

院

際

関

係

学

部

学

　

　

部

国
　
語
　
学
　
部

済

　

学

　

部

学

　

　

部

エ
ク

ス

テ

ン

シ

ヨ

ン

ン
タ

ー
事

務

室

ン
タ
ー
事
務
室

洋
研
究
所
事
務
室

務

　

　

部

学

院

事

務

室

際
関
係
学
部
事
務
室

学

部

事

務

室

外
国
語
学
部
事
務
室

済

学

部

事

務

室

学

部

事

務

室

床
検
査
科
事
務
室

柔
道
整
復
科
事
務
室

務

　
　
　
室

松

山

図

書

課

書

　
　
　
課

タ

ー

セ
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六
三 （東

松
山
分
室
）

（東
松
山
分
室
）

（東
松
山
分
室
）



区    分 土地 (ポ ) 建物 (耐 )

口 計
359,509.08

( 56,175.10)

136,460.11

大

学

大   学   計
319,138.76

(  2,635.10)
121,813.31

校   舎   等 271,019.66 107,638.82

運 動 施 設
48,119.10

(  2,635.10)
14,073.95

そ の    他 100.54

高

　

　

　

校

高   校   計 21,772.65 4,643.57

校   舎   等 2,680.46 4,643.57

運 動 施 設 19,092.19 ∩
）

そ の    他

幼
　
稚
　
園

幼 稚 園 計 1,772.57 936.64

校   舎   等 849.21 936.64

運 動 施 設 923.36 Ｕ^

そ の    他
∩

）

∩

）

医

　

　

　

専

医   専   計 5,496.22 4,653.75

校   舎   等 1,370.96 3,124.48

運 動 施 設 3,016.79

そ の 他 1,108.47 1,529.27

そ
の
他

の
土
地

・
建
物

そ の 他 計
11,328.88

( 53,540,00)
4,412.84

嬬恋セ ミナーハ ウス ( 53,540.00) 4,412.84

北 海 道 所 有 地 ∩

）

真 田 町 所 有 地 10,151.00 ∩

〉

鳩 山 町 所 有 地 566.00

東松山市南新井所有地 61188

第
二
節
　
学
園
の
施
設

一
　

土
地

。
建
物
の
面
積

1993年 5月 1日 現在

第

一
〇
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七
六
四

(注)( )は借用土地・建物を外数で示す。



第
二
節
　
学
生

・
生
徒

・
児
童
数
、
外
国
人
留
学
生
数

七
六
五

部 別
合 計 1 2 3 4

学部・大学院・

専攻科・別科合計

A+B+C+D

計

男

女

13,559

9,907

3,652

学 部 計 A
計

男

女

13,368

9,774

3.594

3,703

2,675

1,028

3,576

2,644

932

3,026

2,143

883

3,063

2,312

751

文

学

部

計

計

男

女

3,159

1,671

1,488

819

423

396

847

463

384

772

401

371

721

384

337

日本文学科

計
一男
一女

1,282

606

676

324

155

169

341

161

180

326

144

182

291

146

145

中国文学科

計

男

女

720

391

329

198

114

84

179

98

81

163

85

78

180

94

86

英米文学科

計
一男
一女

615

345

270

149

74

75

169

95

74

148

84

64

149

92

57

教 育 学 科

計
一男
一女

542

329

213

148

68

158

109

49

135

47

101

52

49

経

済

学

部

計

計
一男
一女

4,927

4,590

337

1,336

1,228

108

1,250

1,170

1,115

1,036

79

1,226

1,156

70

経 済 学 科

計
一男
一女

2,860

2,682

178

803

749

54

759

712

47

656

614

42

642

607

35

経 営 学 科

計
一男
一女

2,067

1,908

159

533

479

54

491

458

33

459

422

37

584

549

35

外

国

語

学

部

計

計
一男
一女

2,109

1,143

966

574

300

274

547

308

239

5(X)

251

249

488

284

204

中国語学科

計
一男
一女

855

520

335

226

:38

88

230

139

91

185

108

77

214

135

79

英 語 学 科

計

男

女

1,254

623

631

348

162

186

317

169

148

315

143

172

274

149

125

日本語学科

計
一男
一女

第
二
節
　
学
生

・
生
徒

・
児
童
数
、
外
国
人
留
学
生
数

一
　

学
部

・
大
学
院

・
専
攻
科

・
別
科
学
生
数

1992年 5月 1日 現在

学年

88

80



学年

部 別
合 計 1 2 3 4

法
　
　
学
　
　
部

計

計

男

女

2,163

1,873

290

711

597

l14

629

543

86

415

349

66

408

384

24

法 律 学 科

計
一男
一女

1,490

1,302

188

441

369

72

337

290

47

304

259

45

408

384

Z

政 治 学 科

計

男

女

673

571

102

270

228

42

292

253

39

lll

90

21

国
際
関
係
学
部

計

計

男

女

1,010

497

513

263

127

136

303

160

143

224

106

118

220

104

116

国際関係学科

計
一男
一女

514

307

207

120

72

48

171

111

60

112

60

52

111

64

47

国際文化学科

計
一男
一女

496

190

306

143

55

88

49

83

112

46

66

109

40

69

第
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学 年

部 別
合   計 1 2 3

大 学 院 計 B

計
一男
一女

139

101

38

67〔 34〕

45〔 22〕

22〔 12〕

58〔 22〕

45〔 16〕

13〔 6〕

14〔 7〕

11〔 7〕

3〔 0〕

大

学

院

文

学

研

究

科

日
本
文
学
専
攻

博士前期

計
一男
一女

18

9

9

7〔  6〕

3〔 3〕

4〔  3〕

11〔 8〕

6〔 4〕

5〔 4〕

博士後期

計
一男
一女

20

12

8

7〔 6〕

4〔  4〕

3〔 2〕

4〔 l〕

1〔 0〕

3〔 1〕

9〔

7〔

2〔

3〕

3〕

0〕

中
国
学
専
攻

博士前期

計
一男
一女

13

8

5

8〔 5〕

3〔 3〕

5〔 2〕

5〔  4〕

5〔 4〕

0〔  0〕

博士後期

計
一男
一女

10

9

1

5〔 4〕

5〔 4〕

0〔  0〕

3〔 1〕

2〔 1〕

1〔 0〕

2〔 2〕

2〔 2〕

0〔  0〕

専
　
攻

英
文
学

修   士

計
一男
一女

9

6

3

6〔 4〕

4〔 3〕

2〔  1〕

3〔 2〕

2〔  1〕

l〔 1〕

ルし
上ハ
上ハ

132



学 年

部別
合  計

（
∠

う
０

大

学

院

経
済
学
研
究
科

経
済
学
専
攻

博士前期

計
一男
一女

一”

Ｈ

・

博士後期

計
一男
一女

０

一

亡

一
亡

一
亡

経
営
学

専
　
攻

修  士

計
一男
一女

法
学
研
究
科

法
律
学
専
攻

博士前期

計

男

女

０
一旬

博士後期

計
一男
一女

専 攻 科 計 C
計
一男
一女

０

一”

一”

０

一ｍ

一モ

‐６コ

一
‐３コ

一勢

専
　
　
　
攻
　
　
　
科

文
学
専
攻
科

日本文学専攻

計
一男
一女

劇
一１０コ

一”

劇
一劇

中国文学専攻

計
一男
一女

０
一０
一〇

０

一
０

一
〇

一
〇

教育学専攻

計
一男
一女

ヽ
り

一
コ

ー

一
〇

亡

一
亡

一
亡

経
済
学

専
攻
科

経済学専攻

計
一男
一女

一
　

一

ガ
一”
一ω

２

一
２

一
〇

”

一”

一ω

別
科
Ｄ

日本語研修課程

計
一男
一女

第
二
節
　
学
生

・
生
徒

・
児
童
数
、
外
国
人
留
学
生
数

七
六
七

(注)①大学院欄 〔 〕内は本学部からの進学者で内数

②専攻科欄 〔 〕内は本学部からの進学者で内数



合    計 文  学  部 経 済 学 部

計 男 女 計 男 女 計 男 女

26 18 13

1992年 5月 1日 現在

目的別

※教養その他の具体的理由 ①日本の大学進学 男2名  女0名 、②教養を深める

ため 男6名 女6名。

第

一
〇
章
　
学
園

の
現
況

一
一　
学
部
聴
講
生
数

七
六
八

外国語学部 法  学  部 国際関係学部

計 男 女 計 男 女 計 男 女

計 教員免許取得

資 格 取 得

司   書

計 男 女 計 男 女 計 男 女

26

資 格 取 得

書     道 ※教養その他

社 会 主 事

計 男 女 計 男 女 計 男 女

14

18



学 校 別
学 年

性 別
計 1 2 3

合   計

計

男

女

1,822

1,468

354

高   校 男 1,052 413 340 299

幼 稚 園

3歳児 4歳児 5歳児

計

男

女

329

179

150

90

53

37

118

68

50

121

58

63

医

技

専

医専小計

訓
‐

男

女

441

237

204

157

81

76

149

75

74

135

81

54

臨 床

検査科

計

男

女

249

58

191

92

18

74

82

16

66

75

24

51

柔 道

整復科

計

男

女

192

179

13

65

63

2

67

59

8

60

57

3

三
　
高
校

・
幼
稚
園

。
医
技
専
生
徒
数

第
三
節
　
学
生

・
生
徒

・
児
童
数
、
外
国
人
留
学
生
数

1992年 5月 1日 現在

七
六
九

|



大   学   院

学  部

合  計

4   年

経 済 学

専  攻

博士課程

(後 期 )

経 営 学

専  攻

修士課程

法 律 学

専  攻

博士課程

(前 期 )

法 律 学

専  攻

博士課程

(後 期 )

小   計 日 本 文

学  科

計 男 女 計 男 女 計 男 女 副
‐

りj 女 訓 男 女 副 男 久 計 男 女

212 128 84 21 13

93 31 62 35 13 22

55 36 19

23 19

412 232 180 83 43 40

rr「1

1992年 5月 1日 現在 卜鋼

第
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〇
章
　
学
園
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現
況

学
部

・
大
学
院
等
国
籍
別
外
国
人
留
学
生
数

七
七
〇



第
二
節
　
学
生

・
生
徒

・
児
童
数
、
外
国
人
留
学
生
数

七
七

一

区  分

大 学 院

合計

大 学 院

日本文学

専  攻

博士課程

(前 期 )

H本文学

専  攻

博士課程

(後 期 )

中 国 語

専  攻

博士課程

(前 期 )

中 国 語

専  攻

博士課程

(後 期 )

英 文 学

専  攻

修士課程

経 済 学

専  攻

博士課程

(前 期 )

計 りj 女 計 男 女 計 男 女 副 男 女 計 男 女 計 男 女 計 り; 女

中華人民共和国 23 15

台   ,弯

大 韓 民 国

マレーシア

香   港

トンガ王国

タ    イ

インドネンア

オーストラリア

ミャンマー

イ ラ ン

フィリピン

ト ル コ

スリランカ

パラク
゛
アイ

バングラディシュ

討 35 21 14



4 年 3 年

国際関

係学科

国際文

化う浄不斗

小  計 日本文

学科

中国文

学科

英米文

学科

教育学科 経済学科

計 男 女 計 男 久
=|

男 女 計 り, 久 計 男 女 計 りj 女 計 男 女 計 りl 女

41 29 12 13 12

20 15

82 50 32 26 20

第
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〇
章
　
学
園

の
現
況

七
七
二

|



第
二
節
　
学
生

・
生
徒

・
児
童
数
、
外
国
人
留
学
生
数

七
七
三

区  分

4 年

中国文

学科

教育学科 経済学科 経営学科 中国語

学科

英語学科 法律学科

計 男 女 計 り; 女 詞
‐

男 女 言十 男 女 調
‐

男 女 計 男 女 訓
・

男 女

中幸人民共和国

台   湾 12

大 韓 民 国

マレーシア

香   港

トンガ王国

タ    イ

インドネシア

オーストラリア

ミャンマー

イ ラ ン

フィツピン

ト  ル  コ

スリランカ

パ ラク
ヾ
アイ

バングラディシュ

計 23 16 10

|



2 午

」ヽ  計 日本文

学科

中国文

学科

英米文

学科

教育学科 経済学科 経営学科 4'|コ言吾

学科

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

71 42 29 23 15 11

18 12

16 11

l17 65 52 10 35 22 13 16

第

一
〇
章
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第
二
節
　
学
生

・
生
徒

・
児
童
数
、
外
国
人
留
学
生
数

区 分

3 年

経営学科 中国語

学科

英語学科 法律学科 政治学科 国際関係

学科

「■」際文化

学科

計 男 女 計 男 女 計 りう 女 テ|・ 男 女 討
´

男 女 計 男 女 言l・ 男 女

中華人民共和国

台   湾

大 韓 民 国

マレーシア

香   港

トンガ王国

タ    イ

インドネシア

オーストラリア

ミャンマー

イ ラ ン

フィリピン

ト ル コ

スソランカ

パラグアイ

バングラディシュ

計 13 10

七
七
五

|



1 年

中国文

学科

英米文

学科

教育学科 経済学科 経常学科 中国語

学科

英語学科 日本語

学科

詞 男 女 計 り′ 女 計 男 女 討
‐

男 女 計 女 言|‐ 男 久 計 男 女 計 り; 女

21 14 10 10

30 22 22 14 ll 14
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章
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七
六
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第
二
節
　
学
生

・
生
徒

・
児
童
数
、
外
国
人
留
学
生
数

区  分

2 年 1 年

英語学科 法律学科 政治学科 国際関係

学科

国際文化

学科

小  計 日本文

学科

計 男 女 言|

'〕

女 計 り: 女 計 男 女 言|‐ 男 女 言|‐ 男 女
=|‐

男 女

中華人民共和国 10 79 44 35

台   湾 20 13

大 韓 民 国 22 13

マレーシア

香   港

トンガ王国

タ    イ

インドネシア

オーストラリア

ミャンマー

イ ラ ン

フィリピン

ト ノン コ

スリランカ

パ ラク
゛
アイ

バングラディシュ

訓
‐

16 137 76 61 13

七
七
七



第

一
〇
章
　
学
園

の
現
況

交換留学生

る

生
調
識

２
．
聴

専攻科経済学科 文

科

際

学

国

計 男 女 計 男 女 言|・ 男 女 計 男 女

七
七
八



第
二
節
　
学
生

・
生
徒

・
児
童
数
、
外
国
人
留
学
生
数

区  分

1 年

別 科法律学科 正文,f:PI不斗 国際関係

学科

国際文化

学科

百1 男 女 計「 り; 女 計 男 女 計 男 女
=l・

男 女

中華人民共和国 31 16 15

台    湾

大 韓 民 国

マレーシア

香   港

タ    イ

オーストラリア

ミャンマー

イ ラ ン

フィリピン

ト ル コ

スソランカ

ノヾ ラグアイ

バングラディシュ

言| 11 19 17

七
七
九

|

|

トンガ王国
|

|

|

インドネシア
| |

||

||

|

|

101
|

361



区  分

部  別

教  職  員 教 員 職 員

合 計 専任計 非常勤嘱

託臨時計

教員計専 任 非常勤 職員計 専 任 嘱 託

臨 時

総 合 計

計
一男
一女

1223r2ヽ 618(2)

481(2)

605

464

141

鞭
一769(2)
165

394(2)

338(2)

56

５４

一
４３

一
１０

289

176

113

″

１４

一
８

65

33

32

餌5(2)

278

大
　
　
　
学
　
　
　
院

学
　
　
　
部
　
　
　
等

学部大学院尉

計
一男
一女

798(2)

64α 2)

152

351(2)

2"(2)

54

447

349

98

774(2)

“

3(2)

141

327(2)

284(2)

43

447

349

98

Z

13

11

24

13

11

0

0

0

文 学 部

(事務室)

計
一男
一女

期
一２４〇
一θ

125

104

21

182

136

46

302

238

64

120

102

18

182

136

46

5

2

3

5

2

3

0

0

0

経済学部

(事務室)

計
一男
一女

177

167

10

86

80

6

91

87

4

172

164

8

81

77

4

91

87

4

5

3

2

5

3

2

0

0

0

外国語学部

(事務室)

計
一男
一女

148(2)

lⅨ K2)

48

51(2)

38(2)

13

97

62

35

145(2)

98(2)

47

48(2)

3“ 2)

12

3

2

l

3

2

l

0

0

0

法学 部

(事務室)

計
一
男
一女

８８

一

８‐

一

７

46

41

5

42

40

2

84

79

5

42

39

3

4

2

2

4

2

2

0

0

0

国際関係学部

(事務室)

計

一男
・
女

75

56

19

40

32

8

35

24

ll

71

54

17

36

30

6

35

24

11

4

2

2

4

2

2

0

0

0

大学院

`事

務室)

計

一男
・女

3

2

1

3

2

l

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

2

3

2

1

0

0

0

記念事業

事 務 局

計
一男

一女

6

5

1

2

2

0

4

3

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

6

5

2

2

0

4

3

l

企画調査室

計
一男
一女

5

4

1

5

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

4

5

4

1

0

0

0

学園総合情

報センター

計
一
男
一女

14

7

7

7

6

0

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

14

7

7

8

7

1

６

一
０

一
６

事
　
　
務

　

局

事務局計

計
一
男
一女

95

65

30

69

49

20

26

16

10

0

0

0

0

0

0

0

0

95

65

30

69

49

η

16

事 務 局

計

・男

・女 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

l

0

1

1

0

0

0

0

1993年 5月 1日 現在
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一
　

教

・
職
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数 第

四
節
　
教

。職
員
数
、
教

・
職
員
名

七
八
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第
四
節
　
教

・
職
員
数
、
教

・
職
員
名

区 分

部 別

教  職  員 教 員 職 員

合 計 専任計 非常勤嘱

託臨時計

教員計専 任 非常勤 職員計 専 任 嘱 託
臨 時

事

　

務
　
　
局

総務部

計
一男
一女

15

7

，

７

・
６

2

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

15

7

8

2

0

2

人事 部

計
一
男
一
女

12

7

5

10

6

4

2

1

0

0

0

0

0

0

0

0

12

7

5

6

4

2

1

1

財 務 部

計
一
男
一女

10

6

4

9

6

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

10

6

4

9

6

3

1

0

l

管理 部

計
一
男
一
女

24

21

3

14

12

2

10

9

0

0

0

0

0

0

0

0

Z
21

3

10

9

1

東松 山

事 務 部

計
一
男
一
女

33

23

22

17

5

ll

6

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

33

23

:0

11

6

5

学

務

局

学務局計

計
一
男
一
女

75

53

22

６３

一

４２

ｉ

12

11

0

0

0

0

0

0

0

0

0

75

53

22

６３

一

４２

一
２１

12

11

1

学 務局

計

一男
一
女

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

学務 部

学 生 部

計

一男

一女

8

6

2

8

6

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

8

6

2

8

6

2

0

0

0

計

一男
一女

22

13

9

17

9

8

5

4

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

22

13

9

17

9

8

5

4

l

就 職 部

計

・男

一女

12 8

7

l

4

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 1

8

7

1

4

4

0

国 際 部

計

一男

一女

7

4

3

3

3

1

]

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

7

4

3

6

3

3

1

0

入 試 部

広 報 部

計

一男

一女

8

7

7

6

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

7

7

6

1 0

計

一男

一女

4

3

3

2

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

3

1

3

2

1 0

七
八

一

C

1(

11

――■―
11



区 分

部 別

教  職  員 教    員 職    員

合 計 専任計 非常勤嘱
託臨時計

教員計専 任 非常勤 職員計 専 任 嘱 託
臨 時

東松山教

務事務室

計
一
男
一女

11

7

4

11

7

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

11

7

4

ll

7

4

0

0

0

教職課程

等事務室

計

一男
一女

3

2

1

３

一
２

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

2

1

3

2

1

0

0

0

大

学

附

置

機

関

大学附置

機 関 計

計
一男

・女

49

28

21

47

28

19

2

0

2

7

7

0

7

7

0

0

0

0

42

21

21

40

21

19

2

0

2

図書館

計
・男
一女

28

10

26

10

16

2

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

28

10

18

26

10

16

2

0

2

東洋研究所

計

・男
・女

8

7

l

8

7 0

0

6

6

0

6

6

0

0

0

0

2

1

1

2

l

l

0

0

0

書道研究所

計

・男
・女

6

5

1

6

5

0

0

0

ｌ

一
１

一
〇

l

1

0

0

0

0

5

4

1

5

4

1

0

0

0

体育センター

計
一男

一女

5

4

5

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

4

!

5

4

1

0

0

0

エクステンシ

ョンセンター

計
・男

・女

2

2

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

2

0

2

2

0

0

0

0

学

部

附

置

研

究

所

人文科学

研 究 所

経営研

究所

経済研

究 所

語学教育

研究所

法学研

究所

第

一
〇
章
　
学
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況
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部 別

教  職  員 教    員 職 員

合 計 専任計非常勤嘱

託臨時計

教員計専 任 非常勤 職員計 専 任 託

時

嘱

臨

大

学

附

置

機

関

学
部
附
置
研
究
所

国際比較政

治研究所

現代アジ

ア研究所

第 一 高 校

計

一男

一女

82

64

18

46

6

40

36

12

2

71

9

62

42

3

39

29

23

6

11

9

2

4

3

7

6

l

青桐幼稚園

計

一男

一女

16

14

2

9

l

7

6

1

7

6

1

7

6

l

0

0

0

9

8

2

2

0

7

6

l

大 東 医 専

計

一男

一女

８３

一
７‐

一
１２ 7

11

5

65

60

9

75

66

4

11

7

5

64

59

3

8

5

3

7

4

0

1

1

第
四
節
　
教

・
職
員
数
、
教

・
職
員
名

(注 )( )内の数は客員研究員で外数。

二
　
大
東
文
化
学
園
役
員

・
教
員
名

理
　
事
　
長

常

務

理

事

理
　
　
　
事

評 監

議

員 事

鈴
木
武
夫

田
村
房
夫

・
渡
辺
功

一

佐
藤
定
幸

・
高
原
喜
八
郎

・
濱
　
久
雄

・
向
後

良
文

・
三
好
郁
夫

・
杉
藤
忠
士

・
員
保
潤

一

郎

・
青
木
博
孝

・
板
谷
榮
吉

・
鬼
頭
有

一
・
佐

藤
秀

一
郎

・
山
名
　
登

・
渡
部
文
雄

・
河
野

一

英

・
松
澤
浩

一

今
岡
　
昇

・
笠
井
　
収

・
川
崎
　
繁

佐
藤
定
幸

・
高
橋
正
之

・
山
田
富
朗

・
高
原
喜

八
郎

・
濱
　
久
雄

・
向
後
良
文

・
三
好
郁

夫

・
杉

藤

忠

士

・
員

保

潤

一
郎

・
小

澤

誠

・
諏
訪
義
英

・
田
中
豊
治

・
吉
原

二
三

男

・
安
　
世
舟

・
柳
澤
雅

一
・
平
川
泰
輔

・

渡
辺
功

一
・
小
林
　
茂

・
田
口
昌
長

・
辻
野

史
朗

。
東
甫
宏
昭

・
青
本
博
孝

・
板
谷
榮

七
八
三

区  分

1[



顧学
　
　
　
長

名

誉

教

授
第
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学
園
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現
況

吉

・
河
村
俊
次

・
鬼
頭
有

一
。
倉
田
信
靖

・
桑

原
　
淳

。
小
林
光
俊

・
佐
藤
邦
宏

，
佐
藤
秀

一

郎

・
高
松
宏
惟

。
田
中
重
太
郎

・
野
田
訓
弘

・

前
川
邦
生

・
山
名
　
登

・
山
本
敦
子

・
渡
部
文

雄

・
川
上
紀

一
・
河
野

一
英

・
芝
崎
　
亨

・
鈴

木
武
夫

・
松
澤
浩

一

問
　
　
鈴
木
則
幸

・
佐
伯
梅
友

・
池
田
末
利

・
清
原
道

壽

・
香
坂
順

一
・
杉
本
良
吉

大
東
文
化
大
学

大
　
学
　
院

佐
藤
定
幸

荒
井
龍
彦

・
宇
井
英
俊

・
大
沢
　
博

・
鬼
丸
豊

隆

・
栗
原
圭
介

・
小
嶋
政
雄

・
斎
藤

一
夫

・
佐

伯
梅
友

・
篠
原
武
英

・
高
松
鶴
吉

・
田
中
千
代

松

・
土
井
　
章

・
野
口
正
之

・
萩
谷
　
朴

・
村

田
克
巳

・
吉
田
義
信

・
渡
辺
静
子

０
文
学
研
究
科

委
員
長

・
教
授

教
　
　
　
授

非
常
勤
講
師

０
経
済
学
研
究
科

委
員
長
・
教
授

教

　

　

授

七
八
四

黒
須
重
彦

雨
宮
栄

一
・
イ
ア
ン
‐Ｍ
六

メ
ッ
ト

・
飯
田
隆

昭

・
市
井
外
喜
子

・
内
山
知
也

・
須
田
哲

夫

・
鈴
木
康
之

・
関
口
忠
男

二
員
田
昭
二

・

高
橋

徹

・
高
橋
春
雄

・
高
橋
弥
守
彦

・
辰
巳

正
明

。
田
中

賃

・
長
沢
順
治

・
成
田
　
守

・

萩
原
恭
男

・
濱
　
久
雄

・
三
上
紀
史

・
溝
口

雄
三

・
渡
辺
澄
子

伊
豆
利
彦

・
楠
山
春
樹

・
栗
原
圭
介

・
紅
野
敏

郎

・
兒
玉
仁
士

・
坂
井
健

一
。
竹
田
　
晃

・

田
所
　
周

・
中
野
記
偉

・
永
山
　
勇

・
萩
谷

朴

・
原
田
種
成

。
日
高
八
郎

・
山
崎
正
之

・

渡
辺
静
子

田
中
豊
治

天
笠
美
知
夫

・
石
垣
信
浩

・
石
橋
春
男

。
今
城

光
英

・
榎
　
勇

。
大
久
保
達
正

・
大
河
内
暁
男

・



非
常
勤
講
師

０

法
学
研
究
科

委
員
長

・
教
授
　
　
一丹
宗
昭
信

教
　
　
　
授
　
　
内
田
久
司

・
江
藤
伶
泰

・
岡
　
義
達

二

・
尾
中
普
子

・
越
路
正
巳

・
小
松

第
四
節
　
教

・
職
員
数
、
教

・
職
員
名

岡
田
良
徳

・
大
津
　
弘

・
片
岡
泰
彦

・
加
藤
瑛

子

・
神
谷
　
謙

・
向
後
良
文

・
河
野

一
英

・
近

藤
正
臣

・
佐
藤
定
幸

・
佐
藤
順

一
・
鈴
木

一

道

・
鈴
木
孝
明

・
清
家
伸
彦

・
高
橋
精

一
・
高

橋
豊
蔵

・
高
山
洋

一
・
永
田
元
也

・
中
本
博

皓

・
花
岡
正
夫

・
林
田
晃
明

・
藤
井
誠

一
・
古

島
和
雄

・
本
台
　
進

・
茂
木
虎
雄

・
山

田

貢

・
山
之
内
昭
夫

・
吉
田
憲
夫

・
脇
田
武
光

石
村
暢
五
郎

・
井
上
久
爾

・
大
内
　
力

・
鬼
丸

豊
隆

・
鈴
木
義
夫

・
斎
藤

一
夫

・
高
瀬
　
浄

・

竹
田
志
郎

・
立
田
ル
ミ

・
田
中
雅
康

・
長
吉

泉

・
西
澤
　
脩

・
馬
場
宏
二

・
馬
場
昌
雄

・
藤

芳
誠

一
・
三
重
野
博
司

・
森
谷
亘
暉

・
和
田
正

康

進 小
・ 野
斎 幸

非
常
勤
講
師

０

文
学
専
攻
科

教

　

　

授 専
　
政
　
科

藤
和
春

・
坂
井
雄
吉

・
佐
藤
時
次
郎

瑛

二

・
杉

藤

忠

士

・
高

野

耕

一

浩

・
中
谷
瑾
子

・
中
村

一
彦

・
早
川

波
多
野
　
弘

・
広
井
大
三

・
藤
本

井
和
朗

・
安
　
世
舟

・
和
田
　
守

慶
谷
淑
夫

・
小
林
　
宏

・
長
尾
龍

一
・

章

・
横
山
　
潤

石
毛
長
雄

・
板
垣
葉
子

・
岩
村
清
太

‐
内
田
知

也

・
大
田
政
男

・
岡
田
　
脩

・
柿
沼
隆
志

・

河
崎
孝
治

・
川
床
靖
子

・
河
内
徳
子

・
倉
田

信
靖

・
栗
林
秀
雄

・
黒
須
重
彦

・
小
谷
野
純

一
・
宍
倉
　
洋

・
清
水
正
三
郎

・
庄
司
宗

晃

・
鈴
木
順
子

・
須
藤
敏
昭

・
諏
訪
義
英

・

高
田
昭

二

・
土
岐
俊
男

・
成

田
　
守

・
濱

久
雄

・
福
田
俊
昭

・
溝
口
雄
三

七
八
五

・
下
山

・
田

中
勲

・

登

・
町

福
田
雅
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助
　
教
　
授
　
　
大
川
忠
三

・
大
山
俊
男

・
土
岐
邦
彦

文

・
沼
口
　
博

講
　
　
　
師
　
　
吉
田
篤
志

非
常
勤
講
師
　
　
伊
豆
利
彦

・
市
川
任
三

・
楠
山
春
樹

郎

・
坂
井
建

一
。
竹
田
　
晃

。
田
所

山
　
勇

・
萩
谷
　
朴

・
林
　
尚
男

成

・
山
崎
正
之

・
渡
辺
静
子

０

経
済
学
専
攻
科

教
　
　
　
授

夫

非
常
勤
講
師
　
　
高
橋
浩
夫

文
　
学
　
部

学
　
部
　
長
　
　
濱
　
久
雄

０

日
本
文
学
科

船
本
政

紅
野
敏

周

・
永

原

田
種

石
垣
信
浩

・
石
橋
春
男

・
岩
崎
庄

一
・
片
岡
泰

彦

・
斉
藤
真
事

・
佐
藤
順

一
・
鈴
木

一
道

・
藤

原
碩
宣

・
前
川
邦
生

・
山
田
　
貢

・
山
之
内
昭

教
　
　
　
授

助
　
教
　
授

講

　

　

師

助
　
　
　
手

非
常
勤
講
師

七
八
六

石
田
拓
也

・
市
井
外
喜
子

・
栗
林
秀
雄

・
小
谷

野
純

一
・
下
山
嬢
子

・
鈴
木
康
之

・
須
田
哲

夫

・
関
口
忠
男
（主
任
）

・
高
橋
春
夫

・
辰
巳

正
明

・
成
田
　
守

・
萩
原
恭
男

・
渡
辺
澄
子

工
藤
　
隆

・
高
本

一
彦

・
浜
口
俊
裕

・
檜
垣

孝

。
日
吉
盛
幸

池
山
　
晃

・
北
村
　
章

・
高
橋
博
史

・
播
本
員

一芝
波
田
好
弘

居
駒
永
幸

・
伊
豆
利
彦

・
遠
藤
英
雄

・
大
川
泰

子

・
岡
部
隆
志

・
小
川
和
佑

・
加
藤
康
秀

・

鎌
倉
芳
信

・
黒
田
　
徹

・
紅
野
敏
郎

・
小
林

裕
子

・
近
藤
裕
子

・
杉

田
美
登

・
鈴
木
榮

子

・
関
谷

一
郎

・
田
嶋

一
夫

・
多
田
　
元

・

田
所
　
周

。
中
野
　
洋

・
永
山
　
勇

。
新
川

忠

・
萩
谷
　
朴

・
長
谷
川
良
明

・
花
崎
育

代

・
比
毛
　
博

・
藤
田

一
尊

・
増
古
和
子

・

村
田
裕
司

・
山
崎
正
之

・
米
山
孝
子

・
渡
辺



静

子

０

中
国
文
学
科

教
　
　
　
授

内
山
知
也

（主
任
）

・
岡
田
　
脩

。
河
崎
孝

治

・
倉
田
信
靖

・
黒
須
重
彦

。
高
田
昭
二

・
濱

久
雄

・
溝
口
雄
三

大
川
忠
三

・
門
脇
廣
文

，
中
林
史
朗

・
萩
庭

勇

・
林
　
克

吉
田
篤
志

小
野
寺
　
淳

市
川
任
三

・
亀
山
明
生

・
楠
山
春
樹

・
栗
原
圭

介

・
小
林
　
茂

・
斎
藤
喜
代
子

・
坂
井
健

一
。

佐
藤
隆
則

・
澤
田
雅
弘

・
篠
田
雅
雄

・
鈴
木
晴

彦

・
妹
尾
　
勇

・
竹
田
　
晃

・
田
中
　
有

・
中

山
和
子

・
温
井
禎
祥

。
原
田
種
成

・
福
島
中

郎

・
古
橋
恒
夫

・
細
谷
恵
志

・
水
元
日
子

・
鷲

野
正
明

教

　

授

０

英
米
文
学
科

教
　
　
　
授
　
　
雨
宮
栄

一
。
高
橋
　
徹

・
田
中
　
賞

・
長
沢
順

第
四
節
　
教

・
職
員
数
、
教

・
職
員
名

助 講   助

手 師

ブト
常
勤
講
師

助
　
教
　
授

講

　

　

師

非
常
勤
講
師

０

教
育
学
科

教

　

　

授

治

二
二
上
紀
史

（主
任
）

網
代
　
敦

・
猪
股
謙
二

・
栗
栖
美
知
子

・
高
杉

玲
子

・
田
仲
　
勉

・
バ
ー
バ
ラ
‐イ
エ
ツ

河
野
一右
英

奥
野
保
男

・
キ
ヤ
ロ
ル
‐ボ
ー
ク
ラ
ー
ク

・
兒

玉
仁
士

・
佐
久
間
良
子

・
鈴
木
和
子

・
中
野

記
偉

・
橋
本
健

一

・
日
高
八
郎

・
平
田
邦

夫

・
福
島
　
治

・
舟
川

一
彦

・
古
谷
弘

一　
・

マ
ー
ク
‐ソ
ウ
イ
ン
ス
キ
ー

・
モ
ラ
ッ
グ
‐Ｊ
‐

マ
ク
ド
ナ
ル
ド

石
毛
長
雄

・
板
垣
葉
子

・
岩
村
清
太

・
太
田
政

男

・
岡
林
桂
生

・
小
野
牧
夫

・
柿
沼
隆
志

・

加
藤
礼
子

・
河
内
徳
子

・
川
床
靖
子

・
匂
坂

恭
子

・
宍
倉
　
洋

・
清
水
正
三
郎

・
庄
司
宗

晃

・
鈴
木
順
子

・
須
藤
敏
昭

（
主
任
）

・
諏

訪
義
英

・
橘
　
与
志
美

・
田
中
裕
昭

・
野
口

林

造

・
東

山

一
郎

・
古

川

　

悟

・
村

上

七
八
七
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列

・
村
山
士
郎

・
和
田
　
章

助
　
教
　
授

　

新
井
儀
平

，
大
山
俊
男

・
土
岐
邦
彦

・
沼
口

博

・
波
多
野
　
伸

・
船
木
正
文

・
武
者
小
路
信

和

講
　
　
　
師
　
　
荒
井
明
夫

・
尾
花
　
清

・
藤
本
　
卓

助
　
　
　
手
　
　
杉
田
明
宏

非
常
勤
講
師
　
　
赤
星
隆
子

・
天
野
隆
雄

・
和
泉
忠
俊

・
市
川
定

三

・
井
上
光
洋

・
岩
井
幸
三

・
上
村
千
賀
子

・

宇
野
　
一
・
大
島
守
彦

・
大
塚
正
八
郎

・
小
川

徹

・
小
澤
滋
子

・
小
澤
周
三

・
加
藤
修
子

・
河

井
弘
志

・
神
田
信
彦

・
菊
地
し
づ
子

・
草
野
滋

之

・
栗
原
克
丸

・
小
久
保
路
子

・
小
島
　
明

・

児
美
川
孝

一
郎

・
小
山
や
す
子

・
斎
藤
公
男

・

坂
本
典
子

・
佐
藤
禎

一
・
佐
藤
政
孝

・
渋
谷
和

良

・
清
水
治
夫

・
杉
本
由
利
子

・
鈴
木
定
廣

・

須
永
由
美
子

・
関
口
昌
秀

・
高
本
厚
人

・
高
本

茂
行

・
高
野
哲
郎

・
武
田
道
子

・
田
澤
恭
二

・

田
島

一
彦

・
田
代
元
爾

・
玉
村
清
司

・
塚
本
伸

七
八
八

一
・
殿
崎
正
明

・
長
谷
幸
江

・
中
村
廣
徳

・

中
村
正
雄

・
成
澤
榮
壽

・
西
林
昭

一
・
林

尚
男

・
広
井
多
鶴
子

・
廣
松
邦
子

・
藤
島
幸

彦

・
堀
田
　
昭

・
増
山
美
知
子

・
松
田
信

一

郎

・
丸
尾
壽
郎

・
水
口
證
治

・
宮
部
頼
子

・

村
上
俊
三

・
村
田
由
美

・
矢
口
悦
子

・
山
田

正
行

・
山
本

一
樹

・
和
田
淳

一
・
和
田
常
雄

青
木
啓
輔

・
青
葉
昌
幸

・
飯
田
隆
昭

・
五
十
嵐

明
宝

・
岡

倉

登

志

・
岡

田
宏

二

・
小
林

茂

・
小
林
敏
男

・
鈴
木
謙
三

・
竹
田
　
宏

・

土
肥
鑑
高

・
中
村
邦
生

・
萩
原
博
子

，
福
田

俊
昭

・
福

田
幸
夫

・
古
島
和
雄

・
穂
積
重

行

・
矢
田
部
順
吉

秋
葉
盛
夫

・
出
水
慈
子

・
太
田
雅
孝

・
貴
田

晃

・
清
田
　
寛

・
窪
田
憲
子

・
ジ
ャ
ニ
ー
ン
‐

バ
イ
チ

マ
ン

・
田
内
初
義

・
中
込
啓
子

・
長

谷
川
和
男

・
松
沢
和
宏

０

教
養
課
程

教
　
　
　
授

助
　
教
　
授



講

　

　

　

師

非
常
勤
講
師

大
橋
二
郎

・
須
寄
文
明

・
高
尾
謙
史

・
中
澤
紀

子

・
中
間
和
男

芦
原
　
替

・
飯
塚
　
昭

・
石
井
寿
子

・
植
竹
大

輔

・
上
野
正
英

・
大
久
保
正
子

・
奥
田
功
夫

・

金
井
塚
良

一
・
苅
田
牧
夫

・
菊
池
英
夫

・
経
塚

義
人

・
清
浦
康
子

・
楠
本
重
行

・
小
林
貴
美

子

・
小
林
靖
昌

・
小
原
雅
俊

・
駒
井
義
昭

・
小

峰
和
子

・
小
山
義

一
・
酒
井
正
義

・
佐
川
和

茂

・
佐
藤
俊

一
郎

・
佐
山

　
一
・
志
田
　
均

・

島
田
　
陽

・
小
路
邦
子

・
杉
恵
惇
宏

・
杉
山
真

澄

・
鈴
木
大
輔

・
須
長
桂
介

・
高
原
喜
八
郎

・

土
屋
　
進

・
富
田
知
佐
子

・
富
田
矩
正

・
中
島

秀
夫

・
中
嶋
幸
子

・
古
谷
佐
世
子

・
ヘ
ル
マ

ン
‐ヨ
ゼ
フ
‐ト

ロ
ー
ル

・
外
園
　
隆

・
本
郷
建

治

・
松
倉
信
幸

・
松
村
健
吾

・
三
浦
敏
明

・
三

上
典
生

・
三
田
寿
子

・
村
杉
善
之

・
森
　
信

嘉

・
八
木
明
美

・
安
井
羊
朔

・
山
口
忠
芳

・
山

田
　
準

・
山

田
照
子

・
吉
見
昭
徳

・
若
林

第
四
節
　
教

・
職
員
数
、
教

・
職
員
名

林
田
晃
明

石
垣
信
浩

・
石
橋
春
男

・
榎
　
勇

。
大
久
保
達

正

・
加
藤
瑛
子

・
神
谷
　
謙

・
近
藤
正
臣

・

斉
藤
真
事

・
佐
藤
定
幸

・
佐
藤
順

一
・
末
繁

宏
造

・
高
橋
精

一

・
高
山
洋

一

・
田
中
豊

治

・
永
田
元
也

・
永
野
慎

一
郎

・
中
本
博

皓

・
藤
原
碩
宣

・
本
台
　
進

・
三
上
英
俊

・

山
田
　
貢

・
吉
田
憲
夫

（
主
任
）

・
渡
部

茂上
野
健

一
・
鵜
川
多
加
志

・
竹
永
　
進

・
中
島

正
人

・
山
本
孝
則

遠
藤
　
宏

ア
プ
デ
ル
‐ア
ジ
ズ

・池
末
啓

一
・石
川
初
男

・

石
村
暢
五
郎

・
岩
崎
輝
行

・
瓜
巣

一
美

・
遠

七
八
九

学
　
部
　
長

０
経
済
学
科

教

　

　

授

助
　
教
　
授

講

　

　

師

非
常
勤
講
師 経

済

学
部

敦

・
渡
沼
英
二



０
経
営
学
科

教

　

　

授

助
　
教
　
授 第

一
〇
章
　
学
園
の
現
況

藤
　
潔

・
大
内
　
力

・
鬼
丸
豊
隆

。
上
遠
野
武

司

・
弦
間
正
彦

・
小
林

　

一
・
斎
藤

一
夫

・

佐
々
木
憲
文

・
澤
田
裕
之

・
塩
田
長
英

・
関
谷

喜

二
郎

・
高
本
　
聖

・
高
木
信
久

・
高
瀬

浄

・
高
橋
　
章

・
出
水
宏

一
・
兵
頭
　
徹

・
藤

井
日
登
志

・
藤
江
昌
嗣

・
細
見
員
也

・
本
田
浩

邦

・
道
重

一
郎

・
宮
阪
雅
幸

・
村
　
俊
範

・
室

橋
純
夫

・
山
喜
多
時
世
志

・
和
田
尚
久

・
和
田

正
康

天
笠
美
知
夫

・
荒
本
量
雄

（主
任
）

。
今
城
光

英

・
岩
崎
庄

一
・
大
河
内
暁
男

・
大
津
　
弘

・

岡
田
良
徳

。
片
岡
泰
彦

・
向
後
良
文

・
河
野

一

英

・
鈴
木

一
道

・
鈴
木
孝
明

・
清
家
伸
彦

・
高

橋
豊
蔵

・
中
野
敏
雄

・
永
林
　
惇

・
花
岡
正

夫

・
林
田
晃
明

・
藤
井
誠

一
・
前
川
邦
生

・
茂

本
虎
雄

・
山
之
内
昭
夫

谷
郷

一
夫

・
松
尾
敏
充

非
常
勤
講
師

０
教
養
課
程

教

　

　

授

七
九
〇

青
木
茂
男

・
石
井
晴
夫

・
石
名
坂
邦
昭

・
一
榮

信
雄

・
井
上
久
爾

・
井
上
照
幸

・
井
上
行

忠

・
上
村
淳

一

・
大
山
泰

一
郎

・
小
川
智

由

・
片
岡
　
豊

・
亀
川
雅
人

・
河
合
　
久

・

本
村
幾
也

・
斎
藤
弘
行

・
坂
井
原
良
夫

・
篠

康
太
郎

・
徐
　
永
新

・
鈴
木
昭

一
・
鈴
木
義

夫

・
高
橋
浩
夫

・
竹
田
志
郎

・
立
田
ル
ミ

・

田
中
雅
康

・
冨
田
幸
弘

・
友
永
昌
治

・
長
吉

泉

・
西
澤
　
脩

・
馬
場
宏
二

・
馬
場
昌
雄

・

藤
井
精
男

・
藤
芳
誠

一
・
保
永
昌
宏

・
丸
山

啓
輔

。
二
重
野
博
司

。
光
成
豊
明

・
森
谷
宣

暉

・
山
口
幸
三

・
山
本
孝
夫

イ
ア
ン
‐Ｍ
六

メ
ッ
ト

・
今
井
け
い

・
岡
村
宗

二

・
奥
田
穣

一
・
奥
田
四
郎

・
小
日
信
吉

・

小
澤
　
誠

・
加
治
　
明

・
門
田
長
夫

・
小
林

克
明

・
酒
井
清
六

・
佐
藤
明
弘

・
高
島
巳
千

雄

・
武
内
政
幸

・
竹
内
亨
夫

・
永
戸
　
健

・



芳
賀
　
薫

・
本
間
　
修

・
三
井
田
圭
右

・
脇
田

武
光

・
和
田
　
優

助
　
教
　
授

　

青
木
文
男

・
寺
田
浩
司

・
馬
場
　
勇

・
馬
渡
照

代

講
　
　
　
師
　
　
中
川
僚
子

・
兵
頭
圭
介

助
　
　
　
手
　
　
島
井
誠
司

非
常
勤
講
師

　

ア
ー

ロ
ン
，Ｓ
‐キ
ヤ
ル
コ
ー
ト

・
鏡
　
保
幸

・

金
子

一
秀

・
ク
ラ
イ
ド
‐
Ｗ
‐グ
リ
ム

・
齋
野
岳

廊

，
佐
野
達
司

・
須
田
憲
次

，
鷹
野
邦
人

・
竹

村
直
之

・
永
井
　
誠

・
中
村
安
子

・
原
田
熙

史

，
福
井
吾

一
・
藤
沢
信
雄

，
布
施
寛
詳

・
三

浦
邦
彦

，
森
田
　
章

，
森
田
　
芥

・
矢
口
裕

子

・
矢
野
敦
子

・
山
井
敬
樹

・
ロ
バ
ー
ト
‐Ｈ
‐

キ
ヤ
ン
ベ
ル

外

国
語
学
部

学
　
部
　
長
　
　
一二
好
郁
夫

Ｄ
中
国
語
学
科

第
四
節
　
教

・
職
員
数
、
教

・
職
員
名

遠
藤
紹
徳

・
田
川

一
巳

・
波
多
野
宏

一
・
平
松

圭
子

（主
任
）

江
　
玉
林

・
張
　
龍
虎

大
島
吉
郎

・
瀬
戸
口
律
子

・
中
村
浩

一

鈴
木
勝
則

・
鄭
　
新
培

・
原
瀬
隆
司

青
木
信
治

・
石
田
知
子

・
井
上
啓
介

・
今
冨
正

巳

・
ヂ
　
景
春

・
上
野
恵
司

・
上
野
　
稔

・

王
　
亜
新

・
岡
崎
邦
彦

・
尾
崎
正
直

・
本
村

剋
巳

・
金
　
侃
華

・
久
保
田
美
年
子

・
呉

悦

・
佐
藤
普
美
子

・
周
　
松
齢

・
徐
　
曼

・

関
口
　
勝
Ｉ

竹
島
金
吾

・
児
野
道
子

・
張

継
濱

・
西
槙
光
正

・
野
村
美
知
子

・
潜
　
小

菊

・
平
松
正
子

・
星
野
修
子

・
前
坊
　
洋

・

矢
野
光
治

・
山
口
　
光

・
劉
　
力

阿
出
川
祐
子

・
奥
田
祥
子

（主
任
）

・
菅
野
亮

子

・
熊

澤

佐

夫

・
関
根

應

之

・
曽

我

部

学

・
平
林
幹
郎

七
九

一

教

　

　

授

客

員

教

授

助
　
教
　
授

講
　
　
　
師

非
常
勤
講
師

０

英
語
学
科

教

　

　

授



第
一
〇
章

学
園
の
現
況

助
　
教
　
授
　
　
北
林
　
光

・
小
池
直
己

・
西
川
栄
紀

・
山
崎
俊

次

講
　
　
　
師
　
　
栗
原
　
優

・
自
井
恭
弘

契
約
専
任
講
師
　
　
ア
ナ
ベ
ス
‐ラ
デ
イ
ツ
ク

非
常
勤
講
師
　
　
ア
イ
リ
ー
ン
‐Ｂ
，ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
ソ
ン

・
ア
ラ

ン
‐Ｍ
六

ウ
ク

・
池
尾
ス
ミ

・
伊
東
侑
子

・
ウ

オ
ー
レ
ン
‐Ｗ
‐ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
ソ
ン

・
浦
部
尚

志

・
エ
ド
ガ
ー
‘Ｔ
‐
ヘ
ン
リ
ー

・
大
澤
銀
作

・

キ
ャ
ロ
ル
‐Ａ
‘岡
崎

・
キ
ヤ
ロ
ル
‐Ｌ
‐フ
リ
ー

ナ
ー

・
草
山
友

一
・
ク
リ
ス
ト
フ
ア
ー
‐Ｍ
Ｉレ

ザ
ウ
ッ
ド

・
ケ
リ
ー
‐Ｐ
‐ダ
ン

・
小
出
信
夫

・

デ
イ
ヴ
イ
ツ
ド
‐Ｗ
‘コ
ー
ル

・
小
林
　
宏

・
塩

浜
秀
夫

・
竹
腰
捨

一
・
ダ
ナ
‐Ｄ
‐フ
リ
ー
ゼ

ン

・
徳
永
　
孝

・
中
島
浩
二

・
松
浦
　
明

・
松

本
兼
太
郎

。
三
井
敏
正

・
ロ
ー
ラ
ン
‐ラ
バ
ル
ト

０

日
本
語
学
科

教
　
　
　
授
　
　
窪
田
富
男

（主
任
）

・
玉
井
美
穂
子

助
　
教
　
授
　
　
大
蔵
親
志

・
柏
木
成
章

・
寺
村
政
男

講

　

　

師

非
常
勤
講
師

０

教
養
課
程

教
　
　
　
授

助
　
教
　
授

講
　
　
　
師

非
常
勤
講
師

七
九
二

田
口
悦
男

・
中
道
知
子

阿
部
博
幸

・
石
井
陽
子

・
グ
レ
イ
ｊ

‐ア
レ

ン

・
幸
田
佳
子

・
清
水
厚
子

・
須
永
茂
子

・
高

野
愛
子

・
薬
　
進

荒
屋
　
動

・
斉
藤
　
貢

・
清
水
泰
子

・
高
橋
弥

守
彦

・
星
野
幸
子

・
三
好
郁
夫

・
楊
　
名
時

・

吉
原
二
三
男

新
井
義
久

・
大
月
　
実

・
岡
部
謙
治

・
喜
多
山

幸
子

・
関
口
伊
都
子

・
田
中
　
寛

・
古
川
友
章

小
川
利
康

・
竹
島
　
毅

芦
澤

　

賓

・
井
上

一
之

・
王
　
軍

・
奥
山
礼

子

・
小
野
俊
太
郎

。
河
鍋
　
習

・
姜
　
禎
基

・

本
村
靖
夫

・
櫛
渕
　
正

・
小
泉
昌
幸

・
郷
司
真

琴

・
五
島
正
夫

・
小
松
武
雄

・
佐
川
愛
子

・
周

醐

・
新
藤
義
昭

・
鈴
木
　
明

・
鈴
木
重
子

・
孫

猛

・
竹
宮
　
隆

・
多
田
信
也

・
陳
　
洲
挙

・
デ

ー
ル
‐Ｗ
‐フ
ラ
ー

・
歳
納
繁
太

・
永
都
久
典

・



中
山
登
美
子

・
野
上
勝
彦

・
橋
本
幸
枝

・
服
部

純
子

・
福
嶋
美
知
子

・
星
野
恵
里
子

・
鱒
澤
彰

夫

・
安
井
二
美
子

・
リ
ン
ダ
‐Ａ
‐フ
ラ
ー

・
ロ

バ
ー
ト
‐Ｇ
‐ジ

ェ
イ
ム
ズ

法
　
学
　
部

学
　
部
　
長
　
　
杉
藤
忠
士

０
法
律
学
科

教
　
　
　
授
　
　
内
田
久
司

・
克
原
　
明

・
江
藤
伶
泰

・
尾
中
普

子

・
小
野
幸
二

・
越
路
正
巳
（
主
任
）
・
小
松

進

，
佐
藤
時
次
郎

，
下
山
瑛
二

・
杉
藤
忠
士

・

高
野
耕

一
・
丹
宗
昭
信

・
長
岡
亮
介

。
中
谷
瑾

子

。
中
村

一
彦

・
野
口
昌
宏

・
波
多
野
　
弘

・

早
川
　
勲

・
町
井
和
朗

助
　
教
　
授
　
　
石
山
文
彦

・
大
西
公
照

・
萩
原
貞
正

・
加
瀬
幸

喜

講
　
　
　
師
　
　
自
石
裕
子

非
常
勤
講
師

　

麻
生
利
勝

・
石
井
　
崇

，
大
塚
確
保

・
沖
野

第
四
節
　
教

・
職
員
数
、
教

・
職
員
名

０
政
治
学
科

教

　

　

授

助

教

授

研
究
補
助
員

非
常
勤
講
師

威

・
柏
崎
敏
義

・
河
内
隆
史

・
棚
澤
能
生

・
慶

谷
淑
夫

・
小
島
和
夫

・
後
藤
晴
男

・
小
林
忠

正

・
小
林
　
宏

・
志
賀
直
人

・
長
尾
龍

一
・
奈

川
節
子

・
根
本
洋

一
・
原
　
慎

一
・
平
田
陽

一
・
福
田
雅
章

・
横
山
　
潤

・
ラ
ツ
セ
ル
‐Ｌ
‐

ウ
ェ
ー
バ
ー

内
田
健
二

・
瓜
生
洋

一
・
岡
　
義
達

・
斎
藤
和

春

・
坂
井
雄
吉

（主
任
）

・
田
中

浩

・
藤
本

登

・
安
　
世
舟

・
和
田
　
守

加
藤
普
章

・
黒
柳
米
司

・
五
味
俊
樹

・
土
岐

寛小
澤
　
亘

井
尻
秀
憲

・
泉
田
　
渡

・
岡
部
廣
治

・
川
上
紀

一
・
グ
レ
ン
ｔＤ
。フ
ツ
ク

・
近
藤
邦
康

・
福
島

新
吾

。
本
田
路
威

・
前
田
征
三

・
前
田
英
昭

・

増
田
　
興

・
町
田
　
博

・
松
井
陽
通

・
山
本
武

乗
■

七
九
二



講 助 教 0

教  警
師 授 授 程

非
常
勤
講
師

学
　
部
　
長

０
国
際
関
係
学
科

教

　

　

授

助
　
教
　
授

研
究
補
助
員

非
常
勤
講
師 第

一
〇
章
　
学
園

の
現
況

柴
田
敏
夫

・
広
井
大
三

・
渡
辺
栄
太
郎

永
井
健
晴

平
尾
淳

一

石
川
幸
彦

・
稲
垣
伸

一
・
神
沢
有
三

・
ジ

ェ
フ

リ
ー
‐Ｄ
‐ウ
ィ
ン
チ

エ
ス
タ
ー

・
篠
崎

一
郎

・

中
村
節
子

・
西
村
匠
史

国
際
関
係
学
部

具
保
潤

一
郎

小
島
麗
逸

・
員
保
潤

一
郎

・
多
田
博

一
・
鳥
羽

嶺
次
郎

・
林
　
武

・
林
　
理
介

・
広
瀬
崇
子

・

堀
井
健
三

・
三
尾
忠
志

・
柳
澤
雅

一
（
主
任
）

臼
杵
英

一
・
内
田
知
行

・
篠
田
　
隆

・
中
堂
幸

政

・
新
納
　
豊

・
福
家
洋
介

藤
田
　
順
子

奥
村
皓

一
。
日
下
部
和
子

・
小
泉
康

一
・
小
竹

０

国
際
文
化
学
科

教
　
　
　
授

助
　
教
　
授

講

　

　

師

研
究
補
助
員

非
常
勤
講
師

七
九
四

一
彰

・
高
取
　
茂

・
高
村
昭
雄

・
中
川
淳
司

・

橋
本
愛
子

・
マ
ブ
ル
ー
カ
‐ザ
ル
イ

・
武
藤
達

夫

・
山
田
　
準

・
吉
川
敬
子

・
ロ
ス
ラ
イ
ニ

生
田
　
滋

（
主
任
）

・
磯
崎
定
基

・
大
野
盛

雄

・
小
笠
原
良
治

・
片
岡
弘
次

・
北
見
俊
夫

・

服
部
匡
延

・
原
　
隆

一

石
田
英
明

・
臼
井
佐
知
子

・
田
辺
　
清

・
樋
口

桂
子

・
森
川
展
男

李
　
妍
淑

・
吉
松
久
美
子

根
元
朋
子

秋
山
光
文

・
イ
ー
ラ
ジ
‐バ
ー
ル
ス
イ
ネ
ジ
ャ

ー
ド

・
ウ
イ
チ
ヤ
イ
‐ピ
ア
ン
ヌ
コ
チ

ョ
ン

・

風
間
純
子

・
加
藤
　
栄

・
権
　
泰
日

・
ゴ
ー
‐

テ
イ
‐ビ

ツ
ク
，ト
ウ

・
西
連
寺
育
子

・
坂
本

宏

・
佐
々
木
重
次

・
四
戸
潤
弥

・
田
中
浩

一

郎

・
店
田
廣
文

・
月
脚
達
彦

・
道
明
三
保
子

・

ナ

レ
シ
‐
マ
ン
ト
リ

・
西
村
祐
子

・
初
野
雅



彦

・
松
本
照
敬

・
ム
イ

ヌ
ッ
デ
ィ
ー

ン
‐ア
キ

―

ル
エ
デ
イ
‐ヘ
ル
マ
ワ
ン

エ
ド
ワ
ー
ド
‐マ
ー
グ
ル
‐Ｊ

ｒ
・
大
石
敏
之

・

小
林
啓
志

・
野
中
慶
子

井
上
博
二

・
杉
浦
嘉
彦

・
山
川
國
雄

・
ュ
ー
ジ

ン
‐テ
ノ
■
フ
ー
・

０

教
養
課
程

教

　

　

授

助
　
教

授

非
常
勤
講
師教

養

課

程

委
員
会
委
員
長
　
　
小
澤
　
誠

一
般
科
目
主
任
　
　
矢
田
部
順
吉

外
国
語
科
目
主
任
　
　
飯
田
隆
昭

保
健
体
育
科
目
主
任
　
　
佐
藤
明
弘

別

　

科

０

日
本
語
研
修
課
程

別
　
科
　
長
　
　
広
井
大
三

第
四
節
　
教

・
職
員
数
、
教

・
職
員
名

助 教

教

授 授

非
常
勤
講
師

玉
井
美
穂
子

大
蔵
親
志

・
柏
木
成
章

友
章

田
口
悦
男

石
井
陽
子

・
高
野
愛
子

子

波
多
野
　
伸

・
古
川

木
村
剋
巳

・
清
水
厚

山
田
　
準

七
九
五

講

自T大
学
附
属
機
関

０

図

書

館

館
　
　
　
長
　
　
渡
辺
澄
子

０
東
洋
研
究
所

所
　
　
　
長
　
　
遠
藤
光
正

研
究
員
教
授
　
　
遠
藤
光
正

・
松
本
照
敬

研
究
員
助
教
授
　
岡
崎
邦
彦

・
兵
頭
　
徹

研
究
員
講
師
　
　
吉
宗
　
宏

０
書
道
研
究
所

所
　
　
　
長
　
　
東
山

一
郎

助
　
　
　
手
　
　
高
城
弘

一



第

一
〇
章
　
学
園

の
現
況

０

体
育
セ
ン
タ
ー

所
　
　
　
長
　
　
永
田
元
也

０

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ヨ
ン
セ
ン
タ
ー

所
　
　
　
長
　
　
和
田
　
守

学
部
附
置
研
究
所

０

人
文
科
学
研
究
所

所
　
　
　
長
　
　
成
田
　
守

０

経
済
研
究
所

所
　
　
　
長
　
　
永
野
慎

一
郎

０

経
営
研
究
所

所
　
　
　
長
　
　
茂
木
虎
雄

０

語
学
教
育
研
究
所

所
　
　
　
長
　
　
荒
屋
　
勤

０

法
学
研
究
所

所
　
　
　
長
　
　
江
藤
倫
泰

０

国
際
比
較
政
治
研
究
所

所
　
　
　
長
　
　
田
中
　
浩

０
現
代
ア
ジ
ア
研
究
所

所
　
　
　
長
　
　
員
保
潤

一
郎

０
学
園
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

所
　
　
　
長
　
　
長
岡
亮
介

教 教 校

七
九
六

大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校

長
　
　
高
橋
正
之

頭
　
　
中
村
　
勤

諭
　
　
安
生
高
明

・
飯
田
邦
男

・
池
田
祐
輔

・
石
熊

勝

・
井
原
盛
次

・
加
藤
正
人

・
加
藤
康
秀

・
神

尾
雅
和

・
加
味
根
洋
介

・
加
山
裕
子

・
窪
田
正

吉

・
小
久
保
敦
央

・
小
寺
　
研

・
斎
藤
幸
雄

・

坂
田
嘉
孝

・
佐
藤
和
喜

・
杉
生
弘
成

・
砂
田
慶

二

・
武
中
昭
夫

・
徳
井
淳

一
。
戸
張
良
之

・
長

嶺
忠
雄

・
野
坂
二
千
男

・
芳
賀
義
信

・
林
　
憲

一
・
平
川
泰
輔

・
蛭
間
員

一
・
広
沢
幸
子

・
福

嶋
章
吾

・
福
田
忠
志

・
布
施
寛
詳

・
古
谷



助
　
　
　
手

非
常
勤
講
師大

東
文
化
大
学
附
属
青
桐
幼
稚
園

園
　
　
　
長
　
　
山
田
富
朗

教
　
　
　
諭
　
　
岩
野
有
希
子

・
佐
藤
繁
子

・
進
藤
な
り
子

・
友

野
め
ぐ
み

。
長
谷
部
文
子

・
横
田
芳
美

嘱
託
（補
助
教
諭
）

　

小
泉
芳
美

・
石
丸
ま
ゆ
み

・
篠
崎
由

第
四
節
　
教

・
職
員
数
、
教

・
職
員
名

茂

・
千
場
英
弘

，
松
川
為
訓

・
村
田
晶
男

・
望

主
幸
男

・
山
本
葉
月

・
渡
辺
　
勲

・
渡
部
敬
三

矢
部
昌
裕

飯
沢
祐
子

・
石
川
　
淳

。
今
井
あ
さ
と

・
岩
野

哲
也

・
尾
崎
　
学

・
柿
沼
　
徹

・
川
崎
浩
太

郎

・
河
野
光
昭

・
ジ

ュ
エ
ル
‐Ｄ
‐デ
ニ
ス

・
杉

山
孝
憲

・
関
日
の
ぞ
み

・
高
杉
新
作

・
長
澤
滋

子

・
仲
島
陽

一
・
中
村
　
孝

・
西
田
り
か

。
長

谷
川
晴
彦

・
濱
田
和
人

・
藤
本
博
康

・
マ
ー

ク
‐Ｇ
‐バ
ー
ン
ズ

・
三
浦
　
敏

・
南
　
昇

・
南

三
千
代

・
森
　
忠
広

・
森
田
悦
史

・
山
口
敦

史

・
山
下
若
菜

・
頼
　
明

・
渡
辺
喜
代
志

校
　
　
　
長

副
　
校
　
長

０
柔
道
整
復
科

科

長

（兼
）

専

任

講

師

講

　

　

師

実

習

助

手

非
常
勤
講
師

美

・
大
野
由
美

・
稲
葉
か
お
る

・
萩
原
し
の
ぶ

大
東
医
学
技
術
専
門
学
校

高
橋
喜
八
郎

和
田
　
浩

・
増
淵
　
武

増
淵
　
武

高
橋
　
守

・
藤
平
晴
久

北
川
　
正

・
志
保
井
義
忠

・
牧
内
興
吉

・
村
添

安
徳

・
渡
辺
　
勉

古
屋
か
お
る

石
神
重
信

・
岩
崎
義
昭

・
大
坂
　
泰

。
大
輪
小

次

・
北
村
洋

一
・
熊
谷
裕
二

・
小
島
徳
造

・
坂

本
元
彦

・
坂
路
孝
夫

・
自
本
　
仁

・
高
井
待

夫

・
高
橋
憲
夫

・
竹
本
律
子

・
田
中
英
彦

・
津

久
井
辰
旺

・
中
村
英
夫

・
仁
木
敦
子

・
西
山
安

吉

・
野
坂
謙
二

・
廣
瀬
伸
良

・
藤
田
紀
盛

・
堀

口
仁
邦

。
前
田
和
彦

・
松
尾
魔
之

・
三
輪
卓

七
九
七



非
常
勤
助
手

０

臨
床
検
査
科

科

長

（兼
）

専

任

講

師

講

　

　

師

実

習

助

手

非
常
勤
講
師 第

一
〇
章
　
学
園

の
現
況

爾

・
森
　
昭
雄

・
山
口
登

一
郎

・
吉
村
博
之

黒
川
邦
日
児

和
田
　
浩

狩
野
元
成

・
丹
波
泰
子

荒
本
　
潤

。
小
浪
悠
紀
子

・
野
坂
謙
二

・
山
ノ

内
信

一

只
野
智
昭

。
東
　
志
津
香

・
堀
元
陽
子

渥
美
栄
治

・
安
部
憧
三

・
江
藤
正
則

。
大
城

聰

・
小
栗
豊
子

・
小
沢
憲
治

・
北
村
清
吉

・
後

藤
　
清

・
駒
林
隆
夫

・
佐
藤
泰
司

・
佐
藤
尚

武

・
設
楽
政
次

・
菅
沼
源
二

・
鈴
木
典
子

・
鈴

木
政
登

・
鈴
木
良
昭

・
高
野
繁
男

・
立
花
勇

一
・
濱
野
富
明

・
前
田
和
彦

・
三
輪
卓
爾

・
茂

手
木
皓
喜

・
森
　
伴
雄

・
柳
下
　
登

・
山
口
忠

芳

・
吉
田
　
陸

・
吉
村
博
之

七
九
八

三
　
大
東
文
化
学
園
事
務
職
員
名

口
経
営
監
理
室

嘱
　
　
　
託
　
　
橋
崎
宏
夫

記
念
事
業
事
務
局

事
務
局
長

（局
次
長
待
遇
）
　

佐
藤
邦
宏

０
中
国
語
大
辞
典
編
纂
室

長

（兼
）
　

佐
藤
邦
宏

託
　
　
閻
　
崇
腺

・
浅
井
澄
民

0
斗‐

次 室 6嘱 室
周
年
言己
念
事
業
事
務
室

臨 嘱
託

０

企
画
調
査
室

室
　
　
　
長
　
　
村
瀬
章
洋

長

（兼
）

長

・
編
纂時

佐
藤
邦
宏

草
野
範
雄

森
井
俊
彦

岡
安
陽
子



企
画
課
査
課

課
長
補
佐

（課
長
事
務
取
扱
）

田
原
陽
夫

課

長

補

佐
　
　
市
川
幸
雄

・
石
崎
幹
夫

係
　
　
　
長
　
　
宍
戸
玲
子

事
　
務
　
局

事

務

局

長
　
　
渡
辺
功

一

０

総

務

部

部
　
　
　
長
　
　
八
木
　
清

総
　
務
　
課

課
　
　
　
長
　
　
大
木
　
誠

秘
書
係

（課
長
待
遇
）
　

善
方
孝
夫

係
　
　
　
長
　
　
吉
井
美
佐
子

・
吉
永
　
誠

文
係 課   臨

書

長 長 課 時

黄
海
克
子

・
大
久
保
静
江

・
大
嶋
哲
也

小
林
春
枝

・
内
田
志
津
子

中
村
治
夫

大
島
芳
子

・
鈴
木
茂
嗣

第
四
節
　
教

・
職
員
数
、
教

・
職
員
名

電
話
交
換
手

０

人

事

部

部

　

　

長

嘱
　
　
　
託

臨

　

　

時

０
財

務

部

部

　

　

長

経
　
理
　
課

課
　
　
　
長

課

長

補

佐

係

　

　

長

臨

　

　

時

坂
田
み
ど
り

・
藤
沢
由
喜
子

東
甫
宏
昭

中
田
智
子

糸
井
雅
美

・
平
林
弘
朗

島
垣
　
修

・
青
木
清
美

橋
和
江

・
市
川
千
恵
子

樋
口
富
雄

渡
辺
千
栄
子

高
野
　
宏

梅
沢
祐
行

・
高

人

事

課

係 課

長 長

三
住
國
勝

池
田
純
夫

岡
田
廣
子

満
田
和
子

・
和
泉
宏
明

。
南
　
清
孝

志
波
恵
理
子

・
清
宮
栄

一
・
中
野
泰
彦

中
野
貴
美

七
九
九
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学
園
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現
況

Ｄ
管

理

部

部
　
　
　
長
　
　
佐
藤
　
宏

管
　
理
　
課

課
　
　
　
長
　
　
政
池
芳
博

課

長

補

佐
　
　
折
井
幸
晴

・
福
島
謙
三
郎

・
鮫
島
洋

一

係
　
　
　
長
　
　
小
椋
長
嗣

。
今
村
明
美

清
水
　
朗

臨
　
　
　
時
　
　
久
保
田
千
鶴
子

運
転
手
主
任
　
　
岩
畑
和
夫

運
　
転
　
手
　
　
末
安
信
男

・
中
振
二
郎

・
折
原
信
行

嘱
託
・
運
転
手
　
　
小
林
富
夫

・
遠
藤
巖
夫

・
野
口
利
彦

斉
藤
藤
夫

・
成
水
文
雄

・
橋
本
清

臨
時
・
警
備
員
　
　
森
　
喜
好

嘱
託

・
電
気
技
術
者
　
小
宮
山
英
雄

嘱
託

・
建
築
士
　
菅
又
　
徹

今
井
五
朗

田
中
恵
子

管

財

課

係 課

長 長

０
東
松
山
事
務
部

部
長

（局
次
長
待
遇
）

東
松
山
庶
務
課

臨

　

　

時

電
話
交
換
手

東
松
山
管
理
課

課
　
　
　
長

課

長

補

佐

係

　

　

長

臨

　

　

時

運
転
手
主
任

運
　
転
　
手

嘱
託

・
運
転
手

八
〇
〇

鏡
　
光
昭

関
口
栄

一

金
子
昌
江

・
酒
井
美
喜
代

伊
藤
勝
教

北
島
由
美
子

・
高
根
弘
子

足
達
明
美

・
鯨
井
ヨ
ウ
子

遠
藤
和
雄

稲
葉
　
豊

木
村
太

一

鮫
島
由
利
子

忠
平
早
苗

・
細
沼
光
子

関
口
仁
吉

秋
場
正
男

・
鯨
井
孝
作

口
太
市

・
益
原
光
出
夫

高
橋
三
男

・
中
村
政
雄

織
田
美
枝
子

小
室
良
治

・
関

三
角
明
大

関
口
市
次

・
奈

係 課

長 長



良
瀬
恭
久

・
新
倉
昭
夫

警
　
備
　
員
　
　
柿
本
太

一
・
戸
井
田
啓

一
・
福
島
喜
平

臨
時

・
警
備
員
　
杉
田
喜
義

用
　
務
　
員
　
　
戸
井
田
民
二

学
　
務
　
局

学
　
生
　
課

課
長
補
佐

（課
長
事
務
取
扱
）

松
坂
憲
明

中
村
智
江
子

・
吉
澤
良
美

野
口
良
成

看
　
護
　
婦
　
　
原
田
保
子

嘱
　
託
　
医
　
　
相
沢
敏
晴

・
本
村
　
博

嘱
　
　
　
託
　
　
斎
藤
徳
二
郎

東
松
山
学
生
課

課
長
補
佐

（課
長
事
務
取
扱
）

佐
藤
邦
夫

課

長

補

佐
　
　
松
下
麗
子

係
　
　
　
長
　
　
藤
沢
信
雄

・
丸
山
洋
子

久
保
田
和
明

・
山
本
　
巌

看
　
護
　
婦
　
　
江
原
Ｉ
子

・
深
田
の
り
子

嘱
　
託
　
医
　
　
河
野
喜
男

嘱
託

・
看
護
婦
　
井
上
多
喜
子

０
就

職

部

部
　
　
　
長
　
　
近
藤
作
治

就
　
職
　
課

八
〇

一

学
務
局
長

（兼
）

０

学

務

部

部

　

　

長

学
　
務
　
課

課

　

　

長

課

長

補

佐

係

　

　

長

小
林
　
茂

長
沢
信
彦

大
竹
伸
吉

ニ
ノ
宮
ヒ
サ

酒
井
優
好

・
仲
谷
正
樹

・
金
山
弘
通

柄
澤
　
衛

・
加
藤
宣
子

０

学

生

部

部
　
　
　
長
　
　
渡
辺
光
雄

次
　
　
　
長
　
　
五
本
田
　
栄

次
長

（東
松
山
担
当
）
　

石
塚
繁
美

第
四
節
　
教

・
職
員
数
、
教

・
職
員
名

田
中
佐
智
子
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況

課
　
　
　
長
　
　
佐
藤
源

一

課

長

補

佐

　

林
　
正
統

・
高
橋
敏
治

係
　
　
　
長
　
　
宍
戸
哲
夫

嘱
　
　
　
託

東
松
山
就
職
課

課
　
　
　
長

嘱
　
　
　
託

０

国

際

部

部

　

　

長

国
　
際
　
課

課
　
　
　
長

課

長

補

佐

係
　
　
　
長

嘱
　
　
　
託

東
松
山
分
室

課

長

補

佐

酒
井
敏
雅

・
町
田
み
ゆ
き

山
本
富
治
夫

上
員
橋
ヂ
敏

坂
田
好
次

佐
藤
武
男

市
田
良
穂

大
久
保
　
清

足
達
金
喜

岩
崎
節
子

箕
輸
美
佳

志
賀
正
照

笠
原
好
江

加
藤
玄
生

０

入

試

部

部
　
　
　
長

入

試

課

係 課

長 長

嘱
　
　
　
託

０

広

報

部

部
　
長

（兼
）

広
　
報
　
課

長
沢
信
彦

課
　
　
　
長
　
　
吉
田
　
博

課

長

補

佐

　

橋
本
仁
子

係
　
　
　
長
　
　
助
廣
明
彦

嘱
　
　
　
託
　
　
爪
生
譲
二
郎

０

東
松
山
教
務
事
務
室

次
　
長

（室
長
事
務
取
扱
）

志
治
孝
昭

課

長

補

佐

　

長
井
精

一
・
石
井
道
子 八

〇
二

辻
野
史
朗

上
野
山
哲
也

高
田
　
清

大
野
　
俊

・
城
所
利
幸

・
磯
部
直
幸

・
久

島
由
紀

山
田
正
義



係

　

　

　

長

０
教
職
課
程
等
事
務
室

室
　
長

（兼
）

課

長

補

佐

０
文
学
部
事
務
室

室
　
　
　
長

課

長

補

佐

係
　
　
　
長

西
城
幸
子

・
伊
藤
　
広

。
内
山
正
美

新
井
喜
久
江

・
佐
藤
伸
也

・
宮
原
輝
子

山
本
　
玲

・
枠
島
康
索

斎
藤
義
雄

鈴
木
　
清

・
石
田
千
春

川
村
恵
美
子

百
富
忠
義

泉
田
佳
子

・
手
塚
清
夫

松
田
照
子

三
本
真
紀

０
経
済
学
部
事
務
室

室
　
　
　
長
　
　
田
口
昌
長

課

長

補

佐

　

小
田
島
武
行

係
　
　
　
長
　
　
棚
村
恵
子

・
大
熊
泰
治

小
畑
文
子

第
四
節
　
教

・
職
員
数
、
教

・
職
員
名

０
外
国
語
学
部
事
務
室

室
　
　
　
長
　
　
高
橋
　
廣

課

長

補

佐

　

長
永
廣
子

，
黒
田
和
義

０
法
学
部
事
務
室

室
　
　
　
長
　
　
土
崎
達
郎

課
　
　
　
長
　
　
村
松
高
市

係
　
　
　
長
　
　
近
藤
洋
子

・
佐
藤
喜
代
子

０
国
際
関
係
学
部
事
務
室

室
　
　
　
長
　
　
坂
本
是
進

課

長

補

佐

　

町
田

康

係
　
　
　
長
　
　
抜
井
の
ぶ
子

望
主
真
由
美

０
大
学
院
事
務
室

室
　
　
　
長
　
　
斎
藤
義
雄

課

長

補

佐
　
　
田
口
哲
朗

係
　
　
　
長
　
　
中
山
陽
子

図
　
書
　
館

八
〇
三
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況

館
　
長

（兼
）
　

渡
辺
澄
子

０
事

務

部

部
　
　
　
長
　
　
小
野
　
隆

図
　
書
　
課

課
長
補
佐

（課
長
事
務
取
扱
）

松
下
信
秋

課

長

補

佐
　
　
小
林
泰
任

・
山
本
　
彰

・
沼
口
敏
子

係
　
　
　
長
　
　
福
田
八
重
子

・
屋
代
美
知
子

・
武
内
恭
子

・
鈴
木
裕
美
子

・
横
山
美
智
子

・
川
村
江

美
子

林
　
さ
と
子

・
後
藤
　
満

・
藤
井
英
明

・

服
部
あ
ゆ
り

・
鶴
田
香
織

臨
　
　
　
時
　
　
酒
井
八
千
代

東
松
山
図
書
課

課
　
　
　
長
　
　
大
嶋
文
昭

課

長

補

佐

　

伊
豆
桂
子

・
吉
江

一
徳

係
　
　
　
長
　
　
重
成
ひ
と
み

・
井
口
京
子

・
金
子
登
志
緒

・
角
張
亮
子

上
野
絵
美
子

・
近
江
園
　
敬

・
長
田
辰
子

臨
　
　
　
時
　
　
高
橋
知
子

東
洋
研
究

所

所
　
長

（兼
）
　

遠
藤
光
正

口

東
洋
研
究
所
事
務
室

次
長

（室
長
事
務
取
扱
）

松
田
微
彬

青
木
美
智
子

書
道

研
究
所

所
　
長

（兼
）

０

書
道
研
究
所
事
務
室

課
　
　
　
長

課

長

補

佐

係

　

　

長

体
育
セ
ン
タ
ー

所
　
長

（兼
）
　

永
田
元
也

東
山

一
郎

大
島
守
彦

井
口
直
也

廣
澤
洋
子

渡
邊
大
輔

宮
里
　
司 八

〇
四



０

体
育
セ
ン
タ
ー
事
務
室

長
　
　
川
手
民
部

長
　
　
鏡
　
保
幸

長
　
　
岸
田
政
子

東
松
山

分
室

次
　
　
　
長

田
中
義
雄

安
本
盟
邦

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ヨ
ン
セ
ン
タ
ー

所
　
長

（兼
）
　

和
田
　
守

０

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ヨ
ン
セ
ン
タ
ー
事
務
室

次
長

（室
長
事
務
取
扱
）
　

山
口
敏
雄

課

長

補

佐
　
　
西
城
貞
俊

学
園
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

所
　
　
　
長
　
　
長
岡
亮
介

０

学
園
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
事
務
室

事
　
務
　
長
　
　
波
多
江
哲
也

第
四
節
　
教

・
職
員
数
、
教

・
職
員
名

係 課 室

課

長

補

佐

係
　
　
　
長

嘱
　
　
　
託

東
松
山
分
室

係

　

　

長

０
事

務

室

事
　
務
　
長

課

長

補

佐

係
　
　
　
長

用
　
務
　
員

嘱
託

・
看
護
婦

臨

　

　

時

金
子
勝
信

塚
田
英
夫

野
村
邦
子

・
坂
本
　
隆

・
岡
本
禎
郎

渡
部
美
恵
子

・
柿
本
明
子

嘱

　

　

　

託

関
根
常
夫

佐
藤
貞
宏

須
永
享
子

・
藤
田
不
二
子

・
比
留
間
公
子

・
亀
谷
ト
シ

大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校

三
澤
勝
孝

小
松
冨
佐
子

神
能
和
香
子

今
野
ふ
み
子

田
中
か
つ
ゐ

猪
崎
美
江
子

・
本
村
弘
子

・
山
田
け
い
子

八
〇
五



第

一
〇
章
　
学
園
の
現
況

・
高
橋
淳
子

嘱
託

・
用
務
員
　
橋
本
七
二
郎

・
橋
本
美
恵
子

大
東
文
化
大
学
附
属
青
桐
幼
稚
園

０
事

務

室

事
務
長

（課
長
補
佐
待
遇
）
　

河
崎
む
つ
美

管
　
理
　
人
　
　
　
小
林
章
江

嘱
託

・
用
務
員
　
小
林
光
男

大
東
医
学
技
術
専
門
学
校

０

柔
道
整
復
科
事
務
室

事
務
室
長

（兼

・

課
長
補
佐

（兼
）

次
長
待
遇
）

佐
藤
保
子

坂
田
浩
之

藤
平
晴
久

高
橋
　
守

古
屋
か
お
る

石
原

一
夫

嘱

（兼
）

（兼
）

（兼
）

託

山
口
忠
芳

八
〇
六

Ｄ
臨
床
検
査
科
事
務
室

事
務
室
長

（次
長
待
遇
）

山
口
忠
芳

課

長

補

佐

　

佐
藤
保
子

係
　
　
　
長
　
　
宮
坂
初
恵

・
吉
田
　
進

管
　
理
　
人
　
　
青
木
　
釣

・
青
木
ミ
ツ
子



第
五
節
　
学
院

・
大
学

生
両
校

・
幼
稚
園

・
医
技
専
卒
業
生
数

八
〇
七

年度 期

学院卒業生数 (高等科進学者を含む)

小 計 累 計高等科 本科 高等科
進学者

1927

1928

1929

1930

1931

1932

1933

1934

1935

1936

1937

1938

1939

1940

1941

1942

1943

1944

1945

1946

1947

1948

1949

1950

1951

15

8

21

16

24

27

33

22

23

16

24

20

15

14

高等科

16

15

22

11

26

7

6

1

7

3

7

53

56

59

38

39

50

52

48

60

53

55

39

30

42

第一部

24

28

15

34

40

27

22

40

20

24

20

内(1乃

(14)

(26)

(14)

(7)

(12)

(8)

(14)

(11)

(9)

(13)

(9)

(12)

(13)

第二部

19

40

33

45

67

26

30

36

30

36

44

聴 講
修了者

(20)

第二部

40

76

53

78

115

51

61

74

67

80

83

68(1乃 68(17)

64(14) 132(31)

80(26) 212(57)

54(14) 266(71)

63(η 329(78)

77(12) 406(90)

85(8) 491(98)

70(14) 561(112)

83(11) 644(123)

69(9) 713(132)

79(13) 792(145)

59(9) 851(154)

45(12) 896(166)

56(13) 952(179)

高等科進学者差引実数773

99

159

123

168

248

111

119

151

124

143

269

872

1,031

1,154

1,322

1,570

1,681

1,800

1,951

2,075

2,218

2,487

第四部

115

第
五
節
　
学
院

。
大
学

。
高
校

。
幼
稚
園

。
医
技
専
卒
業
生
数

一　

大
東
文
化
学
院

・
大
東
文
化
大
学

・
大
学
院

・
専
攻
科

・
別
科
卒
業
生
数

一
覧
表

（
一
九
九
二
年
三
月
三

一
日
現
在
）



年度 期

大 学 卒 業 生 数

小 計 累 計日本
文学科

中国
文学科

政経科

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1959

1960

1961

1962

1963

1964

1965

1966

1967

1968

1969

1970

1971

14

4

8

14

12

20

18

47

46

30

36

47

38

74

日本

文学科

106

103

210

321

日本

文学科

348

392

3

3

4

4

10

3

16

20

31

29

34

25

30

23

中国

文学科

30

32

70

90

中国

文学科

103

120

50

39

62

70

45

27

37

38

42

21

25

37

53

131

経済学

科

238

207

369

670

英米

文学科

77

84

経営学

科

84

69

158

288

外国語
学 科

29

経済学

科

788

760

経営学

科

319

472

67

46

74

88

67

50

71

105

119

80

95

109

121

228

458

411

807

1,369

1,635

1,857

2,554

2,600

2,674

2,762

2,829

2,879

2,950

3,055

3,174

3,254

3,349

3,458

3,579

3,807

4,265

4,676

4,583

6,852

8,487

10,344

第

一
〇
章

学
園
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現
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八
〇
八



第
五
節
　
学
院

・
大
学

・
高
校

・
幼
稚
園

・
医
技
専
卒
業
生
数

八
〇
九

学部/年度 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981

文
　
学
　
部

日本文学科 377 380 399 382 344 342 379 397 339 338

中国文学科 116 97 135 156 156 122 187 186 192 161

英米文学科 80 68 48 130 145 135 129

教 育 学 科 34 87 99 81 105 111 149
経
済
学
部

経 済 学 科 727 772 719 590 582 594 626 568 643 442

経 営 学 科 497 477 468 411 376 349 368 392 4()4 287
外
国
語
学
部

中国語学科 16 17 24 66 109 76

英 語 学 科 49 52 76 106 108 116 170 151 171 143

法
学
部

法 律 学 科 274 349 419 404 467 288

政 治 学 科
国
際
関
係
学
部

国際関係学科

国際文化学科

～1971年迄 10,344

合   計 1,862 1,863 1,869 1,820 2,036 2,119 2,426 2,429 2,571 2,013

累   計 12,206 14,069 15,938 17,758 19,794 21,913 24,339 26,768 29,339 31,352

学部/年度 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991

文
　
学
　
部

日本文学科 291 410 21)7 285 341 312 244 260 294 292

中国文学科 130 162 99 119 135 150 141 133 161 154

英米文学科 121 147 89 134 117 125 107 122 144 122

教 育 学 科 124 208 110 101 102 117 112 112 133 165

経 済 学 科 400 421 421 409 453 441 450 613 735 846

経 営 学 科 291 278 254 258 399 297 328 365 526 436
外
国
語
学
部

中国語学科 94 104 111 130 112 126 116 155 182 201

英 語 学 科 138 175 160 140 193 177 171 233 263 293

法
学
部

法 律 学 科 268 333 190 245 229 209 240 310 316 523

政 治 学 科
国
際
関
係
学
部

国際関係学科 100 82 83

国際文化学科 97 98 101

合   計 1,857 2,238 1,731 1,821 2,081 1,954 1,909 2,500 2,934 3,216

53,593累   計 33,209 35,447 37,178 38,999 41,080 43,034 44,943 47,443 50,377



大学院/年度 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982

文

学

研

究

科

日
本
文

学
専
攻

博士前期 1 8 6 6 7 8 12 4

後期

中
国
学

専
　
攻

博士前期 11

後期 1

英文学専攻修士

経
済
学
研
究
科

経
済
学

専
　
攻

博士前期 15 12 19 16 11

後期

法
学
研
究
科

専 法
律
学攻

博士前期 1 13 6 6 3

後期

合   計 21 23 25 37 33 31 28 26 20

第

一
〇
章
　
学
園

の
現
況

大学院/年度 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 合  計

文

学

研

究

科

日
本
文

学
専
攻

博士前期 8 4 6 4 8 120

後期

中
国
学

専
　
攻

博士前期 98

後期 1 4

英文学専攻修士

経
済
学
研
究
科

経
済
学

専
　
攻

博士前期 11 13 12 11 13 200

後期

法
学
研
究
科

専 法
律
学攻

博士前期 10 8 3 5 6 10 12 10 98

後期 0

540合   計 34 20 27 25 25 32 34 32 42

八

一
〇



第
五
節
　
学
院

・
大
学

・
高
校

・
幼
稚
園

・
医
技
専
卒
業
生
数

八

一
一

別科/年度 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1982

別
科 日本語研修課程 10 15

別科/年度 1986 1987 1988 1989 1990 1991 合  計

別

科 日本語研修課程 24 22 16 12 26 28 35 225

専攻科/年度 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982

文
学
専
攻
科

日本文学専攻

中国文学専攻

教育学専攻

経
済
学

専
攻
科 経済学専攻 1 1

合   計

専攻科/年度 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 合   計

文
学
専
攻
科

日本文学専攻 2 9 4 5 9 9 5 6 9 84

中国文学専攻 29

教育学専攻

経
済
学

専
喫
叫 経済学専攻 1 3

合   計 15 9 10 118

1978119791198011981

|   |
19831 19841 1985



学 校 別 創立ヘ

1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982

大東文化大学
第一高等学校 2,284 318 305 350 331 294 325 304 368 250 347

大
東
医
学
技
術
専
門
学
校

医技専計 1,246 129 131 145 140 176 156 167 157 159 140

臨床検査科 791 92 81 98 89 96 91 80 82 81

柔道整復科 455 37 50 47 51 84 60 76 77 77 59

大東文化大学

附属青桐幼稚園
58 138 174 192 181 183 169 146 137 133 156

第

一
〇
章
　
学
園

の
現
況

一
一　
高
校

・
医
技
専

。
幼
稚
園
の
卒
業
生
お
よ
び
卒
園
児
数

※1986年 度柔道整復科については2年制から3年制へ移行のため卒業生なし。

八

一
二

学 校 別
1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 累計

大東文化大学

第一高等学校
320 257 428 339 263 339 393 326 330 299 8,770

大
東
医
学
技
術
専
門
学
校

医技専計 132 131 148 79 132 139 144 132 149 3,932

臨床検査科 73 75 84 79 80 76 81 87 2,391

柔道整復科 59 56 52 56 68 62 1,541

大東文化大学

附属青桐幼稚園
116 118 102 117 119 290 134 131 129 119 3,042

83



年
　
　
譜

歴

代

総

長

年

　

　

譜

初
代

一
九
二
三

一
九
二
五

一
九
二
五

一
九
二
六

一
九
二
六

一
九
二
七

（大
正

一
二
）

（大
正

一
四
）

二
一　
・　
一
ユハ

（大
正

一
五
）

一
〇

二

〓
二

（昭
和
三
）

・

二 九

二
五

一　
上ハ

一
〇

・
一
一

六

二

一〇

四

一
九
二
七

上
↑

一
九
二
七

・
九

・

一
九
二
七

・
九

・

一
九
二
七

・
三

三 七七 〇
〇

八 七 六 五

一
九
二
七

一
九
二
八

一
九
二
八

一
九
三
二

一
九
三
二

一
九
三
八

一
九
二
八

一
九
四
〇

二

一　
二
二
〇

（昭
和
三
）

・
一
二

・
三

二

三

二
二

（昭
和
七
）

・
一
・
二
九

二

・
三
〇

（昭
和

一
三
）

・
二

・
九

二
丁

一
〇

（昭
和

一
五
）

二
二
・
一

在
　
　
任
　
　
期

氏
　
名

備

考

平
沼
駿

一
郎

井
上
哲
次
郎

大

島

健

一

鵜

沢

総

明

鵜

沢

総

明

大
津
淳

一
郎

加

藤

政

之

助

松

平

頼

寿

総
長
事
務
取
扱

総
長
事
務
取
扱

五
総
務

（小
川
平
吉

・
平
沼
駿

一
郎

・
鈴
木
喜
二
郎

・
鵜
沢
総
明

・
山
本
悌
二
郎
）

に
よ
る
総
長
事
務
取
扱

総
長
事
務
取
扱

一
九
二
五

（昭
和

一
〇
）

・
一
・
二
七
ま
で
総
長
事
務
取
扱

一
九
四
〇

（昭
和

一
五
）

・
一
二
以
降
名
誉
総
長

八

一
三



九一 〇

一
九
四
〇

一
九
四
三

一
九
四
三

一
九
四
三

一
九
四
五

一
二

・
二
七

（昭
和

一
八
）

八

・
二
五

九

・

（昭
和
二
〇
）

八

・
二
四

〓

Ｔ

一
九
四
六

一
九
四
八

一
九
四
八

一
九
四
八

一
九
四
九

一
九
四
九

（昭
和
二
一
）

（昭
和
二
三
）

三

。
一
〇

〓

下

三
七

（昭
和
二
四
）

三

・
一
八

二 九

五    〇 八

鵜

沢

総

明

松

平

頼

寿

酒

井

忠

正

鵜

沢

総

明

藤

塚
　
　
郊

土

屋

久

泰

一
九
四
四

（昭
和

一
九
）

・
三

「大
東
文
化
学
院
専
門
学
校
」
と
改
称
後
、
正
式
文

書
名
は

「校
長
」

名
誉
総
長

年

　

　

譜

歴

代

学

長

初
代

一
九
四
九

一
九
五
八

一
九
五
八

一
九
六
二

一
九
六
二

一
九
六
九

（昭
和
二
四
）

（昭
和
三
三
）

・
四

・
一

（昭
和
三
七
）

一
一
二
二
〇

（昭
和
四
四
）

五

・
一

三

・
〓
〓

一
一　
・
三
〇

三

二
三

在
　
　
任
　
　
期

土

屋

久

泰

平

島

敏

夫

南

条

徳

男

氏

　
名

名
誉
総
長

名
誉
総
長

備

考

八

一
四

一
二

一
三

一
四



〇 九 八 七 六 五 四

一
九
六
九

一
九
七
五

一
九
七
五

一
九
八
三

一
九
八
三

一
九
八
四

一
九
八
四

一
九
八
七

一
九
八
七

一
九
九
〇

一
九
九
〇

一
九
九
二

一
九
九
二

・
四

・
一

（昭
和
五
〇
）

・

・
四

・
一

（昭
和
五
八
）

・

・
四

・
一

（昭
和
五
九
）

・

・
四

・
一

（昭
和
六
二
）

・

・
四

・
一

（
平
成
二
）

二
二

・
四

・
一

（
平
成
五
）

・
三

・
四

・
一

三

二
量

三

二
三

三

二
量

三

二
量

三

一

三

一

佐

伯

梅

友

池

田

末

利

清

原

道

壽

香

坂

順

一

杉

本

良

吉

穂

積

重

行

佐

藤

定

幸

歴
代
会
頭

・
副
会
頭

年

　

　

譜

初
代

頭

九
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（大
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一
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）

・
九

九
二
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五
）
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九
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六
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木

千
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吉
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名

八

一
五



八  七 六 五 四 三

一
九
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七

■
ハ
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〇

―

九

二

七

一
九
二
八

（昭
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三
）

。
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二

・
三

一
九
二
〇

（昭
和
五
）

・
三

・
〓
〓

一
九
二
七
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）
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（同
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）
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九
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四
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八
）

一
九
四
五
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）
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五
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沼
駿
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郎
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忠
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四
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八

八

・
二
七 六 一 七 六 八

月

　

日

東
洋
文
化
振
興
の
議
、
有
識
者
の
間
に
起
こ
る

木
下
成
太
郎

・
佐
久
間
啓
荘
氏
ら
、
東
洋
文
化
振
興
に
関
し
原
内
閣
に
意
見
書
を
提
出

奥
繁
二
郎
氏
主
催
に
よ
り
貴

・
衆
両
院
議
員
有
志
お
よ
び
学
者
に
よ
る

「東
洋
文
化
振
興
に
関
す
る
集
会
」
を

衆
議
院
議
長
室
で
開
く

「漢
学
振
興
二
関
ス
ル
建
議
案
」
を
衆
議
院
に
提
出

右
建
議
案
、
衆
議
院
満
場

一
致
可
決
。
同
日
政
府
提
出

「漢
学
振
興
二
関
ス
ル
建
議
案
」
を
衆
議
院
に
再
提
出
。
同
案
可
決

大
東
文
化
協
会
設
立

三
度
、
「漢
学
振
興
二
関
ス
ル
建
議
案
」
を
衆
議
院
に
提
出
。　
一
〇
か
年
間

一
七
五
万
円
政
府
補
助
の
条
件
で

同
案
可
決

大
東
文
化
協
会
事
務
所
を
神
田
錦
町
三
丁
目

一
〇
番
地
、
東
京
工
科
学
校
内
に
置
く

学
院
用
地
お
よ
び
校
舎
を
法
政
大
学
よ
り
買
収

財
団
法
人
設
立
の
許
可
お
よ
び
大
東
文
化
学
院
専
門
学
校
（但
し
校
名
は
大
東
文
化
学
院
）
設
立
認
可
を
得
る

（本
科
三
年
、
高
等
科
二
年
）

校
舎
並
び
に
事
務
所
を
麹
町
区
富
士
見
町
六
丁
目

一
六
番
地
に
置
く

学
院
開
院
式

本
科
卒
業
生
に
中
等
教
員
漢
文
科
無
試
験
検
定
認
可

高
等
科
の
修
業
年
限
を
三
年
に
延
長
の
学
則
改
訂
認
可

高
等
科
卒
業
生
に
漢
文
科
高
等
教
員
無
試
験
検
定
認
可

事

項

八

一
八



一
九
二
九

一
九
二
〇

一
九
三
二

一
九
二
四

一
九
四
〇

一
九
四

一

一
九
四
二

一
九
四
四

一
九
四
五

一
九
四
六

一
九
四
八

一
九
四
九

一
九
五

一

一
九
五
三

一
九
五
四

一
九
五
六

一
九
六
〇

昭

和

〇 九 七 六 五 九 七 五 四
二

一

二
三

二
四

一
一上ハ

二
八

二
九

三

一

二
五

六 四 四 二 九 四 三 二 〇 五

二
八

二
〇

一
二

七

・
二
三

九

・
二
〇

一
〇

。
一
三

・
一
四

一
・
二
七

一
一　
。　
一
一エハ

ニ

・
一
〇

九

・
二
〇

〓
一　
・
一
一上ハ

四

。
一
三

五

・

一

二

・
一
二

五

・

七

四

・
三
〇七

第

一
回
支
那
旅
行
団
出
発

創
立
七
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
国
分
青
圧
翁
漢
詩
を
草
し
学
院
に
贈
る
。
学
院
歌
の
起
源

大
東
文
化
学
院
創
立

一
〇
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

（妙
神
宮
外
苑
日
本
青
年
館
）

校
旗
並
び
に
学
院
歌
の
披
露

日
本
儒
教
宣
揚
会
発
会
式

本
科
を
第

一
部
修
身
漢
文
科
、
第
二
部
国
語
漢
文
科
、
第
二
部
東
亜
政
経
科
に
学
則
改
正
認
可

豊
島
区
池
袋
三
丁
目

一
三
八
五
番
地
の
新
校
舎
竣
工
、
移
転

大
東
文
化
学
院
創
立
二
〇
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

校
名
を

「大
東
文
化
学
院
専
門
学
校
」
と
改
称

空
襲
に
よ
り
校
舎
焼
失

酒
井
伯
爵
邸
に
お
い
て
授
業
再
開

葛
飾
区
青
砥
町
四
番
地
に
校
舎
移
転

校
歌
廃
止

学
制
改
革
に
よ
り
新
制
大
学
に
移
行
し
、
校
名
を
東
京
文
政
大
学

（文
政
学
部
―
中
国
文
学
科

。
日
本
文
学

科

・
政
治
経
済
学
科
―
）
と
改
む

財
団
法
人
大
東
文
化
協
会
を
財
団
法
人
東
方
文
化
協
会
と
改
称

池
袋
の
旧
地
に
新
校
舎
竣
工
復
帰

財
団
法
人
東
方
文
化
協
会
を
学
校
法
人
東
京
文
政
大
学
に
組
織
変
更

文
政
大
学
に
校
名
変
更

校
名
を
大
東
文
化
大
学
に
改
め
、
法
人
名
を
学
校
法
人
大
東
文
化
大
学
と
改
称

大
東
文
化
大
学
創
立
三
〇
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
。
新
校
歌
発
表

大
東
文
化
研
究
所
設
立

附
設
中
央
柔
道
整
復
師
養
成
所
開
所

文
政
幼
稚
園
設
立
認
可

法
人
名
を
学
校
法
人
大
東
文
化
学
園
と
改
む

年

　

　

譜

八

一
九



年

　

　

譜

一
九
六
〇

一
九
六

一

一
九
六
二

一
九
六
三

一
九
六
四

一　
＋
力
上ハ
上ハ

一
九
六
七

一
九
七

一

一
九
七
二

昭
和
三
五

一二
エハ

三
七

三
八

二
九

四

一

四
二

四
六

四
七

三

一

一
一ユハ

二
九

一
〇

一
四

二
八

四 一 九  八 四 九八 四 二 六 四 四 三 二 三 四 二

三

〇
二
九

三

・
三
〇 ○ ○ 五

二
〇

附
設
大
東
柔
道
整
復
専
門
学
校
の
設
立
認
可
を
得
る

大
東
医
学
技
術
整
復
専
門
学
校
に
改
称
、
衛
生
検
査
科
新
設
開
講

大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校
の
設
立
認
可
を
得
る

現
在
地

（当
時
）、
板
橋
区
志
村
西
台
町
に
新
校
舎
成
り
移
転

大
東
文
化
大
学
創
立
四
〇
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

文
学
部

（日
本
文
学
科

・
中
国
文
学
科
）

・
経
済
学
部

（経
済
学
科
）
の
認
可
を
得
る

大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校
開
校

文
学
部
日
本
文
学
科

・
中
国
文
学
科
開
講

経
済
学
部
経
済
学
科
開
講

経
済
学
部

（経
営
学
科
）
増
設
の
認
可
を
得
る

経
済
学
部
経
営
学
科
開
講

大
学
院
文
学
研
究
科

（日
本
文
学
専
攻

・
中
国
学
専
攻
）
修
士
課
程
開
設

文
学
部

（英
米
文
学
科
）
増
設
の
認
可
を
得
る

埼
玉
県
東
松
山
市
に
教
養
課
程
を
移
設

文
学
部
英
米
文
学
科
開
講

大
学
院
文
学
研
究
科

（中
国
学
専
攻
）
博
士
課
程
開
設

大
東
医
学
技
術
整
復
専
門
学
校
を
大
東
医
学
技
術
専
門
学
校
と
改
称

文
学
部

（外
国
語
学
科
）
増
設
の
認
可
を
得
る

文
学
部
外
国
語
学
科
開
講

大
東
医
学
技
術
専
門
学
校
用
地
は
板
橋
校
舎
用
地
と
売
買
交
換

（首
都
高
速
道
路
部
分
と
）

大
東
文
化
大
学
附
属
青
桐
幼
稚
園
用
地
と
し
て
板
橋
区
高
島
平
三
丁
目
に
土
地
取
得

外
国
語
学
部

（中
国
語
学
科

・
英
語
学
科
）
設
置
の
認
可
を
得
る

文
学
部

（教
育
学
科
）
増
設
の
認
可
を
得
る

大
学
院
経
済
研
究
科

（経
済
学
専
攻
）
修
士
課
程
開
設

大
学
院
文
学
研
究
科

（日
本
文
学
専
攻
）
博
士
課
程
開
設

八
二
〇



一
九
七
三

一
九
七
四

一
九
七
五

一
九
七
六

四

八

四
九

五

〇

五

一

〓

一
・

五

四○ 九 四 三 二

一
四

三

一

四 三 二

一
五

三
〇

二
四

一
五一

上

三

八

・

一

四

・
　

一

五

・

四

〇

・
二
〇

一
一　
・
一
四

一
二

・

一二

四

・

一

三

一

学
校
法
人
盈
進
学
園
と
合
併

（吸
収
）

外
国
語
学
部
中
国
語
学
科

・
英
語
学
科
開
講

文
学
部
教
育
学
科
開
請

大
東
文
化
大
学
附
属
青
桐
幼
稚
園
設
置
認
可

大
東
医
学
技
術
専
門
学
校
用
地
お
よ
び
大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
と
し
て
板
橋
区
高
島

平
九
丁
目
に
土
地
取
得

法
学
部

（法
律
学
科
）
の
設
置
認
可

東
松
山
校
舎
五
号
館
竣
工

法
学
部
法
律
学
科
開
講

東
松
山
校
舎
通
学
バ
ス
自
主
運
行
開
始

板
橋
校
舎
五
〇
周
年
記
念
館
竣
工

大
東
文
化
大
学
創
立
五
〇
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

法
学
研
究
所
駿
河
台
研
究
所
を
千
代
田
区
神
田
小
川
町
三
―

一
　

み
や
ま
ビ
ル
に
開
所

板
橋
校
舎
第
二
校
舎
を
板
橋
区
高
島
平
九
丁
目
に
竣
工

大
東
医
学
技
術
専
門
学
校
を
板
橋
区
高
島
平
九
丁
目
に
移
転
開
設

大
東
文
化
大
学
附
属
盈
進
幼
稚
園
を
改
組
し
、
大
東
文
化
大
学
附
属
第
二
青
桐
幼
稚
園
設
置

大
東
文
化
大
学
附
属
第
二
青
桐
幼
稚
園
舎
竣
工

法
学
研
究
所
高
島
平
研
究
室
開
所

大
東
文
化
大
学
附
属
第
二
青
桐
幼
稚
園
を
大
東
文
化
大
学
附
属
盈
進
幼
稚
園
と
名
称
変
更

嬬
恋
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
群
馬
県
吾
妻
郡
嬬
恋
村
に
竣
工
開
設

（建
物
父
兄
会
寄
贈
）

大
東
文
化
会
館
お
よ
び
板
橋
校
舎
通
学
バ
ス
発
着
用
地
と
し
て
板
橋
区
徳
丸
二
丁
目
に
土
地
取
得

（
一
九
七
三
年
九
月
か
ら
無
料
借
用
使
用
地
）

嬬
恋
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
研
修
厚
生
棟
竣
工

学
部

・
学
科
入
学
定
員
増
変
更
の
届
出
受
理

学
部

・
学
科
入
学
定
員
増
変
更

年

　
　
　

譜

八
二

一



年
　
　
　
譜

一
九
七
六

一
九
七
七

一
九
七
八

一
九
八
〇

一
九
八

一

一
九
八
二

一
九
八
三

昭
和
五

一

五

二

五

三
五
五

五
六

五
七

五

八

四

。

一

九

・
三
〇

一
〇

。
二
三

一
二

・
一
二

三

二
二
〇

四

，
　

一

七

・

七

一　
・
三

〇

二

・
二

三

三

・
二
四

一
二

。
一
二

五

・
一
五

四

・
　

一

八

・
二
五

四

。
　

一

九

・
二
〇

一
二

・

七

三

二

三

四

情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
電
子
計
算
組
織
稼
働

大
東
医
学
技
術
専
門
学
校
が
学
校
教
育
法
改
正
に
伴
い
専
修
学
校
に
認
可

大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校
創
立

一
五
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

大
東
文
化
会
館
を
板
橋
区
徳
丸
二
丁
目
に
竣
工
開
設

（建
物
父
兄
会
寄
贈
）

大
学
院
法
学
研
究
科

（法
律
学
専
攻
）
修
士
課
程
設
置
認
可

大
学
院
法
学
研
究
科
法
律
学
専
攻
修
士
課
程
開
講

大
東
文
化
大
学
附
属
盈
進
高
等
学
校
、
大
東
文
化
大
学
附
属
盈
進
中
学
校
、
大
東
文
化
大
学
附
属
盈
進
小
学
校

お
よ
び
、
大
東
文
化
大
学
附
属
盈
進
幼
稚
園
の
設
置
者
変
更

（分
離
）
許
可
。
学
校
法
人
盈
進
学
園
に
移
行

嬬
恋
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
和
室
棟
竣
工

（建
物
父
兄
会
寄
贈
）

文
政
学
専
攻
科
を
改
組
し
文
学
専
攻
科

（日
本
文
学
専
攻

・
中
国
文
学
専
攻
）

・
経
済
学
専
攻
科

（経
済
学
専

攻
）
設
置
の
届
出
受
理

別
科

（日
本
語
）
研
修
課
程
受
理
認
可

大
学
院
経
済
学
研
究
科

（経
済
学
専
攻
）
博
士
課
程
後
期
、
文
学
研
究
科

（英
文
学
専
攻
）
修
士
課
程
設
置
承

認大
学
院
経
済
学
研
究
科
　
経
済
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
、
文
学
研
究
科
英
文
学
専
攻
修
士
課
程
開
講

文
学
専
攻
科
日
本
文
学
専
攻

。
中
国
文
学
専
攻
、
経
済
学
専
攻
科
経
済
学
専
攻
開
講

別
科
日
本
語
研
修
課
程
開
講

大
東
医
学
技
術
専
門
学
校
女
子
寮
を
板
橋
区
高
島
平
九
丁
目
に
竣
工

板
橋
校
舎
研
究

・
管
理
棟
竣
工

（旧
管
理
棟

・
図
書
館

・
柔
剣
道
場
を
建
て
替
え
）

「経
理
研
究
所
」
設
置

学
国
内
郵
便
局
竣
工

大
東
文
化
大
学
創
立
六
〇
周
年
記
念
出
版
事
業

「中
国
語
大
辞
典
』
刊
行
で
編
纂
業
務
に
着
手

大
東
文
化
大
学
第

一
高
等
学
校
創
立
二
〇
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

宮
鼻
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
東
松
山
市
宮
鼻
に
造
成
竣
工

「法
学
研
究
所
」
神
田
校
舎
を
閉
鎖

八
二
二



一
九
八
四

一
九
八
七

一
九
八
八

一
九
八
五

一
九
八
六

七

・
一
五

九

・
二
〇

一
一
。
二

一

七

二

一七

一
〇

・
二
四

五
九

一
二

二
五五

三
〇

一
一上ハ

二
五

五

・
三
二

一
一　
・

五

四

・
　

一

五

。
一
一

・
二
九

一
一　
二

一七

一　
・
三
二

六

〇
ユハ
一

四

上ハ
一
一

上ハ
一二

板
橋
校
舎
に

「法
学
研
究
所
」
設
置

外
国
語
学
部

「語
学
教
育
研
究
所
」
設
置

東
松
山
校
舎
開
発
造
成
工
事
起
正
式

大
東
文
化
大
学
創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

記
念
誌

「
軌
跡
」
を
刊
行

法
学
部
創
設

一
〇
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

国
際
関
係
学
部

（国
際
関
係
学
科

・
国
際
文
化
学
科
）
設
置
認
可
中
請

東
松
山
校
舎
建
築
工
事
第

一
～
三
期
工
事

（
一
九
八
四
年

一
一
月
着
工
　
一
九
八
九
年
三
月
完
工
）
発
注
決
定

（理
事
会
）

東
松
山
校
舎
拡
張
建
設
工
事
起
工
式

大
東
文
化
大
学
創
立
六
〇
周
年
記
念
事
業

「中
国
学
論
集
」
の
刊
行

国
際
関
係
学
部
設
置
認
可
申
請
の
第

一
次
審
査
通
知
を
受
け
る

大
東
医
学
技
術
専
門
学
校
柔
道
整
復
科
修
業
年
限
三
年
制
移
行
承
認

国
際
関
係
学
部
設
置
認
可
第
二
次
申
請

国
際
関
係
学
部

（国
際
関
係
学
科

・
国
際
文
化
学
科
）
設
置
認
可
を
得
る

入
学
定
員
変
更

（経
済
学
科

・
経
営
学
科

・
中
国
語
学
科

・
英
語
学
科

・
法
律
学
科
）
臨
時
定
員
増
認
可

国
際
関
係
学
部
国
際
関
係
学
科

・
国
際
文
化
学
科
開
講

入
学
定
員
変
更

（経
済
学
科

。
経
営
学
科

・
中
国
語
学
科

・
英
語
学
科

・
法
律
学
科
）
臨
時
定
員
増

国
際
関
係
学
部
開
講
と
東
松
山
校
舎
第

一
期
工
事
竣
工
の
式
典
挙
行

東
松
山
校
舎
建
設
第
二

・
三
期
工
事
地
鎮
祭
挙
行

経
済
学
部

「
日
本
経
済
研
究
所
」
設
置

東
松
山
校
舎
屋
内
プ
ー
ル
棟
竣
工

東
松
山
校
舎
通
学
バ
ス
発
着
用
地
と
し
て
東
松
山
市
本
宿
二
丁
目
に
土
地
取
得

経
済
学
部
創
設
五
〇
周
年
記
念

「
日
本
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

教
養
課
程
開
設
二
〇
周
年
記
念
行
事

「
特
別
講
演
」
開
催

年

　

　

譜

八
二
三



年

　
　
　
譜

一
九
八
八

一
九
八
九

一
九
九
〇

一
九
九

一

昭
和
六
三

平
成
　
元

四
〓

一
・
一
〇

二

〓

三

・

六

・
二
〇

四

。
　

一

三

・

一

・
三

一

四

。

一

。
一
八

五

・
二
〇

九

・
三
〇

三

・
三
〇

四

。
二
五

五
一
〇

一
二

一
八五

三
二

三

・
一
八

経
済
学
部

「経
理
研
究
所
」
を

「経
営
研
究
所
」
に
名
称
変
更

東
松
山
校
舎
建
設
第
二

・
三
期
工
事
お
よ
び
開
発
造
成
工
事
竣
工

「書
道
セ
ン
タ
ー
」
を

「書
道
研
究
所
」
に
改
組

板
橋
校
舎
新

一
号
館
建
築
起
工
式

宮
鼻
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
と
東
松
山
市
正
代
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
と
の
土
地
交
換

大
型
汎
用
電
子
計
算
機
を
導
入
し
て
電
算
化
シ
ス
テ
ム
増
強

板
橋
校
舎

一
号
館
竣
工

中
国
北
京
外
国
語
学
院
と
の
交
流

一
〇
周
年
記
念
行
事

「
記
念
講
演
会
、
書
法
展
」
を
北
京
外
国
語
学
院
で
開
催

記
念
論
文
集
刊
行

大
東
文
化
学
院
発
祥
の
地
千
代
田
区
富
士
見

一
丁
目
に
顕
彰
碑
設
置

北
京
外
国
語
学
院
と
の
慶
祝
行
事
を
本
学
板
橋
校
舎
で
開
催

法
学
部

（政
治
学
科
）
設
置
認
可
を
得
る

入
学
定
員

（法
律
学
科
定
員
減
）
変
更
認
可

学
部
教
育
職
員
免
許
状
各
教
科

一
種
免
許
状
取
得
課
程
認
定

専
攻
科

・
大
学
院

・
教
育
職
員
免
許
状
各
教
科
専
修
免
許
状
取
得
課
程
認
定

法
学
部
政
治
学
科
開
講

入
学
定
員
変
更

（法
律
学
科
）
政
治
学
科
開
設
に
伴
い
定
員
減

文
学
部

「人
文
科
学
研
究
所
」
設
置

文
学
専
攻
科

（教
育
学
専
攻
）
設
置
認
可
を
得
る

入
学
定
員
変
更

（教
育
学
科

・
法
律
学
科

・
政
治
学
科
）
臨
時
定
員
増
認
可

学
校
法
人
大
東
文
化
学
園
寄
附
行
為
改
正
、
学
校
法
人
大
東
文
化
学
園
寄
附
行
為
施
行
細
則
制
定

大
学
院
法
学
研
究
科

（法
律
学
専
攻
）
博
士
課
程
後
期
設
置
承
認

法
学
部

「国
際
比
較
政
治
研
究
所
」
設
置

国
際
関
係
学
部

「
現
代
ア
ジ
ア
研
究
所
」
設
置

大
学
院
法
学
研
究
科
法
律
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
開
講

八
二
四



一
九
九

二

一
九
九
二

五   四

四 三 二 四 二

一
二

二
〇一

二

一
一
九一

入
学
定
員
変
更

（教
育
学
科

・
法
律
学
科

・
政
治
学
科
）
臨
時
定
員
増

文
学
専
攻
科
教
育
学
専
攻
開
講

東
松
山
市
正
代
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
竣
正
式
を
挙
行

入
学
定
員
変
更

（中
国
語
学
科

・
英
語
学
科
）
臨
時
定
員
増
認
可

入
学
定
員
変
更

（中
国
語
学
科

・
英
語
学
科
）
臨
時
定
員
増

外
国
語
学
部

（日
本
語
学
科
）
設
置
認
可
を
得
る

大
学
院
経
済
学
研
究
科

（経
営
学
専
攻
）
修
士
課
程
設
置
認
可
を
得
る

外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
開
講

大
学
院
経
済
学
研
究
科
経
営
学
専
攻
修
士
課
程
開
講

年

　

　

譜

八
二
五



年

　

　

譜

大
東
文
化
大
学
国
外
交
流
年
譜

一
九
七
四

一
九
七
五

一
九
八
〇

一
九
八
四

一
九
八
五

一
九
八
七

一
九
八
八

西

　
暦

昭
和
四
九

五
〇

五

五

五

九

六

〇

上ハ
一
一

ユハ
一二

元

　
号

二 五 四

四 四七

二

一

八

。
一
四

〓
丁

二
五

エハ
。
一
一一二

七

，
一
九

三 二 七

〇 一 五 一

月

　

日

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

中
華
人
民
共
和
国

中
華
人
民
共
和
国

中
華
人
民
共
和
国

エ

ジ

プ

ト

イ

ン
ド
ネ

シ

ア

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

タ
　
　
　
　
　
イ

中
華
人
民
共
和
国

米
　
　
　
　
　
国

中
華
人
民
=比

和
国

イ

ン

ド

パ 韓

キ

ス

タ

ン 国

国

　

　

名

グ
リ
フ
イ
ス
大
学
と
の
相
互
学
生
交
換
文
書
合
意

グ
リ
フ
イ
ス
大
学
と
の
相
互
学
生
交
換
協
定

（
一
九
七
五
年
四
月

一
日
か
ら

一
九
七
八
年

二
月
二

一
日
ま
で
）

北
京
外
国
語
学
院

（大
学
）
と
の
相
互
交
流
に
関
す
る
協
定

（
一
九
八
〇
年
か
ら

一
九
八

四
年
ま
で
）

中
国
教
育
交
流
協
会
上
海
分
会
と
の
学
術
交
流
備
忘
録
合
意

北
京
外
国
語
学
院

（大
学
）
と
の
相
互
交
流
に
関
す
る
協
定

（
一
九
八
五
年
か
ら

一
九
八

八
年
ま
で
）

ア
シ
ュ
ー
ト
大
学
と
の
協
力
協
定

（
一
九
八
七
年
九
月

一
日
か
ら
四
年
間
の
夏
期
研
修
）

パ
ジ
ャ
ジ
ャ
ラ
ン
大
学
と
の
学
術

¨
教
育
協
力
覚
書

（
一
九
八
六
年
四
月

一
日
か
ら
四
年

間
）

パ
ジ
ャ
ジ
ャ
ラ
ン
大
学
と
の
教
育
協
力
覚
書

（
一
九
八
七
年
九
月

一
日
か
ら
四
年
間
）

チ

ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
と
の
学
術
協
力
覚
書

北
京
大
学
と
の
教
育
協
力
に
関
す
る
備
忘
録

（
一
九
八
八
年
四
月

一
日
か
ら
五
年
間
）

コ
ロ
ラ
ド
大
学
と
の
夏
期
研
修
に
関
す
る
合
意

（適
用
期
間

一
九
八
八
年
、
八
九
年
、
九

〇
年
の
夏
期
）

ア
ラ
ハ
バ
ー
ド
農
科
大
学
と
の
研
修
協
力
覚
書

（
一
九
八
七
年
七
月

一
日
か
ら
四
年
間
）

上
海
師
範
大
学
と
大
東
文
化
大
学
国
際
関
係
学
部
と
の
現
地
研
修
実
施
に
関
す
る
合
意

高
麗
大
学
と
の
教
育
協
力
協
定

（
一
九
八
八
年
四
月

一
日
か
ら
四
年
間
）

カ
ラ
チ
大
学
と
の
教
育
協
力
に
関
す
る
覚
書

（
一
九
八
八
年
四
月

一
日
か
ら
双
方
合
意
日

事

項

八
二
六



一
九
八
九

一
九
九

一

一
九
九
二

平
成
　
元四

一
五

一
〇

。
　

一

六

・
三
〇

一
一
二

二

三

・

七

一
二

・
　
五

一
・
二
七

〓
下

三
七

四

中
華
人
民
共
和
国

ベ

ト

ナ

ム

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

中
華
人
民
共
和
国

イ

　
　
ラ

　
　
ン

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

韓  イ

ン

国   ド

ま
で
）

北
京
外
国
語
学
院

（大
学
）
と
の
相
互
交
流
に
関
す
る
協
定

（
一
九
八
八
年
四
月

一
日
か

ら
三
年
間
）

ハ
ノ
イ
総
合
大
学
と
の
教
育
と
研
究
協
力
に
関
す
る
協
定

（協
定
期
間
五
年
）

グ
リ
フ
イ
ス
大
学
と
の
相
互
学
生
交
換
協
定

（
一
九
八
九
年
四
月
か
ら

一
九
九
二
年
二
月

ま
で
）

ワ
イ
カ
ト
大
学
言
語
学
部
と
の
短
期
英
語
研
修
提
供
に
関
す
る
合
意

北
京
外
国
語
学
院

（大
学
）
と
の
相
互
交
流
に
関
す
る
協
定

（
一
九
九

一
年
四
月

一
日
か

ら
二
年
間
）

シ
ー
ラ
ー
ズ
大
学
と
の
学
術
協
力
協
定

（
一
九
九

一
年

一
〇
月
二
〇
日
）

グ
リ
フ
イ
ス
大
学
と
の
相
互
学
生
交
換
協
定

（
一
九
九
二
年
四
月
か
ら

一
九
九
五
年
二
月

ま
で
）

ラ
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
大
学
と
の

「
ヒ
ン
デ
イ
語
、
ヒ
ン
ド
ウ
文
化
に
関
す
る
短
期
集
中
講
座

の
実
施
」
に
関
す
る
協
定

（
一
九
九
二
年
四
月

一
日
か
ら
三
年
間
以
降
自
動
更
新
）

高
麗
大
学
と
の
協
定
更
新

（
一
九
九
二
年
四
月
か
ら
四
年
間
）

年

　

　

　

譜

八
二
七





執
筆
者
名

一
覧

（敬
称
略
・
五
十
音
順
）

阿
出
川
祐
子
　

・
荒
本
量
雄

　

・
生
田
　
滋

　

・
池
尾
ス
ミ
　

・
市
田
良
穂

　

。
内
山
知
也
　

・
江
藤
倫
泰

　

・
大
久
保
達
正
　

・

大
蔵
親
志

　

・
大
田
政
男
　

・
岡
田
宏
二
　

・
奥
田
祥
子
　

・
小
澤
　
誠
　

・
小
野
　
隆
　
・
柿
沼
隆
志

　

・
本
全
喜

一　
　
・
木
野

嘉
明

　

・
草
野
範
雄

　

・
倉
田
信
靖

　
・
栗
原
圭
介

　

・
黒
須
重
彦

　

・
向
後
良
文

　

・
後
藤
　
満

　

・
佐
藤
邦
宏

　

・
佐
藤
　
宏

・
員
保
潤

一
郎

　

・
鈴
木
順
子

　

・
鈴
木
康
之

　

・
須
藤
敏
昭

　

・
諏
訪
義
英

　

・
関
根
應
之

　

・
曽
我
部
　
学

・

高
橋
　
徹

・
高
原
喜
八
郎

　
・
田
中
豊
治

　

・
田
中
　
浩

　

・
東
甫
宏
昭
　

。
中
村
浩

一
　

・
中
村
能
久

　
，
中
本
博
皓

　

。
長
沢
順
治

　

・

永
田
元
也

　

・
永
野
慎

一
郎

　

・
成
田
　
守

　

・
沼
日
敏
子

　

・
沼
口
　
博

　

・
長
谷
部
文
子
　

・
濱
　
久
雄

　

・
早
川
　
勲

・

原
田
種
成

　

・
東
山

一
郎

　

・
平
川
泰
輔

　

・
平
林
幹
郎

　

・
兵
頭
　
徹

　

・
増
淵
　
武

　
・
町
井
和
朗
　

・
松
本
要
人

　

・
三
好

郁
夫

　

・
村
山
士
郎

　

・
森
井
俊
彦

　

・
安
　
世
舟

　

・
柳
澤
雅

一
　

・
山
口
敏
雄

　

・
吉
江

一
徳

　

・
吉
田
　
博

　

・
吉
原
二
三

男

　
・
渡
辺
澄
子
　
・
和
田
　
浩

八
二
九



八
三
〇

編
集
後

記

二
〇
年
前
に
刊
行
さ
れ
た

「
大
東
文
化
大
学
五
十
年
史
』
の
編
集
後
記
に
は
、
資
料
の
不
備
が
最
大
の
難
点
で
あ
つ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、
今
回
の

「
大
東
文
化
大
学
七
十
年
史
」
の
編
集
に
当
た
っ
て
も
、
恒
久
的
な
資
料
室
の
設
置
を
望
む
声
が
強
か
っ
た
。

編
集
委
員
会
が
発
足
し
て
よ
り
、
十
数
回
の
会
合
を
持
つ
た
が
、
本
史
の
執
筆
者
が
六
八
名
の
多
数
に
及
ぶ
た
め
、
原
稿
の
体
裁
を

ま
と
め
る
こ
と
だ
け
で
も
容
易
で
は
な
か
つ
た
。
幸
い
に
明
治
書
院
の
元
編
集
部
長
で
、
本
学
卒
業
生
で
も
あ
る
森
井
俊
彦
氏
の
ご

尽
力
に
よ
り
、
十
分
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
歴
史
と
い
う
点
と
線
上
で
の
記
述
は
、
時
と
し
て
重
複
す
る
場
合

が
あ
る
が
、
ご
了
承
さ
れ
た
い
。

昭
和
四
八
年
四
月
に
新
設
さ
れ
た
法
学
部
に
つ
い
て
は
、
「
大
東
文
化
大
学
五
十
年
史
」
で
は
城
富
次
法
学
部
長
が

「
法
学
部
設

置
と
そ
の
展
望
」
と
題
し
、
わ
ず
か
な
期
間
を
三
ペ
ー
ジ
で
抱
負
を
語
つ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、　
一
五
周
年
に
際
し
て
は
、
す
で

に
独
自
の
回
顧
史
を
刊
行
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
六

一
年
に
は
国
際
関
係
学
部
が
設
置
さ
れ
、
本
年
四
月
よ
り
外
国
語
学
部
に
日
本

語
学
科
が
誕
生
し
、
実
に
五
学
部

一
三
学
科

へ
と
発
展
し
、
年
史
の
内
容
も
充
実
度
を
増
し
て
き
た
。
し
か
し

一
方
、　
一
八
歳
人
口

の
激
減
期
を
迎
え
る
冬
の
時
代
に
当
た
り
、
国
際
化
と
情
報
化
の
要
請
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
、
日
下
、
大
学
は
岐
路
に
立
た
さ
れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
か
つ
て
先
哲
が

「
歴
史
を
読
む
の
は
楽
し
み
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
も

つ
と
心
を
ひ
き
、
興
味
が
あ
る
の
は
、

歴
史
を
つ
く
る
こ
と
に
参
加
す
る
こ
と
だ
」
と
語

つ
て
い
る
が
、
今
回
、
「
大
東
文
化
大
学
七
十
年
史
』
の
編
集
に
か
か
わ
る
こ
と

が
で
き
、
き
わ
め
て
意
義
深
い
も
の
を
覚
え
る
。



と
こ
ろ
で
、
年
史
の
編
集
に
際
し
、
校
歌
の
表
記
お
よ
び
順
序
の
不
統

一
を
識
者
の
ご
意
見
を
参
考
に
し
、
こ
の
機
会
に
訂
正
を

試
み
た
。

な
お
、
題
策
は
本
学
の
大
先
輩
で
あ
る
上
條
信
山
先
生
に
揮
亀
を
ご
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
先
生
に
は
ご
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご

快
諾
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ

一
同
、
心
よ
り
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
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